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開設年次 メデイ 単位

（自然系）

37 基礎生物学（’03）　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）95 15 TV 2

38 生物学の歴史（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　97 13 R 2

39 集団と環境の生物学（’03）●　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）99 15 TV 2

40 疾病の成立と回復促進（’01）…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・103 13 TV 2

41 人体の構造と機能（’01）●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’105 13 TV 2

42 地球とその歴史（’00）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…絶7 12 TV 2

43 宇宙とその歴史（’00）”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“109 12 TV 2

44 宇宙像の変遷と人間（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．111 12 TV 2

45 実験科学の方法（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽3 14 TV 2

2。共通科目（外国語科目）
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開設年次 メデイ 単位

（スペイン語）

63 スペイン語1（’03）　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）153 15 R 2

64 スペイン語H（’03）　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）157 15 R 2

（韓国語）

65 韓国語1（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’161 14 TV 2

66 韓国語H（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’163 14 R 2

（日本語）

67 日本語1（・02）一外国語としての一…　　　　　　　　　　　　　　　　165 14 TV 2

68 日本語H（・03）一外国語としての一一　　　　　（平成15年度改訂開設科目）167 15 R 2

3．共通科目（保健体育）

69 保健体育（・01）　　　　　　　　　　　　　　　　　州71 13 TV 2
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5。専門科目

生活と福祉、 開設年次 メデイ 単位

（生活一般）

別 家族と生活ストレス（’00）　…………”’………………………………………””……211 12 R 2

85 現代社会におけるライフコース（’03）……………（平成15年度改訂開設科目）213 15 R 2

86 生活者の経済（’00）……………………………………………………………………“215 12 R 2

87 生活の経営（’01）　……………………………………………………………………………217 13 R 2

88 変動する社会と暮らし（’02）………………………………………………………219 14 R 2

（衣・食・住）

89 衣生活の科学（’02）　“……………”…””’……“…………………………”………………223 14 R 2

90 現代モード論（’00）　……………………………………………………一＝225 12 TV 2

91 着ごこちの追究（’99）　………“………………………………………’………”………227 11 TV 2

92 世界の食糧問題とフードシステム（’03）…………（平成15年度改訂開設科目）229 15 R 2

93 食物とからだ（’00）……………”……………………………………………………231・ 12 TV 2

94 食品の成分と機能（’03）一一一一一一一一…一一一（平成i5年度改訂開設科目）233 15 TV 2

95 食生活をめぐる諸問題（’00）………………………………………237 12 R 2

96 住計画論（’02）………”…………’……“……………………………●…………………．’239 14 TV 2

97 東アジア・東南アジアの住文化（’03）一一一一一（平成15年度改訂開設科目）24t 15 TV 2

（健康科学）

98 看護学概説（’01）　…”……’………““………“…………………………………………243 13 R 2

99 母子の健康科学（’00）　”……………………”“……“………………………………245 12 R　・ 2

100 公衆衛：生（’01）　……………………”“”“……………’………●………………………………6247 13 R 2
＼

101 高齢者の心と身体（’00）　……………………………………………………………“249 12 R 2

102 患者からみた医療（’03）　………………………………（平成15年度改訂開設科目）2引 15 R 2

103 脳の健康科学（’02）　……………’……3．……”………………………”“…………’253 14 TV 2

104 がんの健康科学（’01）　……………………　●’………”…………………“”……255 13 TV 2

105 循環器科学（’00）　……’…………………“”……………………”…”…………“”’…………259 12 TV 2

106 薬の歴史・開発・使用（’00）　………………………”………………｝…………………261 12 R 2

107 　　　　　　　　　　、潟nビリテーション〈’03）　…∴’……’…’…………“（平成15年度改訂開設科目）263 15 R 2

（社会福祉）

108 児童家庭福祉（’03）　……………●………………………（平成15年度改訂開設科目）267 15 R 2

109 障害者福祉（’oi）　…………………………………………………………………………………“271 13 R 2

110 高齢者福祉論（’03）　”…………’………………………（平成15年度改訂開設科目）273 15 TV 2

111 地域福祉論（’03）　…“………’…………．噛”………”（平成15年度改訂開設科目）277 15 R 2

112 公的扶助（’02）　………”…………………………”……………………………………281 14 R 2

113 年金・医療保険論（’00）　……………’………………………………………………………283 ・　12 R 2’

114 社会福祉の国際比較（’02）　………………“………………………………………”…”285 14 TV ・2．

115・ 身体福祉論（’．03）　………………………………………（平成15年度改訂開設科目）289 15 、TV 2
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社会と経済 開設年次 メデイ 単位
N

（法律学）

149 日本の法システム（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0371 12 R 2

150 法と裁下旺　（’　00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●373 12 TV 2

15ユ 紛争と民法（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’375 14 TV 2

152 雇用・福祉・家族と法（’03）　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）377 15 TV 2

153 商法（’03）　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）379 15 R 2

154 市民生活と行政法（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“381 14 R 2

155 刑法（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’383 13 R 2

156 経済法（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0385 12 R 2

157 国際関係法C　O2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”389 14 R 2

（政治学）

158 ヨーロッパ政治史（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“391 13 R 2

159 比較政治学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’393 12 R 2

160 第三世界の政治（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●395 13 R 2

161 国際政治（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．397 12 TV 2・

162 日本政治思想史（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●399 13 R 2

163 西洋政治思想史（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’401 13 R 2

164 現代日本の政治（’03）　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）403 15 TV 2

165 現代の行政（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…405 12 R 2

166 日本政治史一20世紀の日本政治（’03）”　　　（平成15年度改訂開設科目）407 ’　15 TV 2

（経済学）

167 現代経済学（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　409 13 TV 2

168 産業社会と消費社会の現代（’03）”　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）411 15 TV 2

169 財政学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’413 12 TV 2

170 国際経済学（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●415 13 R 2

171 日本経済史（’03）　　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）417 15 R 2

172 欧米経済史（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”421 11 R 2

173 経済学史入門（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…423 13 TV 2

（社会学）

174 コミュニティ論（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’425 14 TV 2

175 ジェンダーの社会学（’03）　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）427 15 R 2

176 メディア論（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”429 13 TV 2

177 環境社会学（’03）　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）431 15 TV 2

178 都市社会の人間関係（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’435 12 R 2
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開設年次 メデイ 単位

（美学・芸術論）

239 芸術の理論と歴史（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…565 14 TV 2

240 イメージの歴史（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”567 12 TV 2

24ユ 西洋音楽の歴史（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…5刀 13 TV 2

242 日本音楽の基礎概念（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．573 12 R 2

243 応用音楽学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　575 12 R 2

244 現代における伝統演劇（’02）●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…577 14 TV 2

245 芸術・文化・社会（’03）　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）581 15 TV 2

（比較文化・地域研究）

246 文化人類：学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●583 12 TV 2

247 博物館概論（’03）　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）585 15 TV 2

248 博物館資料論（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’587 12 TV 2

249 博物館経営・情報論（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…589 12 R 2

．（外国の言語・文化・社会）

250 ギリシャ・ローマ文学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…591 12 R 2

251 イギリス文学（’03）“　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）593 15 R 2

252 ドイツ文学（’03）　　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）597 15 R 2

253 フランス文学（’03）　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）599 15 R 2

254 ドイツの言語文化（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’603 14 R 2

255 フランスの言語文化（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　605 14 R 2

256 中国の言語文化（’02）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…607 14 R 2



自然の理解 開設年次 メデイ 単位
＼

（数学）

257 現象の数理（’03）　　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）609 15 R 2

258 解析学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…611 12 R 2

259 数学基礎論（’03）　　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）613 15 R 2

260 データの科学（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…615 13 R 2

261 統計の考え方（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…617 12 R 2

262 カオス学入門（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…619 13 TV 2

263 数学とコンピュータ（’03）　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）621 15 TV 2

264 多変数の微積分（’03）　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）623 15 TV 2

（物質科学）

265 運動とカ（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“625 13 TV 2

266 光と電磁場・（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“627 13 TV 2

267 相対論（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0629 11 R 2

268 量子力学（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0631 13 TV 2

269 物性物理学入門（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…633 12 TV 2

270 物質の科学・量子化学（’03）’　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）635 15 TV 2

271 物質の科学・反応と物性（’99）●　　　　　　　　　　　　　　　　　●637 11 TV 2

272 物質の科学・有機高分子（’02）●　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．639 14 TV 2

273 物質の科学・有；機構1造解析（’03）…　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）643 15 TV 2

274 微生物機能に学ぶ化学（’01）●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”645 13 R 2

275 光と物質（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’647 12 TV 2

（生物科学）

276 植物の生理（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．649 12 TV 2

277 分子生物学（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎651 13 TV 2

278 多様性の生物学（’03）　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）653 15 TV 2

279 動物の行動と社会（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹655 12 TV 2

280 細胞生物学（’03）　　　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）657 15 TV 2

（宇宙地球科学）

281 宇宙の進化（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…661 13 TV 2

282 宇宙の観測（’01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“663 13 TV 2

283 日本列島の地球科学（’03）　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）665 15 TV 2

284 エネルギーと熱（’03）　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）667 15 TV 2

285 流体的地球像（’03）．　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）66臼 15 TV 2

286 天体物理学入門（’03）　　　　　　　　　　　　（平成15年度改訂開設科目）671 15 R 2



＝次世代育成を考える（‘03）＝（R）

〔主任講師 原　ひろ子（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　従来、「次世代育成」というと「後継者養成」とか「青少年の育成」が思いうかべられる場合が多かった・・ところで・この授業

では「次世代育成」という言葉を幅広く考え、年長者から年少者へ、同世代者から同世代者へ、年少者から年長者へ、上司

から部下へ、同僚から同僚へ、部下から上司へ、といった幅広い育成過程について考える。さらに、人間と人間の間での学

び合い・育ち合い・教え合いのみならず、自然と人間との間の交流やモノと人間との間の交流をも含めて・これからの人間生

活を長期的展望にたって考察することを試みる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

原　ひろ子 原　ひろ子
1 「次世代育成jとは この授業の全体のねらいを説明する。 （放送大学教 （放送大学教

授） 授）

近代日本において女性に対しては「良妻賢母」、　「働妻健

母」となるような教育目標がたてられ、現代日本では「男は

仕事、女は家庭」といわれ、それぞれの責任を果たすことが

2
「子育て」は母親だ

ｯの責任か

期待されてきた。つまり、男性は職場における「後継者養成」、

乱ｫは家庭責任としての「子育て」が期待されていた。その

級ﾊ、近年、地域社会やNGOを担う人々が育たない状況を
同上 同上

招くなど、いくつかの問題が生じてきている。社会全体とし

てどのような「次世代育成」を考えるべきなのか、について

日本における人間の状況を検討する。

生命は細胞内に閉じた遺伝物質に担われ、生体物質、細胞、

3

個体間のコミュニ
Pーションと世代
ﾔのコミュニケー

Vョン

個体を急速に廃棄しながら新しい生命体で生き続ける。一方、

qトは生体外に大量の情報を蓄積し、知的体系である文化を

n造した。ヒトの個体群、世代間のコミュニケーションの本

ｿは何かをたずねる。

岩槻　邦男
i放送大学教

�j

岩槻　邦男
i放送大学教

�j

個体間の触れ合いを通じて学習が行われる。触れ合いは、

細胞の生でも個体の生でも行われるが、生は個体で完結され

4 世代間の触れ合い
るものではなくて、生命系としていきている側面をもつ。生

ｽ系の生にとって、次世代を育成することの意味を問う。 同上 同上

生き物はすべて環境との間に作用、反作用を及ぼしあって

いる。人は文化を創出してから自然に圧迫を与え続けている。

5 環境　と　学習
人と自然の関係は、自然破壊・自然保護から、人と自然の共

ｶに転換しつつある。次世代の育成は人と環境のかかわりに 同上 同上

どう関わるかについて考察する。

人間のかただは、誕生からの時間経過にしたがって、遺伝

子に基づいて成長していく。この時間経過に合わせて、適度

な働きかけ（教育）がなされることによって、からだを動か 宮下　充正 宮下　充正

6
たくましい青年に す諸機能は遺伝的上限にまで成長する。この働きかけについ （放送大学教 （放送大学教
育てる て、たくましい青年期を迎える世代（子ども）の育成を考え 授） 授）

たい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「生きていくカ」を見につけることが人間育成の第一段階

とすると、「うまく生きるカ」すなわち、社会性を身につけ

7
社会人としての人

ﾔ形成

ることは人間育成の第二段階である。そして、「よりょく生

ｫていくカ」すなわち、文化を伝承し、創造する能力を身に

ﾂけることは、人間育成の第三段階である。ここでは、無視
宮下　充正 宮下　充正

されがちな第三段階について、社会人として自活する世代の

育成に焦点を当てて考えたい。

家庭・学校・地域において「次世代育成」がどのように位置

づけられてきたかをふりかえり、この領域におけるこれから
家庭・職場・学校・ の課題を論ずる。

8 地域 原　ひろ子 原　ひろ子

20～30歳をピークとして、からだを動かす能力は、年1％
の割合で低下していく。40歳代、50歳代では、その低下の気

9
自立できる高齢者

�ﾚ指す準備

配は感じられるとしても、生活に支障をきたすほどではない。

ﾆころが、この年代でからだの衰えを意識した生活を送らな

ｯれば、60歳代以降要介助に早々と近づくことになる、自立
宮下　充正 宮下　充正

できる能力を有して高齢期を迎える世代（中年）の育成につ
いて考えたい。

我が国では家族や地域の変貌した高度経済成長期にあって

も子どもの養育は親の責任であることが強調されてきたの
で、社会的支援の必要な子どもや家庭へ十分な対応がなされ

10
少子化と児童家庭
沁

なかった。近年、少子化がクローズアップされ、保育の多様

ｻや児童手当の拡充などに取り組まれているが社会の担い手
ﾆしての過剰な期待のみが先行している。今、輝いて生きる

松村　詳子
i放送大学教

�j

松村　詳子
i放送大学教

�j

ことと未来を拓くカをつけることを支援する児童家庭福祉の
あり方を検討したい。

人生の長寿化と社会の高齢化によって、高齢者の生活は多
様化している。高齢者全体の20％に満たない数とはいえ要介護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又w諶ﾒへの支援については介護保険制度の改善も含めて医
療、福祉、住宅などの分野から総合的に取り組んで行かなけ

ればならない。また、健康な高齢者には雇用、ボランティア

11
エイジレス時代の

w諶ﾒ福祉

など社会参加の機会の提供や余暇支援などの充実が必要であ

?､。高齢者福祉は福祉改革により揺らぎと縮小の兆しもあ

驍ｪ、幸せな高齢期が約束されることは他の世代への希望と
同　　　　上 同　　　　上

なるし、中年期の充実は社会的依存の少ない高齢者を生み出

すのである。世代を越える合意の得られる高齢者福祉を編み
出したい。

ある政治システムを維持するに必要な政治的理念や態度を習

得させることを政治的社会化と呼ぶが、次世代市民の育成も 阿部　　齋 阿部　　齋
12 次世代市民の育成 政治的社会化の一部である。ここでは自主的・主体的に判断し （放送大学教 （放送大学教

行動する市民を育成するために必要な政治的社会化のあり方 授） 授）

を検討する。

政治システムの安定性は、・政治的リーダーの育成と供給が効

13
次世代リーダーの

逅ｬ

果的におこなわれるか否かに依存してしる。これまで歴史的

ﾉみられた政治的リーダーの育成のパターンを検討しなが
轣A民主社会における政治的リーダーの育成はいかにあるべ

同上 同上

きかを検討する。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
市民活動と国際活

ｮ

　NGOやNPOをふくむ市民活動との関わりをもちながら
ｶ活する人々や、地球規模で発想し生活する人々が育ち合う

�ｵをどのように構築していくか、について考え、対談する。 阿部　　齋

ｴ　ひろ子

阿部　　齋

ｴ　ひろ子

15
「次世代育成」のこ

黷ｩら
全体をまとめる。 原　ひろ子 同上
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＝持続可能な消費と生活者（‘03）＝（R）

〔主任講師：原　ひろ子（放送大学教授）〕
〔主任講師：小澤紀美子（東京学芸大学教授）〕

全体のねらい
　持続可能な社会を創るためには消費形態の変革が重要な課題である。ライフスタイルの変革をエネルギー消費・衣生活・

食生活、住生活、まちづくり、水、ごみ等の項目別の課題を分析・概説し、主体的な実践のための意思決定と情報、NPO

活動、社会の枠組みを変革する政治参加のあり方を検討する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

原　　ひろ子 原　　ひろ子

1
持続可能な消費と
ｶ活者とは

この授業のねらいを説明する。 （放送大学教

�j

（放送大学教

�j

地球温暖化問題とエネルギー消費との関連について概説
し、地球温暖化防止会議などの国際的取り組みから市民生活

2
地球温暖化問題と
Gネルギー消費

の問題点までを考察する。さらに、生活における様々なモノ

ﾌ消費をライフサイクル・エネルギー（生産から消費、廃棄

ﾉ至るまでの全エネルギー消費）の観点から捉え直すことに
謔ﾁて、現在の日本人のライススタイルの課題を明らかにし、

井元　　りえ
i山梨大学非

寀ﾎ講師）

井元　　りえ
i山梨大学非

寀ﾎ講師）

その解決策を探る。

日常の生活行動を環境の視点で評価する試みとして、環境

家計簿について概説する。環境家計簿の成り立ち、内容、方

法などを解説すると共に、実際に運動に取り組む住民の事例

3 環境家計簿
も挙げ、環境家計簿の今後のあり方を考察する。 同　上 同　上

生産、流通、消費によってもたらされるごみ問題の現状を

概説し、ごみ問題解決のための3R（reduce，reuse，recycle）

および循環型社会形成推進基本法や関連の法律の問題点の分 小澤紀美子 小澤紀美子

4 ごみとリサイクル
析から持続可能な消費形態とライフスタイルについて考察し （東京学芸大 （東京学芸大

ていく。 学教授） 学教授）

水をめぐる環境問題の現状として、生活の中で消費される

5 生　　活　　と　水

大量の水（廃水）とその循環の問題、また、水汚染の問題と

ｵて、主として様々な洗剤をめぐる議論をとりあげる。多様

ﾈ議論の存在も踏まえた上で、問題解決につながる今後の方

?ｫと解決策を考察する。

妹尾　理子
i東京学芸大

w非常勤講
t）

妹尾　理子
i東京学芸大

w非常勤講
t）

季節を問わず、世界各地の大量の食品が出回っている。こ

のような一回豊かに見える食生活も、安全性への不安、大量

のエネルギー消費や環境汚染、南北問題等さまざまな問題と

6 食　　と　環　境 深く結びついている。その現状を概観し、身近なところでの 同　上 同　上

問題解決に向けたさまざまな取り組み（直産や援農など）を

探っていく。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

衣料品の生産と消費のグローバル化に伴い、衣生活におい

ても国際的・環境的視野が必要となってきている。製品を作

るすべての過程で品質、原料の安全性、労働環境などをチェ

衣生活のマネジメ ックする国際的なシステム普及の現状や、衣服をリサイクル
7

ント する場合に必要なマネジメント、さらに焼却時の安全性など 井元　　りえ 井元　　りえ
について考察する。

現代の便利で快適な生活を支えているものに大量の化学物

質がある。住まいは人間の生活の器であり、最近では、素材

への関心も強まってきている。これからの住まいに関わる消
費行動は注目すべき領域である。ここでは、住生活において

8 住生活と化学物質 使用される化学物質に目を向け、その実態をふまえつつ問題 妹尾　理子 妹尾　理子
点を整理し、今後の方向性を考察する。

風土に根ざした日本の伝統的な住居デザインが自然との関

係から生み出されていることを概説し、風土に適応した住ま

いは限られたエネルギーと資源を活用しているだけでなく、

9 環境共生型住まい 住文化を創出してきたことを概説し、住生活における生活の 小澤　紀美子 小澤　紀美子
質を考察する。

環境負荷の小さな都市システムを創るための環：境デザイン

のあり方を欧米の実践例に学び、さらに住民参加によって環

10
環境保全型まちづ
ｭり

境への関心を高め、コミュニティを共回していく方策を日本

ﾌ環境共生型団地づくりを通して学ぶ。 同　上 同　上

消費行動における意思決定の過程とその重要性を概説す
る。消費者の権利と責任、現代の消費生活の課題を明らかに
し、　「環境コミュニケーション」における生活者の情報収集

11 意思決定と情報 とその利用、活動について考察する。 井元　　りえ 井元　　りえ

持続可能な消費を促すために、各地で様々な草の根の活動

が行われている。その要素としては、食に関わることに限ら

12 NPOの取り組み
ｩら

ず、グリーン購入、フェアトレード、産直等がある。大きな

g織としての生協の具体的取り組みや草の根の活動、さらに
驪ﾆの動き等から今後の可能性を考察する。

妹尾　理子 妹尾　利己

食や環境などは、長い間政治課題と見なされていなかった。

80年代から首都圏を中心に主力メンバーが専業主婦の生活
者・ネットワークという政治団体は、身近な生活の中の課題

を地方自治体の政策として提案するために、自分達の仲間を

議員にして、解決を試みている。その政治活動は「持続可能 大海　篤子 大海　篤子

13
日常生活の課題を

ｭ治に
な消費」だけでなく、生産、流通、廃棄まで取り入れた生協

^動が基盤にあり、「生活者」としての生き方の表現である。

（法政大学大

w院非常勤講

（法政大学大

w院非常勤講
生活者ネットワークの活動を参考に、私たちの生活とを政治 師） 師）

のあり方を考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の政治は明治以来、生産中心型、発展型であった。そ

のような政治が21世紀の現在日本の経済、教育などに象徴さ

れる「希望の見えない」状況を生み出しているのではないだ

生産中心型の政治 ろうか。上から「構造改革」がはじまろうとしているが、日

14 から持続可能型の 本の政治過程の中でおきている市民からの変革の兆し、例え 大海　篤子 大海　篤子

政治へ ば、介護保険をめぐっての中央対地方政府のあり方、情報公

開、住民投票、女性の政治進出などを紹介し、持続可能型、

共生型の政治の可能性を探っていきたい。

14回の授業を振り返り、今後の研究課題と実践課題につい

て考え、対談する。

原　　ひろ子 原　　ひろ子
まとめ：これからの

15 課題 小澤　紀美子 小澤　紀美子
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＝＝ ｳ育の方法（’99）ニ（TV）

〔主任講師　：佐藤学（東京大学教授）〕

全体のねらい

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 授業の世界へ
　さまざまな授業の風景を提示しながら、教育方法学が扱う問
閧ﾉついてオリエンテーションを行う。

佐藤　　学
i東京大学

ｳ授）

佐藤　　学
i東京大学

ｳ授）

2 授業の様式（1）

　小学校の実際の授業の様子を紹介し、授業における様式の特
･として、（1）「変容的様式」と（2）「模倣的様式」があること

�ｦす。

同　上 同　上

3 授業の様式（2） 同　上 同　上 同　上

4
教育方法の歴史
@　　（ユ）

　近代学校の成立と教授学、授業の定型の形成を提示し、今日
ﾌ基本となっている授業の骨格について歴史的に検討する。モ
塔gリアル・システム、一斉授業の様式、日本における授業の

ｬ立。

同　上 同　上

5
教育方法の歴史
@　　（2）

　学校の革新の中で追求されてきた教育方法の変化を、1910年
繹ﾈ降、今日までの改革の歩みの中で探る。
@新教育の方法、個性化教育、単元学習、オープン・スクール
ﾈど。

同　上 同　上

6 教室という場所

　教室という場所が、教師にとっても子どもにとっても、さま
ｴまなディレンマに直面する場所であることを示す。あわせ
ﾄ、日米の教室の風景を比較し、教室における人間関係の組
D、学習環境の違いについて考察する。

同　上 同　上

7 教室の出来事
　授業の改革の実例を紹介し、教科学習において「わかる」こ
ﾆの意味と、コミュニケーションを通じた学びのあり方につい

ﾄ考察する。

同　上 同　上



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 授業を創る（1）
　今、試みられている授業改革の努力を紹介し、教師が授業を
n造するにあたって、どのような問題ととりくんでいるのかを
ｦす。総合学習、共同学習など。

佐藤　　学 佐藤　　学

9 授業を創る（2） 前回にひき続き授業の計画・実施評価の過程を検討する。 同　上 同　上

10
学びの経験として

ﾌカリキュラム

　カリキュラムの意味、カリキュラム研究の状況について説明し、カリキュラムの改革についての研究が、どのように進展し

ﾄいるのかについて示す。
同　上 同　上

11 カリキュラムと
P元の構成

　教科の意味、総合学習の意義について紹介し、カリキュラム
J発を学校と教室を基礎にして推進する方法について講述す
驕B

同　上 同　上

12 授業研究の方法
@　　（1）

　授業を改善するための研究方法が、どのように開発されてき
ｽのかを概観し、行動科学の方法によるカテゴリー分析の実例
�ﾊして、授業の道程を科学的、分析的に見ることの可能性と
ﾀ界について考える。

同　上 同　上

13
授業研究の方法
@　　（2）

　行動科学の批判以降の新しい授業研究の流れを紹介する。

@参加観察法による研究、ビデオ記録や物語の記録による質的
､究の可能性を探る。

同　上 同　上

14 専門家としての
ｳ師

　教職の専門性についての理論を講述し、今日の教師の専門性が、どのような現実にあり、どのような改善が求められているのかについて示す。

ｳ師の仕事を職業的アイデンティティの追求と専門家共同体の
`成という視点で分析し、教師が生涯をとおして学び成長する
pを紹介する。

同　上

@　ξ

同　上

15 改：革の展望
　授業とカリキュラムを中心とする学校改革の現状を紹介し、
｡後の教育方法学の課題について検討する。 同　上 同　上
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＝・ ｳ育心理学通論（‘01）＝（R）

〔主任講師：永野重史（国立教育政策研究所名誉所員）〕

全体のねらい
　「教える」とはどういうことなのか、「学ぶ」とはどういうことなのか、という問題を心理学的に解きほぐして・問題の
考え方の歴史や、理論のよりどころとなっている実証的な研究との関係を平易に説明することによって、術語の丸暗記で済

ますことなく、育児や学校教育や社会教育の様々な問題を批判的に考えられるカを養う。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

知覚心理学、学習心理学、発達心理学、人格心理学、臨床

心理学など、心理学という名がつく学問はいろいろある。こ

のような様々な心理学の知識を教育に応用するのが「教育心

理学」だ、という考え方もあるだろうが、そのようなやりか 永野　重史 永野　重史

教育心理学とは たでは、実際には、あまり教育の役に立たない。場合によっ （国立教育政 （国立教育政
1

何か ては、教育にとって有害な情報を提供してしまうことがある。 策研究所名誉 策研究所名誉

教育心理学は、教育に関する心理学的研究なのだとひとまず 所員） 所員）

考えておいていいが、古い心理学の方法が批判され、文化人
類学的方法をとりいれるほうがいいという意見が強くなって
いる。

学校教育でも幼稚園の教育と中学校の教育は全く違う。陶
器を焼くことをおぼえようとすると、そこには、学校とは違

つた教育がある。アメリカの文化人類学者の中には、かつて

の日本の銭湯（公衆浴場）を観察して、そこに素晴らしい教
2 様　々　な　教育 育があることを発見した。視野を広げて、様々な「教育」に 同　上 同　上

ついて考えると、新しい見方ができるようになる。

自然科学の客観性に学ぼうとして、心理学は、主観的な体

験を排除した。その結果、心理学は「心」を研究することは
止めて、他人が観察できる「行動」を研究する方針を立てた。

3
行動主義の学習心
搖wとその応用

行動主義の心理学である。シロネズミの学習を研究して、「学

Kの法則」をつくったのが学習心理学。ネズミと人間を同じ 同　上 同　上

ように扱ったから、その影響を受けた教育にもあまり好まし

くない影響がでた。

研究対象を「行動に限定しないで、「考える」というこ
とも視野に入れたのが「認知的理論」。「習慣」ができあが

ることではなく、「ものの見方」が変わることが学習なのだ、

というような主張をした。しかし、心理学実験室の中で、日

4 学習の認知的理論 常生活から離れた状況での思考や学習を研究することにごだ 同　上 同　上

わったので、仲間になって協同して学ぶ現象を理解すること

ができなかった。

人間は道具をつくる。道具というと硬い物だけを考えてし

まうから「人工物」ということにすると、記号や言葉、社会

制度やマナーも含めていい。こような人工物の利用を考えず

5
道具と学習、人間関

Wと学習

に人間の生活について考えることはできないし、教育につい

ﾄ考えることはできない。また、人工物の利用は、人間関係 同　上 同　上

に深くかかわっている。従来の教育心理学は、独りで学ぶ学

習者のことだけを考えて、人と共に学ぶ学習者の問題を見過

こしてきた。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6
発達研究と発達
攪_

　発達の研究というと、晶晶になるとどんなことができるよ

､になるかを調査することだと考える人が多い。そのような

m識をもとに、何歳で何を教えるかが決められると考える時

繧烽?ﾁた。だが最近では、広い意味の「教育」があって発
Bするのだと考えるべきだという見解が有力になってきた。

ﾜた、調査の仕方を工夫すると、幼児の能力も以前考えられ

ﾄいたよりははるかに高いこともわかってきた。発達段階の

ｩ直しがはじまった。

永野　重史 永野　重史

7 発達　と　教育

　上のように発達に関する考え方が変わると、発達と教育の

ﾖ係について従来考えられていたことも見直さなければなら

ﾈい。子どもの発達を待って教えるというレディネスの見方

�?ﾟて、教える者と学ぶ者が一緒になって課題を発見する

ｱとが重要だと考えられるようになってきた。
同　上 同　上

8
記憶の心理学と
ｳ育

　「わかる」　「考える」などとは別に「記憶する」という別

ﾌ能力があるかのように考える人がいるが、それは、19世
Iの能力心理学や、古い実験心理学の流れをひくあやまった

lえ方である。人の記憶とコンピュータの記憶は、全く別の
烽ﾌである。人の記憶は、感情・想像・知識・思考・欲望が

ｷべて加わったもので、様々なことを体験し、感動をもって
｢ろいろ知れば、　「記憶力」は増大する。教えることを減ら

ｷよりも、楽しく学ぶことを増やすのがよい。

同　上 同　上

9

　　　　　　〆

ｮ機づけの心理学

　心理学で「動機づけの研究」といわれているものは、いっ

ﾏんに言って。学習者が、ひとから学習を強制的される状況
ﾅ、学習するときの心理を研究するもので、学習意欲の研究

S体からすれば、極めて特殊なものである。快楽説にもとつ

ｭ動機づけ論、外発的動機づけと内発的動機づけ、達成動機

ﾈどを説明する。

同　上 同　上

10 意欲　の　研究

　学校における学習では、問題を解決する方法も決められて

｢るし、問題解決できたかどうかを判断する「採点基準」も

?ﾟられている。そのために学習者は、自由にじぶんの力を
ｭ揮することができない。絶えず、ひとの評価を気にして暮

轤ｷようになる。このことを考えるために、達成行動におけ

髢ﾚ標の種類（世間による能力評価を高めようとする生き方

ﾆ自分の世界が広がることを喜ぶ生き方など）について考え
驕B

同　上 同　上

11 知能と創造性

　知能テストで測られるものは「知能」なのか。　「知能」と

ﾍ何か。　「知能」を伸ばす試みとはどのようなものか。　「知

¥」とは別に「創造性」というものがあるというがそれは何

ｩ。風変わりなアイデアを出す能力が創造性だという説と、

lえ方のスタイル（流儀）の違いに着目すべきだという説。

ｳ育の中では何を考慮すべきか。

同　上 同　上

12 教育評価とテスト

　教育評価とはテストのことではない。教え方が下手なので

qどもが学習できないという場合に、学カテストを頼りに考

ｦてはいけない。教え方に問題がなかったかどうかを考える

ﾗきである。つまり、教育評価には、目的がある。どういう

竭閧��?ｵようというのか。そのためには、どのような情
�ｪ必要かを十分に考えなければならない。二種類の形成的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

]価とは何か、絶対評価というものが存在すのか、などの問

閧�ｩんがえる。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13 人間観と教育（1）

　進学のことをすぐに考える世の中では、試験の得点を高く

ｷることに熱心になる。そのために、精神測定的人間が優勢
ﾉなって、個性を重視しようという声があがっても、「では、

lを測るものさしを多くして、多元的な評価をしょうという

bになる。しかし、学校で測られない能力に注目すると、子

ﾇもたちは、興味のあることを能動的に学んで、育っている
ｱとに気づく。この自ら育つ（発達する）カを大切にする発

B的教育観はどのような人間観に支えられているのだろう
ｩ。

永野　重史 永野　重史

14 人間観と教育（2）

　従来の教育は20世紀はじめからの行動主義的心理学の影
ｿを受けている。それは機械論的で、シロネズミを材料にし
ｽ学習心理学の法則や、実生活からかけ離れた「実験的状況」

ﾉおける記憶の研究や発達心理学を重んじ、実体験を離れて

l々なことを考えることができる、想像力に富んだ人間のこ
ﾆや、実生活の様々な状況で、ひとびとが社会生活を送りな

ｪら、考えたり、判断したりしているということを忘れ勝ち

ﾅある。いま教育心理学の中心課題となっているのは、この
謔､な「人間再発見」である。

同　上 同　上

15
教育環境の見方と

ﾝ計

　授業を教授・学習過程としてとらえると、まず、教えるこ

ﾆを決めておき、それをじょうずに教えて、子どもがどのよ

､に学習したかを評価する、というように、一方向的な見方

�ｵてしまう。ここでは、発達的教育観にたって、子どもが
wび育つ教育環境を分析し、そのうえで、教育の設計を考え
謔､。設計の方法として、「工学的接近」と「羅生門的接近」

ﾌ比較を考える。

同　上 同　上

一一
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＝心理学初歩（℃2）＝（TV）

〔主任講師：辻敬一郎（中京大学教授）〕
〔主任講師：　星　　薫　　　（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　初めて心理学に接する受講者に、心理学が対象とする「心」および「心理」を探る方法を解説した後意識・行動・個性・社

会の諸側面について現代心理学が明らかにしている知見を紹介する。

　昨今、心理学に対する社会的関心が高まっている反面、心理学の実像が必ずしも把握されていないように見受けられるの

で、その点に特に配慮し、心理学及び隣接科学の基礎教育として位置づけられるように授業を構成する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
導入一現代心理学
ﾆは？一

　心理学が対象とする「心」をどう捉え、その法則性としての

u心理」をどのように解き明かそうとするのかを脳科学との関

Aにも触れながら解説する。また、現代心理学の広範な研究

ｪ野についても概観する。

辻　　敬一郎
i中京大学教

�j

ｯ　　　　薫
i放送大学助

ｳ授）

辻　　敬一郎
i中京大学教

�j

ｯ　　　　薫
i放送大学助

ｳ授）

2
基本的意識過程
i1）一感覚器官と

ｻの働き一

　私たちは周囲の世界（外部環境）や自身の内部（内部環境）

ｩらの刺激を受けている。それらがどのように受容され、ど

ﾌような感覚が生じるのか。最も基本的な意識と考えられる

ｴ覚の生理的・心理的過程を解説する。

相場　　覚
i北海道大学

ｼ誉教授）

相場　　覚
i北海道大学

ｼ誉教授）

3
基本的意識過程
i2）一知覚世界の

ｻ象特性一

　感覚過程で収集された情報は、時間的・空間的に統合されて

m覚世界を構成する。私たちの行動や高次の意識の展開を支

ｦる知覚世界がどのような現象特性をもつかを、主として視

o的事実に基づいて解説する。
同　上 同　上

4
高次意識機能（1）一記憶作用の特性一

　私たちは時々の状況において、記憶された事物や事象を再

ｻし、それを利用している。時間的な連続の中に生きること
�ﾂ能にする記憶の働きについて、実験心理学及び認知科学
ﾌ成果に基づいて：解説する。

星　　　　薫

　　　　　　、

ｯ　　　　薫

5

高次意識機能（2）

鼬ｾ語の運用と思
lの展開一

　推論や理解などの思考活動、それと密接に関わる言語の習

ｾと運用の問題を取り上げ、人間において格段に進化したこ

黷轤ﾌ高次の意識機能について、その特徴を明らかにした近

Nの研究を紹介しながら解説する。
同　上 同　上

6

高次意識機能（3）一感情の喚起とそ

ﾌ表出一

　人の認知には常に多かれ少なかれ感情的要素が混ざってい

驍ﾆ言えるだろう。また感情は、行動を動機づけ、その表出
ﾍ言語によるコミュニケーションを補完する社会的信号とし
ﾄの重要な機能をもつ。このような感情の働きを解説する。

同　上 同　上

7

行動的対処（1）

鼾s動の発生と進
ｻ一

　適応は、多くが環境への働きかけによって達成される。こ

ﾌような行動的対処には、生得的なプログラムとして具わっ

ﾄいるものが少なくない。比較心理学を紹介しながら、行動

ﾌ発生や進化の問題について解説する。

辻　　敬一郎 辻　　敬一郎
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
行動的対処（2）一行動習得の基礎一

　人間の場合、行動的対処の様式は、主として生活史の中で

o験に基づいて形成される。そのような学習性行動の形成や
ﾏ容の基礎にある慣れ（ハビチュエイション）や条件づけの過

�ﾉついて解説する。
辻　　敬一郎 辻　　敬一郎

9
個性（1）一知性の

a生と働き一

　心理学は、個人を越える「心理」の一般性を明らかにする一

禔A個人間の差異についても検討してきた。パーソナリティ
i人格）の側面の一つである知性について、その発生と規定因、

m能の測定などの問題を解説する。

上里　　一郎
i広島国際大

w副学長）

上里　　一郎
i広島国際大

w副学長）

10
個性（2）一性格の

`成と差異一

　パーソナリティのもう一つ別の側面が性格である。性格に

ﾂいての関心は古くからみられる。ここでは、その形成と変

e、性格検査の信頼性と妥当性、性格の理論化などの問題に
ﾂいて解説する。

@　　　　　　　　　　　〆

同　上 同　上

11
個性（3）一人格と

S理的適応一

　知能や性格の統合体としての人格が個人の心理的適応とど

ﾌような関係にあるかを、フラストレーション（要求阻止）に

ﾎする耐性やコンフリクト（葛藤）への対処などに焦点を当
ﾄて解説する。 同　上 同　上

12

社会と文化（1）一

ﾐ会的知覚と他者
F知一

　対人的行動は集団やその成員（他者）についての認知に強く

K定される。また、非社会的な事象の認知に社会的経験や社

?I要求が影響する場合も多くみられる。印象形成や力動的

m覚など、認知に現われる社会的側面について解説する。

山岸　俊男
i北海道大学

ｳ授）

山岸　俊男
i北海道大学

ｳ授）

13

社会と文化（2）一

W団力動と社会現
ﾛ一

　集団の成員が相互に影響しあうことによって、そこに社会

ｻ象が発生する。小集団から大規模社会までを対象に、環境
j壊や災害：事故などのマクロな問題の解決に欠かせない基礎

Iな知見について解説する。 同　上 同　上

14
社会と文化（3）一
ｶ化的基盤の影響一

　グローバリゼーションの進展に伴い、文化的基盤が私たち

ﾌ意識や行動に及ぼす影響が注目されるようになった。近年
ﾌ「文化心理学」の成果に基づいて、異文化接触や国際交流を

ﾟぐる心理的問題を解説する。 同　上 同　上

15
まとめ一再び心理
wとは？一

　現代心理学の扱う諸問題とその研究方法の理解を踏まえ、

?ﾟて心理学の特徴、他の学問との関連、社会的貢献の可能

ｫなどについて解説する。
辻　　敬一郎

ｯ　　　　薫

辻　　敬一郎

ｯ　　　　薫

一一
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＝人間科学の可能性（‘03）＝（TV）
　　一一・・…：・情報・環境・時間からウオッチングする一

〔主任講師：　中島義明（大阪大学教授）〕
〔主任講師；太田裕彦（関西国際大学教授）〕

全体のねらい
　人間科学という学際的ディシプリンが，現代社会に生起するさまざまな問題の解決に向けて有する学問的可能性について

ウオッチングする。その際に，　「情報」・「環境」・「時間」という3つの視点をアプローチのための「のぞき窓」として

用いる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

本講義全体のねらいと構成について説明する。また，人間 中島　義明 中島　義明
科学という学際的ディシプリンが用いているさまざまな方法 （大阪大学食 （大阪大学教

論についてウオッチングする。 授） 授）

1 はじめに・方法論
太田　裕彦 太田　裕彦
（関西国際大 （関西国際大

学教授） 学教授）．

第1部 「情報」からウオッチングする

人間はさまざまな情報を処理することにより行動を生起さ
せている。この情報処理過程に見られる諸特性についてウオ

2
人間が認知する「情 ッチングする。

中島　義明 中島　義明
報」

人間に見られる情報処理の中で記憶の果たす役割は非常に

大きい。この記憶過程に見られるいくつかの特性についてウ

3
人間が維持する「記 オッチングする。

同　上 同　上
憶」

人間は自然や芸術をはじめとしてさまざまな世界において
美を感じる。美しさに関する感情や評価の問題を取り上げ，

人間にとって美とは何かをウオッチングする。

4
人間が感じる「美し

太田　裕彦 太田　裕彦
さ」

人間の情報処理をスムーズに行わせるために，インプット

5
人間が好む「デザイ

される刺激に対し何らかの工夫が施される場合がある。この

墲ﾌデザインについてウオッチングする。
日比野　治雄

i千葉大学教

日比野　治雄

i千葉大学教
ン」

授） 授）

現代社会において人間はテレビや映画をはじめさまざまな

映像情報を処理している。この映像情報処理過程に見られる

6
人間が見る「映像」 諸特性についてウオッチングする

中島　義明 中島　義明
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第2部 「環境」からウオッチングする

人間を取り巻く社会環境の中で宗教の果たす役割は大であ

7
人間が信じる「宗
ｳ」

る。人間と宗教との関わりについて社会学的視点からウオッ

`ングする。 大村　英昭
i関西学院大

w教授）

大村　英昭
i関西学院大

w教授）

人間を取り巻く社会環境の中で流行の果たす役割は大であ

8
人間が巻き込まれ
驕u流行」

る。人間と流行との関わりについて哲学的視点からウオッチ

塔Oする。
鷲田　清一
i大阪大学教

�j

鷲田　清一
i大阪大学教

�j

人間はさまざまな人工的環境を構築することで地球上に生

活圏を広げてきた。人工的環境として都市を中心的に取り上

9 人間が住む「都市」
げ，人間と都市との関わりについて環境心理学的視点からウ

Iッチングする。
太田　裕彦 太田　裕彦

一

われわれの生活は災害と隣り合わせで営まれている。災害

時や災害後の人間行動についてウオッチングする。
三井　　脩 三井　　脩

10 人間が被る「災割 （東京大学教 （東京大学教

授） 授）

生物としての人間はそめ生存を自然に依存している。人間

を取り巻く最も広範な環境としての自然を取り上げ，人間と

11
人間が生存する「自

R」

自然との関係性について環境心理学的視点からウオッチング

ｷる。 太田　裕彦 太田　裕彦

第3部 「時間」からウオッチングする

人間は，程度の問題ではあるが，時間の経過と共に環境に

順応できる「柔らかさ」を備えている。特異環境を例にこの

点やその限界についてウオッチングする。

12
人間が備える「順応

ｫ」
中島　義明 中島　義明

ヒトは，産声をあげたときは同一の無地の存在である。そ

れが大人になるまでにこれほどの個人差が生じてくる。その

13 人間が歩む「発達」

間の発達はどのようにして進むのか，自らの育ちを省みなが

辜Eオッチングする。
清水　將之
i関西国際大

清水　將之
i関西国際大

学教授） 学教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間は生涯において必ず家族や自分自身の死に直面する。

死と向き合う時間的経過の中で生み出される人間心理の特牲

についてウオッチングする。 柏木　哲夫 柏木　哲夫

14
人間が受容する
u死」

（大阪大学教

�j

（大阪大学教

�j

霊長類の一種であるヒトがどのよう，な進化の過程をたど

り，その結果どのような特異な存在となったのかをウオッチ

ングする。あわせて本講義全体について簡単な締めくくりを 太田　裕彦 太田　裕彦

15
人間がたどる「進
ｻ」・おわりに

する。

中島　義明 中島　義明

一一一@1　9　一一





＝現代人のための哲学（’00）＝（R）

〔主任講師 渡邊　二郎（放送大学名誉教授）〕

全体のねらい
　本講義は、やさしい哲学入門である。哲学とは何かを、現代人の生き方と結びつけて示すのが・そのねらいである。
科学技術の発達し、恐ろしい社会的諸事件の起こるこの転換期にあって、私たちは、どのように考えて生きたらよいの
か。私たちは、現代における人間の生き方の根拠を問い尋ねてみようと思う・

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1
現代とはどういう

梠繧ｩ

　現代とは、歴史の転換期である。科学技術が急速に進歩し、
n球上が狭くなり、人間生活の様相が激変し、伝統的価値が揺
轤｢でいる時代である。ニヒリズムや悪がはびこり、自由と欲
]がゆがんだ形で突出し、すべてが相対化し、多元性のなかで

渡邊　二郎
i放送大学

ｼ誉教授）

渡邊　二郎
i放送大学

ｼ誉教授）

乱立している。

現代を規定している近代科学の本質を、まず考え直してみた

2 科学とは何か
い。17世紀以来の科学革命とその現代における帰結、科学にお
ｯる合理と実証、仮説演繹法、その結果としての科学の蓋然性

同　上 同　上

などを明らかにして、科学の意義と限界を見定めてみる。

近代科学は必然的に工業化されて、技術的に応用されるとい
う性格をもつ。この技術革新のなかに現代人の生活はおかれて

3 技術の光と影 いる。技術は一方で、人間生活に役立つ多くの効果をもたらし 同　上 同　上

たが、他方では、環境問題など深刻な難問を残している。技術
の光と影を追う。

私たちは、この地球上で、生命を恵まれて文化を築き、社会

4
自然の生命の大切

生活を営んでいる、ひとつの生きものにすぎない。私たちを包
ﾞ大きな自然の生命の営みのなかに私たちを位置づけないと 同　上 同　上

さ
き、私たちの生存は危うくされる。自然全体の生命の大切さを
考え直す必要がある。

自然のなかに物質的身体性をもって生きている私たち自身の
あり方を考え直してみると、そこに身体と精神という問題が現

5 脳　　　と　　心 れてくる。そのことをもっと端的に表すと、私たち人間のあり 同　上 同　上

方は、すべて脳の機能に還元されるのか否か、心とは何かとい
う問いが生ずる。

人間において大切なのは、心の内面性である。意識とか、精
神とか、理性とか、知情意とか、自我とか、人格とか呼ばれる

6 人間の内面性 ものは、自己自身の内面に、本人自身によって自覚され、また 同　上 同　上

形成されるべき、各人の大切な自己自身のことにほかならな
い。

私たちが、この世で生きてゆくときに、心の支えとなるもの
は、各自の内面性の深い奥底から、やむにやまれぬ必然性にお

7 生き　る根拠 いてわき起こり、強い要求として立ち現れる、内面の声に聴き 同　上 同　上

従うところに生じてくる。ここに自己の本当の実存と愛が芽生

えてくる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

しかし、それは、たんに自己の我執にみちた欲望や妄念の追
求のことではない。我欲にはしり、他人を排除し、抹殺し、憤

8 悪　の　問　題 怒と破壊に突進し、エゴイズムの野望に駆られることは、悪で 渡邊二郎 渡邊二郎
ある。人間のうちに潜む邪悪な罪責性を自覚することが必要で
ある。

人間は、他人との共同存在のうちにある。そこにおのずと、
自己と他者の間において守られるべき倫理と道徳の問題、つま

9 行為の規範 り社会的行為の規範という問題が生ずる。これは、法の根拠へ 同　上 同　上

の問いともなる。それは、人間における善と悪の原理を問い直
す試みとなる。

人間はたえず自己のうちの罪責性を悔い改め、日々新たに、

人生の苦悩に 人生を正しい軌道にのせて自己形成をなすべき努力を課せられ
10 つ　　　い　　　て た存在者である。あるべき本当の自己たるべく、一生涯、努力 同　上 同　上

精進するのが、人間としての使命である。ここに人間のさまざ
まな苦悩が生ずる。

人間の大切な点は、たんなる知性のうちにはなく、むしろ感
情と意志、つまり情意のうちにある。情意を本当に満足させえ

11 情念の問題 ないとき、人間は不幸である。とりわけ大事なのは、意志であ 同　上 同　上
る。意志の拡充と阻止に伴って、人間には多様な喜怒哀楽の気
分と感情が生ずる。

いかに努力精進しようとも、やがて人間は死ぬ。死という終
わりにさしかけられた有限の人生のただなかを、いま私たちは

12 死　につい　て 生きている。この死という厳粛な事実に対して、私たちはどの 同　上 同　上

ように身構えたらよいのか。これは人生の生きがいや幸福の問
題に関わってくる。

もちろん、私たちの個々人の一生を越えて、さらに人類の歴
史は続く。いったい歴史の大きな流れは、どこから発し、どこ

13 歴史のゆくえ へと向かっているのであろうか。歴史のなかでは、さまざまな 同　上 同　上
悲惨な戦争、災害、悲劇が起きた。歴史のゆくえと意味はどこ
にあるのだろうか。

私たちは、多くの社会的事件の起こるなか、歴史のゆくえを
しかと見定められぬ状況のうちで、各人それぞれの持ち場で、

14 祈　り　と希望 より良い明日を願い、ささやかながら努力精進して生きてい 同　上 同　上
る。そのとき私たちの心をみたすたものは、豊かな実りへの祈
りと希望である。

現代を生きる私たちの心の最も奥深いところで、私たちを捕
らえて離さない問いは、この災いにみちた人間の生存の現実の

15 神は存在するか なかに立てば立つぼど私たちに迫ってくる「神は存在するの 同　上 同　上

か」という問いであろう。私たちを救う神は存在するのか否か
が、問題となる。

一2　2一



＝現代アメリカ思想（‘01）ニ（R）

〔主任講師1　魚津　郁夫（三三大学教授）〕

全体のねらい
　現代アメリカ人の実際的な物の考え方の根底にある思想に光をあてる。特に、どんな思想もそれに基づいて行動した結果

によってその意味や良否を判定するといった姿勢をとる、現代アメリカの代表的な哲学思想、プラグマティズムの展開が中

心となる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マF 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代アメリカ思想の背景として独立宣言の思想を検討し、

1
現代アメリカ思想
ﾌ背景

さらに「知的独立宣言」を表明したと言われるエマソンの思

zやソローの活動を明らかにする。また移民によって開拓さ

黷ｽ国の「人類のオーケストラ」とも言うべき文化的多元主

`の背景をさぐる。

魚津　　郁夫
i崇城大学教

�j

魚津：　郁夫
i崇城大学教

�j

自然科学の発展にともなう決定論的な思想と、人間の自主

性をもとめる思想の対立からくる「十九世紀末の悪夢」の一

2
プラグマティズム

ﾌ登場

例を、マーク・トウェインの小説「人間とは何か」に見るご

ｱうした悪夢に立ちむかう思想としてジェイムズのプラグマ
同　上 同　上

ティズムが登場する。

ジェイムズによって全世界にひろめられたプラグマティズ

ムの原型は、パースの「プラグマティック・マクシム」であ

3
パースの「探究」と

^理

る。ここではパースの主張する「探究」について概観し、真

揩ﾆは何か、実在とは何か、を明らかにする。
同　上 同　上

あらゆる思想は記号によって媒介されたものであり、直接

的な直観による認識はありえないとする、パースの基本的な

4 パースと記号論
考え方と、そこから展開された先駆的な記号論を検討する。

同　上 同　上

，

推論には演繹（ディダクション）と帰納（インダクション）

の他に、アブダクションがあることをパースは指摘した。ア

5
パースのアブダク
Vョンと可謬主義

ブダクションによって探究は進展するが、そこにはつねに誤

Tの可能性がつきまとう。
同　上 同　上

ジェイムズは、パースのプラグマティック・マクシムに独

自の解釈を加えて真理論を展開した。彼の企ては、科学的世

6 ジェイムズと真理
界観と宗教的信条の両立をはかるところにある。

同　上 同　上

宗教とは、孤独のなかにある個々の人間が、自分が神と思

うものとかかわっていることを自覚したときの、その経験で

7 ジェイムズと宗教
ある、とジェイムズは言う。こうした立場からジェイムズに

謔ﾁて記述された様々な宗教のありかたを検討する。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経験のもっとも基本的な形は、主観と客観が区別されてい

ない「純粋経験」である。それはいわば心と物の交点である。

8
ジェイムズの「純粋

o験」と多主義
こうした見解は西田哲学につよい影響をあたえた。 魚津郁夫 魚津郁夫

人間の意識はコミュニケーションという社会的行動のなか

からうまれる。したがって社会的行動主義は、観察可能な社

9
ミードの「社会的行

ｮ主義」と言語論

会的行動から、個人の内面的な意識を解明することを試みる。

ｳらにミードはここから独自の言語論を展開した。 同　上 同　上

自分にたいする他人の態度や役割を自分のなかにとりいれ

ることによって自我が形成される、という「役割とりいれ説」

にもとつく独自な自我論の展開。

10 ミードと自我論 同　上 同　上

思想や観念の意味をその結果によって判定するパース以来

のプラグマティズムの流れのなかで、思想を問題解決のたみ

11
デューイの「道具主

`」と教育論

の道具と考える、デューイの「道具主義」とその展開である

ｳ育論。 同　上 同　上

4

デューイは論理学を「探究の理論」としてとらえる。探究
はすべて問題解決のための活動であり、四つの段階をへて「保

12
デューイと真理と

@教

証された言明可能性」すなわち真理にいたる。さらに、彼の

ｧ場から展開された宗教論。 同　上 同　上

デューイによれば、善とは究極の固定した目標ではなく、

それへとむかう過程にほかならない。また美とは、完結した

経験のもつ特徴をさらに純化し強化したものである。

13 デューイと善と美 同　上 同　上

モリスはパースの影響のもとに、記号過程の研究をおこな

い、また仏教も視野に入れた独自の宗教思想を展開した。ク

14
モリ：スの思想と
Nワインの思想

ワインはネオ・プラグマティズムの立場から、二十世紀後半

ﾌ分析哲学に深刻な影響をあたえた。 同　上 同　上

ローティーは、心を、実在をうつす鏡と考える伝統的哲学

15

ローティーのプラ
Oマティズム

`全体をふりかえ

を否定する。この立場では、哲学は文学と区別できず、科学

ﾅさえ文学のひとつのジャンルとなる。本章では、ローティ
[の主張を批判しつつ、プラグマティズムの現代的意義を考 同　上 同　上

って～
える。
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　　　　　　　　　　　　　　・＝倫理思想の源流（‘01）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　関根　清三（東京大学教授）〕

全体のねらい
　西洋の倫理思想史の様々な潮流がそこに発する、ギリシアとヘブライの2つの源流に遡って・基本テクストを読解し・多

様な思索に学びつつ、そこで何が問題となり、それが倫理学的にどのような意味を持つのか・について考察する・そのこと

を通して特に、愛・正義・超越・犠牲等、現代人の思索に挑む問題系の射程を見定め・特に「驚き」を基底に据えた倫理学

の可能性について、何某かの展望を開くことを目指したい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

プラトン、アリストテレスが哲学の始めに「驚き」がある

ことを指摘しているが、実践哲学としてのギリシアの倫理学

もここに起点を持つだろうことを、様々なテクストを引きつ

序　　　　　　今一「驚き」一 つ、確認する。ヘブライの宗教倫理においても、「驚き」が

ｮ語となることについては、現代のユダヤ教哲学者ヘッシェ
汲ｪ、正当にも注目しているが、これについても、本論を先

取りして、主要テクストを参照する。

関根　　清三 関根　　清三

1
（東京大三教 （東京大学教

紀元前6世紀、ギリシアの植民地イオニアに、膨溝として
授） 授）

出現した哲学者たち、タレス、アナクシマンドロス・アナタ

第1部　古典ギリ シメネスは、万物の無限な原理を探り、さらにはクセノファ

シアの実践哲学① ネスはその原理を擬人神観的に捉えることを批判し、ヘラク

ソクラテス前の哲 レイトスは万物を操る叡慮について思索した。それらは哲学

学者たち（1） の翻心であると同時に、超越への驚きに基づく知的探求を善

一イオニア学派 とする倫理学の誕生を告げるものである。

前5世紀のイタリア・トラキア学派では、憎しみが惹起す
る争いによる罪の意識とそれを償おうとする意志、更には愛

②ソクラテス前の の調和への復帰を語ったエンペドクレス、上機嫌や中庸の徳・
、

2

哲学者たち
i2）

さらには畏怖の重要性を指摘したデモクリトスが、倫理思想

ﾌ上からは注目される。しかし両者に影響を与え、現代のハ 同　上 同　上

一イタリア・トラキ イデッガーに至るまで広汎な影響力を有する、パルメニデス

ア学派 の独創的な存在論も刮目に値する。

プラトンの初期対話篇の主人公であるソクラテスと、中
期・後期対話篇のプラトン自身の思想を分けて、それぞれを

．
　
3

③ソクラテスとプ
宴gン（1）

黹¥クラテスから
vラトンへ

比較する。徳が幸福のために十分野考え、徳を知と同一視し・

ﾜた霊魂不滅を信じたソクラテスに対し、徳は幸福に至る手
iではなく、また知識以上のものと考えたプラトンは、独自

ﾌ正義論・愛論を展開する。また彼は霊魂不滅の信仰を論証
ｵようと試みた。両者の比較を通して、倫理的な問答の真髄

同　上 同　上

を探る。

プラトンにおける徳と正義、愛と快楽、霊魂とイデアとい

つた中心問題を、中期の『国家』篇の読解を通し、適宜、中

4

④ソクラテスとプ
宴gン（2）

黹vラトンを中心

ﾉ

期の『パイドン』『パイドロス』『メノン』『饗宴』、後期

ﾌ『テアイテトス』『フィレボス』その他の対話篇も参照し

ﾂつ、論ずる。
同　上 同　上



執筆担当 放送担当
回 テ　一一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

以下3回にわたって、アリストテレス『ニコマコス倫理学』

を読み解きつつ、ギリシア倫理学の到達点を見定める。先ず

この書の位置付けと構成を押さえた上で、プラトン倫理学と

⑤アリストテレス の相違点を整理する。特にアリストテレスの視点からするプ

5 （1）一幸福と倫理 ラトンのイデア論批判の妥当性を検討する。次に、善と幸福 関根　清三 関根　清三
的卓越性 とは何か、から説き始め、最高善の指摘をもって結ばれる、

『ニコマコス倫理学』全体の結構を傭鰍する。続いて倫理的

卓越性（徳）論を整理する。

徳論の中心である中庸論とそれへの後世の批判、それらの

評価について論じた後、勇気、正義、愛の三つの徳に絞って、

その意味について考える。配分的・矯正的・相補的正義の解

⑥アリストテレス 釈、自愛は総じて非か否かをめぐる議論等をめぐって、考察

6 （2）一中庸と徳論 する。 同　上 同　上

まず倫理的卓越性に対する知的卓越性の諸相を、思慮（実

熟知）に焦点を合わせて論ずる。行為と責任、出直と抑制と

7

⑦アリストテレス
i3）一知的卓越性

ﾆ観照

いった問題圏から、独自の快楽論とその位置付けについて考

@する。最後に、幸福としての観照をめぐるアリストテレス
ﾌ結論部を分析し、プラトンとの比較、政治論への移り行き

ﾉついて押さえる。またその理性尊重の基本姿勢とその包含
同　上 同　上

する問題性、ギリシア的自由民の倫理からヘブライ的幽囚民

への展望を開いて、第1部の結びとする。

第II部の宗教倫理としてのヘブライ倫理についての論じ方

8

第rl部　古代ヘブ
宴Cの宗教倫理
G十戒（1）一第六戒から第九

冾�?Sに

をめぐって注意点を押さえた上で、旧約の第一部分「律法」

ｩら先ず十戒を取り上げる。殺人・姦淫・楡盗・偽証を禁ず
髑譏Z戒から第九戒をめぐって、ヘブライ語に遡った広狭二

ﾂの解釈の可能性を確認し、更にそれらが禁ぜられる根拠を
Tる。カントの定言命法からの根拠付けとヘーゲル以降の批

ｻ、和辻哲郎の信頼理解からの根拠付けとその当否について

同　上 同　上

論ずる。

前回見た和辻の第六戒以降の根拠付けは、第一戒から四戒、

すなわち神関係の戒めを無視するところに、十戒解釈として

は蝦疵が存することを指摘した上で、論者自身神関係の戒め

⑨十戒（2） を哲学的に解釈する可能性を模索する。それを踏まえて、和

9 一第一戒を中心に 辻に代わる、十戒の根拠付けを試みる。倫理が突き詰めたと 同　上 同　上

ころ、何らかの超越的原理と関わらざるを得ないことを、現

代の象徴論などを考慮しつつ論じ、そこから古代の倫理に通 ■

干する「驚き」へと論じ進む。

「律法」中唯一の断言法たる十戒に対し、決疑法の代表的

集成である、　「契約の書」　「申命記法」　「神聖法典」の三つ

10

⑩法集成一「契約の書」「申

ｽ記法」「神聖法典」

について、倫理思想上の落穂拾いをする。捕囚民・社会的弱

ﾒへのアガペーの思想、愛敵の思想が、新約に先駆けて語ら
黷驍ｱとに、注目する。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

旧約聖書の第三の部分「諸書」中、倫理思想の上から逸す

ることができないのは、所謂「知恵文書」である。その代表

的三著『箴言』『ヨブ記』『コーヘレス書』について、以下
三回にわたって学ぶ。『箴言』については、これを徳目表と

して読むというのが、論者の視点となる。しかもその錯綜し

11

⑪知恵文書（1）
黶w箴言』

た叙述を、ギリシアの『ニコマコス倫理学』の徳論との比較

ﾌ視座を導入して、哲学的に整理しつつ読むというのが、こ
ｱでの方法である。そこから、ギリシア・ヘブライそれぞれ

関根　清三 関根　清三

の徳論に共通するものと独自のものの別も見えて来るはずで

ある。なお『箴言』中にも愛敵の思想が顕著であることを、

パウロと比較して付言する。

『箴言』では基本的に応報信仰が保たれていたが、義人が

苦しむ現実を前に、応報思想の破れを問題にした後期知恵文

書が、『ヨブ記』である。キルケゴール、ユングなど後世の

12
⑫知恵文書（2）
黶wヨブ記』

解釈を批判的に紹介した上で、『ヨブ記』作者のこの問題に

ﾎする独自の答えを読み解いて行く。
同　上 同　上

『ヨブ記』は例外的な義人の苦難を問題にしていたが、よ

り一般的に応報の破れた現実を別亡し、伝統的な信仰の革新

を試みた最後期の知恵文書が、『コーヘレス書』である。全

てを空、と断ずるその思想を、語の十全の意味でニヒリズム

第味気　　ギリシ と規定すべきことを、ニーチェ・ハイデッガーのニヒリズム

ア・ヘブライ倫理の 定義を参看しつつ論じた後、現代の哲学的に整理されたニヒ

帰趨 リズム理解との比較において、『コーヘレス書』の迷路のよ

13 ⑬ヘブライ宗教に うなテクストを読み解くことを試みる。特に倫理思想の観点 同　上 同　上

おける応報倫理 から重要なのは、応報倫理の破れたニヒリズムを、個人のさ

一『コーヘレス書』 さやかな愉悦を楽しむことによって超克しようとする、コー

を中心に ヘレス独自の思想だが、そこには終始他者が忘れられている

ことも、他方限界として指摘せなばならない。

応報の破れを率直に認めつつ、コーヘレスのようにエゴイ

ズムに閉じこもることなく、他者関係に開いた新しい神の模

索を、旧約の他のテクストに探って行くことが、ヘブライズ

ムについての最終回である14回の課題となる。旧約中第二の

部分「預言者」から先ずイザヤを取り上げ、彼の義の神とそ

の限界、また歴史書と文学書からダビデのバテシェバ事件に

おける愛の神の発見とその問題性を読み解いた後、義だけで
も愛だけでもなく、両者の統合を瞭罪思想において発見した、

捕囚期の預言者第ニイザヤに注目する。ヴェーバーの古代ユ

14

⑭ヘブライの宗教
ﾏ理と順罪思想

ダや教理解を批判的に援用しつつ、凶猛イザヤこそ、応報倫

揩ﾌ破れを逆手に取って、却ってそこにこそ顕れる新しい神 同　上 同　上

一預言者を中心に の働きを見出したことを確認する。それを踏まえて更には新

約のイエスの十字架理解の系譜へと論じ進む。しかしこの瞭

罪思想の系譜こそ、カント、若きヘーゲル、またニーチェ、

レヴィナスなどの諸家が激越な批判の対象とした、思想史上

の争点でもあった。最後にそれぞれの視点からの批判と、瞭

罪思想からの応答の可能性を探る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ヘブライの倫理思想の根本問題は、応報倫理の破れをどう

解するか、という点に収敏したが、これに対するユダヤ・キ

⑮愛と義をめぐる リスト教の願罪信仰からする解答を、より一般的な哲学の理

ギリシア哲学の省
性の言葉で敷待するとどうなるであろうか。最終回は、『二

察 コマコス倫理学』に戻って、その行間にまで分け入りつつ、

一アリストテレス
愛が瞭罪にまで至り得、また至らざるを得ない事情について、

に即しつつ
何某かの展望を開き、あわせ哲学と宗教の相補的緊張関係に

ついて確認して、結びとする。

15 関根　清三 関根　清三

ギリシア・ヘブライの倫理思想に底流するものとして、序

論で確認し、本論でも適宜注意を喚起して来た「驚き」をめ

ぐって、その現代的意義について省察するのが、最後の課題
結語　と　展望 となる。謙虚、謎解き、愛、超越など現代人に挑む問題系を
一再び「驚き」をめ 包含する驚きという概念の、倫理思想にとっての豊かな可能
ぐって一 性を示唆し、聴講者の思索への誘い水とする。
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＝近代哲学の射程（‘03）＝（R）

〔主任講師 円谷　裕二（九州大学大学院教授）〕

全体のねらい
　西洋哲学は古来から自然・神・人間という三つのテーマをめぐって展開されてきたが、そのうち、古代哲学は自然、中世

哲学は神、そして近代哲学は人間を、それぞれの中心に据えてきた。講義では、近代哲学のうち、特にデカルトとカントの

哲学を取り上げながら、近代哲学の特徴：を吟味し、その限界と現代哲学に対する可能性について考えてみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近代哲学と一口に言っても一様ではない。デカルトは自我

を哲学の原理に据えたが、スピノザやライプニッツは自我の

根底に絶えず感覚経験を越えた神を置き、逆にヒュームは感 円谷　裕二 円谷　裕二
1 近代哲学の特徴 覚経験を徹底化した。しかし近代哲学全般に共通することは、 （九州大学大 （九州大学大

数学や数学的自然科学に対する信頼であった。ここに近代哲 学院教授） 学院教授）

学の特徴：とその限界の一端を見届けることができるし、また

この限界の自覚が現代哲学の推進力にもなっている。

デカルトは一切を疑うことから彼の哲学を始める。しかし

疑い続けることで彼は自らの哲学を終結させるのではなく、

2
方法的懐疑一一デ
Jルト（1）

逆に、疑いえない第一原理を確立し、この原理から彼の一切
ﾌ哲学を構想した。哲学にとっての疑うことと確実性の関係

同　上 同　上

について、デカルト哲学に即しながら改めて考えてみる。

思惟するものとしての私（＝精神）をデカルトは不可疑の原

3
哲学の原理として
ﾌ私一一デカルト
i2）

理に据えた。この思惟する私に基づいてデカルトは、西洋の

]来の目的論的自然観を批判し、同時に近代の機械論的自然

ﾏを基礎づけている。デカルトの「私」の意味とその問題点

ﾉついて考える。

同　上 同　上

第一原理としての思惟する私は、存在論的には決して第一

のものではない。というのも、私を超越する神こそが私の根

4
神と自己一一デカ
泣g（3）

底に存し、私を支えているからである。自己と自己を超越す

驍烽ﾌとの関係について考える。
同　上 同　上

，㌻

思惟する私は物体的自然を〈認識〉する第一原理ではある
が、その私は物体的自然の〈存在〉を構成するものではない。

5
世界と自己一一デ 私は無限ではなく、有限であり、その有限な私と物体的自然 同　上 同　上
カ　ル　ト　（4） との関係はどのようになっているのであろうか。

デカルトは精神と身体を区別することによって思惟する私

を第一原理と見なしたが、はたして、精神と身体を区別する

6
自己の身体性一一
fカルト（5）

ことができるのであろうか。デカルト哲学、延いては、近代

N学の限界と新たな可能性を探る。
同　上 同　上

カントによれば、経験の成立には自発的な悟性の働きだけ

7

経験の可能性一一

Jントの理論哲学
i1）

ではなく、感性の受容性も必要である。経験はいかにして可

¥であるのかという哲学の根本問題を、カントの理論哲学の

､ちに探る。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経験的認識が感性と悟性の共働によるとしても、人間は経

験によって限界づけられるものではなく、自己を超越した経

8
世界と経験一一カ
塔gの理論哲学（2）

験不可能なものとの関係を基盤として生きている。人間の自

ﾈ超越の可能性について考える。 円谷　裕二 円谷　裕二

認識することと、自己や他人や諸事物などを含む世界が存

在することとは、どのように関係しているのであろうか。カ

9
存在と経験一一カ
塔gの理論哲学（3）

ントの理論哲学を、認識論的に理解する従来の解釈の誤りを

癆ｻし、存在論的なカント像を模索する。
同　上 同　上

人間にとって、どのような行為が道徳的に正しい行為なの

であろうか。快を求めて不快を避ける行為が正しい行為なの

10
カントの実践哲学
i1）

であろうか、それとも、快不快が道徳的行為の基準ではない

ﾌであろうか。この問題をカントの実践哲学に即して考える。
同　上 同　上

カントは、理性によって厳格に律せられた行為を道徳的に
｝

正しい行為と見なすが、一見すると反論しようのないカント

11
カントの実践哲学
i2）

のこの実践哲学について、その意義と問題点を考察すること

ﾉよって、行為の正しさについて改めて考えてみる。
同　上 同　上

@｝

古来から真・善・美が最高の価値とされてきたが、カント

哲学を取り上げながら、美の問題を巡る諸問題について考え

12
『判断力批判』

iそのD

る。　「何かが美しい」という判断は、「ある認識が真である」

ﾆか「ある行為は善である」という判断とどのように異なる
同　上 同　上

のであろうか。

自然とは何であろうか。この問題は、われわれが自然をど

のように捉えようとしているのか、という問題でもある。自

13
『判断力批判』

iその2）

然科学は自然を機械論的に捉え、芸術は美的に自然を表現し、

ｳらには目的論的自然観なるものも存する。自然と人間の関
同　上 同　上

係について考える。

カント哲学が現代に残した遺産とは何であろうか。また現

代から見て、過去に葬り去れるべきカント哲学の側面とは何

14
カント哲学の可能

ｫと限界

であろうか。カント哲学のもつ現代的意義、およびカント哲

wから見た現代哲学の限界について考察する。
同　上 同　上

■

実証性を重んじる数学的自然科学に定位することによっ
て、神中心の中世哲学から解放されたかに見えた近代哲学は、

15
近代哲学の射程と

ｻ代哲学

その実、超経験的なものあるいは経験を全体として統一づけ

驍烽ﾌなしには哲学としての存立を保ちえなかった。人間中

Sを標榜する近代哲学の問題点の考察を通して、現代の私た

同　上 同　上

ちにとって問いに値する問題が何であるかを考える。
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＝＝ 糟鼕w概論（‘02）＝（R）

〔主任講師：　白藤禮幸（帝京大学教授）〕
〔主任講師：杉浦克己（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　　世界各国との接触が日常的となった今日、私たちの「国語」は従来とは違った視点で見直し、より意識的になる必要が

あるのではないだろうか。そのような視点で国語の諸分野を概観し、我々の言語を対照的に捉えることを目的とする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

我々は私たちの言葉を国語と呼ぶことがあるが、この語は

近代になってから、当時の中央集権的な国家を目指してきた

1
国語と日本語、国語

wの諸分野

動きの中で作られた。欧米から、新しい学問として言語学が

ｱ入され、それに伴って国語学という学問が生まれた。私た
ｿが、じぶんの言葉を見詰め直し、その特質について自覚的

白藤　憎憎
i帝京大学教

�j

白藤　白白
i帝京大学教

�j

に意識することの意義について考える。

近時、外国語としての日本語などと、我々の国語を客観的

に対照的に捉えようとする態度が必要とされる。国際化の進

んだ憎憎相互理解のためにも、私たちの国語が、他の言語

2 世界の中の日本語 と比べて、どのような性格を持つのか、世界の諸言語の中で 同　上 同　上
の日本語の位置を相対的に考え、言語構造の上で、どのよう

な違いをもっているのかを、音韻、文法、語彙形態などにつ

いて考える。

言語の最も基本的な単位は、言葉を話す人の声である。国

語のそれにはどのような種類があり、それがどのような仕組
み、体系をなしているか、直音・拗音・清音・濁音・半濁音・

3 国　語　の　音韻 連濁・連声など、国語の音韻独特の諸概念について、その持 同　上 同　上
つ意義に留意しながら考察し、あわせて、他言語との違いが 、

齎らす問題点をも見る。

わが国は古代から、中国から漢字を借りて書くという言語

活動を始め、多くの漢語をも導入して我々の語彙を増やして

きた。そのなかで中国音は国語に大きな影響を与えた。日本 沼本　克明 沼本　克明
4 漢　　　字　　　音 漢字音としての呉音・漢音などが、何時、どのようにして国 （広島大学教 （広島大学教

語の中に定着したか、漢字音が定着する過程で国語に対して 授） 授）

どのような影響を与えたか、漢字音の表記法（字音仮名遣い）

にはどのような問題があるか、などについて考える。

国語の文字は、世界の諸言語と比較しても、文字に関して

極めて特異な特色を持っている。表意文字の漢字、表音文字

の片仮名・平仮名、その他、アルファベットやローマ数字な

5 国　語　の　文字 ど多種の文字を使っている。その背景と問題点を考える。 白藤　　禮幸 白藤　　禮幸

多種の文字を用いる国語の表記には、それ故の問題点があ

る。その表記の歴史的な変遷を概観し、仮名遣い、漢字制限、

漢字仮名交じり、片仮名・平仮名の使い分け、句読点その他

6 国　語　の　表記 の記号の用法など、現代語の表記に関する問題点を考える。 同　上 同　上

」
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本語と英語の代名詞を比較すると、英語では、”they　their

them”と変化するが、日本語では、「彼らが、彼らの、彼ら

を」のように変化する。このように、格的意味の違いを、英

7 国語の文法の構造

語では単語の一部を取り替える手続きによって表すのに対し

ﾄ、日本語では「を、に、と」などの異なる助詞を付けるこ

ﾆによって表す。文法的な意味を表す形を作る際の日本語の

鼬`を作る手続きには、英語やその他の言語と較べてどのよ

鈴木　　泰
iお茶の水女

q大学教授）

鈴木　　泰
iお茶の水女

q大学教授）

うな特徴があるかを、名詞、動詞、形容詞を中心に考えてみ
たい。

日本語において、活用は、何のために、どのようにして生

まれたか。そして、活用体系は古代語から近代語に移り変わ

る中でいかなる変遷を辿ったか。そうした変遷の中で変わら

8 文　語　と　口　語 なかったものは何か。また、それによって日本語の表現はい 同　上 同　上
かなる変化を蒙ったかを考える。

文章研究の概要を実際の文例で示し、また国語の文体につ

いて、近現代の文例から、その特色をになう要素を考える。

さらに歴史的な観点で主に表記面から、漢文とその訓読に由 杉浦　克己 杉浦　克己
9 文　章　・　文体 来する類と、和歌や女流日記等の平仮名文に由来する類に整 （放送大学助 （放送大学助

理して、文体の成立と発達を概説する。 教授） 教授）

敬意に基づく待遇表現としての敬語の基本的な役割の観点
’

から敬語を分類整理し、その発達・変化を概説し、さらに現

代では身内他人敬語・荘重語のように人への敬意ではなく場

10 敬　　　　　　語 への配慮として用いられる敬語へと変化しつつあることを述 同　上 同　上
べる。

意味を表す最小単位として単語をとらえ、単語とその意味

はどのようにとらえることができるかを、考え方の実例を挙

げて概説し、単語はどのように習得され、どのように頭の中

11 国語の語彙 で整理されて用いられているかを考える。 同　上 同　上

国語で用いられる語彙は、その由来によって大きくいくつ

かのグループに大別できることを述べ、それは単に由来のみ

でなく表記や文体等とも関係して、国語の実用上に大きな影

12
和語・漢語・外来語 響を与えていることを、実例を挙げながら概説する。 同　上 同　上

日本には、そのせまい国土のわりには、土地によって言葉

が違うという方言の差が著しく認められる。その方言の姿を

音韻・語法・語彙について、いくつかの事例に基づき、土地・ 小林　　隆 小林　　隆
13 方　　　　　　言 所による言葉の形の差を大きな視点で概観する。 （東北大学助 （東北大三助

教授） 教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

国語について、どのような研究がなされてきたか、我々の

先人は、国語のどのような面に問題を感じてきたかを、中古

以降の音韻・文字・語法の研究書を取り上げ、そこで論じら

14 国語研究の歴史 れたことを概観し、あわせて国語の性質を考える。 白藤　　禮幸 白藤　　禮幸

国語の抱える問題点とその歴史的な背景を概観し、現代社

会の多様化や情報化等と関連づけて概観し、具体的な国語政

策、特に国語科教育との関わりを一つの例として、現状と今

15 国　語　の　将来 後の方向を考える。 杉浦　克己 杉浦　克己
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＝・ 装ｶ学入門（’00）ニ（R）

〔主任講師
〔主任講師

堀　　信夫（大阪樟蔭女子大学教授）〕

野山嘉正（放送大学教授）〕

全体のねらい
　国文学全般について、基本的な教養が身につくように基礎的事項や確定している知見を提供する。また、学問の基礎
作業を手ほどきし、できるだけ先進的な問題関心についても紹介しながら、わが国の文化的特質について展望する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 国文学　と　は

　導入部として、国文学の基礎的概念を規定しながら、この講
`全体の構成について概説する。また国文学研究の成立や展
J、さらには近代化の様子を概観する。なお、国文学史の全体
怩�ｾらかにするため、その時代区分の仕方についても、簡単
ﾉ説明する。

堀　　信夫
i大阪樟蔭
落q大学教
�j

堀　　信夫
i大阪樟蔭

落q大学教
�j

2 上代文学（1）
　上代文学の研究は、国語学の発展と緊密に結びついている。
ｱれは国語全体に関連する事柄なので、この基本をしっかりお
ｳえて上代文学を概観する視座を確認する。

神野志隆光
i東京大学

ｳ授）

神野志隆光
i東京大学

ｳ授）

3 上代文学（II）
　記紀万葉と一口に言われる習わしだが、代表的な作品につい
ﾄ、上代文学ならではの特質を解明し、内容を略説する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

ｽ、漢文学や説話についても言及する。

同　上 同　上

@　　、

4 平安文学（1）

　漢詩文・和歌・物語と展開していく時代の流れをわかりやす
ｭたどり、それぞれの特質を解説するところがら、平安文学全
ﾌの構造を探る。また、日記文学の本質についても、時代の特
･と関連させて考える。

鈴木日出男
i甲子大学

ｳ授）

鈴木日出男
i成践大学

ｳ授）

5 平安文学（H）

　和歌と歌論・歌学、またそれに関連して歌謡の具体相を解説
ｷる。散文では物語文学と日記文学の関連や歴史物語の誕生に
Gれ、説話文学に言及する。締めくくりに『枕草子』と『源氏
ｨ語』について述べる。

同　上 同　上

6 中世文学（1）

　中世は非常に長い期間にわたっているので、まず、その領域
ﾆ理解の仕方について述べる。次に、韻文・散文のそれぞれを
T説し、さらに、この時代の特質である語り物と芸能に関して
ﾌ初歩的なアプローチの方法を紹介する。

島内裕子
i放送大学

赴ｳ授）

島内裕子
i放送大学

赴ｳ授）

7 中世文学（H）

　前時代からの継承としての和歌・物語、及び『平家物語毒な
ﾇの軍記物語について解説し、また、中世に特有の韻文の本
ｿ・発展、説話集の多様化、『徒然草』などの随筆の盛行など
ｽ岐にわたる文学の諸相を概観する。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 近世文学（1）

　時代の支配的思想が、仏教から儒学に移行し、庶民の生活レ
xルがアップしたこと、および文化の商品化が進行し、衆庶の
ﾓ向が文学の動向に強い影響を与えたことを明らかにする。特
ﾉこの回では近世小説の変遷を概括する。

堀　　信夫 堀　　信夫

9 近世文学（n）

　新しく流行した再主文学の特質を明らかにしながら、伝統と
v新という観点から、和歌文学との比較を試みる。また芭蕉の
ｶき方や思想を中心に、近世俳階の特色を明らかにし、蕪村の
|術との相違点や、雑俳流行の積極的意義などに言及するb

同　上 同　上

10 日本漢文学の流れ

　日本漢文学の簡略な定義をした上で、上代から平安へ、さら
ﾉ中世の五山文学を経て、近世に達する日本漢文学の流れを概
ﾏする。近世においては、目本化と大衆化という観点から巨大
ﾈ量の作品を分析解明する。

揖斐　　高
i成町大学

ｳ授）

揖斐　　高
i成乳大学

ｳ授）

11 日　本　演　劇

　まず、演劇の本質から説き起こし、日本演劇の特性を述べ
驕B次いで能・狂言に代表される中世の演劇について解説し、
l形浄瑠璃と歌舞伎で頂点をきわめた近世演劇について考察す
驕B

服部幸雄
i千葉大学

ｼ誉教授）

服部幸雄
i千葉大学

ｼ誉教授）

12 近代文学（1）

　明治以後急速に近代化の道をたどった文学の多様な姿を概観
ｷる。まず、詩人や作家が用いた文章について、その特質を考
@する。次いで近代文学の全体をその傾向と内容からどのよう
ﾉ包括的に理解すべきかを述べる。

浅井　　清
iお茶の水

落q大学名
_教授）

浅井　　清
iお茶の水

落q大学名
_教授）

13 近代文学（H）

　近代文学の事象から要請される研究上の観点について、その
蜻閧ﾆ方法に関する基本的な問題を具体的に解説する。これが
ﾜた、いわゆる鑑賞から研究への道を開くものであることをわ
ｩりやすく述べる。

同　上 同　上

14 近　代　詩　歌

　明治の新体詩と和歌俳譜とを軸にして、近世から近代への歴
j的転換について考察する。この問題が遠く現代にまで影響を 野山嘉正

i放送大学
ｳ授）

野山嘉正
i放送大学

ｳ授）

15 結びに代えて

　いわゆる戦後に論議をまきおこした第二芸術論を手がかりに
ｵて、短詩形文学の運命について考察する。また、戦前戦後の
高ﾆ比較しつつ今日にまで及び問題を考え、あわせて国文学の
{質まで展望する。

同　上 同　上
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＝近代詩歌の歴史（’99）＝＝（R）

〔主任講師 野山　嘉正（放送大学教授）〕

全体のねらい
　明治以後において詩歌の変革が避けられない大きな問題であったことを明らかにするのが目標・前代からの連続と断
絶、変：革の実際などを述べて、内部から近代詩歌の本質を解明する。さらに、散文・小説との関連に照明を当てて外側

から近代詩歌のありかたを分析する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 詩歌の歴史の構想

　ことばの定義と全体の構成、詩歌の内外を総体として考え
驕B明治期に全領域の基本構造を見定め、さらに散文・小説ま
ﾅ視野に組み込んで考察する。

野山嘉正
i放送大学

ｳ授）

野山嘉正
i放送大学

ｳ授）

2 詩歌の変革
　正岡子規1第2回から6回まで子規を視点に据えて考える。前
繧ﾌ韻文・詩歌の状況と、そこから出発した子規のありかた、
yび変革の不可避であったことを述べる。

同　上 同　上

3 文学としての詩歌
　正岡子規2明治二十年代文学を概観し、そのなかで詩歌が占
ﾟていた位置を考えながら子規の存在意義を見定める。

同　上 同　上

4 短歌形1一俳句
　正岡子規3子規の最も重要な成果である俳句革新の具体的な
l相を追跡する。

同　上 同　上

5 短歌形2一短歌
　正岡子規4子規のもう一つの大切な仕事であった短歌：革新に

ﾂいて概説する。
同　上 同　上

6 歌俳の系譜1
　正岡子規5子規の理想がどの程度実現したか、または挫折し
ｽか、をできるだけ細かく観察し、併せて結社の展開の姿を略
qする。

同　上 同　上

7 新体詩と短歌
ｾ星派1

　明星派1初期明星派が結成される過程と結社に対する考えか
ｽを略述する。主な対象は与謝野鉄幹・晶子。

同　上 同　上

一一@3　7一



回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
新体詩と短歌
ｾ星派2一
衷Hと啄木

　明星派2詩歌の全域を自分の個性として構想した北原白秋と
ﾎ川啄木について考える。 野山嘉正 野山嘉正

9
新体詩と短歌
ｾ星派3一
衷Hの全領域

　明星派3第8回に引き続き白秋の後半生に集中して詩歌の全
ﾌ域への展開の具体的な事実を追跡する。

同　上 同　上

10

詩
歌
と
小
説
1
一
近
世
か
ら
近
代
へ
一

　近世から近代へ　詩歌と小説の歴史的な位置関係の変化を観
@する。併せて小説偏重の文学史を見直す。取り上げる主たる
ﾎ象は坪内遣遙と北村四谷。

同　上 同　上

11 詩歌と小説2
㍾闢｡村

　島崎藤村と田山罪悪　いわゆる　〈詩歌から散文へ〉という図
ｮを再検討する。二人それぞれの詩歌と小説に対する考えかた
�l察する。

同　上 同　上

12

詩歌と小説3一『好情詩』の

告lたち一

　柳田国男と国木田独歩　柳田の散文の背景、独歩の内部の詩
ﾌなどを考え、詩歌と韻文の関連を論ずる。

同　上 同　上

13 詩歌と小説4
X鴎外

　森鴎外について一「啓蒙家jの姿を見せながら、他の追随を
魔ｳぬバランス感覚を持っている鴎外が、文学史で果した役割
�拷ﾌを通じて考える。

同　上 同　上

14 詩歌と小説5
�ﾚ漱石

　夏目漱石について一第一級の俳人、漢詩人であった面を強調
ｷることで漱石の本質を再検討する。

同　上 同　上

15
結び一芥川龍之
薰ｩらの一つの
ｩ通し

　芥川龍之介を転回点に、明治大正期以後の詩歌について、本
曹ﾌ立場から展望する。

同　上 同　上
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＝＝ ﾟ代日本における外国文学の受容（‘03）＝・（R）

〔主任講師：山内久明（放送大学教授）〕
〔主任講師：川本皓嗣（大手前大学教授：）〕

全体のねらい

　日本の近代化のなかで文学が果たした役割は大きく、特に、　「近代的人間」の形成には、時として決定的な役割を果

たしてきた。明治以降の日本において、どのような外国文学がどのように受け入れられ、あるいは受けいれられなかっ

たか。読者、翻訳、創作、外国文学研究との関わりや、比較文学研究、文学研究の重要な領域である「受容論」の観点

などから、日本の近代化にさいして外国文学の果たした役割を再検証し、現代の文化に及ぼした作用を分析する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
外国文学の受容と

芒r文学

近代日本における外国文学の受容には、一般読者、翻訳家、

n作家、研究者などさまざまのレベルがあるが、いずれも自

ﾈと他者との危機的な対峙であり、さまざまの劇が展開され

ｽ。問題の所在を予備的に考察する。

山内　久明
i放送大学教

�j

?{　皓嗣
i大手前大学
ｳ授）

山内　久明
i放送大学教

�j

?{　皓嗣
i大手前大学
ｳ授）

2

近代日本文学とイ
Mリス文学（1）：

P880－1900

一造遥の小説理論と実践、『新体詩抄』の訳詩、透谷とロマ

梼蜍`一
@イギリスの小説論を参照した坪内適遥の『小説神髄』と実

?w当世書生気質』との乖離、グレイの「エレジー」と矢田

迫ﾇ吉訳「墳上感懐の詩」とのずれ、イギリス・ロマン主義

ﾆ向き合う北村透門の苦闘などを追う。

山内　久明

i放送大学教

@授）

山内　久明

i放送大学教

@授）

@　　　　、

3

近代日本文学とイ
Mリス文学（2）：

P900－1930

一英文学者漱石から作家漱石へ、遣遥とシェイクスピアー

@学生時代から早熟性を示し、ロンドンでの「尤も不愉快の

�N」を経て帝国大学講師となるが、辞して作家へと転身す

驩ﾄ目漱石にとってイギリス文学・文化とは何であったのか。

Vェイクスピア全訳をなす坪内撃発と併せて考察。
同　　上 同　　上

4 ドイツ文学の受容

明治初期に翻訳されたドイツ文学の作品の中から、シラー『ヴ

Bルヘルム・テル』、ゲーテ『若きヴェルテルの悩み』、グ
潟?Z弟の童話『灰かぶり（シンデレラ）』、ハイネの詩「ロ

[レライ」、ブッセの詩「山のあたな」等を例に、それらの

|訳の特質・魅力を考える。

中　　直一
i大阪大学大
w院教授

中　　直一
i大阪大学大
w院教授

5
ドイツ文学と近代

ｶ学

　ドイツ文学から影響を受けた日本の作家・詩人を取り挙げ

驕Bまず森鴎外がドイツ文学をどのように翻訳したのかを、

高ｨよび『ファウスト』訳から考える。つづいて薄田泣董、

c山花袋、久保栄がドイツ文学から影響を受けて書いた作品

�謔闍唐ｰ、彼らの創作活動の背景をさぐってみたい。
同　　上 同　　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

フランス近代詩の導入に決定的な役割を果たした上田敏の訳

詩集『海潮音』　（明治38年）を取り上げて、いわゆる「象徴

上田敏『海潮音』ど 詩」が当時の日本でどう受け止められ、どう受け入れられた

6 フランス象徴派の かを考える。 川本　皓嗣 川本　皓嗣

詩

『海潮音』を代表する訳詩、ヴェルレーヌの「落葉」とマラ

ルメの「嵯嘆」を読み、そうした僅かな見本をもとに独自の

ヴェルレーヌ・マラ みごとな「象徴詩」を生み出した、蒲原有明と北原白秋の作

7 ルメから有明・白秋 品（「月しろ」と「月の出」）を読む。 同　　上 同　　上

へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎鴻Vア文化の基底にはロシア正教があり、ドストエフスキー
の文学も核心にこの前近代的宗教を含んでいる。そのことを、

ロシア正教と日本 宣教師ニコライを手がかりに語る。 中村　健之助 中村　健之助

8 一ドストエフスキ （大妻大学教 （大妻大学教

一文学の背景 授） 授）

日本のドストエフスキー論者の代表ともいうべき小林と埴谷

のドストエフスキー理解の特徴を明らかにし、それがロシア

昭和のドストエフ の作家ドストエフスキーからは遠く、きわめて日本的である

9 スキー解釈一小林 ことを示す。 同　　上 同　　上

秀雄と埴谷雄高

明治期におけるスペイン文学の翻訳紹介は、セルバンテス

から始まった。フランス人の書いたものとして、結婚詐欺の

話や陵辱された娘の数奇な運命が紹介される一方で、セルバ

スペイン文学の受 ンテスの代表作『ドン・キホーテ』の最初の翻訳は、道徳的 斎藤　文子 斎藤　文子

10 容一明治の『ドン・ 観点から徹底的な書き直しが行われた。こうした異なる受容 （東京大学大 （東京大学大

キホーテ』 の背景を検証する。 学院助教授） 学院助教授）

ラテンアメリカ文学の存在が日本で広く認められるように

なったのは、わずか最近30年ほどのことである。紹介がは o

じまったのは、何が契機だったのか、どのように紹介されて

11
ラテンアメリカ文

wの受容

いったのか、日本の文学者たちはそれをどう受け止めたのか、

ﾈどを探る。 同　　上 同　　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12 佐藤春夫と台湾

佐藤春夫は大正9年に台湾を訪れ、古都台南を背景とした「女

ｽ扇奇謬」、台湾のさまざまの知識人の類型を点描した「殖

ｯ地の旅」などを書いている。　「殖民地の旅」には、抗日運

ｮの指導者林献堂、清朝の遺民として日本人とは会わなかっ

ｽ詩人洪棄生のことなどが出てくるが、春夫は洪棄生に面会

�¥し入れて断られ、かえってそのことに感心し、その詩を

ﾐ介している。この旅は春夫の「からもの」趣味に触れると

ｱろがあったと同時に、植民地支配の実態について考えさせ

驍烽ﾌでもあったようだ。こうした作品を通して春夫が台湾

ﾅ何を見たのかを考えてみる。

松永　正義

i一ツ橋大学

蜉w院教授）

　　　　鼎

ｼ永　正義
i一ツ橋大学

蜉w院教授）

13
異境の日本語文学

黶w台湾万葉集』

『台湾万葉集』は、戦後台湾の人たちが日本語で作った短歌

Wである。作者たちの世代は李登輝などと同じ日本語世代の

lたちであり、戦後日本語から中国語への言語の切替に苦し

�ｾ世代でもある。彼らにとっては日本語はむしろ「自分た

ｿの言語」として感じられていて、こうした日本語に対する

ﾞらの位相は、金石範、金時鐘などの在日朝鮮人作家のそれ
ﾆは大きく異なっており、その違いの背景には台湾の戦後社

?ﾌ独自の問題構造がある。そうした問題構造を説明しなが
轣A彼らにとって日本語で自己表現をすることがどのような

ﾓ味を持つものなのかを考えてみる。

同　　上 同　　上

14
『アラビアン・ナイ

g』と日本人

『アラビアン・ナイト』は『ルパイヤート』と並んで、日本

lにも馴染みのある数少ない中東文学の一つである。明治以

?Aそれが翻訳を通じてどのように受容され、諸文藝にいか

ﾈる影響を与えたかを概観する。

杉田　英明

i東京大学大

w院助教授）

杉田　英明

i東京大学大

w院助教授）

15
世界の文学と日本

ﾌ文学

　全十五回ゐまとめとして、近代日本における外国文学の受

eの諸相一翻訳、創作、研究など一を振り返るとともに・日
{の文学が外に向かって自らを発信し、世界の文学に参入す

驩ﾂ能性はあるのかを問う。

山内　久明

?{　皓嗣

山本　久明

?{　皓嗣
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＝歴史学の現在（’01）＝（TV）

〔主任講師 福井　憲彦（学習院大学教授）〕

拝絹瀞駿黎雛蝶ち萎量葵両両高明唖聾論鍵霧羅犠工み噸
らに関する研究の展開を、毎回トピックを立てて確認し、歴史を問うことの意味を考えてみよっ・

回 テ　　一・　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
社会史という問題

�N

　現在からの問いがあって、歴史ははじめてその姿を現してく
黷驕B20世紀後半における社会史という問いは、歴史の捉え
福笳�jへの問いの変貌を、大いに促すものであった。社会史
ﾌ提唱を通じてどのような新しい可能性が開けたのか、考えて

ﾝる。

福井　憲彦
i学習院大

w教授）

福井　憲彦
i学習院大

w教授）

2 証拠としての
j料・資料

　何らかの手掛りがなければ、歴史について調べ、考えること
ﾍできない。今まで重要視されてきた文書史料は今後も基本だ
ｪ、絵画や地図、道具などの非文字資料もまた大切である。歴
jへの問いの性質と史資料との関係など、基本的な理解の要点
�ｨさえてみよう。

同　上 同　上

3
歴史の舞台として

ﾌ環境

　人類の歴史は空中楼閣で展開してきたわけではない。きわめ
ﾄ具体的な環境諸条件とのやりとりのなかに歴史はあり・また
�jの展開が環境を改変し、ときには破壊も引きおこしてき
ｽ。現在の深刻な環境問題を念頭において、歴史と環境とのか
ｩわりを考えてみる。

同　上 同　上

@　　、

4
時間の認識と時代

謨ｪ

　いつも時計があったわけではない過去において、社会は時間
�ﾇう捉え、秩序をたてていたのだろうか。それは、その社会
ﾌ歴史の見方と、どう関係していたのだろうか。歴史の時代区
ｪは、現在においてどのように考えることができるだろうか。

同　上 同　上

5 地域からの視線

　今まで歴史の考察は、多くが一国を基本的な前提の枠組とし
ﾄなされてきた。しかし国の内部には多様な独自性をもった地
謔ｪあったのであり、国家形成はそれらを統合しようとしたも
ﾌであった。地域からの視線は、歴史のどのような姿を浮び上
轤ｹるだろうか。

同　上 同　上

6
グローバルな歴史

ﾌ捉え方

　交通や情報手段の発達した現代はもちろん、過去においても
�jは、同時代における地域や国の相互連関ぬきには理解しが
ｽい。複数の地域世界や文化圏、あるいは国家を相互に結びつ
ｯていた複合的関係に着目することで、歴史の捉え方はどのよ
､に豊かになるか。

同　上 同　上

7
歴史の重層する
s市

　歴史の変化は、ある時点で断層が起こったように生じる場合
烽?驍ｪ、屋根瓦が重なるように変化する場合もある。巧みな
�ﾔ構築の技術が読みとれるような都市の事例から、歴史が重
wしている社会空間の厚みを捉え、そこでの社会生活の豊かな

�盾�lえてみる。

同　上

福井憲彦

Qスト
w内　秀信
i法政大学

ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 技術と社会

　技術といえば科学技術のみを想起するのは考えが狭い。工業
ｻ以前の社会でも人々は、環境諸条件と対応して多様な道具を
pい、さまざまな知恵を働かせて生活の改善を工夫していた。
�j的に伝承され磨かれた技術の質の高さ、それを支えた社会
ﾉついて捉えよう。

福井　憲彦

福井　憲彦

Qスト
ﾄ藤　洋一
i信州農村
J発史研究
且蜚C研究
�j

9 からだと勢いと
g体感覚

　人間の身体に対するかかわり方、感じ方は、いつの時代でも
ｯじだったのではない。病いのあり方も同様である。人々は、
ﾇれほどの生きる可能性をもち、病気にはどう対応していたの
ｾろうか。病気への処方や身体感覚は、どのような変潭をた
ﾇったのだろうか。

同　上 福井　憲彦

10
「生と死」に向き

?､心

　　　　　　　　　　　　　9
@生命の誕生や死を前にした人々の態度、それらの受けとめ方
ﾍ、歴史のなかで大きなリズムを刻むように変化してきた。ヨーロッパ史について明らかにされたその変貌の歴史を素材に

ｵて、心性の歴史の捉え方や史資料との関係について考えてみ
謔､。

同　上 同　上

11
歴史人口学が拓い
ｽ地平

　第2次大戦直後からまずフランスで、ついでイギリスで、統
v以前の時代を含む、出生、結婚、死亡の様相を中心とした地
ｹな人口動態の研究が推進された。教区簿冊を中心史料とした
迫ﾊ的研究はどのような成果をあげ、新しい歴史の見方をどう
J拓しただろうか。

同　上 同　上

12
比較というまなざ

ｵ

　特定の社会や地域だけ見ていたのでは、また特定の時代しか
ｪからないとすれば、その社会や地域の歴史的特徴を論じるの
ﾍ不可能だ。たとえば現在自明視されている事柄は、いっから
ｬ立したものだろうか。いくつかの具体例を取りあげて考えて
ﾝよう。

同　上 同　上

13 人と人とを結ぶ
烽ﾌ

　人は孤立しては生きられない。たがいに多様な関係を形成し
ﾈがら歴史を織りなしてきた。家族や地域住民としてのまとま
閨Aあるいは職業や趣味や志を同じくする関係。人と人とが結
ﾑあう形はどのように変化し、それは社会の仕組みや政治支配
ﾆどう関係したのか。

同　上 同　上

14 政治と文化の再考

　政治史や文化史の理解の仕方は、最近大きく変化した。伝統
Iなそれらはどこに問題があったのだろうか。イメージやシン
{ル操作、表象の闘争、多様な差異への着目などを問う視点の
?Vは、現在における政治や文化をめぐる変動と、どう関係し
ﾄいるのだろうか。

同　上 同　上

15
歴史と記憶または
�jと現在

　歴史とは過去を記憶にとどめるための技法だろうか。記憶自
ﾌのあり方が、時代と社会に応じて多様なあり方をしている。
ｻ実に生じた歴史は変わりえないものだとしても、どの部分を
ﾇのように歴史像として描き、伝えるかは、現在の選択に基づ
｢ている。

同　上 同　上
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＝法学入門（’00）＝：（TV）

〔主任講師 田中　成明　（京都大学教授）〕

全膿霜なしくみと主な號法の実現すべき目的・価値、法の運用方式とその担レ・手などについて、現代日本の

法状況に焦点を合わせて説明し、法というものをどのように考え、どのように用いるべきかということを中心に・市民

的教養としての法の理解を深めることをめざしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

1 法へのアプローチ

　講義全体の序論として、一般の人々の法イメージ・法体験や
@への期待と反発がどのようなものであるかを紹介・検討しな
ｪら、法というものの基本的な考え方、法学を学ぶにあたって
Sがけるべきことなどを説明する。

田中成明
i京都大学

ｳ授）

田中成明
i京都大学

ｳ授）

2
どのような法が
?驍ｩ

　法学を学ぶにあたっての基礎的知識として、法の主な存在形
ﾔ（法源）を概観した上で、公法と私法、民事法と刑事法、実
ﾌ法と手続法、国内法と国際法など、法の主な種別について説

同　上 同　上

明する。

3 法　の　機　能

　法の規範的機能の特質と法規範の主な種別を概観した上で、
@システムの主な社会的機能を取り上げて、それぞれの機能や 同　上 同　上

全体の相互関係をどのように理解すべきかについて説明する。

4
日本の法制度と
@文化

　世界の主な法系と法の継受について大陸法系と英米法系を中
Sに概観した上で、日本の法制度が中国法・大陸法・英米法の
e響を順次受けて発展してきた過程を辿り、日本の法文化の特

同　上 同　上

殊性論議を紹介・検討する。

法における強制の意義と特質について一般的に説明した上
で、刑罰による犯罪の事前抑止と事後処理という典型的な事例

5 法　と　強　制 と、最近の法的サンクションの多様化の代表的事例とを対比し 同　上 同　上

ながら、現代法における強制の役割をどのように考えるべきか
を検討する。

6 法　と　道　徳

　自然法論と法実証主義、法の外面性と道徳の内面性など、法
ﾆ道徳の区別と関連に関する主な考え方を紹介した上で、法に
謔體ｹ徳の強制、法的パターナリズムをめぐる最近の問題状況

同　上 同　上

を、具体的事例を取り上げて検討する。

7 法　と　正　義

　主な正義観念と法との関係、法的正義としての「合法性」の
ﾁ質を説明した上で、最：近の正義論の動向を紹介しつつ、正義
ﾀ現において現代法システムが果たしうる役割の可能性と限界

同　上 同　上

を考察する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

亀

典型的な法制度とされる裁判の歴史を概観し近代の司法的裁
8 裁　判　制　度 判の特質を説明した上で、現代日本の裁判制度の組織と活動に 田中成明 田中成明

ついて、その基本的構造と現況を紹介・検討する。

裁判の政策形成機能を期待した現代型訴訟の続発、和解・調

9 裁判の機能
停などの裁判外紛争解決手続の活況という、裁判利用に関する二つの現代的現象を取り上げて、代表的な事例を紹介しなが

同　上 同　上

ら、その意義や問題点を検討する。

’

法的思考あるいはリーガル・マインドといわれているものの
10 法　的　思　考 特徴を説明し、それに対する学問的・社会的などの批判・評価 同　上 同　上

をどのように考えるべきかを検討する。

法の解釈と適用という、法を運用しその目的を実現する中心

11 法の解釈と適用
i1）

的活動について、その基本的な論理構造を説明した上で、具体
I事例を取り上げながら、事実認定と法の解釈をめぐる主な問 同　上 同　上

題を検討する。

法の解釈と適用
12 （H） 同　　上 同　上 同　上

古代ローマ以来の長い歴史をもつ法律学の発展を概観した

13 法学という学問
後、法政策学、法哲学、法社会学など、法に関してアプローチ
�ﾙにする諸々の学問が生まれた背景とそれらの現況を説明す 同　上 同　上

る。

わが国における裁判官・検察官・弁護士などの法律家の組織
14 法　　律　　家 や活動を概観した上で、法曹一元制，国民の司法参加，法曹養 同　上 同　上

成制度などに関する改革論議を検討する。

講義全体のまとめとして、法というものの特質をどのように

15
法の考え方と用い 理解し、日本社会における法の役割をどのように考え、市民一

l一人がどのような姿勢で法にかかわりあうべきかについて説
同　上 同　上

明する。
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＝立憲主義と目本国憲法（’01）＝（TV）

〔主任講i師 高橋　和之（東京大学教授）〕

回 テ　　一一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

ユ 国家と憲法

　立憲主義は、国家権力が憲法に従って行使されることを要請
ｷるが、そこで前提となっている国家とはいかなる性格の社会
ｩ、国家権力・主権とは何か、憲法とは何か等々の基礎的なコ

塔Zプトを説明する。

高橋　和之
i東京大学

ｳ授）

高橋　和之
i東京大学

ｳ授）

2
立憲主義の基本原

　近代立憲主義を構成する人権保障・権力分立・国民主権・法
ﾌ支配の諸原理につき、その意味と相互の関係を説明し、それ
ｪ現代においてどのように変化しているのか、変化の原因は何
ｩを見る。その上で、日本における立憲主義の歴史を素描す

驕B

同　上 同　上

3 人権の観念

　人権という考えを基礎づけている人間観・社会観・国家観は
｢かなるものか、国家と人権はどのような関係に立つのか・人
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「人権とは何回にはどのような種類が分類されるのか等々・

ｩ」をめぐる諸問題につき説明する。

同　上 同　上

4
人権の適用範囲と

ﾀ界

　人権は、人が人としてもつ権利であるが、いついかなる場倉でもその主張が認められるわけではなく、一定の状況・コンァ

Nストにおいては認められなかったり、制限されたりすること
ｪ生じる。どのような場合に、いかなる理由で制限が生じるの

ｩを説明する。

同　上 同　上

5
包括的人権と平等

　　　　　　　憲法が個別に列挙していない人：権も、時代の要　包括的人権：

ｿに従って新しく認められることがあるが、その根拠となるの
ｪ包括的人権と呼ばれる。その具体例として、プライバシーの

??E自己決定権等を見る。
@平等権：総則的性格をもつ人権としてここで説明する。

同　上 同　上

6 精神的自由権
i1）

　個人の内面における精神作用（考える・信じるなど）、や・そ
ﾌ外部への表現を保障する人権を精神的自由権と呼ぶが、その
､ち、ここでは思想良心の自由・信教の自由・学問の自由を説

ｾする。

同　上 同　上

7 精神的自由権
i2）

　表現の自由につき、内容規制・内容中立規制検閲・事前抑
ｧ、名誉殿損・プライバシー侵害、わいせつ・ポルノ規制・差
ﾊ的表現、報道・取材の自由、知る権利・情報公開制などを説

ｾする。

同　上 同　上



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
経済的自由権・人
gの自由

　経済的自由権：財産権、職業選択の自由・営業の自平等につき説明する。

@人身の自由：主としては刑事手続において国家権力が逮捕・ 高橋　和之 高橋　和之

9
参政権・社会権・

走ｱ請求権

　参政権：選挙権・被選挙権の性質、定数不均衡、選挙運動の規制などにつき説明する。

@社会権：生存権、教育を受ける権利、労働基本権。　国務請求権：請願権、裁判を受ける権利、国家三障・国家補償　　　　　　　請　　　　　　　求　　　　　　　権

同　上 同　上

10
国政のメカニズム
i1）議院内閣制

　議院内閣制の特徴を大統領制と比較しながら理解し、その上で現実の議院内閣制がどのように運用されるのかを、選挙制度や政党制のあり方と関連させて説明する。

同　上 同　上

11

国政のメカニズム
i2）国会と内閣

ﾌ組織・権限・活

ｮ

　議院内閣制の枠組みの中で、国会と内閣がどのように組織され、どのような権限を分配され、どのように活動を行っているのかを説明する。

同　上 同　上

12
地方政治のメカニ

Yム

　国と地方公共団体の関係、相互の権限配分のあり方、地方政治の基本原則（団体自治・住民自治）、地方議会と長の組織・権限・活動等につき説明する。

同　上 同　上

13 法の支配と裁判所
　法の支配を担保する役割を担う裁判所の組織・権限（司法権）、司法権の独立、裁判の公開などの問題を説明する。

同　上 同　上

14
憲法の保障と違憲
R査制 同　上 同　上

15
日本国憲法の普遍
ｫと特殊性 同　上 同　上
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＝： ｭ治学入門（‘03）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：阿部　齊（放送大学教授）〕
　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　久保　文明（慶磨義塾大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　山岡　99　一一（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　政治学の基礎概念とその相互の関連を明らかにすることで、政治学のより専門的な領域を学習するための出発点を提供し

たい。同時に、政治学の入門講義として、他の分野を専攻する受講者にも、政治学のアウトラインがつかめるようにしたい。

政治の世界に起こりつつある最近の変化にも留意する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

具体的な事例を通じて、政治とは何かを明らかにし、政治

1 政治　と　権力

の機能、自治と統治の区別、政府の役割などを論ずる。つい

ﾅ権力の特性、権威と権力の対比、権力の正統性などについ

ﾄ考える。

阿部　　齊
i放送大学

ｳ授）

阿部　　齊
i放送大学

ｳ授）

民主主義国家と議会、代表制とその発達、地域代表と国民
代表、二院制、議会の役割、議会と行政府、立法過程、議会

久保　　文明 久保　　文明

2 代表制・議会・国会
の問題と課題などの諸テーマについて論ずる。 （慶慮義塾大 （慶磨義塾大

学教授） 学教授）

行政府の活動、首相と内閣、官僚制の概念、公務員制度、

立法国家の行政国家への転換、官僚制の統制、「大きな政府」

3 行政府・内閣・官僚希1
と「小さな政府」などの諸テーマについて論ずる。

同　上 同　上

政治参加と選挙、誠治の大衆化とその意義、投票すること

の意味、選挙制度の諸類型、日本の選挙制度改革などの諸テ

4 選挙と選挙制度
一マについて考える。

同　上 同　上

政党の定義、名望家政党と大衆政党、政党の機能、政党制
の諸類型、日本の政党政治などの諸テーマについて考える。

5 政党と政党制 同　上 同　上

政策過程の意義、現代の政策過程と利益団体、利益団体の

活動用式、利益団体の政治的資源、公共利益団体、利益団体

6 政策過程と利益団体
と政治体制などの諸テーマについて論ずる。

同　上 同　上

政治的リーダーシップ、政治家の資質、治者と被治者の分
化、政治的リーダーシップの諸類型、マス・メディアの役割、

7 政治家と政治指導
日本の政治的リーダーシップ、平等主義社会のリーダーシッ

vなどの諸テーマについて論ずる。
阿部　　齊 阿部　　三
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地方分権と地方自治、団体自治と住民自治、日本の地方分

権改革、首長と議会、住民運動と住民参加、住民提案と住民

投票、地方自治と直接民主制といったテーマについて論ずる。

8 地方自治と市民参加 阿部　　齊 阿部　　齊

夜警国家から福祉国家への転換を転換を明らかにした後、

社会問題と社会政策、社会保障制度の発展、高齢化社会の福

祉政策、福祉政策と財政危機、福祉国家と民主政治などの諸

9 社　会　福　祉 テーマについて考える。 同　上 同　上

民主主義という政治原理が西欧政治思想史のなかに登場し

てきた諸モデル（参加民主制、共和制など）を検討し、この

10
民主主義の理想と

ｻ実

原理が歴史的に蓄積してきた様々な思想を紹介する。その上

ﾅ、幾つかの民主主義批判を検討し、民主政治の現状と未来

�lえる。

山岡　龍一
i放送大学助
ｳ授）

山岡　龍一
i放送大学助
ｳ授）

自由主義思想の諸類型を検討し、自律概念の解釈を中心に

して、その整理を試みる。さらに、J。ロールズを中心とす

る現代政治理論の展開を、自由主義の原理をめぐる論争とし

11 自　由　主　義 て再構成し、現代自由民主主義のあり方について考える。 同　上 同　上、

イデオロギーとは何かということを、歴史的・概念的に検

珍し、その上で、現代における様々なイデオロギーを概説す

る。社会主義、保守主義、フェミニズム、エコロジズム、原

12 現代のイデオロギー 理主義などが取り上げられる。 同　上 同　上

近代国民国家の生成と構造について検討し、この国家概念
9

がいかに近代の「政治」概念を構成する上で重要であったか

を明らかにする。その上で、近年の経済のグローバリゼーシ

13 国家と市民社会 ヨンがいかにしてこの国家の役割を相対化しているかを考察 同　上 同　上

する。国家と対比される市民社会の現代的な意味についても

考えたい。

国際政治と国内政治との対比から始めて、国際法の役割、

勢力均衡論、ナショナリズムの大衆化、集団安全保障、相互

依存の増大、冷戦の終焉、地球環境問題、同時多発テロ以後

14 国　際　政　治 の安全保障といった問題を検討する。 阿部　　齊 阿部　　齊

明治国家の近代性と前近代性、戦後の民主化改：革、保守政

党の統治体制、一党優位体制の崩壊と再生、政治改革と構造

改革、日本政治の現状といった問題を検討し、日本の：政治変

15 日　本　の　政治 動の方向を見定めたい。 同　上 同　上
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＝経済学入門（ラ00）＝（R）

〔主任講師 新飯田　宏（関東学院大学特約教授：）〕

る。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 経済学とは何か

　経済学がどういう学問であるかを3つの主要経済問題（What，
gow，　For　Whoのを例に説明する。次に市場メカニズムと政府部
蛯ﾌ混在する混合経済を中心に、簡単な競争モデルの考え方を
ｦし、機会費用などの費用概念，経済主体のインセンティブ・

�ｦ性について説明する。

新飯田　宏
i関東学院
蜉w特約教
�j

新飯田　宏
i関東学院
蜉w特約教
�j

2
相互依存の利益
i交換と生産）

　個人間にしろ、国家間にしろ、交換取引によって、相互依存
ﾌ関係からお互いに利益が得られるのはなぜかを明らかにす
驕B次いで比較優位の考え方から、貿易における相互依存関係
ｪ消費可能性を改善することを説明しつつ、比較優位の決定因

�沒｢する。

同　上 同　上

3 価格の決定一
�v　と　供給

　市場を通ずる競争的資源配分は、市場の需要曲線と供給曲線
ﾉよって決定され、需給の不一致は市場価格によって調整され
驕B個人・企業の需要・供給曲線と市場の需要・供給曲線の関
W，その形状と性質，両曲線がシフトする要因について説明す

驕B

同　上 同　上

4 需要　・供給
ｪ析の応用

　需要・供給曲線の弾力性の概念を説明し、政府の間接税（又は
ﾖ税）の課税効果を検討する。さらに、最低賃金制，上限価格規

ｧの資源配分＝機能を分析する。

同　上 同　上

5 競争市場の効率性

　消費者余剰，生産者余剰の考え方を中心に社会厚生（総余剰）
�ﾅ大にする資源配分の効率性について説明し、関税賦課の場
№ﾆ自由競争の場合を比較し、政府の市場介入の効果を分析す

驕B

同　上 同　上

6
生産要素市場と所

ｾ分配

　生産要素である労働，土地，資本の各サービス価格（賃金・地
縺Cレンタル）の決定を説明し、所得分配の実証的・規範的な側

ﾊについて説明する。

同　上 同　上

7 不完全競争の
伯`態と産業組織

　供給独占、複占、寡占、また独占的競争の概念を説明し・完
S競争のモデルと本質的に異なる点が、どこにあるか・それぞ
黷ﾌ資源配分における特徴を明らかにする。これらの分析に・
Y業組織論的接近方法の有効性について説明する。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 政府の役割

　市場メカニズムが効率的に機能しなくなる理由の1つは外部性の存在である。外部性とは何か。外部経済（不経済）によっ

ﾄ、資源の最適配分が実現しない市場の失敗は、政府の介入に
謔ﾁてどのように解釈されるのか。公共財の存在はなぜ資源配
ｪを最適にしないのか。また、政府は失敗することはないの
ｩ、について説明する。

新飯田　宏 新飯田　宏

9 経済活動水準の
ｪ定

　各産業部門間の財・サービスの流れを産業連関表によって説
ｾする。次いで生産，分配、支出の3面等価原理を産業連関表
ﾅ示す。物価水準の上昇と実質国民所得の関係を説明しつつ、
ｨ価指数（デフレーター）の役割を検討し、経済成長の意味を明
轤ｩにする。

同　上 同　上

10 GDPの決定と
剪~投資の重要性

　GDP（又はGNP）がどのように決定されるのかを、45。線
Oラフで示し、貯蓄・投資の均衡の意味を説明する。次いで、
謳迫攪_の意味を説明し、財政政策の役割を検討する。

同　上 同　上

11
失業（雇用）と賃

燉ｦ

　非自発的失業とは何かを労働市場の特質と関連づけて説明する。賃金の下方硬直性と非自発的失業の関係を論じ、名目賃金の下落と物価水準の下落が同時に発生した場合などを考える。また、失業の経済的損失をオークン法則を利用して説明する。

同　上 同　上

12 経済成長と技術
i歩

　潜在成長率と現実の成長率の関係を説明し、経済成長が生産
¥力の増大にあること、そして、生産性の上昇とくに技術進歩の重要性を実証的に示す。新技術が投資による新しい資本増加

ﾉ具体化されることから、投資を可能にする貯蓄の役割を強調
ｷる。

同　上 同　上

13 貨幣の供給と需要

　「貨幣とは何か」という古典的な質問から入り、貨幣の機能を明らかにしつつ、中央銀行を頂点とする銀行システムを説明し、通貨供給の増加・縮少のメカニズムを論じる。次いで、金

Z政策とインフレ（デフレ）の関係を説明する。

同　上 同　上

14
不況の経済分析と
o済政策

　総需要・総供給の考え方から、不況の経済分析を試みる。総需要の減少、総供給の減少（オイル・ショックなど）の場合と、物価下落と景気後退とが併存する場合とでは、何が基本的に異なるかについて簡単に説明し、財政・金融政策の効果について

_じる。

同　上 同　上

15
オープン・マクロ

o済学

　外国貿易と国民所得の関係を説明し、為替レート（自国通貨と
O国通貨の相対価格）の決定を、購買力平価説の考え方から説明
ｷる。購買力平価と現実為替レートの乖離の意味を明らかに
ｵ、購買力平価説の限界を示す。そこでは、内外価格差の考え
福熕燒ｾされる。

同　上

q同　上
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・＝ ﾐ会学入門（’01）＝＝（TV）
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全体のねらい
　社会学とはどのような学問なのか。何を対象とし、どのような方法を用いる学問分野なのか。社会学の諸分野におけ
る専門的な学習へと進むに先立って、学問としての社会学に関するおおよそのイメージを形作り、社会学の基本的な概
念や基礎となる考え方について習得しておくことは必要不可欠である。この講義では、社会学とは何かを知るため、第
一に社会学の来歴を通じて社会学という学問領域の意味と目的を明らかにし、第二に社会学の各分野に共通する基本的
概念や研究上の技法を具体的に学習した上で、第三に各分野での具体的な現実課題に関する研究例を学ぶ。それらを通
じて、社会学という学問分野に関する理解を深めるだけでなく、現実の社会に生起するさまざまな社会事象を認識し、
分析し、さらに的確に理解していくための具体的な方法についても学習する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 社会学とは何か

　社会学は何を対象とし、どのような方法を用いる学問かを概
烽ｷる。また、社会学は、成立以来どのような理論的な展開を
ﾆげ、さらに経験科学として研究領域を確立してきたかをあき
轤ｩにしていく。

秋元　律郎
i大回女子

蜉w教授）

秋元　律郎
i大妻女子

蜉w教授）

q沢　　進
i放送大学

ｳ授）

竕i　雅也
i放送大学

ｳ授）

2 社会学の方法
　社会学の諸研究がこれまで用いてきた研究法について説明す
驕B具体的には、帰納と演繹といった分析の基本的視座、調査
ﾆ集計分析の手法、フィールドワークの方法等々を含む。

岩永　雅也
i放送大学

ｳ授）

岩永　雅也
i放送大学

ｳ授）

3 自我とコミュニ
Pーション

　社会は個々の人々の数限りない相互行為の結果として成り
ｧっている。つまり人々の相互行為は社会の根源である。
ｻの社会的相互行為について、言語を介したコミュニケーショ
刀A日常性と場等の理論から考察する。

船津　　衛
i東洋大学

ｳ授）

船津　　衛
i東洋大学

ｳ授）

H元律郎

4 集団　と組織

　相互行為が反復して行われ、それが他者によって期待される
謔､になると、そこに役割が発生し、それが固定化することで
n位が形成される。ここでは役割と地位の集合体としての社会
W団と組織について、基本的な学習をする。

船津：　衛
船津　　衛

H元　律郎

5 文化と社会化

　社会集団が成立しそれが秩序だって維持されるためには、規
ﾍが必要である。その規範と行為とその結果の集積が文化であ
驕B文化の本質と成り立ち、機能を明らかにし、併せて文化の
ﾂ々人への内面化である社会化も検討する。

岩永　雅也
岩永　雅也

H元　律郎

6 同調　と逸脱

　同調とは、基本的に規範に則した行動をとることである。
ｱこでは、同調の諸類型とそれらの背景を学び、その上で非同
ｲ、つまり逸脱および無規範状況としてのアノミーについても
T略学習する。

岩永　雅也 岩永　雅也
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 家族と社会

　家族は人類のもっとも古い基礎的集団である。．家族の成り立
ｿと諸類型、機能、変遷などについて学習を進め、現代社会に
ｨける家族の意味を知り、併せて環境の変化により今後家族に
ｶじると思われる変動も予測する。

野沢　慎司
i明治学院大
w教授）

野沢　慎司
i明治学院大
w教授）

q沢　　進

8 教育と市民社会

　教育、特に学校教育は、近代社会における社会化の最も重要
ﾈファクターである。国家と公教育制度の成立の関わり、近代
ﾐ会における学校教育の＝機能、社会集団としての学校の内部の
矧ﾖ係、等々について考察する。

岩永　雅也 岩永　雅也

’9 職業と　階層

　産業社会は、経済的関係を基礎とする階層社会である。階層
ﾌ成り立ちと分化のメカニズムを検討し、併せて階層の最も重
vな要素である職業について考察する。社会的平等・不平等に
煬ｾ及する。

同　上
岩永　雅也

H元　律郎

10 地域社会と生活

　コミュニティについての基本的な概念を紹介し、その成立の
ｪ底にある人々の連帯と疎外の諸条件を検討する。さらに、都
s、農村といった地域集団の諸相についても概略的な解説を行
､。

竹中　英紀
i桃山学院

蜉w助教
�F）

竹中　英紀
i桃山学院

蜉w助教
�j

q沢　　進

11 エスニシティと
痩ﾆ

　国家は最大規模の社会集団であるだけでなく、そこに民族と
ｻれに関わる諸要素を伴っている点で、他の社会集団と大きく
ﾙなっている。ここでは、移民、国際紛争、民族問題等の視点
ｩら、現代における国家について考察する。

梶田　孝道
i一橋大学

ｳ授）

梶田　孝道
i一橋大学

ｳ授）

q沢　　進

12 大衆社会と政治

　現代の大衆化と大衆社会の意味について概説した上で、大衆
ﾐ会の特性、大衆操作の必然性とそのメカニズムをあきらかに
ｵていく。さらに大衆社会特有の政治課題について社会学的に
沒｢する。

秋元　律郎
秋元　律郎

竕i　雅也

13 メディアと大衆

　まずメディアとは何かについて検討した上で、情報化社会と
｢われる現代社会のメディア状況を概観し、メディア、特にマ
Xメディアの機能とその問題点をさまざまな角度から考察す
驕B

岩永　雅也 岩永　雅也

一一
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14 現代社会と宗教

　　＼

@現代社会は原子化した孤立する大衆によって構成されてい
驕Bそうした状況の下での連帯感の喪失は、宗教への最も強力
ﾈ誘因となる。現代の宗教状況を、特に若者の宗教指向との関
Wで考察する。

谷　　富夫
i大阪市立

蜉w教授）

谷　　富夫
i大阪市立

蜉w教授）

q沢　　進

15

現代社会の諸相一社会学に何がで

ｫるか一

　現代社会に特徴的な諸現象に対して、社会学はどのように取
闡gむことができるのか、また、どのように関わっていくべき
ﾈのか、前回までの学習内容を踏まえて、社会と社会学との関
墲閧�W望する。

倉沢　　進 倉沢　　進

一一@5　5一





＝社会福祉入門（’00）＝（TV）

〔主任講師　岡本　民夫（同志社大学教授）〕
〔主任講師．三ツ木鼠一（放送大学名誉教授）〕

全体のねらい
　社会福祉は人間の社会生活上に発生する諸困難を緩和解決するための政策、制度、援助活動、実践技術、運動などを
指すが、本講では、その意義、概念、歴史、現状さらには当面の課題や将来展望について講述する。また、激変する現
代社会と急速に進行する少子高齢社会のなかで、福祉問題と私たちの生活との関連を考えてみたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
私たちの暮らしと
ﾐ会福祉

　現代社会における福祉問題の普遍化現象は福祉がすべての
l々の生活課題であることを理解し、それらが自分自身の問題
ﾅあると同時に社会問題として客観的に把握し、科学的に解明
ｵ、緩和解決に向けてどのような施策や活動が展開されている
ｩを明らかにする。

岡本民夫
i同志社大

w教授）

Oツ木任一
i放送大学

ｼ誉教授）

岡本民夫
i同志社大

w教授）

Oツ木任一
i放送大学

ｼ誉教授）

2 社会福祉の概念

　福祉の語源、言語の由来と変化、社会福祉における基本理念
ﾆ定義及びその変遷など、社会福祉を考えていく上において把
ｬしておくべき基本的枠組みについて、具体例をあげながら解
烽ｷる。

岡本　民夫 岡本　民夫

3
社会福祉の歴史1
i西洋の場合）

　西欧における社会福祉の前身であるカリタス、慈善や博愛事
ﾆ、社会改良など様々な援助活動の具体例を通じて、その源流
�Tり、今日の社会福祉との差異や関連性を明らかにして、社
?沁モﾌ普遍性とともに歴史性を学ぶ。

岡本民夫

i岡　正己
i梅花女子

蜉w教授）

岡本民夫

i岡　正己
i梅花女子

蜉w教授）

@　　　　、

4
社会福祉の歴史2
i日本の場合）

　明治以降の社会福祉の前身というべき色々な援助救済活動を
謔闖繧ｰながら、日本の社会福祉の考え方、発展過程やその背
i、実践活動の特徴、さらには現在の社会福祉とのつながりな
ﾇを明らかにし、社会福祉に関する歴史的認識を深める。

岡本　民夫

i岡　正己

岡本　民夫

i岡　正己

5 社会福祉の法制度

　社会福祉を支える公式の対策として憲法第25条の生存権理
Oを受けて、各種の法制度が制定実施されている。その根幹を
ﾈす生活保護法、児童福祉法、身体障害者福祉法、知的障害者
沁ヶ@、老人福祉法および母子及び寡婦福祉法など福祉六法を
?Sに関連法制度ついても論述する。

岡本民夫

ﾍ野　正輝
i九州大学

ｳ授）

岡本民夫

ﾍ野　正輝
i九州大学

ｳ授）

6
社会福祉の構造と

^用

　公私にわたる福祉施策の体系と具体的内容、さらには福祉財
ｭ及び運営管理のあり方について取り上げる。また、平成12
Nから導入される介護保険や福祉の基礎構造改革：による市場原
揩ﾌ導入が社会福祉に新たな局面を開くことにも言及する。

岡本　民夫 岡本　民夫

7 社会福祉の分野1

　社会福祉は広範多岐にわたる範囲を対象とするため、捉える
p度によって、色々な分野が構成され、さまざまな事業・サー
rスが展開される。本編では、児童福祉の現状・課題等につい
ﾄ分析解明する。

岡本民夫

R縣　文治
i大阪市立

蜉w助教
�j

岡本民夫

R縣　文治
i大阪市立

蜉w助教
�j

一一@5　7一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 社会福祉の分野2

　障害児者福祉の理念・概念、歴史、現行施策をとりあげ今後
ﾌ障害福祉に関するあり方と展望について具体的実践活動や事
痰�?ｰながら論述する。

岡本　民夫

Oツ木割一

岡本　民夫

Oツ木三一

9 社会福祉の分野3
社会福祉の重要な分野として老人（高齢者）福祉を中心にと

閧?ｰるが、老人の保健医療についても論述する。

岡本民夫

ﾞ倉　道隆
i東海学園

蜉w教授）

岡本民夫

ﾞ倉　道隆
i東海学園

蜉w教授）

10 社会福祉の
菇@・技術1

　社会福祉問題をかかえる個人、集団、地域などその問題解決
�?ﾌ的に図っていくために、それに対応する専門的な方法・
Z術（技能）が不可欠である。その基本的枠組み、関係のあり
禔A援助の原理、過程、手法、技術等を明らかにする。

岡本　民夫 岡本　民夫

11 社会福祉の
菇@・技術2

　多様な福祉問題の緩和解決には色々な種類の専門的方法・技
pが必要でるが、それらが現場でどのように応用され展開され
ﾄいるかについてとりあげ、各段階でどのような点に留意すべ
ｫかを具体的に論述する。

同　上 同　上

12 社会福祉の従事者

　福祉事業やサービスには、制度，施設などの整備が前提とな
驍ｪ、これらを利用者に意味と価値あるものに具象化するに
ﾍ、高度な知識と技術をもった担い手である専門家の他にボラ
塔eィア、住民、当事者の参加が不可欠である。そのあり方と
ﾀ態を明らかにする。

同　上 同　上

13 社会福祉の教育

　今日の福祉問題は多様化、複合化の傾向が強い。この課題に
ﾎ処していくためには、高度で専門的な教育訓練と研修が必要
ﾅあり、その体系と内容について解説する。また、国家資格制
xについてもとりあげる。さらに、すべての人々を対象とする
L義の福祉教育についてとりあげる。

同　上 同　上

14 社会福祉の
ﾖ　連　分　野

　社会福祉は生活上の諸困難を研究・実践対象にするが、関連
迫ﾌ域としての所得保障、医療、保健、労働、住宅、教育、司
@、人権擁護など近接諸領域とどのように協力、連携していく
ｩについて論述する。

岡本民夫

梛ﾉ　高目
i日本社会

幕ﾆ大学教
�j

同　上

ユ5 社会福祉の
ﾛ題　と　展望

　少子高齢社会の進行と家族機能の変化、地域社会の変貌、社
?o済の変動、国民の価値観や意識構造の変化などによって、
�ｶの福祉施策では社会的要請に対応できなくなり、新たなシ
Xテムの構築が求められている。その課題と展望を含めた総括
�sう。

岡本　民夫

Oツ木任一

岡本　民夫

Oツ木三一

一一@5　8一



社会調査の基礎（‘01）ニ（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：　岩永　雅也（放　送　大　学　教　授）〕

　　　　　　　　　　　〔主任講師：　大塚　雄作（大学評価・学位授与機構教授）〕

　　　　　　　　　　　〔主任講師：高橋一男（東洋大学教授）〕
全体のねらい
　社会調査は、社会のありさまを的確にかつ客観的に把握するための重要な手段である。この科目はまず社会科学研究にお

ける社会調査の位置づけについて理解したうえで、実際に調査を行なうための技法と調査の結果得られたデータの集計、分

析、解釈の方法を学ぶことを目的としている。本科目では、量的調査だけでなく、質的調査にも重点を置き、より多面的な

現実把握が可能となるように配慮している。また、調査結果の適切な表示の仕方についても学習する。なお、昨今の情報化

のi著しい進展に鑑み、ラジオというメディア特性にも配慮して、サンプル・データ、分析ツール等の入った副教材CD－ROM

も用意する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現実の複雑で非定型的な社会事象から、定量的あるいは定

性的な変数を見出し、その変量を測定する方法が社会調査で 岩永　雅也 岩永　雅也
1 社会を調査する ある。ここではまず社会調査の意味を明らかにしたうえで、

ﾐ会科学研究との関連について検討し、さらに現行の社会調
（放送大学教

�j

《放送大学教
�j

査に発展してくるまでの系譜にも言及する。

現在最もよく用いられる各種の調査をさまざまな観点から

分類し、それらの特性を整理する。分類の観点としては調査

2 調　査　の　類型
の目的（記述と説明）、変数のタイプ（量的と質的）、．そして調 同　上 同　上
査結果の用途の三者をとりあげる。

量的調査の中心は調査票を用いた調査である。ここではま
ず量的調査にあった調査テーーマとはどんなものかを検討した

3 調査票調査の設計
うえで、その調査テーマにそった調査票調査の設計の方法に 同　上 同　上
ついて学習する。

具体的な調査テーマに即して実際に調査票を作成するプロ

セスを紹介し、調査票そのものについての理解を深めるとと

4 調査票を作る
もに、さまざまな質問技法、ワーディングにあたっての種々 同　上 同　上
の問題点などを学習する。

量的調査におけるサンプリングの意義と目的を明らかにす

5
サンプリングと

る。特にランダムサンプリングとその応用について学習を深

ﾟる。また、調査票調査の実施方法を、実査の諸類型（面接、
高橋　一男
i東洋大高教

高橋　一男
i東洋大高教

実査 郵送、電話等）に沿って、その内容と手法、留意点などを詳 授） 授）

しく紹介する。

調査票調査の結果はさしあたり抽象的な数値や記号であっ

て、そこから何らかの具体的な情報を得るためには集計が必 大塚　雄作 大塚　雄作

6 集計と統計量
要である。ここではまず広義の集計、ついで狭義の集計につ

｢て各々詳しく説明する。また標本の平筆計量（代表値、変動

（大学評価・

w位授与機構

（大学評価・

w位授与機構

値など）とその記述法についても学習する。
教授） 教授）

2変数問にどのような関連があるかを探るための方法とそ

こで用いられる各種の指標について学習する。具体的には、

7 2変数の関連
2群の量的データ間の相関係数やクロス表を基礎にした質的

ﾏ数間の関連性の検討などを行う。
同　上 同　上

一一
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

対象とする集団の一部からランダムサンプリングによって

得られた数量データ（標本）に基づいて集団全体（母集団）の数

8 検定の考え方
量的特徴：を推論する方法としての統計的検定の基本的な考え 大塚　雄作 大塚　雄作
方と手続きを紹介する。

検定の基本的な考え方を基礎において、実際の統計データ

に基づいた種々の検定方法とその考え方を学習する。具体的

には、平均値の差異を検討するt検定や質的変数同士の関連

9 検定　の　実際 性を検討するX2検定などを学ぶ。 同　上 同　上

現在、実際の量的調査では、集計・分析・解析にコンピュ

一身が用いられる場合が非常に多い。そこで、集計結果をコ

10
パソコンによるデ
[タ解析

ンピュータに入力し、集計・分析ソフトを用いて統計量を求

ﾟたり、各種の分析を行う方法を学習する。

山田　文康
i静岡大学教

�j

山田　文康
i静岡大学教

�j

多くの変数間の関連性を概括的に捉えるために、多変量解

析と呼ばれる一連のデータ解析法が開発されている。その例

として、因子分析と重回帰分析の基本的な考え方とそれらの

11 多変量データ解析 適用例を紹介し、多変量解析の一端に触れてみる。 同　上 同　上

自由面接（インタビュー）は、質的調査の最：も基本的な手法

である。まずインタビューの用いられる具体的な状況や条件

を整理し、さらに実際のインタビューの方法、留意点、結果

12 自　由　面　接 のまとめ方などについて、実例を交えながら学習する。 高橋　一男 高橋　一男

調査の対象となる集団の活動に調査者も実際に参加し、そ

の集団成員と同じ視点から集団と活動について調査するのが

参与観察である。実際の生産活動や生活に参加し、調査対象

13 参　与　観　察 者と同じ視点で調査する方法を紹介しながら、参与観察法の 同　上 同　上

エッセンスを講義する。

現代はメディア社会であり、調査にもさまざまな形でメデ

イアが関わる。調査の題材として、調査手段として、結果の

プレゼンテーション手法として、メディアがますます重要に

14 メディアの利用 なっている現状を紹介し、その意義を検討する。 同　上 同　上

さまざまな調査結果をどのように記述し、表現したらよい

か、表やグラフの有効な用い方とはどのようなものか、調査

15
調査結果のまとめ

ﾆ表現

結果を説得力のある論稿にまとめるにはどのような点に留意

ｷべきか、といった問題について検討する。 岩永　　雅也 岩永　　雅也

一6　O　一一



＝日米欧の企業経営（？01）＝（TV）

〔主任講師：　吉森　賢（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい
　この科目は日米英独仏5上国の企業経営を企業統治と経営者の視点から比較し、それぞれの利点と限界を知り・日本企業

のあるべき姿を求めることを試みる。企業統治は大企業の違法行動、非倫理的行動、巨額赤字などを防止するため世界的に

注目を集めており、日本においては続発する重大な企業の不祥事を背景として90年代初頭から急速に関心を集めている・

講義は既述各国の経営者、研究者、専門家に対して行った現地インタビューを取り入れ、できるだけ現実に接近し・履修者

の興味をそそる形で行う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 企業統治とは

　企業統治の定義とこの講義の目的、具体的目標、対象とす

髣囂C生、履修の方法論について説明する。次いでなぜ大企

ﾆの不祥事が続発するのかを理解するために必要な基本的概

Oや理論的枠組を紹介する。資料映像により企業統治の先進

曹ﾅあるアメリカにおける大企業の不祥事の著名な事例とそ

ﾌ原因を理解し、どのような過程で企業統治が改善されてき
ｽかを知る。科目全体の構成と内容について説明する。

吉森　　賢
i横浜国立大

w教授）

吉森　　賢
i横浜国立大

w教授）

2
企業はだれのものか

齒?_と日本

　企業統治の前提である企業はだれの利益のために経営さる

ﾗきか、に対する答を企業概念と定義し、それがなぜ重要か
�揄�ｷる。日米欧における企業概念を概観し、類型化を試
ﾝる。すなわち日本の全利害関係者指向の多元的企業概念、

Aメリカ・イギリスの株主利益中心の一元的企業概念、両者

ﾌ中間にあるドイツ・フランスの二元的企業概念を対比し、

ｻれが現実にはどのような制度として存在するかを理解す
驕B日本の多元的企業概念の歴史的、理論的背景を考察する。

同　上 同　上

3
企業はだれのものか

黹Aメリカ、イギリス

　アメリカとイギリスに共通する株主利益中心の企業概念に

ﾖして両国の研究者、経営者とのインタビューに基づき理解
ｷる。アメリカについては株主利益中心の企業概念が支配的

ﾆなった歴史的過程とその正当性の根拠、またこれと真向か

迹ﾎ立する多元的企業概念の底流をも指摘する。イギリスに
ﾂいても同様の検討を行うが、とりわけ株主利益中心の企業

T念と多元的企業概念を巡る議論を労働党の選挙公約や経営

ﾒによる報告書に基づき明らかにする。

同　上 同　上

4
企業はだれのものか

黹hイツ、フランス

　ドイツとフランスが類似の企業概念を有することを両国の

､究者、経営者とのインタビューを交え理解する。ドイツの
�ｳ的企業概念の歴史的・思想的背景、そして共同決定に見

轤黷髏ｧ度化の実態を理解する。フランスについても同様の

ｪ析を行い、ドイツとは異るカトリシズムとマルキシズムが

tランスの企業概念に与えた影響としての大企業国有化の歴

jを概観する。また両国に共通する共同決定や労働者の経営

Q加の実態を理解する。

同　上 同　上

5
企業はだれのものか

鼬鋸_

　これまでの企業概念の5力国比較に基づいて、それぞれの
驪ﾆ概念に対する批判と限界、またそれぞれの企業概念が経

c成果にどのような影響を与えるかを実証研究の成果により
沒｢する。アメリカの経営者ははたして株主利益中心の企業

T念に基づいた経営を行っているのかを検討する。また最近

ﾉおけるアメリカ・イギリスの企業概念に対してドイツ、フ

宴塔Xの経営者がいかに対応しているかを紹介する。最後に

｢ずれの企業概念がより普遍的かについて考察する。

同　上 同　上

一一@6　1　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6 企業の所有・支配構造

　企業の所有・支配構造は企業統治を規定する。それは各国の

走{主義の性格をも決定する。日米欧における大企業を所
L・支配主体（同族、法人、機関投資家、個人株主、国家な

ﾇ）を統計資料に基づき比較する。バーリとミーンズによる

蒲Lと経営の分離および経営者支配が各国でどのように生じ

ﾄいるのかを考察する。日本において顕著な経営者支配の歴
j的背景とその影響を理解する。結論として各企業支配形態
ﾌ利点と限界を整理する。

吉森　　賢 吉森　　賢

7 株　主　総　会

　株主総会は株式会社の最高機関とされるがその形骸化は日

{はもとよりアメリカ、イギリス、・ドイツ、フランスにおい

ﾄも生じている。その実態と原因を明らかにする。しかしア

＜潟Jの公的年金基金を中心とする機関投資家はさまざまな
闥iにより株主活動を展開し、90年代にアメリカ大企業の最

lo営責任者を更迭した。講義ではこのようなアメリカの機
ﾖ投資家が日本の企業統治に及ぼす影響を考察し、フランス
〟j少数株主の利益擁護団体の代表者の活動を紹介する。

同　上 同　上

8 取締役三一日本

　経営者に対するもっとも重要な監視機関であるべき取締役

?ﾌ構造と機能を日米欧について比較し、それぞれの問題点

ﾆ改善への取り組みを考察する。その第一回は日米欧の取締

�?�P層型構造と二層型構造に分類し、その特質を理解す

驕B続いて日本の取締役会の特質をトヨタの事例により考察
ｷる。アメリカ人から見た日本の取締役会の問題点を把握し、

ｻれへの対応として90年代にソニーにより導入された執行役

�ｧ度の目的と意義を同社担当者とのインタビューにより理
�ｷる。

同　上 同　上

9 取締役三一アメリカ

　アメリカの取締役会の構造と機能を日本のそれと比較しつ

ﾂその特質を理解する。取締役会会長とCEOの兼務、社外取
��ﾌ独立性、経営者の他社取締役の兼務。経営者の高額報

Vなどアメリカの取締役会の問題点を概観し、これらをどの
謔､に解決しようとしてきたかを明らかにし、その成果をイ

塔^ビューにより聴取する。取締役会改革の代表的事例とし
ﾄ、GMの「企業統治指針」を詳しく検討し、同社の取締役会
ｪいかに運営されているかを理解する。

同　上 同　上

10 取締役会一イギリス

　イギリスの取締役会の構造と機能の特質をキャドベリ・シ

?xップス社の事例により理解する。取締役会機能の向上の
ｽめに提案されたキャドベリ報告、経営者報酬に関するグリーンベリ報告、これら取締役会改善勧告の集大成であるハン

yル報告とそれによる統合規範の内容を検討し、その遵守は
｢かなる方法で高められているか、その遵守実績はどの程度
ｩを理解する。この他に会社と機関投資家との関係について
?P対策を勧告したマイナース委員会の報告を概観する。

同　上 同　上

11 取締役会一ドイツ

　ドイツの取締役会はその二層型取締役会により監査役会に

謔驫ﾄ視と執行役会による業務執行の厳格な分離を規定する

@律と監査役会における労資による共同決定制度により日米

pには見られない特質を有する。その制度の目的と実態をダ
Cムラー・クライスラー社の経営者とのインタビューにより

揄�ｷる。二層型取締役会が目指した目的がなぜ十分実現さ

黷ﾄいないかを検証する。また共同決定の実態に関してドイ
c労働総同盟①GB）担当者とのインタビューにより把握する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12 取締役会一フランス

　フランスについては単層型取締役会とドイツに範をとった

�w型取締役会の併存が法的に可能であるが、前者の実例と
ｵてルノー社を、後者の実例としてはプジョー社を取り上げ、

ｻれぞれの実態を把握する。また取締役会機能の改善のため
ﾉ二回にわたり作成されたヴィエノ報告1とヴィエノ報告2、

ｨよび会社法改正を勧告したマリニ報告の内容を考察する。

�w型取締役会が導入された経緯および採用状況を弁護士お

謔ﾑ大学研究者とのインタビューにより理解する。

吉森　　賢 吉森　　賢

13
企業間関係・主取引

竝s

　日本とドイツにおける主取引銀行の役割を企業統治の視点

ｩら理解し、その利点と限界を考察する。また日独仏におけ
髓ｷ期的取引関係、株式持ち合い、役員相互派遣などに基づ

ｭ企業間関係の経済的合理性を考察する。ダイムラー・クラ

Cスラー社とその主取引銀行であるドイツ銀行との関係をイ
塔^ビューにより把握する。ドイツのユニバーサル銀行の実

ﾔを現地ロケで理解する．アメリカでは主取引銀行がなぜ発

Bしなかったかを考察する。

同　上 同　上

14
証券市場と企業支

z市場

　フランスにおいてはなぜ日本やドイツにおけるような主取

�竝sが発達しなかったのかを理解する。アメリカとイギリ
Xにおいては株式市場を通じての企業買収とそれに伴う経営

ﾒ更迭が経営者の無能、怠慢、違法行為に対する監視および
ｧ裁機能を発揮するとされる。この経営者監視方式の実態と

ｻの功罪を考察し、企業の競争力や長期的繁栄にいかなる影
ｿを及ぼすかを考える。また経営者により敵対的企業買収を

j止するさまざまな手段と会社法の改正について理解する・

同　上 同　上

15 経営者と経営者行動

　日米欧における経営者はどのような人物であるかを、主と

ｵて学歴と出身階層の視点から比較する。各国における経営

ﾒ教育の実態をインタビューにより理解する。それぞれの経
c者教育のありかたがその国の経営成果にどのような影響を
^えたかを考察する。企業統治に関するまとめを行い、日本、

hイツ、フランスの資本主義がアメリカ・イギリス型資本主

`へ収敏可能性についてディジョン大学のシャロー教授との

Cンタビューにより考察する。

同　上 同　上

一一
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＝情報基礎管理学（’00）＝＝（TV）

〔主任講師 高橋　三雄　（麗澤大学教授）〕

全体のねらい
　電子メールの急速な普及にともなって情報技術は企業管理者層にとっても身近なツールになった。情報技術は意思決
定活動を支援する可能性を秘めている。かつてのMIS（経営情報システム）が果たし得なかった実戦的な情報技術活
用がいま可能になろうとしている。この講義ではトップからミドル、ロアーそして一般社員にいたるまで、各層におけ
る意思決定活動をふまえながら、現在利用可能な情報技術について、パソコンソフトや周辺機器を具体的に話題にしな、
がら講義する。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
オフィスツールに
ｩる意思決定支援

オフィスツールたとえばWORD（ワープロソフト）、Exe1（表計算ソフ

g）などには文書作成や単なる表計算機能だけでなく、意思決定を支
№ｷる興味深い機能もみられる。あらためてオフィスツールを検討し、

ｻの中で意思決定支援を考える。

高橋　三雄
i麗澤大学

ｳ授）

高橋　三雄
i麗澤大学

ｳ授）

2 意思決定活動と
﨟@，報　技　術

そもそも意思決定とは何だろうか。問題発見、代替案探索、代替案
ﾌ評価／選択、実行案の実施、意思決定の再検討（レビュー）からな
驫e段階を具体的に検討するとともに、それぞれの段階でどのような
﨣�Z術支援が考えられるかについて、概観する。

同上 同上

3
データの収集と分

@　　析

インターネットは情報収集の重要なツールである。また、最近は会社

l季報など各種データベースがCD－ROMの形で利用可能となっ
ｽ。さらに、業務処理目的で構築された社内のデータベースも、もっと

熄d要な内部データの源である。意思決定支援の出発点ともいえる
fータ収集／分析を支援する情報技術について検討する。

同上 同上

4

データの収集と分

@　　析
@　　（その2）

同　　　　　上 同上 同上

5

「データ」から「情

�vを読み取るため

ﾉ

数値データから特徴（情報）を読みとるためには、検索／抽出機能
ｪ活躍する。また、データベースの階層構造にもとづいて任意のデー
^範囲やレベルにわたってデータが参照できることが重要である。

dxce1の「アウトライン」や「ピボットテーブル」機能がその出発点であ

驕Bさらにデータウエアハウスの基本機能の一つ、rOLAP（OnLine

`nalytical　Processing）」もまた、本格的なデータの分析を支援す

驕Bさらに、膨大なデータを統計分析にもとづいて分析し、特徴を読み
謔髀﨣�Z術が「データマイニング」である。これら、パソコンから本
i的なデータウエアハウスまで、「データ」を読み取るための情報技

pをサーベイする。

同上 同上

6

「データ」から「情

�vを読み取るため
ﾉ　　　　（その2）

同　　　　　上 同上 同上

7
「情報」のコミュニ

Pーションのために

企業の意思決定は個人的に行われるわけではない。関係者がいわ
ﾎグループとして意思決定活動にかかわる。そしてそのさいに重要な
@能がコミュニケーションである。情報をいかに伝えるか、そのために
ｽとえばプレゼンテーションソフト（PowerPointなど）が役立つし、プレ

[ンテーションを支援するハードとしてプロジェクタも急速に普及をは

ｶめた。理解しやすい魅力的な情報はまた、文字や表だけでなく、イラ
Xト、写真そしてやがては音声による解説やビデオ動画などが含まれ
ｽ情報も見られるようになるだろう。PowerPointから先にどのようなプ
激[ンテーションが見られるか、その基本技術としてマルチメディア、

IーサリングそしてCD－RやDVDなど情報の配布メディアも注目さ
黷驕Bコミュニケーションや双方向という意味で電子メールやグループ
Eエアが重要な役割を果たす。また、情報発信の場としてインターネッ

g、イントラネットがある。ここではコミュニケーションに関わるさまざまな

﨣�Z術を具体的な実践を含めてサーベイしたい。

同上 同上

一6　5一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

意思決定は過ぎ去った過去や現在ではなく、これから起こること、つ

まり将来に関わる。そして将来には不確実性が含まれる。将来をできる

8
将来を予測するた
ﾟのツール

だけ見通すためにはどうしたらよいか、予測やシナリオライティングなど

ｪその手段となる。そして統計分析ツールやシミュレーション、シナリオ
高橋　三雄 高橋　三雄

分析などが使われる。ここでは需要予測やシミュレーション分析を話

題にする。

9
将来を予測するた
ﾟのツール（その2）

同　　　　　上 同上 同上

解決すべき問題が明らかになれば、解決のための代替案を探索す
ることになる。情報技術が直接、代替案を示してくれることは望むべく

10
代替案の探索と情
�Z術支援

もない。人間（意思決定者）の創造的な思考が基本であることはいう
ﾜでもない。しかし、アイデアをまとめるために、また、複数の関係者の

Aイデアを融合するために情報技術が支援する可能性もある。いわ
同上 同上

ゆる発想法やその支援である。KJ法などを例にしながら検討してみた

い。

代替案がリストアップされれば、今度はそれらの評価が必要となる。

評価は意思決定の目標、目的との関わりで様々な基準に基づいて行

ユ1

代替案の評価／選
�ﾌための情報技

p

われる。また、立場の異なる複数の関係者の評価を統合（調整）すると

｢った作業も必要だろう。評価基準として利益や費用そしてそれらに
ﾖわるリスク（不確実性）などが問題になる。評価においてもシミュレー

Vョンが有効であるし、また、資源制約の中で代替案の選択を行って

同上 同上

いくために数学的計画法などのOR（経営科学）手法も有効である。具
体的なソフトを例にしながら検討してみたい。

代替案の評価／選
12 択のための情報技 同　　　　　上 同上 同上

術（その2）

特定の案が実行案として選択されれば、計画にそって実行を図って

13 実行案の実施 いかなければならない。そのためにプロジェクト管理手法が有効とな 同上 同上
る。プロジェクト管理（資源や時間の管理）について検討したい。

マッピングあるいはGISと呼ばれる新たな情報技術の分野があらわ
れた。従来、環境問題とか都市計画などの面で応用されていたが、最

14

意思決定支援のた
ﾟの注目される情
�Z術

近になってビジネスの世界、とくにエリアマーケティングとか店舗立地

ﾌ意思決定分析にGISが応用されるようになった。また、データの多く

熄齒鰍ﾌ項目を含んでおり、データを分析するためにも地図上に表示
iビジュアル化）することの意義は大きい。マッピングをはじめ、意思決

同上 同上

定支援の領域において今後に注目される情報技術をトピックス的に話

題にしたい。

意思決定支援のた
15 めの注目される情 同　　　　　上 同上 同上

報技術（その2）

一一@6　6一



＝比較技術の文明論（℃2）＝（R）

〔主任講師：　森谷　正規（放送大学教授）〕

全体のねらい
　　技術と産業の発展は、21世紀においていっそう大きくなる、先進工業国にアジア諸国が加わって、競合はますます激し

くなるのは確かでせよ、その各国ごとの発展を比較技術の調査から分析し、さらに全体としての発展が、いかに望ましいも

のであるかどうか、文明論として考察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現代技術の諸相

　20世紀に技術は大きく進展し、経済、社会を発達させたが

ｯ時にさまざまな社会問題も生じている。2璽世紀に技術はい

ｩに進んでいくのか、それは文明諭として考察しなければな

轤ﾈい。

森谷　正規
i放送大学教

�j

森谷　正規
i放送大学教

�j、

2 技術　と　文明

　技術は文明を大きく発達させた。その技術文明には、都市

ｶ明と道具文明の二つがあるが、それぞれいかに発達したか、

ｻ状はどうであるのかを考えて、技術と文明の関係を明らか

ﾉする。
同　上 同　上

3 比較技術とは

　各国の技術は、国民性、風土などによって大きく変わるが、

ｻれを比較技術として考察することができる。この新しい研
?ﾌ意義を明らかにして研究の概要を体系的に示す。

同　上 同　上

4 技術　の発展

近代技術を産業革命によって生かされたが、それが現代ま

ﾅいかに大きく発展してきたか、その内容はいかに変わって
ｫたか、どのような国が担ってきたのかの概略を示す。

同　上 同　上

5
産業革命を担った

p国

　産業革命を生んだのは英国であるが、なぜ英国に生まれた

ﾌか、英国がいかなる役割を果たしたのかを明らかにする。

ｳらに、英国の技術の現状を見る。
同　上 同　上

6
近代工業を発展さ

ｹたドイツ

　英国の後を次いで近代工業に発展させたのはドイツである

ｪ、その技術の特質を明らかにする。また、現代において、

hイツの技術の強さと弱点を示す。
同　上 同　上

7
大量生産を創始し

ｽ米国

　米国は19世紀後半から大量生産の産業を興したが、その必

R性を示す、20世紀に入ってからも技術と経済の大国として
｢界をリードしてきたが、その米国の技術の変遷を示す。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本はアジアでただ一国だけ、先進工業国の仲間入りをを

したが、そのその理由を明らかにする。さらに、第二次大戦

8
ハイテク大量生産
ﾌ日本

後、ハイテクを生かした大：量生産によって経済大国に発展し

ｽ現状を明らかにする。 森谷　正規 森谷　正規

米国、欧州、日本の先進工業国の技術力の発揮が、それぞ

れに大きく変ろうとしている。各国が激しく攻防しながら、

9 先進工業国の攻防
いかに世界の技術進展をリードしていくかを、文明諭から見
ﾄいく。 同　上 同　上

大量生産において、アジア諸国が急速に伸びてきている。

そのアジアの技術はどこまで進展していくのか、望ましい方

10 アジア諸国の台頭
向に進むのかどうか、文明にかかわる問題として見よ。

同　上 同　上

韓国、台湾は、先端的なハイテク分野において大量生産で

躍進しており、先進国を追いあげてる。なぜ、急速に発展し

11 先進国を追う
ﾘ国・台湾

たのか、その状況を明らかにし、今後を展望する。
同　上 同　上

中国は、いくつかの難題を抱えながらも、工業大国に着実

に発展していくと予想される。その実状を示し、また、大国

12
工業大国に進む
?

であるから他への影響が大きく、その点について考察する。
同　上 同　上

東南アジアは、日本の工場進出によって工業を発展させて

きたが、発展段階の異なる多くの国があって、これから激し

13
競い合う東南アジ

A
く競い合う、その状況を明らかにする。

同　上 同　上

インドはやがて人口で中国を抜く大国になる、・工業発展は

後れているが、そのインドの特質を明らかにして、これから

14
インドはいかに
ｭ展するか

いかに発展するか、他にいかなる影響を及ぼすかを考えよ。
同　上 同　上

先進工業国とアジア諸国の技術と産業の発展をまとめて、

その文明にかかわるありようについて考える。そして、その

15
将来展望と日本の
�

中で日本が果たすべき役割を示す。
同　上 同　上
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＝科学と技術の歴史（’99）＝（TV）

〔主任講師　道家達将（東京工業大学名誉教授）〕
〔主任講師．赤木昭夫（元放送大学教授）〕

全体のねらい
　古典ギリシャから現代までの科学と技術の歴史について、古代・中世・近代・現代の各時代における特徴的な歴史事
例を選んで考察し、科学・技術の歴史の流れがどのようなもので、今後どのように展開されてゆくかを考える。科学の
出発点は、何故と問うべき意義のある問題を見つけること、技術の出発点は解決すべき意義ある問題を見つけることで
ある。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 古典ギリシャの壼

　古典ギリシャでは不思議な陶器が作られた。初期は赤い地肌
ﾉ黒い絵だったが、のちに反転され黒地に赤い絵を焼きつけた
烽ﾌが作られた。この陶器の作り方を調べることで、古典ギリ
Vャ人の柔軟な思考力、彼らの高い技術（技能）と科学の成り
ｧちを考察する。

道家達将
i東京工業

蜉w名誉教
�j

道家達将
i東京工業
蜉w名誉教
�j

2
アリストテレスの
ｶ命論

　現代科学の源流は、体系的なものとしては、ギリシャに発す
驕Bなかでもアリストテレスは数学の父といわれ、とくに彼の
ｮ物学は際立っていた。生命はもとより自然を生成として捉
ｦ、生成を形相と質料の概念で説明した。彼の学の継承克服が
ｻの後の科学を形成した。

赤木　昭夫
i元放送大

w教授）

赤木　昭夫
i元放送大

w教授）

3 アラビアの錬金術

　古典ギリシャの科学の成果は、西欧ではなく主にアラビアに
p承された。アレキサンドリアでAD1～3世紀頃に生まれた錬
熄pは中世のアラビアで大いに発展した。その実状を考察す
驕B

道家達将 道家達将

4 実験科学の誕生

　12世紀頃、アラビアの科学・技術が西欧に伝わった。それを
烽ﾆに16～17世紀にかけて、実験によって事実を探究する実験
ﾈ学がガリレオやハーヴェーらによって盛んになる。ハー
買Fーは血液が循環し、心臓がポンプであることを実験で示し
ｽ。

同　上 同　上

5 デカルトの身心論

　17世紀のフランスの哲学者・数学者デカルトは、中世スコラ
N学から脱するため、自明なことのみから探究を展開する「方
@」．を唱えた。人間を身と心の二つに分け、心が身を統御する
ﾆ説明した。彼の身心二元論は後代に大きな影響を与えた。

赤木　昭夫 赤木　昭夫

6 紡績工場にみる
Y業革命

　18世紀半ばのイギリスで始まった産業革命は、輸入綿花から
ﾈ糸を作る紡績機と、綿糸から綿布を作る織機に代表される作
ﾆ機械の自動化、動力化による大量生産を起点とする。これを
_機に、機械は人間、経済、社会に大きなカを及ぼすようにな
驕B

同　上 同　上

7 化学工場にみる
Y業革命

　産業革命の進展によって、化学工業も盛んになった。その内
eはどのようなものであったか。その発展によって早くも公害
ｪ発生した。それはどのようにして解決されたか。今日につな
ｪる化学工業と、その要請で生まれた理論化学の発展などにつ
｢て見てゆく。

道家　達将 道家　達将

一一
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

顕微鏡で細胞が見られるようになった17世紀から、生命単位
として細胞を位置づけるようになる19世紀半ばまでの観察と理

8 細胞：観察と理論 論をたどる。それを通じて、技術と哲学と科学の関係（観察と 赤木　昭夫 赤木　昭夫
技術的制約、観察にたいする理論的負荷）についてふりかえ
る。

人間をふくめ、生きているということの仕組みをめぐって、
19世紀半ばに論争が起こった。生命現象は生命力があるからだ
とする説と、分子・原子レベルの問題だとする説が対立し、実

9 生命化学への道 験を使って論争が繰り広げられ、近代的細胞生化学が成立して 道家達将 道家達将
ゆく。この講義では、主に、その前段階の、有機化学、染料化
学工業が発展して医薬品が生み出され、伝染病克服につながっ
た歴史を述べる。

産業革命の進展のなかで、動植物の育種も盛んになった。な

10 ダーウィンの
i化論

ぜかくも多くの動植物がいるのか、またなぜ子は親に似るのか
ﾈどの問いにたいし、育種・進化・遺伝の仕組みをダーウィン

同　上 同　上

たちが考えた。彼らの思索・行動・社会背景を考察する。

ファラデーは、推理と実験の積み重ねで電流と磁気の働きを
解明し、それをもとに発電機やモーターを発明した。彼の成果

11 電気の科学と技術 をマクスウェルが方程式にまとめた。またファラデーは科学の 赤木昭夫 赤木昭夫
啓蒙でも大きな足跡を残した。彼の思考のプロセスを追跡す
る。

19世紀に熱機関の仕事と効率からエネルギーとエントロピー

12 エネルギーと
Gントロピー

の概念が生まれた。20世紀に入って、エネルギーの存在形態と
ｵての量子、エネルギーと質量の統一を経て、自然の層的理解
ｪ深まった。それにはボルツマン、プランク、アインシュタイ

同　上 同　上

ンが貢献した。

状態をつくり、状態を変える、それをコントロールすること

13
コントロールとコ

塔sュテーション

で、歯車式、ついで電子式の計算機が作られた。その母体は、
Jードにしたがって模様を織り出すジャガード織機だった。計
Z機の可能性を追求したラブレス夫人とチューリングの役割を

同　上 同　上

紹介し評価する。

20世紀後半になって、システム、サイバネティックスといっ
た捉え方に始まり、気象のコンピュータ・シミュレ「ションに

14 複雑性への挑戦 よるカオス現象の解明などを経て、生命や経済などの複雑な現 同　上 同　上

象を捉える試みが展開された。その経過と今後の方向を展望す
る。

15

日本の科学と
Z術の歴史一日本における

ﾟ代科学・技術
ﾌ出発

　日本で、科学とりわけ近代科学がどのように育ってきたの
ｩ。生産活動の中で求められてゆっくり育ち、1774年の『解体
V書』の出版を原点として急速に連鎖的に発展した。そうなっ
ｽ理由と、その展開過程を述べる。

道家達将 道家達将
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＝＝ ｻ代社会と著作権（‘02）＝（TV）

〔主任講師：

〔主任講師：

〔主任講師：

藤
花
田

齊
作
吉

　博（専　　修　　大　　学　　教　　授）〕

文雄（内閣法制局参事官）〕
大輔（文部科学省研究振興局情報課長）〕

全体のねらい
　情報の蓄積や送信の技術が次々と開発されるなか、情報の利用形態も多様化してきた。その情報の多くは、言語や音楽、

映像などの著作物や実演等、著作権法制の関与するものであり、現代社会における著作権法制の在り様が問われることにな

る。そのような視点から、本講義は、まず、「著作物　「著作者」など、基本的な概念を学びつつ、新しい課題をも考える。

9回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 有体物と無体物

　開講に際して講義の概要、日常の生活と著作物や実演等の

ﾖわり、著作物などの無体物と有体物の関係、無体物の特性、

ｷなわち、無体物は媒体を変えて偏在することを実例に触れ

ﾈがら学ぶ。

齊藤ノ　博
i専修大学教

�F）

齊藤　　博
i専修大学教

�j

2
テクノロジーと著

　人類が情報にアクセスしてきた歴史を概観した後、印刷術

�ﾍじめ、録音、録画、放送、宇宙衛星、コンピュータ、デ

Wタルネットなど、それぞれの時代を画するテクノロジーが

???@制にどう関わってきたかを考える。
同　上 同　上

3 著　　　作　　　物

　著作権法の保護対象である著作物の要件や、著作物の種類

ﾉついて説明する。また、複数人が関与して作成する共同著
?ｨや特殊な形態の著作物である編集著作物、データベース

ﾌ著作物について説明する。

作花　文雄
i内閣法制局

Q事官）

作花　文雄
i内閣法制局

Q事官）

4 著　　　作　　　者

　著作権法上の権利の享有主体となる著作者とは誰であるの

ｩについて説明する。また、職務上著作される著作物につい
ﾄは、誰が著作者になるのか、法人が著作者になる場合の要

盾ﾉついて説明する。
同　上 同　上

5 著作者人格権

　精神的創作物としての著作物は、著作者の人格の発露でも

?驍ﾆころがら、著作者は人格権を保有する。この著作者人

i権につき、公表権、氏名表示権、同一性保持権を述べ、そ

ﾌ他の人格権との関係についても概説する。

吉田　大輔
i文部科学省

､究振興局情
�ﾛ長）

吉田　大輔
i文部科学省

､究振興局情
�ﾛ長）

6 著　　　作　　　権

　著作権は著作物の利用形態に応じてその内容を変えてき
ｽ。今回と次回の2回にわたり、複製権をはじめ、上演権、

苑t権、上映権、公衆送信権、伝達権、口述権、展示権、頒
z権、譲渡権、貸与権、翻訳権、翻案降等の、著作権の内容

�wぶ。

同　上 同　上

7 著　　作　　権 同上 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

著作者の権利が及び得るような著作物の利用をする場合で

も、一定の場合には権利者の許諾を得ることなく自由に利用

8
権利　の　制限
iその1）

できる場合があり、これを権利の制限（規定）と呼んでいる。

??ｪ制限される様々なケースについて説明する。
作花　女雄 作花　文雄

9
権利　の　制限
iその2）

同　上 同　上 同　上

著作権等がどのように発生し、いつまで保護されるのか、

無名・変名著作物や団体名義の著作物、映画の著作物につい

10 保護期　憎憎
ての特例、外国の著作物の保護期間の留意事項、さらに登録

ﾌ制度について述べる。
吉田　大輔 吉田　大輔

他人の著作物を複製、送信するなどに際してどのような制

度があるか。著作権の譲渡、著作物の利用許諾、出版権の設

11 他人の著作物の利用
定などを学んだ後、著作権を集中的に管理する団体の状況、

薗???ﾌ管理に関する新たな立法に言及する。
同　上 同　上

著作権に隣接する権利について、その性格、著作権との違

いを学んだ後、実演家の権利、レコード製作者の権利、放送

12 著作隣接権
事業者の権利、有線放送事業者の権利を述べ、デジタル時代

ﾉ対応した立法の動きにも言及する。
同　上 同　上

著作者の権利が侵害された場合における、差止請求や損害
賠償請求などの民事上の救済や刑事上の制裁について説明す

13
権利侵害に対する

~済

る。

作花　文雄 作花　文雄

著作権に関するベルヌ条約等を概観した後、国際的な動き、

とりわけサイバー時代を迎え世界知的所有権機関（WIPO）等

14 国際的な動き
で繰り広げられる討論、法律思潮の違いと調和への模索の過

��Tる。
齊藤　　　博 齊藤　　　博

デジタル環境下、電子商取引の延長上に行われはじめた、

音楽、映像、テキストのネット配信を視野に入れつつ、著作

15
電子的権利処理
Vステム等

二等の電子的処理・管理システム構築の可能性を探り、著作

?@制の未来像に迫る。
同　上 同　上
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・＝ Aーツ・マネジメント（℃2）＝＝（TV）

〔主任講師：川崎
〔主任講師：佐々木
〔主任講師：河島

賢一（駒澤大学教授）〕
雅幸（立命館大学教授）〕
伸子（同志社大学助教授：）〕

全体のねらい
　本講義では、芸術文化活動を生み出すマネジメントの仕組みを探る。映画のような商業的文化も対象とし、グローバルな

視点から講義を進める。文化運営の単なる実践的ガイドではなく、経済学・社会学・政策学などによる学際的アプローチに

基づく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

イントロダクショ
刀F目的・定義・ア

vローチ

　全体の｛二二。講義の目的（アーツ・マネジメントの基本と

ｻの社会科学的背景の理解）、視点の設定（グローバルな観
_の採用）、アプローチの仕方（学際的アプローチ）、基本
T念の定義（アート、アーツ・マネジメントの定義）。

川崎　　賢一
i駒澤大学教

�j

川崎　　賢一
i駒澤大学教

�j

2
アーツ・マネジメン

g史

　アーツの制度とアーツ・マネジメントの歴史を概括する。

ｻの際、進化論的立場の重要性と西欧中心の歴史を紹介する。

ｯ時に、日本的視点・アジア的視点の今日的意義を明らかに

ｷる。

同　上 同　上

3

日本におけるアー
c・マネジメントの

nまり

　　　　　　　　　　　　　　　　｝@1990年頃より我が国において、アーツ・マネジメントへの
ﾖ心が急速に高まった。この背景である社会・経済的要因を、

P960年代のアメリカと対照しつつ探り、アーツ・マネジメン

gの現状と今後の課題を整理する。

河島　伸子
i同志社大学

赴ｳ授）

河島　伸子
i同志社大学

赴ｳ授）

4 文化の経済学

　文化の市場構造、文化団体の収支構造の特徴を文化の「外部

o済効果」をキーワードに説明する。市場的収入のみに依存す

髀､業的文化団体と、非市場的収入をも併せ持つ非商業的文

ｻ団体には、どのような行動の違いがあるのだろうか。

佐々木雅幸
i立命館大学

ｳ授）

佐々木雅幸
i立命館大学

ｳ授）

5
都市文化政策とア
[ツ・マネジメント

　都市再生の切り札としての都市文化政策の流行と定着、創

｢的な芸術産業を生み出すための文化的投資と文化的インキ
?xータの重要性に触れ、その一方で、文化事業や文化支出

ﾉ対する行政評価システム導入の背景を追う。
同　上 同　上

6

文化産業の経済と

�c利文化マネジ
＜塔g

　文化を生産・流通させていくためには、他の経済活動同様

ﾉ、資源を確保していくことが重要である。非営利的な文化
?ｮにおいては、資源調達先とサービス提供先が合致しない

ｱとがあるが、これはマネジメントにとってどのような意味

�揩ﾂのだろうか。

河島　伸子 河島　伸子

7
芸術創造のマネジ

＜塔g

　「芸術文化の生産を担う組織」を取り巻く環境、戦略的計画、

ﾓ志決定とリーダーシップのあり方を一般企業のマネジメン
gと比較しつつ明らかにし、経営学におけるナレッジ・マネ

Wメントのアート分野への適用を考察する。また、文化生産

g織の構成要素、組織のデザイン、スタッフ構成、グループ

_イナミクスなどを一般企業のマネジメントと比較しつつ明

轤ｩにする。

佐々木雅幸 佐々木雅幸

一7　3一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・・職名） （所属・職名）

映画などのポピュラー文化は、グローバルな社会に浸透し

ポピニ、ラー文化の ているが、メジャー系映画会社は、近年その市場支配力を更

8 マネジメント（1）：

f画産業

に強化している。その背後にある産業の経営戦略、それに対
Rするヨーロッパの映画振興政策、そして近年の技術：革新の

河島　伸子 河島　伸子

影響などを探る。

非営利の文化団体であっても、事業収入をいかに増やして

文化におけるマー いくか、ということ、すなわちマーケティング活動は重要な

9 ケティング・マネジ

＜塔g

課題である。マーケティングはさらに観客・社会一般との関

Wづくりにとっても大切な考え方である。今回はこのような
同　上 同　上

マネジメントの基本を理解する。

前回に続き、観客との関係作りを基礎にするマネジメント

を探る。既に観客となっている人々を超え、観客となる可能

10
アーツ・マネジメン

gと鑑賞者開発
性を秘めた人々を掘り起こしていく「鑑賞者開発」について明

轤ｩにする。
同　上 同　上

行政・美術館・商業ギャラリーが、美術館・マネジメント

に果たす役割を、比較社会的（欧米型とアジア型）に明らか

11
視覚芸術とマネジ
＜塔g

にする。その際、アーティストの関係や空間的インスタレー

Vョン・コラボレーションなどの意義も考察する。
川崎　賢一 川崎　　賢一

オペラ・クラシック音楽・演劇などの舞台芸術の特殊性と

それに起因するマネジメントの特性、プログラミングにおけ

12
舞台芸術とマネジ
＜塔g

るリスクとその回避のあり方、専門家の養成システムなど財

ｭ面での社会的支援システムについて国際比較を通じて検討
佐々木雅幸 佐々木雅幸

する。

CDや放送で聞かれる録音音楽の生産・流通における産業

ポピュラー文化の の構造、市場の特徴を探り、音楽における革新との関係を明

13 マネジメント
i2）：音楽産業

らかにする。またインターネットの発展にともなう音楽流通

ﾌ変革が、マネジメントに与える影響を探る。
河島　伸子 河島　伸子

CGやコンピュータ技術を用いたアートについて、そのボー

14
新しいメディア文
ｻとアーツ・マネジ

ダーレスな実態とその対応を分析する。メディアビジネス・

}イクロビジネスとしてのアート。その際、知的所有権・知
川崎　　賢一 川崎　　賢一

メント 識マネジメントのあり方などを検討する。
佐々木雅幸 佐々木雅幸

グローバルな文脈

　グローバルな文脈でアーツ・マネジメントを捉える必要性を述べる。その普遍的性格の一方で、非欧米文化の抱える問

15
におけるアーツ・マ

lジメント：まとめ
題や対応を紹介する（ディアスポラ・ジェンダー・エスニシ

eィなど）。また、日本社会の今日的問題も指摘し、今後を
川崎　　賢一 川崎　　賢一

と展望 展望する。
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＝数学の歴史（ζ03）＝（R）

〔主任講師 長岡　亮介（放送大学教授）〕

全体のねらい
　数学は、往古の昔より、人間の不思議な知的領域であり続けてきた。抽象的な概念を論じ、ときには「目に見えないもの」

や「常識では理解でいないもの」さえ扱いながら、「不可謬の論理」に基づいているがゆえに絶対的な厳密性と普遍的妥当

性をもち、それでいて、現実の生活にも深い関わりをもってきた。
　このような数学を、完成された学問体系として学ぶのは、能率の良い学習方法ではあるが、しばしば、受動的な姿勢を強

いられ、数学の技術的側面にしか注意が行かなくなる憾みがないとはいえない。本講では、ギリシャ時代から近現代までの

数学の形成の過程を、・それぞれの文化情況において見ることで、数学の立場から、認識の歴史を考察していく・現代の科学

文明を支える数学的思考の意味を再考する機会にしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

数学を歴史的過程において考えることの意義と問題点につ
いて、やや広い視野で考察する。また、講義全体の計画を（「幾

長岡　亮介 長岡　亮介

1 「数学の歴史」序論
何学時代」　「代数学時代」　「解析学時代」　「算術学時代」と

｢う分類の意味と合わせ）述べる。
（放送大学教

�j

（放送大学教

�j

ギリシャ数学の特質を、ユークリッドの『原論』の第一巻

を中心に論ずる。議論の素材は、今日「初等幾何」という名

幾何学時代の数学 前で親しまれている図形に関する厳密な論証であるので、高 同　上 同　上
2 （1） 等数学に経験のない人にも身近な話題であろう。

ユークリッドの『原論』の第五巻の「比例論」に焦点を当

て、ギリシャ数学が、通約不能量（無理量）のパラドクスを

3
幾何学時代の数学 克服して連続体をどのように扱ったかを論ずる。 同　上 同　上

（2）

アルキメデスの『放物線の求積につい』と『方法』を取り

上げユークリッド『原論』の対照的な彼の数学（近世の微積

4
幾何学時代の数学 分法的なアイデアと現代数学にも通ずる厳密な論証）を紹介

同　上 同　上
（3） する。

中世末期にスコラ学者の間で行われてギリシャ古典（特に

アリストテレース『自然学』）の研究（ルネッサンス）にお

5
代数学時代の数学 ける近代科学＝近代数学的特性の萌芽を見る。 同　上 同　上

（1）

中世アラビアにおける数学研究（特に方程式研究）を紹介

する。

6
代数学時代の数学 同　上 同　上

（2）

代数的記号法の発明と発達の歴史を紹介する。あわせて、

近世イタリアにおける方程式の研究を述べる。

7
代数学時代の数学 同　上 同　上

（3）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 謂　師　名

（所属職名） （所属職名）

近代合理主義哲学の祖デカルトの数学と哲学を述べる。「我

思う故に我在り」と、彼の数学との不可分の結びつきを考察

8
代数学時代の数学

i4）

する。
長岡　亮介 長岡　亮介

フェルマーによる新しい数学の開拓の様子を紹介する。カ

ヴァリエリやケプラーの業績を素材に初期の無限小解析の方

9
解析学時代の数学
iD

法論的特質を探る。また、ガリレオ・ガリレイの数学と力学

�?Sに新しい科学と新しい数学の結び付きを考える。
同　上 同　上

ニュートンの業績を中心に初期の微積分法の内容を紹介す
る。

10
解析学時代の数学

i2）
同　上 同　上

微積分法が、自在に応用されて、新しい分野を切り開いて

いった様子を、オイラーの業績を中心に紹介する。

11
解析学時代の数学

i3）
同　上 同　上

解析学時代の数学のパラダイムの変更が迫られる事件（振

弓弦論争）を紹介する。またフーリエによって導入された新

12
解析学時代の数学

i4）

しい手法（今日フーリエ級数と呼ばれているもの）を紹介す
驕B

同　上 同　上

噛

ラグランジュ、コーシ等、フランスのエコル・ポリテクニ
一クの「数学教授：」による数：学の改：革運動（解析学の厳密化）

13 算術時代の数学（D
を紹介する。

同　上 同　上

ディリクレ、リーマンによるフーリエ級数の研究を中心に、

董9世紀中葉における数：学の研究の方向転換を紹介する。

14 算術時代の数学（2） 同　上 同　上
「

ワイヤシュトラースを中心とする「解析学の算術化」運動

を紹介、あわせてカントルによる集合論の形成を歴史的な視 o

15 算術時代の数学（3）
野のもとで論ずる。

同　上 同　上
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＝初等微分積分学（℃2）＝（TV）

〔主任講師：　熊原　啓作（放送大学教授）〕

全体のねらい
　　1変数の微分積分学の入門をわかり易さに重点をおいて解説する。微分と積分を平行して説明する。高等学校において

微積分の導入と基礎を学習していることが望ましいが、まったくの初心者も理解できるようていねいに述べる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 関　数　と　変動 写像と関数、数と座標、極限値：、関数：の連続性
熊原　啓作
i放送大学教

�j

熊原　　啓作
i放送大学教

�j

2 導　　　関　　　数 微分係数、接線、導関数、微分、無限小 同　上 同　上

3
不定積分と導関数
ﾌ計算

　合成関数の微分、置換積分、単調関数、逆関数、原始関数、

s定積分、部分積分
同　上 同　上

4
指数関数と対数
ﾖ数

指数関数、対数関数、自然対数、対数微分法、双曲線関数 同　上 同　上

5
三角関数と逆三角

ﾖ数
　三角関数、三角関数の加法定理、三角関数の微積分、逆三

p関数
同　上 同　上

6 有理関数の不定積分
　有理関数、部分分数分解、有理関数の不定積分に帰着され

髏ﾏ分
同　上 同　上

7 定　　　積　　　分
　定積分、区分求三法、リーマン和、微分積分学の基本定理、

ﾏ分の平均値の定理
同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 平均値の定理
　平均値の定理、ロルの定理、コーシーの平均値の定理、不

闌`の極限
熊原　啓作 熊原　啓作

9 テイラーの定理
　高階導関数、ライプニッソの公式、テイラーの定理、剰余

同　上 同　上

10
関数の増加と減少、

ﾉ値
増加、減少、極大、極小、凸凹、変曲点 同　上 同　上

●

11 積　分　の　拡張
　非有界関数の積分、無限区間における積分、ガンマ関数、

xータ関数
同　上 同　上

12 面積　と　体積 平面図形の面積、曲線の長さ、回転体の体積・表面積 同　上 同　上

13 平　　面　　曲　線 パラメター表示、長さ、曲率、憎憎線、縮窄線 同　上 同　上

14 級　　　　　　数 無限級数、整級数、マクローリン級数 同　上 同　上

15 簡単な微分方程式 1階微分方程式、2階線形微分方程式 同　上 同　上

付録．棒限と連続
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＝二二代数入門（℃3）＝＝（TV）

〔主任講師 長岡　亮介（放送大学教授）〕

全体のねらい
　数理科学諸分野の勉強を志す人に必要な線型代数の基本部分の確実な理解を主目標におきつつ、必ずしも技術的な知識に

こだわらず、むしろ現代数学の方法論的特徴：が実感できるような講義を目指す。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

線型代数における基本的な問題意識と手法の基礎にある考

え方を、歴史的な視座と大学以前に学んだ数学との対比を使
長岡　亮介 長岡　亮介

1 線型代数入門入門
って解説する。さらに講義の流れと目標について触れる講義

S体の鳥回避的な把握を目標とする。
（放送大学教

�j

（放送大学教

�j

次の2回と会わせ、線型代数を理解する上で必須の現代数

学の基礎概念について実用的観点と方法論的観点を両睨みに

2 現代数学入門（1）
して入門的な解説を行う。今回は主として集合の基礎概念に

ﾂいて述べる。
同　上 同　上

前回に引き続き、線型代数を理解する上で必須の現代数学

の基礎概念について実用的観点と方法論的観点を両睨みにし

3 現代数学入門（2）
て入門的な解説を行う。今回は主として、写像と述語論理の

賰b概念について述べる。
同　上 同　上

前回に引き続き、線型代数を理解する上で必須の現代数学

の基礎概念について実用的観点と方法論的観点を両睨みにし

4 現代数学入門（3）
て入門的な解説を行う。今回は主として、代数構造の基礎概

Oについて述べる。
同　上 同　上

解析幾何の必須基礎概念である座標の概念を反省的に捉え
返し、これによって、線型代数の基本にあるベクトルの概念

5 ベクトルの基礎概念
を導入する。また、規範的なベクトルとして、数ベクトルと

ｻの演算を学ぶ。線型従属、線型独立、次元という線型代数：
同　上 同　上

でもっとも重要な基礎概念はここで直感的に理解される。

ベクトルの演算を介して行列とその演算を導入する。行列
の演算の”非日常的’な代数的構造を理解する。

6 行列の基本概念 同　上 同　上

現代代数学的な立場から逆行列を導入し、連立一次方程式

を逆行列の立場から見る。また、正則性の概念の重要陛：を理

7
逆行列の概念、正則 解する。 同　上 同　上
行列の概念

掃き出し法と呼ばれる連立一次方程式の解法を通じて行列

の基本変形を学ぶ。

8 連立一次方程式 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 鵠　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

連立一次方程式の方程式の解法を通じて、解の自由度、さら

には、階数の概念を講ずる。

9 階数rankの概念 長岡　亮介 長岡　亮介

置換の概念、対称式・交代式の概念をやや抽象的な立場も

含めて講ずる。

10 行列式に向けて 同　上 同　上

置換を用いた行列式の定義と、それと同値な行列式の多重

線型性に基づく定義を与える。行列式の幾何学的な意味と具

11 行列式の概念
体的な行列式の計算を学ぶ。

同　上 同　上

煩雑な行列式の計算を実際に行うための様々な工夫につい
て述べる。

12 行列式の計算 同　上 同　上

逆行列に対する行列式の立場からのアプローチを紹介す
る。その副産物として、古来有名な連立一次方程式の解の公

13
余因子行列の概念、

bramerの公式

式を導出する。
同　上 同　上

騒

線型空間の元や線型写像が基底を通じて数ベクトルや行列

として“河蝕的に”捉えられることを学ぶ。

14 線型写像と基底 同　上 同　上

本講義で未解決の問題を提起し、更なる発展の道筋を展望
する。

15 今後の課題と展望 同　上 同　上
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＝線型代数H（900）＝＝（TV）

〔主任講師 長岡　亮介（放送大学教授）〕

全体のねらい
　主として数理科学諸分野の勉強や研究を志す人のために、線型代数1’99で講じた線型代数学の基本部分の理解を前
提として、諸領域での応用を目指したやや発展的な講義を行う。放送授業においては線型代数学の理論的核心と方法論
的特徴が見えるような講義を、他方、印刷教材においては内容的に整理したやや詳しく厳密な叙述を、心掛ける。した

がって講義と印刷教材は一致しないところもある。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 講義の目標と流れ

　「線型代数1’99」で学んだ内容を概観し、解決された問題、
｢解決の問題を整理する。本講義に必要な予備知識が明らかに
ﾈるであろう。また煩雑な計算に対するCAS（Co即uter
`lgebra　System）を利用したアプローチも紹介する。そして抽象
Iな線型空間論に向かって、抽象代数の方法論的な準備を整え
驕B

長岡　亮介
i放送大学

ｳ授）

長岡　亮介
i放送大学

ｳ授）

2
線型空間と計量線

^空間

　線型空間の公理的定義を与える。　“ベクトル”の厳密な定義
ｪここで明らかにされる。これととりあえずは区別された計量
T念の導入を通して素朴に理解された「距離」や「角度」の概
Oを理論的にとらえ返す。さらに、抽象的な線型空間の概念を
ﾊじて実ベクトル空間以外の「不可能なj線型空間の概念を構
zすることの意義を理解する。複素数に関する初歩的な知識は
`頭でごく簡単にまとめる。

同　上 同　上

3 線型写像と
ｻ　の　表　現

　「線型代数1’99」で学んだように数ベクトル空間上の線型写
怩ｪ行列で表現できることの復習から、一般の有限次元線型空
ﾔ上の線型写像が基底によって定まることを講ずる。一般的な
賴鼕T念を理解するための準備として、基底の概念に暗黙に含
ﾜれていた“単位性”、“直交性”を概念的に定式化してお
ｭ。

同　上 同　上

4
基底の取り替えと
?^写像

　線型写像の表現は、基底により定まるはずであるから、基底
�謔闡ﾖえることによって、表現も変更を受ける。この変更の
d組みを把握する。

同　上

　　　、

ｯ　上

5
線型変換に関する

s変性

　線型変換与えられた線型変換によって“変らない部分”　（線
^変換についての不変部分空間）の概念とこれに対する表現行
�ﾌ特性を見る。これによって固有値、固有ベクトルの概念を
?�ｷる。

同　上 同　上

6 固有値と対角化
　固有空間と固有値の概念を不変部分空間からの自然な発展と
ｵてみる。もっとも基本的な応用として、対角化の問題（可能
ｫの判定、計算手順）を主として実行列の範囲で取り上げる。

同　上 同　上

7 固有値問題の
栫@　用　　　（1）

　対角化の有効性を明らかにするために固有値問題の応用とし
ﾄ、手始めに、線型差分方程式（漸化式）によって帰納的に定
`された数列の一般項を求める計算や線型連立微分方程式への
棊pを取り上げる。

同　上 同　上

一8　1一



回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 固有値問題の
栫@　用　　（2）

　2次形式の概念を解説し、固有値の概念を通じてその分類がで
ｫること、それが、いわゆる2次曲線、2次曲面の分類へ応用で
ｫることを具体的に紹介する。

長岡　亮介 長岡　亮介

9 商空間、双対空間
　商集合、双対性、同型性という現代数学のキー概念を線型空
ﾔを例にとって解説する。

同　上 同　上

10
エルミート行列と

?jタリ行列

　複素計量空間における共役変換の概念と正規行列の概念を紹
薰ｷる。複素空間を考えることの理論的な優位性を明らかにす
驕B

同　上 同　上

11 Jordanの標準形
@　　（1）

　幕零変換、幕零行列を通じて、対角化することのできない行
�ﾉついて、これに準ずる、Jordanの標準形と呼ばれる、実用
Iに重要な概念を紹介する。

同　上 同　上

12 Jordanの標準形
@　　（2）

　罧零行列の標準形からはじめて、Jordanの標；準形を作るアル
Sリズムを講ずる。

同　上 同　上

13 固有値問題の
栫@　用　　（3）

　Jordanの標準形を踏まえて線型微分方程式や、2次曲面の分
ﾞなどについてより広いアプローチを紹介する。

同　上 同　上

14 線型代数の
栫@　用　　　（1）

線型計画法を中心に線、型代数の応用を具体的に紹介する。 同　上 同　上

15 線型代数の
栫@　用　　　（2）

情報理論などから線型代数の応用を具体的に紹介する。 同　上 同　上
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＝確率と統計（’01）＝（R）

〔主任講師 釜江　哲朗（大阪市立大学教授：）〕

目明鰻懸隔犠両両獺擁蹴三囲ら魏難鰭
解析が行えるようになることをねらいとする．

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
確率の考え方と
m率の用いられ方

　確率をどう考えるかについての考察を行う。パスカル以来のさ
ﾜざまな考え方を紹介するとともに、現在どういうところで確
ｦが用いられているかを紹介する・

釜江　哲朗
i大阪市立

蜉w教授）

釜江　哲朗
i大阪市立

蜉w教授）

2 場合の数と確率

　配列の数、組み合せ数を用いた場合の数の計算と・それに基
ﾃく確率の計算を例題を解く形で論じる．組み合わ数に関する基

{性質の復習も行う。

同　上 同　上

3 確率事象　と
ｻの計算法則

　確率事象とは何かを説明し、それらの和や共通部分・背反事
ﾛの和の確率を論じる．確率事象の間の関係が集合の場合と同様
ﾉ、ペン図式で表されることと、確率と面積の類似性を用い
ﾄ、確率の加法性を導く。また、条件付確率を導入する・

同　上 同　上

4

確率変数とその期
ﾒ値、確率変数列
ﾌ独立性

　確率変数の概念を導入する。また、実数値確率変数の和や積・
咜ﾒ値・分散を論じる。期待値の線形性を導く・また・独立確率

ﾏ数の積の期待値について論じる．

同　上 同　上

5 離散確率分布
　2項分布、ポアソン分布、幾何分布、超幾何分布を導入し・

ｻれらの実例、平均と分散を論じる。
同　上 同　上

6 連続確率分布
　一回分布、指数分布、正規分布を導入し、それらの実例・平

ﾏと分散を論じる。
同　上 同　上

7
大数の法則と中心

ﾉ限定理

　独立確率変数列についての大数の法則を導く．また、中心極限
阯揩ﾉついて説明し、その意味を具体例とともに論じる・

同　上 同　上



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
ランダム・ウォー
Nとブラウン運動

　ランダム・ウォークの導入とランダム・ウォークに関する確率の計算をいくつか行なう。また、その極限としてブラウン運動を導く。ブラウン運動の応用も論じる。

釜江　哲朗 釜江　哲朗

9
統計の考え方と意

｡
同　上 同　上

10
仮説検定の考え方
ﾆその意味 同　上 同　上

11
推定の考え方とそ
ﾌ意味

　区間推定と点推定を論じる。不偏性、一致性、最小分散性等の
?閧ﾌ良さの基準を導入する。また、具体例をもとにこれらの意
｡を紹介する。

同　上 同　上

12
正規母集団に関す
骭汳閨E推定

　正規母集団における分散既知の場合の平均の検定・推定、分散未知の場合の平均の検定・推定、平均未知あるいは既知の場合の分散に関する検定・推定を論じる。これに関係して、t一分

z、κ2一分布、F一分布を導入する。

同　上 同　上

13 適合度検定 κ2一分布を用いた適合度検定を具体例をもとに論じる。 同　上 同　上

14 分　散　分　析
　F一分布を用いた分散分析を導入し、母集団の同一性等の検定
�sう。 同　上 同　上

15 最小　2　乗法
最小2乗法の意味を論じ、その解としての正規方程式を導く。

ｱれによる未知母数の決定を論じる。 同　上 同　上
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＝物理の世界（‘03）＝（TV）

〔主任講師：　生井澤　寛（帝京平成大学教授）〕

〔主任講師：　波田野　彰（帝京平成大学教授）〕

全体のねらい
　ここ数年の傾向として、高等学校における科目選択や大学入試において、自然科学、特に物理学は嫌われているらしい。

その主な理由は、難しい、具体的なイメージがつかめない、訳の分からない数式や概念ばかり出てくる、等だと言う。世の

中には、物理以外にも面白いことはいつぱいあるし、物理を知らなくとも困ることはない、と思う人は多い。だが、物理を

初めから好きだという人は別としても、物理にあこがれたり、その深淵に触れてみたいという人は相変わらず多い。こうい

う人達を捉えることがうまくできないとしたら、教える側にも責任はあるにちがいない。

ここでは、物理の嫌いな人には、物理が身近になったなあと、物理を好きだという人にはより好きになった、と思ってもら

えるような「物語」として話を進めていこうと思う。だからあえて、物理学とは言わない。また、物理を身近に感ずるため

には、体験が要る。身の回りのものでやれる実験を用意するので、自分でやってほしい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 物理とは何だろう

　物理は、自然科学の基礎と言われる。では、物理は一体何
�且閧ﾉする科学なのだろうか。自然を相手にするとき、色々

ﾈ切り口があるが、この講では、大きさ、言い換えると長さ

ﾌ尺度を中心に見ていって、物理の相手が何かを見ていこ
､。もっとも小さい相手（素粒子）ともっとも大きい相手（宇

?jを比べると、10の後に60個以上もの0がっくほどの違い
ｪあることがわかる。物理は、こんなに広い世界を相手にす

驍ﾌである。

生井澤　寛
i帝京平成大

w教授）

生井澤　寛
i帝京平成大

w教授）

2 力って何だろう

　あの人は力持ちだとか、政界にカがあるなどと、私たちは

叝崧Iに力という言葉を使っている。では、物理で言うカと
ﾍ何だろう。実は、物理の最も重要な目標は、自然界に存在

ｷるカが何かを探りその力の原因を追究することだと言って
謔｢。だから物理では、力についの定義は、きっちり定めら

黷ﾄいる。この講では、カについて、もっとも基本的なこと
�Aカが物体の運動の何と結びつくかを追及しながら学んで

sこう。

同　上 同　上

3
力は何を産み出す
ｩ：運動と仕事

　力は、物を結合させたり、動かしたり、仕事をする。前の

uに続いて、カが運動の何と結びつくかをさらにつきとめる。

ｻうすると、運動に関する基本法則がわかるとともに、カの
ｫちんとした定義が見えてくる。つぎに、力のする仕事につ

｢て考える。仕事を物理的にきっちり定めると、エネルギー
ﾆその保存則という、物理でもっとも大切な概念に到達する。

同　上 同　上

4 熱とはなんだろう

　今日は風邪で熱があるとか、熱のこもった演説とか言う。

ﾅは、熱とは何だろう。　「熱」には形容詞としての「熱い」

ﾆ名詞としての「熱」という意味の二通りの使い方がる。つ
ﾜり、程度と量としての使い方である。前者からは「温度」

ﾆいう概念が生まれ、後者からは第3講で学んだ仕事と同じ、

Gネルギーの一形態としての「熱」という物理量であること

ｪわかる。この関係を追求すると、温度と熱についてふだん

ｩら知っている当たり前のことから、きわめて基本的な法則

ｪ見えてくる。

波田野　彰
i帝京平成大

w教授）

波田野　彰
i帝京平成大

w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

5
熱は全部仕事に変
ｦられるか

　第4講で熱は仕事と等価であることを知った。仕事は全部

Mに変えられる。では、熱は全部仕事に変えられるのだろう

ｩ。実は、この答えは、誰でも知っている。環境にやさしい、

R費効率の良いエンジンを開発しようという努力は、実は、

R料の持つエネルギーの全てを仕事に変えることが出来ない

ｽめにやむを得ずする努力なのである。熱を仕事に変える効

ｦをより良くしよう、と言う努力が、熱についてのもう一つ

ﾌ重要な基本法則を導いた。

波田野　彰 波田野　彰

6 水　の　不　思議

　水は生命を育んだ。水なしには生物は存在できない。物理

ｾけで、水のこの役割を全てときあかすことは出来ないが、

謔S講から第5講にかけて学んだことをもとにして、水の基
{的な性質を考えよう。まず、水に限らず、全てのものが置
ｩれた条件の違いで示す姿（相）と相の間の変化の様子につ

｢て見ていく。つぎに、水の特異性について探り、なぜ水が

ｶ命を生み出し、どのように現在、私たちの住む生命圏を作

闊ﾛ持しているかを見る。

生井澤　寛 生井澤　寛

7 波　　は　場　　だ

　バネに重りをつけ、引いてから放すと振動する（調和振動）。

ﾅは、沢山の重りの間をバネでつないでいったら全体ではど
､いう運動をするだろうか。答えは波であることを見る。こ
ﾌ重りとバネの系は、実は、物質のごく単純化された模型

ﾆみなすことができるだけでなく、波を場という概念で捉え

驍ｱとを可能にする。そして、振動や波は、物理に限らず、

ｩ然界で安定な状態を少し乱したときに必ず表れる普遍的な

^動（励起）状態であることを見ていく。

同　上 同　上

8

　●

�@　　も　　　波

　音と光を例にとって、前講で見た振動と波の基本的な性質

�Tる。特に光は、レーザーのペンライトで見るように、ま
ﾁすぐ進み、鏡にあたれば反射し、水に入ると曲がる（屈折）

ﾌで、ニュートンですら小さな粒だと考えた。一方、シャボ
搭ﾊは虹色に輝き、水面の油の膜もやはり虹色に見える。こ

黷轤ﾍ光を小さな粒とすると説明できない。では、光は何か。

ﾚしく調べると、光は波長の短い波であり、後で学ぶ電磁波

ﾌ一種であることがわかる。さらに、波長の異なる波をたく

ｳん重ね合わせると、粒子のように動く魂を作ることが出来

驕Bこれは、第11講と12講で見るミクロの世界の理解へ
ﾌ橋渡しとなる。

　　同　上 同　上

9
電気無しでは生き
轤黷ﾈい

　電気が無ければ、ふだんの生活も生産活動も情報交換も麻

ワ�ﾔになるだけでなく、私たちも、原子も分子も存在でき

ﾈい。では、電気とは何か。電気の正体を探っていくと、電

ﾗとその運動に行き着く。さらに、磁気ができる原因も分か

ﾁてくる。そして、電荷の間の力が物を作り上げる基本的な

ﾍの一つであることもわかる。電磁気の現象の理解は、ミク
高ﾌ世界の理解が無くては完結しないのである。ここでは第

V講で学んだ場の概念が不可欠となる。電磁気を場（電磁場）

ﾆとらえることで理解が深まるとともに、ミクロの世界が見
ｦてくるであろう。

同　上 同　上

10 電気を作る

電気を作るにはどうしたらよいのだろうか。また、電気によ

ﾁて、モーターはどうして動くのだろうか。前の構でわかっ

ｽことから、簡単な発電器とモーターを作って動かしてみよ
､。こうして電気は、仕事と互いに変換し合うことがわかる。

ｼにも電気は、照明（光）や、電話（音）、ヒーター（熱）

ﾌ例のように、他の形のエネルギーと容易に変換しあえるこ

ﾆも見ていこう。さらに、光も実は、電磁場の振動＝電（磁）

gの一部であることを第8講より詳しく見て行こう。

同　上 同　上
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画 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11 量子　っ　て何

これまでの講に出てきた物理は、その骨格がすでに互9世紀の

魔ﾜでできあがっていて、古典物理と言われる。20世紀にな

驍ﾆ、この古典物理では理解できない現象が次々に見つかり・

ｻ代物理の世界に入ることになった。その代表的な例として・

iｷ物体から出る光の色と温度の関係（黒体輻射）、光を当
ﾄたとき金属から出る電子と光の波長の関係（光電子効果）・

ｷ度の低いときの比熱と温度の関係（低温比熱）、放射能を

謔闖繧ｰて、量子が何かを突き詰めていく。また、電子と原

q核から原子がどうできるかにも触れよう。

生井澤　寛 生井澤　寛

12
電子無しでは生き

轤黷ﾈい

　前の講で学んだ量子的な性質を持ち、原子や分子の主役で、

ﾜた、私たちの日常生活に欠かせない色々な電子機器の働き

�Sっているが、電子である。電子はマイナスの電荷を持っ
ｽ軽い粒子であると同時に、量子の世界では、光と同様の波
ﾆして振る舞い、磁気も持つ。電子は原子や分子で主役とし

ﾄ振る舞うこと、私たちの身の回りの物は電子が形を作って
｢ること、色々な日常の変化も電子が主役であることを学ぶ・

ﾜた、電子の働きを私たちは目的にかなうように制御する技

pを持っている。この技術は電子工学と呼ばれているが・そ
ｱでは電子がどのような役割を演じているのだろうか。真空

ﾇの中での電子の振る舞い、半導体という物体での電子の振

髟曹｢を通じて、その制御の仕組みを学ぶ。

波田野　彰 波田野　彰

13 素粒子の世界

　電子を通じて、ミクロの世界の一端を見た。電子は軽いが・

ｨの質量のほとんどを担う原子核とともに、原子や分子を作
閨Aその性質や、私たちが目にする物質を作る際の基本的な

�р�ﾊたすことを見る。では、原子核は何で出来ているか。

ｻして、この世界の究極の構成要素は何であり、どうやって・

ｱの世界が出来るのか。これらを突き詰めるのが素粒子の研

?ﾅあり、これからの物理の大きな課題でもある・

生井澤　寛 生井澤　寛

14 光に追いつくか

　20世紀に、量子とともに現代物理を作ったもう一つの物理

ｪ、相対論である。相対論は、光の速度に近い高速で運動す
髟ｨ体の振る舞いを理解することから始まった。そして・古

T物理の世界では互いに独立と考えられていた時間と空間
ｪ、互いに離れがたい関係にあることを示してくれた。さら

ﾉ時間と空間を、統一した場の入れ物と考えると、素粒子の
ﾝならず重さのある物の間に働く重力の起源が理解できそう

ﾅある。宇宙規模での世界の理解がどこまで進んだかを見て

@　，｢こつ。

同　上 同　上

15 環　境　と　物理

　物理をはじめとする自然科学と、それをもとに生まれた技

pの進歩は、私たちの生活を豊かにしたが、その半面・様々
ﾈ形で公害を産み出し、地球の生命圏自体を脅かすほどにな

ﾁている。なぜこうなったかは、第5講と第6講とで学んだ
抹ｿによって、地球の安定性が大きく乱されたためであるこ
ﾆをみる。では、この事態をどう解決するか。それはまた、

ｩ然科学や技術を生んだ物理を初めとする科学の役割でもあ

驕B物理の立場から、環境問題の解決策を探り、私たちにで

ｫる工夫を産み出すための提言をともにしていきたい・

波田野　彰 波田野　　彰
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＝科学・技術と社会（‘03）＝：（R）

〔主任講師：　池内　了（名古屋大学教授）〕

全体のねらい
　20世紀に入って、科学・技術は異様な勢いで発展した。それによって、人々の生活は便利で快適で健康的なものとなり、

生産力が上がって多くの人々が飢えから解放され、医学の進歩によって人々の平均寿命は飛躍的に延びた。しかし、科学・

技術は、戦争に動員されて多くの人々を殺傷し、環境破壊の一端を担い、災害に脆弱な都市構造を現出させることにもなっ

た。このような、科学・技術のさまざまな負の側面が多く指摘されるようになった現在、私たちは科学・技術とどのように

付き合っていくかを真剣に考えねばならない。本講義では、科学・技術と社会を巡るさまざまな問題を取り上げつつ、科学

者・技術者の倫理規範や21世紀のあるべき科学・技術と社会の関係について考えてみたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
科学・技術と社会の

ﾖ係

　20世紀における科学・技術と社会の緊密な結びつきと、そ

黷ﾉよって生じているさまざまな問題を見ながら、人類の未

?�lえていく上で、社会は科学・技術とどのような関係を
zくべきかについて本講義の概論を述べる。

池内　　了
i名古屋大学

ｳ授）

池内　　了
i名古屋大学

ｳ授）

2
科学・技術の起源と

ﾐ会における役割

　ホモ・サピエンスから古代の科学にいたるまでの人類の知

ﾌ獲得の歴史と、その過程における技術の獲得と科学の萌芽

ﾉついてまとめる。科学的思考は観察から始まり、野生動物
ﾌ家畜化や植物の栽培などの試行錯誤を繰り返し、星や太陽

竚獅ﾌ運行を観察することにより時間や季節の概念を確立し

ﾄきた。これらについての西の科学と東の科学の比較も試み
驕B

同　上 同　上

3
近代科学の成立と
Z術との結びつき

　17世紀に起こった科学革命、18世紀の産業革命、19世紀の

ｭ明家の時代を、科学・技術の成立と相互関係の変遷の歴史

ﾆして整理する。科学と技術は別々の歩みをしつつ、ルネサ
塔X、大航海時代、宗教改：革などの時代背景と影響し合って

ｫた。また、市民と科学者との関係などにも触れる。

同　上 同　上

4
科学者の登場と技
p者の勃興

　19世紀後半から工場生産が進展し始めると同時に、scientist

ﾆ呼ばれる自立した科学者が本格的に登場する。科学の成果

ｪ技術を通じて製品化され、社会や人々の生活に入り込むよ
､になったのである。その典型が電気で、電磁気学の完成か

逑d気の利用まで大した時間がかからなかった。20世紀に入

ﾁて、分業による大量生産方式が導入されるにおよんで、科

w・技術・社会の関係が急速に強められていった。

同　上 同　上

5 戦争と科学・技術

　ギリシャのアルキメデス以来、科学者の戦争への協力はあ

ﾁたが、それが組織的になり、科学者・技術者の動員が大々
Iに行われたのが第1次世界大戦であった。科学は国家の重

vな1部門となり、国家が科学研究のスポンサーとなった。

ｳらに第2次世界大戦では、マンハッタン計画で象徴される
rッグサイエンスが国家の手で遂行されるようになり、科学

ｪ国家の威信を表すようになった。軍事技術と民生技術の比

rなど、技術開発の在り方も考えてみたい。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・・職名） （所属・職名）

20世紀後半には、科学の国家による制度化がいっそう進行
し、科学の技術化の時間もいっそう加速されるようになった。

同時に、企業が技術開発の主体となるにつれ、市場（経済）

6
20世紀後半の科 の論理が科学・技術にも大きく影響するようになった。また、

池内　　了 池内　　了
学・技術と社会 石油化学工業や原子力工業などによる環境問題が生じてくる

とともに、他方ではマイクロ・エレクトロニクスによる情報

化が急速に進展した。

工業化社会の根幹は、エネルギーや資源をいかに確保する

かが国家安全保障と結びついたことであった。それがさまざ

まな国家間紛争の根源であったが、石炭から石油へのエネル

科学・技術と社会を ギー源の転換は、国際政治の枠組みに大きな影響を与えた。

7 巡る問題（1）エネ やがて、ローマクラブによる「宇宙船地球号」というキャッ 同　上 同　上

ルギー・資源問題 チフレーズが有限の資源と環境を想起させることになった
が、高度成長時代を迎えてその警告は無視されてしまった。

しかし、21世紀半ばには確実に当面する問題である。

かつて、環境は無限の容量と浄化力を持つと考えられ、大

量廃棄を前提とする生産システムが常であった。ときどきに

は悲惨な公害があったが、それらはローカルな問題として処

理されてきた。しかし、生産活動が地球規模となり、その影

科学・技術と社会を 響も地球規模で発現するようになった。また、オゾン層の破

8
巡る問題（2）地球
ﾂ：境問題

壊や環境ホルモンのような、化学物質による地球の汚染は、

n球上の人間誰もが加害者にも被害者にもなるという事態と
同　上 同　上

なってきた。ここにおよんで、1国に閉じず、地球全体で環
境問題に対処しなければならなくなっている。京都議定書の

実行のように、まだその取り組みは不十分であり、21世紀に

持ち越された問題である。

マンハッタン計画で開発された核兵器は世界中に拡散し、

今や人類を3回も皆殺しできるほど過剰蓄積されている。こ
れまで、さまざまな核兵器の禁止条約の取り決めがあったが、
まだ不十分なままである。また、原子力発電所は、世界中で

科学・技術と社会を 500台近くも稼働する状態になっており、放射性廃棄物問題や

9 巡る問題（3）人類 同　上 同　上

と核 険性が懸念される。さらに、原子力発電所の事故による核汚

染の危険性とともに、原子炉へのミサイル攻撃の可能性も否

定できず、21世紀は依然として核と向き合わねばならない。

分子生物学の急速な発展とその医薬・農業・畜産への応用

は、止まることなく拡大している。特に、遺伝子組み換え作

物の普及は農業に大きな影響を与え、遺伝子操作によるクロ

一ン動物の作成は次世代の人間に適用される可能性を孕んで

いる。ゲノムの解読によって遺伝子治療がいっそう進み、胚

幹細胞の利用によって臓器作成も可能になるかもしれない。

10

科学・技術と社会を

р髢竭閨i4）神を
21世紀はバイオの時代と呼ばれるように、さまざまな形での

ｶと死の操作が盛んになるだろう。しかし、それらがどのよ
同　上 同　上

演じる うな影響をもたらすかについては、まだまだわかってはいな
い。

一9　O　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・，職名）

IT革命という言葉が流行しているが、　ITを用いた情報流通

や企業活動の能率化を直接意味しているだけでなく、学校や

11

科学・技術と社会を

р髢竭閨i5）情報
ｻ社会の行方

図書館、議会や裁判所など、現在機能しているあらゆるシス
eムが大きく変化する可能性も考えておかねばならない。さ
轤ﾉ、ロボット社会の到来や人口知能の普及など、社会のさ

ﾜざまな局面にコンピューターが入り込み、それとの協調の
繧ﾅ社会が成り立っていく、という側面も考えておかねばな

轤ﾈい。むろん、情報化社会になったからといって生産活動

池内　　了 池内　　了

がなくなるわけではないから、それとの格差や矛盾も生じて

くる可能性もある。より大きな視点で情報化時代を迎える21

世紀を傭轍する必要がある。

科学・技術の影の部分がクローズアップされるにつれ・そ

れに携わった科学者・技術者の倫理が問われるようになって

｢る。科学は単に好奇心だけで進めて良いのか、技術がもた
轤ｵた厄災に技術者はどのような責任が求められるのか・科

12
科学者・技術者を巡

髢竭

学者・技術者のプロフェッショナル・ディシプリンとは何か、

ﾈど社会との関係を念頭においた科学者・技術者の倫理規範

�沒｢すべきではないだろうか。さらに、サイエンス●ウォ
[ズで象徴：される科学と哲学の関係、科学におけるジェンダ

同　上 同　上

一構造など、科学・技術をより広い社会的視点で見直すこと

も求められている。

これまで述べてきたような問題は、21世紀においていっ
そう深刻化するとともに、科学や技術の在りようも異なって

くる可能性がある。例えば、科学の分野では、環境問題のよ

13
21世紀の科学・技

pと社会

うなさまざまな要素が複雑に絡み合った複雑系の科学や文
n・理系の壁を取り払った学問の総合化が大きな目標となる

ｾろう。また、技術分野では、これまでの大型化・集中化’

齬l化の技術体系から、小型化・分散化・多様化の技術が重

v視されるようになるだろう。それによる資源の有効利用’

z環型社会・自立した地域社会の実現が目標とされることに
ﾈるだろう。そのような科学・技術の転換の中で新しく社会

同　上 同　上

との関係を構想する必要がある。

　現代は、科学・技術と市民の間の連携が途切れている。そ
黷��怩ｵ、市民社会の中で科学・技術の中身が語られ・市

14
科学・技術を転換さ

ｹる原動力

民自身の選択によって、その将来が決まっていく・そんな仕

gみを早く作る必要がある。そのためには、市民と科学者●

Z術者の対話が重ねられ、相互信頼を確立することが先決で

?驕Bその条件として、情報が公開されること、環境や公衆
同　上 同　上

の安全を第1とする予防原則を確立すること、アセスメント

?cなど市民と科学者・技術者の協力の上で政策を立案して

ゆくこと、などを真剣に考えねばならない。

21世紀は、よりいっそうグローバル化が進展するだろう。

15
グローバル化時代

ﾌ私たち

資源獲i得競争が激しくなり、第3世界の経済発展が進み、世

E的規模の分業が進み、そして何より環境問題のような地球

K模で対処しなければならない問題が深刻化すると予想され

驕B世界全体が敵対し合うのか協調し合うのかの大きな岐路

ﾉ立たされることになる。この困難を乗り切っていくために

ﾍ、私たち自身が真にグローバルな発想を持ち、科学・技術

同　上 同　上

の有効な利用とその健全な発展を正面に据えた取り組みをし

ﾈければならない。循環型地球社会の建設という大きな目標

を掲げて21世紀を希望ある時代としたいものである。

一一
@9　1　一一一





＝物質の世界一化学入門（‘02）＝（TV）

〔主任講師1　平川　暁子（放送大学名誉教授）〕

〔主任講i師：　濱田　嘉昭（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　自然界は物質で構成されており、私たちの身のまわりで起こる現象は物質の性質と変化によるものである。現在と未来の

生活の安全と豊かさについて考えるとき、物質についての基礎知識は不可欠である。本科目では物質の世界の基本的な事項

を化学の体系としてわかりやすく解説し、自然環境と技術開発の問題についても考える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
物　質　の　世　界

「一ﾊに「物質は原子や分子からできている」と説明されて

｢るが、実際に手に触れる物質と原子・分子との関係は自明

ﾅはない。それが解明されるに至った過程を説明し、生活の
?ﾅ、物質について正しい理解をもつことの大切さを示す。

平川　　暁子
i放送大学名

_教授）

_田　嘉昭
i放送大学助

ｳ授）

平川　　暁子
i放送大学名

_教授）

_田　嘉昭
i放送大学助

ｳ授）

2 原　子　と　分子

　物質を理解するには、その構成要素である原子・分子の特

ｫと、それらを正確に記述する科学の言葉を知ることが必要
ﾅある。この回では、原子・分子の基本的事項を解説し、そ

ﾌ化学的表現に慣れることによって、物質の理解が深まるよ

､に平易に説明する。

同　上 同　上

3
化学結合と分子の

¥造

　自然界にある多種類の物質は原子間の化学結合によってで
ｫる。化学結合の種類と、各結合によってできた物質の特徴
�燒ｾする。また、分子の形や性質と化学結合との関係を、

ﾍ型やCGを使ってわかりやすく説明する。
同　上 同　上

4
物質の変化（1）・　状　態　変化

　物質の多様性は、分子の種類の多様性だけでなく物質が変

ｻすることによって現れる。この回では、状態変化を日常の

o験と関連させて説明し、物質により状態変化に違いがある
ｱと、その理由は分子の運動や分子間力の違いによることを

ｦして、物質の多様性の統一的な理解をはかる。

同　上 同　上

5
物質の変化（2）

@　化学変化

　化学変化について日常の経験と関連させて説明し、化学反

桙ﾌ本質とその法則を理解する。化学反応が起こるときの、

ｨ質の量の関係・熱量の関係などを理解することが、生活の
?ﾅも重要であることを示し、物質の定量的な取り扱いにつ

｢て説明する。

同　上 同　上

6 物質　の混合

　自然界が多様性を示す原因の一つは混合である。物質は原

q・分子の集団であり、組成の種類・数・混合状態によって

Vたな性質が現れること、混合の不可逆性などを実例によっ
ﾄ示す。濃度の正しい取り扱いは日常でも重要であり、それ

ﾉ慣れるように説明する。

同　上 同　上

7 水溶液と酸・塩基

　自然界で最も多い混合物は水溶液である。水溶液の特性は

ｶ物の生存にも重要な役割をしている。水素イオン濃度（p
g）・酸・塩基など日常でもよく使われる言葉の意味を、化学

Iに正しく理解できるように、わかりやすく説明する。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

化学反応は結合の組み替えであり、その際には、電子の授

8 酸化　と　還元

受が起こる。見かけが違っていてもほとんどすべての反応は、

_化反応と還元反応として説明される。有機物の燃焼も、金
ｮの酸による溶：解も、電池の電圧も、電子の動きで統一的に

燒ｾできることを示す。

平川　暁子

_田　嘉昭

平川　暁子

_田　嘉昭

有機化合物は種類も多く、生命に関係する物質として重要

である。この回では、有機化合物の特徴を総合的に説明し、

9 有機化合物
多種類の有機化合物が存在する理由・特異な機能を示す理由

�ｻ学結合の視点から説明して、身近な有機物質の理解を深
同　上 同　上

めることをめざす。

化学変化にはどのような種類があるか、反応はどのように

起こるか、どのように進むか、どのような条件でどこまで進

10 化合物の反応
むか、どのくらいの速さで進むか等、反応には多くの要素が

ﾖ係していることを説明し、生活・産業の中での反応の工夫
同　上 同　上

を、具体例をあげて説明する。

熱・光・電気など各種のエネルギーに応じて物質は独自の
性質を示し変化する。反応による熱の放出・吸収、物質の色、

11 物質とエネルギー
光による分解、電気分解などは、エネルギーを伴う物質の現

ﾛである。物質とエネルギーとの関係を、実例をあげながら
同　上 同　上

その本質について説明する。

古来、エネルギーと化学反応の利用が人間の暮らし方を変

えてきた。動力機関の発明、色素の合成、肥料の合成、高分

12
材料の化学一

Vしい物質をつくる

子物質の合成など、近代だけでも多くの例がある。現代では

Dれた機能を持つ物質を予測し作り出す試みが行われてお
同　上 同　上

り、その実例を紹介する。

生命現象は、生物体を構成しているタンパク質・核酸・脂

質・炭化水素等の生体分子の有機的な相互作用である。この

13 生　命　と　化　学
回では、生体分子の性質や反応の特徴について紹介し、生命

ﾌ営みの不思議について考えてみる。
同　上 同　上

地球上の物質は、空間的にも時間的にも絶えず変化と循環

を繰り返している。物質と人間とのかかわりにおいては、物

14
物質循環と地球
ﾂ境

質が資源として存在するか、環境破壊物質として存在するか

ｪ重要な問題であることを示し、物質への関心を深める。 同上 同　上

物質の世界は科学的に解き明かされてきたが、ミクロの原

子分子が集まってマクロの物質ができる際の現象には、まだ

15 物質の不思議
不明な点も多い。この回では、本科目で学んだ物質の科学に

ﾂいて復習しながら、未解決の課題と将来の展望について考
同　上 同　上

えることとする。
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＝基礎生物学（

〔主任講師：　岩槻

〔主任講師：石川

‘0　3）　＝　（TV）

邦男（放送大学教授）〕
　統（放送大学教授：）〕

全鯉毅三物が共通にもつしくみについての私たちの理解は大きく進んだ．その一方で，町触通のしくみを知

るだけでは生物の全体像を知ったことにはならないという認識も高まってきた。本講義では基礎的な生物現象の解説を通じ

て，共通のしくみをもちながら生物はなぜこれほど多様であるのかを考えることにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　容 講　　師　　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

生き物には細胞のうちにDNAなど遺伝子担荷体を収めて

1 生命　の特質

生命現象を発現する普遍性と、膨大な数の種やさまざまな形

ｿに進化した多様性が共存する。生きているとはどういうこ

ﾆかを、生命の普遍性、多様性の両面から学ぶ。

岩槻　邦男
i放送大学

ｳ授）

岩槻　邦男
i放送大学

ｳ授）

細菌でも，動植物でも構成成分の約70％は水であり，そ

2 生体を構成する分子

の他の成分が水を介して反応し合うことで生物は成り立って

｢る。タンパク質と核酸を中心に，それら生体を構成する分

qのあらましを紹介する。

石川　　統
i放送大学教

�j

石川　　統
i放送大学教

�j

生物の基本単位は細胞は，大きく原核細胞と真核細胞に分

けられる。2つの共通点，相違点についてのべ，次に真核細

細胞一生物の基本 胞を構成しているさまざまな細胞小器官について解説する・
同　上 同　上

3 単位 細胞分裂についてもあらましを学ぶ。

遺伝子の化学的本体であるDNAと遺伝との関係をのべ，遺

伝子がはたらくとは，正確にはどのようなことかを考える。

4 遺伝と遺伝子
また，この分野の新しい知見についても簡単に紹介する。

同　上 同　上

生物は1個の卵から一定の形を持った個体へと発生し・成

5 生殖　と　発生

長して行くが、その過程はとてもドラマチックである。本章

ﾅは、卵、精子の形成、受精、初期発生などについて述べる。

ﾜた、最近の発生生物学の発展についてもふれる。

森澤　　正昭
i東京大学教

�j

森澤　　正昭
i東京大学教

�j

植物や菌類と動物は進化の結果さまざまな違いを示すよう

になった。これらの細胞に見る違いを整理し、植物や菌類の

植物と菌類のから
からだのつくり、はたらきについて、動物の生とどのような

岩槻　邦男 岩槻　邦男
6 だのつくり 共通性を示し、差を示すかを学習する。

生物のいとなみを支えているのは化学反応である。酵素の

はたらきとエネルギーの出入りに焦点を絞り，糖＝の分解と生

7 代　　　　　　謝
成を例として，生体の化学反応のもつ意味を概観する。

石川　　統 石川　　統



執筆担当 放送担当回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　容 講　　師　　名 講　　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

生き物は周囲の変化に反応して生きており、全ての生物が

動くといって過言でない。この生物の運動“生体運動”の機

8 生体の運動
構は多様である。本章では、細菌、原生動物、動植物の精子、

ﾘ肉の運動メカニズムのいくつかについて解説する。 森澤　正昭 森澤　正昭

動物体内で最も複雑な組織をもつ脳の構造を学んだ上で、

9 脳のはたらき

外界あるいは体内からの刺激を感じ、その感覚の意味を分析

ｵて、最も適切な反応あるいは行動を動物に起こさせる脳の
ｭきを解説する。

守　　隆夫
i東京大学教

守　　隆夫
i東京大学教

授） 授）

動物は生命を維持するため体内の環境を一定に保つ性質が

あり、これをホメオスタシスという。ホメオスタシスの維持

10 ホメオスタシス
に活躍している神経系、ホルモン系、免疫系の働きについて、

?ﾌ的な生理活動を例にして解説する。 同　上 同　上

生物は細胞や個体として生きると同時に、他の個体や他の

11
生物の集団とその

ｶ活

種と共に集団の中で生活している。ある生物と無機的環境や

ｶ物的環境との関係について理解を深め、集団レベルで見た
ｶ物の生活を適応と関連づけて学ぶ。

可知　　直毅

i東京都立
蜉w教授）

可知　　直毅

i東京都立
蜉w教授）

生物多様性は種の違いによって認識される。しかし、種と

は何かという問いに満足できる答はまだ準備されていない。

12 種　　の　進　　化
種の進化について、何が分かっているかを学習し、生物の多
l性の起源と現状を追究する。 岩槻　邦男 岩槻　邦男

すべての生物は地球上に生命が発生した30数億年前から
一貫して生き続けている。膨大な数に分化した種の間に見ら

13 生　物　の　系　統
れる階層性を生命の歴史として整理し、生物間の類縁を追究
ｷる。 同　上 同　上

多様に分化した生き物のうち、私たち自身であるヒトとい

14 ヒ　トの生物学

う生物は、特殊化した哺乳動物の1種である。ヒトの起源と

i化について紹介し、ヒト化というのはどういうことだった
ｩを考える。

長谷川政美
i回数三教

長谷川政美
i回数三教

授） 授）

科学の進歩は社会生活に深いかかわりをもつ。最近の生物

学における社会とのかかわりを、医療、資源、環境などの例

15 生物学の課題
について取り上げ、文明の進歩によって何が変わっているか
�ﾐ介する。 岩槻　邦男 岩槻　邦男
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＝・ ｶ物学の歴史（’01）ニ（R）

〔主任講師
〔主任講師

中村　禎里（立正大学名誉教授：教授）〕

溝口　元（立正大学教授）〕

全体のねらい
　人類の生命についての理解や考えを、古代から現代まで歴史に辿り、生物学の成立と展開を学ぶ。生物関連諸科目を

学ぶ際の基礎知識の提供、人類の知的遺産としての生物学の把握をも心がける・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

古代の生命三一ア
潟Xトテレス、ガ
激mス

　アリストテレスの思考枠、三段階の生命原理、身体各部の位
ﾃけと目的論、ガレノスの生理学説

中村　禎里
i立正大学

ｼ誉教授教
�j

中村　禎里
i立正大学

ｼ誉教授教
�j

2

解剖学のルネサン
Xーレオナルド・
_・ヴィンチ

　絵画における象徴表現から写実的表現へ、技芸職人から学
ﾒ・芸術家へ、解剖学のルネサンス

同　上 同　上

3

近代科学成立時の

ｶ物学一1　ハー
買Fイ、ボイル、
鴻Eアーと生物学
ﾉおける実験

　ハーヴェイによる血液循環の証明、分析一総合法、実験生物
wの始まり、ロイヤル・ソサエティと呼吸の役割の解明

同　上 同　上

4

近代科学成立時の
ｶ物学一2顕微鏡
ﾌ発明と生命単位
ﾌ探究

・近代科学の誕生と肉眼観察・顕微鏡の発明とレーウェンフック、マルピーギら顕微鏡学者

ﾌ登場・フック「ミクログラフィア」と細胞の命名

E顕微鏡の改良・生理学の状況

溝　口　　元

i立正大学
ｳ授）

溝　口　　元

i立正大学
ｳ授）

5

近代科学成立時の
ｶ物学一3　生物
ﾌ発生とその仕組

ﾝ

・前成説と後成説・ハルトゼー・カーの精子論とヌックの卵子論

E単為生殖、再生現象の発見・受精研究と自然発生の問題・後成説の定着と胚葉説の確立 同　上 同　上

6

19世紀の生物学一
P　ダーウィン進
ｻ論の成立とその
w景

・進化思想を生んだ背景・ダーウィンの先駆者たち一ビュフォン、キュビエ、ラマルク

E自然選択説をめぐるダーウィンとウォーレス
Eハックスレー『自然における人間の位置』・ダーウィン説への批判

同　上 同　上

7

19世紀の生物学一

Q細胞説、発酵
_争、免疫学・微
ｶ物学の成立

・細胞説の確立一シュライデンとシュワン
E発酵をめぐる論争一リービヒとパスツール
E免疫学・微生物学の成立一パスツールとコッホ

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

・メンデル以前の遺伝研究
19世紀の生物学一 ・メンデルの略歴と交雑実験

8 3　メンデルの遺 ・メンデルの遺伝の法則の特徴 溝　口　　元 溝　口　　元

伝の法則の発見 ・変質の遺伝
・ワイズマン「生殖質連続説」

・メンデルの遺伝の法則の再発見
20世紀初頭の生物 ・モーガンの遺伝子説

9’ 学一1　メンデル ・モーガン以降の遺伝学 同　上 同　上
以降の遺伝研究 ・集団遺伝学

・核酸研究への途

10

20世紀初頭の生物
w一2　社会ダー
Eィニズムの登場
ﾆ展開

同　上 同　上

・世紀の変わり目までの生理学一ミュラー、ベルナール、パブ
20世紀初頭の生物 ロブ、ロエブ

11 学一3　実験研究 ・ホルモン研究 同　上 同　上
の確立　幾

・実験発生学の誕生
・臨海実験所の設立と展開

・中国本草学の伝来

12
日本の生物学一1
許魔ﾜで

・日本の本草学の自立一貝原益軒、稲若水、小野蘭山・ツンベルクの来日と西洋植物学との蓬合

同　上 同　上

・医学的知識の場合

・お雇い外国人生物学教師一モースとホイットマン

13
日本の生物学一2
ｾ治期以降

・初期の動物学者たち一箕作佳吉、石川千代松、丘浅次郎、谷
ﾃ直秀

同　上 同　上

・初期の植物学者たち一伊藤圭介、矢田部良吉、三好学

14

20世紀後半の生物
w一分子生物学の
ｬ立からバイオテ
Nノロジーへ

・分子生物学の成立・二重らせんの発見一ワトソン、クリックとフランクリン・遺伝暗号の解読・遺伝子組変え技術の登場と生物学の産業化・バイオテクノロジーと環境保全

同　上 同　上

現代の生物学一生 ・現代の生命科学研究一アシロマ会議とエイズ研究
15 物学の多様な拡が ・バイオエシックスの誕生 同　上 同　上

りと将来の方向 ・専門分化と新たな研究の展開
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＝集団と環境の生物学（‘03）＝　（TV）

　〔主任講師：　松本　忠夫（東京大学教授：）〕

全慈鎌錨る生物は、家族、脚、群体、蹄混離個羅群集などのさまざまなレベノレの集団としてとらえる

ことができる。いかなる環境のもとでは、いかなる生物集団が成立しているであろうか・本講義では無機的環境および生物

的環境と生物集団の成立との関係にお1ナる論理性を説明するとともに、燗の活動がそれらの鯛に与える影響につV’ても

説明する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

生物の集団は、家族、群れ、群落、種個体群、群集などと

いったさまざまな大きさのレベルでとらえることができる。

また、群集には食物連鎖構造をみることができる。現実的に
松本　忠夫 松本　忠夫

生物集団の成り立 はそのような種々の集団は無機的および生物的環壌との関係 （東京大学教 （東京大学教
1

ちと環境 でさまざまな変異性をあらわしている。ここでは生物集団が

ｬ立する過程において環境からどのような影響を受け」また
授） 授）

逆に環境にどのように影響するかを総覧する。

通常の動物の個体は、植物と異なり大きく動けるので、繁殖

、活動において個体どうしの離合集散が見られる。また・親に

2 動物の繁殖と社会
よる子への投資の様相も多様である。そのような動物個体の

ﾉ殖活動を説明すると同時に、個体間の関係が統合された状
同　上 同　上

態を社会としてみることができることを説明する。そして・

個体行動と社会性の発達の関係を考察する。

生態系の基礎となる植物による物質生産（基礎生産、一次

3
生態系の成り立ち

ﾌ基礎

生産）および植物の生理生態を説明する。そしてそのことの

揄�ｪ地球上の（富江）生態系レベルでの炭素蓄積・収支の
揄�ﾉ役立つことを述べる。また、なぜ森林のような炭素蓄

ﾏ系ができたのかについても，受光競争の観点から理解して

甲山　隆司
i北海道大学

ｳ授）

甲山　隆司
i北海道大学

ｳ授）

もらう。

植物における受粉、種子散布、密度効果、種間競争などの

個体群過程について説明する。また、種間競争に留まらず，

植物の繁殖と個体 群集（多種系）について、また、生物多様性の維持機構の生
同　上 同　上

4 群過程 態学的側面、あるいは遷移についても触れる。

地球上における生物の地理的分布は、水平分布および垂直

分布としてとらえることができる。そのような分布は気候条

件に強く支配され、また地形や地質も関係している。それば

5 生物の地理的分布
かりでなく、大きくは大陸の動きなど地史の影響も強く受け

ﾄいる。また、数万年間以前からのヒトの活動の増大ととも
松本　忠夫 松本　忠夫

に、世界各地の生物相が著しく変化してきたことも最近分か

ってきている。　（屋久島での現地ロケを含む。）

1年中、高温多湿な熱帯の陸地環境には熱帯林が成立し、

そこには膨大な強熱の生物が生息している。熱帯の生物の様

6 熱帯環境と生物
相を説明するとともに、熱帯においてなぜ生物相が著しく多

lなのか、その理由について考察する。また、生物間の共生
松本　忠夫 松本　忠夫

関係が著しく発達していることを説明する。



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 高山、極地環境と生物

　標高の高い高山に生育する高山植物は低温、強風、積雪な

ﾇの極限環境下に生育している。日本の高山植物は長い間に

nRの環境に適応したものであり、それらは日本列島で独自

ﾉ進化したものもあれば、北極域から氷河期に移動してきた

烽ﾌもある。ここでは極限環境に生育している植物の形態学

I及び生理学的性質について説明し、環境適応について考え

驕Bまた北極や南極に生育する植物について説明し、日本の

nR植物との関係を考察する。

増沢　武弘
i静岡大学教

�j

増沢　武弘
i静岡大学教

�j

8 砂漠環境と生物

　地球上に広くひろがる砂漠について、分布および各々の特

･を図示する。その中でも植物の乾燥条件に対する形態学的

ｨよび生理学的適応現象を「水の利用」という側面から説明
ｷる。具体的には南米のアタカマ砂漠とペルー砂漠の植物群

獅ﾉついてスライド、映像を用いて述べ、どのようにして乾

㍼�初ｺで生育しているかを、ともに考える。砂漠の季節草

ｴロマスについては「水の利用」という観点から大変わかり
竄ｷい群落であるため、特に強調したい。

同　上 同　上

9 海洋環境と生物

　生物にとっての海洋環境の特徴について、　「水」という媒

ｿのもつ性質を解説し、それを踏まえて海洋での光、栄養、

?ｷなどの環境要因の特徴を紹介する。ついで、海洋の生物
ﾉついて、植物・動物・微生物の全般にわたり、海洋を生活
齒鰍ﾉする生物とそれらの特徴を紹介し、それらの生物によ

ﾁて作られている海洋生態系の構造と機能を外洋、沿岸、湧
ｸ域について説明する。その他、最近注目されている熱水生

ﾔ系についてもその存在と特徴を簡単に紹介する。漁業活動
ﾉよる生態系影響にも触れる。

高橋　正征
i東京大学教

�j

高橋　正征
i東京大学教

�j

10
湖、河川、湿地環境

ﾆ生物

　憎憎の水域環境として、湖・河川・湿地・地下水を取り上

ｰてそれらの環境の特徴：と相互のつながりなどを解説する。

ﾂいで、それらの水域環境を生活場所としている生物、なら
ﾑにそれらがっくりだす生態系の構造と機能を概説する。陸
№ﾌ水域環境と生物によって影響される地球環境の部分につ
｢ても触れる。

同　上 同　上

11 島における生物

　周囲の環境から孤立した島における生物相は、そこへの生

ｨの移住と絶滅のバランスの上に成立している。また、大陸
ﾆは異なった固有の生物が進化しやすいことを説明する。こ

ﾌような島の生物相の成り立ちを理解することは、生息地が

ｪ断化された生物群集の保全に役だつ知識が得られることを
l察する。　（奄美大島での現地ロケを含む）

松本　忠夫 松本　忠夫

12
地球環境問題1

i温暖化および砂
刮ｻと生物）

　二酸化炭素などの温室効果ガスの増加と地球温暖化傾向と

ﾌ因果関係について述べるとともに、地球温暖化に伴う海面
繽ｸと砂漠化促進の可能性、熱帯病や熱帯害虫の分布が拡大
ｷる可能性、逆に高山や北方の生物が絶滅する可能性、につ
｢て講義する。

東　　正剛
i北海道大学

ｳ授）

東　　正剛
i北海道大学

ｳ授）

13

地球環境問題2

iオゾン層破壊お

謔ﾑ内分泌撹乱物
ｿと生物）

　日本の南極観測隊によって世界ではじめてオゾンホールが

ｭ見された経緯、オゾンホールができるメカニズムを紹介す

驍ﾆともに、紫外線量の増加が生物集団と地球環境に及ぼす

e響について考察する。また、もう一つの地球環境問題であ
體熾ｪ泌撹乱物質がヒトや生物集団に及ぼす影響について講
`する。

同　上 同　上

一一@1　O　O　一一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
生物環境の保全と
�

　種の絶滅の危機の現状とその要因を明らかにするための科

w的なアプローチと、それにもとづいて生物環境、すなわち、

ｶ物多様性と健全な生態系を保全し回復するための方策、す
ﾅに始まっている取り組みなどを紹介する。　（一部、霞ヶ浦

ﾅロケ）

鷲谷　いつみ

i東京大学教
�j

鷲谷　いつみ

i東京大学教
�j

15
外来生物の移入と

ｻの影響

生物多様性の保全にとってもっとも大きな脅威吉考えられ

ﾄいる外来生物の侵入の問題とは何か、侵入がもたらす生態

nや社会への影響、外来種を対象とした生態系管理のあり方

ﾈどについて述べる。　　（一部、奄美大島でロケ。マングー

Xほかの深刻な影響と駆除の事業、森林総研の山田文雄さん
ﾉゲスト出演していただく）

同　上 同　上

一一一@1　O　1





＝疾病の成立と回復促進（‘01）＝（TV）

　　　　　　　　　〔主任講師：薄井坦子（宮崎県立看護大学長）〕
　　　　　　　　　〔主任講師：　竹中　文　良（NPOジャパンウエルネス理事長）〕

　　　　　　　　　〔主任講師；　川島　みどり（健和会臨床看護学研究所所長）〕

全体のねらい
　私たちの日常の生活リズムは、疾病によって大きく乱れ、その影響は個人にとどまらず、家族や周辺の人々にまで及ぶ。

そこで健康状態から疾病が成立するまでの変化のプロセスを、生活との関連においてとりあげ、疾病の構造や回復を促進す

るための生活調整上の方向性とその根拠について理解を深め、人々の生きるカを支援する能力の向上をはかる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属1・職名）

1
病むとはどういう

ｱとか

　人間は、この自然界のなかで生きていくカを備えて生まれ、

轤ﾜれて自立した生活を営み、やがて老いて死を迎える。そ
ﾌ間に個人が受ける健康を脅かすカについて理解し、病気は
注Nを脅かすカと自然回復力との力関係の結果としてあらわ

黷驍ｱとを学ぶ。

薄井　坦子
i宮崎県立看

?蜉w長）

薄井　坦子
i宮崎県立看

?蜉w長）

2
身体徴候と防御
ｽ応

　日常多く見られる身体徴候として発熱、ここでは感染によ

髞ｭ熱を取り上げ、身体内部の変化とその意味を探りながら、

�怩�｣進させるケアの方向性を学ぶ。

佐藤　　郁子
i健和会臨床

ﾅ護学研究所
､究員）

佐藤　　郁子
i健和会臨床

ﾅ護学研究所
､究員）

3
病気に対する治療
ﾆ看護

　異常状態に対する診断・治療過程で、人々はさまざまな体

ｱをする。その時々に生じる患者の反応に着目し、消耗を軽
ｸでき、安定した気持で生活調整をはかれるように支援し、

ﾆ疫力を高める看護の役割を理解する。

竹中　文良
iNPOジャパ
塔Eエルネス
搦亦ｷ）

毎艨@坦子

竹中　文良
iNPOジャパ
塔Eエルネス
搦亦ｷ）

毎艨@　三子

4
回復困難とみなさ
黷ｽ事例への看護

　医師が病名の診断をつけ、医学的には回復困難とみなした

ﾆき、看護者はどのように患者にかかわっていくのであろう

ｩ。回復困難といわれた事例をとおして、医師の判断根拠と
ﾈった身体内部の変化とその意味を理解したうえで、健康状

ﾔを高めるという観点から生活調整の方向性をみいだす考え

福�wぶ。

山本　　利江

i千葉大学助
ｳ授）

山本　　利江

i千葉大学助
ｳ授）

5
脳の機能が障害さ

黷ｽとき

　脳疾患の中で特に脳血管障害は最も多い疾患の1つであ
驕Bここでは脳出血を例に、脳の機能、脳出血による脳の機

¥障害および回復を促進させるケアの方向性について学ぶ。
田中　裕二
i千葉大学助

ｳ授）

田中　裕二
i千葉大学助

ｳ授）

6
脳の精神機能の
cみ

　脳は、全身を統括する生理的機能と、感じる心や考える力

�ﾂ別に分化させていく精神的機能とをあわせもっていて、9
ｻれらの発達状態は、遺伝と環境と意思のからみ合いの結果

ﾆしてあらわれる。したがって、私たちが脳の精神機能に歪

ﾝのあらわれた人々に接する時、その人の時代性や地域性や
ﾆ族構成など環境との関連で見つめることによって患者の見

ｦ方が変わり、人間としての成長を促す関わりの方向性が見

ｦてくることについて学ぶ。

薄井　隠子

｡

薄井　臣子

7 生命の危機的状況

　救急救命時に患者の身体内部で起こっている現象、とくに

阜倹ｫ心疾患（心筋梗塞）に焦点を当て、救命からリハビリに

鰍驩ﾟ程で身体内部に起きる変化と救命処置について学ぶ。

ﾜた再発防止の方策についても学ぶ。

川島みどり
i蒸和会臨床

ﾅ護学研究所
樺ｷ）

川島みどり
i健和会臨床

ﾅ護学研究所
樺ｷ）

一一e@1　O　3　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
生命維持が困難と
ﾈったとき

　がんの進行によって生命維持が困難となった患者の身体内

狽ﾌ変化について理解し、QOL（Qual｛ty　ofLi鋤を高めるた

ﾟの治療・看護のポイントとその意味について学ぶ。

竹中　文良

恁ｴ　秀盛
i日本赤十字

ﾅ護大学助教
�j

竹中　文良

恁ｴ　秀盛
i日本赤十字

ﾅ護大学助教
�j

9
食物摂取から排泄
ﾉ至る過程の病気

　細胞のつくりかえに不可欠な栄養素のとりこみに障害をも

ｽらす病気の特徴と、その結果生じる悪循環をたち切るため
ﾌ生活調整のポイントとその根拠について学ぶ。 岡部喜代子

黶i宮崎県立看
?蜉w教授）

岡部喜代子
i宮崎県立看
?蜉w教授）

10
内部環境の調整が

｢難になった病気
i1）

　不調サインが現れにくい病気、ここでは肝機能障害を取り

繧ｰ、身体内部で起こっていることを解きつつ、回復に向け

ｽ生活調整のポイントとその根拠について学ぶ。また、肝癌
ﾌ病期と現時点における治療の手段についても学ぶ。 川島みどり 川島みどり

11

内部環境の調整が

｢難になった病気
i2）

　ネフローゼ、腎不全の事例をとりあげ、生活のなかでの腎

@能障害の要因を探り、生活調整のポイントとその根拠につ
｢て学ぶ。 花野　典子

i宮崎県立看
?蜉w教授）

花野　典子
i宮崎県立看

?蜉w教授）

12
運動機能を突然失
ﾁた事例

　下肢や上肢に機能障害をもつ事例をとりあげ、その内部構

｢の変化が日常生活に及ぼす影響を理解し、生活調整のポイ

塔gとその根拠について学ぶとともに、日常生活の質を向上
ｳせるための関わりを見出す思考のプロセスを示す。

大名門裕子
i宮崎県立看

?蜉w教授）

大名門裕子
i宮崎県立看

?蜉w教授）

13
日常生活の質を低
ｺさせる病気

　現代医学でも未だ根本的な治療法が確立されていない病気

iパーキンソン病）に焦点を当て、その病気の成り立ちとQOL

�瘟ｺさせる症状について学び、快適な心身の状態を維持す
驍ｱとで病状の進行を遅らせることができ、回復困難であっ

ﾄも前向きに生活できることから、QOLを高める看護の視点
ﾆ具体的方法を学ぶ。

川島みどり 川島みどり

14
生命の連続性をつ
ｭりだす機能を妨
ｰる病気

　月経痛の強い事例、子宮内膜症の事例をとりあげ、思春期

ﾌ身体と心のつくられ方が女性のライフサイクルに及ぼす影

ｿについて考え、健康に生きる上での性の重要性について学
ﾔ。 花野　典子 花野　典子

15 総　括

　健康のよい状態が乱れた人への看護学的視点は、個別なそ

ﾌ人や家族をとりまく人々の生活の質を高めるために、どの

謔､な矛盾があらわれているかを見抜き、専門的知識・技術

�dねて、関わり続ける意思が明確になる思考のプロセスを

gにつけることであることを確認してまとめとする。

薄井　坦子

?№ﾝどり

|中　文良

薄井　坦子

?№ﾝどり

|中　文良

一1　04一



＝人体の構造と機能（℃1）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師1黒川　清（東海大学教授）〕
　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：菱沼典子（聖路加看護大学教授：）〕

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師二　北村　　聖　（東京大学教授）〕

全体のねらい
　食事をすること、息をすること、トイレに行くことや話をすることなどは、毎日の生活の中で当たり前に行っていること

である。これらの日常生活行動は、何のために、どのような仕組みで行われているのかを人体の機構から解説し、体に対す

る理解を深めることをねらいとする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
生命と日常生活
s動

　一個の受精卵から人間が形作られ、誕生する過程を理解し

ﾈがら、個体が外部環境と関係を保ちながら、内部環境を整
ｦ、細胞の活動を維持していくことを解説する。私達の日々

ﾌ生活行動が、生命維持と関わっていることを理解させたい。

黒川　　　清
i東海大学教

�j

黒川　　　清
i東海大学教

�j

2
食べる　（1）
ﾛ食

　生命維持のために外界から食物をとり入れる営みについて
�烽ｷる。空腹感や食欲、摂食の過程（咀瞬、味覚、嚥下を
ﾜむ）、消化・吸収について、消化器系の名称、構造を含めて

�烽ｷる。

菱沼　　典子
i聖路加看護

蜉w教授）

菱沼　　典子
i聖路加看護

蜉w教授）

3
食べる　（2）
ﾁ化管と消化腺

　消化管の運動と消化腺の分泌活動について、自律神経とホ

泣c唐ﾉよるコントロールを解説する。便の排泄について、
ﾖ意と排便行為までを解説する。消化管を例にして、自律神

o系を概説することを含める。

佐伯　　由香
i長野県看護

蜉w教授）

佐伯　　由香
i長野県看護

蜉w教授）

4
食べる　（3）
h養分の代謝

　吸収された栄養分が細胞の代謝活動に使われる過程を、肝

氓ﾆ膵臓の作用を中心にして解説する。肝機能障害や糖尿病
ﾈど比較的身近かな疾病を例にして、病態から正常な機能の

揄��[められるようにする。

谷亀　光則
i東海大学講

t）

谷亀　光則
i東海大学講

t）

5 生体の流通路
齔S臓と血管

　外部環境との関係においておこなわれる栄養摂取、呼吸を

Iえたところで生体内の物質の流通路をとりあげる。心臓、

穴ﾇ系の構造とその役割を、流通路として認識できるよう、

ﾜた、心臓収縮のメカニズムとその調節機構を解説する。

山本真千子
i宮城大学教

�j

山本真千子
i宮城大学教

�F）

6 血　　　　　　　圧

零血圧について、血圧の意味、血圧の決定因子、血圧の調節

@構を解説する。血圧は、一般社会でも、医療のなかでも生

ﾌ情報として頻繁に用いられる。その意味と調節機構を理解

ｵ、高血圧の重要性と対策を考える。
黒川　　清 黒川　　　清

7 血　　　　　　　液

　血液の組成および働きを解説する。赤血球は酸素を運び、

柱結?ﾍ生体防御に関わっている。また、血小板は止血に関

墲ﾁている。これらの働きと、その機能が失われた場合の疾

ｳにも少し言及したい。さらに、これらの血液細胞は共通の

ｲ細胞から分化してくることを、骨髄における血球の産生と

ｪ化と共に解説する。骨髄移植について考えるとこれらのこ

ﾆが理解しやすい。

北村　　　聖

i東京大学教
�j

北村　　　聖
i東京大学教

�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

免疫反応は細菌やウィルスなどの外敵から体を守るだけで

なく、移植片の拒絶反応や、自己免疫疾患などでも重要な働

8 自　分　を　守　る
きを演じている。この免疫機序の全体を理解するために、細

Eレベルにおける自己認識と、他者の排除の機構、細胞性免
北村　　　聖 北村　　　聖

疫と液性免疫の機序を理解し、自己免疫疾患や免疫不全症候

群などの疾患についても基礎的な知識を得る。

換気・ガス交換にかかわる呼吸器の構造と機能について解

説する。また呼吸と血液の酸塩基平衡のかかわりについても

解説する。様々な肺疾患がガス交換のどの部位を障害するの 沓澤　智子 沓澤　智子
9 息　　を　す　　る か、この障害によってどのようなことが生体に引き起こされ （東海大学助 （東：海大学助

るのかにも触れたい。 教授） 教授）

腎臓での尿の生成過程を、生体内の体液の調節の意義を含

めて解説する。次いで、尿の排泄について、尿意を感じて排

泄に至るまでの尿路の構造と機能を解説する。

10 トイレに行く 谷亀　光則 谷亀光則

神経系の概要を講述し、神経系が生体の即時的な環境適応
を可能にし、生体恒常性を維持する系であることを理解させ

11
見る　・聴く　・

ｶじる

る。ここでは感覚器系、とくに視覚、聴覚、体性感覚につい

ﾄ「見る、聴く、感じる」という視点で詳述し、人間生活が
｢かに感覚系に依存しているかを考えさせる。

深井喜代子
i岡山大学教

�j

深井喜代子
i岡山大学教

�j

神経系の概要を講述し、神経系が生体の即時的な環境適応

を可能にし、生体恒常性を維持する系であることを理解させ

る。ここでは中枢神経系のはたらきを、　「考える」という視

12 考　　　え　　　る 点で詳述し、脊髄、脳幹、大脳皮質などの中枢神経系におけ 同　上 同　上

る情報処理過程を中心に解説する。また、睡眠の生理、脳死

についても言及する。

筋の構造と収縮のメカニズムについて解説する。また、運

動における骨格と筋、関節の働き、これに伴う心肺系の反応

13 動　　　　　　　く
およびその調節機構を解説する。 山本真千子 山本真千子

ホルモンによる調節について概要をおさえる。また、個体

は常に刺激を受けているが、その刺激（ストレッサー）に対

14
ホルモンとストレ

X反応
して、どのような調節をしているのかを概観する。 佐伯　　由香 佐伯　　由香

1～14回までに学習した内容が、自分の日常生活を再認識

することに役立ったかどうかを問いかける。また、日常生活

15 ケアへの応用
行動や子ども、高齢者、病者の世話をするのに、どうこれら

ﾌ知識が生かされるか、例をあげて解説する。
菱沼　典子 菱沼　典子

一一@i　O　6　一一



＝・ n球とその歴史（’00）＝（TV）

〔主任講師 濱田　隆士（放送大学教授）〕

全体のねらい
　宇宙全体がら見れば、ゴミの様な微小な存在である地球。しかし、それは人間を含む生き物全てにとってかけがえの
ない生存の場を提供してくれる、巨大かつ偉大な存在である。この母なる地球は、いま科学の眼でどのように捉えら
れ、理解されているのか、そしてヒトはその地球にどのように関わっているのか。構成・歴史・現況を概観する・

回

、テ　一　マ

内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 宇宙の中の地球

　地球は太陽系の中で水をたたえた唯一の惑星である。その太
z系は宇宙の中の銀河系に属する。日常われわれが意識する地
?ﾍ巨大なスケールを持つものであるが、宇宙の中にあっては
�ｬな存在である。このような宇宙の中における地球の位置づ
ｯを認識する。

濱田　隆士
i放送大学

ｳ授）

濱田　隆士
i放送大学

ｳ授）

2 地球の形成

　太陽系の一惑星として誕生した地球の最も早い時期に関する
柏烽�ﾐ介し、他の惑星との関連も、比較惑星学の立場から概
ﾏする。地球のもつ美しい成層構造の成立、大陸と海洋の出現
ﾈど地球のメガフィーチュアをとらえ、海洋中心の水圏、大気
欄凾ﾉも言及する。

同　上 同　上

3 地　球　観　の
ﾚ　り　変わ　り

　地球に関する人間の関心の歴史をたどりながら、さまざまな
n球観の成立とその背景を探る。他の天体の動きと地球の運動
ﾉついての論争だけでなく、大地そのもの、海そのものの成り
ｧちや歴史の解釈、地球の年齢に関する推定の移り変わりなど
ﾉもふれる。

同　上 同　上

4 動く大地の認識

　生活の場としての地球の大地が、あるいはそれを取り囲む海
mが、決して成立以来やすむことなく変動してきたことが、研
?jを通じて明らかにされる。目で直接確認できない地中ので
ｫごとや、大過去での経過を探る地球科学の手法や考え方を示
ｷ。

同　上 同　上

5 地表の形態

　地球に水と大気があり、太陽のまわりを公転しつつ、自転す
驪?ﾌであるために、表層部ではさまざまな営力による変形作
pが進む。侵食と堆積により地形が形成され、地層が作られ
驕Bそして、地形は海底地形を含め、ダイナミックに時代変遷
�ﾆげてきたことを示す。

同　上 同　上

6 地層　と　時間

　地球の歴史を数値時間で表現したいとする科学の願望がいか
ﾉして改良され、精度を上げてきたかを通観する。重力場にお
ｯる物質の配列一地層・岩層の形成、鉱物に含まれる放射性同
ﾊ体が示す過去の時間の測定法をとりあげ、地球史編年の原理
�揄�ｷる。

同　上 同　上

7 地　球　通　史

　46億年という長い地球史において、いくつかのキーエポック
?驍｢はキーイベントをとり上げることにより、大局を通観す
驕B地殻変動や火山活動、変性作用等のみならず、生命との相
ﾝ作用と環境変遷を含め、地球カレンダーをつくり上げてみ
驕B

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

水の惑星の特異な現象とされる、地球型生命の発現とその後
の発展に焦点を当てて地球史を眺めてみる。地球生命は宇宙生

8 生命の発展 命とどのような関わりがあるかにもふれる。進化という不可逆 濱田　隆士 濱田　隆士
事象の結果が、化石という証拠に残されながら地球史を刻んで
いく様をみる。

地殻変動が不断に起こり、生命がその中で進化をとげていく

9 環境変遷史
以上、その相互作用系としての地球環境もまたさまざまな変容
�汲ｰてきた。過去の地球環境の実態と、そこから推定される

同　上 同　上

環境変動要因を、地球外部からの作用をも含めて考えてみる。

生命史に大きな役割を果たしたのは、云うまでもなく植物界
の核をなす葉緑素のもつ化学力である。地史にみる森林の変遷

10 森林の歴史 は、したがって地球大気の変遷史でもあり、そこに養われる動 同　上 同　上
物界とも不可分の関係を持つ。恐竜の歴史もそこに位置づけら
れる。

葉緑体をもつ褐藻類を体内に共生させる造礁性サンゴ類は、

11 サンゴ礁の歴史 まさに海中の森林に例えられる。そのうえ、CO2をCaCO3の
`で、“岩石化”していくなど、サンゴ礁が地球史に占める意

同　上 同　上

義を歴史的ならびに環境科学的な視点から明らかにしてみる。

地球上に人類が誕生したのは、長い地球史のごく最近に過ぎ

ユ2 文明と都市化
ない。その人類は、知的進化の先端に位置づけられ、二足歩行
ﾆ脳の大化を背景に文明化を進めてきた。この作用が地球表層

同　上 同　上

部に与えた地形的要素として都市化を眺めることは意義深い。

ヒト属が、際限のない欲望を満足させようとする生物進化の
側面を持ってしまった以上、そこに、人類の地球システムに対

13 人為の役割 する介入・干渉が始まった。人為の果たしてきた地球自然への 同　上 同　上
インパクト役は、地球型生命の中では特異なものであり、ヒト
の生態的弓地球型性格が見える。

他意はなかったにせよ、人類の歩んできた文明化の道は、結
果として、地球自然に対して大きな歪を与えることになった。

14 地球環境問題 CO2増加と地球温暖化をはじめ、地球環境問題としてとり上げ 同　上 同　上

られる幾つかの事態を、地球史とヒトの特異性との接点として
捉えて学んでみる。

地球環境問題を解決するカがなく、ヒトも地球も滅びる、と

15
ブループラネット

ﾌ未来

する俗説を超え、地球進化史と生物進化史の示す1つの流れを
n球科学の立場から捉えてみる。ヒト社会の成り行きという近
｢来のみならず、プレート運動の結果おこる日本列島の形状変

同　上 同　上

化まで考えてみる。
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＝宇宙とその歴史（’00）＝（TV）

〔主任講師 杉本　大一郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　天体と宇宙の構成および進化の歴史を論じる。個々の現象や天体の詳細よりも、宇宙や天体に関する概念、宇宙の見
かたがどのように展開されているかについて、大局的な理解と肖像を得ることを目的とする。宇宙認識の進んできた歴
史的経過に従うよりも、現在の知識から見て再解釈し、科学として系統的に理解できる体系にまとめる。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
コペルニクス的転

　それまでの地球中心説が太陽中心説に移って何が変わったの
ｩ。近代科学の始まりとどういう関係にあるのかを論じる。そ
ﾌ後、ニュートンによる万有引力の法則の発見によって、天上
ﾌ法則と地上の運動法則は統一された。

杉本大一郎
i放送大学

ｳ授）

杉本大一郎
i放送大学

ｳ授）

2 宇宙の物質

　分光学を使った天体の観測によって、天体を構成する元素が
ｯ定され、地上の物質と天上の物質は同じ物であることが分か
驍謔､になった。その後、量子力学によって、原子の世界の成
阯ｧちが解明され、天上と地上の物質は統一された。

同　上 同　上

3 星のエネルギー

　放射性元素によって太陽系の年齢が10億年の桁に及ぶこと
ｪ分かり、その間太陽を光らせ続けるものは原子核エネルギー
ｵかないということになった。その後、恒星内部における原子
j反応が解明され、恒星進化論が展開された。

同　上 同　上

4 物質世界の歴史

　恒星内部での原子核反応は、同時に元素を合成する過程でも
?驕Bその解析によって、宇宙における元素の起源が恒星進化
ﾆ関連づけて解明された。ただしヘリウムは膨張宇宙初期に合
ｬされたものであることがその後に解明された。

同　上 同　上

5 銀河の世界

　星や星団より上の階層として銀河がある。それは千億個ほど
ﾌ星とガスからなる。直接には観測されない暗黒物質も銀河を
謔闃ｪいていると考えられる。宇宙には千億個ほどの銀河があ
驕Bそれらは宇宙の大構造を作っている。

同　上 同　上

6 活動する銀河

　銀河の中には激しく活動しているものがあり、電波などに
謔ﾁて観測される。クエーサーなどの活動性を支えているの
ﾍ、中心核にある巨大ブラックホールである。銀河どうしの衝
ﾋも星の爆発的形成に導く。その様子は赤外線で観測される。

同　上 同　上

7 世界の中心

　コペルニクス以前は地球が世界の中心と考えられた。その後
ﾏ測範囲が広がるにつれて、世界の中心は太陽、太陽系、銀河
?Sとなり、地球の位置は相対化されていった。宇宙膨張が見
oされ、宇宙はどこにも中心がないということになった。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

18世紀にオルバースは、宇宙に果てがないとすると夜空は無

8 宇宙の果て
限に明るくなるはずだが現実はそうなっていないという、パラ
hックスを指摘した。この問題の解決には、一般相対性理論に

杉本大一郎 杉本大一郎

よる宇宙論の展開が必要であった。

相対性理論はしばしば、その展開の歴史を軸として語られる

9 宇宙と相対論
が、ここでは相対論の物理的意味を語り、概念構成として不思
cだと思われやすいが実はそうではないのだということを説明

同　上 同　上

する。こうして、宇宙論との関連を明確にする。

相対論的宇宙論は、宇宙が高温・高密度の状態からビッグバ

10 宇宙のはじまり
ンをとおして始まったと言う。その様子は理論的に追求される
ﾆ同時に、観測をとおして得られる証拠が求められる。こうし

同　上 同　上

て実証科学の対象になる。

宇宙が膨張するにつれて銀河等の構造が形成され、現在見る

11 宇宙の進化
ような秩序立った宇宙へ進化した。一方エントロピー増大の法
･によると、系は熱平衡状態という熱的死の状態へ向かう。宇

同　上 同　上

宙の場合について両者の関係はどうなっているかを論じる。

ハワイ島マウナ・ケア山頂には、各国の天文台がひしめいて
いる。天体の、特に赤外線による観測条件が良いからである。

12 ハワイの天文台群 そこでは、新しい技術が、望遠鏡の構造体にも、光学にもふん 同　上 同　上
だんに開発され、使われている。その様子をロケによって紹介
する。

日本の国立天文台は、マウナ・ケア山頂に、単一鏡では世界
最大の光学・赤外線望遠鏡を建設した。1999年には試験観測か

13 すばる望遠鏡 ら本格的観測へ移行する段階にあったが、その饗すでに、新し 同　上 同　上

い宇宙の観測を開き始めていた。その様子をロケによって紹介
する。

銀河や星を電波、X線、ニュートリノなどで観測すると、観測

14
電波天文学と高エ

lルギー天文学

バンドに対応して、それぞれ異なる側面の情報を得ることが出
?驕Bそれらは、低温ガス雲内の分子から天体の高エネルギー
ｻ象、恒星内部の直接観測に及ぶ。ロケをおりまぜて紹介す

同　上 同　上

る。

まとめとして、天体や宇宙を研究する理論とその構成、その
15 天文学の理論 特徴、その意義、他の学問分野との関係などについて考察す 同　上 同　上

る。
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＝宇宙像の変遷iと人間（’00）＝（TV）

〔主任講師 金子　務（大阪府立大学名誉教授）〕

穣鰹購翻白糠半半’白白瞳ご薯半白茜　契合高
く。日本の場合もつねに念頭にいれて、なるべく現地の史跡等の映像を駆使して検討する・

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
落下文明と古代の

ｯ座

　人間が天上から落ちたというイメージは東西に共通する。地
ﾉ轟く人間が上昇へという反重力の技術を開発し、天空への思
轤ﾆ想像力から、数々の神話や星座を思い描いてきた。混沌・
｡雑な宇宙の事物に秩序を与える試みである。

金子　　務
i大阪府立
蜉w名誉教
�j

金子　　務
i大阪府立
蜉w名誉教
�j

2
時間計測と暦法の
竭

　自然や宇宙のリズムや周期を捉え、その規則性と特異性を見
ﾂけて自然環境を予想し、自分の立つ世界を確認するために暦
ｪ発明される。東西における古来からの暦と天地にまたがる時
叙@を調べ、時間認識と文明の高まりを見る。

同　上 同　上

3
空間認識と地図の

ｭ展

　この地球や太陽を知るには、まず正確な空間認識と測量技術
ｪ必要になる。星図と対応して地上の航海図が大航海時代の展
Jには不可欠であった。地図を得るのに、天地にわたる緯度と
o度の決定や投影術の技法が追求工夫された。

同　上 同　上

4
プラトンの問い
u現象を救え」

　火星等の惑星運動の不規則現象を神の図形の円運勲からどう
燒ｾするか、このプラトンの問いから数学的天文モデルが生ま
黷驕B幾何学的なプラトン宇宙創生論や導円・周転院理論は、
ﾃ代人による神々への回答と挑戦でもあった。

同　上 同　上

5
二重コスモス像の

｢界

　アリストテレス自然学とキリスト教神学に結びついたプトレ
}イオス宇宙モデルは、月を第一天とする天上界と地球を含む
脂ｺ界からなる。ダンテの『新曲』にもある像だ。マクロ●ミ
Nロ両コスモスや錬金術の問題も考えていく。

同　上 同　上

6
コペルニクス革命

ﾍ革命か

　『天球の回転』（1543）がもたらした意義とその受容を見なが
轣A科学革命の意味と科学理論の優劣を考える。なぜ目視観測
ﾌ第一人者テイコが別の天文体系を立てたのかを検討する・南
ﾘ文化以来の日本の宇宙観の形成も考える。

同　上 同　上

7
ガリレオの望遠鏡
ﾆ宗教裁判

　振り子等から落下運動法則を確定したガリレオは、自作の望
搭ｾを天上界に向け、木星の4衛星・金星の相変化・太陽黒点
ﾆ自転等を発見する。『天文対話』から生じた真理をめぐるガ
潟激I裁判の意味と観測手段の革新性を間う。

同　上

@　、

同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

楕円軌道の発見等のケプラー一3法則の成立を見てから、その

8
ケプラーが聴いた

V上の音楽
宇宙モデルにおける新プラトン主義の影響を考える。ケプラー
ﾍテイコのデータを駆使した理論家で新型望遠鏡も考案、宇宙 金子　　務 金子　　務
の調和を天上の音楽と捉えた神秘家でもある。

反射望遠鏡で注目のニュートンは光学実験と並行して万有引

9 ニュートンの
潟塔Sと引力

力に想到する。リンゴの落下体験の意味を考えてから運動の3
@則の成立を調べ、重力をめぐるフックとの先取権問題、錬金 同　上 同　上

術趣向と神学への傾倒など意外な側面を見る。

この世界以外に別世界があるか否か、古代ギリシャの原子論

10 無限宇宙複数世

E論の勝利
はそれを肯定し、アリストテレスは否定した。18世紀にかけて
F宙は無限で複数世界あるとの見解がブルーノ、フォントネル 同　上 同　上

らの支持で確立する。宇宙人論議が展開する。

19世紀半ばに登場した熱力学は宇宙の熱機関モデルとその一

11 宇宙の熱死を
ｦすか「時の矢」

方向への変化を示唆した。物理学に進化論がドッキングする始
ﾜり。エネルギーとエントロピー概念の意義を見ながら、人々 同　上 同　上

を震わせた太陽や宇宙の熱死の恐怖を考える。

世紀末の混沌の中から、20世紀になって光をめぐって相対性

12 光の宇宙と
Aインシュタイン

理論と量子力学が誕生する。非ユークリッド幾何学と結びつい
ｽアインシュタインの重力理論がもたらす解釈論議が、宇宙は 同　上 同　上

静的か動的かといった根本課題に迫っていく。

パロマ岬山の巨大な光学望遠鏡を駆使したハッブルはつい
ユ3 ハ　ッ　ブルの

繿ﾞする宇宙
に、遠方の銀河が遠ざかることから、宇宙が膨張しつつあるか
ﾆを発見する。膨張宇宙論の誕生である。オルバース問題を解 同　上 同　上

決しそれを支持した研究者たちと傍証データを見る。

第二次大戦後に登場した宇宙ロケットと電波望遠鏡は、宇宙

14 宇宙探査と
d　T　問　題

の直接探査を飛躍的に高めた。アポロ計画の有人月着陸・ボイ
Wャーの太陽系探査等からは、ETの存在を示すものはまだ見 同　上 同　上

つかっていない。ETの探査問題を検討する。

量子論を基礎にした量子宇宙論の登場で、宇宙の創成と進化

15 ピックバン後の

ﾅ新宇宙論
が論じられるようになった。ブラックホールからホーキング宇
?Aインフレーション理論に至る現代宇宙論の科学的思想的諸 同　上 同　上

問題を、研究者等の素顔もあわせて見ていく。

一一@1　1　2　一一



＝実験科学の方法（‘02）＝（TV）

〔主任講師：　濱田　嘉昭（放送大学助教授）〕

〔主任講師：菊山宗弘（新潟大学教授）〕

下思麟｝自然界に起こる麟現象を分類面し、これらの現象を支酉己する法貝りを明らかにしょうとすると共に・

長船高高躍穣灘総も熱軽し畿鰻離調難三千織欝
様々な自然科学に共通する考え方、手法を学ぶと共に、自然科学の学習の進め方に役立てようとする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
自然科学の構造

　自然科学はどのようにして発展して来たのか、現状はどう

ﾅあるかなどを概観する。次に自然現象の現れ方の特徴とそ
黷ﾉ見合う探求の方法についてまとめる。最後に自然科学の

舶ｪ野とそれらの相互関係を検討し、自然科学の学び方につ

｢ても言及する。

濱田　嘉昭
i放送大学助

ｳ授）

e山　宗弘
i新潟大学教

�j

濱田　嘉昭
i放送大学助

ｳ授）

e山　宗弘
i新潟大学教

�j

2
自然科学における

ﾏ察と実験

　自然科学は自然現象を観察や実験をとおして理解しようと

ｷるものである。正しい観察や実験を行うにはどのような手
№�･むべきかを考える。事実としての自然現象、理解する

ｽめの観察や実験結果との関連、一般化としての概念や法則

ﾉついて考えてみる。

菊山　宗弘

_田　嘉昭

菊山　宗弘

_田　嘉昭

3
自然科学の言葉と
¥現：単位と標準

　様々な分野の研究結果を伝達し、知識を共有するためには

u共通語」が必要となる。このため各種の物理量には・その
ｨ理量の意味や基準が厳密に定義されている。この章では定

`や基準・標準について解説する。

濱田　嘉昭

e山　宗弘

濱田　嘉昭

e山　宗弘

4
自然科学の戦略：

ｪ析と統合

　様々な現象に対する実験や観察によって得られた結果を分

ﾞ・整理することによって、その結果の中に含まれる意味を

bﾝ取り、現象を引き起こす原因を抽出することができる。
ｳらにその原因を、その実験だけに固有のものとするのでは

ﾈく、可能な限り一般的な法則としてまとめることが大切で
?驕B分析と統合の関係、そのプロセスを解説する。

菊山　宗弘

_田　嘉昭

菊山　宗弘

_田　嘉昭

5 目に見える現象

　力学的現象、生物の織り成す世界などは目に見える形で観

@できるものが多い。したがって伝統的に蓄積されてきた知

ｯの体系を作っている。これらの分野の現象の特徴と観察・

ﾀ験の組み方、結果のまとめ方、法則化に至る過程を可能な
ｩぎり具体的な例を挙げて解説する。目に見える現象の裏に

ﾚに見えないミクロの過程があることを同時に理解する・

同　上 同　上

6 目に見えない現象

　素粒子、原子や分子などのミクロの物質は目で見ることは

ﾅきない。これらの物質が関係する現象の特徴と観察・実験

ﾌ組み方、結果のまとめ方、法則化に至る過程を可能なかぎ

闍?ﾌ的な例を挙げて解説する。目に見えないミクロの過程
ﾍ、マクロの物質の現象として現れる場合があることを同時

ﾉ理解する。

濱田　嘉昭

e山　宗弘

濱田　嘉昭

e山　宗弘
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

われわれは自然現象の起こる原因を知るために観察や実験

を行う。実験に際しては、何らかの形で対象に働きかけその

応答を見る。このとき、対象に及ぼす影響を可能な限り小さ

自然現象に働きか くするという方法と、激しく働きかけることによって現象の 菊山　宗弘 菊山　宗弘
7

ける 裏に潜んでいた実体を顕わにする方法がある。それぞれの意
味と実例を解説する。 濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

自然現象が発する信号を謙虚に見つめることは必要である

が、信号を受け止める感度と範囲を広げる努力も重要である。

また測定の方法によっては、同一の現象も異なった様相を示

8
自然現象を見る目 す場合がある。この章では実際に測定をするときの技術的な 濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

を研ぎ澄ます 問題とともに、何を観測しているのかを熟知しておくことの
重要性を解説する。 菊山　宗弘 菊山　宗弘

自然現象に関する実験や観察による事実をそのままメモや

文章として記述しただけでは、分析や考察の対象とはならな

い。実験・観察データの中に含まれる規則性や原因を抽出す

自然現象の美しさ るにはグラフ化とか統計処理などが必要となる場合がある。 菊山　宗弘 菊山　宗弘
9

を知る どのような処理の方法があって、どの処理法を適用すればよ

いのか。その注意点は何かなどについて解説する。 濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

実験や観察によって得たデータは、自然現象の表す一つの
事実であるが、その事実に隠された‘‘真実”をデータの解析

10
自然現象の裏に潜
ﾞ姿を暴く

を通じて明らかにすることができる。一過性の現象、厳密な

白lを再現性よく入手することが難しい分野などの研究を支

ｦる基礎は何か、そのような領域のデータはどのように扱え

濱田　嘉昭

e山　宗弘

濱田　嘉昭

e山　宗弘
ばよいかを解説する。

一見雑多で複雑に見える自然法則を整然と定量的・論理的

に記述し、観察や実験の結果と比較し判断を下すには、それ

11
自然現象の秩序と

@則の表現

にふさわしい表現法が必要である。それが数学である。この

ﾍでは、数式で表現するということの意義を解説する。 同　上 同　上

実験や観察によってある結論を引き出す場合に必要なこと

は、関連する現象やこれまで蓄積されてきた知識や法則との

整合性である。独断を排し、結論の妥当性を謙虚に検討する

12
自然科学における

]価と判断
必要がある。それには自分のデータや結果の解析や評価だけ

ﾅなく、他の研究者の成果との間の比較検討が重要である。
同　上 同　上

この過程を実際に即して解説する。

自然科学の知識や技術には膨大な蓄積がある。何がどこま

で明らかになっているか、あるいは何が未解決の問題である

か、どのような考えが提出されているかの検討は、実験計画

13 情報　の　収集
の段階から、成果の発表の段階まで、常に必要とされる。こ

ﾌ章では情報の収集、特に文献の検索について解説する。
同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
研究成果の発表と

｢論

　自然科学の研究で得られた新事実や法則を人類共通の財産

ﾉするためには一定のルールにしたがって結果を整理し、適
ﾘな方法や媒体を用いて発表する必要がある。報告書（レポ

[ト）の作成、論文のまとめ方、発表のしかたについて説明

ｷる。また学習段階での報告書、実習レポートのまとめ方な

ﾇについても概説する。

菊山　宗弘

_田　嘉昭

菊山　宗弘

_田　嘉昭

15
自然科学の今後の

ｭ展

　20世紀に自然科学は巨大な発展をした。各分野では今後

ﾇのような発展が期待されているのか。21世紀の近未来の
pを予測する。　　14回までの内容のうちいくつかの重要
ﾆ思われる話題を取り上げることにより、全体としてのまと

ﾟとする。
同　上 同　上
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　　＝英語1（‘01）＝・（R）
　　　一コミュニケーションのための文法一

〔主任講師：平賀正子（立教大学教授）〕
〔主任講師：　藤井　洋子（二本女子大学助教授）〕

全体のねらい
　基本的な文法の知識を活性化させるために、英語の日常生活で使う表現を用いて学習する。従来コミュニケーションのた

めの英語というと、文法的説明抜きに反復やドリルを通して覚え込み、運用するような教授法がとられてきた。それに対し

この科目では、両者の融合をはかる。つまり、コミュニケーションに最低限必要な文法をやさしい日常表現を通して学ぶこ

とになる。こうしていわば生きた文法を身につけ、初歩的な英語が自由に使えるようになることがこの科目のねらいである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

この科目の概要を述べ、学習の仕方を説明する。英語が分 平賀　正子 平賀　正子
かる楽しさについて、最低限の知識の習得とその創造的な応 （立教大学教 （立教大学教

1 は　　じ　　め　　に
用がいかに大切かについて考える。学習者の動機と学習スタ
Cルの違いを踏まえて、どんな学習方法が効果的かを探る。

授：）

｡井　　洋子

授：）

｡井　　洋子
（日本女子大 （日本女子大

学助教授） 学助教授）

英語の発音の仕組みを音声・アクセント・イントネーショ 平賀　　正子 平賀　正子
ンなどについて説明する。その上で、コミュニケーションに

欠かせないあいつちとつなぎ表現を紹介する。 藤井　洋子 藤井　洋子

2 発　音　の　基礎 Steve Steve

Redford Redford

（静岡大学助 （静岡大学助

教授） 教授）

基本的な英語の文法について復習する。特に、文の種類・

文の要素・品詞について説明する。

3 文法の基礎（1） 同　上 同　上

英語の文法にとって最も基本的な品詞である動詞と名詞に
喀

ついて再検討する。動詞の種類、時制、相、態、名詞の種類

4 文法の基礎（2）
と用法について述べる。 同　上 同　上

自動詞の代表であるbe動詞を始め、基本的自動詞について

説明する。人や物の状態や様子の表し方を学ぶ。

5
いYou　look　great！騨 同　上 同　上
自動詞

基本的他動詞である動作を表す動詞を始め、さまざまな種

類の他動詞について学ぶ。

6
“lwant　sOme　tea∴ 同　上 同　上
他動詞

疑問文の仕組みと働きを学ぶ。物を尋ねる表現、依頼する

bしvhat　caηldo　fbr
表現、同意を促す表現などについて説明する。

7 you？画“ 同上 同上
疑問文
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

否定文の仕組みと働きを学ぶ。Noの言い方、notを使う否定、 平賀　正子 平賀　正子
副詞を使う否定などについて説明する。

8
」1don“t　kno、べ 藤井　洋子 藤井　洋子
否定文 を

Steve Steve
Redfbrd Redfbrd

命令文の仕組みと働きを学ぶ。特に、pleaseの使い方、1et

の使い方について説明するとともに、命令文と疑問文の違い

しb 垂撃?≠唐?@take　care∴
についても解説する。

9 命令文 同　上 同　上

代表的な助動詞であるcan，皿ay，　must，　wi11を中心に、助

動詞の働きと用法を学ぶ。人間関係を円滑に営むために重要

10
いMay　I　comeln7馬

蕪ｮ詞

な「敬意」や「丁寧さ」をあらわす助動詞についても説明す
驕B 同　上 同　上

動詞を品詞変換し、名詞、形容詞や副詞の働きをもたせて

表現する仕組みを学ぶ。特に、不定詞と動名詞について説明
㌧b激SS　mce　to　meet する。

11 yOU．” 同　上 同　上
不定詞・動名詞

やや複雑な文の仕組みを名詞節・形容詞節・副詞節という

観点から説明し、長文の仕組みについて解説する。
“Do　you　know　what

12 1imeitis？” 同　上 同　上
長文の仕組み

英語にみられる省略の仕組みについて説明する。日常生活

で使う表現によくみられる省略について、基本的文法の知識

bしrodoL吟噂
をどのように活用したらよいかを学ぶ。

13 省略 同　上 同　上

5章～13章で説明した基本的文法の知識を会話という観
点からまとめ直し、生きた文法として活用するための応用力
を養う。

14 まとめと応用（1） 同　上 同　上

5章～13章で説明した基本的文法の知識を会話という観
点からまとめ直し、生きた文法として活用するための応用力

15 まとめと応用（2） を養う。 同　上 同　上
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＝英語ll（℃3）＝（R）
　　　一The　Book　of　Tea一

〔主任講師1大橋理枝（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　岡倉天心が書いたeeThe・B◎ok　ofTea・を読む。この本は日本人が英語で日本の文化を紹介した本であり、書かれた当時から

今に至るまで、西欧の人々が日本を理解する上で貴重な鍵を提供し続けてきた。この文章を読むことを通じて・日本文化

は英語では説明できないという思い込みを打破すると共に、学習者の為に書かれた文章ではなく英語話者に向けて書かれ

た文章を読むことで英語を学んだ達成感を実感してほしい。

執筆担当放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名》

第1章（The　Cup◎f　Humanlty）からの抜粋を読み、天心が「茶」 大橋　理枝 大橋　理枝
をどう紹介したかを考える。 （放送大学助 （放送大学助

教授） 教授）

AMediclne　that
1

Became　a　Beverage Cyrus　Rolbin Cyrus　Roibln

（英語講師） （英語講師）

引き続き第1章（The　Cup　of　Hum団1ity）からの抜粋を読み、

天心が東洋と西洋の関係をどう捉えていたかを考える。

2
Humanlty　has　Met　in 同　上 同　上
the　Teacup

第2章（The　Schools　ofTea）からの抜粋を読み、天心が「茶」

3 AW◎rk　ofAれ

について述べていることを考える。
同　上 同　上

引き続き第2章（The　Schools　of　Tea）からの抜粋を読み、天

4 The　Art　of　Lifb

心が茶会をどう捉えていたかを考える。
同　上 同　上

第3章（Taoism　and　Zenllism）からの抜粋を読み、天心が「道」

5
Success　in　the　Mulldane

をどのように解説したかを考える。
同　上 同　上

Drama

引き続き第3章（Taoism　alld　Zennlsm）からの抜粋を読みなが

6 Only　in　Vacuum

ら、天心が「禅」をどのように解説したかを考える。
同　上 同　上

第4章（The　Tea－Room）からの抜粋を読みながら、天心が茶

7 Subtle　Beauty

室をどう解説したかを考える。
同　上 同　上

引き続き第4章（The　Tea－Room）からの抜粋を読みながら、

8 Care　and　Precisio11

天心が茶室の美について何を伝えようとしたのかを考える。
同　上 同　上
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執筆担当放遂担当
圓 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

9
Above　O雌nary
sわ◎ughts

引き続き第4章（The　Tea－Room）からの抜粋を読みながら、

｢かにして茶室に禅の精神が生かされているかを天心がどう

燒ｾしたかを考える。

大橋　理枝

byms　Rolbln

大橋　理枝

byrus　Rolbin

引き続き第4章（職eTea－Room）からの抜粋を読みながら、

天心が茶席の心得をどう描写したのかを考える。
10 AHo鵬se　ofPeace 同　上 同　上

引き続き第4章（The　Tea－Room）からの抜粋を読みながら、

天心が伝えようとしている「清め」とはどういうことかを考
11 Art量n　Cleaning える。 同　上 同　上

引き続き第4章（The　Tea－Room）からの抜粋を読みながら、

天心から見て日本と欧米との家がどのように違うのかを考え
12 Frequem　Change る。 同　上 同　上

引き続き第4章（The　Tea－Room）からの抜粋を読みながら、

13
Freshness　of

ﾄmaglnatlOn

天心が「非対称」についてどのような解説をしたのかを考え
驕B 同　上 同　上

引き続き第4章（The　Tea・Room）からの抜粋を読みながら、

天心の目から見た西欧の家をどのように表現したのかを考え
14 Useless　Repetltion る。 同　上 同　上

引き続き第4章（The　Tea－Room）からの抜粋を読みながら、

天心がこの章で何を伝えようとしていたのかを考える。
15 Truly　a　Sanctuary 同　上 同　上
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＝英語皿　（‘02）＝・（TV）

〔主任講師：　三崎　實（慶磨義塾大学教授）〕

全体のねらい
　　アメリカのさまざまな地域を舞台とする3本の映画を取り上げて、学習を進める。それぞれの映画は、大学進学を控え

た青年、失業中の中年男性、1950年代に初めて白人の学校へ通うことになった黒人少女を主人公として展開する。英語表現

を学ぶことに留まることなく、出来事の背景を充分に踏まえたうえで、映画の核心に迫っていきたい。

執筆担：当 放送担当
画 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（断面・職名） （所属・職名）

第1回から第5回に渡って、Josl触ua　Moss監督の帆A“gust 霜崎　　　實 霜崎　　　實

Roadゴを取り上げる。アメリカのバーモント州の農場で、仕 （三鷹義塾 （慶磨義塾

1 Aug掘Roadsω
事を手伝いながら大学進学を考えるJlmmyの苦悩と決断の物

黷ﾅある。物語は、Jlmmyがプリンストン大学から入学許可

大学教授）

ra舳Teasley

大学教授）

r＆rah　Teasley

の手紙を受け取うことから始まる。

Jimmyの叔父のPhillpが突然農場を訪れる。1年前に父親を

亡くしたJimmyの相談相手であるが、母親のCatherlneからは

2 August　Roads（2）
歓迎されない。何か不協和音が存在する。 同　上 同　上

PhiiipはJimmyに進学を諦めるよう説得する。大学進学のこ

とを知った母親は、Jimmyの言うことを聞こうとしない。し

3 August　Roads（3）
かし、ある小さな事件をきっかけにJimmyは進学の決意を固 同　上 同　上
める。

大学の授業登録のために農場を去ろうとするJlmmyに、母
親がやっと心を開いてJlmmyの進学を認める。農場には、幼

4 August　Roads（4）
いJimmyの弟Charlleと母親が残される。 同　上 同　上

第5回は、これまで断片的に見てきた職ugust　Roadゴを通

して鑑賞する。作品のテーマ、背景、主人公の葛藤などさま

5 August　Roads（5）
ざまな問題を取り上げたい。 同　上 同　上

第6回から第10回に渡って、David　Ullendorff監督の“Route（r

を取り上げる。ある日突然解雇された中年男性Clarkは、風邪

6 Routed（1）
を引いた息子Stevieの代わりに新聞配達を始めるが、配達の

r中で、彼を解雇した元上司Spivakの家を偶然発見する。Clark
同　上 同　上

のとった行動は？

配達先の家で、Mrs．　Groveという不思議な女性に出会う。

Mrs．　Groveによれば、この世の中の出来事は、すべて原因と結

7 Routed（2）
果の糸で結ばれているという。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ClarkはMrs．　Groveから「糸」に注意するように忠告を受け

るが、相変わらずSpivakに対して嫌がらせを続ける。彼の新

ｷから漫画のページを破ってしまうのである。
三崎　　實 三崎　　實

8 Routed（3）
Sarah　Tcasley S盆rah　Teasley

新聞破りの様子を写真にとったSpivakはClarkの上司に連
絡、その結果C且arkは再び解雇されるが、新しい仕事を見つけ

ようともせず、家で玩具の鉄道遊びに興ずる。

9 Routed（4） 同　上 同　上

第童0回は、これまで断片的に見てきたbbRou竃ed『hを通して鑑

賞する。作品のテーマ、背景、主人公の葛藤などさまざまな
問題を取り上げたい。

10 Routed（5） 同　上 同　上

第ll回から第15回に渡って、Marilyn　Kay　Webber作の“Last

Breeze　of　Summer蝸を取り上げる。黒人少女Llzzyを主人公とし

The　Last　Breeze　of て、人種差別の残る1950年代のテキサス州を舞台に繰り広げ

11 Summer（1） られる物語である。差別撤廃政策によって、白人の学校へ転 同　上 同　上

回する候補生に決まったLizzyは有頂天になるが、母親の心境
は複雑である。

父親のWillは、LizzyとSamuelをピクニックに連れ出すが、

そこで白人警官から屈辱的な扱いを受ける。Lizzyの転入を認

The　Last　Breeze　of める父親と認めようとしない母親の間で激しい口論が起き

12 Summer（2） る。 同　上 同　上

Llzzyは住みなれた自分の町を出て、バスで初めて白人の学

校へ登校する。差別撤廃政策に反対する群集に出迎えられた
The　Last　Breeze　of Llzzyは何とか授業に出るが、そこでも屈辱を味わう。

13 Summer（3） 同　上 同　上

学校でショックを受けたL｛zzyは、登校への意欲を失いかけ

る。しかし、父親の話を聞き、また弟Samuelの小さな成功を

The　Last　Breeze　of きっかけに立ち直り、翌日、登校していく。

14 Summer（4） 同　上 同　上

第10回は、これまで断片的に見てきたbThe　Last　Breeze　of

The　Last　Breeze　of Summeヂを通して鑑賞する。作品のテーマ、背景、主人公の

15 Summer（5） 葛藤などさまざまな問題を：取り上げたい。 同　上 同　上
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＝英語IV（℃3）＝（TV）
　　一“一　Cultural　Crossroads　一

〔主任講師：　斎藤　兆史（東京大学大学院助教授）〕

〔主任講師：大橋理枝（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　この授業は、従来の英語の授業のように英語と同時にその背景となる英語文化をそのまま教授しようとするものでなく、

日本語と英語のそれぞれが背景とする文化の理解に基づき、日本人の文化的自己表現を可能ならしめるような発信型の英語

運用能力の育成を目的とする。それぞれの回には、「花」、「色」、「音」など一つの文化概念や文化事象をテーマとして

選び、それぞれに関するspoken　Englishやwrltten　Englishによる議論を比較・研究することによって、異文化理解における英

語の効果的な用い方を考察すると同時に、日本人がそのような文化概念・事象を異文化コミュニケーションの文脈において

どのような英語で表現すればいいかを具体例を通して学習する。

執筆担当放送担当
回 テ　　　　　一　　　　　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

斎藤　兆史

1
序（lntroduction）

　授業の趣旨、レベル設定、勉強の仕方などを概観し、

ｳらに「文化を紹介するとはどういうことか」という、

�F業全体に通じる問題を中心に導入的な解説を行う。

　斎藤　兆
i東京大学大

w院助教授）

（東京大学大’

@助教授）

蜍ｴ1理枝（放
送大学助教授）

2
色（Colors） 　日本語と英語における色のイメージの違いや共通

_を考察し、色を用いた言い回しや、色彩表現に用い

轤黷驩p語などを勉強するσ

　大橋　理
i放送大学助

ｳ授）

同　上

日本語と英語における音の表現（擬音語など）、自

3
音（Sounds） 然界の音のイメージ、音と文化との関係、記号として

ﾌ音楽の役割などを勉強する。教材としては、ジャ
斎藤虚者 同　上

ズ・ピアニストでもあるコミュニケーション学者との

対談などを用いる。

4
香（Scent） 　日本と西洋との香りに対する考え方の違いや共通

_を英語で議論し、「香」を通じて文化的差異を論じ 大橋理枝 同　上

るための英語表現や論理を勉強する。

5
武（Ma而al　A1寸s）

　日本の武道とmal七al　artsとの違い、弓道・剣道と
≠窒モ??窒凵^：飴ncingとの違い、武士道と騎士道の類似点・

活癈_などを論じる。題材としては、武道についての

p語の文献や、現代において武道を実践している人た

斎藤兆史
斎藤　兆史

蜷ﾎ　和欣

ちの英語による談話を用いる。

6
山（Mountains）

　日本の山岳信仰とイギリス・ロマン主義の自然崇拝

ﾆの共通点や違いを、文学作品や登山家の談話などを

ﾊじて考察し、自然を語る英語表現を勉強する。教材

ﾆしては、山に関するロマン派の文学作品や登山家へ

同　上

斎藤　兆史

蜍ｴ理枝
のインタビューなどを用いる。

日本における桜、梅、菊などの意味と西洋における

薔薇、百合、水仙などの意味の違い、また生け花とフ

7
花 ラ．ワー・アレンジメントの考え方の違いや共通点など 大橋理枝 同　上
（Flowers） を英語で議論することにより、花を通じて文化的差異

を論じるための英語表現や論理を勉強する。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　　師　　名

s所属・職名

放送担　当
u　　師　　名

i所属・職名

8

茶
（
T
e
a
）

日本の茶道とイギリスのa負ernoomea（あるいは

Mlgh　tea）の共通点や違いを認識するための英語

¥現を覚える。資料としては、日本とイギリスそ

黷ｼれのお茶席の映像や、実際にそれぞれについ

ﾄなされた英語での会話などを用いる。

斎：藤　兆史 同　上

9
職（Prof¢sslon）

「職業」をめぐる文献や談話を通して、仕事に対

ｷる考え方を論じるときの英語を勉強する。教材

ﾆしてはカズオ・イシグロの『日の名残り』や、

Cギリスにおいて特定の仕事に従事している人
ｽちの職業意識に関する談話などを用いる。

同　上 同　上

10
礼（C◎u質esy）

礼儀に対する考え方や、何が「礼儀正しい」とさ

黷驍ﾌ
ｩ、どのような行為が「礼儀」に当たるのか、な

ﾇを踏まえた上で、意外に知られていない英語の

囈J表現、謙譲表現、宴曲表現などを勉強する。

同　上 同　上

11
名（Names）

日本語の「名は体を表す」という発想と英語
ﾌWhat“s　ln　a　name？’という発想の違いを論じ

驍ﾆ共に、名前に対する意味づけなどを考える。 大橋理枝 同　上

12
政（Po蹴lcs）

イギリスとアメリカの政治は、基本的に二大政党

ﾌ対立を原動力として動いていくのに、なぜ日本

ﾍ一党の圧倒的な支配の下に多くの政党が林立
ｵているのか。言語の違いと政治的な思考形態の

痰｢との関係を考え、英米政治に反映されている

p語の二項対立的論理を具体的な英語表現に即
ｵて勉強する。

大石　和欣
斎藤兆史

蜷ﾎ　和欣

13
教（Education）

日本の学習指導要領とイギリスのNatiom
burrlculumなどを比較しながら日英の教育制度　　　　　　　　　　　　　　bの違いや、「しつけ（dlsclplllle）」に関する考え方

ﾌ違いを議論する。さらに、日本とイギリスでは

p語の考え方がどう違うかを勉強する。

斎藤兆史
斎藤旧史

蜍ｴ理枝

14
心（Splrit）

日英それぞれの言語において、心や精神といった

烽ﾌがどのように捉えられているかを、禅の考え

福ﾉ言及しながら比較分析し、日本的な精神を理

�ｵてもらうためにはどのような英語表現を用
｢ればいいかを勉強する。

同　上 同　上

15
伝（Communlcatlon）

最終回として、英語文化と日本文化を互いとの比

rにおいて捉えなおすという発想を改めて確認
ｵ、いままで学んできたことを踏まえ、ただの挨

Aや日常会話だけではなく、文化的な発信、相互

揄��ﾂ能ならしめる高度な国際コミュニケー
Vョンのあり方を提示する。

同　上 同　上
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＝英語V（℃1）＝＝（R）

〔主任講師：　佐藤　良　明（東京大学教授）〕

〔主任講師：河合祥一郎（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　演劇・うた・物語にエッセイ、解説文を交えた多様な英語表現を扱いながら、表面的な文意を超えて、作者、演じ手、歌

い手の「こころ」を読み聞く力を鍛えしょうというコースです。テクストは主に古典として現代に生きるものを選びました。

放送というメディアを生かしてナマの音を活用します。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 物語（1） ルイス・キャロル『不思議の国のアリス』

河合　祥一郎
i東京大学助

ｳ授）

河合　祥一郎
i東京大学助　　　曇

ｳ授）

2 物語（2） ルイス・キャロル『鏡の国のアリス』 同　上 同　上

3
ポピュラーソング
i1）

夢幻の国のジョン・レノン

佐藤　　良明
i東京大学教

�j

佐藤i　良明
i東京大学教

�j

4
ポピュラーソング
i2）

ビートルズと60年代少女 同　上 同　上

5 演劇（1） ジョージ・バーナード・ショー『ピグマリオン』 河合　祥一郎 河合　祥一郎

6 演劇（2） 映画音楽『マイ・フェア・レイディ』 同　上 同　上

7
ポップ・カルチャー
i1）

プレスリーと現代社会 佐藤　　良明 佐藤　　良明

一1　2　5　一一一



圓 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

8
ポップ・カルチャー
i2）

コカコーラと現代社会 佐藤　　良明 佐藤　　良明

9
ポップ・カルチャー
i3）

マクドナルドと現代社会 同　上 同　上

10 演劇（3） シェイクスピア『ハムレット』（1） 河合　祥一郎 河合　祥一郎

11 演劇（4） シェイクスピア『ハムレット』（2） 同　上 、同　上

．12 演劇（5） シェイクスピア『ハムレット』（3） 同　上 同　上

13
ポピュ．ラーソング
i3）

ステイーヴン・フォスターの歌 佐藤　　良明 佐藤　　良明

14
ポピュラーソング
i4）

カントリー音楽のさびしさ 同　上’ 同　上

15
ポピュラーソング
i5）

サンプリング・ミュージック 同　上 同　上

一126一



＝英語珊（℃3）＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

成田　篤彦（埼玉工業大学教授）〕

高田　康成（東京大学教授）〕

全体のねらい
　このコースは二人の講師が担当し、小説と論説という二つの異なるタイプの英文を読むが、二人に共通しているのは、い

まいちど基本文法に立ち返って、正確に英文を把握しようという態度である。このコースでは、まず文法的に正確に英文を

把握し、その上でより深いテキストの理解を目指す。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
s所属職名）

1 は　　じ　　め　　に

　このコースの8回目までの授業のテキスとして用いるのは、

ｻ代イギリスを代表する小説家のひとりGrah訓Swiftの濯
K。鳶茄ε20ry　of　60ro詔が0刀灘θである。この作品は映画

ｻもされた傑作〃勧εガθηげを織りなすいくつかの物語のひと

ﾂでもある。初回には、作品について解説を加え、また授業

ﾌ方針について説明をしたのち、さっそく作品の冒頭部分「フ

Fンズについて（1）」を読む。

成田　篤彦
i埼玉工業大

w教授）

成田　篤彦
i埼玉工業大

w教授）

Eイリアム
Y・ニコラス
i埼玉工業大

w教授）

2

「フェンズについ

ﾄ（2）」

　学生の皆さんにとって難しい、あるいは誤解しやすいと思

墲黷髟舶ｪを取り上げて、構文、語法等について解説を加え

ﾈがら読む。テキストの分量が多いのですべてを細かく解説

ｷることはしないが、必ず話の展開について短い説明を加え

ﾄから該当部分の説明を行う。

同　上 同　上

3
「フェンズについ

ﾄ（3）」
同　　上 同　上 同　上

4
「フェンズについ

ﾄ（4）」
同　　上 同　上 同　上

5
「フェンズについ

ﾄ（5）」
同　　上 同　上 同　上

6 「祖父について」 同　　上 同　上 同　上

7
「戴冠記念エール

ﾉついて（1）」
同　　上 同　上 同　上

一一@1　2　7　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放遂担当
u　師　名
i所属職名）

8
「戴冠記念エール

ﾉついて（2）」

　学生の皆さんにとって難しい、あるいは誤解しやすいと思

墲黷髟舶ｪを取り上げて、構文語法等について解説を加え
ﾈがら読む。テキストの分量が多いのですべてを細かく解説

ｷることはしないが、必ず話の展開について短い説明を加え
ﾄから該当部分の説明を行う。

成田　篤彦
i埼玉工業大

w教授）

成田　篤彦
i埼玉工業大

w教授）

Eイリアム
Y・ニコラス
i埼玉工業大

w教授）

9
「問題の所在と段

謔閨v

　成田教授の後を引き継いで、これから7回にわたって論説

ｶを読む。原著者もイギリス人小説家からインド系のシンガ
|ール人の外交官へと代わる。もちろんその英語は彼にとっ

ﾄ母国語であり、英文も巧みで洗練されている。　「アジア人

ﾍ思考することができるか？」という挑戦的な表題が示すよ

､に、近代の西欧中心主義にたいして真っ向から議論を展開

ｷる。論理的作文の手本となるような明晰無比な論理の展開
ﾉも注目されたい。

@この回から、実際にテキストを読みながら、いくつかの文
@事項について重点的に説明する。

高田　康成
i東京大学教
�j

ロシター・ポ

[ル（東京大
w教授）

10

「アジア人は思考

ｷることができな
｢」

（文法事項について、いくつか重点的に説明。）
同　上 同　上

11

「アジア人は思考

ｷることができる」
i1）

（文法事項について、いくつか重点的に説明。）
同　上 同　上

12
「アジア人は思考

ｷることができる」
iII）

（文法事項について、いくつか重点的に説明。）
同　上 同　上

13

「多分アジア人は

v考することがで
ｫる」（1）

（文法事項について、いくつか重点的に説明。）
同　上 同　上

14

「多分アジア人は

v考することがで
ｫる」（II）

（文法事項について、いくつか重点的に説明。）
同　上 同　上

15
結び：「アジア的価

l」
（文法事項について、いくつか重点的に説明。） 同　上 同　上

一一@1　2　8　一一



：ニ hイツ語1（℃2）＝（TV）

〔主任講師：　新田　春夫（武：蔵大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ語の基礎を学びます。水は容器の形によってさまざまな姿をとるのと同じように、同じ事柄を表現するにも言語や

文化によって表現形式が異なります。ドイツ語の形式、すなわち、文法を学ぶことはドイツの社会や文化を理解する有効な

鍵です。また、放送の中のスケッチでは日常的な場面における実際的な表現の運用を学びます。さらに、発音練習のために

ドイツリートを：聴き、また、スケッチの内容と関連するドイツ、オーストリア、スイスの都市やお祭りなどの映像も紹介し

ます。

圓 テ　一　マ 肉　　　　　　　　容
執筆担蟻
u　師　名
i所属・職名）

放送担畿
u　師　名
i所属・職名）

1 響と文字（1）

　ドイツ語のアルファベットから始めて、発音と文字による

ｻの表記を学びます。ここでは母音を中心に練習します。ド
Cツ語の発音や文字による表記は英語より簡単です。日常よ

ｭ見られる略語の読み方も練習します。また、耳を慣らすた

ﾟドイツリートを聴きます。今回はシューマンの「君は花の

謔､」です。

新田　春夫r（武蔵大学教

�j

r。　グレー
v・ケネカー
i東京大学外

草l教師）

新田　奉夫
i武蔵大学教

�j

l。フェルト
i立教大学教

�F）

2 響と文字（2）

　子音の発音を中心に学びます。言語を習得する上で正しい
ｭ音は最も大切です。繰り返し練習して美しいドイツ語を身
ﾉつけましょう。また、ドイツリートを聴きます。今回はシ
?[ベルトのセレナーデです。発音の練習に役立ててくださ

｢。

同　上 同　上

3
動詞の現在人称変
ｻ（1）

　ドイツ語では主語（人称）によって動詞の語尾が変化しま

ｷ。ここでは基本的な動詞の現在時称における変化を学び、

ﾈ単な文を作る練習をします。人称変化はさまざまなレベル
ﾌ変化に共通した現象ですから、しっかり理解しておきまし
蛯､。また、スケッチに関連して、今回はハンブルクの旧市

Xをご紹介します。

同　上 同　上

4 名詞の性と格変化

　ドイツ語の名詞には性、数、格の区別があります。中でも

d要なのは格の区別です。格は主語や目的語といった、名詞

ｪ文の中で果たす役割を示しています。これは主に冠詞によ
ﾁて表されます。ここでは疑問文を作る練習もします。また、

Xケッチに関連して、今回はハンブルクの街中のアルスター

ﾎなどをお見せします。

同　上 同　上

5 不　規則動詞
唐?奄氏C　haben

　大部分の動詞は規則的な変化をします。しかし、重要な動

撃ﾙどよく使われるために特別な形があったり、語形が縮約

ｳれたりして不規則な変化をします。ここではsein　r…であ

驕v、haben　r持っている」を使った重要な表現の練習をしま

ｷ。また、スケッチに関連して、今回はハンブルクの港の映

怩�ｨ見せします。

同　上 同　上

6 名詞の複数形

　名詞の複数形の作り方を学びます。ドイツ語では複数形の

?阨福ﾉは5種類あり、どの語がどのような複数形になるの
ｩ個別的に覚えなくてはなりません。また、数詞の勉強をし、

l段、時刻の表現練習をします。さらに、ドイツリートも聴

ｫます。今回はモーツァルトの「すみれ」です。
同　上 同　上

一一@1　2　9一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

一部の動詞は現在人称変化で語尾だけでなく、語幹の母音

7
動詞の現在人称変
ｻ（2）

が変化するものがあります。これらの動詞は日常的によく使

墲黷髀d要な動詞です。ここではこれらの動詞を使った基本

Iな表現を練習します。また、前回のインタビューに関連し
ﾄ、今回はウィーンの街をご紹介します。

新田　春夫

r。　グレー
v・ケネカー

新田　春夫

Z。フェルト

前置詞は名詞、代名詞などに付いて他の語との空間、時間、

理由などの関係を表します。日本語の格助詞と似た点があり

ます。しかし、前置詞の使い分けは慣用的な部分が多いので

8 前　　　置　　　詞
す。ここでは基本的な前置詞を使った表現の練習します。ま

ｽ、今回はスケッチに出てくる聖マルチィンの提灯行列の様
同　上 同　上

子をご紹介します。

否定を表すkeinや所有を表すmein「私の」，dein「君の」

などの語は名詞の前に置かれ、不定冠詞einと同じ語尾変化
をして名詞の格を示す役割を担っています。ここではこれら

の不定冠詞類の語を使った表現の練：習をします。今回はスケ
9 否定冠詞、所有冠詞

ッチに出てくる、ズユルト島などのリゾート島がいろいろあ
同　上 同　上

る北海の映像をお見せします。

「私」、　「君」、「それ」などを表す人称代名詞も名詞の

仲間です。ですから、性、数、格の区別があります。しかし、

これらは語尾変化ではなく、語形そのものが変化します。こ

10 人　称代名　詞
こでは人称代名詞と疑問詞を使って人にものを尋ねる表現を

繒Kします。また、今回はスケッチに関連して、ドイツのケ
同　上 同　上

一キやケーキ屋さんをご紹介します。

親しい相手への要求は命令形を使います。しかし、親しく

ない相手には接続法1による別の形を使わなくてはなりませ
ん。ここではそのような命令表現や要求表現を作り方を学び、

11 命令・要求表現 具体例によって練習します。また、今回はスケッチでも言及 同　上 同　上
されているリューベックの街をご紹介します。

ドイツ語の語順は英語に似ている部分と日本語に似ている

部分とがあります。ここではドイツ語の語順はどのように考

えたらいいのかを検討し、ドイツ語の語順の特徴を明らかに

12 語　　　　　　順 します。また、それを踏まえてドイツ語の文を作る練習をし 同　上 同　上
ます。また、今回はスケッチに出てくるカーニヴァルの様子
をご紹介します。

言語の習得には文法や単語を覚えるだけではなく、熟語を

使いこなすことが重要です。ドイツ語ではとくに副詞＋動詞

の形をした熟語はひとつの動詞のようにみなされて分離動詞

と呼ばれています。ここではそれらを使った表現の練習をし

13 分　離　動　詞 ます。また、ドイツリートも聴きます。今回はシューベルト 同　上 同　上

の「鱒」です。

一一@1　3　0　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ドイツ語の形容詞は名詞の前に置かれたときに語尾変化を

します。それは冠詞と同様に名詞の性、数、格の表示をする

役割を担っています。この語尾変化は少々厄介ですが、形容

14
形容詞：付加語的用

@

詞の名詞化などとともにドイツ語の表現の可能性を広げるこ

ﾆができます。また、今回は、前回のインタビューに関連し

ﾄ、スイスのルツェルンの街をご紹介します。

新田　春夫 新田　春夫

話法の助動詞は、本動詞が表す出来事や行為に関して、能

カ、意志、義務、また、許可、禁止、などを表すだけでなく、

伝聞、推量、命令などといった話者の判断や相手へのは働き

15 話法の助動詞
かけも表します。ここでは話法の助動詞を使ったそのような

¥現を学びます。また、スケッチに関連して、最近のベルリ
同　上 同　上

ンの映像をご紹介します。

一一
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＝・ hイツ語II（℃2）＝・（］R）

〔主任講師：　新田　春夫（武蔵大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ語1に引き続き、ドイツ語の基礎を固めます。また、ケネカーさん書下ろしのテクストは、長崎、徳島、神戸、長

野、東京、仙台、札幌など、日本におけるドイツゆかりの地を尋ね、例えば、日本における第九交響曲初演の経緯、キリス

ト教の伝道、ナウマン象の発見といった、日独文化交流の歴史をふりかえります。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・職名）

不定詞、過去、過去分詞を動詞の3基本形と言います。不

1 動詞の3基本形

定詞は現在人称変化の原形であり、過去は過去人称変化の原

`ですし、過去分詞は助動詞と共に完了時称の文や受身文を

?驍ｩらです。ここでは3基本形の作り方を学びます。

新田　春夫
i武蔵大学教

�j

r．　グレー
v・ケネカー
i東京大学外

草l教師）

新田　春夫
i武蔵大学教

�j

ｯ。フェルト
i立教大学教

�j

過去時称は、物語などにおけるように、一連の出来事を描

写するのに使われます。ここでは過去基本形からの過去人称

2
時称　（1）
ﾟ去

変化を学び、報告文などを作る練習をします。また、物や事

ｿが主語になるような、日本語とは発想の異なった表現につ 同　上 同　上

いて考察します。

現在完了時称や過去完了時称は現在や過去の時点から見て

3
時称　（2）　．
ｻ在完了、過去完了

ある出来事や行為がすでに完了していることを表します。特

ﾉ現在完了は日常の会話の中で過去の出来事を言うのによく
gわれます。ここではそのような完了表現を練習します。

同　上 同　上

動詞がとる目的語が異格になるかは論理ではなく、言語習
慣的に決まっています。目的語の格は動詞ごとに違います。

4 動詞の格支配 ここでは個々の動詞がどのような目的語の取り方をするかを 同　上 同　上
学び、重要な動詞を使った表現の練習をします。

現在分詞や過去分詞は形容詞のように使われますが、動詞

としての性質も残していて、目的語や副詞などもとることが

5
現在分詞、過去分詞

できます。目的語や副詞などを伴った分詞は長い修飾句を作

驍ｱとができます。ここではそのような分詞の使い方を学び 同　上 同　上

ます。

ドイツ語の形容詞・副詞は、英語などと同じように、比較

6
形容詞1比較変化

変化をします。ここでは比較級、最上級などの語形変化の練

Kをし、また、さまざまな比較表現を学びます。 同　上 同　上

他動詞の目的語が主語と同じ人称の代名詞である文を再帰

表現と言います。日本語には再帰表現はありませんので、つ

7 再　帰　表　現
い再帰代名詞を忘れてしまいがちですが、どうして再帰代名

撃ｪ必要なのかを考え、さまざまな再帰表現を練習します。 同　上 同　上

一一@1　3　3　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

普通の文は話者の断定的な主張を表しますが、話法の助動

8 推　量　表　現

詞やwerdenを使った文は話者の推量を表すことができます。

ｱこではそれらの助動詞を使って話者のさまざまな確信度を
¥す表現を練：饗します。

新田　春夫

r．　グレー
v・ケネカー

新田　春夫

l，フェルト

manを使った表現やhaben＋zu不定詞、　seln＋zu不定詞、非

人称表現など、いくつかのよく使われる構文があります。こ

9
構　　　　　　文

れらはしばしば日本語と発想のパターンが異なるという点で

n語と並んで重要なものです。ここではそのような基本的な 同　上 同　上

構文を練習します。

動詞の表す行為を受け手の側から表現するのが受身文です。

ここでは受身文の作り方を学び、受身文を作る練習をします。

10
受　　　動　　　文

また、能動文との使い分けについても考えて見ましょう。“
同　上 同　上

wenn。　wei1，　damitなどの接続詞は一つの文をもう一つの別の

文に埋め込んで複合的な文を作る働きをします。これらに導

11 接続詞　（1）
かれた文はもう一つの別の文における時、理由、目的などを

¥しています。ここではそのような複合的な文を作る練習を 同　上 同　上

します。

dassという接続詞はそれに導かれた文に名詞のステータス

を与え、もう一つの別の文における主語や目的語とする働き

12 接続詞　（2）
をします。ここでは接続詞dassを使った複合文を作る練習を

ｵます。また、疑問文を埋め込んだ複合文も学びます。 同　上 同　上

先行する文の中の名詞（先行詞）を受けた語（関係代名詞）

によって新しく始められた文を関係文といいます。関係文は

13
関　　　係　　　文

「そしてそれは…だが」という意味の挿入句と考えることが

ﾅきます。ここでは関係代名詞について学び、関係文を作る 同　上 同　上

練習をします。

接続法は、話者が事柄の事実性に関して中立であったり、

非事実として捉えているときの形です。接続法には1とIIの

14 接続法　（1）
2つの形態がありますが、ここでは接続法1の形態を学び、

ｻれを使った要求表現と間接引用を練習します。 同　上 同　上

接続法IIは非現実の事態を仮定するときに使われます。ま

た、これの派生的用法として丁寧な要請や控えめな主張など

15 接続法　（2）
の表現に使われます。ここでは日常的によく使われる非現実

ﾌ願望文や丁寧な表現の練習をします。 同　上 同　上

一一
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＝ドイツ語皿＝（R）

〔主任講師：幸田薫（東京大学教授）〕

全体のねらい
　初級文法を学び終えた直後の学習者にも無理のないように、重要な文法事項を復習しながら、やさしい文章からやや難し
い文章へと読み進めて行く。童話、民族、環境、欧州統合のテーマを扱うことで・ドイツ語圏の民族と文化の理解も深めた

い。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

幸田　　薫 幸田　　薫
（東京大学教 （東京大学教

童話の世界（1） Br面er　Grlmm：Frau　HoUe（前半）
授）

fabriele

授：）

fabrlele
1 文法：動詞の判別（1）本動詞のみの構文 StumPP StumPP

（東京大学外 （東京大学外

国人教師） 国人教師）

2 童話の世界（2）
B描der　Grimm：Frau　Holle（後半）

ｶ法：動詞の判別（2）助動詞＋本動詞の構文
同　上 同　上

3 童話の世界（3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●dugen　Drewermann：tlefbnpsychologische　Interpretatlon

ｶ法：ドイツ語の文型σ）
同　上 同　上

ドイツ語圏の国々 wilhelm　Tell 同　上 同　上
4 （1） 文法：ドイツ語の文型（2）

ドイツ語圏の国々 Geschichte　der　Schweiz 同　上 同　上
5 （2） 文法：単語の整理：派生と複合

60
ドイツ語圏の国々
i3）

A1寸hur　Schηitzler：Die　grUne　Krawatte

ｶ法：副文（1）、接続法II
同　上 同　上

幸田　　薫

7
ドイツ語圏の国々
i4）

Peter　Giacomuzzi：Der　Traum　der　groBen　Kleinheit

ｶ法：副文（2）

Peter

fiacomuzzi

i東京大学外

同　上

国人教師）

一一@1　3　5　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
ドイツの環境保護
i1）

ImmermalmとRaabeの1環境意識1
ｶ法：形容詞と分詞

幸田　　薫

fabriele

@　StumPP

幸田　　薫

fabrlele

@　StumPP

9
ドイツの環境保護
i1）

1猷erview　mit　Prof　Wol亀ang　Krohn（前半）

ｶ法：zu不定詞句　　～ 幸田　　薫

幸田　　薫

orof　WolfgangKrohη

iUIliversitat、

aielefeld）

10
ドイツの環境保護
i2）

hterview　mit　Prof　Wol銀gaIIg　Krohn（後半）

ｶ法：受動態 同　上 同　上

11
ドイツの環境保護
i3）

Gabrielle　Stumpp：Das　Umweltbewusstsein　der　Deutsche11

ｶ法：副詞句と語順（1）

幸田　　薫

fabriele

@StumPP

幸田　　薫

fabriele

@StumPP

12 ヨーロッパ（1）
GoetheとNietzscheのヨーロッパ
ｶ法：副詞句と語順（2）

同　上 同　上

13 ヨーロッパ（2）
　　　　　　　　　　　　　㌔cer　Spiegelの記事から（後半）

ｶ法：テクストの構造（1）
同　上 同　上

14 ヨーロッパ（3）
Der　Spiege1の記事から（後半）

ｶ法：テクストの構造（2）
同　上 同　上

15 ヨーロッパ（4）
ドイツ語圏3力国からヨーロッパを見る

ｶ法：総まとめ
同　上

幸田　　薫

oeter

@Giacomuzzl

fabriele

@　　StumPP

ｼ
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＝フランス語1（‘02）＝（TV）

〔主任講師1鈴木啓二（東京大学教授）〕
〔主任講師：増田一夫（東京大学教授）〕

全体のねらい
　毎回短いスキットを見ながら、そこで用いられている表現を中心にフランス語の基礎を身につける。文法はフランス語1、

フランス語Sl全体で完結させる。反復練習などを通じて、実際に応用可能な実践的なフランス語能力の習得を目指す。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
Une　reηCOntre

?髀o会い
アルファベ、名詞の性と数、不定冠詞、定冠詞

増田　一夫
i東京大学教

�j

増田　一夫
i東京大学教

�j

2
Un　relldez－vous

fート
主語人称代名詞、動詞合tre、疑問文、 同　上 同　上

3
Trou　de　m6moire

L憶ちがい
動詞avolr、否定文、部分冠詞、縮約形 同　上 同　上

4

Des　goOts　et　des
モ盾浮撃?浮窒桃

Dみの問題

第1群（。er）動詞、形容詞、名詞の女性形・複数形、否定疑問

ﾖの答え
同　上 同　上

5

Une　　invitation”genereuse

C前のよい招待

第2群（一ir）動詞、動詞aller，　venir、近接過去、近接未来 同　上 同　上

6
Lar6sidence　dり6t6

ﾄの別荘

不規則動詞pouvo　ir，vouloir，partir，　sortirなど、非人称動詞

奄戟@fねut、　quelを使った感嘆文
同　上 同　上

7
Peine　perdue

恊ﾜり損
動詞faire，　devo瓦savoiらcomla↑tre，　mettre，prendre、　ni＿ni 同　上 同　上

一一一@1　3　7　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
R6servatlon

¥約
疑問副詞　ω，quand，　pourquol，　comment，　comblen

鈴木　啓二
i東京大学教

�j

鈴木　啓二
i東京大学教

�j

9

Notre　　　　　6crlvaln

垂窒Ufるr6

ｨ気に入りの作家

指示形容詞ce，　c磁e，　ces所有形容詞　mon，　ma，　mes等 同　上 同　上

10
Loto

鴻g

疑問代名詞　qui，　qui　est－ce　qul，　qu’est－ce　qul，　qu’est－ce　que，
同　上 同　上

11

Quel　　　　　jour

唐盾高高?刀|nOUS

≠浮鰍盾浮窒пfhul？

｡日の曜日は？

疑問形容詞que1非人称のil時刻の表現 同　上 同　上

12

La　　　　　place
eurstenberg

tユルスタンベー
牛L場

関係代名詞　qui，　que，　oO 同　上 同　上

13

Ce　qui　n’est　pas　le

olus　facile　a伽e

ﾅも簡単ではない
抹ｿ

形容詞・副詞の比較級・最上級 同　上 同　上

14
Le　photographe

ﾊ真家
動詞の肯定命令形・否定命令形 同　上 同　上

15
Souvenir　d’田16t6

?驩ﾄの思い出
複合過去形（肯定・否定形） 同　上 同　上

一一@1　3　8一



＝フランス語II（‘02）＝（．R）

〔主任講師：　鈴木　啓二（東京大学教授）〕

〔主任講師：増田一夫（東京大学教授）〕

全体のねらい
　フランス語1にひきつづき、フランス語の基礎を学ぶ。文法はフランス語1、フランス語El全体で完結させる。抽象的な

文法理解を越えて、実践的なフランス語運用能力の習得を目指す。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
Le　fbotball

Tッカー
動詞の受動態

鈴木　啓二
i東京大学教

�j

鈴木　　啓二
i東京大学教

�j

2

Ld響un　Belge

?驛xルギー人の物 現在分詞とジェロンディフ 同　上 同　上

3
Ceci　et　cela

ｱれもあれも

指示代名詞（ceci，　cela，　ga，　ce）疑問代名詞（1equel，　laquelle，

Pesquels、　etc）

同　上． ’同　上

4
Quiz　21

Nイズ21

donち前置詞＋関係代名詞（lequel，　laquelle，　lesquels・

撃?唐浮曹?tes）

同　上 同　上

5
Vernissage

買Fルニサージュ
代名詞（me，te，　le，　la　le＆etc） 同　上 同　上

6
L’a6ropo1重

�`にて
命令法と代名詞 同　上 同　上

7
Un　petit　d6taiI

ｱ細なディテール
代名動詞 同　上 同　上

一一一@1　3　9　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
Emboutelllage

a滞
動詞の直説法半過去、直説法大過去

増田　一夫
i東京大学教

�j

増田　一夫
i東京大学教

�j

9
Que　de　souvenlrs！

ｽくさんのお土産
動詞の直説法単純未来、直説法前未来

　
　
同
　
上
一 同　上

10
Mlssion
奄獅≠モモ盾高垂??

C務未完了

中性代名詞le，　en，　y、所有代名詞 同　上 同　上

11
Un　cholx　dlfficlle

ﾞずかしい選択

Faireを使った使役の表現、1aisserを使った放任の表現、知覚

ｮ詞volr，　entendreを使った表現
同　上 同　上

12
Un　dlmanche　de
垂撃浮奄?

Jの日曜日

動詞の条件法現在、条件法過去 同　上 同　上

13
Cherche　rempla♀ant

≠ﾞ、代役
動詞の接続法現在、接続法過去、接続法の用法（1） 同　上 同　上

14
La　malade　imagina｛re

aは気から
接続法の用法（2）副詞節における接続法、直接話法、間接

b法（1）
同　上 同　上

15
ApPrenti　roller

香[ラー族入門
直接話法・間接話法（2）時制の一致 同　上 同　上

一一 P40一



＝フランス語皿（‘02）＝・（R）

〔主任講師：三浦信孝（中央大学教授）〕

全体のねらい
中級から上級への橋渡しになるような総合的フランス語力の養成をめざす。素材としては、世界各地のフランス語作家の作

品抜粋16篇を選び、詳しく読む。フランス語はフランス人の植民活動や植民地支配を通してヨー一・nッパ外に広まった結果・

今日では文化的にきわめて多様な人々が表現伝達手段として使用する国際語であることを理解する・

　ネイティヴスピーカーの分担協力者は、レユニオンやアフリカで育った経験をもつすぐれた研究者であり・受験生のヒア

リング能力向上をねらい、テキストの朗読だけでなく1フランス語で作品を解説してもらう。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
ヨーロッパのフラ
塔X語文学（1）

アゴタ・クリストフ『悪童日記』『昨日』

三浦　信孝
i中央大学教

�j

~カエル・フ

Gリエ
i中央大学教

�j

三浦　信孝
i中央大学教

�j

~カエル・フ

Gリエ
i中央大学教

�j

2
ヨーロッパのフラ
塔X語文学（2）

ミラン・クンデラ『裏切られた遺書』 同　上 同　上

3
カリブ海のフラン
X語文学（1）

エメ・セゼール『帰郷ノート』 同　上 同　上

4
カリブ海のフラン
X語文学（2）

ラファエル・コンフイアン『コーヒーの水』 同　上 同　上

5
カリブ海のフラン
X語文学（3）

マリーズ・コンデ『生命の樹』 同　上 同　上

6
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Jナタのフフンス
齦ｶ学（1）

アントニーヌ・メイエ『荷車引きのべラシー』 同　上 同　上

7
カナダのフランス
齦ｶ学（2）

ケベックの詩人歌手たち 同　上 同　上

一一一@1　4　i



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
カナダのフランス
齦ｶ学（3）

エミール・オリヴイエ『千の水』

三浦　信孝

~カエル・フ
Gリエ

三浦　信孝

~カエル・フ
Gリエ

9
アラブ世界のフラ
塔X語文学（1）

カテブ・ヤシーヌ『ネジュマ』 同　上 同　上

10
アラブ世界のフラ
塔X語文学（2）

アルベール・メンミ『地の塩』 同　上 同　上

11
アラブ世界のフラ
塔X語文学（3）

タハール・ベンジェルーン『狂人モハ、賢人モハ』 同　上 同　上

12
アラブ世界のフラ
塔X語文学（4）

アミン・マルーフ『アラブ人がみた十字軍』 同　上 同　上

13
アフリカのフラン
X語文学（1）

レオポール・セダール・サンゴール 同　上 同　上

14
アフリカのフラン
X語文学（2）

チカヤ・ウタムシ 同　上 同　上

15
アフリカのフラン
X語文学（3）

アマドウ・クルマ 同　上 同　上

一1　42一



＝中国語1（’01）＝（TV）

〔主任講i師 傳田　章（放送大学教授）〕

全鯉総のスキットを読みながら溌音と文法の基礎を学習する．文法囎は主語述語の結びつきから始めて接続

関係まで、全体の中から偏りのないように主要な構文を抜き出して配列し、まずそれになれることを目標に学習を進め

る。15回で完結して初歩的に文法の大枠が把握できるようにしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

傳田　　章

1 玉仏寺の前で（1）

四つの声調

P韻母　a，e
｡韻母　ai，e1，ao，ou
ｺ母　d，t，　n，1

（放送大学
ｳ授）

焉@　念聖
i早稲田大

傳田　　章
i放送大学

ｳ授）

学講師）

複軸母　an，　en，　ang，　eng
声母　zh，　ch，　sh，　r

2 玉仏寺の前で（2） 第三声の連続 同　上 同　上

主語と述語　一一一　S－P
形容詞述語

声母　9，k，　h　　　　声母　z，　c，　s
声母　b，p，　m，　f　と単為母　o

3 玉仏寺の前で（3） 動詞と目的語　一一一　V－O 同　上 同　上

動詞と補語，断定　一一一　V－C，断定動詞
修飾語　一一一　A－H，連体，連用，副詞

軽声

声言　j，q，x　　　　韻母　er
4 玉仏寺の前で（4） 特殊疑問　一一一　疑問詞 同　上 同　上

選択疑問（1）　一一一　肯定否定並列
主述述語　一一一　P（S－P）

単韻母i，iで始まる複韻母
単韻母u，uで始まる複韻母

5 玉仏寺の前で（5） 単聖母茸，廿で始まる四韻母 同　上 同　上

状況の相（1）一一一付加，完了をいう文末助詞
状況の相（2）一一一持続をいう文末助詞

個別の語の声調変化
レストランを開業 当否疑問一一一語気助詞 同　上 同　上6 （1） 推量一一一語気助詞

意志，勧誘一一一語気助詞

限定修飾語（1）　一一一　限定の助詞
レストランを開業 限定修飾語（2）　一一一　名詞句自立 同　上 同　上

7 （2） 限定詞助数詞構造（1）　一一一　D－M
限定詞助数詞構造（2）　一一一　名詞句自立

一一 P43一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

放送担当
u　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8
レストランを開業

@　　　　（3）

数詞一一一基数詞と位数詞
譿狽ﾆ序数
^問数詞

傳田　　章

焉@　三聖
傳田　　章

完了相一一一

9
レストランを開業 未然一一一未然をいう副詞

（4） 持続相 同　上 同　上

経験相

10
レストランを開業
@　　　　（5）

選択疑問（2）　一一一　巳然未然並列動作量補語（1）一一一　回数

同　上 同　上
動作量補語（2）一・一一　継続時間

所在・移動動詞と場所目的語
11 桂林へ行く　（1） 授与動詞と二重目的語 同　上 同　上

認定動詞と動詞句補語

存在の表現一一一存在動詞
12 桂林へ行く　（2） 現象の描写と個体の叙述 同　上 同　上

方位詞

前置詞句連用（1）　一一一　所在，目的点など
13 桂林へ行く（3） 前置詞句連用（2）　一一一　共同の相手，授与の相手 同　上 同　上

前置詞句連用（3）　一一一　動作授与の相手

動詞句連用（1）　一一一　結果の評価

14 桂林へ行く（4）
動詞句連用（2）　一一一　結果の事態動作結果複合（1）一一一　VR複合動詞

同　上 同　上

動作結果複合（2）一一一　方位移動のR

接続（1）　一一一　副詞で
15 桂林へ行く（5） 接続（2）　一一一　接続詞で 同　上 同　上

選択疑問（3）　一一一　対称並列

一一@1　4　4　一一



＝中国語ll（℃1）＝（R）

〔主任講師 傳田　章（放送大学教授）〕

全体のねらい
　中国語1で学んだ主要な構文を復習しつつそれぞれをやや複雑な構文に進んで学習するが、個々の項目を切り離され
た形で扱うのではなく、より大きな枠組みのなかでの位置を確かめながら理解を深めるようにしたい。中国語Hで基礎
の文法学習を終える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
大学生の就職活動
@　　　　　（1）

文，主語と述語　一一一　提示と説明，S－P
¥造の重なり　一一一　S－P，V－O，　A－H
ｮ詞の目的語と補語　一一一　陳述の違い

傳田　　章
i放送大学

ｳ授）

焉@　念聖
i早稲田大

w講師）

傳田　　章
i放送大学

ｳ授）

2
大学生の就職活動
@　　　　　（2）

感情の表出　一一一　語気助詞　a
鼡C助詞　a　の連声
ｶの三層構造

同　上 同　上

3
大学生の就職活動
@　　　　　（3）

動詞の完了相の使われ方
ｮ作の相と状況経過の相

同　上 同　上

4
大学生の就職活動
@　　　　　（4）

末尾桁助数詞省略，端数

W合
桝ﾔの断定

同　上 同　上

5
大学生の就職活動
@　　　　　（5）

動作量補語（3）　一一一　試行
ｮ詞の重ね型
ｮ作量補語（4）　一一一　性質量
ｮ作量補語と目的語

同　上 同　上

6 青春を語る（1）
思考動詞と文補語
F識動詞と文目的語
ｶ補語と文目的語

同　上 同　上

7 青春を語る（2）
目的補語を伴う動詞（1）　一一一　使役動詞
ﾚ的補語を伴う動詞（2）　一一一　命名動詞
ﾚ的補語を伴う動詞（3）　一一一存在をいう動詞

同　上 同　上

一145　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

動詞句連用（3）　一一一　連用修飾 傳田　　章、
8 青春を語る（3） 動詞句連用（4）　一一一　方式と目的 傳田　　章

後置句が補語となる場合 呉　　三聖

前置詞句連用（5）　一一一　比較

9 青春を語る（4）
性質と状態
`容詞の重ね型

同　上 同　上

描写語を括る助詞

前置詞句連用（6）　一一一　処置

10 青春を語る（5）
主題としての動作対象など
O置詞句連用（7）　一一一　使役

同　上 同　上

前置詞句連用（8）　一一一　受身

包括（1）　一一一　前置詞で

U 村長選挙（1）
包括（2）　一一一　最小で
?〟i3）　一一一　不定称で

同　上 同　上

r化

動作結果複合（3）　一一一　R成分の派生義

12 村長選挙（2）
動作結果複合（4）　一一一　付着
ｮ作結果複合（5）　一一一　反転

同　上 同　上

動作結果複合（6）　一一一　結果への到達可能

動作結果複合（7）　一一一　起動過程

13 村長選挙（3）
動作結果複合（8）　一一一　継続過程
ｮ作結果複合（9）　一一一　過程完了

同　上 同　上

動作結果複合（10）一一一　AR複：合

動作結果複合（11）一一一　到達

14 村長選挙（4）
動作結果複合（12）一一一　停止，固定保持
ｮ作結果複合（13）一一一　所在，落着点

同　上 同　上

動作結果複合（14）一一一　的中

名詞句述語

15 村長選挙（5）
過度をいう助詞
Cがかりをいう助詞

同　上 同　上

承前疑問
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二中国語皿（℃0）：＝（R）

〔主任講師 代田　智明（東京大学教授）〕

書罧鶴高高鱗纏発デ高高三三三三三三三三鮮塞撫辱難朧
扱った文章を読むことで、中国の人々の笑いや思考について、少しでも理解を深めたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
手紙の文字の書き
福ﾉついての文章

　基本的な文章の読み取り能力を身につける。文字のぞんざい
ﾈ書き方のために、とんでもない読み間違いがおきたり、返信
ｪできないという主旨を、ユーモアをまぜて述べた文章を味わ
､。典拠は、王力〈談談写信〉。

代田　智明
i東京大学

ｳ授）

代田　智明
i東京大学

ｳ授）

2 同　上 1の続き 同　上 同　上

3

女性のファッショ
刀@に　つ　い　て

　やさしい文章の論理的展開をきちんとおさえるカを試す。女
ｫのファッションについて、個性と自分の好みが大切であるこ
ﾆを述べた文章。典拠は、張抗抗〈女人”会”不“会”穿衣服〉。

同　上 同　上

4 同　上 3の続き 同　上 同　上

5

他人とのぶつかり
�ﾟぐる中国と西
mの違い

　やや論理的な文章を、きちんと読み取る力を身につけること
ｪ目的。他人とぶつかることが西洋と中国では意味がことなる
ｱとを述べて、文化の違いを明らかにした文章。典拠は、王蒙
q接触与磋撞〉。

同　上 同　上

6 同　上 5の続き 同　上 同　上

7
ショートショート

ｩら

　超短篇小説。一通の手紙を道の向かいにあるポストに投函し
ﾄもらうよう恋人に託すが、彼女は交通事故に遭ってしまう。

ｻの手紙とは？

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 嫉妬をめぐる
uラックユーモア 7の続き 代田　智明 代田　智明

9 イソップ物語の
pロディ

　認刺的な文章を、語り手の視点を理解して、ともに笑いを共有できるカを養いたい。良く知られたイソップの寓話数編を選び、それに新しい解釈を施す。典拠は銭鍾書〈読伊索寓言〉。

同　上 同　上

10 同　上 9の続き 同　上 同　上

11
身体障害者スポー
cの意義について 同　上 同　上

12 同　　上 11の続き 同　上 同　上

13
裸体をめぐる日中
ｶ化の違い

　論理的な文章をきちんと読みとるカを、最後に仕上げたい。裸体をめぐる日中文化比較論。混浴がありアイドルのヌードがもてはやされる日本では肉体が自然と感じられるのに対し、中国では醜悪なものと感じている文化的ちがいを指摘する。典拠は、秦弓《中国人的徳行》。

同　上 同　上

14 同　上 13の続き 同　上 同　上

15 同　上 14の続き 同　上 同　上
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＝ロシア語1（‘01）＝（R）

〔主任講師：　佐藤　純一（創価大学教授）〕

全体のねらい
　ロシア語の最初歩の「読み、書き、聞き、話す」4技能のバランスのとれた習得をめざす。各回の学習項目が過大になら

ないよう留意するとともに、重点事項はいろいろな形で反復履修できるよう工夫する。また、文法に偏らず、毎回の授業に

日常会話表現の系統的な紹介と練習を含め、受講者の実際的な関心に応えたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 文字と発音（1）

母音字母10、子音字母21、記号字母2の大小活字体、そ
黷ｼれの音価や機能と呼称、音節構造とアクセントの原理な
ﾇについて、常用単語の綴りと発音の練習を通じて学習する。 佐藤　純一

i創価大学教
�j

佐藤　純一
i創価大学教

�j

2 文字と発音（2）

アクセントのない母音字母の発音、子音字母の発音の同化の
K則と断定文のイントネーションを、重要地名・人名、常用
P語、基本表現の綴りと発音の練習を通じて学ぶ。他に出会

ﾁたときの挨拶、別れの挨拶。 同　上 同　上

3 基本3文型と
^問文

　1）XはYだ、2）Xはここ・あそこだ、3）Xは～する、
ﾌ基本3文型とそれぞれの疑問文、肯定と否定の応答をイン
gネーションの区別とともに学習する。他にお礼の言い方と

ｻのお返し。 同　上 同　上

4 疑問詞のある
^問文

　「誰、何、どこ」など主要疑問詞による疑問文をそのイン
gネーションとともに学ぶ。また、人称代名詞月、Bbl、　OH、

nHA、指示代名詞つTOの用法も含める。他に「お元気ですか」

ﾆその答え。 同　上 同　上

5 復習と応用（1）

　1－4課の例文と説明の総復習。文法補遺、練習問題と応
p問題（アルファベット、アクセント、イントネーションH
FKl，2，3，4、基本3文型、指示代名詞、人称代名詞、動詞

ｻ在3人称単・複、常用副詞、主要疑問詞）。他に「おなま
ｦは？」とその答え。

同　上 同　上

6
名詞・形容詞・代名

　名詞の性（男・女・中）と数（単・複）の区別、形容詞・

蒲L代名詞の性数変化、人称代名詞の体系と用法について学

ﾔ。他に「おはよう」その他。
同　上 同　上

7
無人称文と無人称

q語

　「暑い・寒い・面白い・難しい」などのよく用いる無人称

¥現、義務・必要・許容・禁止などの意味を表す無人称述語、

ｻれらと用いる動詞不定形について学ぶ。他に「紹介しまし

蛯､」　「はじめまして」。 同　上 同　上

一1　49　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

動詞の現在規則変化（第1・第2）、他動詞と対格補語、

名詞の格、名詞単数対格のいろいろ、男性活動体名詞の対格、

注意すべき動詞と補語の用法について学ぶ。他に「ちょっと

8 動詞の現在変化 うかがいますが」。 佐藤　純一 佐藤　純一

前置詞B／HAと名詞の前置格、必ずHAを用いる名詞と地
名、状態の動詞、動詞特殊変化OKMTb）、C刃動詞について
学ぶ。他にていねいな承諾の返事。

9 位置・場所の表現 同　上 同　上

6－9課の例文と説明の総復習。文法補遺、練習問題と応用

問題（名詞の性・数・格、形容詞、代名詞、無人三文、無人

称述語、動詞の現在変化諸タイプ、活動体名詞、対格と前置

10 復習と応用（2） 格、状態の動詞）。他に「すみません」「かまいません」な 同　上 同　上
ど。

限定動詞HATMとEXATb、無限定動詞XOAHTbと
E3八HTb、行く先を表すB、　HA＋対格、乗り物を表すHA＋前

旧格の用法について学ぶ。他にものを頼むときのまえおき。

11 行く・来るの表現 同　上 同　上

動詞BblTbの過去形、主要動詞の過去形、　BblTbの未来変

化、合成未来の形と意味、動詞XOTETbとMoqb、名詞類の
与格について学ぶ。他にものの名や値段のたずね方。

12 過去と未来の表現 同　上 同　上

所有の表現とその否定、名詞の旧格、人称代名詞の旧格と

HEro／H舵／HMX、否定旧格の用法、数量表現と旧格、数詞

13
所有の表現と数量

¥現

と名詞の結合の規則について学ぶ。他に歓迎の挨拶とそのお

ﾔし。 ・　　同　上 同　上

動詞2人称命令法の作り方、不定人称文、動詞特殊変化
（一ABATb型）完了体動詞の意味について学ぶ。他に「調子

はどうですかj。

14 命　　　令　　　法 同　上 同　上

11－14課の例文と説明の総復習。文法補遺、練：習問題と応

用問題（移動の動詞、動詞の過去と未来、所有の表現、否定
生野、数詞と数量表現、2人称命令法、名詞類の旧格、格変化

15 復習と応用（3） のまとめ）。他に別れの挨拶。 同　上 同　上
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ロシア語ll（‘01）＝（R）

〔主任講師：　佐藤　純一（創価大学教授）〕

全帰馬隠習得した各技能の可能なrl、、ぎりの向上．拡大をはかる．まとまったテクストの総合的な学習により讃表

現．文瀕目を系統的に学び、基麟な読鰍作文の能力の養成をはかるとともに・やや灘なシチュエーションでの会話

能力の習得をめざす。ロシア語能力検定4級合格を目標とする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

テクスト1　Ce勇qac　HeT　c諏HBoqHoro

1 形容詞の変化

neqeHL分。「いまクリームクッキーはありません」テ
Nストの詳しい説明とともに形容詞長語尾形の格変化の全体

�wび、練習問題で実際の運用能力を身につける。会話の表

佐藤　純一
i創価大学教

�j

佐藤　純一
i創価大学教

�j
現と応用（1）

テクスト2：KoTop：bl黄　Terlepb　qac？「いま
何時ですか」テクズトの詳しい説明とともに時刻・時間の表

2 時刻・時間の表現
現の主要事項を学び、練習問題で実際の運用能力を身につけ

驕B会話の表現と応用（2）
同　上 同　上

テクスト3　Cero双H分　y　MeH分　双eHb　po一
丞ムeHHH。「今日は私の誕生日です」テクストの詳しい

3 年月日の表し方
説明とともに年月日の表し方と順序数詞の形と用法について

wび、練習問題で実際の運用能力を身につける。会話の表現
同　上 同　上

と応用（3）

テクスト4MaKcHMpe皿a諏3a五aqy．「マ
クシムは問題を解いていた」テクストの詳しい説明とともに

4
完了体と不完了体

i1）

動詞の完了体と不完了体の意味と用法の区別の要点を学び・

繒K問題で実際の運用能力を身につける。会話の表現と応用
同　上 同　上

（4）

テクスト5　Be3　Bac　xTo－To　npHxo五H
丑．「お留守中に誰かに来ましたよ」テクストの詳しい説明

5
完了体と不完了体

i2）

とともに動詞の完了体と不完了体の形態の対応や派生関係・

ﾓ味・用法の違いについて学び、練習問題で実際の運用能力
同　上 同　上

を身につける。会話の表現と応用（5）

テクスト6　KaKoe　BpeMH　roムa　涯yq皿
e？「どの季節がよりよいか」テクストの詳しい説明ととも

6 比較級と最上級
に形容詞・副詞の比較級と最上級の形と用法について学び・

禔F習問題で実際の運用能力を身につける。会話の表現と応用
同　上 同　上

（6）

テクスト7Ero　oTeH　6H諏　KpecTb月HH，
HOM．「彼の父は農民だった」テクストの詳しい説明とと

7
いろいろな格の
p法

もに述語の造格、生馴の用法を学び、練：習問題で実際の運用

¥力を身につける。会話の表現と応用（7）
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

テクスト8yみn双a，KoTopa冠　HocHT　鷺M
籔JIbBa　TO」ICToro．　「レフ・トルストイの名の

8 関係代名　詞
jOTOPも1藍

ついている通り」テクストの詳しい説明とともに関係代名詞

jOTOPH鷲の形と基本的な用法を学び、練：習問題で実際
佐藤純一 佐藤純一

の運用能力を身につける。会話の表現と応用（8）

I

テクスト9T◎T，KTo　HallHca訂　3Ty　KH
H・・ry。「この本を書いた人」テクストの詳しい説明ととも

いろいろな関係代 に関係代名詞KTO，冤丁◎，Kaxo鳶、接続詞のqTO，
9 名詞 KaKなどについて学び、練習問題で実際の運用能力を身に 同　上 同　上

つける。会話の表現と応用（9）

テクスト100HH　cqHTa諏M，qTo　MoryT
conePHHqaTbC60raMH。「彼らは神々と

10
いろいろな従属
｡文

競争できると思った」テクストの詳しい説明とともに名詞的

]属文の主要タイプについて学び、練習問題で実際の運用能 同　上 同　上

カを身につけるご会話の表現と応用GO）

テクスト11EcみH　6H　分　6bM　Ha　8ameM
MecTe，　簸　He　no皿le丑　　6bl　B　n』［a：BaHH
e．　　　「私があなたの立場にいたら、航海には出ないだ

11 仮定法の形と用法 ろう」テクストの詳しい説明とともに仮定法の形態と意味・ 同　上 同　上

用法について学び、練習問題で実際の運用能力を身につける。
会話の表現と応用（ll）

テクスト12BHxo双　H3　co3双aBmeroc分
no』o）KeHH分．闇「生じた事態からの抜け道」テクスト
の詳しい説明とともに能動形容分詞の現在と過去の形態と用

12 能動形容分詞 法を学び、練：習問題で実際の運用能力を身につける。会話の 同　上 同　上

表現と応用（12）

テクスト13Pa3pyuleHHH厳　ropo双repH
姫Ka。「破壊された町ゲルニカ」テクストの詳しい説明と

13
受動形容分詞と受

ｮ相

ともに受動形容分詞の現在と過去の形態と用法を学び、練習

竭閧ﾅ実際の運用能力を身につける。会話の表現と応用（13） 同　上 同　上

テクスト14CaxapoB　6Hπ　3a双ep）KaH　班
双OcTaBみeH　B　npoKypaTypy．　「サハロ
フは拘束され検察局に送致された」テクストの詳しい説明と

14 受動相と受動の表現 ともに受動構文および。月動詞や不定人称文による受動の意 同　上 同　上

味の表現を学び、練習問題で実際の運用能力を身につける。

会話の表現と応用（14）

テクスト15ypyccKHx　He　npHHHTo
y』H6aTbCH．　「ロシア人には笑顔は禁物」テクスト
の詳しい説明とともに副分詞、c男動詞の意味と機能などに

15 副分詞その他 ついて学び、練習問題で実際の運用能力を身につける。会話 同　上 同　上

の表現と応用（15）
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＝スペイン語1（‘03）＝（R）

〔主任講師：上田　博人（東京大学教授）〕

全体のねらい

やさしい文に慣れながら，少しずつ日常会話の練習をします。

15回の講義で文法の基本を学びます。
スペイン語の発音や文法をよく理解し，使えるようにしましよう。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

①亜美はマドリー

hに到着します

Aこれがあなたの
秤ｮです。

①AR動詞の活用と定冠詞を扱います。

A「～は～です」という意味のserとestarという動詞を学
ﾑます。estarは「～は～にあります」という意味でも使われ

ﾜす。数詞も少し覚えましょう。母音の発音についても学び
ﾜす．

上由博人
i東京大学

ｳ授）

上田　博人

i東京大学

ｳ授）

2

①君は箸で食べる

ﾌ？
A私たちは学期中
ﾍマドリードに住
�ﾅいます。

①ER動詞を学びます。母音がつながって二重母音となること

�mかめましょう．

AIR動詞と動詞verを学びます．また，子音の発音について
煦ｵいます。 同　　　上 同　　　上

3

①何か悪いことが
?ﾁたの？

A今日の午後何を
ｷるつもり？

①形容詞の変化と目的語の代名詞を学びます。子音の発音に

ﾂいてもしっかりと理解しましょう．

A不規則動詞を扱います。はじめに語根の母音が変化するタ

Cプの不規則動詞を見ましょう。それから子音のつながりに

ﾂいて学びます．数詞は11から20まで覚えましょう．
同　　　上 同　　　上

4

①私はまだキケの
ｱとをよく知らな
｢．

A私たちは買い物
ﾉ行ってきます．

①「私」の活用形に・ZCOがつく動詞と・gOがっく動詞を扱いま

ｷ．不定冠詞の形と機能も学びます．音節についても勉強し
ﾜす。

A動詞のirとsaberを扱います．アクセントの位置について
煌wびます．

同　　　上 同　　　上

5

①このひどい騒音

ｷこえるでしょ
､？

Aひどいもんだ！

①動詞の。無d砥ca鋤huirを学びます．

A「ある・いる」を表す動詞haberの活用形は，特殊なhay
�gいます．所有語についても学びます．

同　　　上 同　　　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

①動詞の線過去形を学びます。規則動詞からはじめましょう．
①子供のときは何 数詞は21から30まで学びます。

6

になりたかった？

A小さかったころ，

рｽちはそんなに
eレビを見ません

②不規則動詞の線過去形を学びます。数詞は31から100ま
ﾅ学びましょう。

上田　博人

@（東京大学

ｳ授）

上田　博人

@（東京大学

ｳ授）

でした、

①このユニットから，動詞の点過去の活用形を学んでいきま

①君のお父さんは す。まずはじめは規則動詞です。

いつ着いたの？ ②ER動詞とIR動詞の点過去形を学びます。

7 ②君はどこでスペ 同　　　上 同　　　上

イン語を勉強した
の？

①不規則動詞の点過去形を学びます。いずれもよく使われる

①私の父は来られ 重要な動詞です。

ませんでした。 ②不規則形動詞の点過去形の続きです。ここでは動詞decir

8 ②父はマドリード を扱います。 同　　　上 同　　　上

を見物したいと言
いました。

①不規則動詞の点過去形の3回目です．語根の母音が変化す

①昨晩はよく眠れ るタイプの不規則動詞とdarを扱います。②否定語について

ましたか？ も学びます。

9 ②マヨール広場で 同　　　上 同　　　上

切手を交換してい
ます。

①私たちはとても ①動詞の現在完了形と再帰動詞を学びます．

興味深い場所を見 ②動詞の過去完了形とその意味を学びます．また再帰動詞を

ることができまし もう少し続けて学びます。

10 た。 同　　　上 同　　　上

②トマトが入った
冷たいスープは何
と言うんですか？

①私たちは日本か ①関係代名詞の使い方を学びます。

ら送られたサンプ ②規則動詞の未来形を学びます．

ルでテストをして

11 いるところです。 同　　　上 同　　　上

②私たちはもっと
ひんぱんに連絡し
あいましょう．

①不規則動詞の未来形を学びます。未来完了形も扱います。
①私たちはクエン ②動詞の過去未来形を学びます．
カへ遠足に行きま

12
す。

A少なくとも40度
同　　　上 同　　　上

ぐらいはあったん
じゃないかな．
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

①動詞の過去未来形のつづきです。過去未来完了形について
①エキスポがなけ も学びます。

13

れば，夏に行くこと
ﾍ
な
か
っ
た
で
し
ょ
，

②これまで扱ってきた動詞はみな「直説法」でした。このユ

jットからは「接続法」を学びます。はじめは規則動詞です。
上田　博人

i東京大学

上田　博人

i東京大学
つ。

A財布を忘れたは
接続法の現在完了形も扱います。 教授） 教授）

ずはないんだけど．

①接続法の続きです。不規則動詞の接続法を学びます。
①たぶん僕の友人 ②動詞の命令形を扱います。肯定の命令と否定の命令のちが
たちはみんな来る いに注意しましょう。

14
よ。

Aそんなに質問ば
同　　　上 同　　　上

かりしないで一緒
に来いよ。

①動詞の接続法の過去形を学びます．
①今日はどのチー ②いよいよ，このユニットで終わりです．最後に接続法の過
ムに勝たせたい？ 去完了を学びます．仮定文は少し難しいかもしれませんが，

15
②こちらに来なけ
黷ﾎ，この目で見る

よく理解してください． 同　　　上 同　　　上

機会はなかったこ
とでしょう。
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＝スペイン語II（‘03）：＝（R）

〔主任講師：上田博人（東京大学教授：）〕

全体のねらい

少し難しい文に挑戦しながら，スペイン語の上達を目指す。

文法の復習をしながら，多数の練習をする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1。アルファベート

2。母音
3。二重母音と三重母音 上田　博人 上田　博人

1 文字と発音（1） 4。母音の分立 （東京大学 （東京大学

教授） 教授）

5．子音
6。二重子音
7．音節の切り方

2 文字と発音（2） 8。アクセントの位置 同　　　上 同　　　上

9．綴り字の規則

10．数詞．1から10まで

1．現在．規則変化－

2．serとestar

3．主語人称代名詞

3 Llego劉M劉drld 4．名詞の性 同　　　上 同　　　上

5．名詞の数

6．冠詞

●
7．数詞．11から20まで

1．現在．不規則変化

2。形容詞
3．a＋「人」を示す直接目的語

4 V裂lenci紐 同　　　上 同　　　上

1．線過去．規則変化

2．線過去．不規則変化

3．人称代名詞．

5 Nostalgi2 直接目的語と間接目的語 同　　　上 同　　　上

4．前置詞＋人称代名詞
5．gustar型動詞の用法

6．数詞．21から40まで
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1。点過去．規則変化

2．所有形容詞

3．指示形容詞と指示代名詞 上田　博人 上田　博人

6 Fles加s　n訊clon馳les 4。否定語 （東京大学 （東京大学

教授） 教授）

1。点過去。不規則変化

2．不定詞

3．数詞。41から199まで

7
El　　d13rlo　　de

somoko
同　　　上 同　　　上

1。現在完了

）

2。過去完了

3．関係詞

8
Un　　c脳ento　　de
fran我d紐

4．一menteの副詞

T．序数詞
同　　　上 同　　　上

1．未来．規則変化

2．未来完了
3。現在分詞

9 Te劉tro 4。進行形 同　　　上 同　　　上

5。比較

ユ．未来。不規則変化

2。感覚・使役動詞

3。無主語文、

10
El　Espiri加de　l裂
m劉vld潟d

4．数詞。200から1000まで 同　　　上 同　　　上

1。過去未来．規則変化

2．過去未来．不規則変化

3。過去未来完了

11
るQ“6h裂ri裂yo　sl擁
狽堰H

4．再帰動詞
T。serの受動態

同　　　上 同　　　上

1．接続法・現在．規則変化

2。接続法・現在。不規則変化

3．接続法・現在完了

12 L罰Pl縫z裂M3yor 同　　　上 同　　　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．肯定の命令文

2。肯定の命令形。不規則変化

3．否定の命令文 上田　博人 上田　博人

13 丁翻rom縫q鵬1爾 4。数詞。璽001から100万まで （東京大学 （東京大学

教授） 教授）

1。接続法・過去。規則変化

2．接続法・過去。不規則変化

3。接続法・過去完了

14 C識r翰de　Tomoko 4。接続法・過去se形 同　　　上 同　　　上

5。条件文
6。願望文

15 Rep訊so
復習 同　　　上 同　　　上
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＝韓国語1（‘02）＝（TV）

〔主任講師：　生越　直樹（東京大学助教授）〕
〔主任講師：　根本　理恵（東京大学非常勤講師）〕

全体のねらい
　簡単な会話によって韓国の人とコミュニケーションができるようになること、掲示や簡単な説明文を読めるようになるこ

とをめざす。まず、発音・文字（ハングル）の練習を十分に行ったのち、基本的な表現を使って簡単な文章を作る練習を行

っていく。あわせて、スキットなどを通して韓国の文化・習慣についても紹介していく。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

基本的な単母音6つと半母音yを含む重母音の発音、およ 生越　　直樹 生越　　直樹
びそれを表す文字の練習を行う。さらに、出会ったときなど （東京大学助 （東京大学助

母音1、
に使うあいさつを練習する。 教授） 教授）

1
あいさつ1

根本　　理恵 根本　　理恵
（東京大学非 （東京大学非

常勤講師） 常勤講師）

子音（平音、激音）の発音とそれを表す文字の練習を行う。

さらに、感謝などの簡単なあいさつ表現の練：習を行う。

2
子音1、

?｢さつ2
同　上 生越　　直樹

子音（濃音）および半母音wを含む重母音の発音、それを
表す文字の練習を行う。さらに、謝罪などのあいさつの練習

亀

3
子音2・母音2、
?｢さつ3

を行う。
同　上 同　上

音節末の子音（終声）の発音、および終声に関わる連音化
の練習を行う。さらに、　「はい」　「いいえ」などの表現を練

4
四声・連音化、
?｢さつ4

習する。
同　上 同　上

「～です、ですか」　「～でいらっしゃいますか」にあたる

名詞文の叙述形・疑問形・尊敬形と「は」にあたる助詞を取

5 ～です、ですか
り上げ、それらの表現を使った文の練習を行う。

同　上 同　上

「ある、いる」「ない、いない」にあたる存在詞、「この、

その、あの」にあたる指示詞を取り上げ、それらの表現を使

6 います、あります
つた文を練習する。

同　上 同　上

動詞・形容詞について、語幹と語尾の違いと母音語幹、子
音語幹の違いを説明した後、「～します（か）、～です（か）」

7 ～します、しますか
にあたる用言文の叙述形・疑問形についての練習を行う。さ

轤ﾉ、漢語系の数詞とそれとともに使う助数詞の練習も行う。
同　上 同　上

一1　61



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「～しません」にあたる用言文の否定形、　「～ではありま

せん」にあたる名詞文の否定形について練習する。さらに、

8
～しません、～では

固有語系の数詞とそれとともに使う助数詞の練習も行う。 生越　　直樹
生越　　直樹

ありません
根本　　理恵

用言の尊敬形の作り方と使い方、特殊な尊敬形の使い方を
練習する。

9 ～なさいますか 同　上 根本　　理恵

陽母音、陰母音の別を説明した後、用言の連用形の作り方
を練習する。さらに連用形の縮約形の説明も加える。　「～し

てください」にあたる依頼表現を使って、連用形の使い方を

10 ～してください 練習する。 同　上 同　上

「～します」にあたる文末の丁寧な形hayyo体の練習を行
う。また、残りの連用形の縮約形の練習もする。

11 ～　　し　ま　す 同　上 同　上

hayyo体の縮約形の練習を行う。さらに、　hayyo体の尊敬形

の作り方と使い方を練習する。

12 ～なさいますか 同　上 同　上

過去形の作り方と使い方を練習する。さらに過去形の縮約
形、尊敬の過去形の練習もする。

13 ～　し　ま　し　た 同　上 同　上

話し手の意志や推測を表す未来・意志形の使い方を練習す
る。さらに、「～している」にあたる進行形の作り方と使い

方を練習する。

14 ～　　し　ま　す 同　上 同　上

、

ここまで練習した表現をまとめるとともに、練習問題をし

ながら復習を行う。

へ

15 まとめと復習 同　上 同　上
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：＝ ﾘ国語ll（‘02）＝（R）

〔主任講師：　生越　直樹（東京大学助教授）〕
〔主任講師：根本理恵（東京大学非常勤講師）〕

全体のねらい
　韓国語1を終了した程度の実力を持つ学習者を対象とする。いろいろな表現を使って韓国の人とコミュニケーションがで

きるようになること、新聞記事などを読めるようになることをめざす。基本的な表現のうち・韓国語1で学習しなかった事

項について練習するとともに、より複雑な文を作文する練習も行う。スキットなどを通して・引き続き韓国の文化●習慣の

紹介を行う。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1
～する～、～した～

　用言の後ろに名詞が続くときの形、連体形の練習をする。

ｱの課ではまず動詞、存在詞の連体形のうち、現在連体形、

ﾟ去連体形の作り方と使い方の練：習を行う。

生越　直樹
i東京大学助

ｳ授）

ｪ本　理恵

生越　直樹
i東京大学助

ｳ授）

ｪ本　理恵
（東京大学非 （東京大学非

常勤講師） 常勤講師）

動詞、存在詞の連体形のうち、未来連体形、回想連体形の

作り方と使い方を練習する。

2
～する～、～してい 同　上 生越　　直樹
た～

形容詞、指定詞の連体形（現在、未来、過去）の作り方と使

い方を練習する。

3 ～な～ 同　上 同　上

特殊な活用をするr語幹の用言について、その特徴と活用
の仕方について説明し、練習を行う。さらに接続語尾・慣用

4 r語幹の用言1
表現をいくつか取り上げその使い方を練習する。

同　上 同　上

r語幹の用言を使って文を作る練習をする。引き続き接続

語尾・慣用表現も取り上げ練習する。

5 r語幹の用言2
同　上 同　上

変則用言の一つ、s変則用言の活用と使い方を練習する。

引き続き接続語尾・慣用表現も取り上げ練習する。

6 s　変則用　言 同　上 同　上

t変則用言の活用と使い方を練習する。引き続き接続語

尾・慣用表現も取り上げ練習する。

7 t　変則用　言 同　上 同　上

一163一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

p変則用言の活用と使い方を練習する。引き続き接続語
尾・慣用表現も取り上げ練習する。

生越　　直樹
8 p変則用言 生越　　直樹

根本　理恵

h変則用言の活用と使い方を練習する。引き続き接続語
尾・慣用表現も取り上げ練習する。

9 h変則用言 同　上 根本　理恵

rwu変則用言の活用と使い方を練習する。引き続き接続語
尾・慣用表現も取り上げ練習する。

10 rwu変則用言 同　上 同　上

wu変則用言の活用と使い方を練習する。引き続き接続語
尾・慣用表現も取り上げ練習する。

11 wu変則用言 同　上 同　上

まずre変則用言の活用と使い方を練習し、さらにrwu変則
用言、wu変則用言、　re変則用言の使い方をまとめながら練：習

12
rwu変則用言とwu
ﾏ則用言

を行う。また、接続語尾・慣用表現をいくつか取り上げその
gい方を練習する。 同　上 同　上

話し言葉で使う表現、特に様々な縮約形を取り上げ、その

使い方の練習をする。引き続き接続語尾・慣用表現も取り上
げ練習する。

13 話し言葉で使う表現 同　上 同　上

文末の形式のうち、ぞんざいな表現であるhay体、　hanta体

の叙述・疑問などの形を取り上げ、その使い方を練習する。

引き続き接続語尾・慣用表現も取り上げ練習する。

14 ぞんざいな表現 同　上 同　上

ここまで練習した表現をまとめるとともに、練習問題をし
ながら復習を行う。

15 まとめと復習 同　上 同　上

一一一@1　6　4　一一



　　　　　　　　　　　　　　　　＝日本語1（‘02）＝＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一外国語としての一

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師1　姫野　昌子（放送大学教授：）〕
　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　吉岡　英幸（早稲田大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師1伊東祐郎（東京外国語大学教授）〕

全体のねらい
　現代日本の社会と文化の理解、日本語の運用能力（大学1年生程度）の養成を図る。NHKや放送大学の番組を素材とし
初級後半から中級にかけての文法事項と語彙を中心に日本語力をのばす。番組ごとにテーマを決め、外国人留学生と日本人

学生を交えたトークや日本人有識者へのインタビューを通して書きことばと話しことばのスタイルの違いも学ぶ。日本の歌

や有名文化人のことばと書画なども紹介し、楽しみながら学べるように、マルチメディアの特色を生かした、番組をめざす。

執筆担当 放送担当
回 テ　一一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1
目　本　の　風土

　日本列島の地理的条件と自然環境の特色を取り上げる。四

Gを通じての風景の変化、地方の多様性などを紹介する。外
草l日本語学習者による「私の国の紹介」スピーチも扱う。

姫野　　昌子
i放送大学教

�j

｡村　知子
i東京外国語

蜉w助教授）

姫野　　昌子
i放送大学教

�F）

g岡　英幸
i早稲田大学

ｳ授）

ﾉ東　祐郎
i東京外国語

大学教授）

経済の発展とともに様々な環境問題が生じているが、中で 姫野　　昌子

ごみ処理問題と資 もごみ処理は大きな問題である。鎌倉市の、ごみ収集と分別、 （放送大学教

源化一分別収集と 再利用への取り組みを見る。外国人留学生を交えた「ごみ問 姫野　　昌子 授）

2
処理一 題」についての話し合いも扱う。 伊東　　祐郎

（東京外国語

大学教授）

鉄鋼メーカーのプラスティック製品リサイクルの成功例を

ごみ処理問題と資 取り上げる。放送大学教授への中国人留学生インタビュー「ご

3
源化一プラスチッ み問題」も扱う。

同　上 同　上
クの再利用一

人々の生命と財産を守る、防災システムを、具体的に埼玉 姫野　昌子

4
日本の防災一消火
ﾆ救急活動一

県消防本部の消火と救急活動を中心に見る。外国人留学生を

�ｦた「防災問題」についての話し合いも扱う。 荒川　　洋平
i東京外国語

同　上

大学助教授）

地域住民への広報活動も消防署の重要な仕事である。様々

5
日本の防災一訓練
ﾆ防災活動一

な行事や訓練の様子を通して地域社会に密着した危機管理の
?阨福�謔闖繧ｰる。埼玉県消防本部現場の責任者へのネパ

[ル人留学生のインタビュー「日本の防災」も扱う。
同　上 同　上

早稲田大学理工学部の長年にわたるロボット開発への道の 姫野　昌子

6

ロボットとの共存一ロボットの開発一
りと現状を取り上げる。外国人留学生による「私たちの生活

ﾆロボット」についての話し合いも扱う。 吉岡　英幸
i早稲田大学

ｳ授）

姫野　　昌子

g岡　英幸

早稲田大学理工学部の新しい技術開発の成果を取り上げ

7

ロボットとの共存一未来のロボットー
る。早稲田大学教授への韓国人留学生のインタビュー「ロボ

bトの開発」も扱う。
同　上 同　上

一一@1　6　5　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

男女共同参画一少子化社会と男

雷､同参画一

・現在日本では少子化が進んでいるが、男女共同参画社会の

ﾀ現が問題解決の一つのカギとなる。子育てへの父親の参加

�ﾊして男女共同参画の現状を見る。外国人留学生を交えた
u男女共同参画」についての話し合いも扱う。

姫野　昌子

ｬ林　幸江
i東京外国語

蜉w教授）

姫野　　昌子

ﾉ東　祐郎

9

男女共同参画一地域社会への男

雷､同参画一

　千葉県習志野市における小学校と地域住民の協力の現状を

ﾐ介し、子どもを中心にした男女共同参画の現状を取り上げ
驕B内閣府局長へのセネガル人留学生のインタビュー「日本

ﾌ男女共同参画」も扱うゐ 同　上 同　上

10
IT時代のビジネス
[製造一

　20世紀後半、日本経済発展の原動力の一つは技術水準の高

｢製造業であった。熟練工にしかできないと言われてきた技

pが、IT時代に入り、コンピュータで処理されるようになっ
ｽ。その現状を見る。外国人留学生によるrlT時代の社会」

ﾉついての話し合いも扱う。

姫野　昌子

錐閨@　雅世
i東京外国語

蜉w教授）

姫野　　昌子

g岡　英幸

11
IT時代のビジネス
[商取引一

　従来の商取引と違って、インターネット上で市場を開き、
S国の業者と自由に取引する会社が現れた。その現状を見る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

lット上の取引リスクを回避する方法も見る。NTT研究所長
ﾉ対するアメリカ人留学生のインタビュー「IT時代の社会」

煦ｵう。

同　上 同　上

12
子どもたちの読書

｣れ
鼬ｴ因と対応一

　最近、児童書の売り上げが減ってきた。また、本を読まな
｢子どもも増加している。読書離れの傾向に対する、出版社、

ｳ師、親たちの努力の現状を見る。外国人留学生を交えた「読

曹ﾆ教育」についての話し合いも扱う。

姫野　昌子

ﾉ東　三郎
i東京外国語

蜉w教授）

姫野　　昌子

ﾉ東　祐郎

13

子どもたちの読書
｣れ一学校の取り組み

ﾆ効果一

　子どもたちの読書の機会を増やすために、図書室を改善し

ｽ学校や、全体で読書に取り組んだ学校などがある。子ども
ｽちは読書のおもしろさを知り、学校が大きく変わってきて

｢る。その現状を見る。児童文学評論家に対する韓国人留学
ｶのインタビュー「子どもと読書」も扱う。

同　上 同　上

14
メディアと社会
黹＜fィア技術と
﨣�ﾌ共有化一

近代に入ってメディア技術はコンピュータの出現により飛躍
Iな進歩をとげた。デジタル技術により古い文化財の保存も

ﾂ能になり、情報の共有が実現できるようになった。その現

��ｩる。外国人留学生を交えた「メディアと社会」につい

ﾄの話し合いも扱う。

姫野　昌子

髢ﾘ　美加
i東京外国語

蜉w助教授）

姫野　　昌子

g岡　英幸

15
メディアと社会
黹Cンターネット
ﾉよる教育一

教育でも新しいメディア技術を取り入れた活動が行われてい

驕Bインターネットを利用した教室の活動状況を沖縄の学校

�痰ﾉ、見る。ニュースキャスターに対する韓国人留学生の

Cンタビュー「メディアと社会」も扱う。 同　上

姫野　　昌子

g岡　英幸

ﾉ東　三郎
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＝日本語ll（‘03）’＝（R）

〔主任講師：

〔主任講師：

一外国語としての一

姫野昌子　（放送大学教授）〕
伊東　鼠取　　（東京外国語大学教授）〕

全体のねらい
　ラジオというメディアを通して、楽しく聞ける日本語講座を制作したい。話し言葉と書き言葉
のスタイルや男女の言葉遣いの相違への理解、語彙力と聞き取るカ、要旨を把握するカの養成を
　　　同時に現代日本社会と日本文化の理解も目指したい。そのため、短編ドラマ・ミニ解説・図る。
街角インタビュs…ti、独話の方言・会話などさまざまな人物の音声や話し方のスタイルに慣れる訓
練も行う。レベルとしては中級後半から上級前半を目標とする・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 昔話「桃太郎」

昔話「桃太郎」の短編ドラマを教材として話し言

t特有の表現を学ぶ。
囈J体と普通体、男女の言葉遣い、終助詞、倒

uの形、縮約形、敬語など。
ｿ字同音異義語の聞き取り練：習①

ｹ当てクイズ①（鳥類について）
ﾙ文化体験談①（日本人）
ﾓるさとの言葉①（関東地方）

姫野　　昌子
i放送大学教

�j

ﾉ東祐郎
i東京外
糟齣蜉w
ｳ授）

ｺ田　年
i慶応大

w助教授）

｡森弘子
@（東京外

糟齣蜉w
赴ｳ授）

姫野昌子

i放送大
w授）

ﾉ東祐郎
i東京外
糟齣蜉w
ｳ授）

2
昔話「浦島太郎
v

昔話「浦島太郎」の短編ドラマを教材として話し

ｾ葉特有の表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習②
ｹ当てクイズ②（虫類について）
ﾙ文化体験談②（日本人）
ﾓるさとの言葉②（中部地方）

同　上 同　上

3
昔話「鶴の恩返
ｵ」

昔話「鶴の恩返し」の短編ドラマを教材として話

ｵ言葉特有の表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習③
ｹ当てクイズ③（気象について）
ﾙ文化体験談③（日本人）
ﾓるさとの言葉③（中部地方）

同　上 同　上

4
昔話「わらしべ
ｷ者」

昔話「わらしべ長者」の短編ドラマを教材として

bし言葉特有の表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習④
ｹ当てクイズ④（自然について）
ﾙ文化体験談④（日本人）
ﾓるさとの言葉④（中部地方）

同　上 同　上

一一@1　6　7　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

5 昔話「かぐや姫

昔話「かぐや姫」の短編ドラマを教材として話し
ｾ葉特有の表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑤
ｹ当てクイズ⑤（植物について）
ﾙ文化体験談⑤（日本人）
ﾓるさとの言葉⑤（中国地方）

姫野　昌子
i放送大学教

�j

ﾉ東祐郎
i東京外
糟齣蜉w
ｳ授）

ｺ田　年
i慶応大

w助教授）

｡森弘子
@（東京外
糟齣蜉w
赴ｳ授）

姫野昌子

i放送大
w授）

ﾉ東祐郎
i東京外
糟齣蜉w
ｳ授）

6
短編ドラマ「キ
ャxツ」

短編ドラマ「キャベツ」を教材として話し言葉特

Lの表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑥
ｹ当てクイズ⑥（人体について）
ﾙ文化体験談⑥（外国人）
ﾓるさとの言葉⑥（四国地方）

同　上 同　上

7
短編ドラマ「桜
A舞う」

短編ドラマ「桜、舞う」を教材として話し言葉特

Lの表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑦
ｹ当てクイズ⑦（通信機器について）
ﾙ文化体験談⑦（外国人）
ﾓるさとの言葉⑦（九州地方）

同　上 同　上

8
短編ドラマ「症
�Q」

短編ドラマ「症候群」を教材として話し言葉特有

ﾌ表現を学ぶ。

ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑧
ｹ当てクイズ⑧（鳥類について）
X角インタビュー①
ﾓるさとの言葉⑧（九州地方）

同　上 同　上

9
短編ドラマ「大
l免許」

短編ドラマ「大人免許」を教材として話し言葉特

Lの表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑨
ｹ当てクイズ⑨（楽器について）
X角インタビュー②
ﾓるさとの言葉⑨（沖縄地方）

同　上 同　上

10
短編ドラマ「最
I面接」

短編ドラマ，「最終面接」を教材として話し言葉特

Lの表現を学ぶ。

ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑩
ｹ当てクイズ⑩（電波について）
X角インタビュー③
ﾓるさとの言葉⑩（東北地方）

同　上 同　上

一一@1　6　8一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u’師　名
i所属・職名）

11
短編ドラマ「仲

ﾀたち」

短編ドラマ「仲間たち」を教材として話し言葉特

Lの表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑪
ｹ当てクイズ⑪（火薬類について）
X角インタビュー④
ﾓるさとの言葉⑪（東北地方）

姫野　　昌子
i放送大学教

�j

ﾉ東祐郎
i東京外
糟齣蜉w
ｳ授）

ｺ田　年
i慶応大

w助教授）

｡森弘子
@（東京外
糟齣蜉w
赴ｳ授）

姫野昌子

i放送大
w授）

ﾉ東祐郎
i東京外
糟齣蜉w
ｳ授）

12
短編ドラマ「お
モｳん」

短編ドラマ「お父さん」を教材として話し言葉特

Lの表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑫
ｹ当てクイズ⑫（哺乳類について）
X角インタビュー⑤
ﾓるさとの言葉⑫（関西地方）

同　上 同　上

13
短編ドラマ「子

ﾇもの電話相
k室」

短編ドラマ「子どもの電話相談室」を教材として

bし言葉特有の表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑬
ｹ当てクイズ⑬（乗り物について）
X角インタビュー⑥
ﾓるさとの言葉⑬（関西地方）

同　上 同　上

14
短編ドラマ「夫
ﾌ秘密」

短編ドラマ「夫の秘密」を教材として話し言葉特

Lの表現を学ぶ。
ｿ字同音異義語の聞き取り練習⑭
ｹ当てクイズ⑭（自然エネルギーについて）
X角インタビュー⑦
ﾓるさとの言葉⑭（四国地方）

同　上 同　上

15 ま　　　と　　　め

総復習

?b表現のまとめ
ｶ法事項のまとめ 同　上

姫野昌子

ﾉ東湿田
ｺ田　年
｡森弘子
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　　＝保健体育　（’01）＝・（TV）
　　　　　　一生涯スポーツへの誘い一

〔主任講師：渡邉　　融（元放送大学教授）〕
〔主任講師　：臼井　永男（放送大学助教授）〕

窺羅高手嚢を溢筆両両高高高潔三三三三三三製二二二王欝霧

をスポーツ科学的な見地から講義する。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生涯スポーツの
梠

　今日では、スポーツの振興策が国あるいは国際的なレベルで
uスポーツフォーオール」という名のもとに進められている。

ｻれはスポーツが人間の発達と社会発展に資すると考えられて
｢るからである。本章では、その考え方と具体的な展開の状況

ﾆを解説する。
i放送授業では、冒頭でこの科目の狙いと各章で取り上げる問

閧�ﾐ介する。）

渡邉　　融
i元放送大

w教授）

渡邉　　融
i元放送大

w教授）

2 人間とスポーツ

　人間は今日まで数多くのスポーツを作り出してきた。人々は
ｻれらに対して単に楽しみだけでなく、様々に意味づけを施
ｵ、また、効用を期待してきた。本章では、それらから幾つか
ﾌ例を拾い、人間にとってスポーツとは何かを考える。

同　上 同　上

3
スポーツ活動への
ﾈ学的アプローチ

　スポーツを実践するために知っておきたいスポーツ科学の基
{的な事項について解説する。また、さまざまな身体運動にお
ｯる筋一腱一関節システムの働きを解説し、スポーツ動作の成
阯ｧちについて考える。

福永　哲夫
i東京大学

ｳ授）

福永　哲夫
i東京大学

ｳ授）

4
筋収縮と筋力の
＜Jニズム

　筋力の大小は、筋の太さ、組成や神経の働きによって・また
ｻの活動様式によって左右される。このメカニズムについて解

烽ｷる。

同　上 同　上

5
パワ．一アップト
戟[ニングの科学

　強い筋力を素早く発揮することによって高いパワーを得るこ
ﾆができる。このパワーを高めるためのトレーニングの科学的
ﾈメカニズムについて解説する。

同　上 同　上

6
呼吸・循環調節と

Xポーツ

　さまざまな運動を行ったときに生じる生理的応答のうち、呼
z・循環系はとくに重要な役割を果たしている。
@本章では、運動中の呼吸・循環系の適応について解説する。

臼井　永男
i放送大学

赴ｳ授）

臼井　永男
i放送大学

赴ｳ授）

7
持久的能力を高め

驍ｽめに

　呼吸・循環系の機能を高めるために、持久的トレーニングが
sわれる。このトレーニングによって得られる効果とその評価
菇@、さらにトレーニングを行う場合の留意点についても解説

ｷる。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 巧みとスキル
大築　立志
i東京大学

ｳ授）

大築　立志
i東京大学

ｳ授）

9 脳の運動制御 同　上 同　上

10 運動の上達 同　上 同　上

11
スポーツと栄養・

x養

　体砲に蓄積できるエネルギーはすべて飲食によって賄われる。本章ではスポーツに必要なエネルギー補給のための栄養摂取について考える。

@また、疲労回復のための休養のとり方についても解説する。

臼井　三男 臼井　三男

12
スポーツにおける
oリアフリー

　障害の有無や年齢の高低に関わらず、社会のさまざまな場面で活躍し、またスポーツを楽しむ機会をもつ人が増えて来た。本章では障害者のスポーツ、高齢者のスポーツを取り上げその意義や目的について考える。

同　上 同　上

13

スポーツの医学
i1）一スポーツの医学

I効用と安全なス
|ーツ活動一

　スポーツ・身体運動の効用は古くから知られていたが、現在の少子高齢社会では生活習慣病の予防をはじめ、健康の維持・

l得のため市民生活に欠かせない。しかし、スポーツ実施にあたってはあくまでも安全なスポーツ活動が前提で、そのための

＜fィカルチェックについて解説する。

中嶋　寛之
i日本体育

蜉w教授）

中嶋　寛之
i日本体育

蜉w教授）

14

スポーツの医学
i2）一スポーツ損傷と

梛}処置・リハビ
潟eーションー

　スポーツによる急性あるいは慢性の外科的損傷・内科的損傷について解説するとともに、応急処置やその後のリハビリテー

Vョンについて原則的な考え方を解説する。
同　上 同　上

15 生涯スポーツの
ﾀ践 渡邉　　融

渡邉　　融

P井　三男

汢i　哲夫
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＝・ v算科学（‘03）＝（TV）

〔主任講師：杉本大一郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　理論と実験というこれまでの科学の方法に加えて、新しく台頭し、今や主要な方法の一つに成長したものに計算科学があ
る。計算科学（computational　science）はしばしば計算機科学（computer　science）と混同されるが、後者が計算や通信をする機

械そのものと計算のアルゴリズム（手順）を問題にするのに対し、前者は計算という手法をとおして現実の世界を探求し技

術を展開していく営みである。それは、これまでの数学によって解析的に扱うことは不可能であった諸問題にまで人類の活

動範囲を広げ、非線形的に強く相互作用し合っているシステムの振舞を解明しつつある。この科目では、計算科学によって

初めて解明することが可能になったものをとりあげ、計算科学が近未来的に持つ意義を探り、どのようなパラダイム転換に

通じるかを考える。計算科学の現状については、諸分野における数10名の研究者にロケ取材等をとおして協力を得ながら
紹介する。計算科学は計算機そのものではなく科学が目的であるが、それを遂行するためには既存の計算機を超える超高速

の計算機も、科学者自らが開発しなければならない。そのような営みも紹介する。この講義では、計算科学の詳細よりも、

それがもたらしつつあるパラダイム・シフトとその意味に重点をおく。文科系の履修者には、その意義を感じ取ってもらい

たい。何段もの階層にわたって相互作用のある複雑な非線形システムが解明出来るようになることや、そこで培われるシス

テムの理解のしかたの進歩は、社会や人間を科学的に理解する方法論にもつながっていくと思われるからである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 計算科学とは

　この科目の目的を述べ、計算科学と計算機科学の違いを考

ｦ、全体の導入とする。先ずは、直感にもっとも訴えやすい
q空機や列車などの数値流体力学を例にして、計算科学で何
ｪ出来るかを理解してもらう。

杉本　大一郎

i放送大学教
�j

杉本　大一郎
i放送大学教

�j

2
要素的問題と大自
R度問題

　もう1つの分かりやすい例として、技術と工学の例を考え
驕B近年の計算機の発達によって、個々の要素については比較

I簡単に実用的な設計をすることが可能になった。それに対し

蜍K模なシステムでは、それを要素に分けていっても何千万個

ﾌ変数（自由度）によらないと記述したり解析したりすること

ｪ出来ないものがある。大規模計算力学の例で論ずる。

同　上 同　上

3
計算科学と非線形
ﾌ世界

計算科学の最も基本的な特徴は非線形問題を扱えるというこ

ﾆである。要素間の相互作用が本質的なシステムは数理的に

ﾍ非線形になるが、そのような数学的構造を持つものは、解
ﾍ的に（数式だけで）解明する数学がないからである。計算
ﾈ学でそのような問題が扱えるようになって、どのように新

ｵいパラダイムが開けることになったかを、歴史的な経過も

ﾜめて考える。

同　上 同　上

4

超大型計算機によ
髓n球のシミュレ
[ション

　汎用計算計算機では世界最大・最高速の計算機システムが日

{で構築された。地球シミュレーターである。主な応用は気象、

C洋とそれらの長期的変動に関わる気候の問題である。地球と

｢う回転している球の表面で、しかも高さの方向に物理状態が

蛯ｫく変化している問題であるうえに、局地的な渦から地球全

謔ﾌ流れまでが相互に作用し合っている問題への取り組みで
?驕B

同　上 同　上

5
計算機で素粒子と

F宙を探る

　陽子や中性子などの素粒子もそれより細かい構造を持って

ｨり、クォークによって記述される。しかしクォークは実験に

謔ﾁて単独で取り出すことが出来ないので、その研究は計算科

wと実験の併用によるしかない。格子QCD（Quantum
bhromo－Dynamics）によるそのような研究は、相対性理論の効果

烽?ﾁて大自由度の計算になる。そのために設計された計算機

ﾍ、宇宙の比較的初期や物性物理学の研究にも使われている。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

筑波大学計算物理学研究センターは、前回に述べた格子
QCDの計算のために調整された計算機QCDPAXを、企業と協
零しながら製作した。それは連続体用の超高速並列計算機で

6
科学研究のために
?骭v算機

ある。いっぽう、東京大学は多数の天体が互いに重力で相互

?pしているシステムで形態形成が起こり、進化する様子を

､究するために、多粒子系用の超並列計算機GRAPEを開発し

杉本大一郎 杉本　大一郎

た。後者は特定目的用の計算機ではあるが、この講義を製作

している2002年現在、世界最高速の計算機になっている。

一見、異なるもののように見えるシステムどうし、またス

ケールが全く異なる現象どうしでも、数理構造的に見ると共

7
異なる対象と共通

ﾌ論理

通のものだという場合がある。ここでは、核融合プラズマ、

ｾ陽表面の活動現象、天体の誕生と進化の研究を比較する。

ﾜた、前回に述べた天体用計算機GRAPEの論理構造も、第9

同　　　　上 同　　　　上

回に述べるたんぱく質などの分子動力学の問題に移し変える

ことができる。

われわれの見るマクロな物質の性質は、それを構成する原子

分子レベルの物理的性質の反映である。しかしmの23乗個と

8
ミクロとマクロの

ｴ渡し

いう、無限個と言ってもいいほどの分子による総合的性質をど

ﾌようにして計算して、マクロな性質につなげればよいのであ

?､か。モンテカルロ法などに言及しながら考える。実際に計

Z出来るのは要素の数が有限のものなのだが、それが現実のも

堂寺　知成
i放送大学助

ｳ授）

堂寺　知成
i放送大学助

ｳ授）

のにどのようにスケーリングされ得るかについても考える。

たんぱく質はアミノ酸が鎖状につながったものであるが、

その鎖が自分自身の内部の相互作用によって折り畳まれ、あ

る種の立体構造を持つようになる。そして、その立体構造が

9
たんぱく質の立体
¥造の探求

たんぱく質の生命科学的な機能を規定する。その様子は分子

ｮ力学や（変形された）モンテカルロ法によって求められる。

ｱの問題は、極めて複雑なエネルギー地形（landscape）をもつシ

杉本　大一郎 杉本　大一郎

ステムで、エネルギー最小値とその状態を求めるという意味

で、一般性をもつ。

原子・分子のミクロの世界は量子力学によって記述され、位

置と運動量が同時に正確には定まらないという不確定性原理
が主役を演ずる。そのような不確定性を含む現象はどのように

10
量子力学の世界と

ｨ性

シミュレーションされるであろうか。典型的な例として、量子

�ﾊが強く現われる液体や固体の水素の問題と、相互作用が本
同　上 同　上

質的な強相関電子系において古い秩序の競合が新しい秩序へ

転移する問題を考える。

日本学術振興会が行って来た未来開拓学術研究推進事業の

なかで、その1つのテーマとして「計算科学」の分野が取り上

11 計算科学国際学会
げられた。その成果に関連して開催された国際学会の出席者か

轣A計算科学に関する成果と見解を伺う。
同　上 同　上

各研究所等にある計算機と、実験やそこで得られるデータ

を世界規模でグリッド（格子）状に結合し、計算機科学と共

12
計算機とデータの
Oリッド

に計算科学を進めるというプロジェクトが進行しつつある。

ｻれによって何が出来るか、どのような新しいパラダイムが
同　上 同　上

開けるかについて考える。

一1　74一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13 外国での取り組み

　計算科学に新しい手法とその組織的実行を導入するのに、高

Gネルギー物理学の貢献は大きい。格子QCDの研究を中心に
ｱの問題を取り上げ、紹介する。

杉本大一郎 杉本大一郎

14
計算科学のポリシ

[

　計算科学によって、今後の科学研究にどのような新しい局

ﾊが開かれるであろうか。またそのためには、どのようなポ

潟Vーが必要であろうか。この問題について、自由に考える。 同　上 同　上

15
まとめと計算科学

ﾌ将来

計算科学の将来と夢について、自由に語るパネル・ディスカ

bション。
同　上 同　上

一175　一一





＝旧本法文化の形成（‘03）＝（TV）

〔主任講師 六本　佳平　　（放送大学教授）〕

全体のねらい
　「法」を実定法学の各分野に細分化された専門知識としてとらえるのではなく、政治・経済・文化など社会統合の主要な

構造部門のひとつとして社会科学的認識の対象として捉え、日本の法システムの特徴と機能を歴史的に考察する。内容とし

ては、法の概念や法機構の基本構造の理論的な説明を行った後、まず日本の近代の法文化が、近代国民国家の構築という政

治的な優先課題に深く刻印されつつ形成されてきた歴史的経緯をたどり、ついで近年その到達点からの更なる構造変容を期

した司法制度改革の努力が、ルール志向性という普遍的な課題と日本的な特徴とを交錯して追求される様を明らかにし、法

システムの日本的なあり方とは果たして何かを探究する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
序一一法と歴史と

ｶ化

　「法」を「法システム」としてとらえること、そのあり方

ｪ文化によって基底的な影響をうけると同時に、政治・経済・

ﾐ会さらに文化自体とも相互に影響しあうこと、さらにその
ﾐ会の歴史的な背景が制度の慣性として基本的な意義をもつ

ｱとを概説し、日本の法文化を固定視することなく可塑視す

ﾗきことを述べる。

六本　佳平
i放送大学教

�j

六本　佳平
i放送大学教

�j

2
近代法形成の歴史

I与件

　2章ないし6章は、近代日本法文化の形成過程を扱う。近代

坙{法文化の歴史的前提となった、日本の法システムの特色

ﾉついて、また、幕末の法体制、法状況、開国をめぐる法的
ﾈ必要などについて触れ、日本の法的遺産としてどのような

�j的与件が明治維新の前後の政治過程で動員されたかを見
驕B

同　上 同　上

3 開国の政治と法

　明治維新政による近代国家構造の新たな設計において、法

ﾌ制の構築がどのようになされたか、特に司法制度の構築が
ﾇのような政治過程のなかで行われ、後者の優先課題によっ

ﾄどのような影響を受けることになったかを見る。
同　上 同　上

4
明治憲法と法シス

eム

　明治憲法制定の経緯およびその下における裁判制度および

@学教育や法律家制度の形成における法文化的特色の形成、

ﾁに大津事件による裁判権の独立という観念の確立とその含

ﾓについて述べる。
同　上 同　上

5 法律家の形

　明治初期の法学校による司法官育成、初期代言人と自由民

?^動の関係、国立・私立大学の法学部の発足など、法律家

wが形成されてきた過程をその制度や政治状況を中心に概観

ｵ、近年発掘された資料により初期の地方における法役務の

l子を顧みる。

同　上 同　上

6
産業社会化と法の
椏

　第一次大戦後の国内の政治・経済構造の変化と法システム

ﾖの影響、小作争議という政治的・法的に大きなインパクト

�揩ﾂ出来事が法の変動を要求したのに対して法学や法実務

ｪ対応した過程からどうような法文化的特色が強化されたか

�T究する。

同　上 同　上

7
日本国憲法と法シ

Xテム

　7章ないし11章では、第二次大戦後の文化の変容を扱う。

ｱの回では、国民主権の原理による日本国憲法の下で法シス

eムの更新について概観し、司法制度の改革、社会組織の変

vなど、新しい法文化の制度基盤が敷かれた過程を概観する。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

新しい法システムの実際の働きをめぐる論議の中心をなし

た川島武宜の日本人の法意識論、およびそれに対してやがて

8 法　　文　化　論
提起された批判を振り返る。日本の法過程の実態に見られる

`統的な法文化の影響を見た後、法文化論の批判的継承、お 六本　佳平 六本　　佳平

よび法文化の変容の必要に触れる。

法学教育、法曹養成、法曹三者の関係、準法律家について

日本法システムの特徴について、法文化論を念頭において検

9
法律職業の構造と

ﾏ容
忙し、その形成、現状、改革について述べる。裁判官のあり

禔A弁護士の法役務の質量面の特徴、法曹一元論の動向など
同　上 同　上

にふれる。

民事法過程について、紛争の概念、紛争処理制度、紛争の

裁判外処理の位置づけ、個人および企業をめぐる訴訟事件の

10
紛争とその処理過 近年の動向などをとおして、紛争過程を規定する社会・制度・

ﾓ識などの要因を見、伝統的法文化の変容の徴候と社会条件
同　上 同　上

を探凱

社会の構成員を社会の要求する行為パターンに従わせる社

会統制の諸手段のうちで法システムが占める位置、両者の関

11 社会統制と規制
係、刑事司法および規制過程の日本的特色とされるものの社

?I条件、その有効性、近年の変化などについて述べる。
同　上 同　上

12章ないし14章は、「法政策と法文化」をテーマとして、

いくつかの法領域からいくつかの法制度を例としてとりあ

12 家　　　　　　族
げ、その法文化的特色を明らかにする。この回では、家族観

O、親子関係、相続慣行、婚姻における男女平等などを取り
同　上 同　上

上げる。

近代法の私的所有制度の導入と伝統的な法文化との関係
を、入会権を例として顧みる。また私的所有と環壌保護との

13 私的所有と環境
関係を、高度経済成長期の環境破壊とそこから生じた大規模

ﾈ被害に対する法的対処をとおして見る。
同　上 同　上

日本の企業構造、雇用慣行への法システムの対応、経済・

社会の変動によるその近年の流動化、それへの法システムの

14 企業経営と雇用
対応、その将来について論ずる。

同　上 同　上

明治以来築き上げられてきた日本の法システムが、その第

一毅階の任務をある程度果たしたとして、次の段階で、国民

15 総括　と　展望
により開かれ、社会により応答的なシステムとして、流動化

ｷる社会の要求に応えていけるか、そして新たな活力ある日
同　上 同　上

本法文化を形成していけるかという観点から総括する。
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＝使える数理リテラシ・・・・・・・…d・（‘03）＝（R）

〔主任講師：杉本大一郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　ふつうの数学の講義では、きちんとした体系を作ること、それを証明することに重点がおかれる。それは数学の精神
を理解させる教育になっているとしても、現実の問題に数理論理を使えるようにする教育とは異なっているようである。

この講義は、数理を言語として活用する、すなわち物事を表現し、情報を伝え、論理操作を行えるようになること、ま

とめて言うとリテラシーとして使えるようになることを目指す。そのためには、数式等の証明よりも、意味を読み取り

表現することのほうが大切になる。われわれが日常使っている自然言語のリテラシーに数理リテラシーが加わることに

よって、文化的・知的営為の領域が倍加されるであろう。この意味で、数理リテラシーを必ずしも日常的に使っていな

い文科系の学生にこそ学んで欲しい。これは新しいタイプの講義を拓く試みのひとつである。丁丁的には、誰にも分か

る中等教育レベルから始めて、講義終了時点では、リテラシーの大筋としては大学前期課程修了程度に至るまで、．この

科目だけでマスター出来るようにすることを試みる。理科系の大学院生にとっても、常日頃使っている数理論理に新し

い理解を付け加えることになるだろう。言い換えると、受講者それぞれの予備知識に応じて、それなりの理解が得られ

るような構成にしたつもりである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

一自然言語と数理言語一この科目のねらい一

加え合わすことの
数学と数理リテラシーの違い 杉本　大一郎 杉本　大一郎

1 出来るものと出来 数と量 （放送大学教 （放送大学教

ないもの
授） 授）

数量の表現

量どうしの掛け算

2 数と量の表現
量どうしの割算から生み出される多様な概念の世界

同　上 同　上

足し算的数え方と掛け算的数え方

掛け算を足し算に変換する

3
数の数え方の2と 対数とその意味 同　上 同　上
おり 掛け算を足し算で実行する計算尺

比と差のどちらが大切かは問題と文脈による

比を考えるときのゼロ点の意味

4
差が大切な事柄と
艪ｪ大切な事柄

差が大切なときのグラフによる表現

c軸・横軸には適切な概念を

艪ｪ大切なときのグラフによる表現

同　上 同　上

大小は基準との比較できまる

対数で表すときの大小

5 大きいと小さい
無限に大きいとか小さいの意味と意義

蛯ｫさの程度の推定
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

数量の間の関係を表す関数

1次関数と数理言語による意味の表現

比例を超える依存性を持つ関数
6 関数と変化の速さ べき関数 杉本　大一郎 杉本　大一郎

指数関数

平均速度と瞬間速度

微分と経済学の限界効用理論

7
平均変化率と微分

ﾏ化率

関数の微分

ﾖ数のテーラー展開 同　上 同　上

役に立つ微分の考え方

部分の和としての全体

積分と微分の関係

8
細かく分けて足し
№墲ｹる積分

積の微分と積分

O角関数の微分と積分 同　上 同　上

複素数平面による表現

物事を最適化する

微分と積分の使わ 効果を寄せ集める

9 れ方 局所的なものから全体を解く 同　上 同　上
境界条件が物事を決める

指数関数とべき関数の本質的な違い

具体例における指数関数とべき関数の意味の違い指数関数
指数関数とべき関 とフィードバック

10 数 安定・不安定・振動 同　上 同　上

波とその表現

重ね合わせの出来 波の重ね合わせ

1ユ
るものと出来ない
烽ﾌ、

線形性と重ね合わせ

dね合わせの出来ない問題 同　上 同　上

数学的取扱いについて

実在と座標系

座標系の回転と行列による表現
物事を見るアスペ 長円の方程式を適切な座標系で見る

12 クト 連立1次方程式の解を求めることの意味 同　上 同　上

統計データの間の相関係数

相関という概念とその意味

いろいろな相関
13 相関という概念 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

相関の表し方

非線形の摂動論的取扱い

14 原因と結果の葛藤
原因への反作用が大きい非線形問題

杉本　大一郎 杉本　大一郎

数学の精神か数理リテラシーか

ゲーデルの完全性定理と不完全性定理

公理という証明のできないもの

15
数学と数理リテラ

Vー
1つの事柄の2つの側面
ｳ限大ということ

同　上 同　上

数学者と科学者の違いはどう緩和される
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＝現代生活論（’00）＝（TV）
　　　　一新しい生活スタイルと生活支援一

〔主任講i師：松村鮮子（放送大学教授：）〕

全体のねらい
経済のサービス化、情報化、人口の高齢化、男女の役割変化などが進む現代社会での生活は・形態や機能が多様イζ
し、複雑で見えにくい。現代生活においては、社会的規制が弱まり個人の自由意志が尊重される反面、新たな生活難が
発生し将来展望が持ちにくく、子どもから高齢者まですべての年齢層に生活不安が広がっている。この講義では日本人
の生活を多角的に分析するだけでなく、個人や家族が持てる力を充分に発揮していくための生活課題と、社会的生活支

援策の方向と方法を明らかにする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現代生活のしくみ

　現代生活を内部的条件（個人や家族の生活意識、家事活動、
ﾆ庭内耐久消費財）と外部的条件（商品市場、社会保障制度、
ｶ活共同施設）の枠組でみていく。生活形成は内部的条件より
O部的条件に規定されるようになっており、生活の個人別化、
ﾈ力化が進んでいる。この講義の全章を通して、アメリカ合衆
窓yびフランスの事例との比較をまじえて、現代日本人の生活
ﾌ特徴を浮き彫りにしたい。
iトピックス）日米消費生活相談

松村　群子
i放送大学

ｳ授）

松村　祥子
i放送大学

ｳ授）

2
生活欲求の不確定

ｻ

　時代により、社会により変化する生活欲求の発生、充足形
ﾔ、内容、水準は、個人や家族にどんな影響を与え、どのよう
ﾈ生活問題を生み出しているか。生活欲求の作られ方、生活欲
≠�s確定にしている要因、世代間の生活欲求の葛藤などを経
ﾏ発展や情報化との関わりの中で見ていく。
iトピックス）生活雑誌からみるライフスタイルの変化

同　上 同　上

3
生活手段の選択、

?

　生活手段の数や種類は増加し、個人的に使用するものだけで
ﾈく、社会的に共同使用するものも数多い。企業や行政からの
P方向的な生活手段の供給によって生じる個人や家族の生活に
ｨける過剰消費や主体性・個性の減退傾向について検討する。
iトピックス）インターネット通販

同　上 同　上

4
生活手段の加工、

z置

　家庭内での生活手段の自給は少なくなり、購入した生活手段
ﾌ加工や配置についても省力化が進んでいる。サービス経済の
i展の下で加速化される家事活動の減少が人々の心身の健康、
l間関係、価値観迄変容させている状況を示す。
iトピックス）子どもの食卓風景

同　上 同　上

5
見えない家計、

ｧ御しにくい家計

　生活費は長期的に見ると大幅に上昇してきたが、個計化、金
Z化によって新しい不安定さが生じてきている。また、税金、
ﾐ会保険料の負担と供給が増える中で、家庭内外の世代間関係
熾ﾏ化している。新しい家計管理の方法についても取り上げた

｢。
iトピックス）多重債務の増大

同　上 同　上

6 不規則な生活時間

　労働形態の変化により、自由時間が増え、生活時間の夜型化
ｪ進んでいる。また、女性乏男性では生活時間の配分・内容に
i差がある。さらに地域の居住環境の不備が人々の生活時間共
Lを妨げている。時間使用の構造、時間の流れ分析、生涯時間
z分から、現代日本人の生活の特色を見る。
iトピックス）生活時間の国際比較

同　上 同　上

7 生活空間の拡散

　多くの生活活動は家庭の外で営まれるようになってきてい
驕Bしかし、生活の安定のためには、拡大した生活の場での利
ﾖ性の追求と私的空間での自己保存のための活動の両方が必要
ﾅある。ゆるやかに開放された生活空間によって可能となる個
lの自己実現と社会の連帯のあり方を検討する。

iトピックス）コレクティブハウジング

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・職名）

モノや金銭への執着や人間関係の稀薄化の促進によって作ら
れた価値観は、国民総中流意識化や自己喪失感を強めた。さら

8
生活の価値観、目

Wの混乱

に社会経済状況の激しい変動の下では、長期的生活目標を持ち
ﾉくく、刹那的で消極的な生活行動が多発している。生活の満
ｫ度は顕在化した生活欲求との相関だけでなく、潜在化した生

松村　群子 松村　三子

活価値と生活実態との関係で測られることを示す。
（トピックス）ヤングアダルトの困難

生活手段の商品化がすすみ、生活施設の共同利用や社会保障
制度による社会連帯が強まっている。このような生活社会化は

9 生活の社会化 なぜ、どの様な形で進行しているのか。また、生活の社会化に 同　上 同　上
よる生活の画一化、他律化、家庭機能の縮小について述べる。
（トピックス）生活協同組合の消費者支援

個人や家族が自ら生活難に備えて貯蓄や保険などをする（自
助）他に、一定の地域や集団での相互扶助（共助）、そして行

10 多元的な生活保障
政などの手で行われる公的生活支援（介助）が行われている。
ｶ活問題が多様化し、見えにくくなっている現在、必要とされ

同　上 同　上

る生活保障について考察する。
（トピックス）民間保険会社の活動

子どもは多くの消費や情報の機会に恵まれる一方、自然環境

11
子どもの生活変化への対応 の悪化や、家庭や地域の子育て機能の低下の中におかれてい

驕B少子社会において、生活経験が豊かでパワフルな子どもの
ｶ活創造のための生活経営や社会福祉の実践例をみる。

同　上 同　上

（トピックス）フランスの子どものための余暇支援センター

雇用環境や結婚観など、仕事と家庭をめぐる環境変化が著し

12
男女の生活変化へ
ﾌ対応

い。失業率の上昇、リストラ、転職そして結婚難、子育てや介
?竭閧ﾈどが従来とは異なる形や重さで生活に影響している。
ｶ活者の自衛策と社会的支援策の動向を分析する。

同　上 同　上

（トピックス）男女共同参画型社会に向けての諸施策

生活歴の異なる4世代が共存する高齢社会では、個別家庭に
おいても、社会全体としても世代間の生活行動の見直しが必要

13
高齢者の生活変化への対応

であろう。生涯生活時間の中での労働、余暇、消費の適正な配
uと世代間の合意についての問題点を示し、解決への具体的な

同　上 同　上

方策を探る。

（トピックス）アメリカのシルバー村

現代生活において生じる金銭的、物質的、心理的、教育的課
題に関して、トラブル防止や救援に携わっている人と組織につ

14
生活を支援する人
ﾆ組織

いて紹介する。特に米仏のソーシャルワーカー及びホームエコ
mミストの地域生活支援活動は我が国への導入が望まれるもの

同　上 同　上

である。

（トピックス）米仏の生活支援活動

現代の生活不安に対処するためには、生活の自律を促す生活
意識や生活技術の習得とともに、家族、地域、社会の様々なレ

15
生涯生活の充実の

ｽめに

ベルでの連帯の強化と共同生活のしくみが不可欠である。長期
ｻし、変化の波をうけることの多い現代生活のそれぞれの時期
ﾉおいて主体的で積極的な生活形成を実現するための個人、家

同　上 同　上

族の生活設計と社会的な生活政策、生活運動、生活教育の今後
の課題を示す。
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＝認知科学（’00）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

相場　　覚（北海道大学名誉教授）〕

西川泰夫（放送大学教授）〕

全体のねらい
　心とは。意識とは。考えるとは。知性とは。知識とは。認識とは。心と機械の関係は。考える機械は可能か。心と脳
の関係は。物質過程からいかに心は生成したか。心の謎に取り組む最新の心の科学を体系的に紹介する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

心の科学一
F知科学の成り立

ｿ

　だれにも自明で自覚できるようにある心。それは、存在し多
lな状態を示す。しかしそれ自体は見えない謎に満ちたもの。
ｻれを科学という観点から解き明かそうという最新の試みの諸
O提や視点を紹介する。

相場　　覚
i北海道大

w名誉教
�j

ｼ川　泰夫
i放送大学

ｳ授）

相場　　覚
i北海道大

w名誉教
�j

ｼ川　泰夫
i放送大学

ｳ授）

2

心をとらえる一
L号とい至観点か

　形をもたない心にいかに形を与えることができるか。事象一
ﾊを記述する基本的な記号系は、物質、エネルギー、情報であ
驕B心の科学の基本的な記号系である情報をめぐり情報科学、
﨣�攪_、記号論などから考察する。情報を担う物理的記号系
ﾆいう観点からみた心。

西川　泰夫 西川　泰夫

3
心的表象系
Cメージ、象徴

　心に形を与える機能を有する記号系でより自覚内容を反映し
ｽものにイメージや映像を主体とした感性記号がある。これら
ﾍ、心的表象系と総称され自明性と確証性のないものである。
ｻの特性や基本構造を検証する。

相場　　覚 相場　　覚

4

心的発達と教育・

@　　　　社会

ｻ

　心はどのように形成されるのか、心の成熟・発達過程を、心的
¥象系の組織化、体系化の観点から取り組む。ピアジェの行っ
ｽ発達過程の詳細な観察とそれを基に組み立てられた心の発達
ﾉ内在する論理構造を紹介する。

同　上 同　上

5 言語と知識

　世界知識を駆使した思考推論過程としての言語理解過程と言
齔ｸ製過程の研究について紹介する。常識推論、感情推論、事
痺xース推論などの各種推論と言語過程との関連が中心的話題
ﾅある。語用論的問題へのアプローチも導入し、対話や言語コ
~ュニケーションについての認知科学的モデルについても紹介
ｷる。

往住　彰文
i東京工業

蜉w助教
�j

黒住　彰文
i東京工業

蜉w助教
�j

6
言語モジュールの
ｫ質とその獲得

　心のモジュール性の理論を導入し、特に研究が進んでいる言
黹cWュールについての知見を紹介する。せいせい文法の成果
ﾆともに、理論言語学と人工知能との共同研究の成果も紹介す
驕Bまた、幼児が言語能力を獲得する過程を通じて、言語の生
ｨ学的基礎についても言及する。

同　上 同　上

7

心的世界と
ｻの構造一視覚科
wを通して

　外的世界との出会いとその認識を可能にする基本的な機能を
Sう視覚系の仕組みと役割を、その現象面とその成立・獲i得過
�ｩら現在、世界の最先端で精力的に研究活動を繰り広げる代
¥的な研究者たちの研究紹介を通じて行う。

相場　　覚

ｼ川　泰夫

相場　　覚

ｼ川　泰夫

一一@1　8　5　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

感情一

F知科学的
挙_から

　感情のメカニズムについて、認知心理学的感情研究と、人工
m能からのアプローチ、認知的文化人類学からのアプローチを
ﾐ介する。新しい感情研究として、自律エージェント（ロボッ
g）の感情創発というアプローチも導入し、認知科学における
V動向である、自律エージェントの行動設計というアプローチ
熨ﾌ系的に紹介する。

往住　彰文 三三　彰文

9

心と脳（その1）

]神経科学から
ｩた心

　心の物質基盤の中核は脳であることは現在の常識であろう。
ｵかし、脳物質過程からいかに心が生成するかという論点はな
ｨ謎に満ちかつ未解決である。この点をめぐり繰り広げられて
｢る研究の最先端を紹介する。

相場　　覚 相場　　覚

10

心と脳（その2）

`式的ニューラ
求Eネットワーク
�烽ﾆに

　脳過程を研究する上で、直接の脳を対象とすることに伴うさ
ﾜざまな困難と制約をなるべく取り除くための工夫として導入
ｳれたモデル論的アプローチの最新の様子を紹介する。形式的
jューラル・ネットワーク・モデルや、非線型力学系モデルか
轤ﾌアプローチ。

西川　泰夫 西川　泰夫

11

応用認知科学

F知工学・印象の
H学

　認知科学の進展と共にその分野は拡大しており、その中でも
棊p的側面は多岐におよぶ。その一端を特に、日常で身近な現
ﾛへの応用を試みる認知工学や印象の工学あるいは感性工学と
謔ﾎれる領域での研究成果や具体的実践事例を紹介する。

同　上 同　上

12

比較認知科学一

ｮ物には心がある
ｩ，動物の知性と

ﾍ

　心を持つのは人だけであるという従来の信念は現在大きく揺
轤｢でいると言って良い。コンピュータに知性を持たせる人工
m能研究は大きな突破口となった。翻って人と同じ仲間の動物
ﾅはどうかという議論へと開かれる。

相場　　覚

ｼ川泰夫

相場　　覚

ｼ川泰夫

13

心をめぐる哲学的

c論

黷ｻの背景と変遷

　心を科学する認知科学における中心的テーマである心の概念
ﾍ人類文明史において幾多の変遷と多様な心観の間で激しい論
?ｪ繰り返されてきている。それはもっぱら哲学における中心
I課題であった。その推移を跡付けよう。

相場　　覚 相場　　覚

14

心の科学の基本的パラダイムの再吟

｡一哲学的認識論と

ﾈ学基礎論

　心の科学が探求している心の仕組みと機能をめぐる基本的な
pラダイムを整理し再考する。大きく対立する2つの立場、記
?_・計算論と反記号論・反計算論と包括される主張点を吟味
ｵ新たな心の科学の地平と先端を展望する。

西川　＝泰夫 西川　泰夫

15
心の科学の新たな
W開と展望

　認知科学のこれからを吟味するに当たって現在新たな関心を
謔�ﾅいる、複雑性の科学や心の哲学などを参照し、心の生成
ﾟ程をめぐる新たな視点を紹介する。

西川　泰夫

鰹黶@　覚

西川　泰夫

鰹黶@　覚
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＝舞台芸術の現在（’00）＝（TV）

〔主任講師 渡邊　守章　（放送大学副学長）〕

全体のねらい
　　演劇を単に言葉の演劇に限らず、舞踏劇・音楽劇を含めて広く舞台芸術として捉え、現代におけるその基底的な問
題を、主として日本と西洋世界の記憶を参照しつつ考える。平成8年度開講の「舞台芸術論jと平成9年度開講の「演：
劇を読む」の成果を踏まえて、単なる演劇入門でも、演劇史の概説でもなく、現代の国際化の地平における舞台芸術の
創造を受容の根拠を問い、その構造と作用を分析する。基幹科目として、舞台芸術に直接関わる専門家にも・また舞台
芸術を受容する観客の側にも、現代において〈舞台芸術〉とそのく作業〉を考える際に、最も基底的な問題は何かを理解す

るための手立てとなるようにしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

1 舞台芸術の4要素

　「舞台芸術」は何を指すのか。　「演劇」との関係。対象の多
l性。問題の多様性・多重性。日本における舞台芸術の特殊性。
荘芟|術の基本的4要素（「演じる者」　「見る者」　「演じられ
骼磨v　「「演じる者と見る者を結ぶ空間」）。

渡邊　守章
i放送大学

寢w長）

渡邊　守章
i放送大学

寢w長）

⇔

「劇場」には様々な様相がある。まずは舞台と客席を持つ建
築として、その構造（舞台と客席、ロビーの関係）と舞台機構
を、西洋世界と日本の記憶に関して分析する。具体的には、現

2
劇　場　論　（1）一劇場という空間

代の劇場の基本をなす「イタリア式額縁舞台」の構造と機能の
cfルを、その廃虚を用いたパリのブッフ・デュ・ノール劇場
iピーター・ブルックの拠点劇場）を出発点に、ガル白白のパ
梶Eオペラ座とワーグナーのバイロイト祝祭劇場によって分析

同　上 同　上

し、最初のプロ肩白アム舞台としてのファイルネーゼ劇場を考
@する。そこからグローブ座とテアトロ・オリンピコを介して
ルネッサンスと古代へと遡り、それとの対比において、日本の
伝統演劇の劇場の系譜学を企てる。

　劇場の現在を、ミラノ・ピッコロ座の3つの劇場（半円形の
ﾀ験劇場、プロセニアム型の中劇場、オペラ劇場）を例に分析
し、現代における劇場論がどのような発想の転換を経験してい
るかを検証する（ストレーレル演出の『リア王』の一場面と、
総監督セルジオ・エスコバール氏のインタビュー。）その際、「
システムとしての劇場」をよく理解させる例として、国立パリ・

3

劇　場　論　（2）一システムとして

ﾌ劇場

オペラ座の2つの劇場（ガルニエ宮とバスチィーユ・オペラ）
�謐ﾞし、総監督のユーグ・ギャル氏のインタビューを交えつ
ﾂ、19世紀後半と20世紀後半とを代表するこの歌劇場を分
ﾍする。また、劇場は、単に舞台で上演される作品によっての
ﾝ機能しているわけではない。それは一つのく文化装置〉であ

同　上 同　上

る。現代における文化装置としての劇場を考える上で重要なく
場＝空間〉としてのフェスティヴルを、南両三ックスーアン＝
プロヴァンスの音楽祭（総監督ステファン・リスネール氏のイ
ンタビュー）とアヴィニヨン演劇祭（総監督ベルナール・
フェーヴルーダルシェ氏のインタビュー）によって考察する。

大きく分けて演技者の演技には、　「再現＝代行型演技」と
「直接的・身体技」という対比的な関係が認められる。それを

荘艪ﾌ表象としては「ドラマ」と「ショー」と言いかえてもさ

4
俳　優　論　（1）一演じる者の系譜

して間違いではない。具体的な舞台表象におけるその関係は、
ｶ化によって異なるが、日本にはこの対比構造が根強く続いて
｢る。田楽と猿楽の対比を出発点として、日本と西洋世界の俳
D術の記憶を復元しつつ、演技の構造を考える。それは舞台作
閧ﾌ構造にも、劇作の構造にも深い関わりを持つ問題であり、

同　上 同　上

きわめて現代的な知の地平を拓くからである。

一187　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

俳優を成立させる根拠は、文化と社会によって一様ではない
が、「俳優という問題」の基本的な様相は分析しておく必要があ

5
俳　優　論　（2）一俳優の形成 る。また、演技者の養成＝教育は、前回に述べた演技の二つの

n譜によって、それぞれ異なり得るが、それらの養成の実態と 渡邊　守章 渡邊　守章
今日的な課題をフランスの国立高等俳優学校の例によって考察
し、俳優の養成・教育の問題を考える。

舞台で演じられるものを、「劇行動の作り」という意味で「劇
作」と呼んでおくならば、それが文字化されて演劇作業の基底
となるのが戯曲である。戯曲という言語表現の歴史で言えば、
どうしてもヨーロッパのそれを論じておかなければならない。
古代悲劇以来の「悲劇」という劇の書かれ方は、特にルネッサ

6
劇　作　論　（1）一悲劇と言語 ンス以降の西洋世界においては規範と考えられた時期が長いか

轣A悲劇の問題は劇作論の基本として避けて通れない。悲劇を
??ﾌモデルとして、劇の構造と作用についての基本的命題を

同　上 同　上

立てたアリストテレスによるモデル化の言説と、ルネッサンス
以降の西洋演劇における「アリストテレス・モデル」の意味を考
察し、悲劇の具体的な例として、フランス古典主義悲劇の代表
作ラシーヌ作『フェードル』　（渡邊守章演出）によって禁じら
れた情念の悲劇の構造と作用を分析する。

すでにアリストテレスの『詩学』に読まれる悲劇と喜劇の対
比構造は、17世紀フランス古典主義演劇において、劇作の二
分法として制度化されるに至った。それは主題に関わると同時
に、それ以上に、主題の扱い方に関わる。喜劇を特徴付ける

7
劇　作　論　（2）一喜劇の身体 「笑い」や、　「笑い」の担い手あるいは惹起者である「道化」に焦点を当てて、喜劇の表象と技法における「身体」の問題を

同　上 同　上

考える。18世紀の即興喜劇コメディア・デ・ラルテを現代に
蘇らせたとして名高いジョルジョ・ストレーレル演：出のゴル
ドー二作『二人の主人を一度に持つと』の舞台を例に取って、
仮面・役柄・即興・身体の問題を考察する。

8
劇　作　論　（3）一戯曲と演出 悲劇と喜劇の制度的二分法に先立つシェークスピアの『リア王』のス

gレーレル演出を例に取り、「王権と道化」の主題とその舞台的表象、
縁oにおける「間・テクスト性」と「引用のゲーム」を分析する。

同　上 同　上

日本には、8世紀以来歴史的に相異なる時代に成立した舞台表
象が“歴史を生き延びて「伝統演劇」として現在も生産され受
容されているという、世界でも例を見ない舞台の伝統が存在す
る。そのうちから、最も重要だと思われる15世紀室町時代に
成立した能・狂言と、17世紀に町人階級の舞台表象として生

伝統演劇の精髄 まれた歌舞伎と人形浄瑠璃（文楽）について、現代の演劇作業
9 （1）能の構造と作 の観点から、3回にわたって考える。9回目は能を取り上げ、 同　上 同　上

用 能によって開かれた地平がどのようなものであったかを考え
る。具体的には『三思』を「古式」の演出によって、能における「
怨霊」の劇的演劇的表象の成立を考察し、観阿弥作『卒塔婆小町』
によって「懸隔と変身」の劇を、世阿弥作の『井筒』によって「複式夢幻

能」の詩劇としての洗練を、同じく世阿弥『砧』によって情念の悲劇の

能的表象を分析する。

一一@1　8　8　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

10
伝統演劇の精髄
i2）文楽と語り物

17世紀に成立し、18世紀に隆盛を見る人形浄瑠璃（文楽）は、世界
ﾉ類のない優れた舞台芸術である。太夫と三味線、人形、人形遣いが
荘苡繧ﾉ自分の作業を露呈しつつ独自の虚構空間を作り出していく。
ｻのプロセスを、現代文楽を支える3人の人間国宝、人形遣いの吉田
ﾊ夫、大夫の竹本住大夫、三味線の竹沢団六のインタビューを交え
ﾂつ分析する。それは、この舞台表現の劇的言説を特徴付ける「語り
ｨ構造」を、現代の演劇作業の観点から読み直すことにも繋がる。（映
怩ﾍ『妹背山婦女庭訓』（「山の段」）『心中天網島』（「河庄」）『仮名手

{忠臣蔵』（「判官切腹」）『菅原伝授手習鑑』（「寺子屋」。）「語り物構

｢」は、西洋世界の演劇理論を支配してきたアリストテレスの問題形成

ﾉは全く欠けていた様相であるが、日本の伝統演劇においては、劇作
pの上でも演技の上でも、能を初めとして極めて重要な要素を構成す
驕B文楽について最も現代的な視点から書いたロラン・バルトの文楽論
�黷ﾂのヒントとして、ブレヒト以降の前衛演劇における「語り物構造」

ﾌ戦略的意味についても考える。

σ
渡
邊
守
章

渡邊守章

11
伝統演劇の精髄
i3）歌舞伎の技法

歌舞伎は日本の伝統演劇のうち、その興行形態やスター・システム
ﾉよって、現在でも最も多くの観客に親しまれているが、その舞台表象
笊¥現の分析は必ずしも容易ではない。歌舞伎のイメージの原型とし・
ﾄ「かぶき者」（例は歌舞伎十八番の『助六由縁江戸桜』と和事の『廓
ｶ章』）、劇作と演技における「時代物」と「世話物」の対比構造（時代

ｨの例は『義経千本桜』『鏡山旧錦絵』、世話物は『東海道四谷怪
k』）、舞踊劇としての「所作事」（『鶴岡雪間扉』）の技法を考察し、更

ﾉ現代の歌舞伎を理解するために、日本の近代化の地平で歌舞伎に
Nきた変容を、20世紀の名優六代目尾上菊五郎に焦点を絞って考え
驕B「六代目革命」である（『鏡獅子』と『勧進帳』。）

同　上 同　上

12

演　出　技　法一ジョルジョ・ス

gレーレルの世界

20世紀は「演出家の世紀」と呼ばれ、20世紀の演劇の歴史は、新作
Y曲の歴史としては書くことは出来ず、演出家の作業を跡づけること
ｪ不可欠である。その際、演出の技法は、同時代の「前衛的な戯曲」

ﾌ演出と「古典の読み直し」とによって測ることが出来る。7回目、8回
ﾚでも取り上げた20世紀後半の最も偉大な演出家ジョルジョ・ストレー
激汲ﾌ作品のなかでも名高いシェークスピア『テンペスト』とチェーホフ

w桜の園』の画期的な演出を取り上げて、演出家が如何にテクストを読

ﾝ込んで彼に固有の舞台表象を作り上げていくかを分析する。

同　上 同　上

13

音楽劇の現在一オペラ・オペレッ

^・ミュージカル

従来の西洋演劇史あるいはそれに基づく演：劇論は、17世紀以
~のヨーロッパにおける「言葉の演劇」と「音楽・舞踏劇」と
ﾌ制度的分割を引きずって、言葉の演劇についてのみ論じるこ
ﾆが多かった。しかしそのような19世紀型の西洋美学の言説
ﾅは、現代のように多様化した舞台芸術は論じられない。ヨー
鴻bパ19世紀を代表する舞台芸術であるオペラが、20世紀後半
ﾉどのように読み直され、現代の舞台芸術として劇場に君臨す
驍ﾉ至ったかを、バイロイト祝祭劇場100周年記念の『ニーベル
塔Oの指輪』　（パトリス・シェロー演出、ピエール・ブレーズ
w揮）によって分析し、同じ地平におけるオペレッタの新演出
�Wョルジュ・ラヴェッリの『メリー・ウイドー』によって見
驕B更に、現代における「音楽劇」としての「ミュージカル」
ﾌ意味を、『キャバレー』の新演出とプッチー二『ラ・ボエー
?xの現代的書き直しである『レソト』によって考察する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
舞踏劇の現在一バレエの変容

　20世紀は「ダンスの世紀」と呼ばれるほど、バレエや新しい
_ンスが舞台表象の全面に躍り出た時代であった。ロマン派バ
激Gに発するクラシック・バレエが、なぜ現在でも人々の熱狂
�ﾄぶのか、また新しいバレエやダンスが、20世紀後半の舞
芟|術にもたらした変革は何であったのかを、スエーデンの振
t家マツ・エックによるクラシック・バレエの技法と意味作用の読み直し（『白鳥の湖』『ジゼル』）を手掛かりに考えてみる。　「ベジャール以後」の先駆的振付家（ジョン・ノイマイヤー、マツ・エック、ウィリアム・フォーサイス、ピナ・バウシュなど）と、クラシック・バレエの現場がどう切り結ぶのか、それをパリ・オペラ座の舞踊総監督ブリジット・ルフェー

買求A若手ダンサーのバンジャマン・ペーシュ、オーレリー・
fュポンのインタビューを挟んで、考察する。シルヴィー・三三ムの踊るマツ・エックと、バトリック・デュポンの踊るノイマイヤーは、こうした作業の身体的な位相をよく分からせてく

黷驍ｾろうし、ウラディーミル・マラーホフの踊る身体は、ニ
Wンスキーによってバレエにもたらされた革命のジェンダー的
ﾇ面を理解する上で有効だろう。

渡邊守章 渡邊守章

15

舞台はどのように
ｵて作られるのか一『フェードル』

ﾌ軌跡

舞台芸術はすぐれて「集団的な創造作業」である。その中での「演出家」の作業はどのような歴史をもち、どのような根拠に

薰ﾃいているのか。この局面に焦点を当てつつ、舞台創造の実
ﾛを具体的な事例に則して収録し、分析する。　（1999年11．月一
P2月に、ラシーヌ没後300年を記念して東京とパリで上演された「空中庭園」制作、渡邊守章訳・演出『悲劇フェードル』の稽

ﾃの記録。）舞台芸術の「作業論」の一例である。

ト　同　上

同　上
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＝・ ｻ代生物科学（’00）：＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

山田　晃弘（東京大学名誉教授：）　〕

中澤　　　透（元放送大学教授）　〕

全体のねらい
　地球表面の限られた空間と厳しい条件のもとで、生命は発展してきた。そのために、生命体は、遺伝子の発現と複製
を基本としたさまざまなしくみの工夫が必要であった。生命体のかたちづくり、いとなみ、個体の統制・個体の環境と
の対応、そして、生命体の発展により多様化した個体群を捉え、そのしくみを考察する・

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
生命というシステ

　生命は、個体の維持により保たれ、個体が限界に来ると、増
Bによって継承される。個体は、環境の変化に対して、恒常性
�ﾛつしくみをもち、長期スケールでは、個体の変革によりこ
黷�歯桙ｷる。このように柔軟な生命のシステムを考察する。

山田　晃弘
i東京大学

ｼ誉教授）

?V　　透
i元放送大

w教授）

山田　晃弘
i東京大学

ｼ誉教授）

?V　　透
i元放送大

w教授）

2 発生と遺伝子

　発生とは様々な細胞が分化し、統一のとれた個体に作り上げ
轤黷驩ﾟ程である。この発生過程を遺伝子発現の時間・空間的
ﾏ化過程と見る立場から、初期発生に重点を置き、主として
Vョウジョウバエを例にとって講義する。

岡田　益吉
i筑波大学

ｼ誉教授）

岡田　益吉
i筑波大学

ｼ誉教授）

?V　透

3 発生と形態構築

　動物の発生過程において様々な器官が形成され、形態的、機
¥的に分化する過程では、細胞間あるいは組織間の複雑な相互
?pを必要とする。これらの現象について、そこに関わる多く
ﾌ物質や遺伝子に注目して講義する。

八杉　貞雄
i東京都立

蜉w教授）

八杉貞雄
i東京都立

蜉w教授）

?V　透

4 哺乳類の発生

　哺乳類の発生は子宮内で進行する。胎児の様々な細胞を作る
ｽめには幹細胞が重要である。全能性をもつ受精卵と未分化幹
ﾗ胞、卵子や精子を作る始原生殖細胞、神経系幹細胞、造血系
ｲ細胞が存在する。最近は遺伝子導入動物や遺伝子破壊動物が
?轤黷ﾄ様々な研究に使われている。

中辻憲夫
i京都大学

ｳ授）

中辻　憲夫
i京都大学

ｳ授）

R田晃弘

5 植物の形態形成

　植物の形態形成は遺伝子プログラムにより進行し、初期胚の
ｭ生は環境の影響を殆ど受けないが、発雨後の栄養成長、生殖
ｬ長の過程はさまざまな環境要因により支配される。形態形成
ﾌ遺伝子発現に関わる環境要因、植物ホルモンの役割を学ぶ。

鎌田　　博
i筑波大学

ｳ授）

鎌田　　博
i筑波大学

ｳ授）

R田晃弘

6
生物ではたらく
¥造

　生物の形の基本単位は細胞である。細胞内外には膜、細胞小
孖ｯ、細胞骨格や外部構造など多様であり、分子の特性に依存
ｵて一連の生物現象が進行する。分子としてはタンパク質だけ
ﾅなく、遺伝情報に関わる分子もかたちとはたらきに関連す
驕B

中　澤　　透
山田晃弘

?@澤　　透

7
生体分子とその
緕ﾓ

　生命現象をつきつめると、生体内の分子のは●たらきに帰せら

黷驕Bこれらの分子は生体内の化学反応（代謝）によって供給
ｳれ、その動力となるエネルギーも代謝によって供給される。
ｶ体内の基本的代謝とその生体構造との結びつきを学ぶ。

山田晃弘
中澤　　透

R田晃弘
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 細胞増殖と細胞
?

　生物の発生と個体の維持あるいは世代を超えた種の持続の全
ﾄの基礎は、遺伝的に全く同じ情報を持った細胞を繰り返し作
闖oしていくことにある。本章では、こうした細胞の複製を制
艪ｷる分子システムについて概説する。

岸本健雄
i東京工業

蜉w教授）

岸本健雄
i東京工業

蜉w教授）

?V　透

9 体内情報と調節

　多細胞動物では細胞が調和と統制の取れた生理機能を営む。内部環境の恒常性を維持するために、細胞間で情報を授受して

L機的な統合を行う制御システムを発達させた。ホメオスタシ
X、神経・内分泌・免疫系のクロストーク、細胞間情報授受の
ｪ子的仕組みについて述べる。

能村哲郎
i；埼玉大学

ｼ誉教授）

能村哲郎
i；埼玉大学

ｼ誉教授）

?V　透

10
個体防御システム
ﾌ成立

　多細胞生物個体を構成する細胞は受精卵由来のクローンであ
驕Bこの講義では、個体を構成する細胞クローンの同一性を監
汲ｵて侵入者を排除する生体防御の仕組みと、その究極の形で
?髏ﾒ椎動物の免疫システムがどのように「自己と非自己」を
ｩ分けているかを概説する。

栃内　　新
i北海道大

w助教授）

栃内　　新
i北海道大

w助教授）

R田晃弘

11
生物の行動をきめ
驍烽ﾌ

　動物は動くが植物は動かない。これは食物の獲得法の違いに
謔驕B動くものと動かないもので、形はどのように違うのだろ
､か？また、時間の速度は生きものによって変わる。形や時間
ｪ行動にどう影響するかを考える。

本川　達雄
i東京工業

蜉w教授）

本川　達雄
i東京工業

蜉w教授）

?V　透

12 生態系の発展と
ｶ物

　自然界の景観や清浄な大気と水は、長い地球の歴史の中で物
ｿ循環と生物活動の共進化が生み出した。この共進化の枠組み
�ﾐ介し、特に海と森林の生態系の特徴とその中の生物の生き
福ﾉついて紹介する。

和田英太郎
i京都大学

ｳ授）

和田英太郎
i京都大学

ｳ授）

R田晃弘

13 生物多様性

　小はバクテリアから大はクジラに至るまで、地球上にはきわ
ﾟて多様な生物が生活している。このように多様な生物が共存
ｷる仕組みを紹介するとともに、近年生物多様性の減少が危惧

ｳれている熱帯雨林の生物の生活を、共生関係に注目しながら・紹介する。

安部　琢哉
i・元京都大

w教授）

安部　琢哉
i元京都大

w教授）

R田晃弘

14
生物進化のプロセ

X

　　　　　　　　♂「

@40億年前に出現した生命では、DNAでなくRNAが遺伝
﨣�竭緕ﾓなどの生物活動の主役であったと考えられている。
ｱのような生命の歴史を概観し、ゲノム多様化のプロセスや生
ｨ進化へのレトロポゾンの関わり等について講義する。

岡田　典弘
i東京工業

蜉w教授）

岡田　典弘
i東京工業

蜉w教授）

R田晃弘

15 現代生物科学の
綷

　21世紀には、ヒト等主要生物のゲノム全構造の解析を通
ｶ、生命のしくみ、癌その他の難病治療への貢献、農作物の品
妺?ﾇが進められる。一方、熱帯、深海の生態系の解明、宇宙への生命の発展も試みられよう。限りある地球資源のもとにヒ

gを含む生物の将来のあり方は如何にあるべきか、生物学の示
ｴは大である。

中澤　　透

R田晃弘

中澤　　透

R田晃弘
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＝科学の思想と論理（‘01）＝（R）

〔主任講師：　杉本　大一郎（放送大学教授）〕
〔主任講師：　山田晃弘（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　自然科学は個々の事象の集積で、それぞれ専門化されたものと思われていることが・しばしばある・しかしその原理とリ

テラシーには壮大な体系がある。これは科学の思想や科学的世界観としても興味深いものである。それが身につけば・ミク

ロからマクロの世界まで、物質・生命界から宇宙までをとおして、専門を超えて自然界の全容が見えてくる。また自然科学

で磨かれた概念と論理には一般性があり、文化・社会的現象に対処する場合にも大いに参考になるものがある・これらの意

味で、自然科学には広く思想的にも実用的にも意義があり、この科目は文科系の学生にも理科系の学生にも興味を持っても

らえるものにしたつもりである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

（最初にこの科目の主旨について主任講師が語る。）

近代科学はコペルニクス、ガリレオ、ニュートンの時代か 長岡　亮介

1 近代科学の誕生

ら本格的に始まる。デカルトは分析から始めてそれを総合す

髟菇@を提唱した。それは大きい成功を収め、現代科学技術

ﾌ時代を作った。しかしこのような分析と総合が成功するた
ﾟには重大な理論的前提がある。逆にその前提が満たされな

長岡　亮介
i放送大学教

�j

（放送大学教

�j

剿{大一郎
i放送大学教

い世界には、まったく新しい方法論が要求されている。 授）

物質はそれ以上には分割できないものとして原子が考え
られた。分子は原子が結合したものである。それが化学に発

2 物質観とその歴史

展した。その後、原子はさらに分割され、その構成要素とし

ﾄ原子核が研究がなされるようになった。物質世界には階層

¥造があり、エネルギーの大きさの桁によって分類される。

｡では宇宙における物質世界の歴史まで分かっている。

杉本大一郎
i放送大学教

�j

杉本大一郎

生命とは何か。古来、学問の広い分野で論じられてきた命
題である。生物学史では、生命体は非生物とは異なる特異的

3 生命観とその歴史

存在とする生気論が、まず、提唱され、その後、生命のしく

ﾝが解明されると、生命体と非生物の間に本質的な差はない

ﾆする機械論が提唱されるようになったという。しかし、生
ｨ学における生命観をこのような二者に極論してよいものだ

山田　　晃弘
i東京大学名

_教授）

山田　　晃弘
i東京大学名

_教授）

ろうか。生物学史を通して、この問題に光を当ててみたい。

生命体というシステムは、細胞に含まれる遺伝子情報の発

現によって個体を構築し、個体を維持し、遺伝子を複製する

ことにより個体を伝承する。また、遺伝子を変異させて、環

4
生命システムとそ

ﾌ特質

境の変化に適応した個体へ進化する。このように、生命体は、

笂`子レベルですべてを制御された存在に見えるが、一方で・
同　上 同　上

発現された情報間のさまざまな相互作用があり個体の一層の

安全と繁栄を計るため、生命体は試行錯誤を続けている・

自然科学は自然界の成り立ちについて、情報を取得するこ

とから始まる。自然現象のいろいろな階層と対象に応じてい

ろいうな情報取得の視点があり、学問のそれぞれのディシプ

5 情報　の取得
リンを構成している。しかしそれは対象の外形によるものだ

ｯではない。情報取得の階層性はエネルギー空間や時間スケ
杉本大一郎 杉本大一郎

一ルによっても分類され、多様である。

、
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

科学における実証とは何か。それはどういう役割を果たし

てきたか。実証されるべき事実の客観性は科学者集団や社会

の間主観性とはどういう関係にあるか。科学を進める側の立

6
近代科学における

ﾘ明

場から、これらの問題を批判的に論ずる。

長岡　亮介 長岡　亮介

実験や観測はどのようにして理論化されるか。理論はどの

ようにして実験や観測を導くか。理論は単なる事実の集積で

はない。理論は体系化されることによって、その理論を構成

するのにキーとなった実験事実を含むと同時に、それを乗り

7 理論・実験・モデル 越える。理論に使われる数理的リテラシーとその意義、その 杉本大一郎 杉本大一郎
数学との違いについても考える。

実験や観測をとおして得られたものの中で、何が「法則」

たりうるのか。法則は観測者の視点を超えて成り立ち、その
表現は座標変換に対して不変でなければならない。問題にな

るのは個別性と一般性、原因と結果の因果などであるb一般

8 法則とは何か 性と言っても法則には適用限界とその階層性がある。因果に 同　上 同　上

ついては決定論以外の法則もある。

法則と同様に理論にも適用範囲がある。例えば相対性理論
の体系は、速度の遅い極限としてニュートンカ学を包摂して

いる。だからと言ってニューートン力学が不用になったり、二

9
理論の階層性と
?ﾛ関係

ユー gンの時空概念が死んだりするわけではない。それぞれ

ｪ適用範囲に適切な概念体系をもっている。同様なことは他
ﾌパラダイムの理論体系にも当てはまる。

同　上 同　上

個々の要素現象は相互に作用し合い、一つのシステム（系）

という総体を構成する。システムのグローバルな振舞いは要

素のミクロな論理の集積が決めるものではあるが、全く別も

10
ローカルな論理と
Oローバルな論理

ののように見え、システムの主要な側面や着眼点になること

ｪ多い。また熱力学のように、ミクロな事柄の詳細が分から

ﾈくても総体の振舞を論じる体系もある。

同　上 同　上

近代の自然科学が成長を開始したルネッサンスとそれに続

く時代には、科学の諸領域は細分化されていなかった。その

後18世紀になって、地球（地球型惑星）を対象にした分野が

11
地球という自然界
ﾌ構成とその歴史

特化されるようになってきた。ここではまずその経過を追う。

ｻして指導的な諸学説の特徴について考察し、物理学分野で

Lく受け入れられている「パラダイム理論」が、地球科学分

荒牧　重雄
i日本大学教

�j

荒牧　重雄
i日本大学教

�j

野ではどのように当てはめられるかという問題について考え
る。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12 地球とその生命界

　文明が発達し、ヒト中心の世界観が日常となった今日では、

qト中心の生物界が地球上における全自然界のほんの一部に

ｷぎないことを忘れがちである。生命体は、地球上の水の中
ﾅ誕生し、進化して多様化した生態系にまで発展したが、地

?繧ﾌ極く限られた環境の産物に過ぎない。限界のある生物
Eを無視し、自然界の流れに対抗しようとするヒト文明社会

ﾌあり方についても考えて見たい。

山田　昇弘 山田　昇弘

13
変化と平衡および

闖尞�ﾔ

　自然界には非平衡：状態が定常的に続いていることが多い。

n球の環境や生命の存在はその典型である。線形代数の方法

�pいた物理学の形式では、平衡：状態から少ししか離れてい

ﾈい系が扱われてきた。しかし現実に生起する世界を扱うた
ﾟには拡張された概念体系が必要となる。非線形・非平衡・

J放系について考える。

杉本大一郎 杉本大一郎

14 非平衡世界の形成

　空間と違って時間には流れの方向があり、過去と未来は区
ﾊされる。閉じた系では時間の矢は、エントロピーが増大し、

﨣�竰￥?ﾍ崩壊していく方向に向いている。しかし現実の

F宙や自然界では、自発的に秩序や形態が形成されていくこ
ﾆがある。両者の関係はどうなっているのであろうか。これ

ﾍ社会の変化の問題とも関係するようである。
同上 同　上

15 科学・技術・社会

　科学と技術は、人間が自然界をコントロールする方向に進

ﾟられてきた。そして今や人類の活動が地球という有限の自

R界を圧迫したり、生命界を含む自然界の基本的な流れに逆
轤､ようにもなっている。21世紀に入ったいま、科学技術と

l間社会・文化との関係を総括的に考え直してみる時期にあ
驕Bその上で、21世紀の科学はどうあるべきかについて、専

蝠ｪ野の異なる4人の講師が討論する。

同　上
担当講師
S員

一一
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＝ゲノム生物学（‘03）＝（TV）
　　　一生命科学革命と21世紀の社会一

〔主任講師1　岩槻　　邦男（放送大学教授）〕
〔主任講師：　近藤　喜代太郎（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　ヒトゲノムに関する話題は人々のゲノムへの関心を惹いている。ヒトのゲノムが読み取られたとはどういうことか・何が

分かり、何が分かっていないのか、多様な生物のゲノムの差や共通性は何を意味するかなど、生物学の最先端の話題と問題

点を紹介する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
メンデルからゲノ

?ｶ物学へ

　遺伝学の歴史を簡単に紹介し、生命科学における遺伝学、

Qノム生物学の現在像を描き出す。20世紀になって、遺伝学

ｪ生命科学の中心を占めるようになったのはなぜか、生命を

lえる際ゲノムがその中核の課題となるのはなぜかを説明す

驕B

岩槻　邦男
i放送大学教

�F）

岩槻　邦男
i放送大学教

�j

2
親から子への生命

ﾌ伝達

　遺伝子、染色体などが細胞という構造に閉じられた系のう

ｿで、生命は世代をこえてどのように伝達され、子の世代で
ﾇのように発現するかを紹介する。生物も物質の集合体であ

驍ｪ、生きていないものと何が違うかを説明する。

星　　元紀
i慶磨義塾大

w教授）

星　　元紀
i慶磨義塾大

w教授）

3 疾病の成立と遺伝

　外傷などを除いて、ほとんどの疾病は遺伝と環境の要員群

ﾌ交響のなかでおきる。本章では単因子遺伝、染色体異常、

O的要員への遺伝的素因、外因子遺伝など、若干の場合に分
ｯて、疾病の成立における遺伝の役割を述べる。

近藤喜代太郎
i放送大学教

�j

近藤喜代太郎
i放送大学教

�j

4
遺伝子診断と遺伝

q治療

　疾病の機序が遺伝子レベルまで解明できた場合、診断も
cNAの分析で行われ、ある年令で起きる疾病でも誕生時に診
fでき、遺伝子の組み合わせを用いて生活習慣病への素因遺

`子、性格、才能などもある程度の確率で予測ができる。ま

ｽ遺伝性の疾病では、分子レベルで罹患の過程に拮抗する操

?�ﾁえて治療することもできる。これらは医療の新分野で

?驍ｪ、倫理的に問題も多い。

羽田　　明
i千葉大学教

�j

羽田　　明
i千葉大学教

�j

5 生　殖　　医　療

　遺伝子、細胞技術の進歩にともなって、それまで自然の摂

揩ｾった妊娠・出産が人の意志と技術の分野となった。この

ｱとは不妊医療を革新したが、一方では従来の価値観との衝

ﾋを起こしている。

鈴森　　薫
i名古屋市立

蜉w教授）

鈴森　　薫
i名古屋市立

蜉w教授）

6
カウンセリングと
¥知医学への応用

　本章では遺伝の問題に悩む個人の求めに応ずる遺伝カウン

Zリング、遺伝学の技術・知識・予防的応用などについて述

ﾗ、遺伝学の医学的応用の将来を展望する。 羽田　　明 羽田　　明

7
微生物の生殖と遺

`

　20世紀の後半、生物科学は大腸菌の分子遺伝学をバネにし

ﾄ飛躍的に発展したと言える。遺伝学の発展によって何がわ

ｩり、何が分かっていないかを紹介する。
東江　昭夫
i東京大学大

w院教授）

東江　昭夫
i東京大学大

w院教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

木原均らのコムギの先祖の探索以来、ゲノム解析は生物多

様性の研究にも適用されたし、資源植物の探索の武器でもあ

8 植物の生殖と遺伝 つた。クロー・ンは植物の基本的な生き方の一様式であり、ヒ
岩槻　邦男 岩槻　邦男

ツジやウシのクローンと植物のクローンはどう違うかも整理
する。

多細胞生物では、親から引き継いだ遺伝子はどうやって正

多細胞体はどのよ 確に子供を作り出すか、ゲノム生物学が知っている遺伝子の

9 うにデザインされ はたらきを紹介する。
星　　元紀 星　　元紀

るか

30数億年生きている間に、生命体はずいぶんすがたを変え、

進化してきた。本章では生物にとって進化とはどういうこと

10
生物の進化とゲノ

?ｶ物学
か、ゲノム生物学の立場から進化はどこまで説明できるかを
ﾐ介する。

岩槻　邦男 岩槻　邦男

ゲノムの解読にあわせて、プロテオミクスや脳科学の分野

11
バイオインフオー
}ティックス

で、生物科学と情報科学を融合した新しい研究分野が発展し

ﾂつある。生物の進化もこのような手法でさらに深く追究さ

黷驍ｱとが期待されており、生命現象に関する既存の情報の

星　　元紀

竰ﾎ　邦男

星　　元紀

竰ﾎ　邦男
集成にも意が注がれている。

ヒトの全ゲノムが解読された。それで、生命はどこまで解

明されたか。分かったこと、分かっていないことを整理し、

12
ポストゲノムの生

ｨ学
21世紀の生命科学を考えたい。脳の科学の進歩によって、文

ｾは遺伝学でどこまで解けるか、ホットな話題になっている。
岩槻　邦男 岩槻　邦男

ゲノム技術は生物学・医学を改革：しただけでなく、他の分

野でも大きな進歩の可能性を秘めている。一方、技術の進歩 位田　隆一 位田　隆一
13 産業とゲノム技術 が、新しい危険をもたらすことも危惧される。主に薬学、農 （京都大学教 （京都大学教

学について、ゲノム技術の応用について、さらにゲノムに関 授） 授）

する特許の問題を論じる。

ゲノム技術によって開かれた分野は、時に伝統的な価値観

に抵触し、多岐にわたる懸念、紛争を生じている。進歩は大

14
ゲノム技術と倫
搓�@・社会

きな恩恵をもたらすにせよ、技術と社会との接点にあるこの

謔､な問題の解決も大切であり、臓器移植、不妊医療など個
同　上 同　上

別の問題だけでなく、生命技術全体に対する倫理基準の確率
が急がれている。

21世紀はITとバイオの時代ともいわれる。これらの広範囲

に及ぶ応用から、21世紀の生活、社会、国家、国際関係のあ

15
21世紀社会とゲノ り方に深い影響を与えるといわれる。前章までの知見に基づ 同　上 同　上
ム いて、ゲノムの科学と技術が21世紀の人類にどのようなイン

パクトを与え、何をもたらすかを考える。
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＝共生の時代を生きる（’00）ニ（TV）

〔主任講師　江渕
〔主任講師　酒井
〔主任講師　森谷

一一�i放送大学教授）〕
豊：子（放送大学教授）〕

正規（放送大学教授）〕

全体のねらい
Q0世紀における国民国家の発展と科学技術の進歩は、人類の生活に計り知れない恩恵をもたらすと同時に・世界大戦

竓ﾂ境破壊を含む人類史上未曾有の悲惨かつ深刻な問題もたくさん惹き起こした。今日・最も深刻な問題は・民族問題
ﾆ（自然・社会）環境問題である。民族問題は人間どうしの文化的共生にかかわる問題であり・環境問題は人間と自然
ｨよび社会との調和的関係にかかわる問題である。21世紀への転換に際し、現代人は・人間と文化環境・社会環境．自
R環境との関係を「共生」や「調和」の視点から捉えなおし、新しい世紀にふさわしい価値観と人間の生き方を確立す
驍ｱとを求められている。この科目は、そうした課題に迫るために、人間の探究、生活と福祉・及び産業と技術の3つ
ﾌ専攻分野においてそれぞれに今日的関心を喚んでいる実際的諸問題を世界的視野の中でとりあげ・学際的アプローチ
�獅ﾝることによって、新しい時代における人間の生き方を追求しようとするものである。

テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

共生の時代を生き
髏l間の課題

齧竭闥�N一

　転換期を迎える現代人の課題は、人間と自然及び社会環境と
ﾌ関係を「共生」や「調和」の視点から捉えなおし、新しい時
繧ﾉふさわしい価値観と人間の生き方を確立することである。
u転換期」の意義と「共生」の概念を検討し、文化、生活、技

pの3つの立場から、各回の課題を概観する。

江渕　一公
i放送大学

ｳ授）

�艨@豊子
i放送大学

ｳ授）

X谷　正規
i放送大学

ｳ授）

江渕　一公
i放送大学

ｳ授）

�艨@：豊子
i放送大学

ｳ授）

X谷　正規
i放送大学

ｳ授）

2 多文化共生の社会

　ヒト及び文化の地球的規模の流動化が進む現代の特色の一つ
ﾍ、世界各地に文化的モザイクが出現し、多文化共生社会が発
Wすることである。ここでは、「ニューカマー」の外国人に焦
_を合わせて、彼らと地域住民との共生の姿を、関東地域の
u街づくり」運動と関連付けながら多面的に検討する。

江渕　一公 江渕　一公

3

「民族」と地域社会一国家・行政・日常

ｶ活一

　多文化共生社会の新しい動きをリードするエスニシティの動
ﾔは、国民国家の発展過程と密接な関連をもっている。この問
閧�uオールドカマー」に焦点を合わせ、そのエスニシティの
ﾁ長過程並びに出身地とのネットワークに関連づけながら、主
ﾉ関西地域の事例に基づいて検討する。

原尻　英樹
i静岡大学

ｳ授）

原尻　英樹
i静岡大学

ｳ授）

4

異文三間コミュニ
Pーションとネッ
gワーク

　多文化共生社会における平和的、’協力的関係は、異文化に対
ｷる相互理解・相互尊重の態度とコミュニケーション能力に支
ｦられる。異文川間相互理解を促進するコミュニケーションを
ﾟぐる諸問題について、「アジアとの共生」の視点から在日ベ
gナム系住民の事例を中心に検討する。

川上　郁雄
i早稲田大

w教授）

川上　郁雄
i早稲田大

w教授）

5
多文化共生の社会
ﾆ人間形成

　ヒトの国境を越えての移動は、複数の文化にまたがって成長
ｷる子どもの増加を促す。日本では日本語力が十分でない子ど
烽ｪ急増し教育に様々な課題を提起している。多文化共生社会
ﾉ生きる子どもの教育の現状を教育現場に即して検討し、日本
ﾌ異文三間教育の現状と課題について考える。

佐藤　郡衛
i東京学芸

蜉w教授）

佐藤　郡衛
i東京学芸

蜉w教授）

6 障害者と高等教育

　世界的な均等法の流れの中で現代の日本の状況、特に高等教
轤�牛ﾀの中心にすえて障害の問題を議論する。またインフォ
＝[ションテクノロジーの役割、先端生殖技術による障害者排
怩ﾌ思想など、科学の投げかける新しい光と影を含めて、バリ
Aフリー社会への実現にむけて検討する。

広瀬　洋子
iメディア

ｳ育開発セ
塔^ー助教
�j

広瀬　洋子
iメディア

ｳ育開発セ
塔^ー助教
�j

7
少子化社会と男女

､同参画

　少子化は活力ある社会を維持する上で深刻な問題と認識され
nめている。出産・子育て期の現状が人間としての生涯発達・
ｩ己実現を図る上で、マイナスのイメージを抱かせている結果
ﾅあろう。ジェンダーギャップ、勤労条件、支援システムな
ﾇ、少子化の要因を分析し、今後の課題を考察する。

原　ひろ子
i放送大学

蜉w教授）

原　ひろ子
i放送大学

蜉w教授）

一199　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
長寿社会とライフ

Rース

　寿命の伸長は個人の人生の長さを保証し、20年以上にわたる
w誧冾�烽ｽらした。その結果「ヤング・オールド」という新
ｽな人生段階が特化されてきた。ここではこの未知なる「ヤン
O・オールドをいかに生きるか」という課題について、世代間
ﾌ共生という視点から考察する。

嶋崎　尚子
i早稲田大

w教授）

嶋崎　尚子
i早稲田大

w教授）

9
家族の共生を考え

　近代社会にあって、家族は企業に丸抱えになるという形で世
ﾑ単の暮らしを営んできた。そこには企業に磁場をもつ家族の
pがある。企業中心社会から家族のライフスタイル化が生じる
ﾈかで、もはや家族＝世帯は自明ではない。企業中心社会以降の個人と家族の共生を考察する。

@　　　　　　　　　　■

同　上 同　上

10 生活者優先の視点

　生活者優先、生活者視点などといわれ始めてからすでに久し
｢が、生活者優先とはどういうことか。一方、産業界では、消
?ﾒ優先の体制を充実させてきているが、消費者優先は生活者
D先とどう繋がっているのか。真の生活者優先の視点を高める
ｽめの、生活者、消費者等の課題を考察する。

酒井　豊子 酒井　豊子

11
共生を目指す技術
ﾌ時代へ

　個々人の生活向上に大きく寄与してきた技術が、広く普及す
驍ﾆともに人間、社会、自然に重大な負の影響をもたらしてい
驕Bまた、これから豊かさを求めて工業化する発展途上国がも
ｽらす影響も大きい。いよいよ共生を目指す技術へ進むべきで
?閨Aその方向を示す。

森谷　正規 森谷　正規

ユ2 物質と人間、自然

　生活に大きな恩恵をもたらした多種多様な新しい物質が、
l々な不本意なかたちで人間、社会、自然に入り込んで、健
N、環境の面で負の影響をもたらしている。これからは、負の
e響を極力押さえるように物質の開発と利用を進めねばなら
ｸ、そのあり方を探る。

東　　千秋
i放送大学

赴ｳ授）

東　　千秋
i放送大学

赴ｳ授）

13 エネルギーと人
ﾔ、自然

　生活における各種のエネルギー利用、車の利用が大気汚染、
C洋汚染、地球温暖化など地球環境破壊の因となっていること
�ｳしく認識して、その将来の重大問題化を防ぐために好まし
｢エネルギーの生産、利用のあり方を探らねばならず、その可
¥性を示す。

森谷　正規 森谷　正規

14
社会システムと人

ﾔ

　現代の社会は、交通、廃棄物処理、防災、福祉などの面で重
蛯ﾈ問題を抱えており、さらに深刻化するおそれも強い。そう
ｵた社会問題に対して技術的な対応策は種々あるが、経済的、
ﾐ会的な難題があり、進みがたい状況がある。その対応を進め
驍ﾌは、社会全体の大きな課題である。

同　上 同　上

15

共生の時代の人間
ﾌ生き方

齣濠㊧

　以上の各回における考察を踏まえて、3人の主任講師による
濠№ﾆ対談を行い、転換期の人間の生き方についてのこれから
ﾌ課題と展望を明らかにする。

江渕　一公

�艨@豊子

X谷　正規

江渕　一公

�艨@豊子

X谷　正規
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＝＝ ｻ代社会とスポーツ（’01）＝（TV）

〔主任講師 渡邉　融（元放送大学教授）〕

全瑠響各国でスポーツの獺が社会発展計画の一環として取り上げられているので、その状況を囎する．次に

現代日本におけるスポーツ実践の諸相を考察し、また、現代スポーツの一方の特徴である産業化・科学化の状況を一瞥
する。そして、スポーツを我々の良き財産とするために、その問題点を探り・望ましい在り方を考える・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
現代スポーツの
薄竭

　まず、この科目で扱う「スポーツ」の意味内容がどのような
烽ﾌかを明らかにし、ついで、2から14までの各章で扱う諸
竭閧�ﾐ介する。

渡邉　　融
i元放送大

w教授）

渡邉　　融
i元放送大

w教授）

2
現代のスポーツ
ｭ策

　スポーツは本来個人の私的かつ自由な活動領域に属するもの
ﾅあるが、現代では各国とも、国民の健康の維持増進、社会的
A帯感の形成、国民経済の発展の観点からスポーツ振興政策を
ﾉめて重視するようになった。これらの政策の趣旨内容等を比
r検討し、世界的な趨勢を探る。

池田　　勝
i大阪体育

蜉w教授）

渡邉　　融

R口　泰雄
i神戸大学

ｳ授）

3
現代のスポーツ
g織

　20世紀の各国社会に生じた最も顕著な変化は国際化と大衆化
ﾅあった。スポーツの世界でもこの傾向は無視できない。本章
@　　この趨勢を高水準の競技スポーツと市民スポーツとにつでは、いて一瞥し、今後の国際社会に適合したスポーツの国際組織の

ﾝり方を考える。また、国際化と大衆化の不可欠の帰結である
Xポーツとナショナリズムの密接な関係についても考えたい。

阿部　　齊
i放送大学

ｳ授：）

阿部　　齊
i放送大学

ｳ授）

4 子供とスポーツ

　日本におけるスポーツの発達は、明治以来、学校制度に依存
ｷるところが大きかった。しかし、近年の社会変動により学校
ﾌスポーツが曲がり角に立たされている。本章では、学校にお
ｯる部活動や学校外の各種スポーツクラブ等、子供達のスポーー
c活動に焦点を当て、問題の所在を探り、望ましい姿を考え
驕B

渡邉　　融 渡邉　　融

5
市民スポーツの
ｷ況

　市民マラソン、ウォーキングイベントの盛行と、その国際
ｻ・祝祭行事化は顕著である。一方、フィットネスクラブは
tァッション産業化し、また、数百種といわれるニュースポー
cが籏生している。本章では、これらの新しい市民スポー・ツの

Lり様を探る。

同　上 同　上

6
地域社会とスポー

c

　我が国では生涯スポーツの拠点として地域に根ざす総合的ス
|ーツクラブの構築が期待されている。これは既存の学校施設
凾�?pした、多世代の成員からなる組織である。そこでは、
n域住民の主体的な組織力・経営力が求められている。本章で
ﾍ、地域社会論から見た望ましいスポーツの姿を考える。

倉沢　　進
i放送大学

ｳ授）

倉沢　　進
i放送大学

ｳ授）

7
高齢社会とスポー

c

　21世紀第2四半期には超高齢社会に突入することが予測され
ﾄいる。高齢者の身体的能力水準の向上と維持は高齢者の自立
ﾌ前提であり、社会活性化の必須条件である。このような観点
ﾅ、老年学から現代社会のスポーツ、高齢者スポーツのあるべ

ｫ姿を考える。

柴田　　博
i桜美林大

w教授）

柴田　　博
i桜美林大

w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師’名
i所属・職名）

8 障害者とスポーツ

　近年、障害者のスポーツに対する参加意欲は旺盛である。しかし、様々な障害があり、それへの対応は立ち遅れがちである。スポーツにおける「バリアーフリー」、　「ノーマライゼー

Vョン」とは何か、障害者福祉論からスポーツを考える。

三ツ木三一
i放送大学

ｼ誉教授）

三ツ木任一
i放送大学

ｼ誉教授）

P井　永男
i放送大学助
ｳ授）

9 競技スポーツ

　本章では、オリンピックスポーツ、興行としてのスポーツ
凵A高水準の競技スポーツの有り様と問題点、たとえば、ス
|ーツ組織の運営、タレントの発掘・養成、スポーツのメディ
A化、商業化等について考えていく。

渡邉　　融 渡邉　　融

10 スポー・ツと経済

国民のスポーツへの関心・欲求が一層高まり、それに呼応して
Xポーツ産業の広がりと雇用創出、地域経済の活性化などの経
ﾏ的効果や健康の維持増進による医療費の節減効果なども認め
轤黷驍謔､になった。スポーツが国民経済に果たす役割につい
ﾄ概説する。

池田　　勝
i大阪体育

蜉w教授）

渡邉　　融

ﾔ野　義之
i三菱総合

､究所主任
､究員）

11 スポーツとテレビ

　スポーツの膨張と産業化はTVの出現と普及、多額のTVマ
lーによる所が大である。一方、スポーツはTV番組の最高の
¥フトといわれ、メディアの寵児となっている。TVとスポー
cとの相互関係、その中でのスポーツの主体性と今後の有り様
�lえる。

杉山　　茂
i大阪市立

蜉w教授）

渡邊　守章
i放送大三

相w長）

剋R　　茂
i大阪市立

蜉w教授）

12

　風

¥象としての
Xポーツ

　身体競技の祝祭性、「スポーツする身体」の成立、現代メディアにおけるスポーツを見る「まなざし」とスポーツを見せ

驕u仕掛け」等、表象文化としてのスポーツについて考える。
渡邊　守章 渡邊　守章

13

競技スポーツー人間の限界への

ｧ戦一

　オリンピックや世界選手権等では、記録や技を競い合って人
ﾔの身体で表現できる限界への挑戦が続けられている。日頃の
モｵいトレーニングによって人間の身体はどのように変わって
sくのか、またどこまで変わりうるのか、そうしたトレーニン
Oをスポーツ医・科学がどのようにサポートしているのかを解
烽ｷる。

浅見　俊雄
i日本体育

蜉w教授）

浅見　俊雄
i日本体育

蜉w教授）

14 競技スポーツと
nイテクノロジー

　スポーツのトレーニングや競技の現場ではハイテクノロジー
ｪ生み出した様々な用具や機器、設備が利用されている。陸上
ﾌ100メートル競走一つを取ってみても、シューズ・走路・計時装置

凵Aすべてハイテクで支えられている。安全性、トレーニング
�ｦ、競技成績などの向上や、競技会運営の合理化、機能化に
v献している様々な先端技術を見て行く。

同　上 同　上

15
スポーツを人類の

ﾇ’き財産に
　ここまで見てきたこと、考えてきたことをまとめ、如何にし
ﾄスポーツを人類のよき財産にしてゆくかを話し合う。 渡邉　　融

渡邉　　融
�ｩ　俊雄
q沢　　進
｢部　　齊
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＝家族論（’01）＝（TV）

〔主任講師 原　ひろ子（放送大学教授）〕

諺撫譲轟獣こ舗藩璃両両簾畿螺繍企妾三三
現象への学際的アプローチの手がかりを提供するものである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
「家族とは何か」

ﾉおける多義性

　日本社会で一般的に考えられている「家族」といっても歴史
Iにまことに多様であった。しかし、地球の各地ではさらに多
lな「家族」が存在する。人々は何を「家族」に期待し、何を
u家族」に期待しないのであろうか。人々にとって「家族とは

ｽか」を特に現在日本社会における諸問題から考える。

原　ひろ子
i放送大学

ｳ授）

原　ひろ子
i放送大学

ｳ授）

2

ヒトと人間の交差
ｷる場としての家

ｰ

　人類社会のいずれの時代にも、家族は生物としてのヒトと文
ｻをもつ人間が交差する場として機能してきている。　「性と生
@　「加齢」　「文化的価値の伝承」　「世代間の葛藤と共存」殖」「生者と死者の関係性」などの領域に関して諸社会を比較し、

u家族」という場と「家族以外」の場に見られる上記の諸領域
ﾌさまざまな様相を考える。

原　ひろ子 原　ひろ子

3 家　族　と　法

　家族制度の時代、第二次大戦後の高度経済成長の時代、女性
ﾌ職場進出と社会の少子化・高齢者化が急激に進んでいる現
ﾝ、それぞれに対応して家族の法制度が前提とする標準的な家
ｰ像・家族観は変化する。ここではその変化をたどり、家族と
@のかかわりを考察する。

二宮　周平
i立命館大

w教授）

二宮　周平
i立命館大

w教授）

4 家族と社会政策

　サラリーマン（雇用者）の夫に専業主婦の妻、郊外の団地暮
轤ｵで子どもは2人、そんな家族が「標準世帯」と呼ばれるこ
ﾆが多い。サラリーマンの専業主婦世帯は、いつごろ、どのよ
､に「標準世帯」となったのか、．そこに社会政策はどんな役割

�ﾍたしたのか。

大沢　真理
i東京大学

ｳ授）

大沢　真理
i東京大学

ｳ授）

5 企業社会と家族

　企業社会の文化規範は、サラリーマンの働き方のみならず、
ﾞらの家族成員としての在り様をも規定する。企業社会におけ
驩ﾆ族政策、文化規範が、家族生活にもたらす影響について考
ｦる。合わせて、近年における変化についてもとりあげる。

嶋崎　尚子
i早稲田大

w教授）

嶋崎　尚子
i早稲田大

w教授）

6
人口の再生産と
ﾆ族

　かつてマードックは核家族論を展開するなかで、家族の基本
I機能として性、生殖、経済、教育をあげた。家族の生殖機
¥、すなわち人口の再生産の場としての家族の位置付けは普遍
ﾈのか。人口生殖技術の発展という社会変動との関連で考え
驕B

同　上 同　上

7
家族の発達と個人
ﾌライフコース

　個人の家族的関係からなる家族はそれ自体、時間の経過のな
ｩで変化する（家族過程）。一方個人のライフコースは、家族
烽ﾌ世代間関係ならびに家族過程と共時性と非共時性をもちな
ｪら進行する。家族のライフサイクル。モデルを題材に、個入

ﾌライフコースと家族過程との関連性を考える。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 歴史のなかの家族

　近年の家族史研究は方法論的に急速な進化をとげ、歴史のな
ｩで家族に関するドグマへの挑戦を続けている。近世日本の農
ｯ家族を具体例にしながら、実証的アプローチの方法とその成
ﾊを整理する。

嶋崎　尚子 嶋崎　尚子

9
変化する家族の機

¥

・家族研究の変化・近代家族の誕生・近代家族のゆらぎ 宮坂　靖子
i奈良女子

蜉w助教
�j

宮坂　靖子
i奈良女子

蜉w助教
�j

10 育児と生涯発達

・親イメージの変容・新しい父親研究・共同育児の実践

同　上 同　上

11
高齢者介護と老後
竭

・少子高齢社会の到来・老後問題の発生・高齢者介護と家族

同　上 同　上

12 変わりゆく結婚

・日本における晩婚化・非婚化現象・晩婚化・非溶化の背景・社会制度としての結婚・現代日本における結婚の意義

善積　京子
i追手門学

@大学教
�j

善積　京子
i追手門学

@大学教
�j

13
脱「近代家族」へ

ﾌ道

・ライフスタイルの多様化・近代家族の抑圧性・脱「近代家族」への課題

同　上 同　上

14 家族のアイデン
eィティ

　「家族」を「集団」と考える人々と、　「家：族」を一人ひとり

ﾌ人間をとりまく忍ないしはネットワークの集合体と考える
l々がある。さらに「家族」を超えて生きようとする人々があ
驕Bまた夫と妻という男女の対にもとつかない集団としての
u家族」を形成しようとする人がいる。多様な考え方をする

l々がどのようにして一定社会の中で共存していくのかを考え
驕B

原　ひろ子 原　ひろ子

15
「社会の中の家

ｰ」の現状と未来

　家族の未来、クローン人間の生成を含む生殖技術の展開は、
l間の家族にどのような変化をもたらすのであるうか。生物の
墲ﾆしてのヒトが「自己家畜化」を推し進めることによって、「人間として生きる」が何を意味することになるのであろう

ｩ。さらに、地域社会、国家、国際関係などの社会的環境の中
ﾅ家族がどのように変化するのかを考える。

同　上 同　上
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＝＝ s市と人間（‘03）＝・（TV）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）
〔主任講i師（現職名）

沢
山
藤

倉
香
伊

進　　（放送大学教授）〕

壽夫（放送大学教授）〕

貞夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　都市は人類文明の所産であるとともに、人間活動の舞台一制約条件と文化創造の場を形作ってきた。都市と人間のか

かわりの諸形態を考察するとともに、その光と影に注目して都市の問題点とその克服のための人間の努力にも目を向け

る。各回固有の特徴を持つ一つの都市に焦点を当て、史学、社会学、文学、建築学、都市計画学など多様な視点から迫
る。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

四大文明と都市　思考実験　大都市の本質 倉沢進
知識・情報・サービス （放送大学教

倉沢進 授）

1 都市と文明 （放送大学教
授） 伊藤　良夫

（放送大学教
授）

都市国家ポリス　自然環境と領域　住民の身分構成

2
アテネー都市国家

市民団　学芸の都 伊藤貞夫
i放送大学教

伊藤　貞夫

i放送大学教
と市民 授） 授）

ハンザの女王　市民自治都市都市の内部構造

リューベックーハ ゲンゲとブーデン今日に生きる中世の遺産 倉　沢　進 倉　沢　進

3 ンザの女王と庶民 （放送大学教 （放送大学教

の暮らし 授） 授）

南欧の中世都市　パリオ　コントラーダの変遷

コントラーダと地域社会的結合

4
シェナー祝祭と地 同　　　上 同　　　上
域住民組織

大都市の衝撃　大都市の異端と典型　社会調査と都市問題 倉沢　　進 倉沢　　進
同心円構造とアーバニズム　スラムからネーバーフッドへ

5
シカゴー近代大都 松本　　康 松本　　康
市の光と影 （東京都立大 （東京都立大

学教授） 学教授）

ハワードの庭園都市の理念とは、どのようなものであった 香山　壽夫 香山　壽夫
か。それはどのように実現され、今日に至っているか。 （放送大学教 （放送大学教

レッチワースー庭
授） 授）

6 園都市の誕生
片木篤 片木　篤

（名古屋大学 （名古屋大学

教授） 教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一・　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

庭園郊外の理想と言替えられているロンドン郊外のハムス 香山　壽夫 香山　壽夫

テッドはどのような設計手法でつくられているか。 （放送大学教 （放送大学教

ハムステッドー
授） 授）

7
庭園郊外の理想

片木　篤 片木　篤

（名古屋大学 （名古屋大学

教授） 教授）

アメリカの計画都市の原型といわれているフィラデルフィ

8

フィラデルフィア

[格子状街区とロ

アは、どのような街区構成と、都市住居形式によってつくら

黷ﾄいる。
香山　壽夫

i放送大学教

香山　壽夫

i放送大学教

ウハウス 授） 授）

アメリカの伝統的な地域共同体はどのように形成され、今

ナーバス 日にいたっているか。

9 一アメリカの伝統 同　　　上 同　　　上

的な近隣住区

歴史の重層構造　聖地の中の聖地　政治と聖地

10
エルサレムー聖地
ﾆ政治

人類の未来形 高橋和夫
i放送大学助

ｳ授）

高橋　和夫

i放送大学助

ｳ授）

都城の成立　権威と権力の装置　曲面と四合院変動する北

京と高高建設 倉　沢進 倉　沢進
11 北京一皇帝の都城 （放送大学教 （放送大学教

授） 授）

都城の歴史　平安京の構造と特質　羅生門「鬼」

杉森　哲也 杉森　哲也

12 京都一都城・平安京 （放送大学助 （放送大学助

教授） 教授）

城下町の成立　城下町金沢　描かれた金沢　金沢と用水

13
金沢一加賀藩の城

ｺ町

杉森哲也
i放送大学助

ｳ授）

杉森哲也
�卵蜉w助

ｳ授）

近代化の論理と心情　長谷川時雨の文学的自律

芥川竜之介と大川端　堀辰雄の文学空間

14
東京一下町と近代

ｶ学
野山　嘉正 野山　嘉正

21世紀都市　グローーバル化と世界都市

15
グローバル化と都

s

新しい都市空間 倉沢進

℃R　壽夫

倉沢進

℃R　壽夫
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へ

　　　　　　　　　　　　　　＝中小企業の挑戦（‘03）＝〈TV）

　　　　　　　　　　　　一グローバル化・ハイテク化・高齢化時代のもの造り一

　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：神代　和欣（放送大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：中島　尚正（放送大学教授）〕

全体のねらい

　バブル経済の崩壊後、我が国は未曾有の経済的困顛に直面しているが、その中でも電機、自動車、機械産業などの金

属加工工業は、目覚ましい技術革新を続け、なお強い国際競争力を維持している。それは、組み立てメーカーの優れた

技術力と経営能力によるばかりでなく、鋳物、鍛造、金型、切削などの基盤技術を支えてきた多数の優れた中小企業の

技術・技能によるところが大きい。しかし、持続的な円高が進むなかで、東南アジア・中国・ベトナムなどの低賃金と

の競争、先進諸国との貿易摩擦などを克服するために、多くの企業が生産拠点の海外移転と国際調達を・急速に進めざ

るを得なくなった。その結果、国内産業、特に基盤技術を支えてきた裾野産業の空洞化が進んでいる・さらに・これら

の中小企業は、生き残りをかけて、ハイテク技術を導入し、新製品・新製法の開発を進めているが・同時に少子・高齢

化による後継者難にも直面している。
　この講義では、1995年の超円高の進行以来、6年間にわたって神代が続けてきた実態調査研究の成果を集約し・
グローバル競争、ハイテク化、少子・高齢化の荒波に挑戦する裾野産業中小企業の技術革新と経営：革新の実態を紹介、

経済学的・経営学的分析を加えると同時に、塑性工学・機械工学・情報技術分野における中島の専門的技術的知見をも

加えて、21世紀における日本産業生き残りの方向と可能性を探る。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
空洞化の進む鋳物

ﾆ

　イントロ：産業空洞化が進んでいる。とくにこれまでの日

{のもの造りを支えてきた中小企業が、グローバル競争、長
喆s況、高齢化の中で廃業が進んでいる。とくに鋳物など二

`財分野で問題が深刻。果たして生き残れるのか。生き残る

ﾉはどうしたらよいのか。
@川口鋳物業の衰退『キューポラのある町』幕末から続いて
ｫた御鋳物師の廃業、中国に進出した鋳物企業、鋳物の総生

Y量の減少、近代的大量生産鋳物工場の生産増加：フルモー
泣h工法による大型鋳物の生産、木型を組まずに発泡スチロ

[ルで鋳物の模型作り。

神代　和欣

i放送大学教
�j

神代　和欣

i放送大学教
�j

2
中国との貿易と投

　川口の須崎鋳造の銀川工場（中国寧河回族自治区）三井ミ

[ハナイト（天津）。インドとインターネットで金型図面を
?髢ﾘ型・金型メーカー、ベトナム、タイへ進出する自動車・

d機部品企業など

鮫島　敬治’

i日本経済研
?Zンター）

鮫島　敬治

i日本経済研

?Zンター）

3

日中新分業体制一

?曹vTO加盟と
｣争力の将来

　インターネットと家電の融合、iモード、ブロードバンド
ﾌ波に乗る水晶振動子の日本電波工業。世界の超小型モータ
[生産大国・日本（三井ハイテックの小型モーター鉄芯金型

ﾁ工）ゲスト赤木昭夫　元放送大学教授。自動車部品の画期

Iなコストダウンを目指すアカマツフォーシスの冷間鍛造技
p。脱自動車をはかる高精度ニッケル電鋳の池上金型（プラ

Xチック成型）。脱自動車・脱サッカーボールをはかる床ず

黷ｵないベットのモルテンなど。

同　　　上 同　　　上

4
塑性加工技術の現

�ﾆ課題

鋳造、鍛造、金型、プレス、圧延、転造など塑性加工技術

ﾌ最近の動向を、産業経済省の「デジタル・マイスター・プ

鴻Wェクトj　rものづくり先端技術研究センター」の活動な

ﾇと併せて紹介し、産業空洞化への対応策を探る。また、鋳

ｨ・素形材の将来はどうなるかを、経済産業省・素形材産業

S当官に聞く。

中島　尚正

i放送大学教
�j

中島　尚正

i放送大学教
�F）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

5 日本の金型技術

　ラピッドプロトタイピング（レーザー焼結法SLS）など
ﾌ新しい加工技術が登場してきているなかで、日本の金型技

pをどう位置付けるか。ドイツの技術などにも触れる。東南
Aジアド中国にどこまで移転可能か。

中川　威雄

i東京大学名
_教授）

中川　威雄

i東京大学名

_教授）

6
金型のエキスパー

g・システム

　金型の製作は、これまで現職職人のカンとコツに頼ってき

ｽが、工学的実験による分析によって、そのかなりの部分が

Rンピュータに置き換えられる事が明らかになってきた。
三好　隆志

i大阪大学教
�j

三好　隆志

i大阪大学教
�j

7 CAD／CAMの
?p　　　　　　　　♪

　エンジニアリング・ソフトウェア、ソリューションの発展

ﾆ問題点。大企業ユーザー向けのカストマイズド・ソフトウ

Fア中心のハブ・システムにこだわり、立ち後れた日本のパ

bケージ・ソフト（David　Moweryカリフォルニ
A大学教授）、。CATIA／CADAM，日立造船情報シ
XテムのGRADEその他。メーカーごとに異なるソフトウ
Gア。外国依存。

大須賀　節雄
i東京大学名

_教授）

大須賀　節雄

i東京大学名

_教授）

8
NC工作機・マシ
jングセンターの

ｭ展

　世界一になった日本の工作機械工業。中小企業の加工技術

¥力を高める。ソフトウェアの開発と利用。山崎マザック。 中島　尚正

i放送大学教
�j

中島　尚正

i放送大学教
�j

9 生き残る金型企業

　ハイテク製品づくりの技術と技能

@リチューム電池を可能にしたステンレス深絞り技術（岡野
H業）；世界一のプレス金型メーカー・オギハラ；超小型モ
[ター生産王国日本（三井ハイテックの小型モーター鉄芯金
^加工）；自動車部品で画期的コストダウンを図る赤松フォ

[シス（大阪枚方、静岡県掛ノrl）。脱自動車・電機を図る高

ｸ度ニッケル心密の池上金型。

神代　和欣

i放送大学教
�j

神代　和欣

i放送大学教
�j

10
生き残りをかける

n場産業

　新潟県新潟、燕三条の地場産業衰退の実態（統計）：洋食

墲ｩら形状記憶プラスチックwi11への転換を図った青芳製作

梶Bマグネシューム合金の深絞りプレス加工で地元企業との

､生「この指止まれ」を目指すモリテック。ペンキ屋から絶
潤E導電特殊塗料メーカーへ脱皮したナミックスなど。

同　　上 同　　上

11
通信技術革命と中

ｬ企業

　インターネットの高速化、大容量化がもたすもの。ネット

rジネスの可能性。インターネットと家電の融合、iモード、

uロードバンドの発展は中小企業にどんな影響を及ぼすか。

c口型範の事例。

森谷　正規

i放送大学教
�j

森谷　正規

i放送大学教
�j

12 拡大するEMS

　PFU（石川県宇ノ丁字笠島）がEMS（電子機器の製造
��Tービス）事業参入。サーバー、ストレージシステム、

Cメージスキャナーの生産から開発・修理まで請負へ。2002

N4月富士通ITプロダクツ（FJIT）を共同新設分割。
x士通とPFUを分割会社とし、新設会社を承継会社とする。

x士通は、現在、沼津工場、長野工場、笠島工場で分担する

Tーバー、ストレージシステム製造事業を笠島に統合、コア・

vロダクトのもの造りを強化。分割後のPFUはソリューシ
㏍塔rジネス、イメージビジネス、EMSビジネスに経営資

ｹを集中していく。上海PFUを中心に。

神代　和欣

i放送大学教
�j

神代　和欣

i放送大学教

�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

広東地区の実態。スミダコーポレーション、華南理工大学

13
発展する中国の金

ｮ加工業

の産学提携

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貼

神代和欣
i放送大学教

�j

神代　和欣

i放送大学教

�j

ベトナムのエムテック、タイのモルテンなど。

14
発展する東南アジ

Aの加工技術
同　　　上 同　　　上

ハイテク技術を支える裾野産業の中小企業の賃金・労働条

件、若者に嫌われる3K職場、どうずれば後継者を育成でき
るか、外国人労働者利用の可能性、活躍する日系人外国人研

修生・技術実習生（豊：田地区・大泉町など）

グローバル競争下の価格形成、東南アジア・中国・ベトナ

15
残された問題点と

ｫ来展望

ムなどでの現地生産、部品・素材調達の増加、素形材の価格

瘟ｺ、このままでは、鋳物や金型の中小企業は生き残れない
ﾌか、新しい国際分業システムの中で、公正な価格形成は可

同　　　上 同　　　上

能か？WTOのセーフガード条項との関係。大企業の調達・
購買担当の立場とサプライヤーの立場、独占禁止法の「優越

的地位の濫用」法理は使えないのか？中国との競争にどう対

処するか、新しい国際分業体制を目指して、地球環境保護と

の関係など。
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＝家族と生活ストレス（’00）ニ（R）

〔主任講師 石原　邦雄（東京都立大学教授）〕

全体のねらい
　ストレス社会とも呼ばれ、変化の激しい現代社会にあって、また、世紀の転換期の不透明さに不安が広がるなかで、
人々は家庭や家族に「安らぎ」や「よりどころ」そして愛情を求めている。しかしながら、家族自体も変化している現
実があり、人々の期待は容易に満たされるものとはいえない。この講義では、今日の家族が、さまざまなストレス状況
にさらされ、ある場合には自らストレスを生み出しながら、それに立ち向かって生活していくありさまと、そこに働く
諸要因についてとらえ、現代家族の弱さと強さを考えてみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

社会的事件が起こるたびに家族が問題にされる。核家族化、

1

1．家族論入門

ﾆ族の問題性と家
ｰの社会学

少子高齢化、女性の変化のなかで家族はどうなるのか。世紀の
]換点で、人々は不安を抱え、家族をよりどころにしようとす
驍ｪ、家族自体にも問題が起きていそうだ。そこでのキーワー
hは、家族の個人化と多様化といわれている。家族の問題性

石原　邦雄
i東京都立

蜉w教授）

石原　邦雄
i東京都立

蜉w教授）

を、社会学ではどのように捉えようとしているか。

戦後50年後を経て、日本社会も大きく変化してきたし、今

2
変動する社会と家

ｰ

日さらに変化しようとしている。産業化、都市化、民主化から
Xに、国際化、情報化、脱中心化への変化が進むなかで、家族
ﾌありようはどのように変化しつつあるだろうか。家族の、形

同　上 同　上

態、機能、価値意識の面での変化を押さえておこう。

家族を捉えるには、いくつかの次元がある。ここでは、ミク

3
家族の内部過程と

ｭ達的変化
ロ社会システムとしての家族を、位座と役割の動態として捉え
驕B更に、家族時間とも呼ばれる家族独自の変化過程であるラ

同　上『 同　上

イフサイクルと生活構造の展開を見よう。

n．生活ストレス
ど家族ストレス 日常用語としても使われているストレスという言葉が、各種

4 の学問領域で専門的に扱われていることを理解した上で、生活 同　上 同　上

生活ストレスの捉 ストレスを捉えるモデルを考えよう。

え方

5
家族のストレス論
Iな見方

　ストレスモデルの家族への適用としての家族ストレス論と
ﾍ、どのようなものであり、どのような背景のなかで成立し、
ｭ展してきたかをR．ヒルの業績を中心に概観する。

同　上 同　上

6
家族ストレス論の

W開

　ヒルによって確立された家族ストレス論の継承発展を、H．
P．マッカバンの2重ABC・Xモデルを中心に解説し、理論
Iな理解を深める。

同　上 同　上

皿．ライフイベン 家族ストレス研究で早くから取り組まれ、日本でも各種の研

7 トと家族危機 究が行われている、自然災害の場合を中心に、多くの家族を巻
ｫ込んだ、地域的な環境の急変にさらされた家族の場合を検討

同　上 同　上

大災害の被災家族 する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8
不況・失業と家族

ﾌ困難

　これも家族ストレス論の成立に関連の大きかった、大恐慌や
秤ｿ暴落のもとでの家族生活の困難と、それへの対応過程を、
｡日の不況とも重ね合わせながら見ていく。

石原　邦雄 石原　邦雄

9

難病・障害者と家
ｰ一精神障害を中心

ﾉ一

　家族メンバーの一人が回復の困難な難病や障害を持つことに
ﾈった場合、家族は扶養者としてどのようにしてその困難に対
?ｵていくか。精神障害を中心に研究例を見ながら考える。

同　上 同　上

r▽．日常生活のな 前の3つの章が生活の激変を扱っているのに対して、この後
かの家族ストレス の章では、より日常的な状況の中で生じるストレス問題を考え

10 る。この章では、職業生活を契機に生じる家族のストレス状況 同　上 同　上
職業生活と家族生 として、単身赴任・海外赴任に関する研究例をもとに考えて
活の葛藤 みょう。

家族のライフサイクル展開の主要な要素といえる子どもの成

11
子どもの成長と家
ｰ関係の危機

長発達は、これに伴う家族関係の変化とともに混乱を生じさせ
驕Aもっとも・一般的な家族のストレス状況として押さえられ

同　上 同　上

る。

家族規範が揺らぐなかで、なお多くの家族が高齢者の扶養を

12
高齢者の扶養と家
ｰストレス

実際に担っている。こうした世代間の扶養関係は、寝たきり、
s呆といった症状にとどまらず、親族関係も巻き込んで家族生 同　上 同　上

活上の困難を生じさせる、大きな問題であり続けている。

離婚の増加、　「家庭内離婚」など夫婦関係をめぐるトラブル

、13
夫婦関係のトラブ
mレ

は家族生活の基礎を揺るがすものである。欧米型の家族モデル
�ﾌ用したが、必ずしも確立したとはいえないうちに、長寿化
竢乱ｫの社会進出が進むなかで、夫婦関係の意味づけも、トラ

同　上 同　上

ブルのありようも、変化している。

V．展望と課題
　ストレスモデルで、家族生活の困難状況とそこでの動態を捉
ｦる試みは、どの程度成功したか。理論的に残されている課題

14
理論上、実践上の

ﾛ題

はどのようなものか、また、家族に関する政策およびストレス
�ｵ下の家族への援助プログラムへの応用可能性はどのように
lえられるか。

同　上 同　上

15
ストレス論から見
ｽこれからの家族

　家族が大きく変化しつつあり、家族の捉え方も多様化してい
驍ﾈかで、ストレス論による家族分析を通して、これからの家
ｰ像をどのように描けるだろうか。

同　上 同　上
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＝現代社会におけるライフコース（‘03）＝：（R）

〔主任講師：安藤由美　（琉球大学教授）〕

全体のねらい
　現代社会において、人の一生の道筋はどのように展開するか。本講義ではこの問題を、人生の軌道と移行に着目し、それ
らを文化、社会構造、意識世界（パv…一‘・ソナリティ）およびそれらの変動と関連づけて考察する視点と方法を紹介し、それら

をもとに、現代日本人のライフコースのあり方を実証的にあとづける。講義では、はじめの3回でライフコーース論の理論、

方法、研究法について紹介したあと、ライフコースパラダイムの4つの基本的要素にかんして第4回から第8回まで考察す

る。第9回以降では、実証的なデータに依拠しつつ、現代日本人のライフコースおよびその変化についてみていく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
現代社会における
l生過程への視座

モダニティの高度化によって特徴づけられる現代社会にお

ｯる、人生経験の展開をとらえるための基本的観点を述べる。

安藤　　由美
i琉球大学教

�j

安藤　　由美
i琉球大学教

�j

2
ライフコース研究
ﾌ理論と方法

　人生の展開過程をとらえるための理論的枠組であるライフ

Rース、基本的概i念としての軌道、移行、人生過程の規定要

�A個人の生涯時間を歴史時間・社会変動にリンクさせる方

@としてのコーホート分析などについて学ぶ。

同　上 同　上

3
ライフコース研究

@

人生過程を縦断的に調査研究するための研究デザイン、統計

Iデータならびに生活史データの収集方法、分析方法などに

ﾂいて論じる。

同　上 同　上

4
歴史的時間と空間
ﾌなかの人生

人生過程が歴史時間や地理的文化的条件によって差異化する

l子を、連続するコーホート間の経験の違いとしてとらえ、

ｻのことを通して社会変動と人間発達の関係に迫る。

同　上 同　上

5
人生相互の結びあ
｢と別れ

人生過程が他者の人生過程とお互いに相互に影響しあい、ま

ｽ作用しながらかたちつくられていくさまを時間の流れのな

ｩでとらえてみる。

同　上 同　上

6
人生変化の主体的
¥築と受け止め

人が人生上でおこなう決定や選択にかかわる主体的構築力と

ｻの規定要因および帰結、そして、人生の変化についての主

ﾏ的な受け止めとしての転機について論じる。

同　上 同　上

7
タイミングの意味

ﾆ戦略

歴史的条件、人生の連結、主体的構築が作用しあって人生過

��`づくっている交差点としてのタイミングの意味と戦略

ﾉついて考える。

同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
移行経験の累積過 長い人生軌道上で、先行する移行経験が、その後の展開にお

謔ﾚす累積効果について考える。 安藤　由美 安藤　由美

9 成人期への移行
ここから以下第15回までは、おもに最近のライフコース調
ｸデータに依拠しながら、現代日本人のライフコースの態様
ﾉついて紹介する。本章では成人期への移行を取り上げる。

同　上 同　上

10 家族軌道と移行

家族軌道と移行の諸相から、現代日本における家族経験：のあ

阨福ﾉついてみていく。社会の諸制度の変化や人生の長期化
ﾉ伴って、家族関係のありかたも変化してきた。

同　上 同　上

11 職業軌道と移行

職業軌道と移行の諸相から、現代日本における仕事のあり方

ﾉついてみていく。戦後の社会変化のなかで、男性・女性の
ｭきかたが変化してきた。

同　上 同　上

12
ライフコースの主
ﾏ的認知と転機

人々は自分の人生過程をどのように主観的にとらえてるか、

ｻして、人生における大きな変化をどのように転機として把
ｬしているかについて考える。

同　上 同　上

13
歴史変動とライフ
Rース：戦争体験を

?Sに

幼少期や青年期に戦争を体験したコーホートのライフコース

ﾚ行の変化を跡づける。
同　上 同　上

14
戦後日本における
宴Cフコースの変

ｻ

戦後日本におけるライフコースの変化を、高度経済成長期と

ｻの後の成熟社会化の時期の2つに焦点を合わせてみてい
ｭ。

同　上 同　上

15
ハイモダニティ時
繧ﾌライフコース

近代化が進展しつつあるハイモダニティ時代のライフコース

ﾌあり方とその将来について考察する。
同　上 同　上
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＝生活者の経済（’00）＝（R）

〔主任講i師 御船　美智子（お茶の水女子大学教授：）〕

全体のねらい
　個人が経済社会と関わる際、労働者、消費者、債権、債務者、納税者・社会保障受給者など・さまざまな経済的側面
をもつ。貨幣経済の中では経済人として行動したり、家庭や地域の生活を営み経済活動をする。個人の生活と経済との
関係を認識し、経済社会において生活者が主役となる経済のありかた一生活経済を検討する・

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1

生活者の経済一
ｽのための経済発

Wか

　経済発展が必ずしも生活の豊かさの実現につながらないのは
ﾈぜか。従来の経済指標を整理し、それが何を示す指標なの
ｩ、経済成長政策と生活の豊かさはどのような関係かを明らか
ﾉし、持続可能な豊かな生活を実現する経済のあり方と、その

御船美智子
iお茶の水
落q大学教
�j

御船美智子
iお茶の水
落q大学教
�j

条件を検討する。

2
生活・くらしと経

@　　済

　生活・くらしとは何か、生活の主体、構造、要素、プロセス
�T説する。また、生活の経済的側面を抽出し、生活と経済の
ﾖ係を相対化する。生活の豊かさとは何か、ものの豊かさと心

同　上 同　上

の豊かさを対立的にとらえる考え方は妥当かを検討する。

3
現代社会と経済主
ﾌとしての生活者

　現代経済の構造と特徴を示し、生活者が経済主体となる条件
�lえる。また、生活者は複雑化する経済社会からどんな影響
��ｯているのか、生活者の行動がどのように経済社会のあり
福�綷?ﾃけているのかを、経済構造・循環の中に位置づけて

同　上 同　上

明らかにする。

生涯にわたり生活資源、生活リスクをどのようにマネージメ

4
生涯生活とリスク
ﾆ経済

ントするのか、資源管理の方法を概説する。貨幣管理に関わる
茁?ﾆ支出、資産・負債高の定義と分類、内訳、各の意味と関
Aをとらえ、フローとストックの概念、関係、経済取引、貯蓄

同　上 同　上

の役割を把握する。

5
個計・個人の経済
ﾆ家計・家庭経済

　個人は自ら経済活動をするとともに世帯を形成して共同生活
�cむ。複数の個人が、なぜ、どのように家計・家庭経済を形成
ｷるのか、家計や家庭経済の構造と変化を示す。家庭経済内部
ﾌ個人間の経済的平等とは何か、ジェンダー、家族共同性との

同　上 同　上

関係を検討する。

生活と財政との関係を現実的、理論的に整理し、：最低生活保

6
政府・財政と国民・

s民

障、福祉国家における国民と財政との関係強化を検討する。ま
ｽ納税、社会保険料納付、社会保障給付受給、社会福祉サービ
X等をめぐる問題点を探り、中央・地方政府や財政と国民・市民

同　上 同　上

のあり方を考える。

7
市場と物価・利子

ｦ

　生活者にとってのものやサービスの価格、お金の「値段」に
ﾂいて考える。価格決定のメカニズム、消費者物価指数の対象
竡d組み、消費者物価の推移、消費者物価地域差指数、制度！こ
ﾌ利用、内外価格差の考え方、利子率の種類や決定のメカニズ

同　上 同　上

ム、推移を示す。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

消費とは何か、消費構造を把握し、生活者ニーズと消費と関

8
消費社会と生活者

ﾌ消費

係、消費の意味、位置づけを検討する。消費のメカニズム、消
?ﾌ環境や条件、サ憎ビス化などの消費の動向、消費に関わる
竭闢_を整理し、持続可能な消費社会のあり方、実現のための

御船美智子 御船美智子

制度を考える。

個人は様々な金融商品やサービスを購入したり、消費者信用
や、ローンを利用したり、経済取引の決済手段として金融との

9 金融と生活者 関係を深めている。国際化する金融市場、自己責任原則の下で 同　上 同　上
の、新しい金融の在り方、そこでの生活者、取引の主体性につ
いて考える。

生活者の空間的基礎である住宅、次の世代育成のための教育

10
住宅、教育・扶養
ﾌ経済

は、生活経済上、重要な課題であり、その経済的負担が最も大
ｫい。住宅水準、教育水準、住宅費と教育費の現状を把握し、
Z宅費や教育費に関する政策や制度的仕組みの在り方を検討す

同　上 同　上

る。

市場とは異なる仕組みの中で行われてきた贈与・受贈の慣習や

11
贈与・受贈と儀式・

ｶ化の経済

儀式・文化は生活経済上重要な課題である。交際費、結婚や葬儀
ﾌ市場の拡大、家族、価値観の多様化、市場、慣習の変化によ
髏Vしい方向性などの現状と問題点を検討し、経済との関わり

同　上 同　上

を考える。

仕事、労働、家事、ワーカーズ・コレクティブの活動、ボラ

12
生活者と労働と家

ンティアなど、個人の働き方とその組織、環境の多様性、問題
_を示す。個人が働く理由、社会的な意味、ペイドワークとア 同　上 同　上・

事
ンペードワークの違いを明らかにし、職業とジェンダー、働く
条件などを考える。

生活に関わる経済は、市場経済、公共経済だけでなくボラン

13
ボランタリー経済
ﾆ生活者

タリー経済が重要な役割をはたしている。ネットワーク、コ
~ュニティ、共同性、相互性、NPOなどボランタリー経済の
賰b概念を整理する。また実例を検討しその問題点、制度的枠

同　上 同　上

組みを考える

生活における情報の意味を明らかにし、なぜ情報化が進むの
か、どのように情報化が進展しているのか、情報化の進展はど

14 情報と経済社会 のような情報経済社会を形成しているのか、その問題点と解決 同　上 同　上
のための制度を検討し、生活者のための情報経済社会の在り方
を考える。

生活環境と経済の関係、生活者の立場からみた環境問題を整
回し、その構造、要因を示す。また、生活環境問題を解決する

15 生活環境と経済 ための制度と経済のあり方、生活者の行動、それを支える考え 同　上 同　上

方や、環境家計簿など具体的な取り組みを検討し、生活者の経
済を展望する。
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＝生活の経営（’01）＝・（R）

〔主任講師 原　ひろ子（放送大学教授）〕

全体のねらい
　生活を単に家庭生活として据えるのではなく、人間の営み全般として据える。その上で、生活の主体である個人が、
まわりの人々や組織、さらに国家や国際社会との関わりにおいて、自らの生活をどのように組み立てていくか大きな変
動の時期とされる21世紀前半を生きて行く上でどのような発想の転換が必要なのかを考える。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生　活　　と　は

　ヒトという生物が文化をもって社会に生きる人間として主体
Iに生活を営む際に、年令や一人ひとりのおかれている状況に
桙ｶて、　「自分」とどう折り合うのか、まわりの人間とどう折
闕№､のか、職場、団体、そして国家とどう折り合うのか、思
zとの折り合いは？

原　ひろ子
i放送大学

ｳ授）

原　ひろ子
i放送大学

ｳ授）

2
人間の「生活」の
ｽ様性（1）

　衣・食・住・人間関係・自然とのつき合い方、超自然とのつ
ｫ合い方、　「時間」をどう生活の中に位置づけるのか。カナダ
k方の狩猟採集生活者カショーゴティネの1960年代の実態
�烽ﾆに1960年代の多くの日本人の生活との対比で考え
驕B

同　上 同　上

3
人間の「生活」の
ｽ様性（2）

　性別は越えられないものなのか。’日本に生まれれば「日本
l」として育っていくものなのか。　「境界線」を越える生活は
ｬり立つのか。　「境界線」を越える生活を経営するということ
ﾍどういうことなのか。

同　上 同　上

4
生活における「時
ﾔ」とその意味

　「時間」という資源は、万人に同じように機能するものなの
ﾅあろうか。太陽、月、星の動き、潮の満ちひき、季節の移り
ﾏわり、天候や、個人毎の暦のあり方などと、グリニッチ天文
艪�譓?ﾆする近代的時間の流れと「労働時間」とお金との関
Wについて考える。

御船美智子
iお茶の水

落q大学教
�j

御船美智子
iお茶の水

落q大学教
�j

ｴ　ひろ子

5

生活における「お
焉vとさまざまな

ｿ値

　「価値」は多様な基準ではかることができる。しかし、20
｢紀末の日本では、「価値」をお金によってはかることが優勢
ﾉなってきた。いわゆる「生活設計」といえば、生活費をどう
m保し運用するかということのみと考えられるようになってき
ｽ。そこを問う。

同　上 同　上

6 生活における職業

　生活の糧としての職業なのか、職業そのものは人生の目的な
ﾌか？職業をもたない子ども、主婦、高齢者、障害者、病者、
zームレスなどさまざまな状況にある人々にとって「職業がな
｢」ということはどういうことなのか。職業というものを多様
ﾈ生活者から見る。

上村　協子
i東京家政

w院大学助
ｳ授）

上村　協子
i東京家政

w院大学助
ｳ授）

ｴ　ひろ子

7 家庭と家族親族

　「家庭」とは近代の産物といわれる。　「家族・親族」はヒト
ﾌ発生以来、存在しているものとされる。このような個人とし
ﾄの人間をとりまく人間関係の絆や梗楷と人びとは多様なつき
№｢方をしている。今回は単身者にとっての家庭についてを考
ｦる。

原　ひろ子 原　ひろ子
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 生活における趣味
　趣味は余暇の活用なのか、趣味は人生の目的ないしは生活の
?jでありうるのか。人々の生活の中で趣味・職業・家庭が、
ﾇのように営まれていくのかについて考える。

原　ひろ子 原　ひろ子

9
生活の経営と地域

ﾐ会

　子ども会、町内会、老人会や住区協議会などに参加すること
ｾけが、生活の経営における地域社会の位置づけであろうか。
ｩらの暮らす地域社会のあり方を、それぞれが、防災、資源の
z環、シビルミニマム、景観、地域行政間政治との関連で自ら
ﾌ生活課題としてみる。

萩原なつ子
i宮城県環

ｫ生活部次
ｷ）

萩原なつ子
i宮城県環

ｫ生活部次
ｷ）

ｴ　ひろ子

10
ボランティア活動

mGO／NPO活動

　自らが生活する地域社会の内外で、あるいは国際的な場でボ
宴塔eィア活動やNGO活動に参加する人々が増えている。時
ﾉは、「世のため人のため」として行うこれらの活動が家庭崩
��ｱくこともある。日本社会の中でのこれらの活動の位置づ
ｯと生活を考える。

同　上 同　上

！1
政治参加と生活の

o営

　地域住民としてさまざまな施策の受益者であること、住民協
c会などで政策決定過程に対する発言者となること、さらに政
�?閧ﾉ参加していく立揚をとることなどについて、どのよう
ﾈ現象が見られるのか、そしてそれが生活の経営とどう関連す
驍ﾌかを考える。

大海　篤子
i法政大学

蜉w院非常
ﾎ講師）

大海　篤子
i法政大学

蜉w院非常
ﾎ講師）

ｴ　ひろ子

12 生　涯　設　計

　老年期までの人生をどう生計するのかという個人の立場と同
桙ﾉ、この領域の課題を社会政策にどのように反映させていく
ｩという政治参加の課題が含まれる。さらに生涯設計には自ら
ﾌ加齢についてのみならず、家族・地域・職場における次世代
逅ｬも含まれる。

上村　協子
上村　協子

ｴ　ひろ子

13
危機管理と生活の

o営

　家族の病や死、災害、経済恐慌のみならず資源の枯温、環境
竭閧ﾈど、目に見えにくく身体で感じとりにくいようにしのび
�驫?@に対して、一人ひとりの一生を越えた次世代やそのあ
ﾆの世代に対する責任をも含めて、危機管理を考えていく。

原ひろ子 原ひろ子

14
国際化時代と生活
ﾌ経営

　「日本に生まれれば日本人に育つ」という前提ではなく、異
ｿなものの共存を可能にするような生活の経営は、私たちの心
ﾌ姿勢に修正を迫るものである。さらに家族・親族のあり方、
E場のあり方、地域社会のあり方、NGO／ボランティア活動
ﾌあり方も変るだろう。

同　上 同　上

15
まとめ：次世代の
逅ｬと生活の経営

　21世紀は、2000年に生まれた人々だけでは終わらな
｢。私たちがどのような生活の経営を行うかは、次世代のあり
禔A次々世代のあり方に深く影響を及ぼす。生活の経営は自分
ｩ身や、自分の家族や、自分の：職場・団体の人々のためだけで
ﾈく、未来のためでもある。

同　上 同　上
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二変動する社会と暮らし（‘02）＝（R）

〔主任講師：本間博文（放送大学教授）〕
〔主任講師：今井悦子（聖徳大学教授：）〕

全瑠齢態齢に次ぐ第二の大きな変革の波にさらされ、その波は我々の生活のあらゆる部分に浸透しつつある。情

糠難搬膿熱量竃瀟粒選麟灘引回麟壽墓繕獺
を迎えつつある。暮らしを便利にそして快適にするための変革であるにもかかわらず・それに対応できない人々はきわめて

不利な状況に置き去りにされ、様々な事故に巻き込まれるという危険性さえ想定される・
本講義では、このような生活のあらゆる側面に及ぶ変革について、①それがいかなるものか・その内容を正しく理解し・且

つその実態を明らかにする。②我々の暮らしにどのような影響（プラス、マイナス）を及ぼすのかを探り・③急激な変革の

下でどのような生活設計が可能なのか、について考える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 変動する社会

現代社会について、様々な統計データーを活用しその変動

ﾌ様子を明らかにする。いかなる技術が実用の段階にあるの
ｩ。そしてそれらの技術が我々の生活にどのように関わろう
ﾆしているのか、そしてそれによってどのような変化が起こ
閧ﾂつあるのか、2章以下で解説する内容について概説する。

本間　博文
i放送大学教

�j

本間　博文
i放送大学教

�j

2
生活技術変化と暮
轤ｵの「便利さ」

暮らしの「便利さ」とはなにか。経済的効率性と使いやす

ｳ。具体的には、情報家電あるいは携帯電話の例をあげなが

轣A家計通信費の増大などの問題を考察する。 坂井　　温品
i放送大学助

ｳ授）

坂井　　素心
i放送大学助

ｳ授）

3
産業構造の変化と
u働きがい」

　暮らしのなかの「働きがい」とはなにか。情報化などの産

ﾆ高度化のなかでの産業構造の変化、サーヴィス経済化・情
�o済化のなかの労働、家事労働と市場労働の境界問題・非
c利活動などの問題点をめぐって、労働がどのように変質す

驍ｩについて考える。

同　上 同　上

4

生活の金融化と暮
轤ｵのなかの「リス

N」

　暮らしのなかの「リスクと安全」。電子マネー、ネットバ

塔Lング、地域貨幣などの例を取り上げながら、金融資産の

搗蛛A貨幣と情報の親和性、不確実性の増大と信頼の重要性

ﾈどの問題について考えていく。 同　上 同　上

5 患者からのみた医療

　先端医療は、臓器移植・生殖医療・遺伝子診断・遺伝子治

ﾃなどの面で大きな進歩を遂げている。これにともない・わ

黷墲黷ﾍこれらの先端医療を受けるか否かにかかわらず・人

ﾌ生や死のあり方について自分なりの考えを持たなければな

轤ﾈくなっている。現代社会全体からみても、医学の技術や

_理が一方的に進行していかないために、社会の価値観や倫

搖ﾏを明らかにすることが求められ℃いる。

仙波　純一
i放送大学教

�j

仙波　純一
i放送大学教

�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6
心身の自立と医療

ﾛ健

　医療と公衆衛生の進歩によって制御可能な原因、特に環境

､の病因による疾病が減じ、保健先進国での疾病は生物メカ

jズムに内在する異常に限られ、幼少期の遺伝的異常、先天

?`などと、生命の有限性を反映する高齢期の諸疾病に2分
ﾉ化しつつある。少子高齢化はその結果であり、政治、経済、

ﾂ人に大きな影響を及ぼしている。

ｻ在、死亡の大半は80歳前後におき、それに先立って平均
P年程度、生活動作ADLを人手に依存するようになる。痴
�熹ｼ分程度に見られる。　「心身の自立」は自己実現の必須

ﾌ前提であるが、それを保つためには保健医療に加えて、生

Uにわたる本人のセルフケアが大切である。本章では最近の
坙{の疾病動向の変貌と個人の心身の自立と「暮らし」との

ｩかわりなどを中心に、医療保障の現況とその賢明な利用に

ﾂいてのべる。

近藤喜代太郎
i放送大学教

�j

近藤喜代太郎
i放送大学教

�j

7 家庭生活とスポーツ

　少子高齢化社会社会を迎え、生活慣習病の予防や体力の保

搗攝iを目的としたスポーツの普及には目覚しいものがあ
驕B一方で、生活の質の向上、あるいは心の豊かさを求めて
Xポーツに関わる例も増えており、身体的・精神的な健康に果

ｽすスポーツの役割は、今後一層高まるものと思われる。本
ｫでは、日常生活の中にスポーツがどのように位置付けられ、

ｻれが健康な生活とどのように関わっていくのか、という問
閧ﾉついて考えてみたい。

臼井　　永男

i放送大学助
ｳ授）

臼井　　三男

i放送大学助
ｳ授）

8
21世紀の食品事情

　20世紀には様々な食品が作り出された。電子レンジ食品、

笂?H品のような調理加工食品やいわゆる健康食品の他、か
ﾂて存在しなかった全く新しい食品、遺伝子組み換え食品も
o現した。

ｻ代および近未来の食品事情を探るとともに、消費者はどう
lえどう行動していったらよいのか考える。

今井　悦子
i聖徳大学教

�j

今井　悦子
i聖徳大学教

�j

9
変化する食事習慣

　社会の大きな変動は食品事情を変えただけではない。食に

ﾎする考え方や食べ方…何を、いつ、どこで、誰と、どのよ

､に食べるか…なども大きく変えた。これらの変化は、家族
ﾖ係やさらには人間性形成にも影響をおよぼしているという
ﾓ見がある。何が、どこが問題なのか正しくとらえ、新しい
H事習慣を考える。

同　上 同　上

10
居住環境を巡る諸
竭

　近年、世帯類型が多様化し、それに呼応するようにライフ

Xタイルの多様化も著しい。当然器としての住居のあり方も

蛯ｫな変化が起こりつつある。画一化から多様化へ、郊外型

ｩら市街地型、スクラップアンドビルト方式からストック更
V型へ、環境と共生する省エネルギー住宅への変化である。

ｱのような変化はバブル崩壊によって住宅の評価が不動産と

ｵての財産価値から利用価値へと変換せざるを得なくなった

ﾆいう事情もある。品質保証制度が新たに制定され、消費者

ﾛ護の観点からも新しい動きがスタートしょうとしている。

竄ﾁと本来の住まいのあり方が問われる状況になりつつある

ﾆいえよう。しかし一方で「ミニ戸建て住宅」が急増し、新

ｽな居住環境上の問題として顕在化しつつある。高齢社会を
}え解決しなければいけない問題が山積している。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

循環型社会形成促進法の成立を受けて、消費者意識・行動

も、消費者権利から消費者責任へと、いっそうの転換がもと

められる。新しい消費者視点に基づく企業評価の試みなどの 酒井　豊子 酒井　豊子

11
消費者責任の時代 中に、その潮流を探る。 （放送大学教 （放送大学教

授） 授）

伝統工芸の育成にとりくむ越前の和紙づくりの町、北海道

におけるSOHO（テレワーク）一子育てをしながらソフトウエア

をつくる主婦のネットワークなどを事例として、情報革命の 赤木　　昭夫 赤木　　昭夫

12
家族文化と情報 中で何が変わり、何が守られ、何を発展させてきているかを （元放送大学 （元放送大学

家族・家庭を軸として探る。 教授） 教授）

西陣の織物、金沢の工芸、東京の大田区の機械加工、荒川

区の鉛筆製造などを事例として、地域の産業と経済の活性化

が、自転車とファックスとインターネットによる情報交流に

13
地域文化・経済と情 よって進められている実状を紹介する。技術と経済の変動の

?ﾅ、守るべき文化と依るべき核は何か、それは家庭・家族
同　上 同　上

そして横丁、地域というクラスターである。

近年「男女の共生」がなぜ一つの領域として学問、行政、社

会生活の諸分野において取り上げられるようになったかをま

ず概観する。次に地球規模の視点から日本社会の位置づけを

14 男女の共生する社会

眺める。そして男女共生を可能にする社会は、障害者、外国

l、その他さまざまないわゆる少数者の共存を可能にする社

原　　ひろ子
i放送大学教

原　　ひろ子
i放送大学教

会であることを考える。
授） 授）

14回にわたって個々の視点（専門）からこれからの生活を

素描してきた。本章では14回の講義のまとめとして、2つの
テーマ、1．21世紀における健康生活（健康科学、食物学、ス

ポーツ学）、2．消費者の立場からの生活設計（生活学、家庭

15
まとめ一21世紀の

ｶ活設計

経済、衣と住）を取り上げ、それぞれの分野の教員が相互に

ｻれぞれの立場から生活の将来像について討議し合うこと
ﾅ、個々の専門分野だけでは指摘できない問題点、あるいは

本間　博文 本間　博文

解決の糸口などを明らかにしてこの講義のまとめとする。
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＝・ ﾟ生活の科学（‘02）＝（R）

〔主任講師：酒井豊子（放送大学教授）〕
〔主任講師：　牛膓　ヒロミ（聖徳栄養短期大学教授）〕

全体のねらい
　衣服はファッションを表現する代表的な手段である。しばしば時代の風潮に左右されやすく、生理的に快適で、文化的、

個性的な衣生活を経営・維持するには、衣服や衣生活行動に関する科学的知識と洞察を必要とする。この科目では・衣服・

衣生活にかかわる諸事象について、主として自然科学的基礎に立って理解を深める。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　各
i所属・職名）

1 衣生活の科学的考察

　衣服が果たす役割には、寒さや雨、風からの防護、快適環

ｫの保持、審美的・社会的欲求の満足などがある。これらの
ｽめに衣服が備えるべき機能と、衣服を効果的に利用する上

ﾅの諸問題を概観する。

牛膓ヒロミ
i聖徳栄養短

咜蜉w教授）

牛膓ヒロミ
i聖徳栄養短

咜蜉w教授）

�艨@豊子
i放送大学教

�j

2
衣服素材の熱と水

ｪ移動

　衣服が身体から蒸散される水分を外部へ散させることは、

ﾌ温調節等の面から極めて重要である。衣服素材の吸湿，透
ｼ、吸水などの現象を、繊維の化学構造、高次構造、形態特

ｫ、布の構造などとの関係で理解する。 同　上 同　上

3
着衣における熱と

?ｪ移動

　着衣を通しての熱や水分の移動は着衣を構成する布素材の

ｫ質だけでなくデザイン、民謡等着衣の構成要因および環境

v因からも影響される。諸要因が組み合わさったシステムと
ｵての着衣の熱・水分移動性が、布素材のそれとは必ずしも

齟vしないことをいくつかの例を挙げて解説する。

薩本　弥生
i横浜国立大

w助教授）

薩本　弥生
i横浜国立大

w助教授）

漉ｧヒロミ

4
人体の動きと衣服
ﾌ運動機能性

　衣服の運動機能性は着心地と関連し、スポーツウエアなど

^動量の多い衣服だけだなく，衣服全般に要求され性能であ

驕B運動機能性の劣る衣服を用いて作業をすると、身体は疲

Jし作業能率が下がる。ここでは、人体の動きと衣服の運動
K合性，身体拘束による衣服圧等、人体への影響に関して述

ﾗる。

同　上 同　上

5 寝衣や寝具の快適性

　快適な睡眠のために、寝衣・寝具に要求される性能には、

ｷ熱的、力学的特性が挙げられる。寝心地に影響する寝衣・

Q具の熱や水分の移動特性は、単に素材だけでなくシステム

ﾆして快適な寝床環境を工夫する必要がある。力学特性の面
ｩらは、敷き布団や枕の最適な樫さについて考察する。

同　上 同　上

6
被服材料の構造特

ｫ

　被服材料としての繊維や糸、さらにそれらで構成される布

ﾌ性質のうち、主として物理的、力学的性質を、繊維の化学

¥造、糸や布の構造特性との関係から取り上げる。また、繊

ﾛ、糸、布の性質・性能の相互関連性に関し体系的理解を深

ﾟる。

酒井豊子

酒井豊子

酷ｪヒロミ

7
衣服の形と色の心

搆�ﾊ

　衣服は流行を具現化する最も代表的な手段となっている。

l々はなぜ、衣服のデザイン、色などに”新しい”、”古い”

ﾈどを感じるのか。また、そのような感じ方は、年齢や性別

ﾈどでどのように異なるのか。ここでは衣服のデザインや色

ｪ人の感性にどのように影響するかをいくつかの事例から考

@する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

装いには衣服のみならず、髪型や化粧も大きな影響を及ぼ

す。ここでは皮膚と毛髪に関しその構造や生理を理解すると

ﾆもに、化粧品、整髪料などの成分・作用などと、どのよう
二二ヒロミ

8 皮膚と毛髪の科学 な研究に基づいて製品開発がなされているかを紹介する。 三三ヒロミ
酒井　　豊子

衣服はつり下げておくだけでも変形することがある。洗濯 三ツ井紀子

9
衣服の寸法変化と

^くずれ

などでは収縮や伸び、型くずれ、しわなどを生じやすい。こ

黷逅｡法変化や悪くずれの要因を、素材側および取り扱い方
@の側面から考察する。

三ツ井紀子
i昭和女子大

w短期大学部

（昭和女子大

w短期大学部
ｳ授：）

教授）

酒井　豊子

衣服のファッション性に密接に関係する衣服の色は、光に

より演出される。繊維・布による光の反射・吸収・透過現象、

布の紫外線遮蔽効果、紫外線による繊維の劣化・変色など、

10 光　　と　衣　服 光と繊維との関わりについて科学的理解を深める。UVカット 同　上 同　上

繊維製品の原理等についても考察する。

繊維が衣服に用いられるためには、染色でできることは重
要な条件である。染色性、発色性、染色物の変退色、色の堅
牢性などは、繊維と染料の組み合わせによりさまざまである。

11 染色と変退色 これらに関する原理について理解する。 同　上 同　上

衣服の着用による汚れは衣服の機能を低下させる。汚れを
除去してその機能を回復させるために洗濯が行われる。まず、 多賀谷久子
衣服に付着する汚れについて、次に基本的な洗浄プロセス、 多賀谷久子 （滋賀大回教

12 洗濯の科学　　1 洗濯用洗剤、洗剤の働き、洗浄のメカニズムなどについて科 （滋賀大学教 授）

学的理解を深める。・ 授）

酒井　豊子

省資源・省エネルギーのもとで、衣類のライフサイクルを

可能な限り長期化していくことが重要である。実際の洗濯に

おける洗浄力評価、洗濯条件、漂白・増白、溶剤洗浄などの

13 洗濯の科学　　2 基本的事項を理解し、資源・環境に配慮した洗濯のあり方に 同　上 同　上

ついて考察する。

洗濯は衣類の損傷、水・洗剤・電力の消費、洗濯排水、溶

剤などによる環境負荷を伴う。環境負荷削減にはそれらを正

確に評価し、正しく認識することが重要である。それらの環

14 洗濯　と　環境 境影響評価の研究事例をいくつか紹介し、洗濯のあり方につ 同　上 同　上

いて考察する。

日本で消費される衣服の実情と衣服の廃棄について、種々

の統計資料に基づき分析し、現在の衣生活と繊維資源とのか

かわりを、環境保全、生活の平準化などの視点から考察する。 酒井　豊子
15 繊維資源と衣生活 酒井　豊子

二二ヒロミ
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＝・ ｻ代モード論（’00）＝（TV）

〔主任講1師
〔主任講師

酒井　豊子（放送大学教授：）〕

北山　晴一（立教大学教授）〕

全体のねらい
　モードは、単に衣服デザインの形態上の主張ではなく、人が自らの身体をいかに把握し、他者との関係の中でいかに
表現するかの問題である。本講義では、なぜ衣服を着るかという基本的な問いからはじめて、近代の消費社会のなかで
いかにしてモード現象が発生したかを考察する。さらに、19世紀後半のフレデリック・ワース以来の代表的なデザイ
ナーの足跡をたとることで、20世紀モードがいかなる問題軸を中心に展開され人々の生活に浸透していったかを検証す
る。そしてこれからのモードがどのような方向へ向かう，ことになるかを検討したい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 なぜ衣服を着る
ﾌか

　衣服の機能に関する3つの立場（生理学、人類学、社会学）か
轤ﾌ説明を紹介しつつ、現代人にとっての衣服がおもに社会的
ﾈ機能を軸にすえているとの理解を深め、モード現象の意味を
lえるうえで何が重要であるかを検討する。ファッション、
a[ド、流行などの用語についてもふれる。

北山　晴一
i立教大学

ｳ授）

北山　晴一
i立教大学

ｳ授）

�艨@豊子
i放送大学

ｳ授）

2 近代消費社会の
a生

　モード現象が人々の社会生活に浸透するためには、第1に人々
ﾌ生活水準が生存維持の段階から人生享受の段階へと上昇する
ｱと、第2に人々の身体感覚が2つの方向（内面的身体と身体の
ｼ者性の発見）で広がりを獲得すること、第3の要因としてメ
fィア化社会の進展が必要こと、等について考察する。

同　上 同　上

3 現代モードの源流

　パリは現代モードの発祥地といわれるが、どのような経緯で
ｻうなったのか、19世紀後半の巨大消費都市パリにおける衣服
�ﾟぐる諸状況（既製服の誕生、デパートの発明、流行の一般
ｻなど）を、当時の社会的、文化的、経済的、技術的な変化を
m認しながら考察する。

同　上 同　上

4 20世紀モードの
竭闔ｲ

　何が20世紀モードの中心軸だったか。モード現象が平等志向
ﾐ会の出現とそこにおける差異化への欲求に支えられているこ
ﾆ、近代モード現象の進展のなかでどのような差異が消滅し、
ﾇのような差異が主張されるようになったかといった問題を、
K級とモード、性差とモード、身体の束縛と解放などの事柄を
ｲに考察する。

同　上 同　上

5

20世紀モードの
`険者たち（1）
tレデリック・ワースと

Iートクチ．ユールの

ｭ明

　前半でオートクチュールの歴史と現在を簡単に紹介したの
ｿ、19世紀後半（第二帝政期）のパリで活躍しオートクチュー
汲ﾌ創始者とされるフレデリック・ワースの生涯と仕事を詳細
ﾉ辿ることにより、当時のパリ市民と「上流階級」の衣生活の
ﾍ様、オートクチューール発生の歴史的条件、現代的意味等を調
ﾗる。

同　上 同　上

6

20世紀モードの
`険者たち（2）
|ール・ボアレと

Wヤポニズム

　20世紀モードはポール・ボアレとともに始まるといわれる。
潤[ス流の豪華三三だが重いフォルムを排してなんとかして女
ｫの身体のシルエットと動きを表現する必要から、ボアレはコ
泣Zットを必要としないドレスをつくるにいたった。ボアレと
Wャポニスムへの関心、アメリカ市場の開拓についてもふれ
驕B

村田　仁代
i大阪白白
落q大学教
�j

北山晴一

ｺ田　仁代
i大阪樟蔭

落q大学教
�j

7

20世紀モードの
`険看たち（3）マドレーヌ・ヴィオ

lと永遠のドレス

　マドレーヌ・ヴィオネは20世紀モードを造形面で革新した。
Vャネルほど知名度はないが、現代デザイナーたちがヴィオネ
ﾉ言及するのはなぜなのか。流行に距離をおき女性の身体を
烽ﾁとも美しく見せる永遠の衣服美を求めたヴィオネの意匠の
v新性と両義性について考える。特徴的な一枚布活用について

烽ﾓれる。

北山　晴一
北山　晴一

�艨@豊子
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8

20世紀モードの
`険者たち（4）
Kブリエル・シャネル

ﾆ女性服

　ジャージースーツの発案者として20世紀の女性服の原型をつ
ｭったガブリエル・シャネルは、女性服に機能美と自由な感覚
�烽ｽらした。シャネルの生涯と仕事を紹介しながら、スポー
cモード、女性と仕事、モードの両義性、ブランドの意味等に
ﾂいて考える。同時代のスキャパレリらについてもふれる。

北山　晴一
北山　晴一

�艨@豊子

クリスチャン・ディオールは、モード現象を社会の重要な活

20世紀モードの 動として認識させたという意味で20世紀後半のもっとも代表的

9
冒険者たち（5）
Nリスチャン・ディオー

なデザイナーである。あらゆるフォルムの実験者として、伝統
Iなエレガンス（女性美）の演出者として、またプレタポルテ

同　上 同　上

ルとモード産業 の推進者として、さらにはブランド産業の確立者としての生涯
を考察する。

20世紀モードの 1980年代から多くのデザイナーたちが目指してきた方向は、

冒険者たち（6） ジェンダーの枠から自由でありかっセクシュアルな衣服、ある

10 三宅一生らと
Vしい服、

いは身体性を制約しない衣服、逆に身体性に制約されない衣
栫Aときには第2の皮膚とも形容される衣服、いいかえれば究極

同　上 同　上

新しい身体、 のモードを求めることだった、こうした方向性の具体化の例を
新しい素材 検討する。

「ブランド」はモードに求心力と遠心力を与えるモード現象
の根幹にかかわる事象である。パリやミラノに本拠をもつブラ

11 ブランドの力
ンドの発生、戦略、特性などを「イメージ」をキ藁概念にすえ
ｽ対項目（製品とイメージ、消費とイメージ、欲望とイメー

同　上 同　上

ジ）の分析を通して明らかにする。にせブランド問題にもふれ
る。

モード現象は社会規範と自由との間のダイナミックな均衡の
うえに成立する。したがってモード現象はつねに社会規範の強

12
社会規範と自由と

a[ド
化と自由の拡張を求める2つの側からの批判にさらされる。モー
hを拒否するさまざまの議論（環末の拒否、衣服の手段化、消

同　上 同　上

費批判、エスタブリッシュ批判など）や行動（服装規制、パン
ク、ストリートファッションなど）を紹介する。

現代モードは多様化したかにみえるが、近代以前にくらべる

13 異性装の過去と
艪ｭえ

と形態、色、素材の面で男女の性による拘束は、最近多少緩和
ｳれっつあるが、いぜん強い。それは性差の維持が、近代社会
�xえる重要な柱のひとつだったからである。古今東西の異性
浮ﾌ歴史と意味を検討することを通して、これからの異性装の

村田　仁代
北山　晴一

ｺ田　仁代
可能性をさぐる。

着られるためにあるという限定を外すことで衣服の可能性は

14 芸術・遊び・夢
ﾆしてのモード

どれほど広がるか。造形作品としての衣服は着られことを目的
ﾆせず、ショーのための衣服は日常の用には適さない。ことさ
迴Xいことを主張することで美しい衣服、逆説（倒錯、パロ
fィ）としての衣服も存在するこうした試みがモードの可能性

北山　晴一

ｺ田　仁代

北山　晴一

ｺ田　仁代
を広げることを考える。

モード現象は身体、衣服、欲望の3つの「社会的」要素に支え
られている。われわれ現代人はこの3つの要素を美しい身体、美

15
モードの力、

a[ドの社会学

しい衣服、美しい生き方といった用語に置き換えて理解しよう
ﾆする。しかし現代モードの最大の課題は、この美しさの意味
�竄､ことなのである。現代モードはまた、文明と自然の狭間

北山　晴一
北山　晴一

�艨@豊子
に生起する問題（健康、環境、自由、幸福など）との関連にお
いても考察されなければならない文明三三のテーマでもある。
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＝　着ごこちの追究（▼99）＝（TV）

〔主任講1師
〔主任講1師

田村　照子（文化女子大学教授）〕

酒井　豊子（放送大学教授）〕

全体のねらい
　健康で快適な衣生活を実現・維持するうえに重要な衣服等の着心地について、衣服の構成・構造や、素材の性能につ
いての認識と、人の体系・寸法や感覚・生理の理解に基づいて科学的に追求し、着心地の良さを、人間と衣服の感覚

的・生理的適合の面から明確にする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
着ごこちのよさ
ﾆは

　衣服に期待されるさまざまな機能を概観し、その中における
?S地の位置づけを考察する。着心地を人の感覚との対応にお
｢て追究する科学の範囲と内容について概説する。

酒井　：豊子

i放送大学
ｳ授：）

c村　照子
i文化女子

蜉w教授）

酒井　豊子
i放送大学

ｳ授）

c村　照子
i文化女子

蜉w教授）

2
衣服と皮膚　　①
ｧざわりと着ごこち

　肌触りに関係する衣服の要因とその評価法を概説する。また
ﾟ服の汚れ吸収性と衣服の快適性との関連について触れる。

丹羽　雅子
i奈良女子

蜉w長）

丹羽　雅子
i奈良女子

w長）

�莓L子

3

衣服と皮膚　　②

ﾀ全性をめぐる
薄竭

　衣服による皮膚障害、皮膚アレルギー、衣服のダニ、衣服に
謔骼㈱O線防御等、衣服と皮膚の安全性を巡る諸問題を取り上
ｰ考察する。

酒井　豊子
酒井　豊子

c村　照子

4 衣服と身体寸法

　個人個人の身体寸法に適合した衣服製作の基本概念、体型・
｡法の把握方法、体型分類、ならびに、既製服サイズの現状に
ﾂいて概説する。

松山　容子
i大妻女子

蜉w教授）

松山　容子
i山妻女子

蜉w教授）

�莓L子

5 衣服圧と身体拘束

　衣服による身体拘束の指標となる衣服圧のメカニズムと測定
菇@について述べ、衣服圧が身体に及ぼす悪影響や振動抑制、
潔t循環促進等の作用について考察する。

田村照子
田村照子

�莓L子

6
ヒ　　　ト　　の

ﾌ温調節機能

　着心地のよさを、人間の温熱生理的適合性の視点から理解す
驫賰bとして、温冷感受性、皮膚温調節、発汗調節などヒトの
ﾌ温調節の仕組みについて概説する。

同　上 同　上

7
衣服に　よ　る
ﾌ熱放散調節

　衣服による保温と放熱の機構を考察し、暑熱・寒冷環境下で
ﾌ快適な着心地について、衣服の素材、形、着方などの面から
l察する。

同　上 同　上
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回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 衣服と水分蒸散
　不感蒸散や汗の放散に衣服がどのように関わるかを理解し、
?ｪ移動に関し快適な着心地を確保する衣服素材の性能につい
ﾄ理解を深める。

田村　照子
田村　照子

�艨@豊子

9 環境適応と衣服

　特殊環境を含むさまざまな環境条件下における、快適衣服内
C候形成のための衣服の選択と着装について考察し、気候・風
yと密接に関わって成立してきた衣服・服装の実例を世界の民
ｰ服の中から検証する。

道明三保子
i文化女子

蜉w教授）

道明三保子
i文化女子

蜉w教授）

c村照子

10 着ごこちの耐久性
　着用・洗濯の繰り返しによる衣服性能のさまざまな変化を着
S地の劣化、あるいは、着心地性能の維持という視点から考察
ｷる。

酒井豊子

O羽雅子

酒井豊子

O羽雅子

11 身体ハンディ
Lャップと衣服

　病床にあるときの衣服、身体の不自由に対応した衣服等につ
｢て、さまざまな事例を見ながら、着用者にとって、あるい
ﾍ、介護者にとって快適で便利な衣服を考察する。

酒井豊子
酒井豊子

c村照子

12 寝ごこちのよい
Q衣・寝具

　脳波等の生理反応による眠りの質の観察と、保温、透湿、体
ｳ分布などの面から、快適な眠りを得るための寝具・寝衣の役
рﾆ条件を考察する。

田村照子
田村照子

�莓L子

13 スポーツと衣服
　さまざまなスポーツの分野で、ウエアの改良が記録の更新に
v献している。スポーツウエアにおける素材・形・寸法などの
H夫の例を取り上げる。

酒井豊子
酒井豊子

c村照子

14 快適な履物
　解放性履物、閉塞性履物などのタイプ別に、歩行補助道具と
ｵての機能性と、通気性保温性などの観点から快適性について
l察する。

眞家　和生
i大回女子

蜉w助教
�j

眞家　和生
i大妻女子

蜉w助教
�j

�莓L子

15
着ごこちの追究一今後の課題

　人間の活動の広がりに対応して衣服に期待される安全性、快
K性の考え型と、資源・環境問題、情報化、国際化、高齢化な
ﾇに対応した今後の方向について考察する。

酒井豊子

c村照子

酒井豊子

c村照子
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＝世界の食糧問題とフードシステム（‘03）＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

時子山　ひろみ．（日本女子大学教授）〕

荏開津　典　生（千葉経済大学教授）〕

全体のねらい
　世界の人口は、1900年の約16億人から2000年の60億人へと、爆発的に増加した。人口の増加と平行して・食料生産
も急速に増加した。しかし、21世紀を迎えた現在も、世界の食料経済にはいろいろな問題がある・貧しい国の飢餓と・豊

かな国の飽食とにひそむ問題を、広く経済学的に考察する。とりわけ、フードシステムと呼ばれるようになった豊かな国の

食料システムについては、日本を対象として詳しく考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

激増する世界人口を養うために、20世紀の食料生産は驚異

1 食料経済の光と影

的な収量の増加を達成した。しかし現在も、世界には数億人

ﾌ栄養不足に苦しむ人々がいる。また、豊かな国々の成熟し

ｽ食生活の内にも、いろいろな問題がひそんでいる。

荏開津　典生

i千葉経済大
w教授）

荏開津典生
i千葉経済大
w教授）

世界の人口は、1900年の約16億人から2000年の60億人へ

と、驚くべき速度で増加した。その原因は何か、そしてその

2 人　口　爆　発 爆発的な増加トレンドはいつまで続くと予想されるのだろう 同　上 同　上

か。

食料の基本は穀物である。20世紀の人口爆発を支えたのは、

穀物生産の画期的な増加であった。とりわけ「緑の革命」と

3 緑　の　革　命
呼ばれる米や小麦の高収量品種の開発によって、東南アジア

ﾌ穀物生産は飛躍的に増加した。
同　上 同　上

食料も基本的には商品として生産され販売されている。し
かし食料は絶対的的必需品であると同時に、その生産は現在

4
世界の食料市場と

H糧政策

でも自然条件によって大きく左右されるので、世界の食料経

ﾏに対しては、様々な政策的介入が行われている。豊かな国
同　上 同　上

における国内農業の保護や、飢餓に苦しむ国に対する食料援

助などは、食料市場の重要な特色である。

1945年、戦争による荒廃に悪天候が重なって、日本の食1糧

事情は飢餓に近いどん底に陥った。しかしその後、アメリカ

5 戦後日本の食糧問題
による食料援助と、農地改革や土地改良等の自助努力をかさ

ﾋて、1955年には米は史上最高の＝豊作となり、食生活はほぼ
同　上 同　上

安定した。

日本の食生活は、1960年代以降急速に成熟し豊かになつ

6
食生活の成熟とフ

[ドシステム

た。伝統的な「米と魚と野菜」中心から畜産物消費が進み、

V0年代にはバランスのとれた「日本型食生活」が成立し、こ

黷ﾆ平行して従来の農業中心の食料経済は、食品産業に重点

�ｨくフードシステムに移行した。

時子山ひろみ
i日本女子大’

ｳ授）

時子山ひろみ
i日本女子大学

ｳ授）

食生活の変化を消費する食品の変化として見てゆくと、食

生活は、高級化、多様化、簡便化、健康安全指向の4つの明

7

食料消費パターン

ﾌ変化
歪な方向へ変化している。特に食生活の簡便化は生活のあら

艪髢ﾊに大きな影響を持っている。
同上 同上

’
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

高度成長を期に日本の人口＝構成と家族構成は大きく変化し

ている。食生活は、フードシステムの変化と家族の変化との

8 家族の変化と食生活
両面に影響されるが、逆に食生活め外部化が家族のあり方に

[い影響を及ぼしてゆく面もある。
時子山ひろみ 時子山ひろみ

フードシステムとは、原材料である農水産物の生産から、

最終的に食：品が消費者に届くまでの全ての経済活動である。

9
日本のフードシス

eム

全課程を一つのシステムとしてとらえるとともに、特に消費

ﾒと食品産業の相互関係に注目する。
同　上 同　上

すべての食料の源泉は、農業と水産業である。ここでは水

産業は省略し、日本農業の現状と問題点について述べる。日

10
日本の農水産業の

ﾏ化

本は世界でも一人当たり農地面積が最も小さい国のひとつで

?閨Aそのために食糧自給率の低下、国際競争力の弱さなど
荏開津　典生 荏開津　典生

いろいろの問題を抱えている。

食品加工業は、少数の大規模企業と多数の小規模企業から

構成されるという特徴を持っている。市場での激しい競争が、

11
食品加工業とイノ

xーション

消費者の求める新しい製品開発につながると同時に、食品の

ﾀ価で毎日消費する経験財という性質から食品加工業では多 時子山ひろみ 時子山ひろみ

額の広告費が使われる。

食料の生産者と消費者を結ぶ食品流通業では、従来の食品

専門店から大規模なチェーン店に代わっている。情報技術に

12
食品流通業と流通
v：命

支えられたこの流通革命は食品産業と消費者の双方に様々な

e響をもたらしている。
同　上 同　上

食：生活の中で最大の変化である簡便化によって、家庭内調

13
外食産業とファー

Xトフード

理が減り、調理は大幅に外部化されている。外食産業や惣菜

竡揩ｿ帰り弁当などを供給する中食産業による便利な食生活

ﾌ問題点も指摘されている。
同　上 同　上

フードシステムの最終目的は消費者の望む食生活の実現で

ある。豊かな食生活を実現した日本では、実際に消費者は望

14
飽食の内にひそむ
竭

ましい食生活を送っているのだろうか。肥満、生活習慣病、

H品の安全性、資源・環境問題など多くの問題が残されてい
同　上 同　上

る。

21世紀を迎えた現在、人類社会はなおその食糧問題を解決

したとはいえない。農産物の過剰や肥満に悩む少数の豊かな

15
21世紀の食糧問題一市場と政府 国の陰には、慢性的な栄養不足に悩む貧しい国々がある。食

ﾆ問題の解決には、市場経済と賢明な政策との協力が必要で
荏開津　典生 荏開津　典生

ある。
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＝食物とからだ（’00）＝：（TV）

〔主任講師
〔主任講師

野口　　忠（中部大学教授）〕
今井　悦子（聖徳大学教授）〕

全体のねらい
　食物を摂取することは、人が生命を維持し、成長し、健康で日々の生活を営むためには必須の行為である。本科目
は、基礎知識として食物に含まれる成分としての栄養素を理解させた上で、消化・吸収され体内に取り込まれた栄養素
がどのように代謝され、エネルギーや栄養素としての働きを果たすのかを解説する。すなわち、健康を考える上でもっ
とも基本となる、食物を食べたときからだはどう応答するのかを理解することを目的とする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 食物の役割
　始めに、多様化、外部化等の言葉で表現されている近年の食
ｶ活の特徴を概観する。続いて食物摂取と人のからだとの関連
ﾉついて成分等の観点から解説し、その理解を深める。

今井　悦子
i聖徳大学

ｳ授）

野口　　忠
i中部大学

ｳ授）

｡井　悦子
i聖徳大学

ｳ授）

2 炭水化物とは

　炭水化物はもっとも摂取量の多い栄養素であり、エネルギー
ｹとしての供給率も最大である。食物に含まれる炭水化物につ
｢て、どのような食物にどのような構造で存在し、調理や加工
ﾉよりどのように変化して摂取されるのか等を解説する。

同　上 今井　悦子

3 脂　質　と　は

　脂質の摂取量は年々明らかに漸増しており過剰摂取に注意が
｣されている。また量だけでなく、質についても近年注目され
ﾄいる栄養素である。食物中の脂質について、その構造や特
ｫ、質についての近年の研究等を解説する。

同　上 同　上

4 タンパク質とは

　生命現象の根幹を司る様々な体タンパク質は、必要なアミノ
_の一部が体内で合成されないため食物から摂取する必要があ
驕Bタンパク質とはどのような構造、特性をもつのか、食物中
ﾉはどのようなものが存在し、どう変化して摂取されるのか等
��烽ｷる。

同　上 同　上

5 ミネラルの役割

　今日本人にはいくつかのミネラルの摂取不足や過剰摂取が指
Eされており、また精製した食品の摂取量増加とともに微量元
fの不足が懸念されている。ミネラルの体内での様々な働き
ﾆ、次第に明らかになってきた微量元素の働き等を：解説する。

同　上 同　上

6 ビタミンの役割

　ビタミンは、生体内の代謝を含む様々な生理現象に潤滑油的
ﾈ働きをしており、微量でも必須の栄養素である。近年、いく
ﾂかのビタミンが健康や老化との関係で注目されている。主な
rタミンの生理作用について解説する。

同　上 同　上

7 食物の消化と吸収

　炭水化物、脂質、タンパク質は高分子化合物であるため、消
ｻ器官で順次消化されることにより初めて体内に吸収され、栄
{素としての働きをすることが可能となる。様々な食物が人の
ﾌ内に取り込まれる機構、すなわち消化と吸収の仕組みについ

ﾄ解説する。

野口　　忠
i中部大学

ｳ授）

野　口　　忠
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

食物の中で大きな部分を占める炭水化物、脂質、アミノ酸に
8 主要栄養素の代謝 ついて、それらを摂取すると体内でどのような経路で代謝され 野　口　　忠 野　口　　忠

るかを解説する。

9

タ
ン
パ
ク
質
の
代
謝
一
1

　食：物中のタンパク質の栄養価の測定法、栄養価に影響をおよ
ﾚす因子について理解を深め、食品の必須アミノ酸含量と栄養
ｿの関係を学習する。

同　上 同　上

10

タ
ン
パ
ク
質
の
代
謝
一
2

　からだの中でのタンパク質の合成の機構、分解の機構の基本
��烽ｷる。さらに体タンパク質の合成・分解はどの様に調節
ｳれているのかを学ぶ。

同　上 同　上

栄養条件が変化したときからだはどのように適応するのか。

11
代謝の適応と臓器
ﾌ役割

その機構を、絶食に陥った場合を中心に学ぶ。また、からだの
?ﾌ諸臓器の間には、・代謝の上でどのような相互関係があるか

同　上 同　上

を解説する。

食物を摂取することによって起こるからだの変化においてホ
12 ホルモンの役割 ルモンがどのように関与するかを、ホルモンについての基礎的 同　上 同　上

知識、ホルモンの作用機構などを基盤にして解説する。

炭水化物、脂質、タンパク質については、物質としての代謝
という側面のほかに、われわれにエネルギーを与えるという側

13 エネルギーの代謝 面がある。エネルギーを与える物質としての食物の役割を理解 同　上 同　上
させるとともに、からだはどのようにエネルギー代謝を行い、
またそれを調節しているのかについて解説する。

14
食品機能の新しい

挙_

　食品には、栄養素としての機能である1次機能、色、味、香り
�烽ﾁという2次機能に加えて、からだの代謝を調節するという
R次機能があることが近年の研究で明らかにされた。この3次機
¥について、例をあげて解説する。

荒井　綜一
i東京農業

蜉w教授）

荒井　綜一
i東京農業

蜉w教授）

これからの食生活についてどのようなことを考えていく必要
があるのか、また、世界的に食生活についてどのような勧告が 野、口　　忠

15 これからの食生活 あるのか等、諸国のdietary　guideline、　reco㎜ended　dietary

≠撃撃盾翌≠撃撃モ?A　adequateintake等の概念を示しながら考える。

野　口　　忠

今井悦子
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＝食品の成分と機能（ζ03）＝：（TV）

〔主任講師
〔主任講i二

上野川　修一（東京大学教授）〕

今井　悦子（聖徳大学教授）〕

全体のねらい

　食品の成分は、からだを構成している細胞の材料となったり、あるいはエネルギー源となる。しかし最近になり、それば

かりではなく免疫系、内分泌系、神経系などのからだの調節系に作用し、健康の維持に貢献することが明らかとなっている。

本講義ではこのような食品の新しい機能性成分について、その構造、その作用機構、そしてこれらの成分を含む機能性食品

を通じての疾病の予防などについて述べる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 食　　と　健　康

　日本人の平均寿命は世界で最も長くなっている。その背景

ﾉは日本人の食生活において、植物性食品と動物性食品、両
ﾒの食品・栄養学的なバランスがとれたことがある。しかし
ﾈがら、最近になって生活習慣病といわれるがん、血液系疾

ｳなどが増加しつつあることも事実であり、そのほとんどが

H生活の偏りに原因している。したがって、食生活に充分に

上野川　修一

i東京大学
ｳ授）

上野川　修一

i東京大学
ｳ授）

｡井　悦子
i聖徳大学教

配慮することが健康の維持に必要なことである。 授）

機能性成分にはたんぱく質由来物質が多い。それらがどの

2 たんぱ　く　質

ようなものであるのか、基本特性を概説する。食品たんぱく

ｿの構造とその変化、分解によって生成するペプチドなど。 今井　悦子
i聖徳大学教

今井　悦子
i聖徳大学教

授） 授）

人が摂取する栄養素のうちもっとも摂取量が多いのが炭水

化物である。炭水化物はエネルギー源として主たる成分であ

3 炭　水　化　物
ると同時に、難消化性炭水化物は機能性成分として重要であ

驕B
同　上 同　上

食品においても生体においても脂質の酸化を可能な限り防

ぐことが重要である。ここでは脂質の構造や酸化の機構など

4 脂　　　　　　質
基礎を概説する。

同　上 同　上

ビタミンとミネラルを中心に、栄養素以外の様々な微量成

分も含めてその構造など基本的な性質を概説する。これらの

5 微　量　成　分
中からも多くの機能性が旧い出されている。

同　上 同　上

食品成分、そして病原細菌などは時に同時に経口的に体内

に入り、腸管に達する。病原細菌はそこで繁殖し、からだに

傷害を与えることがある。そのため、腸管にはからだのなか

6
免疫系を調節する

ｬ分

で最大の免疫システムが備わっており、このシステムは病原

ﾛは排除するが、食物等がからだにょいものは排除しないと
上野川　修一 上野川　修一

特別な機能を持っている。また一方で、食品成分のなかには、

この腸管の免疫系や全身の免疫系の働きを高める多くのもの

がある。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 食品アレルギー

　アレルギーとは、免疫系のバランスが崩れ、本来自分を攻

bｷることのない免疫系が自らを傷つけてしまう疾病であ
驕B食品アレルギーは食品成分を原因物質とするもので、乳

c児に多く発症し、卵、エビ、カニなどによって発症するこ

ﾆが多い。現在、その発症する頻度は乳幼児の場合、10％近

ｭになる。一方、食品成分の中には、プロバイオテックスな

ﾇ、アレルギーを抑制する成分がある。

上野川　修一 上野川　修一

8
抗がん、抗感染に役

ｧ　つ　成　分

　がんの発症と食品成分の間には極めて密接な関係がある。

ﾜた、がんの予防にも多くの食品成分が関与している。がん
ﾍイニシエーション、プロモーションの段階を経て発症する。

ｱれらそれぞれの段階に抑制的に作用して発がんを抑える植
ｨ性食品由来の成分が多く知られている。またビタミンやミ

lラルなどを中心とした、免疫系を賦活し、病原細菌による
ｴ染を抑える抗感染食品成分についても述べる。

同　上 同　上

9
循環系・内分泌系を

ｲ節する成分

　動脈硬化は、脂質代謝異常や不適切な食事に起因する血清

猿ｿ濃度の上昇一血管壁での細胞機能充進等が原因でおこ
驕Bコレステロール等の吸収抑制活性を持つタンパク質やペ
vチド、食物繊維等がその予防に有用と期待されている。高

決ｳの成因は複雑だが、血圧上昇を導く酵素の阻害活性を持
ﾂ食品由来ペプチドが牛乳や魚肉中に見出された。また、糖
A病予防を目指し食品による糖の腸管吸収やインスリン分泌
ﾌ調節が検討されている。

清水　　誠
i東京大学

ｳ授）

清水　　誠
i東京大学

ｳ授）

10
消化吸収・促進と整

ｰに役立つ成分

　カルシウム等の無機栄養素の腸管吸収を高める食品成分と

ｵて、牛乳由来ペプチドやオリゴ糖が知られている。一方、

ﾖ秘や下痢の予防をはじめ、食中毒菌による腸管感染や発ガ

唐�¥防するものとして腸内微生物の存在が注目されてい
驕B腸内微生物のバランスを改善するための生きた乳酸菌な

ﾇ（プロバイオティックス）や、有用菌の増殖を促進する難
ﾁ化性食品成分（プレバイオティックス）の研究が進み、一
狽ﾍ商品化されている。

同　上 同　上

11
酸化傷害を抑える

ｬ分1

　呼吸により1日に500リットル以上も体内に取り込まれる酸素は、

墲黷墲齔l間の生命活動に必須である反面、過剰に生じた活性
_素・フリーラジカルはタンパク質や脂質、核酸など生体構成物質

�U撃し、酸化傷害の原因となる、いわゆる諸刃の剣である。過酸

ｻ脂質や酸化修飾タンパク質・核酸などの構造と機能、酸化傷害

ﾌメカニズムについて概説する。

大澤　俊彦
i名古屋大学

ｳ授）

大澤　俊彦
i名古屋大学

ｳ授）

12
酸化傷害を抑える
ｬ分II

　「がん」をはじめ「生活習慣病」と呼ばれる疾病の予防に関する

H品抗酸化成分は、特に植物性食品素材に多く含まれている。香

h料やスパイス、穀類や豆、ナッツ類、野菜や果物、お茶やココ

A、赤ワインなどの嗜好品や大豆発酵食品など多種多様な素材か
轣Aリグナンやフラボノイド、アントシアニンをはじめとするポリフェノール、また、カロチノイドなどの抗酸化成分の化学と機能性につい

ﾄ解説し、臨床試験や介入研究の最近の動向についても併せて
lえる。

同　上 同　上

13
機能性食品の誕生
ﾆ発展

　日本から世界に向けて発信された機能性食品、または機能

ｫ食品科学は、世界的にはどのように受け入れられ、今どの
謔､な状況にあるのか概説する。 荒井　綜一

i東京農業大
w教授）

荒井　綜一
i東京農業大

w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14

特定保健用食品と

ﾛ健機能食品の制
x化

　2001年にこれまで制度化されていた特定保健用食品に新し

ｭ栄養機能食品を加えて、保健機能食品制度が発足した。特

阨ﾛ健用食品とは、その成分として保健機能をもつものを有

ｵ、摂取することにより栄養を補給、補充し、生活の質の向

縺A健康の保持増進に役立たせることができる。その保健機

¥を表示できるものである。栄養機能食品は、栄養成分の機
¥を表示できるものである。

上野川　修一 上野川　修一

15 未来　の食品

　これからの食品について、どのような特性が望まれるのか、

ﾁ費者はどのような観点から食品を選んでいったらよいかな
ﾇ考察する。

今井　悦子

上野川　修一

｡井　悦子
ｴ水　　誠
裄V　俊彦
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＝： H生活をめぐる諸問題（’00）＝（R）

〔主任講：師 豊川　裕之（食：糧学院教授）〕

全体のねらい
　食と生活を取り巻く諸問題は種々の側面を持つが、中でも食品衛生、ダイエット、廃棄物そして流通・販売など㊧問
題は注目を惹く、しかし人間の側の考え方の問題も無視できるものではなく、その対応も含めて、ひろく取り上げた
い。人工環境が肥大化して、人間が徒に自然を取り戻すことに夢中になっていると自然の猛威が心配。

回 テ　一・　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）．

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 食　と　生　活

　結論。食生活を生活全般の中でとらえて、食文化を考える。
ｷなわち、食に関して、　「人間が作った側の人工環境」を論じ
驕B母なる自然という考え方と同時に、自然の猛威から人類を
轤骼闥iとしての食生活の文化を明らかにする。

豊川　裕之
i食糧学院

ｳ授）

豊川　裕之
i食糧学院

ｳ授）

2 食と栄養学

　「ビーフステーキに栄養があるか？」　「カロリーは栄養素の一種か？」を論じて、　「栄養素密度」について説明し、食事療

@の基本を述べる。明治の文豪の実は陸軍軍医の森鴎外が説く
u飽食」についての記述を引用して、現代における食生活の盲

_を衝く。

同　上 同　上

3 栄養学の理論体系

　栄養学の理論を、少々理屈っぽいが説明する。栄養素ではな
ｭ「食品」を構成要素とする「食物消費構造」、　「食物消費の2
沍ｳ空間図」などを用いて具体的に説明する。

同　上 同　上

4
食中毒の発生状況
ﾆ問題点

食中毒が発生している状況を説明し、病理性大腸菌0157のよ
､な新たに注目された食中毒から、恥く普通に見られる食中毒
ﾜでを解説する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

丸山　　努
i麻布大学

ｳ授）

丸山　　努
i麻布大学

ｳ授）

5
食品の安全はどの
謔､に保たれるか

　どのようにして食品の安全を保つかを、HACCPの考え方
�熕燒ｾしながら、その仕組みや行政機構などについて解説す
驕Bまた、流通過程での取り扱い方にも問題があるので、その
_についても論述する。

同　上 同　上

6

食品はどのように
ｬ通・販売される

ｩ

　流通・販売ルーとには、いろいろな道があって、それぞれが
ﾁ色を持っている。食に関する健康ニーズ、手軽さニーズ、楽
ｵみニーズを受けて、これに応える企業側の対応が流通機構の
蛯ｫな変革を促進させている。

山口貴久男
i㈱生活行

ｮ研究所所
ｷ）

山口貴久男
i㈱生活行

ｮ研究所所
ｷ）

7
国際化する日本の

H生活

　日本型食生活が見直されて久しい、しかし、それが流動して
ｨり、徐々にエスニックや欧米の食事に影響されており、どの
謔､な型でそれが起こっているかを論ずる。食材料も輸入もの
ｪ多く、その点についても詳しく述べたい。

豊川　裕之 豊川　裕之
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
手作り料理と家庭
ｿ理の調理の伝承

手作り料理が減って、お惣菜やファースト・フード、レトル
g食品などが増えて来る中で、手作り料理を家庭と家庭の調理
ｪどのように伝承されているかを論ずる。

杉田　浩一
i聖徳大学

Z期大学部
u師）

杉田　浩一
i聖徳大学

Z期大学部
u師）

9
スポーツと
@　　ダイエット

　スポーツをする上で食事上の注意と、体重減量などのダイ
Gットなどが無定見に行われていくことが多い。それらの基本
ﾆなることを論ずる。

殖田　友子
i㈱ミューズ・

Xポーツ栄養
lットワーク・

纒¥取締役
ﾐ長）

殖田　友子
i㈱ミューズ・

Xポーツ栄養
lットワーク・

纒¥取締役
ﾐ長）

10
高齢者の食べ物と

H生活

　高齢者に見られる嚥下障害や五官の衰えなどを考慮する食事
ﾌあり方、および高齢者の生活上の問題点を考慮して生きる喜
ﾑを念頭においた食事を述べる。

豊川　裕之 豊川　裕之

11 食生活と廃棄物

　食生活の変化がゴミ処理に影響を及ぼしている。ゴミは何故
ｭ生するのか、発生源ではどんな対応が求められているのか、
H生活がゴミの量や質に与える影響、ゴミ問題解決の手段、お
謔ﾑ家庭から排出されるゴミの処理の実態などについても解説
ｷる。

田中　　勝
i岡山大学

ｳ授）

田中　　勝
i岡山大学

ｳ授）

12 食べ物をめぐる
ﾀ信

　世の中にはいろいろな迷信がある。また、迷信とはいわなく
ﾄも、かなり科学的根拠があるように思える一一実はそうでは
ﾈいのだが一一“迷信”めいたこともある。それらを具体的に
燒ｾして行きたい。三一アルカリ性食品の例は恰好のものであ
驕B

豊川　裕之 豊川　裕之

13
栄養素で食生活を

_ずることの
竭闢_

　特定保健用食品をはじめ食品から限りなく薬品に近寄った食
iがある。また、　「不老長寿の妙薬」のように特定の効用を期
ﾒする食品もある。その本質は何か、ということを説明する。

同　上 同　上

14
日本人の食生活を
h養疫学の視点か
邇汲驍ﾆ

　第3章で取り上げた「栄養学の理論体系」を基にして、栄養疫
wの考え方を説明する。とくに、近代科学の一翼を荷負う医学
ﾉおける問題点を一、二とりあげて論ずる。

同　上 同　上

15
食生活と

@　　健康づくり

　昭和60年と平成2年との2回にわたり「健康づくりのための食
ｶ活指針」が厚生省より発表された。その作業に携わった者と
ｵて、その考え方を正確にとらえ、理解することを試みる。

同　上 同　上

一一
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＝・ mi譏_（ζ02）＝・（TV）

〔主任講師：　本間　博文（放送大学教授）〕
〔主任講師：初見　学（東京理科大学教授）〕

全体のねらい
　私達の日常生活において、住まいのありようは生活の質を左右する重要な要件である。しかし社会の仕組みが多様化し、

急速に変化しつつある現代社会において、自分達の家族生活に相応しい住まいを見つけることは簡単なことではない。それ

に加え、住宅に取り入れられる技術や使用される素材が次々と変化しており、問題解決を一層難しくしている。だからとい

って専門家に任せればよいというものではない。住まい手として基本的な知見を持って住まいにかかわるさまざまな問題解

決に積極的に取り組んでいかなければならない。このようなねらいのもとに、本講義では前半で住まいに関わる基本的な知

見を学習し、後半で具体的な事例をもとに安全、快適な、そして利便性に富み、健康な住まいのあり方を検証する・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

さまざまな国の住まいについて概説し、住まいが作り出す

形態の多様性は、それぞれの地域の生活文化、慣習、気候、 藤井　　明 藤井　　明
1

文化・風土と住まい

i1）
風土などの条件と密接にかかわり、必然性を持つことを述べ

驕B

（東京大学教

�j

（東京大学教

�j

韓国や中国の住まいを紹介して東アジア文化圏の中での日

本の住まいの特性を明らかにする。

2
文化・風土と住まい 同　上 同　上
（2）

寝殿造から書院造への変遷過程をたどることにより和風の
住まいは、どのような空間構成原理のもとに形成されている 本間　博文 本間　博文

3
日本の住まいの変 かを明らかにする。 （放送大学教 （放送大学教
遷i（1） 授） 授）

明治以後、洋風の住まいが和風の住まいにどのような影響

を与え、今日の日本の住まいとして定着することになるのか

4
日本の住まいの変

J（2）

その過程をたどる。あわせて現代の住まいにおける和風の住

ﾜいの意味を考える。 同　上 同　上

地球環境や都市環境と住まいの関係を考える。これからの

5
環境にやさしい快

都市づくり、街づくりの観点から生活の場としての建築外部

�ﾔを考える。 梅干野　　晃
i東京工業大

梅干野　　晃
i東京工業大

適な住まい（1） 学教授） 学教授）

わが国の気候風土のもとで環境と共生する住まいのあり方

を考える。自然のポテンシャルを広くまんべんなく使うさま

6
環境にやさしい快
Kな住まい（2）

ざまな手法を紹介しつつ、快適な室内環境を造りだすための

�盾��ﾄする。
同　上 同　上

なんと言っても住まいの基本的な性能は、住まいの構造（骨

7 住まいの構造と性能

組み）に規定され、それを包み込む部材で構成された物とし

ﾄの建物による。住宅の構造や構法を概説し、住宅の安全性、

�K性、機能性を考える。

上野　　武
i千葉大学助

ｳ授）

上野　　武
ir二藁大学助

ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師、名

（所属・職名） （所属・職名）

現代住宅のデザインを考え、生活と空間構成、空間をつな

ぐ手法などについて概説する。

8
住まいの空間構成
ﾆデザイン

上野　　　武 上野　　　武

家族の変容とさまざまな住まい方について考える。高齢化、
、 世帯構成とライフスタイルの多様化などのキーワードをもと

に、グループ居住、マルチハビテーション、SOHOやネット 横山　俊祐 横山　俊祐
9 家族と住まい ワーク居住の現状を探る。 （熊本大学助 （熊本大学助

手） 手）

高密度化への対応（密度と集合形式）、都市集住の形態（超

高層と中庭型）、都心回帰、複合化などの実態を解説し、新

10
集まって住む（1）一都市居住の形態 たな都市集住形態の創出を提起する。 初見　　学

i東京理科大
w教授）

初見　　学
i東京理科大

w教授）

住まいの社会性、コミュニティの形成について考える。住

住まいの集合（2） 宅団地における住棟とアクセス形式（リビングアクセスの実

11 一コミュニティの
例）などを通じて住まいを開くことの意味を考える。 同　上 同　上

形成

住戸の計画を通して個別のライフスタイルと変化への対応
を考える。スケルトンインフィル（Sl）方式などの集合住宅の

住まいの集合（3） 新しい空間構成手法によって可能になるフレキシブルな計

12 一ライフスタイル 画、居場所の創造など、居住者自身による生活空間創造の実 同　上 同　上

の実現 態を報告する。

住み手自らが計画に参画する。住まいに普段に働きかける。

住みこなす。住み続ける。そして建て替えるといった、住ま

13
住まいづくりへの

Q加

い自体のライフサイクルの各場面での住まい手の主体的なか
ｩわり方を、いくつかの先端的な事例をもとに考える。 横山　俊祐 横山　俊祐

住まいは、それが建つ地域の環境のもとで、その地域の資

源を活用し、地域性を生かして造られる。あるいは住まいが

地域を作る役割を担うこともある。先端的な事例を検証し、
14 地域の中の住まい 地域と住まいの関係性を報告する。 同　上 同　上

あるべき住まいの形は決して一通りではない。さまざまな

解決の仕方があり、そしてその答えは単に各要素を足し算し

たことによって得られるものではない。14回の講義を通して

15 これからの住まい 得られた住まいの諸条件を総体として検討し、21世紀の住ま 本間　博文 本間　博文
いが向かうべき方向を提案する。
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＝東アジア・東南アジアの住文化（‘03）・＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

藤井明（東京大学教授）〕
畑　三一（芝浦工業大学教授）〕

全体のねらい
　東アジア・東南アジアは、世界的に見てもアフリカと並ぶ住居の多様性が観察される地域である。これは民族や部族の多

様性に由来するものであるが、住居形式、素材、構法等に加えて、その造形や装飾等の面においても独自の工夫が見られる・

様々な住まい方を紹介することで、伝統的な共同体が如何に機能してきたかを考える契機にする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
伝統的集落・住居に

ﾖする概説

　東アジア・東南アジア地域の各民族、部族は独自の住様式

�揩ﾁているが、それらを総論的に紹介しながら、なぜ、か
ｭも多様な住居形式を考案する必要であったのか、その理由

ﾉついて、風土と共同体の在り方から考える。

藤井　　明
i東京大学教

�j

藤井　　明
i東京大学教

�j

2
韓　　　　国

ｼ班住宅・河回

　世界的に見て、住宅に入るときに履き替えを行う地域はそ

黷ﾙど多くないが、朝鮮半島はわが国と同様に履き替えを行
､。歴史的なつながりや地理的条件を考え合わせて、住居も

ｯじようなものと思い込みがちであるが、韓国の住まいはわ

ｪ国とは全くといってよいほど異なる。伝統的な民家集落と
ｵて有名な韓国慶尚北道、河回里を取り上げ、集落の構造、

囎ｨの配置、その中に建つ両班住宅などの観察を通して、韓

蒼ﾆ特の居住空間の構成原理とそこに暮らす人々の住居観を

ﾐ介する。

本間　博文
i放送大学

ｳ授）

本間　博文
i放送大学

ｳ授）

3

中　　　　国

ｩ土高原の穴居・客

ｴ

　中国北：部の黄河中流域は夏は40℃を越え、冬には一2
O℃まで下がる乾燥した大地一黄土高原が広がっている。こ

ﾌ過酷な大地に、約7000万の人々がく韓国〉と呼ばれる
葛盾ﾉ住んでいる。森を失った大地に適応した住まいの工夫

�_じる。

月舘　敏栄
i八戸工業大

w教授）

月舘　敏栄
i八戸工業大

w教授）

4

中　　　　国

??^住居・四合院

^三合院

　漢族は建物く房〉を中庭を囲んでロの字状に配置したく四

㊨@〉、あるいはコの字状に並べたく三合院〉に住んでいる。

ｱの漢族の住居形式の空間構成と架構技術の特徴について、

ｿ族の影響を受けた少数民族の多様な中庭型の住まいを含め

ﾄ解説する。

同　上 同　上

5

中　　　　国
髄蛯ﾈ集住体・客家

ﾌ土楼

　客家の土楼は、巨大な住居であり集落でもある。その特異
ﾈ形態をつくり出した背景として、三世旧弊の大家族制度や、

ﾚ住者としての歴史等があげられる。三家独自の家族観や自
R観を明らかにすることで、集住形態のメカニズムを探る。

井上　えり子
i京都女子大

w助教授）

井上　えり子
i京都女子大

w助教授）

6

中　　　　国

�ﾔ構成と共生の
ｵくみ・タイ族

　中国雲南には多くの少数民族が居住しており、独自の集住

ｶ化を形成している。これらの民族は共に豊かに暮らすこと

�ﾚ的とした共生のしくみを持ち、それらの多くは共通点が
?驕Bタイ族を中心にその住居と集落の空間構成と多様な共

ｶのしくみについて解説する。

岡田　　知子

i西日本工業

蜉w助教授）

岡田　知子
i西日本工業

蜉w助教授）
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執筆担当 放送担当
回 翫テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

中国雲南省西北部に居住する永寧ナシ族は、母系社会で妻
中　　　　国 問婚（通い婚）を採用している。　「家族」は妻と子供と妻側

7
社会制度と住まい
禔E永寧ナシ族（モ

親族で構成されている。社会制度や家族の概念が異なると、

Zまいの形態やその使われ方はどのように異なるのかという
井上　えり子 井上　えり子

ソ人） ことについて、事例をもとに考える。

台湾とルソン島の間に連なる島々の最北に位置する島、蘭

台　　　　湾 喚のヤミ（タオ）族は、半地下式の地床と高床、風を通す高 乾　　尚彦 乾　　尚彦
8 季節による住み分 床の涼み台といった複数の住棟で自然に対処する住まいかた （学習院女子 （学習院女子

け・ヤミ族 を生み出した。扇状地に段状につくられたその住まいの特徴 大学教授） 大学教授）

をみていく。

ルソン島北部山地のボントック族は、地床居住でありなが

9
フィリピン
oｰと地床・ルソン
⊥k部山地民

ら住居内部に高床の架構をつくる。近隣のイフガオ、カリン

K、アパヤオ族などがそれぞれ特徴ある高床住居をつくるこ

ﾆと比較して、どうしてこのような一見不合理な住まいが生
ﾜれたかを考察する。

同　上 同　上

焼畑移動民としてのア一族が、バンドとして移動しながら

10

タ　　　　イ

ﾄ畑移動民の住ま
｢・アカ族

集落や住居をつくり、共同社会を維持する方法について解説

ｷる。また、男と女の空間の使い方について述べる。アニミ

Yム、生産暦、家づくりのシステム、バンド等についても論
ｶる。

畑　　聰一
i芝浦工業大

w教授）

畑　　聰一
i芝浦工業大

w教授）

サラワクの3種族（ビダユ、イバン、ケジャマン）の事例

11
マレーシア
Tラワク州の長大
Z居・ロングハウス

を対象にして、共用空間を一列につなげて村落をつくるロン

Oハウスと呼ばれる独特な居住様式とその集合の仕組みにつ

｢て解説する。共用通路、集合規則、共同社会、増改築手法

凾ﾉついて論じる。

同　上 同　上

熱帯のジャングルをきり開いてつくられた南ニアスの集

12

インドネシア

Zまいと集落の規
･・ニアス族

落。それは、列状に民家が整然と並ぶばかりでなく、中央に

髄蛯ﾈ首長の家を配置し、それを中心としたヒエラルキーを
揩ﾂことで知られている。こうした規律のある集落の生まれ
髣摎Rを考察する。

乾　　尚彦 乾　　尚彦

自然との共生をめざすバリ・ヒンドゥーの世界観を具現さ

インドネシア せる住居と集落の空間構成法と住まい方について解説する。

13 バリ・ヒンドゥーの 方位・方角、人体寸法と空間との関係、生活面のヒエラルキ 畑　　聰一 畑　　聰一
住まい・バリ族 一等について論じる。

小スンダ列島には極めて個性的な造形の高床式住居が多
インドネシア い。それらを紹介することにより、住居形式と住民の宗教観、

14 小スンダ列島の住 宇宙観等との対応関係や、郷土材料の巧みな使用方法につい 藤井　　明 藤井　　明
まい・スンバ族 て考える。

15

東アジア・東南アジ

A地域の住文化の

ﾁ性

　東アジア・東南アジア地域の住まい方について、その特性

笆竭闢_について、担当講師が座談会形式で論じ、本島i座の

ﾜとめとする。

藤井　　明
ｨ　　聰一

藤井　　明
ｨ　　聰一
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＝看護学概説（PO1）＝（R）

〔主任講師 佐藤　禮子（千葉大学教授：）〕

全体のねらい
　学習者が、看護学の主たる概念や諸理論に関わる先進的知織を幅広く獲得し、実践の科学である看護に対する理解を
深め、自らの看護観を確かなものにしていくことを意図している。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
看護の本質となる

烽ﾌ

　看護は、人が幸せにして健康な生活を営むことができること
�ﾚ指す、生物一心理一社会的存在としての人間の健康生活に
ﾅ点を当てた働きをなす実践の科学である。このような科学的
ﾅ護の本質について理解を深めるために、看護のkey概念に
ﾂいてと看護実践とその基盤について詳述する。

佐藤　禮子
i千葉大学

ｳ授）

佐藤　禮子
i千葉大学

ｳ授）

2
看護学発展の方向

ｫ

　今や看護学は独自の学問分野として専門分化しつつある。今
繧ﾌ方向性の基盤ともなる医療の高度化や機能分化、人々の健
N水準と求める健康の質、および社会経済状況と将来にむけた
v請に対応しつつ、他の学問分野の成果をも取り入れながら発
Wする過程について述べる。

吉本　照子
i千葉大学

ｳ授）

吉本　照子
i千葉大学

ｳ授）

3
生涯発達過程にあ
驫ﾅ護の対象

　人間は誕生してから死ぬまでに生涯発達の過程にあり、看護
ﾍあらゆる発達過程にある人々を対象とし、発達過程に応じた
K切な看護を提供することを目標とする。対象の生物的・心理
ﾐ会的発達と健康・疾病との関連について述べる。

岩崎　弥生
i千葉大学

ｳ授）

岩崎　弥生
i千葉大学

ｳ授）

4
健康を保つメカニ
Yムと看護

　健康とは何か、そして健康を保つために看護はどのような役
р�ﾊたしうるのかについて解説する。これにより健康のあら
艪驛激xルに対する看護の役割、機能について考察する。

宮嫡美砂子
i千葉大学

ｳ授）

宮崎美砂子
i千葉大学

ｳ授）

5

環境との相互作用
ｪもたらす健康問

　健康を支えるための環境づくりが地域、国、地球レベルで進
ﾝつつある。その基盤をなす概念として、物理化学生物的・社
?Iな外部環境と個人の内部環境、環境の変化と人間の適応の
褐ﾝ作用、適応困難としての健康問題を主に述べる。

吉本　照子 吉本　照子

6
事象・事実に基づ
ｭ看護過程の展開

　看護過程は問題解決のアプローチであり、看護する者が対象
ﾌためにケアを計画し、提供するための系統的な方法である。
ﾅ護過程の5段階（アセスメント、診断、計画、実施、評価）
�燒ｾし、看護過程を用いることの利点について述べる。

齋藤やよい
i群馬大学

ｳ授）

齋藤やよい
i群馬大学

ｳ授）

7 看護技術の意味

　看護実践は対象との関わりの中で発展させていくものであ
閨A対象にもっとも適した看護実践には、看護する者のしっか
閧ｵた看護観とともに科学的根拠に基づいた看護技術が要求さ
黷驕B具体例とともに看護技術の意味と看護の実践力について

燒ｾする。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

看護は人と人との関わりの中で実現され、看護する人もされ

8 関わりと看護技術
る人も関わりの中で変容する。看護する者が、全体的存在とし
ﾄ患者と共にあることの意味を述べ、そのような関わりを含む 岩暗　弥生 岩嶋　弥生

看護技術を説明する。

健康問題を解決し、健康を増進するために、人はさまざまな

9
セルフケアを育て
驫ﾅ護

社会資源を活用し、セルフケア能力を育み、実践している。慢
ｫ疾患患者のセルフケアを例に、セルフケアを遂行するために 齋藤やよい 齋藤やよい

必要な要件と、それを支える看護活動について説明する。

10
患者を含む一単位
ﾆしての家族への

ﾅ護

患者を含めた単位としての家族を看護の対象とする意義・必要
ｫを概説し、個人の健康回復・維持に果たす家族の役割と家族
ｬ員の病気が家族全体に及ぼす影響、並びに家族を対象とした
ﾅ護の方法を説明する。

岩崎　弥生 岩崎　弥生

在宅療養者及びその家族を支えるために、地域社会で機能し

11
在宅療養を支える

ﾅ護
ている看護の諸活動の現状について説明する。また在宅療養を
xえる看護をさらに充実・発展させるための課題について述べ 三三美砂子 宮崎美砂子
る。

保健医療福祉の発展と効率化、対象のニーズの多様化に対応
他職種との連携・ するために、職種間の連携が重要になっている。チームの形成

12 協働における看護 と目標設定および役割分担にむけて他職種の資格制度を概観 吉本　照子 吉本　照子
の役割 し、看護の調整的役割と責任性、期待されるリーダシップや指

導的役割について述べる。

人々は、地域生活共同体の一員として、多様な人とつながり

13
地域住民と共働す
驫ﾅ護

を持ちながら生活している。人々の健康や生活の豊かさを追究
ｷるために、看護が創出してきた、地域住民と共働する看護活 宮崎美砂子 宮嫡美砂子

動の方法及び意義について説明する。

人の死とはについて、生物学的な死の概念から導入し、人の
死と死に行くことについて理解を深め、特に、人が人生途上に

14 人の死と看護 おいて、突然に死に直面せざるをえない事態に陥った時の苦悩 佐藤　禮子 佐藤　禮子
する人々および死に逝く人々にかかわる看護の働きについて説
明する。

倫理とは何かという基本的な意味について、および専門職と
しての看護実践を導く判断の基盤であり道徳的な意思決定を行

15 看護における倫理 う時の行動の指針ともなる、倫理的な原則について説明する。 同　上 同　上
また日々の看護実践における倫理的問題を理解するための講義
展開を行う。
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＝母子の健康科学（’00）＝（R）

〔主任講師
〔主任講i師

日暮　眞（東京家政大学教授）〕
近藤　喜代太郎（放送大学教授：）〕

全体のねらい
健康科学には年齢特有の問題も多いが、放送大学では限られた枠の中で母子と高齢者に関する科目をそれに当ててい
る。母と子の保健問題は互いに関連しており、おなじ科目で講義することとしている。日本は「多産二死・感染症社
会」から「少産少死・成人病社会」に移行し、世界でもっとも進んだ保健先進国となっている。本科目ではこうした状
況でもなお未解決な問題、新しく生じた問題などに重点をおいて、母子の健康科学をめぐる重要問題を15課題選んで講
義する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
これからの母と子

ﾌ課題

近年子どもを巡る環境は急速な変化を生じ、それらは少産少
q・育児環境（社会・人間関係・情報等）の変化・国際化な
ﾇ、多岐に亘っている。本講義ではこれらの変化が母子にどの
謔､な影響を及ぼしているかを分析し、対応策を考察し、全体
ﾌ序論とする。

日　暮　　眞

i東京家政
蜉w教授）

日　暮　　眞

i東京家政
蜉w教授）

2 母と子の健康の
�ｵ

主に統計と疫学を駆使して、母性と学齢期までの子どもの心身
ﾌ健康の現状をのべる。子どもはもっともよわい社会の構成員
ﾅあるが、日本の乳幼児死亡率は世界最低である。これは日本
ﾌ社会の先進化、母子保健行政、医療など、母と子を守る仕組
ﾝがかなり満足すべき水準にあることを示しているが、残され
ｽ課題も少なくない。この講義では3回目以降の序説をかねて主
ﾈ問題を述べる。

近藤喜代太郎
i放送大学

ｳ授）

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

3 妊娠と　分娩

今日の日本は、高度な先進医療と人類がかつて経験しなかった
ｭ産少死の時代を迎えつつある。母子の健康を考えるとき、周
Y期・新生児死亡の著減、不妊治療の飛躍的上昇、腎臓移植後
ﾌ妊娠なと、多くの合併症を持った妊娠例の増加があり、新た
ﾈ視点を持って臨むことが必要となってきた。母体死亡率はな
ｨ高い。妊娠成立やその維持機構、分娩発来機序についてはま
ｽまだ不明な点があるが、新しい知見が次々に発見されてい
驕B

福岡秀興
i東京大学

赴ｳ授）

福岡秀興
i東京大学

赴ｳ授）

4 妊婦の心とからだ

本講義では妊娠が母体の心身にとのような変化をおこすかを学
ﾔ。もっとも大きな変化は子宮におき、成長する胎児をはぐく
ﾝ陣痛によって娩出する準備が進む。内分泌をはじめすべての
汪墲ｪ多少とも変化するが、分娩によって復元する。感情不安
閨A挙子への期待と不安、うつなと心の問題も多く、周囲の支
№ｪ大切である。

佐々木茂
i日本医科

蜉w永山病
@産婦人科）

佐々木茂
i日本医科

蜉w永山病
@産婦人科）

5 妊婦の異常と
ｬ　　早　　産

　「お産は女の寿命定め」という諺があるように、妊娠・出産は
乱ｫの心身に重大な影響を及ぼす。本講義では異常妊娠・妊娠
l決ｳ・妊娠中毒症なとの妊娠に固有の異常、分娩の異常、て
�ｩん、糖尿病などの合併症と妊娠との関係、さまざまの原因
ﾉよる流産と対策について論ずる。

進　　純郎
i葛飾赤十字
Y院院長）

進　　純郎
i葛飾赤十字
Y院院長）

6
リプロダクティブ

wルス・ライツ

多くの女性が出産の間隔や産む子供の数を自由に選択できず、
ｻの結果、多産の奨励、あるいは危険な中絶で命を落としてい
驕B妊娠、出産、中絶などにかかわる女性の健康を重視し、さ
轤ﾉ、子供を産む産まないの自己決定権の他、生涯にわたって
乱ｫ自身の健康を主体的に守って生きる権利をリプロダクティ
uヘルス・ライツという。その促進にむけて、どのような医学
Iケアと情報の提供が必要かを産婦人科医の立場から考察す
驕B

島本　郁子
i奈良県立
繪ﾈ大学看
?Z期大学
ｳ授）

島本　郁子
i奈良県立
繪ﾈ大学看
?Z期大学
ｳ授）

7 胎児から新生児へ

子宮内で母体から酸素や栄養素の供給を受けていた胎児は、出
ｶを境に呼吸し栄養素を摂取するなど自立した生活が必要にな
驕B子宮外生活への適応は、ヒトの一生の中で最も大きな変化
ﾅあり、多くの異常がこの時期の適応障害によって生じる。こ

ﾌ劇的な変化について解説する。

多　田　　裕

i東邦大学
ｳ授）

多　田　　裕

i東邦大学
ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 子どもの成長

出生から成人に至るまでの各時期の成長の特徴を、全身的なら
ﾑに器官ごとの観点から解説する。また、日本人の発育の年次
цﾚについて議論する。さらに、成長の正常と異常や、その判
fの方法について、計測方法、発育基準とのてらし合わせ方も
ﾜめ解説する。

加藤　則子
i国立公衆

q生院母子
ﾛ健学部乳
c児保健室
ｷ）

加藤　則子
i国立公衆

q生院母子
ﾛ健学部乳
c児保健室
ｷ）

9 子供の栄養

子どもの栄養状態は過剰栄養状態が問題視されるようになり、
?栫A高血圧症等のリスクをもつ子どもが増加してきている。
ｻの背景として、単なる食物の過食や偏りばかりではなく、摂
Hのリズム、食習慣の不規則性や家庭・社会の問題などが子ど
烽ﾌ食生活に影響している。栄養問題を子どもの生活すべてを
?ﾜした視点から検討する。

坂本　元子
i和洋女子

蜉w教授）

坂本　元子
i和洋女子

蜉w教授）

10 母子の生活と環境

近年の母子を取り巻く環境はめまぐるしく変化しつつある。本
u義では母子の健康生活により密着した立場から、環境を（1）生
ｨ学的環境（母子感染、食中毒など）（2）物理・化学的環境（環
ｫ汚染物質の母子への影響など）（3）社会学的環：境（住環境の変
ｻによる健康影響、事故の現状と対策、育児環境、遊びなど）
ﾉ分けて、母子の健康生活と影響の関連性を述べ、その問題点
ﾆ対策について論じる。

織田　正昭
i東京大学

蜉w院助手）

織田　正昭
i東京大学

蜉w院助手）

11 子どもの心の早い

　不登校をはじめとして、心身症、いじめ、非行、行為障害な
ﾇ、子どもの心の病が近年強く関心を集めている。子どもの心
ﾌ問題には、親子関係や家庭環境、学校環境、子どもを取りま
ｭ社会環境の問題が影響している。本講義では、これまでの知
ｩに基づき、子ともの心の病の理解と対処、そしてまた予防に
ﾂいて学習する。

吉田　弘道
i専修大学

ｳ授）

吉田　弘道
i専修大学

ｳ授）

12
子どものからだの

撃｢

　日本の乳児の死亡率は1000人当たり4．3と世界で一番低く、子
ﾇもの死は稀である。乳児期で問題になるのは乳児突然死症候
Qで、乳児死亡の約10％を占めている。乳幼児の病気は日常茶飯
魔ﾉみられるかぜ症候群がもっとも多く、子どもの伝染病がと
ｫおり流行を繰り返す。過去に比べて増加してきているものに
Aレルギー疾患がある。乳児期のアトピー性皮膚炎、幼児期か
逕ｭ症することが多いのは気管支喘息である。最近話題になっ
ﾄいるのは「生活習慣病」の幼児期からの予防である。

中　村　　敬

i恩賜財団
齊q愛育会
坙{子ども
ﾆ庭総合研
?鰹﨣�S
抹白ｷ）

中　村　　敬

i恩賜財団
齊q愛育会
坙{子ども
ﾆ庭総合研
?鰹﨣�S
抹白ｷ）

13 母と子の保健行政

　母子保健は、大正当時、出生千人に対して180以上あった乳児
?S率を減少させることを目的としてスタートした。その後、
緖剋?S率は年々減少し、平成9年には3．7となり、世界で最も
癡ｦとなっている。その一方で、出生率の急激な低下、疾病構
｢の変化、核家族化等、母子を取りまく環境は大きく変化して
｢る。超少子化の現状をふまえ、今後の母子保健のあり方を論
ｶる。

住友眞佐美
i東京都衛

ｶ局課長）

住友眞佐美
i東京都衛

ｶ局課長）

14 予　防　接　種

　平成6年、予防接種法に昭和51年以来の大改正が行われ、予防
ﾚ種は集団接種から個別接種による個人防衛に変わった。その
級ﾊ接種率の低下が心配されているが、予防は治療に勝ること
�Lく理解しなくてはならない。21世紀を迎え、一国の感染症
ﾎ策は世界的視点なしには成り立たないという共通認識が必要
ﾆなった。平成6年（1994年）3月にWHOは「ワクチンと予防
ﾚ種への世界計画」を発足させた。この分野の今後についても
lえる。

渡邉言夫
i杏林大学

ｼ誉教授）

渡邉言夫
i杏林大学

ｼ誉教授）

15 学　校　保　健

　社会の変化に伴い、学校教育の在り方が種々論議され、その
e響は学校保健の領域にも及んできている。このような時期に
?ﾁて、児童生徒等の健康を保ち、かつ推進するにはなにを考
ｶすべきなのか、特に、学校・家庭・地域が連携して取り組む
ﾗき課題は何なのかなとに重点を置き、講義を進めてみたい。

衛藤　　隆
i東京大学

ｳ授）

衛藤　　隆
i東京大学

ｳ授）
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＝公衆衛生（’01）＝（R）

〔主任講師　　近藤　喜代太郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　公衆衛生は健康をまもる社会のしくみであり、日本では憲法25条などで国が義務づけられている・公衆衛生は法制

犠鱒諜臨騨野譲㍗瀟門門門守憎憎白白白白白白1ミ・「白白麗認こ肇
　　　　　　　　「医療・社会・倫理」にも公衆衛生的な問題がとり上げられており、それらとの重複を避けて立案さころの健康科学」
れている。今日、公衆衛生と医療は国の制度そのものである。日本の制度はその管理的性格で世界的に知られ・疾病制
御、平均寿命の延長などの成果が著しい反面、薬害を反復するなど、危機管理では遺憾な点もある・

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
序論と予防の考え
禔@　　　　）

　この章は全体の序論であり、公衆衛生の概念、歴史、主な分
?A法令・制度の枠組みなどとともに「予防」という考え方に
ﾂいて学ぶ。

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

2 保健・医療の制度

　保健・医療制度は複雑であるが、それを理解しないと日本の
纓ﾃを理解し、また実務を行なう上で大きな支障をきたす。そ
ｱで本章ではできるだけ分かりやすく現実の状況に照らして、
ｧ度とその背景、問題点などを解説する。

池上　直己
i慶磨義塾大
w教授）

池上　直己
i慶磨義塾大
w教授）・

3 疫学と厚生統計

　制度としての公衆衛生の基盤のひとつは厚生統計である。ま
ｽ学理としての予防医学は必要なあらゆる方法を駆使するが、
ｻの根幹にあるものは疫学である。本章では公的制度となった
﨎ｶ統計と疾患の集団レベルの定量的研究の方法としての疫学
ﾉついて学ぶ。

近藤喜代太郎 近藤喜代太郎

4 感染症　1

　公衆衛生における感染症対策の原則と実際の状況を解説す
驕B本章では総論的な事柄を中心とし、感染の成立条件、感染
ﾇ新法の概要、日本における対策の現況、サーバランスなどに
ﾂいてのべる。

稲葉　　裕
i順天堂大

w教授）

稲葉　　裕
i順天堂大

w教授）

5 感染症　H

　全章につづいて、主な感染症について、その原因、疫学、臨
ｰ、対策についてのべ、近年注目されている新興・再興感染症
ﾉも触れる。

同　上 同　上

6 生活環境の保健

　生活環境を規定する主な原因についてのべ、都市化および都
sの生活環境と、そこにすむ人々の健康問題とその解決につい
ﾄ包括的に論ずる。

高野　健人
i東京医科

負ﾈ大学教
�j

高野　健人
i：東京医科

負ﾈ大学教
�j

7 環境保健　1

　私共の生活環境は様々な要因によって規定されているが、そ
Cの重要な因子として物理的要因が挙げられる。その主なものは
實ｹ、振動、放射線、温熱条件などである。これらは生活の快
K性を失わせるのみならず、一定のレベルをこえた場合、人の
注Nにも様々な影響を与える。これらの様相を概観する。

二三　　信
i熊本大学

ｳ授）

二三　　信
i熊本大学

ｳ授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 環境保健H

　20世紀に入り、農薬、医薬、プラスチックなど、きわめて
ｽくの科学物質が生み出され、多くの分野に利用されて生活が
Lになった反面、地球的規模で環境汚染の原因となってきた。
ｱれら環境汚染物質の有害性、あらたに問題となりつつある環
ｫホルモンについて解説する。

小泉　昭夫
i京都大学

ｳ授）

小泉　昭夫
i京都大学

ｳ授）

9 産業保健　1

　産業経済の歴史を見ると、結核対策、急性産業中毒対策、じ
�x対策など、労働者の重篤な健康障害の対応が主であった時
繧ｩら、近年の産業構造や業務態様の顕著な変化に伴い、作業
ﾖ連疾患の重視、予防から積極的健康増進に発展している。こ
ｱでは、産業保険の意義、労働衛生行政、作業環境管理、作業
ﾇ理について学ぶ。

清水　英佑
i東京慈恵

?忠ﾈ大学
ｳ授）

清水　英佑
i東京慈恵

?忠ﾈ大学
ｳ授）

10 産業保健　n

　1に引き続いて、労働衛生3管理の3番目として健康管理に
ﾂいてその進め方を理解すると同時に、物理的・化学的要因に
謔驍ｳまざまの職業性疾患を学ぶ。さらに、最近問題となって
｢るメンタルヘルス、女性労働、深夜業等についても学ぶ。

同　上 同　上

11 食品の保健

　食品はすべての国民がいつも摂取するものであり、その安全
ｫは公衆衛生のひとつの基幹である。本章では有害物質、有害
�ｶ物などによる食品汚染の実情、食中毒、食品の管理、流通
ﾈどの法規制についてのべ、　「森永毒ミルク事件」最近の「雪
�酷羽?ﾅ事件」などを例として危機管理の命題としての食品
q生にも触れる。

近藤喜代太郎 近藤喜代太郎

12 学童と青年の保健

　ヒトの生理学的・解剖学的機能は20歳前後に完成され、そ
ﾌ時期は身体的疾病が生涯でもっとも少ない時期である。しか
ｵ、生活習慣病（成人病）の初期段階がこの時期において少な
ｩらず観察される。全国の国立大学保健管理施設が協力して実
{した「健康白書2000jの資料に基づいて、学生の健康状態お
謔ﾑ生活習慣病の予防について講義する。

佐藤　祐造
i名古屋大

w教授）

佐藤　祐造
i名古屋大

w教授）

13 生活習慣と疾患

　生活習慣とは長期間つづく個人の生活特性であり、食事、
�Eタバコ、運動、社会生活、休養、安全習慣などをふくむ。
ﾛ健先進国では環境側のつよい病因が制圧され、人生の途中死
Sが減じ、その分、生活習慣のようなよわい病因が有力とな
閨A長くなった寿命のため、臨床的影響を生ずるようになっ
ｽ。それが「生活習慣病」であり、その対策にはどんな習慣が
ｻんな病気を生ずるかの機序を解明し、予防政策と個人のセル
tケアに応用することが大切である。

近藤喜代太郎 近藤喜代太郎

14 健　康　管　理

　長くなった生涯にわたる健康を保つためにはケルフケアに
謔ﾁて自らの健康を保持増進する必要がある。しかし、個人の
Jの及ばない部分は法律と制度に基づいて「健康管理」を行な
､ようになっている。生まれてから死ぬまで多くの法令に基づ
｢て公的な健康管理制度がある。この講義では公的な健康管理
ﾌしくみと問題点をのべるが、生活習慣病対策など個人の努力
ｪ欠かせない分野も多い。

鈴木　庄亮
i群馬産業

ﾛ健推進セ
塔^ー所
ｷ）

鈴木　庄亮
i群馬産業

ﾛ健推進セ
塔^ー所
ｷ）

15 歯　の　健　康

　咀囑機能をつかさどる口腔の健康を生涯にわたって維持する
ｱとは、健全な成長や生活習慣の予防、高齢者の呼吸器感染や
u生活の質」の低下を防止する上で不可欠である。全身の健康

�ﾔとの関係を主に、口腔衛生、歯科疾患の予防のための公衆
q生的な配慮についてのべたい。

新庄　文明
i長崎大学

ｳ授）

新庄　文明
i長崎大学

ｳ授）
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＝高齢者の心と身体（’00）＝＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

折　茂　　　肇（東京都老人医療センター院長）〕

近藤喜代太郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本はすでに高齢社会となっている。放送大学では高齢者の生活、福祉など、社会的な側面についてはかなり広汎に
講義されているが、本科目は医学の立場から高齢者の心と身体をめぐって、15題の重要課題を選んで講義する。加齢と
ともに心身の衰えがおき、一部の高齢者にはさまざまの疾患がおきるが、その理解と対応には若齢者とは異なる視野を
要する。本科目ではこの面を重点をおき、高齢者の心身の現状、医療の問題点などを明らかにする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 老化のメカニズム

　老化は万人におこるものであるが、その起こり方、進み方を
ﾝると個人により千差万別であることに驚かされる。これは、
ﾂ体が誕生し、成熟する過程と著しい対照をなす事実であり、
V化がいかにして起こるのかを理解するためには、なぜこのよ
､な個体差が生じるのかを説明することができなければならな
｢。

石川冬木
i東京工業

蜉w教授）

石川冬木
i東京工業

蜉w教授）

2 高齢者の身体機能

　加齢変化に関する研究が進むにつれ、人間の老化を局所的に
ﾅはなく、全身的に評価できるようになった。また、病気の有
ｳではなく、生活機能の自立度で健康を定義する概念も確立さ
黶Aその結果、老化は直角型に進行することが明らかになりつ
ﾂある。

柴　田　　博

i桜美林大
w教授）

柴　田　　博

i桜美林大
w教授）

3 高齢者の心と病気

　老年期には精神の座である脳の老化の進行に伴って、精神機
¥も少なからぬ影響をうける。記憶力・思考力・判断力が徐々
ﾉ低下し、複雑な問題を扱ったり、理解することが次第に難し
ｭなる。性格にも多少とも変化が現れる。老年期には健康・職
ﾆ・役割・収入・配偶者・友人・住み慣れた環境などさまざま
ﾈ面での喪失を体験し、そのために不安・抑欝状態に陥ること
ｪ少なくない。記憶力・思考力・判断力などの低下が著しくな
驍ﾆ痴呆の状態になる。

西村　　健
i甲子園大

w教授）

西村　　健
i甲子園大

w教授）

4 いきがいと健康

　高齢者のライフスタイルが多様化してきており、高齢者自身
ｪ自ら直面するライフスタイルをわがものとして「生きがい」
�烽ﾁて生活することが心身の健康を保つ一助となる。　「生き
ｪい」活動には「友人・知人の会合」　「趣味・スポーツ」　「社

?�d・社会参加」等があげられ、コミュニティ活動を通して
sうことが健康保持につながることになる。

五島雄一郎
i東海大学

ｼ誉教授）

五島雄一郎
i東海大学

ｼ誉教授）

5 高齢者の栄養

　高齢者は低栄養状態に陥る危険性が高く、その危険因子を把
ｬし、栄養評価を行うことが必要である。老化機序には栄養が
ﾖ係している。高齢者に高率にみられる動脈硬化の発症にも栄
{が関係しており、LDLの量を増加させる因子と、　LDLの
_化変性に影響を及ぼす因子があげられ、抗酸化物が重要であ
驕B

板倉弘重
i国立健康

h養研究所
ｼ誉所員）

板倉弘重
i国立健康

h養研究所
ｼ誉所員）

6
高齢者の病気の
ﾁ徴：

　高齢者の病気の特徴として、1）多臓器に疾患が併発、2）症
�ﾌ非定型化、3）長期ケアを要する障害と痴呆、うつの増加、
S）薬害が起こりやすい、5）低栄養、感染症の増加、6）福祉と
ﾌ関わり合いか深い、7）終末期医療などの点が問題となる。本
u義ではこのような面から第7～10回の基礎となる問題をのべ
驕B

小澤利男
i東京都老人
纓ﾃセンター
ｼ誉院長）

小澤利男
i東京都老人
纓ﾃセンター
ｼ誉院長）

7 循環器の疾患

　「ヒトは血管とともに老いる」といわれるように、血液循環
ﾍ生命活動の源泉であり、高齢者の健康を保つには血圧の上昇
ﾆ動脈硬化の進行を如何にして抑制するかが鍵になる。本講義
ﾅは心筋梗塞、脳血管障害などを中心にその予防のためのライ

tスタイルと薬物治療の意義について述べる。

尾前照雄
i国立循環

夋Zンター名
_総長）

尾前照雄
i国立循環

夋Zンター名
_総長）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 感染症とがん

　高齢者の感染症では肺炎、尿路感染、褥瘡感染、敗血症など
ｪ問題となり、また新型インフルエンザが流行すれば犠牲者が
ｽ数出ると懸念されている。一方、大多数のがんは年齢の指数
汾狽ﾆして増加し、ホルモンの影響をうける前立腺癌は50歳代
ｩら急増し、乳癌は40歳代でピークを示す。本講義では高齢者
ﾌ感染症とがんをめぐる重大問題を判りやすく解説する。

島　田　　馨

i東京専売
a院長）

島　田　　馨

i東京専売
a院長）

9 神経系の疾患

　日本人の死因と罹患因の20％。ADL低下の1／2は神経疾患に
N因し、その大半は高齢者におき、脳血管障害と神経変性疾患
ｪ圧倒的に多い。本講義では高齢者に多発する主な神経疾患の
ﾁ徴と予防についてのべ、痴呆、寝たきりなど要介護状態につ
｢ても触れる。

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

10 骨と関節の疾患

　高齢者では骨疾患としては骨三三症、関節疾患としては変形
ｫ関節症が多発し、そのために自立が障害され、QOLが著し
ｭそこなわれる。骨粗霧症は骨端が減少し骨が脆くなった病気
ﾅ、大腿骨頚部、脊椎、：僥骨の骨折を起こしやすいのが特徴で
?驕B変形性関節症は脊椎、膝関節などに多発し、痛みや歩行
瘧Qを来たし、高齢者を大いに悩ませる。

折茂　　肇
i東京都老

l医療セン
^ー院長）

折茂　　肇
i東京都老

l医療セン
^ー院長）

11 高齢者　と薬

　高齢者の服薬後の血中濃度の推移（薬物動態）の特徴とその
@序について中年との違いを述べ、服薬上の注意点を示す。高
諶ﾒに多く服用される睡眠薬、消炎鎮痛薬、抗血栓薬、抗菌
�A降圧薬などについて、その使用法、副作用など、高齢者の
�ｨ療法をめぐる問題を解説する。

蔵本　　築
i東京都老

l医療セン
^ー名誉院
ｷ）

蔵本　　築
i東京都老

l医療セン
^ー名誉院
ｷ）

12
高齢者医療のあり

　高齢者の病気は成人のそれとは著しく異なるので、効果的な
纓ﾃを行うには戦略が必要である。1）高齢者のQOLを第一義
Iに考えた医療：これまでは延命のための医療が中心であった
ｪ、これからは高齢者のQOLを第一義的に考えた、自立機能
瘧Q（disability）の予防を最終目的とした医療が中心となる
ﾗきである。2）高齢者医療ではチーム医療が必須：高齢者は一
lで多くの病気に罹患している場合が多いので、専門を異にす
驫e診療科の医師及びコメディカルが協力して、最も適切と考
ｦられる医療を行うべきである。3）高齢者医療では地域連携シ
Xテムの確立が必須：各地域に於いて高齢者医療に関わる病
@、診療所、かかりつけ医がお互いに協力して高齢者医療を行
､体制を確立する必要がある。

折茂　　肇 折茂　　肇

13

看護介護・福祉～在宅ケアと介護

ﾛ険制度を中心と
ｵて～

　高齢化が進み寝たきり等の要介護者が増えている。医療の流
黷焜Lュアからケアへ、更にホスピタルケアからホームケアの
綷?ﾖと動いている。2000年置ら介護保険が導入されるが、よ
｢介護には保健・医療・福祉の連携が不可欠である。21世紀は
諟?ﾌ時代といわれる。在宅ケアを中心として看護・介護・福
モﾌあり方について述べる。

山　口　　昇

i公立みつ

ｬ総合病
@・御調町
ﾛ健医療福
リﾇ理者）

山　口　　昇

i公立みつ

ｬ総合病
@・御調町
ﾛ健医療福
リﾇ理者）

14 高齢者の死

　「畳の上の大往生」で天寿を終えるのが理想としても、多く
ﾌ高齢者は障害のために在宅・施設ケアを経て、高齢者医療施
ﾝなどで死を迎える。本講義では医療・社会・家族などの面か
迪ｻ在の日本の高齢者の死の実情に触れる。　「介護保険」の導
?i平成12年）から5年後に施設のあり方が見直されるといわれ
驍ｪ、国民が「長生きして良かった」　「手を尽くして親を見
翌ﾁた」と実感できるように死を看取れる施設が必要である。

近藤喜代太郎 近藤喜代太郎

15 長寿社会と
w諶ﾒの自立

　長寿社会となって高齢者も自立し、社会・家庭での役割を果
ｽすことが期待される。エイジレス社会とは年齢で輪切りにさ
黷ｸ、各自の能力と意思に応じて役割が与えられる、開かれ
ｽ、やわらかい社会を指すが、そのような社会を構築するには
s政はじめ、社会の側の努力だけでなく、個人の生活と心身の
ｩ立が大切である。

同　上 同　上
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：＝ｳ者からみた医療（‘03）＝（R）

〔主任講師　　高柳和江（日本医科大学助教授）〕

〔主任講師．仙波純一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　個としての患者と社会の一員としての患者という，患者および患者予備軍の立場から医療を見直してみる。医療のすべて

の面について，患者や社会の視点から見ていきたい。このうち患者学はいままで存在しなかった新しい学問体系であるので，

学生とともに考えていくような授業の進め方としたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

この科目を始めるにあたっては，それぞれのキーワードを

適切に定義しなければならない。これには，健康，病気，患 高柳　和江 高柳　和江
1 は　　じ　　め　　に

者，医療，医療提供者，医療消費者，生命の誕生および死な （日本医科大 ．（日本医科大
どの用語がある。 学助教授） 学助教授）

患者のエンパワーメント（empowerment），患者の権利，患者

のアドボカシー（advocacy），資源（resource）としての患者，

2 患者学（1）
医療教育における疑似患者（simulated　patient）としての役割な

ﾇについて学ぶ。この際に，患者会，相互のエンパワーメント，患
同　上 同　上

者とのコミュニケーション，臨床倫理として患者の視点をもつことな

どが述べられる．

新しい医療技術や治療薬は，最終的には臨床試験として，

3

患者学（2）一患者

ｩらみた臨床試験

患者を対象として行わなければならない。このとき患者の側

ｩらみた臨床試験（治験），とくに患者の権利と治験につい

ﾄ学ぶ。

仙波　純一

i放送大学教

@授）

仙波　純一
i放送大学教

�j

資本主義下の企業理念（お心様本意で質のいいものを提供

し利潤を追求する）の面から医療をとらえる。患者満足の面 和田ちひろ 和田ちひろ
患者満足医療シス から医療システムを考え，企業原理とマッチングしているか， （NPO法人 （NPO法人

4 テムと企業原理 あるいはしていないほうがいいのかを考える。 「楽患ねっ 「楽患ねっ
と」理事長） と」理事長）

医療サービスとして，患者の視点から現在の日本の医療を
見直す。さらに，外国との比較において医療提供についての多く

5 医療サービス
の問題点（医療費，病床数，入院期間，医師看護師の数，医療内

高柳　和江 高柳　和江
容など）を考える。

現状分析をふまえ，医療の質の原理や方法などを学ぶ。リ

スクマネージメント，安全管理，質の保証（QA），質の管理

6 医　療　の　質
（QC），質の改善（QI），総合的管理（TQM）などについて，患者と 同　上 同　上
社会の視点から述べる．

医療の評価は，構造と経過とアウトカム（結果）で測られ

る。それぞれ何を測っているのか，どのように評価がなされ

7 医療　の評価
ているかについて学ぶ。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一・　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

高齢者の孤独，置かれている社会的位置，身体的状況，心

理的負荷などを学び，高齢者の福祉や医療の現状を考え，自

8
高齢者の自立に向

ｯて

立に向けての考察を加える。

高柳　和江 高柳　和江

医師およびコメディカルの教育は，卒前，卒直後，現任教

育（継続教育）の三種類があるが，医療の質の継続的な改善

のためには，そのいずれにもカを注がなければならない。わ
9 医　学　教　育 が国の医学教育とその新しい流れ，患者教育，これからの医学教 同　上 同　上

育，医師教育，看護婦教育，さらに患者学から見た必要な医療提

供者教育について述べる。

臓器移植や生殖医療などでは，生命についての哲学的議論が

なされるが，この章では普通の医療場面で出会うような問題につ

いて取り上げる。とくに，患者の自己決定権，それに基づくインフ

10 医療の倫理 オームドコンセントの必要性，さらにカルテ開示などの問題につい 仙波　純一 仙波　純一
て述べる。

患者の安全管理について考える。

11 患者安全管理
i医療事故） 高柳　和江 高柳　和江

病気は薬で治るのではなく，自己治癒力によって治るのであ

る。この自己治癒力の基礎について，細胞の分化，増殖，死，さら

に精神免疫学について学ぶ。自己治癒力の方法，いわゆる代替

12 患者治癒力の向上 医療，癒し，自己治癒力，人間の幸福などについて考え，最近注 同　上 同　上

目されているnarrative－based　medicineについても述べる。

現在，生殖補助医療，遺伝子治療などの細胞レベルでバイオエ

シックス（生命倫理）に抵触する問題が多くなっている。また最近，

13
生殖補助医療・遺伝

q治療

延命治療のための医療から，QOLを高めるための医療に変わり

ﾂつある。倫理的な問題の認知と分析，その調査検討，さらに具 同　上 同　上

体的対応について述べる。

証拠に基づいた医療（evidence－based　medicine）はこれからの医

療の方向である。高度無侵襲医療として，ロボット手術など高度な

14
高度先進医療と

｡後の治療

技術が発展してきた。社会価値観の変換と医療経済の問題も考え

ﾈければならなくなっている。 同　上 同　上

社会の人々の健康を保つには，高価格で効果のある医療（臓

器移植など），高価格で効果のない医療（いわゆる延命治療），

15
健康と経済一医療

o済一

効果があり安価な医療（ワクチンなどによる予防）などの特

ｫを考えながら行うことが必要である。 同　上 同　上
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＝脳の健康科学（‘02）＝＝（TV）

〔主任講師：小川紀雄（岡山大学教授）〕
〔主任講師：　仙波　純一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　脳は生体のすべての機能をつかさどる中枢である。この脳を理解するには、異なった次元からの多角的なアプローチが必

要である。この講義のねらいは、さまざまな分野での脳研究の現状を理解し、脳の機能を学ぶだけでなく、われわれが健康

な生活を営むための知識を豊かにしょうとするものである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

脳についての講義を開始するにあたって、脳の構造・発生・

進化などについて概説する。この講義の序説となる部分であ
る。 仙波　純一 仙波　純一

1 脳の構造と働き （放送大学教 （放送大学教
授） 授）

神経細胞内では情報は電気的に伝わる。電気的活動が伝導

される仕組みと、それを担う細胞膜・イオンチャンネル・活

2
脳における情報伝

B一1

動電位などを学ぶ。神経細胞の電気的活動の総和として現れ

髞]波や脳磁図についても言及する。 同　上 同　上

神経細胞から放出される神経伝達物質がレセプターに作用
する化学的情報伝達現象の総和が脳の機能であり、またレセ

3
脳における情報伝

B一2

　　　　　　　　　　　　　一vターは中枢神経作用薬の作用部位でもある。これら脳機能
ﾌ基盤となる化学的情報伝達につい℃学ぶ。

小川　　紀雄
i岡山大学教

�j

小川　紀雄
i岡山大学教

�j

学習や環境などの外的因子によって神経ネットワークが柔
軟に変化することを脳の可塑性といい、ネットワークが固定

されているコンピュータとの根本的な違いである。リハビリ

4 脳　の　可塑性 テーションによる脳機能の回復にも不可欠な可塑性について 同　上 同　上

学ぶ。

脳の活動は血液からの酸素やブドウ糖などの栄養によって

支えられている。脳の血流は精緻な仕組みで調整されている。

5
脳の血液循環と
h養

最近脳の血流は脳画像解析によって定量化できるようにな
閨A脳の活動の指標としても使われている。 仙波　純一 仙波　純一

ヒトの大脳は外界から様々な感覚情報を受容しているが、

意識にのぼり認知されるものと、意識されずに終わるものと

ｪある。意識にのぼる感覚情報の受容は知覚と呼ばれる。こ 小川　紀雄 小川　紀雄

6 知　覚　と　認知 の章では、大脳における様々な知覚のメカニズムにつき学ぶ。
仙波　純一 仙波　純一

記憶は事柄や事実を覚える陳述的（宣言的）記憶と、技術

や方法を覚える手続き的記憶の2種類に分けられる。個人な

らびに社会の知的財産の維持発展を支える重要な高次機能で

7 記憶　と　学習 ある記憶・学習機能ついて学ぶ。 小川　紀雄 小川　紀雄：
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

特定の遺伝子を働かなくさせたノックアウト動物などで行

動の変化が観察されることから、ヒトのいろいろな行動にも

遺伝的な要素があることは否定できない。最近の遺伝研究か

8
遺伝子と知能・行
ｮ・性格

らは、以前のような単純な「氏か育ちか」というような対立

Iな考えではなく、どちらがどれくらいどのように影響を与
仙波　　純一 仙波　　純一

えているのかということに視点が移っている。ここではヒト

の知能、行動や性格などについての最近の遺伝子研究を紹介
する。

運動機能には自分の意志で行う随意運動と、無意識的に行

われる不随意運動の2種類があり、運動が円滑に行われるた

めには両者の協調が必要である。これら2種類の運動の機序

9 脳と運動機能 とそれらの障害について学ぶ。 小川　紀雄 小川　紀雄

情動や感情はヒトの行動に大きな影響を与える。不安や恐

怖もこの情動に含まれる。この章では主に不安について、そ
の仕組みや身体との関連について学ぶ。

10 情動　と　行動 仙波　　純一 仙波　　純一

脳神経外科は手術により脳の各種病変を治療しており、20
世紀後半に著しく進歩した領域である。ここでは脳の外傷、

11
脳の外傷・腫瘍・血

ﾇ障害

脳腫瘍、もやもや病や脳動脈瘤などを例として現在の脳神経

O科治療の現況を概説するとともに、遺伝子診断や治療など
ﾅ新のトピックスについても解説する。

山田　和雄
i名古屋市立

蜉w教授）

山田　和雄
i名古屋市立

蜉w教授）

脳の疾患のうちには、遺伝的要因が関与する疾患が数多く

存在している。最近の分子生物学の進歩から、このような疾

患の病態や発症への理解が進んでいる。ここでは、遺伝子レ 辻　　三次 辻　　三次
12 脳の分子生物学 ベルで脳を理解する。 （新潟大学教 （新潟大学教

授） 授）

加齢に伴って神経細胞の数は減少し、老廃物が神経細胞に
沈着物し、神経伝達物質やレセプター、脳血流や脳の代謝機

能が減少し、脳の機能もゆっくりと変化してくる。高齢化社

13 脳　　の　老　化 会に備えて老化脳の特徴を学ぶ。 小川　紀雄 小川　紀雄

脳に働く薬は、治療薬として働く一方、乱用されることも

ある。脳に働く薬の作用機序や治療目的などについて学ぶ。

14 脳　　　と　　薬 仙波　　純一 仙波　純一

脳研究には長い歴史があり、最近の科学技術の進歩により、

15 脳研究の将来

一段と脳の理解が増した。一方で、心とは何か、脳移植は可

¥か、コンピュータは脳を越えられるかなどの課題が生まれ

ﾄいる。この章では、これらの問題について考えていく。

小川　紀雄

蜚g　純一

小川　紀雄

蜚g　純一
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：＝がんの健康科学（’01）＝（TV）

〔主任講i師
〔主任講師

小林
近藤　喜代太郎（放　　　　送

博　　　（（財）札幌がんセミナー理事長・北海道大学名誉教授）〕

大　　　学　　　教　　　授）〕

全禁兜鰍とも簸な蘇問題のひとつである．すでに圧倒的な第・死因であるが、心鮪脳卒中の減少がさらに

㌶論麓謹’漿悉紮菌お季両両高高晶晶高高♂ミ㌶三野三男三二上毒三三讐二二
ができ、早；期発見すれば完治または相当の延命が可能になっている。がんの問題は研究面では総合科学ともいうべき巨

撚盤議黎轟瀞讐芒廷繍こ藩論編拳携難訓痴言隔る．

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 がん科学への序説

　がんは生命の根源にも迫る、巨大で包括的な医科学のテーマ
ﾅあるだけでなく、ひろく自然科学全体にわたる問題でもあ
@　さらに、がんは人文社会学においても重要なテーマになつる。ている。第1章ではがんを健康科学の立場かち記述し、14章の

g組みを概説する。

小林　博
i財）札幌
ｪんセ　ミ
iー理事
ｷ・北海道
蜉w名誉教
�j

ﾟ藤喜代太郎
i放送大学

ｳ授）

小林　博
i財）札幌
ｪんセ　ミ
iー一理事
ｷ・北海道
蜉w名誉教
�j

ﾟ藤喜代太郎
i放送大学

ｳ授）

2 発がんの仕組み

　第1章ではユ個の細胞ががん化し、がん組織に発展するまで
ﾌ学理をのべる。発がんは1個の細胞におきた遺伝子の変化か
迴o発する。本章では「多段階発がん説」をめぐる諸事実をの
ﾗ、それに影響するさまざまの外因・内因、家族性発がんとが
�ﾌ質の問題、成立したがん細胞の運命とがん組織の成立につ
｢てのべる。

北川　知行
i（財）癌研究

?煬､究所
ｷ）

北川　知行
i（財）癌研究

?煬､究所
ｷ）

3 がんの生物学

　がん細胞は増殖力が旺盛で、死ににくく、血管新生を促進す
驍ﾌで、無制限に増殖する。また運動性が活発で、近くの組織
ﾉ侵入し離れた組織にも転移する。近年、がんに関する生物学
I研究によって、これらの現象の仕組みがわかってきた。

葛巻　　逞
i北海道大

w遺伝子病
ｧ御研究所
ｳ授）

葛巻　　逞
i北海道大

w遺伝子病
ｧ御研究所
ｳ授）

4 がんの疫学

　疫学は発生率、有病率、死亡率を通じて、がんの動向を定量
Iに示し、種々の集団調査によって、その要因についてきわめ
ﾄ有用な情報をもたらした。本章ではこれらの問題について主
ﾈ知見をのべる。

近藤喜代太郎 近藤喜代太郎

5
食品・嗜好品と
ｪん

　食物および喫煙などの嗜好ががんの発生に密接に関与してい
驍ｱとが疫学的に明らかにされた。米国の死亡資料で食物が3
T％、喫煙が30％が原因を占めると推定され、1次予防対
�A食生活の改善と喫煙対策が重要であることが指i摘されてい
驕B飲酒のがんに対する寄与度は喫煙に比べて小さく、約3％
ﾆ推計されている。最近、緑茶とコーヒーのがん予防作用が示
ｴされている。

富永　祐民
i愛知県が
�Zンター
穀ｷ）

富永　祐民
i愛知県が
�Zンター
穀ｷ）

6 感染症・ストレス

　感染症とがんは本来まったく別のものであるが、ある種の慢
ｫ感染症はがんの原因となる。また精神的ストレスもがんの原
�ﾉなるようである。本章では今まであまり注目されていな
ｩった、これらの要因のいくつかについてのべることとする。

小林　　博 小林　　博
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執筆担当 放送担当回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

正常の細胞をがん細胞に変える遺伝子を、がん遺伝子とい
う。また正常の細胞ががんにかわることを抑制している遺伝子

7 がん遺伝子
をがん抑制遺伝子と呼ぶ。がんは、がん遺伝子とがん抑制遺伝
qの異常によって起こることがわかってきた。 葛巻　　逞 葛巻　　逞

本章ではこれについてのべ、がんについて分子レベルの理解
をすすめる。

がんは脳卒中、心臓病、糖尿病などとともに「生活習慣病」
と呼ばれている。疫学的研究から食生活、喫煙、飲酒、運動な

8
ライフスタイルと
P次予防

どのライフスタイルが発がんに密接に関与していることが明ら
ｩにされた。がんの1次予防には、禁煙、節酒、食生活上の注
ﾓ（特に、塩辛い食品と動物性脂肪の摂取抑制、生野菜・緑黄

富永　三民 富永　三民

野菜・果物類および繊維にとむ食品の頻回摂取、バランスのと
れた食事）、適度な運動などが重要である。

がん検診は2次予防対策と位置づけられ、症状の発現以前の

9 がん検診と2次
¥防

早期の段階でがんを発見し、早期に治療することにより、がん
?Sを予防することを目的としている。胃・子宮・肺・乳房・
蜥ｰの各がん検診について、わが国の現状と問題点、さらに今

辻　　一郎
i東北大学

赴ｳ授）

辻　　一一郎

i東北大学
赴ｳ授）

後の展望をのべる。

田原　榮一 田原　榮一
（（財）広島 （（財）広島

10 老化　と　がん

　老化とがん化の仕組みには共通するものが少なくない。とくに細胞の染色体末端によるテロメアは細胞の老化とともに短小

ｻするが、その働きを押さえるテロメラーゼを出すがんの細胞
ﾍ老化することなく永遠に生き続ける。本章はこの分野の最近の知見をのべる。

がんセ　ミ

iー理事
ｷ・広島大
w名誉教
�j

c原　栄俊

がんセ　ミ

iー理事
ｷ・広島大
w名誉教
�j

c原　栄俊
（広島大学 （広島大学

助教授） 助教採）

11 主　な　が　ん
P（呼吸器ほか）

　長い間日本のがんを特徴づけてきた胃がんを抜いて、肺がん
ﾍがん死のトップになっている。本章では肺がんの成因、診
f、病理、治療の現状を概説したい。

田原　榮一 田原　榮一

12 主　な　が　ん
g（消化器ほか）

　消化器がんの多段階発生の分子機序、遺伝子診断、さらには
ｪん医療における分子病理診断の重要性についてのべる。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13 がんの臨床
P一　診断

　がんは自覚症状がはっきりしてからでは治療効果が低いた
ﾟ、早期診断が大切である。本章では検診にかかわる問題は9
ﾍにゆずり、早期徴候とその意義、X線CT、　MRI、生物学
Iマーカー、細胞・組織診断など、主な診断手段についての
ﾗ、近年発展している遺伝子診断とがんのリスク評価も触れ
驕B

垣添　忠生
i国立がん

Zンター中
尓a院長）

垣添　忠生
i国立がん

Zンター中
尓a院長）

14 がんの臨床
hI一　治療

　がんの治療はめざましく進歩している。本章では、外科療
@、放射線療法、抗がん剤による療法など、既存の治療とその
ﾀ界についてのべ、遺伝子治療の試みをはじめ、最先端の進歩
ﾉも触れる。

同　上 同　上

15
がんの臨床
M一　がんに悩む
l々

　予防・治療が進歩したとはいえ、末期がんは恐るべき性格を
烽ﾁている。本章ではがんの告知～家族への対応、家族性がん
ﾌ遺伝相談、ホスピスなど、がんをめぐる人文的問題をのべ、
痩ﾆ・社会の努力にも触れる。

同　上 同　上

一一@2　5　7一





＝循環器科学（’00）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

藤島　正敏　　（九州大学名誉教授）　〕

近藤喜代太郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　健康科学を学ぶ上で心臓・血管の構造・機能と主な疾患を知ることはきわめて必要である。放送大学では限られた枠
のなかで、臓器別の科目は脳と心臓のみである。前者は動物性機能、後者は植物性機能の代表である。心筋梗塞と脳血
管障害を合わせると日本人の第一死因となる。この科目では15回の1／3を循環器素の正常な働き、2／3を臨床的問題に当

てて、心臓・血管とその疾患について主要な点を学ぶ。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

本科目では心臓・血管など、循環器の構造・機能、主な罹患

1

循
環
器
科
学
へ
の
序
§
ム

機序について学ぶ。科目数の限られた放送大学では脳と並ん
ﾅ、特定の臓器に焦点を当てた数少ない科目である。第1回で

近藤喜代太郎
i放送大学

近藤喜代太郎
i放送大学

繭 は、循環器に関する科学的認識に焦点に当てながら、後につづ 教授） 教授）

く14回の序説とする。

2 心臓・血管の働き

　心臓から送り出された血液は動脈血管を通って各臓器に運ば
黶A臓器からは静脈血管を通って再び心臓に返ってくる。正常
ﾈ循環を保つために、心臓や動脈・静脈血管にどのような仕組
ﾝが備わっているかを概説する。

竹下　　彰
i九州大学

ｳ授）

竹下　　彰
i九州大学

ｳ授）

3 循　環　調　節

　循環系は生命維持に不可欠な内部環境の恒常性を維持する最
熄d要なシステムである。そのため循環系は心臓や血管などの
ｨ理的な流れを導くハードウエアーと、その流れを合目的に神
o性・体液性あるいは構造的な対応を経て制御する調節系（ソ
tトウェア）で構成されている。本講義では調節系に的を絞
閨Aどのような原理で循環が調節されているのか、分かりやす

砂川賢二
i国立循環

夋Zンター研
?鰹z環動
ﾔ機能部
ｷ）

砂川賢二
i国立循環

夋Zンター研
?鰹z環動
ﾔ機能部
ｷ）

く解説したい。

生体には血圧を一定に調節維持する機構があり、これには多

4
血圧調節とその異

くの因子があるが大別すると神経性調節、体液性因子（ホルモ
唐ﾈど）、腎性調節の3つに分けることができる。これらの血圧

後藤淳郎
i東京大学

後藤淳郎
i東京大学

常 調節因子の異常により血圧の異常（高血圧・低血圧・血圧変動 助教授） 助教授）

など）が生じる。

高血圧を早期に発見し、適切な対策を講ずることにより高血
圧性の心臓・血管病変を予防できる。本講義では高血圧に関す 江藤胤尚 江藤胤尚

5 高　血　圧　症 る主な問題、とくに重症度に応じた生活習慣の是正、降圧薬の （宮崎医科 （宮崎医科
服用、合併症に対する治療などを学び、その科学的な根拠と有 大学教授） 大学教授）

用性に関する成績を紹介する。

日本胸部外科学会の学術調査によると1996年度のわが国の心

6
弁膜症と先天性疾

同大血管手術総数は約34700例であった。先天性心臓病の手術は
W438例で、手術生存率は94．9％であり、心臓弁膜症の手術は7654

安井二上
i九州大学

安井野牛
i九州大学

患 例で、手術生存率は95．9％であった。本講義では最近の心臓外科 教授） 教授）

治療の傾向、進歩について述べる。

不整脈は心臓の刺激生成異常、刺激伝導異常あるいは両者の

7 不　　整　　脈

組み合わせによって生じ、不規則な脈拍、頻：脈、徐脈などの形
ﾅ現れる調律異常である。明らかな原因がある場合とない場合
ﾆがあり、症状と重症度とが必ずしも一致しなかったり、まっ
ｽく病的意義のないものから突然死の原因となる極めて危険な

矢野捷介
i長崎大学

ｳ授）

矢野捷介
i長崎大学

ｳ授）

ものまであり、臨床的に多様な病態を示す。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講．師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「ヒトは血管とともに老いる」といわれているが、日本の死

8

動
脈
硬
化
と
臓
器
丁
霊

因統計によれば、死因のなかで虚血性心疾患、脳血管障害を合
墲ｹた群がもっとも多い。血管の障害は、その原因が多岐にわ

北　　　　徹：

i京都大学
北　　　　徹

i京都大学
頃 たっているが、今回は動脈硬化によって惹起される臓器障害を 教授） 教授）

中心に組み立ててみたい。

冠循環は酸素消費量のもっとも大きい臓器のひとつである心

9 冠循環とその異常

臓の栄養を司っており、生命の維持に極めて重要である。他の
汪尞z環と異なり心臓は拡張期に潅流される点が特徴であり、
ﾜた血圧の生理的変動によっても一定の循環が得られる自己調
ﾟ機構を備えた特殊な循環システムである。その破綻は虚血性

堀　　正　二

i大阪大学
ｳ授）

堀　　正二
i大阪大学

ｳ授）

心疾患の原因となる。

虚血性心疾患は、心臓の栄養血管である冠動脈の動脈硬化に
より引き起こされる病気である。狭心症、心筋梗塞が代表的な 山　口　　徹 山　口　　徹

10 虚血性心疾患 もので、西欧化した食生活と高齢社会の到来により増加しつつ （虎ノ門病 （虎ノ門病
ある。診断、治療の進歩は著しいが、予防が可能な生活習慣病 院院長） 院院長）

でもある。

最近、心不全の病態に対する考え方、診断・治療が大きく変
濁した。従来、心不全は心血行動態の異常に基づくとされ、そ
の治療もジギタリス、利尿薬に加え、血管拡張薬、強里親が用
いられた。しかしながら、一時的に心機能を改善しても必ずし 北　畠　　顕 北　畠　　顕

11 心　　　不　　全 も生命予後は改善しなかった。心不全では全身の神経・体液性 （北海道大 （北海道大
因子が活性化し、その程度は心不全の重症度、予後とも相関す 学教授） 学教授）

る。現在、不全心筋保護のために活性化している神経・体液性
因子を抑制するという新たなコンセンプトへの展開が図られて
いる。

本態性高血圧では高血圧が持続すると腎の細小動脈に硬化が
起こり、腎硬化症と呼ばれる。この血管病変がレニン分泌を充 阿部圭志 阿部圭志

12 高血圧と腎障害 進し、高血圧を更に進行させる。慢性糸球体腎炎でも正常血圧 （東北大学 （東北大学
例に比し高血圧例では腎生存率が悪く、高血圧が腎機能障害の 名誉教授） 名誉教授）

リスクファクターになっている。

体重の2．2％にすきない脳組織へ、心臓が送り出す血液量（心

13 脳循環とその異常

拍出量）の15％が流れ込み（脳血流量）、全身消費量の20％の酸
fを脳は消費する。脳血流は神経や化学因子によって調節さ
黶A血圧、動脈硬化、脳活動によって変動する。脳血流量が正
墲ﾌ半分以下になると脳は虚血に陥り、さらに低下すると梗塞

藤島正敏
i九州大学

ｼ誉教授）

藤島正敏
i九州大学

ｼ誉教授）

を生じる。

14 脳血管障害

　脳血管障害は出血性（脳出血、くも膜下出血）と虚血性（脳
[塞）に分けられ、脳梗塞はさらに3つの臨床カテゴリー（アテ
香[ム血栓性梗塞、ラクナ梗塞、心原性栓塞症）に分けられ
驕B治療、再発予防に当たってはそれぞれの病型毎に対応しな
ｯればならない。本講義では脳梗塞に重点をおいてこれらを解
烽ｷる。

山口　武典
i国立循環

﨑aセン
^ー名誉総
ｷ）

山口　武典
i国立循環

﨑aセン
^ー名誉総
ｷ）

循環器疾患はつねに死因の上位を占める。脳出血、脳梗塞、
心筋梗塞など代表的な循環器疾患の危険因子（リスク）は年

15
循環器疾患のリスク

ﾆ予防
齢、高血圧、糖尿病、高脂血症などであるが、リスクは時代と
ﾆもに変わる。疾病の予防にはリスクの管理と生活習慣、とく 藤島　正敏 藤島　正敏

に食生活の是正が不可欠である。本講義では「般住民を対象に
した久山町研究のデータを紹介し、循環器科学の結びとする。
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＝薬の歴史・開発・使用（’00）＝（R）

〔主任講師
〔主任講i師

津谷　喜一郎（東京大学客員教授）〕
仙波　純　一（放送大学教授）　　〕

全体のねらい
　薬により恩恵がもたらされる一方で、開発や副作用の問題などで、大きな社会的な問題も生じている。この科目で
は、対象を医療専門家以外におき、一般の学生が薬；と社会に関わる問題を学ぶことを目的とする。薬の歴史、現在の薬
の開発、薬の効果の評価、臨床試験の倫理、副作用情報の扱いなどは、どのようになされているか、また今後どのよう

にしていけばよいのかなどについて考えていく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 序　　　　　　説

　薬は「草煎り」との説があるように植物起源のものが主体で
?ﾁたが、現在は化学合成薬が主体である。1990年代には「開
ｭ資源を節減し、良い薬を迅速に社会に」を目指した国際協調
?c（ICH）のもとに、薬の開発の世界は大きく変わろうと
ｵている。

佐久間　昭
i東京医科

負ﾈ大学名
_教授）

佐久間　昭
i東京医科

負ﾈ大学名
_教授）

2
天然物から薬品へ
齧�ﾌ歴史（1）

　洋の東西を問わず、薬は天然物の簡単な加工品で始まり、経
ｱ、選別、伝承の反復で薬のリストができた。東洋の薬は総合
I、マクロ的認識、西洋の薬は分析的、ミクロ的認識のもとに
轤ﾜれてきた。その差は19世紀後半の西洋での有機化学誕生で
ｾ白となる。

同　上 同　上

3
薬理学から
ﾕ床薬理学へ
齧�ﾌ歴史（2）

　有機化学は天然物を離れての、近代西洋医学の薬の創製を可
¥とし、最近では生物工学も薬の開発を助けている。1872年に
��ﾌ論理性と客観性を与えるべく、シュミーデベルクが薬理
wを提唱したが、ヒトでの臨床薬理学はかなり遅れて1940年代
ﾉ始まる。

同　上 同　上

4

ランダム化と
詞ｱデザインー薬の臨床試験

@　　（1）

　「エビデンスにもとつく医療」（evidence－based　medicine：EBM）の

｢界的な流れの中で、エビデンスを「つくる」臨床試験に対する
ﾖ心が高まっている。本講では、臨床試験の基本的構成要因で
?骭､究デザインを中心に、比較試験、ランダム化、バイア
X、解析の方法などについて、解説を行う。

津：谷喜一郎

i東京大学
q員教授）

津谷喜一郎
i東京大学

q員教授）

5

プラセポと倫理一薬の臨床試験

@　　（2）

　臨床試験は目の前の患者を実験対象に使い、その結果を将来
ﾌ多くの患者に用いるという、通常の医師患者関係とは異なる
ｫ格をもつ。本講では、ます、エンドポイント、プラセポなど
ﾉついて述べ、ついで臨床試験の倫理の歴史について解説す
驕B

同　上 同　上

6
非臨床試験一薬の開発（1）

　新薬のヒトに対する投与に先立って、毒性、薬効、体内動態
ﾈどについて特徴づけをすることを前臨床試験という。個体の
ﾅ性、生殖発生毒性、依存性、抗原性、変異原性、がん原性に
ﾂいて試験する。臨床試験開始後に行うものも含めて非臨床試
ｱともいう。

永　田　　傳
iスミス・クライ

刀Eビーチャム

ｻ薬・研究開
ｭ本部長）

永　田　　傳
iスミス・クライ

刀Eビーチャム

ｻ薬・研究開
ｭ本部長）

7
治　　　　　験一薬の開発（2）

　　新薬の厚生省承認のために必要なヒトでのデータを作成す
驍ｽめに行われる臨床試験は、治験といわれる。新薬の効果と
ﾀ全性について評価する。厚生省令「医薬品の臨床試験の実施
ﾌ基準」、いわゆるGCPに沿って行われる。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

8
国際化時代の
ﾕ　床　試　三一薬の開発（3）

　ある薬が、ある病気に有効・安全であるとの検証には、適切
ﾈ対照薬とその薬との比較が原則で、ランダム化二重遮蔽試験
ｪ原則的に必要となる。すでに海外成績があれば、遺伝的、環
ｫ的要因を勘案し、妥当ならば日本に利用すべしとの方針が出
ｳれている。

佐久間　昭 佐久間　昭

9
市販後調査一薬の開発（4）

　厚生省の承認後も、臨床試験に引き続き安全性の調査が行わ
黷驕B承認前に見られなかった有害事象（副作用）が見られる
ｩ、承認前見られたものの発生頻度に変化がないかを調査す
驕B得られたデータにより薬の添付文書の内容を改訂したり、
g用を制限することがある。

永　田　　傳 永　田　　傅

10
薬の適正使用一Pdrug一

　医薬品は適応に従って適切に選択し、正しい用量・用法で使
pすることによって、はじめてその真価を発揮する。医師は絶
ｦず学習し、自分が使いこなせる薬（Personal　Drug）の幅を広
ｰながら、個々の患者に最適の薬を選ぶ必要がある。

別府　三囲
i東京都立

k療育医療
Zンター院
ｷ）

別府　宏囲
i東京都立
k療育医療
Zンター院
ｷ）

11 医薬品の情報

　医薬品に関する情報環境は大きく変わりつつある。コン
sュータ技術の進歩により、医師は豊富な医薬品情報を診療に
ｶかせるようになったが、同時に、患者に対する情報提供（説
ｾ）の義務も増大した。

同　上 同　上

12 医　薬　品　の
vロモーション

　医薬品はヒトの健康を守るための手段であると同時に、商品
ﾅもある。メーカーが提供する医薬品情報はときに宣伝と区別
ｪつきにくいことがあるが、命に関わる商品であるだけに、こ
黷�謔闊ｵう者には高い倫理性が求められる。

同　上 同　上

13 薬と国際保健

　世界には豊める国もあれば貧しい国もある。また地域によっ
ﾄ問題となる病気は異なっている。さらに人々の健康観、疾病
ﾏも多様である。こうした、現実の世界の保健状況の中で、医
�iはどういう位置を占め、どういう役割を果たしているの
ｩ、また果たすべきなのかを、WHOの活動を含めて解説す
驕B

津谷喜一郎 津谷喜一郎

14 薬の乱用　と
ｻ　の　対　策

　医薬品は本来病気を治すという目的で使われる。しかし、睡
ｰ薬・鎮痛薬・抗不安薬などは多幸感や意識変容状態を求めて
雛pされることがある。乱用は、薬と人をとりまく文化や社会
ﾆいう面からとらえられなければならない。ここでは、薬物が
ﾈぜ、またどのように乱用されるか社会的な側面から述べる。

仙波純一
i放送大学

ｳ授）

仙波純一
i放送大学

ｳ授）

15 ま　　　と　　　め
　最後の章として、今まで述べられなかった薬物をめぐる種々
ﾌ問題を補足し、その対策を述べる。

仙波純一

ﾃ谷喜一郎

仙波純一

ﾃ谷喜一郎
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＝リハビリテ｝ション（ζ03）＝・（R）、

〔主任講師：眞野行生　（北海道大学教授）〕
〔主任講師：近藤　喜代太郎（放送大学教授：）〕

全体のねらい

　リハビリテーション（リハ）とはr回復Jを意味し、障害をもちながら社会復帰する人々を支援する学理であり技術である・リハビリテ

ーションが分野として成立したのは医療と看護よりずっと新しく、第3の医療とよばれた。従来は、対象と手段が限られていたが・近

年きわめて広範な問題について、多くの新しい方法が試みられ、二二社会を迎えて、質的にも変化を遂げ、地域リハビリテーショ

ンの分野が拡大されつつある。本科目はリハビリテーションの主な概念、目的、方法、分野とそれぞれの問題点を展望する。本科

目はラジオ科目であるので、手技などの視覚的な部分を抑え、概念に重点をおく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
リハビリテーション総

_

リハビリテーション医学は障害者を対象とし、医学的管理を行

｢、社会的復帰をいかに援助するかを命題とする。本章ではリハ

rリテーションの歴史、方法、目的、主な領域などについてのべ、

S体への序章とする。

眞野　行生
i北海道大学
ｳ授）

ﾟ藤喜代太郎
i放送大学教
�j

眞野　行生
i北海道大学
ｳ授）

ﾟ藤喜代太
Y（放送大学
ｳ授）

2
リハビリテーションに

ｨける評価とQOL

リハビリテーションは、評価に始まり評価に終わるといわれる。評

ｿは、疾患により発生した障害を、客観的な手法でできるだけ定

ﾊ的にとらえ、これにより効果的なリハビリテーションアプローチを

ｷる。従来延命（量）が医療の目的であったが、近年の医療・特に

潟nビリテーション医療の目的はQOL（生活の質）の改善である。

潟nビリテーション診療に用いられるQOL評価法についても概説

ｷる。

渡部　一郎
i北海道大学

赴ｳ授）

渡部　一郎
i北海道大学

赴ｳ授）

3
リハビリテーションに

ｨける治療

リハビリテーション医学では、障害者の有する障害を軽減するた

ﾟの特有な治療が行われる。その中には、理学療法、作業療法、

ｾ語聴覚療法、ソーシャルワーク、リハビリテーション看護が含ま

黷驕Bこれらの内容について概説する。

間嶋　　　満

i埼玉医科大
w教授）

間嶋　　　満

i埼玉医科大
w教授）

4
神経再生と脳の機

¥再構築

神経系が障害されれば、臓器レベルの機能障害を生じ、さらにヒ

gとしてもさまざまの能力障害が発生する。障害からの回復には神

oの再生と機能の再構築が必要である。末梢神経は再生力が高

ｭ、また中枢神経細胞も一部の神経細胞が死滅しても芽生によっ

ﾄ神経回路網が新生される。早期リハビリテーションが有効なのは

ｱれらの機序による可逆性が侵害の直後ほど大きいためである。

{章ではリハビリテーションの基礎となる神経科学の原理につい

ﾄ学ぶ。

眞野　行生
i北海道大学
ｳ授）

眞野　行生
i北海道大学
ｳ授）

5
脳性麻痺など幼児

厲ｾ患

かつて脳性小児麻痺CPとよばれた児の悲劇は、妊娠から周産

冾ﾉ至る医療看護の進歩で大きく減ったが、本章では脳性麻痺を

ﾓくむ種々の幼児期疾患のリハビリテーションを論ずる。小児の障

Qを扱うとき、成人と違うのは成長するということである。従って小

凾ﾌリハビリテーションではこのことをふまえた治療計画やゴール

�ﾝ定しなければならない。

三上　　眞弘

i帝京大学教
�j

三上　　眞弘

i帝京大学教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6 脳卒中

脳卒中は、リハビリテーション医学の最も主要な対象疾患の1つ

ﾅある。脳卒中の分類、脳卒中によって生じる機能障害・能力障

Q・社会的不利、ならびにそれらに対するリハビリテーションの過

��A急性期・回復期・維持期に分けて概説する。
間嶋　　満
i埼玉医科大
w教授）

間嶋　　満
i埼玉医科大
w教授）

7 失語・失行・失認

失語・失行・失認は大脳皮質の特定の部位の傷害が特有の認

m・表出の障害を呈するものである。これらを生ずる基礎疾患でも

ﾁとも多いのは脳卒中であり、病巣部位によっては運動・知覚麻痺

ﾆともにこれらを生じ、患者のQOLをいちじるしく低下させる。本章

ﾅはこれらを中心とする局在性の大脳高次機能の障害とその対策

ﾉついて学ぶ。

蜂須賀研二
i産業医科大
w教授）

蜂須賀研二
i産業医科大
w教授）

8
頭部外傷後遺症で
ﾌ高次脳機能障害

頭部外傷では身体障害に加えて、注意力低下、記憶障害、判

f力の低下、コミュニケーション障害などの認知障害や、行動異

墲ｪみられる。認知リハビリテーションが注目されている。 眞野　行生
i北海道大学
ｳ授）

眞野　行生
i北海道大学
ｳ授）

9
老年期痴呆と認知

瘧Q

高令社会のなかで老年期痴呆とそれに至る種々の程度の認知障

Qはきわめて多くなり、本人・家族・社会・国家にとって大きな問題

ﾆなっている。本章は詔令者における認知障害の対策として、デイ

Pアなどのグループ活動、脳活性訓練などについてのべる。
近藤喜代太郎

i放送大学教
�j

近藤喜代太郎

i放送大学教
�j

10 脊椎・脊髄疾患

脊椎・脊髄疾患は両下肢の対麻痺、膀胱直腸機能、性機能など

�瘧Qする。本症は頭部外傷とともに労働災害、交通事故を特徴

ﾃける障害である。本章ではリハビリテーションの視点から脊損の

ｻ状を展望する。
三上　眞弘
i帝京大学教
�j

三上　眞弘
i帝京大学教
�j

11 物理療法

物理療法とは各種のエネルギーを生体に作用させ障害の軽減・

@能改善をはかるものである。温熱・光線・電気・音波・機械力な

ﾇが利用され、痙痛性疾患、拘縮、循環障害に有用である。わが

曹ﾅは温泉療法が古くから行われているが、温熱療法・水中運動

ﾃ法として運用することにより十分な効果が期待される。

渡部　　一郎

i北海道大学
赴ｳ授）

渡部　　一郎

i北海道大学
赴ｳ授）

12

装具・補助具および　　　　　　’ITの活用

補装具（義肢・器具）は四肢・体幹の形態と機能の代償および保

?�ﾚ的として、障害の特徴や個々のニーズに応じて個別に処

禔E作製される。本章ではそれらを概括し、補助具の概要と、携帯

d話を用いた動薗電送の試みについても紹介する。

眞野　行生
i北海道大学
ｳ授）

x　　享一
i北海道大学
蜚C）

眞野　行生
i北海道大学
ｳ授）

x　　享一
i北海道大学
蜚C）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13
糖尿病など内科的

ｾ患

糖尿病は代謝異常による代表的な疾患で、その病状は栄養量、

^動量との相対的な関係で決定される。薬物療法のみでは治療

ﾍ困難である。患者により適正な運動強度の有酸素運動療法を

sう必要がある。

渡部　一郎
i北海道大学
赴ｳ授）

渡部　一郎
i北海道大学
赴ｳ授）

14 心肺疾患

心肺疾患の中で、リハビリテーションの対象とされるのは、急性

S筋梗塞と慢性閉塞肺疾患である。これらに対するリハビリテーシ

㏍唐ﾍ、心機能や呼吸機能の改善のみならず、QOLの改善をも目

Iとした包括的リハビリテーションが主流となっており、それについ

ﾄ概説する。

間嶋　＝満（埼

ﾊ医科大学教
�j

間嶋　満（埼

ﾊ医科大学教
�j

15
介護と地域リハビリ

eーション

「地域リハビリテーション」とは「地域・在宅で生活している障害者

�ﾎ象に、その生活の場を中心に展開されるリハビリテーション」

ﾅある。WHO（1958）の提唱するcommunity－based　rehabnitation

ﾌ概念が各国の実情のなかで実用化したもので、我国でも在宅

諟?ﾌ重要な手段となりつつある。

蜂須賀研二
i産業医科大
w教授）

蜂須賀研二
i産業医科大
w教授）

一一一@2　6　5一





二児童家庭福祉（‘03）＝（R）

〔主任講師：庄司洋子（立教大学教授）〕
〔主任講師：松原康雄（明治学院大学教授：）〕

全体のねらい

　子ども・家庭・地域社会をめぐる大きな変容のなかで、児童福祉の施策・制度・援助活動は再構築をはかる段階にき

　　　　50年ぶりに改正された児童福祉法の課題の根底には子どもをめぐる現状への深刻な認識があり・特に家庭のている。
変容がもたらす子育ての諸困難の拡大があった。この講義では、子どもの生活に大きな影響を与えている現代家族の状

況をふまえて、児童家庭福祉のありかたを検討する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

子どもの問題は、家族のありようと深く結びついていること

に目を向け、現代の児童福祉が児童家庭福祉という視点に立

って再構築されてきている動きを概観する。 庄司　洋子 庄司　洋子

1 児童家庭福祉の視 （立教大学教 （立教大学教

座 授） 授）

児童福祉という領域の成立過程とその展開を、主に近代社会

における人々（とくに子どもとその家族）の生活の変化を通

して整理する。その上で、現代における児童福祉の特徴を明 寺脇　隆夫 寺脇　隆夫

2
児童家庭福祉の歴 らかにし、それがどのような課題を持っているかを考える。 （長野大学教 （長野大学教

史 授） 授）

亭どもの養育環境の大きな変化を全体社会のなかで捉えてい

く。とくに、家族と地域社会の変容が、子どもの発達に及ぼ

す影響、親にとっての子育ての困難の現状を中心に検討する。

3
現代の養育環境 庄司　洋子 庄司　洋子

子どもが一人の人間として、（同時に、社会の成員として）、

権利主体として存在することの意味を考える。とくに子ども

の権利をめぐる歴史的考察、および近年の国際的動向の上に

4
子どもの権利保障 立って、児童福祉領域での課題について明らかにする。 寺脇　隆夫 寺脇　隆夫

児童福祉にかかわる法律とそれに基づく諸制度を概観する。

児童福祉法とその周辺の関係法との関連および児童福祉法の

5
児童家庭福祉の法

構成と内容、その特徴を明らかにする。また近年における改

ｳの意味や児童福祉の実現のための現代的課題について考え 同　　　上 同　　　上

制 る。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6 児童家庭福祉サー
rスの体系

児童家庭福祉の領域では、具体的にいかなるサービスが提供

ｳれ、利用されているのか、児童家庭福祉の機関・施設の構

ｬとサービス内容、利用のしくみについて児童相談所を中心
ﾉ理解する。

松原　康雄
i明治学院大

w教授）

松原　康雄
i明治学院大

w教授）

7
児童家庭支援の方

@

子どもとその家庭がかかえる現代的ニーズへの対応につい
ﾄ、相談、子どものケア（入所・通所）、障害児への援助、

Pースマネジメントとネットワーク、ファシリティという区
ｪから学ぶ。 同　　　上 同　　　上

8
共働きと保育

共働き家庭とその子どもにとって不可欠な保育の制度につい

ﾄ、その歴史や現状を学ぶ。とくに、共働きの拡大や親の働

ｫ方の多様化を背景とする現代的な保育問題に対して展開さ

黷ﾂつある新しい諸制度とそれをめぐる課題を、「仕事と子

轤ﾄ」の両立支援の視点から検討する。

桜井　慶一
i文教大学教

�j

桜井　慶一
i文教大学教

�j

9 地域における子育

ﾄ支援

現代の親がかかえる子育ての困難に着目し、地域社会におい

ﾄ多様な子育て支援のとりくみがすすめられている。少子社

?ﾌ育児力の低下に対応した地域子育て支援の現状と課題を
揄�ｷる。 同　　　上 同　　　上

10
家族の養育力と子
ﾇもの育ち

現代社会のさまざまな要因によって、子どもの育つ力がゆが

ﾟられている現実、とりわけ、子どもの成長を支えきれなく

ﾈっている家族の実態について、要養護問題・非行問題を中

Sに考察し、施策の現状と課題を検討する。
湯澤　直美
i立教大学助

ｳ授）

湯澤　直美
i立教大学助

ｳ授）

11
障害児とその家族

ﾖの支援

子どもの障害の早期発見や早期療育の重要性に着目し、障害

ﾌある子どもが地域社会のなかでどのように育っていくの
ｩ、その施策と取り組みの現状を理解し、課題を明らかにす
驕B

石渡　和実
i東洋英和女

w院大学教
�j

石渡　和実
i東洋英和女

w院大学教
�j

12
ひとり親家庭の子

轤ﾄ

離婚等による母子家庭・父子家庭の増加に目を向け、これら

ﾌひとり親家庭が抱える子育ての困難とその背景、ひとり親

ﾆ庭を支える諸制度の現状と課題を考察する。

湯澤　直美 湯澤　直美
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家庭内の、とりわけ親による子どもの虐待が社会問題化して

いる。その要因を明らかにするとともに、子どもの虐待の発

見や予防のためにいかなる取り組みがすすめられているかを

13
児童虐待への取り 理解する。 松原　康雄 松原　康雄
組み

不登校や引きこもりの動向・現状、及び福祉制度上での対応

14
不登校・引きこもり

ﾖの取り組み

について概観する。

?墲ｹて、ソーシャルワークの視点について簡単に紹介しな

ｪら、子どもの権利保障を促進するような社会的サービスの

?阨福ﾉついて考える機会とする。

渋谷　昌史
i日本子ども

ﾆ庭総合研究
褐､究員）

渋谷　昌史
i日本子ども

ﾆ庭総合研究
褐､究員）

社会の変化とともに複雑化・多様化しつつある児童家庭福祉

のニーズを再点検し、現在の施策や制度がそれらにどう応え
ているのか、今後に何が求められているのかを検討する。 庄司　洋子 庄司　洋子

15
児童家庭福祉の課

閧ﾆ展望 松原　康雄 松原康雄
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＝障害者福祉（’01）＝（R）

〔主任講師 三ツ木　任一（放送大学名誉教授）〕

全体のねらい
　戦後55年の間にかなり進展してきたわが国の障害者福祉は、平成の社会福祉改革の最中で新たな変革を迫？2．れてい
る。どんなに障害が重くても、必要な援助を受けながら、地域で主体的に生活できる、ノーマライゼーションが実現し
た社会をつくるために、私たち一人ひとりがいま何をなすべきかを問い直してみたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

1 障害者福祉の動向

　わが国における障害者福祉の進展の経過を概観するととも
ﾉ、障害者基本法、障害者プランを中軸として推進されてきた
ﾟ年の障害者施策の実施状況、新たな社会システムに対応した
瘧Q者施策の再構築のあり方にについて検討する。

三ツ木任一
i放送大学

ｼ誉教授）

三ツ木任一
i放送大学

ｼ誉教授）

2 障害者福祉の理念

　人権の尊重、ノーマライゼーション、自立生活、自立と社会
Q加の促進など、障害者福祉の基本理念の本来の意味を概観し
ﾈがら、私たち自身の意識や福祉サービスの現実とのギャッ
v、そしてそのギャップを埋める方策について検討する。

同　上 同　上

3 障害者福祉の対象

　障害者福祉の対象は、身体的または精神的な機能障害がある
ｽめに日常生活や社会生活で困難を抱え、その困難を解決、軽
ｸするために社会福祉の支援を必要とする人たちである。わが
曹ﾌ対象者の範囲を示しながら、対象者の認定に関わる課題を
沒｢する。

赤塚　光子
i立教大学

ｳ授）

赤塚　光子
i立教大学

ｳ授）

4 障害者福祉の制度

　わが国の障害者福祉の法・制度は、障害種別毎に定められ、
ｳ育、雇用など多岐にわたる関連法・制度が生活全般を支援す
骼d組みとなっている。これらを概観し、法の対象者との関係
�ﾜめて、今後の課題を検討する。

同　上 同　上

5
障害をもつ子ども
ﾌ療育と教育

　医療の進歩により、障害をもつ子どもの重度化・重複化が進
ﾞ中で、療育・教育は大きな変化を求められている。軽度の障
Qをもつ子どもや「障害」という概念に当てはまらない子ども
ﾌ問題も注目されている。今後の療育・教育はどうあるべき
ｩ、国際的動向も踏まえて検討する。

石渡　和実
i東洋英和

頼w院大学
ｳ授）

石渡　和実
i東洋英和
頼w院大学
ｳ授）

6 障害をもつ人の
ﾝ宅福祉

　障害をもつ人の地域生活を支える在宅福祉サービスの整備の
ﾟ程を振り返りながら、現行のサービスを概観する。さらに、
宴Cフサイクルを通した支援、障害種別や地域による格差、供
泣Vステムのあり方など、今後の課題を検討する。

赤塚　光子 赤塚　光子

7
障害をもつ人の
{設福祉

　わが国の障害者福祉は、施設福祉を主流とした時期を経て現
ﾝに至っているが、今もなお施設が果たしている役割は大き
｢。この経過と現状を示しながら、施設の役割の整理、施設改
vの方向性など、今後の課題を検討する。

同上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 障害をもつ人の
ﾙ用・就業

　障害をもつ人の就業状況はどうなっており、雇用促進のため
ﾌ法・制度や対策はいかに取り組まれてきたかを概観する。ま
ｽ、障害種別の就業状況と課題について、欧米での雇用対策と
芒rしながら検討する。

丸山　一郎
i埼玉県立

蜉w教授）

丸山　一郎
i埼玉県立

蜉w教授）

9 障害をもつ人の
沁ンI就労

　現在10万人以上の障害をもつ人が就労している授産施設や
ｬ規模作業所の実態を概観し、一般の雇用・就業が困難な重度
ﾌ障害をもつ人にとっての働く意義や働く機会を確保する方策
ﾈどについて検討する。

同　上 同　上

10 障害をもつ人の
n域活動

　障害をもつ人が生活、人生の質（QOL）を高めるために
ﾍ、日常生活において他の住民と同様に地域社会の諸活動に参
ﾁすることが不可欠である。スポーツ、文化、芸術などの諸活
ｮへの参加状況を概観し、今後の課題を検討する。

同　上 同　上

11
障害をもつ人によ
骼ﾐ会行動

　国際障害者年以降、自立生活運動をはじめとする障害者自身
ﾌ社会行動が、障害者福祉のあり方を大きく変えてきた。政策
?閧ﾖの参加・参画、福祉サービスの新たな担い手、さまざま
ﾈ地域活動など、その流れと今後の課題を検討する。

石渡　和実 石渡　和実

12 障害をもつ人の
??i護

　権利擁護（advocacy）という概念は、社会福祉の根幹をなす
烽ﾌで、障害者運動の進展の中から確立されてきた。権利擁護
ﾉ関わる当事者、関係者の活動を概観し、社会システムの変化
ﾌ動向を踏まえて、今後の課題を検討する。

同　上 同　上

13 世界の障害者福祉

　障害をもつ人は、世界の人口の10％、6億人を超えるとい
墲黷ﾄいる。他の人々と同様の生活の実現が取り組まれている
曹ｩら、まったく顧みられていない国まで、障害者福祉の状況
ﾉは大きなギャップがある。欧米とアジアの国々の障害者施策
ﾌ状況を紹介する。

丸山　一郎

@∫

丸山　一郎

14 障害者福祉の
}ンパワー

　障害者福祉には、社会福祉：職、介護福祉職、医療技術職など
ｽ種多様な専門職員、障害を持つ当事者、家族、ボランティア
ﾈどが関わっている。これらのマンパワーの状況を概観しなが
轣A効果的なチームワークのあり方について検討する。

三ツ木任一 三ツ旧任一

15 障害者福祉の展望

　めまぐるしく移り変わる社会的状況において、障害者福祉は
ｽをめざして進めばよいのか。これまでの学習を総括して、主
vな課題とその解決への指針を検討しながら、21世紀の障害
ﾒ福祉のあり方を方向づける。

同　上 同　上
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＝＝ w諶ﾒ福祉論（‘03）＝（TV）

〔主任講師：浅野仁（関西学院大学教授）〕
〔主任講師：　栃本　一三郎（上智大学助教授）〕

全体のねらい
　21世紀を迎えたわが国の高齢者福祉の構想が世界とのつながりの中でイメv…一・一ジできるような内容とすると共に、20世紀

後半から人生を始めた中年世代にとっての高齢者福祉という視点と、それよりも若い世代にとってのこれからの高齢者福祉

のあり方を政策、実態、サービス現場という3つの視点を分けながら論じていく。また、常に国際的視点から、政策・生活・

意識の実情を説明していく。
　高齢者福祉を社会老齢学という観点から説明すると共に、従来の老人福祉の視点だけでなく、社会政策の観点から整理し、

理解を深める。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
少子・高齢社会の実

鰍ﾆ今後の展望

　コース全体のねらいを論じると共に、高齢社会とはどのよ

､な社会なのかについてマクロな視点から検討する。先進諸

曹ﾍおしなべて高齢社会であり合計特殊出生率の低い社会に
ﾚ行している。少子・高齢社会の人口論的な特質、社会構造、

o済構造、財政などについて、現状、今後、国際比較をおこ

ﾈい明るい展望を示唆

栃本　一三郎

i上智大学助
ｳ授）

栃本　一三郎

i上智大学助
ｳ授）

2
高齢者に関する誤
�ﾆ偏見

　高齢者や高齢社会をマイナスイメージで捉えている人が多

｢が、それは高齢者や高齢社会を過って理解していることが
ﾐとつの理由である。それらの「誤解」はまた、「偏見」を

ｶじる要因ともなっている。高齢者や高齢社会に対する正し
｢理解を持つことの重要性を認識するための、具体的質問項

ﾚと通じて自己チェック

浅野　　仁
i関西学院大

w教授）

浅野　　仁
i関西学院大

w教授）

3
身体的機能と加齢
ﾏ化と自立

　身体的機能の加齢変化は、明らかに機能低下をもたらす。

w誧冾ﾌ身体機能の特質を解説するとともに、日常生活にお
ｯる高齢者の「自立」のあり方をリハビリテーションの立場

ｩら講義する。

竹内　孝仁
i日本医科大

w教授）

竹内　孝仁
i日本医科大

w教授）

4

心理、精神的機能の

ﾁ齢変化とその対

　高齢期の心理、精神機能の正常な加齢変化は複雑なメカニ

Yムを有している。最近の研究成果を基にその特性を説明す

驕Bさらに、現状において大きな課題となっている「老年痴

�vの原因、症状、対処法についても講義

長嶋　紀一
i日本大学教

�j

長嶋　紀一
i日本大学教

�j

5
認知年齢とQOL（生
?ﾌ質）

　高齢者の「暦年齢」とは異なる「認知年齢」は、その人の
v考方法と行動様式により強く影響を及ぼすと考えられる。
｡回は、　「認知年齢」の持つ意義について個人と社会の両面

ｩら考察する。また、福祉サービスの理念、目標であるQO
k（生活の質）の概念、測定尺度などについて学ぶ

浅野　　仁 浅野　　仁

6

高齢社会と社会保
痰ｨよび高齢者社
?ｭ策

　社会保障制度が高齢者にどのように対応しようとしている

ﾌか、基礎的データを含めその全体像を示すと共に、高齢者

ﾐ会政策という視点から、その展開と今後を政策場面から紹

薰ｷる。分権化、規制緩和、地域主義、市場化、複合化など
ﾉついても検討。福祉資本主義の3類型（ソシオデモクラティック・コーホ．

宴eィズム・リベラル型）と比較しながら論じ、ポジティブ社会政策

ﾌ必要性を解説。

栃本　一三郎 栃本　一一三郎

一2　7　3　一一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 家族　と　扶養

　家族の持つ意味を歴史的に見ていくと共に、近年の仮説を

ﾐ介しながら、人類にとっての家族、親世代との連続性の重

v性について論じる。また、人口論から見た世帯についても
_じる。個族というものがあり得るのか、都市と世帯、家族

ﾆジェンダー等についても論じ、あわせて社会保障との関連

ﾅ家族と扶養を考察。

栃本　一三郎 栃本　一三郎

8
所得保障の課題と
｡後の方向

　高齢者のおかれた経済的な状況（収入・資産・支出）の変

ｻと現状を踏まえた上で、所得保障制度と資産形成について、

e国との比較で論じる。年金制度以外の公的な生計維持のた

ﾟの手段や各種の現金給付についても論じるが、負担や支出
ﾉついても分析。

同　上 同　上

9
医療保障の課題と
｡後の方向

　高齢者の疾病の特徴、高齢者医療保障制度の現状、問題点

ﾆともに、今後の医療保障の方向を地域医療、病院機能、医

ﾃサービスに関連サービス、医療サービスの質、健康の質、

^ーミナルケア、財源調達、支払い方式、高齢者負担等に言

yしながら論じる。医療政策の考え方についても各国に触れ

ﾈがら論考

川渕　孝一
i東京医科歯

ﾈ大学大学院
ｳ授）

川渕　孝一
i東京医科歯

ﾈ大学大学院
ｳ授）

10 高齢者と住居

　高齢者の住居と住まい方について、多様な観点から、そし

ﾄ特に将来のあり方という視点から考察していく。単にバリ

Aフリーやユニバーサル・デザインの住居についてだけでな
ｭ、地域の環境、都市空間などの「まちづくり」や公的な住
譿ｭ策や民間事業者の動向についても海外情報を含めて論じ
驕B

白石　　真澄

i東洋大学助
ｳ授）

白石　　真澄

i東洋大学助
ｳ授）

11
在宅サービスの課
閧ﾆ今後

　高齢者の生活の質を高める条件のひとつは、高齢者が住み

ｵれた家庭や地域においてできるかぎり長期にわたって生活
ｷることである。そのために、種々の在宅福祉サービスの拡

[はますます重要となっている。ここでは、国内外の在宅福

ャTービスの実際を紹介し、これからの方向について解説す
驕B

浅野　　仁 浅野　　仁

12
施設福祉サービス
ﾌ課題と今後

　家庭において家族の支援が困難となった要介護高齢者は、

{設福祉サービスを利用する。施設サービスにおける新しい

謔闡gみ、ターミナルケアやグループホームなどを紹介しな

ｪら、入所施設が抱える課題と解決の方向について講義 同　上 同　上

13
介護保険制度の課
閧ﾆ今後のあり方

　わが国の介護保険制度の実施体制と現場における現状と課

閨Aそれに対する対応策について、政策、実態、現場の3局
ﾊから論じていく。またオランダ、ドイツ、オーストリアの

諟?ﾛ険制度およびその運用との比較もおこないわが国の特
ｿを明らかとする。介護保険制度と関連施策や経済・社会・

Y業への影響も考察。

栃本　一三郎 栃本　一三郎

一一@2　7　4一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
高齢者の社会参加
ﾌ意義と今後

　一定の自立生活が可能な大方の高齢者にとって、　「生きが

｢」や「介護予防」のための社会参加は極めて重要である。

ｱこでは、高齢者のボランティア活動と生涯学習の意義、活

ｮの実情、課題と今後のあり方について具体的事例を通じて

w習する。
浅野　　仁 浅野　　仁

15
今後の方向・社会老

誧wの展望

　14講を総括し、主任講師である浅野仁、栃本一三郎ととも

ﾉゲストを迎え、これからの高齢者福祉の方向、行政、福祉

ﾖ係者、市民がそれぞれ取り組むべきテーマを提言するとと

烽ﾉ、高齢者福祉の研究の方向性について論じる

浅野　　仁

ﾈ本一三郎
A他

浅野　　仁

ﾈ本一三郎
A他

一2　75一





＝地域福祉論（‘03）＝（R）

〔主任講師：　牧里　毎治（関西学院大学教授：）〕

全体のねらい
　地域福祉が住民主体を基本とする地域社会をベースにしたサービスとケアのシステムであることを理解する。この場合、

地域住民は、サービスの受け手であるとともにサービスを創出する担い手でもあることを学ぶ。国から地方への中央集権的，

上意下達的な縦割り型の法令や補助金に拘束された官僚的福祉行政ではなく、生活者である住民の目線から自治体を含む

様々な専門職団体や住民団体とともに多様な生活支援サービスや市民活動を横につないでいく取り組みであることを理解

する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
地域福祉の

@理念と概念

　地域福祉とはなにか。その概念を説明します。

n域福祉の範囲と構成をアプローチの仕方によって説明しま
ｷ。大きくは社会構造の一つとしてとらえ、もう一つは社会

I機能としてとらえるアプローチです。あわせてこれらの地
謨沁ャVステムを支えている理念、たとえばノーマライゼーションやエン

oワーメント、あるいはコミュニティケアなどについても述べます。

牧里　毎治
i関西学院大

w教授）

牧里　毎回
i関西学院大

w教授）

2
地域福祉の

@源　流

　歴史的にみると、地域福祉なるものはどのように進展して
ｫたか。西欧での歴史的展開を含めて、特に戦前日本の地域

沁モﾌ源流をたどります。地域福祉ではなじみの深いセツル
＜塔g運動や慈善事業協会、地方改良運動など日本的取り組
ﾝと欧米での歴史的展開を対比させながら説明をします。

永岡　　正己

i梅花女子大
w教授）

永岡　正己
i梅花女子大
w教授）

3
戦後日本の

@地域福祉

　戦後日本の社会福祉の歩みをみると、戦後復興から今日の

n方分権まで、社会福祉体制の整備とともに地方自治体を中
Sとする地域福祉政策への指向が高まってきています。福祉

ｭ策の地域指向がどのように生じてきたのか、その変化と歩
ﾝおよび社会的背景を述べます。それとともになぜ地域福祉

ｪ台頭してきたのか理由をさぐります。

同　上 同　上

4
地域福祉の

@構成と範囲

　地域福祉とは具体的にはどのような範囲と内容をもつシス

eムなのか、また、どのように構成されているのかを体系的
ﾉ説明します。サービス体系としの在宅福祉サービスと施設

沁ャTービス、運営要件としての住民組織化活動、計画化機

¥などについて言及します。さらに地域福祉システムを支え
骼ｩ治体運営と住民参加の重要性につても述べます。

野口　定久
i日本福祉大
w教授）

野口　定久
i日本福祉大
w教授）

5
地域福祉における
Tービス供給組織

　在宅福祉サービスおよび施設福祉サービスともに、これら

ﾌサービスは、様々な供給組織によって提供されている。こ
ﾌ多元的なサービス供給の実態と課題について説明します。

ﾜた、これらの多様なサービス供給組織の連携や統合の必要
ｫについても言及します。特に介護保険の制度化にともなう
n域福祉のあらたな政策・実践の課題についても述べます。

同　上 同　上

6
福祉施設と

@地域社会

　施設福祉から在宅福祉へのシフトが地域福祉の主要な潮流

ﾆも言われてきましたが、施設建設反対運動のようなコンフ

潟Nトも起こっています。

n域福祉を実体として形づくっていくには、福祉施設が地域

ﾐ会の福祉拠点にならなければならないことを述べます。福

ヮ{設の社会化などをふりかえりながら今日的課題について

燒ｾします。

同　上 同　上

一2　77　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地域福祉推進の中核的機関である社会福祉協議会の特質お

よび戦後50年の実践を振り返りながら民間組織としての役割

7
社会福祉協議会

@NPO

と課題について説明します。福祉施設などの社会福祉法人と

ﾍ異なる市民参加型の法人としての展望にも言及します。
mPOなどの新しいタイプの公益法人との連携や社会福祉協議

藤井　博志
i大阪府立大
w講師）

藤井　博志
i大阪府立大
w講師）

会のNPO的運営についても述べます。

福祉コミュニティの形成にはボランティア活動や地域での

助け合い活動など市民参加型のまちづくりを欠かせません。

8 ボランティア
?ｮと福祉教育

福祉社会を構成する主体者としての住民やボランティアの成

ｷが望まれています。地域福祉に密接に結びついている福祉

ｳ育や福祉学習について住民の主体形成を促進する視点から

同　上 同　上

これらの実態と課題について述べます。

民生委員・児童委員は歴史的にも日本的地域福祉の原点で

もあり、今日の地域福祉の主要な担い手でもあります。これ

9
民生委員・児童委員

ﾌ現状と課題

ら民生委員・児童委員の地域福祉に果たしてきた役割や活動

ﾀ績について評価するとともに、あわせて地域社会で独自に

ｧ度化されている福祉委員の実態についても現状を説明しま
ｷ。

同　上 同　上

地域福祉の主体者として住民がサービスの受け手でもあり

担い手でもあることを説明します。住民が福祉における住民

10
住民主体形成と

@当事者組織

自治の主役にならなければならないことの重要性について述

ﾗます。住民の主体形成だけでなく、福祉問題を抱える様々

ﾈ当事者についても受益者でもあり担い手でもある主体者と

同　上 同　上

しての成長の必要性を述べます。

生活圏としての地域社会にねざした地域ケアシステムは、

サービス供給の仕組みづくりだけでなく福祉情報の提供や情

福祉の情報提供相 報公開、ニーズ把握の実態調査や継続的な相談体制づくり、

11 談・苦情解決 苦情解決などのシステム化が必要です。ニーズ発見、問題把 三里　毎治 三里　毎治
のシステム化 握から苦情解決などまで市民参加による取り組みが求められ

ていることにも言及します。

住民参加は、地域福祉にとって重要な本質的要素です。そ

の参加・参画を促進するには専門職であるコミュニティワー

コミュニティワー カーによる支援が必要となります。住民福祉活動や福祉のま

12 クと福祉のまちづ ちづくり活動を支援する専門的方法をコミュニティワークと 同　上 同　上

くり いいますが、その現状と課題を説明します。コミュニティワ

一クは、地域福祉の方法といえます。

地域ケアシステムの構築であれ、住民の福祉活動支援であ

れ、これらの諸活動を支える人材や組織を確保するには公的

13
地方自治体の

@地域福祉財政

な財源がなければ成り立ちません。これらの地域福祉にかか

墲髓n方自治体の財源がどうなっているかを説明します。あ

墲ｹてこれらの地方自治体における財政状況や課題について

山本　　隆
i立命館大学
ｳ授）

山本　　隆
i立命館大学
ｳ授）

も地域福祉にかかわる範囲で言及します。

税金以外の地域福祉を支える民間財源について現状と課題

について説明します。伝統的で代表的な民間財源としては共

14
地域福祉の

@民間財源

同募金と福祉基金などがありますが、これらの寄付による方

@以外の財源調達の方法、たとえば利用料（料金）方式やあバ

Uーなどのイベント型資金獲i得などについても現状と課題を

同　上 同　上

述べます。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

最後にまとめにかえて、これまでの社会福祉計画をふまえ

15

地域福祉計画の策

閧ﾆ公私協働

て新しい地域福祉計画の策定の意義と展望について説明しま

ｷ。地方分権時代の地域福祉にとっては地方自治をどのよう

ﾉ発展させるかが重要な論点になりますが、その具体化には 牧里　毎治 牧里　毎治

・官民協力
地域福祉計画をどう策定するかが大きな試金石になることを

qべます。

一2　7　9　一一





＝公的扶助（‘02）＝（R）
　　　一生存権のセーフティネットー

〔主任講師：　杉村　宏（法政大学教授）〕

全体のねらい
　人々の「人間らしく暮したい」という願いを根底で支える制度として、公的扶助制度がある。本講座では・「生存権のセ

・．一一sd一・・

tティネット」をキーワードにして、わが国の公的扶助制度である生活保護を中心にして・その理念の形成・役割と現状

を国民生活と関連させながら考えたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

公的扶助を含む社会保障がなぜ社会的セーフティネットと

1

社会保障一社会的セーフテ
よばれるのか，また現在進行中の社会保障改革がセーフティ

lットをどのように捉えているかを検討する。 杉村　　　宏
i法政大学教

杉村　　　宏
i法政大学教

イネットー 授） 授）

公的扶助制度の社会保障における位置と役割を検討し，生

存権のセーフティネットといわれる理由について考える。ま

2

公的扶助

齔ｶ存権セーフテ

た公的扶助が所得保障の制度であると同時に，社会福祉の機

¥も併せ持っていることについても検討する。 同　上 同　上

イネットー

公的扶助制度の前身である救貧制度の成立と展開を，主に

公的扶助の形成と

W開

イギリスの救貧法を例に，その時代の貧困の実態と人々の貧

｢に対する見方と関わらせて述べる。
同　上 同　上

3 一貧困，貧困観の変

化と救済制度一

社会的セーフティネットとしての社会保障の形成を，20世

4

戦争と社会保障

齊ﾐ会的セーフテ
Bネットの理念形

紀前半の世界大戦との関係で考える。とくに生存権が，人々の

ｶ存の危機が現実のものとなる中で確立したものであること

�m戦争国家］の人間観と関連して検討する。 同　上 同　上

成一

戦前わが国の救貧制度を、日本の，近代化の特徴と関連させ

戦前わが国の救貧
て概観し、その特質と問題点について考える。

5
制度 同　上 同　上
一特殊なセーフテ
イネットー

戦後の国民生活の再建に向けて，社会保障の中核を担った

6

生活保護制度一わが国における

ｶ存権セーフティ

生活保護制度について，その成立過程と制度の目的，基本原理

ﾉついて述べる。とくに生活保護の基本原理は生存権のセー
tティネットとして機能する上で，原動力となったものであ 同　上 同　上

ネットー
ることを確認する。

生活保護制度は柔軟な構造によって実施されるよう組みた

てられているが、その原則と方法を概観し、これを解釈し運

7 生活保護の実施原則

回する福祉行政の役割と責任について述べる。

同上 同上

一281一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生活保護の要否と程度を測定するための生活保護基準の成

り立ちと、国民生活に直結する賃金所得や社会保障給付との

8
生存権セーフティ
lットの保障水準

関連について検討する。

杉村　　宏 杉村　　宏

生活保護行政の動向は、社会経済の動向と相互に関連しな

がら展開してきた。また被保護層は生活保護周辺層の動向と

9
生活保護行政の展

J

も当然影響しあうが、被保護者・世帯の推移と保護行政の展

Jを、保護適正化政策を基軸にしながら検討し、その課題と 同　上 同　上

問題点を考察する。

生活保護法の目的は最低生活の保障とともにその自立の助

10

公的扶助ケースワ
[カーの仕事一生活再建への支

長にあるが、被保護者の社会的自立にとって必要なソーシャ

泣Pースワークの専門性とは何かを考える。
同　上 同　上

三一

生活保護制度を生存権のセーフティネットとして機能させ

11

生存権セーフティ
lットの担い手

鼬�I扶助研究活
ｮをめぐって一

る担い手としての公的扶助ケースワーカーは、専門性ととも

ﾉその組織的な研究活動を必要とする。いわばセーフティネ
bトのネットワーキングの必要性と現状を、公的扶助研究活
ｮをとりあげて考える

同　上 同　上

雇用不安や経済状況の不安定化を背景にして、セーフティ

12

国民生活と社会的
Zーフティネット
[生活の不安定化

ネット論がさまざまな分野で語られるようになってきている

ｪ、生活不安・将来不安の現実に立ち戻って、今求められて
｢るセーフティネットの再構築の方向を考える。 同　上 同　上

をめぐって一

国民的最低限保障のセーフティネットとしての生活保護制

13

生存権セーフティ
lットの危機一「ホームレス」問

度があるにもかかわらず、今日では大都市を中心にして、路

繧ﾅ生活をする人々一いわゆるホームレスが無視できない数

ﾅ存在している。これらの人達が提起している問題を、わが 同　上 同　上

題をめぐって一
国のセーフティネットとの関係で検討する。

生活保護行政をめぐる裁判が、目に見えて増加しているが、

セーフティネット そこで問われている問題を通して、生活保護制度のあり方を
再構築のために 検討する。

14 一生活保護裁判で 同　上 同　上

問われていること

一

公的扶助論のまとめにあったて、社会福祉構造改革の一環
としての生活保護改革を取り上げ、その課題と展望を検討し、

まとめにかえて 生存権セーフティネットの再構築のあり方を考える。

15
一生存権セーフテ

Bネットの課題と
同　上 同　上

展望一
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＝年金・医療保険論（’00）＝（R）

〔主任講師 木村　陽子（総務省地方財政審議会委員）〕

全葦雛撫制度の顯とわたし達の生活とどうかかわるのかを理解する課こ沙子・高醗会において、年金

や医療保険の構造改革が必要とされる背景として、経済社会の変化、家族の変容も含めた年金・医療保険の抱える問題
点を指摘する。最後に、先進諸国の共通の経験をもとにして構造改革の方向を考える・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

年金編一
�I年金制度と

w諶ﾒ家計

　高齢者家計における年金の役割を就労収入やしおくり、貯蓄
ﾆの関係を述べる。時系列でみると、年金収入が高齢者家計に
ｨいて大きな割合を占めるようになり、一方で就労収入が低下
ｵた。

木村　陽子
i総務下地

綠熕ｭ審議
?ﾏ員）

木村　陽子
i総務下地

綠熕ｭ審議
?ﾏ員）

2

年金編一
N金の構造改革は
ﾈぜ必要か

　世紀の転換期にあたって、先進諸国の年金や医療制度の構造
?v、およびその背景として、財政問題、世代間の不公平、労
ｭや貯蓄にたいする無視できない影響等を説明し、次になぜ年
烽ｪ強制加入かを述べる。

、　同　上 同　上

3

年金編一
坙{の年金制度の

T要

　日本の年金制度の概要一社会保険方式で運営されること、国
ｯ年金の被保険者の種類、年金の種類、給付構造や拠出構想に
ﾂいて述べる。

同　上 同　上

4

年金編一
N金の財政問題と
N金積立金の運用

　年金の財政は、高齢化率が約25％となる2015年、約33％とな
驍Q050年を前に1999年の制度のままでは、日本の年金財政は保
ｯ料率が34％となってしまうことを示す。次に、年金積立金の
ｩ主運用問題について説明する。

同　上 同　上

5

年金編一
｢代間の公平、
｢代内の公平

　年金制度における公平の問題について述べる。後続世代ほど
薗Sに対する給付の割合は小さくなり、マイナスの事態も生じ
驍ｱと、また世代内の公平については、所得の低い人が不利に
ﾈる場合もあることを述べる。

同　上 同　上

6

年金同一

N金と老後の
A労、貯蓄

　年金制度が老後の就労にいかなる影響を及ぼすのか、また年
烽ｪ貯蓄に及ぼす影響について説明する。

同　上 同　上

7

年金三一

]換期にある
驪ﾆ年金

　企業年金が老後所得保障の柱となるために必要な受給権の保’護一受給権の付与、ポータビリティ、支払い保証制度、税制に

ﾂいて述べ、次に確定給付年金と確定拠出年金について説明し
?vの方向を述べる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8
年金編一

乱ｫと年金

　先進諸国では1970年代より女性の年金権の確立が問題となっ
ﾄきたこと、次にわが国の現行制度の問題点を指摘し、改革の
綷?�qべる。

木村　陽子 木村　陽子

年金編一 先進諸国の年金改：革も紹介しながら、わが国の年金制度がど
9 これからの年金制 うあるべきなのか、企業年金および税制との関係も含めて述べ 同　上 同　上

度 る。

先進諸国において、国民所得にしめる医療費の割合は無視で

10
医療編一

e国の医療制度
きない高さであること、医療制度の供給体制や医療保険の態様
ｪ国によって違うこと、そしてなぜ公的医療保険が必要かを述

同　上 同，上

べる。

わが国の医療保険が職域保険と地域保険に分れていること、

U
医療編一

墲ｪ国の医療保険
健康保険と国民健康保険の給付内容、保険料、財政調整などに
ﾂいて説明する。次いで、退職者医療制度、老人保健制度につ

同　上 同　上

いて説明する。

12
医療編一

纓ﾃ保険の沿革と
纓ﾃ費の3要素

　これまでの大きな制度改革を中心としてわが国の医療保健の
?vを述べ、次に医療費の3要素である受給率、1件当たり日
煤A1日当たり医療費を説明し、医療需要はどのように決まるの
ｩについて述べる。

同　上 同　上

1997年では70歳以上の高齢者1人当たり医療費は、70歳未満の

13
医療編一

w諶ﾒ医療
1人当たり医療費の5倍強である。高齢者医療が増大した理由と
ﾎ策を述べ、次に医療と代替することが大きい介護保険につい

同　上 同　上

て述べる。

14
医療圏一

纓ﾃと介護

　さまざまな医療保険からの財政調整を主とした現行の老人保
註ｧ度がこのままではなりゆかないことを述べる。先進諸国の
痰熄qべる。

同　上 同　上

医療二一 公的保険を維持しつつ、21世紀の望ましい医療制度とは何
15 望ましい医療保険 か、供給体制や診療報酬、薬価、一部負担金、監査体制等に今 同　上 同　上

制度 後のあり方を述べる。
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・＝ ﾐ会福祉の国際比較（‘02）＝（TV）
　　　　一利用者主体のシステムをめざして一

　　〔主任講：師：　松村　鮮子（放送大学教授）〕

全体のねらい
　「福祉国家から福祉社会へjというスローガンの下で先進諸国の社会福祉の理念や方法は大きな変化を遂げている・

特に地方分権化や民営化が進む中で、公的社会福祉サービスと民間社会福祉サービスの役割変化・関連分野（医療・教育・

住宅）との連携及び専門：職とボランティアの関係なども変わってきている。
　本講義では、変革期にある各国の社会福祉の課題と方法を示したい。特に、利用者主体の制度をめざす我が国の社会福祉

に必要なことを世界の事例から学びたい。

回 テ　r　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
世界の社会福祉を

wぶ視点

　経済、社会、文化の国際化の進展の中で、各国の社会福祉

ﾍ大きな変革を迫られている。先進工業国では、少子高齢化
竕ﾆ族規模の縮小に伴う生活変化に対応するために、社会福

モﾌ行財政と方法技術の改編、革新が行われている。他方、

J発途上国では、一国内の貧困や生活格差との闘いだけでな
ｭ、雇用、生活環境の国際化による生活問題も深刻であり、

]来とは異なる社会福祉の方法が求められている。相互依存

ﾌ高まる国際社会の中で、世界の社会福祉を学ぶ視点を明ら

ｩにする。

松村　　群子
i放送大学教

�j

松村　鮮子
i放送大学教

�j

2
世界の社会福祉の

烽ﾝ

　長い歴史の中で積み重ねられてきた社会的生活支援の為の

ﾀ践活動は、一般的には選別的で治安維持的なものから普遍
Iで権利i擁護的なものに変化してきている。19世紀末から20
｢紀初頭の欧米諸国から広がった「近代的社会福祉」の理念、

ﾎ象、方法等が何故、どんな経路で、どのような変容を伴い
ﾈがら世界中に広がったのか。社会福祉の世界史年表から検

｢してみたい。

同　上 同　上

3 アメリカの社会福祉

　自立援助型といわれるアメリカの社会福祉の特色を次の観
_より考察する。1）地方分権の原理に立った社会福祉政策、

ｧ度　2）公的社会福祉サービスと民間社会櫃祉サービスの
ﾖ係と財政　3）社会福祉サービスの中心的思考。4）専門
Eとボランティアの関連と役割　5）社会福祉サービスの将

?ﾖの展望

平山　　尚
i東京福祉大

w教授）

平山　　尚
i東京福祉大

w教授）

4
スウェーデンの社
?沁

　社会福祉の世界的最前衛としてのこの国では、どのような

vロセスで高い質量の社会福祉活動が生み出されてきたの
ｩ。スウェーデン社会の構造とそこに暮らす人々の生活文化
凾煌ﾜめて検討したい。高福祉高負担型の福祉施策は、福祉

Tービスに対する社会的責任と個人の権利意識に支えられ、
ﾐ会福祉の内実を豊かにしてきたが、EUに加盟した現在では、

dU他諸国とどう調整をつけていくかの課題解決も不可避とな

ﾁてきている。

外山　　義
i京都大学教

�j

外山　　義
i京都大学教

�j

5 イギリスの社会福祉

　最低所得保障に重点をおく所得保障制度と、無料の国営医

ﾃを基礎とする医療保障制度とを中核とする福祉国家体制を

m立してきたイギリスは、また、民間社会福祉の伝統を生か
ｵつつ、独自の特色をもった社会福祉サービスの実施体制を

zいてきた。ここでは、イギリスの社会福祉の特色について、

Rミュニティケアの推進、専門職制度、民間社会福祉の役割

ﾈどを中心に分析するとともに、「コミュニティケア改革」

ﾌ実施など近年の新たな政策の展開についても検討する。

平岡　公一
iお茶の水女

q大学教授）

平岡　　公一
iお茶の水女

q大学教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

フランスの社会福祉活動の実働はアソシアシオンと言われ

る非営利組織によって担われている。年金、医療、家族手当

の運営機関である社会保障金庫や行政組織とともにユニーク

な体系の中で多元的で柔軟性のある社会福祉が実現されてい
6 フランスの社会福祉 る。　「社会的連帯」をキーワードとするフランスの状況を、 松村　嗣子 松村　弟子

20世紀初頭からの高齢化の進展や第二次大戦後のヨーロッパ

の国際的地位の変化をも視野に入れながら示してみたい。

貧困問題がアジア太平洋地域の開発途上国の社会開発問題

の根底にあると言われているが、タイも例外ではない。

1997年のタイバーツの暴落に端を発したアジアの経済危機
は、全ての階層の経済生活に多大な影響を与えた。社会の低
所得者層、特に、低所得の労働者層は、企業経営の建て直し

の中で、多くの失業者を生み出した。タイの経済が緩やかに

回復に向かう中でも、まだ、低所得者層の生活苦は続いてい

る。このような中で、都会と農村部の格差はますます拡大し 高嶺　　豊 高嶺　　豊
7 タイの社会福祉 ている。農村部では過疎化が進み、都市部では、経済的な貧 （国連障害者 （国連障害者

窮だけでなく、棄児や児童虐待、児童労働の問題、また売春 問題担当官） 問題担当官）

や海外出稼ぎなどに絡んだ女性問題などが山積している。ま

た、高齢者問題も家庭の崩壊の中で表面化している。福祉サ
一ビスがまだ十分に行き渡っていない中で、障害者の当事者

運動は盛んで、タイの福祉施策の今後のあるべき姿を示唆し

ている。開発途上国を代表するタイの社会福祉の現状と課題
を考究する。

少子高齢化の進展に対応して介護保険の導入や児童手当の

拡充等、我が国の社会福祉は大きな変化の渦中にある。行政

処分の措置制度から利用者主体の契約的選択的制度への移行

をめざす中で社会福祉の運営上の地方分権化、民営化、住民

8 日本の社会福祉
参加が切り札とされている。しかし、実際には福祉サービス

ﾌ基盤は不十分で、専門職員は不足し、国民の福祉意識も高 松村　詳子 松村　　白子

まっていない。どのような方向と方法で新しい社会福祉体制

を構築できるのか。国内の事例を取り上げながら検討してい
きたい。

住民が享受する社会福祉の質にとって、福祉インフラとし
ての地域環境が果たす役割は大きい。乳幼児期から青年期、

壮年期を経て老年期に至るまで、それぞれのライフステージ

9 地域環境と社会福祉
における住まいから地域、さらに広域的な生活行動圏域内の

_的、線的、面的インフラのあり方を、各国の事例を紹介し 外山　　　義 外山　　　義

ながら考えてみたい。キーワードは「自立」　「参画　「予防」

などである。

我が国では介護保険が導入され、在宅での居住継続を支え

る仕組みの普及、強化が急がれている。「住み慣れた住まい、

地域で暮らし続けたい」という願いは万人のものであるが、

現実には8割を大きく越える日本人が施設において人生を閉

じている。人生の最終ステージの生活の場として施設をも視

野に入れざるを得ない状況の中で、在宅における生活と施設

10 在宅福祉と施設福祉 における生活の極端な落差によって、みすみす高齢者の残存 同　上 同　上

能力が失われ、生命力が萎んでしまうという問題は、スウェ

一デンをはじめとする他の高齢化先行社会も経験してきたテ

一マである。そうした国々に学びながら、今後の施設ケアの

在り方、さらには在宅福祉と施設福祉のあるべき関係を展望
してみたい。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11 医療と福祉の連携

　すべての人の「健康で文化的な生活」を目的にする社会福

リ?ｮにとって、医療保健の充実は基礎的条件である、また、

a気の予防、早期回復、慢性病管理のためには適正な医療と

ﾐ会福祉の連携iが不可欠である。人々の生活の中では車の両

ﾖともいえる医療と福祉が縦割り行政や関連雪間の連携不足

ﾌために、サービスの欠落、重複、過剰等の種々の問題を発
ｶさせている。何故連携が必要なのか、どのような形の連携

ｪ望ましいのかについてアメリカと日本の事例を参考にして

qべる。

平山　　　尚 平山　　　尚

@　　F

12 社会福祉の専門職

　日本を含め欧米諸国のように高度に発達した社会にとっ

ﾄ、高度の知識と技術の備わった有能なソーシャル・ワーカ
[（社会福祉専門職者）を養成することは急務を要すること

ﾅある。しかし、日本は欧米諸国と比較をするとソーシャル・

潤[カーの養成に質と量の両面で遅れをとってしまってい
驕Bソーシャル・ワーカーの業務とは何か、ソーシャル・ワ
[クの知識、技術とは何か、また、ソーシャル・ワーカーの
P練はどのように行わなければならないかを日本とアメリカ

ﾌ事例を見ながら学ぶ。

同　上 同　上

13
社会福祉の多元化
ﾆ市場化

　近年の（日本を含む）先進諸国における社会福祉政策の展

Jの一つの特徴として、サービス供給における民間営利・非

c利部門の比重を高める「多元化」と、サービス供給に市場

＜Jニズムを導入する「市場化」の進展をあげることができ
驕Bこの講義では、1990年代初頭に多元化・市場化に向けて
ﾌ制度改革を実施したイギリスの例も紹介しながら、多元化

ﾆ市場化についてどのような観点から分析し、評価していけ

ﾎよいのかを考えてみたい。

平岡　　公一 平岡　　公一

14

アジア太平洋地域

ﾌ障害を持つ当事
ﾒ運動

　1981年の国際障害者年および国連障害者の10年（1983年
黷P992年）を境に、障害者の当事者国際団体が結成され、国

Aの政策決定の場での障害者の影響力が増大した。1993年か
邇nまったアジア太平洋障害者の10年は、障害当事者団体の
Cニシャティブにより域内の政府に働きかけて実現されたと

ｾわれている。障害当事者団体には、障害種別の組織と、障

Qの種別を超えた団体に大別される。また、農村の十数人で
¥成される自助団体から、全国の障害者を網羅した団体まで、

ｳまざまな規模で存在する。これらの当事者団体の国の政策

?閧ﾖの影響力は確実に増大している。アジア太平洋地域の
瘧Q当事者団体の結成の過程および目的、権利擁護運動、独
ｩのサービス提供、メンバーのエンパワメント、域内のネッ

gワーク作りなど数力国の実例を紹介しながら、障害当事者

^動の意義を明らかにしていきたい。

高嶺　　　豊 高嶺　　　豊

15
今後の社会福祉の

ﾛ題

　公助、共助、自助のそれぞれの機能の充実と効果的な連携

ﾉよって拡大する生活問題を緩和し、安心社会を築くことが
ｽくの国で目標とされている。世界各国でこれからの社会福

ヴｭ展の鍵となるNPO（非営利組織）の活動等を取り上げなが

轣A国際社会と我が国の社会福祉の今後の課題を示したい。 松村　三子 松村　　祥子
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＝＝ g体福祉論（℃3）＝（TV）
　　　　　一自活できる能力の保持一

〔主任講師：　宮下充正（放送大学教授：）〕
〔主任講師：　臼井　二男（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　福祉という言葉は、幸福な状態を意味する。近年、身体福祉論はからだに幸せをもたらす道筋を解き明かす領域として使

われ始めた。少子高齢社会のさらなる進行が予想されるこれからの20年間は、介護される人の増加と対照的に介護する人
の減少が確実視される。このような時代に生活する人びとが互いに幸福であるためには、各自が自立して活動できる身体的

能力を保持することがあげられる。この点に関して、スポーツ科学、体力科学、トレーニング科学などの分野において、有

用な知見が蓄積されてきた。それらを総括し具体的な運動の方法を、解説、提示する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
福祉に欠けている

挙_

　介護に疲れて病に伏す例は、度々耳にする話である。また、

諟?ﾒのアンケート調査によると、身体的負担が大きいこと
�iえる人が多い。介護の仕事が負担となるかどうかは、介

?ﾒの体力水準との相対的な問題である。トレーニングによ

ﾁて体力水準を高めることと、適切な休養をとって体力の回

怩�ﾍかることは介護者にとって有利な条件となる。これら

ﾉついて，調査、研究結果を踏まえて解説する。

宮下　充正
i放送大学教

�j

宮下　充正
i放送大学教

�j

2
からだを動かす能

ﾍの運動生理学的
揄

　からだを動かす神経・筋系およびエネルギー供給機構につ

｢ての運動生理学的知見を理解することは、自立して活動で
ｫる能力の保持にとって欠かせない。からだを動かす能力の

^動生理学的基礎について解説する。

臼井　豆男
i放送大学助

ｳ授）

臼井　永男
i放送大学助

ｳ授）

3
からだを動かす能
ﾍの成長にともな
､発達

　からだを動かす能力は，成長とともに向上するが、すべて

ﾌ器官、機能が年齢とともに同じ割合で向上するとは限らな

｢。この点に関してよく理解しておかないと、運動実践が健
Sな成長を阻害するばかりか、障害をもたらすことがある。

ｱれら注意すべき諸点を解説する。

平野　裕一
i東京大学大

w院助教授）

平野　裕一
i東京大学大

w院助教授）

4
からだを動かす能

ﾍの加齢にともな
､衰え

　からだを動かす能力、例えば、筋力、筋持久力、全身持久

ﾍなどは、20歳から30歳をピークに、加齢とともに約1％／
Nの割合で低下していく。この低下率は、運動不足の状態が

ｱくと急激に増大する。これらの現象について解説する。

福永　哲夫
i早稲田大学

ｳ授）

福永　哲夫
i早稲田大学

ｳ授）

5
肥満解消と予防へ
ﾌ運動の効果

　肥満は生活習慣病の危険因子の「つであるが、その成因と

ｵてエネルギー摂取量が消費量を上回る状態が続くことが原
�ﾅある。したがって、肥満の解消は、これまで以上にエネ

泣Mー摂取量を減少させるか、エネルギー消費量を増加させ

驍ｩによってもたらされる。ここでは肥満の判定基準とその

lえ方、減量のための運動と、その適否についてまとめる。

北川　　薫
i中京大学教

�j

北川　　薫
i中京大学教

�j

6

運動実践とからだ

�ｮかす能力の改

P

　まず運動をすることの心構え、運動と体力との関係、につ

｢て述べる。運動の効果は継続することにより明確に現れる。

ｱこではトレーニングについての基本的考え方をまとめ、ト
戟[ニングによって筋系（筋持久力、筋力）、酸素運搬系（呼

z、循環）、脳・神経系が如何に改善されるかについて解説

ｷる。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7

方法ユ：

｢ろいろな目的が
?驛Xトレッチン
O・エクササイズ

　ストレッチングには、からだを目覚めさせる、運動による

Pガを予防する、血行をよくする、運動後の疲労を取り除く、

ﾖ節の可動域を広げるという目的がある。その目的に合わせ

ｽ方法について解説する。

水村　真由美

iお茶の水女

q大学大学院
赴ｳ授）

水村　真由美

iお茶の水女

q大学大学院
赴ｳ授）

8

方法2：

ﾍ強さを増すレジ
Xタンス・エクササ

Cズ

　運動不足や加齢による筋力の低下は、いろいろなところの

ﾖ節に障害をもたらすことがある。また、バランスを崩した

ﾆきに筋力が弱いために転倒することがある。筋力の低下を

hぎ、さらに、増強させるためには、筋肉に適度な抵抗をあ

ｽえて活動させることが必要である。その方法と実際のトレ

[ニングの効果について解説する。

平野　裕一 平野　裕一

9
方法3：手軽にでき

驛Eォーキング

　だれにでも手軽にできるウォーキングは、気分のリフレッ

Vュを目的とした散歩から、脚力の強化を目的とした階段上

閧竡R登り、呼吸循環系能力の改善を目的としたエクササイ

Y・ウォーキングまである。それらの目的に応じたウォーキ

塔Oの方法について解説する。

水村　真由美 水村　真由美

10
方法4：ややハード

ﾈジョギング

　ジョギングはランニングに比べ、スピードが遅く、脚の三

ﾖ節に対しての負荷が弱い。したがって、ふつうの人たちが

S身持久力向上のために実施する運動としては適切といえ
驕Bしかし、走り方やスピードについてはそれぞれの個人に
Kした方法があるので、その点について解説する。

臼井　猛男 臼井　永男

11
方法5：だれでもで

ｫる水泳・水中運動

　水中運動には、水泳のほかに、水中ウォーキング、水中ラ

塔jング、アクアビックスなど、全身持久力の向上を目的と

ｵた種目がある。さらに、水中でのストレッチング、水中で

ﾌレジスタンス・エクササイズがある。水中で行われる運動

ﾌ特徴とその方法と効果について解説する。

宮下　充正 宮下　充正

12
方法6：楽しいダン

X・エクササイズ

　体力の保持増進を目的として行われているダンスには、エ

Aロピックダンス、ハワイアンダンス、ソシアルダンスなど
ｪあり、多くの人たちが参加している。これらのダンスでは、

ｹ楽に合わせてからだを動かすために、知らず知らずにやり

ｷぎになってしまう人たちがいる。注意すべき諸点とともに

ｻの方法について解説する。

水村　真由美 水村　真由美

13
方法7：テニス・ゴ

泣t

　テニスは、仲間とともに楽しめる運動種目であり、青年か

迯w諶ﾒまで幅広い年齢層の人たちが実施している。そして
^動技能が高い方が楽しめるという特徴を有しているめで、

ﾌ力的な面の注意をおろそかにしがちである。また、ラケッ

gをカいっぱい振るので、障害が発生しやすい運動種目であ

驕Bそれらについての注意事項と方法について解説する。

Sルフは広々とした野外で行うので、精神的にも好影響が期
ﾒされる。しかし、ボールをクラブの中心でとらえ打つには、

ｩなりの練習が不可欠である6ボールを打つ技術と18ホー
汲�烽ｭといった体力について、これまでの研究成果を踏ま

ｦて解説する。

福永　哲夫 福永　哲夫
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14

方法8：室内ででき

驛}シン・エクササ

Cズ

　自治体の運動施設や民間のスポーツ（フィットネス）クラ

uに、室内用の運動機器が設置されるようになった。これら

ﾌ機器は、筋力の向上を目的としたウエイトマシン、全身持

v力の向上を目的としたトレッドミル、自転車エルゴメータ

[、ステアクライマーなどがある。これらの特徴：と使用法に

ﾂいて解説する。

平野　裕一 平野　裕一

ユ5
少子高齢社会構成
�ﾉ望まれること

子どもの体力の低下が指摘されているにもかかわらず、学校

ﾌ育の時間は短縮される。働きざかりの人たちは高度情報化
ﾐ会の下で、これまでにないほどの精神的ストレスを受ける
ｱとになる。加えて高齢者は増え続ける。このような時代に、
e自が自立して生活できる能力を保持できるための方策につ

｢て概説する。

宮下　充正

@　》

宮下　充正
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＝教育の哲学（‘03）＝（R）

〔主任講師：小笠原道雄（放送大学教授）〕

全体のねらい
　いかにして今日の教育の混迷から抜け出せるのか。教育の混迷の諸相を追求するとともに、教育に対する反省的思考とし

ての哲学が求められる。第一部では主として近代の教育の考え方を再検討し、第二部では教育の具体化としての学校、およ

び教育空間の問題を考えてみる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放遂担当
u　師　名
i所属・職名）

1
教育閉塞状況
i第一部問い直さ

黷驪ｳ育）

　教育問題の解決をめぐる改革議論が盛んであるが、他方で

ﾍ「教育のシニシズム」ともいうべき雰囲気がある。この背

ｽする状況を理解し、そうした状況を克服する道を探るため

ﾉ、教育問題の所在を明らかにし、教育の哲学的問いの方向

�W望しておこう。

小笠原　道雄
i放送大学教

�j

小笠原　道雄
i放送大学教

�j

2

近代における教育

ﾌ哲学1
泣¥ー、ペスタロッ

`イ

　子どもの人権や教育の重要性が認識され、教育の哲学的な

竄｢が展開されたのは、主として近代になってからである。

泣¥ーとペスタロッチの教育の考え方に注目して近代におけ
驪ｳ育のアイデンティティを吟味してみよう。

小笠原道雄

田代　　尚弘

i茨木大学教
�j

3

近代における教育

ﾌ哲学2
wルバルト、フレー
xル・

　教育の考え方を体系化し、子どもの興味に注目して学びの

¥造を考えたヘルベルト、子どもの人間性を追求し、そして

c稚園を創設したフレーベルの考え方を取り上げ、かれらが

ｳ育をどのように哲学しょうとしたのかを探ってみよう。
同　上 同　上

4 教育は必要か

　近年、教育に対する懐疑主義的な見方が広がり、教育の不

v性も議論されている。教育という活動は、人間に本当に必
vなのか、不要なのか。教育は人間にとっていかなる意味が

?驍ﾌかを考えておこう。

田代　　尚弘

i茨木大学教
�j

小笠原　道雄

5
教育と学校の自明
ｫを問う

　教育という言葉には多様な意味と多様な内容が込められて

｢る。　「教育」の概念が拡散し、多様になっていることをふ

ﾜえ、いま一度「教育」という言葉の自明性を検討しておこ
､。

同　上 同　上

6 啓蒙と教育の脆さ

　近代には「教育的理性」と呼べるような、理想主義な教育

ﾌ考え方が展開され、それが現代まで受け継がれてきた。し

ｩし歴史的、現実的には、「教育的理性」はその脆さも露呈
ｵてきた。このことが今日の教育の再検討の要件であること

ﾉも注目してみよう。

坂越　　正樹
i広島大学教

�j

山名　　　淳

i東京学芸大
w助教授）

7 進歩観と教育の問題

　教育は進歩の観念にもとづき、人間性の進歩あるいは人間

Iな善を追求してきたが、人間性の進歩とはなんであり、人
ﾔ的な善とはどういうことなのか。進歩の観念と人間性の進

烽ﾉついて検討してみよう。
同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担’当

u　師　名
i所属・職名）

8
教育における自己
ﾆ他者

　他者をいかに認識するか、他者のあり方をどのように問う

ﾌかという視点を無視しては教育という営みは成り立たな
｢。他者を認識するということは自己を認識するということ

ﾅもある。自己と他者の認識のありようとしての教育を問う

ﾄみよう。

坂越　　正樹 山名　　淳

9

問題としての学校

Vステム
i第2部　問い直

ｳれる学校と社会）

　教育は学校制度として具体化されている。しかし三目、学

Zが批判され、学校自体の存在意識が問われているが、学校
ｪなぜ問題で、なにが問題とされるのか。学校問題の所在を

Tり、学校システムのあり方を構想してみよう。 田代　　尚弘 田代　尚弘

10 学校　の　隆路

　学校の問題は学校だけで解決できないといわれ、学校は家

?竰n球社会と連携しなければならないとされる。こうした

A携が成功するためには、いかなる前提を考え、いかなる問
閧�許?ﾉ入れておかねばならないだろう。 同　上 同　上

11
教師と子どもの教
迥ﾖ係

　学校の日常は、一方で児童・生徒どうしの人間関係を軸と

ｵ、他方で教師との教育関係を軸として成り立っている。こ

ｱでは児童・生徒と教師とのあいだの教育的関係の諸相を明

轤ｩにし、その教育関係の意味をさぐってみよう。 坂越　　正樹 山名　　淳

12 教師文化と職業倫理

　学校を一つの職能的な組織と考えるなら、そこには学校の

叝墲ﾉ大きな影響を及ぼす教師の人間関係と教師文化と教師
ﾌ職業倫理がある。教師文化と教師の職業倫理にはどのよう

ﾈ特質と問題があるのだろう。 田代　　尚弘 田代　尚弘

13
三三社会と子ども

ﾌ変容

　学校は大きな社会の一つの組織でもあるが、学校を取り巻

ｭ今日の社会の特徴を「許客社会」とらえ、その社会の特徴

�ﾄ吸する子どもの「心」と「行動の問題を検討してみよ
､。

山名　　淳
i東京学芸大

w助教授）

山名　　淳

14
メディアと子ども

ﾌ心性

　「許容社会」はメディアによる価値観の多様性を拡張する

ﾐ会でもあり、子どもの欲望刺激し、子どもを消費市場の主
ﾌ者に駆り立てている社会でもある。そうした現状が子ども

ﾌ教育にどのような影響を及ぼしているかに注目してみよ
､。

同　上 同　上

15 教育空間と子ども

　子どもや学校を取り巻く社会「教育空間」と考えるならば、

ｻれはどのような「空間」であり、どのような「空間」であ

驍ﾗきなのか。この問題をとくに都市空間と教育の問題とし

ﾄとらえてみるなら、子どもと教育空間をどのように構想で

ｫるだろうか。

同　上 同　上
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＝近代の教育思想（℃3）＝（R）

〔主任講師1宮澤康人（放送大学教授）〕

全体のねらい
　現代日本の教育制度や教育理論の基本的枠組が作られるうえで、西洋近代の教育と教育学は大きな役割を果した。その背

景にある西洋近代の教育思想に含まれる基本的概念や理論を、近代に生きた思想家の個性から切り離さずに学ぶ。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 教育思想とは何か

　全体の序論として、教育思想をどのようにとらえるか、教

邇v想なるものが成立する条件は何か。西洋近代において、

ｳ育思想が社会思想、政治思想などから独立してくることな

ﾇを説明する。

宮澤　康人
i放送大学教

�j

宮澤　康人
i放送大学教

�j

2
近代の教育の思想

ﾌ特徴

　3章以下の個々の思想家の思想に入るまえに近代の教育思
zのきわだった一般的特徴にふれ、それが近代の社会と文化

ﾌ独自性によって作られた、教育主体と学習主体、大人と子
氓ﾌ間の葛藤を克服しようとする課題を負っていることを明

轤ｩにする。

同　上 同　上

3

モ　　　　ア

[ユートピアと教
辷

　近代の教育思想の特徴の一つに、そのユートピア性がある。

ﾆいっても、（暗黙の裡にであれ）思い描かれるユートピア
ﾆ教育の関連は、さまざまなものがあり得る。ここでは、「ユ

[トピア」という造語の発祥の場トマス・モア『ユートピア』

i1516年）の中で、教育がどのような位置を占めたかを明ら

ｩにしょうとする。ユートピアは教育社会として構想されざ

驍�ｾず、教育はユートピアであり続けることを課せられる。

寺崎　　弘昭
i育英短期大

w教授）

寺崎　弘昭
i育英短期大

w教授）

4
コメニウス
[人間と社会の改
｢のための三一

　近代教育学、とりわけ教授学の祖ともいわれるコ馬齢ウス

ﾌ思想を次の項目に従って説明する。コ同門ウスへの関心、
Rメニウスをめぐる時代状況、教育の役割と教育可能性、教

�wと汎知学。

金子　　茂
i中央大学教

�j

金子　　茂
i中央大学教

�j

5

ロ　　ッ　　ク

[習慣形成と近代
ﾐ会一

　近代教育思想は当然にも、フィクションとしての近代社会

ﾆ相伴ってその姿を現す。それらの関連を体現したものとし

ﾄ、市民社会理論家であると同時に教育論者であったジョ
刀Eロック（1632～1703年）があげられる。その教育論は、

K慣形成を通じて生涯学習主体のエートスを育むことに向け
轤黷驍烽ﾌであったが、その基底に「懲治」を捉えることに
謔ﾁて、近代市民社会の周縁を不断に中心へと還流させるこ

ﾆを保証しようとするものであった。

寺崎　　弘昭 寺崎　　弘昭

6
ル　　　ソ　　一

齊qどもの発見一

　ルソーの『エミール』の主題は、彼自身の言うところによ

黷ﾎ「大人になる前の子どもというものはどのような存在で

?驍ｩ」を明らかにし、それにふさわしい教育のあり方を考

@することであった。この主題の意味を、ルソーの時代認識

ﾆそこから導かれた人間観を分析することによって明らかに

ｷる。

森田　伸子
i日本女子大

w教授）

森田　伸子
i目本四子大

w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
コンドルセ
[進歩の思想と
ｳ育一

　コンドルセの公教育思想は、フランス啓蒙思想の特徴をそ

ﾈえつつ、：革命の動乱のなかであらわとなったブ考レジョワ社

?ﾌ矛盾に対して応えようとする実践的な問題意識に貫かれ

ｽものであった。彼の公教育思想の歴史的意味を、こうした
w景と波の進歩思想と関係づけつつ考察する。

森田　伸子 森田　伸子

8

ペスタロッチ

[「技術」としての

ｳ育と教授一

　成人として生活していくうえで必要なことを、子どもたち

ｪ子どもなりに大人の社会生活に参加するなかで、自然に、

ﾝようみまねで学んでいく。これが教育のもっとも素朴な形

ｾろう。しかし近代の教育思想はそのような素朴な教育がも

ﾍやなりたたなくなったときに誕生したのだった。何をどの
謔､に教えるのか。それは自覚的に取り組まなければならな

｢課題となつだのである。近代教授学の創始者として知られ

驛yス三三ッチが、この問題をどう考えたのか。それをここ

ﾅはたどってみたい。

鳥光　美緒子
i広島大学大

w院教授）

鳥光　美緒子

i広島大学大

w院教授）

9 ヘルバルト
[教授による教育

　「学者」としてのヘルバルト、　「教育」と「教授」、教育

I教授、学問しての教育学、　『一般教育学』の構造、人格の

q体的部分と主体的部分、といった事柄について説明する。
金子　　茂 金子　　茂

10
フ　レーベル
[幼児教育の意味
ﾆ方法一

　幼児教育の重要性は、今日しばしば指摘されている。早期

ｩらの知的教育が推進される一方では、幼児期にこそ、知識

?S主義的な学校教育とはちがった自由な「本当」の教育が
K要だし可能なのだという声もある。幼児教育理念の創始者

ﾅあるフレーベルは、幼児期とその教育の意味をどのように

lえていたのだろうか。彼は子どもたちに何を、どのような

菇@で教えようとしたのかという問題を中心に、彼にとって
ﾌ幼児教育の意味について考えてみたい。

鳥光　美緒子 鳥光　美緒子

11

ミ　　　　　　ル

[交と子の葛藤…と

ｩ立の教育学一

　近代社会は、近代情愛家族を析出することによって、思春

冾ﾌ子どもと親の葛藤を顕在化させた。こうした父子間葛藤

�ｭぐり抜け、現実化した近代社会との対峙の中で社会論・

ｳ育論を紡ぎ出したのが、ジョン・スチュアート・ミル（1806

`1873年）である。父ジェイムズ・ミルによる被教育体験を
oて、自由教育論・〈公衆（the　public）〉形成論へと子ミルが

ｩ立してゆくプロセスを追う。

寺崎　　弘昭 寺崎　弘昭

12

マ　　　　　　　ン

[コモン・スクール
ﾌ思想一

　19世紀のアメリカ合衆国において公教育制度の確立に貢献

ｵたホーレス・マンの思想を中心として、コモン・スクール
^動の背景にある学校教育の「義務」　「無償」　「中立」の諸

ｴ則に関して、その近代教育思想史における意味を解説・検
｢する。

松浦　　良充
i明治学院大

w教授）

松浦　　良充

i明治学院大
w教授）

13

ラ　　イ　　ン

[国民教育の理論
ｻの試み一

　明治中期の日本の教育界に圧倒的な影響を与えたヘルバル
g派を代表するラインの理論は、ヘルバルトの「教育的教授」

ﾌ理論を国民的規模での学校制度が普及する状況において具

ﾌ化することであった。そこに至る経過を略述する。 金子　　茂 金子　　茂
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

20世紀のアメリカ合衆国における進歩主義教育運動に関し

一
て、ジョン・デ，ユーイの思想を中心に、進歩主義批判の思想

14

ア　ユ　一　イ

[成長そのものと
ｵての教育一

も含めて、この磁気の教育論争に関して、その近代教育思想

jにおける意味を解説・検討する。
松浦　　良充 松浦　　良充

結びの章として、20世紀以降の現代教育思想に対して近代

の教育思想をどう位置づけたらよいかを次のごとく展望す

15
教育思想の近代か
迪ｻ代へ

る。近代の帰結としての現代、現代という時代区分とその特

･、教育と教育思想における近代と現代、現代と教育思想へ 宮澤　康人 宮澤　康人

の視点。
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＝教育の歴史（POO）＝（TV）

〔主任講師 佐藤　秀夫（日本大学教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、目本の教育の問題性をその歴史に即して根源的に考えてもらうための素材を提供することにあ
る。ただし、歴史講義の例に多い、ある時間軸に沿って概説していくという形式をとらず、特徴的な問題領域別に史的
流れを説明していく方式をとりたい。取り扱う時期は、現在の日本の教育の骨格が形成された、明治維新から第二次大
戦前後までの近現代を主とするが、必要に応じてその前後に及ぶことがある。

執筆担当 放送担当
回 テ　一・　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育の歴史を学ぶ意味はどこにあるのか。人間にとっての
学習の自発性と強制性の発端（「学」と「教」のちがい）、 佐藤　秀夫 佐藤　秀夫

ユ 教育の歴史とは 「学校」の発生と社会身分制との関係、日本の教育の時期区分 （日本大学 （日本大学
論、具体的なコトやモノに即して教育を考えるなど、講義の導 教授） 教授）

入をはかる。

非欧米文化圏での初の「改革・開放」の実験となった明治維
新により、日本の教育の近代は始まる。その状況を1870年代～

2 明治維新と教育 1880年代の特徴的な事実に基づいて説明する。御雇教師、留学 同　上、 同　上
生派遣、　「学制」、　「教学聖旨」をめぐる教育論争、　「改革・

開放」を可能にした近世日本の文化条件など。

教育の「欧米化」と「国民化」との狭間で天皇の権威に依拠

3 教育勅語の成立
した教育勅語の形成史を、通説への批判とともに明らかにす
驕B教育勅語の内容構成の特徴とその問題性、およびそれがそ

同　上 同　上

の後の教育界に与えた影響などを説明する。

国家制度としての近代学校の枠組みの形成過程を、学問と教

4 学問　と教育
ﾌ　制　度　化

育の未分化から分離の定着という視点より考察する。初等教育
ﾌ単一化と中等教育以上の分岐化の成立事情、学歴による社会
K層の改編、ジェンダーと学校、平等と競争の関係などを解説

同　上 同　上

する。

学校には一定の空間が必要である。その空間の設定における

5 学校と　空間
日本の特徴を解明する。黒板と教壇、学校の立ち机と手習塾の
ﾀり机、一足制の大学と二足制の小学校、小中学校になぜ運動

同　上 同　上

場があるのか、廊下をめぐる南北論争、など。

学校教育は一定の時間の制約の中で進行する。その時間の制

6 学校　と　時間
約における日本の特徴を解明する。授業日指定と休日指定（通
N授業制）、学年の始終期（四，月制と九月制）、夏休みの問

同　上 同　上

題、修業年限は何によって決まるのか、など。

日本における近代教科書の形成過程を、教科書概念の検討、

7 教科書とは（1） 教科書制度の変化、とくに国定制成立にみる戦前文部省の教科
窓K制の強化などを解説する。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 教科書とは（2）
　前回に引き続き、文部省の教科書政策の変動に起因する教科
蒼燉eの変化、および「モノ」としての教科書の社会史を説明
ｷる。

佐藤　秀夫 佐藤　秀夫

9
鉛　筆、ノート、

｣写版

　学習用具の変化が近代教育の方法改革を下支えしていった過
��沒｢する。学習用具としての毛筆と鉛筆、試行錯誤を許す
舶Mと消しゴムのセット、雑記帳と大学ノート、文集づくりの
衰墲ｾった日本創作の謄写版などを、教育方法の改：革と学習負
S増大の両面から考えていく。

同　上 同　上

10 服装と教育（1）
　服装のもつ社会規範性と内面拘束性に留意しつつ、学校での
梠赴K制がなぜ生ずるのかを考える。軍服をモデルとしたユニ
tォーム、男子中等学校以上の場合をここでは扱う。

同　上 同　上

11 服装と教育（2）

　服装規制に現れた教育規制の具体例として、女学生の通学服
浮ﾆ女性教育観との相関関係を検討する。最初の女学校での服
父?j・セックス化、儒教主義徳育重視と和装回婦、国家主義
ﾌ登場と洋服化・女袴、体操の重視とセーラー服の定着、な
ﾇ。

同　上 同　上

12 試験　と選抜

　近代学校に必然化した学習成果の評価法と、上級学校進学の
ｽめの選抜の史的特徴を分析する。定期試験の結果による席次
?閨E落第・進級・飛び級の発生、考査の意味、通信簿、そし
ﾄ入試競争の激化とその影響など。

同　上 同　上

13
教育での「外」と
u内」（1）

　国家統合の過程で新たに包摂した少数民族などマイノリティへの教育を先行例として、台湾・朝鮮などにおいて植民地教育

ｪ開始された。植民地の子どもたちにとって、学校教育を通じ
ｽ立身出世の道はどのように開かれていたのか、あるいは閉ざ
ｳれていたのか。植民地の教育制度に即して考える。

駒込　　武
iお茶の水

落q大学助
ｳ授）

駒込　　武
iお茶の水

落q大学助
ｳ授）

14
教育での「外」と
u内」（2）

　植民地の教育は文化統合の手段であり、その武器とされたの
ﾍ日本語教育である。植民地に対する日本語教育強化の史的問
關ｫを、最初の植民地である台湾の事例に則して説明する。

同　上 同　上

15 象徴と教育

　国家・国民を初め、集団構成員としての統合や連帯を意識さ
ｹるために、標旗・標章・歌曲などに表現させた象徴について
ﾌ教育は、学校においても重視されている。しかしその抽象度
ｪ高いほど、　「見えざるイデオロギー」教育に結果することが
?驕Bここでは旗章を中心にして、象徴を教育に用いる場合の
竭關ｫを考察する。教育の自由と集団性との史的関係を考察し
ﾄ、本講義の結びとする。

佐藤　秀夫 佐藤　秀夫
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＝教育社会学（‘03）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

岩永　雅也（放送　大　学教授）〕
稲垣　恭子（京都大学大学院助教授）〕

全体のねらい
　人は生まれながらにして人間であるわけではない。家族という基礎的な小集団の中に生まれ、親密な人間関係を通じて自

我を形成し、やがて一般化された人間関係が縦横に展開する社会との接触を通してその社会の文化と規範を身に付けること

により、一個の自律的な人間となるのである。その意味で人間はすぐれて社会的な存在であるといえる。本講義は、人々が

生まれ、育ち、学び、働き、さらに自らの子ども達を育て、自己を実現していくというプロセスを縦糸とし、人々がそのプ

ロセスの各段階で関わっていくさまざまな教育の在りようを横糸として、社会的な営みとしての教育の意味と本質を理解し

ていくことを目的としている。あわせて最近の教育状況とそれを巡る環境の変化に関しても検討を進める。

回 テーマ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 教育社会学の視座

　教育社会学とはどんな学問領域なのか、どのような方法を

pい、何を研究対象として研究を進めるのかといった、教育

ﾐ会学をめぐる基本概念について考察する。あわせてこれま

ﾅの研究史のにも概略的に言及する。

岩永　　雅也

i放送大学教
�j

岩永　　雅也
i放送大学教

�j

誧_　　恭子
i京都大学大

w院助教授）

2 自我の形成と変容

　人は生まれながらにして自分自身、つまり自我を持ってい

驍墲ｯではない。人の成長の核となる自我は何を要素として

ﾇのような背景と条件のもとに形成されるのか、1とmeの概

Oなどを手掛かりに自我の形成について考える。

稲垣　　恭子
i京都大学大

w院助教授）

稲垣　　恭子
i京都大学大

w院助教授）

3 家族文化と社会化

子ども達がまず最初に出会う基礎的集団である家族がどの

謔､に彼らの自我を変容させ、社会化していくか、家族とは
ﾇのような機能を持ち、いかなる文化を伝達していく存在な

ﾌか、社会化の基礎概念とあわせて検討する。

同　上 同　上

4 幼児教育の意味

　家族から学校への移行期には、ほとんどの子ども達が就学

O教育を体験する。ここでは、現代社会において幼時に対す
驪ｳ育が持っている社会的意味を検討した上で、その現状と

竭闢_を考察する。

森　　繁男
i京都女子大

w教授）

森　　繁男
i京都女子大

w教授）

5 学校教育への参加

　近代化の進んだ社会において、すべての子どもが同質性の

b｢学校教育に参加していくということの意味を考える。特
ﾉ初等段階の学校が持つ社会化機能の本質や内面化される規

ﾍの性格などについて詳しく検討する。

稲垣　　恭子
i京都大学大

w院助教授）

稲垣　　恭子
i京都大学大

w院助教授）

6
教師・生徒・カリキ

　教室の中で展開される教授一学習過程の諸相を、教師、生

k（児童）、カリキュラムという三つの観点から立体的に検討

ｵ、教室という場が持つ社会化力の本質について理解を深め

驕Bあわせて現下の問題にも言及する。

同　上 同　上

7
分岐点としての中

刹ｳ育

　近代社会における中等教育機関は、社会化機能の上からも

ｭ達段階に関しても、また社会的階層分化という点から考え
ﾄも、あらゆる意味で「分岐点」というに相応しい存在である。

ｱこではその構造と機能を体系的に考察する。
岩永　雅也 岩永　雅也

一一@3　O　1一



回 テーマ 内　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 教育の病理現象

　思春期と重なる中等教育段階では、さまざまな形の逸脱現

ﾛが見られる。その中には恒常的に繰り返される樋常の」逸

Eも、特殊な時代的背景を持つ現象もある。それを類型的に

ｮ理しつつ、今日の教育的病理現象を考える。

滝　　　充
i国立教育政

�､究所室
ｷ）

滝　　　充
i国立教育政

�､究所室
ｷ）

q岩永　　雅也

9
教育におけるジェ
塔_ー

　「社会や文化がつくりあげる性」としての「ジェンダー」

ﾍ、男女平等を旨とする学校教育にあっても「隠れたカリキ

?宴?vという形をとって入り込んでしまう。ここではその

謔､に「ジェンダー化jされた学校教育と、これを克服しよ
､とする試みを社会学的に考察してゆきたい。

森　　繁男
i京都女子大

w教授）

森　　繁男
i京都女子大

w教授）

誧_　　恭子

10 学校の選別機能

　近代社会におけるフォーマルな学校教育は、能力による選

ﾊと職業的階層社会への人材の配分を主要な機能の一つにし

ﾄいる。学校の持つ選別と人材配分機能のあらましと社会的

ﾓ味、およびその結果が社会的に正当なものとして受け入れ
轤黷ﾄいる根拠について考察する。

荒井　克弘
i東北大学教
�j

荒井　克弘
i東北大学教
�j

竕i　　雅也

11 高等教育の多様性

　高等教育は初等・中等の学校システムとは異なる背景のも

ﾆに、職業的専門性に接合する形で形成されてきた。そのこ

ﾆが高等教育機関を多様なものにする大きな要因となってい

驕Bここでは、近代社会において多様に展開する高等教育の
ﾀ態とその基本的な社会的機能について検討する。

米澤　三三
i大学評価・学

ﾊ授与機構助
ｳ授）

岩永　　雅也

ﾄ澤　彰純
i大学評価・学

ﾊ授与機構助
ｳ授）

12 学歴と社会階層

　多くの近代社会は、家柄や身分等の属性原理を廃し、学歴

�w標とした業績原理を採用することで、学校を産業社会に

ｨける人材配分の最も重要なデバイスに位置づけた。ここで
ﾍ、学歴と社会階層との関わりを理解した上で、学歴主義と
w歴社会の本質を探る。

岩永　雅也 岩永　　雅也

13
メディア社会の教

　現代社会を解く鍵の一つがメディアである。教育という領

謔烽ｻの例外ではない。メディアと学校教育は現在どのよう

ﾉ関わっているのか、それが現代の教育のあり方にどのよう

ﾈ影響を与えているのか、また、今後その関係はどう変化し

ﾄいくのか、といった点について実証的に論じる

吉田　　文
iメディア教
迥J発センタ
[教授）

吉田　　文
iメディア教

迥J発セン
^ー教授）

竕i　　雅也

14
生涯学習社会の展

]

　生涯学習社会は、あらゆる学習機会を統合し、有機的に結

№ｷることによって実現することができる。生涯学習社会に
ｨける教育はどのようになるのか、またそこに至るまでには

ﾇのような問題点や課題を解決する必要があるのか、総体的
ﾈ視点から議論を進める。

岩永　　雅也 岩永　　雅也

15 教育の現代的課題

　今日の学校および教育そのものが直面する具体的な問題を

ﾀ態に即して取り上げながら、その背：景と解決への糸口を探

驕Bあわせて今後わが国の教育がどのように展開していくの
ｩ、その近未来像を展望する。

同　上
岩永　雅也

誧_　　恭子
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＝教育の政治経済学（’00）：：（TV）

〔主任講師
〔主任講師

金子　元久　　（東京大学教授）〕
小林　雅之　　（東京大学助教授）〕

ために歴史比較や国際比較も行う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
教育と経済を見る

・教育と経済・社会の関わりについて、簡単な図式をもとに解
烽ｷる。教育がなければ社会は成り立たない、逆に社会がなけ
黷ﾎ教育は成り立たない、という関係を説明する。
Eこの科目を通じて、現代社会と教育の接点のどこが問題か、
w生に考えてもらいたい問題とアプローチの方法を説明する・
E各回の内容の簡単な紹介をする。

金子　元久
i東京大学

ｳ授）

ｬ林　雅之
i東京大学

赴ｳ授）

金子　元久
i東京大学

ｳ授）

ｬ林　雅之
i東京大学

赴ｳ授）

2

教育と社会・経済
ｭ展　（1）～教育と社会発展

ﾌ歴史～

・教育と社会システムの関連をとらえるマクロな図式を提示す

驕B・中世から近代、現代にいたる教育システムの発展を説明する。

Eその結果生じた現代の教育システムの特徴や問題点を説明す

驕B・生涯学習など現代の教育システムの変化への動きとその背景を

T説する。

小林　雅之 小林　雅之

3

教育と社会・経済
ｭ展　　（2）～近代日本の教育

@　　　と社会～

・近代以前の教育、特に江戸時代の教育の特徴を簡単に説明す

驕B・これと対比することで明治の教育改革の考え方とそれによっ

ﾄ生じた教育システムの拡大を解説する。
E社会的選抜と教育的選抜の結びつきによる学歴社会システム
ﾌ成立と発展を概説し、その戦後への遺産についてふれる。

同　上 同　上

4

教育と社会・経済
ｭ展　　（3）～世界の教育と

@　　　　社会～

・社会経済発展と教育の関連を、世界各国について比較する・

fNPと就学率の関連などを図で説明する。
E発展途上国がかかえる問題点を、国際会議などの報告書をも
ﾆに紹介する。・途上国の例をとりあげ紹介する。　（資料映像、ロケ）

金子　元久 金子　元久

5

経済現象としての
ｳ育　（1）～教育と「市場」　　　　　、　　メカニズム～

・教育を経済的な現象として捉える見方を、　「教育機会市場」
ﾆ「労働市場」の2つの市場モデルをもとに説明する。
E教育機会市場の構造と変化を具体的に説明する。
E学卒労働市場の構造と変化を具体的に説明する。
E2つの市場の関連を説明する。

同　上 同　上

6

経済現象としての
ｳ育　（2）～社会的投資

@としての教育～

・教育を社会的投資と見る見方を説明する。識字率と就学率や
ﾟ代化との関連などを例にする。　（映像）・経済発展と教育との関連を、人的能力政策を例に説明する・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（映・経流砂理論として人的資本論の登場の背景を説明する・

怐Aまたは写真）・人的資木論の骨格をわかりやすく説明する。

同　上 同　上

7

経済現象としての
ｳ育　（3）～個人的投資

@としての教育～

・人々の進学行動を人的資本論の立場から経済学的に説明す
@　（映像、または写真）る。・個人的な投資に対する利益の算出方法を具体的に提示し・収

v率により進学行動を説明できることを具体的に示す。
E教育だけでなく、人間行動の理論としての人的資本論につい

ﾄ簡単に紹介する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

・職業と教育の関連をマクロに捉え、具体的なデータに基づい

8

しごとと教育（1）～産業・職業の

@　変動と教育～

て、両者の関連を説明する。

ﾁに戦後日本について、分析した結果を図やグラフでわかりや
ｷく提示する。・［学歴獲得と社会移動の関係について機能主義的な一般モデル 小林　雅之 小林　雅之

を提示する。　（映像）

・特に、日本では教育と職業が密接な関係を持たない理由を説
明する。

・職場で要求される知識や技術と学校教育の対応などミクロな

9
しごとと教育（2）～学歴と就職～ 教育と職業の対応について説明する。・人的資本論に批判的な経済学的・社会学的理論による教育と

同　上 同　上

職業の対応関係の捉え方を紹介する。
・日本の終身雇用制と内部労働市場化による学卒一斉採用方式
について説明する。　（映像）

10

しごとと教育（3）～女性の職業と

@　　　　教育～

・女子の労働参加と高学歴化との関連を捉える見方を紹介す
翌ﾆ職業の関連について、日米のネ目違を比較する。（映像）・今日の女性と職業の問題点と教育の関連を論ずる。

同　上 同　上

・戦後日本における教育の量的拡大を紹介する。それに対する
政策的課題を提示する。

11

教育問題の政治
o済学（1）～戦後日本の

@　　　教育～

・高度成長のための手段としての教育と教育需要の急激な拡大の関連を説明する。・教育の拡大とその歪みの増大、社会問題化した教育の例をあ

ｰる。・それに対する教育政策として、自由化、多様化、個性化など
金子　元之 金子　元之

国際社会の中での社会資本としての教育のありかたを説明す
る。

・教育と社会階層の関連、それをむすぶものとしての社会学
教育問題の政治 的、経済学的な要因に関する研究を紹介する。

12
経済学（2）～教育と ・教育の機会均等に関する様々な議論と問題点を紹介する。・現代日本における教育の機会均等を具体的に評価する。

同　上 同　上

社会階層～ ・教育の機会均等にむけた奨学金や授業料などの政策を紹介す
る。

・教育における政府の役割と市場メカニズムの関連について、
様々な理論を紹介する。
・新自由主義の思想など、政府の教育への介入が必ずしも自明

教育問題の政治 でないことを説明する。

13
経済学（3）～教育における ・教育制度のコントロールと政府の関連、その問題点を説明す

驕B
同　上　　、／団’ 同　上

政府の役割～ ・政府の教育支出について、日本の特徴を国際比較によって具
体的に解説する。

・高等教育への政府補助を例に、政府と教育に関する現在の問
題点を解説する。

・臨時教育審議会や大学審議会、中央教育審議会などの議論を
教育問題の政治 もとに、教育改革の方向を解説する。

14
経済学（4）～教育改革の ・中等教育の改革について、業者テストの廃止や総合制などの

ｮきを紹介する。　（映像、ロケ） 同　上 同　上

動向～ ・高等教育の改革について、教育改革などの動向を紹介する。
（映像）

・教育改革とその問題点について総括的に論じる。’

15
日本の教育と社会

ﾌ課題

・世界の教育改革の動向と日本の改革を比較する。・教育の生産的機能と選抜配分機能という観点から、教育と経

同　上 同　上

済・社会の関連をまとめる。
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・＝ qどもと若者の文化（’01）＝・（TV）

〔主任講師・本田和子（お茶の水女子大学学長）〕

全体のねらい
　変化のスピードが世代交替の速度を上回るとき、社会には世代間の葛藤や混乱が生じると言われる。こうした現状を

踏まえて、若い世代の文化を理解し、新たな関係を構築することが、本講義のねらいである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

文化のテクストと
ｵての子どもと若

ﾒ
・文化をどう捉えるか　・子どもと若者の文化は何を語るか

本田　和子
iお茶の水

落q大学学
ｷ）

本田　和子
iお茶の水
落q大学学
ｷ）

2
活字と映像（その
P）

・活字文化の近代 同　上 同　上

3
活字と映像（その
Q）

・映像の跳梁と世代葛藤 同　上 同　上

4 音楽する世代 ・変貌する音楽環境 同　上 同　上

5
演劇とパフォーマ
塔X（その1）

・演技する世代 同　上 同　上

6
演劇とパフォーマ
塔X（その2）

・演じる遊びとその快感 同　上 同　上

7
身体文化と子ども
ﾆ若者（その1）

・近代化と身体への関心
清水　　諭
i筑波大学

u師）

清水　　諭
i筑波大学

u師）
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回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

8
身体文化と子ども
ﾆ若者（その2）

・遊び・スポーツ・イベント 清水　　諭 清水　　諭

9
ものの文化史（そ
ﾌ1）

・おもちゃ革命と子どもたちの現在 本田　和子 本田　和子

10
ものの文化史（そ
ﾌ2）

・変化する暮らしと子どもと若者 同　上 同　上

11
電脳時代の遊びと
ｶ化（その1）

・激変するコミュニケーション環境と人間の遊び
西村　清和
i；埼玉大学

ｳ授）

西村　清和
i埼玉大学

ｳ授）

12
電脳時代の遊びと
ｶ化（その2）

・機器の発達と遊びの変貌 同　上 同　上

13 パーソナル・コ
~ュニケーション

・コミュニケーション状況の変化と子ども・若者の生活 本田　和子 本田　和子

14 異文化体験と
ｼ者認識

・海外旅行とボランティア活動　・伝統の発見と回帰 同　上 同　上

15
現代文化と子ども
ﾆ若者

・少子化社会の光と影　・若い世代に何を期待するか 同　上 同　上
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＝＝ ﾆ庭・学校と地域社会（’00）＝・（TV）
　　　　　　　　　一地域教育社会学一

　　　〔主任講師：岡崎友典（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　人間の成長・発達といった社会的な作用（教育）を中心的に担う学校と家庭そして人間の共同生活の場面としての
「地域社会」との関係を、生涯学習・教育の視点から明らかにする。特に学校・家庭が地域の諸組織・機関との連携協

力により、どのような形で地域社会形成の担い手（主体）を生み出しているかについて・地域の教育を社会学の手法を

用いて研究してきた「地域教育社会学」の研究成果をもとに考察する・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

ユ
地域社会の変動と
ｳ育（導入）

　第二次世界大戦後の我が国の地域社会の変動と教育の関係に
ﾂいて、地域開発政策の展開過程に即して、その特徴と教育上
ﾌ課題を提示する。
@教育環境としての地域と「家庭・学校」との関係について、
､究上の枠組みを提示し、また具体的な事例を通して全体の構
ｬを紹介する。

岡崎　友典
i放送大学

赴ｳ授）

岡崎　友典
i放送大学

赴ｳ授）

2

家族周期と教育の

ﾛ題一ライフ
Xテージ別学習一

　ライフスタイルが大きく変容する我が国の家族の生活を、家
ｰ類型別にライフステージに即した学習課題を、家族周期と個
lのライフコースに視点から考察する。

同　上 同　上

3

家庭の福祉と教育
ﾌ役割一高齢社会
ﾌ家族一

家族のもつ機能について、福祉と教育の視点から明らかにす
驕Bとくに児童と高齢者にとって、家族が果たす役割について
?ﾌ的な場面に即して考察する。

同　上 同　上

4

家族・親子関係と
｢代の交代一地域間・世代間

ﾌ交流一

家族規模の縮小と形態の変化に伴い、家庭のもつ養育・教育機
¥に変化が見られる。次世代を育てるために地域社会が果たす
�рﾉついて、山村留学の実践と郷土芸能の伝承形態の事例を
ﾊして検討する。

同　上 同　上

5

学校の統合・新設
ﾆ学区一開かれた
w校と地域一

近代の公教育の学校の成立と発展の歴史をたどるとともに、人
福ﾌ分布変動に伴う学校の統合と新設の問題を通して、地域社
?ﾉとって学校が果たす役割について考察する。

同　上 同　上

6

学校と地域社会の
A携・協カー地域
ｳ育の創造一

学校教育の目標を達成するための教育実践に、地域がいかなる
�р�ﾊたせるか、また地域住民の生活をより豊かにするため
ﾉ、子どもだけでなく大人に対して学校が担える役割は何かに
ﾂいて、連携・協力といった視点から明らかにする。

同　上 同　上

7
PTAと地域住民
g織一大人の教育
ﾓ任一

教職員と保護者でによって組織されるPTAを、子どもを媒介
ﾉ成立する成人の学習組織と捉え、さらに保護者が地域社会の
??｢代として地域社会形成に主要な役割を担うといった視点
ｩら、大人の教育責任について検討する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

急激に変動する社会、また寿命の延長により、人々の生涯に

8
教育内容と地域社
?`学校の再生～

とって学校の果たす役割・意味は多様に変化している。義務教
轤�ﾜめ生涯学習に学校が果たす役割、とくに教育内容につい 岡崎友典 岡崎友典
て、学校の再生とい6た角度から検討する。

9

人
材
の
養
成
と
移
動
～
職
能
形
態
の
過
程
～

　社会人としての能力とくに職業人としての能力（職能）形成が、学校教育を土台としてどのような過程を経てなされるにつ

｢て、義務教育学校終了後の個人のライフコースに沿って具体
Iな形態・内容について検討する。

同　上 同　上

急激な人口の分布変動にともなって、地域住民の構成が亡き
地域社会の再編と く変化している。地域社会のもつ人間形成機能（教育）は、住

10 新旧住民の交流 民の人間関係を基盤として発揮されるといった視点から、その 同　上 同　上
（1） （1）では大都市の伝統的な祭事行事を事例に住民の交流・融

和がどのような形で図られているかについて考察する。

11

地域社会の再編と

V旧住民の交流
i2）

　その（1）の祭事行事が新規来住者が増大するなかで変容し
ﾄ行く過程、また地域住民組織の町会・自治会の果たす役割に
ﾂいて、新たなコミュニティの創造といった視点から現代的課
閧�Tる。

同　上 同　上

地域社会がその社会的・自然的条件を生かして「自治体」と
しての活性化を目指して、全国各地で貴重な実践がなされてい

12
地域社会の活性化
ﾆ教育事業

る。都市と農村の交流事業が、地域社会の教育機能を最大限に
?pして行なわれている事例を分析する。とくに定住人口と交

同　上 同　上

流人口を確保することにより、地域を活性化させるうえで、教
育の果たす役割について検討する。

芸

13

地域文化の創造と
p承（1）～文化の?

S
と
し
て
の
地
域
～

　地域社会の人々の生活文化がどのような形で創造されまた継
ｳされるかを、二回に分けて考察する。その（1）では生活文化の
T念を明示し、地方自治体レベルで地域文化を創造・継承させ
驍ｽめにどのような施策・態勢が考えられるか、伝統工芸をの
沫痰�ﾊして検討する。

同　上 同　上

地域文化の創造と その（2）では、地域の「産業」と「文学」が地域文化とどのよ
14 継承（2）～地域定 うに経過をたどって形成されてきたかについて、家具製造業と 同　上 同　上

住と文化活動～ 文学記念館の事例を通して検討する。

15

学習社会の成立と

ｳ育の課題～まと
ﾟ～

　全体のまとめ。現代社会を学習社会といった社会類型として
ｨえるとき、地域社会でなされる教育がどのような形態をとる
ｩについて、各回で提示した市町村レベルでの事例を要約し、
｡後の研究上の課題を提起する。

同　上 同　上
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＝国際化と教育（‘03）＝（R）
　　　　　一異文化間教育学の視点から

〔主任講師：佐藤郡衛（東京学芸大学教授）〕

全体のねらい
本書は、国際化の進展とともに必然化する異文守門教育を主題にする。異文化学教育とは、2つ以上の相異なる文化の狭

間で展開する教育ないし人間形成の過程・活動を意味している。本書では、日本の異文化間教育の具体的な事例の考察をふ

まえて異文化間教育の研究と実践の課題について多角的に明らかにする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 国際化と教育

　国際化、とりわけグローバリゼーションの進化とともに

ｳ育研究の枠組みの再考が求められていることを示す。特

ﾉ、文化間移動に伴う人間発達の過程や諸相をとらえてい
ｭためには、異文化早教育研究が必要なことを明らかにす

驕B

佐藤　郡衛
i東京学芸

蜉w教授）

佐藤　郡衛
i東京学芸

蜉w教授）

2
異文化理解の教育

　文化のグローバル化がもたらす状況、文化間の対立など

�l察しつつ、同時に文化間の相互理解が可能かについて
沒｢する。その上で、異文化間教育研究における文化概念

ﾉついて考察する。
同　上 同　上

3

日本の異文化間教育

ﾆその視点

　異文化間教育のキー概念である異文化接触を取り上げ

驕Bついで、具体的な事例をもとに日本の異文化間教育の

T要を説明するとともに、異文化間教育の枠組みやその視

_を明らかにする。

@　　　　　　　　　　　　　　　　「

同　上〆 同　上

4 異文化体験と教育

　異文化接触や異文化適応を客観的にとらえるだけでな

ｭ、異文化を経験する主体としてそこに参加している個人

ﾌ側からとらえる。海外で生活する日本の子ども、帰国し

ｽ子ども、さらに北本に在住する外国人の子どもの異文化

ﾌ験と成人の異文化体験を取り上げその具体的な過程と

ﾁ質を明らかにする。

同　上 同　上

5
学校における多文化

､生

　日本の学校の多国籍化、多民族化、多文化化について触

黶A日本の学校で展開している多文化共生の取り組みにつ

｢て考察する。その上で、学校における多文化共生の実現

ﾉ向けた問題点と課題を提示する。
同　上 同　上

6 教育国際交流

　教育の国際交流活動を取り上げる。特に、学校における

総ﾛ交流活動、教員の国際交流、大学の国際交流に焦点化

ｵ、現状と問題点、今後の課題を考察する。大学の国際交

ｬについては、留学生を対象にして、留学生の受け入れが

蜉wの国際化に結びつくか、そして留学生の支援のあり方

ﾈどについて考察する。

「　同　上

同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 購　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地域の国際化に焦点をあてる。地域コミュニティを基盤

にして、異文化をもつ人との接触をどのように地域コミュ

7 地域における国際化
ニティの課題に取り込み、それがまちづくりや地域住民の

佐藤　郡衛 佐藤　丁丁
意識の変容にどのように転化していくかについて考察す

る。

日本における国際理解教育の発展の軌跡を跡づけなが

ら、国際理解教育の転換が迫られていることを示す。それ

8
多文化共生の教育 は、「国際」から「文化際」や「人間際」の教育への転換

ﾆいえる。その上で、多文化共生に向けた教育の課題につ
同　上 同　上

いて考察する。

国際共同教育事業としての開発途上国への教育援助・協

カの問題を南北問題との関連で考察する。ついで、今後、

9
グローバルな教育の

謔闡gみ
ますます重要視されるグローバルな教育の取り組みにつ

｢てもその必要性と課題について、教育のNGO、　NPOな
同　上 同　上

♪ どの事例をもとに検討する。

異文化間教育においてなぜアイデンティティが問題に

なるかを考察する。具体的には、アイデンティティ形成に

異文化間教育とアイ 及ぼす異文化接触の影響、文化とアイデンティティなどの

10 デンティティ 問題について考察する。 同　上 同　上

そして、固定的で複合的なアイデンティティから、多元的

なアイデンティティへり流れを検証する。

異文下間コミュニケーションが異文化への適応過程や
異文化間教育における相互作用過程の中心的テーマであ

11
異文三間コミュニケ

[・ Vョン

ることを示す。ついで、「異文高間リテラシー」という概

Oを提案し、今後の共生社会においてどのような資質が必
同　上 同　上

要かを考察する。

異文化接触と言語について取り上げる。異文化間教育で

は、第二言語の習得が大きな課題になるがその教育の実情

12
異文三間教育と第二 と問題点について考察する。特に、第二言語としての日本 同　上 同　上
言語 語教育に焦点をあててその現状と課題について検討する。

ネットワーク論を基礎にして、生活の場である地域社会

における多文化共生の取り組みについて取り上げる。具体

13 異文化間教育と地域 的には、多文化共生を可能にするネットワーキングのあり 同　上 同　上

ネットワーキング 方について、現実に展開されている外国籍の人に対する日

本語ボランティアを事例に考察する。

異文化間教育の研究方法を検討する。国際化に関わる教

育事象をどのような方法でとらえていくかを具体的な事

14
異文化間教育の研究

菇@
例にそくして概説する。特に、異文化間教育研究の研究方

@として、構築主義とエスノグラフィを中心に検討する。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

講義のまとめとして、これからの異文化間教育の課題を

理論と実践の両面から総合的に検討する。とりわけ、異文

化間教育が普及・拡散してきた現状の中で、異文化間教育

15 異文化間教育の課題 の独自性をどこに求めるかが課題になってきた。このこと 佐藤　郡衛 佐藤　郡衛
を踏まえ、異文化間教育の「学」としての自立化について

検討する。
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＝比較教育制度論（℃3）＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

新井　郁男（放送大学教授）〕

二宮　　皓（広島大学教授）〕

全体のねらい
　世界各国の学校教育を中心にした制度一法的制度だけでなく慣行的な制度も含めて一の特色を、我が国との比較を念頭に

置いて、歴史的、社会的、文化的背景の文脈に位置づけながら考察する。特に、義務教育の在り方、学校段階間の接続関係

（選抜の問題）、地域との関係などの視点を重視する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
@講師名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

総論1
ｶ涯学習の理念と

ｻ状

生涯学習についての理念とその制度化についての考え方につ

｢て考察する。

新井　郁男
i放送大学教

�j

新井　郁男
i放送大学教

�j

2
総論2
芒r教育学の歴史
ﾆ現状

比較教育の意義について、その歴史と現状について述べる。

二　宮　　皓

i広島大学教

@　授）

二　宮　　皓

i広島大学教

@　授）

3
アメリカの教育制

x1
アメリカの初等・中等教育制度が児童生徒の発達に対応する

_軟なシステムを発達させていることを考察する。

新井　郁男
i放送大学教

�j

新井　郁男
i放送大学教

�j

4
アメリカの教育制

x2
アメリカの高等教育制度が社会人にどのように開かれている

ｩを考察する。

二　宮　　皓

i広島大学教

@　授）

二　宮　　皓

i広島大学教

@　授）

5
イギリスの教育制

x1
イギリスの初等・中等教育制度が児童生徒の能力・適正など

ﾉどのように対応しているかについて考察する。

宮腰　英一
i東北大学教

�j

宮腰　英一一
i東北大学教

�j

6
イギリスの教育制

x2
イギリスの高等教育の制度を大学拡張の面にも注目して考察

ｷる。また、継続教育についてもふれる。

宮腰　英一
i東北大学教

�j

宮腰　英一
i東北大学教

�j

7
ドイツの教育制度
P

ドイツの初等・中等教育制度が児童生徒の能力・適正にどの

謔､に対応しているかについて考察する。

長島　旧記
i常葉学園大

w助教授γ

長島　啓記
i常葉学園大

w助教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
@講師名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
ドイツの教育制度

Q
ドイツの高等教育制度の動向を社会人への開放という面にも

獄ﾚして考察する。

長島　旧記
i常葉学園大

w助教授）

長島　旧記
i常葉学園大

w助教授）

9
フランスの教育制

x1
フランスの初等・中等教育制度が児童生徒の能力・適正にど

ﾌように対応しているかについて考察する。

藤井　佐和子
i宇都宮大学

ｳ授）

藤井　佐和子

i宇都宮大学
ｳ授）

10
フランスの教育制

x2
フランスの高等教育制度の動向を社会人への開放という面に

熬獄ﾚして考察する。
同　　　　上 同　　　　上

11
ロシアの教育制度
P

ロシアの初等・中等教育制度が児童生徒のキャリアとどのよ

､に結びついているかについて考察する。

沢野由紀子
i国立教育政

�､究所総括
､究官）

沢野由紀子
i国立教育政

�､究所総括
､究官）

12
ロシアの教育制度
Q

ロシアの高等教育制度が労働世界とどのように結びついてい

驍ｩについて考察する。
同　　　　上 同　　　　上

13 韓国の教育制度1
韓国の初等・中等教育制度が児童生徒の能力・適正とどのよ

､に対応しているかについて考察する。

朴　　　聖雨

iプール学院
蜉w教授）

朴　　　照雨

iプール学院
蜉w教授）

14 韓国の教育制度2
韓国の高等教育制度について、会人への開放という面にも注
ﾚして考察する。

朴　　　聖雨
iプール学院

蜉w教授）

朴　　　聖雨

iプール学院

蜉w教授）

15 日本の教育制度
諸外国の教育制度と比較した日本の教育制度の特色について

l察する。

新井　郁男
i放送大学教

�j

新井　郁男
i放送大学教

�j
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　　　　　　　　　　　＝学習科学とテクノロジ（‘03）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師　：　三宅　なほみ（中京大学教授）〕

全体のねらい
　学習科学（Learning　scienccs）は、人々が互いに理解を深め合う協調的な学習環境をテクノロジを駆使してデザインし・実

践的に学習理論作りを進める新しい学問分野である。先進的な研究・開発に取り組んでいる研究者たちの考え方やカリキュ

ラム構成の実際を現地に取材した生の声から紹介し、それらを検討しながらそこに含まれる学びの理論の本質に迫る・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「人は生きてゆくために問題を解決しながら経験を積み社 三宅　なほみ 三宅　なほみ

会的に知識を精錬させてゆく」とする協調的な学習観を基に、 （中京大三教 （中京大学教

1 学びを見直す
学習とは何か、学習の転移はどのように起きるか、学習はど

､動機付けられているかなど、学習科学の基礎を紹介しつつ・

授）

註?@　始

授）

註?@　始
学習科学の先導的な研究者たちが何を目指して実践的な研究 （中京大学助 （中京大学助

を進めているのか、15回で取り上げる内容を概観する。 手） 手）

協調的な学習観では，人は互いに自分たちの考えているこ
とや分かったことを他人に説明し、自分と他人の考えを比較

2
協調学習という考

ｦ方

しながら各々自分の知識を作り変えることによって賢くなる

ﾆ考える。人の学習過程についてのどんな研究からこのよう
同　上 同　上

な学習観が支持されるのか、協調学習の基礎とそれを支援す

るテクノ『ロジの役割を検討する。

電子掲示板は協調的な学習を展開するための基本的な機能

を備えている。互いの考え方を確かめ合い、自分たちが何を

掲示板による協調 学ぶべきかを確認しながら学ぶCSILEIKF（コンピュータによ 同　上 同　上
3

学習 る意図的学習支援環境／知識フォーラム）を利用した実践を

紹介し、協調学習過程の基本的な学習過程を検討する。

マルチメディア技術を駆使してマイクロワールドを設定し

その中に答えが一つではない問題を用意して、学習者が協調

4
マイクロワー・ルド 的に問題を解くことによって学習する環境を作ることができ 同　上 同　上

の利用 る。その典型例としてJasperプロジェクトを紹介し、学習へ

の動機付け、自己学習管理能力の育成について考察する。

学習科学ではデザイン研究と呼ばれる新しい実践的な研究

方法が重視される。効果の期待できる新しい学習環境を作り

5 デザイン研究
授業を実践して、何がうまくいったのかを分析し、その経験

�?ｩしてさらに実践と評価を繰返す。3回、4回で取り上
同　上 同　上

げた実践研究を振返りながらデザイン研究の実態を検討し、

6回目以降の着目点を整理する。

科学教育に成果を上げているWISE（ウェブ統合型科学教

6
科学的な考え方を
叝妺ｻする

育）プロジェクトについて、背景理念とカリキュラム構成を

ﾇう。生徒がどのように情報を整理して現実社会に役立つ理
�ﾉつなげる工夫がなされているのかを分析し、情報の編集

同　上 同　上

や吟味の学習にテクノロジが果たす役割を検討する。

WISEではwebを、情報源としてだけでなく、学習者が学ん
だ結果を確かめる吟味の場として、また教員が自らの授業の

7
パートナーシップ
ﾆいう考え方

ために教材を共有し作り変える支援の場として活用してい
驕B学習環境を広く開放して科学者一研究者一教師一学習者

同　上 同　上

をつなごうとするWISEの「パートナーシップ」という考え

方を検討する。

一一
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
w　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
科学する技術を身
ﾉつける

　「動くもの」や「考えをはっきりさせるための模型」を作ることを通して物理や地学を学ぶLBD（デザインによる学習）プロジェクトでは、ものを作る過程に内在する外化や再吟味のチャンスをうまく生かして学習者間の学び合いや理解深化を促している。LBDについて、科学的内容だけでなく、科学する技術を習得させる様々な工夫に焦点を当てて紹介する。

三宅　なほみ

註?@　始

三宅　なほみ

註?@　始

9
協調学習への足場

|け

　LBDには、協調学習そのものに対する積極的な態度を酒養
ｷる準備活動（Launcher　pゆect）が設けられている。その過程

�ﾚしく追い、協調学習の原理そのものを学習者に理解させ
謔､とする長；期にわたる足場掛けや協調的な吟味のためのコ

~ュニティ作りに向けた学習科学の新しい方向を検討する。

同　上 同　上

10
科学的な問いを問
､

　シカゴやデトロイトの公立中学校を対象に科学教育のレベ

泣Aップを狙ったLeTUSプロジェクトでは、科学教育の究極
ﾌ目的を「科学的問いを学生が自分たちで作り出し、データ

�?gして自分たちなりの答えを求められること」に据える。

keTUSのカリキュラムを紹介し、その可能性を検討する。

同　上 同　上

11
世界のモデルを作

　LeTUSの学習目標は、学生が自分たちで世界のモデルを作ることでもある。LeTUSが提供する学習支援ソフトには、モ

fルつくりを支援するためのさまざまな仕掛けが組み込まれ

ﾄいる。モデルつくりに関する認知科学的な研究例にも触れ

ﾈがら、6回から11回を振返り、科学教育の目標を再検討
ｷる。

同　上 同　上

12
学習コミュニティ
ﾌ形成へ

　CSILE，　Jasp鉱WISE。　LBD．　LeTUSとここで取り上げてきた

vロジェクトは、個々の学習者の理解だけでなく、それぞれ

ｭしずつ強調点は異なるものの、いずれも学習者を取り巻く
蜷l社会全体が知的に創造的であるような学習コミュニティ

ﾌ形成を目指している。それらを概観しっっ、「持続性の高

｢コミュニティ」について考察する。

同　上 同　上

13
学習科学とテクノ

鴻W

　様々な協調的な学習環境で、テクノロジは、学習者一人一

lの考えていることを外界にうまく表現し、他人の考え方と

芒r吟味して自分の考えを作り直す過程を支援していた。研

?ﾌ現場ではさらに新しい技術の利用が検討されている。将

?�ｩ越して学習科学にテクノロジが果たす役割をまとめ
驕B

同　上 同　上

14 学習の評価

　人が一生学び続けるためには、必要な情報を的確に探しそれらを統合して自分の考えを作り、他人と協調的に深化させ

驍ｽめの知力が必要になる。学習科学研究の成果としては、

ｻのような将来にわたって有効な知力がどこ：まで育成された

ｩが評価されるべきだろう。学習科学に必要な新しい学習評
ｿのあり方を、取り上げたプロジェクトを参考に考察する。

同　上 同　上

15 これからの課題

　14回を振返って学習科学が見出してきた知見と研究テー
}を整理し、これからの課題を展望する。学習科学は、実践
�fータに学習の理論作りを目指している。学習の目標をど

､設定するか、学習環境をデザインするための指針にはどの

謔､なものがあり得るか、学習についての一般的なモデルを

ﾇう立てるかなど、これからの研究テーマを検討する。

同　上 同　上
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・＝ 瘧Q児教育論（℃2）＝（R）

〔主任講師：　大南　英明　（帝京大学教授）〕
〔主任講師：緒方明子（明治学院大学教授：）〕

全体のねらい
　我が国の特別支援教育一特殊教育（障害児教育）一について、制度、歴史、教育の実際、目指すもの等を知的障害教育を

中心に解説、説明する。障害児者の社会参加・自立を支援し、共生の考えを十分に身に付けるようにする・そのため・障害

児及びその教育に対する理解と認識を深めるようにする。

執筆担当 放選担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

我が国の特別支援教育一特殊教育（障害児教育）一は、盲

我が国の学校教育

ｧ度における特別

学校、聾学校、養護学校及び小学校、中学校に設置されてい
體ﾁ殊学級、通級による指導等により行われている。特殊教 大南　英明

i帝京大学教
大南　英明
i帝京大学教

1
支援教育一特殊教 育の制度、現状等について解説する。 授） 授）

育一

1945年以降の知的障害教育を中心に紹介する。知的障害教
育は、特殊学級における教育からス違目ートしている。1979年

2 知的障害教育の歴史
（昭和54年）養護学校教育の義務制の実施前後より、養護学

Zにおける教育、とくに高等部における教育が充実されてき
同　上 同　上

ている。

国際障害者年（1981）前後より障害者の完全参加と平等が、

強く叫ばれ、障害者の社会参加・自立に向けた様々な取り組

3
知的障害教育が目

wしているもの

みが行われている。知的障害教育においては、一人一人の児
ｶ生徒が、　「生きるカ」を身に付けることを長年にわたり目

同　上 同　上

指している。

教育課程を編成し、指導計画を作成し、授業を展開するに

4 障害児の理解1

は、障害のある児童生徒を正しく理解することが大切である。

@児童生徒と相対しながら、児童生徒理解を進める観点、方

@などについて説明する。

緒方　　明子

i明治学院大
w教授）

緒方　　明子

i明治学院大
w教授）

障害のない児童生徒と障害のある児童生徒とを理解する観

点、内容、方法等について、共通点、障害のある児童生徒を

5 障害児の理解H
理解するための配慮などについて、具体例をあげながら説明

ｷる。
同　上 同　上

知能検査、発達検査、心理的アセスメントにより得た情報・

資料を障害児の理解にどのように活用し、授業、具体的な指

6 障害児の理解皿
導、支援にいかしていくか等について説明する。

同　上 同　上

海外からの情報等により、我が国においても個別の指導計

画について関心が高まっている。盲学校、聾学校及び養護学

個別の指導計画の 校の学習指導要領においては、重複障害児の指導、自立活動
同　上 同　上

7
作成1 の指導について、個別の指導計画による指導を求めている。

その意義、ねらいを解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

個別の指導計画を作成し、指導することは必ずしも1対1

の指導だけを意味するものではない。指導の個別化と集団で

8
個別の指導計画の

?ｬII

の指導との関係についても説明する。

緒方　　明子 緒方　　明子

障害のある児童生徒とめ交流は、障害のない児童生徒が、

障害のある児童生徒とその教育に対する正しい理解と認識を
深める絶好の機会であり、同じ社会に生きる人間として、お

9 交　流　教　育 互いを正しく理解し、共に助け合い、支え合って生きていく 同　上 同　上

ことの大切さを学ぶ場である。

知的障害養護学校小学部・中学部の教育の実際を紹介しな

がら、教育課程編成の基本的な考え方、指導計画の作成等に

10
養護学校における

ｳ育1

ついて説明する。

@教材・教具の開発、工夫、指導体制等についてもふれる。 大南　英明 大南　英明

知的障害養護学校高等部の教育について、具体例を紹介す
る。

11
養護学校における
ｳ育∬

　：職業教育、進路指導（進路支援）等、学校と地域社会、関

W機関との連携について説明する。 同　上 同　上

知的障害特殊学級の教育の実際を紹介し、教育課程の編成、

指導計画の作成、通常の学級との交流、他校の学級との合同

12
特殊学級における

ｳ育1

学習等について説明する。

同　上 同　上

学校経営における特殊学級の位置づけ、教職員の連携、’協

カ、設置校における「総合的な学習の時間」の活動等につい
ρ

13
特殊学級における

ｳ育H

て、具体例を紹介しながら説明する。

同　上 同　上

我が国の知的障害教育に影響を及ぼしている海外の知的障
害教育の現状を紹介する。

14
諸外国における知
I障害教育

緒方　　明子 緒方　　明子

教育課程の編成、個別の指導計画の作成、施設・設備、教

員の採用・研修、養護学校と特殊学級との連携、協力等、知

15
知的障害教育の今
咩I課題

的障害教育の今日的課題について解説する。

大南　英明 大南　英明
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＝＝ｶ涯学習と自己実現（‘02）＝・（R）

〔主任講師：　麻生　誠（放送大幹回学長）〕
〔主任講師：　堀　薫夫（大阪教育大学教授）〕

全体のねらい
　生涯学習はライフによって統合された学習である。ライフには生涯・生活とともに生命という意味がある。そして人間の

生命が躍動する状態を自己実現ということがある。
　では、生涯学習の問題を、人間の自己実現という視点からながめるとどのように見えてくるのであろうか。自己実現論か

らみた生涯学習論を生涯学習論のかかえる今日的諸課題の検討とともに考えていきたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
生涯学習の理念

生涯学習がどのような学習観や教育観にささえられてきた

ﾌかを、ラングランやジェルピの説などを参照しつつ考えて

@　㍗｢こつ。
麻生　　誠
i放送大学副

w長）

麻生　　誠
i放送大学副

w長）

2

人間の成長と生涯
w習の原理：生涯学

Kの生物的側面

　人間の成長の本質と生涯学習の原理を、生物としての人間

ｪ環境に適応していく営みにまでさかのぼって考えてみる・
ｶ物的に見ても、生涯学習は人間にとって本質的な営みであ

驍ﾆいうことを述べていきたい。

堀　　薫夫
i大阪教育大

w教授）

堀　　薫夫
i大阪教育大

w教授）

3
人間の経験と生涯

w習

　生涯学習、とくに成人期以降の人たちにとっては・人間の

o験がその貴重な資源となる。では、生涯学習論においては
ｱの人間の経験の問題はどう位置づけられているのであろう

ｩ。デューイや森有正らの経験論からこの問題にこだわって

ﾝよう。

同　上 同　上

4
生涯発達とエイジ

塔O

　経験の変容からの学習は、生涯にわたる成長・発達をめざ

ｷものである。ここでは、生涯発達の概念を、エイジングの

竭閧ﾆ重ね合わせて考えていく。そして、自己実現としての

ｶ涯発達の考え方に注目していく。
同　上 同　上

5
知的能力の変化を

ﾟぐって

　生涯発達と生涯学習を結ぶひとつの視点は「成人期以降の
w習能力の変化」の問題である。　「流動性知力と結晶性知力」

u知力のメカニクスとプラグマティクス」といった考え方を

烽ﾆに、成人期以降の学習能力の変化に目を向けてみる。あ

墲ｹて自己実現に近い概念でもある「知恵」の問題も考えて

｢く。

同　上 同　上

6
高齢者の学習の成

ｧ条件

　生涯学習と生涯発達の完成期である高齢期の学習のあり方

�lえていく。高齢期における学習が、人生の他の時期にお
ｯる学習とどう違うのであろうか。その特徴をいくつかのデ

[タをもとに議論していく。
同　上 同　上

7 死への準備教育

　生涯学習の問題をデス・エデュケーション（死への準備教

轣jの観点からとらえてみよう。人間の死は、　「老いや病と

汲ﾑついた死」と「社会や文化と結びついた死（事故死・他

Eなど）」とに大きく分けられる。それぞれの視点と教育の

挙_を結びつけるとどうなるか、考えてみよう。

同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
生きがいと自己実
ｻ（1）人間的欲求
ﾌ解放

　本放送のひとつの柱である自己実現の問題を「人間的欲求

ﾌ：解放」という点を軸にして考えていこう。マズローやフロ

?轤ﾌ古典的人間観にさかのぼりつつ、人間的欲求とは何か
ﾉついて考えていく。 堀　　薫夫 堀　　薫夫

9
生きがいと自己実
ｻ（2）意味への意

u

　ここでは自己実現の問題を「意味への意思」という概念か

迯lえていく。この言葉は、ヴィクトール・フランクルの提

･した概念であるが、カールソンやカーネギーらの啓蒙的な

??ﾌなかにもこの視点がうかがわれるように思う。人生の
ﾓ味づけとしての自己実現の問題を考えていきたい。

同　上 同　上

10
成人の特性を活か
ｵた学習i援助論

　生涯学習の中核を占めるのは成人教育であろう。ここでは、

ｬ人教育を成人の特性を活かした教育＝・アンドラゴジーとと

轤ｦたうえで、アメリカにおいてこの理論が指摘したことと、

ｻの発展可能性を考えてみよう。 同　上 同　上

11
生涯学習における
w習三三

　生涯学習論においては、1980年代からは学習者や参加者の

挙_に立つ生涯学習という考え方が普及してきた。クラント

唐窿Aーノルドらの説をふまえつつ、参加型生涯学習の可能
ｫを考えていきたい。

三輪　建二
iお茶の水女

q大学教授）

三輪　建二
iお茶の水女

q大学教授）

12 欧米諸国の生涯学習

　ユネスコなどの国際機関、アメリカ、ヨーロッパにおける

ｶ涯学習論の特徴と動向を整理し、そこからわが国の生涯学
K論への示唆を考えていこう。

同　上 同　上

13
生涯学習の日本的

求[ツ

　ややもすると看過されがちなわが国の「学び」の原型、お

謔ﾑ成人が生涯にわたって学び続けるという日本の伝統に関

ｵて、それらのプロトタイプとしての先人達の足跡をたどり

ﾈがら、理解を深めていく。さらに、いわゆる「学ぶ心」と
｢った精神についても考察を深める。

麻生　　　誠 麻生　　　誠

14
補償としての生涯

w習

　成人教育は、今日でも生涯学習の重要な要素の一つである。

ｩつて成人教育の中心的課題であった「過去に剥奪された学
K機会の補償」という側面は、確かに近年は後退の傾向にあ

驍烽ﾌの、現在なお各地で意欲的な取り組みを見ることがで

ｫる。関西地区における夜間中学の教育実践を通してその現
��mり、さらにその背景や課題についても理解を深める。

麻生　　誠

~田　幸二
i奈良市立春

咊?w校教
@）

麻生　　誠

~田　幸二
i奈良市立春

咊?w校教
@）

15
生涯学習社会の近

｢来

　近年の生涯学習関連の政策や実践の動向のなかには、生涯

w習社会への展望を示す重要な問題が示されているであろ
､。人びとの自己実現を保障する生涯学習社会はありうるの
ｩ、近未来を展望してみよう。

麻生　　　三

O　　薫夫

O輪　建二

麻生　　　誠

x　　薫夫

O輪　建二
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＝・ m覚心理学（℃1）＝（TV）

〔主任講師：　相場　　覧（北海道大学名誉教授）〕

〔主任講師：　鳥居　修晃（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　人間における知覚活動は、そのほかのすべて心的活動のもととなる極めて重要な機能といえる・そこには神経生理学的基

礎過程から高次の認知的精神過程までを含む複雑な機構が関係し、それらを理解することによって・われわれは人間の精神

活動に一層深い洞察を得ることができよう。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

感覚と知覚と認知はともに密接に関連しあっている。これ 相場　　　畳 相場　　　覧

らの間の関係を考察し、それぞれの働きと特徴を概観する・ （北海道大学 （北海道大学

名誉教授） 名誉教授）

1 感覚・知覚・認知
鳥居　修晃 鳥居　修晃
（東京大学名 （東京大学名

誉教授） 誉教授）

知覚研究を目的として数多くの研究法が開発されて来た・

そのあるものは心理学とおなじ位の歴史を持ち、またあるも

2 知覚研究の方法
のは最近になって使われはじめた。それらを解説し、知覚研

?ﾌ進展との関係をみる。
同　上 同　上

視覚のもっとも基本的な属性である明暗の知覚と色彩視に

3

視覚（1）

ｾ　る　さ　・　色

ついて、それらと日常の経験との関連について考察し、また

ｻれらの働きを担うメカニズムに関する最新の理論を解説す 相場　　畳
　ノ

鰹黶@　畳
る。

2次元・3次元的な形の知覚に関する諸現象のうち、図・地

4

視覚（2）

`　・　立体視

の分化、二化、線画の立体視などについて論述する。一方、3

沍ｳの具体物などの知覚に関しては、その見え方が視点に依

ｶするか否かという問題を取り上げて考察を加える。
鳥居　修晃 鳥居　修晃

われわれの視覚的世界は運動する事物に満ちている。また

視覚（3） われわれも動きながら物を見る。したがって運動の知覚はわ

5
運　　　動　　　視 れわれの生存に欠く事の出来ない機能である。そのメカニズ 相場　　畳 相場　　畳

ムと生物学的な意義について論ずる。

空間知覚に関する研究の流れを跡づけ、近年の代表的な空

間知覚理論の一つとして知られるギブソンの「きめの勾配説」

6 空　間　知　覚
について解説を加える。次いで、線画のステレオグラム、ユ

激Vュのランダムドット・ステレオグラムによる両眼立体視
鳥居　修晃 鳥居　　修晃

の仕組みについて考察し、さらにそれと視野闘争との関連に

ついても言及する。

先天性の視覚障害の人たちが開眼手術を受けた直後・どの

7

開眼

闖p後の視知覚

ような視覚体験をするかという問題を取り上げて論考する・

氓ﾉ、手術後、色・形の視知覚ならびに事物の識別活動がど

ﾌような過程を経て増強・形成されていくかという問題を中
同　上 同　上

心に考察を進める。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名》

聴覚の基礎として、音の物理的性質と聴覚の属性との関係

聴覚（1） について、コンピュータ・グラフィックスを用いて説明する。 難波　精一郎 難波　精一郎

8 聴覚　の基礎 マスキング実験などを通じて聴覚の基礎的モデルの1つであ （宝塚造形 （宝塚造形
る臨界帯域の概念について概説し、さらに聴覚の動特性につ 芸術大学教 芸術大学教
いて例をあげて紹介する。 授） 授）

音楽の演奏表現に大きく関与する高さ、、大きさ、音色の時

間的変化についてデモ実験により説明する。また音声の知覚
聴覚（2） に及ぼす諸要因について合成音声を用いて紹介する。騒音の

9 音楽・音声騒音 人間に及ぼす影響について例示し、音環境のアセスメントの 難波精　一郎 難波精　一郎
重要牲について概説する。

触覚については、触覚器官の代表であるヒトの手を主題と

し、その触情報処理メカニズムについて解説する。まず、触

情報を受容する皮膚機械受容単位の種類と機能を述べ、次に 宮岡　　徹 宮岡　　徹
10 触　　　　　　覚 それらの情報から主観的な触感覚がどのように産出されるか （静岡理工科 （静岡理工科

に言及する。 大学助教授） 大学助教授）

味やにおいの知覚について、閾値、感覚的強度、味・にお

いの分類に関する学術的知見を学び、特にこれらの感覚に特 斉藤　　幸子 斉藤　幸子
徴的な快不快と前述の知覚との関係、またそのような快不快 （工業技術院 （工業技術院

11 味覚　・　嗅覚 が形成される過程やその要因について考える。 生命工学工業 生命工学工業
技術研究所研 技術研究所研
究室長） 究室長）

最近の脳神経科学の著しい進展により知覚の諸々の側面ど

密接に結びついた脳内の過程がPETやfMRIより明らかに
されつつある。それらの知見とそれらが知覚研究に対しても

12 知覚の脳内機構 つ意義を解説する。 相場　　畳 相場　　覧

時間は普段はあまり意識されない。そして意識されたとし

ても時と場合によってそれは全く異なって把握される。それ

らを規定する要因は何か。また時間知覚の生物学的基礎は何

13 時　間　知　覚 か、などについて概観する。 同　上 同　上

計算機の発達にともなって、人間の知覚機能を計算機によ

って模擬させる試みが多くなされた。それらを概観し、それ

がわれわれの知覚機能の理解にどのように役立っているかを

14 知覚の計算理論 考察する。 同　上 同　上

知覚の研究が応用面にどのように活用されているかについ

て論じる。先天性盲人ないし早期失明者における視覚の障害

15
知覚研究の応用・

ｴ視覚代行

状況について解説するとともに、それらの人たちに視覚以外

ﾌ感覚系を通して視覚情報を伝達する試みのうち、歩行ガイ

hロボット開発の現況について紹介する。

同　上 同　上
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＝学習の心理学（’00）＝・（TV）

〔主任講師 今田　寛（関西学院大学教授）〕

憲鞍編懲欝雛二三二三門門誇欝紛のである・本

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 学　習　と　は

　われわれは環境に適応するためのいろいろな仕組みをもって
@　　あるものは生得的なものであるが、多くは生まれてからいる。の経験を通して学習されたものである。学習とは何かを考え・

{書で取り上げるテーマを紹介する。

今田　　寛
i関西学院

蜉w教授）

今田．　寛
i関西学院

蜉w教授）

2

初期経験の効果、

o験の繰り返しの
�ﾊ

　学習は生まれた直後から始まり、ほぼ生涯つづくものである
ｪ、生後間もない頃の経験はその後の適応過程に特別の意味を
烽ﾂ。初期学習の重要さについて考え、普通の初期経験の欠如
ｪもたらす不可逆な障害について論ずる。また単なる経験の繰
阨ﾔしの効果についても論ずる。

同　上 同　上

3 古典的条件づけ

　環境内の刺激間の関係の学習の問題として古典的条件づけ、
?驍｢はパブロフ型条件づけについて述べる。また古典的条件
ﾃけの基本的諸現象について論じ、それから導き出される法則

ﾉついて講ずる。

同　上 同　上

4
オペラント条件づけ

i1）

　適応にとって刺激間関係の学習も重要であるが、反応の仕方
�ﾏえることによる適応も重要である。反応学習の原型として
¥ーンダイクの試行錯誤実験に始まるオペラント条件づけの研
?ﾆ、それから導出される法則について講ずる。

中島　定彦
i関西学院

蜉w助教
�j

中島　定彦
i関西学院

蜉w助教
�F）

5
オペラント条件づけ

i2）

　オペラント条件づけにおける三項随伴性について講じる。刺
モﾉよる行動の制御ならびに行動と強化子の出会いの取り決め
ﾅある強化スケジュールについて述べる。

同　上 同　上

6 回　避　と　罰

　環境の中にはそれへの接近を促す対象（快刺激）と・それか
轤ﾌ回避・退却を促す対象（不快刺激）が存在するが、本章で
ﾍ不快刺激から回避したり、それに近づかない行動の学習につ

｢て論ずる。

今　田　　寛 今田　　寛

7 学習における
ｶ物的制約

　各種の動物が生まれながらもっている制約条件のために・学
K成立のための条件が充たされた場合であっても、どのような
h激間にも、またどのような反応でも学習されるわけではな
｢。このような生物的制約について講ずる。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 条件づけの
ﾕ床的応用

久野　能弘
i中京大学

ｳ授）

久野　能弘
i中京大学

ｳ授）

9 観　察　学　習

　これまでの章では、学習者が学習するべき行動を実際に「なすことによって学習」する場合を問題にした。しかし人は他者の行動を観察することによっても多くのことを学習する。本章はこの観察学習の問題を講ずる。

春木　　豊
i早稲田大学
ｳ授）

春木　　豊
i早稲田大学
ｳ授）

10 記憶の過程

　記憶は、学習のみならず人間の行動全般を支える重要な機能である。記憶はいくつかの過程に分割出来るが、まずその区分について解説し、さらに情報を取り込む過程である符号化の働きについて説明する。

浮田　　潤
i関西学院大
w助教授）

浮田　　潤
i関西学院大
w助教授）

11 知識　と　学習

　人間の持つ知識の構造と仕組みについて、現在提唱されてい
驛cfルなどを解説する。また外界の情報を理解したり、新しい情報を知識に付け加えたりする過程において、既有の知識が

ﾇう関わるかについて説明する。

同　上 同　上

12 言語の獲得

　人間は、生後の比較的短期間の間に急速に言語を獲得する。その過程を概観し、さらにそれを可能にしている要因について解説する。また言語が人間の全般行動にどのように関わっているかについても考える。

同　上 同　上

13 概念と推理
嶋崎　恒雄
i関西学院

蜉w助教�F）

嶋崎　恒雄
i関西学院

蜉w助教�F）

14 問題解決と学習

　問題解決の問題が歴史的にどのように研究されてきたかを、学習理論史との関連で説明する。また問題解決に影響を及ぼす要因について例を挙げて説明する。

同　上 同　上

15 運動技能の学習

　パソコンのキーボードを叩いたり、各種スポーツの技能など
焉A経験による行動の変化であり、その意味で学習されるもの
ﾅある。本章では効率のよい技能学習の方法や、それを支える
攪_について論ずる。

今　田　　寛 今　田　　寛
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＝生涯発達心理学（℃2）＝（TV）

〔主任講師：小嶋秀夫（京都学園大学教授）〕
〔主任講師：　やまだ　ようこ（京都大学大学院教授）〕

全体のねらい
　乳幼児期から老年期を含む生涯にわたる人間の心理学的発達の主要な問題を学ぶことにより、生涯発達の視点を理解する

ことを目指す。個体の発達的変化の姿、それにかかわる個体側と環境側の条件間の相互調整的変化を重視する。それぞれの

発達の道を辿る違った世代の人々が日常生活の中で形成し展開する対人関係と、その背後にある社会・文化の働きに目を向

ける。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生涯発達心理学とは

　生涯発達の視点・考え方とその歴史を概観し、全コ5回への

ｱ入を行う。発達的視点そして生涯発達の視点の特徴、年齢
I変化への関心をもたらす社会的・文化的諸条件、そして生

U発達心理学の役割とは何かを論じる。

小嶋　秀夫
i京都学園大

w教授）

小嶋　　秀夫
i京都学園大

w教授）

2
生涯発達の心理学的

､究の課題と方法

　発達心理学研究の中心的問いと、それに答えるための主要
ﾈ研究方法を説明する。その上で生涯発達を扱おうとする際

ﾉ生じる問題を提示して、発達研究の結果を理解・解釈・評
ｿするために必要な視点・考え方を提起する。

同　上 同　上

3
人生の出発：発達の

賰bとしての愛着

　子どもは誕生直後から他者との関係の中に生きている。特
ﾉ親との愛着関係は、人の心身発達の基礎となる。愛着の成

ｧに絡む諸要因およびそれが個人の生涯発達過程に対して持

ﾂ意味について親子双方の視点から考える。

遠藤　利彦
i九州大学大

w院助教授）

遠藤　利彦
i九州大学大

w院助教授）

4
乳幼児期の認知と
ｱとばの発達

　乳幼児期のわずか数年の間に子どもは実に多くのことを学

Kする。そして、その基盤になるのがことばや象徴機能の発
Bであり、また心というものに対する気づきである。認知能
ﾍの発達を中心に、人の心の成り立ちを探る。

同　上 同　上

5
乳幼児期における社

?I世界の広がり

　子どもは徐々に親以外の様々な他者と関係を深め、またそ

ﾌ中で自分の欲求や感情を調節し、他者に対して思いやりを
ｦすことができるようになる。乳幼児期の自己や他者の理解

ｨよび感情制御や共感性の発達を概観する。 同　上 同　上

6
子ども時代の環境

｢界

　子どもを理解することは、子ども達が生きている環境世界

�揄�ｷることでもある。子どもの生活が展開する家、とな

闍ﾟ所、学校といった生活空間において、世界をとらえる枠

gみが形成される過程を見ていく。

南　　博文
i九州大学大

w院教授）

南　　博文
i九州大学大

w院教授）

7
児童期の学びと仲

ﾔ世界

　学習面での概念的思考や仲間との集，団関係が重要になる児

ｶ期の認知発達と社会的発達を、自己中心牲からの脱却、ル

[ルの発生、公平感・道徳性などの観点を含めて考察する。
同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
思春期：子どもから

ﾌ脱皮と揺れ動く心

　思春期への移行に伴う諸問題として、身体成熟と身体意識

ﾌ変化、親に対する依存と独立の葛藤、親子間の相互調整的

ﾏ化、中等教育への移行と学校環境への適応、おとなと子ど
烽ﾌ世代間の意識のずれ等を解説する。

平石　　賢二

i名古屋大学

蜉w院助教
�j

平石　　賢二

i名古屋大学

蜉w院助教
�j

9

青年期：アイデンテ

Bティの探求と社
?I関係

　青年の自我意識の高まりとアイデンティティ探求のプロセ

Xを中心に扱い、その発達の背景にある認知発達過程、親子
ﾖ係、同世代の友人関係、教師一生徒関係等が果たしている
�рﾉついて解説する。 同　上 同　上

10

成人前期：おとなと

ｵての意思決定と
e密性

　青年期後期から成人前期の発達課題として、時間的展望の

ｭ達と進路選択・職業決定のプロセス、異性との親密な関係
ﾌ形成と性役割観の発達、結婚や子育てなど親密な人間関係
�ﾂくる問題について解説する。 同　上 同　上㌦

11
人生なかば：危機と

ｬ熟

　中年期は、社会的にも家庭的にも責任が大きく、世代間ギ

ャbプの矛盾にもさらされ、人生前半から後半への移行期と
ｵて危機的な時期でもある。中年期の捉え方と人生後半の再
ﾒについて考える。

やまだようこ
i京都大学大

w院教授）

やまだようこ
i京都大学大

w院教授）

12
成人後期：世代を育

ﾝ伝える

　成人後期のテーマとして、生成継承性、心理的成熟、世代

ﾔ伝達、病や死の看取りの問題をとりあげる。とくにエリク

¥ンの発達理論と人生の物語研究をもとに、次世代への連関
ﾆしてのライフサイクルを考える。 同　上 同　上

13
中高年期の心理的

@能変化をもたら
ｷ要因

　これまでの研究の成果を踏まえ、中高年期に起こる心理的

ﾏ化の特徴を把握する。その上で、エイジングの個人差を生

ﾞ生物学的・環境的要因、そして生活史を含めた個人側の要
��Tり、さらに時代的変化にも言及する。 小嶋　秀夫 小嶋　秀夫

14
老年期の生活の
泊

　人生を舞台（ステージ）として見ていく立場から、老年期
ﾌ生活構造に生じる変化と、それが個人の住まい方、ライフ・

Xタイルや対人世界とどのように関わっているかを、人生移
sという側面から考えていく。 南　　博文 南　　’博文

15
生涯発達心理学の
ﾛ題と未来

　高齢化、情報化社会を迎えて、　「進歩」概念から脱却し、

ｶ化・歴史的分脈のなかでの変化を重視した新たな生涯発達

攪_と方法論への転換が求められる。人の生き方の多様性と

_軟性を視野に入れて未来を展望する。
やまだようこ やまだようこ
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：＝ ｭ達と学習（’00）＝（R）

〔主任講師：永野重史（国立教育政策研究所名誉所員）〕

全体のねらい
　　　　　　　「発達」とは、年齢の変化とともに行動や認識の仕方が変わることであるのに対して、　「学習」とは、　心理学では、
経験の影響によって行動や認識の仕方が変わることであるというように一応の区別を立てたうえで、それぞれの現象に
　　　　　　　　　　　　　　　　、　「学習心理学」であるとしている。しかし、何も経験しなくても、ある年齢に達っいて研究するのが「発達心理学」
すれば一定の行動が現れるということはないし、何歳であっても、適切な経験が与えられれば必ず目指す行動を穆こす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どこが違うのかといっ問題ことができるということもない。　「学習」と「発達」はいったいどういう関係にあるのか、

について深く考える。
》

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学習心理学では、学校の教科の学習はほとんど扱わない。動物が
芸を覚えるときの学習も、人間の学習も、根本の原理は同一だと考え 永野　重史 永野　重史

1 学習心理学と
ｭ達心理学（1）

て、動物（特にネズミ）の学習について研究する。発達心理学は、ビ
lーが知能検査の作成に際して考えた精神年齢を重視し「何歳にな
驍ﾆ何ができるか」という問題に関心をもつ。その限りでは、学習心理

（国立教育

ｭ策研究所
ｼ誉所員）

（国立教育

ｭ策研究所
ｼ誉所員）

学と発達心理学の間に関係は少ない。

心理学と文化人類学をくらべると、心理学が極め出て独特の考え方
をもっていることがわかる。フランツ・ボァズという人類学者は「（人類学

2 学習心理学と
ｭ達心理学（2）

者からみれば）生活の諸条件から独立していて、それから影響を受け
ﾈいような精神の存在など考えることはできない。実験心理学が初期
ﾌ段階で不毛であったのは、環境条件の影響を受けないような心が存

同　上 同　上

在すると仮定する理論にもとづいて研究したからである」と言ったが、

心理学のこの傾向はその後も続き、ついに、行動主義に走った。

教育の世界では、心身の発達段階を考慮して適切な教育課程を編
成し、指導する、ということがいわれる。発達段階という言葉のかわりに

激fィネス（準備状態）という語が使われたこともあった。例えば文字の

3 発達段階（ユ） 読みを教えるためには、学習者が精神年齢10：歳半の精神発達の段階
ﾉ達していなければならないと言われた。だが、1960年の『教育の過

同　上 同　上

程』でブルーナーは、ピアジェの認識発達段階説をもとに、年齢にか
かわりなくどんな内容でも指導できるという考えを発表した。

ブルーナーが注目したピァジェの認識発達段階説とはどういうもの

4 発達段階（2）

か。「発達とは精神構造の変化だ」とはどういう意味か。例をあげて説

ｾしたうえで、現在では、ピァジェの調査方法がかならずしも適切なも

ﾌではなく、調査の方法を工夫すれば、幼児の知的能力はかなりすぐ 同　上 同　上
れたものであることが判り、ピアジェが年齢を指定して発表した「発達

段階説」も大幅に修正しなければならないことがわかってきたことにつ

いて述べる。

「発達段階を考慮して教える」という表現は、年齢とともに自然に発

達するのを待って適切な時期に指導するという意味にとられやすい。
mかに、精神年齢に合わせて教材を選ぶという方法は、この方針に合
､。だが、ワトソンのように年齢に伴う発達を否定して、学習ですべてを

5 発達　と教育 つくりあげることができるという学者もいた。ブルーナーのように、認識 同　上 同　上
の構造が変わるのが発達なのだから、どの年齢でも、その子の認識構
造に合わせた学習をすると考えることもできる。発達と教育の関係につ

いて学説は様々あり、「発達段階を考慮して教える」と言っただけで
は、何をしてよいのかがわからない。

どうして学校はつらい所になるのか。原因のひとつに、能力が増す
ことが学習だ「能力」をつくる「生産」が教育だという見方がある。この見

6
能力はどこに存在
ｷるのか（1）

方に立つと、良い教育をおこなうためには、まず能力の到達目標を決
ﾟ、どういう教育的体験を用意するかを考え、最後に到達度を評価す
驍ﾆいう手順が決まる。だが、見聞きし、体験している間に、世界を理

同　上 同　上

解し、人間関係を広げていくのが学習だという考え方もありうる。この考

え方をとると、学習も発達も違ったものに見えてくる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
能力はどこに存在
ｷるのか（2）

知能検査を発明したビネーは、能力は個人の中にあるのだと考えてい
ｽ。ピアジェも自然観察とテストの中間型の臨床的質問によって子どもたちのものの考え方を明らかにしょうとしたが、質問がヒントとなってし

ﾜうことを注意ぶかくさけた。これに対して、ヴィゴツキーは、ヒントに

謔ﾁて正しく考えられるのは、そこまで子どもの認識発達が進んでいる
ｽめなのだと考え、大人の援助を発達のきっかけだとみた。さらに、丸の絵を描いて計算したり、メモをみて説明することも、その子の理解だ

ﾆ見れば、子どもの能力は、頭の中だけでなく子どもの外にもあるとい
､ことになる。

永野　重史 永野　重史

8 心理学と個人主義 同　上 同　上

9

新しい人間観一個人主義を超え

ﾄ
同　上 同　上

10 発達の学習説

　ワトソンは発達などということをもとださなくても、学習の理論を応用するだけで、お好み通りの子どもを育てると宣言した。また、あることを学ぶとその学習がほかのことにも転移（波及）するという考えも出て、転移の可能性についての研究も盛んにおこなわれた。否定的な見解もおおかったが、現状では、学習の転移は認められているのか。それによって「発達」の現象を理解することはできないか。

同　上 同　上

11 学習の発達 同　上 同　上

12 学習原理の普遍性

　学習心理学では、動物の種をこえて、普遍的な学習原理が存在するかのように説くが、ネズミの学習とヒトの学習ははたして同じなのか。違うのではないか。同じようにして、1歳児の学習と10歳児の学習も違うのではないか。違うから、発達の研究が必要になるのではないか。年齢ごとの能カー覧表をつくるのが発達心理学なのではないだろう。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

道徳性の発達とか、自我の発達というのは、何が変化することなの

13
複雑な精神現象の

ｭ達
か。「道徳性」とか「自我」などというひとまとまりの実体が存在するの

ｩ。心理学者は複雑な精神現象の発達を研究する際に、いったい何 永野重史 永野重史
を調べるのか。

かつては、人生の上り坂の時期の変化をあつかうのが発達研究
だった。最近では、生涯発達心理学という言葉が盛んであるが、物忘
れがひどくなっても発達すると言えるのか。生物学では以前から、発生

14 生　涯　発　達 の中には部分的退行過程を含めていたし、不可逆的であれば、退化 同　上 同　上
も発生現象とみなしていた。生涯発達心理学はどのような見方をとるの
か。小学生と社会人では、与えられている課題が違うのに、能力の優
劣をくらべることはできるのか。

最終回として、学習と発達とは不可分のものであり、現在では、従来

の学習心理学と発達心理学が、どちらも限られた立場から限られた現

15 学習と発達の関係 象を取り扱っていたので、教育に対してもいろいろと有害な提言をおこ 同　上 同　上
なってきたことを反省する動きが強いことを説明し、今後の学習研究、

発達研究を展望する。
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　　　＝乳幼児心理学（‘02）＝（TV）

〔主任講1師：　内田　伸子（お茶の水女子大学大学院教授）〕

全体のねらい
　近年、乳幼児期を対象にした研究がますます隆盛になり、生得性をめぐる議論も白熱している。前著『乳幼児心理学』と

同様、乳幼児の発達を全般的に扱うという方針のもとに新しい知見が蓄積されつつある発達初期の問題を多角的にとりあげ・

この時期の発達がこれに続く児童期以降の発達にとって重要な意義をもつものであることを理解していただくことをねら

いとする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

人間発達の可塑性
齠菶c児期の発達
ﾌ重要性一

　ヒトは生物学的要因を土台に、文化・社会的要因の影響を

�ｯながら「人間化」への歩みを進める。現代の日本には、

¥分な養育を受けられない環境下で発達遅滞を起こしている
qども、虐待やその逆の過保護により偏った社会・文化的要
�ﾉ曝されることになり、子どもの心とからだに発達の遅滞
ｪもたらされる事例が多く見られる。子どものその後の発達

ﾟ程に影響を与えるという点からみると乳幼児期の発達は全
ｶ涯のうち最も重要である。しかし、いかに生育環境が劣悪
ﾅあろうとも、人的環境の改善により子どもは見事に立ち直

ﾁていく。乳幼児初期の問題を克服して発達していく子ども
ﾌ姿は人間発達の可塑性がいかに大きいものであるかを私た

ｿに知らせてくれるのである。

内田　伸子
iお茶の水女

q大学大学院
ｳ授）

内田　伸子
iお茶の水女

q大学大学院
ｳ授）

2 乳幼児期の認識能

　最近の発達心理学は、これまで考えられていたのよりもず

ﾁと高い能力を乳児が身につけていることを明らかにして
｢る。一見、何もわかっていないような乳児だが、彼らは
ｩ分を取り巻く世界がどのようであるかについての、ごく基
b的な知識や枠組みを持って生まれてくる。そうした知識や
g組みがあるがゆえに、乳児は、自分の周りにいる人やもの、

o来事について、驚くほど速く学習することができるのであ

驕Bここでは、発達初期の乳児の様々な能力について見てゆ

ｭ。

江尻　　桂子
i茨城キリス

g教短期大学
剥u師）

江尻　　桂子
i茨城キリス

g教短期大学
剥u師）

3
発達初期の気質と

s動

　いろいろな子どもたちと接してみて驚くのは、いかにひと

閧ﾐとりの子どもの気質が違っているかということであろ
､。活発な子どももいれば、のんびりした子どももいる・我々

ｪ子どもの行動発達について考える時、その子の気質がどう

ﾅあるかということも考慮してゆかねばならない。ここでは・

C質にはどのようなタイプがあるか、また、気質は、母子関

Wとどのように関係しているのかといったことを中心に見て

艪ｭ。

同　上 同　上

4 情動の機能と発達

　情動についての考え方が大きく変わってきた。乳幼児の情

ｮは、文脈的・関係的に理解される。乳幼児は、情動を発達

ｳせると同時に、養育者や環境との関わりを通じて、情動制

艪�ｭ達させる。情動制御は、文化の影響を受ける。最近の

､究を中心に、これらの問題を考察する。

氏家　達夫
i名古屋大学

ｳ授）

氏家　達夫
i名古屋大学

ｳ授）

5
養育者一子システム

ﾆ愛着の発達

　およそ生後1年間で、養育者と子どもは互いに相手に適応
ｵ、子どもは愛着と呼ばれる情緒的弓を発達させる。愛着の

ｭ達プロセスには、子どもの特徴や養育者の特徴、文化的社

?I要因が複雑に絡まりあっている。愛着の発達を切り口に、

{育者と子どもの相互適応プロセスを跡づける。

氏家　達夫 氏家　達夫
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・・職名）

6

世界を捉えるしくみ一象徴機能の発生と

F知機能の発達一

　誕生時から子どもは感覚器官をフル回転させて環境と活発

ﾉやり取りしている。人を含めた回りの環境との感覚的運動

Iなやり取りを通じて子どもは外界についての認識を形成し

ﾄいく。乳児期の終わりには「三項関係」が成立して内面世

Eが出現し「象徴機能」が発生する。感覚運動的段階から表

ﾛの段階で世界や自己を捉える概念が成立し、想像力も発達

ｷる。幼児期の終わりには自己を自分の意志で制御できるよ

､になる。また、外界の規則性を直観的に把握する直観的思
l段階にいたる。

内田　伸子 内田　伸子

7

ことばの生まれる道

ﾘ一言語機能の発達一

　言語は象徴機能の成立を基盤にして外界認識の手段として

ｬ立する。ことば（発話行為）が認識過程に深くかかわるよ

､になるのとほぼ同時に、人とやり取りする手段として人と

ﾌ関係を作る働きをも担うようになる。ことばは人と社会的

竄闔謔閧�ﾊして、意志や情動、認識と絡み合い、表象（イ

＝[ジ）の形成や認識を深める手段となり幼児期の終わりま
ﾅには、自己や世界を表現するためのディスコース（談話）

ｪ成立するようになる。

同　上 同　上

8
対人関係一家族と地

謗ﾐ会の影響

　赤ちゃんの誕生にともない夫婦という2者関係から3者関
Wへと変化する。このことは、夫婦関係に加えて父子関係と
齊q関係の新たな関係のシステムができることを意味する。

ﾜた、下に弟や妹が生まれるときようだい関係も成立する。

ｻして、この家族のメンバーの発達にともない相互の役割や
ﾖ係のシステムそれ自体も変化する。乳幼児にとって家族が
ﾅも重要な影響要因であることは異論の余地がないが、家族

ﾌ外の人間関係の影響力も大きく、それは私たちが考えるよ
閧熨≠｢時期から認められている。さらに、両親の子育てに

ﾎする地域社会の子育て支援のネットワークやサポートシス

eムの影響についても考えてみたい。

臼井　　　博
i北海道教育

蜉w教授）

臼井　　　博
i北海道教育

蜉w教授）

9
自他についての理
�ﾌ発達

　自他についての理解の発達について、乳児期終わり頃から

ﾌ意図の理解や共同注意、振り・見立ての成立、心の理論の
ｬ立、幼児の自己概念の特徴、他者の人格の理解、などの視
_から考察する。

無藤　　隆
iお茶の水女

q大学教授）

無藤　　隆
iお茶の水女

q大学教授）

10
幼児の遊びと仲間

ﾖ係

　幼児の遊びの発達について、象徴遊び、ごっこ遊びを取り

繧ｰて考察する。さらに、仲間関係の発達について1・2歳
凾ﾌ仲間関係の始まり、仲間とのやり取りの能力の個人差の
ﾏ点から論考を進める。 無藤　　　隆 無藤　　　隆

11
自律性の発達一自己

蜥｣と自己制御

　自律性の発達は、自己主張と自己制御の両面からなってい

驕B自律性の発達は、社会化方略と子どもの特徴との相互作

pとして発達する。子どもの自己主張の意味づけや取り扱い、

ｩ己制御を要求する度合いや文脈は文化によって異なってい
驕B最近の研究を中心に、これらの問題を考察する。 氏家　達夫 氏家　達夫
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12

日本の幼児教育実

H者の信念と教育

菇@

　今日就学前の幼児にとって幼児教育は誰もが経験する普遍

Iな経験である。だが、義務教育の小中学校に比べると幼児

ｳ育を担う幼稚園や保育園はその大半が私立であり、教育の

ﾚ標やその実践の方法も公立学校に比べるとずっと多様性が

蛯ｫい。にもかかわらず教師たちの教育の目標、子ども観、

w導観などの信念や具体的な実践方法についてはかなりの共

ﾊ性がある。それは教師たちの間でこうした教育についての

m識や技能についての文化的なプールを共有しているからに

ｼならない。ここでは、比較文化の視点から日本の幼児教育

�xえる実践者の信念と具体的な教育方法の特徴について考

ｦてみたい。

臼井　　博 臼井　　博

13

読み書き能力の獲
ｾ一　一次的ことば

ｩら二次的ことば

ﾖ一

　幼児期の終わり頃までには、子どもは一次的ことば（生活

ｾ語）から二次的ことば、すなわち、読み書きの世界への第

齦烽�･み出す。読み書きを媒介にして子どもの世界は時
ﾔ・空間を隔てた伝達を可能にし、子どもの意識は「今」「こ

ｱ」を超えて広がるようになる。また、文字はことばについ

ﾄメタ的に捉えることを可能にする。考える手段としてのこ
ﾆばは一層確実なものになる。個人的なやり取りの中で育ま

黷ｽ「一次的ことば（生活言語）は読み書きの習得に伴い質
Iに改変され、公共性の高い二次的ことばに移行する。

内田　伸子 内田　伸子

14
発達のリスクと臨
ｰへの基礎

　乳幼児期の発達におけるリスクを取り上げ臨床への応用の
茁rを探る。そのために、親子関係のリスク、子ども自身の
潟Xク、環境のリスク（含む、メディアや早期教育など）、

㈱ﾔ関係の問題、情動制御の発達と育成、家族への援助と介

?ﾌ諸点から考察する。
無藤　　隆 無藤　　隆

15

乳幼児期から児童
冾ﾖ：発達的な移行

冾�ｶきる

　これまでの1章から14章までで、乳児期かち小学校の入
w前の時期までの発達のさまざまな側面とそれらに影響を及
ﾚす諸要因について多面的に、かつダイナミックに描いてき
ｽ。ここでは、これらを受けて幼稚園の年長から小学校の1
N生にかけての発達的移行期に焦点を当てて、この時期に起

ｱる重要な発達的な変化について考えてみたい。

臼井　　博 臼井　　博
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＝老年期の心理と病理（‘02）：＝（R）

〔主任講師：竹中星郎（元大正大学教授）〕
〔主任講師：　星　　　薫　（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　高齢社会の今日、80歳90歳をどのように生きるかということは人類にとってもっとも新しいテーマである。しかし老人

問題の多くは介護システムや医療福祉についてであり、高齢者以外の世代にとっての問題である。高齢者が厳しい状況をい

かに生きているかをみつめ、彼らの思索や悩みや不安、そして心の病の背景を考えることなどをとおして理解を深め・高齢

期の課題をみつめる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

わが国は1994年に高齢社会になったが、欧州先進諸国より

1

「高齢社会」の問題

_一高齢者の視点
ｩら

約20年遅れて到達し、高齢化社会からの移行は異常に早い。

ｻのような高齢者を取り巻く社会的な状況をとおして、　「い

ｩに生きるか」という人生の最終段階である高齢期の課題を

lえる。

竹中　星郎
i元大正大学

ｳ授）

竹中　星郎
i元大正大学

ｳ授：）

高齢期をいかに生きるかは、それまでの人生における蓄積
を反映している。人生ではそれぞれの段階に応じた課題に直

2

老いとパーソナリ
eィの発達

面する（ライフサイクル理論）が、中年期・初老；期はそれ以

~の生き方を規定する。「真の個性化」と完結なき発達の課
同　上 同　上

一真の個性化 題を考える。

新しい創造が難しくなった老年期では、過去が現在の心の
拠り所となっている。かつての仕事や立揚、役割だけでなく、

3 老年期の喪失体験
家や大切な持ち物も自分の歴史が刻み込まれた精神的な財産

ﾆしての意味をもっている。老年期の喪失体験を鳥鰍する。 同　上 同　上

老年期は身近な人が身辺からいなくなるという状況に置か

れるという意味で真の孤独である。しかしそれは自分の老い

4 老いの孤独と孤立

をみつめ、ものごとに対する深い思索をもたらすポジティブ

ﾈ側面ももつ。それに対して関係をカットオフされる孤立は 同　上 同　上

精神的に重い状況である。

老年期は死が現前化するが、高齢者は必ずしもそれに恐れ

おののいているわけではない。しかし末期ガンの患者におけ

5 老いと死・適応
る死とは異なる問題を多く含んでいる。また、老年期は適応

ﾌ力がもっとも衰えている一方で、もっとも厳しい適応を求 同　上 同　上

められる。

一般に、精神活動の基盤である認知機能や記憶、知能は老

6
老年期の認知・記
ｯ・知能

化にともない衰えるとみなされているが、結晶性知能と流動

ｫ知能に分けてその変化を見ると前者が減衰するのに対して
緕ﾒは増加するように一律でなく、個人差も大きいのが老年

冾ﾌ特徴である。

星　　　　薫

i放送大学助
ｳ授）

星　　　　薫

i放送大学助
ｳ授）

パーソナリティの発達は老年期にどのような課題を担うの

か、心身の老化はどれにどのように作用するのか。それは家

7 老年心理学の課題
族関係の変化や社会構造の変化とも無縁ではない。とりわけ

ｵしい生に向き合う80、90代の心理を理解することは今日的
同　上 同　上

な課題である。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内．　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

老年期は思春期・青年期とならんで妄想が多く見られるが、

なかでも「盗られ妄想」は老年期心性を象徴する問題である。

老年期の異常心理を考えるには「脳か心か」という二分法で

8・ 老年期の妄想1 なく、「脳も心も」という複眼的な視点の重要性を示してい 竹中　星郎 竹中　星郎
る。

高齢者には他の年代に見られない特有の妄想が生じること

が多いが、そのほとんどは老年期の生活や不安、異常心理を

映し出しているものである。接触欠損妄想、　「幻の同居人」、

9 老年期の妄想2 共同体被害妄想、人物誤認などの事例について考察する。 同　上 同　上

気が重い、憂うつといった気分は誰にもある変動の範囲内

から、うつ病にいたる広いスペクトルムをもっている。また

10
老年期の抑うつと
､つ病1

うつ病の病前性格として注目されるメランコリー親和型性格

ﾍ、発症状況をどのように受け止めるかというその個人の意
｡の理解につながる。

同　上 同　上

うつ病の臨床症状をふまえて、老年期の特徴を見ていく。

そしてうつ病と痴呆の鑑別、身体症状を前景にする仮面うつ

11
老年期の抑うつと
､つ病2

病、奇妙な心気妄想と不死観念などを呈するコタール症状群
ﾉついて事例に則して問題把握のポイントを考える。 同　上 同　上

一般的に老年期は神経症は減少するとみなされているが、

身体病や孤独などにより心気症状や強迫症状を呈するものは

少なくない。また、一人では暮らせなくなったために周囲の

12 神経症圏・人格障害 人びとがかかわるようになって若いころからの人格の偏りが 同　上 同　上
顕在化する場合もある。

80歳以降での痴呆発現率は約20％とも言われ、高齢社会の

大きな問題である。しかし妄想やうつ病もボケといわれるよ

うに、痴呆についての知識は不十分である。なかでもせん妄

13 痴呆1 は痴呆や精神症状を理解するうえでの鍵概念にあたるテーマ 同　上 同　上
である。

老年期痴呆性疾患はアルツハイマー病と血管性痴呆で約
90％を占める。それぞれの臨床症状の特徴、病因、治療など

14 痴呆2
をふまえて、かかわりのポイントを考える。痴呆に伴う精神

ﾇ状や異常行動を人間関係や環境変化などとの関連でとらえ 同　上 同　上

ることが大切である。

人生の最終段階をそれまでにふさわしく生きるとは、自分

らしく主体的に生きることである。ボケ予防や要介護予防と

15 老いを生きる
いった「身体」へのとらわれから自由になることが大切であ

驕Bそのためには高齢者の生を支える社会のあり方もふくめ
同　上 同　上

て考える必要がある。
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・＝ J働と生活の心理学（‘01）＝（TV）

〔主任講師1越河六郎（松蔭女子大学教授）〕
〔主任講師：　星　　薫　（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　人間は、誰でも働くことが要請されており、社会生活は、まさに「働くこと」を中心に展開されているとみてよいであろ

う。職場の生活がある、家庭の生活、また地域の生活という分類も出来るが、そこには必ず「仕事」が含まれている。

　本講義では、労働科学・応用心理学の知見をベースにして、これらの「労働生活」における心的過程を考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「働く人間のために真に合理的な労働と生活の条件を求め 越河　　六郎 越河　　六郎

る」。　これが労働科学の目標である。時代的背景をふまえ （松蔭女子大 （松蔭女子大

応用心理学、労働科 て、応用心理学の領域における問題の所在を提示する。 学教授） 学教授）
1

学の展開 星　　　　薫 星　　　　薫
（放送大学助 （放送大学助

教授） 教授）

仕事の場面や生活の状況について考察する、または研究す
フィールド研究の るとき、まず、問題事象の実態を捉えること（情報の収集）

2
方法 が基本である。行動観察の方法、特にタイムスタディ（作業 同　上 同　上
（1）観察と測定 時間研究）の意義と方法を概説する。

外から見えにくい心の動きを探る方法としての、質問法（面

フィールド研究の 接、質問紙）、評定尺度法および、検査法（性格検査～適性

3
方法 検査）について述べる。ここでは、評定尺度法を中心に考察 同　上 同　上
（2）質問法と検査法 する。

人間工学の立場から、作業場面の空間的設計・設備、照明、 神作　　　博 神作　　　博
振動，音響等、物理的条件と作業者との関係（効果・影響） （中京大学教 （中京大学教

4
職場の環境（1） について概要を述べる。また、アメニティ（快適性）の評価 授） 授）

物理的条件と作 にもふれる。

星　　　　薫 星　　　　薫

採用条件、職階制度、業務量と配置人員数など、人事・組

職場の環境（2）
織上の問題を含め、職場環境の社会的な側面とモラールとの 越河　　六郎 越河　　六郎

5 社　会　的　側
関連を考察する。

星　　　　薫 星　　　　薫

勤務形態、勤務スケジュール、労働時間の設定と「勤務外

6

労働と休養（ユ）

ﾎ務スケジュール

の時間jとの関係など、生活時間構成の「まともさ」を考え
驕B生活時間の具体的な調査法、余暇の問題も取り上げる。 同　上 同　上

仕事（作業）による心身への負担を調べる方法として、「主

労働と休養（2）
観的評価法」を中心に概説し、労働時間と休養時間とのバラ

7 労働負担の調査
ンスを考察する。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

就職後の適応努力の段階的経過について考察する。大別す

8
労働生活への適応

ると、身体的適応、技能習得といった技術的適応、そして、

g織への適応（社会的適応）の問題である。
越河　　六郎 越河　六郎

過程
星　　　　薫 星　　　　薫

職場で働く身体障害者の作業支援システムについて考察す

る。労働能力の開発、リハビリテーションの問題にもふれる。

知的障害者に関しては、　「作業の特徴」に関して概説する。

9 障害者の職業適応 同　上 同　上

個人の年齢段階に伴う作業能力の推移について述べる。ま

た、高齢者人口の増加にもかかわらず、高齢者の労働参入は

我が国では進んでいないが、高齢者の就労に必要とされる配 神作　　博 神作　　博
10 年齢と労働能力 慮についても考察する。

星　　　　薫 星　　　　薫

労働に伴う災害・事故の問題を取り上げる。不注意、ミス
といった人為的な側面だけでなく、システム上の間題も含め

て、職場の安全管理のあり方を考察する。交通安全に関して

11 労働　と　安全 は、交通心理学の知見を述べる。 同　上 同　上

職揚における健康管理のあり方について考察する。現状で
は、病気・医療を中心とした健康管理であって、いわゆる「健

康」の管理ではない。産業心理学の立場から「メンタルヘル 越河　　六郎 越河　　六郎

12 労働　と　健康 ス」管理を中心に考察を述べる。

星　　　　薫 星　　　　薫

製造業・農業に携わっている人たちの労働・生活場面を捉

え、その職務特性とライフスタイルとの関連を考察する。製 神作　　博 神作　　博

13
労働生活の具体像
i1）

造業については、伝統工芸の継承について述べる。

越河　　六郎 越河　　六郎

星　　　　薫 星　　　　薫

情報処理（システム設計、管制業務）運転業務に携わって

いる人たちの労働・生活場面を捉え、：職務特性とライフスタ

14
労働生活の具体像

イルとの関連を考察する。 神作　　博 神作㍗ @博：

（2）

星　　　　薫 星　　　　薫

人間を対象とする、サービス業（客室業務員）、ケアワー

ク（看護、介護、保育）に携わっている人たちの労働生活場

15
労働生活の具体像

面を捉え、職務特性とライフスタイルとの関連を考察する。 越河　六郎 越河　　六郎

（3）

星　　　　薫 星　　　　薫
夢
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　　　　　　　　　　　　　　　＝感情と認知（‘03）＝（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　波多野　誼余夫（放送大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：高橋　恵子（聖心女子大学教授）〕

全体のねらい
　感情と認知は心の働きとして切り離すことができない。しかし、心理学はこのふたつを別々に研究してきた。認知心理学

者は感情やそれと密接に関わる自己、人間関係、文化などを「棚上げ」し、心を情報処理系として扱ってきたし・感情研究

者は認知過程のモデルを感情の理解にとって無関係なものとみなしてきた。五990年代に入って・感情と認知の相互作用は

心理学研究の焦点の一つになりつつある。この科目では、感情一認知相互作用についての知見を心理学のさまざまな分野か

ら紹介し、新しい研究分野への知的関心を高めることを目標とする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 感　情　と　認　知

　感情と認知は本来心の働きの切り離すことのできない両面で
?驍ﾉもかかわらず、心理学のなかでは別々に研究されてきた。

ｴ情を無視した認知の研究は本質的に不完全であり、また認知

ﾟ程を考慮せずに感情の高度な研究をすすめることは不可能
ｾ、という認識が広く共有されるようになったのは、ようやく

P990年代に入ってのことである。

高橋　　恵子
i聖心女子大’

ｳ授）

高橋　　恵子
i聖心女子大

w教授）

g多野誼余夫
i放送大学教

�j

2
感情の系統発生的

N源

　ヒトの認知的特性や行動特性の一側面は進化の産物であ
驕B感情もその例にもれない。比較認知科学の視点から、感

薰ﾉおけるヒトとヒト以外の霊長類との類似性と差異を探る

ｱとにより、感情がどのように進化してきたのか、ヒトにお
ｯる感情の特殊陛はいかなるものであるのか、を検討する。

板倉　昭二
i京都大学助

ｳ授）

板倉　　昭二
i京都大学助

ｳ授）

3

表情模倣と感情の

Rレギュレーショ

　表情模倣は乳児の極めて早い時期から出現することが知ら

黷ﾄいる。ところが、この表情を真似するという行為は、乳
凾ｪ物理的に表情をマッチさせるだけでなく、他者の感情を

ﾌ験するのではないかとの報告もある。こうした感情のコレ

Mュレーションについて概説する。

同　上 同　上

4 扁桃体の役割

感情の認知メカニズムを知る上で、感情の神経基盤、すな

墲ｿ感情と脳の関係を調べることは必要不可欠である。近年

ﾌ神経科学の進歩に伴い、それらの謎が徐々に明らかにされ
ﾂつある。ここでは、感情の中枢とされる扁桃体の機能につ

｢て述べる。

梅　田　　聡
i慶磨義塾大

w助手）

梅　田　　聡
i慶磨義塾大

w助手）

5 感情の神経基盤

　感情と認知の神経メカニズムは複雑であり、感情中枢とさ

黷髟蝿ﾊの機能を明らかにするだけでは、その全体像を把握

ｷるには至らない。ここでは、高次認知機能を担う前頭葉の

�рﾉ焦点を当て、感情と認知の神経ネットワークについて

qべる。

同　上 同　上

6 感情の理解の発達

　感情の理解の発達は、もっぱら素朴心理学あるいは心の理

_の枠組みで扱われてきた。自他の感情の理解は、信念、願

]、行為、感情などの関係を制御している機構についての知

ｯに依存するから、その発達はこうした知識がより詳細な・

ｳ確なものになっていく過程にほかならない。

高橋　　恵子

g多野誼余
i放送大学

�j

波多野誼余

7
談話における感情
揄

　我々は物語などを読んだり聞いたりするさい、なかば自動
�ﾉその主人公の心的状態を推測する。とくに主人公の感情

ﾉたいしては共感的にこれを把握している、という実験的証

窒ｪ得られている。読み手の知識や経験、あるいは深い読み

�ｱこうとする働きかけなどにより主人公の感情理解がどの

謔､に影響されるかを論ずる。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

感情と記憶の実験的研究は、その方法論に注目すると、実

8
感情と記憶の実験

I研究

験的な感情誘導と感情の個人差による分類の2種類に分ける

ｱとができる。ここでは、これら感情と記憶に関する2種類

ﾌ実験的研究について明らかにされてきたさまざまな知見を
揄�ｷる。

高橋　雅延
i聖心女子大

w助教授）

高橋　雅延
i聖心女子大

w助教授）

自伝的記憶とは個人の過去に起こった出来事や経験にかか

わる記憶のことである。これらの自伝的記憶の大きな特徴は、

9 感情と自伝的記憶
その多くが感情に色づけられているという点である。そこで、

ｱこでは、感情と自伝的記憶とのさまざまな関係について明
同　上 同　上

らかにしていく。

感情と認知の関わりは、犯罪の被害に遭遇したり、事故を

10 目　撃　証　言

目撃したりといった現実のフィールドの中で実感されること

ｪ多い。ここでは、事故や事件はどのように記憶されるのか、
ﾜた、記憶にもとつく証言は信頼できるものなのかを、フィールド実験を挙げつつ紹介する。

仲　眞紀子
i東京都立大

w助教授）

仲　　眞紀子
i東京都立大

w助教授）

人間には他者と情緒的に強く結びつきたいという感情が備

わっている。そして、やがて数人の重要な他者で構成される

11 感情と人間関係
人間関係の枠組み、つまり、人間関係についての表象を持つ

謔､になる。この表象がいかなるもので、年齢とともにいか 高橋　恵子 高橋　恵子
に変容していくかを述べる。

自己が深くかかわって喚起される感情を自己意識感情と呼

ぶ。恥、罪、誇り、驕り、自尊心などがその代表的なもので

12 感情　と　自　己
ある。自己がどのような認知的過程によってこれらの感情を

ﾐきおこすか、感情と認知がいかに関連するかについて論じ
同　上 同　上

る。

欧米人は感情的発話を提示された場合、語調情報ではなく

13
社会行動における
F知と感情

内容情報を自動的に取込みやすいが、東洋人の場合は逆に、

燉e情報ではなく語調情報を自動的に取込みがちである、な
ﾇの実験結果をもとに、感情的発話処理の文化差を論ずる。

北山　　忍
i京都大学助

ｳ授）

北山　　忍
i京都大学助

ｳ授）

東洋で優勢な相互協調的自己観の下では、自分自身のなか

14
自己と感情～社
?E文化心理学の視

_

に確固とした属性をみいだし、それを外に表現することは、

ｾ示的には奨励されないが、だからといって自己に対する肯

闢Iな感情が重要でないわけではない。このことを巧妙な社 同　上 同　上

会心理学的実験により示す。

14回の講義をとおして、これまでの心理学は感情・認知4）相

互作用について何を明らかにしてきたといえるかをまとめ

15
感情と認知研究の

ﾛ題
る。そしてさらに、この分野でのこれからの興味ある課題は

ｽかについて、研究の最先端の動向を紹介しながら論じる。 高橋　　恵子
波多野誼余夫

kｴ　　恵子
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＝人格心理学（’00）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

鈴木　　乙史　（聖心女子大学教授）〕

佐々木正宏　（國學院大学教授）〕

全体のねらい
　人格には、多くの人が関心をもっているが、その複雑で多面的な性質から、理解は容易でない。人格心理学では、ま
ず、人格とは何かを取り上げ、また、基礎理論として、精神分析、現象学、行動主義の三大アプローチを紹介する。さ
らに、人格と発達、人格と適応の諸問題を詳述する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 「人格」　とは
　丁人格」とはどのようなものなのかについて論じる。人格と
ﾞ似した語に、性格があるが、その説明も行い、差異を考察す
驕Bさらに個人差についても取り上げる。

佐々木正宏
i國學院大

w教授）

鈴木　乙史
i聖心女子

蜉w教授）

ｲ々木正宏
i國學院大

w教授）

2 「人格」理解の方法

　人格理解の方法として、面接、生育史に関する情報を得る家
ｰアセスメント、心理検査などの具体的方法を概説する。次
ﾉ、心理検査に関して性格検査と知能検査について解説し、最
繧ﾉまとめとしてテスト状況やテスター・被験者関係について
謔闖繧ｰる。

大貫　敬一
i東京経済

蜉w教授）

大貫　敬一
i東京経済

蜉w教授）

3
人格理論（1）
ｸ神分析的
@アプローチ

　フロイトが創始した精神分析のアプローチについて概説す
驕B無意識や、エス、自我、超自我の三者から成る人格の構造
竅A防衛機制について述べ、さらに、精神分析療法について
焉A人格やその変化とのかかわりの点から取り上げる。

佐々木正宏 佐々木正宏

4
人格理論（2）
ｻ象学的
@アプローチ

　現象学的アプローチについて概説する。とくにロジャースの
ｩ己理論における経験や自己概念、及びそれらの関係を述べ、
ｳらに、彼の創始したクライエント中心療法における人格変化
ﾌとらえ方を述べる。

同　上 同　上

5
人格理論（3）
s動主義的
@　アプローチ

　研究対象を行動とする行動主義のアプローチについて概説す
驕Bその基礎をなしている古典的条件づけや道具的条件づけに
ﾂいて述べ、不適応行動を除き、適応行動を獲得することを目
wす行動療法についても取り上げる。

福田　幸男
i横浜国立

蜉w教授）

福田　幸男
i横浜国立

蜉w教授）

6
人格理論④
ﾞ型論・特性論・状

ｵ論

　古典的な類型論・特性論だけでなく、新しい考え方を含めて
_じられる。また、状況論を紹介することによって、行動の一
ﾑ性が存在するかどうかの論争と性格との関連性を論じる。

若林　明雄
i千葉大学

赴ｳ授）

若林　明雄
i千葉大学

赴ｳ授）

7
人格と発達（1）
ｶ得的特質の影響

　人格発達のスタートとなる生得的特徴である気質について論
ｶ、それが発達するにつれて、どのように人格発達に影響する
ﾌかを考える。また気質以外の生得的・遺伝的な特質につい
ﾄ、人格発達に関連させながら論じる。

清水　弘司
i三三大学

ｳ授）

清水　弘司
i埼玉大学

ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
人格と発達（2）
ﾎ人関係の発達

　乳幼児期に母親（代理）との相互作用により形成される愛着
iアタッチメント）は、後の対人関係形成に強い影響を与え

驕B愛着の形成プロセスと、初期の愛着の質が後にどのように
ｭ達するのかが対人関係の発達の中で論じられる。

清水　弘司 清水　弘司

9
人格と発達（3）
ｩ　己　・　自我

　人格の中心にあると考えられる自己の発達について論じる。
ｩ己の機能、自己の形成、自己コントロール、自己意識など多
lな側面に焦点をあてながら考えていく。

鈴木　乙史 鈴木　乙史

10
人格と発達（4）
宴Cフサイクル

・人格は一生を通して発達していくと考えられている。成人
冝A老人期にも焦点をあてながら、人間の一生と人格の発達と
ﾏ化について論じる。

同　上 同　上

11
人格と適応（1）
ｳ常　と　異常
_経症と精神病

　正常と異常、健康と病気、適応と不適応の概念に関して概説
ｷる。次に、神経症と精神病概念の歴史的変遷と現在の分類に
ﾂいて概説する。最後に、実例として不登校などの現代の心理
I諸問題を取り上げて考察する。

大貫　敬一 大貫　敬一

12
人格と適応（2）

Xトレス対処

　人と環境の関係を扱うストレスを取り上げる。生理学的スト
激X論から心理学的ストレス論への発展の経緯を述べ、さら
ﾉ、心理学的ストレス論において重視される、認知的評価、情
ｮ中心の対処、問題中心の対処について説明する。

佐々木正宏 佐々木正宏

13
人格と適応（3）
ﾊ　離　体　験

　適応が難しい体験の中でもとりわけ重大なものと考えられる
ﾊ離体験に焦点を合せて論じる。とくに、フロイトの対象喪失
ﾌ考え、幼い子どもの母親との比較的短期間の別離体験、おと
ﾈの愛する人との死別体験について述べる。

同　上 同　上

14
人格と適応（4）
ﾆ族・社会・文化

　人間は社会的存在でもある。個人の人格は家族のあり方や文
ｻ・社会の特質によって大きな影響を受ける。家族システム論
ﾌ考えや文化とパーソナリティ研究などを論じていく。

鈴木　乙史 鈴木　乙史

15 人格の成熟と変化

　全体のまとめをおこなう。人格の恒常性と変化、成熟した人
i論などを材料にして、人格の形成と変化、適応と不適応につ
｢て考察する。また、変化の技法としてのカウンセリングにつ
｢てもふれる。

同　上 同　上
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＝臨床心理学概説（‘03）＝（R）

〔主任講師：　馬場　禮子（東亜大学大学院教授）〕

全体のねらい
　まず臨床心理学の広い領域を概観することが第一のねらいである。次にその中で主要な項目を選び・それぞれについての

基礎的理論、技法、学習の方法などについて解説する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
臨床心理学とは何

ｩ

　①臨床心理学の定義をめぐって論じることを通して「臨床

S理学とは何か」について考える。②理論と方法、実践の領

謔ﾆ課題という視点から総括する。③臨床心理学の歴史を概

ﾏする。

馬場　禮子
i東亜大学大

w院教授）

馬場　禮子
i東亜大学大

w院教授）

2

臨床心理学の理論
I背景（1）
S理学の諸領域

　臨床心理学は、実践の学であり、応用心理学の一つである。

謔Q章では、心理臨床実践に貢献している、心理学諸領域に

ｨける様々な基礎理論や研究知見を紹介する。これによって・

ﾕ床心理学と他の心理学との深い関わりが見えてくるはずで

?驕B

青木　紀久代
iお茶水女子

蜉w大学院助
ｳ授）

青木　紀久代
iお茶水女子

蜉w大学院助
ｳ授）

3

臨床心理学の理論
I背景（2）

ｸ神医学

　精神分裂病、気分障害、不安障害、解離性障害、摂食障害、

s呆などの認知障害、人格障害など成人期に認められる精神

ｾ患の特徴と治療について心理療法的視点を加えながら解説

ｷる。

大野　　裕
i慶応義塾大

w教授）

大野　　裕
i慶応義塾大

w教授）

4

臨床心理学の理論
I背景（3）

ｸ神分析と分析心
搖w

　この章では、精神分析と分析心理学の、それぞれの理論の

n設者であるフロイトとユングが、どのような実践的な体験
ｩら、それぞれの理論を生み出していったか検討するととも

ﾉ、その骨子となる人格理論に関する基本的な考えについて

qべる。

永井　　撤
i東京都立大

w教授）

永井　　撤
i東京都立大

w教授）

5

臨床心理アセスメ
塔g（1）

腰_

　臨床心理アセスメントとは何か、について論じる。方法と

ｵての面接法、心理検査法を全般的に紹介して、6章7章で
ﾌ各論につなぐ。アセスメント結果のまとめ方と伝え方につ

｢て概説する。
馬場　　禮子 馬場　禮子

6

臨床心理アセスメ
塔g（2）

m能検査と質問紙
@・作業検査

　まずどのような心理検査があるかを概観し、その原理につ

｢て簡単に触れる。知能検査ではビネー式とウェクスラー式

ﾌ両方に触れる。質問紙では、目的の異なるYG性格検査と
lMP　Iを選び、放送授業に備えて検査用紙を提示しておく。

黒田　浩司
i茨城大学助

ｳ授）

黒田　浩司
i茨城大学助

ｳ授）

7

臨床心理アセスメ
塔g（3）

渇f法

　まず投映法の原理について触れ、代表的なものについて概

烽ｷる。次に投映法を被検者の反応との性質という観点から

ﾌ分類を示し、代表的な投映法であるロールシャッハ・テス
gについてその実際の用いられ方を解説する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理学的援助の全領域について概観し、その中での心理療

法の位置づけを示す。さらに心理療法のさまざまな学派につ

心理療法（1） いて概説する。

8
総論 馬場　禮子 馬場　禮子

主としてフロイト派に属する心理療法について概説する。

心理療法過程で生じる主要な現象と、それに対処して心理療

心理療法（2） 法を展開させる技法についての解説を中心とする。
9

精神分析的心理療法 同　上 同　上

ユング派の心理療法の場合、我々の心の内面に存在する無

意識領域に、その個人の問題を治癒させ成長させる力が存在

10
心理療法（3）

?塔O派の心理療法

するという考え方が基本的にある。そのような無意識領域に

謔闡gむ基本的な方法や姿勢について述べる。 永井　　撤 永井　　撤

ロジャーズ派とも呼ばれる、ロジャースによって創始され

た学派の心理療法について、その原理、中心概念、具体的な
心理療法（4） 方法、歴史的変遷などについて概説する。

11 クライエント中心 馬場　　禮子 馬場　　禮子
療法

心理療法のなかでもうつ病や精神症性障害に効果があると
される認知療法について、歴史的背景や理論を紹介し、認知

12
心理療法（5）

F知療法

の修正技法を中心に臨床場面で役立つ面接技法についても具

ﾌ的に解説する。 大野　　裕 大野　　裕

コミュニティ援助の発想、理念および原理を概説し、その

コミュニティ援助 活動領域について解れる。コミュニティ援助の代表的な活動

13
（1）

?@介入とコンサ

である「危機介入」　「コンサルテーション」　「社会的支援づ

ｭり、啓蒙・教育活動」について解説する。 黒田　浩司 黒田　浩司

ルテーション

育児をめぐる親子への心理的援助について、コミュニティ

援助の視点から紹介する。心理的臨床家が直接相談活動を行
コミュニティ援助 う場合に加え、育児を支える地域の専門機関との協同の可能

14 （2）

邇凾ﾆ親への援助
性と、その際の留意点などについて、最近の事例を交えなが

迥T説していく。

青木　紀久代 青木　紀久代

臨床心理学の研究を他の心理学の研究と比較しつつ、共通

点と独自な点について検討していく。さらに、卒業論文など

で臨床心理学に関連するテーマで研究を実施する場合を想定
15 臨床心理学の研究法 し、論文執筆において重要と思われる事柄を具体的にいくつ 同　上 同　上

か取り上げる。
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＝児童の臨床心理（’03）＝（R）

〔主任講師：松村茂治（東京学芸大学教授）〕

全体のねらい
　今、わが国の子どもたちの心と行動のあり方に、多くの関心が寄せられている。取り分け、勉強への取り組み、人との関

係の持ち方、自分の心との向き合い方などに、多くの問題点が指摘されている。本講義では、子どもの心と行動の問題に対

するアプローチの仕方と個々の問題の特徴及び対応の仕方などについて学んでいく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
児童の臨床心理と

ﾍ

　子どもたちの心と行動の問題に対応するには、大人の問題

ﾉ対するのとは異なった配慮が必要になる。その1つの理由
ﾍ、子どもが発達しつつある存在だからである。ここでは、

ｭ達と問題行動、臨床的アプローチの理論などについて解説

�ｷる。

松村　　茂治

i東京学芸大
w教授）

松村　　茂治

i東京学芸大
w教授）

2 児童の発達と環境

　児童の心理的発達の基礎理論について説明し、児童の発達

ﾉかかわる環境の役割について、古典的な研究を含めながら

l察する。児童の生物的な側面や、対人関係例えば親子関係

ﾌ持つ役割、子どもの社会化について述べる。

佐野　秀樹
i東京学芸大
w教授）

佐野　秀樹
i東京学芸大
w教授）

3
行動の理解とアプ

香[チ

　子どもの問題行動を、場に即した適応的な行動を学んでこ

ﾈかった、あるいは不適切に学んできたと考える理論がある。

ｱれを学習理論と呼ぶ。この学習理論を解説するとともに、

qどもの問題行動や不適応行動の心理的なメカニズムについ

ﾄ考える。

小林　正幸
i東京学芸大
w教授）

小林　正幸
i東京学芸大
w教授）

4
児童援助とカウン
Zリング

　子どもの話を聞きながら、また遊びながら、大人が子ども

ﾌ心理を察知し、子どもにふさわしい環境を整えていったり、

qどもと適切な人間関係を作っていったりする方法としての

Jウンセリングについて述べる。
佐野　秀樹 佐野　秀樹

5

臨床アセスメント

P一発達と能力の
ｪ定一

発達や能力に関する問題の把握には心理アセスメントが必

vとなる。ここではそうしたアセスメントについての基本的

ﾈ考え方とその発展の歴史、現状、これからの動向、重要な

｢くつかの心理検査などついて述べる。

上野　一彦
i東京学芸大
w教授）

上野　一彦
i東京学芸大
w教授）

6
臨床アセスメント
g一行動・パーソナ

潟eィーの測定一

　子どもの性格や行動の測定について検討すべき点について

qべる。測定の種類や方法について説明し、基本的な測定に

ﾂいての特徴を示す。また、結果の解釈や使用法について述

ﾗ、その注意点やについて述べる。 佐野　秀樹 佐野　秀樹

7
スクールカウンセ

潟塔O

　1990年代の後半から、日本においても本格的なスクールカ

Eンセリング活動が展開されている。学校におけるカウンセ

潟塔O活動は、子どもの心理的問題の予防、援助において重

vな役割を果たす。スクールカウンセリングの特徴と課題を

�烽ｷる。

松尾　直博
i東京学芸大
w講師）

松尾　直博
i東京学芸大
w講師）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

子どもの問題行動

P一対人関係の問
閧�?Sに一

　「人」の「間」で生きていく「人間」は、人との関係で育

ｿ、人との関係で傷つき、人との関係で癒される。子どもの

S理的問題の原因として1あるいは結果として、対人関係の
竭閧ﾍ重要なテーマである。子どもの対人関係の問題の特質

ﾆ援助法について解説する。

松尾　直博 松尾　直博

9

子どもの問題行動
闊齔_経症の問題
�?Sに一

　子どもの問題行動として、神経症のほか、子どもの心理的

ﾈ問題として多く見られる心身症、神経性習癖を取り上げる。

ｻれらの心理的な問題のメカニズムを明らかにした上で、こ

ﾌような問題に対するアプローチについて解説をする。
小林　正幸 小林　正幸

10 不　　　登　　　校

　現代の教育問題で注目をされる不登校の問題を取り上げ、

ｱの問題が示す今日的な意味を考える。その上で不登校の問

閧ｪ起きてくる形成要因を考え、さらに不登校の維持要因も

lえる。そして、不登校の問題にどのように対応していくと

ﾇいのかを考える。

同　上 同　上

11 い　　　じ　　　め

　「いじめ」の問題は、被害者と加害者の二者間の問題にと

ﾇまらず、その問題が現れている集団の問題でもある。ここ

ﾅは、この問題の定義や特徴、対応の仕方などとともに、こ

ﾌ問題の生ずる集団の特徴や社会的な背景についても併せて

lえていく。

松村　　茂治 松村　茂治

12 校内暴力・学級崩壊

　子どもたちが教師に対して暴力を振るったり学校内の器物

�j損したりする現象、学級の秩序が乱れ、授業が成立しな

｢ような混乱した状態に陥ってしまう現象が多数報告されて

ｫている。低年齢化も指摘されるこうした問題の特徴や背景

ﾉついて学んでいく。

同　上 同　上

13 非　　　　　　行

　非行は古くて新しい問題である。日本においては、戦後非

sは3つの波があったと言われ、1990年代の終わりから第4
ﾌ波に入ったと言われる。非行のメカニズムや対応について、

S理学的観点から解説する。
松尾　直博 松尾　直博

14
知的障害、情諸障害

　14回と15回では、障害者への対応について学んでいく。

@14回では、障害の問題の全般について解説したあと、知的

瘧Q、自閉症、情諸障害等について詳しく学んでいく。特に、

ｱこにきて、障害児教育に関して新しい方針が打ち出されて

ｫており、それらについても学んでいく。

松村　茂治 松村　茂治

15 LD，ADHD高機
¥自閉症

　15回では、最近、注目されている学習障害（LD）、注意

∠氏^多可性障害（ADHD）、高機能自閉症など、いわゆ
骭y度の発達障害について学んでいく。軽度ということは、

?ｵて扱い易いということでなく、それぞれが独自の難しさ

�揩ﾁている。それぞれの特徴と対応の仕方について学んで

｢く。

上野　一彦 上野　一彦
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＝現代精神分析学（’00）＝（R）

〔主任講師 牛島　定信（東京慈恵会医科大学教授）〕

全体のねらい
　精神分析学が興つたのが19世紀末である。その後、単なる神経症の治療法に止まらず、広く人間理解のための理論と
技法としての地位を確立するに至り、20世紀の思想界に大きな影を落とすことになった、一方、そのなかで精神分析そ
のものも影響を受けて、さまざまな理論的発展をしていることも忘れてはならない。このコースでは・それを踏まえ
て、精神分析の始りからその後の発展をたどることにしたいと思う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 フロイトの生涯

ﾆ精神分析
　Freud　Sの生い立ちと人生が精神分析の理論と技法にどのよう
ﾈ影を落としているかを明らかにする。

牛島　定信
i東京慈恵

?繪ﾈ大学
ｳ授：）

牛島　定信
i：東京慈恵

?繪ﾈ大学
ｳ授）

2 無意識について

　無意識がどのような過程を経て発見されたのか、無意識世界へ至るにはどのような方法があるのか、無意識はどの様な性質

�烽ﾁているのかを明らかにする。

上別府圭子
i東京大学助
ｳ授：）

上別府圭子
i東京大学助
ｳ授）

3 性　　欲　　論

　Freud　Sが小児性欲論を提示して、学問の世界にさまざまな波
艪�鰍ｰかけたが、Freud　Sの性欲理論とはどのようなものであ
閨Aどのような理論的展開をしたのかを明らかにする。エディ
vス・コンプレックスとそこから導き出された精神性的発達な
ﾇを展開する。

生地　　新
i日本女子

蜉w講師）

生地　　新
i日本女子

蜉w講師）

4 パーソナリティ論

　Freud　Sがエス、自我、超自我という人格論を展開するまで
ﾉ、局所論、力動論、エネルギー論などの視点が展開され、自
艪ﾌ防衛活動に関する詳細な論述がなされている。それらを踏
ﾜえて、欲動論に根ざした人格論から、同一性、偽りの人格な
ﾇの概念が出現するに至っている。それらを概観する。

福井　　敏
A（福岡大学
u師）

福井　　敏
i福岡大学

u師）

5 神　経　症　論

　最初、幼児期の外傷を原因と考えたFreud　Sは、空想説（エ
fィプス・コンプレックス）、さらには不安信号説へと発展し
ｽ。その後、エディプス葛藤を越えて、前エディプス的不安の
?阯lにまで論及するようになった。その経過をたどる。

生地　　新 生地　　新

6 精　神　病　論

　フロイトの分裂病論はシュレーバー症例に垣間みることがで
ｫ、さらにうつ病については「悲哀とメランコリー」に伺うこ
ﾆができる。その後、さまざまな理論的展開がなされた。現在
ﾇのような理論の展開があるのか展望する。

松木　邦裕
i精神分析

ﾆ）

松木　邦裕
i精神分析

ﾆ）

7 精神分析療法

　Freud　Sが自由連想法を導入して、精神分析療法が完成された

ﾆいわれるが、人間理解の基本にエディプス・コンプレックス
ｪあったことは間違いない。その後、エディプス期以前の心性
�ｩ据えた治療技法の開発などがなされている。治療法の変遷

�煌ﾜめた解説をする。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 フロイトの患者たち
　さまざまな理論の展開の基盤になっているのはFreud　Sの臨床
o験であることは間違いない。Freud　Sにはどのような症例が残
ｳれているのか。その概略を解説してもらう。

松木邦裕 松木邦裕

9 文化論・社会論
　Freud　Sは、精神分析理論を人間理解だけに限らず、社会文化
I側面にまで応用して、さまざまな文化論、文芸論、社会論を
W開している。これらを含めた解説をしてもらう。

川嵜　克哲
i学習院大

w助教授）

川嵜　克哲
i学習院大

w助教授）

10 フロイト以降の発展
　Freud　Sの精神分析学の：確立の後、自我心理学、対人関係論、

ﾎ象関係論、自己倫理学等さまざまな理論的発展がなされて今
冾ﾉ至っている。これらの概要を解説する。

福井　　敏 福　井　　敏

11 女性分析家の貢献

　Freud　Sのエディプス・コンプレックスは男性優位の社会での
挙_からの発想であるという批判がある。面白いのは、その中
ﾅ、女性分析家の活躍は決して見逃せないところである。これ
轤ﾌ人たちの理論や精神分析における貢献について解説する。

上別府圭子 上別府圭子

12 精神分析的
ｭ　達　理　論

　Freud　Sの精神性的発達論の後、自我心理学、対象関係論など
ﾌ出現によって、精神分析的発達理論がさまざまに展開されて
｡日に至っている。ことに、最近の幼児観察から得られた発達
攪_には、古典的精神分析ではみられない現実感がある。幼児
冾ｩらの精神発達論は精神分析学の根幹をなす部分であるだけ
ﾉ、概観しておくことは大切であろう。

同　上 同　上

13 ユングの個人
S　　理　　学

　Freud　Sからの離反後、ユングは独自の理論を発展させ、個人
S理学なる学派を形成した。フロイト心理学にない境地を展開
ｷるに至っている。現在の人間理解に、古典的精神分析とは
痰ﾁた趣があるだけに、ここでユング心理学を学んでおくこと
ﾍ意義あることである。　　　　　　　　　　　　／

川嵜　克哲 川嵜　克哲

14 わ　が　国　の
ｸ神分析事情

　精神分析学はさまざまな発展を示したが、それがわが国では
ﾇのような発展なり展開なりをしているのか。導入のいきさつ
ｩら、自我心理学、更には今日の対象関係論に至るまでの解説
�sう。

牛島　定信 牛島　定信

15
現代社会における

ｸ神分析の位置
　ほぼ100年の経過のなかで、現代の人間理解に精神分析学がど
ﾌような貢献をしているのかを展開する。

同　上 同　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　／

・・＝ Jウンセリング概説（‘01）＝（R）

〔主任講i師：　馬場　謙一（放送大学教授）〕

〔主任講師：橘玲子（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　カウンセリングについてその方法や理論、効果などを含め、具体的事例にふれながら概説する。心理的援助であるカウン

セリングの基本にあるクライエント・カウンセラー関係を重視し、そこに起こる心の動きや成長の過程を考える。この講義

では特定の学派に立つものではないが、しかし重要な理論については学習する。なお、カウンセリングが望まれる新しい領

域にも若干ふれることにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心の悩みやストレス、問題行動に対して、カウンセリング

は行われる。誰が、どこで、どんなカウンセリングを行って 橘　　　玲子 橘　　　玲子

1 カウンセリングとは
いるかを本講義の全体の章と併せて述べ、今後カウンセリン

Oが要請される分野などを示す。
（放送大学教

�j

（放送大学教

�j

カウンセリングはどのようにして生まれ、発展してきたか、

また助言、指導、ガイダンス、心理療法とは、どんな違いが 馬場　　謙一 馬場　　謙一

2
カウンセリングの あるか、日本での発展も含めて述べる。 （放送大学教 （放送大学教
歴史と定義 授） 授）

カウンセリングに先立って知っておくべき知識（精神医学、

無意識の理論など）があること、カウンセリングの具体的な 馬場　　禮子 馬場　　禮子

3
カウンセリングの 進め方、目標を設定することの大切さ、目標や対象による進 （東亜大学教 （東亜大学教
方法 め方の違い、などについて論ずる。 授） 授）

基本的な態度（ロジャースの提言を紹介しながら解説す
る）、自己開示と隠れ身、態度に関する注意事項（救済願望、

4
カウンセラーの いわゆる逆転移の解説）、カウンセラーの成長について述べ 同　上 同　上
態度 る。

面接の始め方、インテーク面接、症状や生活史の聴取とク

ライエントの心の理解、アセスメントと見立て（診断）につ 馬場　　謙一 馬場　　謙一

5
カウンセリングの いて述べる。 （放送大学教 （放送大学教
準備 授） 授）

カウンセリングを始めるにあたっては、場所・時間・料金

などを話し合って、合意しておく必要がある。面接構造の安 滝口　俊子 滝口　俊子

6
カウンセリングの 定性は、カウンセリングの進展にとって重要である。 （京都文教大 （京都文教大
約束 学教授） 学教授）

カウンセリングはどのように進行するか、その過程でどの

ような現象が起きるか、防衛や抵抗、転移や逆転移などにつ

7
カウンセリングの いて述べる。 馬場　　謙一 馬場　　謙一
過程
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
カウンセラーの
椏噤i1）

　カウンセラーはクライエントの語ることを共感的態度によ

ﾁて受け止めるものであるが、クライエントとの交流に際し

ﾄカウンセラーには応答のパターン（技法）を身につけるこ
ﾆも大切である。これらの技法について解説する。

橘　　玲子 橘　　玲子

9 カウンセラーの
椏噤i2）

実際のカウンセリングにはカウンセラーがどう対応したら
謔｢か苦しむ場面がでてくる。クライエントの質問、沈黙、

ｩ殺のテーマ、などなど、代表的な現象を取り上げて考える。
同　上 同　上

10
カウンセラーの
P練

　心に関わるカウンセリングという任務には、自らを鍛え続

ｯてゆく意欲が不可欠である。訓練には、：事例について詳細

ﾉ指導を受けるスーパーヴィジョン、ケースカンファレンス、

香[ルプレーなどの方法がある。 滝口　俊子 滝口　俊子

11

カウンセリングの
攪_（1）

tロイド、ユング、

鴻Wャース

　代表的な心理療法の理論からカウンセリングの参考になる

ﾆころを紹介する。フロイドの理論から心の働き方と転移、

?Rの概説、ユングの理論から無意識論、治療的態度の概説、

鴻Wャースについては4章の補足をする。 馬場　禮子 馬場　禮子

12

カウンセリングの
攪_（2）

s動療法と認知療
@　その他の理論

　不安や抑うつに対する援助としての行動療法・認知療法、

ｨよび、環境（人間関係も含む）との相互作用を分析し、そ
ｱにかかわる戦略を考える理論としての応用行動分析・シス
eムアプローチについて、解説する。

@　　　　　　　　　　　　　　　、

神村　　栄一
i新潟大学助

ｳ授）

神村　栄一
i新潟大学助

ｳ授）

13
非言語的カウンセ
潟塔O

　カウンセリングにおいては、クライエントの非言語的世界

ﾖの共感を要する。また、非言語的方法（遊戯療法、箱庭療
@、表現療法など）を併用することも、カウンセリングを促
iさせることがある。 滝口　俊子 滝口　俊子

14
グループ・アプロー

`

　カウンセリングはグループを対象に行われることがある。

W団の力学が働き、人間の成長を促進する働きがあるが、逆

ﾉ危険性もある。集団カウンセリングの適応や方法、などを
T説する。 橘　　玲子 橘　　玲子

15
コミュニティ・アプ

香[チ

　コミュニティにおける対人援助、たとえば危機介入、犯罪

孖Q者・被災者のPTSD（外傷後ストレス障害）、家庭教
邇x援（家庭内の暴力）、学校教育相談活動などである。こ

ｱでのカウンセリングの利用を考える。 神村　栄一 神村　栄一
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・＝ S理臨床の世界（1‘03）＝（TV）

〔主任講師：滝口　俊子（放送大学教授：）〕
〔主任講師：桑原知子（京都大学大学院助教授）〕

全体のねらい
　心理臨床の実践活動は、スクールカウンセリングや心理教育相談室・学生相談室などの教育領域、企業内の相談などの産

業領域、病院や保健所などの医療・保健領域、福祉の領域、家庭裁判所や警察などの司法・矯正領域、開業心理臨床等など

において、活発に行われている。本講座では、これらの活動の基盤である理論と技法の解説と、心理臨床の実際を紹介した

いと思う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 心理臨床の本質

　日本心理臨床学会理事長・日本臨床心理士会会長の河合隼

Y先生をゲストスピーカーに迎え、長年にわたる心理臨床実

H、諸外国との活発な交流、臨床心理学以外の世界との対話
ﾈど、豊な経験に基づいて想い至られた、心理臨床の本質に

ﾂいて語っていただく。

滝口　俊子
i放送大学教

�j

滝口　俊子
i放送大学教

�j

2
箱庭療法の理論と

ﾀ際

　日本箱庭療法学会創設者河合隼雄先生がKalf℃D．から砂遊

ﾑ（Salldspiel）を学び、1965年に日本に導入以来、著しい発

Wを遂げている箱庭療法について、河合隼雄先生をゲストス

sーカーに迎え、理論の特徴や治療機序、作品の展開につい

ﾄ、具体的にお話しいただく。

同　上 同　上

3
行動療法の理論と

ﾀ際

　行動療法の理論の中から、オペラントコントロール、社会

I学習、認知論を取り上げて解説する。次いで、行動療法の

K応とされる不登校、摂食障害、強迫性障害、ソーシャル・
Xキル等を取り上げ、具体的に治療の進め方、治療の経過、

｡療の効果について検討する。

上里　　一郎
i広島国際大

w副学長）

上里　　一郎

i広島国際大
w副学長）

4

クライエント中心

ﾃ法／パーソンセ
棟､情ド・アプロー

`の理論と実際

　ロジャーース．C．R．（1902～1987）が創始した療法／人間への

ﾚ近法は、基本的な態度・考えは変化していないが、その実

H・対象は発展・展開し、変化してきている。理論の誕生か
逕ｭ展へ、基本的概念について、具体的に触れてみることを

ﾚ標とする。

田畑　　治
i名古屋大学

蜉w院教授）

田畑　　治
i名古屋大学

蜉w院教授）

5
精神分析的心理療
@の理論と実際

　心理臨床の実践を支える基礎的学問は幾つかあるが、その

?ﾅ重要な基本的認識を与えているのがフロイト，Sによっ
ﾄ創始された精神分析であろう。本講義では、ゲストスピー
Jーに、わが国で精神分析学の第一人者である小此木啓吾先
ｶをお招きして、精神分析の基礎的考え方と共に、精神分析

I心理療法の理論と実際について紹介したい。

乾　　吉佑
i専修大学教

�j

乾　　吉佑
i専修大学教

�j

6
トランスパーソナ

巨S理療法

@　　　　じ

　心理学の新たな潮流であるトランスパーソナル心理学の立

黷ﾉ立つ心理療法の基本的な姿勢および代表的アプローチの

｢くつかを紹介する。特に、プロセス指向心理学の実際につ

｢て、青木同氏をゲストに迎え、実践する。

諸富　祥彦
i千葉大学助

ｳ授）

諸富　祥彦
i千葉大学助

ｳ授）

7

グループアプロー

`の実際　一出会
｢から別れまで一

　本講座では、見知らぬ者同士が出会い、一緒に課題に取り

gむグループワークの映像存通じて、　「出会い」　「関係の深

ﾜり」そして「別れ」といった、基本的な人間関係のプロセ

Xと、それにまつわる感情を共有することを目的とする。

高石　浩一
i京都文教大

w教授）

高石　浩一
i京都文教大

w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代は、様々な価値観が錯綜する時代である。その中に生

きる人間は、自らの価値観、生き方を改めて明確にしていく

8
現代を生きる男
ｫ・女性

必要に迫られる。就職、結婚、出産といった人生の中での大

ｫな出来事についても、様々な変化が生じている。現代を生

ｫる「人間」について、心理学的な観点からアプローチして

桑原　知子
i京都大学大

w院助教授）

桑原　知子
i京都大学大

w院助教授）

みたい。

学校現場で心理臨床的アプローチの必要性が高まってい
る。しかし、学校現場では、必ずしも心理療法をそのまま適

9
教室で生かす心理

ﾕ床

題することは難しいことがある。現場でおこってくる事例を

烽ﾆに、教育における心理臨床的アプローチについて、わか 同上 同　上

りやすく提示したい。

家庭裁判所調査官の扱う少年事件や家事事件の事例を通し

て、現代の非行少年や家庭の深層にせまる。　（可能な方法で）

10
少年問題と家族の
S理臨床

事例を再現し、少年や家族の心理についての理解を深めると

ﾆもに、調査官の仕事の実際、事件の取り扱いの流れについ 同　上 同　上

ても紹介できるようにしたい。

「自分」を理解する上で、「もう一・人の私」という視点は

大きな意義をもつ。多重人格や二重身といった症状は心の不

思議を教え、「影」というとらえ方は心の深みを垣間見せる。
11 「もう一人の私」 事例、映画、文学作品、演劇、絵画などの中に「不思議」や 同　上 同　上

「深み」を探ってみたい。

複数の大学において学生相談に携わって数多くの学生たち

の相談に携わる平野学氏をゲストスピーカーに迎えて、現代

12
学生相談にみる現
繧ﾌ若者

の学生たちの姿を追求する。若者の心理を通して、現代社会

ﾌ諸問題を考えたい。 滝口　俊子 滝口　俊子

子どもの数が減少し、子どもと親しく接する機会なく親に

なって子育てに戸惑っている親たちへの支援としての心理臨

13
子育て支援の心理

ﾕ床

床活動について紹介する。ゲストスピーカーに東山弘子氏を

}え、子育て支援研修会の様子を紹介しながら、現代社会に 同　上 同　上

おける子育てについて考える。

心理臨床における今日的な活動である、災害・犯罪・虐待・

事件などの被害にあった人々のこころの傷の克服に向けての

14
こころの傷の克服
ﾉ向けて

援助について、ゲストスピーカーに支援活動の経験豊な倉光

C氏を迎えて、その実際と課題を紹介する。 同　上 同　上

高齢者の増加に伴い、社会の様相も変化している。高齢者

支援を構想する際に、人生の先輩である高齢者に学ぶことを

考えたい。高齢者が生活される場に心理臨床に携わる大学院
15 高齢者に学ぶ 生と共に訪問し、人間が生きる課題を考え合う。 同　上 同　上
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＝ユング心理学（℃3）＝＝（R）
　　一夢・神話・昔話・イメージと心理療法

〔主任講師：大場　登（放送大学教授）〕

全体のねらい
ユング（Jung。　C．　G）の創始した分析心理学（ユング心理学）は、人間のこころに現われる「イメージjの世界に大きな注

目をあてた。現代人の心理療法過程で出会う豊かな、あるいはおどろおどうしい夢イメージ・箱庭やコラージュ・イメージ

は、不思議にも古今東西の神話や昔話、すなわち人類のこころのイメージと驚くほどの類似性を見せるものである。本講義

では、ユング心理学の基礎を具体的なイメージの世界を通して紹介・検討してゆくことにしてみたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名），

1
ユングとイメージ

ﾌ世界（1）

　ユングの心の世界にはイメージが圧倒していた。とりわけ

tロイトとの訣別をきっかけに陥った数年間に及ぶ「方向喪

ｸ」の時期、ユングはすさまじい内的イメージの嵐に襲われ

驕Bユングはこの「イメーージの嵐」に対してどのように対処

ｵたのであろうか？

大場　　登
i放送大学教

�j

大場　　登
i放送大学教

�j

2
ユングとイメージ
ﾌ世界（2）

　ユング自身が実に30年以上の歳月をかけて絶えず増改築し

ﾄいったボリンゲンの「家（塔）」は、ユング自身の「個性

ｻの過程」のイメージ表現と理解することもできる。そして、

?塔Oの人生のイニシャル・ドリームは？
同　上 同　上

3
コンプレックス
普@人類のコンプ
激bクス（元三）

　意識と無意識の関係は？　意識・無意識とイメージとの関

Wは？　コンプレックスという考え方の真の意味は？　人間
ﾆコンプレックスとは？　元型という言葉で表現されるもの

ﾍ？
同　上 同　上

4 ペルソナとゼーレ

　ペルソナとは「個における外界への心理的構え・姿勢」、

ｻしてゼーレとは「個における内界への心理的構え・姿勢」

ﾆ表現できる。ペルソナやゼーレは夢や昔話においてどのよ

､なイメージとして現われているのだろうか？
同　上 同　上

5
エディプス神話

@一父・母と子

　フロイトは「エディプス・コンプレックス」という表現を

pいて、人類に共通のひとつの典型的な心の「葛藤・心理的

w渦』」と生涯をかけて取りくんだ。エディプス・コンプレ

bクスをユング心理学から見てみると？
同　上 同　上

6
カインとアベル

@一兄と弟

　聖書から現代に至るまで、愛情をめぐっての兄弟葛藤は殺

ﾓ・殺害を伴う強烈なイメージに満ちている。
同　上 同　上

7

ウラノス・クロノ
X・ゼウス

@一三と権威

　「父なるもの」は両義的な意味での「権威像」の象徴であ

驕B　「下なるもの」　「子なるもの」を押しつぶし、殺害する

ﾙどの暗い「面」と、　「課題・難題」を与え、　「挑戦」を受

ｯて立つ偉大な「面」をあわせ持つ。 同上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「山姥」や「魔女」は人々を呑み込むほどの恐ろしい顔と、

8

山姥・魔女

@一母の二つの

人々に知恵と救いをもたらす福神の顔という二つの「面」を

揩ﾁている。
大場　　登 大場　　登

「顔

男性と女性の出会い・かかわり方には、様々なイメージが

ある。分離→結合、分離→結合→分離、そして分離→結合→

9
蛇女房，

@一男と女

分離→時々再会？
同　上 同　上

児童文学には「老人と子ども」のペアが織りなす物語がと

10 老人と子ども

てもたくさんある。　「老入と子ども」にはどのような意味が

?驍ﾌだろうか？
橘　　玲子
i放送大学教

橘　　玲子
i放送大学教

授） 授）

「道化」は硬直した人生や文化に活力を与えてくれるもの

と考えられている。児童文学においても、「道化」は主人公

11 道化
にはならないけれども、主人公の傍らに大切な役割を担って
o場している。　「指輪物語」　「ジョコンダ夫人の肖像」　「ミ

同　上 同　上

セス・タッカーと小人ニムビン」などを取り上げて検討して
みたい。

様々の心理的問題・課題を抱えたクライアント（相談に見

える方）とお会いして、話を伺っているうちに、不思議なご

12
心理療法とイメー

W
とに、クライアントの心が動き出し、そのプロセスの中から、

Cメージとしての夢や絵・箱庭・コラージュ表現が生まれて 大場　　登 大場　　登

くる。

ユング心理学による心理療法として、　「箱庭療法」は多く

の方々の知るところとなったし、大学院臨床心理プログラム

13
　　　　　　　　“
Rラージュ療法
@一その1

「臨床心理面接三論　一心理療法の世界」においても一章が

ﾝけられて紹介されている。これに対してコラージュ療法は、

ﾜだあまり知られていないと言ってよいであろう。本章では、

ﾜずコラージュそのものを見て、感じていただくところがら

佐藤　仁美
i放送大学助

ｳ授）

佐藤　仁美
i放送大学助

ｳ授）

はじめてみたい。

コラージュ療法といっても実は様々のスタイルがある。本

章では、その中から、いくつかをとりあげて紹介してみるこ

14
コラージュ療法

@一その2

とにしたい。
同　上 同　上

「禁じられた小部屋」「異界訪問jr異類婚」といった神

話的イメージは、いわば特別の人々にだけ与えられたもので

はない。いわゆる「普通」の人々も、　「夢」の世界に少し関

15 心理療法と夢 心を向けてみると、人間の心・世界は、日常の秩序や合理性 大場　　登 大場　　登
からだけ成立しているものではないことがよく理解される。

人間の心・小宇宙は影や妖怪、非合理と圧倒的なイメージに
満ちたものである。
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＝： S理学研究法（‘03）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：南風原三和（東京大学教授）〕
　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　市川　伸一（東京大学教授）〕
　　　　　　　　　　　　〔主任講師：下山　晴彦（東京大学助教授）〕
全体のねらい
　心理学は人の心や行動について、単に頭の中であれこれ考えるだけでなく、調査や実験、あるいは実践を通して現実のデ

ータとつき合わせながら、実証的に知識を構築していく学問である。この講義では、研究者を志す学生だけでなく、自分自

身や他者の心や行動について、より客観的に、より深く理解したいという思いをもつ幅広い層の学生を対象に、心理学研究

法の基本的な考え方と方法の入門的解説を行う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 心理学の研究とは

　心理学の研究とは何をすることなのかについて、まず概論

I説明を行う。研究とは、知識の生産であり、情報的価値と

ﾀ用的価値をもったものである必要がある。研究のタイプと
ｵて、探索型と検証型があること、データを得る状況として、

ｲ査、実験、実践があることを解説し、研究ができるように

ﾈるための学習の過程についても触れる。

市川　伸一
i東京大学

ｳ授）

市川　伸一
i東京大学

ｳ授）

2 研究法の分類

　現在、心理学は、多様な領域に分化し、発展している。心

搖wの歴史を概観することを通して、研究法を調査、実験、

ﾀ践の3つのタイプに分類する意義を解説し、多様な心理学
�ｮ理して理解する枠組みを提示する。

下山　晴彦
i東京大学

赴ｳ授）

下山　晴彦
i東京大学

赴ｳ授）

3
質的調査の理論と

Z法

　叙述形式の質的データを収集し、その分析を通して現実を

揄�ｷるための概念や仮説を産出する質的調査の理論と技法

��烽ｵ、それを踏まえて第H部全体の構成を概観する。ま
ｽ、導入として、データ収集のための面接法や観察法の解説

熏sう。

同　上 同　上

4 質的データの分析

　フィールドワークなどによって収集される質的データの分

ﾍの方法を解説する。ここでは、データのコード化を繰り返
ｵ行い、より抽象度の高いカテゴリや概念を生成していくグ

宴Eンディッドセオリー法を中心に、具体的な手続きの説明

�sう。

能智　正博
i帝京大学

齡C講師）

能智　正博
i帝京大学

齡C講師）

5
質的調査を用いた
､究の実際

　質的調査法による研究では、一回の調査で結果を出すとい

､のではなく、収集データの分析によって得られた成果に基

ﾃき、再びデータを収集し、分析を進めるといった循環的過

��ﾆることが多い。そのため、研究の過程が特に重要とな

驕Bここでは、具体的な研究過程を例示し、質的調査の実際

��烽ｷる。

下山　晴彦 下山　晴彦

6
量的調査による仮

煬沛ﾘ

　量的調査によって検証される仮説はどのようなものか、デ

[タによって仮説を検証するというのはどういうことなの
ｩ、といった基本的な事項について解説し、それをふまえて
謔hII部全体の構成を概観する。

南風原　朝和

i東京大学
ｳ授）

南風原　朝和

i東京大学
ｳ授）

7 質問紙とテスト

　量的調査におけるデータ収集の代表的方法である質問紙と

eストを取り上げ、それぞれの具体例を紹介する。また、こ

黷轤ﾌ測定道具を実際に作成する手順について解説するとと

烽ﾉ、実施および利用上の留意点についても具体的に述べる。

平井　洋子
i東京都立

蜉w助教授）

平井　洋子
i東京都立

蜉w助教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
測定の信頼性と妥

鱒ｫ

　質問紙やテストによって収集されたデータに基づいて、個

lの能力や性格特性などを推測したり、心理学的な研究仮説

�沛ﾘしたりするためには、その測定データが良質なもので

ﾈければならない。ここでは、測定の「質」をあらわす信頼

ｫと妥当性という概念を取り上げ、その意味および評価の方
@について解説する。

平井　洋子 平井　洋子

9
サンプリングと統
v的推測

　データから計算される相関係数などの指標は、実際にデー

^を提供したサンプルに依存する値であり、サンプルが変わ

黷ﾎその値は変わってくる。一方、量的調査研究の主眼は個々

ﾌサンプルではなく、その背後に想定される母集団にあるの
ｪ普通である。ここでは、サンプルにおける結果から母集団

ﾌ性質を推測する方法について解説する。

南風原　朝翻 南風原　朝和

10 実験の考え方

　実験は、特定の要因の効果を明らかにするために、研究者

ｪ意図的に場を設けることである。実験を行うときの基本と

ｵて、独立変数、従属変数、干渉変数とその統制という考え

福ﾉ触れる。具体例をあげながら、どのように実験計画を工
vすればよいか、実験によって何がわかるかを解説する。

市川　伸一 市川　伸一

11
心理実験の問題点
ﾆその対策

　実験への参加者が現実に生きている人間であるという心理

w実験の性質は、さまざまな問題や制約を抱え込むことにな
驕Bこの章では、主として社会心理学の実験をとりあげ、観
@反応（要求特性、実験者効果など）とそれへの対策、内観

ﾌ問題点とその対策、実験の人道的・倫理的問題について、
u義する。

岡　　　　隆
i東京大学助

ｳ授）

岡　　　　隆
i東京大学助

ｳ授）

12
実験のデザインと
級ﾊの分析

　実験的研究では、そのデザインに応じてさまざまな分析法

ｪ用いられるが、その基礎にあるのが統計的検定の考え方で
?驕Bここでは、統計的検定の基本的な論理について解説し
ｽうえで、単純な実験デザインの例を取り上げて、具体的な
fータ分析の方法を紹介する。

南風原　朝霞 南風原　朝和

13
実践研究の基本技
@と態度

　実践研究には、「実践を通しての研究」と「実践に関する

､究」がある。前者では、研究者が同時に実践者として対象

ﾆ関わりながら、研究を進める。そのため、対象と関わる技

¥および関わりながら自己モニタリングをする技能が必要と
ﾈる。また、対象に関与し、影響を与えるので、基本態度と

ｵて研究の倫理を心得ていなければならない。このような技

@と態度を解説する。

下山　晴彦 下山　晴彦

14 実践研究の発展

　実践研究を発展させるためには、「実践を通しての研究」

ﾆ「実践に関する研究」の統合が重要となる。このような統

№ﾌ形態として実践者と研究者がチームを組み、実践を研究

ｵつつ、実践を展開するアクションリサーチがある。ここで

ﾍ、教育領域におけるアクションリサーチの理論と方法を解
烽ｷる。

秋田　喜代美

i東京大学
赴ｳ授）

秋田　喜代美

i東京大学
赴ｳ授）

15
実践に関する実証

I研究

　「実践に関する研究」として実践活動の効果を評価する効

ﾊ研究がある。ここでは、臨床領域で行われている効果研究

ﾆして、一事例実験、メタ分析、プログラム評価研究等を紹

薰ｷる。それを通して実践活動を実証的に研究することの意

`についても解説する。なお、最終回であるので、全体のま
ﾆめも併せて行う。

下山　晴彦 下山　晴彦
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＝教育の中の言葉（’99）＝（R）

〔主任講師 永野　重史（国立教育政策研究所名誉所員）〕

全体のねらい
　　「国語」以外の教科におけることば、学力テストと言葉の関係、文章読解・など・具体鞄な話題を考えることに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といつものをどの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「言葉」よって、　「教育の中の言葉」にどのような問題があるか、また、問題を解決するためには、

ようにとらえなければならない。かということがわかるようにする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 教育の中の言葉
i問題の所在）

　講義内容ぜんたいの紹介。英語のブロック報告書「生活のた
ﾟの（生涯のための）言葉」と教育。

永野　重史
i国立教育

ｭ策研究所
ｼ誉所員）

永野　重史
i国立教育

ｭ策研究所
ｼ誉所員）

2 言語と思考　（1）
　貧しい階層の子ども達の知的発達の原因としてあげられた言
齔ｶ活の特徴。その改善のためにとられた方策。

同　上 同　上

3 言語と思考　（2）
　言語が人の思考を左右するという考え方。ベンジャミン・
潤[プの言語相対性仮説とその心理学的検証。

同　上 同　上

4 言語と思考　（3）

　リテラシーの効用。文字のない文化と文字のある文化。文字
�ﾂかってものを書くことが人々の知的能力を高めるという説
ﾌ検討。

同　上 同　上

5 「言語」とは何か

　幼児の母語の獲得の様子と学校の国語の学習とを比較しなが
轣A　「言語」についての考え方を整理する。ラングとパロー
求B　「言語音が集まって語となり、語が集まって文となる。」
ﾆいう見方の検討。

同　上 同　上

6
「国語」という

ｳ科は道具教科か

　「言語教育はすべての教育学習の基礎だ。」という考え方の
沒｢。外国語のイマージョン教育。　「カリキュラムぜんたいを
ﾊしての言語教育」という考え方。

同　上 同　上

7 学力テストと言葉
　教育評価のための指導目標の記述。　「要目かす論」。唯言語
蜍`（バーバリズム）を育てるテスト。

同　上 同　上
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回 デ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
社会・数学・理科

ﾌ学習と言語

　生活知と科学知とのつながり。外国人に「将軍と天皇はどう
ｿがうか」とたずねられて。　「円のまんなか」ではいけない
ｩ。　「円の中心」でいいか。言語相対仮説をあらためて考え
驕B

永野　重史 永野　重史

9
言葉のつかいかた
i1）

　モリスの「話しのタイプ」。マンドとタクトと反響語。　「言
tのお守り的使用法」

同　上 三三

10
言葉のつかいかた
i2）

　一般意味論の運動。言語学上の意味論との違い。一般意味論
ﾌ主張。

同　上 同　上

11 字引　と辞書
　意味の説明とは。ソシュールのチェスのたとえ。良い辞書と
ﾍ。個人にとっての言葉の意味。子どもがっくる辞書。

同　上 同　上

12
文字表現の読みと

ｳ書法
「正しい読み方」とは何か。音読みと訓読み。正書法。 同　上 同　上

13 文章の理解
文章の意味は書き手のものか、読み手のものか。三つの要素
i言語、機能、状況）。

同　上 同　上

14 文章をつくる
　こどもの作文とおとなの作文。感想文と科学論文。パラグラ
t構成の指導。

同　上 同　上

15 言語観の拡張
　認識の道具としての記号・数式・表・グラフ・コンピュー
^。言語の分析から文化の分析へ。エティック的見方とイー
~ツク的見方。

同　上 同　上
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＝生徒指導（‘03）＝＝（TV）

〔主任講師：秦政奉（大阪大学大学院教授）〕

全体のねらい

　　いま学校のなかで、もっとも困難をきわめているものが生徒指導である。そうした生徒指導に関する実態を明らかに

するとともに、現実に子どもたちがどんな非行・問題行動をおこしているのか、そしてその背景にどんな事情があるの

か検討する。こうした検討をふまえて、生徒指導の今後のありかたを探っていくことにしたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

〔1〕生徒指導の

@　　実際
ｶ徒指導の理念と

ﾀ際

　生徒指導の理念が、子どもたちのよりよい人間形成をはか

驍烽ﾌであることはいうまでもない。しかし、実際には非行

h止、非行対策の名のもとに「管理的」な色彩がますます強

ﾜってきている。こうした生徒指導のありかたに関する問題

�ｵを明らかにする。

　秦　政春

i大阪大学大

w院教授）

　秦　政春

i大阪大学大

w院教授）

2
体罰に依存する教

t

「管理的」生徒指導の典型的なものが体罰である。教師の体

ｱは学校教育法で禁止されているにもかかわらず、現実には

ｱれがかなり多い。ここでは、教師の体罰に関する実態を明

轤ｩにするとともに、これによってもたらされる悪循環につ

｢て検討を加える。

同　　　上 同　　　上

3
校則（生徒心得）に

謔驫ﾇ理

　体罰と並んで校則（生徒心得）も、　「管理的」生徒指導の

Pつである。これについてはよく「校則問題」というかたち

ﾅ話題になる。ここでは、これの実態、とくに規定の内容や

?ﾌ的にこれがどう運用されているのかという点を中心にし

ﾄ検討を加える。

同　　　上 同　　　上

4
校則（生徒心得）の

B昧性

　校則が「管理的」生徒指導の1つとはいっても、これ自体

ﾉ教育的意味がないわけではない。むしろ、これが運用され

驍ﾆきに、これの性格の曖昧さのなかで問題が生じる場合が

ｽい。簡単にいえば、「心得か規則か」といった問題である。

ｱの点を明らかにする。

同　　　上
同　　　上

5

〔II〕　非行・問題

@　　行動の実態

�s・問題行動に関

ｷる推移

　昭和50年前後の「戦後第3のピーク」と呼ばれた少年非

sの急増した時期以降、現在にいたるまでつぎつぎと子ども

ｽちの問題行動が多発している。いじめ、不登校、校内暴力

ﾆいった具合である。こうした推移を明らかにするとともに・

ｻの背景を検討する。

同　　　上 同　　　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6
いじめ問題と子ど

　昭和61年頃に急速に「鎮静化」したと思われていたいじ

ﾟ問題は、実際にはその後も継続している。そして、かつて

謔闊ｫ質な行為もめだってきている。ここしばらくのいじめ

s為の推移を明らかにするとともに、どんな背景からいじめ

ｪ生じているのか検討する。

　秦政春
i大阪大学大

w院教授）

　秦　政春

i大阪大学大

w院教授）

7

　　1
qどもたちのいじ
ﾟ行為の特質

　最近の子どもたちのいじめ行為に関する特質をひとことで

｢えば、　「集団による弱者いじめ」ということになる。ここ

ﾅは、いじめという行為のもつ特質を考えるとともに、いか
ﾈるパターンや形態のなかでこの行為が成立しているのか検
｢を加える。

同　　　上 同　　　上

8
学級・授業の「荒れ」

ﾆ子どもたち

　いじめと並行して、学校のなかで子どもたちのさまざまな

u荒れ」がめだってきている。一般に「学級崩壊」と呼ばれ

骭ｻ象は、その典型的なケースである。しかも、こうした「荒

黶vは小学生段階にまで、確実に低年齢化してきている。こ
黷ﾉ加えて、不登校問題についても、あわせて検討を加える。

同　　　上 同　　　上

9

〔皿〕　子どもたち

@　　　の状況

qどもたちのスト
激X

　いまの子どもたちは、とても疲労している。そして、スト

激Xがたまっている。しかも、’これによってさまざまな症状

ｪ生じている。なかには、極端な身体的不調や異常行動をと

驛Pースも少なくない。この実態を明らかにするとともに、

ｱれの影響について考える。
同　　　上 同　　　上

10
ストレスと非行・問

@　　題行動

　子どもたちのストレスは、たんに症状がでているというだ

ｯではない。これによって、さまざまな非行・問題行動に結

ﾑついていくことも少なくない。たとえば、ストレスはいじ

ﾟ行為にも密接に関連している。原因⇒ストレス⇒非行・問

闕s動の関係を検討する。
同　　　上 同　　　上

11
子どもたちの規範

ﾓ識

　子どもたちの規範意識は、確実に崩れてきている。些細な

Z則違反、服装違反ならともかく、明らかな反社会的行動、

峵E的行動に対しても「絶対にしてはいけない」という割合

ｪ低下してきている。こうした規範意識の崩れの背景を探る
ｱとにしたい。

同　　　上 同　　　上

12

〔r▽〕生徒指導を

@阻害するもの
ｳ師のストレス

　いま学校では、子どもたちにストレスがたまっているとい

､だけではない。教師にも厳しいストレスがある。まるで学

Zが「ストレスの温床」になっているかのようである。ここ

ﾅは、教師の日常性を中心にして、ストレスの原因、実態、

e響について明らかにする。
同　　　上 同　　　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13
教師のストレスに
謔驤ｫ影響

　教師のストレスは、子どもたちに対して確実に悪影響をお

謔ﾚしている。子どもたちに「やつあたり」をしたり、　「対

bがなくなってしまう」といった具合である。これに子ども

ｽちはストレスを感じ、反抗するといった悪循環がある。こ

､した構造を明らかにする。

　秦政春
i大阪大学大

w院教授）

　秦政春
i大阪大学大

w院教授）

14
教師集団の人間関

Wの崩れ

　生徒指導は、1人ひとりの教師が個別的に行なうのでは限
Eがある。教師集団の連携や協力体制が不可欠の条件である。

ﾆころが、実際にはあまり連携や協力体制がとれていない。

ｱこでは、こうした教師集団の組織化を阻害する要因がどこ

ﾉあるのか明らかにする。
同　　　上 同　　　上

〔V〕　生徒指導の

@　　　今後
g織的でゆるや

ｩな生徒指導

　今後、どのような生徒指導のありかたを求めていけばよい

ﾌか。1つは、教師集団の連携や協力体制を基本にした組織
Iな生徒指導である。いま1つは、「管理」を脱却したゆる
竄ｩな生徒指導である。こうした生徒指導の実現に関する可
¥性を探っていく。

同　　　上 同　　　上
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＝教育評価（‘03）＝（R）

〔主任講i師 梶田　叡一（京都ノートルダム女子大学学長）〕

全体のねらい
　教育における評価の問題について、いくつかの基本的な視点から考えてみる。とくに、学校での日常的な見とりや見きわ

め、テストや成績づけなどのあり方を、子どもの学習や成長とのかかわりで原理的な地点から検討してみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1
教育評価のはたら

ｫ

　評価は、学校といった組織的な教育形態において、古今東

ｼを問わず行われてきた。教育においてなぜ評価が必要とな

驍ﾌか、学ぶ側、教える側、管理運営する側それぞれにとつ

梶田　叡一
i京都ノーート

泣_ム女子大

梶田　叡一
i京都ノート

泣_ム女子大
ての意義を考えてみる。 学学長） 学学長）

評価は客観的科学的ではなくてはならないという発想があ

る。しかしこれを押し進めていくと本当に大事な面が見落と

2 測定から評価へ
され、表面的なつまらない面ばかりが重視され評価されると

｢う落とし穴に落ちる。この意味で1930年代のタイラ旧里の
同　上 同　上

主張を振り返り、現代の評価論の大前提を考えてみる。

教育に当たっては目標が体系的に設定されるが、その目標

がまた評価の視点や基準となる。目標の明確化のためには・

3 教育の目標と評価
ブルーム等の『教育目標のタキソノミー（分類体系）』が有

ｼであるが、こうした仕事の意義について考えてみる・
同　上 同　上

子どもの学びや育ちを外的客観的に見ていくため、行動目

標の考え方が提唱されてきた。しかし今や行動目標論は原理

4 行動目標論の克服
的に乗り越えられている。子どもの学びや育ちを本当に問題

ﾉするためには、内面を見落とすことはできないのである・
同　上 同　上

こうした視点に立って、達成目標・向上目標・体験目標の考

え方を述べる。

学びや育ちの現実を見てとるためには、関心や意欲や理解

の状況など内面世界の読み取りが必要となるにしても、これ

5 内面の育ちの把握
は非常に困難な課題である。内面を洞察する上での手がかり

�w校で具体的にどのように得られるか、授業とのかかわり
同　上 同　上

を中心に考えてみる。

子どもの学びや育ちを評価する際、他の子どもと比べて見
る（相対評価）・か、教える側の内的基準による判断に任せる

6 相対評価・絶対評価
（絶対評価）か、何らかの到達基準に達しているかどうかを

ｩる（到達度評価）か、といった違いがある。それぞれの意
同　上 同　上

義と問題点について考えてみる。

得点や成績は、学びや育ちの「結論」であるかのように受

け止められがちである。しかし本来それは、長い道のりの中

7 形成的な評価
でのラップタイム（途中計時）でしかない。教育におけるあ

轤艪髟]価は中間的かつ一時的なものであって、次の段階に
同　上 同　上

役立って初めて意味を持つ、という形成的評価の考え方につ

いて検討する。
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／

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学びと育ちは、最終的にはその人自身によって評価され、

その人自身の次の段階に向けての努力を引き出し、支えるも

8 自　己　評　価
のでなくてはならない。自己教育を基礎づけるものとしての

ｩ己評価でなくてはならないのである。こうした自己評価の 梶田　叡一 梶田　叡一

具体的あり方について考えてみる。

学習指導を有効かつ適切なものにするため、具体的にどの

ような場で、どのような評価活動を行い、それをどのように

9 学習指導と評価
生かしていけばいいのか、さまざまな場合を例にとって考え

ﾄみる。
同　上 同　上

学力を客観的な形で測定するために工夫されてきたテスト

の構成と結果処理の考え方について検討する。特に旧来の集

10
学力テストの論理
ﾆ問題点

団標準にもとずくテスト（NRT）と最近の到達基準にもと

ｸくテスト（CRT）とを比較する。さらに、高次の知的能
同　上 同　上

力を測定するための工夫を見る。

20世紀初頭ビネによって考案されて以来、長い間にわたっ

て「頭の良さ」を測る道具として用いられてきた知能検査は

11 知能検査を考える
どのような論理に立つものであろうか。またその検査結果の

¥示法として用いられてきたIQ（知能指数）が今日なぜ信
同　上 同　上

頼されなくなってしまったのであろうか。IQ神話の成立と
崩壊について考えてみる。

学校での成績は、指導要録（学籍薄）と通知表に記入され、

当人や親に対して権威を持ってきた。現在それはどのような

12 指導要録と通知表
形式・内容であるのか。その背後にある基本的な評価観は何

ﾅあるのか。これまでの様式・記入法の変遷を見ながら検討 梶田　叡一 梶田　叡一
する。

現在の入学試験や進路指導のあり方に偏差値教育と呼ばれ

るようなゆがみが生じているという指摘がある。過熱した受

13
入学試験と進路指

ｱ
験準備体制の中では子供の発達そのものにもゆがみが現れざ

驍�ｦない。これを是正するため、どのような入学者選抜方
同　上 同　上

法を用いるか、どのような進路指導をしていくか、大きな課
題である。この問題についていくつかの方向から考えてみる。

評価する側も人間である。固定観念を持って見てしまった

り、背光効果や寛容効果などのゆがみが忍び込んでしまった

りしがちである。しかし、自分の眼にどのようなゆがみの可

14 評価する側の眼 能性があるかを認識することによって、そのゆがみに振り回 同　上 同　上

されて非教育的な態度や決定を取ってしまうことも少なくな

る。この問題について特に主要な点を検討する。

テスト不安など評価される場に身を置くことによって生じ

る心理的な効果についても考えておかねばならない。また、

15
評価される側の心 誉められたり叱られたりすることの効果の問題もある。評価

ｳれる側がその評価によってどのような心理的影響を受ける
同　上 同　上

か、いくつかの点から考えてみる。
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＝発達障害児の心と行動（℃2）＝（TV）

〔主任講師：、太田　昌孝　（東京学芸大学教授：）〕

全体のねらい
　発達障害は人生の早い時期に社会的諸関係のなかで現れ、その原因は高機能障害にあり、知的障害、言語と学習障害、自

閉症、多動症候群等がある。本講座では発達障害を持つ子どもの心と行動を理：解するために、発達的観点と学際的観点を基

本に置き、心理・生理・病理を解説し、教育的支援の実践的基礎となることをねらった。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

発達障害は人生の早い時期に社会的諸関係のなかで現れ、

その原因は脳機能障害にある。知的障害、言語と学習障害は

認知機能に、自閉症、多動症候群は行動に基づいて診断され 太田　昌孝 太田　　昌孝

1 発達障害とはなにか る。発達障害の概念、診断、支援についての概論を述べる。 （東京学芸大 （東京学芸大

学教授） 学教授）

発達障害児の心と行動は、子ども側の要因と環境的要因の

相互作用として現れる。子どもの認知発達段階と固有の不均

2
アセスメント1
Sと行動の理解

衡さ、それに相応する情緒などの把握の仕方、さらに働きか

ｯとの関連で如何に心と行動を客観的に理解するかについて

qべる。

永井　洋子
i静岡県立大

w教授）

永井　　洋子
i静岡県立大

w教授）

発達アセスメントをおこなう上で，心理機能の測定は不可
欠である。知能、言語などの心理機能について、代表的な測

アセスメント2 定方法について論じる。 小池　　敏英 小池　敏英
3 心理機能と発達ア （東京学芸大 （東京学芸大

セスメント 学教授） 学教授）

脳機能は、入力系、情報処理系、出力系に区分される。人

の脳機能を無侵襲で評価可能な方法が、近年、種々開発され

4
アセスメント3
]の機能と生理

てきた。脳波、MRIなどの人の心機能計測について触れ、発達

瘧Qに関する所見との関連で論ずる。 同　上 同　上

学習理論は、教育的働きかけの組み立てを考える上で、そ

の枠組みを与えてくれる。学習理論は、行動主義的立場と認

知論的立場に大きく分かれるが、障害の程度や内容を考慮し

5 学習理論と発達支援 た働きかけを行うためには、各理論の主張を理解することが 同　上 同　上

求められる。

出生時のマススクリーニングは、精神遅滞の予防に貢献し

ている。発達障害については本態的な医学的治療が可能でな

6
発達障害の早期発

ｩと対応

いことが多いが、早期発見と早期からの適切な親に対するガ

Cダンスと子ども自身に対する発達援助の意義は大きい。 太田　昌孝 太田　昌孝

自閉症、多動症候群などは、とりわけ多くの行動障害を持

ちやすく、その対処に苦慮することが多い。子どもの認知や

7
行動障害の理：解と

x援

情緒の特徴を捉えた上で、人間的な成長を促す中での基本的

永井　洋子 永井　洋子

などについて述べる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

知的障害（精神遅滞）の定義，診断と分類，原因と病理につ

いて説明する。

知的障害（精神遅

8 滞）児の理解と支援 太田　昌孝 太田　昌孝
その1

知的障害（精神遅滞）の心理（認知・言語など）と行動に
ついて説明する。取り上げる領域は，発達特性，言語，認知，

知的障害（精神遅 運動，社会性などである。 奥住　　秀之 奥住　　秀之

9 滞）の理解と支援 （東京学芸大 （東京学芸大

その2 学講師） 学講師）

重症心身障害児は、重度運動障害とともに重度知的障害を

伴う。指導に際しては、視覚機能と聴覚機能の他覚的評価が

大切である。また、働きかけに対する期待反応を理解し、さ

10
重症心身障害児の
揄�ﾆ支援

らに期待反応を促進する働きかけの中で、コミュニケーショ’

投?ｮを形成することが重要な課題となる。
小池　敏英 小池　　敏英

自閉症は、対人関係の障害、相互的意思伝達の障害、興味

や活動範囲の狭さと常同性の3つで診断される。その背後に
ある特有な認知の歪みと発達段階の観点から、自閉症の状態

11 自閉症の理解と支援 像と療育目標や課題、留意点など、理解と対応の仕方につい 永井　　洋子 永井　　洋子
て述べる。

ADHDとは不注意と萌葱と衝動性の3組の行動症状からな
る症候群である。ADHDの特徴、検査と評価について述べ、

注意欠陥／多動性障 それにもとづいた働きかけを学際的な観点も含めて述べる。

12 害（ADHD）の理解と 太田　昌孝 太田　昌孝
支援

学習障害児は、聞く、話す、読む、書く、計算する、推論

するなどの特徴を持つ。また、言語性LD、非言語性LD、包
括性LD、注意・記憶性LDなどの分類があげられる。ここで

13
学習障害の理解と

x援
は，定義、特徴，教育的配慮などについて述べる。 奥住　秀之 奥住　　秀之

発達障害の薬物療法の目的は、①本態的治療の為の薬物、

②情緒障害、異常行動の改善を目的にする薬物　③経過で出

ユ4
医学的治療1
ｸ神医学的状態と

現しやすい精神医学的状態に対する薬物に分けられる。行動

ﾌ障害にしばしば使われる向精神薬について主として解説す 太田　昌孝 太田　昌孝
薬物療法 る。

発達障害にはしばしばてんかんが合併する。てんかんとそ

15
医学的治療2
ﾄんかんと関連す

の治療・対処法についての正しい理解は、発達障害児の教育

I支援上不可欠である。
小林　繁一
i静岡県立子

小林　繁一
i静岡県立子

る状態 ども病院） ども病院）
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＝障害児教育指導法（‘02）＝（TV）

〔主任講師：　太田

〔主任講師：　宮崎

〔主任講師：　中坪

俊己（千　葉　大　学　教　授）〕

英憲（東京都立青鳥養護学校校長）〕

晃一（植草学園短期大学教授）〕

全体のねらい
　主に知的障害教育における指導法や教育課程について取り上げる。指導法や教育課程についての教え方とその実際につい

て、具体的な映像も通して学習したい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

知的障害養護学校における教育課程編成の特色と考え方な

どについて、実際の例を交えて解説する。
宮崎　　英憲 宮崎　　英憲

知的障害教育の教 （東京都立青 （東：京都立青

1
育課程① 鳥養護学校校 鳥養護学校校

長） 長）

知的障害養護学校や知的障害特殊学級における教育課程の
編成と指導計画立案などについて、実際の例を交え解説する。

2
知的障害教育の教 同　上 同　上
育課程　②

知的障害の障害特徴と指導についての考え方、その具体と

しての実際の生活に即した対応の重要性、教科等の内容に分

3
1

知的障害の特徴と
w導のあり方

けずに指導する授業（領域・教科を合わせた指導）などにつ

｢て解説する。

太田　俊己
i千葉大学教

�j

太田　俊己
i千葉大学教

�j

知的障害教育で広く行われている「合わせた指導」の代表

的な指導形態である生活単元学習を取り上げる。その意義特

4
生活単元学習　①

色および指導計画例などについて述べる。
同　上 同　上

一特色と指導計画

生活単元学習に取り組む際の実践方法、および実践上の要

点などについて、実践例を紹介しながら説明する。

5
生活単元学習　② 同　上 同　上

「実践の方法

知的障害養護学校中学部・高等部や中学校知的障害特殊学

級で一般的に行われている、「合わせた指導」の一つである

作業学習を取り上げる。その特色および指導計画例などにつ
中坪　　晃一 中坪　　晃一

6
作業学習　　① いて述べる。

（植草学園短 （植草学園短

一特色と指導計画 期大学教授） 期大学教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

作業学習に取り組む際の実践方法、および実践上の要点な

どについて、実践例を紹介しながら説明する。

7
作業学習　　②一実践の方法

中坪　晃一 中坪　　晃一

知的障害養護学校小学部で主に行われる、　「領域・教科を

合わせた指導」の一つである遊びの指導を取り上げる。ここ

では実践例の紹介を含め、その意義特色および実践方法など
について述べる。

8 遊び　の指導 太田　俊己 太田　　俊己

日常生活習慣への対応も含む日常生活の指導は、「領域・教

科を合わせた指導」の一つとして、知的障害養護学校、知的障 石塚　　謙二 石塚　”謙二
害特殊学級で広く取り組まれている。ここでは実践例の紹介 （文部科学省 （文部科学省

9 日常生活の指導
も含め、その特色および実践方法などについて述べる。 初等中等教育

ﾇ特別支援教
初等中等教育

ﾇ特別支援教
育課特殊教育 育課特殊教育
調査官） 調査官）

知的障害教育の中で、時間を特設して教科の内容を指導す

る教科別の指導を取り上げる。実践例の紹介も含め、望まし

い指導のあり方、指導計画、実践する上での要点などについ 大南　英明 大南　英明
10 教科別の指導　① て解説する。 （帝京大学教 （帝京大学教

授） 授）

教科別の指導の実践例を紹介し、知的障害教育で教科別の

指導を行う際の実践方法、工夫、教材例、授業づくりなどに
ついて解説する。

11 教科別の指導　② 同　上 同　上

知的障害の子どもの学齢期ならびに卒業後の進路について

の考え方、および進路指導のあり方と実際などについて取り
上げる。

12 進路への指導 宮崎　　英憲 宮崎　　英憲

養護学校や特殊学級に多く在籍する自閉症の子どもへの対

応を取り上げる。その障害の状態、指導に関する考え方、お

よび実際の対応方法などについて解説する。

肥後　祥治 肥後　祥治
13 自閉症への対応 （熊本大学教 （熊本大学教

授） 授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近年、教育現場で話題となっている学習障害（LD）、注意

欠陥多動性障害（ADHD）などの子どもへの対応を取り上げる。 柘植　　雅義 柘植　　雅義
これらの状態、指導に関する考え方、および実際の対応方法 （文部科学省 （文部科学省
などについて解説する。 初等中等教育 初等中等教育

14 学習障害等への対応 局特別支援教 局特別支援教

育課特別支 育課特別支
援教育調査 援教育調査
官） 官）

養護学校を中心にその数が増している重複障害の子どもへ

の対応について、その障害の状態、指導に関する考え方、お

よび実際の対応方法などについて解説する。

川住　　隆一 川住　　隆一

15 重複障害への対応 （東北大学教 （東北大学教
授） 授）
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＝日本の法システム（’00）＝（R）

〔主任講師 六本　佳平（放送大学教授）〕

全難鰍めに輸入した躰の法システムが、今日の開かれた瀬社会に齢・制徽能を果たしているか．歴史白勺

背景・・社会的諸因子・文化的思惟構造と関連づけて調査データによって実態分析し、近代西洋型法システムの利点と限

界の観点から考察し、改善の方向を論じる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

法システムは、個々人の価値や利害を社会に統合する装置の

1 法システ　ム
ﾆ　法　過　程

ひとつであり、拘束力ある実定法規範体系と、その適用・実現
ﾌための機構からなる。社会構成員がこれを主体的に活用する
@過程として、紛争処理・法役務・裁判・強行・規制等があ

六本　佳平
i放送大学

ｳ授）

六本　佳平
i放送大学

ｳ授）

る。

2 法　　文　　化

　法システムは、歴史的に伝承された文化的与件の中で働く。
@制度が立法で形成・改変され、人々が争いを起こし、法機構
�?pし、裁判所が紛争を処理する諸過程に、日本文化は浸透
ｷる。文化とは何か、文化は変わるか、文化を測定・比較でき

同　上 同　上

るのか？

3 紛　　　　　　争

　法システムが働くさいに直接の対象となる紛争の概念と過程
��ｾする。紛争処理の社会的過程を、当事者が手持ちの資源
竭謗O者を動員して目的を達する過程として捉える。その中で
ｴ争の法的処理の持つ意義、そのための制度を明らかにする。

同　上 同　上

4 法　　使　　用

　個人や組織に生じる法律問題は、社会構成員の法システムに
ﾎする需要を表す。法律問題のさまざまの種類、およびその解
?ﾌために法システムが提供する手段（法律相談・弁護士・裁判
鰍ﾈど）が使用され、またはされない社会的諸条件をデータで見

同　上 同　上

る。

法システムの下での紛争過程は、原理的に、法的基準に志向
した交渉の過程であり、裁判外の非公式処理から裁判による公

5 紛　争　処　理 式処理にいたる連続的な過程として捉えられる。泣き寝入り・ 同　上 同　上

示談・弁護士交渉・調停・和解・判決等にいたる社会的諸条件
を見る。

6 法　　律　　家

　弁護士は、法律問題を持つ個人や組織に法役務を提供する専
蜷E業家である。日本の弁護士制度、その歴史的背景、職業と
ｵての社会的特色、法役務の種類、法システムにおける役割、
ﾙ護士の職業組織、職業倫理、：職業行為を規定する社会的諸条

同　上 同　上

件を見る。

7 法　役　務　1

　弁護士の事務所組織・共同経営化・補助員などの業務・経営
ﾌ制が弁護士による法役務過程に及ぼす影響を見る。日本の弁
?mが扱う業務および顧客層のデータ分析から、社会関係や社
?ﾟ程を法的に制御する機能が十分果たされているかを問う。

同上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

弁護士の法役務を補完する司法書士・弁理士等の法律関連：職
業、企業法務員、諸種の法律相談機関、また法使用の機会均等

8 法　役　務　2 を図る法律扶助制度の現実の機能を見る。弁護士役務の供給量 六本　佳平 六本　佳平
を規定する法曹養成制度の問題点、その改革をめぐる状況を分
析する。

法的争点に最終決定を下す裁判官と裁判制度を取り上げる。
日本の裁判制度の歴史的背景、裁判官職業の特色、キャリア裁

9 裁　判　制　度 判官制と法曹一元制との得失を論じ、陪審に代る日本の特徴で 同　上 同　上
ある調停やその他の準裁判を含めた争訟処理体系についてデー
タで見る。

日本の裁判所は紛争の法的処理による社会制御機能を十分果

ユ0 民　事　裁　判
たしているか。訴訟事件とその処理様式、近年の事件数の急増
�fータでみる。和解処理の要因、判決との分岐点、取立事件

同　上 同　上

の処理、現代型訴訟の特色、判決の司法行動分析等を論じる。

警察による犯罪の抑止・摘発の過程、および行政による弾発

11 刑事裁判と規制
動によって社会を法的に整序する規制過程を取り上げる、担当
g織の人員その他の資源、事件認知の方法、強行・規制対象と

同　上 同　上

の関係、実効性確保のための社会的三条三等をデータで見る。

実定法規範体系の内容を社会の変化に従って変える必要があ
る。また、実定法の変更によって社会のあり方を望ましい方向

12 法と社会変動1 に変化させることが試みられる。この法と社会との相互作用が 同　上』 同　上
円滑に運ばれるための条件を、家族・農家相続に関するデータ
で見る。

前回と同じ問題を、不動産の賃貸借・雇用男女均等法につい
て見る。新しい権利や規範が形成される社会的背景と過程、立

13 法と社会変動2 法のための政治過程、それが実定法機構によって社会に貫徹さ 同　上 同　上
れる諸条件、社会の中に根づいている生きた法との交錯等を論
じる。’

人間の社会的行為の性質、規範現象の性質と意義、法システ
ムの一般的な構造と社会制御機能、近代法の利点と限界、法と

14 法と社会学的理論 社会・権力構造、未開法以降の法システムの形態発展、法の文 同　上 同　上
化的多様性、現代法の特質等について、社会科学的な法理論を
概観する。

講義全体を総括し、日本の近代法システムの歴史的形成・発

15 日本の法と社会
展、日本の法と社会についての学説の展開、グローバルに開か
黷ｽ社会形成における法の役割、日本の法文化、法に関する経

同　上 同　上

験的研究の課題等について展望する。
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＝法と裁判（’00）＝・（TV）

〔主任講師
〔主任講師

青山　善充（成膜大学教授）〕
井上　正仁（東京大学教授）〕

全体のねらい
　現代社会における法と裁判の基本的仕組み、理念および問題点を平易に解説し、あわせて民事裁判および刑事裁判の
当面する諸問題を学生とともに考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 人間の社会と法
　「社会あるところ、法あり」といわれる。法とは何か、それ
ﾍ何を目的としているかを考え、実定法の体系を概観する。

青山　善充
i成瞑大学

ｳ授）

青山　善充
i成践大学

ｳ授）

2
日本における法と

ﾙ判制度の近代化

　目本は明治維新後、西洋の法を継受し、近代的な司法制度を
?ﾁた。その後、第2次大戦直後、憲法を初めとする法の根本変
vを経験し、現在また大変革期を迎えている。法と司法制度の
ﾏ遷を振り返る。

同　上 同　上

3
司法権の機能と裁
ｻ所の種類・役割

　三権のうち司法権は、立法権や行政権に対してどのような機
¥を果たすことが期待されているか。司法権を担う裁判所には
ﾇんな種類のものがあり、それぞれの裁判所はいかなる役割を
ﾊたしているか、を考える。

同　上 同　上

4
裁判を受ける権利

ﾆ裁判の公開

　憲法は、国民に「裁判を受ける権利」を保障し、裁判の公開
�v請している。裁判を受ける権利とは、具体的に何を意味す
驍ﾌか、裁判の公開の目的は何か、現在どのようなことが問題
ﾉ　　な　　っ　　て　　い　　る　　か　　を　　見　　る　　。

井上　正仁
i東京大学

ｳ授）

井上　正仁
i東京大学

ｳ授）

5 国民の司法参加
　国民の司法参加にはどのような形態があるか、日本ではどこ
ﾜで行われているか、そのメリット・デメリットは何か、を諸
O国の例と比較しながら考える。

同　上 同　上

6 民事紛争と
ｻの解決方法

　民事関係の紛争には、どんなものがあるか、どのような方法
ﾅ解決されるか、裁判による解決とそれ以外の解決では、どの
謔､に違うか、を考える。また、裁判手続や強制執行の流れ
焉Aここで見ておく。

高橋　宏志
i東京大学

ｳ授）

高橋　宏志
i東京大学

ｳ授）

7
市民生活と調停

ｨよび裁判

　日常生活の中で市民は様々な法的トラブルに出会う。その解
?菇@として、民事調停・家事調停および訴訟（とくに少額訴
ﾗ手続）を見てみる。また、近時増えている個人破産の問題も
lえる。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 企業活動と裁判

　企業活動の多面的・国際的展開に応じてこれをめぐる法的紛
?ｪ国内的にも国際的にも増加している。その解決手段として
ﾙ判を取り上げる。また国際商事紛争の解決手段としての仲裁
�lえる。

伊藤　　眞
i東京大学

ｳ授）

伊藤　　眞
i東京大学

ｳ授）

9 行政活動と刑罰
　国や地方公共団体の行政活動の違法性が裁判で争われる場面
ｪ増えてきている。そこで、取消訴訟を例にとって、行政裁判
ﾆは何か、その問題点はどこにあるかを考える。

同　上 同　上

10 犯罪　と刑罰
　犯罪とは何か、刑罰はなぜ科せられるのか、という基本問題
�･まえつつ、現代における刑法の存在意義とその機能を検討
ｷる。

佐伯　仁志
i東京大学

ｳ授）

佐伯　仁志
i東京大学

ｳ授）

11 犯罪と捜査
　犯罪捜査手続を概観したうえで、その当面する問題につき、
沒｢する。 井上　正仁 井上　正仁

12 犯罪　と　裁判
　起訴から公判、裁判に至る手続を概観したうえで、その当面
ｷる課題につき、検討する。

同　上 同　上

13 少年非行と法
　少年非行・少年犯罪とそれに対する法制度上の対応につき、
ﾟ時の少年法改正問題などにも言及しつつ、検討する。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

川出　敏裕
i東京大学

赴ｳ授）

川出　敏裕
i東京大学

赴ｳ授：）

14 法律家の役割
　弁護士を中心としつつ、裁判官や検察官を含め法律家の役
пE責務を見てみる。

　　》

苡縺@正仁 井上　正仁

15 法律家の養成
　司法試験や法曹教育、それと大学での法学教育との関係など
ﾉつき、検討する。

青山　善充

苡縺@正仁

青山　善充

苡縺@正仁
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＝紛争と民法（‘02）＝（TV）

〔主任講師：　淡路　剛久（立教大学教授）〕

全体のねらい
　民法の財産法の部分を講義する。対象の学生が、教養学部生であること、時間数が圧倒的に少ないことなどを考慮して、

法典の体系や理論の体系から演繹的に説明する仕方をとらず、私的な争い（民事紛争）から始めて・それが民法ではどのよ

うに解決されるかの説明を通じてやや一般化し、民法を理解してもらう。以下は、テンタティブな講義概要・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

具体例。争いには国と国、国と私人、私人間などいろいろ
あり、その解決の仕方も、実力行使、権威ある第三者の仲介、

1

民法とはなにか
i1）

齊?Iな争いとそ
ﾌ解決

かつての経験、予め存在する基準などがあることを説明して・

ｯ事紛争とその近代的な解決方式としての裁判制度にρいて
qべ、民法の存在理由を明らかにし、民法が私法の原則法だ
ﾆいわれるゆえんであるその特徴、民法の要素（私的所有権、

淡路　　剛久
i立教大学教

�j

淡路　剛久
i立教大学教

�j

契約、法的人格）を説明する。

民法的な解決の基準となる制定法（民法典、特別法）、慣

2
民法とはなにか
i2）

習法、判例、条理などを説明した上で、民法典の成立史、民

@典の構成を説明する。 同　上 同　上

一民法と民法典

具体例。民法的な法律関係が権利と義務によって構成され

ること、権利の行使と義務の履行は信義誠実にしなければな

民法の主体と客体 らないこと、権利濫用はしてはならないこと、財産法上の権

3 一権利と義務、人と 利には物権と債権があること、権利義務の主体となる資格が 同　上 同　上

法人
権利能力であることを明らかにし、人（自然人）に関する制

限能力制度、法人制度について説明する。

具体例をあげて、不法行為とはなにか、不法行為法とはな

加害をめぐる争い にかを説明した上で、過失損害賠償責任についての709条の

4

（1）一不法行為・不法行 要件を説明する。因果関係、過失、権利侵害と違法陛。
同　上 同　上

為法・過失損害賠償

責任

争いの具体例をあげつつ、中間的責任の意味を明らかにし、

5

加害をめぐる争い
i2）

齧ｳ過失損害賠償

使用者責任、工作物責任、無過失責任に近い自動車運行供用

ﾒ責任を説明し、無過失責任としては、原子力損害賠償責任・

ｻ造物責任などを説明する。
同　上 同　上

責任と中間的責任

具体例をあげて損害賠償、原状回復と差止について説明し

6

加害をめぐる争い
i3）一不法行為責

た後、損害賠償請求権の主体、損害賠償の内容を説明する。
同　上 同　上

任の効果

具体例をあげて、契約はどのようにして成立するかを説明

7

契約をめぐる争い
i1）

鼬_約の成立およ

する。当事者の意思の合致、代理人による場合、無権代理と

¥見代理など。その効果が妨げられる場合として、公序良俗

癆ｽによる無効、錯誤による無効、詐欺（・強迫）による取 同上 同上

び効果とその障害
消を説明する。契約の種類。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

具体例をあげて、契約が約束どおり履行されて（信義則を

含む）契約にもとつく債権、債務が消滅する過程を説明した
契約をめぐる争い 上で、契約が約束どおり履行されない場合に、債権者が取る

8
（2）一契約の履行と不

ことができる現実的履行の強制、債務不履行に基づく契約の

�怐A損害賠償について説明する。なお、消滅時効にふれる。
淡路　　剛久 淡路　　剛久

履行

具体例をあげて、一時的債権契約の典型例としての売買に

ついてその成立要件と効果を説明した上で、売買契約が履行

契約をめぐる争い されなかった場合の債務不履行について振り返り、売買の目

9 （3） 的物に瑠疵があった場合の担保責任について説明する。 同　上 同　上

一売買

具体例をあげて、継続的債権契約の典型例としての賃貸借

についてその成立要件と効果を説明した上で、借地借家関係

契約をめぐる争い の争い、その解決を借地借家法を中心に説明する。

10 （4） 同　上 同　上

一賃貸借

具体例をあげて、現代的な問題である消費者問題を説明し、

11

契約をめぐる争い
i5）

割賦販売法、訪問販売法、消費者契約法による解決について
燒ｾする。

同　上 同　上

一消費者契約

具体例をあげて、物権と物権法について説明した上で、物

権の基本型である所有権について説明する。相隣関係、所有

不動産をめぐる争 権の取得（取得時効を含む）、共有（マンションの法律関係

12 い（1） を含む）、物権の妨害に対する物権的請求権など。権利濫用 同　上 同　上

一物権と物権法 が適用される一場面。

具体例で不動産の権利関係をめぐる争いを示した上で、そ

不動産をめぐる争 の解決、とくに不動産の対抗要件としての登記による解決を

13
い（2）一土地と家屋の権

説明する。

同　上 同　上

利関係

具体例をあげて、担保物権の概略を説明した上で、抵当権

となにか、成立要件と効果の原則を説明し、抵当権の効力が

担保をめぐる争い 及ぶ範囲、法定地上権、短期賃借権の保護、根抵当権制度の

14 （1） 概略を説明する。 同　上 同　上

一担保物権と抵当権

具体例をあげて、人的担保の概略を示した上で、保証の成

立要件と効果を説明する。保証債務の範囲、保証債務の付従

担保をめぐる争い 性、保証人の抗弁権、保証人の求償権など。普通の保証と連

15 （2） 帯保証、根保証など。 同　上 同　上

一保証
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＝雇用・福祉・家族と法（‘03）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　山口浩一郎（放送大学教授）〕
　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　大村　敦　志（東京大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　菊池馨実（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　雇用・福祉・家族という3つのテーマを人間の生活関係の展開という視角からとりあげ、そこにはどのような問題がある

か、法律の制度は問題の解決にどう寄与しているか、残された今後の課題はなにかといった点について考える。

回
　
（ テ　一　マ 内　　　　　　　　容

執筆担当
@講師名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

雇用・福祉・家族一開講の辞

　雇用・福祉・家族という3つのテーマをあわせてとりあげ

ｽのはなぜか、そのねらいはどこにあるのか、この講義で注

ﾚしてほしいのはどういう点か、これらを開講の辞として3

lの主任講師が話し合う。 山口　浩一郎

i放送大学教
�j

山口　浩一郎

i放送大学教
�j

蜻ｺ　敦志
i東京大学教

�j

e池　馨実
i早稲田大学

ｳ授）

2 雇用と就業形態

　現在はさまざまめ就業形態がある時代であり、正規従業員

ﾌほかに有期契約者、パートタイマー、派遣労働者があり、

O国人労働者もいる。雇用や就業形態の多様化を概観する。 同　上 山口　浩一郎

3 労働条件の決定・変

　労働条件というのは、賃金、労働時間、作業環境等働く際

ﾌ中心的な条件のことである。これらがどのようにして決定
ｳれるのか、またどのようにして変更されるのか、決定と変

Xのプロセスを考えてみる。
同　上 同　上

4 賃金・賞与・退職金

　これらはいずれも労働の対価で、労働者の日々の生活の経

ﾏ的基盤をなす重要な労働条件である。法律がこれをどう取

闊ｵっているのかを考えてみる。 同　上 同　上

5 労働時間・休日・休暇

　これらはいずれも労働の長さ（量）を規制するもので、賃

燗凾ﾆならぶ重要な労働条件である。法律はかなり詳しい規

閧�ｨいているので、それを概観する。 同　上 同　上

6 災害　と　失業

　雇用中でも労働者は災害や事故にあうことがあるし、企業

ｪ倒産して失職することがある。このような事態に対処する

ﾌが社会保険であり、ここでは労災保険と雇用保険について

ﾝてみる。
同　上 同　上

7 雇用　の終了

　倒産や解雇がなくても、雇用はいっか終了する。定年や期

ﾔ満了はその代表的な場合であるが、それ以外にもいろんな

鼾№ｪある。ここではそれらを概観する。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

退職後も生きがいのために働いたりボランティアをする高

齢者が多くなった。これらは雇用と同じなのか違うのか、違

8
生きがい就労とボ

宴塔eィア

うとしたらどう位置づけしたらよいのか。シルバー人材セン

^ー・の活動などをみながら、これらの問題を考えたい。 山口　浩一郎 山口　浩一郎

国民の所得保障を目的とする社会保障制度を、年金と社会

手当を中心に概観する。企業年金などにも視点を広げること

により、公私を合わせた老後所得保障法制の課題を明らかに 菊池　馨実 菊池　馨実
9 所　　得　保　　障 したい。 （早稲田大学 （早稲田大学

教授） 教授）

国民の生命・健康に直接かかわる医療保障制度（医療保険

など）を中心に概観する。医療費問題をめぐる複雑な問題状

況の一端などを明らかにしたい。

10 医　療　保　障 同　上 同　上

最近、社会的に注目を集めている介護保険を中心とした介

護・福祉サービス保障法制を概観する。障害者福祉分野にお

11
介護・福祉サービス

ﾛ障

ける支援費支給制度などの新しい動向もフォローしたい。
同　上 同　上

社会保障制度の下支えともなっている生活保護制度を概観

した後、少子高齢社会におけるわが国社会保障法制の法的基

12
少子高齢社会と社
?ﾛ障

盤、特徴、今後の課題などにつき考えてみたい。
同　上 同　上

子供の養育に関する親の権限・義務を中心に検討するが、

学校・児童相談所などこれを補完する制度との関係にもふれ

たい。また、前提となる親子関係の成立についても簡単に説 大村　敦志 大村　　敦志

13 子　供　の養育 明する。 （東京大三教 （東京大学教
授） 授）

自律の困難な高齢者に対して家族が行う扶養・援助につい

て検討するが、あわせてこれと密接な関連を有する相続につ

いてもふれる。また、公的な制度との関連についても言及し

14 高齢者の扶養・援助 たい。 同　上 同　上

伝統的な婚姻（結婚）のほか、　「事実婚」や近年外国で立

法が相次いでいる「同姓婚」など成年カップルが営む共同生

15 カップルの共同生活 活にかかわる問題をとりあげる。同時に最近の晩婚化・非婚 同　上 同　上
化傾向に注目し、　「家族」の意味についても考えたい。
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＝商法（‘03e）＝（R）

〔主任講師：　落合　誠一（東京大学教授）〕

全体のねらい
　商法は、企業に関する法であり、企業組織法と企業取引法とから構成される。企業組織法の代表は、株式会社法であるか

ら、それを中心に検討する。企業取引法では、重要な企業取引の中から伝統的なものと現代的なものの代表をいくつかピッ

クアップしてそのダイナミックな展開を明らかにしたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 商法　の概観

　これから勉強する商法の全体を概観する。商法の森に分け

?髑Oに森全体を鳥轍しておこうというわけである。商法と

ｯ法との違いを明らかにし、商法という学問分野の全体的な

¥成を概観する。

落合　誠一
i東京大学教

�j

落合　誠一
i東京大学教

�j

2
企業をめぐる利害
ﾖ係者と会社形態

　わが国の会社種類・現状を確認したうえで、企業形態とし

ﾄの会社の意義をほかの形態である個人企業と比較・検討し、

驪ﾆをめぐる所有者、債権者、従業員などの利害関係者の利

Q状況を明らかにする。
同　上 同　上

3
株式会社の基本的

ﾁ色

　会社の中でも圧倒的な重要性をもっている株式会社の基本

Iな特色（株主利益最大化原則、株主有限責任、コーポレー

gガバナンス、資金調達・資本等）について概観する。 同　上 同　上

4

コー・ポレート・ガバ

iンス「経営の決
閧ﾆ責任（1）一

　取締役会、その構成員としての取締役、業務執行を行う代

¥取締役あるいは委員会等設置会社において執行役を対象に
ｵて、会社の経営は、誰がいかにして行うのか、その場合の

竭闢_はなにか等を2回かけて検討する。
同　上 同　上

5

コーポレート・ガバ

iンスー経営の決
閧ﾆ責任（2）一

　前回から引き続いての検討を行うが、取締役・執行役等の

ﾓ任が中心となる。
同　上 同　上

6

コーポレート・ガバ

iンスー経営監督

　会社経営が効率的・公正に行われるための監視の仕組みに

ﾂいて検討する。具体的には、監査役又は委員会等設置会社

ﾌ各種委員会、会計監査人、検査役をとりあげる。 同　上 同　上

7

コーポレート・ガバ

iンスー株主の役
ц

　会社の出資者である株主の地位・権利・義務をみたうえで、

博蜻拷?A株主代表訴訟等コーポレートガバナンスにおいて
博蛯ｪいかなる役割を果たしているか、また果たすべきかを

沒｢する。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 誰　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

会社の資金調達における資本市場の意義をみたうえで、新

株発行、社債について検討する。この関係で会社法と密接な

8 会社の資金調達
関係にある証券取引法の開示規制・不公正取引規制について

烽ﾓれる。 落合　誠一 落合　誠一

会社の財務規制としての企業会計法の意義をみたうえで、

資本・資産・負債、計算書類、利益分配、損失処理の規制を

9 会社の財務・利益分酉
検討する。

同　上 同　上

会社の設立、企業再編（合併・買収、分割、株式交換）、

定款変更、組織変更、解散・清算などの会社組織の変動を検

10 会社組織の変動
討する。

同　上 同　上

現代の会社は、単独ではなくグループとして活動する場合

が多いが、会社グループの規制の現状と将来の規制のあり方

11 会社グループ
を検討する。

同　上 同　上

企業取引について商法は、・どのような規制をしているかを

概観し、その規制のあり方の問題点を検討し、次回以降の代

12 企業取引法の概観
表的な企業取引をピックアップしての具体的検討の導入とす
驕B

同　上 同　上

伝統的な取引の代表として、国際売買取引、運送取引、保

険取引、荷為替信用状取引を2回にわたってとりあげる。こ

13
伝統的企業取引
i1）

の4つの取引は、国際売買を中心に展開される有機的な連関
ｫをもつ。

同　上 同　上

前回に引き続きこの4つの取引を検討するが、この検討を
通じて国際的な企業取引のダイナミックな展開を理解する。

14
伝統的企業取引
i2）

同　上 同　上

最終回は、現代的企業取引の代表として、資産の証券化（セ

キュリタイゼーション）等の問題をとりあげて検討する。

15 現代的企業取引 同　上 同　上

一3　80一



＝＝ s民生活と行政法（‘02）＝（R）

〔主任講師：　芝池　義一（京都大学教授）〕

全体のねらい
　私たち市民の生活上の関係は、一般の個人を相手方とすることもあれば、企業を相手方とすることもあるが、さらに、行

政を相手方とすることがある。私たち市民にとって、行政との関係はかなり大きな比重をもっている。そして・この市民と

行政との関係は、法律・条例などの法によって規律された関係である。この市民と行政との法的な関係の有り様（ありよう）

を描き出すことが、本講義の課題である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

まず、行政法とはどのような性格の法か、どのような形で

1 行政法と行政活動

存在するか（存在形式）、どのような種類があるか、といっ
ｽことを説明することによって、行政法についてのイメージ

�`成する。そのあと、行政法が規律の対象とする行政活動

芝池　　義一
i京都大学教

芝池　義一
i京都大学教

の主体（国・地方自治体など）および行政活動の種類につい
授） 授）

て説明する。

まず、行政法における最も基本的な原則である法治主義の

原則について説明する。そのあと、違法性の問題に入り、そ

2
法治主義・違法性・

s政裁量

れとの関連で、とくに行政に裁量が認められている場合のそ

ﾌ限界について説明する。 同　上 同　上

この週から、行政活動の説明にはいるが、最初に取り上げ

るのは、行政活動のうちでも最も重要な役割を果たしている

3
行政処分の成立と

�ﾍ

行政処分である。この週では、行政処分の成立、それに関連

ｷる行政庁の審査応答義務、成立した行政処分に認められる

�ﾍについて説明する。

同　上 同　上

この週も引き続き、行政処分の法理について説明する。具

体的には、違法に行われた行政処分の取消し（行政庁による

4
行政処分の職権取
ﾁしと撤回

取消し）、および適法に行われた行政処分の撤回について説

ｾする。 同　上 同　上

国民が行政法令や行政の命令に従わなかった場合、1つに

5
行政による強制と

ｧ裁

は、行政による強制執行が行われる。また、国民に対して、

ｧ裁が加えられる場合がある。第5週では、これらについて

燒ｾする。

同　上 同　上

行政の活動のうちの最も重要なものは、第2週から第4週
で説明する行政処分であるが、わが国では、行政指導も大き

6 行　政　指　導
な役割を果たしている。行政指導とは、通例指導・勧告・助

ｾなどと呼ばれるものである。行政指導については、行政手 同　上 同　上

続法に規定があるので、それに即して説明する。

行政手続とは、行政の意思決定に先立ち行われる手続であ

るが、その種別についてまず述べ、そのあと、行政手続法な

7 行政手続法
どの法律に即して行政手続の制度について説明する。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

情報公開は、近年とくに重視されるようになってきている

法的価値である。この情報公開については、まず地方自治体

8 情報公　開法
で情報公開条例が制定されたが、1999年、国において情報公

J法が制定されたので、これに即して情報公開制度について
芝池　義一 芝池　義一

説明する。

この第9週から最後の第15週まで行政救済法について説明

する。行政救済法とは、行政の活動により国民が権利や利益

を侵害された場合の救済に関する法である。第9週では、ま

9 行政訴訟法総説 ず、行政救済法全般について簡単に説明したあと、行政訴訟 同　上 同　上
の形式について概観する。

行政訴訟のうち最も重要な訴訟は取消訴訟であり、取消訴

訟において裁判実務上大きな問題になっているのはその訴訟
「

要件である。そこで、取消訴訟の機能について述べたあと、

10
取消訴訟の機能と

i訟要件
訴訟要件の問題に入り、取消訴訟の対象（行政処分）、原告

K格および訴えの客観的利益について説明する。これらは、
同　上 同　上

取消訴訟を適法にするための要件であるが、今日のわが国で
は大きな論点になっているものである。

取消訴訟が訴訟要件を備え、適法である場合、裁判所は訴
えの中身（本案）について審理し、判決を下すことになる。

この判決にはどのようなものがあり、どのような効力を有す

11 取消訴訟の判決 るかが説明される。 同　上 同　上

一般に訴訟が判決によって決着がつくまでには、長い年月

を要することが少なくない。このために、民事訴訟の世界で

12
取消訴訟における
ｼの権利保護

は、仮処分などの制度がある。行政訴訟の世界では、仮処分

ﾍ大幅に制限され、執行停止の制度が設けられているので、
同　上 同　上

これについて説明する。

この第13週と第14週には、行政救済のうちの金銭による

救済である損害賠償について説明する。行政の世界では、民

13
公権力の行使と国
ﾆ賠償責任

法の損害賠償についての規定が適用されることもあるが、民

@とは別に、国家賠償法という法律が制定されている。第13

Tでは、この国家賠償法が定めている公権力の行使に対する
同　上 同　上

賠償責任の制度（国家賠償法1条）について説明する。

第13週に引き続いて、国家賠償責任の制度について説明す

るが、今回取り上げるのは、いわゆる営造物（道路や河川な

14
営造物の設置管理
ﾆ国家賠償責任

ど）の設置・管理に蝦疵があった場合の損害賠償責任すなわ

ｿ営造物管理責任の制度（国家賠償法2条）である。 同　上 同　上

国・公共団体が適法な活動により国民の権利や利益を侵害

した場合に、国・公共団体が行う損失の補填；を損失補償とい

い、これについて説明する。この損失補償については、国家

15 損失補償法 賠償法のような一般的な法律がないので、一方では、憲法29 同　上 同　上
条3項の解釈、他方で、個別法律における補償規定の解釈が
問題になる。
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＝刑法（’01）＝（R）

〔主任講師 西田　典之（東京大学教授）〕

全体のねらい
　刑法とは犯罪と刑罰に関する法である。本講義では、まず、刑罰の目的、刑法の役割、罪刑法定主義などの基本的論
点を踏まえたうえで、犯罪の一般的成立要件を解説する。そのうえで、刑法典各戸の主要な犯罪およびコンピュータ犯
罪、総会屋への利益供与罪、インサイダー取引等の証券犯罪などの現代型の犯罪について解説する・

’回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 刑法とはなにか。

　刑事事件と民事事件の区別や各種の制裁の区別から、刑罰を
ｧ裁とする刑罰法規の意義や種類を明らかにするとともに死
Y、懲役、罰金などの刑罰の内容を解説する。

西田　典之
i東京大学

ｳ授：）

西田　典之
i東京大学

ｳ授）

2
刑法はいかに実現
ｳれるか。

　刑法という実体法の実現手続である刑事裁判のプロセスにつ
｢て簡単に説明する。あわせて、微罪処分、起訴猶予、執行猶
¥制度などの非刑罰的処理についても言及する。

同　上 同　上

3 刑罰の　目　的

　応報刑、予防刑、改善・教育刑などの刑罰の本質をめぐる論
?�ﾐ介し、刑罰の目的についての考え方を検討するととも
ﾉ、これと関連する犯罪観の対立である「学派の争い」につい
ﾄ解説する。

同　上 同　上

4 刑法の機能

　人権・自由保障機能、法益保護機能、社会面序維持機能な
ﾇ、さまざまな刑法の機能についての考え方を紹介し、現代社
?ﾉおいて刑法の果たすべき役割について検討する。なお、罪
Y法定主義についても一部言及する。

同　上 同　上

5 罪刑法定主義
　近代刑法の基本原則である罪刑法定主義について、その意
`、内容を説明し、あわせて、刑法の解釈のあり方について検
｢する。

同　上 同　上

6 犯罪論の構成
　犯罪成立の一般的要件である構成要件該当性、違法性、有責
ｫという段階的構造についての基本的な考え方を説明するとと
烽ﾉ、刑法典の構成について解説する。

同　上 同　上

7
構成要件とはなに

ｩ

　構成要件とういう概念について解説し、あわせて、その重要
ﾈ内容である因果関係論、不作為犯論、法人処罰について検討

ｷる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

実質的違法性の考え方とそこから導かれる違法阻却の原理に
8 違　　反　　性 ついて説明したのち、正当防衛、緊急避難、正当業務行為など 西田　典之 西田　典之

の違法阻却事由について説明する。

責任の要件である責任能力、故意、過失について解説したの
9 有　　責　　性 ち、事実の錯誤、禁止の錯誤、違法の意識の問題について検討 同　上 同　上

する。

未遂犯および共犯について、刑法典の規定を説明し、関連す
10 未遂　・共犯 る諸問題である不能犯、中止犯、共謀共同正犯などについて検 同　上 同　上

討する。

11
生命・身体・自由
ﾉ対する罪

　殺人罪、傷害罪、逮捕・監禁罪、脅迫罪、誘拐罪などについ
ﾄ解説し、あわせて、臓器移植法、人質強要罪などに言及す
驕B

同　上 同　上

窃盗罪、強盗罪、詐欺罪、横領罪、背任罪などの財産犯の体
12 財産に対する罪 系および個別的内容について解説するとともに、カード犯罪、 同　上 同　上

情報犯罪などにも言及する。

13
社会的法益・国家
I法益に対する罪

　放火罪などの公共危険罪、文書偽造罪、収賄罪などについて
�烽ｵ、あわせて、テレフォンカードの偽造、コピーによる文
窓U造などの問題についても言及する。

同　上 同　上

昭和62年春新設された各種のコンピュータ犯罪について、そ

14 コンピュータ・
Jード犯罪

の導入の必要性や内容を説明し、平成11年に成立した不正アク
Zス禁止法についても解説する。また、クレジットカードの偽

同　上 同　上

造の問題にも言及する。

商法罰則における総会屋への利益供与罪、証券取引法におけ
15 経　済　犯　罪 るインサイダー取引や株価操作の罪などについて、その実態や 同　上 同　上

解釈上の問題点などを解説する。
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＝経済法（’00）＝（R）

〔主任講師 根岸　哲（神戸大学教授）〕

全体のねらい
　市場経済体制の下で国家が経済的規制を行うための法である経済法は、主として、・独禁法、各種事業法および通商法
から構成されているが、その基本法は独禁法であることから、独禁法の内容と現実の機能の解説に講義の中心を置きつ
つ、それと関連づけながら各種事業法と通商法の近年の動向についても明らかにしたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 経済法とは何か

　市場経済体制ないし自由経済体制の下で国家が経済的規制を
sうための法を経済法と総称しているが、経済法は、主とし
ﾄ、公正かつ自由な競争を促進するための規制を行う独禁法、
｣争が適切に機能しない事業分野で競争制限的な規制を行う各
寛幕ﾆ法、および公正かつ自由な通商を促進するための規制を
sう通商法から構成され、その基本法が独禁法であることを解
烽ｷる。

根岸　　哲
i神戸大学

ｳ授）

根岸　　哲
i神戸大学

ｳ授：）

2 第二次大戦後の
o済法の展開

　第二次大戦後、占領政策として経済民主化政策が実施され、
ﾆ禁法が経済憲法としての位置づけを与えられ民間主導型の経
ﾏ運営を基本とすることが意図されたものの、現実には、昭和
S0年代までは政府主導型の経済運営を基本とし、国内産業を保
?ｵつつ国際競争力を強化することを意図とした競争制限的な
K制や行政指導が広範囲に活用され、占領政策の意図が現実化
ｵだしたのは、政府規制の緩和と独禁法の強化を本気で実行せ
ｴるを得なくなった平成元年に開始された日米構造問題協議を
ﾒたなければならなかったことを解説する。

同　上 同　上

3 独禁法の目的
ﾆ　規制概要

　経済法の基本法である独禁法の目的が「公正かつ自由な競争
ﾌ促進」によって「一般消費者の利益の確保と国民経済の民主
Iで健全な発達の促進jを図ることにあり、独禁法は、その目
Iを実現するために、私的独占、カルテルを典型例とする共同
s為、不公正な取引方法など事業者または事業者団体による競
?ｧ限的な行為や状態に規制を加え、専門的規制機関として公
謌ﾏを設けていることを解説する。

同　上 同　上

4 共同行為の規制
i1）

　独禁法制定以来違反事件として取り上げられた行為のうち最
熨ｽいのは、価格カルテル、入札談合などの競争制限的な共同
s為であり、競争制限的な共同行為は事業者によって行われる
ｱとも事業者団体によって行われることもあるが、ここでは主
ﾆして事業者による競争制限的な共同行為である不当な取引制
ﾀ（3条後段・2条6項）の要件について具体例を取り上げて解説
ｷる。また、広い意味において共同行為の規制に含まれる、寡
闃驪ﾆによる価格の同調的引上げの理由報告徴収制度（18条の
Q）もここで取り上げる。

同　上 同　上

5
共同行為の規制

i2）

　競争制限的な共同行為は事業者団体によって行われることも
ｽく、不当な取引制限との関係に言及しつつ事業者団体による
｣争制限的な共同行為に対する独禁法の規制（8条）について解
烽ｷるとともに、価格および供給量の制限に係る競争制限的な
､同行為を実行した事業者および事業者団体の構成事業者に対
ｵて課される課徴金納付命令制度について解説する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

独禁法違反事件して取り上げられる行為として競争制限的な
共同行為に次いで多い不公正な取引方法は、公正な競争を阻害

6
不公正な取引方法
ﾌ規制（1）

するおそれ（公正競争阻害性）がある行為であって公取委が指定
ｷる行為である（19条・2条9項）ので、公正競争阻害性の要件 根岸　　哲 根岸　　哲

と公取委による不公正な取引方法の指定内容の概要について解
説する。

公取委による不公正な取引方法の指定には一般指定と特殊指
定とがあり、このうち一般指定には16の多様な類型の不公正な

7
不公正な取引方法
ﾌ規制（2）

取引方法が含まれているが、このうち重要な不当な取引拒絶、
s当廉売、ぎまん的顧客誘引、不当な利益による顧客誘引、不
魔ﾈ抱き合わせ、不当な排他条件付き取引、再販売価格維持行

同　上 同　上

為、不当な拘束条件付き取引、優越的地位の濫用、競争者に対
する不当な取引妨害を取り上げ具体例に即して解説する。

独禁法は独占・集中に対する規制として、私的独占の禁止（3

8
独占・集中の規制

条前段・2条5項）、独占的状態に対する措置（8条の4・2条7
?j、合併・営業譲受・株式保有・役員兼任等の企業結合に対 同　上 同　上

（1）

する制限（第4章）を定めているが、まず、前二者について具体
例を取り上げて解説する。

独禁法による企業結合の制限は、事業支配力の過度集中を防
止する持株会社の制限（9週目、大規模事業会社の持株の総額制

9
独占・集中の規制

i2）

限（9条の2）および金融会社の持株制限（11条）と、一定の取
�ｪ野における競争を実質的に制限することとなる株式保有、

同　上 同　上

役員兼任、合併、営業譲受等の禁止とに分けられるが、両者に
ついて具体例を取り上げて解説する。

特許権、ノウハウ、著作権等知的財産に対する一定の独占的
利用権を与える知的財産権と公正かつ自由な競争の促進を目的

10 知的財産権
ﾆ　独　禁　法

とする独禁法との関係について基本的にとのように捉えるべき
ｩを検討するとともに、マイクロソフト事件、ばちんこ機製造

同　上 同　上

特許プール事件、プレステーション用ソフト中古販売制限事件
等の具体例を取り上げて解説する。

独禁法違反に対する措置として、行政措置としての排除措置
命令と課徴金納付命令、刑事罰、および損害賠償請求等の民事

11
独　i禁　法　の

ｷ行　・実現
救済が用意され、いずれの措置の発動においても公取委の役割
ｪ大きい公取委中心主義が採用されていることから、それぞれ

同　上 同　上

の措置の内容と発動実績を明らかにするとともに、公取委の組
織と権限の特色について解説する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12
独　禁　法　と
早@際　問　題

　企業活動の国際化の進展に伴い外国企業による外国での競争
ｧ限的行為によって自国市場の競争に悪影響を及ぼす事態が生
ｸることがあり、この場合自国の独禁法を外国企業の行為に適
pできるかという域外適用の問題がでてくること、そして一方
Iな域外適用を回避するためにOECDを通じた多国間の相互
ﾊ告・協議・調停や．二国間の独禁法協力協定が利用されている
ｱと、さらには独禁法の国際的ハーモナイゼーションや国際独
ﾖ法の制定の動きがあることを解説する。

根岸　　哲 根岸　　哲

13 規制産業（1）

　独占性と必需性とを根拠に競争が適切に機能しないとして参
?E退出規制、設備規制、料金規制など包括的な公益事業規制
ﾉ服してきた電気事業、ガス事業、電気通信事業、運輸事業等
ﾌ事業分野も、近年、規制緩和と競争導入という大きな変化を
o験しているが、各事業分野ごとにその内容、根拠、問題点に
ﾂいて解説するとともに、将来展望を試みる。

同　上 同　上

14
　一K制産業（2）

　電気事業、ガス事業、電気通信事業、運輸事業等の事業分野
ﾅは、程度の差はあるものの、いずれも競争と規制との適切な
gみ合わせ方についての模索が試みられているが、その模索の
獅ﾝが各種事業法と独禁法との関係にどのように現れているの
ｩについて具体例を取り上げて解説する。

同　上 同　上

15
通商法とGATT／

vTO

　国際通商（貿易）については、公正かつ自由な通商のルール
�m保するための国際機構であるGATT／WTO体制の下に
?閨A日本もその枠内においてダンピング（不当廉売）規制、
竢赴熾tき輸出に対する相殺関税賦課、緊急輸入制限（セーフ
Kード規制）などを行っていることから、このような業人規制
ﾆGATT／WTOルールとの関係について解説する。

同　上 同　上
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＝国際関係法（‘02）＝・（R）

〔主任講師：　横田　洋三（中央大学教授）〕

全体のねらい
　今日の国際関係は、かつてのように国家間関係のみを対象とするだけではすまなくなった。人も物も情報も国境を越えて

移動することが日常的になった結果、この動きを規律する法関係も複雑になり、従来の国家間国際法だけでは捉えきれなく

なった。国際関係法というより広い枠組みで現実の国際問題を捉える必要が生じてきている。

執筆担当 放送担当
回 テ　一・　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

国際関係を規律する法の総体を国際関係法として見ると、

それには国家間関係を原則として扱う国際法、それぞれの国

家の内部の法関係を扱う国内法、それに国連を始めとする国 横田　洋三 横田　洋三
1 国際関係法の枠組み 際機構の法体系がある。それがどのように今日の国際関係を （中央大学教 （中央大学教

規律しているかを考察する。
授） 授）

国際関係法の中核をなす国際法の成立の経緯を16、7世紀
のヨーロッパの政治的、経済的、社会的状況を踏まえて検討

2 国際法の成立
する。とりわけ、初期の国際法の成立に貢献したスアレス、

Qンチリス、グロティウスなどの学者の考え方を中心に検討
同　上 同　上

する。

18、9世紀の国際法は産業革命や市民革命の影響を受けて、

大きく発展する。この時期の国際法はヨーロッパの国際法か

3 国際法の発展
ら世界の国際法へ、自然法から実定法へ、そして君主間の法

ｩら国民間の法へと発展を遂げる。この変化をバッテルらの
同　上 同　上

学説を中心に検討する。

20世紀に入ると国際社会は国際連盟、国際労働機関、国際

連合、ユネスコなどの国際機構を設立し、諸国に共通の問題

4
国際社会の組織化

ﾆ法

に組織的に対応するようになる。この国際社会の組織化の中

ﾅ、国際法がどういう役割を果たし、どのような変容を遂げ 同　上 同　上

てきたかを考察する。

近年の国際関係は、人、物、カネ、サービス、情報などが

国境を越えてひんぱんに行き来するようになり、その法的規

5
国際法と国内法の

ﾖ係

律も複雑化した。そこには、国際法と国内法が微妙にからみ
?､複合構造が見られる。この二つの法体系の関係を理論的、 同　上 同　上

実際的に検討する。一

国際機構の発達によって今日の国際関係は国際法、国内法

に加えて、国際機構が定立する国際機構法によっても規律さ

6
国際機構法の意義
ﾆ役割

れるようになった。これまで国際法と国内法の二分論のもと

ﾅ軽視されてきた国際機構法の意義と役割を正面から扱う。 同　上 同　上

国際法は戦争をなくし平和な諸国家間の関係を創出する目

的で作られた。しかし実際は戦争そのものは禁止できず、戦

争の仕方や攻撃目標を限定する規則ができた。国際連合成立

7 戦　争　　と　法 後戦争は原則禁止されたが、戦争はなくなっていない。この 同　上 同　上

戦争と法の関係を論じる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

世界平和実現のための国連の体制は、元来は侵略者をカで

押さえ付ける方式であった。ところが冷戦期には5大国の対

立によってこの方式は機能せず、それに代わる平和維持活動

8 平和維持活動と法 が考案ざれ各地に展開された。この平和維持活動の可能性と 横田　洋三 横田　洋三
限界を法的に分析する。

1960年代以降に植民地地域が独立を果たし、これらの新興

独立国に対する開発援助の問題が国際社会の重要な課題とな

つた。開発途上国に対する二国間および多数国間機関による 秋月　　弘子 秋月　　弘子

9 開発援助と法 資金援助、技術援助を規律する法を論じ、その問題点につい （亜細亜大学 （亜細亜大学

て考察する。 助教授） 助教授）

経済のグローバル化に伴って企業活動を規律する法関係も
複：雑化した。一国の租税法や独占禁止法が領域を越えて適用

され、また貿易や金融に関する国際法が国内の企業活動に影

10 国際企業活動と法 響を及ぼすようになった。国際化時代の企業活動と法の関係 横田　洋三 横田　洋三
を具体例をあげて検討する。

国家と国家の関係を主に規律してきた国際関係法は、私た

ち個人の人権をも規律する法へと展開している。第二次世界
大戦後に急速に拡大・発展した人権に関する国際法について、 滝澤美佐子 滝澤美佐子

11 人権の国際法的保護 普遍的レベルおよび地域的レベルに分けて検討し、さらに国 （中部大学助 （中部大学助
際機構による保障の現状と課題を考察する。 教授） 教授）

地震などの自然災害や内戦などの紛争による犠牲者は、身

体の安全や保護のための支援を最も必要とする。他国の犠牲
者に対して日本あるいは国際機構が行う支援に関して、内政

12 人道的支援と法 不干渉原則や根拠となる法律との関係でさまざまな法的検討 同　上 同　上
課題があることを論ずる。

交通手段の発達によって犯罪も国際化した。海賊は国際犯

罪として古くから取り締まられてきたが、近年はハイジャッ

ク、テロ、集団殺害、大規模な人権侵害などが国際犯罪とし

13 国際犯罪と法 て国際法、国内法、国際機構法のそれぞれによって取り締ら 横田　洋三 横田　洋三
れるようになった。

地球環境問題はオゾン層破壊や地球温暖化の事例に代表さ

れるように、各国内の産業活動の影響が地球環境全体に及ぶ

点に特徴がある。地球環境問題に取り組むための国際的な環

14 地球環境と法 境基準の定立、各国内での履行、および、国際的な履行監視 秋月　　弘子 秋月　弘子
などの問題を考察する。

国際社会の組織化は今後ますます進展する。また個人、企

業、非政府機構（NGO）の国際場面での重要性も一層増すと

15 国際社会の将来と法
思われる。この中で国家主権を中心に形成されてきた国際社

?ﾌ法秩序は今後いかに変容するかを考察する。
横田　洋三 横田　洋三
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＝・ヨーロッパ政治史（’01）＝（R）

〔主任講師 田口　晃　　（北海道大学教授）〕

全体のねらい
　冷戦期を通じたヨーマッパの政治史を、各国の政治構造に着目しつつ、概観する。その際、ヨーロッパの政治経験の
多様さを知って貰うために、英、仏、独、ソ以外の小国にも言及するとともに、ヨ・一　nッパ統合問題も射程に入れた

い。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
分析視角と20世
I前半ヨーロッパ
ﾌ政治対立

　最初に第二次世界大戦後のヨーロッパ政治を通観するための
ｪ析視角と認識枠組みを検討し、更に戦後政治の理解の前提と
ﾈる20世紀前半の政治史を国民国家と階級対立の絡み合いと
ｵて概観する。

田　口　　晃

i北海道大
w教授）

田　口　　晃

i北海道大
w教授）

2
ヨーロッパにおけ
髣竦

　ヤルタ会談、ポツダム会談からトルーマン宣言、マーシャ
求Eプランを経てNATO、　WTOの軍事同盟網のへ対決と激化す
髟ﾄソ東西対立の過程を追い、その歴史的、政治的意味を考え
驕B

同　上 同　上

3 東欧の新体制

　ソ連の勢力圏内に組み込まれた国の中からポーランドを，また
¥連の影響下から自立した例としてユーゴスラヴィアを取り上
ｰ、比較しながらスターリン体制化の進んだ東欧の多くの国
ﾆ、ユーゴスラヴィアの独自路線とを考察する。

同　上 同　上

4

西欧の復興と右旋
�i1）イギリス

　長年にわたる議院内閣制と二大政党制の中で初の労働党安定
ｭ権が登場し、重要産業国有化と福祉国家化を経験したイギリ
Xを扱う。植民地独立により、対外的影響力は減少するもの
ﾌ、保守党政権復活後も福祉国家は定着する。

同　上 同　上

5

西欧の復興と右旋
�i2）フランス

　内外の混乱から不安定な第四共和制。アルジェリア問題をめ
ｮる危機を終息させるためドゴールは大統領権限の強い第五共
a制憲法を導入。フランスの栄光をめざす独自の外交防衛政策
燗W開した。

同　上 同　上

6
敗戦国の運命
i1）ドイツ

　西側に属することで独立を認められた西ドイツ。　「奇蹟」と
垂墲黷ｽ経済の急速な復興とアーデナウアーの宰相民主政、民
蜴蜍`の定着過程に着目しよう。

同　上 同　上

7

敗戦国の運命
i2）イタリア、

Iーストリア

　冷戦構造の中で保守派のキリスト教民主党が一党優位制を確
ｧしたイタリア。ドイツに先駆けて、中立を条件に、二大政党
ﾉよる大連立政権の手で占領から解放されたオーストリア。二
曹�謔闊ｵう。

同　上 同　上
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回 テ　一・　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u．師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
ソ連の変化と東欧

ﾌ反応

　スターリン死後のソ連内部の束の間の「雪解け」とフルシ
`ョフ改革を検討する。また、フルシチョフによるスターリン
癆ｻとその影響、とくにハンガリー反乱に光を当ててみたい。

田　口　　晃 田　口　　晃

9
中立国の政治
Xウェーデンとス
Cス

　ここでは二つの中立国が見せた60年代の平和と繁栄に光を
魔ﾄよう。社会民主党主導の福祉国家スウェーデンと4党政権
ﾅ安定した質実国家スイスである。そうして両国の中立政策も
芒r検討してみたい。

同　上
　監

ｯ　上

10

70年代の構造変
ｮスペインとオラン

_

　長く続いた独裁体制から民主政へというスペイン政治の変革
ﾆ多極共存型民主政が文化変容とともに解体したオランダを並べて、位層の異なる政治構造変動を論ずる。 同　上 同　上

11

世界市場の荒波の
?ﾅサッチャーの
Cギリスとミッテ
宴唐ﾌフランス

　70年代石油危機以後の経済的停滞と世界市場の自由化の進
Wへの対応例としてイギリスのサッチャー保守党政権による
u小さい政府」の実験とその成果、およびミッテラン大統領率

｢るフランス社会党政権の「大きい政府」からの方針転換につ
｢てふれる。

同　上 同　上

12
東欧の体制変動と
¥連の解体

　70年置危機から転換を模索した西欧に対し、旧態依然のソ
A東ヨーロッパは80年代後半ゴルバチョフの登場から一気に
}変を遂げる。そして89年の連鎖的「革命」と冷戦の終結へ
ﾆ至るのである。

同　上 同　上

13
西側への影響
hイツとイタリア

　冷戦の終結は、西ヨーロッパでも様々な変化を呼び起こし
ｽ。ドイツの統一という積年の難題に答えを出すとともに、イ
^リアにおいては大がかりな政治再編を引き起こしたのであ
驕B

同　上 同　上

14

国民国家のゆくえ
i1）ユーゴスラ
買Bア解体とベル
M　一　再　編

　冷戦終結と進むヨーロッパ統合の中で国民国家は試練と変容
�汲ｰる。ここでは民族対立を現象化させて解体したユーゴス
宴買Bアの例と地域的連邦制と言語集団の分権という二重の連
M制によって再編されたベルギーの例を取り上げる。

同　上 同　上

15

国民国家のゆくえ
i2）古い政治と

Vしい政治

　最後にまとめて安全保障問題とヨーロッパ統合を概観する。
ｯ時にヨーロッパ全域で生じた構造変動を背景に、従来の政治
ｩら少しずれた所から生まれた新旧の政治潮流の新たな展開
�A新しい社会運動、市民運動と新極右運動について見、21
｢紀の展望とする。

同　上 同　上
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＝比較政治学（’00）　＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

眞柄　秀子　（早稲田大学教授：）〕

井戸　正伸　（駒澤大学助教授）〕

全体のねらい
　本コースの目標は、比較政治学の基本的枠組みを理解することである。理解を深めるために、戦後の先進諸国（おも
に西ヨーーロッパ）および新民主主義国の政治を、特に政治制度と最近20～30年間の政治変容に焦点に当てて考察する。

また同時に先進各国の政治経済のグローバル化に関しても検討する。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
比較政治学とは何

ｩ？

　比較政治学とは、政府と社会の関係について理論化し、各国
ﾌ実際を調べる学問です。比較政治学の発掘を、アーモンドに
謔骰¥造機能主義アプローチの提唱とそれへのヨーロッパ、第
O世界からの批判として概観する。

眞柄　秀子
i早稲田大

w教授）

芟ﾋ　正伸
i駒澤大学

赴ｳ授）

眞柄　秀子
i早稲田大

w教授）

2
政治制度（1）

c会制と大統領制

　デモクラシーの二つのタイプである大統領制システムと議会
ｧシステムについて、その違いと長所、短所について述べる。

井戸　正伸 井戸　正伸

3
政治制度（2）

c　会

世界各国の議会はいかなる構造か、またいかなる機能をはた
ｵているか、検討する。

同　上 同　上

4 政　治　文　化
　クロスナショナルな比較政治研究において中心的位置を占め
ﾄきた各国の政治文化について述べる。

同　上 同　上

5
政治体制（1）：

�ｯ主的体制

　非民主的体制とは何か？非民主的体制として、全体主義体
ｧ、権威主義体制、スルタン主義、ポスト全体主義を検討す
驕B

同　上 同　上

6
政治体制（2）：

ｻ代民主政

　現代におけるデモクラシー（民主政）とはいかなる特徴をも
ﾂのか。現代においてデモクラシーが在立するための社会・経
ﾏ的条件とは何か。現代民主政にはいかなるタイプがあるの
ｩ。

同　上 同　上

7
デモクラシーへの

ﾚ行

　先進各国は非民主主義体制から民主政へ、いつどのような経
Hをたどって移行したのかを、シュミッター／オドンネルらの
g組みを用いて考察する。また、さまざまな移行論に関して検
｢する。

眞柄　秀子 眞柄　秀子
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

各国のデモクラシーは、いかなる条件を満たせば確立された

8
デモクラシーの確

ｧ
とみることができるのだろうか。また、デモクラシーの確立と
ﾍ、果たして本当に可能なのだろうか。さまざまな研究者の議 眞柄　秀子 眞柄　秀子

論を検討し、民主化の問題の中心に迫る。

9
政党と政党システ
?ﾌ変容

　西ヨーロッパを中心に、政党および政党システム研究の流れ
�T観する。特に「亀裂」と政党アイデンティティに関するリ
vセット／ロッカンらの理論の意味を再検討する。

同　上 同　上

10
政党システムの力

M。デュヴェルジェとG。サルトーリの議論を中心に、各国
ﾌ政党システムがどのように分類されるかを検討する。また、 同　上 同　上

学
いかなる要因が政党システムに危険をもたらすかも検討する。

政治過程で利益集団はいかなる役割を果たしているのか。代
11 利益集団システム 表的な利益集団システムとして多元主義とユーポラティズムの 井戸　正伸 井戸　正伸

特色を概観する。

戦後西ヨーロッパにおいて福祉国家がいかにして発展してき

12
福祉国家の発展と

?@

たのかを、主要政治アクターの戦略と選択という視点から考察
ｷる。また、先進国の福祉国家をいくつかのパタンに分類し、
ﾇのような要因が各国福祉国家の質的相違をもたらすのかを考

眞柄　秀子 眞柄　秀子

える。

先進社会の福祉国家が、脱工業化時代を迎えて、いかなる問
題に直面しているのか、また、各国でいかなるアクターがどの

13 福祉国家の再編 ように福祉国家を再建しようとしているのかを、スウェーデ 同　上 同　上

ン・イタリア・イギリスなど具体的な事例を参考にしながら検
討する。

14
グ弔辞バリゼーショ

唐ﾆ欧州統合

　欧州連合（EU）が第二次大戦以後、発展してきた歴史的経
Hを概観する。欧州連合を構成する主要機関を紹介し、欧州連
№ﾉおける政策形成・執行のあり方を見てゆく。

井戸　正伸 井戸　正伸

先進各国における脱工業化の潮流のなかで、ジェンダー・エ

15 新しい政治への
ｪ流

コロジーなどの新しい争点がどのようなインパクトをもってい
驍ﾌかを考える。また、女性・若者・市民運動・外国人などの 眞柄　秀子 眞柄　秀子

新しいアクターの出現と政治の変化について検討する。
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＝第三世界の政治（’01）＝（R）

〔主任講師 高橋　和夫（放送大学助教授）〕

のはこうした意図からである。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 パレスチナへ

　パレスチナを巡るシオニストとパレスチナ人の抗争の起源か
辜Cスラエルの成立までの歴史を振り返る。そのハイライトは
謌齊汳?倹岺?ﾆパレスチナ難民の発生である。

高橋　和夫
i放送大学尋助教授）

高橋　和夫
i放送大学

赴ｳ授）

2 戦うユダヤ人国家
　第二次、第三次中東戦争を中心に中東状勢を歴史的に検証す
驕B

同　上 同　上

3 アラブ世界の反撃
　パレスチナ解放闘争の発生、そして第四次中東戦争と石油危

@を論じる。
同　上 同　上

4
イスラエル社会の

ﾏ貌

　イスラエルの政治を建国以前から牛耳ってきた労働党の1977
Nの選挙での敗北の背景を考える。その理解の鍵は、イスラエ
去ﾐ会のエスニック構成の複雑さと変化である。

同　上 同　上

5
レバノン戦争の
¥図

イスラエルのレバノン侵攻を論じる。 同　上 同　上

6
ペレストロイカの

eで

　1985年3月にソ連の最高権力者となったゴルバチョフは国際政
｡の基本的な枠組みを変えた。その中東への影響を解説する・

同　上 同　上

7 　　　　　　　、Cンティファータ

　1987年に占領地で発生した民衆の一斉蜂起は、パレスチナ問
閧�浮ｶ込めてきた国際政治の枠組みを揺すぶった。その衝撃

�Uり返る。
同上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 湾　岸　戦　争
　湾岸危機と湾岸戦争が中東和平プロセス開始の伏線となっ
ｽ。その意味を考える。 高橋　和夫 高橋　和夫

9 和平プロセスの
¥図

　何故に、これ程までパレスチナ側に不利な和平が始まったの
ｩ。との問題意識から和平プロセスを考える。

同　上 同　上

10
ラビン／その栄光
ﾆ暗殺

　パレスチナ人との和平の過程でラビンと言う人物の果たした
�рﾍ限りなく大きい。それゆえラビンの暗殺は和平プロセス
ﾌ停滞につながった。そのラビンの重さを考える。

同　上 同　上

11 停滞する和平
　ラビン暗殺後に行なわれた1996年の選挙を検討し、その後の
a平の停滞を解説する。

同　上 同　上

12
スフィンクスの謎
^シリアのアサド
蜩摎ﾌ

　ハーフェズ・アサドと言う人物の作り上げたシリアの支配体
ｧを紹介する。

同　上 同　上

13
革命はビートルに
謔ﾁて／アラファ
g

パレスチナ人の指導者アラファトの生涯を跡付けながら、パ
激Xチナ民族主義の過去と未来に思いを巡らす。

同　上 同　上

14
アメリカ／中東で一番重要な国 　中東で圧倒的な存在感を誇るアメリカの中東政策を規定する

蒼燉v因に光を当てる。
同　上 同　上

15 取り残されしもの
難民の帰還の権利のように、和平プロセスの過程から切り離

ｳれ、取り残されつつある問題に光を当てる。
同　上 同　上

一396　一一



＝： 総ﾛ政治（’00）＝（TV）

〔主任講師 高橋　和夫（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　世紀が変わる時期の国際政治の見取り図を提示する。そこでは詳細なミニアチュールのような記述ではなく・墨絵の

ような太いタッチで分析の構図が描かれる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 テレビと国際政治
　湾岸戦争やベトナム戦争のテレビ報道を材料に、テレビ映像
ｪ国際政治に与える影響を考える。

高橋　和夫
i放送大学

赴ｳ授）

高橋　和夫
i放送大学

赴ｳ授）

2 メディアの風景

ロンドンのBBCのテレビ・センターでのインタヴューを使いな
ｪら、急速に変化する映像メディア業界を紹介し、その意味を
ｪ析する。

同　上 同　上

3
スーパー・パワー
ﾌ世界戦略

　アメリカの世界戦略の変遷を概観し、その外交の特徴を論じ
驕B東京第一学習センターの教室での公開講座である。

同　上 同　上

4
ヨーロッパ合衆国

ﾌ夢

　ブリュッセルとベルリンでのロケの映像を背景に、20世紀に
ｨけるドイツ問題から説き起こし、ヨーロッパの統合運動を振
阨ﾔり、その将来を展望する。

同　上 同　上

5 007の独立運動
エジンバラの風景の中で、スコットランドの独立運動を紹介

ｵ、その特殊性と普遍性を対比する。
同　上 同　上

6
マイクロ・ナショ
iリズムの挑戦

　カタロニアやイタリア北部の独立・自治運動に代表されるよ
､な先進工業諸国でのエスニック集団の「小さなナショナリズ
?vを紹介し、その意味を検討する。

同　上 同　上

7
東アジアのパワー・

oランス

　与那国島と根室という南北の国境から、東アジアにおける国
ﾛ関係の変化を見る。

同　上 同　上

一一 R97　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
立ち上がった巨象

Cンド
　日本との関係に視点を置きながら、インドの情勢をインドで
�烽ｷる。 高橋　和夫 高橋　和夫

9
学則レバンの勝利、パキスタンの憂欝

パキスタンとアフガニスタンの情勢を紹介する。 同　上 同　上

10 大量破壊兵器の
ｰ怖

　ドイツのVロケット基地を訪れ、大量破壊兵器と長距離ミサ
Cルの拡散の問題を論じる。

同　上 同　上

11 イスラム／脅威
ｩ、共存か？

　ロンドンのイスラム教徒の現状を紹介しながら、文明の衝突
_を批判する。

同　上 同　上

12
イラン・イスラム
ﾌ制の変貌

イランのイスラム体制の変遷を振り返り、その将来を展望す
驕Bマ 同　上 同　上

13 国際政治の中の
Gネルギー問題

　エネルギー資源に占める石油の位置を再確認し、中東と中央
Aジアのエネルギー資源を巡る情勢を鳥鰍する。

同　上 同　上

14 環境保護の政治
ﾍ学

　ロンドンのグリーン・ピース事務所でのインタヴューを混じ
ｦながら、環境保護運動の歴史を振り返る。また環境を巡る政
｡の特徴を論じる。

同　上 同　上

15
国際関係のパラダ
Cム・シフト

　多国籍企業やNGOなどの活動が、国家を中心とする国際関
Wの枠組みに修正を迫っている。国家の役割を再評価しつつ現
��ｪ析する。

同　上 同　上
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＝： 坙{政治思想史（’01）　＝（R）

〔主任講師：平石直昭（東京大学教授：）〕

全篁臨躍代（西暦、7世細9世紀半ば頃）の約二百五＋年間の政治思想（広義）を扱う．①各時期の歴史的背景と

関連させて主な観念の変化を跡づける。②代表的な思想家の内在的な理解と今日的な意味の導出に努める・③一般的な
概説よりは、新しい見方や論点の提出に重点をおき、学生が自分の頭で考える参考にする。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
キリシタン禁教の

v想

　まず講義全体の構成と時期区分を示す。ついで徳川社会の特
･をのべたのち、主題に入る。全国統一をめざす武士政権がど
�ﾈ理由からキリシタン禁教と弾圧に至ったかをみる。秀吉段
Kと家康・秀忠段階の違いを分析し、とくに崇伝執筆の追放文
�d視する。　「神国」観念の歴史的な変化にもふれる。

平石　直昭
i東京大学

ｳ授）

平石　直昭
i東京大学

ｳ授）

2 天道思想の諸相

　近世初期における幕府権力の自己正統化の施策（家康の国家
I守護神化）、当時の支配的な言説だった「天道」思想が担っ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、新興儒ていた思想的な課題（キリシタン神学との対抗など）

wの代表者である怪窩や麓山について分析する。

同　上 同　上

3
新儒学の受容と
¥想

　理学や心学など、新儒学の体系的な導入や構想の努力を、松
i尺五、中江藤樹に即してみる。とくに一般庶民層まで包摂し
ｽ普遍的な教説として儒教が強調された理由、尺五における二
ﾂの「気早」の区別、藤樹の「なりはひ」論などが分析され
驕B朱子学の理気論についても概説する。

同　上 同　上

4 儒学思想の展開

　近世前期における儒教をとりまく客観状況の変化（寺請制の一般化など）をみたのち、儒教古典や宋明学研究の進展と自分

ﾌ生きる日本の現実への理解の深化の中で、儒教思想が再定式
ｻされてゆく諸相をみる。蕃山の朝里関係論、素行の士道論な
ﾇが扱われる。関連して『葉隠』に即して、武士のエトスの変

eをみる。

同　上 同　上

5 仁斎学の基本構城

　山崎闇斎の朱子への傾倒と対照しながら、前期儒学の最高の
B成として伊藤町斎の儒学についてみる。陰陽と仁義の区別、
ｫと道徳の区別など程朱学的な天人相関論の否定とともに「天
ｹ福善禍難」の再定式化がもった意味、またその古義学の方法
笘_孟中心主義について分析する。

同　上 同　上

6
仁斎の鬼神論／
c棟の古文辞学

　仁斎の鬼神・ト三論を分析し、彼が三代聖王と孔子を区別
ｵ、政治と道徳の二領域を峻別していたことをみる。また伊藤
潔�ﾉおける歴史意識の変容にふれる。ついで独自の儒学を構
zした近世中期の儒者荻生三三にうつり、今回はその古文辞学
ﾆいう方法論を分析する。

同　上 同　上

7 側三三の基本構成

　近世思想史の転回点に立つ三二学を、その主要な側面に即し
ﾄ分析する。仁斎以上に徹底した天人相関論の打破、天の不可
m化、聖人信仰、道の聖人制作説と窮理観の関連、聖人が建て
ｽ仮構としての鬼神観、　「物」としての六経と「道」の区別・

u格物致知」論などを扱う。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近世中期における庶民層の社会的自覚の高まりを示すものと
して石田町岩の思想を扱う。一世代前の西川如見らの町人エト

8 石門心学論 ス論との比較、「市井の臣」や商業利益の正当化にみられる特 平石　直昭 平石　直昭
徴、道徳・職業を共に天命で正当化する思想など。安藤昌吉の
ユートピア思想にも言及する。

祖1來の制度改革論を紹介したのち、太宰春台・海保青陵に即
して、彼の経世思想が近世中；期～後期にかけてどう変容して

9 経世思想の展開 いったかをみる。商品経済に対する三者の対応の仕方の違い、 同　上
同巴

春台に現われる利己的人間像の青陵での展開、商品売買を引照
基準とした天理観の提出、世襲制批判の論理など。

祖篠学が近世後期の思想界に与えた影響の諸相をみる。古文

10 半端学の影響の
泊梶C

辞学の方法が蘭学・国学や富永仲基の仏典批判など儒学以外の
ｪ野に与えた影響、その「天地自然」の不可知観が、三浦梅園の自然哲学や本居宣長の国学、吉益東洞の古医方を促した面、 同　上 同　上

また民俗学的関心の高まりを導いたことなど。

契沖以来の歌学と荷田春満の皇国学が賀茂真淵で合流し宣長
学の形成を準備する過程を概観したあと、初期宣長に即して、

11 本居宣長の国学 儒教に代る全体的思想像の基礎を彼がどう作っていったかをみ 同　上 同　上
る。主に契沖、真淵、由基からの影響や示唆　がどう組合わさ
れているかを分析する。平田国学にも言及する。

近世中期における特徴的な西洋像を新井白石、荻生祖棟、伊

12 西洋像の変遷
藤堅肥、西川総見、西川正書についてみる。ついでそれらの西
m像が、近世後期に蘭学を介した理解の深化により修正変容さ

同　上 同　上

れる様子を前野良沢、杉田玄白、本多利明らに即してみる。

19世紀初頭に邦訳されたケンペルの「鎖国論」がいかに日本

13
「鎖国論」とその

e響
の鎖国策を正当化しているかを検討する。ついで幕末期に本書
ｪ日欧双方にとって議論の共通ベースになった経緯を考察し、

同　上 同　上

「鎖国論」が日本の開国を促した皮肉な事情を分析する。

日本・中国・朝鮮という東アジア三国のうち日本がいち早く

14
西欧の衝撃とβ本

ﾌ開国

近代化に着手した歴史的条件として、儒教の社会的存在形態の
痰｢、支配エリート層のエトスの違い、旧体制の構造的相違、
｢界秩序像の相違などに即して、比較の見地から検討する。洋

同　上 同　上

学者による西洋事情の紹介にもふれる。

幕末の儒教的思想家をとりあげて、儒教的価値の多様性と多
義性が西洋文明に対する評価の相違をうんだ事情を明らかにす

15 幕末政治思想論 る。その上で後期水戸学の「国体」論、佐久間象山の自然科学 同　上 同　上
観とその国民教育の必要論、横井小楠の公議輿論思想などを近
代日本と関連させてみる。
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＝西洋政治思想史（‘01）：＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

　一視座と論点一
：　川出　良枝（東京都立大学助教授：）〕

：　山岡　龍一（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　政治とは何か、特に、より善き政治とは何であり、それはどうすれば実現可能か、といった問いを、西洋政治思想の歴史

を振り返ることで検討する。本講は思想の歴史的継承や文脈に留意しつつも、むしろいくつかの重要な論点を選び、その理

解を通じて、西洋政治思想史の現代的意義を明らかにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

西洋政治思想史という学問の全体像を簡潔に示し、その学 川出　　良枝 川出　　良枝

習の方法と意義を考える。 （東京都立大 （東京都立大

西洋政治思想とは 学助教授） 学助教授）
1

何か 山岡　龍一 山岡　龍一
（放送大学助 （放送大学助

教授） 教授）

いかなる統治の形態が理想であり、また、現実に建設可能

であるかという問題は、政治学という学問を古典古代のギリ

2 統治の諸形態
シアに成立させた最も本質的な原動力であった。当時におい

ﾄ展開された政体論を紹介し、さらにそれが近代においてど
川出　　良枝 川出　　良枝

のように受け継がれ、変貌を遂げたかをみていく。

政治を規制し指導する原理として法の支配の思想を、古代

ギリシアと古代ローマを中心に論じ、その展開を、自然法思

3 法　　の　支　配
想、立憲主義等に留意しつつ描く。

山岡　龍一 山岡　龍一

キリスト教思想の政治思想への影響を、人間観、権力観、

共同体のイメージ等を中心に概観する。

4 信仰の共同体 同　上 同　上

政治秩序はデ・ファクトな物理的強制力によって維持され

るという発想が前面に押し出されたとき、近代の政治思想は

5 権　　　　　　力

離陸したと言われる。代表的な権力国家論をマキャベリやボ

_ンの思想に探るとともに、ホッブズの登場により、個々人
川出　良枝 川出　良枝

の合意によって国家に権力を委譲するという社会契約説の論

理が成立したことの意味を探る。

所有権をめぐって、政治的なものと経済的なものの関係が

いかにして論じられてきたかを控りつつ、近代社会において

6 所　　　有　　権
私的所有が正当化・批判される倫理を明らかにする。

山岡　龍一 山岡　龍一

宗教的寛容を端緒に、寛容思想がいかにして発展してきた

かを考察し、異質な価値をの共存を肯定する政治思想が生ま

7 迫害　と　寛容
れてきた展開を描く。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近代国家による権力の独占が進むにつれ、強大化した国家

権力をいかにすれば制限できるか、という問題が立てられる。

それは、一方では、支配の正統性を問い、正統性なき権力に

8 権力批判の論理 は抵抗すべきであるという抵抗権の議論として展開される。 川出　　良枝 川出　　良枝

他方で、いかなる権力も必然的に墜落するという認識の下で、

権力相互の均衡と抑制によって、権力の暴走を抑制すべきで

あるという権力分立の発想も生み出される。

私的欲望の追求は、必然的に公共精神の衰退を招くのか。

個人の利益と結びつかない公徳心や愛国心はあり得るのか。

政治に関わる市民（公民）の徳性をめぐる議論は、政治学に

9 公　共　の　利　益 とって重要な問題であり続けた。市民の徳を高く評価する共 同　上 同　上

和主義の伝統を概観するとともに、ある意味ではそれと真っ

向から対立する18世紀の文明社会論を検討する。

近代デモクラシーの成立過程で大きな画期となったのは、

ルソーの一般意志論（人民主権論）の登場である。それによ

り、すべての人民の政治への直接参加が、政治的統合にとつ

10 参加　と　統合 て不可欠であることが示される。しかし、ルソーの構想がそ 同　上 同　上

のまま実現することはなく、実際には、間接参加型（代表制）

民主制が定着する。

共同体に対して個人を優先させるような思想のモデルを、

中世における特権としての自由という考えから始めながら、

啓蒙的個人主義的思想、ロマン主義、個性の尊重といったト
11 個　人　の　尊厳 ピックを通して明らかにする。 山岡　龍一 山岡　龍一

資本主義の急速な発達がもたらした貧困や搾取、地域共同

体や家族の変貌、男女や民族の間の差別といった社会問題が

クローズアップされるにつれ、国家の役割の見直しが様々な
12 社会的連帯の基礎 形で訴えられるようになる。 川出　　良枝 川出　　良枝

特に「公正／権利」と「効用／善」という観点に留意しつ
つ、正義論の展開を古代ギリシャから現代まで概観する。

13 正　義　　と　善
山岡　龍一 山岡　龍一

善き政体に不可欠な善き市民の形成という問題が、政治思
想史においてどうのように論じられてきたかを概観する。

14 政治　と　教育 同　上 同　上

国家や文明の盛衰に何らかの意味づけをなし、現代の意味

を問い直すとともに、未来への指針を探ろうという「歴史」

の叙述は、政治思想の一つの課題であった。古典古代の独特
15 政治　と　歴史 な時間意識からキリスト教の歴史意識、近代の「進歩」史観 川出　　良枝 川出　　良枝

や唯物史観、保守主義の時間意識、ヘーゲルに発する「歴史
の終焉」論などを概観する。
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＝現代日本の政治（‘03）＝（TV）

〔主任講i師：山口二郎（北海道大学教授：）〕

〔主任講師：杉田　敦（法政大学教授）〕

全体のねらい
　1990年代における様々な改革の結果を分析し、21世紀初頭の日本政治の課題について考える。また・現代日本政治を理

解するために不可欠な基本的な政治理念や分析枠組についても考察を深める。その上で・21世紀の日本の民主政治がどのよ

うに発展すべきか、市民のあり方を中心に考える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
失われた10年の
ｭ治

　バブル崩壊以後、90年代の経済と政治を振り返り、経済的

ﾈ政策課題に対して政治がどのような対応をしてきたのかを
沛ﾘする。また、政治改革、行政改革：など様々な改革：の全体

怩�ｾらかにして、改革の意義と限界について考える。そし

ﾄ、21世紀に引き継がれた政治の課題を明らかにする。

山口　二郎
i北海道大学

ｳ授）

山口　二郎
i北海道大学

ｳ授）

2 政党政治の模索

　20世紀型の政党とは何だったかを検討し、日本や欧米に共

ﾊする政党の限界を考察する。さらに、日本の90年代におけ

骼ｩ民党や野党の再編成の動きを素材として、現代の民主政

｡における政党の役割を考える。

同　　上 同　　上

3 国会の役割

　90年代後半の国会改革によって、国会における政党間の関

Wはどう変わったのかを明らかにする。そして、国会の立法
竝s政権に対するチェックの機能の現状を検討する。さらに、

ｱれからの民主政治における国会の果たすべき役割を考え

驕B

同　　上 同　　上

4
官僚支配の終わ
閨H

　90年代後半の橋本政権時代の行政改革は、日本の行政をど

､変えたのかを考える。特に、情報公開法の制定の影響を検

ﾘする。また、政策決定における官僚支配を是正し、政治主

ｱにむけた改革の意義についても検討し、現代日本における

ｭ策決定システムの変容を明らかにする。

同　　上 同　　上

5
政治意識の変化と

I挙

　選挙制度改革以降の国政選挙に現れた民意を読み解く。特

ﾉ投票率の低下、政党支持の低下の原因を探り、国民の政治

ﾓ識の変化を明らかにする。政党政治と国民との関係につい

ﾄ考える。

同　　上 同　　上

6 メディアと政治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、@大衆民主政治（マスデモクラシー）におけるマスメディア
ﾌ役割に関する理論を紹介し、健全な民主主義の実現のため
ﾉマスメディアが果たすべき機能、マスメディアの陥りやす

｢危険性について考える。また、近年特に顕著になったテレ

rと政治の関係について考察する。

同　　上 同　　上

7 構造改革と政治

　戦後日本の政治経済システムの限界を考察し、小泉政権の

o場とともに最大の政策課題となった構造改革について、そ
ﾌ意味を明らかにする。さらに、改革課題についての有効な

ｭ策を進めるための条件について考察する。また、構造改革

ｪ政党政治に与える影響について検討する。

同　　上 同　　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

都道府県、市町村における政治の変化を概観し、新しい政

策課題に対する様々な取り組みを紹介する。特に、無党派層

8 地方政治の活性化
に支えられた新しいタイプのリーダーによる地方レベルの改

vの実態を紹介する。また、市民参加の展開についても重視 山口　二郎 山口　二郎

する。

社会、経済構造の変化の中でなぜ司法制度改革が必要とさ

れたかを明らかにした上で、司法制度改革の展開について紹

9
司法制度改革と政

｡
介し、それが日本の社会に与える影響について考える。また、

i法の役割を拡大することが日本の政治にどのような変化を
同　　上 同　　上

引き起こすかについて考える。

日本でもNPOなどの市民活動が活発化し、各地で住民投票

10

日本政治のキーワ

[ド（1）
s民と民主主義

運動が広がるなど、政治参加の形態も多様化してきた。日本

ﾉおける市民社会の変化を検証し、中央、地方の様々なレベ

汲ﾉおける多様な民主主義の形の可能性を考える。

杉田　　敦
i法政大学教

�j

杉田　　敦
i法政大学教

�j

経済のグローバル化に伴う市場化の趨勢の中で、小さな政

11

日本政治のキーワード（2）

ｽ等と政治

府が唱えられ、日本社会が平等志向的だったことが批判され

驍謔､になった。日本社会の平等をめぐる神話を検証し、こ

黷ｩらの政治の中で平等という価値がどのような意味を持つ
ｩ考察する。

同　　上 同　　上

1990年代末から、憲法改正をめぐる議論が高まってきた。

12

日本政治のキーワ

[ド（3）
尠@と政治

戦後日本における憲法をめぐる政治対立の構図を振り返った

繧ﾅ、今なぜ憲法論議が行われるのか、これから実りある憲

@論議を行うためには何が必要かを考える。
同　　上 同　　上

1990年代後半、歴史教科書問題、靖国神社問題などを争点

日本政治のキーワ として、ナショナリズムをめぐる論争が行われるようになつ

13
一ド（4）

iショナリズムと

た。若い世代の一部におけるナショナリズムの高まりの背景

�ｪ析し、21世紀の日本政治とナショナリズムの関係につい
同　　上 同　　上

政治 て考える。

戦後日本の利益配分型政治が行き詰まるとともに、様々な

14

日本政治のキーワ

[ド（5）
ｭ治と公共性

立場の論者が公共性という観念の重要性をとくようになっ
ｽ。民主主義の歴史の中で公共性という言葉がどのようにし

ﾄ生まれたのかを明らかにした上で、21世紀の民主主義にと
ﾁての公共性という言葉の意味を考える。

同　　上 同　　上

経済面でのグローバリゼーションの進行、地球環境問題の

15 21世紀の民主政治

深刻化など新しい政策課題の登場に対して、民主政治は何が

o来るのかを考察し、21世紀日本の民主政治のあるべき姿に

ﾂいて考える。

山口　二郎
i北海道大学

ｳ授）

山口　二郎
i北海道大学

ｳ授）
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＝現代の行政（sOO）＝（R）

〔主任講師 森田　朗（東京大学教授）〕

全体のねらい
　近年、日本の政治行政システムは大きく変わりつつあるが、現代の複雑な行政の実態を正確に理解し、その問題点を
分析して改革の処方箋を書くことは容易ではない。この講義では、とくに行政改革を支える新しい行政理論に焦点を当
てて、行政現象を理解するための概念と分析枠組について平易に解説する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1

「行政」とは何か？一現代国家におけ

骰s政活動

　「行政」概念を理解し、そのイメージを示すために、具体的
ﾈ事例を紹介する。それを手がかりとして、複雑な行政現象を
揄�ｷるために必要な「制度」　「組織」　「活動という3要素
ﾉついて説明し、それらの関係を明らかにする。

森田　　朗
i東京大学

ｳ授）

森田　　朗
i東京大学

ｳ授：）

現代行政学が対象としているのは、政府活動が飛躍的に拡大
ｵ、立法権、司法権に対して行政権が優越した行政国家であ

2 行政国家の成立 る。この章では、行政国家が、どのようにして成立し、発展し 同　上 同　上

てきたかを、社会経済的発展の側面および政治制度の変容の側
面に着目して論じる。

行政国家の成立とともに、拡大した行政活動の分析を目的と

3 行政学の肇展
して行政学が誕生した。ここでは、主として現代行政学が誕生
ｵ発達してきたアメリカ合衆国を中心に、行政学の学説の変遷

同　上 同　上

と現代福祉国家の課題について論じる。

福祉国家の発展は、他面において、行政改革の世界的な潮流

4 行　政　改　革：
を作り出した。この章では、行政改革の基盤をなす「小さな政
{」の考え方を紹介するとともに、これまでの改革の動きと

同　上 同　上

「新公共管理論」について論じる。

現代における国家、中央政府、地方自治体、立法・行政・司

5 現代の政府体系 法の三権、行政機構等の基本的な制度構造を「政府体系」と捉 同　上 同　上

え、その現代における変容の姿と今日的課題について論じる。

6 内閣制度と
ｭ　官　関　係

現代国家における民主主義と行政活動の関係を考察するために
ﾍ、内閣制度の分析が不可欠である。比較の視点から、日本の
煌t制度の特質を明らかにするとともに、現在進められている

同　上 同　上

行政改革における内閣機能の強化について論じる。

地方自治の制度は、今日の行政現象を理解する上できわめて

7 地方自治と
ｪ　権　改　革

重要な要素である。日本の地方自治制度の特質について論じ
驕B地方分権推進委員会による勧告を中心に分権改革：の内容に
ﾂいて述べ、今後の地方自治制度について展望する。

同上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8
行政組織の基礎理
_　（1）一一官僚制の理論

　従来の行政学の主要なテーマは官僚制であった。現代の官僚
ｧ論の原点をなすマックス・ウェーバーの官僚制論について紹
薰ｵ、それをめぐる様々な理論展開と初期の組織理論について
qべる。

森　田　　朗 森　田　　朗

9

行政組織の基礎理
_　（n）一一現代組織論

　まず、組織の行動を「決定」と促える視点を示し、情報シス
eムの構造を明らかにし、組織の病理について触れる。情報シ
Xテムという視点から、現代組織論の枠組と組織管理の諸問題
ﾉついて論じる。

同　上
　ε

ｯ　上

ユ0
日本の行政組織と

s政改革

　日本の行政組織の特質と意思決定のあり方および調整の方式
ﾉついて論じ、行政改革：による省庁統廃合の実態を行政組緻編
ｬの観点から考察する。

同　上 同　上

ユ1
公務員制度と人事
Vステム

　官僚の行動様式という観点から、キャリア・システムを含む
坙{の公務員制度の特徴を明らかにし、これからの公務員制度
ﾉ求められる要素と今後の改革のあり方について論じる。

同　上 同　上

一

現代の行政は、その多様な政策執行活動によって特徴付けら

ユ2 行政活動と政策
れる。ここでは、現代の行政活動が社会システムを制御する機
¥を果たしている点に着目して、　「政策」の概念、政策のもつ

同　上 同　上

べき性質、行政活動の評価のあり三等について考察する。

行政活動を、政策課題の発見から、政策案の作成、決定、そ
して執行という一連の過程として捉えることによって、複雑な

13 政　策　過　程 行政活動を理解し分析するための視点を提供する。ここでは、 同　上 同　上
とくに政策過程の構造と課題の設定から正式な政策決定に至る
過程を考察する。

前章を承けて、この章では、正式に決定された政策が執行さ

14 政策の執行と評価
れ、現実の社会に行政機関が働きかける過程を考察する。一定
ﾌ制度的枠組のなかで、行政官がどのように決定行動を行って

同　上 同　上

いるかを論じるとともに、政策評価について考察する。

これからの行政は、民間企業との協力やNGO、ボランティ
アの参加なくしてはなりたたない。この章では、これからの公

15
行政責任と参加一21世紀の行政学 共サービスの特質について論じるとともに、多様な参加の形態

ﾆともに行政責任（アカウンタビリティ）のあり方について考察
同　上 同　上

し、これからの行政学を展望して、最後に、その可能性と課題
について論じる。
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＝日本政治史一20世紀の日本政治（‘03）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

天川　晃（放　送　大　学　教　授）〕

御厨　貴（政策研究大学院大学教授：）〕

全体のねらい
　20世紀の日本の前半は戦争の半世紀であり、後半は経済発展の半世紀であった。対照的な軌跡を描いた20世紀の日本の

政治を、国際環境、憲法体制、政党と官僚、政治指導者と白々の意識などさまざまな角度からできるだけ立体的に明らかに

したい。20世紀の日本政治の成功と失敗の経験から、21世紀の目本の政治の糧になるものを学んでみたい。また日本の歴
史に対する多様な見方を紹介するために、代表的なアメリカの日本研究者のインタビューを行い、専門とする時期に関する

アメリカ国民の対日観や研究の一端を紹介してもらう予定である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人々は20世紀をどのような期待を持って迎えたのであろう

か。明治新政府が発足して30年余を経た当時の社会と、10年 御厨　　貴 御厨　　貴

1 20世紀の開幕
余の経験を経た明治憲法の運用状況を検討しつつ、20世紀の

坙{政治にあり得た可能性を含めて再検証する。

（政策研究大

w院大学教
（政策研究大

w院大学教
授） 授）

日露戦争は国際社会における日本の存在を大きく印象づけ

るものであった。その戦争指導は軍事と外交の統合において

2
日露戦争と戦後経

c
明治国家の頂点をなすものであった。しかし、日露戦争後は

O交上の課題に加えて国内でも戦後の新たな課題が登場して
同　上 同　上

きた。明治国家の転換点としての日露戦争を検討する。

日露戦争後の日本は対外的膨張にカを注いだ。日韓併合で

朝鮮半島を支配下に収めた後は満州の権益の維持と強化が主

3 帝国主義の時代
たる目標となった。しかし、この政策は中国のナショナリズ

?ﾉよる反発とアメリカを始めとする他の列強の警戒を引き
同　上 同　上

起こさざるを得なかった。国際社会と帝国日本の歩みを検討

する。

国内では藩閥政治から政党政治への動きが曲折を経ながら

も進んでいった。政治指導者の世代交代や第一次大戦後の世

4
政党政治と国際協

ｲ
界的な民主化への動きがこれを加速した。さらにアメリカを

?Sとした作られたするワシントン体制と日本の関わりを検
同　上 同　上

回する。

世界恐慌は各国の政治を大きく変えた。日本では政党政治

とワシントン体制の打破を目指す軍部の勢力が台頭してき

5 軍部　と　政治 た。満州事変から国際連盟脱退、5・15事件と2・26事件を経 同　上 同　上

て、日本の政治は軍部の政治に転換してゆく過程を検討する。

6 官僚の新世代

　明治国家の支柱の一つは高等文官試験制度によって選抜さ

黷ｽ官僚である。30年代になると政党政治不信が唱え社会改

ﾇを指向する新しい世代の官僚が登場する。新官僚さらには
v新官僚と呼ばれたこれらの官僚たちの、戦争と戦後の復興

天川　　晃
i放送大学教

�F）

天川　　晃
i放送大学教

�j

への関わりを検討する。
御厨　　貴 御厨　　貴

日中戦争は日本の運命を変えて行った。近衛内閣の東亜新

秩序声明はアメリカの反発を招き日米対決の構図が鮮明にな

7
日米開戦と総力戦

ﾌ制

ってきた。東条内閣の日米開戦決定、45年の終戦に至るまで

ﾌ迷走する外交と軍部との関わりを検討する。戦争はまた国 御厨　　貴 御厨　　貴

内の政治経済体制をも大きく変えた。戦後につながる変化の

側面を見てみたい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1945年の敗戦：によって帝国日本に代わる新日本の模索が始

まった。アメリカの占領政策と戦争の体験を経た日本人の復

8 占領　と　改革
興への努力とが相まってさまざまな改革が進められた。新憲

@の制定をはじめとするさまざまな改革の過程を検討する。 天川　　晃 天川　　晃

教育は国家百年の計といわれる。近代日本のエリートは、

9 エリートと教育

学校教育の体系を通じて試験による業績主義による選抜によ

ﾁて補充されてきた。戦後の改革：によって学校教育の体系は

蛯ｫく変化した。このことがエリートの補充にとって持った

ﾓ味はどのようなものだったのか。

天川　　晃

苣~　　貴

天川　　晃

苣~　　貴

第二次大戦後の世界は米ソの冷戦として再編されていっ
た。冷戦は日本の国際社会への復帰にいかなる影響をあたえ

10 冷戦　と　講和
たのであろうか。講和と安保条約の締結を指導した吉田茂の

O交とそれが残したものを検討する。 天川　　晃 天川　　晃

自由民権運動から始まった日本の政党の歴史は戦時には大

11 政党　の　変貌

政翼賛会ですべて解党した。戦後に再出発した政党は「55．年

ﾌ制」．として再編成された。政党と派閥、政治とカネ、政党

ﾌ人材など政党の「近代化」をめぐるさまざまな問題を検討
ｷる。

ヤ天川　　晃

苣~　　貴

天川　　晃

苣~　　貴

60年の安保改訂を経て日本の政治は経済を中心として展開

する。国内の経済開発と福祉が国内政治の大きな問題となつ

12 高度成長の政治
た。自民党政治による福祉国家への道を検討する。

天川　　晃 天川　　晃

高度成長をとげた70年代の日本外交はどのようなものだっ

たのか。日米協調を基軸とする佐藤内閣は沖縄返還交渉を実

13
沖縄返還と日中国
��

現させたが、日中国交回復は田中内閣の手に委ねた。石油危

@を経てアジアに目を向ける国際関係を検討する。
同　上 同　上

低成長時代を迎えた「経済大国」の国内の課題は財政の再

建であった。行政改革から消費税の導入、そしてリクルート・

14 「経済大国」の動揺
スキャンダルの中で「昭和」の終焉を迎える。昭和末期から

ｽ成につながる時期の内政を検討する。
同　上 同　上

冷戦の終結から湾岸戦争を経て自民党一党支配が終わり、

日本政治は再編成の時期を迎える。外国の日本研究者とのイ 天川　　晃 天川　　晃
15 20世紀の閉幕 ンタビュー等を含めて20世紀の日本政治の遺産を総括し、21

世紀への課題を展望する。 御厨　　貴 御厨　　貴
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＝現代経済学（’01）　＝（TV）

〔主任講師 新飯田　宏（関東学院大学特約教授）〕

全慧霰蹴している世界繍に対応して、現代の繍学も新しい発展を遂げつつある．この講義では、現代繍学の

共有財産になっている基礎理論をできるだけ正確に説明し、現在重要性を増している問題のいくつかをとりあげ・経済

学がいかなる解答を興えられるのかを示すことにしたい・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現代経済学の体系

　現代の経済問題を説明する学問体系として、現代経済学がど
ﾌような分析方法をとっているのかを概説する。具体的には、
攪_モデルの性格、ミクロ分析とマクロ分析、実証的経済学と
K範的な経済学、などの経済学の諸分野について説明する。

新飯田　宏
i関東学院

蜉w特約教
�j

新飯田　宏
i関東学院
蜉w特約教
�j

2 家計の行動
　家計の選好を示す無差別曲線を用いて、消費者行動、労働供
求A貯蓄行動について説明する。．

同　上 同　上

3 企業の行動
　利潤を最大化しようとする企業が、どのように費用最小の生
Y方法を選択し、どのように産出量を決定するのか、また生産
v素の需要量を決定するのかを説明する。

同　上 同　上

4
競争市場の均衡と

L効性

　完全競争市場の均衡がどのような性格を持ち、役割を果して
｢るのかを交換、生産、消費者主権の観点から説明する。

同　上 同　上

5
不完全競争と産業

g織

　市場構造のタイプにしたがって、独占・寡占・独占的競争の
cfル分析を説明し、完全競争市場における成果と比較する。
ﾆ占禁止法との関係についても明らかにされる。

同　上 同　上

6
市場の失敗と公共

ｭ策

　いわゆる市場の失敗といわれる事例（外部性、公共財、自然
ﾆ占）について説明し、公共政策による資源配分の改善の可能
ｫについて説明する。また情報の不完全性に基づく市場の失敗
ﾆ、政府の失敗についても触れる。

同　上 同　上

7
経済循環と国民所

ｾ

　一国経済の活動水準がどのように測定されるかを産業連関表
�?Sに説明し、　GDP（GNP）をめぐるマクロ経済の循環
}式と、マクロ経済学の主要課題が何かを明らかにする。

同　上 同　上

一一@4　O　9一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

いわゆる有効需要理論にしたがって、総需要と総供給の一致

8
国民所得水準の決 から、国民所得水準が決定されるモデルについて説明する。乗

迫攪_、オープン・マクロの経常収支の決定についても触れ 新飯田宏 新飯田宏
る。

国富を構成する実物資産と金融資産の経済活動における役割

9 貨幣と利子・所得
を説明しつつ、貨幣量と利子率の関係を明らかにする。貨幣市
黷ﾌ需給均衡：を通して所得と利子率がどのような関係にあるか

同　上 同上
をLM曲線によって説明する。

消費関数（ケインズ型短期消費関数とライフサイクル型長期

10
消費・投資と利子

ｦ
消費関数）と投資関数について説明し、財市場の均衡条件から
hS曲線を導き、　IS・：LM両曲線によって所得と利子率の同時決定 同　上 同　上

のメカニズムを説明する。

11
財政政策と金融政

　経済安定化政策として利用される財政・金融政策の手段につ
｢て説明し、それぞれの政策効果をIS・LM曲線によって比較検
｢する。

同　上 同　上

12
インフレーション
iデフレーショ
刀jと失業

貨幣供給・GDP・物価の関係を明らかにしつつ、軍門クン法
･・フィリップス曲線について説明する。インフレ予想と自然
ｸ業率、スタグフレーション、デフレーションについて説明す
驕B

同　上 同　上

経常収支に対する3つの考え方を説明し、それぞれに対応す

13 国際収支と為替
戟[ト

る経常収支調整政策を紹介する。次いで、為替レートの決定を
?q平価説から説明する。また、経常収支の調整に国際協調は

同　上 同　上

必要かどうかについても説明する。

国民経済の供給能力が増大する要因を説明し、均衡：成長径路
14 経　済　成　長 の安定性、および貯蓄率・技術進歩率の変化が均衡成長径路に 同　上 同　上

及ぼす影響について明らかにする。

景気循環の型と周期についての通説を紹介し、景気循環発生
のメカニズムを説明する。ついで、ケインジアン，マネタリス

15 景　気　循　環 ト、最近の新ケインズ派の景気循環についての考え方を比較す 同　上 同　上
ることで、マクロ経済についての各学派の意見対立の核心を検
回する。
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＝産業社会と消費社会の現代（‘03）＝＝（TV）
　　　　　　　　一貨幣経済と不確実な社会変動一

　　　〔主任講師：　坂井　三思　　（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　現代の産業社会・消費社会では、財や貨幣を通じて、多くの人びとが相互依存関係を結んできている。生産を通じて財を

造り出し販売する過程で「産業社会」を生成し、この販売された財を購入して使用する過程で「消費社会」を形成する。こ

れらの社会では、共通に「貨幣」を媒介とする経済社会を営んでいる。この講義では・変動激しい経済社会が貨幣経済を媒

介として、どのような人間関係を形成し変化していくのかについて考えていくことにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

この章では、人と物とを媒介する経済社会がどのようにし

て誕生したのかについて、その原点を考える。経済社会のひ 坂井　素思 坂井　憎憎
産業社会と消費社 とつの原型である「交換」作用に注目して、経済がいかに社 （放送大学助 （放送大学助

1
会の起源 会を形成するかを見る。産業社会から消費社会へ転換する現 教授） 教授）

実を取材しながら考察する。

貨幣は、人と人、人と物の間を媒介する基本的なメディア

2

貨幣一貨幣はいかに社

?�汲ﾔか

である。現代社会では、このような貨幣がどのようにして生

ｬされ、またどのような役割を担っているのか。産業社会と

ﾁ費社会の中で、　「貨幣」とは何かということについて・こ
同　上 同　上

の章では考えてみる。

手を使って労働を行うことは、人間にとって本源的な活動

労働 である。このような労働の本質について、職人経済のなかの

一労働はどのよう 手仕事を見ながら考えていく。また、労働の持つ分業の意味 同　上 同　上
3 な人間関係を生産 についても見ていく。

するか

産業社会のなかで、市場経済のもつ利点は何か。また、企

市場と組織 業組織はなぜ組織を形成するのか。これらの比較を通じて・

一市場経済のなかに 企業制度の組織上の特質を考えていく。 同　上 同　上
4 なぜ企業が形成さ

るか

産業社会の発展の中で、企業経済は「規模の経済」を追求

5

生産と規模一なぜ企業は規模ム
し、生産性を向上させ、大量生産のシステムを形成してきて

｢る。このような大量生産体制がいかにして形成されてきた 同　上 同　上

大を行うか
のかについて考えていく。

産業社会のなかでも、とりわけ企業家の仕事は特別のもの

6

管理と経営一なぜマネジメン
と考えられている。企業家の機能とは何か、また企業でのマ

lジメントの働きについて見ていく。 同　上 同　上

トは必要か

産業社会では、産業精神とビジネス精神とが分かちがたく

7

ビジネスと産業一

ﾈぜビジネスは生
ﾜれるのか

存在している。この章では、産業社会に対する金融・商業の

e響について見ていく。ビジネスによる産業社会への影響を

ｩながら、貨幣社会のなかの金融・商業の意味について考え

驕B

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師・名

（所属・職名） （所属・職名）

現代のストック経済のもとでは、所有の考え方が変化して

所有 きている。人びとの財産制が、現代において、どのように変

8 一なぜ財産の意味 化してきたのかについて見ていく。
坂井　素思 坂井　三思

は変化するのか

戦後の大衆消費社会進展について考える。所得水準の上昇

消費と所得 とともに、消費も増大する。これらは、日本の勤労者層のラ

9 一消費社会はいか
ﾉ成立してきたか

イフスタイルを反映してきた。耐久消費財を事例にとりなが

轣A現代日本の消費社会の特徴を見る。
同　上 同　上

経済社会のサーヴィス経済化が進んでいる。なぜサーヴィ
サーヴィス ス消費が増大し、サーヴィス産業が増加するのか、その要因

10
一なぜサーヴィス

ﾁ費は増大するの
について考える。

同　上 同　上

か

広告の持つ消費者と生産者の媒介機能について見ていく。

広告 消費者の信頼を維持し、企業価値を高めることが、現代企業

11 一ブランド広告は
ﾈぜ必要か

では重要になってきている。経済社会のなかでの広告の意味

ﾉついて考える。
同　上 同　上

経済活動が文化として定着する場合がある。流行現象や趣味

流行 現象を取り上げながら、消費社会のなかの文化現象を探る。

12 一文化消費はなぜ生 同　上 同　上
ずるのか

産業社会と消費社会の接点には、一方では生産活動を行うう
余暇 えで「勤労」を奨励する考え方があり、他方では消費活動を

13
一産業社会と消費
ﾐ会の間の矛盾は

行ううえで「怠惰」を奨励する考え方がある。このような現
繻o済社会の矛盾点について考える。

同　上 同　上

なぜ生ずるか

「市場の失敗」と「政府の失敗」とが同時に生起するのが、
環境 今日の経済社会の現実である。この章では産業社会と消費社

14
一経済社会の公共

竭閧ﾍいかに解決
会における外部経済の問題を取り上げる。経済社会の外部経

ﾏを内省的な問題として考え、このようななかで、経済社会
同　上 同　上

されるか の公共性はいかにあるべきかについて考える。

現代の経済社会は、貨幣経済・金融経済によって大きな影

響を受けている。現代資本主義も変化して、かつての貨幣の

15
産業社会と消費社
?ﾌゆくえ

フロー・ストックとは異なる傾向を見せている。このような

ﾈかで産業社会と消費社会は、どのような変化を遂げていく
同　上 同　上

のか、展望を試みる。
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＝財政学（POO）＝（TV）

　〔主任講師　宮島　洋（東京大学教授）　　　　〕
〔主任講師　井堀利宏（内閣府経済社会総合研究所総括政策研究官（併）・東京大学教授）〕　ノ

全体のねらい
　現代社会における財政の役割・制度・経済的影響は極めて複雑である。本講義では、政府の範囲と構成・公共支出・
予算、租税・公債、社会保障等に関する平易な制度分析と経済分析を通じて、現代財政の仕組みと経済的機能を解説す
る。その際、急速な高齢化、国際化、情報化等の経済社会の動向と財政との相互関係を重視したい・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

井堀利宏 井堀　利宏
（内閣府経 （内閣府経

済社会総合 済社会総合

1 財政学とは何か
　財政学ではどのような内容の講義をするのか、実例を取り上
ｰながら、これからの講義の構成を説明する。

研究所総括
ｭ策研究官

研究所総括
ｭ策研究官

（併）・東 （併）・東

京大学教 京大学教
授） 授）

財政制度の中心的な役割をもっている予算について、日本の

2 予　　　　　　算 制度を念頭に置きながら説明する。また、予算ができるプ三二 同　上 同　上

スについてもふれる。

政府の経済活動の役割を、支出面から説明する。財政の果た

3 政　府　支　出 すべき機能を取り上げるとともに、日本の政府支出の概要を説 同　上 同　上

明する。

4 政　府　収　入
　政府収入の中心である租税の概要を説明する。また、公債発
sの制度的側面にもふれる。

同　上 同　上

日本の地方財政制度の概要を説明する。地方交付税の役割や

5 地　方　財　政 地方税の構成などもふれる。また、地方分権のあり方も取り上 同　上 同　上

げる。

財政政策の考え方を、マクロ経済の安定化政策を中心として

6 財　政　政　策 説明する。また、戦後日本の財政政策の流れについてもふれ 同　上 同　上

る。

7 公　債　発　行
　公債発行がマクロ経済にどのような影響を与えるかを説明す
驕Bまた、公債発行と世代間の負担の関係についてもふれる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

財政支出に占める社会保障の比重は大きい。日本の公的年金
8 社　会　保　障 の概要を説明するとともに、高齢化社会での社会保障の問題点 井堀　利宏 井堀　利宏

にふれる。

9 租　税　体　系

　経済や公共部門の発展に伴う租税制度の歴史的推移、日本の
d税制度の特色、租税負担率の国際比較、課税ベースと納税義
ｱ者による租税の分類、公平・中立・簡素という租税制度の評
ｿ基準などについて説明する。

宮島　　洋
i東京大学

ｳ授）

宮島　　洋
i東京大学

ｳ授）

国際的にも租税制度の柱である個人所得課税の仕組み（課税
所得、税率構造等）、負担構造、税務行政、経済的影響等を説

10 所　　得　　税 明する。さらに、国際化、高齢化、情報化等を背景とした、最 同　上 同　上

近の所得税改革の論議を紹介する　。

日本の租税制度において比重の高い法人課税について、課税

11 法　　人　　税
の根拠、所得税との関係、課税利潤の算定方法、企業組織や投
早E資金調達への影響等を説明し、併せて、経済の国際化に伴

同　上 同　上

う国際課税の動向を紹介する。

消費課税の種類や特徴を指摘した後、主に付加価値税（日本

12 消　　費　　税
の消費税）について、歴史的な推移、課税ベースの定義、税率；構造、納税・徴税の仕組み、経済的な影響、負担の特徴、国際

同　上 同　上

貿易上の取扱いなどを説明する。

金融資産や実物資産のフローとストックの関係をまず明らか

13 資　　産　　税
にし、続いて、資産の保有・移転に関する租税に焦点を当て、
ｻの租税制度における役割、課税の仕組み、経済的な影響につ

同　上 同　上

いて説明する。

市場では必ずしも適切に供給されない公共サービスである公
14 公　　　共　　財 共財の理論を説明するとともに、市場経済における政府の役割 井堀　利宏 井堀　利宏

をまとめる。

21世紀を展望したときの日本の財政問題を説明する。公共部
15 今後の財政問題 門の規模と役割、公債発行の大きさ、社会資本整備のあり方、 同　上 同　上

国際化、高齢化社会の財政問題などを論ずる。
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＝・ 総ﾛ経済学（’01）＝（R）

〔主任講i師 大山　道広（慶磨義塾大学教授）〕

塞雛高高両両十両；繍高畠慰三雲二二驚ま鯵鰭灘蔀嚢麗論羅懸1こ騨

わっているかについても理解を深めるため事例やデータをあげて説明したい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
国際経済学の課題

ﾆ方法

　グローバリゼーションの時代にあっても、国際経済の最小単
ﾊとしての国民経済の意義は失われていない。国際経済学は国
ﾆ間の経済取引を分析する。国際貿易理論はその実物的側面
ﾉ、国際金融理論はその金融的側面に光をあてる。その概要に

ﾂいて述べる。

大山　道広
i慶磨義i塾

蜉w教授）

大山　道広
i慶磨義塾

蜉w教授）

2 国際貿易の均衡

　国際貿易理論の目的は、財・サービスの国際経済取引の決定
v因とその経済的意味を解明することである。そのため・貨幣
�ﾌ象し、経常収支が均衡するような「長期均衡」に焦点を絞
驕B国際貿易理論の基本的なモデルを示し、貿易均衡の概念を

燒ｾする。

同　上 同　上

3
国際分業と労働生

Y性

　国際貿易は、各国が比較的得意とする財の生産に特化した分
ﾆ、すなわち国際分業に基づいて行われる。ここでは・労働生
Y性の国際的差異によって国際分業を説明するリカード●ミル
ﾌ比較生産費説をとりあげ、比較優位、貿易利益の概念を明ら

ｩにする。

同　上 同　上

4
国際分業と要素
椛ｶ

　希少な生産要素は労働のみではない。労働、資本などの生産
v素の賦存状況は国ごとに異なっており、このこともまた国際
ｪ業の重要な根拠となる。ヘクシャー・オリーンの国際貿易モ
fルを解説し、国際分業、国内所得分配への含意を示すb

同　上 同　上

5
国際分業と収穫
?

産業に収穫逓増の現象が見られるとき、比較優位の差異がな
ｭても国際分業が行われ、貿易利益が得られる。収穫逓増に加
ｦて製品差別化の概念を導入することにより、現代の国際貿易
ﾉ重要な地位を占める産業内貿易を説明する。

同　上 同　上

6
経済成長とトラン
Xファー問題

　経済成長のスピードは国によって異なり、先進国と途上国の
i差が問題になっている。これまで学んできた国際貿易の基本
cfルを用いて、各国の経済成長や国際的な所得トランス
tァーが国際貿易にいかなる影響を及ぼすかについて検討す
驕B

同　上 同　上

7
国際投資と技術
ﾚ転

　国際貿易はいわゆる商品貿易に限られるものではない。資本
站Z術も貿易の対象となる。国際投資は資本サービスや技術の
f易をひきおこす。ここでは、間接投資によって生じる資本移
ｮと直接投資に起因する技術移転について、その要因と効果を

沒｢する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

政府が実施する経済政策を国内政策と貿易政策に分類し、そ
の政策手段を説明する。貿易政策の代表的な手段である関税政

8 貿易政策の理論 策に注目し、それが国際交易条件、国内価格、ひいては国内所 大山　道広 大山　道広
得分配に及ぼす効果を見る。これに基づいて輸入数量制限の効
果を類推する。

自由貿易論はいっさいの保護貿易政策の撤廃を主張する。そ

9 資源配分と保護
f易

の経済学的な根拠は、一定の条件のもとで自由貿易が世界の資
ｹを最も効率的な利用を保障するという命題によって与えられ
驕Bこれに対する保護貿易論の根拠を紹介し、批判的に検討す

同　上 同上
る。

自由貿易論にしても保護貿易論にしても、単純に経済学的な

10
保護貿易の政治経

ﾏ学
根拠だけで理解できるものではない。そこには、国内の所得分
zに関わるさまざまな政治的要因が絡んでいる。最近の保護貿 同　上 同　上

易の政治経済学的分析について解説する。

実物的な財・サービスの国際移動が実現するためには、国際

11 国際金融と国際
緖x

決済、すなわち代金の受け払いが必要である。国際金融を含む
総ﾛ経済取引の総合的記録体系としての国際収支表の見方を解
烽ｷる。最後に、国際収支の均衡とは何かを明らかにし、不均

同　上 同　上

衡の調整メカニズムについて述べる。

各国はそれぞれ独自の通貨を発行している。異なる通貨間の
交換比率、すなわち為替レートがいかに決定されるかは、国際

12 為替レートの理論 金融の基本問題のひとつである。伝統的な購買力平価説、最近 同　上 同　上
のストック均衡理論など、為替レート決定の諸学説を解説す
る。

国際経済のマクロ的連関は、マクロ経済学のモデルに為替

13
マクロ経済と国際
I連関

レート決定の理論を組み込むことによって分析できる。簡単な
総ﾛ経済のマクロモデルを設定し、財政金融政策が為替レート 同　上 同　上

や内外経済に及ぼす効果と国際収支の調整過程を考察する。

最近の地域経済統合の「第2の波」に注目し、その動向を概

14 地域経済統合
観する。地域経済統合は、自由貿易地域、関税同盟、経済同盟
ﾈど種々の形態、段階のものがある。地域経済統合のの理論的 同　上 同　上

理解の基礎となる関税同盟の理論を説明する。

国際経済関係が緊密になるにしたがって、さまざまなレベル

15
国際協調と貿易・

燉Z体制
で国際的な政策協調が必要ととされるようななった。その基本
Iな理念を明らかにし、GATT／WTOの生成、その経済的 同　上 同　上

意義を論じ、国際通貨制度の過去・現在・未来を展望する。
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＝目本経済史（‘03）＝（R）

〔主任講師（現職名）：山崎志郎（東京都立大学教授）〕

全体のねらい

本講義では幕末から1980年越にいたる近現代日本の社会経済の変容を概説する。資本主義経済は、社会的生産・交換・

消費を市場機能によって実現するシステムであるが、そこにはさまざまな伝統的秩序による規制や政府の介入があり・

市場そのものも産業・金融の発展段階に応じて変容した。こうした市場の特性に注目しながら、経済発展の推移を論じ

る。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
幕末の経済発展段
Kと開港の影響

単婚小家族の農業経営、身分秩序、武士団の都市集住、鎖国

ｧなど幕藩体制の基本骨格が18世紀以降次第に解体し始め、

許亦i階では広範な小商品生産が浸透しつつあったこと、海
`によって世界市場と結びつくことによって、綿製品市場、

A出商品市場に劇的変化が起こったことと、そしてその歴史

I意味を解説する。

山崎　志郎

i東京都立大

w教授）

山崎　志郎

i東京都立大

w教授）

2

明治維新

齦阜囀I諸制度の
�ﾌ一

国家的自立を目指す明治政府によって、集権的国家諸制度の

¥築と封建的諸制度の解体が進められ、伝統的身分的規制が
Oされた市場経済が本格的に始動したこと、その一方で農民
ﾉ対しては重い公租が課され、世界市場の規制を受けるなか

ﾅ、小商品生産者の多面的発展は困難であったことなど、近
纉坙{の出発点が抱えた世界史的規定性を解説する。

同　　　上 同　　　上

3

殖産興業政策

齔ｭ府主導から民
ﾔ支援ヘー

明治政府が目指した近代化政策の試行錯誤を政府の財政事情

ﾆあわせて概観し、官営方式の失敗の原因を検討する。そし
ﾄ政策基調が金融機関の整備と金融手段を通じた民間支i援へ

ﾆ推移することを解説する。また政策に協力形で突出した成

ｷに成功した財閥の特異な成長についても触れる。
同　　　上 同　　　上

4 諸産業の発達

1880年代に始まる本格的工業化の進展について、近代技術を

ﾚ植した民間および国営の諸産業、在来的技術の基礎の上に
ｭ達した産業、それぞれに概観し、　「産業革命」のもたらし

ｽさまざまな影響を説明する。 同　　　上 同　　　上

5
20世紀初頭の日
{経済

近代国家の諸制度を整え、税制・通貨制度の整備、国際競争

ﾍの部分的達成など経済諸制度の一応の完成をみた時；期の日

{経済特質を、国際分業・植民地帝国・都市と農村などの観

_から概観する。 同　　　上 同　　　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6
第1次世界大戦の
Cンパクトと日本
o済

世界経済における後発国的地位を脱し、産業の高度化のスプ

潟塔O・ボードとなった、第1次体制のインパクトを、その
g及経路に沿って説明し、空前の好景気、長期の金融緩慢、

d化学工業化の飛躍的進展を概観する。
山崎　志郎

i東京都立大

w教授）

山崎　志郎

i東京都立大

w教授）

7

1920年代重化学工
ﾆ化と産業組織の
ﾏ容一市場の組織化一

産業構造の重化学工業化の進展とともに、重化学工業製品市

黷ﾌ組織化が急速に進むこと、金融機関の巨大化と系列化や
ﾘ券市場の形成などによって巨大な資金市場とネットワーク

ｪ形成されるようになったこと、大経営の増加を基に労働者

g織が形成されはじめたことなど、市場が組織されるようす

�T観する。

同　　　上 同　　　上

8

第1次大戦ブーム
@　の金融問題一金本位制下のバ

u
ル
の
形
成
と
崩
壊
一

安定的な通貨・金融システムと考えられていた、金本位制の

ｺで第1次大戦ブーム期にバブル経済が発生し、20年恐慌が
ｭ生したメカニズムを解説し、その際の金融機関救済や関東

蜷k災時の前後処理の問題点を指摘し、1927年金融恐慌に至
驩ﾟ程を説明する。

同　　　上 同　　　上

9
世界恐慌とその回

怏ﾟ程

1920年不況の解決策として緊縮的財政・金融政策と種々の産

ﾆ合理化政策が選択されたこと、世界恐慌のなかでこれが結
ﾊ的に昭和恐慌に至ったことを説明した上で、農業関連部門

ﾌ打撃の大きさに比して、工業部門について見れば、世界的

ﾉは短期的短期的な恐慌であったことを概観する。
同　　　上 同　　　上

10
昭和恐慌と経済政
�ﾌ現代化

恐慌回復期の諸政策には1970年代頃まで継続された現代経
ﾏ政策の原型が見られた。積極的財政・金融、組織化を進め

骼Y業組織政策などについて、その後の変容にも触れながら

�烽ｷる。 同　　　上 同　　　上

11
戦時統制経済の運
cメカニズム

世界経済との関係を次第に切り離されながら、限られた資源

�嵭ｪ的に重点利用するための経済総動員体制が構築される

o緯を概観し、原材料資料、製品市場、金融市場、労働市場

ﾌ組織化・計画化とそれがどのように資本主義的に機能した

ﾌかを解説する。
同　　　上 同　　　上

12
経済復興と戦後経

ﾏ改革

戦時同様に世界経済と接点を制約されながら、復興のための

攝ｧ経済が実施されたこと、経済の非軍事化・民主化の名目

ﾌ下で、資本・証券所有構造、産業組織、政府の市場介入方

ｮ、労働者の地位などに大きな変化がもたらされたことを説

ｾする。
同　　　上 同　　　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講＝師　名

（所属・職名） （所属・職名）

安定した世界経済秩序の下で、時代状況に応じた税制・金融

政策、産業支援措置が取られ、高度成長がスタートしたこと、

また資本自由化・貿易自由化の課題にそって政府による市場 山崎　志郎 山崎　志郎

13
戦後高度経済成長
ﾆ経済政策体系

介入の方式にも種々の変化が生じたことを説明する。 （東京都立大

w教授）

（東京都立大

w教授）

産業構造の高度化、地域開発と農村社会の変容、就業構造の

変化、企業間取引関係、世界経済での地位の上昇など、さま

ざまな視点から高度成長による市場の変化を概観する。

14 高度経済成長 同　　　上 同　　　上

ニクソン・ショック、オイル・ショックを経て低成長；期に移

行ずるとともに、素材産業の大型設備投資と安価で大量な製

品供給を起点とする成長が行き詰まり、先進諸国ではハイチ

15 激動の幕開け
ク高付加価値産業へのシフト、諸産業の情報化が成長を支え

骼梠繧ﾆなったことを概観する。これとともに業界による市
同　　　上 同　　　上

場組織化、企業間や銀行企業間の相対（あいたい）的関係や

政府による市場介入なども情報化時代の市場に適合しない面

が指摘されるようになったことを説明する。
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＝欧米経済史（’99）＝（R）

〔主任講師 藤瀬　浩司（愛知淑徳大学教授）〕

全体のねらい
　現代社会は資本主義という社会システムから成り立っていますが、この講義では資本主義の経済発展を、イギリス産
業革命から現在までの約2世紀を中心に考察します。資本主義の発展に見られる大きな枠組みや流れに重点を置き、ま

たとくに資本主義を構成する国民国家と世界経済という2つの要素に注目したいと考えます。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1

1。歴史社会とし
ﾄの資本主義

､同体社会と資本
蜍`

　資本主義は16世紀に登場し、イギリス産業革：命によって成立
ｵた歴史社会です。これ以前の歴史社会は共同体という関係を
賰bとした、資本主義とは異なった社会システムでした。共同
ﾌ社会の基本的性格とともに、完成された市場経済としての資
{主義の特徴を考察し、さらにその構造と変動に関する予備概
Oを説明します。

藤瀬　浩司
i愛知淑徳

蜉w教授）

藤瀬　浩司
i愛知淑徳

蜉w教授）

14世紀半ばから15世紀に西ヨーロッパでは市場経済の発展を
伴った封建杜会の：解体が始まります。15世紀末の地理上の発見

2
資本主義社会の誕

ｶ
によって資本主義は急速に展開し、ヨーロッパを中心とした世
E経済が生成します。こうした世界経済の分業体制、中心諸国

同　上 同　上

の経済発展や経済政策、さらにイギリス産業革命の前提条件を
検討します。

イギリス産業革命によって資本主義は本格的に展開を開始し

皿。19世紀資本主 ます。産業革命の過程、；最初の産業革命としての特徴、イギリ

3
義 スの産業や社会、また世界経済に対する影響を考察し、さらに

ｯ時期のフランス革命など欧米の諸変革を検討します。またイ
同　上 同　上

イギリス産業革命 ギリス産業革命を起点とする19世紀の資本主義発展の段階と局
面を概観します。

19世紀中葉イギリスは自由貿易政策に転換します。これとと
もに、労働、企業組織、金融などの面で制度改革が進みます。

4
イギリス資本主義

ﾌ成熟
イギリス資本主義は19世紀の第3四半期に大きく成長し、世界の
H業、商業、金融の中心としての地位を確立します。自由貿易

同　上 同　上

と平行する制度改革、イギリス型産業組織と金融組織について
検討します。

運輸革命と自由貿易体制はユ9世紀第3四半期の世界経済の拡張

資本主義世界の をもたらしました。この回の講義では、こうした世界経済の拡

5 拡張一工業化の 張に中で、西ヨーロッパの国々やアメリカ合衆国が工業化を進 同　上 同　上

第2の波 め、それぞれの資本主義を確立し、そしてイギリスを核とした
資本主義世界の中心を形成する過程を考察します。

中心諸国の政治的経済的拡張は、地球上の広範な地域を世界

6

周辺経済の分極化一周辺工業化と周

ﾓ従属地域

経済の中に組込み、旧周辺地域を含めて新しい分業体系を創り
oします。一連の周辺諸国は欧米に対抗して工業化を実現しよ
､とし、また他の地域は世界市場向けにもつばら原料や食糧を
沂汲ｷる地域に転化されます。周辺的工業化と周辺従属地域の

同　上 同　上

特徴を考察します。

1873年の世界恐慌以後約4半世紀は通常大不況と呼ばれている
時期です。しかしこの時期は景気循環の「不況」ではありませ

7 19世紀末大不況
ん。世界的に価格や利子率は低水準に留まりましたが、経済成
ｷは鈍化したものの持続していました。大不況期の構造変動

同　上 同　上

を、生産方法における変化、世界市；場の再編成、社会・政治的

動向について検討します。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8

皿。20世紀資本主
`20世紀資本主義発

Wの特徴

　20世紀の資本主義は19世紀に見られた資本主義とは異なった
ﾁ徴を持っています。20世紀資本主義は曲折を経ながらも、ア
＜潟Jにリードされアメリカを中心に構成されていった資本主
`です。その構造や特徴を概括するとともに、最近の統計的整
揩ﾉ基づいて全体の時期を2つの段階と4つの局面に区分しま
ｷ。

藤瀬　浩司 藤瀬　浩司

19世紀末から新鋭産業において一連の大型企業体が出現しま
す。大型企業体は大量生産・大量流通により低コストを実現

9 大型企業体の出現
し、巨大な市場を創出していきます。こうしたタイプの企業体
ｪ成長し、様々な分野を支配していく過程が、20世紀資本主義

同　上 阿上
の発展の原動力になります。大型企業の特徴と社会経済への影
響を検討します。

世界経済の稠密化の中で、20世紀初めに世界経済の新たな構
造が現れます。第1に中心機能が、金融の中心と工業生産の中心

10
世界経済の拡張と
総ﾛ金本位制

に分化し、第2に周辺的工業国が形成され、最後に世界的規模で
ｴ料・食糧供給地が開発形成されます。こうした構造の特徴、

同　上 同　上

その上に成立する多角的貿易決済システムや国際金本位制を考
察します。

二つの世界大戦は列強諸国の帝国主義的対立を原因としてい
ます。植民地帝国のイギリスやフランスに対抗して、多くの後

11 帝国主義と戦争
発国は自身の支配地域を獲得しようとしました。こうした対立
ﾌ根源、支配地域における独立運動や反帝国主義運動、社会主

同　上 同　上

義との関連、新しい選択としてのウィルソンの政策構想につい
て検討します。

第一次大戦後ヨーロッパの経済回復は遅れ、また農業諸国は

12
両大戦間期経済と

蝠s況

原料・食糧の供給の過剰に悩まされましたが、アメリカはその
走{輸出によって世界経済をともかく維持し、国内経済の繁栄
�搦�ｵていました。この回は、1920年代経済の特徴：とアメリ

同　上 同　上

カを起点とする大不況の発生過程を考察します。

アメリカのニューディール、ドイツのナチズムなどの大不況
アメリカ体制の 克服の試み、また戦時経済から戦後改革にいたる経済・社会政

13 成立一大不況克服 策、さらにはアメリカを中心とした戦後の国際的政治経済体制 同　上 同　上
の道 の形成を考察することによって、第2次世界大戦後の経済発展を

支える制度や政策がいかに創出されたかを考察します。

20世紀の第3四半期に多くの資本主義国が高水準の経済成長を
達成します。アメリカ型の生産方式が西欧や日本に広がり、新

14
資本主義の黄金時
繧ﾌ光と影

しい分野を支配してゆき、同時に国家は経済成長のため総合的
闥iを講じました。しかし国際的には発展途上国問題や社会主

同　上 同　上

義経済の行詰まりが発生しました。黄金時代の構造と問題点に
ついて検討します。

黄金時代の経済成長は、1960年代末から70年代にかけて悪性

15

成長国家の終焉と
Vしい時代のはじ
ﾜり

のインフレーションの進行と戦後国際金融システムの崩壊に
謔ﾁて終わります。従来の制度や政策が有効制を失い戦後の国
ﾛ体制が大きく変化する過程を考察するとともに、情報革命、
o済のグローバル化、アジア経済の成長など新しい資本主義の

同　上 同　上

方向を展望します。
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二経済学史入門（’01）　＝：（TV）

〔主任講師 根岸　　隆（日本学士院会員）〕

梓弓鞭縦隔£あ同病灘欝翻高言蕪とする・懸

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
経済学史をなぜ学

ﾔのか

　主流派である新古典派のほかに、さまざまな学派が存在すす
骭ｻ代経済学の状況について述べ、なぜ経済学の歴史を学ぶの

ｩを考える。

根岸　　隆
i日本学士

@会員）

根岸　　隆
i日本学士

@会員）

2 経済学のあけぼの

　経済学のあけぼのである重商主義（マーカンティリズム）と
d農主義とを概観する。ことに、後者におけるケネーの「経済

¥」に注目する。

同　上 同　上

3 A・スミスと
u諸国民の富」

　　　　　　　　　「諸国民の富」により古典派経済学を創始重商主義を批判、

ｵたアダム・スミスについて概説する。ことにその経済成長論
ﾉついて検討し、マルサスの批判にも言及する。

同　上 同　上

4
リ　カ　一　ド　の

錘挙I分配論

　古典派経済学の代表的理論家であるリカードの経済学、こ重に資本家、労働者、地主の諸階級間の分配に関する理論を検討

ｷる。

、　同　上 同　上

5 比較生産費説

　国際貿易に関するリカードの比較生産費説について概説す
驕B英国、ポルトガル、服地、ワインをめぐる有名な数値例に
ﾂいての疑問を検討し、さらにリカード理論による交易条件
i国際的な財の交換比率）の決定可能性について考察する。

同　上 同　上

6 J．S．ミルと
ﾀ金基金説

　古典派経済学の二二であるJ．S．ミルの経済学を概観す
驕B古典派経済学における賃金基金説の意義をあきらかに』・
¥ートンの批判に対してミルがそれを放棄したわけを検討す

驕B

同　上 同　上

7
マル　ク　ス　と

u資本論」

　古典派経済学を継承しながら資本主義の歴史性を主張したマ
泣Nスの「資本論」を概観する。等価交換をつうじて資本が労
ｭを搾取するというなぞを解明する。

同上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 利潤率低下法則
　マルクスの利潤率低下法則を概説し、それを否定するわが国の柴田・置塩の定理を数値例によって解説する。

根岸　　隆 根岸　　隆

9 古典派経済学と
ﾀ　界　革　命

　古典派経済学のまとめとして、現代経済学にとってその意義を検討する。さらに、1870年代における古典派経済学に対する限界革命、新古典派経済学の誕生について概説する。

同　上 同　上

10 クーールノーの

迫搆o済学

　クールノーの先駆的な独占理論、寡占理論、完全競争理論についてのべ、その考え方が現代経済学におけるゲームの理論の

ｻれにつながることをあきらかにする。
同　上 同　上

11
ワ　ル　ラ　ス　と一般均衡理論

　市場経済の原理を求めて新古典派経済学の中心的な理論である一般均衡理論を展開したワルラスと、その後継者であり厚生経済学の基本定理（競争的資源配分の最適性）に関する重要な概念を提示したパレートの経済学を説明する。

同　上 同　上

12 ジェボンズと
ﾙ　定　行　動

　ワルスラとはことなった方法で市場均衡を解明したジェボンズとエッジワースのアプローチ、ことに有名なエッジワースのボックスダイアグラムについて説明する。

同　上 同　上

13 メ　ンガー　と
Iーストリア学派 同　上 同　上

14 マーシャルと
Pンブリッジ学派

　実際の経済問題を解明するための分析用具を開発したマー
Vャルの経済学、ことに消費者余剰分析による経済厚生論を概
烽ｷる。

同　上 同　上

15 ケイ　ンズの
u一般理論」

　ケンブリッジ学派の自己批判であり、現代マクロ経済学の出発点であるケインズの「一般理論」を概説する。また、ケインズと経済学史の関係についても考察する。

同　上 同　上
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＝コミュニティ論（‘02）＝・（TV）

〔主任講師：　倉沢　進（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　コミュニティは、欧米における社会的現実であると共に、日本社会では60年代以降、地域社会の現実を変えて行く一種

の社会目標として、理念化された概念である。この科目では、この多義的な概念を整理すると共に、日本の地域社会の現実

とその問題点を、海外のコミコ．ニティのあり方との対比の中で明らかにして行く。特に日本独自の地域集団とされる町内会

の組織原理と、欧米のヴォランタリ・アソシエーションの比較。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

コミュニティ概念の系譜　牧歌的コミュニティと現代的コ 倉沢　　進

1
コミュニティとは

ｽか

ミュ、ニティ　地域性と共同性相互扶助システムと専門処理シ・

Xテム　両者の最適統合としてのコミュニティ 倉沢　　進
i放送大学教

�j

（放送大学教

�j

]上　　渉
i成践大学教

授）

都市化と地域社会の変容　コミュニティ問題の登場　コミ

ユニティ答申　コミュニティ施策の展開とその倭小化
江上　　渉

2
コミュニティ問題 （成践大学教 同　上
と施策 授）

日本独自とされる地域集団～町内会　く町内原理〉　町内

会は封建的か　町内会はボランティア組織か　地域管理シス

3
伝統的地域集団～ テムとしての町内会

倉沢　　　進 同　上
町内会

親和的コミュニティと自治的コミュニティ　コミュニティ
活動の3類型　自己充実型活動奉仕型活動　問題解決型活動

コミュニティと住

4 民活動 江上　　渉 同　上

伝統的地域社会と祭礼　町内会と祭礼　島閏市の三三　そ

れを支える社会構造　地域社会の変動要因　清水市飯田地区

5
祭礼とコミュニテ

の弥生祭　中核集団と地域社会
倉沢　　　進 倉沢　　　進

イ：二本

イタリア、シエナのパリオ（裸馬競技）　これを支える17

のコントラーダ（地区）　祭礼の会場となるカンポ広場　コン

6
祭礼とコミュニテ トラーダ単位の宴会　コントラーダと町内会 同　上 同　上
イ：海外

日本にはスポーツ文化がなぜ育たないか　愛知県成岩地区

のスポーツクラブ　習志野市秋津小学校の試み　学校と地域

スポーツとコミュ 社会

7 ニチイ：日本 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

スポーツフォアオールとドイツのbreiten　sportニュールン

ベルク市ヴォルゼンドルフ地区のスポーツクラブ地域社会
の機能とスポーツクラブの機能

8
スポーツとコミュ．

jティ：海外 倉沢　　進 倉沢　　進

環境問題とコミュニティ　古都保存と市民運動　小樽の運

河保全　ゴミとコミュニティ 江上　　渉

9
環境とコミュニテ
B：日本

堀川　　三郎

i法政大学助

倉沢　　進

]上　　渉
教授）

アメニティの概念　イギリスのアメニティ集団　フィンチ

レイ・ソサイアティの活動　地域のアメニティ集団と援助組

織　行政の支援

10
環境とコミュニテ
B：海外

倉沢　　進 倉沢　　進

町内会型住民自治　行政末端機構としての町内会　明治の

町内と平成の町内　問題の自己処理　けやきコミュニティセ

11
住民自治とコミュ
jティ：日本

ンター　コミュニティ型住民自治

江上　　渉
倉沢　　進

]上　　渉

ピッツバーグのネーバーフッド・インヴォルヴメント　ボ

ランタリー集団と行政組織　フィリピン　メトロ・マニラの

12
住民自治とコミュ
jティ：海外

バランガイ～ガダルーペヌエボ　町内会型のバランガイ　相

ﾝ扶助システムとしてのバランガイ　行政末端としてのバラ

塔Kイ
倉沢　　進 同　上

町内会の多機能性　青年団・婦人会・老人会・子供会　目

黒区の町内会と住区住民協議会

13
コミュニティと地
鞫g織：日本 江上　　渉 同　上

アメリカ・メーバーフッド連盟（NUSA）　その組織と活
動　イギリスのアメニティ・グループの単独性

14
コミュニティと地
鞫g織：海外

フィリピンのバランガイの全国組織　行政との関係
倉沢　　進 同　上

コミュニティ概念の拡大　地域性は必要条件か　共同性の

契機

15
21世紀のコミュニ

eィ
倉沢　　進 同　上
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＝ジェンダ・一・・e・一・の社会学（‘03）＝（R）

〔主任講師：江原由美子（東京都立大学教授）〕
〔主任講師：山田　昌弘（東京学芸大学助教授）〕

鴛乖離灘聯鶴鷲鍵盤寒在蟹繋蟄懲議欝鵠籠鶏穫虫封導笑講ち

変化、生殖技術の進展など、新たな事象に焦点をあて・ありうべき社会を構想したい・

執筆担当 放送担当
回 テ　一㌧マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

ジェンダー概念の歴史やジェンダーの社会学の意義等につ 江原　由美子

1 ジェンダーとは？

いて解説する。 江原　由美子
i東京都立大

w教授）

（東京都立大

w教授）

R田　　昌弘
i東京学芸大

学助教授）

2 性別とは？

　性別とは何かを、社会学その他の最近の知見から検討する。

ｯ性愛、性転換が問題になっていることや生物学的性別の多

l性などの論点から、私たちが性別と考えている内容を相対

ｻすることを目的とする。

山田　　昌弘

i東京学芸大
w助教授）

同　上

従来「女」　「女らしさ」と考えられてきたことがどのよう

な構成案～成立しているのか、また、従来の「女性観」はど

3 「女」とは何か？
のような問題を含むのかを考察する。 江原　由美子 同　上

同様に、従来考えられてきた「男」　「男らしさ」などに関

4 「男」とは何か？

する社会通念が、どのような異議申し立てにさらされ・どの

謔､な問題を含むのかを、男性三等の知見をふまえて考察す 山田　　昌弘 同　上

る。

　男は仕事、女は家事という性役割分業は、近代社会になっ

ﾄできたものである。仕事と家事との性格のちがい・特に・

「専業主婦」という 家事労働の特徴を学び、専業主婦が誕生した歴史的経緯につ 同　上 同　上
5 存在 いて考察する。

：職場進出する女陛が増え、家庭における夫婦の性役割分業

6
ゆらぐライフコー

X

の見直しが迫られている。しかし、なかなか「男性の収入に
鰍驕v　「家事好きの妻が好かれる」という意識はなくならな

｢。現代日本の恋愛や結婚のあり方を考察することで・未婚
同　上 同　上

化現象の原因をさぐる。

近年の生殖医療の変化・発展にはめざましいものがある。

変わる生殖医療に焦点あてながら、それが親子や血縁などの

変わる出産、変わる 社会関係に与える影響を考える。 江原　由美子 同　上
7 生殖医療
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
男の子育て・女の子

轤ﾄ

　子育ては、母親の役割という意識は今だに強いが、男性の

邇剋Q加も増えいている。変わる育児の様相について考察す
驕B

江原　由美子 江原　由美子

9
変わる日本型雇用

ｵ行

　現代のジェンダー関係をつくってきた重要な構造の一つとしての：職場の意味を論じるとともに、グローバリゼーション

ﾌもとの日本型雇用慣行の変動と、女性労働者の非正規化、

L期雇用化、低賃金化について考察する。

江原　由美子

R田　　昌弘
江原　由美子

10
親密性とセクシュ
Aリティ

　男女の関係と言われるように、異性間の親密関係は、ジェ

塔_ー論の一つの焦点である。現代日本社会における夫婦や
�lなどのカップル関係におけるセクシャアリティーや親密

ｫの問題を、ジェンダー的差異に注目して論じる。
山田　　昌弘 同　上

11
ジェンダー・セクシ

?Aリティと暴力

　近年問題になっている「女性への暴力」をとりあげる。なぜ「女性への暴力」は「暴力jとして認識されにくいのかを、ジェンダー・セクシュアリティという切り口から論じる。

江原　由美子 同　上

12 性　の　商　品化

　「性の解放」と「性の商品化」が同時に進行した20世紀

續ｼの社会史をふまえ、グローバリゼーションの中で人身買
рｪ横行している一方で、　「表現の自由」論「性的自己決定
?論、　「セックス・ワーク」論などが噴出している現状について論じる。 同　上 同　上

13 ケアとジェンダー

　近代社会において、看護や介護などケアは女性性と結びつ

｢てきた。その結果、女性にケア負担が大きくなるという現
ﾀがあった。ケアと女性の関係を考察することによって、男
ｫのケアの可能性を探る。

山田　　昌弘 同　上

14
セラピーとジェン
_ー

　従来の心理療法（セラピー）が含んでいたジャンダー・バ
Cアスを問題として取り上げると共に、フェミニスト・セラピーの成立やその意義について論じる。

@更に、感情産業展開や、セラピーに依存する社会の問題点を取り上げ、今後の社会生活において、セラピーの果たす役割をジェンダーの観点から論じる。 同　上 同　上

15
ジェンダーと社会

ｭ策 江原　由美子 同　上
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＝メディア論（‘01）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　吉見　俊哉（東京大学教授：）〕

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　水越　伸　（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　私たちは、現代の急速なメディア状況の進展と、それに伴うコミュニケーションや文化の混沌とした変化を・どのように

とらえていけばいいのであろうか。この講義の目的は、そのような視座を手に入れるために、私たちの社会とメディアの関

係について歴史社会的な展開、現代的な状況、理論的なアプローチの3つの側面から検討を加えることにある・すなわちこ

こでは、まず17、18世紀における印刷術と書物の普及から20世紀末のサイバースペースの展開にいたるまでを・社会や人
間を捨象して情報技術の可能性ばかりを説く議論からも、情報技術やメディアゐあり方を固定化した議論からも距離を取り

つつ、情報技術、メディア、社会、人間の相互連関のなかでたどっていく。同時に20世紀末のメディアの状況を・デジタ

ル化やモバイル化、グローバル化やメディア環境化といった諸々の動きとをかかわらせながら考えていく。さらにまた・そ

うしたメディアをめぐってこれまでなされてきた諸々も学問的なアプローチについて紹介していく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
メデオア論とは
ｽか

　イントロダクション。これからメディア論において何を、

ﾇのように学んでいくのかを示す。メディアの歴史、メディ

Aの理論、メディアの現在を3つの柱としてテーマを解説し

ﾄいく、吉見と水越の対論形式。

吉見　　俊哉
i東京大学教

�F）

?z　　　伸
i東京大学助

ｳ授）

吉見　　俊哉

i東京大学教
�F）

?z　　伸
i東京大学助

ｳ授）

2
活字メディアの
梠

　印刷術の発明にはじまり、その印刷術を用いてどのような

jュース・メディアが誕生していったかを歴史的に明らかに
ｷる。日本や西欧諸国の具体的な活字メディアを手がかりに、

＜fィア論的な視点から、ジャーナリズムの発展をとらえ返

ｷ。

吉見　　俊哉 吉見　　俊哉

3 映像文化のはじまり

　パノラマや写真の時代から映画の時代への展開課程や、
P9世紀における視覚の革命的変化、映画が発明家たちが想定

ｵたものとは異なる方向で大衆的に発展していった過程など

�A歴史的素材を手がかりに論じていく。

同　上 同　上

4
電話する社会の
a生

　電話と蓄音機が、声を複製するメディアとしてどのように

o場し、いかにして人々にイメージされてきたのか。またそ

黷ｪどのように変化していったのかを考察する。ラジオのよ
､な電話や電話交換手の話、おしゃべり的な電話の利用など、

鮪桙ﾌ日常的なメディア現象を取り上げていく。

同　上 同　上

5
オーディエンスの

｢る場所

　ラジオやテレビが一般の家庭空間の中に、どのようにして
Z透してきたのか。その中でこれらのメディアの家電的なイ

＝[ジが形成されてきたプロセスや、そのプロセスとジェン

_ーの関わりなどを中心に、ラジオとテレビを受けとめてい

ﾁた社会の変化を明らかにする。

同　上 同　上

6
日本型マスメディ

Aの確立

　マスメディアの政治経済的体制、構造について学んでいく。

謫�汾｢界大戦以降、日本のマスメディアは国民国家の枠組

ﾝと不可分に発達してきたが、ここではとくに民間放送の発

B過程を素材としつつ、その特色と現代的課題を浮き彫りに

ｵていく。

水越　　伸 水越　　伸

7
メディア論の系譜
P

　メディア論に大きく関わる、行動主義的、機能主義的なコ

~ュニケーション論、マスコミュニケーション論の系譜を
Q0世紀思想史の広い文脈の中でとらえ返していく。おもに

Q0世紀前半からアメリカで勃興したマスコミュニケーション

_と、その日本での展開課程について、当時のラジオ、テレ

rといったメディア状況と関わらせながら跡付け、メディア

_との連続性と断層を対談形式で探っていく。

水越　　伸

g見　俊哉

水越　　伸

g見　俊哉
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
メディア論の系譜

g

　マスコミュニケーション論に対抗するメディア、コミュニ

Pーションに関する議論の流れを明らかにしていく。アドル

mらの文化産業論的、政治経済学的な議論、マクルーハンら

ﾌメディア技術をめぐる議論、そして英国カルチュラル・ス
^ディーズなどについて、対談形式で探っていく。

吉見　　俊哉

?z　　伸

吉見　　俊哉

?z　　伸

9
メディアとしての
Rンピュータ

　第二次世界大戦前後から登場したデジタル式コンピュータ

ﾌ発展と変容の過程を、おもに社会的、文化的観点からとら

ｦなおしていく。巨大コンピュータの時代から、60年忌以降

ﾌパーソナル・コンピュータ、インターネットの展開などに
ﾂいて、さまざまな社会的要因のダイナミズムの中で明らか

ﾉしていく。

水越　　伸 水越　　伸

10
巨大メディア資本

ﾌ展開

　80年代以降、欧米で顕著になってきたメディアの産業化、

ｻれに伴う巨大メディア資本の出現と現代的状況を明らかに
ｵていく。巨大メディア資本の展開が、グローバル化、デジ

^ル化の中で、人々のメディア意識や文化様式にどのような
e響を与えるかに注目する。

同　上 同　上

11
メディアリテラシ

[の回復

　メディアリテラシーは、人々が批判的にメディアを読み解

ｫ、能動的にメディアで表現していくための能力を意味し、

X0年代以降、世界各地の学校教育や市民運動、メディアの
?ﾅ注目されてきている。デジタル情報化が進む現代におい
ﾄ、私たちがいかにしてメディアとの関係を取り結んでいけ
ﾎよいか、メディアリテラシーの観点から考察していく。

同王 同　上

12
新しいメディア表
ｻ者の台頭

　90年代以降、新しいメディアの勃興とともに、従来のマス
＜fィア事業体とは異なる領域から、人々がさかんにメディ

A表現活動を始めている。このことを、メディアリテラシー
ﾌ獲得、社会文化の変容などと関わらせて明らかにしつつ、

?ﾌ的な事例を通じて、その可能性と課題を論じていく。

同　上 同　上

13
ネットワーク化す
驛＜fィア社会

　メディアの環境化、ネットワーク化が進む社会の中で、市

ｯと国家、地域の関係性が大きく変わりつつある。ここでは

＜fィア・ネットワークに媒介された具体的な市民活動を取
闖繧ｰつつ、私たちの社会における個人、共同体、メディア、

Rミュニケーションなどのあり方の変化について、i探ってい
ｭ。

吉見　　俊哉 吉見　　俊哉

14
グローバル情報化
ﾆ文化複合

　1980年代以降のグローバル情報化のプロセスを、メディア

_の視点から考察していく。ここではとくに、香港の映画、

|ップスなどエンターテイメント産業の発達と、アジアのメ

fィア文化の変化に注目し、関係者などへのインタビューを
f材として対談形式で授業を進める。

吉見　　俊哉

?z‘ @伸

吉見　　俊哉

?z　　伸

15
メディアの過去・現

ﾝ・未来

　まとめの回。メディア論に対する歴史社会的、現代的、そ
ｵて思想的なアプローチのあらましを復習する。またインターネットやグローバリズムなど現代的な課題について検討を

ﾁえる。21世紀初頭を生きる私たちにとって、メディア論
ﾆはなにか、メディアといかに関わっていけばよいかなどに

ﾂいて、対談形式で探っていく。

水越　　伸

g見　　俊哉

水越　　伸

g見　　俊哉
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＝環境社会学（‘03）＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：三橋　晴俊（法　政　大　学　教　授）〕

　　　　　　　　　　　〔主任講師：　宮内　＝泰介（北海道大学大学院助教授）〕

全体のねらい
　環境社会学とは、環境問題の解明と解決の道の探究を志向する社会学の一領域であり、この10年にめざましい発展を示
してきた。本講義では、わが国の環境社会学の到達点を反映する形で、環境社会学の基本的課題と視点を体系的に提示する。

講義の内容としては、第1に、豊富な具体的事例を提示することによりそれに立脚してわかりやすい内容とすること・第2

に、日本における環境社会学の代表的な理論枠組みを提示すること、第3に、国際比較と国際関係への視点を持つこと・第

4に、環境問題の歴史的展開の中で過去の教訓と現代の位置を自覚させるようなものとすることを、重視したい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

環境社会学の課題
ﾆ視点

　環境問題は21世紀においてますます重要な問題となること

ｪ予想される。社会と環境の相互作用の焦点に生起する環境

竭閧�A社会の側に視点を置きつつ把握する環境社会学の課
閧ﾆ視点について全体的展望を提示する。環境社会学とはど

ﾌような学問であり、どのような問題群を探究するのかにつ

｢て、加害論・原因論、被害論、解決論という視点から説明

ｷる。

舩橋　　晴俊
i法政大学教

�j

舩橋　晴俊
i法政大学教

�j

2 環境問題の諸段階

　産業化以後の環境問題の歴史的段階は、大きくは、「公害・

J発問題期」と「環境問題の普遍化期」とに分けることがで
ｫる。それぞれの時期にどのような問題が生起して来たのか、

ｱれらの二つの時期で、環境問題の性格がどのように変化し

ﾄきたのか、逆に、どのような面では、連続しているのかを

沒｢する。

同　上 同　上

3
公害の原点として
ﾌ水俣病

　水俣病が公害の原点と言われる最大の理由は人類初の環境

?�A食物連鎖による大規模；中毒であること、人類初の胎盤

�o由した胎児の中毒発生が確認されたことであった。した

ｪって、その被害の構造（影響）は単に健康被害が重症者から

y症者におよぶという単純なものでなかったはずである。し
ｩし、医学をはじめ各分野の研究が対応に戸惑い、政治的状

ｵも絡んで未だ実態の全貌を十分に明らかにし得ていない。

ｻのために教訓が十分に活かし切れていない。

原田　　正純
i熊本学園大

w教授）

原田　　正純
i熊本学園大

w教授）

4

新幹線公害問題
齠哿ｼとフランス
ﾌ対比

　民間企業のみならず、社会資本建設にかかわる公共事業も

�Qを引き起こす。日本の新幹線は、高速輸送という便益を

�氓ｷる一方、深刻な各種の公害（騒音・振動・電波障害な

ﾇ）を引き起こした。他方、フランスの新幹線は優れた計画

阮@に裏打ちされて通過地域との共存を実現している。

@新幹線公害対策の教訓を国際比較によって明らかにする。

二三　晴俊 舩橋　晴俊
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

僥棄物問題は今日の様々な環境問題の中で重要な課題とな

っている。それは、単に廃棄物の量の問題だけではなく、そ

の有害性が生物に「生殖異常」をもたらすという、廃棄物の

質の問題が大きくクローズアップされてきたことによると考

5
廃棄物問題を考え

えられる。そこで、この講義では、そうした廃棄物の有害性

�ｶみ出す、処理方法の問題と処理施設の立地条件の社会的

､面を明らかにする。また、この廃棄物問題とかつての公害

竭閧ﾆの関連を重視し、その関連性の考察と両者の比較を行

鵜飼　照喜
i信州大学教
�j

鵜飼　照喜
i信州大学教
�j

，

つ。

その上で、廃棄物処理行政史を考察し、問題点を指摘する。

それとともに、今日の廃棄物問題解決に向けた取り組みに欠
けている点を指摘する。

人間社会と自然環境とは、相互に影響しあっており、また

そのかかわりあいは多様である。人間社会が自然環境の方に

6
自然環境と社会の
褐ﾝ作用

適応しつつ、自然環境もまた人間がかかわった形になってい

ｭという原理的な相互作用、そしてそのための人間社会の側
ﾌしくみを、ソロモン諸島を事例に見ていく。

宮内　泰介
i北海道大学

蜉w院助教

宮内　泰介
i北海道大学

蜉w院助教
授） 授）

農産物・木材の輸入自由化により、日本の農林業は壊滅に

瀕しているといわれる。農山村（田畑、森林）が果たす公益

7

農山村と環境問題一一有機農業を中

Sとして

的機能を見直すためにも、構造的諸問題に対処する実践が
l々に求められている。有機農業や山村再生の実践を通して
ﾂ境問題を考えてみよう。

松村　和則
i筑波大学）

松村　　和則

i筑波大学）

自然環境の利用や保全を誰が担うべきなのか、という古く

て新しい問題を、　「コモンズ」をキーワードに考える。コモ

ンズとは地域の自然環境を地域の人間が共同で所有・利用・

コモンズー自然環 管理していくしくみのことである。
8

境と担い手 宮内　泰介 宮内　泰介

ソロモン諸島の森林伐採、インドネシア・マレーシアのア

ブラヤシ・プランテーション開発を事例に、発展途上国にお

ける環境破壊がどういうしくみをもっているか、それを克服

発展途上国と環境 するための手立ては何かを考える。
9

問題 同　上 同　上

これまでの諸事例をふりかえりながら、理論的な検討を試

みる。環境破壊の基本的メカニズムとして、　「集合財」をめ

ぐる社会的ジレンマの基本的論理がどのようなものかを説明

10 社会的ジレンマ論
する。北海道えりも岬における森林破壊と森林の回復：の事例

�ﾆりあげ、社会的ジレンマを通しての環境破壊とその克服

二二　晴俊
i法政大学教

舩橋　　晴俊

i法政大学教

について、説明する。 授） 授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11
環境負荷の外部転
ﾅと環境破壊

　環境破壊のもう一つの社会的メカニズムとしての、　「環境

演ﾗの外部転嫁」について説明する。開発途上国と日本との

ﾖ係においても、日本国内においても、このメカニズムが、

?pしている。青森県への放射性廃棄物の集中を事例として
ﾆりあげ検討する。また「環境負荷の外部転嫁」という視点

�gって社会的ジレンマの7類型を提示する。

三橋　晴俊 舩橋　晴俊

12 環境制御システム論

　環境問題の解決努力の歴史的進展は、環境制御システムが

`成され、経済システムへの介入を4段階にわたって深化さ
ｹてきた過程である。その4段階とは、A介入の欠如、　B制
��盾ﾌ設定、C副次的経営課題としての内部化、　D中枢的
o営課題としての内部化、の諸段階であり、現代社会は全体

ﾆして、D段階への移行が必要になっている。

同　　上 同　　上

13
自然エネルギーと

n域振興

　90年代後半、一部西欧諸国の脱原発・グリーン電力導入の

鱒ｨを追うような形で、日本でも風力発電をはじめとする自
Rエネルギー発電施設が増えている。それを促進する政治的

ﾐ会的条件に注目し、エネルギー政策における市民参加、環

ｫ負荷が少ない新産業の導入による過疎地域の活性化などの

竭閧�lえる。

田窪　祐子
i富士常葉大
w専任講師）

田窪　祐子
i富士常葉大
w専任講師）

14
環境基本計画と環
ｫマネジメント

　環境問題の広がりと普遍化に伴い、自治体の環；境政策にお

｢ても「総合化」がキーワードになり、総合的環境行政の展
Jが志向されている。本講では、こうした問題意識のもとに、

ｩ治体政策において総合的環境行政の中核的システムとなる

ﾂ境基本計画の意義、構成と展開を紹介した上で、持続可能

ﾈ社会の実現に向けて環境基本計画を中心に地域環境を総合

Iに管理していく「環境マネジメント」の発想について検討
ｷる。

田中　　充
i法政大学教

�j

田中　　充
i法政大学教

�j

15
環境問題の解決の
ｽめに

　環境社会学の立場から“環境問題の解決”を考えると、何

ｪ見えてくるか？“環境問題の解決はひとりひとりの心がけ
ｩら”と一般的に語られるが、環境社会学の立場からは、そ

黷ﾆ違ういくつかの方向一一調査、市民自治、協働、情報共
L、社会的しくみを変える一一などが見えてくる。

宮内　泰介
i北海道大学

蜉w院助教
�j

宮内　泰介
i北海道大学

蜉w院助教
�j
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＝都市社会の人間関係（’00）＝（R）

〔主任講師 森岡　清志（東京都立大学教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、都市社会が人間関係にどのような影響を与えているかという点を中心に、都市社会学、家族社
会学、階層研究にまたがる諸知識を提供し、パーソナルネットワークに関する理解を深めることにある。社会を理解す
る上で、身近な人と人とのつながりを理解することが重要なことを伝えたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 都市社会の特質
ﾆ　人間関係

　都市という集落の特質、そこから生ずる共同生活の営み方
i都市的生活様式）がどのような人間関係をつくりだすか、こ

ﾌ点に関するこれまでの学説を整理しつつ紹介し、人間関係に
獄ﾚすることがどのような意味をもつかについても講義する。

森岡　清志
i東京都立

蜉w教授）

森岡　清志
i東京都立

蜉w教授）

人間関係に注目する先行研究の中から社会的ネットワークと
社会的ネットワー いう概念が誕生し、さらにその中から人と人とのつながりに着

2 クとパーソナル 目するパーソナルネットワーク研究が盛んになってきた過程 同　上 同　上

ネットワーク と、これらの研究における基本的な説明論理について講義す
驕B

都市は人間関係をどのように変えるのか。ワースのアーバニ

3
アーバニズムと
ﾐ会的ネット
潤[クの理論

ズム理論とフィッシャーの下位文化理論を対比させて、都市に
Zむことが社会的ネットワークをどのように変えるのかについ
ﾄ考える。
@アーバニズム理論、ネットワーク構築における構造的制約と

松本　　康
i東京都立

蜉w教授）

松本　　康
i東京都立

蜉w教授）

生態学的（地理的）制約

大都市の社会生活が、郊外や小さな町の社会生活とどのよう

4
北カリフォルニア

ﾌパーソナル
lットワーク

に異なるのか。フィッシャーの北カリフォルニアでの調査結果
�Q考に、アメリカ合衆国における親族・近隣・仕事仲間・友
l関係などについて検討する。
@ネットワークに関する下位文化理論の仮説と北カリフォルニ

同　上 同　上

ア調査の知見

現代日本の大都市圏では、どこにどのような人が住んでいる

5
現代日本の都市
緒Zとパーソナル

lットワーク

のか。そこでの社会生活の特徴はどのようなものか。またその
v因は何か。日本都市におけるパーソナル・ネットワーク研究
ﾌ成果を踏まえて考える。
@都市の社会空間構造、都心居住と郊外居住、性別・年齢・職

同　上 同　上

業・移動歴とパーソナル・ネットワーク

パーソナルネットワークの中で近親者の親族ネットワークは
都市化が進展しても依然として重要である。日本の親族関係の

6 都市化と親族関係 特質と、都市化に伴う変容について講義し、パーソナルネット 森岡　清志 森岡　清志
ワークと社会とのつながり、個人の生活とのつながりを理解さ
せる。

7 現代の都市家族

　現代都市家族の特徴について、ワースのアーバニズム論や
pーソンズの孤立核家族論を紹介し、それに対するサスマンや
潟gワック（修正拡大家族論）などの反論を検討する。日本の
s市家族研究にも触れる。

野沢　慎司
i明治学院

蜉w教授〉

野沢　慎司
i明治学院

蜉w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家族内部の人間関係は家族外の関係のネットワークの構造と

8 都市家族と
lットワーク

関連しているとみるポットと後続の研究を取り上げ、その意義
ﾆ問題点を論じる。コミュニティ解放論に依拠する新しい見解 野沢　慎司 野沢　慎司

と比較する。

家族に対するネットワークの構造的影響について、調査事例

9 連帯的なネット
潤[クと家族

を取り上げ、親族、職場、地域社会などにおけるネットワーク
ｪ連帯性を帯び、現代日本の夫婦関係に影響を及ぼす傾向を論

同　上 同　上

じる。

ネットワークが空間的、構造的に解放化すると、家族が意識

10
解放化するネット

潤[クと家族
的にネットワークを維持・管理・動員する主体となる傾向を増
ｷ。それが家族のライフスタイル化や個人化とも関連すること

同　上 同　上

を論じる。

11 階層とネットワーク

　職業、収入、教育程度などを規準とする社会階層の違いに
謔ﾁて、個人の持つパーソナルネットワークの特性には様々な
痰｢がみられる。それらを説明する個人属性的要因および社会
¥造的要因に言及する。

中尾　啓子
i東京都立大
w助教授）

中尾　啓子
i東京都立大
w助教授）

個人が社会的地位を達成する過程で、パーソナルネットワー

12 地位達成　と
lットワーク

クはいろいろな機能を果たしている。ここでは主に、職業的地
ﾊ達成において知人や友人が与える影響を、理論的に考察し、

同　上 同　上

実証研究を紹介しながら探求する。

人々が属する職場や友達同士の小集団の人間関係は、様々な

13 小　集　団　の
lットワーク

構造的パターンがみられ、それらが集団や成員の特性を表して
｢る。小集団における関係のパターンを追究する方法、ソシオ
＜gリーを紹介し、それを用いた実証研究を例にとって人間関

同　上 同　上

係の構造に言及する。

14
高　齢　者　の
pー　ソ　ナル
lットワーク

　高齢者の生きがいを支えているものは何か。生きがいの一つ
ﾆして主観的幸福感をとりあげ、これを規定する要因の一つに
F人関係があることを述べ、高齢者の生きがいと友人関係の関
Aについて考察する。また友人関係の特質についても講ずる。

森岡　清志 森岡　清志

パーソナルネットワーク研究の成果を整理するとともに、今

15
パーソナルネット
潤[ク研究の課題

後の研究課題について説明する。親しい人びとに限定された
lットワーク研究の問題点や、ライフコースとネットワークの

同　上 同　上

変化の関連を追求する必要などについて講ずる。
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＝経営学（‘03）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

佐々木弘（放送大学教授）〕
奥林　康司（神戸大学大学院教授）〕

全体のねらい
　日本企業の経営のあり方は、第二次世界大戦後の経済状況とその歴史的変化に対応して、良くも悪くも評価されて来た・

では、目白的経営の特徴は何に求められており、それはどのように変化してきたか。日本的経営の競争優位はどこにあった

のか。今後はどのような点で競争優位を発揮できるのか。このような経営学の基本問題を第二次世界大戦後の高度成長期
（“60～’70）、安定成長期（“80）、グローバル競争期（090～）に分けて検討し、日本的経営の将来方向を探ることをめざ

している。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経営学は主として、企業の行動とその経営のあり方を研究

対象にしてきた。その中で日本企業の経営の特徴を何に求め

1 日本的経営の諸特徴

るかは経営学の基本的研究課題の一つであり、多くの学者が

ｻの研究に関与してきている。ここでは、高度経済成長期（60

N70年代）、安定成長期（80年代）、グローバル競争期（90

奥林　康司
i神戸大学大

w院教授）

奥林　康司
i神戸大学大

w院教授）
年代以後）において、どのような議論が展開されたかを概観

し、その流れを明らかにする。

日本的経営の「三種の神器」と言われた終身雇用制につい

て、その基本的特徴を明らかにする。それが労使双方に長く

2 終身雇　用　制
受け入れられたことからして、企業及び勤労者の双方の視点

ｩら、その長所、短所を明らかにし、同時にそれが高度経済
同　上 同　上

成長期に何故有効性を発揮したかを検討する。

「三種の神器」の一つとしての年功賃金について、その本

質的特徴を明らかにする。年功に伴って何故賃金が上昇する

3 年　功　賃　金
かについて、年功的熟練説、：職場秩序説、生活保障説を詳し 同　上 同　上

く説明する。

企業別組合の下で、労使が激しく、対立した歴史的事実を

明らかにする。その後、労使協議制の定着に従って労使の意

4 企業別　組合
思疎通がよくなり、労使の合意が得られやすくなった現実を、

J働組合の指導者にインタビューすることにより明らかにし
同　上 同　上

ていく。

「護送船団方式」と言われた系列・下請け関係の特徴を自

動車産業の事例によって明らかにする。下請け企業の経営努

5 系列・下請け カにより技術水準の向上やノウハウの蓄積、コストダウンが 同　上 同　上

企業の競争力をつけた過程を明らかにする。下請け企業への

インタビューで現実性をもった内容にする。

・80年代に入り、労働力不足の中で、企業は産業用ロボット

やコンピューター導入によりコストダウンと品質の向上に努

6
ME技術革新と新し
｢組織構造

カし、日本製品の国際競争力を高めていった。ME技術の普及

ﾍ企業の組織構造、生産方式の技術的な変革をもたらし、新
同　上 同　上

しいパラダイムをもたらした。これらの事実を奥林をリーダ

一とした実態調査により明らかにする。

ME技術の普及に伴う新しい組織構造の下で、作業組織はべ

ルトコンベアを利用した職場においても、チーム作業組織に

7 チーム作業方式
なっていることを示す。このチーム作業の実態と特徴を実態

ｲ査と工場へのインタビューを通じて明らかにしていく。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「柔構造組織プロジェクトチーム」による実態調査に基づ
’

き、管理組織がフラット化している現実を明らかにする。そ

8 フラット型管理組織
れにより中間管理者の役割が変わっていることをトヨタ自動

ﾔへのインタビューにより具体的に例示する。 奥林　康司 奥林　康司

企業の組織構造がピラミッド型からフラット型にシフトす

るとき、終身雇用制は変化する。その一つとして、年功によ

9 雇用形態の多様化
る昇進機会は少なくなり、雇用形態は多様化する。また長期

ﾙ用を必ずしも期待しない若者が増大してくる。この実態を、
同　上 同　上

流通企業へのインタビューを通じて明らかにする。

賃金制度も年功によって決められる部分が少なくなり、個

人の能力や業績によって決められる部分が増大する。その典

10 成果主義賃金
型は年俸制となる。成果主義型の賃金形態や年俸制の仕組み

�沫痰笂搆vを用いて説明する。年俸制の実態について企業
同　上 同　上

にインタビューする。

IT技術の発達や市場構造の変化に伴い、従来の下請関係は

ネットワーク型企業間関係に変化している。この企業間関係

11
ネットワーク型企
ﾆ間関係

の変化を東大阪の中小企業へのインタビューにより明らかに
ｷる。

同　上 同　上

日本企業の経営の展開を学ぶとき、広く「企業と政府との

12
規制と規制緩和の諸
竭

関係」の中で企業をみることも不可欠である。特に、企業を

K制を中心にとりあげ、政府規制の概要と規制対象分野、規
ｧ緩和・規制改革：の意義と必要性、規制緩和の効果と評価等

�謔闊ｵう。

佐々木　弘
i放送大学教

�j

佐々木　弘
i放送大学教

�j

近時、公的サービスの供給方式は、かつての直営方式を中

心とする画一的な考え方をやめて、きわめて多様化の傾向を

13
公的サービスの供
虚緖ｮの多様化

とりつつある。特に、競争的要素の導入を図る、いくつかの

Vしい考え方は注目に値する。ここでは、このような一連の
同　上 同　上

新しい動きを体系的に説明する。

日本企業のグローバル化に伴い、海外に進出した製造業が

国内での日本的経営の特徴をどの程度実施しているかを明ら

14
アメリカにおける
坙{的経営

かにする必要がある。特にアメリカに進出した製造企業は現

nアメリカの製造業に大きな影響を与えた。その代表として 奥林　康司 奥林　康司

NUMMI（トヨタとGMの合併会社）をとりあげ、インタビュ
一により、その特徴を明らかにする。

中国への日本企業の展開はアメリカの場合と根本的に異な

っている。特に電機産業企業の進出は、日本的経営の移植可

15
中国における日本

I経営
能性を示す試金石でもある。10年間でどの程度日本的経営を

闥?ｳせているか、在中日系企業へのインタビューを通じて
同　上 同　上

明らかにする。
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＝＝ o営工学総論（’00）＝（R）

〔主任講師 辻　正重（青山学院大学教授）〕

全体のねらい
　経営工学は企業を代表とする「目的をもった組織」の経営問題を対象として、意思決定やシステム設計などを合理的
に行うための汎用的な問題解決技術学である。白白はそのような立場で講義する。また入門書としてなるべくやさし
く、そして総論としてなるべく広く経営工学を概観する。さらに日常生活における問題解決にも役立つよう講義する・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 経営工学入門　1

　経営工学とは、いかなる学問なのかを理解してもらうため
ﾉ、どのような問題をどのようにして解決していくのかを、簡
Pな問題とその解決事例を通して解説する。問題事例は、第3章
ﾈ降で展開される基礎になる。

辻　　正重
i青山学院

蜉w教授）

辻　　正重
i青山学院

蜉w教授）

1章を踏まえて、経営工学的な問題解決法で重要な1）モデ

2 経営工学入門　2
ル、2）解決のいろいろなアプローチについて解説する。そして
cfル、アプローチを含めて問題解決の一般的な手順について

同　上 同　上

解説する。

テーラー・．システム、フォード・システムを出発点としたア 熊谷　智徳 熊谷　智徳

3 経営工学の発展
メリカでの経営工学の展開、TQC、ジャストインタイム、　T
oM、小集団活動を中心とした日本での経営工学の展開を述べ

（名古屋工
ﾆ大学名誉

（名古屋工

ﾆ大学名誉
る。 教授） 教授）

企業の特色、企業の経営について解説した後、企業の目的（利

4 経営の成り立ち 潤目的、社会目的）、企業の活動（階層的多重サイクル）、経営シ 辻　　正　重 辻　　正　重

ステム（組織構造、制度、情報システム）について概観する。

企業ライフ・サイクルとプロダクト・ライフサイクルの関係

5
企　業　構　造
n造サイクル

を説明し、企業の構造を決める長期的ビジョン、企業理念、事
ﾆコンセプト、企業分析、環境分析、事業展開戦略等々の戦略

同　上 同　上

策定の手順・方法を解説する。

6
マーケティングと

ｻ　品　開　発

　企業の構造的枠組みの下で、企業環境の動向、市場ニーーズを
c握しながら、技術開発、製品開発を行うが、そこでの課題と
竭濶�?ﾌ考え方、解決めプロセス、解決方法を解説する。

同　上 同　上

7 工場計画　と
ｶ　産　準　備

　オペレーショナルな生産活動が行われる前段階として工場計
諱A工程設計、生産準備、物流システム設計など枠組み作りが
sわれるが、そこでのそれぞれの課題と解決方法を解説する。

玉木　欽也
i青山学院

蜉w教授）

玉木　欽也
i青山学院

蜉w教授〉
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 生　産　管　理

　生産管理の目的、生産計画と統制、資材材管理の目的、在庫
ﾇ理、統合的生産管理システムの狙い、JIT、MRP、製二
ｨ統合化管理システムなど、生産管理の課題と解決方法を解説
ｷる。

玉木　欽也 玉木　欽也

9 品　質　管　理

　品質管理における顧客や品質の基本的な考え方と最近の品質
ﾇ理の動向について概説する。その上で、品質管理における問
濶�?ﾌ方法としてQCストーリを説明し、　QCストーリでよ
ｭ利用される手法を解説する。

石津　昌平
i青山学院

蜉w助教授）

石津　昌平
i青山学院

蜉w助教授）

10 価値的管理

　企業の目的と財務諸表との関係を説明した後、日常業務活動
ﾆ価値的管理（経営分析、利益計画、子算・原価管理）、製品開
ｭと価値的管理（VA）、企業構造創造と価値的管理（投資法
阮@）を説明する。

辻　　正重 辻　　正重

11 信頼性工学
信頼性工学につて概説する。その中で信頼性の3大要素である
i1）耐久性、　（2）保全性、　（3）設計信頼性について、その考

ｦ方と定量化、作り込みの方法を解説する。

鈴木　和幸
i電気通信

蜉w助教授）

鈴木　和幸
i電気通信

蜉w助教授）

12 プロジェクト管理

　プロジェクト・マネジメントの目的・課題、プロジェクト・
}ネジメントの対象、プロジェクト組織、プランニングとWB
r、PERT、プロジェクト・コントロールとパフォーマン
X・メジャメントなどについて解説する。

辻　　正重 辻　　正重

13 経営情報システム

　経営情報システムの展開、EDPS、MIS（経営情報シス
eム）、DSS（意思決定支援システム）、ES（専門家シス
eム）、ESS（経営トップ支援システム）、バーチャル・
Rーポレーションなどを解説する。

同　上 同　上

14 情報システム
ﾝ　　計　　法

　情報を上手に表現し、効率よく処理するための基礎要素であ
驛fータ構造についてアルゴリズムとともに解説する。またこ
黷辜fータの管理方法としてのデータベータについて、その設
v法を中心として述べる。

坂元　克博
i青山学院

蜉w助教授）

坂元　克博：

i青山学院
蜉w助教授）

15 数理的方法

　問題が数学的なモデルとして扱える場合に、確定モデルの典
^的な例として線形計画モデルを取り上げ、その定式化と解法
ﾉついて説明する。次に不確定モデルの代表として待ち行列理
_について言及する。

同　上 同　上

一4　40　一一



＝技術の分析と創造（‘02）＝（TV）

〔主任講師：赤木昭夫（元放送大学教授）〕
〔主任講師：　槌屋　治紀（システム技術研究所所長）〕

全体のねらい
　経験の蓄積と交流（クロスファータライゼーション）と、発想（あるものを別なものに読み替える）と・予測のための計

量（アカウンティングとシミュレーション）の3つの側面から、技術の変革の過程でエンジニアリング・センスはいかに発

揮されてきたか、またいかに発揮されるべきか、具体的事例によって学ぶ・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u、師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 鉛筆ができるまで

　黒鉛と粘土の混合物を焼成してつくる芯を木片ではさみ、

ｻれに塗装をほどこすことで鉛筆は生産される。その過程を
ﾇいかけながら、蓄積された経験と発想を浮き彫りにし、筆
L具としていかに優れた性能をもっているか、そして技能と

Z術への着眼点は何かをつかむ。

赤木　　昭夫
i元放送大学

ｳ授）

赤木　　昭夫
i元放送大学

ｳ授）

2 金　型　の　設　計

　身辺のどんな道具をとってみても、材料が金属でもプラス
eィクでも、それが大量生産品であるかぎり、型に材料をプ

激Xすることによって作られている。その型が金型（かなが

ｽ）で、大量生産を支える重要な役割をになっている。その

d組みを知る。

同　上 同　上

3 金型　の製作

　ひとつの金型で何百万個という製品をプレスするため、金

^は固い特殊鋼を機械で削ってつくる。この回では放電加工

@を中心に、許容誤差をミクロン単位におさめるには、機械
ﾉよってどこまでが可能で、最後にどんな人の手が必要かを

ｩる。

同　上 同　上

4
工作機械の精度と

�ｦ

　加土対象よりも加工する機械のほうが、より精密につくら

黷ﾄいなければならない。たとえば面を削りだすフライス盤

ﾌ水平度はどれほどか。それを高めるため設計にどんな配慮

ｪされているか。それをどうやって実際の工作機械につくり
ｱむか。機械の限界を克服するソフトウエアの役割は？

同　上 同　上

5 熟練の変容と保存

　4回にわたって見てきた物作りの過程をふりかえりつつ・

n練がどこまで自動機械によって置き換えられてきたか・そ
黷ﾉともなって求められる熟練の中身がどのように変わって
ｫたか、伝統工芸の熟練と共通な点があるのか、熟練：をどう

ﾛ存するかなどを考察する。

同　上 同　上

6 システム：時計

　「物作り」の第一部につづいて、第二部では、技術を「エ

激＜塔gとシステム」の観点から見る。この回では、歯車式

ﾌ機械時計が発明された過程を推定するため、そのメカニズ

?�ｪ析し、時計というシステムを構成するエレメントの源

�ｽどることを試みる。

同　上 同　上

7
システム：コンピュ

[タ

　技術の進歩を分析すると，革命的な原理の発明と原理を活

ｩすための部分的改良、この二つの過程のからみあいである

ｱとがわかる。意外かもしれないが、最初に実用化された電

q計算機ENIACは、17世紀のパスカルの計算機や20世紀
O半の微分解析機に共通の原理を活かし、改良したものだっ

ｽ。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

飛行機の翼は、鳥の翼にヒントを得て発明されたのか。そ

れとも凧（たこ）を発展させる形で発明されたのか。実用的

な翼の発明となると、後者のほうを重視しなければならない。

8 飛行翼の発明 翼が空中に浮かぶ原理をもとに、ライト兄弟の凧の実験の意 赤木　　昭夫 赤木　　昭夫
義を知る。

凧による実験のあと、無人そして有人のグライダーによる

実験をかさねたライト兄弟は、翼によって生ずる揚力と抗力

の測定データに誤りがあることに気づき、正しいデータを得

9 ライト兄弟の成功 るため風洞実験に取り組んだ。その測定方法は、実に目覚ま 同　上 同　上
しいものであった。それによって彼らは大きく前進すること
ができた。

主翼と尾翼とガソリンエンジンを組み合わせて初めて彼ら

が有人動力飛行に成功した。その理由は、エレメントの機能

を分析した上で、それらを組み合わせたときシステム全体と
10 飛行性能と制御 してどのように働くのかを徹底的に実験し、飛行機を安定さ 同　上 同　上

せる制御方法を発明したからである。

この回から始まる第三部では、　「エネルギーと環境を念頭

においた技術の未来像」を探る。手始めとして、郵便とファ

ックス、紙による印刷と電子出版、これらのエネルギー消費 槌屋　治紀 槌屋　治紀

11
電子出版：情報化と

ﾂ境
を比較して、環境への影響に配慮した情報化のあり方を検討
ｷる。

（システム技

p研究所所
（システム技

p研究所所
長） 長）

学習の過程は、最初伸びがゆるやかだが、やがて急速な進

歩を示し、一般に累積生産量とコストの関係で表される。そ

れを太陽電池の技術予測に応用し、研究開発と大量生産によ

12 太陽電池の可能性 り、いつごろどれくらいコストが安くなるかを推定し、エネ 同　上 同　上
ルギー政策の立案に役立てることができる。

生産、使用、廃棄まで車の一生（ライフサイクル）に必要な

エネルギーの総量を計算して、ガソリン車、電気自動車、ハ

イブリッド車、燃料電池車のなかで、未来の車にふさわしい

13 車のライフサイクル 形式はどれか、また車体の軽量化はどこまで可能かなどを分 同　上 同　上
析する。

人類はどれほどの資源とエネルギーを消費し、どれほどの

廃棄物を出しているか、それが人口の増加と生活水準の向上

14 世界の資源収支表
によってどのような規模になるか。それを収支表にまとめて、

ｫ来の資源と環境について、シミュレーションを試みる。
同　上 同　上

シリーズのまとめ。技術にとって個々の発明と改良も重要

であるが、それを活かす上で、ますます重要になってくるの

15
エンジニアリン
O・センス

がテクノロジー・アセスメント（技術評価）である。技術が

烽ｽらす影響をどう評価するのかのプロセスを紹介し、これ

ｩらのエンジニアリングに必要なセンスと市民の役割は何か

赤木　昭夫

ﾆ屋　治紀

赤木　　昭夫

ﾆ屋　治紀
を検討する。
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　　　　　　　　　　　　＝イノベーション経営（‘01）：＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：　亀岡　秋男（北陸先端科学技術大学院大学教授）〕

　　　　　　　　　　〔主任講師：古川公成（中村学園大学教授）〕

全体のねらい
　如何にしてイノベーションを促進し、新産業・新技術を創出するかが現代日本にとって最大の課題である・この課題の解

決には、創造的な目標を構想し、イノベーションを起動させ、これを積極的に推進する技術マネジメントが不可欠である・

本講座の目標は、技術イノベーションを促進するプロデューサーの養成にある。画期的な技術を開発し・これを事業化し・

世界経済の発展に寄与する新産業の創出につなげるという、重要な役割を担うプロデューサーに求められる基本的な知識や

考え方を指摘し、イノベーションの推進にチャレンジする意欲の抑揚をはかることに本講座の狙いがある・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
イノベーション経営

齒?_

　技術立国日本の産業にとって、技術的なイノベーーションを

юiする人材の育成が急務である。この章では、技術的なイ

mベーションが小さく芽生え、大きな産業に発展するまでの
vロセスを概観し、イノベーションを推進する人材が果たす
d要な役割を示そうとする本科目の構成を鳥瞼する。

亀岡　秋男
i北陸先端科

w技術大学院
蜉w教授）

亀岡　秋男
i北陸先端科

w技術大学院
蜉w教授）

2
イノベーションと

ﾈ学技術

　産業革：命以降、今日に至るまで、世界経済の発展は産業技

pの進歩に依存するところが多かった。新しい技術が新たな

Y業の創出につながった歴史上の具体例を分析しながら、イ

mベーション推進の条件を考察する。さらにイノベーション
�юiするプロデューサーのタイプを分類する。　　　．

原　　陽一郎
i長岡短期大

w教授・東レ
o営研究所顧
竅j

原　　陽一郎

i長岡短期大

w教授・東レ
o営研究所顧
竅j

3
イノベーションの
vロセス

　新技術が産業に発達するまでのイノベーション・プロセス

ﾉついて理論的な整理を行い、自動織機、クオーツ時計、日

{語ワープロ、さらにはロボットのように産業の構造変化を
ｵいた幾つかのイノベーションを採り上げてテクノプロデュ

[サーが果たした役割を分析する。

同　上 同　上

4 イノベーターの創出

　新事業の創出が経済発展に寄与する重要な要因として改め

ﾄ認知される今、企業家の創出を支援する社会経済のシステ
?�l察する。ベンチャー企業をめぐる環境の日米比較、起

ﾆモデルの新旧比較、さらには、企業家育成に関して大学に

≠ﾟられる役割を考察する。

小林　喜一郎
i慶磨義塾大

w大学院助教
�j

小林　喜一郎
i慶磨義塾大

w大学院助教
�j

5
技術・市場予測と新

Rンセプト創造

　産業の基盤技術、需要構造、企業間競争などに変化の潮流

�@知し、画期的な新製品や新産業のコンセプトを提示して
ﾝせるビジョナリー・リーダーがいる。そうしたリーダーの

ｭ想と新産業創出のプロセスを理論的に整理した上で、コン

Zプト創造に役立つアプローチを指摘する。

亀岡　秋男 亀岡　秋男

6
新製品・新事業の

n出

　画期的な新製品には、忍耐強く、その市場をゼロから開拓

ｷる努力が必要になる。新製品が新事業を支える主力製品に

ｬ長し、多様な関連製品の発達を促し新たな産業の育成につ
ﾈがるまでには、既存製品との競合、代替製品との競合、さ

轤ﾉ新規参入企業との熾烈な競争があることを示す。

古川　公成
i中村学園大

w教授）

古川　公成
i中村学園大

w教授）

7 経営戦略と技術戦略

　21世紀の企業は、デジタル・エコノミーへの迅速な対応、

vレ・コマーシャル競争での有利な展開、そしてそれらの前

��盾ﾆして社内に差別化されたナレッジを生み出す仕組み

ﾃくりが肝要になっている。東芝のDVD、　NECや資生堂によ

髏謦[ナレッジの取り込みがその状況を例示している。

小林　喜一郎 小林　喜一郎
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

自社が開発した画期的な産業技術を企業成長と新産業の育

成に結びつける際に必要となる基本的な考え方を考察する。

8
技術戦略推進のプ

鴻Zス

企業活動へのインプットとしての技術導入形態の選択と自社

Z術を市場に提供する形態の選択の組み合わせが重要であ 古川　公成 古川　公成
る。戦略推進にテクノプロデューサーが果たす役割を確認す
る。

企業の永続的な成長に不可欠な研究開発活動への投資の性

格ゼロックスを例に考える。また研究開発投資から生じる事 許斐　義信 許斐　義信
研究開発投資とリ 業成果を評価する際の考え方を整理する。投資効果の向上を （慶磨義塾大 （三鷹義塾大

9
ターン はかるために有効なマネジメントの方法について3Mや花王 学大学院教 学大学院教

の具体例を引用して解説する。 授） 授）

●

知識創造（Knowledge　Creation）がイノベーションの源泉で

ある。科学技術にも経営にもナレッジ・マネジメントが重要 山之内　昭夫 山之内　昭夫

10 知識創造経営
となる。野中理論を中心に、個人、組織の知の創造、特に暗

ﾙ知と形式知との転換プロセスとその場を理解し、実践に生
（技術経営教

辜Zンター代

（技術経営教

辜Zンター代
かすための考察を進める。 表） 表）

研究開発を通じて生み出した技術を法的に権利化する方策
は技術面の競争力を誇る企業にとって経営の重要テーマであ
る。ここでは、知的財産に関わる戦略を一連の企業活動の中

11 知的財産の戦略 でどのように位置付けるのか、ソニー、キャノン、リコーの 許斐　義信 許斐　義信
例を引用して、その考え方を示す。

暴動競争力の源泉は、イノベーションの力である。三際競

争力の定義を明確にした上で、最近米国、欧州諸国、および
日本で実施した競争力評価の結果を比較し、競争力の要因を

12 国　際競争力 分析する。産業競争力強化に向けた政策や企業戦略について 山之内　昭夫 山之内　昭夫

も概略を述べる。

科学、技術、技術革新、そして独創力の性質を明らかにし、

21世紀の日本経済と社会の発展に必要な『デジタル企業』の 震見　芳浩 物見　芳浩

13
科学と技術のイノ

xーション

条件や、大学に求められる新しい役割を提示する。企業では、

Cノベーション・プロデューサーの思想と行動を全社員が実
（ニューヨー

N市立大学教

（ニュー・ヨー

N市立大学教
回する必要性を説く。 授） 授）

21世紀のグローバル時代の特徴を明らかにし、米国の再興

と日本の低迷の原因が技術革新の力の差にあることを指摘す

14
ナショナルイノベ
[ションシステム

る。日本の経営の実像と虚像を明らかにして、虚像にしがみ

ｱける悲劇の克服の具体策を示す。さらに先端技術革新に果 量見　芳浩 震見　芳浩
たす大学の役割を考察する。

テクノプロデューサーは、変化を促進するマネジャーであ

り、不完全な情報に基づいてアクションをとる実務家であり、

15
イノベーション経

c一総集編

技術と経営の融合をはかるゼネラル・マネジャーであり、戦

ｪ的な思考と行動をとるリーダーであることを再確認する。

ﾅ後に、科目担当者に貴重な情報を提供していただいた方々

古川　公成

T岡　秋男

古川　公成

T岡　秋男
をご紹介する。
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：＝ Y業と労使（‘03）’＝（TV）

〔主任講師：　神代　和欣（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この講義は、　「産業と労使の関係（‘99）」の改定版である。基本的な構成には大きな変化はないが、最後の第15章は

21世紀を展望して大幅に書き改めた。また、各章の叙述にかかわる統計資料、法令改正などの改定、新たな研究成果等につ

いては、参考文献を追加して叙述を改め、その知見を付け加えた。なお、放送教材の各回のインタビューは、全面的に改定

してある。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1。　サラリーマン社会　労働力人口、就業者、雇用者、労

働力率、失業率などの基礎的説明
H。　「使用者」とは誰か　労働者派遣事業、使用者概念の多

1
企業の発展と雇用

ﾐ会

　　　様化、持株会社、連結決算。

M。　離職・発言・我慢　契約の自由、職業選択の自由、離

@　　職・転職の自由、労働条件の最低限規制、発言、我慢、

神代　和欣
i放送大学教

�j

神代　和欣
i放送大学教

�j

忠誠。

1。　産業革命とベテイ法則　工業化、需要の所得弾力性、

就業構造の変化、工業社会から情報社会へ。

H．　ホワイトカラー化　脱プロレタリアート、ホワイトカ

2
工業社会から情報 ラー一、工・職身分差別撤廃、民主化、作業長制度、人

同　上 同　上
社会へ 事制度の一元化。

皿．　報通信革命と労力のオンライン化　コンピューターの

発達、IT革命、テレワーク。

1。　テーラー・システムとフォード・システム　資本と経

営の分離、科学的管理法、フォード・システム。

II．　ホーソン実験と人間関係論

3
もの造りのシステ 皿．　トヨタ生産方式　　「自働化j　ジャスト・イン・タイ 同　上 同　上
ム ム、大競争時代のものづくり。

IV．　日本的経営

1．　職業選択と採用の自由　採用の自由　思想信条の自由

公民権法　　　　　　　　　　　　　　　．
H．　雇用形態の多様化　非正規雇用の拡大、　「終身雇用」、

4 雇　　用　　関　係
解雇権濫用の法理、長期雇用、人的資本、期間雇用、

pート、派遣、変更解約告知、労働条件の不利益変更
同　上 同　上

皿．　飴と鞭　就業規則、インセンティブ

1．　付加価値を生み出す生産の技術的な関係式（生産関数）

粗付加価値と純付加価値　付加価値を増やす方法

II．　技術：革新　技術進歩の意義、生産性向上の方法、第二

5
生産性の向上と成

ﾊ配分

　　　記述戦後の主な技術革新
M：．　成長成果の配分　　「合理化反対」争議　生産性向上運

同　上 同　上

動、生産性基準原理、労働分配率、成果主義賃金、労

働時間短縮
IV．　ケース・スタディ：武田薬品の成果主義賃金制度
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．　採用と新規入職者　新規就業者　新規学卒就業者

n：．　教育投資　中途採用者

皿。　企業内教育訓練と技能形成、企業内技能養成と内部昇

進、ホワイトカラーのキャリア、出向・転籍
6 キャリア形成 IV。　査定と昇進　万人平等主義から能力主義へ　査定幅の 神代　和欣 神代　和欣

拡大はどこまで進んだか

1。　労働時間短縮の歴史～週40時間労働制　標準労働日
労働時間の最高限度規制の意義

n。　労働時間短縮の経済学　所得・余暇選好理論～家計の

労働供給効用関数
7 労働　と　余暇 皿。　労働時間短縮の推移　労働時間の国際比較　残業時間 同　上 同　上

年次有給休暇一

IV。　多様な方向　フレックスタイム変形労働時間制　みな

し労働と裁量労働

1。　賃金とは何か　労働の需要　労働の供給　均衡賃金率

H．　賃金制度　賃金形態　賃金体系　年功賃金の修正　年
俸制の導入

IH。　退職金・企業年金　法定福利　法定外福利　退：職一時

8 報酬　の体系 金　企業年金　厚生年金基金　確定給付年金　確定拠 同　上 同　上
出年金

1。　民主的労使関係の枠組み　市民法と団結i禁止　市民法

から労働法へ　産業民主主義　労働組合の法的保護
正当な争議行為　争議行為の制限　不当労働行為制度

II．　対立と協調　労働運動とイデオロギー　労使協調　労

9 労働組合との関係 働組合組織率の低下 同　上 同　上
皿。　職場の労使関係　企業別組合の特色　個別労働契約の

増加　個別労紛争処理

1．　労働組合の交渉力　労働供給の制限　労働需要曲線の

位置　需要の価格弾力性　労働需要の弾力性　マーシ

ヤルの4条件

10
団体交渉の経済的

�ﾊ
H。　春闘方式　ベースアップと定期昇給　春闘相場　生産

@　性基準原理賃金関数
同　上 同　上

皿：。　人員整理・合理化その他の交渉事項　団体交渉事項　労

使交渉の焦点の変遷　21世紀の労使課題

1．　日本的雇用慣行とは何か　語源　起源　その経済合理

性と限界

n。　日本的雇用慣行修正の方向　長期雇用のメリットとデ

メリット　日本の雇用調整　流動化し始めた労働市場
11 日本的雇用慣行 解雇権濫用法理の修正　変更解約告知　労働条件変更 同　上 同　上

法理

皿。　賃金処遇システムの変化　年功賃金の修正　退職金・

企業年金の見直し
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1。　女性の職場進出と性差別　欧米の女性解放　男女雇用

機会均等法の成立　女性労働力参加率の上昇

∬。　女性労働者の保護と平等　戦後改革とその限界　判例

12
男女雇用機会の均

　　　の積み上げ　均等法の概要　育児・介護休暇

M。　勇女賃金格差　パート女性と年金　パートの賃金　労 神代　和欣 神代　和欣

働法

IV。　女性パートタイマーの処遇問題

1。　人生80年時代の生き方・働き方　少子・高齢化の進展

労働力人口の減少　経済成長の鈍化

∬。　年金改：革　老後所得の保障　所得代替率　わが国の公

的年金制度　社会保険方式と保険料負担　年金の給付

13

高齢化社会の労使

ﾛ題
水準　厚生年金民営化論の危うさ　問題の多い基礎年

燒ﾚ的消費税論　年金支給開始年齢と高齢者雇用問題 同　上 同　上

皿．　高齢者医療と介護　医療保険制度　老人医療　介護保

険

1．　貿易自由化と海外現地生産の拡大　貿易・資本の自由

化　変動相場制への移行　貿易摩擦の激化　円高　共

産圏の崩壊　グローバル競争の激化　海外現地生産の

拡大国際調達の増加

14
大競争時代の労使
ﾌあり方

H．　雇用機会の海外流出　海外直接投資の雇用効果

M．　産業空洞化は避けられるか　空洞化の定義とその要因
@　　モノづくりの人材育成　エンジニアリング・ソフトウ

同　上 同　上

エアの活用　マクロ経済政策の混迷　中小企業の挑戦

1　　バブル時代の人手不足　最初の引き金改正入管法　外

国人労働者の就労実態

II　増加する国際労力移動とその対応規制を強化するアメ
リカ苦悩する西ドイツ　アジアの人口圧力　外国人集

住都市会議

15
21世紀産業社会の

ﾛ題
皿　　21世紀産業社会の展望　持続可能な経済成長を目指
@　　して迫り来る「地球の限界」　地球温暖化防止条約　京

同　上 同　上

都議定書　エコデザイン　地球環境の保護と経済成長

の両立
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＝マーケティング論（’99）＝・（R）

〔主任講師 田村　正紀（流通科学大学教授）〕

篶鑑幕務蕊鷹高高三舎三碧三二あ二三磁璽離毯夏繋鵬攣嚇勢
の基本的な考え方と知識をできるかぎり実践的に講義することである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
マーケティングと

ﾍ何か

　マーケティングという企業活動は、どのような課題を担って
ｶまれてきたのか。その誕生の社会経済的条件を展望しなが
轣Aマーケティングにおける、企業と市場のかかわり合いを図

ｮ化する。

田村　正紀
i流通科学

蜉w教授）

田村　正紀
i流通科学

蜉w教授）

2
マーケティング発
zの3つの視点

　マーケティングの導入によって、市場を見る企業の視座はど
ﾌように変わるのか。それを流通機能の代替性、顧客需要の異
ｿ性、個別市場の構想、の3つの視点から明らかにする・

同　上 同　上

3
マーケティングの
軏{戦略

　マーケティングの基本戦略は、マーケティングの基本指向で
?閨Aかつマーケティング活動の基本形式である。最終顧客指
?Aブランド化、流通組織化という基本戦略を取引概念との関
Aで講義する。

同　上 同　上

4
マーケティング意
v決定過程

　マーケティング意思決定過程は、マーケティング活動の展開
l式を企業内で決めていく過程である。この過程は、市場機会
ﾌ分析、標的市場と市場目的の設定、マーケティング計画の策

閧ｩらなる。

同　上 同　上

5

　　　　　　　、}ーケティング・
~ックス：製品と
ｿ格の決定

　マーケティング諸活動の集まりは、マーケティング・ミック
Xと呼ばれる。マーケティング・ミックス決定の内、製品と価
iの決定が、どのような決定問題を含んでいるかを展望する。

同　上 同　上

6

マーケティング・
~ックス：経路と
ﾌ売促進の決定

　マーケティング・ミックスの決定は、経路と販売促進の決定
煌ﾜんでいる。製品をどのような販売を通じて流通させるのか
ｪ販路決定問題である。販売促進決定は、広告、パデリシ
eィ、流通サポート、販売部隊の決定を含む。

同　上 同　上

7
ブランド化戦略の

L効性

　ブランド化戦略は、市場細分化や製品差別化から構成され
驕B市場でのブランドのポジショニング、知覚品質と価格の関
Aを手がかりに、市場で成功するブランド化戦略のポイントを

Tる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

流通組織化戦略は、垂直統合、流通系列化、製出同盟などか

8
流通組織化戦略の

L効性
ら構成させる。これらの戦略の市場での有効性が、どのような
s場要因（競争、需要、製品特性など）の影響を受けるのかを 田村　正紀 田村　正紀
検討する。

9
製品ライフサイク
汲ﾆマーケティン
O戦略の有効性

　すべての製品は、導入、成長、成熟、衰退という製品ライフ
Tイクルを描く。製品ライフサイクルが以上の段階を経過する
ﾉつれて、マーケティング戦略をどのように変えていく必要が
?驍ｩを明らかにする。

同　上 同　上

マーケティング計画の実施は、営業による個々の顧客との個

10 営業の役割
別取引を通じて行われる。営業が個別顧客との取引において、マーケティング活動をどのように実施統合しているかという観

同　上 同　上

点から、営業の役割を明らかにする。

営業部隊の管理問題は、営業マン数、営業努力の製品別・地

11 営業部隊の管理
域別分配などの活動水準だけでなく、営業マンの行為を対象に
ｵた人員管理の側面がある。この側面について、結果統制と過

同　上 同　上

程統制の2つの管理儀式を比較検討する。

過程統制や結果統制だけでは、市場の多様化とその変化の加

12 機　動　営　業
速化に対応できない。新しい営業様式としての機動営業が必要
ﾉなる。機動営業を支える、営業の分権化、戦場構成、情報武

同　上 同　上

装、顧客信頼などを検討する。

市場は絶えず変化している。その変化の中でも、過去からの

13
市場発展と戦略構

z力
飛躍を含んだ断絶的変化が生じることがある。この種の構造変
ｻを含んだ市場の長期的変化が市場発展である。市場発展の中

同　上 同　上

で、存続するには戦略構想力が必要になる。

企業は市場地位によって、リーダー、挑戦者、追随者、二

14
リーダー地位の優
ﾊ性の形成と消滅

チャーなどに分けられる。市場発展の成長期には、リーダーの
n位が、競争優位性を生み出すが、市場が成熟するにつれてそ

同　上 同　上

れが著減する。そのメカニズムを探る。

15

挑戦者の戦略：競
?Qームのルール
]換

　市場発展の犠造変化期には、企業の盛衰が激しくなり、業界
ﾌ再編が起こる。このような構造変化の過程で、次代のリー
_ーになる企業の戦略構想には、どのような特徴が見られる
ｩ。その戦略構想力の内容を探る。

同　上 同　上
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＝： ﾐ会の中の会計（’00）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

三代澤経人（立命館大学教授）〕
齋藤　正章（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　企業の会計を中心に、会計とはどのようなものか、その全体的な仕組みと社会的な意味連関を検討することによっ
て、現代社会における企業会計の役割の重要性とこれにともなう問題点を明らかにすることを課題とする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

会計の社会的な
ﾐ　ろ　が　　り

　会計は多様な経済主体のもとで行われる活動＝社会的な行為
ﾅあること、またそこに共通に認められる課題を明らかにする
ﾆともに、企業における会計の特質と、会計学上従来、企業会
vが重視される根拠を検討する。

三代澤経人
i立命館大

w教授）

三代澤経人
i立命館大

w教授）

V藤　正章
i放送大学

赴ｳ授）

2
会計の職能と方法
i1）

　企業の会計について、その課題・機能をより具体的に明らか
ﾉするために、第3回とともに企業会計の基礎的な方法とその領
謔�沒｢する。第2回はその1として、簿記、すなわち複式簿記
�謔闖繧ｰ、その働きを過程的に整理する。

同　上 三代澤経人

3
会計の職能と方法
i2）

　第2回に続き、企業会計の課題・機能をより具体的に明らかに
ｷるために、基礎的な方法である原価計算と企業予算につい
ﾄ、経営の過程とのかかわりで紹介しつつ、その働きを過程的
ﾉ整理し、財務会計と管理会計の区分に言及する。

同　上 齋藤　正章

4 企業の管理と会計

　会計は企業の運営＝管理の必要上行われるから、まず、これ
�ｼ接的な課題とする会計領域、すなわち管理会計に関して・
ｻの基本的な仕組みを紹介しつつ機能内容を再検討し、経営管
揩ﾆの関係を明らかにする。

同　上 三代澤経人

5
財務会計と

ﾇ理会計

　外部報告会計として意義づけられている財務会計実務につい
ﾄ、粉飾決算をはじめ、会計制度上竪正とされる会計の実際的
ﾈあり方とその機能内容を再検討し、財務会計と管理会計との
ﾖ係を明らかにする。

同　上 同　上

6
会計の過程と

ﾐ会的な体系

　会計は財務会計と管理会計とに区分されているが、本来、両
ﾒは全体として1つのものである。そうした会計の基礎的な機能
�ﾟ程的に把握するとともに、会計をとりまく社会的な諸要素
ﾆその関連を整理する。

同　上 同　上

7
会計の法的規範と

?v原則

　今日の会計は商法、税法をはじめとする法的規範とその規制
ﾌもとに展開している。会計の社会的な規範としてどのような
烽ﾌがあり、企業の会計実務とどう関係し、また、どのような
ﾓ味をもつのかを明らかにする。

同　上 齋藤　正章
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

わが国の企業会計原則について、会計規範としてのその性

8
企業会計原則と

ｻの論理
格、原則の内容と、とくに企業会計原則にもられた基本的な会
v思考ないし会計の論理を明らかにすることとし、あわせて、 三代澤経人 三代澤経人

「一般に認められた会計原則」の性格について考える。

企業会計原則にもとつく財務諸表（損益計算書、貸借対照

9
財務諸表のしくみ
ﾆその分析

表）の内容・構成と、その基本的な計算：原理を具体的な資料を
烽ﾆに説明し、また、財務諸表から何がわかるか、財務諸表の 齋藤　正章 齋藩正章
基礎的な分析方法を明らかにする。

大企業は、証券取引法および商法（監査特例法）の規定に

10
公認会計士監査と

ﾘ券市場
よって、公認会計士による監査が義務づけられている。公認会
v士とはなにか、監査法人の状況、会計士監査の意義と方法を 三代澤経人 三代澤経人

明らかにし、問題点に言及する。

多国籍企業をはじめとして、企業活動が国境を越えて営まれ

11
会計の国際化と

?v基準
ることによって、会計の国際的な展開が進んでいる。そこで国
ﾛ化に伴う会計問題、国際会計基準と会計基準の国際的調和

同　上 同　上

化、わが国会計基準の対応等について見てゆく。

情報化の進展を、とくにコンピュータ・システムの利用とこ

12
情報化の進展と
?vの変容

れによる情報処理能力の増大に焦点をあて、管理会計領域を中
Sとしたコンピュータ利用の状況と、会計上どのような変化が 齋藤　正章 齋藤　正章

進みつつあるのかなどの点について明らかにする。

会計、とりわけ企業運営に直接かかわる管理会計の計算要素

13
現代会計の展開と

走ｯ生活

には、人々の日常生活に深くかかわるものが少なくない。商品の価格や給料・賃金、労働時間などはその好例であろう。会計

三代澤経人 三代澤経人

のあり方がこれらにどのように作用するか検討する。

公害問題をはじめ、とくに1980年代後半以降＝深刻化した地球

14
環境問題と

ﾂ境会計
温暖化、オゾン層の破壊等々の地球規模の環境問題の進行にと
烽ﾈって展開されている、環境保護にかかわる環境会計とその 同　上 同　上

動向について明らかにする。

戦後、産業公害、製品の安全性、物価問題などを契機として

15
会計の社会化と

ﾐ会関連会計

企業の社会的責任が厳しく問われるなかで、企業の社会的貢献
xを測定し報告する社会責任会計あるいは企業社会会計とその
､究の展開がみられる。企業の利益とのかかわりでその動向を

齋藤　正章
三代澤経人

V藤　正章
考える、
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＝・ ﾇ理会計（ζ03）＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　〔主　任　講　師：佐藤　紘光（早稲田大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：齋藤正章（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　管理会計の目的は、企業で行われる様々な経営意思決定と業績管理に有効な会計情報を提供することにある。本講義では

管理会計の役割を意思決定を支援する役割と業績を測定、評価して企業価値を高める行動を動機づけるコントロールの役割

に分けて、それぞれの理論を解説する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
管理会計概論（1）

鼕ﾇ理会計とは一

①管理会計の意義と目的

A企業の目的とエイジェンシー問題
B経営管理プロセスと管理会計の実践主体

C意思決定プロセスと管理会計の体系

D会計情報基準
E財務会計との相違点

佐藤　紘光
i早稲田大学

ｳ授）

佐藤　紘光
i早稲田大学

ｳ授）

2

管理会計概論（2）

鼈ﾓ思決定とコン
gロール博識一

①意思決定モデルと予測情報の価値

A意思決定権限の配分とコントロール・システム
Bデシジョン・マネジメントとデシジョン・コントロール

同　上 同　上

3
原価とキャッシ
?Eフローの諸概念

①原価計算の目的と原価の諸概念

A原価の分類

BCVP分析
C原価の予測
D機会原価と埋没原価
Eキャッシュ・フローの測定

同　上 同　上

4
資本予算（1）
且糟?閭求[ル

①資本予算の意義と目的

A貨幣の時間価値
B将来価値と現在価値
C現在価値法と内部利益率法

D投資案の順位づけ
Eその他の投資決定ルール　他

齋藤　正章
@（放送大学

赴ｳ授）

齋藤　正章
@（放送大学

赴ｳ授）

5
資本予算（2）
走{　コ　ス　ト

①資本コストの意義

A源泉別資本コスト
B加重平均資本コスト

C資本構成と企業価値
D多角化企業の資本コスト

齋藤　正章 齋藤　正章

6
株主価値と長期
o　営　計　画

①企業価値に適合する業績指標

A長期計画による株主価値の創造

BSVAモデルとFCFモデルによる分析
CEVAモデルによる分析 佐藤　紘光 佐藤　紘光

7
株主価値を高める

磨@業　戦　略

①EVAを増加させる4つの類型

AM＆Aの経済分析
Bリストラの経済分析

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

①全部原価計算

②直接原価計算
原価計算システム ③活動基準原価計算：

8 （1） 齋藤　　正章 齋藤　　正章

実際原価計算v

①標準原価

②原価差異分析
原価計算システム

9 （2） 同　上 同　上

標準原価計算

①予算の意義と体系

②予算編成のプロセス

③予算：システムと組織設計

10 予算管理システム ④予算と実績の差異分析 佐藤　紘光 佐藤　紘光
⑤予算の反機能とエイジェンシー・コスト

①コスト・センターの業績管理

②プロフィット・センターの業績管理

11
責任会計（1）
ﾇ理可能性原則

③インベストメント・センターの業績管理

齋藤　正章 齋藤　正章

①事業部間取引と振替価格

②振替価格の実務的ルール

責任会計（2） ③原価配分（本社費・共通費）

12 振替価格　と ④原価配分（結合原価） 佐藤　紘光 佐藤　紘光
原　価　配　分

①リスクに対する態度と効用関数

②リスク分担の効果

13
リスク・シェアリン

O

③業績情報の価値

同　上 同　上

①分析の枠組み

②プリンシパル・エイジェント・モデル

14
インセンティブ・シ

Xテム（1）

②線型報酬関数

同　上 同　上

①予算参加の意義

②部門業績評価と全社業績評価

15
インセンティブ・シ

Xテム（2）

③業績の期間比較

同　上 同　上
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＝簿記入門（‘02）＝・（R）

〔主任講師：　齋藤　正章（放送大学助教授：）〕

全体のねらい
　簿記はおよそ500年前から存在し、「ビジネスの言語」ともいわれ、今日の企業社会においても欠かせないものとなって

いる。本講義では全体を商業簿記編と工業簿記編に分け、簿記に関する知識・技術の網羅的な習得を目標としている・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
簿記の目的と基本

T念

　簿記の意義や役割、またその種類について解説する。併せ
ﾄ、簿記の基本構造を構成する資産・負債・資本、収益・費

pについて説明する。また、貸借対照表（財産法）と損益計

Z書（損益法）の関係についても簡単に触れる。

齋藤　　正章
i放送大学助

ｳ授）

齋藤　　正章
i放送大学助

ｳ授）

2 複式簿記の基礎

　簿記における取引の定義を示し、勘定および勘定記入のル
[ルについて述べる。さらに具体的な取引の記録方法である

d訳と転記について解説する。
同　上 同　上

3
現金：・預金に関する

L帳処理

　今回より具体的な勘定科目の記帳処理方法に関する解説を
sう。まず、貸借対照表の資産項目である現金・預金の定義

ｨよびその記帳処理について説明する。
同　上 同　上

4
商品売買に関する

L帳処理

　貸借対照表の資産項目である商品の記帳処理方法である分

L法、三分法、総記法について各方法の短所と長所の比較を

sいながら説明する。
同　上 同　上

5
債権・債務に関する

L帳処理

　貸借対照表の資産の部に記載される債権と同じく負債の部

ﾉ記載される債務の記帳処理について解説する。具体的には
､品売買に関する売掛金と買掛金、営業外取引に関する未収

烽ﾆ未払金等についてである。 同　上 同　上

6
手形に関する記帳
?

　まず、手形について説明し、貸借対照表の資産の部に記載

ｳれる受取手形と負債の部に記載される支払手形の記帳処理

ﾉついて解説する。その他、営業外手形や金融手形、手形の

?ﾏや不渡時の処理等についても言及する。 同　上 同　上

7

有価証券および固

闔綜Yに関する記

　貸借対照表の資産項目である有価証券について、その分類・

謫ｾ価額と評価方法、評価基準等について：解説し、有価証券

?モﾌ記帳処理について説明する。また、固定資産の取得・

ｸ価償却、売却についても併せて解説する。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

貸借対照表を構成する資本に関する諸取引の記帳処理につ

いて解説する。また、損益計算書を構成する収益・費用の認
資本および収益・費 識・測定についても説明する。

8 用に関する記帳処 齋藤　正章 齋藤　正章
理

決算予備手続である合計試算表や残高試算表といった試算

表の作成方法と棚卸表の作成方法について解説する。

9 決算の簿記（1）一 同　上 同　上

精算表の作成方法について述べ、一連の決算予備手続に関

する説明を完了し、決算本手続（決算仕訳と帳簿締切）につ

いて解説する。併せて財務諸表の作成についても言及する。

10 決算の簿記（2） 同　上
同
　
上
ρ

帳簿システムの意義について触れ、補助記入帳、補助元帳、

伝票会計について解説する。

11 帳　簿　組　織 同　上 同　上

今回から工業簿記編である。今までの商業簿記における議

論と工業簿記の目的を対比させながら工業簿記の特徴を浮き

12
工業簿記の目的と

ｴ価概念

彫りにする。また、各種原価概念ならびに工業簿記の手続に
ﾂいて解説する。 同　上 同　上

工業簿記の第1段階である費目別計算について解説を行
〉

つ。

13 原価の費目別計算 同　上 同　上

工業簿記の第2段階である部門別計算と第3段階である製
品別計算の1つである個別原価計算について解説する。また、

14
原価の部門別計算
ﾆ個別原価計算

製品の完成と販売に関する議論も併せて行う。

同　上 同　上

工業簿記の第3段階である製品別計算の1つである総合原
価計算について解説する。

15 総合原価計算 同　上 同　上

一一@4　5　6　一一



＝現代ファイナンス入門（’00）＝（R）

〔主任講師 齋藤　正章（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　現代ファイナンスの基本である資金の調達と運用が現実の企業でどのように意思決定されているか、また・それが私
たちの生活にどのように関わっているかについて理解することを目的とする。全体を基礎編と応用編に分け、基礎編で
は資金の調達と運用の理論を学ぶ。応用編では最近のトピックを踏まえ、具体的な問題を検討する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

現代ファイナンス
ﾌ意義と課題一イントロダクション

　本講義全体の鳥緻図ともいうべき内容の回で、学生に何をこ
ﾌ講義で学ぶかをファイナンスの意義と課題に照らして講義す
驕B

大塚　宗春
i元早稲田大
w教授）

大塚　宗春
i元早稲田大
w教授）

2 現在価値と
ｫ　来　価　値

　キャッシュ・フローの現在価値への割引計算を中心に、異な
骼椏_に生起する複数の成果を評価する方法について解説す
驕B

同　上 同　上

3 財務諸表分折
i1）

　企業の経営活動の結果である損益計算書や貸借対照表をどの
謔､に読むかを解説する。ここでは損益計算書や貸借対照表に
ﾇういつだ内容が示されているのか、具体的には資産・負債・
走{、収益・費用の内容について概説する。

同　上 同　上

4 財務諸表分析
i2）

　ここでは、前回の内容をうけて、企業の経営の分析を主とし
ﾄ比率分折を中心とした分析手法により行う。

同　上 同　上

5

資金の調達と金融
ｧ度・・株式による資金

ｲ達

　資金の流れを資本市場とかかわらせて把握するとともに、株
ｮ発行による資金調達について具体的に述べる。

阿部　圭司
i高崎経済

蜉w講師）
同　上

6

資金調達の諸形態
ﾐ債等による資

熬ｲ達

　社債、転換社債、新株引受権付社債などによる資金調達を述べるとともに、日本企業の資金調達の傾向などを解説する。

同　上 同　上

7 資本コストと
早@本　構　成

　資金調達手段のコストである資本コストをいかに算定する
ｩ、企業の資本構成（負債と自己資本の割合）の違いが資本コ
Xトおよび企業価値に影響するかについて述べる。

齋藤　正章
i放送大学

赴ｳ授〉
同　上

一457一



回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 キャッシュ　・
tローの管理

　企業の資金繰りの管理を中心にキャッシュ’・フローの管理を
wぶ。ここでは売掛金、運転資本の管理にも言及する。 齋藤　正章 大塚　宗春

9 投資意思決定の
掾@論

　企業における実物投資の決定のための財務的な基準を中心に
qべる。投資からもたらされる将来のキャッシュ・フローが確
ﾀに予測できるという確実性を前提に、投資価値評価方法を学
ﾔ。

大塚　宗春 両三

10
ボー・トフォリオ

I　択　理　論

　分散投資の理論であるポートフォリオ理論を金融資産への投
送痰�pいて説明する。そして、リスクとリターンがどのよう
ﾈ関係にあるかを学ぶ。

葛山　康典
i早稲田大

w助教授）
同　上

11
β（ベータ）と資本資

Y価格評価モデル

　前回のポートフォリオ理論を受けて、証券の収益率とリスク
ﾌ関係を示す資本資産価格モデル（CAPM）を解説する。さ
轤ﾉ、リスクの尺度（ベータ）についても説明を行う。

同　上 同　上

12
デリバティブによる

ﾗ替リスクの管理

　今回から応用に入る。為替リスクの管理を題材としてリスク
ﾇ理手法どしてポピュラーな為替予約、先物取引、オプション
謌�凾ﾌ金融派生商品を説明する。

大塚　宗春 同　上

13 財務面から見た
g織形態のあり方

　企業の組織形態のあり方を財務面から検討する。社内金利や
ﾐ内資本金を利用した事業部制、カンパニー制、金融持ち株会
ﾐについて述べる。

同　上 同　上

14
資本市場の効率性
ﾆファイナンス情報

　ファイナンス情報が資本市場の効率性にいかなるインパクト
�yぼしているかについて述べる。具体的には、その影響を株
ｿとの関係で実証した研究成果をもとに解説する。

阿部　圭司 同　上

15 ファイナンスの
｡　日　的課題

前回までにふれることのできなかった問題や今後重要となる
ﾆ思われる問題を今日的課題として解説する。 大塚　宗春 同　上

一一@4　5　8　一一一



・＝ ｻ代産業組織論（‘01）＝（R）

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　井手　秀樹（慶鷹義塾大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　廣瀬　弘毅（福井県立大学助教授：）〕

全体のねらい
　産業組織論は、もともと現実・政策指向的な学問である。そこで、本講義では産業組織論の理論的な理解だけでなく・そ

れらが具体的にどのように現実の経済に適用されうるのかまた政策に対してどのような指針を提供しうるのかについても

紹介する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
産業組織論の課題
ﾆ方法

　一般には聞き慣れない「産業組織論」の課題と方法、そし

ﾄその分析領域について解説する。そして、産業組織論にお
｢て基本的な概念である「市場構造」　「市場行動」　「市場成

ﾊ」の概念について、正しく理解を深めさせる。

井手　　秀樹
i慶磨義塾大

w教授）

井手　　秀樹

i慶磨義塾大
w教授）

2
市場組織と経済
﨎ｶ

　市場組織と経済厚生を考える上で、基準となる「市場」に
ﾂいて解説する。　「完全競争市場」、次に「独占市場」を理

�ｳせた上で、現実の経済でもっともよく見かける。　「寡占

s場」の特徴を明らかにする。また、寡占市場の分析に固有

ﾌ難しさも解説する。

廣瀬　　弘毅
i福井県立大

w助教授）

廣瀬　　弘毅
i福井県立大

w助教授）

3 市　場　構　造

　産業組織論の分析の出発点となる「市場構造」の概念につ
｢て解説する。特に、市場構造の要因である「集中度」、「製

i差別化」、　「参入障壁」、　「規模の経済性」などの概念を、

?ﾌ的な分析にも生かせるように解説する。
井手　　秀樹 井手　　秀樹

4 寡占理論（1）

　産業組織論における理論的分析の焦点である「寡占理論」

�Q回にわたって取り上げる。第4章では、寡占市場におい
ﾄ、前章で見たような市場構造要因が、企業行動にどのよう

ﾈ影響を与えるのかを中心とした理論的な分析を展開する。
廣瀬　　弘毅 廣瀬　　弘毅

5 寡占理論（2）

　本章では、寡占市場における企業行動の典型的なものであ

驕A「カルテル・談合」や「プライスリーダーシップ」を理
_的な分析をした上で、具体的な事例も挙げながら理解を深

ﾟさせる。この際に、市場構造と市場成果との関連をわかり

竄ｷく解説する。

同　上 同　上

6 垂直的取引制限

　本章では、垂直的取引制限を扱う。ここでは、どのような

鼾№ﾉ垂直的取引制限が生じやすいのか、そしてこのような

謌�ｧ限行為がどのような市場成果をもたらしうるのかを解

烽ｷる。
井手　　秀樹 井手　秀樹

7 産業の事例研究（ユ）

　本章では、ここまで学んできた産業組織論の基本的な枠組

ﾝをもとに、具体的な産業分析の事例研究を行う。まずはじ

ﾟは、典型的な素材型産業である鉄鋼業を扱う。鉄鋼業では、

ﾝ備が巨大となり、設備稼働率が重要であることなどを解説

ｷる。

村田　修造
i神戸大学講

t）

村田　修造
i神戸大学講

t）

一一@4　5　9一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 産業の事例研究（2）

　本章では、耐久消費財産業の典型事例として自動車産業を

謔闖繧ｰる。自動車産業においては、世界的なメーカーの再

ﾒの嵐が吹き荒れている。その背景にある巨額にのぼる技術

J発費負担の問題などに焦点を絞り、自動車産業の今後を展
]する。

廣瀬　　弘毅 廣瀬　　弘毅

9 産業の事例研究（3）

　本章では、消費財産業でありながら、少し変わった市場行

ｮを強いられるタイヤ産業を取り上げる。タイヤ産業は、そ

ﾌ市場のパイの大きさが自動車の台数に限られてしまう一
禔A巨額の設備投資が必要なので、市場シェア獲得が死活問

閧ﾉなっている点などを解説する。

竹内　規浩
i福井県立大

w教授）

竹内　規浩
i福井県立大

w教授）

10 産業の事例研究（4）

　本章では、典型的な消費財産業である洗剤産業を取り上げ

驕B洗剤産業では、日常的に購買が行われる産業であり、す

ﾅに成熟しているため、ブランドによる製品差別化行動が顕
?ﾉ見られる。そのため、大手各社による寡占が成立してい

驍ｪ、販売場面競争は、必ずしも弱まっていない。こういっ
ｽ特徴を捉えていく。

廣瀬　　弘毅 廣瀬　　弘毅

11 独占禁止政策

　本章では、主にアメリカにおける独占i禁止政策（反トラス

g政策）の展開を解説する。特に、世界で最初にこの政策が

ｱ入された経緯や、昨今の独占禁止政策を巡って行われてい
髦_争などを、新たな経済の変化とともに理解させる。 竹内　規浩 竹内　規浩

12 産　業　政　策

　（ドイツ歴史学派を除き）産業政策の理論的な分析の歴史

ﾍ、実はそれほど古くはない。そこで、本章では、産業政策
ﾌ理論を、重要な概念である「学習効果jと「規模の経済性」

�ｲに解説する。その上で、この政策の持つ政治的な困難さ・

ﾀ界を理解させる。

廣瀬　　弘毅 贋瀬　　弘毅

13 直接規制政策（1）

　直接規制政策は、昨今の規制緩和の潮流の中でも中心的な

ｪ野となっている。そこで、本章ではまず直接規制の必要性

�攪_的に明らかにし、さらに実際の規制がどのように行わ
黷ﾄいるのかについて、規制の持つ問題点とともに解説する。 井手　秀樹 井手　秀樹

14 直接規制政策（2）

　本章では、直接規制の規制緩和が叫ばれるようになった背

iを理論的に示す。そして、その上で、実際にどのように規

ｧ緩和が進められてきたのか、そしてそれらがどのような成

ﾊを生みだしてきたかを検証し、規制緩和問題を広く理解さ
ｹる。

同　上 同　上

15
これからの産業組

D論

　本章では、これまでの議論で取り上げられなかった範囲に

ﾂいて、補足的に解説する。さらに、産業組織論における最

ﾟの理論的な発展や範囲の拡大についても展望する。そして、

Y業組織論を総括する。

@　　　　　　　　　　尺

同　上 同　上

一460　一一



＝情報産業論（’00）＝（R）

〔主任講師 西村　吉雄（東京大学教授）〕

全上裂いう概念の盤から始め、前半で賄報産業におけるタテからヨコーの構造轍に伴うネットワーク分業

について述べる。次にヨコ型情報産業における研究開発の進め方として「この指とまれ」モデルを提案する。最後に工

業社会から情報社会への転換を、産業構造の転換との関連において議論する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 情報産業論の系譜

　第1回目では、情報産業という概念の誕生と・産業の情報年と
｢う考え方との関係、脱工業化やサービス化、ソフト化、不ッ
gワークなど、関連概念との関係を整理し、本講義の方針や予

閧�qべる。

西村吉雄
i東京大学教
�j

西村吉雄
i東京大学教
�j

2

タテからヨコへ
i1）一コンピュータ産

ﾆの構造転換

　1980年代後半にコンピュータ産業のビジネス構造は大きく転
ｷした。1社が部品から最終製品までとりしきるタテ型から複数
驪ﾆの連携によるヨコ型に変わる。オープン・ネットワーク時
繧ﾖの転換でもある。

同　上 同　上

3

タテからヨコへ
i2）一メディア産業の

¥造転換

　タテからヨコへの転換はコンピュータ産業にとどまらず、あ
轤艪髀﨣�Y業に及びつつある。この回にはメディア産業㊧構
｢もタテからヨコに変わりつつあることを示し、マルチメディ
A現象との関係を考える。

同　上 同　上

4

タテからヨコへ
i3）一半導体産業の新

ｵ
い
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
ー
ア
ノ
レ

　情報産業にとっての最重要の技術基盤はこれからも半導体集
ﾏ回路である。この産業でもヨコ型のネットワーク分業が進展
ｵて新しいビジネス・モデルが次々に登場し、日本企業も対応

�翌轤黷ﾄいる。

同　上 同　上

5

タテからヨコへ
i4）一生産システムの

Iープン化

　ネットワークを介したヨコ型のオープンな分業は、製造業の
ｶ産システムにも及ぶ。半導体の生産を例にとってこの転換の
ﾓ味を考えるとともに、自動車産業などへの展開の可能性をみ
驕B

同　上 同　上

6

標準インタフェー
X、収穫逓増、
lットワーク

　ヨコ型のネットワーク分業では標準インタフェースが不可欠
ﾅある。この種の標準インタフェースを介して協力し合う産業
ﾅは、ネットワーク外部性と呼ばれる一種の収穫逓増原理が働

ｭことを示す。

同　上 同　上

7

情報産業における
､究開発（1）　　　　　　一“一リニア・モァル

ｩら「この指とま
黶vモデルへ

　ヨコ型構造の情報産業では、研究開発から生産・販売までの
ｷべてを1社で秘密裏に行うリニア・モデルは不可能で、開発方
jを公開して賛同者を募る「この指とまれ」モデルが有効であ

驍ｱとを提唱する。

同　上 同　上

一4　61



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

情報産業における
､究開発（2）一研究開発におけ

骰H業と情報産業
ﾌ違い

　工業製品の研究開発において大きな役割を果たしてきたリニ
A・モデルと中央研究所が情報産業では妥当せず、産学共同研
?窿xンチャーの役割が大きくなることを示す。特許の役割の
ﾏ化にも触れる。

西村　吉雄 西村　吉雄

9

情報産業における
､究開発（3）一大学の役割の変

ｻ

　日本の工業化の全盛期には大学の役割は均質な人材の研究に
?閨A大学における研究への期待がは低かった。情報産業ではこれが高まる。ヨコ型の情報産業における大学への期待と、大

w側の変：革の動きを紹介する。

同　上 同　上

10

70年代の構造転換
i1）一工業化から情報

ｻ、ポストエ業化へ

　日本の産業構造は1970年代に大きく転換した。鉄の生産量や
ｴ油の輸入量が漸減に転じるなか、半導体の生産は急増する。
ｻ造業人口比率の減少も始まる。この構造転換から、ポスト工
ﾆ化、情報化を考える。

同　上 同　上

11
70年代の構造転換
i2）一階層格差の拡大

　工業化から情報化への転換と同期して貧富の差の拡大が日本
ﾅも始まったことを指摘する。米国のデータとも比較しなが
轣Aその原因が、情報化・ポスト工業化への転換と連動してい
驍ｱとを示す。

同　上 同　上

12

70年代の構造転換
i3）一女性の時代とポ

Xトモダニズム

　工業化の時代には働く女性の数が減り、情報化の進展ととも
ﾉ、それが増えていることを、長期的な歴史データから明らか㌧にする。またトップレスやポスト・モダニズムなどの文化現象

ﾆ産業変化との関係にも触れる。

同　上 同　上

13

高齢化と人口減少一ネットワーク社

?ﾌワークスタイ
mレ

　21世紀の日本は急速に高齢化しながら人口減少に向かう。核
ﾆ族のなかの成人男性だけを雇用という工業社会型から、高齢
ﾒを含む拡大家族がネットワークを介して共働するというワー
Nスタイルへの転換が起こり得る。

同　上 同　上

14

メディア・ルネサ

塔X
[ネットワーク社
?ﾌライフスタイ
求f

　メディアのヨコ型化はメディア秩序の解体と再構築をもたら
ｷ。隣の人と同じ番組を観たかった工業社会人に対して、隣の
lとは違う番組を観たい情報社会人向けのメディアではネット
潤[クが最適なインフラとなろう。

同　上 同　上

15

大異を認め合いな
ｪら小同で協力し
謔､一ネットワーク社

?ﾌ協カスタイル

　自立分散した小集団がネットワークを介して協力するのが、
Y業・仕事・暮らしのこれからのスタイルだ。目的は違っても
ｦ力することが双方に有益となるように「大異を認め合いなが
迴ｬ同で協力」しよう。

同　上 同　上
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＝・ lットワーク産業論（’00）＝（R）

〔主任講師 直江　重彦（中央大学教授：）〕

一聯粘、今日の社会生活の鞭な基盤となっている公益事業と呼ばれる産業につV・ての実態を紹介するととも

に、その経済的社会的特性について解説し、公共政策上の諸課題について検討する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

1
概論1
�､事業の誕生と

ｭ展

　今日の社会生活の基盤となっている様々なサービスの中に公
v事業と呼ばれる産業がある。近代社会の形成とともにシビル
~ニマムとして普及してきた公益事業のその誕生から今日まで
ﾌ発展を、産業社会の発展と成熟と言う視点から概観する。

直江重彦
i中央大学

ｳ授）

直江重彦
i中央大学

ｳ授）

2
概論2
�､事業の経済学
I特徴

　公益事業は自由主義経済において長い間例外的に政府の強い
K制の下で発展してきた。その理由は公益事業が提供するサー
rスの特性とその生産構造のネットワーク性に求められるが、
ｱこでは特に経済学的に見て、何故規制が必要とされてきたか
��烽ｷる。

同　上 同　上

3 概論3
�､事業政策

　公益事業に伝統的に課せられてきた公共規制について概観す
驕B特に今日公益事業改革の主要課題とされている料金規制と
Q入規制を中心に、その経済的意味や社会的役割とそこから導
ｩれる公益事業政策の問題点を紹介する。

同　上 同　上

4
概論4
�､事業規制とそ
ﾌ変革

　公益事業に課せられてきた公共規制にも様々な問題があり、
｡日多くの国でその改革が進められているが、特に改革の主た
髑ﾎ象となっている料金規制の問題点とされる効率性に焦点を
魔ﾄ、その経済学的理由と各国で試みられている改革の方策を
ﾐ介する。

同　上 同　上

5
概論5
�､事業政策の課

　今日の公益事業は、規制緩和の流れの中で民営化や事業分
пA競争の導入と言った様々な制度改革がなされている。これ
轤ﾌ改革に伴い新しい公正競争条件の整備やユニバーサルサー
rスの確保と言った課題が発生している。ここではそれらの課
閧�T観する。

同　上 同　上

6 各論1
d気通信事業

　公益事業の一つである電気通信事業は公益事業改革の中心的
ｶ在であり、ここではNTTの民営化と我が国の電気通信産業
K制の実態を紹介する。さらに今日の情報化時代の中でこの産
ﾆは関連産業との融合化が始まっており、産業と政策の問題点
ﾆ課題を解説する。

同　上 同　上

7
各論2
咜翌ﾆインター
lット

　放送産業は通信技術の発展とともに高度化が進んでおり、
l々なメディアで放送サービスは提供されるようになってい
驕B放送産業の内部＝構造も変化しており、産業規制の改革が進
ﾟられている。特にインターネットの登場と関連づけて変革と

ﾛ題を紹介する。

同　上 同　上

一一一@4　6　3　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

郵便事業はその誕生以来、国家独占で提供されてきたサービ
各論3 スではあるが、多くの先進国でその改革が始まっている。特に

8 郵便事業と宅配事 近年発展してきた宅配事業との競争の中で様々な問題を：露呈 直江重彦 直江重彦業 し、民営化や事業分割が改革方策として採用されている実態を
紹介する。

鉄道は陸上交通の独占的な地位を占めてきたが、道路交通や
航空の発達により交通機関間の競合が生まれている。本甲iで 山内　弘隆 山内　弘隆

9 鉄　　　　　　道 は、交通ネットワークと輸送構造の変化を概観した後、自然独 （一橋大学 （一橋大学
占と経済的規制、鉄道整備と費用負担、民営化等事業形態の変 教授） 教授）

化について考察する。

航空産業では、アメリカの国内航空規制緩和（1978年）以
降、他の国でも競争導入が進んでいる。本誌では、まず航空産

10 航　　　　　　空 業における公的介入の根拠について論じ、規制緩和による市場 同　上 同　上
構造の変化、コンピュータ予約システム等新しい競争戦略につ
いて検討する。

多くの交通サービスは道路、空港、港湾等の交通インフラス

11
交通インフラスト

宴Nチャー

トラクチャーを前提として成立している。油壷では、交通イン
tラストラクチャーの特性を論じるとともに、無料開放を原則
ﾆする道路整備、利用者：負担となっている空港整備について具

同　上 同　上

体的に論ずる。

電気事業の市章構造の特徴や政府の規制の枠組みを解説し、
事業の活性化と消費者利益の増進を図るためにどの様な規制改 山谷　修作 山谷　修作

12 電　気　事　業 革が必要かを明らかにする。また電気産業が新たな取り組みを （東洋大学 （東洋大学
期待される課題としてさらなる経営効率化と地球環境問題への 教授） 教授）

対応を取り上げる。

ガス事業が直面する最大の課題は、内外価格（英国の3倍）と

13 ガ　ス　事　業
内々価格差（地域間で約3倍）の縮小である。料金低廉化に向け
ﾄ取り組むべき諸施策を紹介する。またクリーンエネルギーと 同　上 同　上

しての天然ガスの普及促進についても検討する。

‘安かろう不味かろう、高かろう美味かろう’の世間常識が
通用しない財、それが水道水である。としの水道事業は水源の

14 上下水道事業 遠隔化、水質の悪化、異常気象による渇水に直面し、供給コス 同　上 同　上
ト増を招いている。上下水道の料金低廉化とサービス向上のた
めの方策を検討する。

これまでの公益事業の経済理論と実態についての講義のまと
めとして、公益事業がどの様に変貌していこうとしているの

15 ま　　　と　　　め か、その課題としての効果と公正のバランス、それを実現する 直江　重彦 直江　重彦
ための公共規制のあり方、さらには市民の参加に不可欠な情報
公開を取り上げる。
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＝ベンチャー企業論（‘01）＝（R）

　　　　　　〔主任講師：柳　孝一（早　　稲　　田　　大　　学　　教　　授）〕
　　　　　　〔主任講師：　藤川　彰一　（㈱ジャフコ総務チームシニアーマネージャー）〕

全体のねらい
　21世紀はベンチャー企業の時代であると期待されている。ベンチャー企業とは何かから始まり・ベンチャー企業の現状を

日米の比較をしながら明らかにする。さらにベンチャ・・・…m企業を支援するベンチャーキャピタル等についてもふれながら・ベ

ンチャー企業について、体系的な理論、知識、見識を身につけてもらうことがねらいである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
ベンチャー企業の

梠繧ﾖ

　ベンチャー企業の定義を示し、中小企業との違いを明らか

ﾉする。産業構造が大変革する中でなぜベンチャー企業が注

ﾚされるのかを明らかにする。さらに既存の大企業や中小企

ﾆが、新規事業への多角化のために起こす、企業革新型ベン

`ャーについても言及する。

柳　　孝一
i早稲田大学

ｳ授）

柳　　孝一
i早稲田大学

ｳ授）

2
日本のベンチャー
驪ﾆの歴史

　戦後生まれたソニーや松下電器もベンチャー企業から出発
ｵた。今まで日本では、3回のベンチャーブームがあった。

｡回は95年に制定された「中小企業創造法」が契機となって
｢る。今までの歴史をふりかえりながら、今後の展開方向を

Tりたい。

同　上 同　上

3

ベンチャー企業経
c論（1）
i構造的アプロー

`）

　ベンチャー企業は、新規事業への挑戦を行うためリスクが

b｢。リスクを下げるためには成功したケースから、体系化
ｳれた経営理論を構築し、それを学ぶ必要がある。まず成功
椏_に立って、当該企業の主要成功要因を集め一般化して「四

ﾊ体理論」を形成した。

同　上 同　上

4

ベンチャー企業経
c論（ll）

i成長ステージ
ﾊアプローチ）

　ベンチャー企業は、昆虫の“変態”に例えられるほど、成

ｷステージごとにマネジメントを変革する必要がある。成長
Xテージ別に変革するには、経営要素の内容を変えると共に
Eエイトも変化させなければならない。その変革の力は、経

c資源の自己回転力による。

同　上 同　上

5
米国のベンチャー
驪ﾆの歴史

　第二次世界大戦後、米国に輩出したベンチャーの代表企業

�ﾐ介する。革新的な技術、新しいコンセプト等に基づいて

Nこされた企業の殆どがベンチャーであったことを明らかに

ｷる。また、ベンチャーを輩出するシリコン・バレーの文化

ﾉついても言及する。

藤川　　彰一
i㈱ジヤフコ

獄ｱチームシ　　　　、ニアーマ不一

Wャー）

藤川　　彰一
i㈱ジヤフコ

獄ｱチームシ
jアーマネー
Wャー）

6
米国のベンチャー
?�ﾌ現状

　1990年代に入って、ベンチャー企業への投資が飛躍的に拡

蛯ｵた。その背景とベンチャーが活躍するインターネット分
?ﾌ歴史と具体的な企業を紹介する。インターーネット以外の

ｪ野のベンチャーについても説明する。
同　上 同　上

7
米国のベンチャー
Lャピタル

　米国でベンチャー企業の発展を支えた最大の要因の一つで

?驛xンチャーキャピタルの歴史を紹介する。また、ベンチ

メ[キャピタルの資金フローのしくみ、ベンチャーキャピタ

潟Xトとベンチャー企業の関係をも明らかにする。

@　　　　　　　9

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本のベンチャーキャピタルの歴史を記し、ベンチャーフ

アイナンスに占める役割を明らかにする。米国との比較から、

8
日本のベンチャー

Lャピタル
21世紀のベンチャーキャピタルが向かうべき方向をしめす。 藤川　　彰一 藤川　　彰一

ベンチャー企業が期待されるにしたがって、多くのベンチ

ヤー企業が生み出されてくる。全体として、どのような事業

9
ベンチャー企業の

ｻ状

や業種、業態が多いのか。又支援制度との関係や問題点など

燒ｾらかにしたい。またインターネット関連等最先端の働き 柳　　　孝一 柳　　　孝一
も紹介してみたい。

ベンチャー企業の成功要因で最も重要なことは、起業家の

能力、すなわち「起業力」ということになる。ここでは、べ

ベンチャー企業の
ンチャー企業で成功した経営者の能力を分析し、これからの

10 経営者
起業家に役立つ内容としたい。起業力を身につけるにはどう 同　上 同　上

するかについても含めたい。

ベンチャー企業にとっての株式公開の意味一メリットと義

務一を明らかにする。日本のベンチャー企業の株式公開に大

11
ベンチャー企業と
博ｮ公開

きな役割を果たしてきた店頭市場の歴史を紹介する。90年代

魔ﾌ新しいベンチャー公開市場の動きを説明する。 藤川　　彰一 藤川　　彰一

第二次大戦後の中小企業政策の歴史とベンチャー支援政策
の概要をしるす。また、ベンチャー企業にとって，支援制度の

ベンチャー支援政
活用の方法と注意点を明らかにする。ベンチャー支援制度だ

12 策・制度
けではなく、社会全体の変革の必要性についても記す。 同　上 同　上

最近注目されているベンチャー企業について業種等を考え

ながら3社ほど取り上げ、ケーススタディを行う。起業の動
日本のベンチャー 機、成功要因、起業力の自己評価、経営的な危機、支援制度

13 企業 の活用等について、可能であれば、起業家の話を直接聞きな 柳　　　孝一 柳　　　孝一一

ケーススタディ がら構成したい。

米国でベンチャー企業が活躍しているインターネット関連

の企業をとり上げ、その起業から公開、その後の成長の歴史
米国のベンチャー を紹介する。とり上げたのは、ネットスケープ、ヤフー、AO：L、

14 企業のケーススタ アマゾン・ドット・コムである。 藤川　　彰一 藤川　　彰一
ディ

21世紀の日本経済の突破口は、相変わらず見えていない。

突破口のひとつがベンチャー企業の輩出である。政府、地方

15
ベンチャー企業の

ｫ来

自治体、大学、民間等の支援制度も整って来た。大企業の人

�甯ｸから起業家になる人や、大学生の意識も変わって来て

｢る。将来への展望を述べる。

柳　　　孝一 柳　　　孝一
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：＝ l間と自然（‘03）ニ（TV）
　　　　　　　一食・農・環境の展望

〔主任講師：祖田　修（京都大学教授）〕
〔主任講師二八木宏典（東京大学教授）〕

全体のねらい
　現在人類の存亡をかけて、人間と自然の関係のあり方が問われている．農業・農村および農学は、衣食住にわたり自然を利

用し保全し、かつしばしば環境に負荷を与えながら、文明・文化の展開に関わってきた・人間と自然の共生に向けて動き出

した食・農・環境の、新たな潮流を具体的な事実を紹介しつつ展望する

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

人類は今、人口爆発と肉食の増大によって、それに必要と

1
環境の世紀におけ
髏Hと農

なる農地の急増に迫られている。他方地球環境問題は、日に日

ﾉ厳しさを増している．果たして人類は飢えずに環壌を守れ
驍ﾌか。人間と自然の共生が叫ばれているが、どうずれば可能

祖田　　修
i京都大学教

�j

祖田　　修
i京都大学教

�j

なのかを考える。

飽食の時代などといわれるが、日本における食生活の状況

2 食生活の現状

はどうなっているのか。また世界の各国や地域の人々は、何を

ﾇのように食べているのか。食べないでは一日も生きられな

｢、「食べる存在」としての人間の、食をめぐる現状と問題を

古沢　広祐
i國學院大學

ｳ授）

古沢　広祐
i國學院大學

ｳ授）
明らかにする。

健康を維持するための安全な食品への欲求から始まり・生

産者と連携しながら、持続的農業の形成、さらには自然に学

3
健康な食を目指す
｢界の潮流

び、環：境問題へと活動を広げていく消費者の動きがある・そう

ｵた動きを国内、国外の具体的事例によって提示し、その意
同　上 同　上

義を探る。

今後の食・農・環境の問題を考えたとき、食と農、農と工、

都市と農村、地域と地域等の間で、望ましいリサイクルシス

循環型社会を目指 テムを作っていかなければならない。足元から力強くそれを
同　上 同　上

4 す町と村 目指す、栃木県高根沢町の動きを中心に方向を探る．

WTOにおいて、農産物貿易をめぐる新たな交渉と調整が始
まろうとしている。大農圏輸出国グループと中農圏、小農圏の

食料・環境と貿易問 間には、種々の意見の対立がある．それは何に由来するのか・
同　上 同　上

5
題 21世紀の食と農のために、貿易政策は如何にあるべきか。

ひるがえって生産の側を見ると、消費者の求める「安全・安

6

意欲的に新時代の
_業に取り組む農
ﾆ群

心・良質」な食品の生産に、意欲的に取り組む農家群がある・日

{農業の担い手不足ということが言われるが、経営感覚に優

黶A新たな時代の要請を担う農家も、確実に生まれているこ

ﾆを具体的事例の中で追う。

八木　宏典
i東京大学教

�j

八木　宏典
i東京大学教

�j

農業を、単に農産物を生産するだけでなく、総合化によっ

7

国民的要請に応え

麹㊨ｻを目指す生

て社会の要請に応え、将来展望を切り開こうとする生産者群

ｪある。その具体的事例を山口県船方総合農場、三重県モクモ

N手づくりファームなどに見る。それは人間と自然の新たな 同上 同上
産者 関係をも見据えた、思想豊かな取り組みである．
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
地域に根ざし未来
�Jく農業者群

　日本農業の展開には、さまざまな地域的条件が絡んでいる。

｢難な環境条件を、地域の他の農業者や消費者、関係団体と

ﾌ協力関係を通じて乗り越えようとする動きがある．地域に

ｪ差した農業者の力強い動きを探る。 八木　宏典 八木　宏典

9

形成均衡の世界一人間と動物の新

ｽな関係一

　森は遠く、見渡す限りの農地の拡がるアメリカのような大

_圏と違い、日本農業は森に近く、川筋、谷塚に展開する。そ

ﾌため猿、猪、鹿等の鳥獣害問題に悩まされる．人間の権利、

ｮ物の権利がそこで激突する。人間と自然の共生とは、一体何

�ﾓ味するのか。

祖田　　修 祖田　　修

10
欧米農業・農村の新

ｽな動き

　人類は今、環境、人間らしい真に豊かな生活、安全な食べ

ｨと健康等をめぐる大きな課題を抱えている。そのような中
ﾅ、欧米農業、農村は何を目指し、どこに行こうとしている
ﾌか．その農業・農村・農政の動きを探る、

河合　　明宣
i放送大学助

ｳ授）

河合　　明宣
i放送大学助

ｳ授）

11
発展途上国の農業・　　　　　　　　　r

_村の新たな動き

　発展途上国の人口比率は80％である．これらの諸国は、先進

剥曹ﾌ生活水準を目指し、急激な工業化、都市化の段階にあ
驕Bこれらの動きは、人口爆発、環境問題などとどう絡んでく

驍ﾌか．希望と苦悩の中に浮き沈みする途上国農業・農村の現
ﾀを追う。

同　上 同　上

12
自然・農業体験と子

汳Bの成長

　工業化とともに拡大・発展した都市も、今や多くの問題を抱

ｦるに至り、自然や農業・農村的なものを求めている。農村も

s市的なものを求めている。とりわけ子供達への農業の教育

ﾍも注目されている。子供達の人間的成長と農業体験教育を
?Sにしながら、全国各地に生まれている都市・農村の交流を

ｩる。

祖田　　修 祖田　　修

13
現代文明と都市・農

ｺ

　近代社会において、工業発展は人類に物的：豊かさをもたら

ｵ、都市は人間的自由を与えるものとして展開した。そこで

ﾍ、ともすれば農業・農村は見過ごされ、衰弱した、現代文明

ﾐ会にとって都市・農村とは何なのか、どのような関係を築く

ﾗきなのか。

木村　尚三郎
i東京大学名

_教授）

木村　尚三郎

i東京大学名
_教授）

14
日本文化と農林業・

_村

　日本は中央に山脈が走り、河川は急流で、国土は火山灰土

ﾉ広く覆われ崩れやすい。そこにしばしば大雨を伴う台風が
P来する．こうした条件の中で農業・農村は独自の展開を遂げ

n域社会、地域の文化を形成した。日本文化の底流にあるもの

��ｦする。

富山　和子
i立正大学教

�j

富山　和子
i立正大学教

�j

15

文明史の中の農業・

_村　一食・農環
ｫの展望一

　現代文明は、ひたすら人間の物心両面にわたる満足にカを

高ｬ、自然に大きな負荷を与えてきた．今や人間には、自己抑

ｧも要求されるであろう。東洋的自然観・倫理観の根底に流れ

驕u少欲知足」の思想こそ、改めて注目される。その流れを中国

ｩら日本へと探る。

祖田　　修 祖田　　修
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＝アグリビジネス（ζ02）＝（R）

〔主任講師：　稲本　志良（京都大学教授）〕

〔主任講師：　河合　明宣（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　現在の食料（食品）供給産業は、従来の農業・漁業を中心とした産業構造を大きく変化させ、資材産業、食品加工産業、

流通・サーービス産業などの関連産業との結びつきを強めたアグリビジネスといわれる産業構造へ転換してきている。アグリ

ビジネスの発展によって、消費者は豊かな食生活が可能になってきているが、新たな課題も生じてきている。本講義では、

上記の動向を国際的な視点も交えて体系的にのべる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

アグリビジネスは、農業と商工業（企業）との関連が強ま

るなかで、関連する産業ないし企業を総称する用語として定

1
アグリビジネスの
ﾍ囲と役割

着してきているが、先ず、その背景をのべる。次いで、わが

曹ﾌ食料が海外への依存を強めるようになった現実からも、

Aグリビジネスという領域として扱うことが必要になったこ

西村　　博行
i京都大学名

_教授）

西村　博行
i京都大学名

_教授）

とをのべる。

経済的にみると、農業・食料関連産業は国内で農業と食料

関連の生産物を生み出し、その生産のために必要とされる肥

料・飼料などが投入され、機械が利用されている。統計とし

2 農業の生産と投入 て利用できる1960年（昭和35年）以降における生産と投入 同　上 同　上

の年次的な推移を知り、それらの相対的構成の変化を眺める。

食料市場においては、かつての生鮮農産物だけでなく、各
種の付加価値のついた加工食品が消費者に提供されてきた。

そして、消費の内容は多様化し、外食と内食から、中食とい

3
広がるアグリビジ

lス

われる分野が別れるようになってきた。それは、生産や製造・

ﾁ工から販売の段階で、輸送や取引の形態を変えてきつつあ
驕Bしかし、こういつた食品産業の拡大と多様な消費の到来

同　上 同　上

による、廃棄物が無視できなくなっている。この間の経緯に

ついて説明する。
‘

わが国の農業経営は多様な変化を遂げてきている。このよ

うな農業経営の多様な変化は急速な発展を遂げている「川
上」、「川下」の関連産業と密接な関連を有している。その関連 稲本　　志良 稲本　志良

4
アグリビジネスの のあり方は、稲作農業、園芸作農業、畜産業において異なつ （京都大学教 （京都大学教
なかの農業経営 ている。ここでは以下の3つの章に先立って、農業経営と関 授） 授）

連産業の関連について概説する。

米の消費量が減退するなかで、稲作の生産力は技術革新に

よって大きく上昇してきた。．特に、単収の向上と安定、省力

化が進み、最近では三食回米の生産が重要になってきた。ま

5
稲作農業の発展と た、米消費拡大に向けた米加工も進んだ。この間の稲作農業 同　上 同　上
技術革新・流通革新 の動向を政策・制度の変化、輸入自由化などの環境変化、関

連産業との関連に注目してのべる。

野菜・果実の消費構造と食生活が大きく変化するなかで、

生産技術の革新、流通技術の革新の進展によって、生産構造、 小田　滋晃
園芸作農業の発展 流通構造が大きく変化した。また、品目によっては加工が増 （京都大学助

6 と技術革新・流通革 回すると共に、輸入も大きく増加した。この間の園芸作農業 教授） 同　上

新 の動向を、関連産業との関連に注目してのべる。
稲本　　志良
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
畜産の発展と技術
v新・流通革新

　消費構造や輸入増加などの大きな環境変化のなかで、畜産

ﾍ急速な技術：革新、流通革新によって規模拡大と生産性の向

繧�ﾀ現してきた。この間の畜産の発展の過程を関連産業と

ﾌ関連に注目しながらのべる。
稲本　　志良 稲本　志良

8

食品製造業の発展
ﾆ食品の多様化・高

t加価値化

　食品製造業は、品目により大企業寡占と多数小企業の原子

Iな競争構造にわかれ、技術の状態も異なる。このような産

ﾆ組織下での、製品の多様化や高付加価値化、衛生・安全性
ﾈどの品質問題、原料生産者との取引、輸入原料依存構造に

ﾂいてのべる。

新山　陽子
i京都大学教

�j

ｴ原　　昭子
i中国学園大

w講師）

新山　陽子
i京都大学教

�j

9
食品流通業の発展
ﾆ流通の多様化

　食品の流通は卸売と小売の2つの階段からなる。卸売段階
ﾅは、生鮮農作物の卸売業と卸売市場の制度・機能、加工食

iに関しては製造企業と問屋が担う卸元機能について、小売
i階では、量販店の発展と食品小売機能についてのべる。

新山　　陽子 同　上

10
外食産業の発展と
H生活の変化

　一大産業となった外食産業には、寿司など伝統食：部門と、

nンバーガーなどアメリカ資本とそのノウハウによって発展
ｵた外来食部門とがあり、近年は弁当・惣菜業の伸長が著し

｢。このような部門や業態の拡大と食生活の変化、食憎憎科

ﾌ調達にみる農業とのつながりについてのべる。

新山　陽子

ｴ原　　昭子
同　上

11
漁業の持続的生産
ﾆ養殖の展開

　水産資源の持続的利用が世界的関心事で、養殖業が漁業生

Yを捉えるようになるか否か課題とされる。秩序ある漁業法

ｧ度の仕組みや経営システムあるいは技術進歩が資源増減の
?阨福ﾉどのように影響するかについてのべる。

倉田　　　亨
i近畿大学名

_教授）

倉田　　　亨
i近畿大学名

_教授）

12
水産加工の伝統と
Z術革新

　水産加工品は生鮮のままとは異なる味覚を持ち、消費の仕

福煦痰､。伝統的な加工・調整技術が現代にもいかされてい

驍烽ﾌが多い。他方、欧風加工・製造も増えている。水産加
H品の商品特性と技術的特徴およびその加工の産業的特徴や

ｷ衰についてのべる。

同　上 同　上

13
水産物流通の多様
ｻとグロー・バル化

　わが国で使用する魚介は700とも1500種ともいわれ、流通
ﾌ仕方や価格形成も様々である。産地市場から中央卸売市場

�oて小売業者へ届くのが主要ルート、これに輸入品が続々

ﾆ加わる。各ルートでの取引システムと価格形成についての

ﾗる。

同　上 同　上

14

アグリビジネスの
W開と国際化一欧米諸国との関

Aで一

　わが国のアグリビジネスが発展する過程で、欧米諸国のア

Oリビジネス、特に多国籍企業との間で、一方では競争関係

ﾌ激化、他方では、業務の連携関係の強化が進んでいる。こ
ﾌ間の動向について、欧米諸国との関連を中心にのべる。

河合　　明宣
i放送大学助

ｳ授）

河合　　明宣
i放送大学助

ｳ授）

15

アグリビジネスの
W開と国際化
黹Aジア諸国との
ﾖ連で一

　わが国のアグリビジネスが発展する過程で、アジア諸国へ

ﾌ直接投資や製品市場の拡大が進んでおり、現地諸国の農業

竦H品産業との競争や連携が強まってきている。この間の動
?ﾉついて、アジア諸国との関連を中心にのべる。

同　上 同　上

一470　一一



　　　　　　　　　　　＝持続的発展と国際協力（‘03）＝・（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講i師　：　河合　明宣（放送大学助教授）〕
　　　　　　　　　　　　〔主任講師　：　浜口　恒夫（大阪外国語大学教授）〕

全体のねらい
　南アジア7か国（インド、パキスタン、バングラデシュ、スリランカ、ネパール・ブータン・マールディーヴ）を対象

として、持続的発展と国際協力の問題を考える。まず第二次世界大戦後における各国の経済開発の歴史と現状を把握する・

現状の分析からどのような問題が開発のネックになっているか、その問題を行政と国民がどう解決していこうとするのか・

また問題を鰍しょうとする主体の動き（努力）等を躰的に理解する・こうし鯉解を基に望まい’援助のあ妨や縫
が可能な援助を考えることができる。これは南アジアと日本との新しい関係を探る材料となる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u、師　名
i所属・職名）

1
南アジア諸国の開

ｭ戦略

　南アジア地域の歴史的、地理的概略を理解した上で、第二

汨蜷甯繧ﾌ経済開発の展開を主に5か年計画を中心にして概

烽ｷる。
河合　　明宣
i放送大学助

ｳ授）

河合　　明宣
i放送大学助

ｳ授）

2
農業・農村の開発戦

ｪ

　工業化が外国資本や援助により推進された場合は、短期に

Y業構造の高度化が達成されるが農工間及び貧富の格差が急

ｬに拡大する。また、自然環境や生活環境が短期に悪化する
X向が強い。南アジアを事例として、経済開発と農業・農村

J発の関係及び経済開発の今日の問題点を考える。
同　上 同　上

3
雁行形態的経済発
Wと南アジア諸国

　日本は明治維新後西欧から技術を導入し、消費財の生産か

迯H業化を開始した。その後、消費財から資本財へと基幹産

ﾆを移行させてきた。このような工業化のもとで大きな問題

ﾅあった二重構造を解消することができた。台湾・韓国とい
ﾁた国もこのような形態で経済発展を遂げてきた。東アジ
A・モデルとインド、パキスタン、バングラデシュを比較す

驕B

内川　　秀二
i日本貿易振

ｻ会・アジア
o済研究所研
?�j

内川　　秀二

i日本貿易振

ｻ会・アジア
o済研究所研
?�j

4 インドの工業化

　インドは1950年代に国内市場向けの工業化を開始した。し

ｩし、東アジア諸国が1970年代に高度経済成長を遂げる一方

ﾅ、インドの経済成長は1960年代半ば以降停滞した。インド
ﾍ1990年に外貨危機が発生したのを契機に経済政策の転換を

}った。インドの工業化の過程を説明するとともにその問題

_を明らかにする。

同　上 同　上

5

軍部・官僚支配の開
ｭ戦略一パキスタン（D一

　パキスタンは1958－69年、69－71年、77－88年に直接的・間

ﾚ的軍政を経験し、99年からは4度目の軍政に入っている。
ｼの民政期も国政は軍部・官僚層によって動かされてきたの
ﾅ、開発戦略の枠組みも社会経済発展の実績も、軍部・官僚

x配の特徴を色濃く示している。その結果、90年代のパキス
^ン経済は危機的状況に陥ってしまったが、はたして脱却の

ｹはあるのだろうか。

浜口　恒夫
i大阪外国語

蜉w教授）

浜口　恒夫
i大阪外国語

蜉w教授）

6

対外依存の経済開
ｭと構造的不均衡
黹pキスタン（2）一

　パキスタンは、1960年代と80年代に訪れた工業化の波に乗

ﾁて、それぞれ6．8％と6．5％という高度成長を果たし、独立

ｼ後の植民地的停滞経済から大きな変貌をとげた。しかしこ

ﾌ高度成長はいずれも軍政下に対外依存の開発戦略の実施に

謔ﾁて達成されたため、多くの構造的不均衡を抱え込んでし
ﾜった。工業化を中心にして経済開発の実態を捉え、国内・

ﾎ外の不均衡を分析する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7

開発援助と自立の
ﾛ題一バングラデシュー

　1971年に独立したバングラデシュは、軍部による政権運営

繧焉A政権交代が続いている。縫製品工業が牽引した製造業

ｭ展にも政情不安が影響している。一国の経済開発と国民統

№ﾌための物的及び人的資本の蓄積が乏しいという歴史的制

��T説した上で、農業・農村開発を通して地域経済の確立、

ｻのための住民参加による地方行政の効率化が重要であるこ
ﾆを述べる。

河合　　明宣 河合　　明宣

8

ヒマラヤ山間地に

ｨける持続的発展
ﾌ課題一ネパールー

　1950年春以降、ネパールは混合経済体制下で5ヵ年計画を

?Sとした開発戦略を進めた。しかし、約8割の農業人口比
ｦは減少せず、農業が占める国内総生産比率は低下傾向にあ
驕B主産業である農業の停滞を打破できない。そこで住民の

g織化による参加型森林資源利用の事例考察を通じて、持続

ﾂ能で環境適応型農業の推進について検討し、適切なハード、

dフトの整備を目的とする国際協力について考える。

ケシャブ・ラル・

}ハラジヤン

i広島大学助
ｳ授）

ケシャプ・ラル・

}ハラジヤン

i広島大学助

ｳ授）

9
森林保全重視の開
ｭ一ブータンー

　最も遅れて工業化過程に入ったブータンは、手着かずの森

ﾑが持つ砂防・水源酒養、生物多様性保全機能を自国の優位

ﾈ資源賦存と捉え、持続的発展を目指した開発戦略を推進し

ﾄいる。ブータンの持続的発展の枠組みを理解すると同時に
ｩ然環境保全を最優先させた開発戦略が妬くの国民の支持を

�ｯている理由を地方分権化と関連させて考える。

河合　　明宣 河合　　明宣

10

域内社会開発先進
曹ﾌ経済的課題一スリランカ、マー

泣fィーヴー

　インド洋上の海洋国スリランカとマールディーヴは、国連
J発計画の人間開発指数（2000年）が0．741と0．743で、世界173

附葬?ｻれぞれ89位、84位で中進国に位置している。南アジ

Aでは、続くインドが0．577で124位であるから、両国とも突

oして高く、域内では社会開発先進国である。このような実

ﾑがどのようにして達成されたか、直面する経済的課題は何
ﾈのかを探る。

浜口　恒夫 浜口　恒夫

11

農村開発における
搗ｱ的発展とは一バングラデシュで

ﾌ在地化をめざした
_村開発援助プロジ
Fクトに参加して一

　バングラデシュで行なわれているJICAの農村開発に関する

､究協商プロジェクトへの実践的な参加経験からつかむこと

ｪできた、　「在地化をめざした」農村開発と援助のあり方を

ｨ話ししたい。農村開発における持続的発展にとってなにが
Lーワードとなってゆくのかについて、皆さんが考える時の一つの材料を提供できたらと願っている。

安藤　和雄
i京都大学助

ｳ授）

安藤　和雄
i京都大学助

ｳ授）

12
洪水対策と住民参
ﾁ一バングラデシュー

　バングラデシュの洪水の概要と人々との関わりについて述べるとともに、パキスタン時代から現在に至る洪水対策の歴

j的展開について概観する。とくに1990年代に実施された大

K模な洪水対策事業FAPでの住民参加のあり方に焦点を当
ﾄ、その問題点を明らかにする。さらに、農民が「在地の技
p」をもちいて洪水に適応してきた姿を明らかにしながら、
u洪水と共生」の可能性についても言及する。

内田　晴夫．（農業技術研

?@構主任研
?ｯ）

内田　晴夫
i農業技術研

?@構主任研
?ｯ）

13
住民参加と地方行
ｭ改革

　1990年代には南アジアでは地方分権化が大きく進展した。

ｱの歴史的背景や地方行政改革によりどのようにして住民参

ﾁが可能となったのか述べる。また、集落組織、地域住民組

Dが農村開発や持続的発展においてどのような役割を担うの

ｩについて考察する。
河合　　明宣 河合　　明宣

一一一@4　7　2　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
社会開発における

mGOの役割

　近年、国際協力の重点が経済開発から社会開発に移ってき

ﾄいる。NGOは、経済開発から取り残された人々の組織作り
�ﾊして、所得向上、食生活改善、女性や子供の地位向上、

ｯ字教育等の社会開発において多くの成果をあげてきてい
驕B南アジアで長い活動経験を持つNGOの活動を紹介し、
mGOによる国際協力の固有の役割を理解し、今後の課題を展

]する。

斎藤　千宏
i日本福祉大

w教授）

斎藤　千宏
i日本福祉大

w教授）

15

日本と南アジアー

Vしい協力関係を
≠ﾟて一

　政府開発援助や経済開放政策下での外国資本投資、貿易の

齣wの拡大は、当該国の経済開発戦略に大きな影響を与える。

?Aジア諸国における経済開発の概要の理解を前提に、グロ

[バル化が進む中での日本と南アジアとの国際協力関係を探

閨A深めることの重要性を述べる。
河合　　明宣 河合　　明宣
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＝都市システム工学（‘03）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

林亜夫（明海大学教授）〕
阪本　一郎（明海大学教授）〕

全体のねらい
　戦後発展してきた日本の都市は、今までにない大きな変貌を迫られている。これらの変貌の実態と要因を正しく理解し・

また変貌に伴う問題をいかに解決していくかを考察することが目的である。このためには・単一の学問体系だけでなく学際

的で広範な知識体系と技術、すなわち社会工学的なアプローチが必要となる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

都市社会の構造的
ﾏ化に対する社会
H学的アプローチ

　戦後発展してきた日本の都市は大きな変貌を迫られてい
驕Bこれらの変貌の要因を理解し、また変貌に伴い出現した

竭閧��?ｵていくためには、単一の学問体系だけでなく学

ﾛ的で広範な知識体系と技術が必要であることを認識し、変

eの実態と要因を考察する。

林　　　亜夫
i明海大学教

�j

林　　　亜夫
i明海大学教

�j

纐{　　一郎
i明海大学教

�j

2
商業環境変化と中
S市街地活性化

　都市構造と消費者行動の変化は従来の商業集積地に大きな

e響を与え、中心市街地の不振をもたらしている。これへの
ﾎ応策と再活性化を担う人と組織のありかたについて、英国

凾ﾌ経験を紹介しながら考察する。

阪本　　一郎
i明海大学教

�j

林　　　亜夫

纐{　　一郎

3
都市産業の変貌と
V産業の受容

　時代とともに都市を支える産業は交代する。新しい産業が

s市で如何に生成し成長するか、またその受け皿となる地域

ｪ都市内部のどこに用意されるか。これらの現象の分析を通
ｶて、都市が活力を維持するメカニズムを考察する。

同　上 同　上

4
都市のリノベーシ
㏍

　市街地に新しい活動を受け入れる場を用意するためには、

]前の人と活動の存在を尊重しながら新しい形態の合理性・

L利さを社会に示す必要がある。リノベーションの妥当性と

ﾀ現性を過去の事例分析を通じて考察する。
同　上 阪本　　一郎

5
都市の持続可能性
ﾆ都市形態

　都市を持続可能ならしめることは、地球環境の面ばかりで

ﾈく、歴史の尊重と経済効率の観点からもきわめて重要であ

驕B持続可能な都市形態を、コンパクトシティなどこれまで

ﾌ提案の検討を通じて考察する。
同　上 同　上

6
都市のユニヴァー

Tル化

　高齢社会の到来は都市のあり方に多くの問題を提起した
ｪ、近年はさらに障害者や外国人なども含めて、　“全ての人

ﾌための都市”に関する議論がなされている。この観点から

ｻ代都市の問題と改善のあり方を考察する。
同　上 同　上

7
都市の基盤施設の

沂汲ﾆ需要

　快適な都市生活や高度の生産活動には都市の基盤施設が必

{である。そのような基盤施設の公共財としての性格を理解
ｵ、さらには日本の都市における基盤施設整備水準や整備内

eの問題について考察する。
林　　　亜夫 林　　　亜夫
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
都市社会の公的部

蛯ﾆ新しい準公的
薄蛯ﾌ役割

　基盤施設整備や公共サービスの供給において、地方公社や

謗Oセクターといった準公共部門が重要な役割を担ってき
ｽ。しかし、これら部門の財政的破綻や効率性が問題になり、

Vしい制度や技術が導入されつつあり、これらについて考察
ｷる。

林　　　亜夫 林　　　亜夫

9
都市空間形成にお
ｯる公的部門の役

　都市の公的部門は、都市空間の質を維持し改善するために

l々な関与をしているが、その手段として、公共事業ならび

ﾉ民間部門の規制と誘導の方法が採用されてきた。これらの

ﾀ績と限界を検討し、公的部門の関与のあり方を考察する。
阪本　一郎 阪本　一郎

10
都市の管理と情報
Z術の進歩

　計算機とネットワークの普及は、電子自治体といった言葉

ﾌ出現にあるように、都市自治体の行政事務だけでなく公共

Tービスの質やそのサービス領域をも変えつつある。現状の
°y実態と評価、そして問題点を考察する。

林　　　亜夫 林　　　亜夫

11
地域の計量的分析
ﾌ手法と有効性

　都市の様々な活動を数量的データとして捉え、それら活動

蜻ﾌの構造および主体間の関係を定量的に捉え、都市政策の
]価や予測を行う方法論の一つとしての地域計量モデルにつ

｢て、その理論と実例について学ぶ。

山　口　　誠

i豊橋技術科

w大学教授）

山　口　　誠

i豊橋技術科

w大学教授）

12
都市地域の理論的
ｪ析の手法と政策
ﾈ学

　都市地域の発展、衰退さらには都市の空間構成、人口や産

ﾆの分布がどのような要因で決定されていくかを、簡単な数

wモデルで考察する。さらに、ある目的をもった都市地域政
�ﾌ意味をこれらモデル上で考察する。

林　　　亜夫 林　　　亜夫

13
都市の社会資本の
糟ｹ配分と評価分

ﾍ

　都市における基盤施設整備、維持管理、その他行財政的施

�ﾌ有効性をどのように評価すればよいかについて、現在ま

ﾅの様々な試みと現在都市地域の自治体において検討、導入
ｳれつつある方法について検討する。

同　上 同　上

14
都市の計画策定の
∠攝ｫと策定主体
ﾌ分権化

　都市の計画策定の主体は国によって異なり、日本では国か

邇ｩ治体に徐々に移行している。しかし計画の正当性、有効
ｫ、実現性に関する議論は、策定主体として住民を位置付け
髟綷?ﾉある。街づくりの現実の中からこの問題を考察する。

阪本　　一郎 阪本　　一郎

15
都市の広域化と地

謚ﾔ利害調整シス
eム

　都市活動や公共サービスの広域化に伴い広域行政の重要性

ｪ高まる一方で、公共サービスの多様化と高度化と都市・地
謗ｩ治体の財政難逼迫から市町村合併が問題になっている。

ｱれら広域行政と市町村合併の問題と展望について考察す
驕B

林　　　亜夫 林　　　亜夫
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・＝ s市と生活空間の工学（’00）＝（TV）

〔主任講師 阪本　一郎（明海大学教授）〕

全体のねらい
　人々の生活は多様な行動で成り立ち、それらが営まれる生活空間は道路や建物などの物的基盤によって機能する。人
類はその歴史の中で、良質な生活空間を獲得するためにさまざまな努力と試みを行ってきたが、いまだにその質は人々
の期待から遠く離れた水準にあり、その改善は重要な社会的課題としてあり続けている。この課題に応えることだどの
ような意味で難しく、社会のいかなる選択を必要としているかという点について、主として社会技術の側面から示すこ

とが本講義のねらいである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
都市と　田園一2っの生活空間

　対照的な生活空間である都市と田園を対比することにより、
ｻれぞれの特性を明らかにする。さらに田園の魅力と都市の魅
ﾍの源泉について述べる。

阪本一郎
i明海大学

ｳ授）

阪本　一郎
i明海大学

ｳ授）

2
生活空間としての
c　　　　　　園

　田園から都市へ、地方都市から広域中心都市へ人口が移動
ｵ、従来の生活空間の維持が困難になった状況に、政府・自治
ﾌがどのように対処してきたかを概観するとともに、田園居住
ﾌ可能性を検討する。

同　上 同　上

3

都市　と郊外一生活空間の

@　　　拡散化

　都市の郊外化といわれる現象が世界的に進行し、生活空間の
g散化が生じている。この現象を紹介するとともに、それがも
ｽらす社会的不利益の大きさを述べる。

同　上 同　上

4
都市　と郊外一居住地の選択

　人々の自由な居住地選択が都市の郊外化をもたらしている。
ﾐ会条件の変化が人々の選択にどのように作用するかを考察す
驕B

同　上 同　上

5
郊外開発抑制の
獅ﾝ一居住地の制限

　都市をコンパクトに保つためのさまざまな試みがなされてき
ｽ。グリーンベルトを採用したイギリスや日本の試みを概観す
驕B

同　上 同　上

6
都市空間制御の
ｻ　　　　　　実

　都市空間を人為的にコントロールしょうとする試みは、現実
ﾐ会の中でしばしば変形を余儀iなくされる。線引き制度の変形
ﾌ過程を検討し、人為的制御の難しさを示す。

同　上 同　上

7
優れた生活空間の

﨟@本　要　素

　優れた生活空間であるための物的な条件を検討する。特に都
sにおいては人々の高密な活動が相互に摩擦を生じやすいた
ﾟ、厳しい条件が必要になること、その実現に市場が十分には
F機能しないことを述べる。

同上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の土地利用規 日本では生活空間の質を確保するためにゾーニングという方
8 制による生活空間 法を採用してきた。その歴史的な展開を概観し、良質な生活空 阪本　一郎 阪本　一郎

の質確保 間の実現に成功していない理由を示す。

欧米の土地利用規 それぞれ異なる方法で土地利用規制を実施しているアメリ
9 制による生活空間 カ、ドイツ、イギリスについて、規制方法を紹介し、良質な生 同　上 同上

の質確保 活空間の実現方法としての性能を検討する。

土地利用規制は土地所有権の制限を意味するため、しばしば

10 私権の制限と
ﾐ会の支持

強い反対を生じ、有効な規制を実施できないことになる。いか
ﾉして社会の了解と支持を得て有効な規制を可能にするかを、

同　上 同　上

イギリスやアメリカのケースをとりあげながら考察する。

良質な生活空間を実現するためには開発の制限だけでなく、

1ユ 都市基盤の構築
道路、公園などの社会基盤施設の建設が必要である。日本では
ﾇのようにこの課題に取り組んできたかを概観し、基盤構築上

同　上 同　上

の課題を述べる。

都市再開発 貧困な都市基盤の故に生活空間として種々の問題を抱えた市

12
一下の遺産の解消
@と社会変化への

街地、社会が変化する中で新しい要請に応えられない市街地、
ｱれらの地区の再開発について歴史的に概観し、そのあり方や

同　上 同　上

対応 実現方法について述べる。

良質の生活空間を実現するためにはこれに貢献する開発が必

13
開発の担い手と
?@用　負　担

要となる。誰がそのような開発の担い手となるか、誰がその費
pを負担するか、どのようにして開発を誘導するかといった点

同　上 同　上

を検討する。

都市中心部から居住者が居なくなる空洞化現象、郊外の

14 都心空間の再生
ショッピングセンターとの競争に敗れ活力を失いつつある中心
､業地、これらの問題を抱える都心部の再生をいかにして図る

同　上 同　上

か、また何故再生が必要かを述べる。

環境問題で注目されている持続可能性は、生活空間の長期的

15 生活空間の
Tステナビリティ

な維持を考える上でも重要な概念である。これまでに提案され
ｽ生活空間を持続可能性の観点から検討し、未解決な点を考慮

同　上 同　上

する。
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二環境アセスメント（’00）＝（TV）

〔主任講師　　原科　幸彦（東京工業大学教授）〕

全瀦齪発展は世界の環境蘇のキーワードであり、環境アセスメントはそのための基本的な手段である．計画な

どの人間行為の意思決定において透明な形で環境配慮を行うことがアセスメントの本質である・方法論的にはシステム
分析が基礎であり、透明性を高める工夫が環境先進各国で行われているが、我が国はこの点で欧米に遅れている。米国
よりも我が国に近い状況である先進国として欧州諸国の事例も多く紹介して、アセスメントのあり方について考察す

る。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 持続可能な発展

人間活動と環境（スイス）、東京とニューヨークの土地利用比

r、環境問題の変遷i、NEPA
潟Iの地球サミット、持続可能な発展、環境基本法、環境と開

ｭの対立を超えて調和へ、
ﾂ境共生都市（Freiburg）、環境共生型の住宅地開発
Aセスメントは人間行為の意思決定への環境配慮の手続き

原罪　幸彦
i東京工業

蜉w教授）

原科　幸彦
i東京工業

蜉w教授）

2
環境アセスメント
ﾆは何か

環；境に配慮した人間行為の選択、判断形成の透明化、環境配慮

ﾌ説明責任、情報公開と住民参加
ｭ策分析としてのシステム分析、科学的・民主的手続き、

繿ﾖ案の比較検討：Mission　Bay、横浜市青葉区の道路作り

Aセスメントの手続き

同　上 同　上

3
コミュニケーション

ﾌ方法

アセスは情報交流のツール、コミュニケーションが基本
Aセス法による手続き、対象事業の選定、方法書、
?�曹ﾆ評価書、文書による方法と会議による方法、
@説明会（神奈川県の事例）
@公聴会（川崎市の事例）
竭闢_と改善方法

同　上 同　上

4
検討範囲の絞り込

ﾝ

検討範囲の絞り込み（スコーピング）
繿ﾖ案の列挙、評価項目の選定、影響範囲の確定、
ｲ査の方法、現状把握、
¥測の方法、予測モデル、予測の前提、評価の方法

原科幸彦

ｺ山　武彦
i早稲田大

w助教授）

原科幸彦

ｺ山　武彦
i早稲田大

w助教授）

5
予測手法（1）
ｩ然関連項目

環境汚染：大気汚染、悪臭、水質、土壌汚染、地盤沈下、騒音

@　　　　・振動、パソコンの活用事例
ｩ然環境：貴重な動植物の保護、生態系の変化

村山　武彦 村山　武彦

6
予測手法（2）
ﾐ会関連項目

社会環境：景観の変化（予測システム）、街並みと自然景観・

@　　　　人と自然の触れ合い、身近な緑の保全、

@　　　　コミュニティ、

@　　　　文化財、歴史的環境、廃棄物

n球環境：温暖化効果ガス

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

項目別の評価、定性的評価と定量的評価、評価関数、評価結果
の表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

7 環境影響の評価 解釈（総合評価）、相対評価、Dr．　Therivelのコメント、重みづけ 原理　幸彦 原理　幸彦
総合評価の例、Jackson，　Wyomingの下水処理場の評価例、誰の
重みか、単一指標は必要か

我が国の制度成立の経緯、歴史と背景、環境汚染と自然保護
国の制度と自治体の制度
地方自治体の制度化、川崎市の条例アセス、東京都・神奈川

8 日本の制度の歴史 県・等個別法等による制度化、 同　上 同　上
法制化の失敗と閣議アセス
環境影響評価法の成立、環境基本法、第20条：環境影響評価制
度の推進

環境影響評価法の特徴
これまでの実績
最近の事例：

9 日本の現行制度 藤前干潟の埋め立て事業（アセス結果と事業計画の意思決 同　上 同　上
定）

恵比寿ガーデンブレース（NGOのカとフォローアップ）

アセス法の活用と問題点

欧州でも事業アセスが中心、代替案の比較検討は行う、
欧州とアメリカの制度

10
欧米の
Aセス制度と事例

日本との比較：計画との連動、住民参加、情報公開
Aセスの具体事例
@イギリスの事例：英仏海峡トンネル連絡鉄道

同　上 同　上

オランダの事例：アムステルダム近郊の住宅地開発
（Mr．Verheeln）

h

我が国は不十分な住民関与、住民参加には情報公開が不可欠
欧米に見る積極的な住民参加の事例

11 積極的な住民参加 MissiOn　Bay開発のアセス事例 同　上 同　上
我が国における新しい動き
狛江市のごみ中間処理場建設計画

アセスメントによる環境紛争の発生

12
アセスメントと

ｴ争

紛争解決の方法、裁判よりも話し合いで、調停（mediatio11）

ｴ争解決の事例
reattleの道路建設

同　上 同　上

Jackson，　Wyomingの下水処理場建設
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

環境配慮した人間行動の管理、東京とロンドンの土地利用比較
i空撮）、累積的影響の除去、成長管理、土地利用計画が必要
Strategic　Environmental　Assessment（SEA）、　D二Therive1

13
戦略的
ﾂ境アセスメント

　世界の動向：Dr．　Sadler、　EUの動向

rEAの事例：イギリス、英仏海峡トンネル連絡鉄道
原科　幸彦 原科　幸彦

Prof　Banister
政策の例、オランダの廃棄物処理10ヶ年計画

環境基本計画：京都の環境計画を事例に
COP3のフォローアップ（京大・内藤正明教授）

14
環境計画と
Aセスメント

　歴史環境の保全と近代化、京都駅ビルと南禅寺の対比、路面

d車の活用
同　上 同　上

環境と調和したZurichの交通システム
n域の総合計画が必要、計画への参加、早期段階での環境配慮

環境との共生を目指して：万博アセスの教訓
地球環境問題への対応（Thin：k　Globally，　Act：Locally）

地球規模の視野で、日本の海外援助と環境配慮

15
アセスメントの

｡後
　世界はSEA的アプローチ
v画制度と環境配慮の運動：イギリスの例、Prof　Hallスイスの

同　上 同　上

地域計画、Prof．　Sc㎞id

京都の賀茂川
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＝マスメディア論＝・（‘03）＝（R）

〔主任講師：

〔主任講師：

〔主任講師：

倉
野
室

柏
荻
小

康　夫（放　送　大　学　教　授：）〕

弘　巳（県立長崎シーボルト大学教授）〕

面訴子（東京国際大学助教授）〕

全可惜門々の1知りたい」とV、う欲求とともに発達し、いまや固有の産業として強大なカを示すまでになった．新た

な技術の登場とともに、新聞、出版、放送、広告といった分野で膨大な情報が伝達され・それが社会の行方に決定的な影響

を及ぼしてきた。講義では各々のマスメディア固有の歴史を辿りつつ・課題を検討する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師名

i所属・職名）

講　師名
i所属・職名）

19世紀半ばから21世紀はじめの100年間は、コミュニケー

ション手段の発展の歴史として位置づけることができる。19 柏倉　康夫 柏倉　康夫

1 情報は世界を制す
世紀に発達した郵便、電報、電話、20世紀になって出現した

宴Wオは人びとの生活に影響をあたえた。第1回では、情報
（放送大学教

�j

（放送大学教

�j

伝達の歴史と社会の関係を展望する。

2
メディア革命と政

｡

　第2回はメディアの変革が政治に及ぼした影響を考える・

ｭ治はときにマスメディアを抑制し、またあるときは政策実
sの手段として、これを促進させた。マクルーハンの「メデ

Bア論」を読み直しつつ、政治とメディアの緊張関係を歴史

Iに展望し、今日の課題を探る。

荻野　弘巳

i県立長崎シ

[ボルト大学
ｳ授）

荻野　弘巳

i県立長崎シ

[ボルト大学
ｳ授）

電子出版が盛んになる今日、「グーテンベルクの銀河系」

の終焉という言葉が言われる。手写本から活字本へとドラス

3 書物の革命
ティックに推移してきた書物、人類の知の宝庫と考えられて

ｫた書物とは何か。テクスト、モノ（本）、読書行為の接点
柏倉　康夫 柏倉　康夫

である書物の本質と変遷を考える。

B・アンダーソンは、16世紀の各国近代語の普及と印刷出

版物の普及がナショナリズム流行の前提であり、さらに19世

4 出版社の拾頭
紀の読書革命が大衆の国民化を支えた。こうした事態の背景

ﾉは出版産業の隆盛があった。近代社会における巨大出版社
同　　上 同　　上

の出現の意味をフランスを中心に論じる。

今日でいう作家が誕生したのは19世紀になってからのこと

である。それまでの文学者は王や貴族に頼って作品を創作し

作家の誕生・読者の てきた。そしてその背景には市民階級の拾頭による読者層の 同　　上 同　　上
5

拡大 拡大があった。こうして雑誌は多くの読者を獲得するために

多彩な読み物を掲載するようになる。

ヨーロッパ大陸で最初に刊行された日刊紙はドイツ・ライ
プチヒの「アインコメンデ・ツァイトゥング」紙で、18世紀

新聞メディアの現 には各地で日刊紙が登場し、それ以後新聞は各時代を通じて 同　　上 同　　上
6 在 主要なマスメディアであり続けた。政治体制の関係を中心に・

社会における新聞の機能について考える。

映画は1895年12月のある夜、パリのレストラン「グラン・

カフェ」で上映されたリュミエール兄弟のシネマトグラフに

映画、イメージの文 よって始まった。このときから「動く映像」はその魅力で世 同　　上 同　　上
7 化 界中の人たちを虜にすることになる。この回ではハリウッド

映画の変遷を論じつつ映画と大衆の関係を見る。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u師名
i所属・職名）

放送担当
u　師名
i所属・職名）

8
テレビ時代のラジ

I

　20世紀後半のマスメディアの代表はテレビであった。これ

ﾍテレビが映像（動画）と音声を一体化したメディアである

ｱとによる。しかし現在のテレビ放送のほとんどは過去のラ

Wオの経験の上にたつものであり、なおかつラジオは現在で
熨ｶ在意義を失っていない。ラジオの特性を考える。

荻野　弘巳

i県立長崎シ

[ボルト大学
ｳ授）

荻野　弘巳

i県立長崎シ

[ボルト大学
ｳ授）

9
テレビ、魅惑のメデ

Bア

　テレビは1936年のベルリン・オリンピックの中継放送や翌

R7年のパリ万博で多くの人々の関心を集めた。そして1940年

繧ﾌ末に、テレビ放送が各国で本格化すると、一つの画面か

辜jュース、娯楽、海外情報が飛び出すテレビは日常不可欠

ﾌ道具になった。テレビの功罪を検討する。

小室広佐子
i東京国際大

w助教授）

小室　広佐子

i東京国際大

w助教授）

10
テレビ画像はどう
ﾂくられるか

　マス・コミュニケーションは、新聞、雑誌の活字メディア

ｲ盛の時代から、テレビに代表される画像メディアへと主役
ﾌ座を変えつつある。はたしてテレビのニュースや番組はい
ｩに制作されるのか。その具体的な制作プロセスを解明し、

�ｯ手はそれにどう対処すべきかを考える。

柏倉　康夫 柏倉　康夫

11
コンピュータ時代
ﾌ情：報戦略

　1990年代半ばに登場したクリントン政権は「情報スーパー・ハイウェイ構想」を政策の柱として、情報環境の整備と

o済の活性化をはかった。パソナル・コンピュータがインターネットでむすばれるシステムは生活様式を変えつつある。

Aメリカとシンガポールを例に情報戦略を考える。

同　　上 同　　上

12
デジタル技術と文

ｻ

　デジタル技術は文化の質に大きな影響をあたえつつある。

椏sでは中世以来、長年にわたって蓄積されてきた文化遺産
�A新たな資産としてデータ・ベース化し、それを活用して

Vしい産業を起こそうとしている。ヴァーチャル・リアリテ
Bーの意味を含め、この構想の意義を検証する。

同　　上 同　　上

13
電子メディアと知
ﾌ変容

　テレビ以降「電子メディア」と総称される情報媒体が登場

ｵ、情報の伝わり方と知のありようは大きく変化した。そし

ﾄそれは多様で多面的なエピステー正目（学問的知識）と芸
p的感性を花咲かせた。第13回では、こした情報伝達手段の
ｭ達と知の変容について具体的に考察する。

萩野　　弘巳 萩野　　弘巳

14
メディア・リテラシ

[

　第13回までたどってきたマス・メディアの歴史的歩みと現

�ﾉたいして、私たちはどのように対処すればよいのか。そ

黷ｼれのメディアが抱える利点を欠点を正確に把握する必要

ｪあるが、それこそがメディアリテラシー（メディアを読み
�ｭ能力）である。その必要性を考える。

小室　三佐子 小室　広佐子

15
マスメディアの倫

　最終回はマスメディアに働く人々、そして組織体としての

}スコミが守るべき倫理を考える。それは同時に、メディア
ﾂ境の変化によって、情報の発信手段を多くの人たちが個人
Iに獲得しつつある今日では、単にマスコミだけでなく、個々
lが厳守すべき倫理になりつつある。　　　　　　　　　　　　　　　⑤

柏倉　康夫

ｬ室　広郷子

柏倉　康夫

許?D弘巳

ｬ室広佐子
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＝エネルギー工学と社会（‘03）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　内山洋司（筑波大学教授）〕

全体のねらい
　産業活動と人々の生活を支えているエネルギー。私たちは、普段、エネルギーを空気や水のように無意識に使っている・

世界のエネルギー消費は20世紀に入って急増し、過去100年間で15倍以上にまで増大している。そのエネルギーの大半

は化石燃料で供給されており、将来の資源枯渇と燃焼による大気汚染や地球温暖化が懸念されている。増加の勢いが止ま

らない経済発展と世界人口、21世紀の世界が持続可能な発展を遂げていくには、原子力や再生可能エネルギーといった代

替エネルギーの開発、それにエネルギーの供給と消費において無駄のない工夫が求められている。本講義は・エネルギー

に関心のある人々を対象にエネルギー工学の立場から社会のエネルギー問題について理解を深めてもらうことを目的とし

ている。

回 テーマ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
人類と

Gネルギー

　エネルギーは、社会の産業活動と人々の生活に不可欠とな

ﾁている。産業革：命以降の経済発展はエネルギーの大量消費

ﾉ依存している。21世紀は開発途上国の経済発展と人口増加

ｪ予想されており、「経済発展」、「エネルギー安定供給」、

u環境保全」の関係は一方を立てれば他方が立たないジレン

Xが重なったトリレンマの状態にある。ここでは人類がエネ

泣Mーをどのように利用して社会を発展してきたか、エネル

Mーの歴史について述べる。また増加し続ける土ネルギー消

?ﾉよって現代社会が直面しているトリレンマ問題につい

ﾄ解説する。

内山　洋司
i筑波大学教

�j

内山　　洋司

i筑波大学教

�j

2
社会の

Gネルギー消費

　エネルギーは現代社会の物質的豊かさと快適さを維持す

骭ｹとなっている。機械化、自動化、情報化など省力化が進

ﾞ工場や事務所、車、ジェット機など高速化が進む輸送機関、

竭?ﾉ、エアコン、テレビなど電気製品の普及…　。現代

ﾐ会の発展のほとんどが、エネルギーに依存している。今日

ﾌ経済活動は、こういつた技術や製品の進歩によって営まれ

ﾄおり、経済の発展は社会のエネルギー消費の増大につなが

ﾁている。ここでは私たちの生活の身近なところでエネルギ

[がどのように使われているか、そしてわが国のエネルギー

ﾁ費の実態について説明する。

同　　上 同　　上

3
エネルギー消費構

｢と省エネルギー

　第2回目の講義に引き続き、わが国のエネルギー消費構造

�Y業、民生、運輸の部門について詳しく解説する。省エネ

泣Mー社会の構築には、省エネ型の社会基盤施設の整備、高

�ｦ機器の普及、そして人々のライフスタイルへ変化が必要

ﾉなる。産業、運輸、民生の各部門でどのような省エネルギ

[対策があるのか、またその達成の可能性について検討す

驕B

同　　上 同　　上

4
エネルギー供給の

軏{要件

　年々増加し続けている世界のエネルギー消費。ここでは、

ﾎ油、天然ガス、石炭について世界のエネルギー消費動向を

ｲべ、生産と貿易の現状を理解する。また、日本のエネルギ

[供給の実態と石油供給問題について解説する。さらに化石

R料、原子力、再生可能エネルギーについて、エネルギーの

軏{要件である「入手しやすさ」、「使いやすさ」、「受入

黷竄ｷさ」からそれぞれの特徴を述べる。

同　　上 同　　上
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回 テーマ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
w　師　名
i所属・職名）

5

エネルギー資源：

糟ｹ分類と化石燃

ｿ

　エネルギーは資源面から化石燃料、核燃料、再生可能エネ

泣Mーに大別できる。化石燃料と核燃料は枯渇性資源である

ｪ、再生可能エネルギーは非枯渇性資源である。エネルギー

糟ｹの中で、化石燃料は現在、主要なエネルギー供給源とな

ﾁており、その資源の分布や埋蔵量、あるいは可採年数など

�揄�ｷることが大切である。ここでは、エネルギー資源の

ｪ類方法を説明するとともに、枯渇性資源である化石燃料の

я?ﾊと枯渇問題について解説する。

内山　洋司 内山　洋司

6

エネルギー資源：

ﾄ生可能エネルギ

[と原子力

　地球は太陽が発しているエネルギーのわずか22億分の1

��ｯているにすぎないが、そのエネルギー量は現在、世界

ｪ消費しているエネルギー消費量の約1万倍にもなる。太陽

Gネルギーは、水力、風力、太陽光などの形でエネルギー源

ﾆして利用されているがその利用量はまだわずかである。一

福ﾅ、太陽エネルギーを地上で自ら造りだそうと、核反応を

ｧ御する原子力技術が開発されている。ここでは、再生可能

Gネルギーと核融合を含めた原子力についてそれぞれの特

･と資源量を述べる。

同　　上 同　　上

7
エネルギー変換と

Vステム分析

エネルギー資源の多くは、熱、動力、電気など二次エネルギ

[に変換して利用されている。ここでは、エネルギー変換の

賰b的な物理法則と熱力学を学び、各種熱機関の熱サイクル

ﾆ熱効率の求め方を理解する。また、エネルギー生産技術で

?髞ｭ電技術について、設備の建設と維持保守に投入される

Gネルギー量と生産されるエネルギー量を比較するエネル

Mー収支分析について説明する。

同　　上 同　　上

8 化石燃料技術

世界のエネルギー消費補の約9割は石炭、石油、天然ガスな

ﾇの化石燃料によって供給されている。ここでは、化石燃料

ﾌ変換・転換技術について、特徴と開発動向を説明する。ま

ｽ、脱硫、脱硝など環境対策技術について解説し、エネルギ

[効率の向上を図る具体的な技術開発について展望する。

同　　上 同　　上

9 原子力発電技術

原子力発電はわが国の電力量の約3割を供給する主要電源

ﾅある。ここでは、最初に核分裂について簡単な基本原理を

wぶ。軽水炉、高温ガス炉、高速増殖炉など各種原子力発電

Z術を紹介し、原子力発電の安全対策がどのように行われて

｢るかを説明する。また、社会における様々なリスクについ

ﾄ調べ、リスク評価やリスクコミュニケーションのあり方に

ﾂいて考えてみる。

同　　上 同　　上

10
核燃料サイクルと

厲ﾋ線

天然ウランの99．3％を占めるウラン（238）を有効に使ってい

ｭためにはプルトニウムの利用が不可欠となる。ここではプ

泣gニウムを有効に使うための再処理技術を含めて核燃料

Tイクルの仕組みと開発動向について解説する。また放射線

ﾆその取り扱い方法についても解説する。

同　　上 同　　上

11
再生可能エネルギ

[技術

環境問題から太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなど再

ｶ可能エネルギーの利用に関心が高まっている。ここでは、

ﾄ生可能エネルギーの発電技術について、技術特性と開発状

ｵ、それに普及方策と将来の展望を解説する。

同　　上 同　　上
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回 テーマ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12
エネルギー輸送と

石炭、石油、ガス、電気、熱といったエネルギーについて輸

翌ﾆ貯蔵の役割を考えてみる。電力貯蔵については、揚水発

d、圧縮空気貯蔵、蓄電池、フライホイール、超電導の特徴

ﾆ開発動向を説明するとともに、貯蔵効率や経済性について

�烽ｷる。

内山　洋司 内山　洋司

13 分散型技術の役割

物質的に成熟化段階に入った先進国においては・将来・エネ

泣Mー需要が大きく伸びていくことは考えられない。エネル

Mー供給において「規模の経済」から「範囲の経済」へ移行

ｷることで、新たなエネルギー産業の創出が望まれている・

ｪ散型技術は、新産業の創出に役立つ新技術としてその普及

ｪ期待されている。ここでは分散型技術についてその種類と

ﾁ徴を紹介し、どのような導入方法が望ましいかについて解

烽ｷる。

同　　上 同　　上

14
地球環境問題と温

g化対策

化石燃料の大：量消費によって二酸化炭素の排出量が増大し・

n球温暖化が問題となっている。ここでは、地球温暖化の現

ﾛと、その防止に向けて制定された京都議定書と京都メカニ

Yムについて解説する。また政府の温暖化対策やライフサイ

Nル分析から対策技術のあり方について説明する。

同　　上 同　　上

15

世界のエネルギー

�汲ﾆ持続可能な

ｭ展

21世紀は、開発途上国、特にアジア地域の経済成長と人口

揄ﾁによってエネルギー消費が急増すると予測されている・

｢界のエネルギー消費の増加によって、酸性雨や温暖化など

n球環境問題が深刻になっていくことが懸念されている。こ

ｱでは、世界のエネルギー需給を展望し、世界が「経済成長」、

uエネルギーセキュリティ」、「環境保全」を同時に達成し

ﾄいくには、今後どのような対策が必要になるのか・日本が

ﾊたす役割は何かについて考えてみる・

同　　上 同　　上
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＝材料工学と社会（’01）＝：（TV）

〔主任講師 東　千秋（放送大学助教授）〕

全羅函南社会の最も難で藪な課題である．その環境磯の根源は、物質文明｝こあり、それは科学・技術の

1霧灘讐騰議謙抑毅糠嚢難懇難難難灘辮ll
材料工学を社会との関わりから学習する・

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

1技術の革新と材
ｿ・その光と影1
ﾐ会の発展

　科学・技術の革新は社会の発展のための鍵である・産業や社
?ﾌ発展における技術革新の役割とその原動力である材料の革

ｽをたどる。

東　　千秋
i放送大学

赴ｳ授）

東　　千秋
i放送大学

赴ｳ授）

2

1技術の：革新と材

ｿ・その光と影2
ﾀ界に達した地球

　科学・技術がもたらした環境の破壊と限界に達した地球を考
@し、環境調和社会の創成の必要を知る。

同　上 同　上

3

II環境に調和する

ﾐ会の要件1
ｻ学物質のリスク
ﾇ理

　環境保全は人間社会の最も重要な緊急課題となった。環境に
ｲ和し持続可能な資源循環型社会の創成のために、有害科学物
ｿの情報と対策を取り上げ、環境への安全対策について考え
驕B

同　上 同　上

4

II環境に調和する

ﾐ会の要件2
ﾂ境マネジメント
ﾆ社会の動向

　環境に調和する社会の創成のためには、エコデザインの発想
ﾉよる環境マネジメントが鍵となる。ここでは、その枠組みと
d組みを知り、社会の動向を見る。

同　上 同　上

5

II環境に調和する

ﾐ会の要件3
Gコプロダクツの
ﾝ計と評価

　環境に調和する製品の設計と評価について、材料や製品の設
v手法と評価法のライフサイクルアセスメント（LCA）の概念と手

@を知る。

同　上 同　上

6

II環境に調和する

ﾐ会の要件4
kCAとその実際

LCAは実際にどのように行われるのか、　MRE－LCA　VeL3を
pいて、いくつかの例を取り上げ検証する。

同　上 同　上

7

II環境に調和する

ﾐ会の要件5
Gネルギーのク
梶[ンな利用

　エネルギーのクリーンな利用が環境保全のために急務で回る。太陽光発電や実用化が迫る燃料電池さらに送電による工不

泣Mー損失がゼロの超伝導材料の開発など、これらの現状と材

ｿ技術との関わりを知る。

同　上 同　上

一一 S89　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

II環境に調和する

ﾐ会の要件6
Rンピュータの利

p

　コンピュータの利用は、実際には不可能なことを体験可能に
ｵ、また環境に余分な負荷を与える実験を低減できる。材料技
pにおけるコンピュータ・シミュレーションなどの利用を展望
ｷる。

東　　千秋 東　　千秋

9

III高度情報社会
ﾆ有機フォトニク

X1
﨣�ﾌ処理

　21世紀のさらなる高度情報社会の構築には、再生可能な資源
ﾅある有機材料をもとにした光技術（フォトニクス）が大きな期
ﾒを集めている。ここでは、情報の処理に利用できる材料につ
｢て解説する。

雀部　博之
i千歳科学

Z術大学
ｷ）

雀部　博之
i千歳科学

Z術大学
ｷ）

10

III高度情報社会
ﾆ有機フォトニク

X2
﨣�ﾌ表示

　フォトニクスによる情報の表示について、E：L発光を取り上
ｰ、その材料を主に解説する。

同　上 同　上

11

III高度情報社会
ﾆ有機フォトニク

X3
﨣�ﾌ伝送

　有機フォトニクスによる情報の伝送技術について、光ファイバー、光導波路を取り上げ、解説する。

同　上 同　上

12

IV未来医療とバ
Cオメディカル・
Gンジニアリング
P
医
療
技
術
の
進
歩
一
a
r
t
か
ら
科
学
技
術
へ
一

　21世紀の先進社会における市民の高齢化に応えるべき未来医
ﾃとその基盤技術となるバイオエンジニアリングを取り上げ
驕Bまず、過去数十年の医療技術の進歩とその意義について概
烽ｵ、医療が科学技術化したことについて考察する。

桜井　靖久
i東京女子
繪ﾈ大学名
_教授）

桜井　靖久
i東京女子
繪ﾈ大学名
_教授）

13

　　＼
Cオメディカル・
Gンジニアリング
Qハイテク医療技術

ﾌ現状一画像診断ﾆ
画
像
監
視
下
治
療
　
、

ハイテク医療技術の現状の現状について、人工臓器などを含めたバイオメディカルエンジニアリングの最先端を、検査、診

f（情報）、治療、福祉工学を通じて、概説する。
同　上 同　上

14

IV未来医療とバ
Cオメディカル・
Gンジニアリング

@　　3
｢来医療の展望

　高齢社会、健康重視QO：L（Quality　of　Life）時代に向けて、未来

ﾌ医療とヘルスケア・パークを含むヘルスケアのあり方を探
驕B

同　上 同　上

15

V材料工学のこれ
ｩら一材料工学の夢を

W望する一

　この講義の総括として、最先端科学・技術の要の材料技術は
ﾇうあるべきか、材料合成ではグリーンケミストリーを取り上
ｰる。また、2000年度のノーベル化学賞が材料科学の分野で受
ﾜがあったことも踏まえて、これからの材料工学の夢を展望す
驕B

雀部　博之

戟@　千秋

@　　　［

雀部　博之

戟@　千秋

一4　90一



＝バイオテクノロジv…u…（’01）＝（TV）
　　　　　　　　一その社会へのインパクトー

〔主任講師：軽部　征夫（東京工科大学教授）　〕

全体のねらい
　　この講義のねらいは、急速に進展するバイオテクノロジーに注目し、これの基盤となっている技術・この技術の農林水

産、医療、工業、資源、エネルギー、環境などの分野への応用の最新の情報を提供し・バイオテクノロジーの社会への影響・

これのもつ倫理的問題などについて講義する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 遺伝のしくみ

　顔や体つきが親に似ていることから遺伝を知る人が多い。

ｷい間謎に包まれてきた遺伝に初めて科学的な説明を加えた

ﾌはメンデルである。20世紀になると多くの研究者によって

ｭしづっ遺伝のしくみが解き明かされてきた。

軽部　征夫
i東京工科大

w教授）

軽部　征夫
i東京工科大

w教授）

遺伝の本質を担っているのはDNAであることがわかり、
これの構造や化学成分が明らかにされた。また、DNAの暗

2 DNAと遺伝子
号によってタンパク質が作られる機構が解明された。また、

s剞ｶ物ではDNAが全て遺伝子ではないこともわかった。

同　上 同　上

DNAを切断したり、結合させる酵素が発見され、特定の
DNAを細胞に運ぶベクターと呼ばれる小さなDNAも開発

3 組換えDNA技術
された。これにより、特定のDNAを切り出してベクターに
ﾂなぎ込み、細胞に導入することができるようになった。

同　上 同　上

細胞と細胞を融合させて雑種細胞を作る細胞融合技術が開

発された。また、細胞に特定の遺伝子を導入する技術が開発

4 細　胞　操　作
されている。さらに、生殖細胞を操作する技術によって胚性

ｲ細胞（ES細胞）や始原生殖細胞由来の胚性生殖細胞（E

同　上 同　上

G細胞）が作られた。

植物に組換えDNA技術を応用すると害虫耐性遺伝子や除

組換えDNA技術
草剤耐性遺伝子を導入することができる。これらの作物は農

ﾆ生産の効率を上げるためには極めて重要であるが、安全性、 同　上 同　上

5 を応用した作物 生態系への影響などを考えなければならない。

卵分割による一卵性双生牛の形成はすでに行われていた

6 クローン・キメラ物

が、イギリスでは羊の体細胞からクローン羊を形成すること

ﾉ成功した。また、異なった種の胚を融合させて仮親の子宮

烽ﾉ移植してキメラ動物を作ることもできる。

同　上 同　上

魚類の性操作によってメスあるいはオスのみの生産が可能

になっている。水産資源は重要なタンパク源であり、バイオ

7 海洋生物の応用
テクノロジーの応用が期待されている。また、海洋生物から

纐�iや工業原料、エネルギー物質を取る研究も行われてい

同　上 同　上

る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

組換えDNA技術を巧みに利用すると、ヒトホルモンや免
疫関連物質などの医薬品を微生物や細胞を利用して大量に生

8 バイ　オ　医薬
産することが可能である。特にヒトゲノムの解析が進んでお

閨Aゲノム情報から創回する研究開発が盛んになると予想さ
軽部征夫 軽部征夫

れる。

ヒトゲノムの解析が進み、遺伝病の原因となる遺伝子が多

数発見されている。遺伝病の一部は遺伝子治療によって治す

9 高度先進医療
ことが可能である。また、ガンなどの難治性疾患の治療にも

笂`子治療が応用されている。さらに、診断にゲノム情報が

同　上 同　上

大いに活用されるようになる。

細胞の組織培養技術によって皮ふや耳などを再生すること

ができる。また、ES細胞を応用すると臓器の再生も可能に

10 医　用　工　学 なると思われる。一方、生体適合性材料を用いる人工臓器の 同　上 同　上

研究が進んでいる。

生物の機能を巧みに応用したバイオセンサーが注目されて

11
バイオエレクトロ

jクス

いる。バイオセンサーは酵素、微生物、抗体などの生体分子

竝ﾗ胞を分子識別素子として用いており、医療や環境計測に
棊pされている。また、脳の機能を模倣したニューロコンビ

同　上 同　上

ユーターの研究もある。

銅の湿式精錬に微生物が利用されている。これは、バクテ

12
資源・エネルギーの

ｶ産

リアリーチングと呼ばれている。銅以外にウラニウムの精錬

燻獅ﾝられている。また、再生産可能なバイオマス（生物資
ｹ）を利用したアルコール、メタンなどのエネルギー資源の

同　上 同　上

生産も行われている。

微生物を利用して有機物を分解して水を浄化する方法がよ

く知られている。微生物の＝機能を巧みに利用して環境負荷物

13 環境　の保全
質の原油類、有機塩素化合物などを分解する技術の開発が進

�ﾅいる。また、バイオセンサーによる環境のモニタリング

同　上 同　上

も行われている。

クローン技術の開発によってクローン人間の問題がクロー

ズァップされた。また、ES細胞などによる臓器再生、移植

14 生　命　倫　理 の問題、生殖補助技術など生命倫理に関わる問題が多い。こ 同　上 同　上

れらの問題について十分な議論が求められている。

21世紀はバイオテクノロジーの時代だと言われているが、

15
未来のバイオテク
mロジー

この技術によって生活の質がどのように変わるであろうか。

ﾁに医療分野などにおいては大きな変化が起こるであろう。

oイオテクノロジーの可能性について解説する。

同　上 同　上

一一@4　9　2　一一



：＝ 﨣�H学と社会（‘01）＝（TV）

〔主任講師：　赤木　昭夫（元放送大学教授）〕

全一嚢磯め囎艮工学一これから磯艮通信のあり方について的確繍と見識を持てるようにするため、必須の基

本知識を養うことをめざす．各ハードウエアについては齢台臨にとどめる・どのように情報（データ）が伝達処理

記憶され、またそのためソフトウエアがどう働くかの理解に主眼を置く・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
アナログ対デジタル

　いま光ファイバやコンピュータをめぐるのはデジタル・デ

[タである。それにたいし旧来の電話では、アナログ・デー
^をやりとりした。アナログとデジタルの差異と得失を知り・

ﾈぜ今デジタル時代を迎えつつあるかを理解する。学習方法

ﾉついても案内する。

赤木　　昭夫

i元放送大学
ｳ授）

赤木　昭夫
i元放送大学

ｳ授）

2 電子記録媒体

　磁気によるもの、プラスティック円盤の凹みによるもの、

ｼ導体によるものがある。記憶されるデータの形、また容量
笂ﾇみ出し速度などの性能をもとに、電子記録媒体の過去と

｢来を見る。データの記憶や伝送の効率を飛躍的に高める圧

kと伸長の原理にもふれる。

同　上 同　上

3
プロトコル

[通信の規約一

　デジタル通信では、コンピュータ処理に適したデータの書

ｫ方や送り方、さらには受けられるサービスの種類などを規
･（プロトコル）として定める。それにしたがって文字・音・

鞫怩�落�ｷる。これについてインターネットのプロトコル

�痰ﾉ解説する。

同　上 同　上

4
ネットワークの
¥成

　従来の電話では、通信線を短くするため、交換局をはさみ

K層的なネットワークをつくってきた。それにたいし携帯電
bやインターネットのネットワークはどうなっているかを考
@する。それらを通じて、目的と技術水準と経済から見て最

Kな構成について論ずる。

同　上 同　上

5
ネットワークの
i化

　目的と技術水準と経済に応じて、さまざまな通信ネットワ

[クが併存し、そして新旧の交代が生じ、全体として進化し
ﾄいく。そのプロセスを明らかにし、ネットワークの育成策、

﨣�緕ﾒをつくらぬための施策など、あるべき通信政策を立

ﾄるための視点を探る。

同　上 同　上

6
インターフェー
X：その1

　どんな道具や装置でも、使いやすいもの、使いにくいもの

ｪある。コンピュータは知的な仕事をする装置であるだけに・

gいやすくするためのインターフェース（人間とコンピュー
^との接面）が重要である。この回では道具一般の使い勝手

�?Sに検討する。

安村　通晃
i三尉義塾大

w教授）

安村　通晃
i慶慮義塾大

w教授）

7
インターフェー
X：その2

　この回では、入力装置一コンピューター出力装置のループ

�ﾊじて、いかに使い勝手を高めていくかを、とくに出力の

¥示や命令の与え方などを中心に見ていく。そのためのソフ

gウエアをつくる原理として、対応付け・可視化・一貫性・

ｼ接操作が挙げられる。

同　上． 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

双方向のマルチメディアの実現には、コンピュータ、とく

にソフトウエアとして、どんな機能が要求されるか。テキス

8 マルチメディア ト・音声・画像のデータの形式、それらのデータの圧縮と伸 安村’ ﾊ晃 安村　三晃
長、画像と音がずれないようにする同期など、マルチメディ

ア技術の進歩をたどる。

コンピュータの処理と、その結果の配置などを統括するソ

フトウエア、オペレーティングシステム（OS）の骨格をつか

オペレーティング む。とくにファイル管理、プロセス管理（平行処理）、マル
9

システム
チメディアのためのOSとして必要なカーネル、資源の確保と 同　上 同　上

解放を解説する。

機械製作メーカーにおける実例をもとに、コンピュータに

10
CAD　と　CAM　：

ｻの1

よる設計（CAD）と、コンピュータによる加工（CAM）にお
ｯるデータの処理と流れを知る。この回では、コンピュータ

ﾅ図面を描く方法、それをもとに設計の適否を確かめるシミ
?戟[ションを扱う。

槌屋　治紀
i（株）シス

eム技術研究
鰹樺ｷ）

槌屋　　治紀
i（株）シス

eム技術研究
鰹樺ｷ）

設計が固まると、そのデータを設計室と工場現場を結ぶネ

ヅトワーク（LAN）を通じて数値制御工作機械へ送り、自動

CAD　と　CAM　：
的に製品をつくる。どのようにしてコンピュータ・データに

11
その2

よって工作機械が制御されるか、併せてシステム設計の基本 同　上 同　上

的心得についても学ぶ。

通信やコンピュータ処理では、機能の点でもコストの点で

も、ソフトウエアの比重が高まる一方である。ところが、規

12
ソフトウエア産業

ﾌ課題

模の大きなソフトウエアとなると、きわめて複雑になるため、

㈱ﾗのないものを納期通りに仕上げるのがむずかしい。その 赤木　　昭夫 赤木　　昭夫
解決策はあるのか。

通信ネットワークやコンピュータの中のデータが盗まれる

ようでは、安心できない。それを防ぐための工学的な対策と

して、ファイアウォール、暗号、パスワードなどについて解

13 データの保護 魅する。印判や署名に代わる電子認証や電子マネーも暗号の 同　上 同　上

応用にほかならない。

全ての社会活動が、コンピュータ・ネットワークへの依存

の度合いを高める一方である。コンピュータ・ネットワーク

の故障による機能麻痺をどうやって防ぐかについては、社会

14 システムの信頼性 全体として取り組まねばならない。情報システムの事故例を 同　上 同　上

分析し対策を提案する。

シリーズのまとめとして、日米における情報通信の経済へ

の寄与を評価する。新しいビジネス・チャンスとそれにとも

なう雇用の創出と、社会全体の生産性向上の二つの面から検

15 経済からの評価 討する。前者について著しいことは明らかだが、後者につい 同　上 同　上

ては見解が分かれる。
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＝電子技術と社会（’00）＝（TV）

〔主任講師 後藤　尚久（拓殖大学教授）〕

全体のねらい
　18世紀末の産業革命ではエネルギーと交通が飛躍的に発展したが、現在の情報と通信に関する産業の発展はこれに対
応しているという。本講義では、情報と通信の発展の歴史にはじまり、現在この産業を支えている電子技術のポイント

を解説するとともに、電子技術の発展が社会に当てるインパクトを展望する・

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 情報と通信の
r　ツ　ク　バ　ン

　エネルギーと交通の手段が飛躍的に発展した18世紀末の産業
v命は、情報と通信が急速に発展している現在に似ているσエ
lルギーが情報に、交通が通信に対応するため、今後、情報通
Mがどのように発展するかを、産業革命の結果から予測する。

後藤　尚久
i拓殖大学

ｳ授）

後藤　尚久
i拓殖大学

ｳ授）

2 電気通信の基礎

　電気通信の基礎と特長を簡単に解説する。線路を用いたモー
泣X通信を例にして、光速で情報が伝送できることを示す。通
M容量を増やすための周波数多重通信の発明、さらに、FDM
`、TDMA、　CDMAなどの通信方式をとり上げる。

同　上 同　上

3 電波の有効利用

　電波を利用する無線通信や放送では、電波を放射する範囲が
d要である。そこで、衛星放送、VHFテレビ放送、携帯電
b、PHSなどのシステムで、電波を放射する範囲（セル）の
蛯ｫさと、電波の有効利用の関係を考察する。

同　上 同　上

4 電磁波と周波数

　電気信号の周波数は、有線通信、無線通信ともに重要な役割
�ﾊたしている。無線通信では、人類共有の財産といわれる周
g数の有効利用が重要である。電磁波と周波数の関係を解説
ｵ、最近の「電磁波は危ない」という風潮にコメントする。

同　上 同　上

5 電話の歴史

　電話は、現在最も広く利用されている情報通信技術である
ｪ、その仕組み、技術的な進展の経緯と将来動向について説明
ｷる。さらに、二人の人間が遠隔地問で会話するという電話の
ﾁ性から発生する技術的問題について論じる。また、この技術
ｪ社会に受け入れられるまでにどのような議論があったかにつ
｢ても言及したい。

伊澤　達夫
iNTTエレク

gロニクス
椛纒¥取締
�ﾐ長）

伊澤　達夫
iNTTエレク

gロニクス
椛纒¥取締
�ﾐ長）

6 光ファイバー通信

　光ファイバー通信技術は、現在最も多くの情報を送受信でき
驪Z術である。その技術の基本的な原理、能力の限界について
qべる。さらに、この通信技術に使われる主要部品である光
tァイバーや半導体レーザなどについて概説する。また携帯電
bのような無線通信技術と比較してこの技術がどのような位置
ﾃけにあるのかについても言及する。

同　上 同　上

7
第2世代の光ファイ

oー通信

　光ファイバーの原理は19世紀後半に発見されたが、どのよう
ﾈ経緯を経て通信に使われるに至ったかについて背景にある関
A技術も含め概説する。さらに、講師らが開発した光ファイ
oーの作り方について説明する。また、この技術から派生した
�ﾌプリント配線板とも言える光回路部品についても説明した

｢。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 マルチメディア
ﾐ会の将来像

　無限と言って良い程大きな通信能力を持つ光ファイバ通信ネットワークが発展すると、将来の情報通信はどのように変貌

ｷる可能性があるか大胆に予測してみたい。また、そのために
K要な技術的背景の現状について説明する。さらにその進展
ｪ、他の技術にどのような影響を与えるかについても言及した
｢。

伊澤　達夫 伊澤　達夫

9

トランジスタの誕生

@　　と
Vリコン技術の進展

　新しい原理に基づく進行波管等を創出し、真空管エレクトロ
jクスがまさに絶頂期を迎える時に、トランジスタは誕生し、
f材をゲルマニウムからシリコンに変えて、今世紀後半の比レ
Nト町回クス大発展の主役となる。

大見　忠弘
i東北大学

ｳ授）

大見　忠弘
i東北大学

ｳ授）

10 電子回路から
ｴ　L　S　I　へ

　正負の電荷を持つホール、電子を自在に発生する半導体を用いたトランジスタは、夢のスイッチといわれるCMOS回路を

a生させ、直結型回路構成超LSIにより、今日のコンピュー
^時代の隆盛を築いた。

同　上 同　上

11 超し　S　I　の
ｶ　産　方　式

　1cm2程度のチップ内に、7～10億個程度のトランジスタ等を集積化する超しSIは、ゴミや水分、分子状、原子状・不純物にきわめて敏感であり、エントロピーゼロすなわち、汚染やゆらぎ、変動がない生産方式を要求する。

同　上 同　上

12
知的機能を備えた
V　ス　テ　ム　へ

　今のコンピュータは機能向上とともに使用者に大量の訓練を
v求する。人に優しい誰にでも使える21世紀型コンピュータ
潤[ルドを目指して、知的機能を備えた対話型システムへの挑
墲ｪ今世界中で展開されている。

同　上 同　上

13 情報の記録の
ﾟ去と現在

　情報の記録再生の意義と歴史から各極メモリの形態までを概説する。特に光メモリについてはMOなどの具体例についても

qべ、DVDにも触れる。これらのメモリの出現による社会の
ﾏ革について指摘する。また、大きな通信情報システムのなか
ﾅ大規模メモリが使われている例、現状などについても述べ
驕B

大津　元一
i東京工業

蜉w教授）

大津　元一
i東京工業

蜉w教授）

14 光によるメモリ技術

　2010年の社会が要求される情報の記録再生について、最近調査された技術予測を紹介する。この内容をもとに、まず、近未

?^のメモリ技術、特に光メモリ技術について述べる。ホログ
宴tィックメモリ、記録再生用の青色レーザの開発などについ
ﾄ触れた後、SIL技術について述べる。

同　上 同／

15 情報の記録の将来

　前回の内容に呼応し、将来のメモリ技術、特に光メモリ技術について述べる。そのうち急展開が見られている近接場光技術について、原理と実際を述べる。この技術はさらに計測、加工

ﾉ、さらには原子の操作加工へと発展することを指摘し、21世
Iの基盤技術となり得る可能性を論じる。

同　上 同　上
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＝プログラミング入門（’00）＝（TV）

〔主任講師　　都倉　信樹（鳥取環境大学副学長・大阪大学名誉教授）〕

全体のねらい
　プログラムを作ることは、苦しさとできあがったときの感激の両方を味わうことである。苦しさをできるだけ軽減
し、よりよいプログラミングをするための方向を見出すことを目指す。
（http：／／tokweb．　ics．　es，　osaka－u．　ac．　jp／）

コラム　齊藤明紀（大阪大学大学院基礎工学研究科講師）

執筆担当 放送担当
回 テ　一・　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

都倉信樹 都倉信樹
1。1　なぜプログラミングか （鳥取環境 （鳥取環境

1 プログラミング 1．2　プログラムとプログラミング 大学副学 大学副学
1．3　ソフトウェア開発 長・大阪大 長・大阪大

学名誉教授） 学名誉教授）

2．1　いくつかのプログラムの形

2
プログラムの構成

v素
2．2処理の記述
Q．3　プログラムの要素

同　上 同　上

2．4処理手順の記述

3．1言語の概観
3．2言語の構成要素

3 プログラム言語 3．3　文 同　上 同　上

3．4　データ型
3．5　その他

4．1　拡張BNFと文脈自由文法

4 構文の記述
4．2構文図
S．3具体構文と抽象構文

同　上 同　上

4．4正規表現

5．1配列
5 探索　1 5．2データの性質を知る 同　上 同　上

5．3　キーを持つデータの探索

6
探索　2
ｶ字列探索

6．1文字列型、テキスト
U．2文字列探索
U．3Knuth－Morris－Prattの方法

同　上 同　上

7．1キーの順序
7 ソート　1 7．2　ソート法　ユ 同　上 同　上

7．3　アルゴリズムと評価
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 再帰
8．1変わった計算
W．2手続き・関数 都倉信樹 都倉信樹

9 ソート　2
9．1　マージソート

X．2　クィックソート
同　上 同　上

10 木
10．1集合、表
P0．2抽象データ型

同　上 同　上

11 式
11．1電卓
P1．2変わった式
P1．3式の計算

同　上 同　上

12 アセンブラ
12．1アセンブラの仕様
P2．2　アセンブラの設計

同　上 同　上

13
コンピュータのシ
~ュレータ

13．1　COMET
P3。2　シミュレータの設計

同　上 同　上

14 時間の扱い

14．1時間を知る
P4．2　マウス

P4．3表示
P4．4　シミュレータ

P4．5実時間システム

同　上 同　上

15 さらに、学ぶために
15．1補足
P5．2　さらに学ぶために

P5．3参考書
同　上 同　上
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・＝ Y業人間工学（’00）＝（TV）

〔主任講師 池田　良夫（愛知工業大学教授：）〕

全体のねらい
　現代産業社会で生産性の向上は必須であるが、そのために人々の労働安全、衛生、福利が犠牲となってはならない・
人間工学は、所与の環境条件が人間の機能に整合するように環境の整備または設計に関する学際的技術体系である。本
講座は働く人々の活動とその場に焦点を当て、人間工学の知見と応用を講述し、生産性向上にも役立つことを紹介す

る。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 産業システムの
¥成と講座概要

　産業システムは人間と労働をめぐる広義の環境とで構成され
驕B環境は狭義の環境条件と機械設備と仕事・手続きなどで構
ｬされる。このシステムは効果的・効率的で、人にやさしいこ
ﾆが望ましい。人間と環境とを整合する概念を概説し、講座の
T要を紹介する。

池田　良夫
i愛知工業

蜉w教授）

池田　良夫
i愛知工業

蜉w教授）

2
ディスプレイ機能

ﾆ情報処理系

　人間と環境との相互作用で、ディスプレイは環境側から人間
ﾌ感覚器官に受容される刺激や情報をさし、狭義には情報を提
氓ｷる機器・表示器をさす。表示機器と人間の感覚・知覚・認
m機能の特性とその能力とに適合したディスプレイの設計につ
｢て概説する。

同　上 同　上

3

ヒューマンエラ・一

ﾆその低減・
h　止　方　策

　人間はエラー（ミス）をする動物である。それが引き金とな
閨A大事故を招くこともある。エラーの根元はヒューマン・
fィスプレイ・インターフェイスの不適合にある。エラーとは
ｽか、どのような種類のものがあり、それを未然に防ぐ対策を
沒｢する。

小松原明哲
i金沢工業

蜉w教授）

小松原明哲
i金沢工業

蜉w教授）

4
コントロール＝機能

ﾆ　制　御　系

　コントロールは人間側からの働きかけに対する環境側の受容
舶ｪで、狭義には機械器具の制御操作系をさす。そこでは、人
ﾔの制御・運動機能と狭義な作業姿勢とに配慮した使いやすい
Rントロールへの設計がある。

池田　良夫 池田　良夫

5 職場・職務の
ﾝ計と設備保全

　科学的管理法の原理と生産管理システムの概要を説明し、
fィスプレイとコントロールと人間機能と周辺環境とを効率
I・効果的に配置することを述べる。また、設備性能維持のた
ﾟに保全が不可欠なので、設備保全への諸問題にもふれる。

同　上 同　上

6

職場環境の改善と

hLOトレーニン
Oマニュアル

　学校給食調理現場や中小企業での取り組み経験をもとに、職
鼕ﾂ境改善の課題領域と改善プロセスについて解説する。職場
ﾂ境改善にとって有効なILOのトレーニングマニュアルやア
Nション型チェックリストなどをとりあげて、職場での応用方
@について検討する。

酒井　一博
i（財）労働科

w研究所常
ｱ理事）

酒井　一博
i（財）労働科

w研究所常
ｱ理事）

7

生産性向上のため
ﾌ作業改善と産業
l間工学

　企業間の競争は厳しい。中小企業の多い総菜製造業を例に、
ｶ産性向上のための作業改善について、産業人間工学的視点か
迚�烽ｷる。特に、作業能率の向上をめざすあまり、作業者の
ﾀ全と健康の視点が見落とされがちであるが、その視点を含
ﾟ、コストも考慮：したい。

岸田　孝弥
i高崎経済

蜉w教授）

岸田　孝弥
i高崎経済

蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 高齢化労働と
l間工学的対策

　中高年労働者（年令45～65歳）を対象とした職場管理のすす
ﾟ方を中心として講義する。あわせて、労働と密接な関連性を
Lする生体諸機能の加齢変化を概説し、これらの変化を考慮し
ｽ産業社会の人間工学的対策のあり方についても概説する。

神代　雅晴
i産業医科

蜉w教授）

神代　雅晴
i産業医科

蜉w教授）

9 労働時間　・
ﾎ務制と人間工学

　私たちが産業界で働く上で労働時間や勤務制の問題は最も基
{的な事柄のひとつである。過大な労働時間や交替勤務による
ｶ理的・心理的な影響をとりあげながら、適正な働き方につい
ﾄ考える。

酒井　一博 酒井　一博

10 熟練技能　と
l　間　工　学

　自動化が進む製造業においても、機械の調整、製品の試作な
ﾇに熟練工がその腕を振るっている。また、伝統工芸等は、職
lの技に支えられている。産業を支える熟練の技を紹介し、そ
ﾌ人間工学的課題としての技能継承や、CADなどによる技能
?ﾆ支援について検討する。

小松原明哲 小松原明哲

11 労働とストレス

　ストレッサーとストレスとの関係について生理学的な知見か
迥T説し、労働の局面に限定して労働負担＝労働ストレスの観
_から職場でのストレス現象を取り上げる。労働ストレスの発
ｻメカニズムとその対処法を概説し、ISO／JIS関連用語
ﾌ定義を解説する。

神代　雅晴 神代　雅晴

12 製品開発の
l　間　工　学

　製品利用者に「安全jで「使いやすい」モノ作りの研究も重
vな課題である。　「対話型システムの設計原理」や「機械・安
S」などの国際規格も出来つつあり、使いやすさを保障する社
?I要請がある。事例を通じて、製品開発への人間工学の適用
�沒｢する。

小松原明哲 小松原明哲

13
PL（製造物責任
ﾆ産業入間工学

　PL法が成立し、実施され、Pしという言葉が定着しつつあ
驕Bしかし、各種の製品を作る企業側の対応と消費者の受け取
阨福ﾉは、まだミスマッチの場面が多い。使用者の不注意とい
､言葉で片づけられているものの中に、トラブルの本質が隠さ
黷ﾄいるようである。

岸田　孝弥 岸田　孝弥

14
緊急時の人間行動

ﾆ産業人間工学

　人間はいろいろな場所で働いている。今まで製造業の現場で
ﾌ安全については多くの研究がなされてきた。今回取りあげる
Tービス産業や鉄道業には、顧客という生産現場では表されな
｢要因があり、突然の事故や災害にどのように対応すればよい
ｩを考える。

同　上 同　上

15 人間工学の
ｼ産業への応用

　今まで、製造業を主体的な話題としてきたが、人間工学の体
nは他の産業におけるヒューマン・マシン・システムにも適用
ﾅきることを概説し、最後に労働安全衛生のマネジメント（I
rO16000）の側面にふれて、本講座を総括する。

池田　良夫 池田　良夫
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・＝ ﾝ計学（‘00）＝（TV）

〔主任講師：　吉川　弘之（独立行政法人産業技術総合研究所理事長・元放送大学長）〕

〔主任講師：冨山哲男（　オランダ　 デルフト工科大学教授　）〕

全体のねらい
　設計とは工業製品や建築物だけでなく、人間に備わる普遍的な能力である。現代文明はこの設計の営みの結果、築きあげ

られたといっても過言ではない。この設計を理解するための学問が設計学であり、実例を通じて設計の本質に迫ることが狙

いである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

いろいろな工業製品だけでなく、設計は人間に備わる普遍 吉川　　弘之

的な能力であり、日々の行動においても設計は重要な役割を （独立行政法

果たしている。実際の設計のさまざまの例を通じて、設計行 人産業技術
為の役割を理解する。 冨山　哲男 総合研究所理

（オランダ 事長・元放送
1 設　　計　　と　は デルフト工科 大学長）

大学教授） 冨山　哲男
（オランダ

デルフト工科
大学教授）

人工物の設計の歴史は、設計が人間の創造行為である以上、

設計者の意図を反映してきた。また人工物の発展してきた歴

2 人工物設計の歴史
史の中で、突然変異的な発明であっても、時代背景や当時の

Z術を色濃く反映していることを論じる。
同　上 同　上

設計の進化を歴史的な発展過程で考察すると、技術的な進

化、社会的進化、設計技術そのものの進化の3つの軸を反映

3 人工物の進化
してきたことが分かる。また、成功例だけでなく失敗例をも 同　上 冨山　哲男
理解することが重要である。

工業製品のコンセプトの誕生から実際に設計・生産され、

使用され、最後に廃棄、リサイクルされる一生のことを製品

4 製品ライフサイクル
ライフサイクルという。自動車を例にして、ライフサイクル

ﾌ中での設計の果たす役割を理解する。
同　上 同　上

工業製品のライフサイクルのうち、設計過程をさらに細か

く理解する。どのような製品であっても、設計過程は共通す

5 工業製品の設計過程
ることが多い。また、コンカレントエンジニアリングや計算

@の利用など、実際の設計現場で取り入れられている技術を
同　上 同　上

理解する。

設計は「要求から仕様へ」の、属性、挙動、機能に関する

情報が次第に詳細化されていく過程である。これらの情報を

6 設計とモデル
表現する方法は「モデル」と呼ばれ、設計に関わる情報を作

ｬ・伝達するためには欠かせない。
同　上 吉川　　弘之

設計に関する情報の伝達手段として有効な図面について、J
IS製図規格をもとに解説する。また、簡単な機械要素を例に、

7 設　計　図　面
製図法と加工法との関係を講義する。最後に計算機によるCA 同上 冨山　哲男
D製図について紹介する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

設計の様相を紹介する。設計段階（概念設計、基本設計、

詳細設計など）、設計スタイル（発明、新規設計、再設計）

8 いろいろな設計 などの違いを説明する。設計は最適性、信頼性、安全性が重 冨山　哲男 冨山　哲男
要であり、常にコストとのトレードオフであることを論じる。

設計学とは設計を理解することを目的とした学問である
が、対象が人間の行為であるだけに、他の工学とは少し方法
論が異なる。まず、設計を実験的に扱う実験設計学を紹介し、

9 設　　　計　　　学 設計知識は集合演算的な操作が行われていることを述べる。 同　上 同　上

一般設計学は、公理論的集合論に基づく設計の理論である。

まず、人間が持つ設計知識に関する公理を導入すると、設計
知識を位相空間として集合論的に扱うことができる。また、

10 一般　設　計　学 公理から設計に関する定理を導出することができる。 同　上 吉川　　弘之

推論には基本的に、演繹、帰納、アブダクションの3種類
があると言われている。その中でも設計では、C．S．Peirceが提

唱したアブダクションが重要な役割を果たしている。さらに、

11 設計における推論 アナリシスとシンセシスについて述べる。 同　上 同　上

CAD（Computer　Aided　Design）は現代の工業では欠かせな

い設計支援技術である。計算機上に幾何形状を表現するため

12
設計支援システム
i1）

の技術として、曲線・曲面の方程式、データ構造などについ

ﾄ述べ、幾何モデル・プロダクトモデルなどの技術を紹介す
驕B

同　上 冨山　哲男

CADで作成した幾何形状は、その後のプロセスで利用され
る。その例としてCAE（Computer　Aided　Engilleerh19）、CAM

13
設計支援システム

i2）

（Computer　Aided　Manu飴cturing）、CIM（Computer　Integrated

lan漁cturing）などのシステムについて紹介する。 同　上 同　上

日本経済の戦後の発展において、設計技術がどのような役

割を果たし貢献してきたのかについて講義する。そして、特

に製造者責任、地球環境問題などを中心に、設計の今後の課

14 設計の新しい役割 題について述べる。 同　上 同　上

本講義のまとめを行う。設計学とは、産業界で実践されて

いる設計活動と、設計の結果としての人工物に関する理解を

決めるための学問である。また、計算機による高度な設計支 吉川　　弘之

15 ま　　　と　　　め 援を実現するための基礎的な学問でもある。 同　上

冨山　哲男
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＝ギリシャ哲学（‘03）ニ（R）

〔主任講師 天野　正幸（東京大学教授）〕

全体のねらい
　哲学（phiiosophy）の濫膓は古代ギリシャの「知恵の愛求」（philosophia）であるが、古代ギリシャにおいて「知恵の愛求」

はどのように生まれ、成長したのか。それを解き明かし、哲学をその原点に立ち帰って理解するための手懸りを提供するこ

と、それが本講義の全体のねらいである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

プラトンの『ソクラテスの弁明』を手懸りにして、哲学者

1

ソクラテスの「知
b」（『ソクラテス
ﾌ弁明』）

ソクラテスにとって「知恵の愛求」としての哲学とは、ある

｢は彼が愛求した「知恵」どは、どのようなものであったか

ﾉついて考察する。

天野　正幸
i東京大学教

�j

天野　正幸
i東京大学教

�j

プラトンの初期対話篇を手懸りにして、ソクラテスがおこ

なった「知恵の愛求」の活動としてのエレンコス（論駁）と

2
ソクラテスのエレ
塔Rス（プラトン初

はどのような議論であったかを具体的に紹介し、ソクラテス

ﾌ「知恵の愛求」について考察する。
同　上 同　上

期対話篇）

プラトンのイデア論は、彼の弟子のアリストテレス以来、

∫超越的イデア論」と一般に理解されているが、このような

プラトンは超越的 理解には問題があり、むしろ「仮説的イデア論」と理解すべ
同　上 同　上

3 イデア論者か きである、ということを明らかにする。

『パイドーン』において初めて一個の理論として提示され

た「仮説的イデア論」について、それはどのような理論であ

仮説的イデア論 るかを紹介し、その内容について詳しく考察し、プラトンの
同　上 同　上

4 （『パイドーン』） イデア論の実体を明らかにする。

『パイドーン』において確立された仮説的イデア論は『国

家』において善のイデアの導入によって発展させられたが・

5 善のイデア
i『国家』）

その『国家』における仮説的イデア論について、　「太陽」・

u線分」・「洞窟」の讐楡を手懸りにして考察する。
同　上 同　上

『パルメニデス』においてプラトン自身がおこなったイデ

ア論の批判的再検討を紹介し、　『パイドーン』において確立

イデア論の再検討 された仮説的イデア論の問題点を明らかにするとともに、プ
同　上 同　上

6 （『パルメニデス』） ラトン自身の解決の方向について考察する。

『テアイテートス』においてプラトンがおこなった「エビ

「エピステーメー」 ステ一一ー」概念の徹底的な再検討を2回にわたって取り上

概念の再検討1 げる。今回は、感覚はエピステーメーではないということを
同　上 同　上

7 （『テアイテート 示す議論の意義について考察する。

ス』）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

前回に続き、『テアイテートス』における「エピステーメ
「エピステーメー」 一」概念の再検討を取り上げる。今回は、ドクサにある限定

8 概念の再検討H
i『テアイテート

を加えたものがエピステーメーだという考え方を批判する議

_を紹介し、その意義について考察する。 天野　正幸 天野　正幸
ス』）

『ソフィステース』において新たに導入された「分割法」

分　　割　　法 を紹介し、この方法について考察する。また、　「分割法」は

9
（『ソフイステー

X』『ポリーティコ

『ポリーティコス』、『ピレーボス』においてどのように評

ｿされるようになったかについても考察する。
同　上 同　上

ス』）

『ソフイステース』において、虚偽の言明がいかにして成

10
イデアのコイノー
jアー（『ソフイス
eース』）

罪し得るかを説明するために導入された「イデアのコイノー

jアー（結合あるいは分有）」という考え方を紹介し、その
ﾓ義について考察する。

同　上 同　上

『形而上学』第1巻斗1・2章における「知恵」の規定お

11
アリストテレスに
ﾆっての「哲学」
i『形而上学』）

よび第4巻第1・2章における哲学の規定を手懸りにして、
Aリストテレスにとって「知恵の愛野」としての哲学とはど
ﾌような学であったかを考察する。

同　上 同　上

アリストテレスの存在論の根本前提である「ト・オン・レ

12

「ト・オン・レゲタ

C・ポラコース」
i『形而上学』）

ゲタイ・ポラコース」　（「あるもの」は多義的である）とい

､テーゼについて、『形而上学』第5・6・7巻を手懸りに
ｵて、その意味と意義を解説する。

同　上’ 同　上

アリストテレスの形而上学の精髄とも言うべき『形而上学』

13
本質をめぐる議論
P（『形而上学』）

第7・8・9巻について、2回に分けて講義する。今回は、
ﾀ体の存在の原因としてのウーシアーを取り上げ、ウーシアーの候補である基体と本質について解説する。

同　上 同　上

前回の続きとして、本質の定義をめぐるアリストテレスの

14
本質をめぐる議論
g（『形而上学』）

議論を紹介し、　「定義は質料への言及を含むか」、　「定義の

ﾎ象蘇いかにして単一であるか」、　「本質（形相）は普遍か

ﾂ物か」、という問題について考察する。
同　上 同　上

本講義の締めくくりとして、アリストテレスにとっての厳

密な意味での「知（エピステーメー）」の概念とその獲得法

15
論　証　理　論
i『分析論後書』）

としての「論証」について、　『分析論後書』に基づいて解説

ｷる。 同　上 同　上
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＝ドイツ観念論への招待（‘03）ニ（R）

〔主任講師1　久保　陽一（駒澤大学教授）〕

全体のねらい
　「ドイツ観念論」は通常18～ig世紀ドイツにおけるフィヒテ、シェリング、ヘーゲルの哲学をさすが、本講では、彼ら

の基盤をなしたカントから出発し、カントの形而上学的モチーフがいかにフィヒテやヘーゲルなどにおいて継承展開された

かを見る。現代ではとかく形而上学は否認されがちだが、彼らの哲学は尚意義をもちえている。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ドイツ観念論とはいかなる哲学を指し、いかなる思想的特

徴をもっているのかを確認した上で、ドイツ観念論に対する
久保　　陽一 久保　　陽一

ドィッ観念論とそ これまでの様々な批判を検討し、ドイツ観念論の根拠づけ的
（駒澤大学教 （駒澤大学教

1
の評価

思索は現代でもなお意義をもつことを明らかにする。　　　　　　　　　　　　　’

授） 授）

カントは単に伝統的形而上学を「独断論」として否認した

だけではない。まず彼がいかに認識論において「自然」の「客

2 カントの存在論
観的実在性」を意識の立場から基礎づけ、そういう仕方で新

ｽに存在論を企てたかを見ることにしよう。
同　上 同　上

カントの存在論においては、因果的必然的な対象としての
自然の客観的実在性は論証され、その意味で「科学的実在論」

カントの存在論の が正当化された。しかし偶然的な対象の客観的実在性は捉え 同　上 同　上
3

検証 られていない。しかし、溜る種の二元論（人間と自然との連

関）や関係の存在論という特性は注目される。

カントの全形而上学の軸の一つに「自由の実在性」の理論

がある。自由が客観的実在的だというのは、我々は道徳的に

4 カントの自由論
自律的であることを強いられることを意味する。このカント
ﾌ自由の思想の意義（義務倫理）と問題点（普遍主義、形式

同　上 同　上

主義、心情倫理など）を検討する。

カントの理論哲学と実践哲学でひそかに前提されていた人

間と自然との連関が美の哲学で主題化される。それは、我々

5 カントの美の哲学
が自然の美や崇高を経験することによって道徳的な自覚をも

ﾂように促されることや、天才の製作活動における自然の働
同　上 同　上

きに認められる。

ヤコービは「物自体」概念をめぐってカント哲学の自己矛

盾を指摘した。このヤコービのカント批判は多分に誤解に基

6
ヤコービのカント
癆ｻとスピノザ論

ついていたが、カントの限界に触れるものでもあった。ヤコ

[ビは同時に「直接知」の立場をスピノザ哲学の解釈と批判
同　上 同　上

を通して示したが、そのスピノザ論は大きな影響を与えるこ

とになった。

ラインホルトはカント哲学を擁護しづつ、カントには欠け

ラインホルトの根 ていた「根元」を与えることによってカント哲学を形式的に

元哲学とシュルツ 整えようとした。しかしシュルツェはただちにラインホルト 同　上 同　上
7 エのうインホルト の根元哲学の原理である「意識律」を批判した。

批判
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所屠職名）

ドイツ観念論で決定的な役割を果たしたフィヒテ哲学の成

立を取り上げる。フィヒテはラインホルトの企てを擁護しつ

8
フィヒテの知識学

ﾌ成立
つ、ラインホルトに対するシュルツェの批判の妥当性をも認

ﾟた。そこでラインホルトの「意識」の代わりに「自我」と
久保　　陽一 久保　　陽一

いう原理でもって新たに形而上学（「学の学」すなわち「知

識学」）を企てるようになった。

フィヒテの代表作であり、最初の知識学の体系の試みであ
る『全知識学の基礎』　（1794－95）を概説する。フィヒテの

9
『全知識学の基礎』

i1）

知識学は、自我の自己関係と自我と非我の関係という二つの

ﾖ係の関係において成り立つ。まずそれらの関係を表す諸命
同　上 同　上

題（原則）が立てられ、次に理論的自我の成立条件が自己遡
及的に解明されていく。

理論的自我の根底に認められる丁構想力」をもとに様々な r

認識能力が、　「表象の演繹」において導出される。更に、実

10
『全知識学の基礎』

i2）

践的自我の在り方が分析され、　「努力」にいきつく。そこか

逍ﾗ衝動の体系」が導出される。最後にフィヒテのこれら
同　上 同　上

の思想の成果と問題点を検討する。

フィヒテの知識学から出発したシェリングはやがて、　「自

シェリングにおけ 然哲学」されに「同一哲学」において、フィヒテ的な主観的

11
る主観的観念論か
迢q観的観念論へ

観念論から客観的観念論に転換した。この転換が何故生じた

ﾌか、それはいかなる意味をもっているのかを、青年シェリ
同　上 同　上

の転換 ングの「世界の現実存在の根拠づけ」をめぐる思想形成をた
どりながら、解明する。

シェリングのフィヒテ批判の背景には近代啓蒙主義に対す

ヘルダー、シラー、 る批判、理性よりも感情を重視するロマン主義的風潮があっ

12
ヘルダーリンにお
ｯる歴史と美の哲

た。その中でヘルダーの歴史哲学と共にシラーの「美的自由」

ﾌ思想が重要であり、そこでは自由と自然が総合されていた。
同　上 同　上

学 ヘルダーリンも美的カント・プラントン主義をもとにシラー
の思想を展開した。

ヘルダーリンは断片『判断と存在』　（1795）で初めてフィ

ヒテの「自我」を批判する合一哲学を説いたが、やがて美的

13
ヘルダーリンとヘ
[ゲルの合一哲学

な合一よりも、没落に重点を置くようになった。初期ヘーゲ

汲ﾍ当初民族宗教の構想をもち、カント的であったが、やが
同　上 同　上

てヘルダーリンの影響のもと宗教論を通じて人間と自然との
対話的連関の洞察を獲得した。

ヘー Qルは1801年にこの根源的洞察をシェリングの同一哲
学の枠組みのなかで展開し、最初の体系構想を示した。その

14
ヘーゲルの哲学体
nの形成（1）

際、彼はシェリングには欠けていた「論理学と形而上学」と

｢う部門を企てたが、それはプーターベックやバルディリな
同　上 同　上

どによる当時の様々な論理学の形而上学的根拠づけの試みを
背景にしていた。

ヘー Qルはかの根源的洞察を歴史と社会にも適用し、最初
の精神哲学において、人間の様々な態度が共同体の内で真に

15 ヘー Qルの哲学体
nの形成（2）

存在する所以を明らかにした。この連関は同時に論理学と形

ｧ上学の連関と照応するが、その点が1804－05年の論理学と
同　上 同　上

形而上学で明らかになる。そこにヘーゲル独自の関係の存在
論と弁証法が認められる。
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＝現代の哲学（’01）＝（R）

〔主任講師：渡邊二郎（放送大学名誉教授）〕

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 哲学の現在と日本

　日本人は、東洋思想の伝統のなかで育ち、しかもいまやグ
香[バルとなった世界文明のなかで、西洋哲学の考え方からも
[く影響されている。その上、現代は科学技術の時代である。
｡日、人間はいかに生きるべきかという人生観・世界観の根本

mが必要である。

渡邊　二郎
i放送大学

ｼ誉教授）

渡邊　二郎
i放送大学

ｼ誉教授）

2
東洋思想と西洋
N学

　東洋の思想には、仏教、儒教、道教などの人生の知恵があ
驕Bただし、大事なのは、東洋思想は、科学を生まなかった点
ﾅある。科学は、西洋哲学のなかから、西洋17世紀に生まれ
ｽ。そうした西洋哲学の特色と、その歴史的歩みの全体をよく

S得ねばならない。

同　上 同　上

3
古代中世哲学と現

　西洋古代の哲学の大枠をまず省みる。それは、古い時代の思
zだが、現代性を持っている。次に、西洋中世の哲学の大筋を
Uり返る。とくに普遍論争に注意を払う。いずれにしても、古
繝wレニズムと中世ヘブライズムの思想が二千年にわたって存

ﾝしていた。

同　上 同　上

4
近代哲学の登場と
､ねり

　西洋の近代哲学は、ルネサンスの哲学とともに始まる。豊か
ﾈ現実を前にした人間中心主義の思想、ヒュ・一マニズムの思想
ﾌ開始である。そのあと、ユ7世紀に近代科学が登場する点が大
ﾘである。そして、イギリス経験論と大陸合理論の二潮流が台

ｪする。

同　上 同　上

5

科学的認識と人間

I生き方
iその1）

　近代の経験論と合理論の二潮流は、総合されねばならない。
ｻれをなし遂げたのが、18世紀後半にドイツに出た大哲学者カ
塔gである。カントは、科学的認識を基礎づけるとともに・そ
ﾌ限界をも明らかにした。そのカントの理論哲学の基本をやさ

ｵく捉え直す。

同　上 同　上

6

科学的認識と人間

I生き方
iその2）

　カントは、理論哲学をも越えて、実践哲学を樹立した。ここ
@　　　　　人間の人格性の尊厳を基礎づけたのである。自然でカントは、の衝動を抑え、理性の道徳法則に従って、自由において、自律

ｵた人格として行為してこそ、ほんとうの人間性が成り立つ。

ｱの点を詳説する。

同　上 同　上

7
ドイツ観念論から

ｻ代哲学の胎動へ

　カントのあと、ドイツ観念論の哲学が登場する。フィヒテ・
Vェリング、ヘーゲルらがその代表である。ここに、カントで
nまった自由の理想主義が大規模に展開されて、近代哲学の完
ｬが打ち立てられる。ヘーゲルの急逝（1831年）以後に現代哲

wが始まる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

19世紀の中葉に、ヘーゲル左派からマルクス主義が現れ、フ

8 現代哲学の生成
iその1）

ランスにコントの実証主義が登場し、デンマークにキルケゴー
汲ｪ出て、実存主義の萌芽が形成される。19世紀後半には、
增Xの思想が出るが、新カント学派とディルタイにおける歴史

渡邊　二郎 渡邊　二郎

科学の問題を見る。

19世紀後半から20世紀にかけて、とくに重要なのは、まず生

9 現代哲学の生成
iその2）

の哲学である。ショーペンハウアーの意志の哲学を承けて、ニーチェの思想が出て、ニヒリズムの状況のなかでの人生の肯

閧�ﾅち出す。そのあと現象学を介して、実存哲学が出現する
同　上 同　上

過程を追う。

現象学の流れのなかから、ハイデッガーの哲学が現れる。そ

10 現代哲学の生成
iその3）

の『存在と時間』の基本思想と、後期思想の特色を振り返る。一方、英米哲学には、早くからプラグマティズムの思想があ

閨A20世紀に成立する論理実証主義や分析哲学の特色を省み
同　上 同　上

る。

さて、これ以後、現代哲学の主要問題を横断的に取り上げ

11
科学技術と自然お
謔ﾑ歴史の問題

る。まず、科学的認識の本質と限界について、科学哲学的考察
�ﾁえる。技術の問題にも眼を向けたあと、自然についてどう
lえるべきかを省みる。そのあとで、歴史の流れとその意味に

同　上 同　上

ついて考察を企てる。

歴史のなかに生きる人間とは何かという問題意識から、人間

12
人間の本質論と自
ﾈの問題

の本質論が浮かび上がってくる。しかし、ここで何よりも肝要
ﾈのは、たんに客観的な人間の規定ではなく、そのあり方にお
｢て、いかに自分自身を形成すべきかと態度決定をする自己の

同　上 同　上

実存の問題である。

その自己の実存の問題を考えるとき、同時に、他者とともに

13
他者との共同存在
ﾆ倫理の問題

生きる人間の共同存在の場面が、問題性をはらんで登場してく
驕B現代には、さまざまな他者論がある。それらを振り返った
?ﾆ、共同存在における倫理の問題、とりわけ善と悪の問題に

同　上 同　上

考察を加える。

人間は、知性のみならず、情意を持つ。とりわけ、意志とも

14
美的情念と芸術の
竭

連動した感情の問題は、人間にとって大きな意味を持つ。情意の充足は人間の幸福と結びついている。とくに美的情念とその

ｴ動は、人間の心を震わせる。美の本質や、自然美、さらには
同　上 同　上

芸術の意義を見直す。

人間は、人生の途上で、苦悩に見舞われ、挫折にみちた人生

15
運命のカと生存の
ﾓ義の問題

行路を歩む。人生のすべては見通せず、非力な自己を越えた運
ｽの力に人間は勝てない。こうした自己を越えたものを思うと
ｱろに、宗教的観念の登場する根源がある。そこでは生存の意

同　上 同　上

義が問題になる。
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＝ヘー Qルを読む（‘03）＝＝（TV）

〔主任講師：　高山　守（東京大学教授）〕

全体のねらい
　ヘーゲル哲学は、多くの人々がそれを一級の哲学であると認めるにもかかわらず、哲学的に評価されることがほとんどな

いという、奇妙な哲学である。しかし、本当はヘーゲル哲学には評価されるべき豊かな哲学的内実が隠されている・これを

明るみに出し、できるだけ平易にお話する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

講　師　名　　ρ

（所属・職名） （所属・職名）

ヘーゲル哲学というと、ほとんどもっぱら非難論難の対象

となるばかりで、哲学的に評価されることがない。しかし実
高山　　守 高山　　守

1
ヘーゲル哲学をど はそこには、哲学的な豊かな内容が隠されていると思われる。 （東京大学教 （東京大学教
う読むか。 まずは総じてそれがいかなるものであるのかを、見通す。 授） 授）

この豊かな内実の萌芽はすでに、いまだ必ずしも哲学が主

2

若きヘーゲルの思

z1（ベルン期ま
ﾅ）

題化されていない大学卒業直後の草稿にも見て取ることがで

ｫる。これを瞥見する。ヘーゲル哲学は、しばしば言われる

謔､に、きわめて堅牢で、賢固な首尾一一貫性を保持している

ﾌである。

同　上 同　上

ヘーゲル哲学のこの若き時代の萌芽は、ヘーゲルのいわゆ

3

若きヘーゲルの思
zn：（フランクフル
g期）

るフランクフルト期において、なお宗教論という形態をとり

ﾂつ、徐々に明確な形態をとるに至る。このプロセスおよび

ｻこに展開される哲学的思索の内実をたどる。
同　上 同　上

1801年に執筆されたいわゆる『差異論文』は、いうならば

ヘー Qルの哲学宣言である。ヘーゲルは、これまでの思索の

4
『差異論文』を読む 蓄積を踏まえ、　「いまこそ哲学」という哲学宣言を行い展開

同　上 同　上
1 する。ここに蔵されたヘーゲル哲学の内実看取のための多く

の示唆を読み取る。

引き続き『差異論文』により、ヘーゲル哲学の基本性格を

明確にする。この著作は、後に展開されるヘーゲル哲学の形

5
『差異論文』を読む 式（方法論）および内容を、非常に正確に素描している。こ 同　上 同　上
H れに立ち入るとともに、いわゆるヘーゲルの「弁証法」（矛

盾の論理）に言及する。

『差異論文』と同時期、これに続いて、『信仰と知』が執

筆される。これを高き、ヘーゲル哲学とカント哲学との関係

6 『信仰と知』を読む
を一瞥する。これによって、ヘーゲル哲学の基本性格とその

黶Eﾑ性がさらに明瞭となりうる。
同　上 同　上

ここでまずは、これまでの論議を踏まえ、ヘーゲル哲学を

読み解く鍵となる概念が、「絶対無」であることを見て取る。

7
「イェーナ実在哲 この概念は、いわゆる「イェーナ実在哲学」において、特有

同　上 同　上
学」を読む の精神的境地として論じられ展開されるが、引き続き、その

境地論に立ち入る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

精神的境地論から、再び理論哲学へと立ち返り、イェーナ

期の「形而上学」をたどる。この時期のヘーゲルにおいて「形

8
『イェーナ形而上

w』を読む
而上学」とは、「絶対存在」の哲学と見なされがちなのだが、

ﾀはそれも「絶対無」の展開にほかならないことを確認する。 高山、　守 高山　　守

ヘー Qルの主著のひとつ『精神現象学』を取り上げ、この
著作にも、基本的に「絶対無」の思想が貫かれていることを

9
『精神現象学』を読

ﾞ1
　　　　　　　　　　　ρｩる。また同時にこの著作により、ヘーゲル哲学の「体系」

ﾈるものが、そもそもいかなる意味をもっていたのかを、た
同　上 同　上

どる。

『精神現象学』本文冒頭のいわゆる「意識」章を取り上げ

る。　「感性的確信」、　「知覚」、　「悟性」と、論述を順次た

10
『精神現象学』を読

ﾞH
どることにより、　「絶対無」の思想が、どのように具体的に

烽ｩれるのかを、見る。
同　上 同　上

『精神現象学』第五章「理性」章・第二節を取り上げ、へ

一ゲルが、行為論的な見地から自らの哲学をいかに論じるか

11
『精神現象学』を読

ﾞ皿
を見る。ここにおいてもその論議の核心は、特有の「無」一

黶u運命」、「必然性」、「世の流れ」一一なのである。
同　上 同　上

『精神現象学』の最終章「絶対知」と、ヘーゲルのもう一

つの主著『論理学』冒頭のいわゆる有一無一成の弁証法とを

12
『精神現象学』から

w論理学』へ

取り上げる。　「絶対知」とは、まさに「絶対無」の知である

ｪ、そこにおいて、『論理学』が、したがって、有一無一成
同　上 同　上

の弁証法が、展開される基盤が獲得されるのである。

第二部「本質論」冒頭の「仮象」に論及する。「本質論」
においては、　「根拠」、　「因果性」、　「必然性」等の最重要

13 『論理学』を読む1
カテゴリーが主題化されるが、これら諸カテゴリーの基本構

｢一一いわば「無」の構造一一が「仮象」論で呈示される。 同　上 同　上

「反省」論にも若干立ち入る。

引き続き第土部「本質論」における「現実性」論を取り上

げる。ここにおいて、　「可能性」、　「現実性」、　「必然性」、

14 『論理学』を読むH
「偶然性」という、いわゆる様相のカテゴリーが詳論される。

ｱこでの眼目は、　「絶対的必然性」とは、実は「偶然性」に
同　上 同　上

ほかならない、という重要な論点である。これに立ち入る。

第三部「概念論」冒頭の「概念一般」を主題化する。　「普

遍性」　（「概念」）とは、　「特殊性∫および、　「個別性」と

15 『論理学』を読むm
は区別されつつも、これらと一体であるという。こうした「概

O」とは実はかの特有の「無」の再論であることを見る。最 同　上 同　上

後に、総じてヘーゲルの「無」の思想が、日本思想と密接に
関連していることに触れつつ、ヘーゲル論を締めくくる。
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＝・ ｻ象学入門（’00）＝（R）

〔主任講師 千田　義光（國學院大学教授）〕

禦灘難づ嬢半半白白亀戸難隷繍両両灘高高
に聴講者とともに肉薄していきたい。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現象学の前史

　現象学は西欧哲学の伝統のなかに立ちながらも、この知的伝
揩�｢わば内側から解体し乗り越えようとする試みである。ギ
潟Vア以来の、とりわけ近代哲学の流れにおいて、それがどの
謔､に位置づけられるかを考察する。

千田　義光
i國學院大

w教授）

千田　義光
i國學院大

w教授）

2 現象学運動

　20世紀初頭以来のゆるやかな知的運動としての現象学は、創
ﾝ当初よりさまざまな展開をみているが、それらの運動を先ず
ﾅ初に概観して、全体的な見通しを立てるとともに・本馬綿の
ｷすむ方向を明らかにする。

同　上 同　上

3

超越論的主観性の
ｻ象学（1）一現象学の現象

w

　フッサールによる超越論的現象学は彼独自の方法論をもって
｢るが、さらにはその方法論にたいする自己批判そのものが現
ﾛ学の展開それ自体と不可分な関係をもつ。現象学的方法論と
ｵての「現象学の現象学」は、現象学そのものである。

同　上 同　上

4

超越論的主観性の
ｻ象学（2）一意識の一般構

｢

　意識の本質的構造としての志向性と内的時間性は、現象学に
ﾆって中心となる問題である。この概念に立脚しながら、現象
w的にさまざまな種類の意識作用とそれらの遂行様態が分析さ
黶Aそれにのっとって、フッサールの現象学が展開する・

同　上 同　上

5

超越論的主観性の
ｻ象学（3）一世界の意味的

¥成

　フッサールは、意識の一般構造の分析と現象学的方法論に基
ﾃき、多様な体験の具体的統一化という問題を、さまざまな身
ﾟな世界の意味的構成、ひいては万人に共通する一つの世界の
¥成の問題として解明する。

同　上 同　上

6

超越論的主観性の
ｻ象学（4）一自我と相互主

ﾏ性

　彼の自我論は方法論的に独我論から出発して、相互主観的な
､同体の構成の分析にすすむ。孤立した認識主観からの解明は
ｽくの批判にさらされることになったが、しかし彼の議論の途
繧ﾉおいて何が哲学的問題として問われるのかを考える。

同　上 同　上

7

超越論的主観性の
ｻ象学（5）一生活世界と歴

jの現象学

　ガリレイ以来の客観主義的な近代科学によって忘れられた、
蜉ﾏ的かつ相対的なわれわれの生きて体験されている感覚的世
Eを、彼は生活世界とよぶ。生活世界論のもつ射程と意義を彼

ﾌ歴史観とともに検討する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

事実的人間存在の フッサール現象学の根本的批判者はハイデガーである。超越

8
現象学（1）一一存在論的現象 論的現象学がハイデガーによって存在論的現象学として批判さ

黷ﾂつ展開されることによって、現象学が新たに切り開いた哲 千田　義光 千田　義光
学 学的次元が何であったのかを考察する。

事実的人間存在の ハイデガーは人間の存在を現存在とよび、’さらにそれを世界

9
現象学（2）一一世界内存在と 内存在としてとらえかえす。世界に超越的な主観ではなく、み

ｸからの存在をみずからのその充全な具体性において生きる事
同　上 同　上

しての人間の存在 実的な人間の存在が問題とされる。
ノ

事実的人間存在の 現にある事実性へと投げいれられた存在としての実存する人

10
現象学（3）一本来著人間存 間の存在は、たえず存在するものを配慮しつつ解釈し、理解し

ﾄいる。存在論に先立つこの存在理解が、ハイデガーによって
同　上 同　上

在の分析論 本来的な人間存在の分析論という哲学的問いへと深化される。

事実的人間存在の ハイデガーの現象学的解釈学は、当時留学した日本の留学生

11
現象学（4）一日本文化論と たちによって日本文化の解釈学として豊かに結実した。現象学

Iに見ることの生産性と、その一つの日本的変様と意義を考え
同　上 同　上

しての解釈学 る。

実存的現象学 ハイデガーの現象学はまたフランスにも影響をあたえ、サル

12
（1）一自由と実存の トル、メルロ＝ポンティらの実存的現象学へと展開した。特に

Tルトルにおいて、それは自由と実存の思想として第2次大戦後
同　上 同　上

現象学 の時代を強く彩った。

13

実存的現象学
i2）一閲肉した身体

ﾌ現象学

　メルロ＝ポンティにとって、世界の意味は、他に還元するこ
ﾆのできない、この世界の具体的な内容に拠っており、無数の
ﾙ質な経験の交点に現れる意味として理解される。このような
揄�ﾍ、判断に先立つ、感覚的な受肉した身体に固有な意味を
ﾆらえることとされる。

同　上 同　上

1950年代以後、フランスやドイツにおいて、西欧近代思想の

14 現象学の多様な
i展

自己批判として、他の現代哲学思想と結びつきながら、これま
ﾅ看追され軽視されてきたさまざまな側面に、哲学的分析が加

同　上 同　上

えられていった。

現象学は20世紀の哲学的運動としてすでにその生命力を枯渇

15 現象学の意義
させく存在意義を失っているのであろうか。現在にとっての現
ﾛ学のもつ意味を、あらためて再考することによって、さらに

同　上 同　上

哲学そのものの意味をも考察する。
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二自己を見つめる（‘02）＝（R）

〔主任講師：　渡邊　二郎（放送大学名誉教授）〕

全体のねらい
　人生の現実のなかに立って生きる自己自身を見つめてみたい。公共的な学問の世界では扱ってくれないが・しかし私たち

が実際にこの世の中を生きていくときに深く実感する人生論的な諸問題を取り上げてみたい・哲学的な人間論のひとつの試

みを行うのが狙いである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人生の現実は、経験してみなければ分からない。ひとは・

1 経　　　　　　験

それぞれ、さまざまな人生経験をして生きる。経験するとは・

｢ったい、どういうことなのであろうか。 渡邊　二郎
i放送大学名
_教授）

渡邊　二郎
i放送大学名
_教授）

経験の蓄積は、時間のなかで行われる。起こった出来事を

経験砿それを苦い思いとともに、記憶する。しかし、次に

2 時　　　　　　間

来るべき新しい未来に；期待をつなぐ。こうした時間の流れの

ﾈかで人生を生きる。
同　上 同　上

そのとき、それぞれの人は、異なった境遇と環境のなかを
生きる。生まれ育った境遇、それぞれのかけがえのない人生・

3 境　　　　　　遇

それらはみな、変えようのない宿命を帯びた状況のなかにあ

驕Bそのなかで、人生の営為は行われる。 同　上 同　上

ひとは、みな、そうした境遇のなかで、それぞれなりの人
生遍歴をする。そのなかで、ひとは磨かれ、また変貌する・

4 遍　　　　　　　歴

長い旅路と遍歴のなかで、来し方と行く末を思うことが、生

ｫることの実態をなす。
同　上 同　上

そのようにして生きているのが、かけがえのない自己であ

る。自己自身を見つめ、引き受け、そのなかで人生の充実を

5 自　　　　　　己

図ることが、生きるということである。
同　上 同　上

ひとはみな、生き甲斐を求める。それなりに、生きる目標・

役割、意味を見定めなくては、人生設計は成り立たない。し

6 生　　き　甲　斐

かし、たんに目的を設定しただけでは、生き甲斐は達成され

ﾈい。ほんとうに生きた甲斐のあった人生が大切。 同　上 同　上

そのためには、仕事をしなければならない。人生は、仕事

に尽きるとも言える。仕事と課題、任務と役割を果たすこと・

7 仕　　　　　　事

これが、それぞれの持ち揚での大切な使命となる。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人生の途上で襲ってくる最も痛切な実感は、孤独というこ

とであろう。むろん、誰もが共同社会のなかで生きている以

上、まったくのひとりということはありえない。そうではな

8 孤　　　　　　独 く、そうした共同存在のなかでの孤独の実感が人生の真実で 渡邊　二郎 渡邊　二郎
あろう。

ひとは、愛を求める。愛する人を大切にしたい。また、み

ずからも愛の交わりを求めている。これが、人間の真実であ

ろう。愛と人生は切り離しがたいものである。

9 愛 同　上 同　上

他者こそは、人生の謎である。不可解な、捉えがたい他者

とともに、この人生を送らなければならないことほど、人を

苦しめるものはない。自己と他者の問題こそは、人生の最大

10 他　　　　　　者 の難問である。 同　上 同　上

世の中の動きは、見通しえないものをもつ。不特定の世間
一般の動向が、個人の生き方を左右する力をもつようになつ

た。日本では特に、世間や世の中の動きに注意し、それに順
11 世　　　　　　　間 応して生きることが求められる。大勢順応と事大主義が、人 同　上 同　上

生の前景をなす。

ひとは、長い人生行路を生きるとき、やむをえない運命、

変えることのできない宿命、そうした限界のある、非力な自

分を自覚する。自己の人生の意識は、自己の運命の意識でも

12 運　　　　　　命 ある。運命意識が、自己の根底に伏在する。 同　上 同　上

ひとが、人生の過程のなかで発する問いは、結局、自らの

不運と不幸の宿命についての疑問であろう。ひとは、幸福と、

幸多き人生、この世の至福を希求する。しかし、それは何を

13 不　　　　　　幸 意味するのであろうか。 同　上 同　上

人生の宿命は、老いの宿命でもある。年輪を加え、老成し、

年老いてゆくのが、人間の宿命である。もはや、繰り返せぬ

一回きりの人生は、こうして、成熟し、円熟し、やがて枯れ

14 老　　　　　　　い てゆく運命を免れがたい。 同　上 同　上

老いの果てに見えるものは、死である。むろん、若い人も、

突然、病に襲われて死ぬことがある。事故死もある。しかし、

一般には老いとともに死が訪れる。この死によって人生は終

15 死 わる。死こそは、人生の重大事件である。 同　上 同　上
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＝宗教の哲学（’00）＝（R）

〔主任講師 量　義治（東洋大学教授：）〕

雛懇慧襲白白鰹窮白白繋嘉諜講鐘詫讐蓼輩1肇と編譲趨£子

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

1 課題　と方法

　「宗教の哲学」を現象学的方法によって省察する。すなわ
ｿ、最初に代表的な世界宗教を取り上げ、つぎに特定の宗教の
ｧ場を背景にした宗教の哲学を取り上げる。こうしてはじめて
u宗教の哲学の課題」を見出すことができる。

量　　義治
i東洋大学

ｳ授）

量　　義治
i東洋大学

ｳ授）

2
宗　　教　　　1
ｧ　　　　　　教

　ゴータマ・シッダールタを開祖とする仏教にはキリスト教や
Cスラム教の神に相当する絶対者は存在しない。また、聖書や
Rーランに相当するような正典というものもない。それだけ
ﾉ、あまたある経典のなかからどの経典を尊重するかというこ

ﾆが問題となる。

同　上 同　上

3
宗　　教　　　II
L　リ　ス　ト教

　キリスト教は聖書の宗教である。聖書には旧約聖書と新約聖
曹ﾆがある。両聖書は一体不可分の全体を成している。その中
Sに位するのがイエス・キリストである。キリスト教は、端的
ﾉいえば、イエス・キリストの宗教なのである。

同　上 同　上

4
宗　　教　　　皿
C　ス　ラ　ム教

　ムハンマドを開祖とするイスラム教では、正典コーランとと
烽ﾉハディース（伝承）およびシャリーア（イスラム法とが尊
dされる。イスラム教においては、モーセもイエスも預言者と
ｩなされるが、ムハンマドが最後最大の預言者とされる・

同　上 同　上

5

特殊的宗教の哲学
P仏教的宗教の哲学

　世界的に著名な日本の代表的仏教学者、鈴木大拙をとおして
l察する。そのさい、宗教の地平としての「霊性」と霊性の論
揩ﾆしての「即非の論珊に注目する。

同　上 同　上

6

特殊的宗教の哲学

gキリスト教的宗教

ﾌ哲学

　日本の代表的キリスト教哲学者、波多野精一をとおして考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「永遠の生する。　「超越的・実在的・絶対他者」　「神の愛」

ｽ」等のテーマを取り上げる。

同　上 同　上

7

特殊的宗教の哲学

Mイスラム教的宗教

ﾌ哲学

　世界的に著名な目本のイスラム学者、井筒俊彦をとおしてfスラム神秘主義「スーフィズム」を考察する。具体的には十二

｢紀のイブン・アラビーの「存在一性論」を省察する・

同　上 同　上

一一一
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代において、宗教の哲学の構築を試みようとする場合に

8 宗　教　批　判
は、宗教批判の哲学に一顧を与えておくことは不可欠である。これなしには、この時代においては宗教の哲学の構築は砂上に

量　　義治 量　　義治
楼閣を建てるようなことになりかねないであろう。

フォイエルバッハとマルクスの宗教批判は、要約すれば、神

9
宗教批判に対する

癆ｻ
は実在ではなくて虚構であるというものである。また、ニー
`ェの場合は、それは「神は死んだ」という衝撃的な言葉で表 同　上 同　上

される。これらの宗教批判を反駁する。

基礎作業を了えたいま、われわれは、「宗教の哲学の課題」

10 宗教哲学の課題
を確定することができる。それは「救済の問題」と「絶対者の
竭閨vと「信仰と行為の問題」とに要約することができる。こ 同　上 同　上

れらの問題のなかで中心的な問題は「救済の問題」である。

救済は単に個人の救済ではなくて、全人類の、いな全宇宙の

11 救済の問題
救済でなければならない。救済の方法としては、他力、自力、一自力・他力の方法があるが、全宇宙の救済のためには絶対他力

同　上 同　上

が必然的である。

救済とは、それが自己であれ、他者であれ、絶対者による救

12 絶対者の問題
済である。したがって宗教の哲学において、絶対者の問題はき
墲ﾟて重要である。さまざまな絶対者観を考察するが、アプラ 同　上 同　上

ハムの神と哲学者の神との対置は思想史上有名である。

宗教の中心問題である救済は絶対者による救済であるが、そ
のさい人間の側が一切問題にならないのではない。人間の信仰

13 信仰と行為の問題 が問われる。そして、その信仰とは意識の問題ではなくて実存 同　上 同　上
の問題である。ここからして信仰は必然的に行為と深く関わ
る。

世にはさまざまな宗教がある。いったいどの宗教が真理なの

14
宗教における真理

ﾌ問題

であろうか。そもそも宗教における「真理」とはなんであろうか。イエスを尋問した総督ピラトもイエスに向かって「真理と

ﾍなにか」　（ティ・エスティン・アレーテイア）という問いを
同　上 同　上

発したのである。

宗教的真理はわれわれ自身が「そのために生き、かつ死ぬこ
とを願うような実存的真理」でなければならない。したがって

15 宗教の哲学と現代 理論的・傍観的立場に終始することは許されない。この無神 同　上 同　上
論・ニヒリズムの時代の只中にあって、われわれはいかにして
信仰を持ち続けうるのか。
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＝・ V荘思想（’00）＝（R）

〔主任講師 池田　知久（東京大学教i授）〕

全体のねらい
　老荘思想、すなわち中国古代の思想家である老子や荘子の思想は、中国だけでなく日本を含む東アジアの諸地域の文
化にとって、近代に至るまできわめて重要な思想の一つであった。それだけでなく、現代社会の典型である今日の日本
の中に生きる我々にとっても、顧みるに値する重要な思想の一つである。
　この講義では、従来の老荘思想の研究成果を十分にふまえながら、それらとは異なった新しい観点に立って、老荘思
想の主な内容を解明するとともに、近年の出土資料をも利用して、戦国時代より六朝時代に至るその歴史的な展開を大

ざつぱに跡づけてみたいと思う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
最初の思想家たち
ﾆその生きた時代

　老荘思想の誕生した背景にある、戦国時代～前漢時代の社会
�ｵを考察し、その中における老婆（ロウタン）・荘周・劉安といっ

ｽ思想の担い手たちの生き方について考察する。

池田知久
i東京大学

ｳ授）

池田知久
i東京大学

ｳ授）

2

テキスト編纂の歴
j（その一）一一『荘子』

　老荘思想を記した代表的な書物の一つである『荘子』に関し
ﾄ、その成立・由来・構成などについて述べ、あわせてこの書
ｨの正しい取り扱い方を解説する。

同　上 同　上

3

テキスト編纂の歴
j（その二）一一『老子』と

w准南子』

　老荘思想を記した代表的な書物である『老子』と『准南子』
ﾉ関して、それらの成立・由来・構成などについて述べ、あわ
ｹてこれらの書物の正しい取り扱い方を解説する。

同　上 同　上

4

「黄老」から「老

早vを経て「道
ﾆ」へ

　「老荘」という概念は、老荘的な諸思想をグルーピングする
ｽめに、後代になって作られた人工的な概念である。　「黄老」
u道家」などをも考慮しながら、諸概念の変遷の中に見られる

V荘思想についての歴史的事実と、後代における学者の机上の
ｮ理との乖離について分析する。

同　上 同　上

5
老荘思想の誕生と
ｻの先駆者たち

　老荘思想は、戦国時代中期の紀元前300年ごろ、人間疎外の克
桙竦l間の主体性の獲得をめざして誕生したが、その時代背景
�l察するとともに、老荘思想の誕生に影響を与えた先駆者た
ｿについて究明する。

同　上 同　上

6
「万物斉同」の哲

w

　戦国時代中期の紀元前300年ごろ、老荘思想がこの世に初めて
a生した時、彼らが抱いた思想は、　「万物三三」の知識一存在
_であった。中国古代の諸思想の中でも、最も難解なこの哲学
ﾉついて、その理論構造や目的などを解明する。

同　上 同　上

7 「道」の形而上学

　老荘はまた道家とも呼ばれる。それは、彼らにとって「道」
ｪ最も重要なキー・コンセプトだったからであるが、この回
ﾍ、人間をも含めた「万物」を存在させ変化させている窮極的
ｪ源的な実在としての「道」に関する哲学を分析する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

老荘思想の「物という存在者に関する哲学、すなわち「物

8
「激化」・転生・

ﾖ廻の思想
化」・転生・輪廻の思想について解明する。これらの思想は単
ﾈる存在論の一つではなく、同時に人間の死の意味づけでも 池田　知久 池田　知久

あったのである。

老荘思想は戦国時代後期に至って「気」の思想を他から取り

9
「万物一体」の思

zと宇宙生成論
入れた。また、それに基づいて「万物一体」や宇宙生成論を論
ｶた。この回は、これらの諸思想の内容と意味について考察す

同　上 同　上

る。

老荘が「天」を重んずる立場に立っていたことは、戦国末期

10
「天」の立場と
u仁孝」の否定

の『筍子』によっても確認できる。　「天」の立場は儒家などの
ｾう倫理や政治を「人」として批判することと表裏の関係をな

同　上 同　上

すが、この回は、以上の諸問題について解明する。

老荘の「養生」説は、　「気」の理論とともに他から取り入れ

11
「養生」の説と
u遊」の思想

たものであり、また「遊」とは、人間が世間的な単なる存在者
ｩら真の実在の世界に飛翔していくことである。これらには思
z家たちの自由や独立の願いが伴っている。この回は、以上の

同　上 同　上

諸問題について考究する。

12

三つの政治思想一一政治の拒否、ユートピアの思

z、中央集権の現

ﾀ

　老荘思想の中にはあい反する三つの政政思想がある。一つ
ﾍ、原理的な政治の拒否。二つは、万民平等のユートピア思
z。三つは、一下万民の中央集権的な専制主義の黄老思想であ
驕Bこの回は、三者の内容と由来について考察する。

同　上 同　上

13

聖人の「無為」と
恤ｨの「自然」一一新たな思想の

W開

　老荘にとって「無為」や「自然」は、当初から抱いていた思
zではなく、当初の道の形而上学を修正するために唱えるに
鰍ﾁたものである。この回は、人間や万物の自律性を主張する
u自然」の思想について解明し、あわせて魏晋南北朝時代の老

綜v想への展開を論述する。

同　上 同　上

14

「無知」　「不言」

ﾌ提唱と弁証法的
ﾈ論理

　無言の提唱、矛盾律の否定などを始めとして、老荘思想はこ
ﾆば・論理・知識について重要な思索を行っている。この回
ﾍ、中国古代の知識論の歴史における老荘思想の位置と意義に
ﾖして論述する。

同　上 同　上

老荘もまた諸子百家の一つであり、先行する諸子百家の思想
諸子百家に対する を批判的に摂取しながら自己を形成していった。しかし、前漢

15 批判と中国思想史 初期の老荘はむしろ諸子百家の統一・総合に努力を傾注してい 同　上 同　上
の構想 る。これらの問題を解明しつつ、あわせて老荘思想の後世に与

えた影響について考究する。
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＝： ｧ教思想（’01）　＝（R）

〔主任講師 末木　文美士（東京大学教授）〕

鍛象織人にとって身近な宗教であるカミ、その思想となるとなかなか解り1こくい．その理由の一つは、インドに発

して以来、さまざまな文化圏で多様な展開を遂げ、焦点を絞りにくいことにある。ここでは・歴史的な事情も勘案しな

がら、日本という場を原点としてその思想を解体、再構成してみたい・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 いまなぜ仏教か

　仏教は古代のインドに発して、東南アジア・チベット・東ア
Wアなどのさまざまな文化圏で多様に展開した。その多様な思
zをどのような視点から見てゆくことができるのか。方法論的
ﾈ問題を研究史を振り返りながら考察する。

末木文美士
i東京大学

ｳ授）

末木文美士
i東京大学

ｳ授）

2 歴史的概観

　仏教思想史のさまざまな問題を見てゆくにあたって、一通り
Cンド以来のさまざまな文化圏における仏教の歴史的展開を頭
ﾉ入れておく必要がある。最近の研究に基づきながら、最低限
K要な知識を概観する。

同　上 同　上

3 テキストの森

　仏教の聖典は三蔵（経・律・論）とか大蔵経とか呼ばれて膨
蛯ﾈ量にのぼる。また、その言語もパーリ語・サンスクリット
黶xチベット語・漢文など多様である。それらの成立や特徴・
ｵい方について論ずる。

同　上 同　上

4 解釈のパラダイム

　膨大な仏典を整理し、体系化するために、教判と呼ばれる方
@が工夫された。また、近代になると、大乗仏教はブッダの説
ﾅないとする大乗非仏説論などが現れ、議論を呼んだ。こうし
ｽさまざまな仏典解釈の方法について考えてみる。

同　上 同　上

5 苦悩としての存在

　ブッダの教説は人生を苦と見るところに出発点を持ち、その
ｴ理を求めて、無常・無我・縁起などの教説が展開された・原
n仏教に由来しつつ、大乗にも生きているそれらの根本原理の
ﾓ味を探る。

同　上 同　上

6 言語と存在

　大乗仏教の一つの特徴は、存在の問題を考えるのに、言語論
ﾌ立場から考察する点にあり、日常的言語の世界の無根三三を
sく突いた。その典型的な発想をインドの中観派の理論・及び
?曹ﾌ禅思想を中心に考察する。

同　上 同　上

7 象徴：としての世界

　日常言語を超えれば、そこには沈黙しかないのだろうか2果
ｸにもその恐るべき領域に踏み込み、世界を象徴として言語化
ｵたのが密教であった。マンダラとして展開される壮大な世界

�ﾟの体系を読み解いてみる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

大乗仏教における人間論は、心の理論として展開される。心

8 心　の　深　層
を清浄なものと見る如来蔵系と、汚れたものと見る唯識系の思
zがあり、また、中国の天台では心を観察する止観と呼ばれる 末木文美士 末木文美士
行法が展開した。これらの理論を考えてみる。

内的な心の観察は独我論に陥りはしないか。他者はどのよう

9 他者と関わる
な形で必然性を持つのか。大乗における菩薩の理想は他者との
ﾖわりを我々に迫るものであり、その極限に『法華経』が位置 同　上 同　上

する。他者論としての大乗の意味を考える。

以上考察してきた原理論に対して、以下では実践思想を扱

10
コミュニティの形

ｬ
う。具体的な他者との共存はサンガ（僧伽）と呼ばれる共同体
ﾉおいて実現される。その共同体を支える規律が戒律である。 同　上 同　上

さまざまなサンガのあり方を比較検討する。

苦なる世界を超脱するためにさまざまな修行法が開発され、

11 超　脱　の　森
悟りに至る道筋が示された。それに対して、瞬時に悟りに至る
ｧ教の即身成仏や禅の頓悟も主張された。そもそも悟りとは何 同　上 同　上

か、修行とは何か、考えてみたい。

自力の修行に対して、仏・菩薩の力に頼って救済を受けると

12 来世と救済
いう道も考えられた。特に来世における救済を説く浄土教（阿
岺ﾉ仏信仰）は東アジアで大きな勢力を得た。浄土経典から親 同　上 同　上

鷺にまで至る思想の系譜を考える。
L

東アジアの仏教の大きな特徴は、我々に仏性（仏になる可能

13 楽観論の陥穽
性）が内在すると考えるところにある。この思想はさらに発展して、本覚（我々は本来的に悟っている）という立場にまで至

同　上 同　上

る。余りに楽観的なこのような思想傾向の問題点を考える。

仏教はすべての生命ある存在は平等に尊重されるべきである

14 差別　と　平等
と説く。だが、同じ仏教がもう一方で社会的な差別を認め、む
ｵろ差別を積極的に生み出してゆく一面も持った。差別の原理 同　上 同　上

となる業と輪廻の思想などを取り上げる。

仏教はそれぞれの文化圏において、それぞれ土着の思想と交

15 思想史の中の仏教
白しつつ展開した。土着の思想から影響を受けた面も、逆に土
?ﾌ思想が発展するのに寄与した面もある。仏教をより広い思 同　上 同　上

旧史の中でどう位置付けるか、最後に考えてみる。
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＝自然と文化の記号論（‘02）　＝（TV）

　　〔主任講師：　池上嘉彦（昭和女子大学教授）〕

全体のねらい
　私達の回りのさまざまなものの多くは、何らかの意味を持つものとして私達に関わってきます。つまり・私達はく記号〉
（何かを意味するもの）に満ち満ちた世界に住んでるわけで、このことは生命体・・一一一般とその環境世界にまで拡げて言えるこ

とです。人間の文化から自然の世界にかけてのさまざまな営みを記号現象として横断的に捉えてみる一一現代の記号論の視

点と可能性について考えてみます。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師耽名

（所属・職名） （所属・職名）

〈記号〉という用語から、どのようなものを思いつきますか。

1
〈ことば〉とくことば

轤ｵいもの〉

〈記号論〉でいうく記号〉は、私たちが日常く記号〉ということで

vいつくより、遥かに柔軟な概念です。そのことを理解する
ｽめに、〈ことば〉から出発して、私たちの回りに厳密な意味

ﾅのくことば〉ではないけれども、〈ことばらしいもの〉がいか

池上　嘉彦
i昭和女子大
w教授）

池上　嘉彦
i昭和女子大
w教授）

に満ち満ちているかを考える。

広く＜ことばらしいもの〉について考える際、〈ことば〉はそ

の出発点となる理論的枠組を提供してくれる。＜ことばらしい

2 〈ことば〉の再認識

もの〉の範囲を拡げていくにつれて、〈ことば〉のどういう特徴

ｪ薄れ、またどういう特徴が加ってくるか一くことばらしいも 同　上 同　上

の〉がどこまでくことば〉らしいかを考える。

既に説明の中で何度も出てきたく意味〉とは、一体どのよう

なものと考えればよいのか。〈意味を担うもの〉とく担われる意

3 〈意味〉の意味
味〉という二項関係でなく、それにその意味が関わる〈主体〉を

ﾁえた三項関係として考えてみる必要のあること、そのよう 同　上 同　上

な主体にとって差異を生むような差異がその主体にとっての

〈意味〉であると考える。

〈記号〉と呼ばれるものにはく記号表現〉とく記号内容〉という

二つの側面がある。この二つの側面の間にはどのような関係

4 記号の諸相（1）
があるのか。〈痛烈〉とく無茶〉という概念、それに基いてのく記

?rの分類の試みについて考える。
同　上 同　上

〈記号〉の二つの側面としてのく記号表現〉とく記号内容〉のぞ

れそれについて、〈二重分節〉、〈表示義〉とく共示義〉、〈難癖〉

5 記号の諸相（2）

とく無尽〉、〈プロトタイプ〉など、考察に必要な基本的概念の

｢くつかを学ぶ。
同　上 同　上

いくつかの記号が集まって、〈メッセージ〉あるいはくテクス

ト〉と呼ばれるまとまりが構成される。そのような、まとまり

6 記号の諸相（3） をなすということは、何によって達成され、保証されるので 同　上 同　上

あろうか。

〈メッセージ〉あるいは〈テクスト〉のく機能〉の諸相を考え

る。とりわけ、それらのコミュニケーションの手段としての

7 記号の諸相（4）

実用的な働きとは際立った形で対立する〈美的機能〉と呼ばれ

髑､面、および、〈機能〉がく構造〉を規定するというテーゼに 同　上 同　上

注目する。

一5　2　1



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・・職名）

〈文化〉を〈記号〉（ないしは〈記号現象〉）として捉えるく文化

記号論〉の考え方と実践を学ぶ。まず、〈ことば〉の関与の旧き

8
記号現象としての
ｶ化（1）

い広義の〈文学〉と呼ばれるものへの記号論的アプローチを考

ｦる。 池上　嘉彦 池上　嘉彦

〈ζ1とば〉よりもくイメージ〉的なものが中心的に関与する広

義での芸術的なジャンル（写真、絵画など）についての記号

9
記号現象としての
ｶ化（2）

論的アプローチを考える。

同　上 同　上

人間の生活での衣食住に関わるさまざまな営みについて、

記号論的に考えるということはどのようなことかを学ぶ。

10
記号現象としての
ｶ化（3）

同　上 同　上

現代の人間の日常の生活は、メディアを通してのあらゆる

種類の記号の洪水の中で営まれている。広告、消費などとい

11
記号現象としての
ｶ化（4）

つた生活の側面についての記号論的なアプローチを取りあげ
驕B 同　上 同　上

生命の営みをく記号現象〉として考えるまず最初の段階とし

て、人間以外の動物や植物がその生きるという営みの中でくこ

12
記号現象としての
ｶ命（1）

とばらしいもの〉とどのように関わっているか一く動物記号

_〉、〈植物記号論〉と呼ばれる分野を眺めてみる。 同　上 同　上

生物体にとってのく環境世界〉と呼ばれる概念について検討

する。生物体にとっては、外から入ってくる刺激に対して、

13
記号現象としての
ｶ命（2）

自らの生存にとってそれが持つ意味に応じて適切に反応する

ﾆいう営みが欠かせない。どの生物体も、自らとの関連で意 同　上 同　上

節づけされた世界を持っているのである。

さらに一歩踏み込んで、生命体の体内で生命維持のために

なされているさまざまな営みにも、基本的には、関係する組

14

　’

L号現象としての
ｶ命（3）

織の間での意味の伝達、解読という記号過程が関わっている一こういうく生命意味論〉の考え方を検討する。

同　上 同　上

人間が関わる記号の成立、進化ということについて、人間

の身体性、人間の置かれている環境、そしてそこでの人間の

経験といった要因が深く関与する。記号に刻印された人間ら

15 記　号　の　進化 しさを確認する。 同　上 同　上
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＝日本語の歴史（‘01）・＝（R）

〔主任講師：　坂梨　隆三（東京大学教授）〕
〔主任講師：　月本　雅幸（東京大学助教授）〕

全讐鍛老に到る日本語の変遷の実態を明らかにし過去の日本語に対する基本的な織と理解を与えることを目的と

する。そして現在の日本語の諸問題や広く日本文化全体の理解にも資するように配慮する・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

上代の日本に漢字が伝わることによって、初めて日本語を

1 漢字　の移入

文字によって記録することが可能になった。漢字移入の時
冝E実態・影響について実例を挙げながら述べ・併せて他の

ｾ語の文字を日本語に適用する際の問題点についても考え

杉浦　克己
i放送大学助

ｳ授）

杉浦　克己
i放送大学助

ｳ授）
る。

2
奈良時代の日本語
ｹ韻・語彙・文体

　奈良時代には中国の影響を受けて文化が発展し、『万葉集』

且福ﾌ歌が詠まれ、また『古事記』　『日本書紀』などの文献：

ｪ編まれるようになる。これらの文献から奈良時代の日本語

ﾌ姿を見ると、そこには後世と大きく異なった点があること
同　上 同　上

が分かる。音韻などについてそれを考える。

奈良時代の日本語の文法体系は平安時代のものとは大きく

異なっており、形容詞の活用など、まだ十分に発達していな

奈良時代の日本語 いものもあった。実例と共にその実態を概観する。
同　上 同　上

3 文法

平安時代の日本語

　平安時代に入ると次々に日本語の歴史にとって重要な変化

ｪ発生する。平仮名・片仮名の発生がその一つであり・また

增Xの音韻変化は表記の多様性をもたらして仮名遣いの問題
月本　　雅幸
i東京大学助

月本　　雅幸
i東京大憎憎

4 文字・音韻 が発生する。これらについて考える。 教授） 教授）

平安時代には奈良時代と比べると和語による表現が多彩に

なり、漢語も急速に浸透して行った。また、平仮名・片仮名

平安時代の日本語 による新しい文体が作り出され、多様な文体によって多くの
同　上 同　上

5 語彙・文体 文章が書かれるようになった。そのあり方を概観する。

平安時代には形容詞の活用の完成、助動詞の発達など文法

平安時代の日本語

上の重要な変化が起こった。長く後世から規範とされた平安

梠繻黷ﾌ文法の特徴を明らかにする。また、高度に発達した
近藤　　泰弘
i青山学院大

近藤　　泰弘
i青山学院大

6 文法 敬語についても考える。 学教授） 学教授）

鎌倉時代には貴族中心の時代から武士の時代となって・言

7

鎌倉時代の日本語
ｶ字・音韻・語彙・

ｶ体

葉の上でも大きな変化が生ずる。和漢混濡文が盛んに行われ、

Vしい語形の登場、漢字音の日本語化などが顕著であり・こ

黷ﾉついて見て行くことにする。
月本　雅幸 月本　雅幸
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

文法事項においても鎌倉時代の言葉は平安時代のものから

大きく変化しつつあった。終止形と連体形の合一化、係り結

8
鎌倉時代の日本語

ｶ法
びの混乱などがそれである。また敬語においても「候ふ」の

ｭ達などが見られる。これらの変化を論ずる。
近藤　泰弘 近藤　泰弘

室町時代には「抄物や「キリシタン資料」と呼ばれる資
料があり、当時の口頭語の姿をよく記録している。これらの

室町時代の日本語 資料を見ながら当時の発音の状況を初め、室町時代の日本語 坂梨　　隆三 坂梨　隆三
9 文字・語彙・文体・ の実態を概観する。 （東京大三教 （東京大学教

音韻・表記 授） 授）

室町時代語はますます中世語としての性格を強め、係り結

びの衰退、可能動詞の発生、各種助動詞の消長など、重要な

10
室町時代の日本語

ｶ法

変化が次々に起こって江戸時代の言葉への橋渡しをしてい
驕Bこれらの諸相について述べる。 近藤　　泰弘 近藤　　泰弘

江戸時代の日本語は、上方語と江戸語という方言差、武士

と町人という階級差など、種々の対立によって特徴付けられ

11
江戸時代前期の
坙{語

る。江戸時代前期の文化の中心であった上方の言葉について、

ｹ韻・文法など種々の面から見て行く。 坂梨　　隆三 坂梨　　隆三

18世紀も後半になると、文化の中心は江戸に移り、文学
作品である「洒落本」　「滑稽本」には江戸の言葉が生き生き

12
江戸時代後期の
坙{語

と記録されている。ここに見られる江戸語のありさまを概観
ｷる。 同　上 同　上

明治時代になると、日本語を書き表すための文字について

の議論が起こり、それはやがて漢字制限へと向かうこととな

明治時代以後の る。また、急速に入ってきた外国語の影響でそれまでの日本 鈴木　英夫 鈴木　英夫
13 日本語 語にはなかった音節も使用されるようになった。これらにつ （白百合女子 （白百合女子

文字・音韻 いて論ずる。 大学教授） 大学教授）

明治時代には西洋から大量の文物が流入し、それらの概念

を日本語で表すための翻訳語（新漢語）が作られた。また、

明治時代以後の 話し言葉を基本とした言文一致の口語体が成立した。このよ

14 日本語 うな大きな変化の跡をたどって行く。 同　上 同　上
語彙・文体

明治時代以後の文法体系は基本的には前代のものを引き継

いでいるが、それでも種々の面で変化が数多く見られ、それ

明治時代以後の は現在の我々が明治の文章を読む際にも感じられることであ

15 日本語 る。この変化を実例と共に概観する。 同　上 同　上
文法
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＝書誌学（℃3）＝（TV）

〔主任講師・杉浦克己（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　本邦の、主に古文献資料類を対象とした書誌学として、書籍の形態を持つもののみでなく、広く古典籍類および史料類等

の文献資料一般を扱う。これらを日本語の表記史の観点から整理した上で、取り扱い上の基本的な知識を概説すると共に、

内容を読み解く上での困難の主因を、広い意味での書き表し方の多様性ととらえ、各々の資料の特色を理解することを基本

に置き、資料上に現れた表記者の意図を的確に把握することを大きな手がかりとして、着眼点や分析の手法を実際の資料例

に即して示し、古文献資料類に取り組むことの意義と基本的な姿勢を明らかにすることが本講義のねらいである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 書誌学への扉

　書籍さらには文字書写物一般の歴史の概略を振り返り、そ

ﾌ多様性の端的な例を示すことで本講義の主なねらいを示す
ﾆ共に、古文献資料を扱う書誌学の主項目やその意義を概説

ｵ、講義全体への導入とする。

杉浦　克己
i放送大学

赴ｳ授）

杉浦　克己
i放送大学

赴ｳ授）

2 書籍の形状と料紙

　書籍の形状や書函などの付随物についての基本的な事項を

ﾀ物例を示して概説する。また料紙の材料や製法とその変遷、

撫?ﾈどについて各々の特色を実際例を挙げて概説する。
同　上 同　上

3
書籍の取り扱いと
ﾛ存・修補

　書籍の取扱いを様々な装丁や付属物について概説する。ま

ｽ保存方法や修補の実際例を紹介し、保存と利用の関係を考

ｦることで閲覧の際の注意事項を併せて概説する。
同　上 同　上

4
平仮名の読み方
i1）

　平仮名の発生・発達を概説し、いわゆる異体仮名の読み方

ﾉついて、主に版本の平仮名文の実例を用いて、類型的な字

`・字体の平仮名の読み方を概説する。 同　上 同　上

5
平仮名の読み方
i2）

　主に古筆和歌資料や散文古写本の実例を用いて、字母漢字

�lえながら読むことによって、いわゆる異体仮名をある程

x読みこなす方法を概説する。 同　上 同　上

6 平仮名文の読み方

　主に漢字仮名交じりの古筆和歌資料や散文古写本の実例を

pいて、平仮名文・漢字仮名交じり文の表記方法としての特

Fを考え、文章の内容や前後関係等も考慮した上での平仮名

ｶの読み方を概説する。
同　上 同　上

7 漢字の読み方（1）

　主に行書の版本資料の実例を用いて、類型的な字形・字体

�博�ﾈどによって整理して把握することで個々の文字を読

ﾝとるための参考とするための要点を概説する。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

主に行書の資料の実例を用いて、行・草書が毛筆ではむし

ろ一般的な書体であったことを示し、筆跡を辿りながら漢字

を判読するための要点を概説する。

8 漢字の読み方（2） 杉浦　克己 杉浦　克己

基本的な漢文の句法や助字などの働きを整理して示し、表

記方法としての特色を考え、白文の資料についてもある程度

基本的な文意を把握するための要点を、本邦独自のいわゆる
9 漢文の読み方 記録体の性格にも留意しつつ概説する。 同　上 同　上

漢文訓読の歴史を辿り、漢文の訓読の仕方の変遷と基本的

な訓点資料の読み方を概説すると共に、漢文訓読と共に発達

10
訓点資料と片仮名

ｶ

してきた片仮名文の代表例を紹介する。
同　上 同　上

書状の代表的な様式を、仮名・漢文各々の実例を挙げて紹

介すると共に、公式令に挙げられた基本的な文書の様式を、

公文書の実例によって概説し、あらかじめ想定された間での
11 書状　と　文書 やりとりのための表記方法の特色を考える。 同　上 同　上

古辞書の発達の歴史を、整理して概説すると共に、その性

格を十分に考慮した上で古文献資料の読解に活かすことの重

要性を、実例に即して示す。

12 辞　書　の　利用 同　上 同　上

古文献資料の書写の経緯を、奥書や周辺資料から辿る実例

を示すと共に、複数の本文を比較検討してあるべき本文を考

える校合の基本的な方法を実例を挙げて概説し、資料の伝来
13 書写　の経緯 を考える上での書写者の重要性を示す。 同　上 同　上

古筆資料の実際例を時代やジャンルで整理して挙げ、書風

だけではなく文字や用字法の変遷という観点からも比較対照

して、各々の特色を整理し概説する。

14 古　　　　　　筆 同　上 同　上

近世頃から盛んになった印刷・出版の歴史を整理概説し、

印刷によって出版業や書籍の流通経路が整備されていった跡

を情報伝達の本質的な変化の観点から辿り、現代につながる
15 出版　と　書籍 実際例を紹介する。 同　上 同　上

一526　一一



＝日本の散文一古典編（‘03）＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：三角洋一（東京大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：松尾葦江（國學院大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　島内　裕子（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　「日本の散文……古典編と題して、ジャンル別という枠にとらわれず、散文の表記・文体に注目し・また作品の系譜を

遠望するなど、新しい文学史の試みを提示する。時代としては中世に照準を合わせたが、上代・平安朝にさかのぼったり・

近世に及ぶこともある。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

『無名抄』の「仮名序事」に導かれて、中世の文学者が和

文（平仮名文）に四種の文体を識別していたことに注目し、文
三角　洋一 三角　　洋一

1
平仮名文の散文文 体と文学作品の関係を観察する。 （東京大学教 （東京大学教
学世界 授） 授）

『愚管抄』に導かれて、片仮名文による文学作品や学問に

ついて展望する。

2
片仮名文の散文作

i
同　上 同　上

『日本書紀』『古事記』の合戦記事、平安中期の『将門記』、

末期の『陸奥話記』及び武士説話を集めた『今昔物語集』巻
松尾　葦江 松尾　葦江

3 ・合戦記述の系譜
25などをとりあげ、漢文体、漢文訓読体、変体漢文等による

≒寀L述の変遷をたどる。
（国學院大学
ｳ授）

（国富院大学
ｳ授）

院政期から中世にかけての和文による日記文学作品と、変

体漢文による日記・記録類について展望する。

4 和文日記と漢文日記 三角　洋一 三角　　洋一

『方丈記』諸本の表記と文体に着目するとともに、平安時

代の『池亭記』　『書斎記』や、江戸時代の『幻住庵記』　『巴
島内　裕子 島内　裕子

5 住まいの文学の系譜
人官記』などをとりあげて、住まいや書斎のあり方が、生き

福ﾆ密接に結びついていることを考察する。
（放送大学助
ｳ授）

（放送大学助
ｳ授）

『枕草子』　『徒然草』　『花月双紙』などを中心に、各時代

の代表的な随筆作品を通して、執筆者の個性と時代性が、そ

6 随筆　の　展開
れそれの内容や文体にどのように現れているかを考察し、身

ﾓ雑記や考証など、幅広い内容を有する随筆の可能性を探る。
同　上 同　上

軍記物語、殊に『平家物語』には膨大な諸本群があり、内

容や分量が異なるだけでなく、文体や表記も異なる。平仮名

7
『平家物語』にみる

a漢混清文の諸相

交じり・片仮名交じり・宣鰭き・奪体漢文などレ’わゆる和

ｿ混清文の幅の広さを見ておきたい。
松尾　三江 松尾　葦江

一5　27一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

軍記物語は、物語の伝統に惹きつけられる流れと、政治評

論の色彩を強める流れとの2系統に分けられよう。同じ作品

8
「物語」「記」「論」

ﾆ歴史文学

の諸本群の中でも同様である。『保元物語』『平治物語』『承

v記』『太平記』などを見てゆく。 松尾　葦江 松尾　葦江

説話や法語のさまざまな性格に着目しつつ、和歌や連歌の

話を中心に中世の貴族社会を描く『今物語』、鎌倉時代の念

9 説話と法語の世界
仏者・遁世者の言葉を集めた『一言芳談抄』、教訓説話集の

w十三抄』などをとりあげ、巷談や談話の魅力を支える文体 島内　裕子 島内　裕子

について考察する。

各地への空間移動と地誌としての記録性、および時間認識
としての歌枕への感慨という観点から『東関紀行』　『飛鳥井

10 紀行文の時空
三舎日記』などを中心に紀行文を捉え、故事や名文・名句の

ﾛ取など散文表現の技法について考察する。
同　上 同　上

物語の型式が中世の物語・小説においてどのように組成さ

れているかに注目する。『増鏡』を始め、中世小説、『義経

11 物語　の伝統
記』　『曾我物語』などをどりあげ、先行作品の世界を型枠と

ｵて利用する方法について考察する。 松尾　葦戸 松尾　白白

平曲、幸若、能をとりあげる。軍記物語を素材にしながら、

それぞれの芸能がどのようなテーマを中心に据えたか、また

12 「声」と「ことば」
語り、音曲、舞などの表現手段が詞章とどのように関わって

｢るか、実際に語りを聞き比べて考える。
同　上 同　上

日本の古典文学における評論の諸相を、『井蛙抄』などの

歌論や、『小夜の寝覚』などの政道論の中に探り、広義の評

13 評論　の　視界
論として家訓書や注釈書の批評精神にも触れ、評論とは何か
�lえる。 島内　裕子 島内　裕子

平安朝女性の趣味と教養について概観し、中世に及ぶ女流

文学の流れとそれを支えた知識、思考について見ていく。

14
女性の教養と幼学 　あわせて、女性のために編纂された書物や中国故事の宝庫

ﾅある幼学書についても概観する。 三角　洋一 三角　洋一

平安朝貴族や中世知識人の精神的基盤となった学問と、和

製の幼学書を概観し、有職故実書や教誠についても見ていく。

15 学問と有職故実 同　上 同　上
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＝上代の日本文学（’00）＝（R）

〔主任講師 多田　一臣　（東京大学教授）〕

全体のねらい
　文学の誕生から平安遷都のころまでを上代とする。この講座では、その主要な作品、古代歌謡、『万葉集』『記紀』
『風土記』などを読み解きながら、その展開を文学史的な観点から説明してみたい。上代日本文学の全体像を把握する

ことがここでの目標となる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 文学の発生

　文学の言葉は、日常的な言葉、事務的な言葉などとは異な
驕A幻想的な言葉、情緒的な言葉である。それは、古代では特
ﾊの言い方をもっていた。したがって、そういう言葉の成立を
ｳぐるのが文学の発生になる。

古橋　信孝
i武蔵大学

ｳ授）

古橋　信孝
i武蔵大学

ｳ授）

2 古代歌謡の世界

　古事記、日本書紀などに記されている歌謡は、古くから歌い
pがれてきたものである。古いものゆえ、むしろ歌の構造を
ﾍっきりともっている。その構造を、同じ日本語文化圏の沖縄
ﾌ古謡まで含めて考える。

同　上 同　上

3 万葉集の成立

　万葉集が古代歌謡と違って、どの地域の人々にも理解しうる
ﾌは、都市的な言葉、いうならば共通語でよまれているからで
?驕Bそれゆえ、時代を超えて、われわれにも鑑賞することが
ﾅきる。そういう言葉の成立を考える。

同　上 同　上

4． 初期万葉の世界

　斜明天皇の時代から壬申の乱までの、中央集権体制が確立さ
黷骭ンｮの時代の和歌を初期万葉と呼ぶ。万葉の夜明けにふさ
墲ｵく清新でのびやかな歌が多い。額田王の作品を中心にその
｢界をながめてみたい。

多田　一臣
i東京大学

ｳ授）

多田　一臣
i東京大学

ｳ授）

5 柿本人麻呂1

　柿本人麻呂は万葉集最大の歌人である。宮廷歌人の第一人者
ﾆして、多くの讃歌や挽歌を残している。長歌の様式を完成さ
ｹたのも人麻呂である。そうした人麻呂の作品世界をながめつ
ﾂ、その詩的達成について考えてみたい。

同　上 同　上

6 柿本人麻呂2
　前回に引き続いて、柿本人麻呂の作品世界をながめる。さら
ﾉ、人麻呂と並称される歌人である山部赤人についても考えて
ﾝたい。

同　上 同　上

7 旅人と憶良

　万葉の盛時を築いた二人の歌人、大伴旅人と山上憶良につい
ﾄ考える。脱俗的な風流の中に人生の哀感をうたった旅人、人
ｶの苦悩や社会の矛盾をうたった憶良。三蹟的でありつつどこ
ｩ重なりあう二人の生のありようを探っていく。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

大伴家持は万葉集の編纂者に擬せられている。憂愁に満ちた

8 大伴家持1
感傷を繊細な表現でうたいあげて、独自な境地を開いたとされ
驕B次代の和歌への橋渡しを果たした点も高く評価されてい 多田　一臣 多田　一臣

る。その家持の作品を具体的にながめていく。

前回に・引き続いて、大伴家持の作品世界をながめる。さら
9 大伴家持2 に、家持が紀女郎と交わした贈答歌を対象に、和歌を通じた当 同　上 同　上

時の社交生活のありようについても考えてみたい。

東歌も防人歌も、どちらも東国の衆庶の肉声を伝えた歌とさ

10
東歌と防人歌一一都と鄙 れる。しかし、なぜ万葉集に東国の歌が収められたのかという

摎Rは未解明のままである。ここでは、都と鄙という観点か
同　上 同　上一

ら、右の問題を考えてみたい。

古代の官僚貴族たちにとって漢詩文は必須の教養だった。こ

11 漢詩文の世界
こでは最初の漢詩集『懐風藻』を取り上げ、その作品世界をな
ｪめてみたい。中国詩学の影響を受けて成立した歌学書『歌経

同　上 同　上

標式』についても触れてみたい。

12
歴史書の成立一一記紀の世界1

　八世紀の初めに成立した『古事記』と『日本書紀』は、大和
ｩ廷が国家としての装いを整えるために要請された歴史書であ
驕Bそれはどのような過程を経て成立し、なぜ必要であったの
ｩ、そこには何が描かれているかということを考えてみたい。

三浦　佑之
i千葉大学

ｳ授）

三浦　佑之
i千葉大学

ｳ授）

記紀には、神々の物語と歴代天皇の事績や系譜が語られてい

13
神と人の物語一一記紀の世界2 る。ここでは、具体的な伝承を取り上げながら、記紀の神話や

燔bに描かれた世界がどのようなものであったのかということ
�_じていく。皆さんがよく知っている話も見つけられるはず

同　上 同　上

である。

大和朝廷の命令を受けて、各国がそれぞれの土地に伝えられ

14
古代の民間伝承一一風土記の世界 た伝承をまとめたのが『風土記』である。その成立の経緯を踏

ﾜえながら、現存風土記のいくつかを紹介する。そこには民間
ﾅ語られていた伝承世界の多様i性を見出すことができるはずで

同　上 同　上

ある。

15
古代の説話一一目本霊異記 　説話文学は、貴族を中心とする古代文学の世界のいわば周縁

ﾉ位置している。最古の説話集である『日本霊異記』を取り上
ｰながら、説話文学誕生の史的意義を考える。

多田　一臣 多田　一臣
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＝平安朝の文学（‘01）：＝（R）

〔主任講師：　小町谷　照　彦（東京経済大学教授）〕

〔主任講師：　鈴　木　日出男（成礫大学教授）〕

全体のねらい
　平安朝の文学とは、平安京開都（794年）から鎌i倉幕府成立（1192年）以前までの、約400年間に及ぶ期間の文学のこと

である。ここには、漢詩文・和歌・物語・日記文学・説話など、多岐にわたる文学形態を通してきわめて豊穣な文学が出来

ました。これらの特徴を、とりわけ重要な作品を通して、具体的に考えようとする・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 唐風から国風へ

　平安時代初頭、人々は中国的な文化に徹底的になじむとこ

?ｪら、やがて自国の文化を導き出すようになる。そのよう
ﾈ唐風から国風への転換期に、仮名文字の発明・和歌の再興・
ｨ語文学の成立などの文学史上の諸問題を考える。

鈴木　日出男
i成瞑大学教

�j

鈴木日出男
i成瞑大学教

�j

2
菅原道真とその
?ﾓ

　歴史の転換期と目される九世紀末、すぐれる漢詩を作りあ
ｰた菅原道真の詩と思想について考える。また彼は死後、天

_信仰としても民衆から支持されることになるが、それをも
許?ﾉおさめながら、文化史上の道真の位相を明らかにする。

藤原　克巳
i東京大学助

ｳ授）

藤原　克巳
i東京大学助

ｳ授）

3 『古今集』の成立

　十世紀初頭、最初の勅撰和歌集として成立した『古今集』

ﾍ、王朝和歌の規範的な位置を占めるようになる。ここでは、

u心」と「詞」の調和が重んじられているが、和歌の表現を

�ﾍしながら、その新しい詩としての和歌の本性をを明らか

ﾉする。

小町谷　照彦
i東京経済大

w教授）

小町谷　照彦
i東京経済大

w教授）

4
『竹取物語』と『伊

ｨ物語』

　十世紀初頭、文学史上はじめて、仮名散文によってつづら

黷髟ｨ語文学が登場する。これは、平安朝文化を特徴づける
d要な文学形態であるともいわれる。ここでは、その最初期
ﾌ作品である『竹取物語』『伊勢物語』を通して、物語文学

ﾌ本質を考える。

鈴木日出男 鈴木日出男

5 文人たちの文学

　十世紀ごろから、詩文のすぐれた教養をもって独自な人生

�ｶきようとする個性が多く輩出する。文人的ともいわれる
ｱれらの人々は、漢詩はもとより和歌・物語の制作にも手を

�ﾟた。十世紀末のすぐれた作品『うつぼ物語』をも視野に

ﾜめ、彼らの活躍を考える。

藤原　克巳 藤原　克巳

6
日記文学の成立と

ｻの系譜

　十世紀はじめに成立した紀貫之の『土佐日記』は、文学史

繧ﾉ日記文学という新しい形態を生み出した。そして十世紀

魔ﾌ『蜻蛉日記』以後、女性によって多くの作品が書かれる

謔､になる。日記文学とは何かを考えながら、その系譜をた

ﾇってみる。

小町谷　照彦 小町谷　照彦

7 女流文学の隆盛

　『古今集』時代の小野小町・伊勢など、いわゆる女流歌人

ﾌ登場以来、女性たちが文学制作の重要な担い手になる。そ

ｵて彼女たちは、和歌のみならず、日記文学や物語文学の分
?ﾅもすぐれた活動をみせる。そのような女流文学の本質を、

ｳまざまな側面から考える。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

十一世紀初頭、清少納言によって書かれた『枕草子』は、

今日、随筆文学と呼ばれている。しか駄この時代には類例

8 『枕草子』の世界 の作品は前にも後にもなく、孤立する存在である。王朝女流 藤原　克巳 藤原　克巳
文学として『源氏』と並び称されるこの作品について、その
独自な文学世界を考える。

十一世紀初頭に紫式部によって書かれた『源氏物語』は、

物語文学の最高傑作であるばかりでなく、日本文学史上屹立

する存在である。それがいかに驚異的な作品であるかを、物

9 『源氏物語』の世界 語の構造や作中人物のあり方などを解析しながら考え、その 同　上 同　上

本質に迫る。

和歌という文学形態は、それ自体のみならず、多様な文学

形態と深い関わりをもつ。とりわけ物語文学にとって和歌は

必須の要件となっている。和歌とは何か、物語とは何かを考

10 和　歌　と　物語 えるためにも、この課題は重要である。この問題を通して、 小町谷　照彦 小町谷　照彦

平安朝文学の本質に迫る。

十一世紀後半の『後拾遺集』の時代が、和歌史の転換期と

される。和泉式部の斬新な歌風が高く評価され直すのもその

ころである。以後、次代の『新古質権』の時代に向かって胎

11 和歌文学の新風 動ずる和歌史の動向をとらえ、注目すべき歌人たちやその述 同　上 同　上

作に注目する。

『源氏物語』以後も物語が盛んに作られ、その伝統は鎌倉

時代にまで続く。そうした平安朝後期以後の物語はおおむね

12
『狭衣物語』と『夜

ﾌ寝覚』

『源氏物語』の影響下にあるところがら源氏亜流の物語とみ

轤黷ｪちだが、その中で卓越した二作品をとりあげ、その物
黷ﾆしての魅力を考える。

同　上 同　上

平安時代のはじめ六国史と総称される官制の国史が編纂さ

れたが、やがてその伝統も絶えた。そこで制作されたのが、

貴族の家々で記される記録の類であり、また十一世紀後半に

13 歴史と歴史物語 は歴史物語という新しい文学形態も成立する。こうした述作 藤原　克巳 藤原　克巳
を通して、歴史意識の問題を考える。

平安朝初頭、仏教説話集として『日本霊異記』が編まれ、

以後、仏教の布教活動との関係などから多くの説話集が成立

した。なかでも後期の『今昔物語集』はさまざまな階層にわ

14 説話文学の展開 たる人間の生き方を描き、中世的なるものをも含んでいる点 鈴木　日出男 鈴木　日出男

で注目される。これを考える。

宮廷の儀礼や宴と深く関わりながら、神楽歌・催馬学・今

様など、多様な宮廷歌謡が出来した。それらのなかには、地

方的・庶民的なるものを汲みあげたものも少なくない。末期

15 歌謡　の　諸相 の『梁塵秘抄』には、中世的なるものも含まれている。そう 同　上 同　上

した歌謡の多様性を考える。
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：＝ ?｢目本文学の風景（’00）＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

久保田　淳　（白百合女子大学教授）〕
島内　裕子　（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　この科目は、日本の中世文学を地理に焦点をあてて概観する。各地を舞台にした作品やゆかりの文学者たちを取り上
げ、中世文学を風土や時代性などの面から考察し、各地域の文学性を浮び上らせる。名歌や名場面を原文で紹介すると
ともに、それらの意味や背景をわかりやすく解説し、中世前後の時代の文学とも関連付けて論じる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
西日本と東日本・

桙ﾌ都

　はじめに日本史学でもしばしば議論される、西日本と東日本
ﾌ違いについて考え、次に「愚管抄」　「保元物語」　「平治物
黶v　「平家物語」などの作品に言及しながら、中世初頭におけ
驩､城の地一京の都の文学史的意味を論ずる。

久保田　淳
i白百合女

q大学教授）

久保田　淳
i白百合女

q大学教授）

2 鎌　　　　　　倉

　中世において鎌倉が果たした役割を、政治と文化の両面から
l察する。源実朝・源光行・二尊親王などの歌人・学者、　「と
ﾍずがたり」などの作品、鎌倉武士たちに歌われた早歌などを
謔闖繧ｰる。

島内　裕子
i放送大学

赴ｳ授）

島内　裕子
i放送大学

赴ｳ授）

3 瀬戸内・西国

　瀬戸内海は、京と四国、中国、九州地方を結ぶ交通の要路で
?閨Aまた、日宋貿易で富を築いた平家のように、海外へ通じ
驫Cでもあった。歌枕や霊場を訪ねる旅人の往来や遠流の貴人
熄ｭなからず、海賊も出没し、港には遊女も集うたこの地方の
ｶ学を考える。

木下　資一
i神戸大学

ｳ授）

木下　資一
i神戸大学

ｳ授）

4 山　　陰　　道

　配流の地である隠岐を中心に、後鳥羽院に関連して「新古今
a歌集」　「増鏡」などを扱い、後醍醐天皇に関連して「太平
L」にも触れる。他に、中世における人麿影供や説話などにも
ｾ及したい。

村尾　誠一
i東京外国

齣蜉w教
�j

村尾　誠一
i東京外国

齣蜉w教
�j

5 陸　　　　　　奥

　二度陸奥を旅した西行を中心に、この「辺境」の地の持つ問
閧�lえる。他に、　「義経記」や「御伽草子」などにも触れ
驕B

同　上 同　上

6 東　　海　　道

　京と鎌倉を結ぶ幹線道路である東海道を舞台とする中世文学
ﾌ中から、主として紀行文を取り上げる。　「海道記」　「丁丁紀
s」　「十六夜日記」などの鎌倉時代の作品、および中世後期の
ｿ詩文「梅花無尽蔵」などにも触れる。

島内　裕子 島内　裕子

7 東　　山　　道

　東山道は古代以来、都と東国、陸奥を結ぶ重要な交通路であ
閨A歌枕や霊場なども多いが、山岳地帯を通るゆえ旅の難所も
ｭなくなかった。ここでは主として、信濃以西の国々を取り上
ｰる。

木下　資一 木下　資一

一5　33　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・職名）

木曽義仲は北陸道を都に攻め上り、一方「義経記」や能「安
宅」語るところの義経は、この道をたどり、陸奥へ落ちのびた

8 北　　陸　　道 ことになっている。この地方には、親不知などの難所も知られ 木下　資一 木下　資一
る。また流人の島として知られる佐渡に身を留めた歌人、宗教
家、芸能者もいる。

「平家物語」と「太平記」を軸として見て行く。中世始発期
9 大和　・吉野 における南都の災上と復興、南北朝期の吉野が中心となるが、 村尾　誠一 村尾　誠一

他にもこの地の持つ豊かな文学的な問題にも言及する。

紀伊国や四国の中世文学における意味を考える。中世文学に
10 南　　海　　道 関わる人物としては、明恵・一遍・心敬など、文学の問題とし 久保田　淳 久保田　淳

ては、補陀落渡海・道成寺縁起などを取り上げる。

鎌倉時代になりその重要性が飛躍的に増したこの地について
11 関　　八　　州 考える。実朝をはじめ、　「太平記」　「神道集」など、さらに 村尾　誠一 村尾　誠一

は、宗祇や三三などにも触れる。

天台宗の総本山比叡山延暦寺と真言宗の総本山高野山金剛峯
寺が中世の文学や文化で果した役割について考察する。作家と

12 叡山　と高野 しては慈円・西行など、作品としては「拳玉集」　「山家集」 久保田　淳 久保田　淳
「平家物語」　「高野物語」　「三人法師」説経「かるかや」など

に言及する。

主として中世後期における筑紫の文学的位置付けを考える。

13 筑　　　　　　紫
三十の筑紫下向や宗祇の「筑紫道記」など歌人・連歌師の活
ｮ、細川幽斎の文武にわたる活躍、および木下長囎子などの戦

島内　裕子 島内　裕子

国武士について取り上げる。

中世文学の舞台は、日本の国土に限らない。天竺・唐土など

14 異郷　・異界
の異郷やまた神仏や鬼・天狗・龍神などの住む異界もその舞台
ﾅあった。中世の日本人は外国をどのように捉えていたか、そ 木下　三一 木下　三一

の宇宙観・世界観はどのようなものなのか考える。

中世から近世への時代の転換を、京およびその周辺に焦点を
15 京 あてて考察する。主として兼良・宗祇・実隆・守武・幽斎など 島内　裕子 島内　裕子

を取り上げ、新しい文学の展開を眺望する。
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＝近世の日本文学（‘03）＝（R）

〔主任講師：長島弘明（東京大学教授）〕
〔主任講師：　清登　典子（筑波大学助教授）〕

全体のねらい
　中世までの文学は、貴族や武家などの支配層によって作られ享受されていたが、近世（江戸時代）の文学は、被支配層で

ある町人が作者・読者として大きな役割を果たすようになり、前代とは異なった様々なジャンルの作品が生まれた。その多

様な近世文学の成立・展開の様相を、作家・作品に即して具体的に見てゆく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 近世文学の特徴：

　前代の文学と比較した時の近世文学の顕著な特徴を、出版

ｶ化の成立と大衆化、雅俗の並立・混濡の様相、滑稽と教訓
ﾌ要素、上方と江戸の地域的な対比等々、様々な観点から考

@する。

長島　弘明
i東京大学教

�j

長島　弘明
i東京大学教

�j

2
仮名草子から浮世

錘qへ

　近世初期の小説である仮名草子の諸相に触れ、その特徴を

ｾらかにする。また、仮名草子に代わる新しい小説形式であ

髟p｢草子の旧作、井原西鶴の『好色一代男』の出現の意義

ﾉついて説明する。
同　上 同　上

3 西鶴　の　文学

　西鶴の伝記を略述し、好色物・武家物・町人物等の西鶴浮

｢草子の各作品について、それぞれのテーマ的特色等を考察

ｷる。あわせて、八文字畑鼠等の西鶴以後の浮世草子につい

ﾄ通覧し、浮世草子の展開の様を探る。、
同　上 同　上

4
貞門・談林から蕉風

℃魔ﾖ

　憎憎の源流から、近世白白の基礎を築いた貞門俳譜、新風

ﾆしての談林俳言皆、さらに芭蕉の登場までを扱う。主要俳人

ﾆ作品について触れながら、各派の特色を説明する。芭蕉に

ﾂいては、深川隠棲までの時期を対象とする。

清登　典子
i筑波大学助

ｳ授）

清登　典子
i筑波大学助

ｳ授）

5 芭　蕉　の　文学

　天和期以降の芭蕉の二二について考察する。俳風（連句・

ｭ句）の時期的な変遷、蕉風俳譜の理念と表現、俳文と紀行

ﾌ意義等、多方面から考察する。必要があれば、門人につい

ﾄも適宜触れることにする。
同　上 同　上

6
浄瑠璃と近松門左

q門

浄瑠璃の歴史を、近松門左衛門を中心に概観する。浄瑠璃

ﾌ成立、古浄瑠璃、近松の人と時代物・世話物の各作につい
ﾄ、また海音・宗輔・出雲・半二、江戸浄瑠璃等、近松以後

ﾌ浄瑠璃の展開について解説する。

池山　　晃
i大東文化大

w助教授）

池山　　晃
i大東文化大

w助教授）

7 国　学　と　和　歌

伝統的な歌学から国学への学問的革新と平行する形で、堂

續hから古学派・江戸派、あるいは藍玉・桂園派など、様々
ﾉ展開して行った近世和歌の歴史を説明する。幕末の良寛・

ｳ義・三道・曙覧らにも触れる。

鈴木　健一
i日本女子大

w教授）

鈴木　健一
i日本女子大

w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 漢学と漢詩文

　朱子学・古義学・三三学の文学観をとりあげ、儒学各派の詩文に対する見解を押さえつつ、三山・元政から古文辞派の擬古主義、反古文辞の江湖社、幕末の個性的な詩人たちまでの・漢詩文の変遷を解説する。文人の概念についても触れる。

鈴木　健一 鈴木　健一

9 前期読本と上田秋成 長島　弘明 長島　弘明

10 中興三三譜と蕪村

　芭蕉没後の享保期俳譜から説き起こし、蕉風中興運動の経緯について概説し、この時期を代表する文人風の俳人である、与謝蕪村の人と作品について考察する。蕪村の俳論・俳詩等にも言及する。

清登　典子 清登　典子

11 一茶と雑俳・川柳

　蕪村以後の俳譜大衆化時代の後期俳譜を、一茶調と呼ばれる個性的な句を多く残した小林一茶を中心に概観する。また、雑俳について略述し、特に川柳について、その庶民詩としての本質について解説する。

同　上 同　上

12 笑いと舌耕の文学

　笑いを旨とした文学形式である狂歌・狂詩・咄本の流れをそれぞれ概説し、近世的な笑いの質について考える。また、仏教談義・講談と密接な関係を持つ、舌耕の小説ともいうべ

ｫ仏教長編小説・実録体小説について略述する。

板坂　則子
i専修大学教

�j

板坂　則子
i専修大学教

�j

13 江戸の戯作（1）

　文運東漸後・江戸で盛んになった小説類にρいて概説する。本章では、江戸小説の草分けといってよい『当世下手談義』以下の談義本、遊里を舞台とする洒落本、三文が同等の比重を持つ黄表紙、洒落本の流れを引く滑稽本を取り上げる。

同　上 同　上

14 江戸の戯作（2）

　江戸中心の小説の続き。後期読本の展開を、山東京伝・曲亭馬琴の作品を中心に概観する。また、市井の男女の恋愛を描いた人情本、黄表紙の後継ジャンルである合巻について解説し、それぞれの小説としての特徴を検証する。

同　上 同　上

15 歌舞伎と南北・黙阿弥

　歌舞伎の歴史を、後期を中心に概観する。歌舞伎の成立、元禄歌舞伎、丸本物の時代、正三・五瓶・治助、特に鶴屋南北・河竹黙阿弥の作に比重をおいて解説する。歌舞伎役者についても、適宜言及する。

池山　　晃 池山　　晃
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＝近代の日本文学　（’01）：＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

野山　嘉正（放送大学教授）〕
安藤　　宏（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　明治期から現代に至る近代の日本文学の全体像を描くのがねらいである。通常の文学史の枠に必ずしもとらわれるこ
となく叙述し、主としてジャンル別に流れを辿り、さらに、相互の関連を意識しつつ考察する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
は　　じ　め　　に一近代という時代

　本講義の目的と方法について述べる。年代順に整理せずに
Wャンル別に構想したことの説明から始めて、全体の配置を紹
薰ｷる。最後に近代文学とは何であったのかを考えるのが目的
ﾅあることを明らかにする。

野山　嘉正
i放送大学

ｳ授）

野山　嘉正
i放送大学

ｳ授）

2 詩歌1一詩歌の新
梠縺E近代の始動

　詩歌における旧時代から新時代への変化を叙述し、漢詩・和
ﾌ・俳譜が漢詩・新体詩・短歌・俳句へと姿を変える様相を描
ﾊする。こういう推移の過程から、日本の近代文学の方向が規
閧ｳれることを論ずる。

同　上 同　上

3
詩歌∬一口語詩の
m立と短歌・俳句

　明治末期から大正期・昭和期戦前における、口語詩の確立と
Z歌・俳句の変貌を、それぞれのジャンルごとに素描しつつ、
拷ﾌとしての文学状況を把握する。

同　上 同　上

4

詩
歌
皿
一
戦
後
詩
歌
へ

　昭和十年代の、いわゆる戦時下の詩歌のありがたから、敗戦による反省と回生をまず総括する。次いで第二芸術論による打撃からの短歌・俳句の立ち直りの過程を辿り、現代詩歌考察の

閧ｪかりを提示する。

同　上 同　上

5 小説1一文明開化
ﾆ「文学の変容」

　西洋文明の移入、言文一致運動の動向、メディアや出版形態の変化などに留意しつつ、現在「小説」と名付けられているジャンルがどのように成立したのかについて考察する。明治の

遠ｪから、二十年代の尾崎紅葉、幸田露伴までを中心に扱う。

安藤　　宏
i東京大学

赴ｳ授）

安藤　　宏
i東京大学

赴ｳ授）

6 小説H一日清、日
I戦争期の文学

　日清、日露戦争期にあって、ナショナリズムの台頭、浪漫主
`的な傾向、社会の現実を直視して行く傾向が、それぞれ小説
ﾉどのような形で表れてくるかを考察する。樋ロー葉、国木田
ﾆ歩、泉鏡花らを中心に、明治二十年代、三十年代を扱う。

同　上 同　上

7
小説三一自然主義
ｶ学と漱石・鴎外

　明治二十年代から四十年代にかけて、西洋の自然主義文学が
ｻのような形で受容されたのを、島崎藤村、田山花忍を中心に
l察する。これらに関連して、　「写生文」の動向、大正初頭にかけての夏目漱石、森鴎外の活動状況について考察する。 同　上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

明治の末期、反自然主義的な文学動向が表れ、それがどのよ

8
小説IV一大正文壇
ﾌ成立

うに大正文壇を形成して行くかについて考察する。大逆事件の
e響、永井荷風、谷崎潤一郎ら耽美派の動向、白樺派の活動、

安藤　　宏 安藤　　宏

芥川龍之介のデビューなどを扱う。

大正後半から昭和初頭にかけての状況を、ソビエト文化とア

9
小説V一マルキシ
Yムとモダニズム

メリカ文化の受容に注視しつつ考察する。心境小説の成立、関
倦蜷k災の影響、メディアの変容と大衆文学の成立、新感覚派

同　上 同　上

の文学運動、プロレタリア文学の展開などを扱う。

モダニズム文学の消長、転向文学、昭和十年前後の「文芸復

10
小説VI一第二次世
E大戦と文学

興」などについて触れた上で、第二次世界大戦との関わりを、
iショナリズム、ファシズムの日本的な形態の特色、アジアの

同　上 同　上

中の日本文学、といった観点から考察する。

昭和二十年代から三十年代にかけての文学状況を、　「無頼

11
小説W一戦後文学
ﾌ展開

派」の作家たち、第一次戦後派の動向、　「第三の新人」たちの
?翌ﾈどについて叙述することから開始する。三十年代以後の
W開も流れとして解明し、文学にとって「戦後」とは何であっ

同　上 同　上

たのかを考える。

12
演劇1一旧劇から
V劇へ

　近世演劇から近代演劇の発生への過程を辿り、大正期に至る
ｽ彩な演劇運動の特質を解明する。さまざまな層位の活動を、
ｶ学と演劇との関連をも包摂しつつ、近代における演劇全体の
l態を展望する。

林　　三親
i成践大学

ｳ授）

林　　三親
i成践大学

ｳ授）

13
演劇II一戦前から

甯繧ﾖ

　思想運動としての演劇が盛んであった、昭和期戦前から戦後
ﾉかけての、新劇の流れを辿り、さらに戦後社会の発展にとも
ﾈう演劇状況全体の推移を描写し、文化論への展望をも開く。

同　上 同　上

西洋文化の移入と文学の内外についての自覚が深い関係にあ

14 近代批評の成立
ることから説き起こし、坪内遣遙・森鴎外らの立場を中心に考
@する。これが昭和初期に至る西洋文学研究の進展につれて変

野山　嘉正 野山　嘉正

化していくさまを叙述する。

小林秀雄の位置から戦後批評に至る流れを全体として把握

15 近代批評のゆくえ
し、その後の変質についても素描を試みる。昭和十年代の古典
恚ｻが文壇や学界を支配したさまや、その戦後への影響をも論

同　上 同　上

じ、近代文学の全体像への基礎を提示する。
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＝中国明清時代の文学（’01）＝（R）

〔主任講師 大木　康（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　この講義では、中国の明・清両代の文学について、その中国文学史上の特色を概観し、詩文、戯曲（『牡丹亭還魂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『紅南南』）など個々の代表的作品をとりあげてその記』　『桃花扇』、小説（『三国志演義』　『水濡伝』　『聯同志異』

魅力を探ってみたい。あわせて、日本文学への影響についても考えたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
明清の時代とその
ｶ学的特徴

　　　　　　　　1@まずは背景となる明（1368－1644）および清（1644一ユ911）
ﾌ時代の状況について概観し、多様なジャンル、数多くの作
ﾒ・作品、作品のヴォリュームなどの点からその文学的特徴を
T観する。

大木　　康
i東京大学

赴ｳ授）

大木　　康
i東京大学

赴ｳ授）

2

明代の詩と詩論
i1）一擬古主義の

ｬれ

　今日の目から見れば、明代には必ずしも唐代の李白、杜甫に
C敵するような作者はいないが、この時代は文学理論の時代と
｢ってもよく、さまざまな主張が現れた。まずは明代中期に一
｢を風靡した擬古派（古文辞派）について述べる。

同　上 同　上

3
明代の詩と詩論
i2）一反擬古主義

　明代の後期に至って、擬古派に反対の主張を唱えるグループ
ｪ現れた。この講義では、その中から哀宏道らの公安派を中心
ﾉ考える。彼らの主張はまた、明一代を代表する文学ジャンル
ﾅある通俗小説の成立にも関連している。

同　上 同　上

4
明代の小説（1）一『三国志演義』

　明代に完成した白話小説の代表的作品の一つ、　『三国志演
`』について紹介する。ここでは白話小説ジャンルの源流であ
髣¥研の「説話（講談）」、元代の先駆的作品など、主として
ｻのジャンルの前史について考える。

同　上 同　上

5
明代の小説（2）一『水濡伝』

　日本でもよく知られる白話小説の一つ、『水濫伝』は、明代
槙冾ﾌ人々にとりわけ好まれた作品である。アウトローの世界
�`いたこの作品のどこが当時の人々の心をとらえたのか、李
?痰站燻O歎などによる批評を材料にして考えてみたい。

同　上 同　上

6
明代の小説（3）一『三瓶梅』

　『金瓶梅』は、いくつかの意味において、中国の通俗小説の一大転換点に位置する作品である。人々の日常生活を微細に描

ｫ、人間の欲望を描き出したこの作品について考える。作者や
ｬ立事情についても解説する。

同　上 同　上

7

明代の戯曲一湯三三の『牡丹

煌ﾒ魂記』

　多様なジャンルの一つとして明代にたいへん盛んだったの
ｪ、戯曲である。その中から、明代の末期における三曲『西旧
L』の流行現象、そして当時の作品、湯顕祖の『牡丹亭還魂
L』を取り上げて考えてみたい。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

従来は俗なるものとして軽視されていた通俗小説が、なぜこ
の明代の末期になって大量に刊行されるようになったのか。こ

8 凋夢龍と通俗小説 うした疑問に、当時の通俗文学の旗手とされる二割龍という人 大木　　康 大木　　康
r 物にスポットをあてて考えてみたい。まずは主として精神的背

景について。

凋夢龍は、幅広いジャンルにわたる多くの著作を残している

9 凋夢龍の出版活動
が、当時の出版業との密接な関係がその活動を解明するための一つのカギになる。前回に引き続いて、凋夢龍の生涯を概観

同　上 同　上

し、当時の文学者をとりまく状況について考えてみたい。

＝清の時代にあっても、やはり文学の中心は詩文であった。銭

10 清代の詩と詞
謙益、呉偉業、王士旗などの詩人の作品を取り上げて鑑賞す
驕B明から清への時代の変化、また豊代に盛んに作られた詞に

同　上 同　上

つても論じたい。

11

清代の戯曲一『桃花扇』と

w長生殿』

　清の時代を代表する戯曲の二作品、『桃花扇』と『長生殿』
�ﾐ介する。とりわけ『桃花扇』は顛末清初の歴史に取材した
�j物の戯曲である。この作品にこめられた意義などについて
lえる。

同　上 同　上

12

清代の小説（1）一三松齢と『聯斎

u異』

　怪異小説集として蒲松齢の『：定斎志異』は名高い。蒲松齢は
鮪桙ﾌ官僚登用試験である科挙に落第を続けた。その不平のは
ｯ口がこうした怪異の話を聞き集め、書きつづることだった。
ｻの生涯と作品について考える。

同　上 同　上

13

清代の小説（2）一三敬梓と『儒林

O史』

　『儒林外史』は科挙制度を批判した作品としてよく知られ
驕Bそこには当時のあらゆる種類の知識人の生態が生き生きと
`かれている。呉敬梓はなぜこうした作品を著すにいたったの
ﾅあろうか。その生涯と作品を概観する。

同　上 同　上

14

総代の小説（3）一曹雪芹と『紅楼

ｲ』

　わが国の『源氏物語』にも比せられる長編の恋愛小説が『紅
ｯ謡』である。その作品について概観する。この作品がなぜ生
ﾜれたか、それは作者曹雪濠の悲劇的な生涯とも密接に関わっ
ﾄいる。

同　上 同　上

明清時代の文学作品は、室町から江戸にかけての日本、とり

15 明清の文学と日本
わけ江戸時代の文学に大きな影響を与えている。明清時代の中
装ｶ学がわが国の文学作品にどのような影響を与えたかについ

同　上 同　上

て考えてみたい。
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＝古代目本の歴史（’01）＝：（TV）

〔主任講師 佐藤　信（東京大学教授）〕

全体のねらい
　日本の古代史像は、最近の発掘調査成果をふくむ様々な新資料の出現によって豊かになりつつある。また国際関係、
各地域の歴史や古代都市像などの解明が進み、一元的な古代国家中心の史料は見直されっつある。こうした研究動向に

焦点をあてながら、あたらしい古代史をたどってみたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 あたらしい古代史

　文献史料や出土文字史料その他の古代史が取り扱う様々な歴
j資料を紹介し、学際的な視野の必要性を提示するとともに、
?宸ﾆ地方の関係、国際関係、古代都市像などをめぐる古代史
､究の新動向を整理する。

佐藤　　信
i東京大学

ｳ授）

佐藤　　信
i東京大学

ｳ授）

2 邪馬台国の時代

　中国文献が伝える列島の様相を改めて整理し、魏志倭人伝が
`える3世紀前後の古代社会像と、集落、戦い、祭祀をめぐる
ｭ掘調査成果とつき合わせて、　（邪馬台国の所在はともかく）
岦ｶ時代の社会像を提示する。

倉本　一宏
i駒沢女子

蜉w教授）

倉本　一宏
i駒沢女子

蜉w教授）

3 大王と地方豪族

　古墳時代の鉄剣銘文などの出土文字史料や青書倭国伝が語る
｢界を明らかにし、磐井の乱などの反乱伝承にも焦点をあて
ﾄ、5～6世紀の大王と地方豪族の関係を、王権中心ではなく
｡眼的に整理する。

同　上 同　上

4 飛鳥の王権

　7世紀前半の大王推古時代を中心に、蘇我氏の権力、厩忘八
i聖徳太子）の実像といった政治の在り方と、仏像（百済大

宦jなど文化の動向とを明らかにし、官司制整備に向かう倭王
?ﾌ支配構造を整理する。

同　上 同　上

5 律令国家への道

　7世紀後半～8世紀にかけて、　「大化改新」から天武・持統天
c時代の藤原京の造営、律令の導入などを経て律令国家が確立
ｷる過程を、木簡から知られる7世紀の地方豪族のあり方とと
烽ﾉ整理する。

佐藤　　信 佐藤　　信

6
奈良時代の政治動

　奈良時代の変乱があいつぐ政治史を、皇位継承を軸にしなが
逑｡原氏その他各氏族の動向とともにたどり、この時代が貴族
ｽちにとって決して安穏な時代ではなかったことを明らかにす
驕B

同　上 同　上

7
古代の宮都と地方

ｯ衙

　平城京や長屋王邸宅における生活や経済基盤などを、木簡な
ﾇの史料から明らかにするとともに、国司による地方支配のあ
阨福ﾉ注目しつつ、国府・郡家などの地方官衙と在地の社会と
ﾌ関係についての最近の研究成果を紹介する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 遣唐使と天平文化

　遣唐使の困難な行程を吉備真備などの人物に焦点をあてなが
轤ｽどり、彼らがもたらした政治・文化の位置づけを行うとと
烽ﾉ、中央の正倉院や地方の寺院遺跡などの文物からその文化
I広がりを考える。

佐藤　　信 佐藤　　信

9 平安王朝への道
　奈良時代の天武事にかわる天智系の新しい皇統の登場、桓武
V皇による対蝦夷戦争と新都造営、そして桓武晩年の徳政論争
ﾉよる両者の停止など、平安新王朝確立への歩みを概観する。

同　上 同　上

10 平安京とその文化

　嵯峨天皇による新政治文化の展開と平安京の確立をみた上
ﾅ、平安京の都市としての成熟とともに、平安新仏教やカナの
W開など、その後の日本文化に影響を与えた平安初期の文化の
ﾓ義について明らかにする。

同　上 同　上

11 藤原氏の台頭

　9世紀半ばからの藤原北嶺の台頭を相次ぐ溶質排斥事件の順
ﾉ整理し、天皇と「前期摂関」との関係を軸としながら、宇多
V皇時代の政権構造や菅原道真左遷事件など、摂関政治に至る
ﾜでの政治過程を整理する。

同　上 同　上

12
摂関時代の政治と

ｶ化

　摂関政治の構造を地方支配のあり方をふくめて概説し、摂関
梠繧ﾌ貴族の政務のあり方を紹介する。そして摂関と天皇との
ﾖ係の実情を説くとともに、国風文化の意義について明らかに
ｷる。

佐々木恵介
i聖心女子

蜉w教授）

佐々木恵介
i聖心女子

蜉w教授）

13 受領と地方社会

　10世紀からの地方支配の要となった受領に焦点をあて、受領
ﾌ任国支配、受領と地方豪族との関係や受領の任国往来などの
?阨福�ｾらかにしつつ、院政期まで含めて、中央と地方との
ﾖ係を概観する。

同　上 同　上

14 院政の時代
　後三条天皇から院政に至る政治過程を整理し、院政期の院・
V皇・摂関の関係に焦点をあてながら政治構造を明らかにする
ﾆともに、この時代の文化について考える。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

同　上 同　上

15 北と南の古代史

　日本列島の古代史を律令国家一元論で見るのではなく、蝦
ﾎ・北海道の歴史や琉球における統一国家の形成を視野に入れ
ｽ上でとらえ直す観点を提示する。そして、講義全体のまとめ
�sう。

佐藤　　信 佐藤　　信
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＝中世日本の歴史（‘03）＝（TV）

〔主任講師：五味文彦（東京大学教授）〕
〔主任講師：’本郷和人（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　日本中世の歴史を新たな視点から探るとともに、中世社会が現代の社会といかに関わっているのかを考える。その際、中

世社会を考察してゆくための材料となる史資料の類（文書、絵画資料、考古資料）の扱い方について特に考え、中世社会につ

いての基本的な知見を提供する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

中世社会が日本の歴史上にどのような位置にあるのかを考

え、その研究の意義について触れる。そのために時代の特質
五味　文彦 五味　文彦

1 入門・中世日本
や時代区分の問題、さらに素材となる史資料の性格について

lえる。
（東京大学大
w院教授）

（東京大学大
w院教授）

中世社会の枠組みがいかに形成されてきたのかを、院政時

代から鎌倉時代にかけての政治の流れから考える。鎌倉幕府

2 中世の政治の枠組み
の成立にともなって目本社会の政治の仕組みは大きく変わっ

ｽが、そのことの意義を探る。
同　上 同　上

中世社会の新たな主役となった武士を軸にして、それをと
りまく社会の在り方を武家政権の展開のなかで探る。

3 武士の社会を探る 同　上 同　上

中世には新たな宗教活動が広がり、文化も違った様相を示

すようになった。その動向を宗教者の活動や芸能者、歌人の

4 中世の文化と宗教
動きから考察する。さらに文化の地域性にも目を配って、鎌

q時代の文化の特質や位置を探る。
同　上 同　上

蒙古襲来により東アジア世界は流動化していった。中世に

おいて対外関係がどのような形で列島社会に影響をあたえた

5
対外関係と社会の のか。政治的、文化的、そして経済的な側面についてそれぞ

同　上 同　上
転換 れ探る。

後醍醐天皇と足利尊氏の「謀叛」とによって、鎌倉幕府は

瓦解する。建武政権も三三にして潰え、足利幕府においては
本郷　　和人 本郷　　和人

6 南北朝の動乱
尊氏と直義の兄弟が全国を二分して相争う。大軍が東西に往

ｫ来したこの時代、人々が何を求めて戦ったのかを考える。
（東京大学助
ｳ授）

（東京大学助
ｳ授）

足利将軍家は京都に居を定め、新しい国家秩序の建設を試 一

みた。それは専制よりも合議を、農業よりも商業を、東国よ

7 室町幕府と将軍権力
りも西国を重視した、新しい国のあり方であった。研究史の

､すい室町幕府の構造について、鎌倉や江戸の幕府と比較し
同　上 同　上

ながら、考えていく。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名》 （所属・職名）

室町文化は生活に根ざした文化であり、日本文化の源流で

あるといわれる。しかし、「わび・さび」に代表される枯淡

8 生活文化の誕生
世界の登場の前提には、舶来物崇拝があり、絢燗豪華への憧

ﾛがあった。和風文化誕生までの経緯を、社会の変動を参考 本郷　和人 本郷　　和人

にしながら追いかけてみよう。

村落での生活の実像は、史料の制約もあってなかなか把握

できない。この回では、紀伊国にあった高野山領名手荘と、

9 中世の村落を訪ねて
前関白九条政基が下向した和泉国日根野荘を素材として、在

nの人々の生活の様子を復元してみたい。
同　上’ 同　上

ガ上二剋ツ」、下剋上の世が到来した。将軍は大名に倒され、

10 下剋上の世へ
大名は家臣に斌された。農民も武士の支配を拒否して蜂起し

ｽ。応仁の乱が起こり、統一権力が崩壊する過程を整理して
同　上 同　上

みよう。

歴史学が科学であるために、歴史解釈はたえず原史料に立

ち戻らねばならない。原史料の代表が古文書であり、この回

11 古文書を読み解く
では古文書の骨格を分かりやすく説明する。公家の文書の特

･とは何か、公家文書と武家文書の関係は如何なるものかを
同　上 同　上

理解してほしい。

中世には金属貨幣が初めて全国的かつ本格的に流通し、そ

12 中世の貨幣と経済

れを基盤に独特の信用経済が発達した。この時代の経済の実

鰍�ﾐ介しながら、その背景にある中世社会の特質について

熏lえてみたい。

中島　圭一
i慶磨塾大学
赴ｳ授）

中島　圭一
i慶磨塾大学
赴ｳ授）

応仁の乱後も、室町幕府は全国支配をあきらめたわけでは

なかった。支配再編を主導した細川政元や、彼と深く関わり

13 戦国社会の開幕
合った伊勢宗瑞（北条早雲）の動向を中心に、全国政権の解体

ﾆ地方公権の分立、そしてそれとともに進行した列島社会の
同　上 同　上

変動を追う。

一口に戦国大名と言っても、それぞれを取り巻く地理的環

境や歴史的経緯により、多様な個性を持っている。武田と後

14 戦国大名の実像
北条という互いに隣接する大名を対比しつつ、戦国大名の実

怩ﾉ迫っていく。
同　上 同　上

はるか遠くの時代である中世の社会を学ぶことの意味を改

めて考える。国家の姿が漠然としてあった時代、混沌と戦乱

15 中世社会と現代
とが相次いだ時代だが、他方で民衆は活気に満ち溢れていた。

ｩ然との調和を考え、自らの生き方を懸命に模索した中世の 五味　文彦 五味　文彦

人々の動きを改めて考え、今後の研究について考える。
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＝： ﾟ世目本の歴史（‘03）＝・（R）

〔主任講師；　高木　昭作（放送大学教授）〕
〔主任講師：　杉森哲也（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　30年、40年前に高校で習った近世史、また現在の常識としての近世史と、研究の最先端の近世史では、どこがどう違う

か。近世史の全体像、対外関係、身分制度、農村、都市などの諸分野でわかりやすく説明する・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
近世の特質（1）一

ﾆ族一

（1）この講義15回全体のねらいと、分担者によるそれぞれ

R回の講義の内容について簡単に説明する。

i2）江戸時代の家族（とくに農村）について

ｻ在のわれわれの家族に近い家族が成立し、農村の主流にな

ﾁたのは、16世紀後半から17世紀初頭のことである。それ
ﾈ前のいわゆる複合大家族と、この、いわゆる単婚小家族と

ﾌ内容の差、前者から後者が成立する過程、などについて、

謫�汨蜷甯繧ﾌ学説史を紹介する形式で説明する。

高木　　昭作
i放送大学教

�j

高木　昭作
i放送大学教

�j

2

近世の特質（2）一

蜚ｴ制度＝伝統的
ﾆ格三一

（1）下克上から門閥へ：近世の入り口が下克上であり出口は

蜚ｴ制度であったことを指摘する。なお、門閥制度と、第二
汨蜷甯繧ﾌ「民主化＝反封建運動との関連についても言及す

驕B

i2）上記の変わり目が、家光治世の晩年であったことを指摘

ｵたのち、それ以前に頻発したいわゆる「初期御家騒動」に

ﾂいて述べる。
i3）家光による家康＝東照宮の神格化の推進と、門閥制度の

ｬ立との関連について考える。

同　上 同　上

3
近世の特質（3）一

ｫ軍と天皇一

（1）幕府の存立は、日本的二二思想＝神国観を前提としてお

閨Aその意味で天皇は幕府にとって不可欠の存在であったこ

ﾆを指摘する。

i2）天海僧正作「東照大権現縁起」などを通じて神としての

ﾆ康の性格、役割を考える。
i3）近世を開幕させた「惣無事令」・太閤検地と天皇イデオ

鴻Mーの関連について考える。

同　上 同　上

4 「鎖国」政策の背景

　近世日本の対外関係を特徴づけるとされる「鎖国」政策（「鎖

早v体制の形成）がなぜ進められたか、それを可能にした歴

j的条件は何だったかについて述べる。

鶴田　　啓
i東京大学助

ｳ授）

鶴田　　啓
i東京大学助

ｳ授）

5
近世日本の「四つの

禔v

　近年の研究成果をふまえながら、長崎以外の場所（「口」）

ﾅの外国や周辺地域との関わり、とくに朝鮮・琉球・アイヌ

ｯ族との関係について取り上げる。 同　上 同　上

6 貿易と海外情報

対外関係の各窓口における貿易の特徴：や、それが国内市場

ﾉ対して持った意味、また、海外の出来事に関する情報がど

ﾌようにもたされていたかについて取り上げる。 同　上　　o 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容・
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
近世の身分制と「身

ｪ的周縁」

　近世の身分制を「士農工商」と捉えるのでよいか？近年の

u身分的周縁」研究の進展

ｳまざまな社会集団の「重層と複合」　（相撲渡世集団などを

痰ﾆして）

塚田　　孝
i大阪市立大

w大学院教
�j

塚田　　孝
i大阪市立大

w大学院教
�j

8 社会集団と都市

　以下2回では、身分論と都市論の交錯する所で具体的に考

ｦていく。

蜊竄ﾌ非人集団の存在形態（四ヶ所垣外／長吏一小頭一若キ

ﾒ、弟子、野非人）

ｩ進と御用
ｬ方との関係

同　上 同　上

9 勧進　と　身分

　大坂の寺院（寺町・町寺・寺院社会）

ｻれにとどまらない宗教者の存在（願人坊主を例として）

{所との関係、町奉行所での取扱い
ｩ進（者）の併存……それは非人にも及ぶ（岡山藩領の非人・

B亡とのつながり）

同　上 同　上

10
18世紀の村をなが

ﾟる

　18世紀のある村の明細帳と村絵図と村役人の引継目録など

ｩら、近世の村にとって必要な要素とは何か、考える。 久留島　浩
i国立歴史民

ｭ博物館助教
�j

久留島　浩
i国立歴史民

ｭ博物館助教
�j

11
近世の村（とくに村

ｭの面から）

　村役人の日記から村役人の一年を追うとともに、村方騒動

ｩら村の政治は誰がどのようにになうのか、考える。また、

ｺを越えて形成される組合村などから、村の政治の広がりに

ﾂいてさぐる。
同　上 同　上

12 村の事件史

　村で起こった諸種の事件から、近世の村とはどのようなも

ﾌだったのか考える。あわせて、村の外から来る人々と村（村

l）との関係についても検討する。
同　上 同　上

13
近世の都市（1）一

驩ｺ町一

　日本の都市史において最も重要な都市類型として、古代の

s城と近世の城下町が挙げられる。中世末に成立し、近世に
蛯ｫく発展した城下町について、近年の最新の研究状況を紹

薰ｵつつ、検討する。

杉森　哲也
i放送大学助

ｳ授）

杉森　　哲也
i放送大学助

ｳ授）

14
近世の都市（2）一

專熬ｬ一

　中世末に成立し近世に至った都市類型として、城下町のほ

ｩに、寺内町がある。寺内町の特質とは何か、城下町との関

Wなどについて、検討する。 同　上 同　上

15 東アジアの「首都」

　清の北京、朝鮮の漢城、琉球の首里、日本の江戸を取り上

ｰ、近世東アジア各国の「首都」について比較・検討する。

同　上 同　上
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＝19世紀日本の歴史（’00）＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

三谷　　博（東京大学教授）〕
山口　輝臣（九州大学助教授）〕

全体のねらい
　いままでの日本の近代は、たとえば明治から太平洋戦争までを対象に、同じ体制下での発展や変化といった観点から
述べられてきた。この講義は逆に、変化にまず着目して、日本の近代の意味を考える。明治維新の前後で何が変わり・

それが我々に何をのこしたのか、主に政治に関わる側面から観察する・

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師・名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 19世紀の意味

　19世紀は人類にとって大きな転換点であった。西洋は国民国
ﾆ、工業文明ぐそして地球規模の交通網を創りだし、世界を一
ﾌ化した。各地域は西洋への従属や適応を通じて大きく変貌し
ﾄいった。

三谷　　博
i東京大学

ｳ授）

三谷　　博
i東京大学

ｳ授）

2
近世後期の構造1一国際環境

　歴史始まって以来、東アジア世界は中華帝国を中心に世界秩
?�`作ってきた。中国と周辺と二つの視点の複合した秩序像
ﾆその中での日本の位置を、西洋がふたたびこの地域に登場す
驤ﾈ前、19世紀初頭の時点で、輪切りにしてみておく。

同　上 同　上

3
近世後期の構造2
齦｡合国家

　近世の日本国家は、明治以降と異なって、公儀iと禁裏という
�ﾂの中心と二百数十の小国家からなる複合的な構造を持って
｢た。その個々の特徴と、相互関係を検討し、その上位に立つ
u日本」というイメージがどのような形で存在したかを考え

驕B

同　上 同　上

4
近世後期の構造3一社会結合

　近世の日本は、身分的にも多元的な社会であった。主に庶民
笆ﾓ人に注目し、職能密結合や国家との関わりを中心に身分制
ﾌ動態を考え、さらに身分制や地域性を越える水平な社会結合
�nりだした様々なメディアを観察する。

同　上 同　上

5

19世紀前半の変化一国際環境と知識

l

　日本は19世紀の東アジアでもっとも早く西洋の世界制覇への
x戒を始めた国であった。西洋の東アジアとの関わりの変化・
坙{知識人のその認識、新たな世界像と国内改革論などを概観
ｵ、「予知された危機」に対する様々の態度を見てゆく。

同　上 同　上

6

幕末の変革（一）一対外関係

　19世紀の半ば、日本は西洋諸国に強制されて、西洋が築きつ
ﾂあった新たな世界秩序に加わった。隣国の清がイギリスに敗
kし、東アジアに西洋の軍事的・経済的拠点ができたアヘン戦
?ｩら、日本が西洋諸国に「開国」し、さらに日本人の海外渡
qが始まるまでの政策の変転を見てゆく。

同　上 同　上

7

幕末の変革（二）一政治体制

　ペリーの来航は政治体制に内在した様々の不整合を矛盾に変
ｦた。西洋の圧力に対する「富国強兵」策、　「尊皇四夷」と
u公議」を通ずる政治参加の運動、それらによる「幕府」専制

ﾌ制の崩壊、「王政」と「公議」を柱とする新体制の成立まで

�ｩる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8
明治前期の変革1一武士の解体

　明治初年に矢継ぎ早に出された数々の施策は、維新という体
ｧ転換を大規模な社会変動へと導いた。秩禄処分とそれに対す
驪剣錘mの対応などを素材に、変革の実態を明らかにし、あわ
ｹて明治維新の比較史的特徴を考えてみたい。

山口　輝臣
i九州大学

赴ｳ授）

山口　輝臣
i九州大学

赴ｳ授）

9

明治前期の変革2一近隣関係の再組 　維新後の日本は西洋の国際法に準拠しつつ、樺太、北海道、
ﾎ馬、朝鮮、琉球などとの関係を再組織した。維新直後の試行
�?ﾆ危機をへて近隣関係や境界領域の内国化が安定するまで 三谷　　博 三谷　　博

織
を観察する。

明治憲法により確立する立憲君主制は、「王政」と「公議」

10
明治前期の変：革3一政治体制 という新政権の柱の制度化であり、また「公議」分裂の一翼を

Sった自由民権運動をも有効に権力へと組み込みうる政治体制 山口　輝臣 山口　輝臣

であった。立憲君主制の創出過程をあとづけていく。

天皇という単一の中心への移行や画一的な地方制度の施行に

11
近代前期の構造1一「中央」と「地方」 より、近代の日本国家は、近世と比較するとその構造はかなり

P純なものとなった。そうした構造が形成されていく過程の検
｢を通じて、近世国家とは異なる近代国家の特質を見ていきた
｢。

同　上 同　上

近代の日本は、多元的な身分制を解体し、国民を生み出し

12
近代前期の構造2一国民形成 た。学校・軍隊などを介して国民意識が形成されていくととも

ﾉ、地方に対する明敏な意識も並存していた。両者の複雑な関
同　上 同　上

係を、主にメディアへと焦点をあてながら考察していく。

中華帝国を核とした東アジアの国際秩序は、日本の朝鮮半島

13
東アジア国際秩序
ﾌ変化

への関与、およびフランスのヴィエトナム植民地化を皮切り
ﾉ、大きく変化する。日本の対外態度および東アジア国際秩序

同　上 同　上

の変化を、日清戦争までの時期を中心に概観する。

対外戦争は、明治初期に一旦確定したr日本」の外に新たな

14
20世紀へ1一「内地」と「外地」 領土＝植民地、台湾・遼東半島・樺太・朝鮮を付け加えた。近

繿O期には予期されていなかったこうした事態の出現と、それ
同　上 同　上

にともなう「日本」や「日本人」の変容を探る。

15

20世紀へ2一「政党化」と「都

s化」

　19世紀から20世紀にかけての社会の変動は、明治前期に形作
轤黷ｽ政治構造に変容を迫る規模のものであった。世紀転換期
ﾌ変動を、　「政党化」と「都市化」との絡みとして考察し、激
ｮの20世紀を展望する。

同　上 同　上
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＝朝鮮の歴史と社会（’00）＝：（R）

〔主任講師 吉田　光男　（東京大学教授）〕

全体のねらい
　目本にもっとも近く関係も深い地域である朝鮮の歴史を、古代から現代に至るまで、時代を追いかけながら政治・社
会・文化的な特色に焦点をあてて概観する。時代ごとの特徴に注目することにより、朝鮮史理解の基礎を形成し、あわ
せて現代の朝鮮半島に対する理解も深める。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
朝鮮史を学ぶため

ﾉ

　日本列島にとって朝鮮半島は、長い歴史を通じて密接不可分
ﾈ存在であった。私たち日本に暮らしている人々にとって、こ
ﾌような朝鮮の歴史を学ぶことがどんな意味をもっているの
ｩ、現代的な視点からとらえて講座全体の方向付けを行う。

吉田　光男
i東京大学

ｳ授）

吉田　光男
i東京大学

ｳ授）

2 神話から歴史へ

　朝鮮半島に興亡した古代国家の建国神話や、変容を重ねなが
迪辮｢に伝わった建国伝説を通じて、朝鮮古代の歴史と文化を
_じる。また、後世の史家たちの朝鮮古代に対する系譜観にも
ｾ及する。

　　　　弓

宦@　成書
i早稲田大

w教授）

李　　成市
i早稲田大

w教授）

3
古代国家の形成と

W開

　古朝鮮から新羅の滅亡までの1000年にわたる古代国家の形成
ﾆ展開過程を論じる。中国大陸や日本列島の動向に留意しなが
轣A朝鮮半島に展開した古代国家の歴史と文化の特質に力点を
uきたい。

同　上 同　上

4
高麗時代の政治と

ｶ化

　中世王朝高麗500年間の歴史を、政治過程と文化的特色を中心
ﾉして論じる。高麗は周辺勢力から圧迫をうけ、13世紀にはモ
塔Sル（元）の支配をうけることになるが、一方で高度な仏教
ｶ化が花開いた。この高麗の独自性について見てみる。

六反田　豊
i九州大学

赴ｳ授）

六反田　豊
i九州大学

赴ｳ授）

5
朝鮮王朝の建設と

ｭ展

　14世紀末の達成桂による王朝創設から15世紀までの朝鮮時代
O期の歴史について、政治過程を中心において論じる。朝鮮が
ﾆ特の文字ハングルを作り出し、中国・日本など周辺地域とも
ﾀ定した関係を築いた点などに焦点をあて、時代の様相を概観
ｷる。

同　上 同　上

6
朝鮮時代後期の政

｡

　16世紀から19世紀前半までの朝鮮時代後期＝近世の歴史的特
Fを、政治過程を中心にすえて論じる。日本軍と女真軍侵略に
謔ﾁて国家的・社会的危機をむかえた時期から、政治と財政の
?vで安定をむかえるころまでを展望する。

吉田　光男 吉田　光男

7
朝鮮時代後期の社

?ﾆ文化

　朝鮮時代後期＝近世の社会関係や文化の特色について論じ
驕B身分・血縁などを手がかりとして近世朝鮮社会の性格を考
ｦ、この時代に生きた人々の作り出した文化を、儒学などに注

ﾚしながら見ていく。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 開国　と開化

　1876年に日本と条件を結んで開国した朝鮮が、開化政策に
謔ﾁて変貌していく姿を、東アジア世界の近代的再編成という
ｬ絡の中で見ていく。朝鮮半島をめぐる日本と清国の対立が日
ｴ戦争となる時期までを論じる。

月脚　達彦
i東京外国

齣蜉w助教
�j

月脚　達彦
i東京外国
齣蜉w助教
�j

9
近代化の模索と民

ｰ運動

　日清戦争から日露戦争までの時期を、近代国家形成過程を中
Sとして論じていく。上からの改革は挫折を余儀なくされ、地
福ﾅは民衆反乱が頻発して不安定な時代をむかえるが、近代化
ｭ策と民衆の動きからこの時代の姿を描いてみる。

同　上 同　上

10 植民地化への道

　1905年、第2次日韓協約によって保護国とされ、1910年、朝鮮
ﾍついに日本の完全な植民地と化してしまう。日露戦争以後の
條冾ﾉついて、日本の侵略とそれに対する朝鮮側の反応を、義
ｺなどの抵抗運動に焦点をあてながらみていく。

同　上 同　上

11 植民地時代の社会

　1910年の併合により「武断政治」として開始された植民地支
zは、三・一運動という全民族的な抵抗を経てより巧妙な「文
ｻ政治」に転換する。異民族支配下で「近代」をむかえた朝鮮
ﾐ会について、民族運動の展開にも配慮しつつ考える。

並木　真人
iフェリス
落q大学助
ｳ授）

並木　真人
iフェリス
落q大学助
ｳ授）

12 戦時体制下の朝鮮

　昭和恐慌や満州事変により動揺する朝鮮に対して朝鮮総督府
ﾍ支配を強化し、戦時期には人的・物的資源の動員を図る「皇
ｯ化」政策を実施した。日本の戦争遂行のために変容した社会
ﾌ実相に関して、民衆の対応を含めて明らかにする。

同　上 同　上

13 解放から現代へ

　朝鮮人が待望した植民地支配からの解放は、冷戦の中で南北
ｪ断、朝鮮戦争という新たな苦難を招いた。以後南北は独自の
痩ﾆ建設を推進し、統一は現在も民族の悲願となっている。現
緕jの歩みを国際情勢の変化と併せて論じる。

同　上 同　上

14 朝鮮の民俗世界

　中華の周辺にありながら独自の文化を形成してきた朝鮮社会
ﾌ多様な民俗について、大伝統と土着の伝統を対比させなが
轣A年中行事・通過儀礼・宗教などを中心として現代社会にお
ｯるその在り方を述べる。

秀村　研二
i明星大学

赴ｳ授）

秀村　研二
i明星大学

赴ｳ授）

15
現代韓国人の社会

ﾖ係

　現代の韓国人は、儒教によって意味付けられた父系血縁を程
xの差はあれ社会関係の基盤としながらも、一方ではさまざま
ﾈ横の関係を結ぶことによって活動の幅を広げている。この点
ﾉついて、家族・親族とインフォーマルな関係を中心にして述
ﾗる。

同　上 同　上
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＝東アジアの中の中国史（‘03）＝（R）

〔主任講師：浜口允子（放送大学教授）〕
〔主任講師：岸本美緒（東京大学教授）〕

全体のねらい
　現在の中国には漢民族のみでなく、モンゴル・チベットなど多くの民族が住んでいる。また中国の周辺には・韓国・日本

など、中国文明の強い影響のもとで形成された国家が存在する。中国の歴史は、これらの様々な民族・国家が交流するなか

で展開してきた。このような相互の交流に注目しつつ、中国史の流れを考えてみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現在の中国は、世界で3番目の広さの領土をもち、55の少

1 中国とは何か

数民族を含み、世界第一の人口を擁する巨大な国である。こ

ﾌような中国の地理的・民族的な範囲はいっごろ定まったか、

ｻもそも「中国jという言葉はいっごろ生まれたか。簡単に

Uり返ってみたい。

岸本　　美緒
i東京大学教

�j

岸本　美緒
i東京大学教

�j

黄河や長江など大河の流域で農耕が始まり、小さな集落は

都市国家へと発展し、さらに都市国家が連合して大きな国家

2 中国文明の形成
が作られてゆく。政治的な統合とともに、自らを文明の中心

ﾆみなす適適思想」が形成されてくる。中国のこうした世
同　上 同　上

界観の特色につき、考える。

中国で秦・漢の大帝国が形成されるのとほぼ同時に、北方

の勾奴も大きな国家を作り上げる。農耕を基礎とする中国の

3 農耕社会と遊牧社会
国家システムと遊牧国家のシステムとはどのように違うの
ｩ。秦・漢時代を中心として、農耕社会と遊牧社会との対立

同　上 同　上

と交流について述べる。

漢の滅亡後、中国は分裂の時代に入るが、この分裂時代は、

周辺民族との文化的融合や朝貢関係の形成によって、中華世

4 分裂と多元化
界の新たな拡大が準備された時代でもある。日本や朝鮮の国

ﾆ形成の背景をなしたこの時代の意味について考える。
同　上 同　上

中国を再統一した階・唐は、周辺諸国と広く国際関係を結

び、朝鮮や日本など多くの国々が階・唐に朝貢し、その進ん

5 階唐帝国と東アジア
だ制度を取り入れて国家体制を整備した。階・唐を中心に政

｡的にも文化的にも強いまとまりを見せていたこの時期の東
同　上 同　上

アジア世界の状況を解説する。

唐の影響力が弱まるとともに周辺民族は自立への動きを見

せ、北方民族の中国進出が始まった。遼・金の華北進出に続

6 北方民族の台頭
き、モンゴルは中国全土を支配下に入れてユーラシアを横断

ｷる大帝国を建設した。モンゴル帝国の歴史的意義につき、
同　上 同　上　　　　一

様々な角度から考えてみたい。

五代から宋にかけて中国南部の開発が進み、東南沿岸の経

済的地位が上昇するにつれて、中国東南沿海の交易も活発化

7 宋・元・明の海上世界
する。宋から明にかけての東アジア海上世界における人・物

早E文化の交流について述べ、それが各地域の政治経済に与 同上 同上

えた影響について考察する。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 三三三三の東アジア

　16世紀は、国際商業の活発化に伴い、従来の秩序が大きく

ｮ揺した時期である。そのなかで、国際貿易に深くかかわる

Vしい軍事勢力が成長する。モンゴルの侵攻、三冠の活動、

坙{の統一、満州政権の成長など、この時期の動きをお互い
ﾉ関連づけて考えてみたい。

岸本　美緒 岸本　美緒

9 清朝　の　平和

清朝政権は、明の滅亡に乗じて中国を占領したのちも、内陸

菇ﾊに領土を広げ、今日の中国の原型となる広大な領域を支

zした。この時期、日本や朝鮮も独自の特色をもつ社会を発

Wさせた。清朝を中心とした国際秩序の性格と、それぞれの
曹ﾌ特色について考える。

同　上 同　上

10 近世の世界と中国

　明末から清節にかけての時代は、ヨーロッパでも激動の時

繧ﾅあり、戦争や革命のなかで、新しい国家や国際秩序がつ

ｭられていった。世界全体の動きと中国史・東アジア史の流

黷ﾍどのようにかかわるのか。様々な説を紹介しながら、考
ｦてみたい。

同　上 同　上

11 東アジアの近代

　19世紀アヘン戦争を契機として新しい条約体制がしかれて

｢くなか、東アジアの国際秩序ともいうべき朝貢関係はどの

謔､に変化したのか。その過程は国々の内政に如何なる影響
�^えたのか。19世紀後半の歴史を辿りながら、東アジアの近

繧ﾆは何かを考える。

浜口　允子
i放送大学教

�j

浜口　允子
i放送大学教

�j

12
近代中国のナショ
iリズム

　王朝体制を倒し共和国をつくった後も、中国は一貫して清

ｩの版図を維持し続けてきた。それは、多民族の総合体であ
驕u中華民族」という考え方の創出と係わるとされる。民族問

閧ﾆもあわせて、改めて近代中国のナショナリズムについて
lえてみよう。

同　上 同　上

13
20世紀の世界と
?曹P

　19世紀中国が蒙った一部主権の喪失や不平等条約の解消の

ｽめに、中華民国の各政権は、国の統一と主権回復を求め、

o済発展を目ざす政策をすすめた。これに対して日本や諸列

ｭはどのように対応したのか。日中戦争と二度にわたる世界
蜷墲�ﾜむ時代の中国について考える。

同　上 同　上

14
20世紀の世界と
?曹

　1949年に建国した中華人民共和国は、世界的な冷戦構造の

ｺで社会主義をめざし、国をあげてその体制への移行を急い

ｾ。その独特の社会はどのようなものであったのか。またそ

ﾌ後はどのように変貌したのか。我々の同時代史をふり返っ

ﾄみよう。

同　上 同　上

15 現代中国の諸問題

　21世紀はどのような時代となるのか。その世界で中国は如

ｽなる位置を占め、東アジアでは日本、韓国との間でどのよ

､な相互関係を築くのか。そうした問題を考えるためにも、

ｮ、数多の問題をかかえている中国の現状を理解していきた

｢。

同　上 同　上

一5　5　2　一一



＝・ ?Aジアの文化を学ぶ（’00）＝（TV）

〔主任講師 辛島昇（大正大学教授）〕

全体のねらい
　この講義では、南アジアの歴史の概説ではなく、遺跡、刻文、陶磁器、絵画、映画、新聞といったいろいろの具体的
な「史料」を取り上げ、そこから何をどのようにして「学ぶ」かという視点で、南アジアの文化を見るようにしたい。
宗教、社会、歴史、文化といったテーマの面でも、新しさをだすようにする。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

「ラーマーヤナ」
�ﾟぐって一多様な物語の発

Wとその歴史的意

｡

　「ラーマーヤナ」は有名な古代インドの叙事詩で、仏教・
Wャイナ教を含むインド文化全般に大きな影響を与えている。
ｻれを狭義のヒンドゥー教の聖典として政治に利用しようとす
體ｮきは、その歴史性を無視するものである。物語の広がりに
獄ﾚしよう。

辛島　　昇
i大正大学

ｳ授）

辛島　　昇
i大正大学

ｳ授）

2

言語・民族問題一ドラヴィダ運動

�?Sに

　インド亜大陸には系統を異にする多数の言語が見られる。北
狽ﾅは主としてアーリや裾野言語が、南部ではドラヴィダ襲爵
ｾ語が話されている。その状況が現代の政治に及ぼす影響を、
?Cンドの「ドラヴィダ運動」を例にして見てみよう。

同　上 　同　上

3
カーストとは何か一その発生と行方

　古代のインド亜大陸で成立した身分制度としてのヴァルナ制
xと、それを大枠として中世に出来あがつたより細かなジャー
eィ制度が、長い間ヒンドゥー教徒の社会生活を縛ってきた。
ｻれはどのようにして発生し、今後はどうなっていくのだ1ろう
ｩ。

同　上 同　上

4

新聞の求婚広告一バラモン社会の

ﾏ動

　インドの大新聞の日曜版には、毎週数多くの求婚広告がの
驕B真剣な広告で、最近では数も増え、それによって結ばれる
lも多い。南インドの広告の分析は、バラモン社会の変動の様
�ｾらかにする。それによってカーストの実態を探ろう。

同　上 同　上

5

インダス文字の謎一コンピューター

ﾉよる解読

　印章に刻まれて残るインダス文字は、未だに解読されていな
｢。種々の困難な条件があるのだが、最近のコンビ三一ターを
pいた分析によって、その文字で書かれた言語がドラヴィダ語
ﾅはないかとされるようになってきた。解読の現状を探る。

同　上 同　上

6

石造ヒンドゥー寺
@壁の刻文一王朝
j・社会史を解く

　南インドの石造ヒンドゥー教寺院の壁面には数多くの三文
i碑文）が残る。同文は、いわゆる歴史書の存在しないヒン
hゥー王朝期の歴史研究に、欠くことのできない根本史料であ
驕Bそれによって何が判るのか、刻文の研究史とともに見てみ
謔､。

同　上 同　上

7

菩提樹の蔭にて一インドとスリラ

塔Jの仏教

　仏教はインドでは滅びたのに、スリランカではなぜ今日なお
l々に信仰されているのか。インドでは何が起こったのだろう
ｩ。インドにおける歴史の展開と、スリランカにおける菩提樹
M仰やピリットと呼ばれる儀礼を通して、両者の違いを見てみ
謔､。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8

デリー・スルタン
ｩの遺跡一ムスリ?

ｭ
権
と
イ
ン
ド
社
ム

　ユ3世紀のデリーに政権を打ち立てた奴隷王朝を初めとするデ
梶[諸王朝は、初めてのイスラーム政権として、インド社会に
Vしい要素をもたらした。デリーに残る都城遺跡やヴィジャヤ
iガル王国の宮廷衣装を手がかりに、　「イスラーム化」の意味

辛島　　昇 辛島　　昇

諏 を考える。

インドの半島部は、東西海上交通路の中央にあり、諸地域の

海のシルクロード 文化交流に役割を果たしてきた。球界を求めたローマ帝国。陶
9 とインドー胡：椒・ 磁器を輸出した宋代以降の中国。そして、一三世紀以降のイン 同　上 同　上

陶磁器・馬 ドはアラブの馬を求めた。そのような交流の状況を見てみよ
う。

南アジアの人々は毎伺カレーライスを食：べているのであろう

カレー文化論 か。カレーとは一体何なのだろうか。その歴史はどこまでさか
10 一南アジアの統一 のぼるのか。それらの問いに答えることによって、インド文化 同　上 同　上

性 に見られる「多様の中の統一」という問題に光を当ててみよ
う。

11

ベンガル派の絵画
ﾆ日本一タゴールと岡倉

V心の交わり

　詩人タゴールの甥で、ベンガルで新しい美術運動を起こした
Aバニーンドラナート・タゴールは、岡倉天心の始めた日本美
p院の運動に共鳴し、20世紀初頭、両者の交流が行なわれた。ベンガル派と呼ばれた彼らの絵画によって、交流の意味を探ろ

､。

同　上 同　上

12

映画にみるインド
ﾐ会一映画と：政治の関

墲

　映画大国インドの映画産業はいかにして発展したのか。政治
ﾆに俳優出身者が多いのはなぜか。日本でも、歌と踊りを主体
ﾆしたインド映画についての関心が高まってきたが、最近は、
Jーストや宗教上の対立を扱った作品も見られる。その将来
ﾍ？

同　上 同　上

18世紀後半、イギリスに対して戦いを挑み、最後には敗れた
ティプ・スルタン マイソール王国のテイプ・スルタンは、世界情勢についてどの

13 の理想一イギリス ようなヴィジョンをもち、どのように戦ったのか。それを見る 同　上 同　上

との戦い ことによって、当時の在地社会と植民地化の問題を考えてみよ
う。

／『

南アジアのフェミ 故インディラ・ガンディー首相を初めとして南アジアでは女

ニズムーヒン 性首相の活躍が目立つ。他方、南アジアでは、女性に対する差
14 ドゥー教における 別、搾取もいまだに多くみられる。その二つはどう結びつくの 同　上 同　上

女性蔑視と女神崇 か、フェミニズムの問題とともに、その点について考えてみよ
糖拝 つ。

第二次世界大戦後、南アジア諸国は、独立を達成した。ガン

マハトマ・ガン ディーがそれに果たした役割は大きい。しかし、ガンディーが

15 ディーの試み一糸 目指したのは、単なる国家の独立ではなく、社会の改：革、人々 同　上 同　上

車をまわす の意識の改革であった。彼はどのような社会を創ろうとしたの
だろうか。
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＝東南アジアの歴史（‘02）＝・（R）

　〔主任講師：　桜井　由躬雄（東京大学教授）〕

全体のねらい
　経済的に強い関係をもちながら、東南アジアの歴史は高校世界史のなかでとりあげられることが少ない。その歴史・文化

への知識をもつことなく、多くの日本人が、東南アジアに旅立っていく。本講では、東南アジアのもつ特殊な自然環境・地

理環境が東南アジアに独自な地域性を与え、独自な歴史世界をつくっていく過程を論ずる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

東南アジアという言葉は、戦後の国際関係の中で定着した

1
東南アジア概念の

ｬ立

政治的な用語であるが、東南アジアは自然的文化的にはまと

ﾜった一つの地域である。東南アジアの自然から生まれた文

ｻが外の文明といかに遊遁し、いかに複合して新しい文化を

ﾂくっていくかを考える。

桜井由躬雄
i東京大学教

�j

桜井由躬雄
i東京大学教

�j

東南アジアは海の熱帯である。その海域は熱帯産物を生産
し、南シナ海、東シナ海、インド洋の三つの世界の海を結合

2
地域としての東南

Aジア

する。その陸域は山地、平原、デルタと火山島からなる。海

謔ﾆ陸域の上をモンスーンが吹きよせる世界でもっとも高温 同　上 同　上

湿潤な自然をもつ。

青銅器文明の到来と稲作社会が生んだドンソン文化の時代
に、稲を基調とする東南アジアの基層的な文化が成立した。

3 古代の東南アジア
東西の古代都市文明の発展が、東南アジアの海を活性化し、

兼?Aジアの沿岸に港市国家が生まれ、内陸域平原に河川に 同　上 同　上

沿って都市国家が作られる。

11世紀以降、東南アジア大陸平原部に広域ネットワークが

形成され、平原とデルタ、沿海部などことなる自然環境が結

4 中世の東南アジア
ばれ、島嘆部ではマジャパヒトが諸海域の統合を開始する。

O文明と複合した地域ごとの独自な文化を創り出す。 同　上 同　上

14世紀末から、アジアの交易活動が活発化し、　「交易の時

代」が始まる。東南アジアの陸域国家群は衰退し、交易を主

5
近世前期（前期交易

ﾌ時代）

催するマラッカ、シャムが東南アジアの中心的な勢力として

o繧ｷる。交易ネットワークに、華人、日本・メキシコの銀、 同　上 同　上

西欧勢力が参加してくる。

オランダ東印会社、日本市場の参加を得て交易市場は過熱

化する。ベトナム、シャム、カンボジアが華人のイニシアテ

6
近世後期（後期交易

ﾌ時代）

イヴの下に大陸産物の開発、集荷、輸出システムを創り出す。

Xンダ海峡が開通してヨーロッパが直接市場になり、オラン 同　上 同　上

ダのジャワ海独占が進む。

17世紀の末に交易の時代は終焉を迎え、オランダはジャワ

の、スペインはフィリピンの領域的な植民化をすすめる。べ

7 植民地の開始
トナム、シャム、ビルマは国内支配力の強化と領域の拡大を

J始し、回復：した中国市場とリンクした華人が大陸東南アジ 同上 同上
アの交易主体となる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・・職名） （所属・職名）

大陸部は中国市場に接近し、島喚部はヨーロッパ市場と結

びつけられる。19世紀初めにイギリスがシンガポールを建設

8
東南アジアの植民

n化

し、大陸部と島嘆部の交易活動を一つのシステムにまとめる。

tランスの参加により、シャムをのぞく東南アジアのすべて 桜井由躬雄 桜井由躬雄
が植民地化される。

植民地化によって、諸地域はそれぞれの植民地母国に経済

的、文明的に結びつけられる。領域が決定され、中心都市が

建設され、電信や鉄道によって地域の集約度がたかまる。世

9 二重構造の時代 界市場の需要にのみ対応したモノカルチュア化が始まり、都 同　上 同　上

市と農村の二重構造が深まる。

19世紀末から20世紀初めにかけて、西欧化された知識人の

間に独立運動が開始され、民族の概念が模索される。20年代

以降、一方でコミンテルンと結びついた社会主義運動が勃興

10 民族主義の時代 して運動が国際化するとともに、農村部に強力な民族主義運 同　上 同　上

動が展開する。

日本軍の東南アジア占領にともない、西欧勢力の威信が没

落し、東南アジアの国際性は失われ、都市の経済構造は壊滅

し、青年層や農民層が大衆的な反日、また親日的民族主義運

11 第　二　次大戦 動の主体になる。二重構造は解体するが、同時に孤立化した 同　上 同　上

諸地域に経済危機が起こる。

植民地エリートたちの妥協によって平和裡に独立を獲i得し

たビルマ、フィリピン、マレーシアでは二重構造が解決でき

12
バンドンの夢一
ｯ族主義国家

す、長期の農民や少数民族の反乱に苦しむ。長期の独立戦争

�墲ﾁたインドネシア、北ベトナムでは経済が孤立化し、東

､陣営への接近が強まる。

同　上 同　上

／

二重構造、冷戦下のアメリカの軍事的経済的圧力、地域的

分裂など戦後東南アジアの苦悩は第二次インドシナ戦争に集

13
第二次インドシナ
岺

約される。ベトナムは経済社会の社会主義化、ソ連中国の大

K模援助への依存、軍事的な統一でこの矛盾を解決しようと 同　上 同　上

する。

独立のもたらした経済的政治的混乱の中から、60年代にい

たってシンガポール、フィリピン、インドネシア、タイで親

14
流血の経済発展一
J発独裁

米政権が樹立され、独裁政府の下に経済の国際化がすすめら

黷驕Bベトナム戦争の特需の結果、これらの国々は経済成長 同　上 同　上

を開始する。

80年代の第三次インドシナ戦争の終結、ベトナム・ラオス

のドイモイ政策、ビルマの開放政策の結果、すべての東南ア

ジア諸国は経済市場化による経済発展をすすめる。しかし、

15 戦場から市場へ 経済発展のギャップは再び地域と社会の二重構造を深め、各 同　上 同　上

地に矛盾が噴出している。

一一一@5　5　6　一



＝古典古代の歴史（’00）・＝（TV）

〔主任講師 伊藤　貞夫（放送大学教授：）〕

鴛讐膨漏正τ驚㌔購高畠灘灘高畠こ驚二二二二モ三三茎撃二三
えたい。古典古代を受講者にとり身近なものとするよう努めるとともに、先端的な研究状況にも触れる・

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

1 古典古代史を
wぶために

　ギリシア・ローマと現代とのかかわりを糸口に古典古代史を
wぶ意味を考えるとともに、歴史展開の場である地中海周辺地
謔ﾌ風土を眺め、且つ通史的枠組を時期区分により明らかにす
驕B19世紀以来の研究史、史料の伝存状況にも言及する。

伊藤　貞夫
i放送大学

ｳ授）

?｡　芳幸
i名古屋大

w助教授）

伊藤　貞夫
i放送大学

ｳ授）

?｡　芳幸
i名古屋大

w助教授）

2 先史としての
ﾂ銅器文明

　前史をなす青銅器時代の社会について、シュリーマン以来の
l古学調査の成果を基に検討する。青銅器文明は前12世紀に破
ﾇを迎えるが、それに続く混乱の中からいかにしてポリ5が形
ｬされたのか、その過程についても考古学的見地から推論を及
ﾚす。

周藤　芳幸 周藤　芳幸

3 ポリスとは何か

　古典古代本来の特徴は、都市を核とする独立の国家の多数分
ｧにある。その様相を最も純粋な形で具現したのが前8～4世紀
ﾌギリシアであった。ポリスと呼ばれるこの種の小国家の外
ﾏ、住民構成、人的結合の状況を盛期アテネをモデルに再現す
驕B

伊藤　貞夫

?｡　芳幸

伊藤　貞夫

?｡　芳幸

4 民主政への歩み

　盛期ポリスで具現された世界史上稀有の徹底した直接民主政
ﾍ、一挙に成立したものではない。ポリスの初期には貴族政が
zかれ、それが長い年月をかけ、いくつかの節目を経て民主政
ﾉ移行する。その過程をアテネとスパルタを例にとり説明す
驕B

伊藤　貞夫 伊藤　貞夫

5 直接民主政の
ｵ　　　く　　　み

　前462年から前322年にかけてのアテネは、アリストテレス
wアテナイ人の国制』のパピルス写本の発見によって、国政運
cのしくみが細部にわたり明らかにされている。立法・行政・
i法について制度の詳細を述べるとともに、その運用の実態に

煬ｾ及する。

同　上 同　上

6 ポリス市民の生活

　民主政のもとで市民たちはどのような生活を送っていただろ
､か。家の中で営まれる日常生活、戸外でのスポーツ、家とポ
潟Xとを共に支える経済活動などに論及する。ペロポネソス戦
?縺A市民たちの意識や行動に変化が生ずる点にも留意した

｢。

同　上 同　上

7
アレクサンドロス

ﾆ後継者たち

　ヘレニズム時代の政治史。前338年マケドニアのフィリポス2
｢によるギリシア本土制覇ののち、アレクサンドロスの東征と
繻p者たちによるエジプト・シリア両王国の建設で・ギリシア
｢界は遥か東方に拡がる。ローマのヘレニズム世界への進出も

ｩ逃せない。

大戸　千之
i立命館大

w教授）

大戸　千之
i立命館大

w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ヘレニズム時代のいわゆる東西文化融合の実態とはいかなる

8 ヘレニズムの
ﾐ会　と　文化

ものか、マケドニア人・ギリシア人の支配は古代オリエントの
ﾌ地にどれほどの社会的変容をもたらしたかにつき、西は小ア
Wア・エジプトから東は中央アジアまでを視野に入れて論及す

大戸　千之 大戸　千之

る。

9
都市国家ローマの
ｬ　　り　立　ち

　イタリア半島では当初エトルスキの諸市が優勢で、ローマも
ｻの影響下にあった。エトルスキ研究の現状を述べるととも
ﾉ、ローマ人貴族の政権奪取に始まる共和政の成立と、その後
ﾌローマ国制の発展とを僅かな史料を基に再構成する。

平田　隆一
i東北学院

蜉w教授）

平田　隆一
i東北学院

蜉w教授）

ローマでは共和単離、有力貴族問の角逐と外征どが絡み合

10 共和政から帝政へ
い、結局オクタウィアヌスによる地中海世界統一と帝政の樹立へと至る。ギリシアの場合との対比を念頭にその経緯を述べ、

同　上 同　上

この時期の相次ぐ戦争と一般市民とのかかわりに論及する。

ローマは多くの民族を漸次包外し、それら諸民族の文化を吸
収しつつ発展した。共和政末期から帝政初期に焦点を合わせ、

11 ローマ市民の世界 ローマ人はいかなる社会に生き、いかなる文化を育んだかを、 同　上 同　上
キリスト教成立以前の宗教、ポンペイ市民の生活など、具象的
に述べる。

12 「ローマの平和」

　予輩帝の時代はローマ帝政の安定期であり、属州都市にロー
}風の生活様式と古典文化が広くゆきわたる。しかしそれはローマによる諸民族支配の進展をも意味していた。　「平和」と「繁栄」の実態を史料に即して考察する。 松本　宣郎

i東北大学
ｳ授）

松本　宣郎
i東北大学

ｳ授）

ギリシア文化と同じく、キリスト教もローマ帝国を媒体とし
て、のちのヨーロッパに伝えられる。キリスト教は当初、異教

13 帝国とキリスト教 徒や帝国側の迫害に遭いながら、遂に国教化する。ローマ社会 同　上 同　上
における異教徒とキリスト教徒とのこのような関係を新しい研
究を基に述べる。

3世紀以後、帝国の危機的状況は専制君主政を生み、自由な市

14 時代の転換
民たちの世界は閉塞へと向かう。中世社会形成への胎動が始ま
驍ｪ、この古代末期の様相を浮き彫りにするとともに、なぜ

同　上 同　上

ローマ帝国は滅んだかを、諸説を紹介しつつ考える。

ギリシアとローマの相違を考えるとともに、両者が世界史の

15 古典古代の
�j的位置

上でどのような位置を占めるかを論ずる。古典古代の特殊な社
?ﾆ文化が近代ヨーロッパに受け継がれ、本来は対極的位置に
?閧ﾈがら、私たちの生活をも半ば規定している事実を指摘し

伊藤　貞夫 伊藤　貞夫

たい。
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＝ヨーロッパの歴史（’01）＝（TV）

〔主任講師 樺山　紘一（国立西洋美術館館長）〕

全瞥2鰍の歴史を、その全体的離こおいて捉え、基盤の磁と、たえざる鞠という様相のもとで回しようe

するものである。別途開設されている古典古代史を承け、また、19世紀以降の近・現代史への導入という趣旨も加え
て、ヨーロッパの中世・近世史をできるだけ広い視野から論じようとする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
ヨーロッパを考え

骼挙_

　ヨーロッパ史の舞台となる地域の自然や地理、人間の諸条件
�T観する。ことに、古典古代とは異なった歴史世界としての
?[ロッパの成立基盤を明らかにすることをめざす。

樺山　紘一
i国立西洋

?p館館
ｷ）

樺山　紘一
i国立西洋

?p館館
ｷ）

2
ゲルマン人諸国家

ﾌ形成

　西ローマ帝国崩壊をうけて登場したゲルマン諸国家、つまり
倹ｼゴート王国、ランゴパルド王国、フランク王国の成立過程
�Aそれぞれ通観する。そのうえで、古代社会の諸要素がいか
ﾉ継承されたか、また新たなゲルマン的要素がいかに結実した
ｩを論ずる。

高山　　博
i東京大学

赴ｳ授）

高山　　博
i東京大学

赴ｳ授）

3
封建社会の基本構

｢

　初期から中期にかけての中世世界にあって、その基盤をなす
阜嚴ﾐ会の原理を考える。諸侯、騎士といった戦士集団の構成
�ﾍじめ、その経済的基盤としての農業・農村と荘園制の変化
ﾆを中心のテーマとする。ヨーロッパにおける現地ロケーショ
唐ﾉよる講義を予定している。

河原　　温
i東京都立

蜉w助教
�j

河原　　温
i東京都立

蜉w助教
�j

4 都市の出現と成熟

　古代の伝統と新たな環境のなかで、都市が成立し、封建社会
ﾆ向き合いつつ成熟してゆく過程を考察する。ヨーロッパ都市
ﾌ固有の特質を明らかにするために、現在も残存する中世都市
ﾌ遺構をさぐりながら、現地ロケーションにより現実味のある
W開を試みる。

同　上 同　上

5 国家と王権の成長

　封建諸勢力との対抗のなかから王権が自立し、強化されてゆ
ｭプロセスを跡づける。フランス、イングランド、ドイツを中
Sに、それぞれ異なった国家的特質が生まれる理由を探り、近
｢以降の展開への見通しをも試みる6

高山　　博 高山　　博

6
中世の地中海世界
ﾆヨーロッパ

　西ローマ帝国崩壊以後も健在なビザンツ世界や、7世紀以降に
E頭した東方のイスラム世界が、ヨーロッパにたいしていかな
骼h激をあたえ、どのような関係を築いたか。また十字軍や地
?C交易によって、ヨーロッパが地中海においてどのような飛
�ﾌきっかけを把んだか。これらを概観する。

同　上 同　上

7
中世キリスト教の

m立

　カトリック教会がヨーロッパ世界に浸透する過程を幅広く考
@する。教皇と教会制度、修道院、日常生活における儀i礼など
ﾐ会の諸分野を覆うにいたるさまを描き、ヨーロッパ社会とキ
潟Xト教の不可分の関係を解きあかすb

樺山　紘一 樺山　紘一
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
中世世界の終焉に
?ｯて

　封建社会の成熟から分解へと、急速に動く13～15世紀のヨー
鴻bパ世界を扱うが、ことに、疾病、飢餓、反乱、戦争などな
ﾜなましい社会現実の証言を手がかりとする。また、そこにみ
轤黷驕A新しい社会へ向けての力の拾頭をも視野に入れる。

河原　　温 河原　　温

9
中世文化からルネ

Tンスへ

　キリスト教によって育まれた大学や神学、教会建築などの中
｢文化から、世俗的色彩の強いルネサンス文化への移行を通観
ｷる。ルネサンスがたんにヨーロッパ内部での成長によってで
ﾍなく、外部世界との接触の結果でもあることを指摘する。

樺山　紘一 樺山　紘一

10 世界へ拡大する
?[ーロツノぐ

　東方へのアジア航路、西方へのアメリカ航路の開発により、ヨーロッパ勢力が急速に世界へ進出する様相を取り扱う。その

級ﾊ生まれた植民地との関係、流入した商品や情報がヨーロッパに与えた影響について論じ及ぶ。

高澤　紀恵
i国際基督

ｳ大学準教
�j

高澤　紀恵
i国際基督

ｳ大学準教
�j

11
絶対王政の時代1一イギリス

　イングランドが、スコットランドなどと合体、併合を：重ねて
ｭ大な集権国家となり、植民地をもつ帝国へと成長する過程を
ｽどる。また社会の成熟が市民の力量を増大させ、革命による
ﾏ革や、議会政治の拡充を実現させる様相を描く。

青木　　康
i立教大学

ｳ授）

青木　　康
i立教大学

ｳ授）

12
絶対王政の時代H一フランス

　フランス王権が、国内の特権貴族との激しい対抗関係を克服
ｵて、強大な官僚行政国家を建設する経過をたどる。その中
ﾅ、近世絶対主義国家がかかえる本質的な問題点が明らかにさ
黷驕B

高澤　紀恵 高澤　紀恵

13
絶対王政の時代皿一ドイツと東欧

　神聖ローマ帝国のもとでも諸声邦の分立を克服しえないドイ
cと、新生の帝国の成長によって急速にヨーロッパの枢軸に加
墲驛鴻Vアとを対比する。この両者のもとに成立する中欧・東
｢世界の歴史的特質が解明される。

青木　　康 青木　　康

14 近代文化への道

@　　　、

　宗教改革によって開かれたキリスト教会の新しい体制、科
w・思想の展開による啓蒙主義、また芸術・学術の諸分野にお
ｯる発展を通観する。世界に普遍性を要求するヨーロッパ文化
ﾌ精神基盤が説明される。

高澤　紀恵 高澤　紀恵

15
近世ヨーロッパの

I幕

　絶対王政下の諸国の角逐によって、全ヨーロッパの国際秩序
ｪ変容し、またそれぞれの国家の内的基盤が動揺するなかで、
Vたな社会体制の出現が不可避であることを考案する。フラン
X革命の直前までが対象となる。

青木　　康 青木　　康
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＝ヨーロッパと近代世界（’01）　ニ（R）

〔主任講師 川北　稔（大阪大学教授：）〕

全体のねらい
　現代世界は一体化しているといわれる。とすれば、一体としての世界は、どのようにして成立したのか。南北格差は
なぜ生じたのか。なぜ、アジアやアフリカでなく、ヨーロッパが中心となったのか。このような問題に、歴史的な観点

から解答を与える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
世界システム論と

ﾍ何か

　近代世界を一つの巨大な生き物のように考え、近代の世界史
�ｻの誕生・成長をへて、死にいたる過程として捉える見方を
｢界システム論という。この講義の基本的な視角として、世界
Vステム論の要点を解説し、従来の一国史的な見方との違いを
燒ｾする。

川北　　稔
i大阪大学

ｳ授）

川北　　稔
i大阪大学

ｳ授）

2
アジアに憧れた
?[ロッパ人一
蜊q海時代へ

　15世紀のヨーロッパ封建社会は、経済的にも、社会的にも、
?@の状態にあった。この危機への対応策として、世界システ
?ﾌ形成が進むことになる。なぜ、ヨーロッパが対外進出に危
@の解決策を求めたのかを検討する。

同　上 同　上

3
キリスト教徒と香
ｿを求めて

　十字軍と国土回復運動の延長として対外進出に乗り出したポ

泣gガルの事情と、ポルトガル人到来以前のアフリカの状況、
Aジアの諸交易圏の繁栄ぶりを含めて検討する。ヨーロッパ経
ﾏ圏とアジアのそれのつながりかたをみる。

同　上 同　上

4

スペイン帝国の成
ｧと世界システム
ﾌ確立

　スペイン国王カルロスー世による世界帝国形成の企図とその
ﾁ折、フェリーペニ世の下でのアメリカ開発の進行を論じ、ラ
X・カサスの見解をもとに、先住民・クリオーリョ・スペイン
lの関係について検討する。

．同　上 同　上

5

「17世紀の危機」

ﾆオランダのヘゲ

cjー

　17世紀はヨーロッパをはじめ世界全体が危機的な状況にあっ
ｽとされ、世界システムは収縮の局面に入った。この時期に
p・仏・蘭三国が、スペイン・ポルトガルに挑戦し、オランダ
ｪヘゲモニーを確立することを論じる。

同　上 同　上

6
環大西洋経済圏の

ｬ立

　16世紀末から経済的危機に陥ったイギリスが、北米における
A民地形成にむかい、　「財政革命」をつうじて、軍事力を強化
ｷる。その結果、貿易の爆発的な展開をみた（商業革命）こと
�_じる。また、この現象が、イギリスの社会構造を転換さ
ｹ、産業革命の展開の前提となったことをも論じる。

同　上 同　上

7
ヨーロッパの生活
v：命

　商業革命が展開するにつれて、アジアやアメリカの新奇な商
iが流入した。これに伴って、ヨーロッパ人の生活が一変した
ｱとを、イギリスにおける綿織物の消費や紅茶の普及を例にと
閧?ｰて説明する。こうして近代ヨーロッパ人の生活様式が成
ｧし、生活必需品となったアジア商品の国産化の過程として、

H業化が進行することを示唆する。

同　上 同　上

一一@5　6　1



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

植民地に基礎をおく富裕な階級の成立を、プラッシーの戦い

8
ネイボップと砂糖
､と煙草貴族

以後のインドの状況やカリブ海・北米植民地の事情を中心に検
｢する。同時に、北米・アジア・ラテンアメリカのヨーロッパ
ﾆの関わりかたの違いを、それぞれの地域の現況との関係を念

川　北　　稔 川　北　　稔

頭おきながら検討する。

トリニダード・トバゴの首相でもあった歴史家エリック・

9 奴隷貿易の展開
ウイリアムズの生涯とその学説を紹介しながら、イギリスの産
ﾆ革命が黒人奴隷制度との深い関係のもとに展開したことを論

同　上 同　上

じる。

イギリスから北米植民地への移民の出自を分析し、アメリカ

10
だれがアメリカを
ﾂくったのか

植民地が貧困・犯罪・家庭崩壊などの、本国の社会問題の解決
ﾌ場とされたことを指摘する。この傾向は、はるかのちの時代

同　上 同　上

まで継続することをも説明する。

アメリカ独立革命と産業革：命とフランス革命の歴史的意味を
世界システムの構 再検討する。産業革命は、なぜフランスではなく、イギリスに

11 造転換一「二重：革 起こったのか。フランス革命とは、結局、何であったのか。ア 同　上 同　上
命の時代」 メリカ独立：革命やハイチやラテンアメリカ諸国の独立を含めて

の環大西洋革命論を展開する。

イギリスの工業化や都市化が、世界システムの展開との関係
を、生活史の側面から説明する。砂糖関税が引き下げられ、穀

ユ2 プランテーション
ﾆ産業革命

物法が廃止され、東インド会社の特権が制約されていく過程
�Aひろく論じる。アジア物産の確保手段としてみれば、産業

同　上 同　上

革命プランテーション経営は、近代世界システムの双子児であ
ることを論じる。

アイルランドにおけるポテト飢餓を契機に、大量の移民がア

13
ポテト三三とアメ

潟Jへの移民
メリカに渡ったが、イギリス帝国を中心に19世紀における労働
ﾒの地球規模での移動に焦点をあわせる。アメリカやオースト

同　上 同　上

ラリアにおける人種主義思想の形成にも言及する。

一

イギリスの繁栄の象徴といわれた1851年のロンドン万国博

14
パクス・ブリタニ
Jの裏表

と、1877年のインド帝国式典を象徴的なイヴェントとしてとり
?ｰつつ、大英帝国の繁栄とその陰り、とくにアジア支配のあ

同　上 同　上

りかたについて論じる。

アジアの生活文化へのヨーロッパ人の憧れから始まった近代

15

アジアの時代か？一世界システムの

艪ｭえ

世界の一本化、すなわち、近代世界システムの誕生・成長の歴
jは、20世紀末以降、逆に、ヨーロッパの生活文化への憧れを
ｴ動力として、東アジアの経済成長をとげることによって、ふ
ｽたび大転換をとげつつある。世界システム論の立場から、21

同　上 同　上

世紀の世界を予想する。
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＝アメリカの歴史（’00）＝（TV）

〔主任講師・紀平英作（京都大学教授）〕

全体のねらい
　近代の初頭に、ヨーロッパ人の植民によって様相を一変した「新大陸」社会は、その後、18世紀から20世紀にかけて
独自の国家群を形成していった。本コースは、ヨb・一一b　Mッパ人の進出から始まる近代以降の南北アメリカ大陸の歴史を・

現代まで概観する。アメリカ合衆国のほかに、中南米諸国、カナダにもふれる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
新旧両世界の出合

｢

　（1）アメリカ史の特質、，（2）新大陸「発見」の思想史的な
ﾓ味、　（3）アメリカ大陸の文明（アステカ・インカ）とスペイ
盗l征服者による征服、　（4）銀の採掘とヨーロッパ経済への影
ｿ、　（5）英・仏・蘭のカリブ海地域への進出、についてみる。

清水　忠重
i神戸女学

@大学教授）

紀平　英作
i京都大学

ｳ授：）

2
北米大陸の植民と
㍼O国の独立

　（1）最初期の移民の生活、　（2）本国と植民地の対立と独立
ﾖの道、　（3）連邦体制の再編（連合規約から合衆国憲法）、
i4）対外政策と政治制度の特徴、　（5）建国期の領土膨張の思

z、についてみる。

清水忠重

I平　英作
i京都大学

ｳ授：）

清水　忠重
i神戸女学

@大学教授）

3
中南米植民地の独

ｧ

　（1）砂糖プランテーションと大西洋奴隷貿易、　（2）独立運
ｮの背景、　（3）独立運動の展開、　（4）合衆国の対応（「モン

香[主義」）、についてみる。
清水　忠重 同　上

4
合衆国における民
蜷ｭ治の展開

　（1）政治的民主化の進展、　（2）　「改革の時代」の諸相、
i3）異人種の抑圧と排除（自由黒人の植民と先住民の強制移

Z）、　（4）大陸国家の実現、についてみる。

同　上 同　上

5
合衆国における南
k対立の激化

　（1）交通革命、産業革命の進展と地域利害の対立、　（2）ミ
Yーリ論争以後の新領土における線引きの問題、　（3）南北の思
z的対立（北部の反奴隷制・反黒人の論理と、南部の奴隷制擁
?_・少数：派擁護論）、についてみる。

同　上 同　上

6
南北戦争と再建の
梠

　（1）南北戦争の勃発、　（2）南北戦争と奴隷解放、　（3）南北

岺?ｺのアメリカ合衆国社会、　（4）南北戦争と国際社会、
i5）南部の再建、についてみる。

横　山　　良

i神戸大学
ｳ授）

横　山　　良

i神戸大学
ｳ授）

7
19世紀末の合衆国

ﾐ会

　（1）フロンティアの時代の終幕、　（2）技術開発と工業化お
謔ﾑ「独占」の発生、　（3）移民と都市化、　（4）　「ギルディッ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）ド・エイジ」の政治と文化、　（5）労働者・農民の抵抗、

P890年代の意味、についてみる。

同，上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
中南米諸国の「近
繪ｻ」の苦悩とカ
iダ自治領の形成

　（1）国民国家形成の苦悩、　（2）中南米諸国と国際社会、
i3）輸入経済の発展と従属化、　（4）近代化と都市化、　（5）カ　　　　　　　　　　　　　　　　’

iダ自治領の形成、についてみる。

横山　　良

I平　英作
紀平　英作

9
革新主義と海外進

o

　（1）　「帝国」への道、　（2）革新主義運動の進展、　（3）　「新

ｵい社会」の理念と現実、　（4）第一次世界大戦と合衆国社会、
ﾉついてみるら

横山　　良 横山　　良

10
中南米諸国と合衆

曹ﾌ影

　（1）中南米諸国における民衆の登場と変：革の時代、　（2）汎
ﾄ主義と反米主義、　（3）メキシコ革命、　（4）メキシコ革命へ
ﾌ合衆国の干渉、についてみる。　　　　　　　　　　　愚

同　上 同　上

11
戦間期の合衆国と
謫�汾｢界大戦

　（1）　「新時代」の到来、（2）大恐慌の嵐、　（3）フランクリ

刀Eローズヴェルトの登場、　（4）ニューディール政治の展開と
A結、　（5）変動する国際政治と合衆国、　（6）第二次世界大
增Aについてみる。

紀平　英作 紀平　英作

12
中南米諸国による
ｩ立の試み

　（1）戦間期の米州関係、　（2）世界恐慌と中南米諸国、　（3）
＜Lシコの動向、　（4）ブラジル、中南米の動向、　（5）第二次
｢界大戦と中南米諸国、についてみる。

同　上 同　上

13
冷戦開始から1960

N代

　（1）世界政治の覇者として、　（2）冷戦の開始、　（3）朝鮮戦

?ﾆ冷戦の激化、　（4）豊かな社会とアメリカ的生活様式、
i5）60年代の改革の潮流、についてみる。

同　上 同　上

14
苦悩する中南米諸

　（1）冷戦と中南米諸国、（2）キューバ：革命と社会主義への
ｮき、　（3）軍事政権の台頭、　（4）輸入代替工業化政策の内実
ﾆその帰結、（5）失われた10年間、についてみる。

同　上 同　上

15
バクス・アメリ
Jーナの時代をこ
ｦて

　（1）泥沼化するヴェトナム戦争、　（2）世界経済における合
O国の覇権の後退、　（3）冷戦の終息、　（4）苦悩を抱える合衆
綜ﾐ会、（5）世紀をこえて、についてみる。

同　上 同　上
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二芸術の理論と歴史（℃2）＝（TV）

〔主任講師：　青山　昌文（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　芸術は、人類の文明の深い意味での美的な結晶の一つですが、それは、一見すると天才的な芸術家が一人で生み出したよ

うに見えるものであっても、実は長大な文化的伝統と重層的な社会的諸関係のただなかで受胎し産み落とされたものにほか

なりません。この講義では、芸術のこのような文化的・社会的な生成の構造に焦点を当てて、各時代の芸術理論を振り返り・

各時代の芸術作品がいかにその時代の文化と社会に深く根ざしていたかを歴史的に考察するものです・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．全体への序論

1
ペリクレスとギリ

Vア美術

2．ギリシア古典美術を代表するものとしてのアテネのパルテ

@ノン神殿
R．芸術総監督フェイディアスの美的理念と民主派の政治家ペ

@リクレスの政治思想

青山　昌文
i放送大学助

ｳ授）

青山　昌文
i放送大学助

ｳ授）

4．建築芸術の政治的表象性

ユ．ヨーロッパ美学の源流としてのプラトン美学

2。ギリシア文芸とりわけホメロスの叙事詩の政治的・社会的

2・
プラトンとギリシ

A文芸
　役割
R．文学芸術の政治的表象性とプラトン美学

同　上 同　上

＼

1．ヨーロッパ芸術理論の源流としてのアリストテレス芸術学

2．ギリシア演劇とりわけ悲劇の構造と上演の政治的・社会的

アリストテレスと 機能 同　上 同　上
3 ギリシア演劇 3．演劇芸術の政治的表象性とアリストテレス芸術学

1．クレルヴォーのベルナールの美学

4

修道院の神学者と
鴻}ネスク美術

2．ロマネスク建築芸術のプラトン的超越性

R．建築芸術の宗教性と社会性 同　上 同　上

一その1一

1．民衆的世界観と異形なるもの

2．ロマネスク絵画と彫刻の光と影

5

修道院の神学者と
鴻}ネスク美術

3．建築芸術の宗教性と社会性
同　上 同　上

一その2一

1．サン・ドニのシュジェールの美学と哲学

6

サン・ドニのシュジ

Fールとゴシック
2．ゴシック建築芸術のアリストテレス的内在性

R．建築芸術の宗教性と社会性
同　上 同　上

美術

1．ルネサンスの新プラトン主義哲学

7

ルネサンスの哲学
ﾆイタリア・ルネサ

2．ボッティチ土りとミケランジェロ

R．絵画・彫刻芸術の哲学性と社会性 同　上， 同　上

ンス美術
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ユ。フィレンツェの共和制とメディチ家

2．ドナテッロとミケランジェロ

8
ルネサンスの政治
ﾆイタリア・ルネサ

3．絵画・彫刻芸術の政治性と社会性
青山昌文 青山昌文

ンス美術

ユ。ルターの宗教思想と芸術思想

2．デュー・ラーとクラーナハ

9
宗教改革と北方ル
lサンス美術

3。絵画芸術の宗教性と社会性
同　上 同　上

1．トレント宗教会議の宗教思想と芸術思想

2。ベルニー二

10
対抗宗教改革とバ
鴻bク美術

3．絵画・彫刻芸術の宗教劇と社会性
同　上 同　上

1。ディドロの美学と芸術理論

2。グルーズとシャルダン

11
ディドロとロココ

?p

3．絵画芸術の世俗性と社会性
同　上 同　上

ユ。産業革命と芸術の変貌

2。クールベとマネ

12
革命の時代と19世
I美術

3。絵画芸術の政治性と社会性
同　上 同　上

ユ。芸術の理論化と時代批判

2。ピカソとシャガール

13
戦争の世紀と20世
I美術

3。現代芸術の理論性と批判性
同　上 同　上

1．現代社会批判としての現代芸術

2．ウオーホル

14 死の影と現代芸術
3。現代芸術の現代性

同　上 同　上

1．環境破壊問題と芸術

2．スミ．ッソン・タレル・ロング

15

環
境
芸
術
と
現
代
社
ム

3．クリスト
同　上 同　上

瓜
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＝イメージの歴史（’00）＝・（TV）

〔主任講師 若i桑　みどり　（川村学園女子大学教授）〕

全体のねらい
1．イメージが人類の歴史のなかで果たした多様な作用についての理解
2．視覚表象としてのイメージの解読と分析の方法論についての理解
3．権威となって崇拝され伝承されるイメージの権力作用についての理解
4．共同体の心性を創りだすイメージの社会的なはたらきの理解

1：興雛屋旧藩鞭羅衙轟罐擁鵬磁纏鎌1ご鵬難重難を理解す
る。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
イメージの歴史と

ﾍ何か

　　　　　　　　　　　　　　　㌔@この講義の内容についてその基礎論を語る。まずイメージの
�jが既存の美術史と異なる点について3点説明する。第一点は
ｱれが大芸術のみを研究対象とせず、マンガや版画、宣伝ポス
^ー、貨幣、メダルなどの複製・大衆文化を含む広範なイメー
Wを問題とすること、第二に美術史的方法論のみではなく、ア
Jデミックな学問の領域を越え、歴史、社会史、宗教史、来学
jなど成果を包含しながら、社会史と連携した文化史をめざす
ｱと、第三にポストコロニアルとジェンダーの視点に立ってイ
＝[ジの歴史を再解釈することを説明する。

若桑みどり
i川村学園
落q大学教
�j

若桑みどり
i川村学園
落q大学教
�F）

2
社会と文化の関係

ﾉついて

　「社会」とは、経済的、社会的、政治的な構造の総称であ
閨A特定の場所と時間に特有の社会的諸関係のパターンとして

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは「基　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「文化」現れる目に見えない構造である。いっぽう、

{的に書物や美術品や歌舞演劇に現れた態度・価値観・そして
ｻれらが表現「想像的なものや象徴的なものの領域」すなわち
¥象であることを説明する。さらにこの表象の生産と消費のメ
Jニズムについて前近代と近代の構造の相違についてふれなが
迢?ﾌ的なイメージをあげて説明する。

同　上 同　上

3

イ　　メ　一　　ジ

iimage）生産の
ﾚ的

　人類が社会の中でイメージをどのような目的で生産してきた
ｩについて6項目について説明する。（1）「呪術的目的」。イ
＝[ジはそれ自体が表象されたものの魔力を分け持つもので
?ﾁたこと。（2）不可視のものの喚起。宗教的、道徳的な理念の
ｭ化のみならず「想像の共同体」である国家の表象の重要性。
i3）表現されたものの権威化・栄光化と永続性。（4）歴史意識の
摯掾B歴史と神話の創出。（5）他者の創出。社会の下層や周縁・
O部にいる集団の否定的イメージの生産による社会秩序の維持
ﾌメカニズム。（6）欲望の喚起または昇華。（7）社会批判。

同　上 同　上

4

イメージの生産方
@一定型図像につ

｢て

　イメージは文法や語彙と同様にある文明のなかで歴史的に伝
ｳされ、変形をうけながら幾たびも再解釈されつつ継承される
烽ﾌであることを西欧のイメージの歴史を貫く定型的図像を例
ﾉあげて具体的に説明する。（1）古代ギリシャ・ローマで創造さ
黷ｽ定型図像とその伝承。（2）古代哲学倫理から発生し中世に隆
ｷした倫理哲学的定型図像。（3）キリスト教的定型図像。（4）オ
Jルト哲学の定型図像。（5）民衆文学と民間伝承の定型図像。
i6）定型図像の崩壊としての現代美術。

同　上 同　上

5
イメージの表現
l式

　図像は通時的に伝承されるが表現様式は共時的に共有され
驕B　「最後の晩餐」という共通の図像が時代とともにいかに異
ﾈった様式で表現されたかを具体的に検証する。さらにイメー
Wは図像と様式の独自な結合であると同時に、その結合を引き
Nこす独自の文化的状況についての総合的な研究であるイコノ
鴻Wーの必要について説明する。

同　上

@馳

同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一・　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

西欧文明においてはギリシャで生成されたイメージが権威あ
るカノンとなって伝承されたことについて具体的に説明する。
まずアテネのパルテノン神殿の破風彫刻を例にとって、その

カノン「正典」の テーマが、ギリシャ文化と国家の優越を象徴するオリュンポス
6 成立一古代社会の の神々の栄光化と異民族の武力による制圧であったことを示 若桑みどり 若桑みどり

イメージと心性 し、イメージのカノンとしてのアテナ女神と英雄ヘラクレス、
他者のイメージの典型としての「巨人族」と「アマゾン族」の
制圧、また「レイプ」のイメージのカノン化について説明す
る。

西欧には理想的身体の崇拝というギリシャ的カノンのほか
に、肉体の否定というもう一つのカノンがある。イエス・キリ
ストに人間の体を与えた聖母マリアの身体をとおして、霊魂を

7
中世西欧のイコンー聖母像・

上位におき、身体を下位におくキリスト教思想がいかに聖母マ
潟Aの身体表現をとおして表象されたかを見る。また肉の堕落

同　上 同　上

の象徴であるエバと処女にして母である聖母マリアの二項対立
を検証し、この区別によってキリスト教がいかに女性の性を統
御してきたかを見る。

フィレンツェの市庁舎前の広場に建てられた公共彫刻の変遷
を探りながら、ルネサンスの自治都市国家から君主制国家への
推移につれて広場の公共彫刻がどのように変遷したかをみる。

8
古代カノンの復活一ルネサンス 共和政の象徴であるドナテッロの「ダヴィデ」、　「ユーデイッ

g」からミケランジェロの「ダヴィデ」にピークを迎えた共和
同　上 同　上

国的イメージが君主制の確立とともに「ヘラクレス」へと変貌
し、女英雄「ユーデイット」が、　「殺されるメドウーザ」　「サ
ビニ族の女のレイプ」に変質する。

祖国を救った女英雄ユーデイットが中世、ルネサンス、16世
紀、19世紀という時代の推移のなかでどのように手解釈され新

9
女英雄ユーデイッ
g像の変遷

しい意味を与えられたかについての講義。女性戦士への家父長
ヮ巨?�､けて、女英雄ユーデイットから男殺しの運命の女へ
ﾆ堕落してゆく歴史を、具体的作例に即して検証。女性の役割

同　上 同　上

を逸脱した女性戦士の格下げが家父長制社会における女性役割
の差別化を象徴することをあきらかにする。

新しい国家・体制は民衆の忠誠心をつくりだすために新しい
国家的象徴をつくりだす。革命後のフランスは共和国の象徴：を

10 フランス革命と
�､彫刻

多数うみだすが、その基本的な図像はギリシャ的古典にものつ
｢ていた。共和国の象徴となったヘラクレスとマリアンヌにつ

同　上 同　上

いて、革命後100年間の、王政、帝政、共和政の体制変化に伴う
国家的表象の変遷を探る。

革命と共和国、ナポレオン、ルイ・フィリップ、ナポレオン
三世など体制の権力を美化する公的な大芸術の下で、民衆は民

11 フランス革命と
ｯ衆の漫画

衆がみた革命、ナポレオンの政治、第三共和制、第二帝政の政
｡を批判し、笑った。オノレ・ドーミエの漫画を中心にして、

同　上 同　上

下層の大衆の視線からみた政治・国家・権力を笑う漫画、風刺
画に注目する。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12 自　由の女神

　アメリカ独立を記念してフランスがアメリカに寄贈した自由
ﾌ女神をテーマとし、この女性の図像について分析する。ま
ｽ、アメリカ大陸発見当時の16世紀から17世紀にいたる時期に
?[ロッパが「アメリカ」を「裸体で黒人の野蛮な女性」とし
ﾄ人喰いの悪習とともに表象していたこと、それが植民開始と
ﾆも邪悪な男性異教徒として表象されるようになったことを示
ｷ。いっぽう独立直後のアメリカ知識人が自国アメリカをギリ
Vャ風の衣裳をまとった白人の女神として象徴したことを示
ｷ。征服すべき現地女性から支配する白人女性へと変化するア
＜潟Jのエンプレムのなかにアメリカの自他イメージの歴史的
ﾏ化が現れる。

若桑みどり 若桑みどり

13
ナショナリズムと
A民地への視線

　19世紀の先進国家による世界の植民地化の時期に、フラン
X、イギリスの官展に出品された作品の主題に古代ギリシャの
p雄像が復活する。その背景に進展する考古学と人類学があっ
ｽ。ナショナリズムと人類学の結びつきによって西欧人はギリ
Vャ彫刻を人類の最高の美のカノンであることと、アジア、ア
tリカの人種を劣等罰する人種差別主義を正当化した。アジア
ﾌ女性を女奴隷として描くオリエンタリズムと、植民地の人間
�u展示」した植民地博物館のディスプレイをとりあげて、宗
蜊荘､に植民地を見る人種差別的視線を探る。

同　上 同　上

14
ファシズムのイ
＝[ジ戦略

　ヒトラーとムッソリーニの文化政策と彼らが生産した多数の
Cメージを分析し、これらのイメージによって国民がいかに全
ﾌ主義に扇動されていたかを考える。古典主義的秩序と画一性
ｪファシズムの様式原理であった。ドイツではギリシャ人と同
ｶ人種である「アーリア人」の身体をもつ男性全裸像が公共彫
盾ﾆして優先される。イタリアでは古代ローマ帝国の図像伝統
ｪ繰り返され、帝国の継承者としてのムッソリーニが神格化さ
黷ｽ。古代ローマ皇帝の騎馬像や鷲の紋章の復活など「創られ
ｽ伝統」の典型をそこに見ることができる。

同　上 同　上

15 日本の公共彫刻

　東京都内に現在立っている公共彫刻を探訪して、現代日本に
ｨける公共的イメージがどのような性格をもっているかを検証
ｷる。その結果、それらの大多数が女性裸体像であることがわ
ｩった。戦前の男性武装像を撤去したあとで戦後の二本は政治
I、社会的意味をもたない女性裸体を選択したが、その理由は
ﾇこにあるのか。パルテノン神殿の彫刻からはじまったイメー
Wの歴史の終わりはわれわれ自身のまわりにある日常のイメー
Wの研究に終わる。

同　上 同　上
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＝西洋音楽の歴史（’01）：＝（TV）

〔主任講師 笠原　潔（放送大学助教授）〕

全解鍛歴史を通じて西洋の音楽文化1こ触れるとともに、日本と西滞楽との接触について黙

回 テ　ードマ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 西洋音楽の流れ
　西洋音楽の歴史を概観し、それぞれの時代の音楽の特徴を学

ﾔ。

笠原　　潔
i放送大学

赴ｳ授）

笠原　　潔
i放送大学

赴ｳ授）

2 古代ギリシャの
ｹ楽

　西洋音楽文化の根底にある古代ギリシャの音楽観ならびにそ
黷�ｶみ出した古代ギリシャの音楽文化について学びながら・
ｾ葉と音楽が融合した状態にある「ムーシケー」の理念が今日
ﾜで西洋の音楽文化を導いてきたことを明らかにする・

同　上 同　上

3
「音楽」という言

tをめぐって

　西洋の音楽文化を導いてきた「ムーシケー」という概念些対
随J腰灘纏霧響議ぞ幕楽嶽騰のような言葉で西洋音楽を捉えたかについて触れる・

同　上 同　上

4
ユダヤ教からキリ

Xト教へ

　西洋音楽の基盤となったキリスト教の音楽文化がユダヤ教か
辷�ｫ継いだ遺産を明らかにすると同時に、キリスト教音楽文

ｻの諸制度について述べる。

同　上 同　上

5
中世キリスト教
ｹ歌

　西洋中世のキリスト教門聖歌の成立と、その後の時代の展開

�ｾらかにする。
同　上 同　上

6 世俗音楽の隆盛
　西洋中世後半の時代における世俗音楽の隆盛について述べ・
ｻれが西洋の恋愛観の確立に果たした役割を紹介する・

同　上 同　上

7
ルネサンス時代の

ｹ楽

　中世末期からルネサンス時代にかけての音楽上の変遷を明ら
ｩにしながら、ルネサンス音楽の特徴を、特に音楽と言葉との

ﾖわりの視点から明らかにする。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

8
キリシタン時代の

ｹ楽

　前8章のまとめとして、日本が西洋音楽と初めて出会ったキリシタン時代を取り上げ、キリシタン時代に流入した西洋音楽の様相とこの時代に伝えられたキリスト教聖歌が今も隠れキリシタンの人々の問に伝承されている現状について述べる。

笠原　　潔 笠原　　潔

9 初期バロック時代
　ルネサンス末期から初期バロック時代に引き継がれた新しい
¥現様式について述べ、併せて音律の問題に触れる。 向上 同　上

10
バッハの『マタイ
�?ﾈ』

　バッハの代表作として『マタイ受難曲』を取り上げ、そこに
ｩられる言葉と音楽をめぐるバッハの表現技法を明らかにす
驕B

同　上 同　上

11 モーツァルトのオ
yラ

　モーツァルトのオペラから数場面を取り上げ、入間心理の表
ｻに関するモーツァルトの技法を分析する。 同　上 同　上

12
ベートーヴェンと
ｻの時代

　ベートーヴェン時代に進行した音楽の資本主磁化の様相を明らかにし、その動きと併行して楽器に加えられた改良の様相について述べる。また、江戸時代の日本人が、そうした新しい楽器に接していた事実も紹介する。

同　上 同　上

13 シューベルトの
w冬の旅』

　シューベルトの歌曲集『冬の旅』を題材に、この歌曲集の社会背景や、西洋文化の中の民俗的文化要素を紹介する。

同　上 同　上

14 自筆楽譜の問題

　音楽史料としての自筆楽譜の問題を取り上げ、自筆楽譜からどのようなことが読み取れるかを明らかにし、ショパンやメン

fルスゾーンの新しい作品像について触れる。
同　上 同　上

15 西洋の楽譜
　西洋の楽譜の歴史を追いながら、西洋の楽譜は作品の姿を忠実に書き留めたものではなく、その記譜法は時代性を帯びてい

骼鮪ﾀを明らかにする。
同　上 同　上
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＝日本音楽の基礎概念（’00）＝（R）

〔主任講師 竹内　道敬（元国立音楽大学教授：）〕

全山三三はつまらない、わからなV、、というので、片隅に追いやられてV・る．そんなことはない。その基礎的な考

え方を探ってみると、面白いことがたくさんある音楽で、日本とはなにかということも見えてくるのである・

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
日本音楽と楽器
i1）

　我が国は稀にみる高温多湿の国である。そこでは金属楽器は
Kびてしまう。楽器の材料も呼吸する必要があったから、木・
|、革などになった。
@したがって楽器は生き物であり、生きていなければならな
｢。案外寿命は短いが、日本の楽器は作り替えることで生き続
ｯる。今一番演奏しやすい楽器が名器なのである。

竹内　道敬
i元国立音

y大学教授）

竹内　道敬
i元国立音

y大学教授）

2
日本音楽と楽器
i2）

　三味線音楽には、実にさまざまな種類がある。これは音色を
ﾇ求してきた結果である。それにはどんな音色があるか、どこ
�ﾏえてきたのか。上方と江戸には大きな差がある。

同　上 同　上

3 楽器演奏者と発声

　楽器演奏者が声を出すのは、我が国独特の習慣である。なぜ
ｺをだすのか。なぜ邪魔とは感じないのか。あれでも音楽とい
ｦるのだろうか。’ lえてみよう。

同　上 同　上

4 流派　と　特色

　日本音楽もいいけれども、なにを歌っているのかわからない
ﾆいう意見がある。なぜわからないのか。日本語の特色から考
ｦ直してみよう。

同　上 同　上

5 発声のきまり
　同じように、歌の語尾をふるわせるからわからないという。
ﾈぜふるわせるのか。理由はあるはずである。

同　上 同　上

6 日本音楽と指揮者

　日本音楽には、西洋音楽のような指揮者はいない。聴衆に背
�ﾞけている演奏家はいない。全員お客のほうを向いている。
ﾅも揃っているのはなぜだろうか。

同　上 同　上

7 日本音楽と形式

　苦しそうな歌を聞くことがある。男が女の声の真似をする・パート分けをすれば楽なのに、そうしないのははぜか。また声

y四部合唱曲のような形式は、なぜ生まれなかったのか。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

三味線には本調子、二上り、三下りという調弦がある。演：奏
8 調弦　・調律 途中で変更する。箏曲でも琴柱を演奏中に動かす。こんな忙し 竹内　道敬 竹内　道敬

い演奏は日本だけらしい。

日本音楽にはピアノのバイエルのような練：習曲がない。初心
9 入門曲・練習 者が習う曲をききながら、　「学ぶ」とはなにか。その理由を考 同　上 同　上

える。

正座して演奏するのは、現代では（たぶん昔も）苦痛であ
10 演奏の姿勢 る。それはいつごろ誰がきめたのか。なぜ変えないのか。無理 同　上 同　上

な姿勢でいい演奏はできないはずだが。

能には五流ある。箏曲も生田と山田というおおきな流派があ

11 流儀の区別
る。三味線音楽には長唄、常磐津、清元、義太夫、新内などの
ｬ派がある。なぜこの流派が生まれたのだろうか。どうしたら

同　上 同　上

聞き分けられるのだろうか。

録音技術のなかった時代でも、一世を風靡した美声家、名人
12 名人　・上手 上手がいた。昔の人はどんな声を美声と感じたか。想像してみ 同　上 同　上

るのも楽しいことだろう。

、

13
リズム・メロディー・・

nーモニー

　日本音楽の基本は二拍子である。なぜワルツは生まれなかっ
ｽのだろう。またなぜすてきなメロディーがなかったのだろ
､。そしてなぜあんなにもゆっくりしているのだろう。

同　上 同　上

伝統音楽の危機が叫ばれている。後継者がいないという。な

14 伝　統　芸　能
ぜいないのか。ものの考え方が変わったのだろうか。なぜ魅力
ｪなくなったのだろうか。音楽だけではなく、伝統芸能とはな

同　上 同　上

にかを考え、その解決方法を探ってみたい。

雅楽は1300年以上、能は600年以上、箏曲、三味線は300年以

15
まとめ・日本音楽
ﾌ特色

上の伝統がある。それらを通していえることは、伝承と創造と
ﾌ巧みなバランスである。それらを考えながら、日本の音楽の

同　上 同　上

将来のあり方を見極めてみよう。
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＝応用音楽学（’00）＝（R）

〔主任講i師 山口　修　（大阪大学大学院教授）〕

全讐鎌婁の関係において瀦が見せる相互作用のダイナミクスに焦点を合わせ、それを「応用音楽学」と総称して

新しい音楽学の理論と方法を提示する。歴史的な記述を目指すのではなく・現代社会の多様な様相に着目し・従来の
「民族音楽学」的な観点を重視しながら日本や東アジア全体から人類文化を眺望する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
社会に開かれた音

y学

　社会と音楽を対置したときに、音楽をr鳴り響く音」や「楽
?vのかたちで独立したものとして捉えるのではなく、社会の
ﾈかに組み込まれたものとして、また、音楽が社会を変えてゆ
ｭといったように両者の関係を重視して、以下の章で順次述べ
ﾄゆく問題意識を総合的に二二する。

山口　　修
i大阪大学

蜉w院教
�j

山口　　修
i大阪大学

蜉w院教
�j

2
社会から学ぶ音楽

w

　音楽学は特定の社会と結びついて発展した。しかし、激動の
ｻ代と未来においては、特定の社会に束縛されない観点が一般
ﾉ必要とされるようになってきた。そこで一つは、大きな社会
ﾏ動が起きたときにどうなるのか、もう一つは、中心ではなく
?盾ｩら何を学ぶかを考察する。

同　上

山口　修

Qスト
n辺　　裕
i東京大学

蜉w院助教
�j

3
多元文化主義の現
繧ﾆ音楽

　好むと好まざるとに関わらず、文化が多元的であるというこ
ﾆを意識しなければならない時代になった。国や地域の大小を
竄墲ｸ、また社会のどのレヴェルであれ、多元文化があること
�mることになる。この章では、価値の問題をおもに扱う。

同　上

山口　修

Qスト
u村　　哲
i大阪芸術

蜉w助教
�j

4 国際化社会の音楽

　多元文化主義の一つの現れとしての国際化社会は、近代的な
Y業構造の産物として考えられがちだった。日本音楽もその悪
e響を受け、国際化が西洋学と混同されていた。真の国際化を
lえるために、音楽創作の現場と：聴き手の好みの変化、そして
l間の移動にまつわる問題を扱う。

同　上

山口　修

Qスト
g崎　清富
i東京学芸

蜉w教授）

5 地域社会の音楽

　「国際」とか「多元」といった外への方向だけでなく・自分
ﾌ住んでいる地域や集団の方へも関心を保つ必要があ盗。人び
ﾆの音楽生活の中心はあくまでも地域にある。であれば、地域
ﾐ会の音楽をもっと詳細かつ厳密に調べなければならない。

同　上

山口　修
Qスト
c井　竜一
i京都市立芸

p大学附属日
{伝統音楽研
?Zンター助
ｳ授）

6
音楽における脈絡

ﾏ換

　音楽は、必ず脈絡があって成立してきた。しかし、近代化・
総ﾛ化、多元文化主義の波は、脈絡の変更を余儀なくしてき
ｽ。現代から未来への脈絡変換に影響される「鳴り響く音響」
ﾆしての音楽、それを伝承する媒体としての身体の問題を考察

ｷる。

同　上

山口　修

Qスト
至ｿ　恒子
i大阪芸術

蜉w教授）

7 異文化理解と音楽

　現代社会では、遠近の異文化に対してどのような態度をとる
ﾗきか、選択を迫られている。異文化への道を閉ざす文化は必
ｸ衰弱するものである。そこで、異文化理解に関わる基本的な
ｧ場をここで整理し、最近の成果を紹介する。

同　上

山口　修

Qスト
ｬ西　潤子
i静岡大学

赴ｳ授）
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回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
学校教育と生涯教
轤ﾉおける音楽

　人間は生まれおちてからすぐに音楽学習を始め、生涯を通じて発達をとげてゆく。従来の音楽教育学は、制度化された学校に限定される傾向があったが、教育を人びとの生活一般に関わる問題として位置づけるために、応用音楽学の枠のなかで、音楽学習と自己形成の問題を考察する。

山　口　　修

山口　修

Qスト
ﾁ藤富美子
i東京学芸

蜉w教授）

9
ブイードワーク概
Oの拡大と音楽

　地域社会であれ国際化社会であれ、対人認識、他者の認識という側面が音楽活動とは切っても切れない関係にある。．これをある程度組織的におこなうのがフィールドワークである。その

?阨福ﾍ近年大きく変化しつつあるので、そこから何が見えて
ｭるのかを検討する。

同　上

山口　修

Qスト
c’ ?@健次
i佐賀大学

ｳ授）

10
音楽現場の多様化
ﾆアートマネージ
＜塔g

　人類音楽の多様な形態のなかで我々が接近し得る音楽は、全体の5分の1だと言われている。人びとの耳に音楽がとどくためには、アートマネージメントといわれる操作が必要となってくる。このことを明らかにしないかぎり、現代社会の音楽生活の

竭闢_は解明されない。

同　上

山口　修

Qスト
?@村　　透
i琉球大学

ｳ授）

11 文化行政と音楽

　国や、県、市町村といったレヴェルで、音楽をどのように考えるかをリードする文化行政は、我々がさまざまな音楽に接近できるかどうかを決定するカを有している。公的な財源をつ

ｩって公平に体験できる場を提供する問題を考えるのが、、この
ﾍである。

同　上

山口　修

Qスト
ｿ丸　吉彦
i放送大学

ｳ授）

12
音楽における環境
竭

　かつては、特定の目的のために人びとが衆知をあつめて音楽が演奏されていた。最近では、メディアが大きく変化するにつ

皷ｹ楽のあり方が拡がり、環境との関係が多様化してきた。す
ﾈわち、自然環境のみならず、人為環境が以前にも増して問題
ﾆなる。

同　上

山口　修

Qスト
??@　真
i大阪市立

蜉w教授）

13
映像音楽学の展開
ﾌために

　映像技術の発展は、視覚情報をともなって音楽を再生することを可能にした。音楽にもともと備わっていた身体性がここで復権する。音楽のあり方を他者に伝えるうえで映像がはたす役割や、新しい表現手段としての映像といった現代的課題をこの

ﾍで扱う。

同　上

山口　修

Qスト

kｴ　光則
i映像作

ﾆ）

14
「わざ」の世界と

ｹ楽 同　上

山口　修

Qスト
ｪ田　節人
iJT生命

曙､究館館
ｷ）

15
人と人をつなぐ音

y

　音楽は、たとえ一人で演奏するものであれ、多くの人びととの関わりが反映している。個人から集団へ、はては地球レヴェルの仲間たちへと人間的精神を拡大すべきであるという基本的な命題を研究の骨幹に据える応用音楽学の立場を、音楽哲学的に総括するのがこの章である。

同　上 山　口　　修
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　　　　　　　　　　　＝現代における伝統演劇（℃2）＝：（TV）

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　渡邊　守章（放送大学副学長）〕

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：渡辺　保　（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本には「伝統演劇」と呼ばれる舞台芸術がある。これは、例えば西洋演劇における「古典」が・主としてテクストや譜

面のみが伝えられて来たのとは異なり、舞台表現の総体が、数世紀にわたって人から人へと伝承され・現在もなお演じ続け

られている。そのために、世界的にも貴重な〈舞台芸術の知〉として、日本以外の多くの演劇人や更には他の領域の芸術家

から注目されて来た。その代表的なものとして、歴史的起源の古いものから、主として、能・狂言・人形浄瑠璃（文楽）・

歌舞伎について、代表的な作品と理論的なテクストを取り上げ、これらの演劇伝統が・現代の日本及び世界の演劇文化にと

って持ちうる意味を考察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 伝統演劇とは何か

　日本の舞台芸術の伝統と伝承の特殊性。伝承されるものは

ｽか。演技とテクスト。この科目の理論的フレーム。テーマ
ﾌ現代性と国際性。映像資料は、現代の若き狂言師野村萬斉
堰Fじる「三番隻」『ハムレット』『葵上一能ジャンクション』、

相yは『陵王』、能は梅若六郎の『井筒』、狂言は茂山千作
ﾌ『宗論』、文楽は桐竹紋十郎の『酒屋』、歌舞伎は尾上松
ﾎ菊五郎の『髪結新三』、そして梅蘭芳の京劇『貴妃酔酒』

ﾉジャワの宮廷舞踊、ジュネの『バルコン』など。問題の地

ｽを映像的に示す。’

渡邊　　守章
i放送大学三

�ｷ）

％n辺　　保
i放送大学教

�j

渡邊　　守章
i放送大学副

w長）

n辺　　保
i放送大学教

�j

2 能　　の　地　　平

　能の始原的な構造と作用を「翁」によって考察する。平成
P1年7月に開催された国際世阿弥シンポジウムにおける『翁』

ﾌ特別上演（観世栄夫、野村萬斉、大倉源次郎出演）と、シ

塔|ジウムの討議を素材とする。

渡邊　守章

ｼ岡　　心平
i東京大学助

ｳ授）

渡邊　守章

ｼ岡　　心平
i東京大学助

ｳ授）

3
能あるいは記憶の

　能は14世紀に成立して、そのままの形で現代まで伝承され
ｽのではないが、　「記憶の劇場」としては世界にも類をみな

｢完成を遂げた。記憶の能作術と舞台の典型を、系譜学の可
¥な『松風』（後藤得三）と、世阿弥作の複式夢幻能の典型で

?驕w井筒』（梅若六郎）と『融』（友枝昭世）によって分析す

驕B

渡邊　　守章 渡邊　　守章

4 世阿弥の思考

　能の大成者である世阿弥は、役者として一座の棟：梁であっ

ｽばかりではなく、能作者であり、現代風に言えば演出家、

?ﾈ家、振付家であり、更には、世界の舞台芸術のみならず
|術全般において、類稀な理論家であった。世阿弥の作業を、

ｻの伝書を通じて考察し、その現代的な意味を考える。

渡邊　　守章

ｼ岡　　心平

渡邊　　守章

ｼ岡　　心平

5 狂言の言葉と身体

　能の「もどき」である狂言は、単に中世の笑劇ではない。

ｻの笑いの捉え方を始め、喜劇の根拠をなす呪術的な根を考

ｦるには恰好のジャンルである。能との対比構造を世界の演

?ﾌ記憶のなかで位置づける。 渡邊　　守章 渡邊　　守章

6
人形浄瑠璃と劇の

ｾ説

　現在「文楽」とよばれている人形浄瑠璃は劇作術において

烽ﾜた三人遣いによる人形の演技としても、世界に類のない
荘苺¥現である。映像は、吉田簑助の解説、桐竹紋十郎の『艶

e女舞衣』　「酒屋の段」、簑助の『本朝黙考孝』　「狐火の段」

ﾈど人形遣いの技法と表現に焦点をあてて考える

渡辺　　保 渡辺　　保
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

文楽の時代狂言は、同時代に起きた武士階級のドラマを主

題としつつ、それらを例えば『太平記』のく世界〉に起き直

して表現する。こうした劇的虚構の生成は、町人階級の文化

的創造力を測る上で鍵となるだろう。文楽の代表作『菅原伝

7 人形浄瑠璃の
ｭ世界〉

授手習鑑』　「丞相名残の段」　（吉田玉男）、『摂州合邦辻』

u合邦住家の段」　　（桐竹紋寿・吉田文雀）、『仮名手本忠

b蔵』　「三段目」　「四段目」　「六段目」　（吉田文雀、吉田作

渡辺　　　保 渡辺　　　保

十郎他）の分析を通して、舞台が如何に文化を表象するく装
置〉として成立しているかを考える。

人形浄瑠璃は三味単音楽に支えられたく語り物〉である。
『恋飛脚大和往来』　「新口村の殺」　（野澤喜左衛門）、『絵

本太宰記』　「十段目」等を例に取り、人形浄瑠璃における三

8 音曲と語り物 味線音楽と言葉の劇的・演劇的構造と作用を分析する。 同　上 同　上

歌舞伎の丸本物は、人形浄瑠璃の作品を歌舞伎に移したも

のだが、それが歌舞伎の劇作術も演技も、極めて豊かなもの
にした。　『菅原伝授手習鑑』の「車曳」、　（文楽）と「車引」

9 融舞伎と文楽 （歌舞伎）、『鬼一法眼三略記』の「戸畑」　『絵本太白記』 同　上 同　上
「十段目」の歌舞伎ヴァージョンと文楽ヴァージョンを比較

しつつ、この二つの舞台表現の特性を考察する。

歌舞伎の重要な演目を構成する舞踊はどのような特性を持

っのか。能の舞と比較しつつ、舞踊を考える上での基本的フ

10
歌舞伎における
送x

レーム・ワークを行なう。映像は能『石橋』　（宝生英照）と

ﾌ舞伎『鏡獅子』　（中村富十郎）。 同　上 同　上

歌舞伎が同時代演劇として成立する上で重要な役割を演じ

たのはく世話物〉と呼ばれる同時代の町民階級のドラマによ

ってであった。その代表的な作品『お染久松色読販』　（「お

11 世話物の舞台 染の七役」　『梅雨小袖昔八丈』　（「髪結新三」）、　『青砥稿 同　上 同　上
花紅彩画』　（「弁天小僧）によって、劇的言語の変容を分析
する。

日本の伝統演劇を特徴付けるものの一つに男性が女性の役

を演じるということがある。現代におけるその創造的意味を、

アジアの伝統演劇（京劇やインドのヤクシャガーナ）と対比

12
伝統演劇とジェン

_ー
しつつ、現代演劇の側から分析する。日本の現代演劇で例に取

驍ﾌは、ジュネ作渡邊守章訳・演出、篠井英介主演：『パルコ
渡邊　　守章 渡邊　　守章

ンー革命夜話幻想館』である。

日本と中国の伝統演劇に実際に触れ、その現代的意味を主

毒したのは、フランスの劇詩人ポール・クローデルである。

伝統演劇の幻惑（1） この「先駆的な」劇詩人の視線とその変容を、京劇、舞楽、

13 一クローデルと日 能、文楽、歌舞伎について分析する。 同　上 同　上

本の伝統演劇
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14

伝統演劇の幻惑（2）

黹Aルトー、ブレヒ

g、そして…

　20世紀の演劇に決定的な影響を及ぼした二人の演劇人、つ

ﾜりアルトーとブレヒトは、それぞれの形で東洋の演劇に強

｢衝撃を受けている。現在では、　「太陽劇団」を率いるアリ

Aーヌ・ムヌーシュキンや、アメリカ出身でヨーロッパでの
?�ﾌめざましいロバート・ウィルソンなど、20世紀西洋演

?ﾌ先端的演出家が、東洋の伝統的演劇表象と切り結ぶ舞台

�l察する。

渡邊　　守章 渡邊　　守章

15
世界化のなかの伝

　みずからの独創性の根拠として、東洋の伝統演劇に負うと

ｱろを主張する欧米の演劇人は少なくない。その意味では、

坙{の伝統演劇も、日本人とその文化の特殊性の内部に閉じ

ｱもってはいられず、創造的な外部の視線に晒されているは
ｸだ。世界化の地平における伝統演劇の読み直しの作業はど

ﾌようなものか。2001年9月にフランスで世界初演を行なっ

ｽクローデルのテクストによる新作能『内濠十二景あるいは
�dの影』　（渡邊守章作・演出，観世栄夫作曲、主演）の製作

�痰ﾉ、幾つかの実験的な舞台を検証してみる。

渡邊　　守章

n辺　　保

渡邊　　守章

n辺　　保
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＝芸術・文化・社会（ζ03）＝（TV）

〔主任講師：徳丸　吉彦（放送大学教授）〕
〔主任講師：青山　昌文（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　芸術を文化・社会的脈絡において考察する。また、芸術の範囲を拡大し、現在の社会に焦点を合わせる。個別的な芸術を

扱う場合も、伝承、身体性、異文化の接触、グローバリゼーションといった大きな枠組みのもとで考察する・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

講義全体の導入。多様な芸術ジャンルと脈絡の多様なあり 徳丸　吉彦 徳：丸　吉彦

方を概観する。 （放送大学教 （放送大学教

授） 授）

文化・社会的脈絡に
1

おける芸術 青山　昌文 青山　昌文
（放送大学助 （放送大学助

教授） 教授）

芸術と身体行動の関係を、歌も排泄行為だとするマレーシ

アの少数民族ブナンの人々を例に考察する。
卜田　隆嗣 卜田　隆嗣

2 出す行為と芸術 （大阪教育大 （大阪教育大

学助教授） 学助教授）

芸術実践に不可欠な身体性の研究。とくに身体をまきこんだ

3
芸術における身体

ﾌまきこみ

パフォーマンスの性格をライト・ダンスや祭、また科学技術

�烽ｿいた芸術の考察を通して明らかにする。［パフォーマン

X・アーティストへのインタビヴュ、東京1回］

板倉　壽郎
iお茶の水女

q大学教授）

板倉　壽郎
iお茶の水女

q大学教授）

伝承のしかけとしての家元制度の研究。家元へのインタビ
ユーを行う。［狂言の家元、東京1回、邦楽家元、東京1回］

4 伝承のしかけ 徳丸　吉彦 徳丸　吉彦

芸術における通感覚（共感覚）の再評価。具体例として、

ディドロの芸術論とスクリャービンの作品を扱う。［スクリャ

諸感覚をつなぐもの 一ビンの交響作品に指定されている色彩のコンピュータ合成
青山　昌文 青山　昌文5 とヒエログリフ を含む。少なくとも2分間］

芸術研究において無視されがちな味覚と嗅覚に着目しなが

6 料理の芸術性

ら、他の感覚にも配慮した上で、料理の芸術性を考察する。

ｿ理人、ソムリエ、日本酒の杜氏等へのインタビューを行う。

m料理人等へのインタヴュー東京2回、熊本あるいは佐賀に1
青山　昌文

徳丸　吉彦

ﾂ山　昌文
回］

ものを食べる道具、飲む道具を手がかりに、芸術経験を拡

大することを試みる。とくに料理芸術を享受する側から考察

7 道具と芸術経験
する。［料理人やソムリエ等へのインタヴュー東京2回］ 青山　昌文 青山　昌文
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師．名
i所属・・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 装い　の芸術

　装うという芸術行動の研究。服飾、髪型、アクセサリー等

ﾌ意義を考える。［ファッション美術館ロケ、神戸1回、東京
P回］

板：倉　丁丁 板倉　下郎

9 文化を越える文学

　異なる文化で生まれた文学の研究と受容の問題をあつか
､。具体的には、日本における外国文学の受容を扱うので、

G種文化論以来この問題に関心を持ち続けて、また著書の「日

{文学史序説」が外国語にも翻訳されている加藤周一氏への

Cンタビューを行う。［インタヴュー東京1回］

青山　昌文 青山　昌文

10 越境する音楽

　異なる文化の中で受容・研究される音楽の問題をあつかう。

?ﾌ的には、移民が中心になって普及させたハワイの日本音
yを扱う。 寺内直子

i神戸大学助

ｳ　授　）

寺内直子
i神戸大学助

ｳ　授　）

11 伝播のしかけ

　異文化の芸術が伝播するしかけの研究。具体的には、演奏
?A演奏の講習会、展覧会等を扱う。［東京、宮崎、ロケ各1

�B東京は国立劇場における日韓宮中音楽の交流、宮崎は国
ﾛ室内楽フェスティヴァルの演奏と講習の予定。また、学芸
�ﾉインタヴューする。］

徳丸　　吉彦

ﾂ山　昌文

徳丸　　吉彦

ﾂ山　昌文

12
音楽における文化

G変

　異文化の影響を受けた文化そのものが、新しい音楽様式を

ｶみ出す過程の研究。具体的には、西洋音楽の影響をうけた、

坙{の邦楽器による作品を扱う。箏や尺八の演奏家を招いて、

?ﾌ的な技法の説明も行う。［三曲のグループ「新しい風」（5

O代の中堅家元クラス）5人をスタジオに招く］

徳丸　吉彦 徳丸　　吉彦

13
映画にみるグロー
oリゼーションと
n域性

　グローバリゼーションのあり方の例として映画を取り上
ｰ、その中にいかに地域陛があるのかを考える。［ロケ京都1

�A京都映画祭責任者の中島貞夫監督へのインタヴューと施
ﾝのロケ］

加藤　厚子

iお茶の水女

q大学大学院
侮閨j

加藤　厚子

iお茶の水女

q大学大学院
侮閨j

14
ポピュラー音楽に

ﾝるグローバリゼ
[ションと地域性

　真に国際的になった音楽様式はないが、真に地域的な音楽

l式もない。グローバリゼーションと地域性の関係を日本と
Cンドネシアのポピュラー音楽を例にして考える。 福岡　正太

i国立民族学
歯ｨ館助手）

福岡　正太
i国立民族学

歯ｨ館助手）

15
芸術・文化・社会の

揄��ﾟざして

講義のまとめ。

徳丸　吉彦

ﾂ山　昌文　　　　L

徳丸　　吉彦

ﾂ山　昌文
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＝文化人類学（’00）ニ（TV）

〔主任講師　江渕一公（放送大学教授）〕

全潔耀の生活は、産業化と資本主義繍のグ。一バル化によって、否応なしに世麟システムに難に組み込

まれ、それに伴って文化のグローバル化が急速に進んでいる。文化人類学初学者のための入門として・まず前半におい
て、文化人類学の伝統的（古典的）視角・方法・知見についての基礎的理解をはかると共に・それを踏まえて・後半で
は、人類が直面している諸問題をグローバルな視野で捉える新しい‘‘地球人類学”の視角と課題について考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

1
文化人類学とはど
ﾌような学問か

　文化人類学の発展の歴史を振り返りながら、文化人類学の学
笂I特質、範囲、ねらい、視角と方法、国による人類学の構成
ﾌ違い、応用人類学の諸分野、人類学と隣接科学の関係につい
ﾄ概説し、とくに今期の授業で重点をおく地球人類学的視座と

江渕　一公
i放送大学

ｳ授）

江渕　一公
i放送大学

ｳ授）

テー・マについて述べる。

2
人類学の理論的進
ｻと現代的課題

　前世紀の進化主義、伝播主義理論に始まる文化人類学は、今
｢紀には構造・機能主義、文化相対主義理論等により飛躍的発
Wを遂げたが、80年代以降、唯物論的文化理論、解釈学・象徴
蜍`理論、政治生態学理論等の登場により更に大きな変化を見

同　上 同　上

せていることを論述する。

3
システムとしての

ｶ化

　文化の定義に関する諸説を概観しつつ、「人間性と文化」の
挙_から、文化の意味と特質、主要構成要素、人類文化の多様
ｫと共通性・普遍性、文化の可変性、文化相対主義等、人類学
ﾌ視角を提示するとともに、文化を「システム」として捉える

同　上 同　上

本授業科目の基本的立場について述べる。

4

文化財のメカニズ
?[心理人類学の諸

竭闊

　「文化とパーソナリティ」学派の主要研究、心理人類学・教
逅l類学の成果を基に、文化化（文化の伝達と習得）のメカニ
Yムを明らかにし、文化と性、文化と認知・情動、自文化中心
蜍`、国民性理論など、　「人間性と文化」に関わる諸問題につ
｢て考察する。

同　上 同　上

所与の環壌における適応方法・戦略として形成された文化の

5
適応戦略と経済シ

Xテム

特質を、食料獲得のための生業の形態と食料その他の物資の分
z・交換のシステムの視点から捉え、採集・狩猟・漁労、鍬農
k、摯農耕、灌概・水利システム、産業化の各段階の特徴につ

同　上 同　上

いて経済人類学的考察を加える。

主として産業化以前の段階の人類社会が蓄積してきた人間の

6

環境統制のシステ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｶ物的必要を満たすための環境統制の装置とシステム、工不ル
Mー利用の道具・技術、ものを製作する技術と技能等につい 同　上 同　上

一道具と技術一 て、体温調節と身体保護、水と食料、食材の貯蔵と調理、情報
伝達と貯蔵、輸送など多面的に考察する。

社会的協力のシス 人間集団の形成原理と主要形態に関する文化人類学の基本的

7

テム
[家族・親族・年
譓W団・利益集団

概念・理論を、性と婚姻、家族、親族と出自、性・年齢・利益
W団等について、それらを社会的協力のシステムと見る立場か
迥T観するとともに、それらの現代的変化の状況について社会

同　上 同　上

一
人類：学的考察を加える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8

信仰と価値のシス

eム
[宗教・儀i礼・神

b一

　人間の由来、自然界・超自然界の秩序と人間との関わりをめ
ｮる宇宙論的懐疑は、各民族独自の神話、呪術（病理観や治療
Z術を含む）、宗教、儀i礼を生み出し、真善美に関わる信仰と
ｿ値観、世界観を形成してきた。人間の内面統制システムの多
lな側面について考察する。

江渕　一公 江渕　一公

社会統制のシステ 原初的社会組織としてのバンド、部族の社会組織、より高度
ム 化・複雑化した社会組織としての首長制社会、灌概農耕文明国

9 一バンド・部族社 家の政治的・経済的・宗教的機能、国家の起源とその促進要因 同　上 同　上
会・首長制社会・ について検討するとともに、それらの組織の基盤をなす諸原理
国家一 について考察する。

重商主義政策のもとで拡大したヨーロッパ諸国の世界進出競
産業化・コロニア 争は産業：革命によって一段と激化し、世界の「周縁」社会の植

10 リズム・世界シス 民地化を増大させた。コロニアリズムを通して、　「周縁」社会 同　上 同　上
テム が産業化・資本主義経済の世界システムの中に組み込まれてい

く過程について概観する。

コロニアリズムの崩壊後、多くの新興独立国家が誕生した

u
エスニシティと
ﾐ会運動

が、民族抗争と地域紛争が絶えず、西側諸国でも歴史に根ざす
ｯ族紛争が続いている。先住民の人権運動を軸とした新しい社
?^動、ディアスポラ現象が創り出す新しいエスニシティ状況

同　上 同　上

など、民族共生の課題について考察する。

12

越境の人類学Lトランスナショ

iリズムとグ病識
oリズムー

　ヒト・モノ・情報・メディアのトランスナショナルな流動化
ﾆ文化的覇権競争を含む世界システムのポストモダン的状況に
謔ﾁて特色づけられる現代人の文化環境について、ディアスポ
煙ｻ象、文化のグローバル化とローカル化等の視点から検討す
驕B

同　上 同　上

13

異文化接触と文化
ﾌ生成一地球時代の文化

ﾌダイナミズムー

　現代の異文化接触と文化変化の諸相、とくに伝統文化と外来文化のせめぎ合い、ツーリズムと文化の生成、新しい文化生成のメカニズム、新しい人間類型の出現過程等について、文化人

ﾞ学における文化変容理論の批判的検討をとおして考察を加え
驕B　　　嘘

同　上 同　上

●

社会の諸制度と文化的諸価値の維持・強化・挑戦の表明装置

14 表出的文化の
l類学

としての表出的文化の構造的特質と諸側面（身体装飾、美術工
|などの視覚的芸術、神話・伝説・民話の語り、音楽・舞踊、
煙?Eスポーツ・祭礼等の演技・競技芸術など）について、現

同　上 同　上、

代的視点から考察する。

15

転換期の文化人類
wの課題と展望一応用人類学と人

ﾞ学者の役割一

　今日の人類が当面している最大の課題である自然との共生の
竭閧ﾉついて、応用人類学の新しい分野として注目されている
J発人類学・環境人類：学の成果を踏まえながら、開発に伴う文
ｻの諸問題について概観するとともに、転換期の文化人類学の
Vたな課題について展望する。

同　上 同　上
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＝＝ 歯ｨ館概論（‘03）＝（TV）

〔主任講師：石森秀三（国立民族学博物館教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、世界と日本における具体的な事例にもとづいて、多様な博物館のあり方を紹介することによ2て・
博物館に関する基礎的知識を概説することにある。とくに、現代社会における博物館の多様な展開を具体的に取り上げるこ

とによって、博物館が担う現代的役割を多面的に講義する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 博物館入門

　現代世界において、博物館の多様化が急速に進みつつある。

e種資料の収集・保管・展示・調査研究のあり方から、生涯
w習や文化創造の拠点としての博物館の役割などを入門的に

ｾらかにする。また、博物館関係法規や博物館倫理の問題に

ﾂいても概説する。

石森　　秀三
i国立民族学

歯ｨ館教授）

石森　　秀三
i国立民族学

歯ｨ館教授）

2 博物館の歴史

　近代博物館の原型は17世紀のヨーロッパでエリートによっ

ﾄ形づくられた。米国では、18世紀に大衆教育のために博物

ﾙづくりが進展した。日本では欧米博物館の影響を受けつつ、

ﾆ自の発展を遂げてきた。博物館の歴史を通して、その役割

ﾌ変遷を明らかにする。

同　上 同　上

3 自然と生態の博物館

地球の多様な自然と生態をテーマにした博：物館は数多くあ
驕B自然界における動植物の生態などの展示を通して、自然
ﾆの共生の重要性を学ぶことができる。具体的事例を通して、
ｩ然生態系博物館の多様な役割を明らかにする。 同　上 同　上

4 科学と技術の博物館

　人類がうみだした科学技術をテーマにした博物：館は数多く

?驕B科学技術系の博物館では、科学技術の歴史の展示だけ
ﾅなく、現代世界における科学技術を遊びながら学べる工夫
烽ﾈされている。具体的事例を通して、科学技術系博物館の

�р�ｾらかにする。

同　上 同　上

5 芸術の博物館

　芸術をテーマにした博物館は多様である。美術館は代表的
ﾈ芸術系博物館の一つであるが、そのほか演劇やファッショ
唐ﾈどをテーマにした芸術系博物館もある。さらに、科学技
pと芸術文化を融合させたテクノロジーアートやメディアア
[トを扱う博物館なども紹介する。

同　上 同　上

6 歴史の博物館

　近年、日本では、歴史遺産の重要性がとみに高まっている。
｢界遺産の登録が相次ぐとともに、新しい歴史遺産の発掘が
sわれている。歴史をテーマにする博：物館の役割を多面的に
謔闖繧ｰるとともに、歴史的体験の場を提供する具体的事例

�ﾐ介する。

同　上 同　上

7 民族の博物館

　欧米諸国では、世界の諸民族文化をテーマにした博物館が
d要な役割を果たしてきた。日本における民：族博物館の歴史
ﾍ浅いが、民族問題がグローバルな課題になる中で、その重
v性が増している。具体的：事例を通して、民族博物館の役割

�ｾらかにする。

同上 同上

一5　8　5　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

戦争と平和をテーマにした博：物館は世界各地で重要な役割

を果たしている。開発途上国では建国の歴史とのかかわりで

戦争博物館が設立されており、先進諸国では平和をテーマに

8 戦争と平和の博物館 する博物館が多い。具体的事例を通して、戦争と平和の博物 石森　秀三 石森　秀三
館の役割を明らかにする。

企業はその利益を社会に還元するために、博物館や資料館

を設立して文化的貢献を果たしている。同様に、大学も各種

の附属博物館を通して社会的・文化的貢献をなしている。具

9 企業と大学の博物館 体的な事例を通して、企業と大学の博物館が果たす多様な社 同　上 同　上

会的役割を明らかにする。

近年、世界の数多くの開発途上国で博物館づくりが進めら

れている。国家の歴史や諸民族の伝統文化を学ぶための教育

施設だけでなく、新しい文化創造拠点としての役割も担って

10 途上国の博物館 いる。多様な役割を担う開発途上国の博物館の現状を紹介す 同　上 同　上
る。

欧米諸国では、1960年代からエコ・ミュージアム（生活環

境博物館）という新しいタイプの博：物館づくりが展開されて

きた。1つの地域における人間と生活環境の関わりを一体的
11 エコ・ミュージアム に表現する博物館をめざす「エコ・ミュージアム」の役割を 同　上 伺　上

具体的に紹介する。

日本では近年、地域社会の活性化を図るために、博物館の

役割が見直されている。博物館は、地域文化の活性化だけで

なく、観光客誘致による地域経済の潜性化にも貢献している。

12 博物館と地域社会 具体的事例を通して、地域社会における博物館の役割を明ら 同　上 同　上

かにする。

欧米諸国では、博物館が生涯学習の場として機能している。

子どものための博物館や美術館などにおける具体的事例を通

して、生涯学習拠点としての博物館の役割を明らかにすると

13 生涯学習と博物館 ともに、日本における問題点を多面的に検討する。 同　上 同　上

博物館は、各種資料の収集・保管・展示・調査研究だけを

目的にした施設ではなく、新しい文化の創造拠点としても重

要な役割を果たしている。国内外における具体的事例を通し

14 文化創造と博物館 て、文化創造拠点としての博物館の役割を紹介する。 同　上 同　上

情報通信やマルチメディアの高度な発展によって、世界的

に博物館のあり方が大きく変貌しつつある。デジタル・ミュ

一ジアムなどの新しい博物館の動きとともに、　「フォーラム

15 博物館の未来 としての博物館」の重要性などを取り上げることによって、 同　上 同　上

博物館の未来を展望する。
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＝博物館資料論（’00）＝（TV）

〔主任講師 石森　秀三　（国立民族学博物館教授）〕

全埜織おねらいは、世界と日本における具体的な事例にもとづいて、博物館資料の篠盤賭、展示調査研

究などに関する理論や方法を多面的に紹介することにある。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 博物館資料の意義

　博物館は、資料を収集保管し、展示して教育的配慮のもとに
s民の利用に供し、あわせて資料に関する調査研究を行う機関
ﾅある。そのような博：物館の根幹をなす「資料」の意義や博物
ﾙ資料のワイズユースなどについて概説を行う。

石森　秀三
i国立民族
w博物館教
�j

石森　秀三
i国立民族

w博：物館教
�j

2 自然系資料の事例

　各種の博物館資料のうち、人間を取り巻く自然界の天地万物
ﾉ関する資料について、東京大学総合研究博物館における具体
Iな事例にもとづいて紹介する。

同　上 同　上

3 理工系資料の事例

　各種の博物館資料のうち、科学と技術に関する資料につい
ﾄ、米国のエクスプロラトリウムや英国の近代産業遺産などの
?ﾌ的な事例にもとづいて紹介する。

同　上 同　上

4 人文系資料の事例

　各種の博：物館資料のうち、考古、歴史、民俗、芸術などに関
ｷる資料について、世界各地の美術館や歴史博物館などにおけ
驪?ﾌ的な事例にもとづいて紹介する。

同　上 同　上

5 民族資料の事例

　各種の博：物館資料のうち、世界の諸民族に関する資料につい
ﾄ、スイスのバーゼル多文化博物館や米国のアク・チン・イン
fィアンの博：物館などにおける具体的な事例にもとづいて紹介

ｷる。

同　上 同　上

6
マルチメディア資

ｿの事例

　各種の博物館資料のうち、マルチメディアやデジタル・アーー
Jイヴスに関する資料について、ドイツのカールスルーエにあ
驍yKM（芸術メディア・テクノロジーセンター）などにおけ
驪?ﾌ的事例にもとづいてを紹介する。

同　上 同　上

7
博物館資料の整理
ﾆ保管

　博物館は、展示による普及教育、文化財の保全・保護、学術
､究などのために資料の収集を行う。収集された資料は・分
ﾞ・整理されてから保管される。資料収集の方法や資料保管の
菇@などについて概説を行う。

宇野　文男
i福井大学

ｳ授）

宇野　文男
i福井大学

ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8 博物館資料の
﨣�ｻ

　博物館は、各種の資料を収集・保管するとともに、それらの
送ｿを有効に活用するために情報化を進めている。具体的事例の紹介をとおして、博物館資料の情報化に関連する諸問題につ

｢て概説する。

鈴村　　明
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蜉ｯ）

鈴村　　明
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蜉ｯ）

博物館資料にはさまざまな種類のものがあるために、資料の 園田　直子 園田　直子
9 博物館資料の保存

性質によって保存の方法が異なる。博物館資料損壊の原因とその対応のあり方、資料保存の実際などについて、日本とフラン
（国立民族

w博物館助
（国立民族

w博物館助
スの事例を比較しながら紹介する。 教授） 教授）

博物館資料は古い時代からつたわるものが多いために、修

10 博物館資料の修復 理・修復を必要としている。資料の修理・修復の目的や方法な
ﾇについて、日本とフランスの具体的事例を比較しながら紹介 同　上 同　上

する。

博物館は、資料の収集・保管、展示・教育などとともに資料

11
博物館における調
ｸ・研究

の調査・研究という機能を有している。博物館における調査・
､究の位置づけおよび調査・研究活動の具体的事例の紹介をと 石森　秀三 石森　秀三
おして、博物館における調査・研究の重要性を概説する。

12 博物館における
W示の形態と種類

宇治　谷恵
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蛻�j

宇治　谷恵
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蛻�j

博物館における展示の実施にあたっては、周到な計画を必要

13
博物館における展

ｦ計画
としている。展示基本計画の策定から実施計画にいたるまでの
vロセス、魅力ある展示と環境などについて、具体的事例にも 同　上 同　上

とついて概説を行う。

博物館における展示の実施にあたっては、各種の展示技術を

14
博物館における展

ｦ技術

必要としている。展示の配置計画、動線計画、空間構成、展示のデザイン、展示備品など、博：物館における展示技術の諸相を

同　上 同　上

具体的事例にもとづいて紹介する。

博物館の多様化が地球的な規模で進展するなかで、博：物館資

15 博物館資料の未来
料についても、その収集・保管、展示・教育、調査・研究のあ
阨福ｪ大きく問われる時代になっている。貴重な文化資源とし 石森　秀三 石森　秀三
ての博物館資料の未来について総括的に講義を行う。
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＝博物館経営・情報論（’00）＝・（R）

〔主任講師 石森　秀三　（国立民族学博物館教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、世界と日本の博物館における具体的な事例にもとづいて、博物館経営・博物館における教育普
及活動、博物館における情報の意義とその利用方法などについて概説することにある。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
ミュージアム・マ

lジメント入門

　博物館の多様化が進展するなかで、博物館の財政制度、組
D、人材配置、施設管理などについて、博：物館経営の改革が求
ﾟられている。博物館利用者に感動を与えるための経営手法で
?驛~ュージアム・マネジメントについて概説を行う。

石森　秀三
i国立民族
w博物館教
�j

石森　秀三
i国立民族

w博物館教
�j

2
博物館の組織と職

　博物館は単なる建物を指す施設ではなく、組織としての主体
ｫをもって活動する機関である。博物館における諸活動を円滑
ﾉ進めるための組織のあり方、人材配置のあり方、学芸員の役
рﾈどについて概説を行う。

同　上 同　上

3 博物館人材の養成

　博物館は、館長を中心にして学芸員や事務系職員などから
ﾈっている。日本における学芸員の養成を中心にして、フラン
Xや英国や米国などの各国の事例と比較することによって、博
ｨ館における人材養成について多面的に概説を行う。

同　上 同　上

4
博物館の行財政制

x

　博：物館経営で最も重要なのは、博物館に関わる行財政制度で
?驕B博物館に関わる行政の役割、博物館の財政・予算、各種：
ﾌ事業資金などについて、具体的な事例にもとづいて概説を行
､。

同　上 同　上

5
生涯学習と博物館

ｳ育

　近年、生涯学習への関心が急速に高まっている。学校教育や
ﾐ会教育などとの関連にもとづいて、博物館における生涯学習
ﾌあり方や博物館教育の意義について、具体的事例にもとづい
ﾄ概説を行う。

宇治谷　恵
i国立民：族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蛻�j

宇治谷　恵
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蛻�j

6
博物館における教
辜vログラム

　博物館は、生涯学習や学校教育の面で：重要な役割を果たして
｢る。博：物館が実施している各種の教育プログラムを具体的事
痰ﾉもとづいて紹介するとともに、博物館ボランティアの役割
ﾉついても概説を行う。

同　上 同　上

7 博物館と利用者

　博物館の多様化に伴って、利用者のあり方も多様化してい
驕B日本の博：物館はこれまで利用者の立場で博物館が抱える諸
竭閧�沒｢することが少なかった。博物館に対するイメージや
咜ﾒや不満などについて、利用者の側から検討を加える。

諸岡　博熊
i中京女子
蜉w客員教
�j

諸岡　博熊
i中京女子

蜉w客員教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
ミュージアム・
}ーケティング

　博物館は従来、公的な性格が強かったために、市場調査を行
､ことがほとんどなかった。近年、博物館においても運営の効
ｦ化が求められており、博物館をめぐるマーケティングが重要
ﾉなっている。具体的事例にもとづいてミュージアム・マーケ
eィングを紹介する。

諸岡　博熊 諸岡　博熊

9 博物館のサービス

　博物館は、資料の収集、整理保管、展示、調査研究を行う機
ﾖであるが、それらに関して各種のサービスを利用者に提供し
ﾄいる。博物館サービスの諸相について、具体的事例にもとづ
｢て紹介する。

同　上 同　上

10
博物館施設の運営
ﾆ管理

　博物館は、展示場だけではなく、収蔵庫、研究室、図書室、
~ュージアムショップ、ホールなど、さまざまな施設から成っ
ﾄいる。危機管理の問題も含めて、博物館諸施設の運営・管理
ﾉついて概説を行う。

宇野　文男
i福井大学

ｳ授）

宇野　文男
i福井大学

ｳ授）

11
博物館の連携と国
ﾛ協力

　国際化の進展に伴って、博物館においても各種の国際協力や
A携を図ることが求められている。国立民族学博物館における
?ﾌ的事例を中心にしながら、博物館の国際協力・連携につい
ﾄ概説を行う。

石森　秀三 石森　秀三

12
博物館における情
�ﾌ意義

　情報技術革命が進展する中で、　「博物館資産としての情報」
ﾆいう考え方が重要になっている。博物館における情報の体系
ｻ、情報の質、メディアの多様化と情報など、博物館における
﨣�ﾌ意義について、具体的な事例にもとづいて概説を行う。

鈴村　　明
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蜉ｯ）

鈴村　　明
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蜉ｯ）

13
博物館活動の情報

ｻ

　博物館にはさまざまな情報が存在する。各種の博物館情報の
繒W、情報収集のメディア、情報化の推進、情報化の経費、情
�ｻの基準、情報の保存とデジタル化、メディアの変化への対
桙ﾈど、博物館活動の情報化について、具体的事例にもとづい
ﾄ紹介を行う。

同　上 同　上

14
情報の展示と情報
Tービス

　　　　　’

@近年、資料展示ともに、情報展示が重要になっている。また
Cンターネットの活用、データベースの形成、情報ネットワー
Nの構築、バリアフリーへの対応など、情報サービスの多様化
ｪ進展している。それらの諸問題を具体的事例で紹介する。

同　上 同　上

15
ミュージアム・マ
lジメントの未来

　社会のニーズの多様化に伴って、博物館はさまざまな革新を
sう必要に迫られている。博物館経営論および博物館情報論の
ｬ果をふまえつつ、今後のミュージアム・マネジメントに求め
轤黷ﾄいる重要な諸点について、総括的な講義を行う。

石森　秀三 石森　秀三
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＝ギリシャ・ロ　b一マ文学（’00）＝（R）

〔主任講師 三身　喜一郎　（東京大学教授）〕

竃難撫灘蕪を三二織聯野洲ぢ矯季ε1ま霧
ルの特質を知れば作品の理解がいっそう深まるだろう。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 序　　　　　　論

　古典古代は一千年以上にわたる。その間に社会の有様は著し
ｭ変化した。こうした歴史の簡単な把握と、韻文（詩）の定
`、ギリシャ語・ラテン語の特徴、ジャンルとは、神話とは、

ﾈど基礎知識を概説する。

逸身喜一郎
i東京大学

ｳ授）

逸身喜一郎
i東京大学

ｳ授）

2 エポス：叙事詩（1）

　『イーリアス』は西洋最古の文学であるとともにその後の古
T文学に絶大な影響を与えた。その構成と成立の問題を中心
ﾉ、英雄叙事詩の特質、ならびに口論叙事詩という概念につい

ﾄ説明する。

同　上 同　上

3 エポス：叙事詩（2）

　同じホ量目ロスの名で伝えられていても、『オデュッセイ
A』は物語の内容も構成も『イーリアス』と異なっている。両
ﾒの比較を通して英雄叙事詩の別モデルの有り様を考える。

同　上 同　上

4 エポス：叙事詩（3）

　ローマ建国を描いたラテン語の叙事詩を作るにあたり・ウェ
泣Mリウスは『イーリアス』『オデュッセイア』双方をともど
煖K範にすえた。ラテン文学の最高峰である『アエネーイス霞には、ギリシャ文学の伝統とラテン文学の独自性との葛藤がっ

ｩがえる。

同　上 同　上

5 エポス：叙事詩（4）

　偉大な作品の模倣と対決から新しい作品が生まれてくる・ホ
＝[ロス・ウェルギリウスとの対比により、アポッロ一三オス
wアルゴー号冒険物語』オウィディウス『変身物語』ルーカー

kス『内乱記』の異質さを明らかにする。

同　上 同　上

6 エポス：教訓詩

　英雄叙事詩だけがエポスではない。ヘーシオドスは世界の成
阯ｧちを神々の系譜という形にし、かつ農夫の日々の努めを説
｢た。古典文学にはこうした様々な知識や知恵を披渥する・一
Qの作品が脈々と続いている。

同　上 同　上

7
エポス：牧歌とエ
sュツリオン

　大都会アレクサンドリアの発展は田園への憧れを生み出し
ｽ。テオクリトスに始まり、ローマのウェルギリウスが一層洗
福ｳせた牧歌もまた、エポスの韻律であるヘクサメトロスで書
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　とでもいうべきエかれている。あわせて「小さな物語詩」

sュッリオンをあつかう。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

エレゲイアとは、エポスという本流に対する傍流として、古
8 エレゲイア（1） 典文学を貫いて用いられた韻律である。アルキロコスとカッリ 逸身喜一郎 逸身喜一郎

マコスを重点において、この詩型の発展の歴史をたどる。

ラテン文学は恋愛詩という独自のジャンルをうちたてた。そ
9 エレゲイア（2） の韻律はエレゲイアであった。恋愛詩の特徴や背景を、その代 同　上 同　上

表としてプロペルティウスを中心にして説明する。

「好情詩」と訳されることばは、元来、弦楽器リラの合わせ

10 好情詩　（1）
て歌われた歌を意味した。サッフォー・アルカイオス・アナク
激Iーンは独唱詩の代表である。そこには個人の感性が、独自 同　上 同　上

の言葉遣いで表されている。

ギリシャの叙情詩はしばらく優れた後継者を生み出さなかっ

11 好情詩　（2）
たが、ホラーティウスはそれをラテン語世界に取り込むことに
ｬ功した。その歌の対象は幅広く、野情詩という日本語の訳語 同　上 同　上

はとりわけこの詩人には不適切である。

オリンピック競技をはじめとする競技祝勝歌をピンダロスは

12 好情詩　（3）
作った。競技での優勝とは、はかなき存在である人間が、栄光の高みに到達する機会なのである。この世界観はホ心配ロスと

同　上 同　上

悲劇との間をつなぐ。

ギリシャ悲劇と喜劇は、アテナイのディオニューシア祭にお

13 演劇　（1）
いて催されるポリスをあげての行事であった。そのため特殊な
�ｩ事にいろいろ縛られている。それらの知識は、一見、普遍 同　上 同　上

的内容をもつ演劇理解に必須である。

いわゆる3大悲劇詩人（アイスキュロス・ソフォグレース・エ

14 演劇　（2）
ウリービデース）の特色を、具体的な作品に即してたどる。悲
?ﾍ英雄神話を題材に選ぶが、その扱いは詩人の裁量に委ねら 同　上 同　上

れていた。

アリストファネースの想像力に満ちた突拍子もない喜劇は後
継者をもたない。1世紀のちのメナンドロスの人情喜劇はプラウ

15 演劇　（3） トウスによってローマに移入され、ついにはヨーロッパ演劇の 同　上 同　上
基礎となる。アリストファネースのおかしみについて説明す
る。
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＝イギリス文学（‘03）＝・（R）

〔主任講師：山内久明（放送大学教授）〕
〔主任講i師：高田康成（東京大学大学院教授）〕

〔主任講師：高橋和久（東京大学大学院教授）〕

全体のねらい

　イギリス文学は、中世から現代までにいたるおよそ1500年め長く豊かな歴史を持つ。異なる段階で融合した複数の民

族と言語の諸要素とともに、ヨーロッパの共有財産である古典古代の文学伝統を受け継ぐ複合的性格を持ち、ジャンル

も多岐にわたる。それぞれの時代の文化と社会との関連性を視野に入れながら、イギリス文学を多角的に考察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

（1）導入一イギリ

@　ス文学総覧と
@　問題点

i2）アングロ・サク

@　ソン時代

　西欧世界全体で「中世」と呼ばれる時代が始まった5世紀
?ｩら1066年までの期間を扱う。「サットン・フー」と呼ば

黷髑D葬の考古学的発見、叙事詩「ベーオウルフ」の北欧的

ﾙ教世界、キリスト教以降のベーダ、そしてアルフレッド大

､の改革などを概観する。

@　　　　　　　　　　　｛

山内　久明

i放送大学教

�j

sc　康成
i東京大学大

w院教授）

kｴ　和久
i東京大学大

w院教授）

山内　久明

i放送大学教

�j

sc　康成
i東京大学大

w院教授）

kｴ　・和久
i東京大学大

w院教授）

2
中世一ノルマン征

梭ﾈ後

　1066年から13世紀までの時期は、征服者のノルマン文化
ﾆ被征服者のアングロ・サクソン文化との混成状態が続く。

ｱれを大陸との関係で見たあと、チョーサー、ラングランド、

Kウェイン・ポエトなどで華やかな14世紀の「英文学」を概

ﾏする。

高田　康成

i東京大学大

w院教授）

高田　康成

i東京大学大

w院教授）

3 ルネッサンス時代

　16世紀初頭に始まるイギリスのルネサンスをヨーロッパ大

､のルネサンスとの関連で見ることにする。詩ではソネット

`式と叙事詩の輸入、そして英国版の創造をワイアットとス

yンサーを例にとって論ずる。演劇はセネカ風悲劇の受容と

ﾏ容として触れることになる。

同　上 同　上

4

シェイクスピアな

轤ﾑに同時代の劇

?ﾆ

　シェイクスピアをその作品世界の総体として捕らえるとい

､試みをしてみるつもり。また同時代の、マーロウ、ジョン

¥ン、ミドルトン、トマス・ヘイウッドといった彼に劣らな

｢劇作家たちにも触れる。

高田　康成

ﾍ合洋一郎
i東京大学大

w院助教授）

高田　康成

ﾍ合洋一郎
i東京大学大

w院助教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

5

17世紀一形而上
香Aミルトン、ドラ

Cデンと古典主義
ﾌ隆興

　17世紀はさまざまな意味で近代へいたる転換期にあたる。

ｻのような激動と変化に富む時代を背景におきながら、詩に

ｨける∫形而上詩人」、西欧最後の叙事詩人とも言うべきミ
泣gン、そして多彩で旺盛な活動を繰り広げたドライデンを

ｵう。

高田　康成

i東京大学大

w院教授）

高田　康成

i東京大学大

w院教授）

6 散文精神の開拓

　「小説」がジャンルとして確立されたのはイギリスでは18

｢紀のことである。その黎明期を彩る冒険諦や書簡書体小説
ｩら、超自然の恐怖を前景化したゴシック・ロマンスを経て、

潟Aリズム小説を完成させたジェイン・オースティンまでを

T観する。

高橋和久
i東京大学大

w院大学）

高橋和久
i東京大学大

w院大学）

7
古典主義の成熟と

ﾏ貌

　17世紀後半に遡る、古典古代を規範とする新古典主義の伝

揩ﾍ、アレグザンダー・ポープをはじめとする18世紀の詩人
ﾉ受け継がれて文学の主流となる。サミュエル・ジョンソン

ﾌ君臨する世紀の半ばを経て、古典的規範からの離脱ととも

ﾉ、周縁的なものに対する関心や感受性の開拓がみられるに
桙驕B・

山内　久明

Aルヴィなほ
q（千葉大学助

ｳ授）

山内　久明

Aルヴィなほ
q（千葉大学助

ｳ授

8 ロマン主義時代

　産業革命、フランス革命、ナポレオン戦争はイギリスに社

?I激変をもたらした。それに巻き込まれた同時代の詩人は、

O界に敏感に反応すると同時に、内面の世界を限りなく掘り

ｺげる想像的言語を創造した。第一世代のブレイク、ワーズ

純X、コールリッジ、第二世代のバイロン、シェリー、キー
cなど。

同　　　上 同　　　上

9
ヴィクトリア朝の

高ﾆ批評

　テニスンとブラウニングにはじまるヴィクトリア時代の詩

ﾍ、ロマン主義の詩の延長上にあり、それを深化させたかど

､かは別として、より洗練化させた。産業革命の完成に伴う

@械化と画一化、宗教的対立と階級分化が顕在化した状況に

ﾎする社会的発言と同時に、美意識の追求に殉じた批評があ
驕B

同　　　上 同　　　上

10

ヴィクトリア朝小

煦齣蜑p帝国の影
ﾌもとに

　産業革命を他国に先駆けてなしとげた英国が繁栄を享受し

ｽヴィクトリア女王（在位1837・1901）の時代は、同時に小

烽ﾌ時代でもあった。大都会ロンドンを、荒涼たるヨークシ
メ[を、ストーンヘンジを擁するウェセックスを舞台に、小

烽ﾍジャンルとしての豊かさを誇示する。

高橋和久

?艾沚ｲ子
i一橋大学助

ｳ授）

高橋和久

?艾沚ｲ子
i一橋大学助

ｳ授）

11
イギリスの演劇一

ﾟ代から現代まで

　17世紀の王政復古期から現代まで、イギリスの演劇は3世

I以上にわたりその姿を変貌させていった。宮廷演劇からブ

泣Wョワ演劇へ、そして19世紀メロドラマ演劇を経て、再び
煙?ｪ知的文化に編入されていく過程を、・特に劇場運営に着

ﾚして考察する。

　野田　学

i明治大学助

ｳ授）

　野田　学

i明治大学助

ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12
モダニズムの時代

黷Q0世紀前半の詩

　20世紀初頭のイギリス詩壇を席巻したのは、モダニズムと

｢う国際的な芸術運動であった。急激な都市化や第一次世界

蜷墲ﾈどのかつて経験したことのない環境の変化を背景とし
ﾄ、言語、主題、あるいは詩人と読者のありようにも及んだ

蛯ｫな変革のうねりを検証する。

中尾　まさみ

i東京大学大

w院助教授）

中尾　まさみ

i東京大学大

w院助教授）

13
小説の実験から政

｡の季節へ

　20世紀にはいると、19世紀末の美意識を引きずりながら、

ｻれまでにない革新的な手法を駆使した小説が生まれる。
P920年代に花開いた人間の「意識の流れ」に注目するモダニ

Yム小説は、しかし、30年代以降には、反ナチズムという政

｡性の強い作品群にとって代わられる。

高橋和久

?艾沚ｲ子
i一橋大学助

ｳ授）

高橋和久

?艾沚ｲ子
i一橋大学助

ｳ授）

14

さまざまな声一第

�汾｢界大戦後の

　20世紀後半の英詩は、「イギリスの詩」から旧植民地を視

?ﾉ入れた「英語圏の詩」へと姿を変え、多様な「声」を獲

ｾした。ムーブメント派、北アイルランド文芸復興、火星人
h、ポストコロニアル詩人など、新しい詩の流れを紹介する。

中尾　まさみ

i東京大学大

w院助教授）

中尾　まさみ

i東京大学大

w院助教授）

15
変化する小説・多国

ﾐ化する作家

　戦後の英国は世界の最強国の地位をアメリカに譲り・福祉

痩ﾆとしての道を歩み出す。社会システムの変化は小説にも

ｽ映される。1950年代以降にデビューした作家たちの描いた
O跡をたどりつつ、非アングロ＝サクソン系作家が活躍する

ｻ代の「英国」小説の特質を探る。

高橋　和久

?艾沚ｲ子
i一橋大学助

ｳ授）

高橋　和久

?艾沚ｲ子
i一橋大学助

ｳ授）
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＝ドイツ文学（℃3）＝（R）

〔主任講師：　保坂　一夫（日本大学教授）〕

全体のねらい
　文学は言語メディアによって想像・定着させられた現実世界である。この別次元の世界においても、それに同調したり反

逆したりする動きが現れてくる。そうした美的主体が、詩、散文、演劇、大衆文化などにおいていかに出現し受容されてき

たか、その点を中心に、ドイツ文学の歴史を下り返してみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

序論として、ドイツ民族や国家、ドイツ言語世界の成立な

ど基本的問題を概観し、併せて、啓蒙主義文学までのドイツ
保坂　　一夫 保坂　　一夫

1 ドイツ文学の流れ
文学の歴史を紹介する。それによって今後の14講の基本テー

}を設定する。
（日本大学教
�j

（日本大学教
�j

18世紀中葉にドイツに出現した新しい好情性について、ク

ロブシュトック、ゲーテらを取り上げながら、その特色を探
鍛治　哲郎 鍛治　哲郎

2 新しい好情の誕生
る。

（東京大学教 （東京大学教
授） 授）

シュトウルム・ウント・ドラングといわれる文学運動のロ

3

シュトウルム・ウン

g・ドラングと時代

マン主義的精神を紹介し、その世界苦から、古典主義を含め

ｽドイツ文学の特色と問題点を掘りおこす。
保坂　一夫 保坂　　一夫

精神

18世紀末のドイツでは、演劇や音楽が市民社会との接点を

拡大していった。1780年代のウィーンで活躍したモーツァル 田辺　　秀樹 田辺　　秀樹

4
演劇的文化世界の トのドイツ語オペラを通して、啓蒙主義的な市民文化の特徴 （一橋大学教 （一橋大学教
拡大 をさぐる。 授） 授）

ロマン主義の時代の文学において、文学への期待がどのよ

うに高まり、また表現の可能性がどのように切り開かれたか

5
文学に託された夢 を探る。

鍛治　哲郎 鍛治　哲郎
と可能性

ハイネ・フォルスターなどの批判的文学から19世紀後半の

リアリズム文学まで、19世紀散文の流れを考える。ケラー、 井上　　修一 井上　修一

6
社会批判とリアリ シュトルム、フォンターネなどにも言及する。 （筑波大学事 （筑波大学教
ズム文学 授） 授）

世紀末から20世紀前半にかけてドイツにはさまざまな主張
をかかげた文学運動が出現した。ホフマンスタール、リルケ、

7
世紀末前後の詩人

ｽち

ゲオルゲなど日本にもよく知られている詩人を取り上げ、こ

ﾌ時代の詩的表現の特色を明らかにする。表現主義やタダに
鍛治　哲郎 鍛治　哲郎

も言及する。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
世紀末前後の散文

｢界

　20世紀文学を切り拓いたといわれるホフマンスタールの
wチャンドス卿の手紙』を中心にして、その間題点を示しつ

ﾂ、世紀末前後の散文の豊かな展開を紹介する。
井上　修一 井上　修一

9
世紀末前後の演劇
ﾆ大衆文化

　19世紀末から20世紀初頭にかけて、ドイツの演：劇文化はど

ﾌような変貌をとげたのか？自然主義演劇、カバレット、オ

yレッタ等に焦点をあてながら、演劇文化における現代の始

ﾜりを、大衆文化も視野に入れながら検討する。
田辺　　秀樹 田辺　　秀樹

10 ワイマル時代の文学

　自由精神とファシズム、新たな共同体への憧憬など、政治

�｢界の動向に揺れっづけた文学の叫びとその行方を探る。

Jフカとトーマス・マン、亡命文学における理論対立にも触
黷驕B

保坂　　一夫 保坂　　一夫

11
20世紀の演劇と大

O文化

　2つの世界大戦、ナチズム、東西分裂など、20世紀のドイ
cは激動の時代だった。そうした中で、広い意味での演劇的
ｶ化は、どのような展開をみせただろうか。ブレヒトの演劇、

岺O、戦中の映画、戦後の演劇等、20世紀の演劇的世界の多

l性を紹介する。

田辺　秀樹 田辺　　秀樹

12
戦後ドイツの詩的

｢界

　ファシズムから解放された等等精神の喜びとその過去との

ｩかわり、アドルノの批判とそれに抵抗する動き、詩と社会

ﾆの関わりなど、20世紀後半の詩人たちの動向を具体的に探

ﾁてみる。
鍛治　哲郎 鍛治　　哲郎

13
東西対立の中のド
Cツ散文

　ドイツ文学はファシズムという過去の重荷だけでなく、東

ｼ対立のイデオロギーによる亀裂にも苦しまなければならな

ｩった。ドイツ散文のその闘いを明らかにする。
保坂　一夫 保坂　　一夫

14
20世紀後半のオー
Xトリア、スイス文

w

　ドイツが過去の重圧に苦しんでいる中で、オーストリアや

Xイスの文学は何をしていたのか、ブリッシュ、ベルンハル
gなどに具体的に触れつつ、そこにひそむ可能性と不可能性
�Tる。

井上　　修一 井上　修一

15
ドイツ統一から
Q1世紀へ

　ドイツ統一は、作者の側においても読者の側においても、

Vしく眼を開かせるものであった。新しく出現してきた若々

ｵい文学精神の特色を紹介し、21世紀に入った文学に残され
ｽ表現の可能性について考え、この講義の結びとする。

保坂　　一夫 保坂　　一夫
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＝＝フランス文学（’03）ニ（R）

〔主任講師：渡邊
〔主任講師：柏倉
〔主任講師：　石井

守章（放送大三三学長）〕

康夫（放送大学教授）〕
洋二郎（東京大学教授）〕

全体のねらい
　国民文学としてのフランス文学の成立は、17世紀絶対王政の成立と密接に結びついているが、中世・ルネッサンス時期

の文学も決して軽視はできない。この基礎の上にフランス国民文学が生まれてきたのであり、それはフランス人と話す場合

の基本的な教養となっている。講義では、フランス文学が基層を成す中世・ルネッサンス期から国民文学としてのフランス

文学、現代までを取り上げ、その代表的な作家と作品を考察する。作品の背後にあるフランスの歴史の基本的な様相と局面

にも気を配り、総合的に作品を理解する手だてとする。印刷教材は、基本的に翻訳のあるものを主とするが、韻文の場合は’

原文による朗読も随時使用する予定。

執筆担当 放送担当
回 、テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

構造主義の地平 渡邊　守章 渡邊　守章
フランス語の文学

1 とは？一一つの見 柏倉　康夫 柏倉　康夫
取図

石井　洋二郎 石井　洋二郎

ファンタジーの源流ランスロ（ランスロット）、ゴーヴァ

中世の文学一フラ ン（ガウェイン）、ペルスヴァル（パルツィファル）、彼ら 篠田　勝英 篠田　勝英

2
ンス語文学の成立 アーサー王伝説の登場人物たちは、いかにして中世ヨーロッ （白百合女子 （白百合女子
と展開　アーサー パ文学の共有財産となったか、12世紀頃に成立した「ロマ 大学教授） 大学教授）

王伝説 ン」というジャンルを中心に考察する。

エリーと大衆、書物というメディア、劇文

宮下　志朗 宮下　志朗

3
ルネッサンスと文 （東京大学士 （東京大学教
芸 授） 授）

古典主義とその対部。制度と新しい作家群（法曹貴族）。

雄弁術の系譜（教会・大学・裁判所そして劇場）。リシュリ

4
古典主義の時代の
ｶ学（1）

ユーとアカデミー・フランセーズ（文学言語の洗練と厳密化。

K則論議）。ピエール・コルネイユの演劇的世界（「英雄」

ﾌ君臨とその地平）。モリエール喜劇と同時代演劇（「道化」

渡邊　　守章
i放送大学副

w長）

渡邊　　守章
i放送大学副

w長）

変容。人間の「弱さ」という仕掛け）。　「劇場国家」と「踊

る王」。

ジャン・ラシーヌと古典主義悲劇。　「情念」と悲劇の言語。

「恋の言説」として見たコルネイユ、モリエール、ラシーヌ

の対比。ラシーヌの同時代人（詩人としてのポワローとラ・

5
古典主義の時代の
ｶ学（2）

フォンテーヌ）。古典主義の聖別化（コメディニフランセー

Y創設）とその対部（縁日芝居の隆盛）。ヴォルテーールある

｢は古典主義美学の意識化。マリヴォーとイタリア喜劇（言

同　上 同　上

語と仮面、感情と身体）。ルソーとラモー一一道化論争。デ

イドロと市民劇の理念。演劇についての言説。ボーマルシェ

の状況。

17世紀の散文文学は、小説としては『クレーヴの奥方』

古典主義時代の文 以外に見るべきものが少ないが、その一方で「モラリスト」 石井　洋二郎 　　爵ﾎ井　洋二郎

6 学（3） と呼ばれる一群の人間観察者たちを生んだ。断片形式で書か （東京大学教 （東京大学教

小説とモラリスト れた彼らの文章を読みながら、古典主義時代の思考の特質を 授） 授）

探る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容

講　師　名　　●

講　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

「光の世紀」の文学ルイ14世の死からフランス革命に至

7
啓蒙主義と文学
i1）

，る18世紀は、自然、社会、人間から神まで、それまで自明

ﾆされていたことがらが根本的に問い直された時代である。

@様々な思想的文学的試みに触れつつ、文学の可能性につい

吉岡　知哉
i立教大学教

�j

吉岡　知哉
i立教大学教

�j

て考えてみたい。

ルイ14世の死に先立つ17世紀末から哲学や文学の分野で
新たな知の変容がはじまっていた。そしてこの時代の文学を

啓蒙思想と文学 理解するには哲学思想を関連づける必要がある。18世紀はじ 柏倉　康夫 柏倉　康夫
8 （2） めに起こった「新旧論争」をはじめ、ヴォルテール、モンテ （放送大学教 （放送大学教

知の変容と文学 スキュー、百科全書を中心に啓蒙思想を検討する。 授） 授）

ロマン主義から象徴主義へ一文学史的にはこの図式によっ

て整理されることが多い19世紀の詩の変容を、何人かの主

9
近代性の文学（1）

高ﾌ近代

要な詩人の作品に触れながら、「近代」の概念をめぐる彼ら

ﾌ意識そのものの変容と関連づけながら跡付ける。 石井　洋二郎 石井　洋二郎

19世紀はいわゆる「近代小説」誕生の世紀として位置付
けられる。今日でも読み継がれているいくつかの作品を、登

、

10
近代性の文学（2）

ｬ説の時代

場人物、描写、語りの技法、文体、社会的背景など、さまざ

ﾜな観点から分析し、その時代的特質と普遍性を明らかにす 同　上 同　上

る。

19世紀半ば以後に台頭した象徴主義はすぐれた純粋詩を
生み出したが、その背景には文学そのものの意味を問う批評

11
近代性の文学（3）

高ﾆ批評の栄光

精神が息づいていた。マラルメの「批評詩」は、こうした詩

ﾆ批評を一体化させるこころみであった。この回では当時数 柏倉　康夫 柏倉　康夫
多く創刊された前衛雑誌を取り上げ詩と評論を論じる。

革命と劇場一一ロマン主義の徴のもとに。　「犯罪大通り」

から『エルナニ』の戦いへ。新しい時空と舞台芸術。『ロレ

ンザッチョ』症候群から「呪われた詩人」へ。　「近代性」と

いうこと（芸術と制度の乖離、あるいは書斎と劇場の隔絶）。

12
近代性の文学（4）一

齦ｶ学と劇場
『タンホイザー』パリ初演（一つの地殻変動）。第二帝政下

ﾌ劇場。　「芝居の楽しみ」と劇場における近代（同時代風俗 渡邊　守章 渡邊　　守章

劇とオペレッタ）。万国博覧会の流行（近代固有の表象装置

としての）。世紀末の劇場風景（自然主義と象徴派）。マラ

ルメによる「未来の群衆的祝祭演劇」のパラダイム。『シラ
ノ』対『ユビュ王』。クローデルの出現。

二十世紀の幕開けとなった第一次大戦で人類はかってない
悲惨を経験し、十九世紀の価値観は崩壊した。そのなかから

二十世紀の文学 1生まれた文学的潮流が「ダダ」や「シュルレアリスム」の運

13 （1） 動である。そしてこれらは二十世紀の文学や絵画などの新た 柏倉　康夫 柏倉　康夫
詩と批評 な芸術活動の源泉となる。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
二十世紀の文学
i2）小説の変貌

　さまざまな前衛運動の波に洗われて、フランス小説は根底

ｩら問い直され、危機を体験しつつ、なお新たな可能性を切
闃Jいていった。ブルーストからヌーヴォー・ロ々ンまで、

ｳらには現在活躍する作家たちをも視野に入れて、その変貌

�ﾕづけてみる。

野崎　　歓
i東京大学教

�j

野崎　　歓
i東京大学教

�j

15

20世紀の文学
i3）一一「演出家

ﾌ世紀」における劇

ｶ学

　「演出家の世紀」の意味と主要な力戦。ジャック・コポー

ﾌヴィユー認コロンビエ座から、ジューヴェ、ヂュラン、ピ
gエフ、パティの「カルテル四人組」を経て、第二次大戦後

ﾌパローとヴィラール、そしてロジェ・プランション、パト

潟X・シェロー、アントワーヌ・ヴィテーズ、アリアーヌ・

?kーシュキンなど、20世紀フランス演劇の節目となる変
vとその系譜。演出家と劇作の出会い（ジューヴェにおける

Wロドウー、パローにおけるクローデル、ロジェ・プランに
ｨけるベケットとジュネ、ジョルジュ・ラヴェッリ、ジェロ

[ム・サヴァリー、ヴィクトール・ガルシアにおけるアラバ

求Aクロード・レジにおけるマルグリット・デュラス、アン
gワーヌ・ヴィテーズにおけるクローデル、パトリス・シェ　　　　　　　　　　　　　　　ー

香[におけるベルナール＝マリー・コルテスなど。）演出家

ﾉよる「古典の読み直し」　（プランションのモリエール、ラ

Vーヌ、シェローのモリエール、マリヴォー、ヴィテーズの

c潟Gール、ラシーヌなど）。劇場の事件としての劇作。ク
香[デルの世界大演劇。ジロドウーの言語と幻想。　「状況の

煙?vの主張。アルトーの「叫び」。50年代不条理劇（ベ
Pットとイヨネスコ）。ジュネの「演劇の上に立てられた演
?v。アラバルと祝祭。　「集団制作」の冒険と成果。コルテ

Xあるいは言語の強度。フランス語による劇言語の地平。

渡邊　守章 渡邊　守章
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＝： hイツの言語文化（‘02）＝（R）

　　〔主任講師：　久保　哲司（一橋大学教授：）〕

全鯉魁善かれた文学作縄想的著作を読み、そこに表れている自然観轍観姓締愛観などについて考え

てみたいと思います。取り上げるテクストは、おおよそ時代順になっています・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

ヨーハン・ヴォルフガング・ゲーテの詩「旅人の夜の歌」

「魔王」に見られる自然観について考察しまする
久保　　哲司 久保　　哲司

1 自　然　と　人　間
（一橋大学教

�j

（一橋大学教

�j

ゲーテの詩「五月の歌」　「至福の憧れ」を取り上げ、そこ

に表現された愛のありようについて考えてみます。

2 愛と死と再生
同　上 同　上

ベートーヴェンの第九交響曲終楽章でおなじみのフリード
潟q・シラーの詩「喜びに寄す」を読み、そこに込められた

3 友　　　　　　愛

メッセージを、そして表現形式の特質を探ります。
同　上 同　上

フリードリヒ・ヘルダーリンの詩「生の半ば」その他を読

み、人生の諸段階について考えてみたいと思います。

4 人　　生　　の　秋
同　上 同　上

ロマン派の作家ヨーゼフ・フォン・アイヒェンドルフの詩

5 幸福　な　晩年

「夕映えの中で」に歌われている老年と死について考えます。

潟qャルト・シュトラウスがこの詩に作曲したまことに美し

｢音楽も鑑賞します。
同　上 同　上

6 穏や　か　な　美

　写実主義に属する作家アーダルベルト・シュティフターの
?iを読み、〈外面の美しさと内面の美しさ〉＜荒々しい自

Rと穏やかな自然〉といったテーマについて考えてみます込
同　上 同　上

　思想家フリードリヒ・ニーチェの『悲劇の誕生』における

L名なくディオニュソス的なもの〉〈アポロ的なもの〉とい

7 ，芸術の本質
う対概念について考察します。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

社会学者マックス・ヴェーバーの主著『プロテスタンティ

ズムの倫理と資本主義の精神』の一節を読み、ヴェーバーの

文化観について考えます。

8 近代文化の運命 久保　　哲司 久保　　哲司

詩人シュテファン・ゲオルゲの作品を読み、十九世紀末か

ら二十世紀初頭に至る時期の美意識や、〈自然の美と人工の

美〉といった問題を掘り起こしてみたいと思います。

9 庭　　　　　　園 同　上 同　上

ライナー・マリーア・リルケの特異な小説『マルチの手記』

に描かれた、二十世紀初頭のパリにおける大都市経験を分析
してみます。

10 大都市の恐怖 同　上 同　上

フランツ・カフカの物語「家父長の気がかり」その他を読
み、この作家の作りだす不思議な世界について考察します。

11 親　　の　苦　　労 同　上 同　上

ヴァルター・ベンヤミンのきわめて美しい散文作品『1900

年頃のベルリンの幼年時代』から、子供の行なう〈真似〉と
いうことを扱った章を味読します。

12 子　供　の　幸福 同　上 同　上

哲学者マックス・ホルクハイマーとテーオドーア・W・ア
ドルノの共著『啓蒙の弁証法』の一節を読み、現代の文化産
業の問題について考えます。

13 文化　と　野蛮 同　上 同　上

第二次世界大戦後のドイツ語文学における最も優れた詩人

パウル・ツェラーンの作品を読み、個人の経験と歴史、記憶
と文学といったことについて考えをめぐらします。

14 二十世紀の証言 同　上 同　上

現代ドイツ文学を代表する作家のひとりハンス・マグヌ

ス・エンツェンスベルガーのエッセイを手がかりに、コンビ

15
コンピューター社
?ﾌ未来

ユーターをはじめとするニュー・メディアの文化史的意味に

ﾂいて考えてみたいと思います。 同　上 同　上
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＝フランスの言語文化（℃2）＝（R）

〔主任講師：　田村　毅　（東京大学教授）〕

〔主任講師：　月村　辰雄（東京大学教授）〕

全体のねらい
　フランス人は自国の文化を支えるフランス語にこだわり、日常生活や思想表現の現場で言語の性能に磨きをかけてきた。

だから、世界を覆いつくそうとする英語にあらがい、フランスで、またアフリカ諸国やカナダで、フランス語は今なお活発

に文化を発信し続けている。そんなフランス語のことばとしての魅力と性能を多様な角度からとらえ・言語と文化のつなが

りの不思議を考えてみよう。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

日常生活のフラン
X語一一街角で輝：

ｭことば

　フランスの知性は、日常なにげなく取り交わされる会話の

?ﾉ輝く。古い歴史を背負ったことばが一瞬の機転にきらめ

ｭ街角に、フランス文化の洗練の現在を尋ねる。
田村　　毅
i東京大学教

�j

田村　　毅
i東京大学教

�j

2

レストランのフラ
塔X語一一ことば
�｡わう

　料理のレシピやレストランのメニューはどう読む？　料理
ﾌフランス語は、料理の味わいと同じくらい繊細で奥が深い。

ｻの表現に込められたエスプリをかみしめてみよう。 塚本　　昌則
i東京大学助

ｳ授）

塚本　　昌則
i東京大学助

ｳ授）

3
音楽会のフランス語

鼈黷 ｱとばの響き

　優美な音楽の流れるホールの片隅で、聴衆のひそかなささ

竄ｫが音楽を語る。プログラムや音楽批評のフランス語に耳
�Xけ、そのリズムと旋律を聞いてみよう。 中地　義和

i東京大学教
�j

中藍　　義和
i東京大学教

�j

4
オペラのフランス語

鼈黷 ｱとばは歌う

　日本でもよく知られたビゼーのオペラ『カルメン』。その

莓{が、メリメの原作をどのように手直しすることによって
ｶまれたのか、具体的表現に即して見てみよう。 同　上 同　上

5

エッセーのフラン

X語
鼈齊 ｩ分を語るこ
ﾆば

　自分の内面を見つめるきわめて個人的なことばが、深い考

@に支えられて人間一般に対する洞察に至る。エッセーとい

､ジャンルにフランス語の柔軟な息づかいを読みとってみよ
､。 塚本　　昌則 塚本　　昌則

6
恋愛論のフランス語

鼈黷 ｱとばの魅惑

　このうえなく皮肉でありながら、とめどもなく甘美なフラ

塔X語の恋のことば。ことばが感情を演出するフランス風の
�､を、作家たちの恋愛論から読み解いてみよう。

月村　辰雄
i東京大学教

�j

月村　　辰雄

i東京大学教
�j

7
詩のフランス語一
黷ｱとばの錬金術

　日常生活に用いられる無味乾燥なことばが、どうして、う

驍ｨいに満ちた濃密な空間を作り出すのか。フランス近代詩

�ﾇみながら、ことばの変貌の不思議にせまる。
旧地　義和 中地　義和
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近代社会は、おのれの肖像画家として小説という新しいジ

ヤンルを求めた。19世紀小説史をたどりながら、社会の現
小説のフランス語 実を映し出すフランス語の描写能力の展開を考える。

8 一一 ｾとしてのこ 月村　辰雄 月村　辰雄
とば

世相への憤りであり、生活の慰めであり、また心のときめ

きでもあるシャンソン。19世紀最大の歌謡作家であったべ

シャンソンのフラ ランジェの作詞に、そんなシャンソンの魅力の秘密をさぐる。

9 ンス語一一ことば 田村　　毅 田村　　毅
と生活

モラリストは、人間の行動と社会風俗の鋭い観察を通じて、

人間とはなにか、その本性を分析する。人間に対して辛辣で

モラリストのフラ あると同時に慈愛にも満ちたモラリストのことばを考える。 塩川　　徹也 塩川　　徹也

10 ンス語一一ことば （東京大学教 （東京大三教

による分析 授） 授）

論敵をふるえ上がらせたサン・＝ジュストの演説。レジスタ

ンスを奮い立たせたド・ゴールのラジオ放送。聴衆にはたら

演説のフランス語 きかけるフランス語の雄弁のメカニズムを明らかにする。

11 一一 ｱとばは訴え 月村　辰雄 月村　辰雄

ギリシア・ローマの古典と並んで、ヨーロッパ精神の屋台

骨をなすキリスト教の聖書。それが、さまざまな翻訳や翻案

聖書のフランス語 を通じて、どのようにフランス語に浸透しているかを探る。

12 一一奄ﾟにことば 塩川　　徹也 塩川　　徹也

があった

明確な定義と豊富な用例こそ、辞書の命。アカデミー・フ

ランセーズの辞書に始まる辞書作りの職人芸のこまやかな工

辞書のフランス語 夫を通して、フランス人の国語辞書へのこだわりをさぐる。

13 一一 ｱとばを定義 田村　　毅 田村　　毅
する

かつて国際条約は、このんでフランス語で起草された。い

ささかの曖昧さも残さないことばとして評価されたからであ

法律のフランス語 る。その言語としての厳密性の仕組みを明らかにする。

14 一一 ｱとばの厳密 ／ 月村　辰雄 月村　　辰雄

性

世界を覆いつくそうとする英語にあらがい、アフリカや新

大陸など、フランスの外でも、母語として、また文化語とし 田　村　　毅 田　村　　毅

15
世界の中のフラン

X語

て、今なお健闘を続けるフランス語の活躍を考える。

恒川　邦夫
i一ツ橋大学

恒川　　邦夫

i一ツ橋大学
教授） 教授）
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：＝ ?曹ﾌ言語文化（‘02）＝・（R）
　　　　　　　　　一魯迅と荘子一

〔主任講師：　丸尾　常喜（大東文化大学教授）〕

〔主任講師：　蜂屋　邦夫（大東文化大学教授）〕

全体のねらい
　中国語を読みながら中国人のものの考え方、感じ方を理解し、考察してみたい。前半は・魯迅の作品二編を読み・彼の文

学の思想的、文学的特色の理解をはかる。後半は、『荘子』の現代語訳を読んで・荘子の思想の本質を把握したい。

執筆担当 放送担当
回 μテ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

4回にわたって魯迅の第一短編小説集『ロ内城』につけられ

1 「『哨城』自序」（1）

た「自序」を中心に取り上げ、魯迅の文学の出発点と彼の文

wの全体的特徴について考える。
u『ロ内城』自序」の第一部分を読む。　　　　　　　　　　　　　　へ

ｭ解説〉魯迅の人と文学

丸尾　常喜
i大東文化大

w教授）

丸尾　常喜
i大東文化大

w教授）

「『哨城』自序」の第二部分を読む。

〈解説〉留学期魯迅の思想一「人」と「人の国」冒

2 「『堅城』自序」（2） 同　上 同　上

「『P内城』自序」の第三部分を読む。

〈解説〉文学革命

3 「『咽城』自序」（3） 同　上 同　上

「『柄城』自序」の最終部分を読む。

〈解説〉「狂人日記」

4 「『ロ内城』自序」（4） 同　上 同　上

『ロ内城』の「狂人日記」に続く「孔丁丁」を四つに分け、

第一部分を読む。

5 「孔乙己」（1）
〈解説〉科挙と読書人

同　上 同　上

「孔乙己jの第二回分を読む。

〈解説〉漢字と文言

6 「孔乙巳」（2） 同　上 同　上

「三三己」の第三回分を読む。

〈解説〉孔乙己の寂輿

7 「孔乙巳」（3） 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「孔乙己」の第四回分を読む。

〈解説〉「阿Q正伝」

丸尾　常喜 丸尾　常喜
8 「孔乙巳」（3） （大東文化大 （大東文化大

学教授） 学教授）

『荘子』斉物論篇に見える、岡三つまり影の回りにできる

薄い影と、影自体との問答を通して、存在する者の主体性に
ついて考えます。 蜂屋　邦夫 蜂屋　　邦夫

9 影　子　的　困　惑 （大東文化大 （大東文化大

学教授） 学教授）

『荘子』養生主篇に見える、秦失が老子の葬式に出かけた

話を通して、人の生死についての受け止め方と死者への弔問
に対する考え方を分析します。

10 解開生三三三三 同　上 同　上

『荘子』秋水篇に見える、梁の宰相としての恵施が、訪ね

てきた親友の荘子を恐れて逮捕させようとした話を通して、

権力について考えます。

11 恵三下三三傘荘子 同　上 同　上

『荘子』秋水篇に見える、恵子と荘子が水辺を散歩しなが

ら魚の楽しみについて問答した話を通して、認識の問題につ
いて考えます。

12 恵荘三論魚三三快楽 同　上 同　上

『荘子』山木篇に見える、三宮奢が人民に自発的に献金さ

せて編鐘を作った話を通して、為政者と税金の問題について
考えます。

13 三三百姓三三掲銭 同　上 同　上

『荘子』田子方篇に見える、荘子が魯には儒者が多いよう

に見えて実は少ないと言ったという話を通して、人の外面と
内実の問題について考えます。

14 真三三、三三多 同　上 同　上

『荘子』列御窟篇に見える、孔子が人の本性を見抜くのは

難しいと言ったという話を通して、人物評価の問題について

考えます。7回の題材を見渡すことによって、『荘子』に見
15 従九方面考核官員 えるさまざまな問題の面白さの一端が分かると思います。 同　上 同　上
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＝現象の数理（℃3）＝（R）

〔主任講師：　岡本　久（京都大学教授）〕

全体のねらい
　応用数学には実に様々な課題があり、汲めどもつきない問題が人々を魅了している。その中でも、非線形力学の諸問題は

数学・物理学・工学の融合する場であり、数学の応用には格好の材料である。本講義では非線形力学に現れる現象を数学の

立場から解説し、その面白さを理解することを目的とする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

応用数学は数学と他分野の両方にまたがる研究分野であ

1

全体の概観および
棊p解析学の目指
ｷもの

り、多くの異なる専門分野からなる。それらのうち、本講義

ﾅ紹介するのは解析学の応用としての非線形力学である。数
ｽくの著名な数学者が（純粋数学だけでなく）非線形力学にも

ｽ大な情熱を注いできたが、その魅力の一端を紹介する。キ

岡本　　久
i京都大学教

�j

岡本　　久
i京都大学教

�j

一ワードは微分方程式、力学系、数値解析である。

ただ一つの変数で表される量の変化率に関する方程式が常

微分方程式である。その理論の復習をしてから、運動学との

2 常微分方程式の理論
関係を説明する。解の存在、解の一意性1非存在、爆発とい

ﾁた概念を定義し、例で説明する。
同　上 同　上

常微分方程式の理論で最も重要なことは個別の解を考察す
ることではなく、解の全体を考え、個別の解同士の類似性や

3 力学系理論入門
違いを認識することである。このような立場で常微分方程式

lえると力学系の理論に到達する。本章では力学系理論の入
同　上 同　上

門を試み、それを通じて微分方程式論と物理学との関連を説

明する。

前2章で説明したことを簡単な例で説明する。2次元のカ
学系の例を考え、3次元以上の場合は次章で行う。力学系の

4
常微分方程式の応
p1（振子など）

うちの特殊な場合であるHamilton力学系というものを定義
ｵ、その例として振り子や、平面流体力学の流れを考察する。 同　上 同　上

3次元以上の力学系を例にとって1，2章の内容を復習す
る。前章で考察した例はいわば”積分可能”な例であり、本章

5
常微分方程式の応
p2（天体力学の例）

の例は”積分不可能”な例である。いわゆるカオス力学系も現

黷驕B
同　上 同　上

前2章で紹介した解のグラフは数値計算で得られたもので
ある。数値計算無くして微分方程式理論の進歩は無かった。

6
常微分方程式の数

l解析1

本章では常微分方程式を数値計算するための方法を紹介す
驕B数値計算に誤差は不可避であり、様々な落とし穴が存在 同　上 同　上

する。陥りやすい落とし穴などに注意しながら理論を概観す
る。

前章で数値計算法を紹介したが、誤差の大小についてはそ

れほど考慮しなかった。より誤差の小さな計算法を開発する

7

常微分方程式の数

l解析2二計算精
xを上げるために

ことは現在も研究が進められている重要な問題である。本章

ﾅはいかにして精度をあげるか、その技術的問題を説明する。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

これまでは1変数（それはほとんどの場合に時間であった）
　㌧＼
ﾌ関数だけに話を限ってきた。本章では2個以上の変数の関

8
偏微分方程式の理

_入門1：方程式
数に関する微分方程式（これを偏微分方程式と呼ぶ）の理論を

ﾐ介する。 岡本　　久 岡本　　久
の分類

本章では、時間変数に依存しないが、2個以上の空間変数

に依存する物理量が満たすべき偏微分方程式を紹介する。

9
偏微分方程式の理

_入門2：平衡状
Green関数というものを定義し、その物理学的な意味を考え
驕B

同　上 同　上

態の記述

前章の特別な場合である調和関数についてその特徴：を述べ

る。調和関数は重力場、電磁気学、流体力学など幅広い分野

10 調和関数入門
の基礎に現れる関数で、その性質を知ることは偏微分方程式

攪_の基本である。特に重要なのは最大値原理とPoissonの公
同　上 同　上

式を理解することである。

”非粘性流体の渦無し流れ”というものを定義し、調和関数

論の応用を見る。粘性を無視しているので実際に我々が目に

11 流体力学への応用1
する流体が示す性質とは必ずしも一致しないが、多くの興味

?骭ｻ象が調和関数を使って説明できる。
同　上 同　上

物質の拡散現象あるいは熱伝導といった現象を支配するの

が拡散方程式である。解が指数関数を使って積分できること

12 拡散方程式の理論
（いわゆるGaUss核表示）を説明し、最大値原理などを説明する。

同　上 同　上

11章で紹介した流れは時間に依存しない流れであった。本

章では時間と共に時々刻々変化する流れの例を紹介する。流

13 流体力学への応用2
れの中に置かれた粒子がどう運動するかを考察し、乱れや混

№ｪ発生することを理解する。
同　上 同　上

前章までに様々な数値例を示してきたが、それをどう計算

するかはここまでふれなかった。ここではどういう計算方法

14
偏微分方程式の数

l解析

で偏微分方程式の解を求めるか、一般論を述べる。差分法や

L限要素法などを説明する。
同　上 同　上

また最も重要な概念である”安定性’qを理解する。

近代的な応用数学は計算機とともに発展してきた。その意

味で、計算機の父と呼ばれるvon　Neumamが夢見たものが応

15 応用解析学の将来
用数学の目標であったと言えるであろう。彼の夢をリストア

bプし、現在そのうちどれくらいが実現し、現在実現してい 同　上 同　上

ないものが実現するためにあとどれくらいの時間と人的エネ

ルギーが必要になるかを予想する。
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＝解析学（’00）＝（R）

〔主任講師 熊原　啓作　（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　微分積分学では変数が実数の関数についての解析学の基礎を学んだ。本講義ではそれに続く課程として・複素変数関
数と微分方程式の初歩を学ぶ。複素変数で考えると単なる算法を越えて関数についての新しい理論が展開される・微積

分の算法は微分方程式の解法としてさらに勉強することになる。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 複　　素　　数
実数の性質、複素数の導入、複素平面、リーマン球面、直線

ﾆ円。

熊原　啓作
i放送大学

ｳ授）

熊原　啓作
i放送大学

ｳ授）

2 複　素　微　分
　領域、複素関数、微分係数、コーシー一・リーマンの方程式、

ｮ級数。
同　上 同　上

3 初　等　関　数
指数関数、三角関数、オイラーの公式、双曲線関数、手樽、

梶[マン面、対数関数。
同　上 同　上

4 1次分数変換
　円円対応、非調和比、1次分数変換群、円対称、鏡像、上半平
ﾊと単位円板。

同　上 同　上

5 複　素　積　分 曲線、線積分、不定積分、グリーンの公式。 同　上 同　上

6
コーシーの積分定 　コーシーの定理、コーシーの積分公式、モレラの定理、リウ

買Bルの定理、代数学の基本定理、回転数。
同　上 同　上

7 正則関数の性質
　テイラー展開、一致の定理最、大値の原理、正則関数列、等

p写像。
同　上 同　上

一一@6　1　1　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 ローラン展開
　ローラン展開、特異点、ワイエルシュトラスの定理、有理型
ﾖ数の級数。 熊原　啓作 熊原　啓作

9 留　数　定　理
留数、留数の計算、偏角の原理定積分の計算への応用、フー

潟G変換、フレネル積分。 同　上 同　上

10 無　限　乗　積
無限乗積、ガンマ関数、ガウスの公式、ウォリスの公式、

梶[・マンのゼータ関数、オイラー積。 同　上 同　上

11 1階微分方程式
　微分方程式とその解変数分離形、同次形、1階線形微分方程
ｮ、全微分方程式、初期条件。

同　上 同　上

12 線形常微分方程式
　付随する同次方程式、重ね合せの原理、基本解、定数係数線
`微分方程式。

同　上 同　上

13 ラプラス変換
　ラプラス変換、指数型関数、収束座標、フーリエ変換、ラプ
宴X逆変換。

同　上 同　上

14
演算子法による解

@
　ラプラス変換の性質、ヘヴィサイドの展開定理、ラプラス変
ｷによる解法。

同　上 同　上

15 級　　数　　解
　解のべキ級数表示、ルジャンドルの微分方程式、エルミート
ﾌ微分方程式、ベッセルの微分方程式、チェビシェフの微分方
�ｮ、ガウスの超幾何微分方程式。

同　上 同　上
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＝数学基礎論（‘03）＝（R）

〔主任講i師：隈部正博：（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　論理学の基礎を数学的立場から解説する。目標はデーテルの不完全性定理の解説である。予備知識は特に要求しない。

自然の理解専攻以外の学生向けでもある。数学的論理学の基礎ならびに概要を理解するのがねらいである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

この本を読むに当たって必要な予備知識について述べる。

隈部　正博 隈部正博：

1 準　　　　　備 （放送大学助 （放送大学助

教授） 教授）

命題論理とは何かについて述べる。そして論理式の定義を

し、その真偽値について考える。

2 命　題　論　理 同　　　上 同　　　上

論理式の真偽値についてさらに考察し、命題論理における

トートロジーの概念について述べる。

3 トートロジー 同　　　上 同　　　上

論理記号の完全性について述べる。

4 論理記号について 同　　　上 同　　　上

命題論理のコンパクト性定理の証明をする。

5 コンパクト性定理 同　　　上 同　　　上

述語論理の定義をする。そして対象式と論理式を定義する。

6 述　語　論　理 同　　上 同　　上

構造を定義し、述語論理における論理式の真偽について考

える。

7 構　　　　　造 同　　　上 同　　　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

述語論理におけるロジカルな満足性について述べる。その

後、演繹計算とはどういうものか簡単に述べる。あわせてゲ

8
ロジカルな満足性
ﾆ演繹計算

一デルの不完全性定理の持つ意味について述べる。 隈部　正博 隈部正博

論理公理について述べる。

9 論　理　公　理 同　　　上 同　　　上

演繹計算についてのいくつかの定理を述べる。

10
演繹計算について

ﾌいくつかの定理
同　　　上 同　　　上

自然数論について述べる。

11 自　然　数　論 同　　　上 同　　　上

関数や関係の自然数論における表現可能性と計算可能性に

ついて述べる。

12
表現可能性と計算

ﾂ能性
同　　　上 同　　　上

ゲーデル数とはどういうものかについて述べ、それを使っ

て証明の算術化について考える。

13
ゲーデル数と証明

ﾌ算術化
同　　上 同　　上

ゲーデルの第一不完全陛定理の証明をする。

14
　不完全性定理

ｻの1
同　　　上 同　　　上

第一不完全性定理を再考し、さらに第二不完全性定理につ

いて証明を考える。

15
　不完全性定理

ｻの2
同　　　上 同　　　上
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＝デ・・…pt・・タの科学（’01）＝（R）

〔主任講師 栗原　考次（岡山大学教授：）〕

£・1霧総繰嘉簾編茎薩欝病馨両両一高高高嚢高高

絞り、データの収集から分析さらに解釈に渡る一連の分析手順について解説する・

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 データの科学

　各分野で日々収集・蓄積されているデータを科学的に分析す
驍ｽめには、分析の目的を明確にした上でデータの収集、分
ﾍ、解釈の一連の手順を客観的に行う必要がある。講義で1竃・
ｪ析の手順を解説するとともに、データの属性や構造などデー
^に関わること全般について概説する。

栗原　考次
i岡山大学

ｳ授）

栗原　三次
i岡山大学

ｳ授）

2
データの記述と
Oラフ化

　得られたデータを正しく分析するためには、データを整理集
�ｵデータが表す性質を簡潔かつ明確に記述表現する猶要があ
驕B講義では、データを代表値として集約する方法とチータを
糾o的に表現するグラフ化について概説する。

同　上 同　上

3
データに基づく
яｪ
iその1）

　データに基づきデータが得られた集団の性質を解明するため
ﾉは、集団を特徴づける平均や分散などの母数の推定や検定を
sう統計的推測の概念が不可欠である。講義では、推定や検定
ﾌ手順や考え方を例題とともに解説する。

同　上 同　上

4
データに基づく
яｪ
iその2）

　前の章の続きである。講義では、前の章で解説した検定の概
Oを、計量データのように比率尺度で与えられるデータに加
ｦ、分割表や順序のように名義尺度、順序尺度で与えられる
fータに適用し、その利用方法について解説する。

同　上 同　上

5
データの問の関連
iその1）

　2つの変量問の関連性の分析は、その構造と解釈により大き
ｭ2つに分けられる。1つは変量間が対等な関係である相関分
ﾍであり、他方は変量間に因果関係がある回帰分析である。講
`では、変量間での相関指標の作成法及び回帰分析の：最も単純
ﾈ場合である単回帰分析について解説する。

同　上 同　上

6
データの間の関連
iその2）

　前の章の続きである。回帰分析において1つの変量と複数の
ﾏ量間の因果関係を調べる重回帰分析の考え方とその利用法に
ﾂいて述べる。さらに、データが質的なデータの場合に適用さ
黷髏迫ﾊ化1類についても例題とともに解説する。

同　上 同　上

7 データの判別
iその1）

　データの判別では、データをいくつかのグループに分けた
閨A新しくデータが観測された場合、そのデータがどこのグ
求[プにはいるのかを判別する。講義では、判別分析の考え方
�瘻閧ﾆともに解説する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

前の章の続きである。講義では、変量の数が複数個の場合に

8 データの判別
iその2）

ついて、誤判断確率や期待損失などの概念とともに解説する。さらに、データが質的なデータの場合に適用される数量化H類

栗原　三次 栗原　考次
についても取り上げる。

9
データの次元の
k約
iその1）

　データが多くの変量について観測される場合、構造を単純化するために、変量の次元を縮約することが望まれる。講義では、1つまたは少数個の総合的指標で代表させる主成分分析を取り上げ、その考え方および利用法について解説する。

同　上 同　上

10
データの次元の
k約
iその2）

　前の章の続きである。講義では、変量の数が複数個の場合について、具体的な例題とともに解説する。さらに、データが質的なデータの場合に次元の縮約法の1つとして適用される数量化下平についても取り上げる。

同　上 同　上

得られたデータをいくつかのグループに分ける分類は各種の

11 データの分類
iその1）

分野で行われているが、これらの総称はクラスター分析と言わ
黷驕B講義では、クラスター分析の概念およびその利用法につ 同　上 同　上

いて階層型のクラスター分析を中心に概説する。

前の章の続きである。講義では、変量の数が複数個の場合に

ユ2 データの分類
iその2）

ついて、例題に基づき階層型クラスター分析の手法の特徴を解
烽ｷる。さらに、空間データの分類法及び構造分析についても 同　上 同　上

取り上げる。

寿命データの特徴として、観測中の中途打ち切りデータなど

13 寿命データの解析 の不完全データが多数含まれ、関与する要因が複数であること
ｪあげられる。講義では、ハザードや競合リスクの基本的概念 同　上 同　上

とともにこれらのデータに対する解析法について解説する。

環境保全や環境リスク評価等のために、近年リモートセンシ

14
環境データの解析
iその1）

ングデータの解析法が注目されている。講義では、リモートセ
塔Vングデータのようなイメージデータの特徴及び簡単な解析 同　上 同　上

法について具体例とともに解説する。

前の章の続きである。講義では、ランドサットTMデータの

15
環境データの解析
iその2）

可視光と赤外線のセンサから得られる具体的なリモートセンシ
塔Oデータに基づいて、土地被覆の分類法、時系列的な比較、 同　上 同　上

土地被覆の構造分析などについて解説する。
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＝統計の考え方（’00）＝（R）

〔主任講師 松原望（東京大学教授）〕

全体のねらい
　統計学の考え方を、エッセンスそれもエッセンスのみに集約し、わかりやすく、興味深く、かっためになる方法で解
説する。そのためには、実例から説きおこし、逐次、本質へ入り、理論を導入し、再び問題への適用・応用へもどるも
のとする。実例は基本的には自然科学から取るが、かならずしもそれにはとらわれず、また数学は・数学的すきず・か

つ必要に応じて適度のレベルの数学を自由に用いる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 統計の考え方 本章のねらいを具体的に解説し、次章以降の準備を行う。
松原　　望
i東京大学

ｳ授）

松原　　望
i東京大学

ｳ授）

2 誤差と最小二乗法
　すべての統計的方法は、数量の観測とそのばらつきから何を
�ｫ出すかを考えることから生まれる。

同　上 同　上

3 相　関　関　係
　現象の多元的側面は相関関係からとらえられる。統計学の歴
jでも、大きな発展の役割をはたした。

同　上 同　上

4 ク　ロ　ス　表
　日常しばしば出会う形のデータであり、前章と同様、現象の
ｽ元的側面をとらえるためにその扱いに慣れる必要がある。

同　上 同　上

5 時系列のデータ
時間によって取られたデータは実に多い。その分析法の基礎

ﾆ方法のいろいろ（長期傾向、周期性、予測など）。
同　上 同　上

6 確率と確率分布 統計を「推論」として考えるための最小の数学的必要知識。 同　上 同　上

7 あてはまりのよさ
　データを仮説や理論と関係させて考える統計推論の基礎入
蛛B

同　上 同　上
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回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 仮説と対立仮説
統計的意思決定。統計的方法の理論中心と考えられてきた

烽ﾁともよく知られた方法である。 松原　　望 松　原　　望

9
パラメータ推定と

M　頼　区　間
　パラメータとはその現象について知りたい中心的な数（定
煤A値）のことで、推定はその値をデータで知る方法。

同　上 同　上

10 分　散　分　析
　実験データの分析法、あるいは逆にどのようなデータをとる
ﾗきかの重要な導き手。

同　上 同　上

11 0－1型変数の統計
投入量（例：薬）から反応の有無を予測するなど、質的変数
i0－1型）が量から決まるタイプの問題を扱う。確率が必要。

同　上 同　上

12 ベイズ的意思決定
　確率分布の期待値の考え方を利用して、日常の意思決定の問
閧��ｭ。統計的決定理論、ベイズ統計学の入門。

同　上 同　上

13
多変量解析の考え
禔i1）

重回帰分析（多くの変数を用いて目標の変数を予測） 同　上 同　上

14
多変量解析の考え
禔i2）

判別分析（多くの変数を用いて対象を分類・判別） 同　上 同　上

ユ5
多変量解析の考え
禔i3）

主成分分析とその応用（多くの変数の背後の要因探求） 同　上 同　上
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＝カオス学入門（PO1）＝・（TV）

〔主任講師 合原　一幸（東京大学教授）〕

を目的とする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 カオス学の歴史

　カオスの理解が大きく進展したのは、ここ四半世紀のことで
?驍ｪ、その源流はニュートン力学が確立された17世紀までさ
ｩのぼることができる。カオスの具体例を紹介しながら、カオ
Xの発見とその理解の深まりの背：景と歴史を概説する。

合原　一幸
i東京大学

ｳ授）

合原　一幸
i東京大学

ｳ授）

2
離散時間力学系の

Jオス

　カオスの基本的性質を理解するために、離散時間力学系のカ
Iスを取り上げる。まず、カオスの典型例として、1変数の写像
ﾅあるベルヌーイシフト写像、ロジスティック写像、テント写
怩ﾌカオスについて、その力学構造を解説する。さらに・より
b｢次元のカオス写像の例も紹介する。

同　上 同　上

3
連続時間力学系の

Jオス

　微分方程式で表される連続時間力学系であるローレンツ方程
ｮ、レスラー方程式、ダフィング方程式などのカオスについて
�烽ｷる。さらに、離散時間力学系と連続時間力学系との関連
ﾉついて考察する・

同　上 同　上

4 カオスと分岐現象

　離散時間力学系や連続時間力学系において、パラメータ値の
ﾏ化にともなって、解の定性的構造が変化する分岐現象につい
ﾄ解説する。さらにこの知識をふまえて、カオスが生み出され
髟ｪ岐過程、すなわちカオスへ至る道すじについて考察する。

同　上 同　上

5
カオスとフラクタ
mレ

　カオスの幾何学的性質は、自己相似冒すなわちフラクタルの
T念で特徴づけることができる。フラクタルの典型例であるカ
塔gール集合を取り上げ、その直観に反した不思議な性質を明
轤ｩにするとともに、カオスとフラクタルをめぐる様々な話題

�ﾐ介する。

同　上 同　上

6 カオスの数理構造

　カオスはその現象の底の深さゆえに、今だに数学的には厳密
ﾉ定義されてはいない。しかしながら多くのカオスが共有する
｢くつかの基本的性質は、明らかになってきている。これまで
ﾌ講義の内容を基にして、カオスの数理構造を整理する・

同　上 同　上

7
リアルワールドの

Jオス

　この世の中に実在するほとんどすべてのシステムは、自然シ
@　　　人工システムを問わず非線形性を有している。したステム、がって、非線形システムの典型的振る舞いであるカオスも、世

ﾌ中に広く見られる。これらの多様なリアルワールドカオス
�A実例を示しながら紹介する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

2ユ世紀は「脳の世紀」とも言われ、現在世界中で脳研究が活
発に行われている。他方で脳は非線形システムの典型例でもあ

8 カ　オス　と脳 るため、脳においては、ミクロレベルからマクロレベルに至る 合原　一幸 合原　一幸
様々な時空間スケールでカオス的現象が観測されている。これ
らの脳のカオスについて解説する。

脳を構成する神経細胞（ニューロン）は、一種のカオスデバ

9
カオスニューラル
lットワーク

イスである。カオス的素子から成る人工的ニューラルネット
潤[クである「カオスニューラルネットワーク」によって実現
ｳれうる新しい脳型情報処理システムについて、その集積回路

同　上 同　上

技術を含めて解説する。

ある種のカオスは、計算能力をそのダイナミクスの中に潜在
的に有しており、現在のコンピュータの原型であるチューリン

ユ0 カオスと計算 グマシンと対応づけることもできる。このようなカオスの複雑 同　上 同　上
な性質を解説するとともに、カオスの計算の本質的困難さやそ
の応用可能性についても議論する。’

科学やモデル学の歴史を踏まえて複雑系の概念を解説すると

ユ1 カオスと複雑系
ともに、その解析のための数理モデルを紹介する。さらに、カ
Iスニューラルネットワークモデルなどを例にして、複雑国酒

同　上 同　上

究の理論的基盤としての高次元カオスの重要性を論じる。

カオスと制御との関連について、はじめにカオスを抑制して

12
カオスとシステム

ｧ御

周期状態を実現するカオス制御手法について解説する。次に、
Jオスをむしろ積極的に活用する制御原理であるハーネシング
ｨよびホメオダイナミクスの考え方を紹介するとともに、生体

同　上 同　上

システムの制御原理との関連についても論じる。

世の中には、不規則に変動する時系列データがあふれてい

13 カオスと時系列
�ﾍ

る。これらの時系列データをカオスの立場から解析するカオス
梃n列解析について、アトラクタ再構成、フラクタル次元解
ﾍ、リアプノフスペクトラム解析、リカレンスプロットなど基

同　上 同　上

礎的解析手法を解説する。

カオスはしばしば、単純な非線形法則に従って極めて複雑な
振る舞いを生み出す。このことは逆に、複雑な時系列データの

14 カオスと予測 将来を、非線形法則を用いて予測できる可能性を示唆してい 同　上 同　上
る。カオスの振る舞いを予測する決定論的非線形予測手法の基
礎理論と応用例について解説する。

15 カオス学と科学
Z術

　これまでの講義内容を振り返りながら、カオス学と科学技術
ｳらには哲学との関係を概観するとともに、カオス学の理論と
棊pの将来、21世紀の非線形科学技術を展望する。

同　上 同　上
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＝： 矧wとコンピュータ（‘03）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

森本　光生（国際基督教大学教授）〕

長岡　亮介（放送大学教授）〕

全体のねらい
　PC　（パーソナル・コンピュータ）　の能力は、つい一昔前の大型計算機の能力を超えるほど発展し、他方、価格の低下

は限度を知らぬ勢いで進行し、それによって人々の間に爆発的に普及してきている。しかしこのようなPCの‘電子文房具’

化や‘情報家電’化の進行とは逆に、‘‘電子計算機の高速計算能ガ”が、十分に利用されなくなるという逆説も生まれてい
る。

　本講義では、身近になったPCの高速計算性能を活用することで拡がる数学の世界を入門的かつ包括的に講義する。

執笹担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

本講の目標と趣旨、本講の中で利用されるツールについて、 森本　光生 森本　光生
その入手方法、使い方、設定方法などについて簡単に紹介す （国際基督教 （国際基督教

講義の概要と学生
る。 大学教授） 大学教授）

1
諸君の準備 長岡　亮介 長岡　亮介

（放送大学教 （放送大学教
授） 授）

2
ビジュアリゼーシ
㏍刀@（D

　グラフを描くことは数学的な理解の基本的手法の一つであ
驕Bプリ’一のグラフ作成ツールを利用して「正確なグラフ」

�`くことで見えてくる様々な話題（重ね合わせ、極限値、

ﾈ線軌跡）を取り上げる。

平尾　純一
i大東文化大

w助教授）

平尾　純一
i大東文化大

w助教授）

長岡　亮 長岡　亮介

グラフィクス、特にいわゆる3Dのそれの基本概念につい
て実践的に講ずる。　（二変数関数、格子、等高線、正射影な

3
ビジュアリゼーシ ど）

平尾　　純一 平尾　　純一
ヨン　（2）

実験データの整理において必須の基本的な手法であるフィ
ッティング（Htting）について、背景となる数学と実践的な利

4
ビジュアリゼーシ 用法、限界について論ずる。 同　上 同　上
ヨン　（3）

数学の複雑な計算を行うとき、プログラミングはしばしば

プログラミングの

不可欠である。BASIC．　C．C＋＋．　Perlなどいくつかの機械言語

ﾉよるプログラミングの簡単で実際的な例を紹介する。
森本　光生 森本　光生

5 概念 長岡　亮介 長岡　亮介

フリーのBASICであるUBASICを利用して入門的なプ
ログラミングの実践的な解説を行う。

6
BASICによるプロ 森本　光生 森本　光生
グラミング（D

UBASICをより高度に利用することで理解が拡大する数学
的な例として、線型微分方程式を取り上げる。

7
BASICによるプロ
Oラミング（2）

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属職名）

UBASICをより高度に利用することで理解が拡大する数学
的な例として、級数（べき級数、Fourier級数）を取り上げる。

8
BAS亙Cによるプロ
Oラミング（3）

森本　光生 森本　光生

一昔前まで「数式処理」と呼ばれてきた機能を実現する
Computer　Algebra　Systcmについてその基本機能を入門的に解

9 CAS　q）
説する。双子素数、素数分布などもっとも基本的な初等整数

_の話題に触れる。
長岡　亮介 長岡　亮介

CASを高級電卓として利用するだけで、煩雑な計算処理を
要する数学の問題（微積分や行列の計算）が簡単に処理でき

10 CAS　（2）
ることを示す。

同　上 同　上

CASの提供する言語を利用することで、プログラミングの

効率があげられることを学ぶ。平方剰余など、初等整数論の

11 CAS　（3）
やや進んだ話題を取り上げる。

同　上 同　上

数学における文書作成の実際上の世界標準であるTEX，及 長岡　亮介 長岡　亮介

12 TEX　（1）
びLATEXについてその基礎概念と基本的な利用法を紹介す
驕B 奥村　晴彦

i松阪大学教
奥村　晴彦
i松阪大学教

授） 授）

LATEXを利用する上で必須のLATEXのマクロ機能の概念
を実践的に理解する。

13 TEX　（2） 奥村　晴彦 奥村　晴彦

LATEXでの表、図版の利用、その他について述べる。

14 TEX　（3） 同　上 同　上

数学の研究においてコンピュータがどのように活用されて

15
数学研究にとって
ﾌコンピュータ

いるか、具体的な例を示す。
森本　光生

ｷ岡　亮介

森本　光生

ｷ岡　亮介

一6　2　2　一一



＝・ ｽ変数：の微積分（℃3）＝（TV）

　〔主任講師：　熊原　啓作（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　現実の事象は複数の要因に起因する。それゆえ変数が複数の多変数関数が重要である。偏微分・重積分の基本事項を解説

し、それを極値問題、求積問題に応用する。変数をベクトルで書きなおすことによってベクトル解析の初歩と積分定理を解

説し、応用についても触れる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
点集合と多変数関 　点と座標、点集合、ベクトル、近傍、開集合、閉集合、境

E、収束、多変数関数、連続関数

熊原　啓作
i放送大学教

�j

熊原　啓作
i放送大学教

�j

2 偏導関数
偏微分係数、全微分、方向微分、連鎖法則、微分形式

同　上 同　上

3
高階偏導関数とテ
Cラーの定理

　高階偏導関数、テイラーの定理、マクローリン展開、偏微

ｪ方程式、波動方程式、ラプラスの方程式、熱方程式 同　上 同　上

4
陰関数の定理・逆写

怩ﾌ定理

　陰関数、関数の枝、陰関数の定理、逆関数の定理、逆写像

ﾌ定理
同　上 同　上

5 極　　値　　問　題 極大値、極小値、ヘッシアン、ラグランジュの乗数方 同　上 同　上

6 平　面　　曲　線
　曲線の追跡、特異点、結節点、孤立線、白点、漸近線、デ

Jルトの三葉形、レムニスケート
同　上 同　上

7 重　積　　分　　1 重積分、面積確定、面積、異々積分 同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 重　積　分　　2
　重積分の変数変換、単調近似例、広義積分、、ガンマ関数とベータ関数

熊原　啓作 ．熊原　啓作

9
多重積分と重積分

ﾌ応用
三重積分、多重積分、体積、重心、慣性能率

同　上 同　上

10
ベクトル積とベク
gル値関数

ベクトル積、行列式、三重積、ベクトル値関数 同　上 同　上

11 空　間　曲　線
　空間曲線、曲率、接線ベクトル、主法線ベクトル、従法線

xクトル、振率、フルネ・セレの公式、法平面
同　上 同　上

12 曲　　　　　　面 曲面、面積要素、曲面積 同　上 同　上

13 ベク　トル解析 ベクトル場、勾配ベクトル場、発散、回転、ナブラ作業用 同　上 同　上

14 線積分と面積分 線積分、平面におけるグリーンの定理、面積分 同　上 同　上

15 積　分　定　理
　ガウスの定理、ストークスの定理、グリーンの定理、完全

�ｪと閉微分形式
同　上 同　上
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＝運動とカ（‘01）ニ（TV）

〔主任講師：阿部龍蔵（東京大学名誉教授）〕
〔主任講師：　堂寺　知成（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　運動とカとの関係を調べる学問は力学とよばれ、これは物理学の基礎分野の1つである。本講義では、日常生活との関連、

映像の活用などに重点をおき力学の基礎的な事項をなるべくやさしく解説する。数学の準備として微積分学、線形代数など

の習得が望ましいが、それを前提とせず講義中で適当な説明を加えるつもりである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 位置・速度・加速度

　物体の運動を記述するにはその位置を指定する必要があ
驕Bこのためには空間中に適当な座標系を導入し、物体の座

Wを決めればよい。あるいは位置ベクトルを決めるといって
烽謔｢。ここではベクトルの性質、物体の速度や加速度につ

｢て説明する。

阿部　龍蔵
i東京大学名

_教授）

阿部　龍蔵
i東京大学名

_教授）

2 運　動　の　法則

　ニュートンは著書『プリンキピア』において運動の法則を

qべ、力学の体系を確立した。ここではまず運動の第一、第

�A第三の法則について説明する。次にそれらの法則の応用
ﾆして等速度運動、等加速度運動、抵抗のある運動、放物体
ﾌ運動、斜面に沿う運動を決める基礎方程式を導出する。

堂寺　知成
i放送大学助

ｳ授）

堂寺　　知成
i放送大学助

ｳ授）

3
単振動・強制振動・

ｸ衰振動

振動は日常的によく見られる運動の一種であるが、その内

烽ﾁとも簡単なものは単振動である。ここでは単振動の性質

�wび、その延長線として強制振動、減衰振動について触れ

驕B
阿部　　龍蔵 阿部　龍蔵

4 非線形力　学

　単振動を記述する方程式は線形微分方程式であるが、非線

`性を入れると運動の情況は一変しカオスが出現する。ここ
ﾅはカオスを示す振動子を観察しカオス運動を学習する。ま
ｽ、カオスの特徴である初期値に対する敏感性を凹凸斜面で

ﾌ落下の計算機実験を見ながら理解する。

堂寺　　知成 堂寺　知成

5
仕事と力学的エネ

泣Mー

　仕事とかエネルギーという言葉は日常的にもよく使われる

ｪ、その厳密な定義は力学で与えられるものである。これら
ﾉついて触れるとともにカが保存力の場合、なめらかな束縛

ﾌ場合などに力学的エネルギー保存則が成立することを示
ｷ。

阿部　龍蔵 阿部　龍蔵

6 運動量と力積

　自動車：事故では自動車の質量が大きいほど、また速さが大

ｫいほどダメージがひどくなる。このようないわば運動の勢

｢を表す量として運動量を導入し、これと密接な関係のある

ﾍ積について学ぶ。
同　上 同　上

7 計算＝機の応用

　運動方程式を数値的に解くためには離散化が必要である。

ｵかし、離散化には注意が必要である。ここではまず離散化

ﾌ仕組みを学ぶ。最終的には4次のルンゲ・クッタ法を使っ

ﾄ例題を解き、数値計算の面白さを知ろう。印刷教材にCプ

鴻Oラムを例示し、パソコンを所有する学生には演習問題を

�氓ｷる。

堂寺　知成 堂寺　知成
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

気体と液体を総称して流体という。力学の対象は固体だけ

でなく流体にも及び、流体の運動を論じる力学を流体力学と

8 流体　の運動
いう。ここでは流体力学の基本的事項として圧力、流線、粘 堂寺　知成 堂寺　知成
性率、レイノルズの相似則を学び、次に力学的エネルギー保
存則の延長としてベルヌーイの定理を導く。

地震で建物が崩壊したり、橋梁が落ちたりする。物体にカ

が加わると、カが小さいうちは物体の変形の大きさはカの大

きさに比例し、フックの法則が成立する。カがある限界を越

9 構　造　力　学 えると物体の破壊が起こる。この章ではカの釣り合い、弾性 同　上 同　上

体の変形、橋の構造といった構造力学の基礎を学ぶ。

@　　　　　　　　　　　　一

ニュートンのりんごの話はあまりにも有名だが、ここでは

万有引力について学ぶ。点状の物体間の万有引力を説明した

後、有限な形の物体同士に働く万有引力を論じる。とくに、

10 万　有　　引　力 一様な球同士の場合、具体的な計算を行う。 阿部　龍蔵 阿部　　龍蔵

太陽と地球との間には万有引力が働くが、この2つだけに
注目した場合の問題を二体問題という。二体問題は基本的に

一体問題に帰着するが、このような観点から惑星の運動を調

11 惑　星　の　運動 べ、ケプラーの法則が導かれることを示す。 同　上 同　上

慣性の法則が成立するような座標系を慣性系という。慣性

系に対して相対運動を行う座標系では、一般に見かけ上のカ
が現れこれを慣性力という。ここでは並進運動、回転座標系

12 相　　対　　運　　動 などを考察しガリレイの相対性原理、コリオリカ、遠心力な 同　上 同　上

どについて学ぶ。

カを加えても変形しないような理想的な固体を想定し、そ

れを剛体という。剛体の運動を記述する基本的な物理量は慣

13
剛体と慣性モーメ

塔g

性モーメントであるが、その具対例をいくつか扱う。また、

яﾌの簡単な運動として固定軸をもつ場合と平面運動につい 同　上 同　上

て述べる。
、

固定点の回りで回転するような剛体を考え、その全角運動

量、運動方程式、全運動エネルギーなどについて考えていく。

また、このような回転を記述する数学的な方法として、オイ

14 剛体　の　回転 ラー角を導入し、それに伴う座標変換について論じる。 同　上 同　上

こまの運動は、力学の各種の課題の中でとくに興味のある

問題である。ここでは重力場中の対称こまを扱い、オイラー

15
重力場中の対称
ｱま

角を利用してその代表的な各種の運動について論じていく。

ﾆくにオイラー角θが0となる場合（眠りごま）が実現され

驍ｽめの条件を導く。

同　上 同　上
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＝光と電磁場　（‘01）＝：（TV）

〔主任講師：　中山　正敏（放送大学教授）〕
〔主任講師：櫻井捷海（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　現代文明は、光、電波、電流、磁気などによって支えられている。光は実は電気と磁気の波・すなわち電磁波の一種であ

る。本講義では、光や電磁気現象を電場と磁場という2種類の場と、その基本法則によって理解することを目指す・身近な

例から出発して電磁場のイメージを作り、さまざまな現象や応用例を体系的に説明する・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

光、電波、電気、磁気の諸現象は、身の回りにあふれ、現

1 光　と　電磁気

代文明を支えている。これらは、互いに関連しあっており・

�ﾔの中に広がった電場、磁場によって表わされる。光、電
C信号の速度を測る。光のエネルギーの伝播の様子を、点・

中山　正敏
i放送大学教

�F）

中山　正敏
i放送大学教

�F）

線・面光源について学ぶ。

光や電波などを波として捉える準備として波の一般的な性
質を学ぶ。水面波を例として、波と振動の関係、位相、正弦

2 波　の　性　質
波を説明する。波の重ね合わせの原理、干渉、回折格子につ
｢て述べる。波の伝播についてのホイヘンスの原理を紹介す

同　上 同　上

る。

CDが色づいて見えることから光が波であることを理解す
る。回折格子により、光の色と波長の関係を知る。光の伝播

3 光　　　の　　　波
について、光線の意味を知り、光線の直進、反射、屈折の諸

@則を、ホイヘンスの原理によって説明する。レンズの原理
同　上 同　上

と簡単な応用を述べる。

電波と光が電磁波であることを説明する。電磁波の波長に

4 電　波　　と　光

よる分類、その特徴、応用を概観する。電磁波が偏光を持つ
ｱとを説明する。光が吸収や放出などで原子とエネルギーを
�ｷするときは、光量子を単位とすることを学ぶ。レーザー

櫻井　i捷海
i東京大学名

_教授）

櫻井　　i捷海

i東京大学名
_教授）

の原理を述べる。

静電気現象の基本概念を説明する。電荷間のクーロンカと、

それを媒介する電場について述べる。電場を電気力線で表わ

5 電荷　と　電場
し、それがガウスの法則にしたがうことを示す。ガウスの法

･から、対称性のよい場合の電場を計算する。
中山　正敏 中山　正敏

静電気現象を、エネルギーの観点から考える。電気力のな

す仕事は、電位を用いて表わされる。電位と電場の関係を説

6
電位と電気エネ
泣Mー

明する。応用として、導体の静電誘導、コンデンサーについ

ﾄ述べる。静電気エネルギーが、電場によって担われている
同　上 同　上

ことを示す。

不導体である誘電体と電気現象の関係を述べる。微視的な

電気双極子の集まりによる巨視的な電場が、分極電荷を用い

7 誘電体と電揚
て表わされることを説明する。電気分極の場、電束密度の場

�ｱ入し、それを用いて誘電体がある場合のガウスの法則を
同　上 同　上

表わす。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

電流は電荷粒子の流れであることを説明する。オームの法

則について述べる。ジュール熱、電池の起電力を、エネルギ

一の転換過程として説明する。空間に分布している電流を、
8 電　　　　　　流 電流密度の場で表わす。電荷の保存則から、電流密度の場の 中山　正敏 中山　正敏

形が決まることを示す。

磁石による静磁気現象について述べる。磁石は単独の磁荷

に分けられず、磁気双極子が要素となる。磁気のクーロンの

法則、ガウスの法則が成り立ち、誘電体の場合と平行した記
9 磁石　と　磁場 述ができる。磁束線は源を持たず、閉曲線としてのみ存在す 同　上 同　上

る。

電流は磁場からカを受ける（ローレンツの磁気力）。その

反作用として電流が作る磁場は、ビオ＝・サバールの法則にし

たがう。電流コイルと磁気双極子の対応関係を述べる。電流
10 電　流　と　磁場 の作る磁束密度は閉曲線をなし、アンペールの法則にしたが 櫻井　捷海 櫻井　捷海

うことを示す。

磁場と電流コイルが相対的に動くとき、：コイルに起電力が

誘導される。それを表わすファラデーの法則を説明する。コ

イルの相互誘導、自己誘導について述べる。コイルを流れる
11 電　磁　誘　導 電流のエネルギー、磁場のエネルギーについて学ぶ。発電機 同　上 同　上

など電磁誘導の応用例について述べる。

これまで積分形式で電磁場の法則を説明してきた。同じ法

則を各州での場の微分量の関係として記述できると、近接作

12
ベクトル解析と
ﾃ電磁場の法則

用の場の立場によりふさわしい。はじめにベクトル解析につ

｢て学んだ後に、静電場、静磁場に関する法則の微分形式に 同　上 同　上

ついて説明する。

電位のポアソン方程式、静磁場を表わすベクトルポテンシ
ヤルの方程式を導く。電磁誘導の法則と、変位電流の導入に

13
マクスウェル方程
ｮの導出

より拡張したアンペールの法則の微分形式を説明する。これ

ﾜで述べてきた電磁場の法則をマクスウェルの方程式（微分 同　上 同　上

形式）としてまとめる。

マクスウェル方程式から電磁波の波動方程式を導く。電磁

波の性質についてしらべる。マクスウェル方程式を解くとき

14
マクスウェル方程
ｮと電磁波

の：境界条件や電磁波の反射屈折などにも触れる。
同　上 同　上

ポインティングベクトルについて説明する。ベクトルポテ
ソシャルとスカラーポテンシャル（電位）に対する波動方程

15
電磁波の発生と
沛o

式を導き、電磁波の発生について述べる。電磁波の伝搬や伝

乱?ﾉ沿っての電気信号の伝搬についても考える。また、電

･場の検出について説明する。

同　上 同　上
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＝・ 椛ﾎ論（’99）＝・（R）

〔主任講師 藤井　保憲（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　この講義では、相対性珪論全般にわたって平易な解説を目指す。数式の使用は必要最低限にし、直観的な説明を心が

ける。重要な点については、1時間をかけて丁寧な説明をする。また相対性理論が現在の基礎研究や技術にどのように役
立っているかにも焦点をあてる。　・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

特殊、および一般相対性理論とはどんなものか、詳細にはい

1 相対性理論とは
ｽか

る前に概観と現代の姿を与える。次に特殊相対性理論の成り立
ｿにはいる。以後の説明の準備として座標系、慣性系、またガ
潟激C変換などを解説し、また電磁気学における光速度との関

藤井　保憲
i東京大学

ｼ誉教授）

藤井　保憲
i東京大学

ｼ誉教授）

連にもふれる。

光速度不変の原理から出発し、直感的な議論によって同時刻

2
同時刻とはどう
｢うことか

の相対性や動いてる時計のおくれを示す。絶対時間概念の崩壊
�ｭ調し、ローレンツ変換を紹介する。それによって新しい速

同　上 同　上

度の合成則を導く。

ローレンツ変換の作用する場所としてミンコフスキー時空、

3 時空とは何か
その中の世界点、世界線、固有時について述べる。2次元から出
ｭし、時代のおくれなどの現象を再現する。光円錐を説明す

同　上 同　上

る。4次元ベクトル、スカラー、ローレンツ不変量を解説する。

4次元エネルギー一・運動量ベクトルからEニmc2を導き、原子

特殊相対性理論に 核エネルギーについて説明する。さらに速度とエネルギーの関

4 よって何がわかつ 係も議論し、加速器の原理を述べる。ディラック方程式、それ 同　上 同　上

たか に関連してスピンについても述べる。レーザージャイロなど、
最近の応用にもふれる。

特殊相対性理論にかかわるいくつかのパズルに挑戦してみ
5 パズルはいかが る。これまでに習ったことの練習問題にもなるし、さらに深い 同　上 同　上

理解の為にもなるだろう。

一般相対性理論に導くいくつかの概念について説明する。特

6
一般相対性理論
ﾖの道

に非慣性系、慣性力、2種類の質量などを通じてニュートンカ学
ﾌ微妙な点にふれ、等価原理を理解する。エトヴェッシュの実

同　上 同　上

験もとりあげる。

加速度運動をあらわす曲がった世界線から、曲がった時空へ

7 曲がった時空 の着想について述べる。曲がった空間の幾何学の話しにはい
驕B計量、平行性、曲率、測地線などの概念を説明する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

前章で説明した諸概念を、もう少し数学的な形で提示する。

8 すべては計量から
つまり、計量（テンソル）、線素、接続、曲率など、リーマン
�ｽ学の道具立てを説明するが、できるだけ直感的な方法で、 藤井　保憲 藤井　保憲

一般相対論の本質の理解を助けることに重点をおく。

運動方程式としての測地線の考え方を述べる。ニュートン的
極限で、計量が重力ポテンシャルと解釈できることを示す。ま

9 重力はカではない た回転座標系における円心力の例も考察する。等価原理のさら 同　上 同　上
に深い到達点として、単なる慣性力と真の重力との違いについ
て説明する。

等価原理の適用例として重力的撃方変位を導く。Pound－Rebka

10
重力による時計の
ｨくれ

の実験、およびVessotの実験、さらにはこれを利用した重力計
ﾉも触れる。また最近の地球的規模の時計合わせの話題も含め
驕B

同　上 同　上

基本的考え方と結果を簡潔に述べる。またその苦心談も交え

11
アインシュタイン
羽�ｮ

る。ニュートン理論との関係、またその非線形性を強調する。
ｻの解として、線形解、静的厳密解、宇宙論的解があることを

同　上 同　上

説明する。時空と物質との相互関係についても述べる。

シュワルツシルトに関する挿話を交えながら、解の特徴を説

12 ブラックホール
明する。ついでブラックホールの説明にはいる。地平線の性
ｿ、またそれへの落下の様子を解説する。またブラックホール

同　上 同　上

の実現性についても語る。超新星との関連にも触れる。

水星の近日点移動、太陽のまわりの光の曲がりについて、歴

13 太　　陽　　系
史的挿話と共に説明する。ついで最近の太陽系実験について述べる。さらに連星パルサーに関する話題も含め、実験重力の発

同　上 同　上

展について語る。

膨張宇宙の解を提示する。宇宙定数の挿話とハブルの発見に

14 宇　　宙　　論
ついて語る。赤馬変位について説明し、現代のビグバン宇宙観
ﾉついて解説する。宇宙背景輻射、暗黒物質や宇宙定数などに

同　上 同　上

関する話題も含める。

15 統　一　理　論
　素粒子物理学との接近について述べる。アインシュタイン理
_のさらに奥にある統一理論について概説する。

同　上 同　上
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＝量子力学（’01）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

大西　直毅（山梨大学教授）〕
市村　宗武（法政大学教授）〕

全体のねらい
　物理学では、20世紀の最初の四半世紀、それまでの概念や描像を根底から覆す転回が矢継ぎ早に起こり・自然認識
が大きく変わり、量子力学が生まれた。この講義ではその歴史を踏まえ、量子力学の基本的な考え方や法則の理解に努
める。あわせて、光と物質との相互作用などの理解を深め、物質観を含む現代物理学の核心に触れる・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・：職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 物理学と量子力学

　20世紀の物理学発展における量子力学の位置付けを述べ、先
[技術などで果たしている役割を紹介する。量子論の発端は熱
厲ﾋの解明にあった。光学は、波動説の復活と電磁波説によ
閨A古典電磁気学に集約できる。電磁場の基本方程式から波動
羽�ｮを導き、放射圧について議論する。

大西　直毅
i山梨大学

ｳ授）

大西　直毅
i山梨大学

ｳ授）

2 量子の登場

　熱放射と吸収率の比は光の振動数と温度のみで決まる普遍関
狽ﾅあり、この形を決めるのが量子論の誕生に繋がる。黒体放
ﾋのT4乗下から、ヴィーンの変移則を経てプランクの放射公式
ﾉ至る経緯を紹介し、エントロピーの計算から量子誕生の歴史
I瞬間を述べる。

同　上 同　上

3 原子論と電子

　量子力学はミクロの世界、特に電子の運動を司る法則で、現
繻ｴ子論の成立と重なる。化学で確立した元素の概念、原子
_・分子論を経て、電子の発見、分光学でのゼーマン効果の電
q論による説明、原子核の発見、ラザフォード模型など、原子
¥造の解明の基礎的知見を紹介する。

同　上 同　上

4 量子力学前夜

　ボーアはラザフォードの模型の困難を、古典電磁気学の帰結
�s問にし、新しく定常状態と遷移の概念を導入して避け、水
f原子のスペクトルを説明し、量子力学への大きい一歩を踏み
oす。ゾンマーフェルトはボーアのアドホックな量子化を正
ｵ、より一般的な古典量子化を提唱した。

同　上 同　上

5
量子力学への2つ
ﾌ道

　対応原理を指導原理として、ハイゼンベルグは遷移振幅の解
ﾍから交換関係に依る行列力学の道を拓く。ドゥブローイは物
ｿ波を提唱し、それを受けシュレーディンガーは電子の波動力
wに到達し、異なる2つの道を経て量子力学の成立に向かう。

同　上 同　上

6 量子力学の成立

　2つの道を別々に歩んだ方法は、それぞれ独り立ちはできな
ｩったが、同等性が証明され、三三変換理論で完成へと向かっ
ｽ。調和振動子は最も基本的な力学系で、交換関係から波動関
狽�ｶ成する演算子を導入して解く。1次元の井戸型ポテンシャ
汲ﾌ波動方程式を解く。

同　上 同　上

7
球対称性と角運動

ﾊ

　中心力は球対称性のために角運動量が保存し、極座標の導入
ﾉよって、ハミルトニアンは動径と角度の座標へ変数分離でき
驕B角度の部分は角運動量演算子の交換関係から解け、波動関
狽ｪ球面調和関数で表せる。動径部分は遠心ポテンシャルを含

�ｾ、一次元の問題に帰着する。

同上 同　上

一一@6　3　1一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 水　素　原　子

　水素原子は電子が・一つで、中心力の一体問題として解る。
Nーロンカの特殊性で、角運動量の他に離心ベクトルがハミル
gニアンと可換な演算子で、各ベクトル成分の間の交換関係か
轣A量子状態を求める。このことから、完全でない古典量子化
ｪ成功した幸運の秘密を解き明かす。

大西　直毅 大西　直毅

9 不確定性原理

　量子力学では時間発展を記述するのに波動関数の変化と捉え
骭ｩ方と演算子の変化とする見方がある。両者の関係を明らか
ﾉする。ついで、量子論固有の不確定性関係を定量的に導きそ
ﾌ意味を波動描象から理解する。合わせて、古典的粒子描象と
m率の波との関係を考える。

市村　宗武
i法政大学

ｳ授）

市村　宗武
i法政大学

ｳ授）

10
スピンおよび多粒

q系

　静止した電子でもスピンという半整数の角運動量を持ち、磁
ﾎになっている。このような内部自由度の概念を学ぶ。つい
ﾅ、複数の同種粒子は互いに区別できず、相互の置換に対し波
ｮ関数が対称か反対称という統計性を持つことを学び、統計性
ﾆスピンの関係を見る。

同　上 同　上

11 原子・分子の構造

　まず変分法という近似手法を学ぶ。次いで、多体系取扱いの
軏{例として2電子を持つヘリウム原子を考察する。つぎに周
坥･表の理解を中心に平均場近似を用いて原子の構造を定性的
ﾉ考察する。終りに分子を形成する機構の1つとして水素分子
�l察する。

同　上 同　上

12

非束縛状態一反射・透過・

U乱

　まず1次元の散乱問題を取上げ、反射、透過現象を考える。
ﾁに古典論と量子論の本質的違いであるトンネル効果を理解す
驕Bついで3次元の散乱問題についても考え方とその取扱い方
ﾌ基礎を学ぶ。

同　上　　、 同　上

13
摂　動　論　　1一定常状態

　系の主要部分（解ける問題）に弱い付加的力（摂動）が加
墲ﾁたとき、その摂動の取扱い方を考える。まず定常状態につ
｢て、縮退がない場合とある場合に別けて考察する。原子の分
ﾉ率、シュタルク効果などを取り上げる。

同　上 同　上

14
摂　動　論　II一遷移過程

　時間に依存する摂動を取扱い、黄金律と呼ばれる、現象の理
�ﾉも、実用にも極めて有用な公式を導く。応用として原子核
ﾌ大きさを測る電子散乱、光の吸収、放射などの問題を考察す
驕B

同　上 同　上

15 現代の自然像

　現在、物質は原子→原子核→陽子・中性子→クォークおよび
d子という階層構造を成し、基本粒子間には光子、グルーオン
凾ﾌ交換によるカが働いていると考えられている。こうした自
R像の発見の歴史と現在の課題について述べる。

同　上 同　上
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＝・ ｨ性物理学入門（’00）＝（TV）

〔主任講師 藤原　毅夫　（東京大学教授）〕

全体のねらい
　多様な物質のミクロな構造やマクロな諸性質を物理学の立場から理解し、物理的な物の見方を身に付けるとともにそ
れらを支配する物理法則を理解する。現代の日常生活のすみずみにまでいき渡っている物性物理学の、技術としての一

端も理解されるように努める。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

1 物性物理学とは

　物性物理学は力学、電磁気学とは違い開いた体系である。こ
ﾌような側面から説明し、物性物理学が自然科学の最先端を
梶[ドしていることを概観する。さらに物性物理学を学ぶ際の
P位の重要性を強調し、SI単位系で物質系の諸量を見る。

藤原　毅夫

ｳ授）

　　　　　藤原　毅夫
i東京大学’（東京大学
@　　　　教授）

2 物質の構造・結合

　固体のミクロな構造が原子の周期的な配列であることを知
閨A原子配列と固体結合のメカニズムとの関係を理解する。さ
轤ﾉ結晶構造を記述するいくつかの概念を説明する。

同　上 同　上

3 物質の構造とX
?E粒子線構造学

　物質の構造やその乱れを観察する手段であるX線・粒子線構
｢学について述べる。物質の構造の乱れの概念を把握し実際に
ﾏ察する。

同　上 同　上

4 固体の弾塑性

　物質の力学的性質について学ぶ。弾性、塑性、破断という過
��揄�ｵ、フックの法則を考える。固体の変形、歪み、応力
ﾌ概念を理解し、結晶の対称性と歪みテンソルの関係を学ぶ。

同　上 同　上

5
固体の動力学と格

q振動

　物質の動力学的性質を原子論的立場から理解する。特に原子
ﾔ相互作用を調和振動として取り扱い、音波の伝搬について理
�ｵ、また熱膨張と原子問相互作用の非調和性との関連、格子
苳Mとフォノンについても学ぶ。

同　上 同　上

6

結晶中の電子の振
髟曹｢1．量子力

w

　固体中の電子性質を理解するための準備として、量子力学の
恟Kを行う。シュレディンガー方程式、球対称ポテンシャルの
鼾№ﾌ解（s，p，d，f，．．．）、スピン、電子とフェルミ統計、交換

褐ﾝ作用、パウリの原理、電子相関など。

同　上 同　上

7

結晶中の電子の振

髟曹｢2．電子の
Gネルギーバンド

　固体中の電子の性質を周期ポテンシャルとの関連で理解す
驕Bブリルアンゾーンと結合・反結合軌道について知り・電子
ﾌエネルギーバンドの概念を理解する。バンドギャップについ
ﾄ学び、金属と絶縁体の区別を明確にする。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

光物性の基本について学ぶ。物質の色（金属、絶縁体、宝石

8 固体の光学的性質
の色）がどのように現れるかの問題意識を実際の物質に即して
揄�ｵ、ローレンツモデル、ドルーデモデルおよびエキシトン 藤原　毅夫 藤原　毅夫

について学ぶ。

金属の物性について電子論の立場から学ぶ。特に弾塑性と金

9 金属と電子輸送
属結合、バンド構造、フェルミ面の概念を理解する。フェル
~、ディラック分布から電子比熱を理解する。さらにドルーデ

同　上 同　上

モデル、電気伝導、熱伝導、金属の帯磁率にも触れる。

半導体の物性について電子論の立場から学ぶ。特に構造と共

10 半　　導　　体
有結合、バンド構造、電子とホール（キャリア）および真性半
ｱ体と不純物半導体、キャリアドーピングの概念を理解する。

同　上 同　上

半導体伝導、簡単なp－n接合、トランジスタについても述べる。

物質の磁気的性質についてミクロな立場から学ぶ。反磁性と

11 磁　　　　　　性
常磁性の区別、スピン、スピン間相互作用を電子的な立場から
燒ｾする。協力現象（強磁性、反強磁性）の概念と磁化、磁化

同　上 同　上

率について学ぶ。

強磁性を例に相転移の現象論を学ぶ。物質の相、自由エネル
12 相　　転　　移 絶目、平均場近似の取り扱い、1次転移と2次転移、オーダーパ 同　上 同　上

ラメター、ランダウの相転移理論について述べる。

超伝導とは何か、現象の理解とその熱力学を説明し電子二相
13 超　　伝　　導 互作用とフェルミ面の不安定性について学ぶ。電子波動関数の 同　上 同　上

位相の重要性とジョセブソン効果についても触れる。

14
ソフトマターの構

｢

　新しい材料として注目されているソフトマターについて、構
｢の階層性、高次構造、共重合とマクロ相分離、体積排除効果
�wび、その多様性を理解する。

同　上 同　上

15
ソフトマターの物

ｫ
　ソフトマターの物性の基礎である分子鎖の形態、ゴム弾性、
Qルを学び、粘弾性（レオロジー）などの物性を概観する。

同　上 同　上
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＝物質の科学・量子化学（‘03）・＝（TV）

〔主任講i師：平尾公彦（東京大学教授）〕
〔主任講師：　濱田　嘉昭（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　原子が結合して分子ができる。分子がさらに集合して、私たちが目にするマクロの物体となる。したがって、物質の性質

や反応性を理解するには、分子の成り立ちをミクロの視点にたって理解することが必要である。本講義は、化学結合の起原

を量子力学に基づいて解説する。理論の解説では、基本的な考え方をわかりやすく述べることを念頭に置き、CGなど視覚

的な理解ができるように努める。また、分子の持つ性質を実験的に調べる手段として、主に分光法をとりあげ、理論的理解

と実験的解釈が一致していることを示す。実験の解説では、実際の研究現場とその応用をロケ取材により積極的に取り上げ

ることにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

われわれをとりまく物質世界と物質進化について概観す 平尾　公彦 濱田　嘉昭
る。また、ミクロの世界を理解するうえでの量子化学の重要 （東京大学教 （放送大学助

1
マクロとミクロを
汲ﾔ量子化学

性について解説する。原子、分子の基本となる物理量、電子

ﾌ質量、電荷、プランク定数、光の速度などが実験的にどの

謔､に決められたのかを振り返る。

授）

_田　嘉昭

教授）

ｽ尾　　公彦
（放送大学助 （東京大学教

教授） 授）

水素原子のスペクトルを中心に量子論が誕生するまでの歴

ミクロの世界の記述 史を振り返る。ボーア模型を解説し、ボーア模型の破綻、量

2 一量子力学の基本的
子力学の確立と説明し、量子論の基本的な考え方を解説する。 平尾　　公彦 平尾　公彦

な考え方一

厳密解の得られる水素原子の電子構造を明らかにする。ま

たPauliのAufbau原理の基づき一般の原子の電子構造を解説

3 原子の電子構造
する。また、イオン化エネルギー、周期律、周期表について 同　上 同　上
解説する。

厳密解の得られる水素分子イオンの電子構造を解説し、分

原子から分子へ
子の成り立ちについて解説する。量子論によって培われた電

4 一化学結合のなり 気陰性度などいろいろな概念についても説明する。 同　上 同　上

たち一

等核二原子分子、異核二原子分子の電子構造を明らかにし、

共有結合、イオン結合について解説する。

5
二原子分子の結合 同　上 同　上
と電子構造

原子価、混成軌道の概念を導入し、一般の分子の成り立ち

を解説する。また、分子の形がどのようにして決まるかを解

6
多原子分子の結合 堕する。 同　上 同　上
と電子構造

共役分子系のH耽ke1法を解説し、吸収スペクトル、化学反

応性、芳香性などについて議論する。

7 π電子系の電子構造 同　上 同　上
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も

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 ミクロの世界の性質

　ミクロの分子は、私たちが通常目にする物体の運動と類似

ﾌ運動とともに、異なった様相の運動をしている。量子論に

薰ﾃく分子運動の性質を説明し、それがマクロの物体の運動

竦ｫ質とどのように関係しているかを解説する。
濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

9 ミクロの世界の観測

　分子の構造や運動あるいは性質を実験によって調べる方法

ﾌ一つが電磁波と分子の相互作用を利用する分光法である。

ｪ子の運動の種類と電磁波の種類との関係、分光法の原理と

ｪ定によって得られるスペクトルの解析について説明する。
同　上 同　上

10 レーザー分光法

　分子の詳細な情報を得るには、スペクトルのエネルギー分

�¥を高める必要がある。そのた，めには電磁波をより精密に

ｪ解して測定するか、レーザーなどのエネルギー幅の十分狭
｢光源を用いる方法がある。レーザーの原理と高分解能分光
ﾉよって得られる分子の姿を解説する。

馬場　　正昭
i京都大学教

�j

濱田　嘉昭

n場　　正昭
i京都大学

ｳ授）

11 高エネルギー分光法

　エネルギーの大きい電磁波を分子に当てると、イオン化や

煌k電子の励起を起こすことができる。これらの方法は、分
qの電子構造を直接観測しているとも言える。また、シンク

鴻gロン放射光などの新しい光源を用いて、分子の新しい姿

ｪわかりつつある現状を解説する。

宇田川康夫
i東北大学教

�j

濱田　嘉昭

F田川康夫
i東北大学教

�j

12 高速分光法
齦ｪ子の動的構造一

　分子はピコ秒，さらにはフェムト秒の時間スケール様々な

^動をしている。これらの化学過程を調べる測定法の工夫、

ｻれらの測定から得られる分子の動的な姿について解説す
驕B

濱口　宏夫
i東京大学大

w院教授）

濱田　嘉昭

_口　宏夫
i東京大学大

w院教授）

13
高分解分光法一分子の動的構造一

分子は決して固い棒のようなもので結ばれているのではな

｢。分子のフレキシブルな運動を知る方法、いくつかの分子
ｪ相互作用して大きな集団を作っていく様子について、主に

uｪ解分光法の立場から解説する。

遠藤　泰樹
i東京大学大

w院教授）

濱田　嘉昭

涛｡　　泰樹
i東京大学大

w院教授）

14
磁気共鳴分光法一磁場と分子一

　核スピンや電子スピンは磁場の中に置かれると，エネルギ

[の分裂を起こす。このエネルギー差をマイクロ波の吸収に

謔ﾁて測定する方法が磁気共鳴法である。磁気共鳴法の原理

ﾆ応用について解説する。

手老　省三
i東北大学

ｳ授）

濱田　嘉昭

陂V　省三
i東北大学教

�j

15 量子化学の最前線

　最近の話題を取り上げ、量子化学、計算化学の最前線と量

q化学の役割、将来の可能性について解説する。

平尾　公彦
濱田　嘉昭

ｽ尾　公彦
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＝物質の科学・反応と物性（99）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講師

土屋　荘次（早稲田大学客員教授）〕
平川　暁子（放送大学名誉教授　）〕

全体のねらい
　この講義では、物質の示すさまざまな状態・性質と化学変化を熱力学と反応速度論という2つの方法論によって探求
する。方法論の原則を実験事実を通して理解し易く解説することを念頭におく。なお・これらの原則がどのように現代

の先端的な問題に関連しているかの解説にも留意する。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
序論：物質探究の

菇@論

　本講義の目標と背景、その概要を説明する。物質の科学は、

ｨ質のもつさまざまな特性を原子・分子のレベルで探求する学
竄ﾅある。この講義では、主として熱力学と反応速度論に基づ
｢て物質の反応と物性を解き明かす予定である。

土屋　荘次
i早稲田大

w客員教
�j

土屋　荘次
i早稲田大

w客員教
�j

2
物質のもつエネル
Mー一

　物質はそれを構成する原子分子の運動による固有なエネル
Mーをもっている。エネルギーの大きさを規定しているのは温
xであり、また、エネルギーの変化は、熱や仕事として認識さ
黷驕Bこの章の目標は、物質のエネルギーの根源とその変化に
ﾂいて学ぶことである。

同　上 同　上

3 熱　　化　　学

　物質の化学変化にともなってエネルギーの吸収、または放出
ｪある。この章では、物質の構成成分について標準状態エネル
Mーを定義することによって、結合エネルギーなど物質固有な
Gネルギー、および反応にともなうエネルギー変化を考察す
驕B

同　上 同　上

4 物質のエントロ
sー一

　物質の状態を規定するには、エネルギー以外にエントロピー
ﾆいう物質固有な物理量を必要とする。この章では、エントロ
sーの物理的な意義とそれが何故物質の状態を支配するのかを
燒ｾする。

同　上 同　上

5 化　学　平　衡

　物質の化学変化や状態変化は、最終的には平衡状態となる。
ｱの講義では、平衡状態がギブスエネルギーが最小となる条件
ﾅ達成されることを説明し、化学平衡への応用を考察する。

同　上 同　上

6 相　　平　　衡：

　物質は、固体、液体、気体の3つの状態のいずれかをとる。純
ｨ質について、どのような条件でどのような状態をとるかを論
ｸるのが本章の課題である。

同　上 同　上

7 溶　　　　　液

2つの成分物質の混合系のとりうる状態を論ずるのを目的とす
驕B組成によって平衡状態がどう違って来るのか、また、　「溶
ｯる」とはどういうことなのかも論ずる予定である。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

8 相　　転　　移

　物質の気体、液体、固体の3つの状態間の相の変化の他に、結
ｻや液体状態で様々な相変化（相転移）をする物質が数多く存
ﾝする。相転移がなぜ起こるのかを、エネルギーとエントロ
sーの立場から、いくつかの例で解説する。

演練　道夫
i大阪大学

ｳ授）

狙篠　道夫
i大阪大学

ｳ授）

9 高分子の構造

　高分子物質の多彩な性質は、それがとり得る複雑な構造とそ
ﾌ分子運動に起因している。ここでは高分子の構造を、単量体
ﾌ一次構から始めて、高分子鎖の一次構造、二次構造、高次構
｢を主として熱力学の立場から、説明する。

西　　敏夫
i東京大学

ｳ授）

西　　敏夫
i東京大学

ｳ授）

10 高分子の物性

　高分子に特徴的な物性として、ゴム弾性やゲルの物性、高性
¥繊維、粘弾性などを取り上げ、構造と物性の関係を説明す
驕Bまた、機能性高分子の例として、光学的特性、導電性、圧
d性などを示すと共に、これからの高分子の可能性について述
ﾗる。

同　上 同　上

11
化学反応のしくみ
i1）

　物質の化学変化、つまり、反応の速度をどう表現するのか、
ｻの速度を支配しているものは何かなど、反応速度の基本を学
ﾔ。

土屋荘次 土屋荘次

12
化学反応のしくみ
i2）

　化学反応は、原子分子同士の衝突によって起こる多くの素反
桙ｩら組み立てられる複合反応の形式をとる。その場合、反応
�юiする機構がどうなっているかを燃焼や爆発反応などの例
ﾉついて学ぶ。

同　上 同　上

13 大気の科学

　地球の大気は太陽光をエネルギー源とした光化学反応の場で
?驕Bこの章では、オゾン層の生成などの自然大気で起ってい
骭�ｻ学反応と、人間活動によって大気中に放出された汚染気
ﾌが起す光化学反応を学び、同時に人間活動が自然に与える影
ｿを考える。

鷲田　伸明
i京都大学

蜉w院教
�j

鷲田　伸明
i京都大学

蜉w院教
�j

14
エネルギーの変換

ﾌ化学

　電子のやりとりで進むプロセスのあらましを説明し、エネル
Mー変換の原理を解説する。，とくに、人間社会にとってもっと
熄d要なエネルギー変換である光合成をとり上げ、光エネル
Mー変換のメカニズムを検討する。

渡邊　　正
i東京大学

ｳ授）

渡邊　　正
i東京大学

ｳ授：）

15 触媒の化学

　われわれの生活は、さまざまな有用な合成物質に支えられて
｢る。それらの大部分は、触媒という特定の化学反応を媒介す
驪@能物質によって合成される。この章では、触媒のもつ反応
＜Jニズムを学び、その多様な可能性を探る。

御園生　誠
i工学院大

w教授）

御園生　誠
i工学院大

w教授）
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＝物質の科学・有機高分子（‘02）＝（TV）

〔主任講師1西
〔主任講師：讃井
〔主任講師：平川

敏夫（東京大学大学院教授）〕

浩平（上智大学教授）〕
暁子（放送大学名誉教授）〕

全体のねらい
　有機高分子は、私たちの生命・生活に密接に関係し今後もその重要性は増すであろう。本科目では高分子とは何かから始

め、有機化学の基礎として有機物質の構造・反応を述べ、重合による高分子の生成について説明する。さらに高分子の構造●

物性・加工・社会との係わりなど将来への展望を含めて有機高分子物質の総合的な把握を目指す。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 高分子とは何か

　高分子とは何かについて、天然高分子（植物・動物）を例

ﾉとり説明すると共に、日常生活にかかせない合成高分子に

ﾂいても具体的に紹介する。高分子の概念、合成高分子の開
ｭ、生体高分子を概観したあと、本科目の講義の構成を説明

ｷる。

西　　敏夫
i東京大学大

w院教授）

西　　敏夫
i東京大学大

w院教授）

2 有機化合物の構造

　多様な有機化合物は、炭素一炭素間の結合が骨格を作り、

ｻれに各種の官能基が結合している。この回では、炭素間の

牛№ﾌ特徴・炭素間結合と官能基の種類による化合物の分
ﾞ・分子の立体構造など、有機化合物を学ぶ際の基本的な事

?�燒ｾする。

平川　　暁子
i放送大学名

_教授）

平川　　暁子
i放送大学名

_教授）

3
有機化合物の反応
i1）置換反応

　多様な有機化合物の構造と反応性の関係を統一的に理解す

驍ﾉは、反応機構にもとづいて整理するとよい。この回では
u換反応について、脂肪：族炭素上およびカルボニル炭素上の

♀j置換、芳香族の求電子置換、アルカンのラジカル置換な

ﾇについて説明する。

井上　　祥平
i東京理科大

w教授）

井上　　祥平
i東京理科大

w教授）

4

有機化合物の反応
i2）付加反応と脱

｣反応

　付加反応と脱離反応を、反応機構にもとづいて整理して説
ｾする。アルケンへの求電子付加、カルボニル化合物への求

j付加、アルケンへのラジカル付加、脱離反応によるアルケ

唐ﾈどの生成について述べる。付加・脱離反応と置換反応の

ﾖ係についても触れる。

同　上 同　上

5 有機化合物をつくる

　有機化合物は一般に基本的な反応を組み合わせた多段階の

vロセスでつくる。ここでは日常生活に関係の深い合成繊維

ﾌ原料や染料・医薬品など、有機化学製品の例をいくつかあ

ｰ、それらがどんな反応を使って合成されるかを、前回まで

�恟Kしながら説明する。

同　上 同　上

6 高分子生成反応

　高分子生成反応を有機合成反応の延長としてとらえ、高分

q量体を得るための注意を述べる。次に高分子生成反応を逐

沐ｽ応と連鎖反応に大別し、それらの特徴をわかり易く解説

ｷる。両反応における分子量・分子量分布の経時変化の違い

ﾈどを例に説明する。

讃井　浩平
i上智大学教

�j

讃井　浩平
i上智大学教

�j
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圓 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 重縮合・重付加

　重縮合を例に逐次重合の動力学について説明する。次に重

k合の特徴をナイロン・ポリエステル等の代表的な高分子の

≒ｬを例に：解説し、界面重合によるナイロン610の合成を紹

薰ｷる。また重付加についても、ポリウレタン・ポリ尿素の

≒ｬ反応やフェノール樹脂などの熱硬化性樹脂の反応を示し

ﾄ、その特徴を解説する。

讃井　浩平 讃井　浩平

8
ラジカル重合・イオ

棟d合

　活性種が二重結合を攻撃して新たにσ結合が生成すると、

Y素一炭素結合が伸びていく重合が連鎖的に起こり、短時間

ﾅ高分子量のポリマーができることを、わかり易く解説する。

ｻれぞれの活性種とモノマーとの反応性や重合の特徴を、実
ｱも含めて解説する。

同　上

讃井　浩平

Qスト：

V本　　光男
i京都大学大

w院教授）

9 配位重合・開環重合

　配位重合では、立体規則性の優れたポリマーが得られ、と

ｭにZiegler－Natta触媒による立体特異性重合の機構を、分
q模型を用いて解説する。また、開環重合のモノマーの反応

ｫを各活性種について説明する。最後に、リビング重合につ
｢ても簡単に触れる。

同　上 同　上

10
酵素・微生物による

uｪ子の合成と分解

　酵素・微生物を用いた立体規則性の高分子の合成および分

�ｽ応について、例を示しながらわかり易く説明する。得ら

黷ｽ高分子の構造と生分解性などの特徴についても紹介す
驕B　さらに、これらの重合で得られた高分子、特にバイオ
|リエステルの応用についても触れる。

讃井　浩平

y肥　　義治
i東京工業大

w大学院教
�j

讃井　浩平

y肥　　義治
i東京工業大

w大学院教
�j

11 高分子の構造

　高分子の構造について、原子分子オーダーから巨視的なオーダーまで（構造単位の立体化学、一次構造、二次構造、結

ｻ・非晶・液晶・球晶・ミクロ相分離などの高次構造）を、

¥造形成機構を含めて、CGを多用して、わかりやすく説明す
驕B　特に、結晶化、相分離について重点を置いた。

西　　　敏夫
i東京大学大

w院教授）

西　　敏夫
i東京大学大

w院教授）

Qスト：

恚潤@徳昌
i東京工業大

w教授）

ｴ本　竹治
i京都大学大

w院教授）

12
高分子の力学的
ｫ質

　高分子の力学的性質の発現（ゴム・繊維・フィルムなど）に

ﾍ高分子の構造の何がポイントかについて、有機分子の内部
�]と物性・ゴム弾性・ゲルの物性・超延伸などを例にとって

燒ｾする。弾性率・強度・伸び・衝撃強度などと高分子の構

｢がどう関係するかも示す。　特に、ゲルについて重点を置
｢た。

同　上

西　　敏夫

Qスト：

ｷ田　義仁
i北海道大学

蜉w院教授）

一一 U40一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

有機分子の分子運動と緩和現象・粘弾性・ガラス転移・結

晶化と物性などについて、CG・実験を含めて、わかりやす
く説明する。またシミュレーションのロケも取り入れながら 西　　　敏夫

解説する（具体的な例としては免震ゴムの性質など）

13
高分子の分子運動

ﾆ物性
西　　　敏夫

ゲスト：

y井　正男
（名古屋大学

大学院教授）

前回までの講義内容の応用として、高分子の成型加工・機

能性高分子・導電性高分子・強誘電性高分子・生体適合性高

分子・プラスチック光ファイバーなどについて、原理の説明、 西　　　敏夫

研究室・研究所のロケを行い、生活に密着している高分子の

14 高分子の応用
全体像を示す。　特に、プラスチック光ファイバーについて

ﾚしく説明する。
西　　　敏夫

ゲスト：

ｬ池　康博
（慶磨大学教

授）

高分子と社会とのかかわり、リサイクル、グリーンケミス
トリーなど、大きな枠組みでとらえたとき、我々は今後高分

子をどう利用していくべきかを考えるように講義を締めくく 西　　　敏夫 西　　　敏夫

る。生分解性ポリマー・生物を利用した高分子の生産などの

15 高分子と地球環境
現状と意味についてもふれる。 佐伯　　康治

i元・新第一

佐伯　　康治
i元・新第一

塩ビ（株）社 塩ビ（株）社
長） 長）
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＝物質の科学・有機構造解析（‘03）＝・（TV）
　　　　　　一有＝機化合物の構造とその解析法一

〔主任講師：岩村　秀（放送大学教授）〕
〔主任講師：　山口健太郎（千葉大学助教授）〕

全体のねらい
　　有機化合物は，生体を構成し生物が作る重要な物質であるばかりでなく，21世紀の材料科学でも重要な位置を占めて

いる。この講義では，そのような有機化合物を構成する分子構造の特徴を理解し，その構造を原子・分子レベルで解明する

ための大型分析機器を使った解析法について，質量分析，NMR（核磁気共鳴），X線解析を中心に体系的に学ぶ・

執筆担当放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

分子の形を探る化学の発展と，有機化合物の代表的な構造に 岩村　　秀 岩村　　秀
ついて述べる。有機構造解析法における分析化学や分子構造角 （放送大学教 （放送大学教

1 化学と物質の構造
析の役割と歴史を概観し，古典的分析手法から先端エレクトロ

jクスに支えられる物理機器分析へと発展する道筋をたどる。

授）

R口　健太郎

授）

R口　健太郎
（千葉大学助 （千葉大学助

教授） 教授）

機器分析手法を分類し，対象や目的別に整理して構造解析の

概要を把握する．本講義で詳細に解説する三つの主要物理分左

2
さまざまな構造解 手法以外の大型分析機器について触れ，さらに分子立体構造解 同　上 同　上
析の手法 析を目的とした計算化学的手法との連携による構造解明につい

て概説する．

代表的な天然有機化合物の抽出，単離，精製の一連の操作に

ついて解説し，有用な生物活性物質の獲得について理解を深め 石川　　勉 石川　　勉
3

天然物中の有効成 る．有機分子の基本的性質を理解し，これに基づいて分離・ （千葉大学教 （千葉大学教
分 製を重ねる過程を通し，精密分子構造決定に供する試料の調 授） 授）

法について学ぶ．

燃焼法による元素分析では，燃焼により生成した二酸化炭素，

水などを定量することにより，成分元素とその量を決める．真 岩村　　秀 岩村　　秀

4
元素分析と質量分 空の装置の中で原子・分子のイオンを作り，質量の差を利用し （放送大学教 （放送大学教
析 て分離し，それぞれの量を決める質量分析法の誕生と原理につ 授） 授）

いて解説する。

有機質量分析に於いて重要なイオン生成についての理解を深

5

質量分析（1）

Cオン化と質量分

ﾍ

める．種々のイオン化手法を紹介し，現在までに解明されてい
驍ｱれらのイオン化機構について考察することにより物質（三省化合物）の性質の理解に質量分析がどのように関わってきた

ｩを解説する．

山口　健太郎
i千葉大学助

ｳ授）

山口　健太郎

i千葉大学助
ｳ授）

実際の質量分析装置を見ながら具体的操作法の概要を学ぶ．

6
質量分析（2）

ｿ量分析の実際

装置の調整や試料の導入法，さらに測定条件の設定や調整，及

ﾑ測定データの出力法を中心に分析手順を理解する．同時に装

uの原理，動作や問題点について実際の装置を見ながら解説

同　上 同　上

る．

精密質量測定による組成決定や微量定量法，さらに生体分子

を含む難揮発性高分子の分析等の応用について述べる．また金

7
質量分析（3） 属錯体など比較的不安定な試料のマイルドなイオン化法のいく 同　上 同　上
質量分析の応用 つかを紹介する．特に溶液試料に用いられるスプレーの応用に

ついて詳述する．

NMR分光法について概説し，原理および特性を理解すること

8
NMR（1）
mMRとは何か

により有機化合物の構造解析への適用につて考察する。装置開

@の経緯をはじめ，有機化合物の構造に関してどのような情報

ｪ得られるかを中心に，基礎的な事項を解説する．

山口　健太郎
i千葉大学助

ｳ授：）

山口　健太郎

i千葉大学助
ｳ授）
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執筆担当放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名講　師　名

（所属・・職名） （所属・職名）

パルスFT－NMR分光法について概説し，原理および特性を理

解することにより有機化合物の構造解析への適用につて考察

9 NMR（2）
mMR装置

る。特にパルスやFID（自由減衰振動），そしてフーリエ変 同　上 同　上

などの関係について説明する。さらに実際のFT－NMR装置を用

いた測定を見ることにより理解を深める。

多次元NMRをはじめとするパルスFT・NMRの応用について
解説する。パルス系列やこれによる新しい測定法について学ぶ．

10 NMRの応用 物性の評価からイメージング技術を基にした医療分野への応用 同　上 同　上

などNMRの幅広い適用性について論ずる。

粉末X線回折や蛍光X線分析そして単結晶X線解析法を概
する。レントゲンによるX線の発見からラウエ像の撮影，さら

11
X線解析（1）

w線解析入門
にブラッグ則の導入を通してX線解析が発展してきた歴史的背

iにつにて解説し，化学構造と結晶構造のX線による解析の本
同　上 同　上

質を学ぶ。

X線の発生法や装置，そしてX線の性質から始まりブラッグ
則を中心とする回折理論および測定法について解説し，さらに

12
X線解析（2）

�ﾜと結晶化学
結晶化学に関する一般事項に触れる。特にX線解析にとって重
vな結晶の対称性や対称操作，そしてこれらに基づく分類法に

同　上 同　上

関し言及する。

実際のX線回折装置を見ながら構造解析の流れを理解する．

単結晶の選び方やマウント，センタリングから測定パラメータ

13
X線解析（3）

居ｻ解析の実際
の設定に続き回折測定を観察し，さらにデータ処理および解

闖№�wぶ。実際の低分子有機結晶を例に解析過程を理解する。
同　上 同　上

X線解析による結晶構造および分子構造の解析結果の整理や

これらの評価について解説する。X線解析の特性を生かした解

14
X線解析（4）

�ﾍ結果の応用
析事例を紹介し，さらにNMRや質量分析等，他の手法との連携

ﾉよる有機構造解析の重要性を理解することにより，機器分析
同　上 同　上

、 の融合に基づく多角的な構造解析法の概念を学ぶ。

ポストゲノム科学，ナノテクノロジーなど最先端の領域では， 岩村　　秀 岩村　　秀
質量分析，NMR，　X線解析及び関連機器分析を駆使して研究が進 （放送大学教 （放送大学教

15 構造解析の未来
められている．これら先端構造解析研究を紹介し，さらに大型

ｨ理分析装置の開発の現状や将来への展望について述べる．

授）

R口　健太郎

授）

R口　健太郎
（千葉大学助 （千葉大学助

教授） 教授）
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＝微生物機能に学ぶ化学（‘01）＝（R）

〔主任講師：　別府　輝彦（日本大学教授）〕
〔主任講師1　高木　正道（新潟薬科大学教授）〕

全体のねらい
　地球上の最先住民である微生物の持つ遺伝子、構造、化学反応の多様性及びその地球エコシステム維持に働いている機構

を理解し、更にこの多様性を発酵生産や環境保全に利用してきている人間の営みの歴史や実績を知る・そして通常あまり意

識されない微生物化学反応の恩恵の大きさを納得し、微生物機能に学ぶ姿勢を身につける・

回 テ　一　マ 内　　　　　　・　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

序論（1）

�ｶ物細胞の構造
ﾆ化学反応

　進化の過程で、微生物の遺伝子の変化に伴って、細胞構造

竝ﾗ胞増殖機構などが多様化し、それが現存の微生物に見る
ｽくの化学反応を可能にした。微生物分類学はこの多様性を

ｮ理しており、微生物の理解に重要である。

高木　正道
i新潟薬科大

w教授）

高木　　正道
i新潟薬科大

w教授）

2

序論（2）

n球上での生命の
a生と歴史

　45億年の地球の歴史の中で、化学進化により生物が誕生し
ｽ。まず原核細胞である細菌が誕生、これが様々に進化し多

l化して現在の細菌になってきたが、一方酵母・糸状菌など

ﾌ真核微生物や高等動植物も誕生した。
同　上 同　上

3

序論（3）

�ｶ物遺伝子の構
｢と機能及び進化
ﾆ適応の機構

　微生物の多様性の謎はその遺伝子に書き込まれている。そ

ﾌ構造や働きを理解することによって、遺伝子の変化による
i化の機構や遺伝子の発現制御による環境への適応制御機構

�燉揄�ｷることが可能になる。
同　上 同　上

4

地球エコシステム
ﾛ持の機構（1）

Y素の循環と有機
ｨの分解

地球は一つのエコシステムであるが、これを大切に維持し
ﾈければならない。この維持のためには、炭素の循環が正常
ﾉ進行することが大変に重要である。この点で微生物の果た

ｵている重要な役割を理解する必要がある。
同　上 同　上

5

地球エコシステム維

揩ﾌ機構（2）
ﾏわり者の微生物達

　微生物の仲間には、様々な代謝系を持つものがいる。無機

ｨの代謝、光合成、窒素固定、特殊な構造の化合物の分解な
ﾇの能力を持つこれら微生物により地球上での炭素、窒素、

ｰ黄などの正常な循環系が維持されている。
同　上 同　上

6

地球エコシステム維

揩ﾌ機構（3）
ﾉ限環境微生物など

　通常の生物が生存できないような極限環境の中で生育でき

髞�ｶ物が数多く見いだされてきている。これら微生物の働

ｫが地球エコシステムの維持に果す役割も解明されつつあ
閨A微生物の多様性の恩恵は予想以上に大きい。

同　上 同　上

7
発酵化学（1）

�ｶ物利用学の歴史

　人類が微生物の存在に気づいたのは17世紀であるが、それ

ﾈ前から微生物の機能を利用する技術を発展させてきた。ま

ｽ、現在でも微生物の存在を意識せずに利用していることも

?驕Bこれら歴史に学ぶことも多い。

別府　輝彦
i日本大学教

�j

同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代の発酵工業においては、微生物の行う化学反応やその

発酵化学（2） 制御機構を十分に理解して利用している。最も古から生産さ

8 アルコール発酵と れてきたアルコールや有機酸の発酵の化学的基礎と共に、微 別府　輝彦 別府　輝彦
有機酸発酵 生物の管理や発酵産物の処理も重要である。

日本で大きく発展したアミノ酸や核酸の発酵生産は、微生

物の生理や生化学の基礎研究に負うところが大きい。これら
発酵化学（3） 発酵の基礎と生産の現状とを理解し、新たな発酵分野の開発

9 アミノ酸発酵と核 の将来を展望したい。 同　上 同　上

酸発酵

これらも日本の発酵工業が世界に誇る分野である。抗生物

質ではその生産微生物の特性や使用した抗生物質への耐性菌
発酵化学（4） 出現に対抗する新規抗生物質開発の努力を、酵素では生産し

10 抗生物質と酵素の た酵素の応用分野の開発の工夫を学びたい。 同　上 同　上

生産、その他の発酵

遺伝子工学により、微生物の遺伝子をi操作し、新規な機能

発酵化学（5） を持つ微生物を計画的に育種することが可能になった。この

11
遺伝子工学とその
?p・蛋白質生産と

技術を理解し、これが実際に利用されている分野、特に蛋白
ｿの生産や代謝工学を学ぶ。 高木　正道 同　上

代謝工学

地球エコシステム維持に微生物は重要な機能を果してい

12

環境保全の化学
i1）

ｳ素循環の人工的
｣進

る。一方、人口の増加や人間活動の多様化によりこのエコシ

Xテムに異常が生じつつある。微生物の機能を利用し、元素
z環を人工的に促進する必要が指摘されている。

中村　　　剛
i三菱重工業

博ｮ会社　基

ﾕ技術研究
梶j

同　上

有機化学工業の発展により人類は多大の恩恵を受けた。し

かし地球環境の悪化をも引き起こした。その重要な要因は、

13
環境保全の化学（2）

?ｪ解性物質の分解

生物によって簡単には分解されない化合物の残留である。微

ｶ物を利用してこれを分解する必要がある。 同　上 同　上

遺伝子工学により生物の育種技術が大きく進歩した。この

環境保全の化学
技術と微生物遺伝子とを組み合わせて用い、害虫や植物病原

14
（3）

g換え生物の利用

菌に耐性な遺伝子組換え作物を農薬の使用量を抑えながら生
Yするなどの環境に優しい農業が期待される。 高木　正道 同　上

人類や地球環境に欠くことのできない大切な微生物の中で

も、ある種のものはヒト、動物、植物の病原菌となる。人類

微生物と高等生物 にとってこのような悪玉としての微生物との共存も、微生物

15 との共存と直接的 との避けて通れない付き合いの一つである。 同　上 同　上

な相互作用
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＝光と物質（’00）ニ（TV）

〔主任講師 伊藤　道也　（金沢大学名誉教授）〕

全体のねらい
　「我々は光の中に生きている」ということが出来る。これは我々が「光と物質の関わり」のもとで生きていることを
　　　　　　　　　　　　　「光と分子の関わり」の基本的理論と、これから生まれたレーザーなど新しい研究方法に意味している。本講義では、
よる成果を講義する。またこれを基礎として、我々の生活に最も重要なテーマの先端的成果を紹介する・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

1 光について

　光の性質すなわち波長、振動数などについての概説と、光の
Gネルギーと分子のエネルギーとの対応を説明する。また、分
q軌道と電子エネルギー準位と、ボルツマン分布からみた、各
?ﾊの分布について講義する。

伊藤　道也
i金沢大学

ｼ誉教授）

伊藤　道也
i金沢大学

ｼ誉教授）

分子による光の吸収の原理と意義を説明する。光の吸収にお

2 光と分子の関わり ける遷移モーメントと吸収強度、フランク・コンドン原理と吸 同　上 同　上

収スペクトルの振動構造などの一般的性質について講義する。

励起状態の分子がどのようにエネルギーを失うかを講義す

3
光により励起され
ｽ分子の性質　1

る。そのエネルギー消失の主な過程である蛍光スペクトルとそ
ﾌ減衰過程について説明する。また蛍光スペクトルと蛍光励起

同　上 同　上

スペクトルや吸収スペクトルとの鏡像関係について講義する。

芳香族化合物の三重項励起状態の生成と三重項状態分子の特

4
光により励起され
ｽ分子の性質　II

異な性質について講義する。一重項や三重項励起状態分子のエ
lルギー移動とその簡単な理論、これを利用した増感現象など
ﾉついて講義する。我々の生活に最も重要な、酸素分子や活性

同　上 同　上

酸素などについても講義する。

電子励起状態における幾何構造の変化、とくに二つのπ電子

5
光により励起され
ｽ分子の性質　皿

系をつなぐ結合のねじれ、シスートランス異性化反応、フォト
Nロミズムなどについて講義する。それと関連して化学発光
i“ひずみ”のある分子の熱分解反応）や、生物発光（ほたる

同　上 同　上

類やおわんくらげ）についての最近の研究成果も紹介する。

6
レーザーと超高速

ｪ光

　光の化学現象における閃光光分解法から超高速レーザー・分光への発展をたどる。レーザーの原理とレーザー光の性質を概説

ｷるとともに、ナノ秒からピコ秒フェムト秒パルスレーザーの
ｻ状を紹介する。超高速分光の基礎として、連続反応や励起状
ﾔの反応の解析法や、時間分解蛍光分光法について講義する。

同　上 同　上

超高速分光としての時間分：解吸収スペクトルの測定法と解析
法について概説する。これをもとに、光励起状態の反応の典型

7
レーザー光で光化
w反応を追う　1

的な反応である励起状態プロトン移動について、代表的化合物
�痰ﾆして解説する。とくに、励起状態プロトン移動を、溶液

同　上 同　上

中から超音速ジェット（冷却気相）中の水素結合クラスターの
構造と反応について、最新の研究成果も含め講義する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
レーザー光で光化
w反応を追う　II

　芳香族化合物における分子間、分子内励起状態電子移動を超
qｬ分光の挙揚から概説する。とくに励起状態分子錯体におけ
體d子移動を、溶液中と超音速ジェット中のファンデルワール
X錯体やクラスター中の電子移動について講義する。さらに、
繼N状態電子移動に関連する反応に対する、外部磁場効果につ
｢て最近の現状も紹介する。

伊藤　道也 伊藤　道也

9 光合成　1
　地球上で最大の光反応である植物の光合成をとりあげ、その
l間生活における意義を述べ、光合成体の構造と機能について
u義する。光合成生物の進化についても述べる。

吉原麟太郎
i北陸先端

ﾈ学技術大
w院大学副
w長）

吉原経太郎
i北陸先端

ﾈ学技術大
w院大学副
w長）

10 光合成　II

　光合成による太陽エネルギーの補足と、クロロフィル間のエ
lルギー移動がいかに効率的に起っているか、電子リレー系に
ｨける電子移動についての先端的成果を講義する。
@これらの理解の基礎として電子移動の理論を解説する。

同　上 同　上

11
視覚：高効率の光
﨣�ﾏ換系

　目の中で光を最初に吸収するタンパク質（視物質）の分子構
｢や光化学的な性質を基に、我々の視覚がなぜ高感度なのか、
ﾈぜ色を見ることが出来るのか、また、明るさの極端に違うと
ｱろでも、なぜ物を見ることが出来るのかを講義する。

平田　芳則
i京都大学

蜉w院教
�j

七田　芳則
i京都大学

蜉w院教
�j

12 光と環境科学

　地球規模の大気環境問題から都市大気汚染まで、大気環境の
ｽくの問題は太陽光による光化学反応や光化学過程に関係して
｢る。本講では光化学と大気環境問題の関わりについて講義す
驕B

鷲田　伸明
i京都大学

蜉w院教授）

鷲田　伸明
i京都大学

蜉w院教授）

13
太陽光紫外線とか
轤ｾ

　太陽光短波長紫外線（UVB）の我々のからだに対する影響
�u義する。すなわち、細胞致死、突然変異誘発、DNA損傷
ﾌ波長依存性を講義する。さらに紫外線損傷と修復の分子機構
ﾌ最近の進歩を述べる。

二階堂　修
i金沢大学

ｼ誉教授）

二階堂　修
i金沢大学

ｼ誉教授）

14 光触媒反応

　固体表面の光触媒効果が注目されている。本講では、酸化還
ｳ反応の光誘起効果をとりあげる。具体的には、チタン表面に
ｨける特異な性質、すなわち異常な親水性や親油性の最近の研
?ﾆその利用について講義する。

橋本　和仁
i東京大学

ｳ授）

橋本　和仁
i東京大学

ｳ授）

15 光　と　磁　性

　有機化合物材料をベースとした磁性の研究が盛んになって来
ﾄいる。本講では、有機金属錯体の磁性特性の呼制御について
u義する。とくにカラー磁性体の光制御、光誘起強磁性体につ
｢て講義する。

同　上 同　上
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＝植物の生理（’00）＝（TV）

〔主任講師．山田晃弘（東京大学名誉教授）〕
〔主任講師　．菊山　宗広　（新潟大学教授）　　〕

全体のねらい
　高等植物に注目し、植物という生命体の特徴を学ぶ。　「植物の営み」　「植物の成育」そして「植物のかたちづくり」
にどのような特徴がみられるだろうか。さらに、植物と他の生物との関係、植物と環境の問題に照明をあてる。そこに
提起された現象のしくみを生命体の基本となる遺伝子の発現と発現分子のはたらきの面からち考察する・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 植物の特徴

　植物は動物や微生物とは異なった生命体として地球上で進化
ｵ、高等植物はその頂点に立っている。移動性を失い、統御中
浮�揩ｽない高等植物がどのように成育し、子孫を繁栄させる
ｩを学び、高等植物の植物界における位置づけを考察する。

山田　晃弘
i東京大学

ｼ誉教授）

e山　宗弘
i新潟大学

ｳ授）

山田　晃弘
i東京大学

ｼ誉教授）

e山　宗弘
i新潟大学

ｳ授）

2 植物の細胞と体制

　植物体を組み立てている生命の基本単位は細胞である。この
A物細胞内には、細胞核の他、色素体、ミトコンドリアなど
l々な小器官からなる細胞社会がある。この植物細胞社会がど
ﾌように誕生し、発展したかについて述べる。

黒岩　常祥
i東京大学

ｳ授）

黒岩　常祥
i東京大学

ｳ授）

3

光合成　（1）

�Gネルギーの利

p

　植物は太陽光を生物が利用できるかたちの化学エネルギーに
ﾏえる能力を持っている。この章では、葉緑体で光合成色素に
z収された光エネルギー一がNADPHやATPに変換される過
�ﾉついて述べる。

加藤　　栄
i東京大学

ｼ誉教授）

加藤　　栄
i東京大学

ｼ誉教授）

4

光合成（2）

bO2固定反応と環

ｫ

　光合成でCO2が固定される経路（C3およびC4光合成と光呼
z）について学び、ついで、光合成に対する環境要因（光、
?ACO2温度等）の影響について考察する。

同　上 同　上

5 植物の代謝

　植物は、植物に依存して生活する動物や微生物では見られな
｢特有の代謝を行っている。それらは植物細胞にのみ存在する
t緑体の炭素代謝、窒素代謝が中心となり、さらに、2次代謝へ
ｭ展している。これらの代謝経路を考察する。

山田　晃弘 山田　晃弘

6 物　質　輸　送

　植物の代謝は、体内のあらゆる場所で進行し、これに伴っ
ﾄ、物質の移動が、細胞内ばかりでなく、細胞間、組織間そし
ﾄ器官の間でも起る。植物体内でおこる物質移動の現象とその
ｵくみを学ぶ。

菊山　宗弘 菊山　宗弘

7 種子から種子へ

　高等植物は、種子の発芽に始まり、栄養成長期を経て、生殖
ｬ長期に入り、次世代の種子を形成すると、老化して、生活環
�ｮ成する。植物の生活環がどのように進行し、どのような機
¥によって調節されているかを学ぶ。

三尊　隆亨
i大阪市立

蜉w教授）

保尊　隆亨
i大阪市立

蜉w教授〉
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
ホルモンによる調

ﾟ
　高等植物の生活環の進行は体内で合成される植物ホルモンの
ﾍたらきによって調節されている。はたらきの異なる植物ホル
c唐ｪどのように植物の成育を調節しているかを学ぶ。

神阪盛一郎
i富山大学

ｳ授）

神阪盛一郎
i富山大学

ｳ授）

9 環境による調節

　植物は、種子発芽後の栄養成長、生殖成長の過程で、光、温
x、重力等の環境要因により調節される。環境要因を受容し、
ｻれから遺伝子発現に至る情報伝達の過程、さらに、この過程
ﾆホルモンのはたらきとの関係について学ぶ。

蓮沼　仰書
i横浜市立

蜉w教授）

蓮沼　仰嗣
i横浜市立

蜉w教授）

10 細胞形態形成

　植物の茎が細長いのは、茎の細胞が細長いからである。茎の
ﾗ胞が細長いのは、茎の細胞が茎の軸方向に偏った伸張をする
ｩらである。細胞の形の決定に重要な役割を果たしている細胞
L張方向の調節機構について学ぶ。

柴岡　弘郎
i大阪大学

ｼ誉教授）

柴岡　弘郎
i大阪大学

ｼ誉教授）

11 器　官　形　成

　葉、茎、根、花弁、雄しべ、などの器官では、さまざまに特
皷ｻした細胞がきちんと並んでおり、まとまった機能を持って
｢る。この章では、器官の成り立ちと、それを支える遺伝子の
ﾍたらきについて述べる。

岡田　清孝
i京都大学

ｳ授）

岡田　清孝
i京都大学

ｳ授）

12 分化全能性

　植物の細胞は分化の柔軟性をもつ。植物の体細胞は適当な条
初ｺで個体へと分化し、分化した細胞は別種の細胞へ比較的容
ﾕに分化することができる。このような植物の分化の能力につ
｢て学ぶ。

福田　裕穂
i東京大学

ｳ授）

福田　裕穂
i東京大学

ｳ授：）

13 植物と微生物の
梶@互　作　用

　植物は多様な微生物の囲まれて生活している。免疫系をもた
ﾈい植物はどのようにして微生物の感染を防いでいるのだろう
ｩ。その一方で、豆科植物と根粒菌のように親密な関係を営ん
ﾅいる場合もある。植物と微生物の相互作用の分子機構を学
ﾔ。

庄野　邦彦
i日本女子

蜉w教授）

庄野　邦彦
i日本女子

蜉w教授）

14 生態系のなかの
@　　植　　物

　野外にはさまざまな植物が生存している。比較生理生態学は
ｱの現象を解明する有力な武器となる。その代表例を紹介す
驕Bま売、個体植物の生理のしくみをもとに生態系における植
ｨ群の生理に照明をあてる。

寺島　一郎
i大阪大学

ｳ授）

寺島　一郎
i大阪大学

ｳ授）

15 植物と人間社会

　生態系の要として地球上に繁栄する植物とヒト社会とはどの
謔､な関係にあるのだろうか。これまでに、ヒトは植物を利用
ｵて生活し、さらに、一層の利益を植物から引き出そうとして
｢る。その展望とそれに伴う警告を生物学の視点から考える。

菊山　宗弘

R田　晃弘

菊山　宗弘

R田　晃弘
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＝・ ｪ子生物学　（’01）ニ（TV）

〔主任講i師．石川統（放送大学教授）〕

全体のねらい
　地球上に棲む生物たちの大きさ、形、行動はきわめて多様であるが、彼らの生命は共通の原理に基づいて営まれてい
る。その共通原理を着々と解明しつつあるのが分子生物学である。本講義は、分子生物学の成果を平易に解説すること

を目的としている。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
生命現象と分子生

ｨ学

　生物学にはさまざまな研究分野がある。その中で、生物の営
ﾝを分子と分子の相互作用として説明しようとする分野が分子
ｶ物学である。ここでは、おもに、分子生物学とその他の生物
w諸分野の関係について考える。

石川　　統
i放送大学

ｳ授）

石川　　統
i放送大学

ｳ授）

2
生体を構成する
ｪ子

　生命現象は、細胞や生体を構成するさまざまな分子の働きに
謔ﾁて支えられている。細胞の内外に存在する分子について述
ﾗ、核酸、タンパク質、糖質、脂質など生命活動に特有な生体
uｪ子を中心に、その構造と機能を概説する。

藤原　晴彦
i東京大学

赴ｳ授）

藤原　晴彦
i東京大学

赴ｳ授）

3 タンパク質と酵素

　生体を構成する高分子の代表であるタンパク質は、生体の構
｢をつくるだけでなく、酵素としてすべての生体反応を触媒し
ｽり、遺伝子発現の調節や外敵からの防御などに重要な役割を
ﾊたしている。このタンパク質の構造と機能の関係を解説す
驕B

石浦　章一一

i東京大学
ｳ授）

石浦　章一
i東京大学

ｳ授）

4 遺伝と遺伝子

　遺伝現象の根本にある遺伝子の存在の予測、遺伝子の化学的
{体がDNAであることの発見、さらに、　DNAの三次元構造
ﾌ解明など、今日の分子生物学の基礎となった研究とその周辺
�T説する。

東江　昭夫
i東京大学

ｳ授）

東江　昭夫
i東京大学

ｳ授）

5 DNAとRNA

　遺伝情報の発現にさいしてのDNAとRNAの役割分担につ
｢て解説する。機能的RNAの種類と作用を整理し、あまり知
轤黷ﾄいないRNAの側面も紹介する。また、　RNAを遺伝子
ﾆするウイルスの複製機構についても述べる。

同　上 同　上

6 DNAの複製

　原核生物と真核生物の中から適当な数種を選び、DNAの複
ｻのしくみを解説する。細胞周期とどのように連動して制御さ
黷ﾄいるか、また、DNAをめぐる動的な代謝がDNA複製の
ｳ確さを保証していることについても言及する。

同　上 同　上

7 遺伝情報とは何か

　DNAが発見されてから、それが遺伝子の本体であることが
墲ｩるまで、ほぼ80年かかった。どのようにして、それが明ら
ｩにされたかを紹介する。また、遺伝暗号とは何であり、それ
ｪどのようにしてタンパク質の性質を決めているかを解説す

驕B

石川　　統 石川　　統
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’ 執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

遺伝情報が細胞内で利用されるためには、DNAがいったん

8
遺伝情報の発現1

]写

RNAにコピーされる必要がある。この過程は転写と呼ばれ、
笂`情報の発現量や発現時期を調節する重要なステップであ
驕A転写機構、転写に関わる酵素、転写を調節する因子などに

藤原　晴彦 藤原　晴彦

ついて述べる。

真核細胞では、転写されたRNAがそのまま働くことは少な

9
遺伝情報の発現2
vロセシング

く、核の中でさまざまな修飾や加工（プロセシング）を受け
驕Bスプライシングやキャッピングなどの真核細胞に特有な
高qNAのプロセシング、さらにrRNAやtRNAのプロセ

同　上 同　上

シングのしくみについて解説する。

翻訳は、遺伝情報がタンパク質に写しとられる最後の過程で

ユ0 遺伝情報の発現3

|訳
あり、この正確さが生命の源になっている。tRNAをかいし
ﾄリボソーム上でmRNAの情報に従ってアミノ酸がつながれ 石浦　章一 石浦　章一

ていく機構を、原核生物と真核生物の違いをもとに解説する。

すべての生物がもつ遺伝情報の発現にいたるしくみに基づい
て行われる遺伝子操作技術およびその研究を紹介する。ある生 渡辺雄マ郎 渡辺雄一郎

11 遺伝子操作 物の遺伝子DNAを、ベクターというDNAをかいして他の生 （東京大学 （東京大学
物ないしはもとの生物へ導入すると、増殖や発現をさせること 助教授） 助教授）

ができる。

ふつう遺伝子は正確に子孫に伝えられるが、まれにはさまざ

12 突然変異と分子
i化

まの原因で、その構造が変わる突然変異が起こることがある。
ｱのような変異が選択により、あるいは偶然に、1つの生物集
cに拡がる現象が分子からみた進化である。これらのしくみに

石川　　統 石川　　統

ついて解説する。

現代では、遺伝子を改変することによって、思うままにタン
バク質の構造と機能を変化させることができるようになった。

13 タンパク質工学 ここでは、寿命や基質特異性の改変などの実際の応用例をもと 石浦　章一 石浦　章一
に、タンパク質改変技術と得られた結果を紹介し、将来を展望
する。

生物がもつ遺伝情報すべてを解読する研究が進んでいる。す

14
ゲノムとゲノミッ

Nス

べてが解読されると、その生物の何がわかるのであろうか。遺
`情報がいつ、どのような時期に発現されるかなどの総合的な
�ﾍについて、今後必要とされるゲノミックスの考え方を紹介

渡辺雄一郎 渡辺雄一郎

する。

ヒトゲノムがほぼすべて読みとられ、私たちの身体のブルー
プリントも解読できるようになると、遺伝子（胎児）診断に伴う 石川　　統 石浦　章一

15 分子生物学と社会 治療法の選択、寿命予知と介護など、社会と関わる問題も多く
なった。これら生命科学の将来と私たちの未来について対談す
驕B

石浦　章一 石川　　統
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＝多様性の生物学（‘03）＝（TV）

〔主任講師：　岩槻　邦男（放送大学教授）〕

全体のねらい
　生物多様性とは何か、なぜ生物は多様なのか、どれくらい生物は多様であるか。今生きて演出している生命現象だけでな

く、30数億年の進化の歴史を経て作り上げる生命の実体を総体として追究する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一・マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生物には、DNAに担われた遺伝情報が、細胞のうちに閉じ

1 生物の進化と多様性

込められ、一貫して引き継がれ、生命現象の制御を行なう普

ﾕ的な特性と、膨大な数の種に分化して地球上に共存してい
髑ｽ様性が並存している。進化の視点でこの生命現象の二面

岩槻　　邦男
i放送大学教

�j

岩槻　　邦男
i放送大学教

�j
性を考える。

進化とは、宅診的な繋がりを持つ個体の集まり（集団）に

みられる現象である。ここでは、分子レベルの変異生成の機 高畑　　尚之 高畑　　尚之

2 分子進化の機構
構と変異が世代を超えて伝達するときに働く集団レベルの機

¥について概観する。

（総合研究大

w院大学丁丁

（総合研究大

w院大学副学
長） 長）

DNA、遺伝子、あるいはタンパク質の進化には、形態形質
の進化にはみられない特徴がある。ここでは、こうした特徴

3
分子進化の特徴と とそれを説明するための分子進化の中立仮説について紹介す

同　上 同　上
中立説 る。

ゲノムは生命を営む脚本であると同時に、その生物の歴史

を刻む図書館でもある。ここでは、ゲノムレベルで明らかに

4 ゲノムとその進化
なりつつある進化学的な側面と生物の同胞性や関係性につい

ﾄ概観する。
同　上 同　上

生物は原核性の細胞の姿で地球上に現れ、進化の歴史の半

分以上はその姿を保っていた。現在まで原核性を維持してき

5 原核生物の多様性 た現生の原核生物を手がかりに、原核性の生物の生物の進化 岩槻　邦男 岩槻　邦男
と多様性に関わる知見を紹介する。

真核細胞の進化は地球上で生物が多様化する重要なきっか

けだった。真核生物はどのように進化して来たか、現生の原 伊藤　元三 伊藤　元巳

6
真核生物の起原と 生生物の多様性を手がかりに追究する。 （東京大三助 （東京大学助
原生生物 教授） 教授）

真核生物が進化してから、生物はそれまで生活していた単

細胞体から、多細胞体で生きる生物を進化させ、また有性生

7
多細胞体と有性生 殖という特殊な生殖法を進化させて2倍体の生物をつくり出 岩槻　邦男 岩槻　邦男
殖の進化 した。これらの進化の意味を探る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

真核生物のうち、酸素発生型光合成を行うのは藻類と（陸

上）植物である。シアノバクテリアを含め、独立栄養の生物

8 藻類の多様性と植物
の進化をあと付ける。植物の進化はまた、生物の陸上への進

oのさきがけとなり陸上生物相の繁栄をもたらした。 岩槻　邦男 岩槻　邦男

多様に分化している後生動物はどのような単細胞生物から

9 動物の起源と進化

由来し、現生の動物の門のあいだの系統関係について学習す

驕B特に哺乳動物について、その多様性と進化について詳し
ｭ検討する。

長谷川　政美
i統計数理研

?葛ｳ授）

長谷川　政美
i統計数理研

?葛ｳ授）

かつては植物の一部とみなされていた菌類の類縁と系統が

少しずつ解き明かされている。植物でも動物でもない菌類と

10 菌類の多様性と進化
いう生物の真の姿は何かを追究し、生物界の多様化の総体を

T観する。生物界の分解者とされる菌類は系統としてどこま 岩槻　邦男 岩槻　邦男

で独立であるのか。

生物の系統を明らかにするうえで、化石は欠かすことので

11 化石が語る系統

きない情報源である。化石が保存しているさまざまな情報を

ﾇのように引き出し、系統関係が明らかにされるのかを学ぶ。 西田　治文
i中央大学教

西田　治文
i中央大学教

授） 授）

生物の系統は、系統樹として表現できる。系統は可能な限

り多くの情報を総合して推定される仮説でもあり、時代とと

12 生物界の系統樹
もに検証され、改善されてきた。現代の系統樹はどのような

烽ﾌだろうか。
同　上 同　上

生物の種多様性は遺伝子の多様性によって表現される。遺

伝子多様性とはどういうことか、それが種の多様性とどのよ

13
遺伝子多様性と種
ｽ様性

うに関わるのか、遺伝子の進化と多様性について解説する。
伊藤　　元三 伊藤　元巳

遺伝子に多様性が見られても、すぐに種が多様化するとは

限らない。種の分化はどのような機作で実現するものか、具

14 種　　　形　　　成
体的な例を示しながら生物の種の進化の実体を追究する。

同　上 同　上

膨大な数の種に分化した生物のうち、ヒトと呼ぶ1種の生

物は他の生物に見ない特殊化を果たし、文化をもつようにな

15 生物多様性と人
つた。この特殊化に焦点を当て、人の進化が地球に何をもた

轤ｵているかを考察する。 岩槻　邦男 岩槻　邦男
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＝・ ｮ物の行動と社会（’00）＝（TV＞

〔主任講師 日高　敏隆　（滋賀県立大学名誉教授）〕

全体のねらい
　動物たちは、ローレンツ時代に考えられていたように集団や種を維持するためにではなく・それぞれの個体がそれぞ
れ自分の適応度を高めようと努力しているのだとういう見かたが、研究者たちの基本的認識になった・そうなると・動
物たちの行動も動物たちの社会も、これまでとはまったく違ったものとして、われわれの目に映ってく歪。われわれ人
間自身の行動や社会を見る目も、おのずと変わってくる。この講義では、この新しい視点から“動物の行動と社会”を

とらえてみようと思う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

エソロジーの温まり 日高　敏隆 日高　敏隆

1
動物行動学一一エ
¥ロジーとは

遺伝的組みこみ
｢くつかの例

（滋賀県立

蜉w名誉教
（滋賀県立

蜉w名誉教
遺伝的パターンとリリーサー 授） 授）

行動の生得的解発機構　IRM

2
エソロジーの基本

T念

エソロジーの4つの柱
ﾚ標は種族維持か？
K応度という概念

同　上 同　上

適応度増大

動物によって異なる外界認知
櫻井　一彦 櫻井　一彦

環世界・Umwelt （成城大学 （成城大学
3 動物の外界認識 意味づけられた空間や時間 短期大学部 短期大学部

意思決定 助教授） 助教授）

環世界と動物の保全

信号とディスプレー
信号が伝える内容

4
ディスプレーとコ ディスプレーの由来 同　上 同　上
ミュニケーション 儀式化

信号の進化
信号のねらい

神経行動学（ニューロエソロジー）

5
行動のおこるしく
ﾝ一一神経行動学

動物の色覚
nり鳥の太陽コンパス
ｩ虫の太陽コンパスと偏光受容

沼田　英治
i大阪市立

蜉w教授）

沼田　英治
i大阪市立

蜉w教授）

生物時計の役割

共通祖先からの由来 近　　雅博 近　　雅博
6 行動の進化と遺伝

行動の進化的変化
_ーウィンの自然淘汰説

（滋賀県立
蜉w助教授）

（滋賀県立
蜉w助教授）

行動の遺伝

戦略とは

7 適　応　戦　略 最適戦略 同上 同　上

ESS（進化的に安定な戦略）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8 行動の多型

戦術と戦略
繿ﾖ戦略とは
p度依存の代替戦略
n位依存の代替戦略

中嶋　康裕
i宮城大学

ｳ授）

中嶋　康裕
i宮城大学

ｳ授）

利他行動とは
包括適応度

9 利　他　行　動 互恵的行動 近　　雅博 近　　雅博
囚人のジレンマ
しっぺがえし戦略

群れとなわばり

10 社　会　構　造
群れの経済学
ﾈわばりとは何か 中嶋　康裕 中嶋　康裕

なわばりの経済学

配偶システムとは
子育てと配偶システム

11 配偶システム
一夫一妻の社会一夫多妻の社会

同　上 同　上

一妻多夫の社会
真社会性動物

性淘汰と自然淘汰
雄どうしの争い（性内淘汰）

12 性　　淘　　汰 配偶者選択（性間淘汰） 同　上 同　上
魅力的だと得をする？
なぜ雌はより好みするか

家族内の矛盾

13
家族とそのジレン

}
親子の対立

Z弟の対立
同　上 同　上

親と子のかけひき

遺伝か学習か？
学習の遺伝的プログラム

14 学習とプログラム プログラムは種によってちがう 日高　敏隆 日高　敏隆
刷りこみ
プログラムとその具体化

生態学・心理学との関係

15
エソロジーから見
ｽ新しい視点

競争と調和・共生
l間という動物
Vい・老化

同　上 同　上

遺伝的プログラムと社会・文化
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＝細胞生物学（‘03）＝（TV）

〔主任講師：

〔主任講師：
〔主任講i師：

田
野

永
森
河

和宏（京　　都　　大　　学　　教　　授：）〕

正敬（熊本大学教授）〕
憲二（奈良先端科学技術大学院大学教授）〕

全体のねらい
　生命の基本単位である細胞は、それ自体ひとつのミクロコスモスである。おどろくべき巧妙な仕組みで、生命維持に必要

なすべての装置を備えている。細胞の内部のさまざまの装置と、それらがいかに連絡しながら細胞社会を形成し・一個の個

体を作っているか。また、細胞は分裂し、移動し、分化し、さらにがん化したり、細胞死さえプログラムされている・その

ようなダイナミックな細胞の世界を分子のレベルで覗いてみよう。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

細胞には大きくわけて、原核細胞、真核細胞の区別がある。

1 細胞とは何か

また、我々人間には、200種類以上の細胞がそれぞれの組織
竓孖ｯを形作っている。植物にはまた植物特有の細胞が存在

ｷる。それら細胞はどのように進化してきたのか。主として、

ﾗ胞の種類と構造、そして進化について講義する。

永田　和宏
i京都大学教

�j

永田　和宏
i京都大学教

�j

真核細胞の内部にはオルガネラと呼ばれる細胞小器官が発

達し、それぞれ役割分担が決まっている。それらはどのよう

にして作られたと考えられているか、また個々のオルガネラ 森　　正敬 森　　正敬

2 細胞内部の構築 の働きは何か。どの装置が欠けても細胞は生きていけないが、 （熊本大学教 （熊本大学教

お互いにどのように助け合いながら、細胞としての生命を維 授） 授）

持しているかについて講義する。

細胞内では、高分子から低分子までさまざまな分子がそれ

それの役割を果たしている。核酸、脂質、ATPなどの低分子、

3 細胞で働く分子たち 種々の金属イオン、アミノ酸や蛋白質など、個々の分子の構 同　上 同　上

造と細胞内での役割について講義する。

生命活動の基本は蛋白質である。油画子に組み込まれた蛋

白質の情報が、いかに読み出されて蛋白質が作られるのか。

4 蛋白質の合成
DNA⇒（転写）⇒RNA⇒（翻訳）⇒ポリペプチドという、蛋
虫ｿの誕生までの過程を、細胞という場の中でリアルに体験

永田　和宏 永田　和宏

できるよう講義をする。

蛋白質は、遺伝情報に従って、ポリペプチドに翻訳された

だけでは機能を持つことができない。ポリペプチドは、正し

く折り畳まれて正しい構造をとる、そして正しい場に運ばれ

5
蛋白質の機能と品 て初めて、本来の機能を発揮する。細胞は、もし蛋白質が正

同　上 同　上
質管理 しい構造をとりえなかった場合に、それらを処分したり、再

生するような品質管理の機構を備えていることが明らかにな

ってきた。

細胞は膜によって囲われることによって、一個の生命を維

持しているが、細胞内部においても、さまざまのオルガネラ

6 膜の構造と膜透過
は、互いに膜によって区画されている。蛋白質をはじめとす

骼增Xの物質は、膜を通っていろいろのオルガネラに運ばれ
森　　　正敬 森　　　正敬

る。膜の構造、またダイナミックな膜の動きなどを学ぶ。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
蛋白質の細胞内輸
翌ﾆ局在

　蛋白質は作られた場から、それが機能する場へと輸送され

ﾈければならない。輸送には荷物の運搬と同じく、蛋白質に

^グが付けられて輸送先が指定される。また、どこかのオル

Kネラにとどめるためにも、専用のタグが付けられてとどま
髀齒鰍�w定される。このような蛋白質の輸送と、輸送に働

｢ているメカニズムを考える。

河野　憲二
i奈良先端科

w技術大学院
蜉w教授）

河野　憲二
i奈良先端科

w技術大学院
蜉w教授）

8
エネルギー変換と
~トゴンドリア

　真核細胞においてエネルギーの供給は、ミトコンドリアに

ｨいてなされる。ミトコンドリアのエネルギー供給に関する

�рﾆ、エネルギー物質であるATPが作られるまでの反応を
墲ｩりやすく、また、原核生物、植物におけるエネルギー供

旧nと比較しつつ解説する。
森　　正敬 森　　正敬

9 細　胞　骨　格

　細胞内には複雑な繊維状骨格のネットワークが張りめぐら

ｳれている。これを細胞骨格と呼ぶ。細胞には3種類の太さ
ﾌ異なる繊維があり、微細繊維、中間径繊維、微小管と呼ば

黷ﾄいる。これらは細胞の形を維持するだけでなく、細胞同

mの接着や、細胞の移動や粗食、また、筋肉細胞においては

ﾘ収縮などを行っている。

永田　和宏 永田　和宏

10 細胞のシグナル伝達

　細胞は、増殖、分化、がん化、細胞死などを誘導するさま

ｴまのシグナルを受けとり、それに応答する。シグナルは、

ｽ段階ものカスケードを経て、最終的には遺伝子の発現を制

艪ｷる。これらのシグナル伝達においては、分子のリン酸化
ｪ大きな役割を果たしている。このシグナル伝達のプロセス

ﾉついて講義する。

河野　　憲二
i奈良先端科

w技術大学院
蜉w教授）

河野　　憲二
i奈良先端科

w技術大学院
蜉w教授）

11 細　　胞　　周　期

　生体中の細胞には、絶えず分裂を繰り返している細胞と、

ｪ裂は行わず休止している細胞がある。分裂細胞では、DNA
≒ｬと細胞分裂が繰り返され、その周期は厳密に調節されて

｢る。細胞周期の調節機構には、それに関わる分子のリン酸
ｻや分解がきわめて巧妙に制御されているが、その調節機構

ﾉついて勉強する。

同　上 同　上

12 細　胞　分　裂

　細胞分裂は、染色体の凝縮から、その分配、そして二つの

ｺ細胞へわかれるという過程を経てなされるが、染色体の分

zには、微小管が、細胞分裂にはアクチンを主成分とする微

ﾗ繊維がそれぞれ主役を演じている。それら細胞骨格蛋白質
ﾌ機能を制御する機構が明らかになってきた。

同　上 同　上

13
細胞間のコミュニ
Pーション

　細胞は生体の中で、一個だけが孤立して存在しているので

ﾍない。細胞同士は互いに接着し、また細胞外マトリクスと

ﾄばれる微小環境と接している。これら細胞接着、細胞外マ

gリクスとの相互作用によって、互いに情報のやり取りをし

ﾄいる。細胞接着の方法と、その情報交換の機構について解

烽ｷる。

高橋　淑子
i奈良先端科

w技術大学院
蜉w助教授・
揄ｻ学研究所　　　　　　、チームリー三

黶j

高橋　淑子
i奈良先端科

w技術大学院
蜉w助教授・

揄ｻ学研究所
`ームリーダ
[）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14 発　生　と　分化

　生体中のすべての細胞は、一個の受精卵から発生してきた

烽ﾌである。最初は、一個の細胞であったものが、分裂と分
ｻを繰り返しながら、次第に性質を異にしたさまざまの細胞

�?閨A組織、そして器官を形成する。時間的・空間的に厳

ｧにプログラムされた、発生・分化という複雑な現象のアウ

gラインを解説する。

高橋　淑子
i奈良先端科

w技術大学院
蜉w助教授・

揄ｻ学研究所
`ームリーダ
[）

高橋　淑子
i奈良先端科

w技術大学院
蜉w助教授・

揄ｻ学研究所
`ームリーダ
[）

15 がんと細胞死

　細胞の増殖・分化の制御機構に乱れが生じ、細胞が異常な

ｪ裂を示すようになったものががんである。いっぽう、細胞

ﾍその役割を終えたとき、またある種の刺激が加わったとき、

ｩらを殺す機構をも持っている。あるいは、発生の途中で不

vになった細胞は死ぬようにあらかじめプログラムされ、ア

|トーシスと呼ばれる。がんと細胞死という細胞の生死に関

墲驍ﾓたつの側面について講義する。

永田　和宏

X　　正敬

永田　和宏

X　　正敬
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＝宇宙の進化（‘01）＝・（TV）

〔主任講師：　杉本　大一郎（放送大学教授）〕
〔主任講師：　吉岡　一　男（放送大学助教授：）〕

全体のねらい
　宇宙にはどのような天体があるのだろうか。それらはどのようにして、われわれが現在見るような宇宙の構造を形成する

ようになったのであろうか。この科目ではその進化のドラマを語る。それらは実証的自然科学としての探求によって得られ

たものである。ここでは、ビッグバンから始まった時間の経過に沿って述べるのではなく、より身近な概念から始め・科学

として理解しやすい順序に話を展開する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ビッグ・バンで始まった宇宙は進化し、構造と秩序に富ん

だコスモスに発展した。銀河団と銀河が生まれ、銀河の中に
杉本大一郎 杉本大一郎

進化する宇宙 は星団と星が生まれた。星の中には惑星系を持つものが現れ、 （放送大学教 （放送大学教
1

地球では生命が発生した。この進化のドラマを概観し、この 授） 授：）

科目へのプロローグとする。

宇宙の進化の研究は、宇宙の観測と理論の比較を元に行わ
れる。ここでは、宇宙の観測をいろいろな視点から概観し、

吉岡　一男 吉岡　一男

2 宇宙からの情報
後の章の観測の話のための基礎的知識を提供する。 （放送大学助 （放送大学助

教授） 教授）

宇宙を探るための理論的道具立てを学ぶ。すなわち物理的

概念や法則を具体例を交えながら説明し、後の章の理論の話

3 宇宙を探る道具
のための基礎知識を提供する。さらに、HR図等、観測デー
^と理論的研究の仲介の役割を果たす図表等を説明する。

同　上 同　上

星はどのようにして生まれ、何をエネルギー源として光っ

4 星の誕生と主系列星

ているのか、星の内部はどのようにして分かってきたか、星
ﾍなぜ進化し主系列星から赤色巨星となるのか、白色倭星と

ﾍどんな星か等、星の進化の基礎を解説する。そして。散開
ｯ団の観測によって星の進化の理論がどのように検証される

野本　　憲一
i東京大学教

�j

野本　　憲一
i東：京大学教

�j

かを示す。

赤色巨星となった星の内部での元素合成の進行を解説し、

星がその質量によって異なる進化の終末段階を迎える理由を

5
赤色巨星と進化の

I末

明らかにする。小質量星の惑星状星雲と白色繧星の形成に至

髏i化を示し、大質量星が重力崩壊してニュ．一トリノを放出
同　上 同　上

し、超新星爆発を起こす過程を、超新星1987Aを例にとって
示す。

大質量星が超新星爆発によってどのような元素を合成し放

出するか、それが超新星1987Aの観測によってどのように検

6
超新星爆発と元素 証されたかを解説する。また、連星系の中の白色土星が超新

同　上 同　上
合成 星爆発を起こすメカニズム、合成する元素の特徴を解説し、

宇宙の元素の起源がどこまで解明されてきているかを示す。

地球や木星など、惑星の運動と内部構造について概観する。

ついで、原始太陽系の誕生、太陽系星雲の形成ついて簡単に 中澤　　　清 中澤　　　清

7 惑星系とその起源
述べた後、　「太陽系形成標準モデル」に基づいて、惑星系形

ｬのシナリオを紹介する。
（東京工業大

w教授）

（東京工業大

w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

わたしたちの太陽系には、惑星のほかに小惑星や衛星など

いろいろな小天体が知られている。これら小天体の特徴を簡

8
系内小天体・回外太

z系

単に概説し、それらの起源について考える。また、近年発見

ｪ相次いでいる系外太陽系についても紹介し、「標準モデルj 中澤　　清 中澤　　清
と比較する。

人類が銀河を発見した過程ほ振り返り、銀河からなる宇宙

という現代の宇宙像と宇宙の広がりのスケールを確認する。

もっとも身近な銀河としての銀河系の性質とその探求方法を 岡村，定矩 岡村　　定矩

9 銀　河　の　発　見 解説する。さまざまな銀河の形態とその分類法にも触れる。 （東京大三教 （東京大学教
授） 授）

銀河とはどのような天体で、どのような性質を持つかを概

観する。銀河の基本構成要素、光度関数、形態一密度相関、

中心核の活動性などを学ぶ。銀河に付随するダークマターの
10 銀河の構造と性質 存在を指摘する。銀河のスペクトルを合成する銀河進化モデ 同　上 同　上

ルを解説する。空間分布の階層構造にも触れる。

銀河を観測することが宇宙の構造を探る上でどのような関
わりをもっかを概説する。銀河の距離決定の基礎を解説する。
銀河の観測から、宇宙論パラメータを決定するさまざまな方

11 銀河から宇宙へ 法を概観する。高赤方偏移にある銀河の観測が進み、銀河の 同　上 同　上

進化が見え始めたことについても触れる。

ハッブルの法則、宇宙マイクロ波背景放射、軽元素の存在

量という3つの観測事実から出発して、ビッグバン宇宙モデ

12
ビッグバン宇宙モ

fル

ルの必然性とその物理的な意味を説明する。また、膨張宇宙
_の年譜を傭轍する。

須藤　靖（東

梠蜉w助教
須藤　靖（東

梠蜉w助教
授） 授）

宇宙初期の密度ゆらぎが膨張宇宙における重力的進化によ

って階層的構造に形成するに至る道筋を概説する。最新の宇

13
宇宙の階層構造と

i化

宙論的シミュレーションの結果を可視化したものを使いなが
邇糾o的に理解できるように配慮する。 同　上 同　上

宇宙の大構造という最もマクロな存在形態を研究すること

が、宇宙を特徴づけるパラメータの決定を通じて、宇宙の初

期条件を推定する最も重要な方法論であることを紹介しなが
14 観測的宇宙論 ら解説する。さらに今後の観測的宇宙論を展望する。 同　上 同　上

これまでの章で、宇宙は「どのように」進化してきたかを

学んだ。一方で、熱統計力学は閉鎖系のエントロピーは増大
し、系は熱平衡に至るという。宇宙の場合にも構造が消失し、

15 宇宙はなぜ進化する 一様で何も起こらない熱的死の状態に至るのではないかと心 杉本　大一郎 杉本　大一郎
配された。しかし、現実の宇宙は多様性に満ちている。両者

の関係はどうなっており、宇宙は「なぜ」進化するのかを考

え、この科目のエピローグとする。
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・＝ F宙の観測　（’01）＝（TV）

〔主任講師 吉岡　一男（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　宇宙の観測にはどのような種類があるのだろうか。それらの観　測はどのようにして行われるのだろうか。観測の結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジを与える。電磁波以外の手段によ果、どのよう　な情報が得られるのだろうか。この科目ではこれら観測のイメー
る観測にも触れる。また、技　術の発展が観測にもたらした変貌についても述べる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 宇宙の観測とは

　宇宙の観測全般1と関わる一般的内容を説明し、次章以降の準
�ﾆする。宇宙の観測はどのような特色をもち、どのような方
@があり、どのような方法が使われ、その結果どのような情報
ｪ得られるかを、いくつかの実例を交えて解説する。

吉岡　一男
i放送大学

赴ｳ授）

吉岡　一男
i放送大学

赴ｳ授）

2 可視光観測の歴史

　可視光での宇宙の観測は、古くから行われてきた。ここで
ﾍ、光学望遠鏡等可視光での観測装置や観測方法について解説
ｷる。さらに、観測データの解析方法についても解説する。解
烽ﾍ主として歴史の流れに沿って行う。これらの知識は、他の
g長域の観測にも応用がきく。

同　上 同　上

3 観測の現場

　いろいろな分野での観測の間の類似点や相違点は何だろう
ｩ。観測が実際にどのようにして行われており、観測技術の進
烽ﾉよりどう変わってきたのだろうか？　ここではこれらの点
�S当講師が集まって議論する中で明らかにする。

同　上 同　上

4 光　・赤外線
ﾏ測の原理

　天体からの光や赤外線の連続スペクトルと線スペクトルの放
ﾋ過程について説明する。それらの観測するための望遠鏡、分
�增A検出器の原理と測定法、解釈の仕方について解説する

家　　正則
i国立天文

芫ｳ授：）

家　　正則
i国立天文

芫ｳ授）

5 光　・赤外線
ﾏ測の実際

　ハワイのすばる望遠鏡を例にとり、鏡面を制御する能動光学
竭蜍C揺らぎを打ち消す補償光学の原理について解説する。ま
ｽ観測の実際と画像データの解析の実際を現場から説明し、体
ｱしてもらう。

同　上 同　上

6
光・赤外線で見た

V体

　恒星・惑星系り探査、重カレンズ。クエーサー、銀河団、宇
?ﾌ元素分析、宇宙論観測などについて、最近の観測成果を実
痰ﾉ挙げて解説する。

同　上 同　上

7
電波天文学の始ま

閧ﾆ発展

　電波天文学は、今世紀の初頭から急激に発展してきた天文学
ﾌ中でも若い分野である。数多くの発見がなされてきた。ここ
ﾅは、その歴史を振り返りながら、特に観測装置の発展と関連
ｳせて、その特徴を解説する。

川辺　良平
i国立天文

芫ｳ授）

川辺　良平
i国立天文

芫ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

電波で探る宇宙の

囈ｭ
?ｮ現象

　電波天文学により、宇宙における様々な爆発現象、活動的な
ｻ象が明らかにされ、ダイナミックな宇宙の聖像が得られ、宇
?ﾌ認識が深まってきた。ビッグバン宇宙の証拠となる宇宙背
i放射や超新星残骸、電波銀河、太陽活動などの観測例につい
ﾄ解説する。

川辺　良平 川辺　良平

9

ミリ波サブミリ波
ﾅi探る

V体の形成史

　最近のミリ波サブミリ波での観測により、星惑星形成領域の
ﾏ測や原始銀河の観測が飛躍的に発展してきた。ここでは、
ｯ・惑星系や銀河などの天体の形成に関連する最近の観測結果
ﾉついて解説する。また、惑星や銀河の形成過程の解明にとっ
ﾄ重要なサブミリ波の本格的な観測にも触れる。

同　上 同　上

10 X線で見る宇宙

　X線天文学の歴史を概観し、X線から宇宙のどのような情報
ｪ得られるかを説明する。そして、太陽コロナや超新星、パル
Tー、ブラックホールあるいは銀河団や暗黒物質について得ら
黷ｽ知見を述べる。

牧島　一夫
i東京大学

ｳ授）

牧島　一夫
i東京大学

ｳ授）

11
ガンマ線で見る宇

　ガンマ線がどのような機構で発生するかを説明する。つい
ﾅ、宇宙線を形成する機構と考えられている粒子加速について
燒ｾする。そして、衛星や大気チェレンコフ光などによるガン
}線の観測について述べ、日豪共同によるカンガループロジェ
Nトにも触れる。

同　上 同　上

12
電波波を用いない
F宙の観測手段

　宇宙の観測として、電磁波以外の観測も盛んになってきてい
驕Bここでは、ニュートリノや重力波について、それらの検出
菇@やどのような成果が得られてきたかを解説する。また、現
ﾝ進行中の観測計画についても述べる。

同　上・ 同　上

13 地球型惑星

　水星、金星、地球、火星さらには月など地球型の太陽系天体
ﾉついて、地球からの観測や直接探査で得られた結果をもとに
ｻれらの地形的な特徴や物理的な性質を学ぶ。また、他の天体
ﾅは不可能な直接探査の方法の特質も論ずる。

松井　孝典
i東京大学

ｳ授）

松井　孝典
i東京大学

ｳ授）

14
巨大ガス惑星と小

V体

　木星、土星、天王星、海王星など巨大ガス惑星の知識は直接
T査により格段に進んだ。ここではそれらの成果を学ぶ。太陽
nには小惑星や彗星など多数の小天体も知られている。分光観
ｪや直接探査により多くのことが知られるようになった。それ
轤ﾌ成果も学ぶ。

同　上 同　上

15
これからの宇宙の

ﾏ測

　担当三三が集まって、宇宙の観測がどのような歴史を経てき
ｽかをまとめる。さらに、将来の宇宙の観測がどのような方向
ﾉ沿って行われるかの予測、および行われるべきかの希望を話
ｵ合う。

吉岡　一男 吉岡　一男
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＝・ 坙{列島の地球科学（‘03）＝（TV）

〔主任講師：　濱田　隆士（放送大学教授）〕

〔主任講師：福田正己（北海道大学教授）〕

全体のねらい
　日本列島の形質は、地球の歴史の中で育てられてきた。しかも地殻の激動の場からの産物である。赤道直下に近い熱帯サ

ンゴ礁地帯であった部分が、プレート・テクトニクスによって北上し、アジア大陸の白州と衝突して誕生した結果であるこ

とを、周辺の海域を含めた幅広い地球科学の眼でたどってみる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本列島とその周辺の、海水をとり去った結果の大地形を 濱田　隆士 濱田　隆士
概観し、プレート・テクトニクスによる変動帯として成長し （放送大学教 （放送大学教

1 列　島　の　特徴
てきた諸々の特徴を、グローバルな構造論の立場を通して理

�ｷる。

授）

沒c　正己

授）

沒c　正己
（北海道大学 （北海道大学

教授） 教授）

日本列島は、複雑な地殻変動の重なりとして形成されたの

で、現在見られる地質構造も複雑である。プレート衝突場の 濱田　隆士 濱田　隆士
2 列島の地質構造

特徴として、変成帯と非変成帯とが繰り返し配列していたり、

ﾎ山が帯状に連なるなど、豊かな歴史を反映したものである
（放送大学教

�j

（放送大学教

�j

ことを理解する。

現在め日本列島は、北半球中緯度で西に日本海を隔ててア

ジア大陸に向かい合い、ほぼ南北に細長くのび黒潮・親潮と

3 列　島　の　気象
いう二大海流に囲まれ、さらに東は太平洋に面しながら、北

ｼ球の偏西風帯に位置する。この配置が季節毎に特徴的な気
同　上 同　上

象をもたらすことを理解する。

日本は、海洋国・臨海国家と呼ばれるのに相応しい。海洋

とは、ただ単に水をたたえた広大な低地というだけはない。

4 列島をめぐる海
地球の自転運動により、太平洋の西縁に当たる日本列島近辺

ﾌ海水は特異な運動をとるようになっていることを理解す
同　上 同　上

る。

日本列島は、グローバル・テクトニクスとしてのプレート

運動によってでき上がった。地球表層部にはプレートがどの

5 島弧プレート運動
ように配置され、どのような動きをしてきたのか、列島形成 同　上 同　上
の原動力になった地殻運動のモデルを検証する。

海の歴史は、海底の地形と地質、そしてその形成年代が語

ってくれる。海底の歴史は、プレートのどの位置を占めるか

6 列島周辺の海底
で大きく異なる。列島地形や地質構造との調和のとれた配列

ｪ、海底の相対的な動きを示していることを理解する。
同　上 同　上

変動帯に位置する日本列島には、過去・現在そして未来を

通じ、地震・断層運動が激しい。地震とそれによって起こさ

7 地　　震　　活　動
れる地震災害は、日本列島のもつ宿命であることを理解し、

n震対策の現況をも併せ理解する。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

伊豆大島や雲仙普賢岳だけが火山ではない。日本列島は、

プレートの接し合う場として、地震帯と火山帯とが併存して

8 火　　山　活　動 いるので、地質時代から現在に至るまで、多数の火山活動が 濱田　隆士 濱田　隆士
起こって現在の地形・地質を形成していることを理解する。

日本列島の基礎をつくり上げた古生代やそれ以前の地層が

語る歴史はまさにグローバルで、アジア大陸の要素と、今は

9 地史（1）古生代 消え去った南海のパシフィカ大陸要素との出会いにある。化 同　上 同　上
石の語る古生代地理を考え、ダイナミックな列島形成史前半
を理解する。

日本列島形成史に占める中生代の位置は特別である。かっ

ては古生代のものと思われてきた秩父帯のかなりの部分が中

10 地史（2）中生代 生代前半の形成によることが明らかとなり、列島史は大きく 同　上 同　上
塗りかえられてきている。恐竜化石の産出は、大陸とのつな
がりを示すものと理解できる。’

日本列島がほぼ現在の姿になる、いわば仕上げの時代であ

り、火山活動、隆起・沈降運動も激しかった。したがって侵

11 地史（3）新生代 高力も強く、堆積作用も大きかったので、山脈・半島・平野 同　上 同　上
の形成期となり、海流系も安定化してきた時代であることを
理解する。

小さな島国の日本は、多種大量の資源を外国に依存してい

る。そのような中で、日本の地史を反映した鉱化作用・地下

12 地　下　資　源 資源鉱床の形成もあった。石灰岩やヨードなどのみが完全自 同　上 同　上
給型地下資源であることを理解し、エネルギー資源には乏し
い実情をみつめる。

日本は島国といわれるが、それはただ列島をなしていると

いうことだけでなく、大小様々の島々を抱えた多島海的自然

13 多島海型自然環境 環境下にある、ということに他ならない。わが国の気候・風 同　上 同　上
土・産業・文化へもその影響が大きいことを理解する。

日本列島の歴史が複雑な分、その研究史も多彩である。輸

入文化として始まった系統的な日本の地球科学を認識し、そ

14
日本の地球科学の

i展
れが時と共に消化・吸収され、今では日本からならではの地

?ﾈ学が、世界に向けて発信される時代となった発展の経緯
同　上 同　上

を概観する。

日本列島の歴史の主役が大陸系と南方系であったことに似

て、日本列島での人類発展史・生活型にも、南方型と大陸型 濱田　隆士 濱田　隆士

15 人　と　暮　ら　し とがある。自然環境に見合った風土が形づくられてきた縄
文・弥生時代以降、次第にグローバル化も混じ、現在ではヒ 福田　正己 福田　正己
トと自然の接点が変容を遂げた。
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　　　　　　　　　　　　　　＝エネルギーと熱（‘03）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　岡部　豊（東京都立大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　〔主任．講師：　堂寺知成（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　私たちの暮しの中で、熱を仕事に変える機械としてのエンジンを利用し、一方限りあるエネルギー資源の問題を論じてい
る。この講義は、このようなエネルギーと熱の本性を物理学の立場から理解することを目的とする。身近な現象をとりあげ、

熱力学・統計力学的に考える。また、コンピュータ・グラフィックスを有効に利用して理解を深める。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

エネルギーという言葉は日常的にもよく使われる。物理学 岡部　　豊 岡部　　豊
におけるエネルギーの概念、各種のエネルギーの変換、エネ （東京都立大 （東京都立大

各種のエネルギー ルギー保存則などについて学ぶ。また、現象をマクロにとら 学教授） 学教授）

1
とエネルギー変換 える見方とミクロにとらえる見方の関連を理解する。 堂寺　知成 堂寺　知成

（放送大学助 （放送大学助

教授） 教授）

温度と熱は日常的に用いる物理概念である。最高気温、熱

いお茶、風邪で熱があるなどという。この章では、温度、熱

2 温　度　　と　熱
量などの物理用語を学び、日常的使用法と物理学での使用法 堂寺　知成 堂寺　　知成
の違いを明確にする。

エネルギー問題の解決が容易でない第一の理由は、何もな

いところからエネルギーを生みだすのが不可能なことであ

3 熱力学第一法則
る。本章では、このことの背後にある熱力学第一法則（広義

ﾌエネルギー保存則）を学ぶ。気体の膨張や圧縮と、温度や
同　上 同　上

熱との関係も正しく理解したい。
、、

熱を仕事に変える機械が熱機関、すなわちエンジンである。

この章では、どれだけの熱を仕事に変換できるかを考察する

4 熱　　　機　　　関
ために、カルノーという天才が考案したエンジンの理論を詳

ｵく学ぶ。また、クーラー、冷蔵庫などに見られる冷却の仕
同　上 同　上

組みを学ぶ。

熱いお茶は冷め、煙突の煙は拡がってゆくことを、日常生

活で経験している。しかし、この逆の現象は、自然には起こ

5 熱力学第二法則
らない。このような現象を不可逆現象という。本章では、不

ﾂ逆現象を説明する熱力学第二法則（エントロピー増大則）
同　上 同　上

を学ぶ。

断熱材の有無で冷暖房費が大きく異なり、寒冷地などでは

衣服の耐寒性が問題となってくる。このように熱伝導の問題

6 熱　　　伝　　　導
は生活に関わりが深い。この章では、熱伝導、対流＼放射な

ﾇ熱の伝わる仕組みと法則を学ぶ。
同　上 同　上

前章までエネルギーと熱をマクロな観点から調べてきた。

物質を非常に多くの原子・分子から成る集団としてとらえる

7
統計的な扱いとう 際には、統計的な扱いが必要になる。酔っ払いの歩き方に似 岡部　　豊 岡部　　豊
ンダムウオーク た、でたらめな方向に進むランダムウォークを例に、統計的

な考え方を学習する。
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・執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

気体を構成する分子は絶え間なく運動している。その分子

の熱運動と温度との関係を学ぶ。個々の分子はいろいろな速
分子の熱運動とマ 度で運動している、すなわち分子の速度は分布する。分子の 岡部　　豊 岡　部　　　豊

8 クスウェルの速度 速度分布関数について学習する。
分布 堂寺　知成 堂寺　　知成

多数の粒子から成る体系の熱的な性質を、ミクロな粒子の

力学法則から出発して理解する統計力学の基本的な考え方を

統計力学の基本的 学ぶ。等確率の原理に基き、エネルギー配分の確率について
9 な考え方 学習する。 岡部　　豊 岡部　　豊

前章で導いた統計力学の基本法則に基いて、いくつかの系

の統計力学的な性質を調べる。個々の粒子が2つのエネルギ
マクスウェルーボ 一値だけをとる2準位系、多数の調和振動子から成る系など

10 ルツマン分布と応 を取り上げる。 同　上 同　上
用

第4，5章で学んだエントロピーの熱力学的な見方、第9
章で学んだ統計力学的な見方を整理する。混合、拡散などの

具体的な現象を例に、エントロピーの概念の理解を深める。
11 熱とエントロピー 同　上 同　上

水が固体、液体、気体の三態をとるような状態の変化を相

転移という。相転移を熱力学的に理解すると共に、多数のミ

12
相転移の熱統計力

w
クロな粒子の相互作用がもたらす協力現象として統計力学的

ﾉとらえる。具体的にイジング模型とよばれる磁性の相転移 同　上 同　上

を調べる簡単なモデルを学ぶ。

世の中には、あるパラメータが変化すると系の性質が大き

く変わる「相転移」を示す現象は広く存在する。必ずしも熱

的な現象とは限らない。浸透問題などに見られる相転移現象
13 複雑系の相転移 をとりあげ、主にコンピュータ・シミュレーションにより理 同　上 同　上

解する。

電子や陽子などの同種の素粒子の集りを量子力学で考える

場合には、粒子が区別できないことによる素粒子の統計性を

考慮する必要がある。粒子の波動関数の座標の入れかえに関
14 量子統計力学入門 する対称性からボース粒子とフェルミ粒子に区別されるが、 同　上 同　上

それぞれの統計的性質を学ぶ。

相互作用のないフェルミ粒子あるいはボース粒子から成る

体系をそれぞれ理想フェルミ気体あるいは理想ボース気体と

15
理想フェルミ気体
ﾆ理想ボース気体

いう。理想フェルミ気体の例として金属の自由電子模型を考

ｦ、低温における比熱を調べる。また、理想ボース気体が低 同　上 同　上

温で示すボース凝縮を学ぶ。
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＝流体的地球像（℃3）＝（TV）

〔主任講師：福田　正己（北海道大学教授）〕

〔主任講師：二濱田隆士（放送大学教授）〕

全体のねらい
　今新しい地球観が生まれつつあります。　最新の地球科学の研究成果は、揺るがぬ大地という固体的な地球から、流れる

地球として捉え直しています。　ダイナミックに変動する地球の、流体的な性質に着目しながら、新しい地球観を多面的に

紹介します。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
有為転変の地球観一流体的地球一

　地球は絶えず変動し続けています。　一見動くことのない

ﾆ思われる大地も、長い地球の歴史をひもとくと、それが流

黷驍謔､に変化し続けていることに気がつきます。　地球を

?ﾞ大気から陸水・海洋そして地球内部まで、その流れの特

ｿと相互作用について、流体的地球を探ってみます。

福田　正己
i北海道大

w教授）

_田　隆士
i放送大学

ｳ授）

福田　正己
i北海道大

w教授）

_田　隆士
i放送大学

ｳ授）

2
大気の脈動一大気大循環一

　地球を取り巻く大気は、高度ごとにその流れの性質が異な

ﾁています。　宇宙空間から地球を眺めると、大きく脈動す

驍謔､に循環する大気の流れが見えます。　地球上の様々な

C候を生みだし、また地球表面に影響を与える大気の流れを

K層分けしながら傭虚します。

福田　正己 福田　正己

3

大気の息づかい
齣
ﾎ
流
圏
と
成
層
圏
一

　流れる雲は、どのように成長しまた消滅するのでしょうか。

ｬき上がった火山灰はどこにながれてゆくのでしょうか。極

nで拡大しつつあるオゾンホールはなぜ形成されるのでしょ

､か。　大気圏での異なる規模の渦や流れ、そして大気の運

ﾔ物質について可視化しながら学習します。

同　上 同　上

4
海は流れる

鼕C洋大循環一

　遠い南の島からの便りが、海辺にうち寄せられます。　そ

黷ﾍ椰子の実であったり、貝殻であったり様々です。　また

Cの流れは表面だけでなく、海底下でも地球を循環している

ﾌです。　こうした流れは地球の多様な気候をも生み出しま

ｷ。

同　上 同　上

5
海は語る

鼬ﾃ海洋学一

　海底に堆積した貝殻やプランクトンなどを取りだし、詳し

ｭその組成を調べてゆくと、海がどのように変化してきたか

��ﾇすることが出来ます。それはちょうど磁気記録された

Jセットテープやビデオテープを再生するように、過去の海

ﾌ環境変化を再現するのです。

同　上 同　上

6
大地を刻む一河川の働き一

　数100mも切り立った崖は、河川が大地を荒々しく削り取
ﾁた結果です。　河川はたえず大地を刻んできました。また

ﾍ川は土砂を運搬し、扇状地や段丘を造り、あるいはデルタ

n形を海へ広げます。
@また水の循環の重要なパイプとしても働いています。

同　上 同　上

7

碧い湖と見えない

ﾍ川
鼬ﾎ沼と地下水一

　地球のいたるところに貯留された水が分布します。そこは

ﾁ異な生態系とまた豊かな自然環境が成立しています。　ま

ｽ水資源として重要な役割を担う地下水に、着目しながらそ

ﾌ働きと特徴を捉えなおして見ます。
同　上 同　上

一6　69一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

硬い氷は予想を超えた速度で流動します。　山岳から流れ

下る氷河は、大地を削り取り、特異な地形を造り出します。

8
流れる均

齦X河と氷床一

また白い大陸（南極）は、巨大な氷床で長い間覆われてきま

ｵた。　深くまで掘削して得られた氷には、太古の空気が閉

ｶこめられています。最新の氷の分析結果は、どのような過
福田　正己 福田　正己

去の気候変動を示してくれるのでしょうか。

地球の陸地の約15％は、年間を通じて凍結したままになつ

ています。この永久凍土には、過去に生息していたマンモス

9
凍てついた大地一永久凍土一 が凍結保存されています。　また永久凍土地域は、世界最大

ﾌ森林（タイガ）が形成されています。　そこでの変動は、 同　上 同　上

地球温暖化に大きな影響を与えつつあります。

地球内部は沸騰する水のように、灼熱状態に保たれていま

す。それは大陸を移動させ、また高熱が地上に露出して火山
地球の鼓動 活動を引き起こします。　地中深くで発信されたシグナルか

10 一地球内部ダイナ ら、地球内部の動きを推定してみます。 同　上 同　上

ミックスー

日本列島は、火山列島でもあります。　地球内部の動きに

起因して、火山は活発化し、やがて噴火します。繰り返され
噴き上がる地球の る火山噴火とそれが人々の暮らしに与えた影響について、北

11 息吹 海道有珠火山を例に挙げ、火山との共生への道を探る様子を 同　上 同　上

一火山活動一 報告します。

地下に蓄えられたエネルギーは、突然大地を引き裂きそし

て大きく揺らします。　日本列島に暮らす我々にとって、宿
裂ける大地・揺れる 命的な断層と地震について、その観測最前線をレポートしま

12 大地 す。 同　上 同　上

一断層と地震一

我々日本人の祖先はいつどこから来たのでしょうか。遙か

極地シベリアに活躍した先史モンゴロイドの寒さへの適応戦
極北の旅人 略が、あのマンモスを滅ぼしたのです。　その壮大な旅を辿

13 一先史モンゴロイ ってみます。・ 同　上 同　上

ドの移住・拡散一

膨張する人類の生産活動は、地球を温暖化させています。

極地ではその温暖化の兆候が真っ先に表れてきます。　この
だれが地球を熱く まま温暖化が進行すると、海面はどれだけ上昇するのか。温

14 したのか 暖化予測についての、最新の研究を紹介します。 同　上 同　上

一地球温暖化一

地球を他の惑星と比較し、その違いを一言で表現するなら、

それは「流れること」にあります。　大気から陸面・海洋そ

15
新しい地球三一流体的地球一 して地球内部まで、地球は絶えず流動しているのです。　こ

ﾌ講義のまとめとしてもう一度各階層毎に「流れる」地球を

福田　正己 福田　正己

｛細干してみます。 濱田　隆士 濱田　隆士
、
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二天体物理学入門（‘03）＝（R）

〔主任講師二　吉岡　一男（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　本科目では、天体についての知見が観測から理論を介して求められる具体的な過程の理解を目ざしている。そのために、

主として恒星の可視域の観測を例にとり、その運動や半径・質量や温度・圧力あるいは化学組成等が求められる過程を、演

習を交えて解説する。これらの知識は、他の天文現象の理解の基礎にもなっている。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 天球座標と年周視差

　まず、15回の講義の流れについて概観する。ついで、天球

ﾌ概念と天球上での天体の位置を表す天球座標について学
ﾔ。最後に、恒星の直接的な距離を与える年周視差について

wぶ。

吉岡　一男
i放送大学助

ｳ授）

吉岡　　一男

i放送大学助
ｳ授）

2 固有運動と視線速度

　まず、天球上での天体の動きを調べ、その要因として年周

牛ｷ以外に固有運動等があることを学ぶ。ついで、天体の視
?繧ﾌ動きを表す視線速度とその測定法について学ぶ。さら

ﾉ、恒星の宇宙空間内での運動を概観し、最後に太陽の運動

�wぶ。

同　上 同　上

3 永年視差と統計視差

　年周視差とともに幾何学的関係を利用して直接的に恒星の

覧｣を測定する方法を学ぶ。これらの方法は構成の集団に対
ｵて適用され、太陽運動を利用したり、恒星の集団の系統的

ﾈ運動を利用する。
同　上 同　上

4 等級と色指数

　天体の明るさは等級で表される。ここでは、等級の定義と

ｻの測定方法について学ぶ。等級には見かけの等級と絶対等

奄ﾌ区別があることや、測定される波長域による区別もある
ｱとを学ぶ。さらに、色指数についても学ぶ。

同　上－ 同　上

5 連星とその種類

　連星は、2個の恒星が互いの重力で互いのまわりを公転し
ﾄいる天体である。多くの恒星が連星の形で存在している。

A星は、質量をはじめとして恒星のさまざまな物理量の情報

ｹとなっている。ここでは主に連星の公転運動やその種類に

ﾂいて学ぶ。

同　上 同　上

6
実視連星と分光連
ｯの解析

　ここでは、天球上に投影された動きに基づく実視連星の解

ﾍと視線速度曲線に基づく分光連星の解析方法について学
ﾔ。これらの天体の解析により、公転軌道や質量に関する情

�ｪ得られる。これらの情報は、視線速度曲線の得られる実

鋸A星の場合にはさらに豊富になる。

同　上 同　上

7 食連星の解析

　ここでは、連星の解析の続きとして光度曲線に基づく食連

ｯの解析方法について学ぶ。食連星の解析により、星の表面
P度や半径等、他の種類の連星では得られない情報も得るこ

ﾆができる。視線速度曲線の解析も合わせるとさらに豊富な

﨣�ｪ得られる。

同　上

@　、

同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

恒星はそのスペクトルの特徴をもとにスペクトル型に分類

されている。また、恒星の表面温度はその放射エネルギー分

8
恒星のスペクトル
ﾆ表面温度

布をもとに求められる。ここではそれらについて学ぶととに、

Xペクトル型と表面温度の関係や表面温度と色指数との関係
吉岡　一男 吉岡．一男1

についても学ぶ。

横軸に表面温度を目盛り、縦軸に等級を目盛ったHR図は、

恒星の研究に重要な役割を演じてきた。ここでは、HRが導

9 HR図と恒星の分類 かれた歴史も交えてHR図に基づく恒星の分類について学 同　上 同　上
び、その有用性を示す。

太陽は46億年もの間、現在とほぼ同じ明るさで輝いてきた。

この太陽のエネルギー源が水素の核融合のエネルギーである

10
太陽の年齢とその
Gネルギー源

ことを、太陽の年齢が推定されてきた過程とともに学ぶ。さ

轤ﾉ、他の恒星のエネルギー源についても学ぶ。
同　上 同　上

現在、恒星の内部構造についてかなりのことが知られてい

る。ここでは、恒星の内部構造がどのようにして求められて

11
恒星の内部構造の
?

いるかを、主系列星を例にとって学ぶ。またミ恒星の中心部
ﾌ物理量の概算を試みる。

同　上 同　上

われわれが直接に受け取る恒星からの放射は、恒星の表層

12
　　　　　　　辱P星の表層構造と
ｻ学組成の決定

から来たものである。ここでき、恒星の表層構造がどのよう

ﾉして求められるかを、主系列星を例にとって学ぶ。また、

P星のスペクトルの観測から表層の物理量や化学組成の情報
同　上 同　上

がどのようにして得られるかも学ぶ。

恒星は、原始星が主系列星となり、さらに主系列星が巨星ゼ

超巨星に進化していく。それ以降は誕生時の質量により白色

13
恒星の進化とその

ﾁ質
三星や超新星として最後をとげる。ここでは恒星の進化を順
�ﾇって学び、なぜそのような進化をするかについても考察

同　上 伺　上

する。

ここでは、恒星やそれ以外の天体の距離や半径等の幾何学

的弓や温度等の物理量の求め方について学ぶ。その中にはす

14 天体の諸量の決定 でに学んだ方法も含まれるが、ここではそれらを含めて系統 同　上 同　上
的に整理しておく。

最後にここで星間物質や惑星等、恒星以外の天体の特徴と

その解析方法を構成の場合と対比させて学ぶ。本章を学ぶこ

15
恒星以外の天体の
ﾁ徴：とその解析

とにより、天体一般について、知見が得られる過程について

?髓�xのイメージが得られるであろう。
同　上 同　上
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　この冊子に掲載した講義内容は、教材の原稿等を作成する時点で

主任講師等が執筆しており、実際に印刷教材及び放送教材を制作す

る時点で内容等を組み替えていることもあり、必ずしも最終的な印

刷教材・放送教材と一致していない部分がありますので、ご容赦く

ください。
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